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        　――　本編　――

        　

        　

        　

        
            【１】僕の前提――ソロギルド【血塗れブラツディ男爵・バロン】の結成

            　

            　

            　黒麦という名前で、ネットワーク接続型半VRMMORPG――【クラウンズ・ゲート】を始めたのは、βテストが開始された時のことだ。

            　単なる暇つぶし、その一言に尽きる。

            　元々人とコミュニケーションを取ることがそれ程得意ではない事も手伝って、ゲーム内でもソロとして活動していた。黙々と魔術師という職のレベルを上げる内に気がついたのは、この職がドM職と呼ばれていることだった。

            　初めは何も問題はなかったのだが、βテスト――正式開始前のユーザーによるゲームのテストプレイが進むその内に、魔術師と言うだけで野良（特定のギルドや固定のメンバーと組んでいないその場限りの集まり）でもパーティは組みづらくなり、それも僕のソロ活動に拍車をかけた。

            　パーティとは、連携して一つの対象に臨める単位で、クラウンズ・ゲートの場合は基本的に六人までがパーティを組める。ソロとは誰とも組まずに一人で行動することである。大雑把に言うならば。

            　しかし何度目かのレベルアップ以後、実際には魔術師がかなりの威力を誇る後方火力職だと分かるやいなや、貴重な魔術師プレイヤーの争奪戦が始まった――らしい。

            　だがその頃には、一人でレベルを上げる毎日になれていた僕は、βテストのレベルキャップ――【限界リミ範囲ツト】のレベルにまで達していて、上位レベルの難易度を誇る【常闇の森】で孤独に狩りをしていたから、誰にも争奪なんてされなかった。周囲に人影はなかった。全くと言っていいほど無かったのだ。

            あるいは僕は避けられていたのかも知れない。いやそんなまさか。

            　生産スキルの解放や、ギルドの仮設置などが可能になり、他のプレイヤーは一時的にレベルあげを中断して、横の繋がり……即ちコミュニケーション行動を取り始めていたようだ。

            　通常ならば、【常闇の森】というフィールドに入るためには、パーティを組んで、必ず一人一度はクエストをクリアしなければならない。

            　条件を満たさないと、フィールドに入ることが出来ないのだ。

            　しかし【常闇の森】に至る直前のクエストとボスは、当時挑戦できるユーザーの数が少なかった。野良でもそのレベルに達しているプレイヤーが少数だったこともあり、何とか僕も攻略時にはパーティに入れてもらえた。

            　その為【常闇の森】のフィールドには僕も入れるようになり、森開放後皆が一端街へと戻っても、僕だけは森でレベルを上げ続けた。

            　皆が街へと戻ったのは、レベルが上がりづらくなったことも理由にあったのだと思う。

            正式開始日までを考えると、友達作りに励んだ方が、レベルを上げるよりも有効だと多くの者が判断したのだろう。

            　だが僕は淡々とレベルを上げ続けた。

            　パーティを今後も組めるかどうかなどその時点では皆目見当も付かなかったため、何とかソロで生きていくためには、強くなる必要があったのだ。パーティを組む友達が出来ないからと言って、止めるには惜しいゲームだと思ったからだ。

            　その為ギルドに参加するタイミングを失った。

            　結果、βテストが終わった時、僕は総合ランキング一位、魔術師ランキング一位、ソロランキング一位という成績で、街に張り出されるランキング表に名を残した。

            　とはいえその時点ではまだ、

            「一位って言っても魔術師、しかもソロ。すぐにランクは下がるだろうし、足手まといになるだろう」

            「寧ろそこまでレベルを上げるなんて気持ち悪い」

            　という評価しかつかなかった。

            　――キング・オブ・ヒキ廃ニート。

            　それが僕についた最初の通り名だ。

            　そしてさらに、正式開始後僕に近づいてくる人――話しかけてくれる人は減った。

            　幸い正式開始を経て【常闇の森】以降のフィールドは、大陸クエスト……プレイヤー開放型クエストといって、誰か（のグループ）がクエストを一度クリアすれば、クエスト未消化でも範囲エリアに入ることが可能になるものが増えた。なので僕は、パーティを組まなければならないクエスト（個人クエストの中でのダンジョン攻略ものやボス討伐系）を基本的には引き受けず、誰かの手で新しく開放されたフィールドに移動して、淡々とレベル上げに励んだ。

            　勿論パーティを組んでクエストを消化した方が、もらえる経験値は格段に高い。

            　しかしフィールドでレベルを上げた後であれば、本来であればパーティ必須の個人クエストも単独でクリアできる。そのため、ソロでこなしている僕にとっては効率よく経験値を稼ぐことよりも、兎に角自分のレベルを上げることが最重要課題となった。

            　それこそ効率よく経験値を稼げばレベルが上がるのも早くなるが、僕の目的は、この時既に、単独で個人クエストをクリアすることに変わっていたのだと思う。基本的には引き受けないとはいえ、全くやらないと、後続の個人クエストに進めないので、いつかは挑戦しなければならないのだ。

            　ランキングは三ヶ月に一回更新される仕様だそうで、一位の僕は最初こそ少しタウンチャットで名前を囁かれた。だが、正式サービス以後は人もかなり増えたため、次第に僕は目立たなくなった。

            　目立ったのは、魔術師はドＭ職だという評判だ。

            　ちなみに正式オープン後一ヶ月の時点で、僕は再びレベルキャップに到達したので、掲示板やwikiでゲーム情報を集めながら、料理と薬師という生産スキルのレベルを上げ始めた。

            　二ヶ月目の時点で、二つの生産スキル共にレベルキャップに到達。

            　レベルキャップとは、一定レベルまでレベルが上がると、大型アップデートやイベントによって、レベル制限が解除されるまで、レベルが上がらなくなる仕様だ。

            　レベルキャップ解放まで残り一ヶ月だった（次のランキングの更新にあわせて、またレベルキャップが解放される）ので、残っている個人クエストを消化するため、漸く重い腰を上げることにした。

            　――やはり、どこかギルドに入った方が良いかもしれない。

            　一人でクエストを消化しつつもそんなことを考えるようになったのは、俗に言われる第二次魔術師争奪戦争の頃だった。

            　第一次のβ時は、一人で狩りをしていたのでそんな騒動には気がつかなかった。

            　しかし、第二次は掲示板経由で、その騒動を知った。

            　やはりパーティを組んでいても、ギルドに入っていても、魔術師の育成が難しいことには代わりがなかったらしい。大半が、魔術師という職に挫折し、回復職に転向しているのだという。

            　レベルキャップが低いレベルにある内は、後から始めたプレイヤーも先に始めていた人々のレベルに追いつきやすいし、別キャラクターを新しく育成しても、頑張ればすぐに元々のキャラと同じレベルになれたりする。

            　その中でも回復職である聖職者は、先頭に引っ張りだこだから、レベルが上がりやすい。

            　魔術師とは違って羨ましい。

            　魔術師は特に、まともに火力としてカウントできるようになるレベルまで上げるのが大変なのだ。――と言うことは、いくら不名誉な通り名を持つ僕でも、入れてくれるギルドもあるかも知れないし、そもそもコミュ障ゆえにソロばっかりだった僕の存在なんてそろそろ皆が忘れられたのではないだろうか。

            　初心者の顔で、ソロとか好きじゃありません、って素振りを何とか身につけたら、不名誉な通り名のことなど忘れて、普通に接してもらえるかも知れない。だけど団体行動なんて出来るだろうか、僕に。だなんて考えていた頃、レベルだけを見て勧誘してくれたのだろう唯一の某ギルドの中に、散々僕を「足手まといの魔術師ｗしかも廃レベル」とタウンチャットで皆に聞こえるように嘲笑っていたプレイヤーがいるのを見て、僕は躊躇した。

            　どうしよう、怖い。

            　その日は、溜息をつきながら、結局ソロで。

            　僕は個人クエストを消化にするために移動を開始。

            　そして、たまたま目の前に二つの人影を見つけた。

            　片方はトップギルドと名高い【白銀騎士団】と名前の下に表示された聖剣士。

            　浅黒い肌をしていて、桃色がかったくせ毛の銀髪を、後頭部で結んでいる。

            　筋肉質で長身の女性キャラクターだ。

            　露出が高く、鉄の鎧がビキニのようだ。

            　もう片方は、これまたトップギルド争いをしている【BlueSkyOrchestra】と名前の下に表示された聖職者。【BSO】と略して呼ばれることが多いギルドだと、僕でも知っていた。

            　赤髪で色白、端正な顔の青年だ。

            　黒い神父服を着ている。

            　――こんな所で何をして居るんだろう？

            　二人を通り過ぎたところに、僕が目指す個人クエストがある。

            　洞窟内部でボスを倒してくるというクエストだ。

            　ちなみに僕はと言えば、完全に出るタイミングを失い、茂みの影で硬直していた。

            　服装は、顔まで全て覆う黒いローブ姿である。

            「私は【白銀騎士団】を抜ける。もうあの連中のやり方にはついて行けない」

            　深々と溜息をつきながら聖剣士が言った。

            　切れ長の目が細くなる。

            　黄土色のような、宝石のような、綺麗な瞳だった。

            「どうして全員のレベルを上げるために、クエストの先行を止めなければならないんだ。何故一々私が手伝いをしなければならないんだ。私は壁じゃない。私はゲームがしたい」

            「その気持ち凄くよく分かるよ。俺だって回復するために生きている訳じゃないって何度も言いたかった。みんな俺をおだてるけど、所詮回復して欲しいだけなんだ。もしくは勝手に実力以上のことをして死ぬくせに、回復が遅いって俺を糾弾する。何時どんなタイミングで回復しようが俺の自由だと思うのにね」

            　今度は聖職者が笑顔で言った。僅かながらに、苦笑の色が見える。

            　二人とも、相当ギルドに疲れているのだろうか、中々辛辣だ。

            　ギルドはギルドで面倒くさそうだ。

            　が、やっぱり僕は、彼らが羨ましいと思った。

            「だから私は、新しくギルドを作ることにした」

            「やっと決意してくれたんだ。俺、ずっと待ってたんだ。俺も【BSO】を抜けるよ」

            　ギルドの違うこの二人が、何処で交友関係を結んだのかは不明だが、見守っていると目の前で、【ギルド脱退】が行われた。

            　途端、二人の元に、個別チャットが豪雨のように飛んできていることが分かった。

            　チャット中は名前の横にマークが付き、着信数や、受信状態などが表示されるのだ。例外は、秘密チャットだけらしい。

            　二人とも似たり寄ったりの回答をしているのが、宙に出た吹き出し型のウィンドウから見て取れた。どうやらそちらは、このフィールドにいる者から飛んできたオープンなチャットらしかった。半VRであるこのゲームは、非VR媒体から接続することもできるので、文字チャットも可能なのである。吹き出しは、主にそれを補助するチャット画面だ。

            　二人の回答は、兎に角ギルドは抜けた、と言うものだった。

            　音声だけの個別チャットでも、秘密チャットでない場合は、側にいて、口を動かしチャットをしている限り、側にいれば聞こえてしまう。勿論、個別チャットは、他者に聞かせないように一対一で話すときなどに使うから、音声を相手の耳元だけで再生するなどすれば、近くにいても聞こえなくはなるはずだ。しかし普通はみんな、面倒だから、相手を指定するだけで、口を動かして話す。その結果、二人のやりとりは僕の耳にも入る形になったのだ。多分。チャットをあまりしないので、よく分からないけれど。

            「私はこのクエストから先が未消化だ」

            　チャットを一段落した聖剣士が言う。僕と一緒だなぁと思いながら見守った。

            「俺もだよ。ここからのクエストは、ソロだと本当にきついからね。多分レベルを初心者にあわせてるギルドのほとんどはここで止まってるでしょう？　止まってないのなんて、初心者お断りの【殺戮同盟】だけじゃない？」

            　そうなのかぁと僕はうずくまって耳を澄ました。僕を誘ってくれた唯一のギルドは、【殺戮同盟】だ。 聞こえた話が本当で、殺戮同盟以外のプレイヤーが、この個人クエスト前で止まっているのだとすれば、僕もここで止まっていても良いのかも知れない。それに殺戮同盟はこのクエストの次の次のクエストで足止めを食っていると聞いていた。何でも魔術師を初めとした範囲火力が必要らしいのだが、殺戮同盟には魔術師がいないのだそうだ。魔術師以外の範囲火力職は、今のところまだ無い。個人クエストでも、このようにパーティを組まなければならなかったり、様々な職を必要とするダンジョンやボスがあるのは、周囲と仲良くなるためなんだろうとは思うが、ソロには本当に辛い仕様だ。

            「とりあえず他のギルドメンバーが見つかるまでは、このクエストに挑戦するか。レベルもキャップまで上がっているしな」

            「いいけど、二人で？　大丈夫かな」

            「ゆっくり進めばどうにかなるかも知れない」

            「それはそうだけど、早く他のメンバーを見つけて、ギルドを結成しちゃった方が良くないかな？」

            「あてはあるのか？」

            「無いよ」

            「だったらこのクエストをやりに来た人間を勧誘しよう。目的は同じはずだ、私たちと」

            「合理的だね」

            　話が、僕に都合が良く展開した気がした。

            　今クエストに行けば、あわよくばパーティを組んでもらえるかも知れないし、ともすればギルドにも入れてもらえるかも知れない。

            　だが――忘れてはならない、僕はコミュ障だ。

            　立ち上がって声をかける勇気が出ない。

            　内心溜息をついた時、唐突に二人がこちらを見た。

            「盗み聞きは感心しないな」

            「どこかのスパイ？」

            　身動きしなかったのに、どうしてばれたのだろうかとビクビクしながら、僕は立ち上がり後退った。しかしその瞬間には、背後から剣を突きつけられていた。

            　――俊敏のステータスも上げている僕より、この聖剣士は早い。

            　やっぱり職業の差だろう。

            　そして目の前からは、聖職者に十字架を突きつけられた。

            　このゲームは、PKが出来るので、僕はこのまま殺されてしまうのかも知れない。

            　いっそ、そうなれば最寄りのゲートまで転送されるので、逃げられるし有難い。

            「――あれ、魔術師ランク一位の……」

            　ローブのおかげで直接ではなく布越しだが、しっかりと真正面から聖職者の青年と目があった。身長は同じくらいだが、僕は鉄板を仕込んだ靴を履いているので、彼の方が僅かに実際の背は高いようだ。

            「黒麦か……見かけるのはβ以来だ。久しぶりだな、黒麦。以前【常闇の森】のクエストでパーティを組んだことがある、日廻だ。聖剣士」

            　静かに首元から剣が離れた。

            　心底安堵する。

            　同時に十字架をおろした青年が、僕に向かって微笑んだ。

            「はじめまして、俺は赤鐘。聖職者だよ」

            　しかし目が笑っていない気がして、僕はおずおずと頷くことしかできなかった。

            　赤鐘の隣まで歩み寄った日廻が腕を組む。

            「ここで何を？」

            「俺、レベルキャップまで行っている魔術師を初めて見たよ。どうやってレベル上げたの？」

            「ソロのままか――固定パーティでも組んでいるのか？」

            「いやそれはないんじゃない、だって、こんな高Lvの魔術師が固定にいたら、少なくとも俺の耳には入ってくるよ」

            「それもそうだな。たまに黒麦の目撃情報を聞いた場合は、大抵街で買い物をしている時だしな」

            「だけど、本当にどうやってレベル上げたの？」

            　僕の目撃情報まであるなんて、ギルドの情報網は恐ろしいなと思った。

            　二人がジッと僕を見る。

            　それだけでいたたまれなくなってきた。

            「チート、と言うことはないだろう。淡々と狩りをするのが趣味だと聞いている」

            「え……つまり淡々とレベルを上げたの、狩りで……？　まさか、一人でクエストもこれの前まで消化したのかい？」

            「ここにいると言うことはそう言うことだろうな」

            　一言も発しない僕の前で、二人が話合っている。

            　暫しの間を挟んで、日廻が改めて僕を見た。

            「これから二人で、そこの洞窟のクエストに挑戦しようと思っているんだが、一緒にどうだ？」

            「日廻……普通高レベル魔術師様相手には、『一緒に行って下さいお願いします』が常識だよ」

            「【BSO】の常識など知らん」

            「【騎士団】の魔術師は威張ってなかったの？」

            「……笑うしかないな」

            　顔を背けた日廻の横で、赤鐘が肩を竦めた。

            「それで、どうしよう？」

            「え、あ……」

            　僕は緊張して上手く音声チャットが出来そうになかったが、必死で頑張った。

            「僕で良ければ是非」

            　これがきっかけで、クエストクリア後、僕はギルド【血塗れ男爵】に加入した。

            　ギルドの名前、もうちょっと何とかならなかったのだろうかと今でも思っている。

            　それから少しして僕らがクエストを完遂した頃、レベルキャップが解放され、ランキングが更新された。

            　総合ランキング一位は、今回は沢山いた。

            　ちなみに魔術師ランキング一位は僕のまま、ソロランクは【元】として、ソロ期間のランキングが掲載された。ソロランキングでは、二位以下とのレベル差を圧倒的に開けて、僕は一位のままだった。

            　【血塗れブラツディ男爵・バロン】の規則は、主に三つ。

            　――基本的にソロ。ギルドでつるむ必要はないし、野良パーティを組もうが、チャットで無言だろうが文句なし。

            　――クエストやボス戦で協力する時以外は自由。協力要請は断っても良い。

            　――辻ヒールの強制や売名行為は無し。やりたければやっても構わないが、やらなくても責めない。ギルドメンバーの積極的な勧誘もしないし、脱退にも基本的に文句は言わない。

            　というもので、実に気楽である。

            　ギルドは団長マスター、副団長サブマスター、執権、その他から構成される。副サブマスは二人、執権は三人までの人数がなれる。勿論団長は一名だ。

            　その後紆余曲折を経て、【血塗れ男爵】のメンバー数が六名になった頃、ゲーム正式開始から半年が経った。βから数えて三度目のランキング発表。

            　総合ランキング一位に、【血塗れ男爵】のギルメンは全員名を連ねた。

            　また、

            　――聖剣士ランキング一位は、団長の日廻ひまわり。

            　――聖職者ランキング一位は、副団長の赤あか鐘がね。

            　――魔術師ランキング一位は、（一応）副団長の僕、黒麦くろむぎ。

            　――鉄槌使ランキング一位は、執権で壁役が多い、粋すい龍りゆう。

            　――銃術士ランキング一位は、執権で中距離型の、青あお兎うさぎ。

            　――召喚者ランキング一位は、執権で僕と同じ後衛の、月極つきぎめ。

            　という結果になった。

            　あんまりにも魔術師が育成困難なため、後衛で範囲が召喚獣によっては使用可能な召喚者人気が高まっている。

            　その中でも不動の一位の月極は凄い。

            　そして僕と違って明るく元気なのに、ソロギルドに入ったのが、大変不思議だ。競合しそうな僕たちだったが、そんなことは全くなく、僕は比較的月極とはギルド内で仲が良い。

            　同じくらい粋龍とも仲が良い。

            　こちらはがっしりとした体格の好青年といった感じだ。

            　勿論青兎とも、赤鐘とも、日廻とも上手くやっていると思いたい。基本的に僕は話さないので、実際の程はよく分からないが。

            　そんなこんなで、【血塗れ男爵】は、人数規模的には弱小だが、名声と所持金とクエスト進行度は鰻登りである。何より自分の名前の下に、ギルド名が表示されているというのが、気分が良い。

            　こうして半年目を順調に迎え、半年目イベントが終わった直後、大型アップデートが行われることになった。アップデートの際は、ゲームは休みである。

            　ゲーム世界から、強制的に三日間離れることとなる。

            　これは僕にしてみると、大変都合が良い日取りだった。

            「またな」

            　月極に肩を叩かれ、僕は手を振り替えしながら、ローブの奥で笑った。

            　実に、平和な日々だった。


            　

        
        
            【２】僕の現実

            　

            　

            　僕はVR接続用のユーザーインターフェイスを外し、サイドテーブルに置いた。

            　背もたれに背を預け、深呼吸をする。

            　普段の僕は、二十一歳の大学四年生。

            　就職活動終了後の大学三年の１月からクローズド（オープン時にレベル初期化。この期間に第三学年の講義も全て終わった）・オープンβテスト（二月十日開始）に参加した後、卒論とゼミだけを残した状態で、【クラウンズ・ゲート】というゲームの正式オープン（三月一日）に臨んだ。

            　今は九月。

            　大型アップデートは、秋の連休前に行われ、秋の連休で新規ユーザーの獲得を狙うらしい。前回の大型アップデートは、（中高生の）夏休み直前だった。

            　大学での専攻は、人工知能の感情モデル研究。

            　文理学部という、文系と理系の中間学科に所属している。

            　一見難しそうだが、講義の大半は、映像加工ソフトを弄ったり、論文を読んだり、ごくたまにプログラミングをしたりという、何とものんびりとした所である。

            　別段僕自身は人工知能に興味はないのだが、人工知能関連ゼミが、たまたま【クラウンズ・ゲート】の週に一回のアップデート日のアップデート時間と重なっていたので、迷わず選択した。この時間に被る講義で、卒業単位が取れる講義はなかったし、そもそも出席するよりも論文（という名の作文レベル）を書く方が僕には楽に思えたのも理由だ。

            　就職先では、人工知能つき電化製品（炊飯器等）の企画をする予定だ。企画だけなので、当然プログラムすることもない。

            　まぁそんな学科であるが、入学者全員に、僕の年度からVR接続用ユーザーインターフェイスが試験的に無料配布されている。そのおかげで、率直に言って富裕層が多いVRMMORPGのユーザーに僕もなれた。

            　接続装置は、だいぶ安くなってきたとはいえ、まだまだ高額なのだ。

            　僕はあまり他者のプライベートを聞いたりはしない（能動的にも、受動的に聞く機会がないという意味でも）が、大体のユーザー層は分かる。

            　富裕層の子息子女、ついで富裕層自身（お金に物を言わせてレベルを上げたり装備がキラキラしたりしている。正直言って羨ましい）、僕同様運良くインターフェイスを手に入れた庶民（半数は貯金した上で、限定数しか流通しない品に当選し、購入した人々。

            残りは、僕同様無料配布された学生）である。

            　廃人が多いのは、専ら学生だ。

            　その為、年齢層は普通のMMORPGよりは比較的高い。

            　だがクラウンズ・ゲートの場合は『半』VRであり、他の媒体からもアクセスできるので、全体的に見れば、VRゲームの中では、年齢層が若いのかも知れない。

            　他の媒体（ポータブルゲームやPCなど）からアクセスした場合は、普通の3DMMORPG（音声通話可）となる。僕もどうしても外出しなければならない時は、携帯ゲームでレベルあげをし、文字チャットを稀にする。

            　そんな半VRMMORPGクラウンズ・ゲートとは。

            　ネットワーク接続型多人数同時プレイ可能のRPGで、基本的には【個人クエスト】と【大陸クエスト】を進めながら、自由に遊ぶ代物だ。

            　中世欧州風かつ魔法のあるいくつかの大陸を移動しながら、一定区画ごとにフィールドと呼ばれ区切られた所で、ボスを倒すなどの戦闘を楽しむゲームである。

            　VRとして接続すれば、痛みこそ無いが、触覚や視覚・聴覚は再現される。

            　味覚や嗅覚はほとんどない。

            　例えば甘味は、『甘くない・甘い・激甘』の三種類、それがさらに料理ごとに『不味い・普通・美味い』と掛け合わされ、最終的な甘味の評価は九種類の範囲に分類される。

            画一的だ。

            　勿論食事はゲーム内でとってもHPやMPの回復の役割しか果たさないし、尿意は実際の体に即してあるから、トイレに至っては、装置を外して普通にお手洗いへ行く。

            　それから、クエストについて。

            　個人クエストは、何をして良いか分からなくならないように、個々人に存在するそうだ。冒険者シナリオとして、全員にあるものの他も存在し、レベルやステータス、異動先によって色々と引き受けられるクエストが変化する。

            　大陸クエストは、一つの大陸に一本のストーリーとして存在するため、誰か（のパーティ）がクリアすればOKとなる。

            　噂では【クラウン・クエスト】なる極秘クエストがあると囁かれるが、いまだそれをクリアしたというプレイヤーの話は聞いたことがない。他にもゲーム中に意識不明になった人がいるという都市伝説も聞いたことがある。ゲーム内に閉じこめられるという言うお話だ――が、この伝説は大抵のVRゲームにつきものである。実際にそうした事故を引き起こしたゲームもあるようだが、今のところクラウンズ・ゲートでは、実際に誰かが意識を喪失したとは聞いたことがない。

            　そんな世界で、ソロあるいはパーティを組んだり、ギルドに入ったりして、自分の職業スキルや生産スキルを高めていくのが一つの遊び方だ。やりたいように個人がやって良いのである。

            　その中で僕は魔術師という職を選び、二つまで取れる生産スキルは料理と薬師にした。

            　転職は出来ない。

            　上位職もない。

            　種族も人間しかない。

            　海外サーバーもない。

            　が、アバターを自由に設定できるので、ゲーム世界には個性的な人々が揃っている。

            　元々の顔立ちはスキャン直後の自分自身の顔とはいえ、性別や体型まで変えられるので、現実世界ですれ違っても滅多なことでは気がつかないだろう。

            　例を挙げれば、青兎は海色の髪をしていて、白い兎耳が生えている。獣耳や刺青なども、任意で初期アバターに加えられるのだ。僕の場合はほとんど変えていないが、口元までを覆うインナーと、口元まで降りているローブのフードのせいで、顔自体外界に晒していない。

            　職業スキルは全部で六つ。

            　聖剣士、聖職者、魔術師、鉄槌使、銃術士、召喚者。

            　【血塗れ男爵】には丁度一人ずつ揃っている。

            　生産スキルは、アップデートの度に増える。

            　料理、薬師、鍛冶、漁業、農業、採取等々。

            　初めはmobモンスターを倒して得た製品や誰でも採取可能なアイテムから、料理を作ったり薬を作ったりするだけだったが、今では採取自体もスキルになっていて、採取の専門家もいる。二つしか取れないが、こちらは取り直しが出来る。ただし、レベルあげは次第に困難になっていくので、あまり取り直しを勧める人は居ない。

            　

            　ちなみにギルドのメンバーについて少し。

            　まずは団長の日廻。

            　身長178cm、体重非公開、キャラクター女性（ギルメン全員の実性別を僕は知らない）。

            　きまじめで強気と言った感じの頼れる姉御……漢といったら怒られそうだ。

            　冷静で堅く険しい口調。ある意味武士の気配を漂わせている。

            　均整の取れた褐色の肌をしていて、良く筋肉が付いていて、胸は大きすぎず小さすぎず。

            　桃色に見えるくせ毛の銀髪を、後頭部で結んでいる。

            　うなじくらいまでの長さだろうか。

            　そして黄土色の瞳だ。何度見ても宝石のようである。

            　続いて副団長の赤鐘。

            　身長173cm。男性。

            　非常に穏和で、そう穏やかで、笑顔以外滅多に見ない。

            　（ただし目が笑っていないことはしばしばある。それはVRでもハッキリと分かる）

            　策士というか腹黒いというか……前者だという事にしよう。基本、いい人だ。

            　僕が組んだ中で最も頼れる回復役だ。

            　以前居たギルドでは駄目人間扱いされたこともあったというのが到底信じられない。

            　最初から策を練る場合は兎も角、基本的に普段は裏表無く真っ直ぐに、最初から居たギルドで疲れたからと言って正直に生きている日廻にかわり、対外関係を一挙処理している赤鐘は、居なければギルドが潰れると言っても過言ではないくらい凄い。

            赤髪で、同色の瞳をしている。細くて華奢だ。

            　それから執権の一人目、青兎。

            　一応もう一人の副団長は僕だが、実質このギルドのNo.3は間違いなく彼だ。

            　身長155cm（兎耳を入れると169cm）の少年。

            　リアル中学二年生らしいが、大変大人びていて、赤鐘よりも淡々としている。

            　赤鐘同様穏和だが、何故なのか彼は、何でも知っている。

            　ゲーム内で彼は『情報屋』とされている、らしい。僕は何か情報を購入したことはないので真偽の程は不明だが、良くギルドチャットでその話題が出る。（ちなみに僕は、ギルドチャットにも大抵不参加だ）

            　海色の髪に、金色の瞳、白い兎耳をしている（人間の耳も側部にちゃんと着いている）。

            　次に執権二人目、粋龍だ。

            　身長195cmと大柄で、肩幅も広い。

            　黒い髪に焦げ茶色の瞳をしていて、長袖服で見えないが、海辺イベントで見た限り、筋肉がしっかり付いている（あの時僕はローブを着たまま、体育座りで見守ったんだったなぁ）。ボディビルダーとはまた違うが、女性の筋肉の付き方で最高に凄いのが日廻だとすると、男性No.1は彼かも知れない。精悍な顔立ちで、好青年という言葉がふさわしい。現実世界では自営業だという。優しく気さくだが、モンスターを笑顔で倒していく様は、鬼だ。

            　最後が三人目の執権をしている、月極。

            　身長176cm、男性。

            　今年二十歳になったと聞いたから、本人には伝えていないが僕の一つか二つ年下だろう。日廻と赤鐘と粋龍の年齢は知らない。普段は、月極も大学に在籍しているらしい。明るく元気で、コミュニケーション能力抜群だ。リア充っぽいが、ネットスラングが半端無い。チャラい風なのだが、変なところで緊張したりするようだ。

            　緑がかった黒髪に、緑色の瞳をしている。着やせするタイプらしいが、何故なのか実際には月極よりも背が低いはずの赤鐘よりもさらに小さく見えたりもする。赤鐘の存在感が大きすぎる可能性もある。

            　ちなみに僕はと言えば、身長は173cm（内3cmは靴底に鉄板が仕込んであるアイテム効果）。実際には170cmというリアルの身長そのままだ。体重は50kgをきらないようにしている日々で、我ながら貧弱。髪は短髪で黒、目も黒。肌の色も、スキャンそのままで特に日焼けしてもいない。登録時に飲んでいた発泡酒からとって黒麦。何かと際だつギルドにおいて、まさに平凡中の平凡である。外見だけは、装備で常時顔が見えないので、ちょっとだけ特異かも知れない。

            　こんな感じである。

            　

            　そうして脳内で整理していると、部屋の扉がノックされた。

            　今日は、義理の兄弟との初顔合わせなのである。

            　実は、明日が再婚した両親の結婚式だ。

            　そして明後日が、引っ越しなのである。

            　見事にアップデート日にぶつかってくれた。神様有難う――というか、僕がその日程を母にごり押ししたというか。どうせ結婚式と言っても家族だけで行うし、大安だし。平日だが、母は基本的に土日に仕事をしているので問題ないはずである。寧ろ好都合だったはずだ。母の仕事は、シェフである。その為家では料理をしたくないらしく、僕は小さい頃から料理を作らされ、そして技術を叩き込まれてきた。

            「春秋はるあきさんと冬とう眞まくんが来たから、下に降りてきて」

            　その声に、義父である朝霧あさぎり春秋さんと、まだ見ぬ義兄弟のことを念頭に置く。

            　返事をしてから少しして、僕は階下へと降りた。

            「久しぶりだね、若葉わかばくん。冬眞、こちらは若葉くんだよ。今日からお前のお兄さんだ」

            　いきなり兄と言われても困るだろうと思い視線を向けると、弟になったという冬眞くんは、案の定気怠く苛立つような顔でこちらを見ていた。

            　半眼だ。恐ろしい。

            　俗に言う金髪碧眼という異国情緒溢れる顔立ちだった。事前情報でクォーターだと聞いていたし、それらの色は天然のもののようだった。日本人的な顔といえばそういえなくもないが、だとしてもあり得ないくらいに整った、端正な顔をしていた。

            　どことなく既視感があるようにも思ったが、こんなに綺麗な顔を見たら、二度と忘れない気がするから気のせいだろう。

            　冬眞くんの身長は僕よりも高い。

            「はじめまして」

            　無機質な声で、素っ気なく言われた。

            「はじめまして、若葉です」

            　僕は精一杯笑顔を取り繕って笑った。しかし我ながら頬が強ばり、口元が引きつった気がする。

            「冬眞くんはね、飛び級して、既に大学院まで卒業しているそうなの。天才的ね！　それで今は、大学の研究室で、難しい研究をしているんだって。大学は海外だけど、なんていったかしら、そうそうVR？　あれで、在宅で研究が出来るんだったかな」

            　母の言葉に、はぁそうですかと、僕は間抜けに頷くことしかできなかった。

            「明後日から一緒に暮らすんだから、家事はしっかり、若葉がしてね。冬眞くんはお仕事なんだから」

            「そこは母さんがしようよ」

            「無理ね、VRじゃ家事は出来ないんでしょう？」

            「だから現実で――」

            「言ってなかったかしら？　明日式が終わったら、新婚旅行がてら、『あちら』の家に行って、そのまま三年は向こうにいるのよ、私たち」

            「あちら？　私たち？」

            「突然のことだけどね、若葉くん。私が暫く海外赴任することになったから、佳奈さんにはついてきてもらうことになったんだ。だけどねぇ、放っておくと寝食も忘れてVRに接続している冬眞を一人にするのも不安だから……こうして君というお兄さんが出来て本当に良かったよ」

            　ええと、これは。

            　要約すると、天才（？）冬眞くんとやらと、僕は二人で暮らすという事だろうか。

            　冬眞くんの実年齢はまだ聞いていないが、社会人だ。

            　その社会人と、もうじき社会人になる僕が、会えて二人で暮らす意味などあるのだろうか。お互い一人暮らしで何か問題があるのだろうか。絶対無いはずだ。無いことくらい、天才的なら分かるだろうと、冬眞くんを見やる。

            　相変わらずつまらなそうな、不機嫌そうな顔のまま義弟は俯いていた。

            　――というか、正直、コミュ障の僕には難易度が高すぎる相手なので、一緒に暮らすとか本気で無理です。切実に叫びたい。

            　が、叫べないまま、翌日の結婚式を終えた。

            　そして現在、引っ越しの最中である。

            　荷物整理不要と言われていて、何故だろうかと思っていたら、これまでの母さんの部屋を、冬眞くんが使うことになったらしい。2LDK、僕は引っ越さず、引っ越ししてきた義弟を迎え、完全に二人暮らし続行だ。

            　既に旅立ってしまった母と義父は、もうここにはいない。

            　僕は、自室を片付けている様子の冬眞くんには構わず、その他の食器類などの整理をしていた。母の言いつけで、僕は炊事を担当することになってしまった。今までも担当していたので、母から冬眞くんに相手が変わっただけだとはいえ、緊張度は格段に変わってくる。

            　そろそろ、午後三時。

            　昼食は、引っ越し蕎麦を食べた（母が出国前に出前を本日昼付けで頼んでいたそうだ）。

            　朝は、冬眞くんが基本的に食べないそうなので、作る必要はないとの事。

            　その為、昼食時に冬眞くんを起こし、蕎麦を食べたのが、今日初めての顔合わせとなった。

            　必死で気を遣い、聞かれてもいないのに、家の近所のコンビニの場所などを僕は語った。そして迷いやすいから最初は可能ならついて行くと言ったら、ネットで事足りると一言きっぱりと言われた。以来会話は、時折僕が、つけっぱなしのテレビに一言感想を挟む、と言う流れで終わった。僕が器を玄関先において戻ると、既に冬眞くんは部屋の片付けをしに上の階に戻ったようで、今に至る。

            　お茶の時間だし、珈琲でも持っていこうか……。

            　僕は逡巡しながら、迷って無意味に、スマートフォンを手に取った。

            　見るとギルドの『青兎』からメールが着ていた。

            　珍しいこともあるものだと思いながら読んでみる。

            　

            　＊＊＊

            　

            　送信者：青兎

            　件名：初メール

            　本文：義理の弟とは上手くやれそう？

            　

            　＊＊＊

            　

            　そもそもメールアドレスを交換したかどうか定かではない。

            　が、それは誰かに聞いた可能性もあるし、まぁいい。

            　しかし本文の内容に、僕は思わず眉を顰めた。

            　ジッと何度もその文面を見返す。

            　どうして知っているのだろう？

            　僕は、自分のプライベートのことなど、学生だと言ったことがあるかどうかも微妙なくらいしか披露した記憶がない。

            　あれだろうか、これが俗に言う、『情報屋』の顔なのだろうか。

            　よく分からなかったが、スルーすることに決めた。

            　僕はギルドチャットでもスルーキャラだし、ギルドのスマフォ用チェーンメールでもスルーキャラだから別に良いだろう。名指しされても返事せずを貫き、後日つっこまれて謝るところまでが僕だ。

            　ただ、かといって現実世界で、兄弟についての相談を出来そうな親しい相手もことさらいないので、青兎にちょっとだけ愚痴りたくもなった。

            　――あ、一人いた。

            　そこで僕は、数少ない友人の姿をやっと思い出した。

            　必修のゼミが同じなので、週に一度は会っている。

            　幼稚園から大学まで、見事に同じ進路を辿った幼なじみ兼親友（相手談）。

            　僕は久方ぶりに、自発的に電話をした。

            『もしもし、どーした？　今日はゲームは？』

            　その声に、かわらなさにホッとする。

            「降大、今何やってるの？」

            『んー、バイト』

            「忙しいってことか……」

            　友人である瀬居せい降大こうだいは、インターネットで動画の編集のバイトをしているらしい。

            　趣味と実益を兼ねた動画をupしたところ、声をかけられたのだそうだ。

            　詳しいことは僕も知らない。

            『いや、もう終わる。なんで？』

            「あー……ちょっと、久しぶりに遊びにでも行きたいなぁ、とか」

            『ん。じゃあ家いるから来いよ。それとも、どっか行くか？』

            「家いくわ」

            　降大は、一人暮らしをしているので、部屋に行っても気が楽だ。

            　彼の実家も近所にあるのだが、一人暮らしに憧れたそうで、大学二年の時から一人で暮らしている。高校時代に、元々住んでいたマンションから、ちょっと交通の便が悪い所に引っ越したこともあって、この街に戻ってきたいというのもあったようだ。

            　何せ大学に近い、と言うか大学のおかげで発展している学園都市である。

            　駅前に何でもあるのだ、大体。

            　逃げ道を確保した僕は、意を決して、珈琲と、後は好みが分からないので砂糖とミルクを持って、二階へと上がった。

            　静かに元・母の部屋、現冬眞くんの部屋の扉をノックする。

            「……」

            　すると無言で扉が開いた。

            　あんまりにも早く扉が開いたものだから、珈琲を零しそうになる。

            　慌てて動揺を沈め、つとめて、笑顔を作った。

            「珈琲淹れたんだけど、良かったら……」

            「……」

            　僕が持ってきた盆を、冬眞くんが無言で受け取る。

            「あ、夕食何時ごろが良い？」

            「……」

            「僕今からちょっと外に出て買い物したりしてくるけど」

            「……」

            　無言で僕を見る冬眞くんから、視線を背けたくなった。

            　何ともいえない威圧感及び、綺麗な顔に見つめられる気恥ずかしさ。

            　一緒にいてすっごく居心地が悪い。

            　そこでふと、気まずいから外に出ると思われたくないが為に買い物に行くと言ってしまった自分を呪った。着いてくると言われたら、詰む。

            「……八時以降」

            　そう言って、ちらりと接続用意をしているらしいVR機器へと冬眞くんが振り返った。

            「わかった、じゃあ八時半頃にまた」

            　僕はそう言って何度か頷き、きびすを返す。

            　良かった、意思疎通が図れた。

            　そして着いてこないことに決まった。

            　そもそも着いてくるタイプではないのかも知れない。ネットで買い物をすると言っていたし。うんうん。

            「おい」

            「はい？」

            　唐突に呼び止められ、僕は硬直した。

            「珈琲……有難う」

            　――冬眞くんは、もしかしたら案外いい人なのかも知れない。

            　そんなことを考えつつ、僕は安堵しながら外出した。

            　

            　僕が緊張しすぎているだけなのかも知れないし、なんて考えながら、見慣れた道を歩いていく。

            　降大の家は、僕の家からスーパーを挟んで丁度均等くらいの距離にある。

            　階下のエントランスでロックを開けて貰い、僕は迷うことなく降大の部屋へと進んだ。

            　そして再びインターホンをおす。

            「よぉ」

            　すると降大が、すぐに出てきた。

            　染め上げた橙色の髪が、目元までを隠している。180cm代の高身長で、PC作業用の黒縁眼鏡をかけている。

            　中へと上がり、僕は降大が珈琲を淹れてくれている間、事の次第を話た。

            　親の再婚や兄弟が出来ることは、ゼミの帰りに話題にしたことがあったのだが、一緒に住む――それも二人暮らしだと告げると、納得がいった顔で降大が頷いた。

            「で、逃げてきたわけだ」

            　僕の前にカップを置き、正面に降大が座る。

            「逃げるなんて人聞きが悪いなぁ」

            「で、買い物ついでに親友の家へとやってきたわけだ。これでいいか？」

            　揶揄するように笑った降大に対し、肩を竦める。

            「まぁ正直エスケープであってるよ」

            「だろうな。俺でも逃げるわ」

            「家事しなきゃならないから、顔を合わせないわけにも行かないんだけど……会話の糸口が見えない。まだ会って三日目だけどさ」

            「俺の所に嫁に来るか？　同じ条件だぞ」

            「ここ泊まりに来てるのがばれたら母さんが激怒すると思う。しかも嫁ってなんだよ気持ち悪いな」

            「じゃあ俺が嫁に行ってやろうか？」

            「部屋がないよ2LDKだし。それに僕の嫁は、二次元にいる！」

            「正直、一回見てみたいよな。お前がそれだけ顔褒めるんだから、弟くんはかなりのイケメンなんだろ」

            「うーん。それは、多分。僕の美的センスが世間と大幅にずれていない限りは」

            「ずれていないとは言い切れないから何ともなぁ」

            　降大が腕を組む。

            「ずれてるっていうよりかは、若葉は人の顔をじっくり見ないよな」

            「え、そう？　これでも人の目を見て話をするようにしてるんだけど」

            「基本的にお前さ、必要に迫られた義理の弟とか、親しい俺とかをのぞいて、話自体しないじゃないか」

            「確かに」

            「つまり見てない。歩く時も地面見てるし。その上、慣れてくると、それはそれで人の顔を見ない。今だって俺の顔を見てないだろ」

            　言われて、そう言えば最近、ハッキリと降大の顔を見ていなかったことに気がついた。

            「……うーん。降大って、そう言えばよく見ると……」

            　誰かに似ている。

            　さて、誰だっただろうか。

            　そもそも長く鬱陶しい前髪のせいで、目がよく見えないので、記憶の中から、髪を上げている顔を思い出すしかない。

            「惚れ直したか？」

            「ちょっと前髪上げて」

            「嫌だね」

            「ああ、そう」

            　まぁいいかと思いながら、僕は珈琲を頂くことにした。

            「それにしてもお前がゲームしてないなんて珍しいな。最近はどんな感じなんだ？」

            「今アップデート中でゲームできないんだよ」

            「なるほどな」

            「どんな感じって、特に変わったこともないし」

            「人間関係とか」

            「特に新規でギルドに入る人も居ないし、そもそも僕は別にギルドでも積極的に誰かと話たりもしないし」

            「つまらないな」

            「いや、楽しいよ？　狩りしたり、狩りしたり、狩りしたり」

            「想像しただけで気が滅入るわ」

            　降大はPC関係ことネットには詳しいのに、ゲームをしている姿を見たことがない。いつも僕は新規にゲームを始める時に降大を誘うのだが、大抵三時間くらいで、飽きたと言って彼は止めてしまうのだ。そもそも狩りがそれ程好きではないのかも知れない。

            　そのようにして暫く雑談をしてから、僕はスーパーにより、帰宅した。

            　今夜の夕食は、ハンバーグ。

            　八時半丁度に、完璧に作り終え、僕は初の二人っきりの夕食に備えた。

            　

            　

            


            　

        
        
            【３】ゲーム開始――大型アップデート後

            　

            　

            　アップデートが終わった。

            　VR関連は既に起動済みで、後はログインだけである。

            　今か今かと、僕はワクワクしながら待っていた。朝食は済ませたし、昼食は、仕事をしながら摂るため軽食が良いという冬眞くんに会わせてサンドイッチを作ってテーブルの上に置いておいたし、夕食の下ごしらえは昨日のうちにすませてある。

            　現在午前十時五秒前。

            　僕は何度か視界に広がるログイン画面の前で、跳んだり跳ねたりしながら（無論仮想現実内）、その時を待った。

            　一人カウントダウンをし、ログインする。

            『赤鐘：オハヨウゴザイマス』

            『日廻：てｓｔ』

            「早いな、相変わらず！」

            　文字チャットを早々に取りやめた様子で、ギルマスの日廻が、ギルド全体音声チャットで言葉を放った。

            「二人とも三日ぶり。三人もおはよう」

            　青兎が淡々と言う。

            『粋龍：おは＠作業中』

            　粋龍は自営業の最中なのか文字チャットだ。

            「黒麦――！　いるだろ――！」

            　そこに月極の大声が響く。居る、勿論居る、当然居る、そして挨拶をしない僕に呼びかける月極の声も日常茶飯事だ。それにしても三日ぶりだというのに、月極の声に全く久しぶりだという気がしないのは、いつもこうやって叫ばれているからなのだろうか。懐かれて悪い気はしない。

            『粋龍：黒麦オンラインだなｗおはよう』

            　つっこむ粋龍も大抵いつも通りだ。

            　さて今日は何をしようか。

            　まずはアップデートの確認だ。僕は無言のまま、課金アイテム販売をしているshop画面を開く。街にも同様の商品を置く店はあるが、さすがは収益性があるもの、その場にいながらにして、ダンジョン内ですら商品を見ることが出来る。瀕死で回復薬が底をついた時、つい買ってしまったりするから、良い事とも思えないけれど。

            　そんなことを考えながら、新アイテムを眺めてみたが、これと言って欲しいモノはなかった。今回の目玉は、身長変更アイテムらしかったが、別に必要はない。なぜなら、身長を変えると、動きに慣れるまでが大変だからだ。厚底ブーツ（鉄板のためであり、身長を変えるためではない）を使用して得た感想である。

            　早々にウィンドウを閉じ、僕は【汀の砦】へと向かった。

            　前回ログアウトする直前に攻略した場所である。

            　僕たちのギルドが、強制ログアウトギリギリの時刻に解放したため、見物客で溢れていた。

            　それには構わず、残してきた転送記憶魔法灯を駆使して、最上階のボス部屋へと向かう。ボスは、大陸クエストのキャラだったため、もういない。

            　転送記憶魔法灯とは、七色に輝く炎が点ったランプで、床に置いておくと、魔法灯を持つ魔術師が自由に移動できるようになるのである。魔術師の共通アイテムだから、僕がその灯を置いた今では、魔術師であれば、誰でもこの場所へと訪れることが出来る。ただし魔術師だけだ。その為、モンスターが際限なくわく場所に灯があることもあるため、普通は知人が置いた灯以外の場所に転送魔法で転移したりはしない。

            普通は。

            「やっぱりここにいたんですねっ、黒麦様」

            　語尾からハートが飛んでいる様が幻視できる。その上、エモーション記号のハートが宙に表示された。僕に向かってそんな話方をするのも、様なんてつけるのも、彼女だけなので、ローブの中で短く唇を噛む。僕は彼女を避けるために、最近魔術灯を置かない場合も多々あるのだが、ここは例外だった。何せ、時間がなかった。その為、僕の行動を予期した彼女――魔術師専門ギルド【茨の魔女】のギルドマスター、野薔薇のばらはにこやかな笑みを浮かべて、灯の脇に立っていた。

            　しくじったなぁと思う。

            　金色の巻き毛をした、自称＆外見十六歳の少女（ネカマ説濃厚）は、両手の指を組んで、可愛らしいワンピースと、その上にはおったローブを揺らしながら僕に走り寄ってきた。

            　愛らしさで言えばTOPクラスだ。

            　彼女の隣には、眼鏡をかけた痩身の女性が立っている。

            　ストレートの銀髪を右肩へと垂らしている彼女は、紫し月づきさん。

            　茨の魔女の副マスだ。

            　茨の魔女には、副マスが一人しかいない。

            「今日という今日こそ、茨の魔女のマスターになるって言って下さいねっ」

            　理由は、野薔薇が、僕にマスターになれと言っていて、僕がマスターになったら副マスターになるためにあけている、のだそうだ。はた迷惑な話である。野薔薇は、現在魔術師ランキング二位だ。僕の次にレベルの高い魔術師である（少なくとも次のランキング更新までの間は。視覚的にも名前の側にレベルが表示されているので、僕よりレベルが低いのは分かる）。野薔薇の言葉に、ものすごく険しい顔で紫月さんが僕を睨んだ。野薔薇、空気を読んでくれ。僕が言えることではないかも知れないけれど！

            　魔術師ギルドと言うだけあって、茨の魔女は、九割が魔術師だ。

            　もし僕がいまだにソロだったら、ギルマスはさすがに無理があるが、末席に加えて貰いたかったかも知れない。ただし『魔女』とは女性キャラクターじゃない僕には、そもそも結構ハードルが高い。

            「ちょ、ストーップ、ストップ」

            　そこに聞き慣れた声がした。

            　視線を向けると、そこには月極が立っていた。

            「まぁた、俺の黒麦を勧誘してんの？」

            「呼んでないですぅ、月極様。それに黒麦様はあくまでも『同じギルド』なだけで、月極様のものではないと思いますっ」

            「これから俺と黒麦は、狩りするんだよ。だからお前が帰れ、黒麦のストーカー」

            「貴様、いつものこととはいえ団長になんて事をッ！」

            　紫月さんが、眉を顰めた。

            　彼女の、野薔薇崇拝ぶりはすごいのだ。

            　そうして始まった野薔薇VS月極VS紫月さんの口論を見据え、僕は腕を組む。

            　先に狩りに行くべきか。

            　しかし転送灯を使っていない月極が、道順を知っていたとはいえ、こんなに早く最上階までやってきたのだから、この場所では狩りをするにはすぐに人が多くなりすぎて困った事態になりそうだ。だがレベルを上げるには、今の僕にはこの一階下が適している。どうしようか。本音を言えば、召喚獣で前衛も出来る月極――なおいえば、前衛特化型の粋龍とペア狩りをしたい（それが一番経験値的に美味しい）。しかし、ソロでも問題はない（僕は）。恐らく日廻はいつもの如く野良パーティだろうし、久々（僕基準）のログインだから、赤鐘と青兎は忙しいはずだ（交友関係）。そういえば、ログアウト中に青兎からメールが来たんだったなぁとぼんやり思い出す。

            「なんだあいつら、またやってんのか」

            　そこへ声がかかったので振り返ると、粋龍が立っていた。

            　噂をすれば、という奴である。

            「作業は？」

            　僕が聞くと、僕の隣に歩み寄りつつ、前方にいる、こちらに気づいた様子のない三人を眺めながら、粋龍が肩を竦めた。

            「終わらせた。ちょっと狩ったら、俺は寝る」

            「寝てないんだ」

            　欠伸混じりの粋龍を見て、僕はふと思い出した。

            　そういえば、身長も色彩も全く違うが、声やその話方などは、粋龍と降大（リア友）はよく似ている。本人だったりして、と思ったことが前にもあったなぁと思い出した。しかし現実でカマをかけようとしたら、その前にフラグを叩き折るようなことを言われたのだったか。完璧なアリバイがあったんだったり、メアドが違ったり、社会人と学生だったり、そもそも降大はゲームしないんだったり。まぁいいか。僕は深く考えないことにした。時間を無駄にしてはいけない。

            　こうして僕と粋龍は視線を合わせて（勿論僕はローブ越しに）頷いて、その場を後にし狩りへと向かった。

            　それから暫く狩りをした。

            「じゃ、俺寝落ちるわ」

            　そう言って粋龍が居なくなったので、僕はギルドのホームまで戻った。

            　ギルドごとに、一軒家がもてるのである。

            　ちなみに一人一人一定の条件をクリアすれば、個人の家も持てる。

            　僕も持っているが、今日は新しい大陸クエストの内容も確認しておきたかったので、ギルドのホームへと戻ることにしたのだ。ギルドに入っていなくても、大陸クエストは、近隣の街のクエストボードでも閲覧できる。しかしギルドホームがある以上、わざわざ街へ降りる必要もない。ボードの前は大抵人混みなのだ。見づらいの一言に尽きる。

            「おかえり、黒麦」

            　するとそこには、月極が立っていた。

            　存在を忘れていた。

            　しかしいつものことなので、月極にも気にした様子はない。

            　彼の脳天気でおおらかなところが、僕は好きだ。

            「大陸クエストは、やっぱりギルメン全員、でた方が良い感じのばっかりだ」

            「そう」

            　頷きながら、自身の目でも確認する。

            　ボス戦の他にも色々あるが、確かに何かと面倒そうだった。

            　一応、ほとんど規則のないこの【血塗れ男爵】であるが、月に一・二度、主に大陸クエストの消化に関して、ギルド内会議が開かれている。きっと詳細や攻略手順の相談は、そこで行われるだろう。主に青兎が情報を仕入れてきてくれるし、他のギルドと連携する時は赤鐘がやりとりしてくれる。司会は日廻だ。

            「黒麦は昼飯どうする？」

            　月極の言葉で我に返る。

            「朝食遅かったから、僕はいいや」

            「じゃあ俺五分で食べてくるから、戻ったら狩りしようぜ」

            「了解」

            　僕が頷くと、月極の姿が消えた。

            　彼は本当に素早い。

            　月極と出会った頃のことを思い出せば、あの頃から素早かった。

            何せ、いち早く召喚者になったくらいだから、先見の明もある――のかどうかは分からない。

            　ただレベルあげは素早かった。

            　月極は正式開始後三ヶ月して、召喚者が実装されたのと同時に参入したプレイヤーだ。

            丁度その頃僕は、義理の父となる人を改めて紹介された頃で、何かと家の雑事に悩まされていたものである。

            　そんなある日、薬師のスキルで上位回復POTを作るために必要なアイテムが底を突いたのに気づいて、久方ぶりにエメラルドの大陸の初心者村と呼ばれる【フロントガーデン】へと足を運んだ。

            　ソロ狩りにはPOT（瓶に入った液体状の回復アイテム）がつきものだ。

            　素材さえあれば、僕の持つ生産スキルでPOTは作成可能。買っても良かったのだったが、何か単純作業に没頭したかったので素材集めをすることにしたのだ。

            　ぎすぎすしている僕にギルメンは何も言わなかったが、何かを悟った様子だったから、同レベル帯にいる彼らの顔を見たくなかった、と言うのもあるのかも知れない。僕のことなんて気にしていないかも知れないが、少なくとも僕は、いつもよりも話せない自分に苛立っていた。

            　すると、個人クエストの一つである滝の側で、HPがギリギリになっている初心者レベルのユーザーを見つけたのだ。

            　当時はまだ実力が分からず数も少なかった召喚者の青年、それが月極だった。

            　いくら【フロントガーデン】の側とはいえ、後衛が単独で行動するには、それなりのレベルが欲しい場所だ。ガチガチの前衛職でないことは明らかな職にもかかわらず、一人でここまで来るなんて、命知らずだなぁと思った。

            　ソロか、と確認し、誰かの二キャラ目だろうかと思案していると、声をかけられた。

            「あの、手伝ってもらえませんでしょうか？」

            　僕を相手にそんなことを言ってくる人は滅多にいない。

            　二キャラ目育成中のプレイヤーにも、僕は避けられている気がしている。

            　初心者決定だろう。

            　ということで、珍しく僕は手伝いをした。

            　手伝う必要なんて本来はなかったし、僕は手伝うようなキャラではなかった。

            　だから今でも、初心者レベルの方が、アイテムを入手しやすいから組んだだけだと言っている。当然、この時もそう言った。

            「良いけど、欲しいアイテムがあるんだ。入手したら、もらっても良い？」

            「なんですか？」

            「君のレベルなら、三回に一回は落ちてくる、緑の雫」

            「嗚呼、俺も今いくつか持ってる。要ります？」

            「……パーティ組んでから、戦闘中にランダム入手した分で良いよ」

            　パーティを組むだけで、確かに僕にとっては、それまでの非効率さが嘘のように変わるのは事実だった。入手アイテムも経験値取得レベルも、基本的に低い方にあわせられる仕様だからだ。

            　その後、クエストを手伝い、連絡先を交換するでもなく別れた。

            　が、一週間後、レベルが初心者終了といえる状態の月極にばったり遭遇した。その時は熱心なユーザーなのだなと思った。二週間後、中堅レベル上位に位置した月極にまた偶然遭遇した時は、廃人に近いなと思った。三週間後、召喚者の威力が見直され始めていて、その理由が、野良で活動しているかなり強い高レベル召喚者がいるからだと、ギルドチャットで目にし、その名前が月極だと聞いた時は目を疑った。

            　目を疑ったその日にまた偶然遭遇し、声をかけられて、気づくと月極と、たまたま僕の隣にいた粋龍と青兎が、連絡先を交換していた。

            　そして一ヶ月後、僕はギルドに加入した月極と、ギルドホームで挨拶し、漸く連絡先を知った。別に聞かなかったわけではなく、お互い用事がなかったのでそれまで聴かなかっただけである。月極は、結構軽い。浅く広く付き合っている様子だ。

            　ちなみに僕がいまだに一位から抜かれていないソロランキングでは、月極が二位だ。ソロランキングは、ソロでの獲得経験値数（ギルド未加入時のもの）で決定されるそうである。

            　以来、タイミングが合えば一緒に狩りをしている。

            　しかし間が良いというのか何というのか、大抵タイミングは一致する。

            「ただいま。待った？」

            　そんなことを考えていたら、月極が戻ってきた。

            「……別に」

            「良かった」

            「何処に狩りに行く？」

            　相談しながら、僕らは地図へと視線を向けたのだった。

            　

            　名残惜しいが夕食なので、僕はログアウトした。

            　食べて、洗い物をして、洗濯物を乾燥機から取り出してアイロンをかけ、お風呂に入ってから、また寝るまでの間ログインする予定である。

            　今日の夕食は、ポテトコロッケだ。

            　現在の時刻は、午後八時。

            　昨日同様八時半に、夕食を摂ることにしている（昨日の夕食時に決めた）。

            　僕が淡々と料理をしていると、階段が軋む音がした。

            　振り返った時、丁度冬眞くんが降りてきたところだった。

            　僕なんてごく普通の部屋着（ロンTにスエット下）だが、冬眞くんは、格好いい私服を着ていた。在宅で仕事をしていると、家が職場だから、こういう感じになるのだろうか。それとも彼にとってはまだここは我が家とは言い難いだろうから、気合いを入れているのだろうか。

            「ごめん、まだ出来てないんだ」

            　八時半て言ったじゃないかと思いながら、時計を一瞥する。

            「もうちょっと待ってもらえる？」

            　僕が尋ねると、無愛想に冬眞くんが頷いた。

            　まぁそれでも反応があっただけよしとしよう。

            　椅子を引く冬眞くんの気配を感じながら、僕は料理に集中する。

            　ここにいる必要ないだろ、とは言いたくても言えない。

            　もう少しがっつり会話をして親交を深められればよいのだが、何分共通の話題がない。

            　コロッケ好き？

            　等と聞いて、嫌いだと返ってきても困る。

            　しかし静かすぎるのもどうかと思ったので、手を洗い、油を温めるタイミングで、それとなくテレビをつけた。

            『――次のニュースです。人気ゲーム、クラウンズ・ゲートを運営するプロミネンス社は、本日同ゲームをアップデートしたと公式発表しました』

            　お、と思い、料理を続けながら耳を澄ます。

            『プロミネンス社によりますと、本日からカウントダウンを開始し明日から、新たなシナリオを公開するとの事です』

            　そんな話ゲーム内では聞かなかったなと思い振り返ると、生中継でカウントダウンが始まったところが映し出されていた。八時から公式発表があった様子だ。アップデート翌日の夜に記者会見が開かれるのはいつものことだったが、まさかこのような内容だとは推測していなかった。青兎あたりは知っていたかも知れないが、少なくとも何か聞いた覚えはない。カウントダウンの数字は、明日の午前十時に合わせてゼロになる様子だが、以前もこの仕様で、別の時間帯に開始されたこともあるので、僕は誤魔化されてはならないと考える。

            「新シナリオ……」

            「一体何だろう……」

            「大陸クエストの追加は今日あったのにな」

            「だよねぇ……え？」

            　僕はコロッケを油に入れたまま、ぎこちなく顔を上げた。

            　自分の心の声が漏れたのかと思ったが、息を飲んだ冬眞くんと目が正面からばっちりあったので、違うと思う。

            「冬眞くん、クラウンズ・ゲートやってるの？」

            「……ああ。仕事の息抜きにちょっとだけ」

            　じゅわじゅわと揚げ物の音が響く。

            「そうなんだ。いつから？」

            「……」

            「……あ、えと、ぼ、僕もやっててさ」

            　いつから、なんてどうでも良いことを聞いてしまった自分に後悔した。

            「最近始めた」

            　しかし冬眞くんは答えてくれた。

            　安堵しながら小刻みに頷いて、コロッケの方に集中する。

            「ふぅん。そうなんだ」

            　漸く共通の話題が見つかったことに安堵しながら、油を切る。

            　リア友は（友達かは不明だが、リアル知人は）、これで二人目である。

            　一人目のリア友は、ゼミの友人（？）だ。

            　ミスキャンパスに選ばれた、読者モデルをしている女の子。

            　僕のアドレス帳に連絡先が入っている数少ない女性である。

            　通称姫ギルド――女性キャラクター限定ギルド【白雪姫スノーホワイト】の執権をしている、綺羅だ。本名は吉良きら瑞希みずきさん。

            　アバターをほとんど弄っていないと（実物を知っている僕には少なくとも）分かるのに、クラウンズ・ゲート内でもファンの絶えない可憐な美貌の持ち主だ。守ってあげたくなる感じである。

            　僕はギルドの仲間の所有物ですら、キャラクターの持ち家には全く呼ばれたことがなかったのだが、初めて家にお呼ばれする、と言う経験をさせて貰った。

            　そして様々な男性キャラ女性キャラ問わないプレイヤーに、罵詈雑言を浴びせられた（らしいが、記憶に残っているのはメールボックスがパンクしたことだけで、破棄したメールの数々は読まなかったし、オープンチャットでは少なくとも何も言われなかった。きっと陰口をたたかれていたのだろう。らしいというのは、聞いてないのにギルメンみんなが教えてくれたのだ）。

            　彼女は性格も、非常に良い。

            　そう僕は思う。

            　女性ファンも多いそうだ。

            　そして華奢なのに胸が大きい。

            　これは大事。

            　どうして彼女とゲーム内で知り合ったのかというと、吉良さんがゼミ終わりに、たまたまその日は隣に座っていた僕のペンケースを目撃したからだ。僕のペンケースには、僕の二次元的嫁である、クラウンズ・ゲートのマスコットキャラクター、『フォル』のキーホルダーが着いていたのである。フォルは、狐のマスコットだ。

            　僕は擬人化不要のケモナーなのである（少々語弊はあるが動物好きという事です）。

            　そのキーホルダーは、何らかのランキングで一位を獲得するともらえる代物（非売品）なので、見たことある者が見れば、一発で分かる、クラウンズ・ゲートの象徴的代物だ。

            　そしてなんと吉良さんは、このキーホルダーの存在を知っていた（現在は赤鐘に抜かれているが、βテスト直後のランキングでは、聖職者ランキング一位は彼女だったそうだ）。

            　僕は彼女が、綺羅だとは知らないまま、ゲーム内で待ち合わせをした。

            　待ち合わせ場所の【歪な湖】へと行くと、現実と同じく白金色の髪に、現実とは違う不思議な桃色をした彼女の瞳がすぐに目に入った。そこで彼女は、PKされそうになっていた。普段はPKなどは、いらぬ喧噪に巻き込まれる可能性が高いから、一切助けたりしない。しかしこの時ばかりは、僕も割って入った。

            「【血塗れ男爵】の……？」

            　彼女に群がっていたプレイヤー三人は、僕を見ると居なくなった。

            　結構心外だったのを覚えている。

            　僕としては、一生懸命戦ってみようと思っていたからだ（相手のレベルも僕よりかなり低かったので決意できた。無論彼女よりも低かったが、綺羅は回復特化型だから攻撃スキルがかなり弱いっぽい）。

            　その三人は、闇ギルド（の一つとされるPK大好きギルド）【暁の吸血鬼】の団員だったらしい。なんでも、姫ギルドと称されるだけあって、男性ユーザーからの貢ぎ物でゲームを謳歌している女性ユーザーもちらほらいる【白雪姫】のメンバーの誰かにこっぴどく騙されたことを恨んでの無差別的犯行だったそうで、後日僕は『色狂い！』『女好きのムッツリ！』『今回ばかりは吸血鬼が正しい！』なんて言う評価に晒されたそうだが、何度も言うが直接は被害に遭っていない。

            　救出（？）した後、大学で約束した通り、目印のペロペロキャンディ（アイテム）を出したところ、あちらも僕の正体に気づいた。そしてPKされそうになった辺りからの一連の流れを見ていた周囲の前で、そのキャンディを口で受け取った彼女は、悪戯っぽく笑い、個人宅への【ゲート】をその場で開いて僕を招き入れてくれたのだ。

            　彼女の部屋に入れただなんて、と言う声は、僕の耳にもしっかり届く形で何度か聴いた（普通に粋龍に羨ましがられた。当時はまだ居なかった月極が、もしそこにいれば同様の反応をしたはずだ）。

            　そんなこんなでお茶をしながら雑談し、連絡先を交換して（申し込まれた）外へと出ると、臨時ゲートのすぐ側で、粋龍と赤鐘が待機していた。回復者同士という事でパーティを組んだこともあったらしく、赤鐘と綺羅は既に顔見知りだった。そして今にも視線で射殺されそうな場所に出てきた僕を護衛してくれるために来ていた（と本人は言っていたが、実際は綺羅を見に来たんじゃないのかと疑っ……ても悪いかなぁなんてね）粋龍に苦笑された（何故なのかそこにいた野薔薇には、どうせあんなのネカマです、と言われた）。

            　懐かしいなぁと思いながら、料理を終えた僕は、テーブルへと皿を運ぶ。

            　そして席に着いた。

            　ニュースは通常通りのものに変わっていて、僕は手を合わせながら冬眞くんを見る。

            すると目があった。

            　空想世界に逃避していた自分を思い出し、ハッとする。

            「食べようか、いただきます」

            「……いただきます」

            　何か言いたそうに見えた冬眞くんは、しかし手を合わせると俯いた。

            　僕は、仲良くなる絶好の機会を逃しかけている。

            　なんて事だろう。

            　慌てて、僕は言葉を探した。

            「そうだ、冬眞くんは、ギルドとか入ってるの？」

            　今になって告白するが、ソロでやるのは大層きついゲームだと思う。

            　しかし聞いてから、嘗ての僕同様、ぼっちだったらどうしようかと焦った。

            「……ああ」

            　頷いてから、冬眞くんがコロッケを一口食べる。

            　瞬間僅かに頬がほころんだように見えて、嬉しくなった。

            「そっか。それなら大陸クエストをギルドで消化したりするし、ボードも見るよね」

            　そしてまた墓穴を掘ったかなと考える。

            　最近始めたばかりだとすると、ギルドでクエストなんてしないかも知れない……。

            　大抵のギルドは、僕の所とは違い、ギルド内の固定パーティや高レベルのメンバーで、大陸クエストには臨んでいるようだし。入ったばかりなら、個人クエストを何人かでやることの方が多いだろう。

            「まぁな……」

            　答えた冬眞くんの顔は、どこか浮かない。

            　これは話を変えなければと、一生懸命考える。

            「そういえばさっきの新シナリオって、明日かららしいけど、何時からかな」

            「――普通は、午前十時だよな」

            　午前十時は、ゲーム内時間で二日が経過するタイミングだ。十二時間単位で、一昼夜が巡り一日となるのである。

            「だけど前回の大型アップデートの時は、真夜中の零時丁度に始まったんだよね……まぁあの時は一応、夏休みだったからかな」

            「今回も連休だし、その可能性が高いかもな」

            「今夜もログインする？」

            「……」

            「あ、嫌その別に、一緒にやろうとかそう言うんじゃなくて、ほら、ギルドの関係とか色々あるだろうし、良いんだけど、その、なんて言うか、ちょ、っと、聞いてみただけって言うか」

            　挙動不審になった僕は、お味噌汁を飲んで誤魔化す。

            「……」

            「って、一緒にやりたくないって事じゃないからね！」

            「……」

            　言えば言うほど僕は訳が分からなくなっていくし、冬眞くんの眉間には皺が寄っていく。

            僕は地雷原に放り込まれた気分だ。

            「……」

            「……あ、おかわりいる？　何か飲む？」

            「……あの」

            「はい？」

            「――……粋龍って」

            　ん？

            　そこで唐突に出てきたギルメンの名前に僕は、笑顔のまま固まった。

            「粋龍の知り合いなの？」

            　僕が尋ねると、小さく冬眞くんが頷いた。

            「そうなんだ。鉄槌使の粋龍だよね？」

            　重複名は禁止だから、絶対そうだとは思うが、続ける言葉が他には思いつかなかった。

            「ああ。【血塗れ男爵】の粋龍――どういう関係だ？」

            　冬眞くんの言葉に、僕は何度か瞬きをする。

            　粋龍はランキング保持者だし、野良パーティも組むし、僕の知らない友人も沢山いる様子だから、冬眞くんが知っていても不思議はない。が、ギルドが一緒だと言えば、僕が特定されるのは時間の問題だ。兄弟になった相手が、廃人と噂されていた過去や、女好きと噂されていた過去があること、あるいは現在進行形で噂されていることを知ったら、どう思うだろう。

            「――前衛の腕、確かだと思うよ」

            　僕は当たり障りのないことを告げた。

            　まぁ正直なところ、その程度のことしか、僕は実際知らない。

            「……へぇ」

            　それだけ言うと、相も変わらず不機嫌そうな顔で、冬眞くんはコロッケを黙々と食べ始めた。どうやら会話は終了したようだ。僕も仕方がないので、黙って箸を進める。

            　そのままお互い完食するまで会話はなかった。

            　そして家事をし、万全の準備を整えた僕は、念のためテーブルの上に明日の昼食を用意して、ログイン画面へと対峙した。真夜中開始で、明日の昼まで没頭してしまった場合に備えての、対冬眞くん用の措置だ。

            　ログインすると、先ほどログアウトした時にいたギルドホームに僕は降り立った。

            既に僕以外のメンバーは全員揃っている。

            「黒麦遅い！」

            　ビシッと月極に指さされる。

            　人を指さしてはいけません、と、心の中で呟いておく。

            「まぁまぁ月極。専業主婦は大変なんだよ」

            　粋龍が謎のフォローを入れた。

            「主婦？」

            　食いつかなくて良いのに、赤鐘が笑顔で首を傾げる。

            「ネナベだったのか？」

            「そんなわけないだろ……」

            　音声通話にもかかわらずに日廻に言われ、嘆息した。

            「ま、声なんて、変えられるしねぇ」

            　青兎にまでそう言われ、ちょっとだけローブの奥でイラッとする。

            「まぁいい。臨時のギルド会議を始めよう」

            　日廻の声に、皆が自然と、中央にあるテーブルへと向かった。

            　丸テーブルにそれぞれ向き合う。

            「新シナリオの件だ。同時進行で、出来れば追加された大陸クエストについても話たい」

            　大陸クエストの消化は、ギルド同士が争っていると言っても良いので、早い者取りである以上、やるんならやる、やらないならやらないで、はっきりさせなければならない。このギルドではたまに、あまりもの（中々他の人の手が着かないもの）をやることもある。

            「今夜の夜中か明日の朝十時に開始って話で、街中持ちきりだね」

            　何せ我が家の食卓でまでその話だったのだから、赤鐘の言葉には納得しかできない。

            「夜中の十二時開始だろ、恐らく。プロミネンスに派遣で入ってるプログラマの友達が、まだ帰ってなかったからな」

            　粋龍の言葉に、隣で青兎が大きく頷いた。

            「大陸クエスト用のサーバーが不自然に動いてる。最終テストしてるみたい」

            「大陸クエスト用？　では大陸クエストが増えるのか？」

            　日廻が聞くと、青兎が首を振る。

            「それはないと思う。もう追加されたし。だから同じ規模の、別の何かだと思うよ」

            「別の何か、か」

            　月極が目を細める。

            　すると赤鐘が、顎に手を添えた。

            「信憑性のない噂だけど、ついに【クラウン・クエスト】が一般公開されるんじゃないかって言ってる子もいたよ」

            「その噂、僕も聞いた。【BSO】の人達は、その前提で装備整えてるって聞いたけど」

            兎の耳を揺らした青兎に、微笑して赤鐘が頷く。

            「うん、俺も【BSO】の昔なじみに聞いたんだ」

            「まだ概要も分からないのに何を整えたんだ？」

            　もっともな粋龍の言葉に、日廻が唇を撫でる。

            「大陸クエストと同種だとすると、ボス戦やダンジョン攻略がある前提か」

            「――新規が入ってきたタイミングだし、初心者レベルのプレイヤー同伴じゃないと攻略不可能なクエストの増設もあるかもな」

            　月極が静かに言う。

            　月極は、普段はおちゃらけていて明るいが、変なところで鋭い。

            　納得しながら、日廻と月極を交互に見ていると、全員の視線が僕を捉えた。

            「……」

            　発言していないのは僕だけだ。

            　しかし、小心ゆえに発言できないのでも、しないのでもなく、することが思いつかないのだ。

            　僕は彼らと違って、頭の回転も遅ければ、有効な内外の人脈、情報源、サーバーやデータベース操作の知識があるわけではない。

            　仕方がないので、腕を組んで考え込んでいるふりを開始する。

            　それに満足したのか、皆の会話が再開された。

            「必需品を用意しておくにこしたことはないな」

            　日廻が言うと、赤鐘が頷いた。

            「HPとMPのPOTは、仕入れられるだけ手配したよ。材料もね」

            　さすがは息のあったギルマスと副マスだ。

            「昼間に追加された分のクエストの進行度と、新しく増えたユーザー数は把握済みだよ」

            　青兎が続ける。

            「お前ら仕事早いな。俺なんて、装備と装飾の生産スキルMAXまであげただけだぞ。一応装備アイテム関連に必要な今後三ヶ月分――つまり次のレベルキャップ分までの間使う武器の素材も把握しといたから、装備のレベル上げるんならいつでもやるけど」

            　粋龍よ……君も充分早いと思うよ。

            　僕なんて料理と薬師の技能も、いまだ手つかずだ。

            　魔術師レベルだけ二十ほど上げたが、レベルだけである。

            　みんながレベルあげをせずに色々している間に、僕は淡々とレベルを上げ続けていたのである。

            「俺何にもしてねぇわ」

            　直後響いた月極の声に、僕は救われた気がした。

            「新商品のアフロと瓶底眼鏡を買って、それからずーっと召喚獣の捕縛してて、召喚獣リストは全部埋めたけど」

            　気のせいだった、なんという……。

            　確かに考えてみると粋龍も月極も、僕と組んでいない時間があった。

            　僕がログアウトしている間にも、少しは時間もあっただろうし。

            　本当何やってるんだろう、僕。

            　レベルなんて、恐らく僕と同じくらいになった人は何人もいるし、どうせレベルキャップがあるのだから、焦ることもなかったはずなのに。

            　僕は僕なりに、レベルがあがれば新しい技を覚えるし、既存の技の威力も増すから満足していたんだけれど……。

            「え、幻の４と８と25と97も出たの？」

            　青兎が息を飲む。この数字は、召喚者が使う召喚獣のリストに並ぶ番号だ。

            「今回出たのは25と、追加された150までだ。他はもう埋まってたって言わなかったっけ？」

            「聞いてないよ、言ってよ」

            　頬をふくらませた青兎が可愛い。

            　月極は暢気に笑っている。が、その探索能力は凄い。二万人いるユーザーのほとんどが知らなかった幻の召喚獣を着々と手に入れていたとは。大抵僕と狩りをしているはずなのに、一体何時だろう。まぁ４と８は、僕も遭遇現場にいたので兎も角。97は知らなかった。

            　月極も凄いが、装備屋としても名高い粋龍も尊敬する。

            　前衛としてだけではなく、寧ろ装備屋としての粋龍を頼っている人も多い、らしい。いつもテストだと言って、完成品をくれるから、ぼけっと貰っている僕だが、野薔薇や紫月さんに何処で手に入れたのか聞かれることは多い。魔術師ランキング三位だという人（名前は忘れた）も、恥を忍んで聞くんだからな、等と僕に聞いてきたことがある。あ、もしかしたら冬眞くんも、装備屋としての粋龍を知っていたのかも知れない。そりゃ前衛としての腕なんて話を振っても、黙られるわけだ。

            　僕がそんなことを考えている内に、目の前では様々な議題が重ねられていったらしかった。が、僕は何をするにしても後ろから範囲攻撃魔法をぶっ放すだけなので、ぼーっとしていた。僕には基本的に計画など無い。パーティを組んでいても、使うスキルが変わるだけで、基本的にはソロと同じだ。何せ味方には魔法は当たらないので、やりたい放題である。さすがに他のmobを引き寄せたり、ヘイト（敵の攻撃ターゲットになること）をとって瀕死になるようなことはしないが、僕が気遣わなくても、優秀な前衛と回復が居るため、ほとんど自然体でいても大丈夫だったりする。なんて適当な僕なのに、魔術師にしては腰が低すぎるという評価を、お世辞かも知れないがギルド内では得ているのだ（他の所での悪評は知らない。もうギルメン以外とは長らく戦闘パーティを組んでいないのだし気にしない）。

            　そうこうしている内に、時刻は真夜中の零時を迎えようとしていた。

            　きっかり三十分前に、アナウンスが流れた。

            　音声と文字チャットの両方だ。

            『「零時丁度に、セントラルに転移していただきます。繰り返します、零時丁度にセントラルに移動していただきます」』

            　各大陸に共通する移動鏡で移動可能な、中心の街がセントラルだ。そのまんま。

            　アナウンス直後に、僕らのギルドは自発的に移動した。

            　そして待ち合わせ場所を、西門側のラファエル像前と決めた。

            　空には綺麗な星空が広がっている。

            　青兎と赤鐘は、情報収集なのか交流なのかへと出かけ、日廻は顔なじみらしい他のギルドの人と話ている。

            　物見遊山と言った調子や、僕ら同様あらかじめ所在地を確保するためなのか、結構な数のユーザーが集まってきているようだった。

            　元々、どの大陸からも移動自由なこの場所には、多くの人がいるが、それでも今日の熱気はまた別だ。中には初心者もいる。大半は、初心者レベルのキャラクターがいた場所で消えて、すぐに高レベルのキャラクターで戻ってきているようだった。名前が似ていたり、顔が似ていたりもあるが、立っていたのと同じ所に出現するという現象で、複数キャラ使いなのだろうと判断できる。皆が本命のキャラクターでログインし直しているようだ。

            露店もちらほら出来ていて、粋龍が装備の値段や材料の値段を確認しに歩き始める。

            僕は動かず周囲を見回してから、隣に立つ月極を見上げた。

            「何が起こると思う？」

            「――さぁな。黒麦と一緒なら、何でもいいや」

            「適当だね」

            「あのさ……前から言おうと思ってたんだけど」

            「うん？」

            　珍しく言い淀むように沈黙した月極の様子に、僕は視線を向けた。

            　いつも明るい月極にしては珍しい。

            　そんなことを考えた時、再びアナウンスが流れた。

            『「五分後――零時丁度に、セントラルに転移していただきます。繰り返します、零時丁度にセントラルに移動していただきます」』

            　すると、人々の数が一気に増えた。

            　その人混みの合間を縫って、皆が戻ってくるのも見える。

            「――で？」

            　途中だったなぁと、心ここに在らずといった調子だったが、僕は月極を再度見た。

            「ああ、まぁいいや。とりあえず今は取り込み中だしな」

            　変な月極だなぁと思いながら、メンバー全員と合流した。

            　その時、丁度零時を知らせる鐘が鳴った。

            　セントラル中央の時計塔の鐘が響いたのだ。

            　

            　

            


            　

        
        
            【４】ログアウト不可――クラウン・クエストと真実の姿

            　

            　

            『改めまして諸君！』

            　それまでの満天の星空が消え、空には無機質な黒が広がった。

            　そこに、どの場所から見ても正面上、真上を向いた場合は真正面に表示される仕様らしき、3D映像が現れた。

            　冠を、白い手袋をした右手にのせ、腕を折っているのは、赤と白のしましま模様の道化服を着たピエロだった。

            『クラウンズ・ゲートへ、ようこそ！』

            　ピエロの声に、場が静まりかえる。

            　文字表示はないから、聞き逃さないようにしているのだろう。

            『ようこそだなんて、今まで楽しんで貰っていたみなさんには、他人行儀だったかな？』

            　コテンとピエロが首を傾げる。

            『だけど、真のクラウンズ・ゲートは、今、この瞬間、始まろうとして居るんだ！』

            　どこか芝居がかったピエロの声に、僕はローブの奥で目を細める。

            　意味がよく分からない。

            『まずはご報告を。本日から、クラウン・クエストが開示されます。ただし、午前十時からだからね』

            　周囲から落胆のどよめきが漏れた。

            『次に、今から、これまでの十二時間一昼夜制から、二十四時間制に移行します、って話』

            　想像していなかった仕様変更に、僕は目を見開く。

            　それでは、昼しか取れないアイテムや夜しか取れないアイテムは、ますます一人での入手が困難になる。

            『そして、アバターの仕様は、装備や服飾品、アイテムのみとなります。眼鏡はアイテムだから、実際の視力は悪くてもVR上は良くなってるよ。矯正可能な視力はね』

            　VRは、基本的には、裸眼で0.03以上見える事や声帯に障害がある以外の、身体的な虚弱が認められると使用できないことになっている。つまり、視聴覚に完全な障害を背負っている場合は、基本的に使用が出来ない。なんでも視覚と聴覚を司る部位に刺激を与えているからだそうだ。眼鏡が使用できるレベルなら問題ないとされる。安全のためだと説明書で読んだ覚えがある。僕は目は良い。話さないが、声も出る。

            　なんて考えていたら、周囲がぶれた。

            　貧血でも起こしたのかと思ったが違うようで、多くのプレイヤーの身長をはじめとした体格、そして顔が変化しだしていた。装備も皆、個性的なそれまでの装備から、唐突に同一のものへと変わる。僕は顔も身長体重も現実通りだし、特に変化はなかった。が、バグかと思って、慌てて装備を元に戻した。反射的行動だったため、身長が3cm縮んだのは三十秒未満だろう。ローブを着込んで顔にフードをおろす。やっぱりこれが落ち着くのだ。布越しに世界を見ると、何となく冷静になれる気がする。

            『サービスで、色彩と獣系の設定は変化無しの上、一端全員、初期の服装に変更したからね。元の装備は残ってるから安心して。荷物が一杯でも、枠を二十枠増設したから大丈夫。ちゃんと体の性別が現実通りになったように、所持品の性別限定アイテムも体にあったものにしておいたからね。プレゼント用に買っておいたものの性別も変わっちゃってるけど、それはごめんね』

            　最高装備数が十五だから、確かに大丈夫だろう。

            　しかし性別必須項目がある装備の性別が変わるというのは、実際プレゼントやおさがり用、二キャラ目用などに露店などで購入してとって置いた人にはきっときついだろう。そもそも生産スキルで作られた装備も含まれるなら、制作順ナンバリングがあるとはいえ、装備を作った人にも失礼な気がする。

            　だが僕が考えていたそれらの事柄よりも、体格と性別が現実通りになってしまったことに対する阿鼻叫喚が周囲に響いた。反射的にログアウトしてやると叫んで、行動に出た者も居た。

            『最後のお知らせでーす。みなさんは、【クラウン・クエスト】を全制覇するまで、ログアウトできなくなりましたー。現実では、トイレは垂れ流しなので医療措置、食事は、点滴必須です。一人暮らしの孤独な方は、残念ですねー。一応、登録住所に医療特派員を派遣するよう、会社を脅迫していますが、不意の引っ越しなどで所在不明だったり、嘘の情報を登録していた方は諦めて衰弱死するか、幸運を祈って下さい。なお、今後【クラウンズ・ゲート】内で死傷した場合ですが、痛いです。でも今のところ死にません。際限なく、誰かが条件を満たすまで、ゲーム内では生き返ります。不老不死です、良かったですね。【クラウン・クエスト】制覇でログアウト、生還できます。現実の体が無事ならば。尿意も便意もありませんが、空腹も感じますし、睡眠も必要とします。餓死もしちゃいますよ。後は、外から強制的に装置を外したり、サーバーをダウンさせたりすると、死亡します』

            　果たして良かったのだろうか。

            　大体サーバーのエラーとかが起きたらどうするんだろう。

            　強制的に全員死亡するという事だろうか。

            『では、楽しんで下さい！』

            　ピエロの声はそれで消えた。

            　僕がポカンとしていると、星空が戻ってきた。

            　あまりのことに呆然としてしまい、自分の周囲に気が向かなかった。

            　自分の外見に変化がないことが分かっていたから意識しなかっただけなのかも知れないが、一息つくと、ギルメンのことが気になった。

            　まずは日廻を見る。

            　ほぼ変化無し。

            　胸元できつく腕を組んでいる事と、初期装備の上下白ジャージになっている点以外は、そのままだ。元々目立つ化粧をしているアバターでは無かったせいか、ギルチャで夜は肌に悪いと言ってスッピンのことが多いと聞いていたせいか、顔に不自然さもない。まつげは長い。それはマスカラをして居るみたいだ。しかし、以前まつげエクステをつけたと言っていたから、多分それだろう。女性にしてはかなり背が高く……え、ほぼアバター通りで、180cmにちょっと足りないくらいに思えるが、それ以外は普通だ。まるでモデルさんのようだ。

            　次、赤鐘。

            　こちらは全く変化無し。ただ想像していたより、年上の雰囲気がある。同じ歳くらいかと思っていた。それは日廻にも言えることだけれど。

            　いつもの黒い神父服が、白いジャージに替わっただけに見える。

            　作り笑いも通常運転。

            　それから青兎。

            　呆然と、頭部の耳を掴んでいる。

            　背がちょっと縮んでいる気がするが、リアル中学生なんだなぁと思った程度の感想だ。

            そして……。

            「え？」

            　それまで粋龍が居た右隣を見て、僕硬直。

            　そこには腕を組み、堅い笑みを浮かべた降大が立っていた。

            　ジャージ姿と、身長で、やっと僕は分かったのだ。

            　嫌前から疑問に思ったこともあったじゃないか、うん。

            「あー、なんていうの……よぉ」

            　小首を傾げ手を挙げた降大に対し、僕は嘆息した。

            「……前髪はやっぱりその位が丁度良いかも」

            　強がりもあって、動揺を悟られたくないこともあって、そんな風に言った。

            　いても不思議ではない、何せ新規にゲームを開始する時はいつも降大に声をかけている。

            今までの、『ゲームどうよ？』トークは、思い返せば白々しいにも程があるが。

            　瀬居降大――セイコウダイ、降をリュウと読み、変換し直して生龍、生をイキと読んで粋……さらに粋をスイと読ませて粋龍か。

            　今にして思えば、息のあった前衛だ、と、何度も思ったものだ。過去のゲーム歴もほとんど被っていた（当然だったわけだ、僕はいつも誘うことで、何をやるか教えていたのだから）。大抵、僕にはそう言う前衛が一人は見つかっていた過去がある（ほとんどソロで行動していたとはいえ）。思い返せば彼らの雰囲気は似通っていた。にもかかわらずそうした前衛とは、毎回ゲーム内で初めましてと言うやりとりをしていて、ゲーム後は連絡を取らなかったのは、なるほどなるほど。

            　自営業……なるほどなるほどなるほど、PCを使ってのバイトのことか、嘘ではない。

            「怒ってるか……？」

            「別に」

            　淡々と返してやった。

            　何も知らない僕を見て楽しんでいやがったなとは思ったが、何も言わない。

            「もしかして、リア友？」

            　適応力が高いのか、立ち直った様子で、青兎が言った。

            　リア友とは、リアル――即ちゲーム外の現実世界での友達、と言う意味だ。

            　既に装備も変更しているから、性別にも嘘はない様子だ。そこは女の子でも問題なかったんだけどね。なんて。

            「ん、まあ、な」

            　曖昧に降大が笑った。さぁてなんて呼ぼう。

            　そんなことを考えながら、最後に月極へと視線を向けて、眉を顰めた。

            　僕同様の瞬発力（？）で、彼もまた装備を既に変更していた。

            　眉をも隠すアフロをつけて、牛乳瓶の底のような眼鏡をかけている。

            　眼鏡の効果で、目が大きく見える。

            　顔の半分が目になっているっぽい。

            　その上両手で鼻を覆っていて、しゃがんでいた。

            　思わず吹いた。

            「何してるの君」

            　赤鐘が笑いながら、月極のアフロに手を伸ばす。

            「とりあえず、ギルドホームに移動しよう」

            　幾ばくかハスキーになった声で、日廻が言った。

            　こうして僕らは、ギルドホームへと戻った。

            　皆、先ほど集まった時のように席に着く。

            「「「「「「……」」」」」」

            　深い沈黙が降りる。

            「運営の悪のり……ではなさそうだね」

            　一同を見回して赤鐘が言う。

            「悪戯だとしても復旧には時間がかかるかもね」

            　声変わり前といった調子で、青兎が言う。

            「俺だけ目に見えて身長が縮んだな、悪いな」

            　さして悪びれず、降大が言った。

            　まぁ195が185になったって、別に大差ない。

            　少なくとも僕には。

            「性別が変わったのは、私だけだな」

            「！」

            　日廻の言葉に、僕は思わず顔を向けてしまった。

            「ああっと、なんていうんだろう、男の娘？　ニューハーフ？」

            　冷静にと、つとめている様子の赤鐘の声。

            　つとめているのか、知っていたから動揺が少なかったのかは定かではない。

            「オカマ！」

            　月極が叫ぶ。

            「そうそれだ」

            　ぽんと降大こと粋龍が手を叩いた。

            「カマ言うな」

            　瞬間、ドスのきいた低い日廻の声が響いた。

            「私は、女装が好きなだけで、れぇっきとした男だ」

            　巻き舌で言い放った日廻に、僕どころか、つっこみが得意の青兎さえ何も言わない。

            言える空気ではないのだ。

            「黒麦はいつも通りだね」

            　青兎が僕に言う。

            「まぁね……」

            　この装備では、仮に体格以外が変化していても分からないだろうが、頷いておく。僕は基本的に、ギルドのみんなにもアバターの顔を見せたことはない。βテストの初日だけアバターを晒していたが、すぐに今の装備の初心者用を手に入れたので、以来ずーっとローブを着込んでいるのだ。単純にその方が狩りに集中できるからである。

            「その割に、よく粋龍は分かったね」

            　青兎の声に、降大が肩を竦める。

            「名前を知ってた」

            「なるほど」

            　赤鐘が頷く。それから、恐る恐ると言ったように月極へと視線を向けた。

            「ええと、そのアフロと眼鏡は、今日のshopの新製品だよね？」

            「……」

            　全員の視線が集まると、月極が静かに頷いた。

            　これからは、運営shopは使えなくなったりするのだろうか？

            「眼鏡はなくても見えるって言ってたし、とったら？　っていうか髪の色はアバターと変わらないんだから、アフロもいらなくない？　アフロで身長を誤魔化してるとか？」

            　赤鐘の言葉に、月極が俺を指さした。

            「黒麦もとってねぇだろ！」

            　もっともだと思ったが、僕はこれがいつも通りの装備だ。

            　なので、サクッと、フードをとって、口元の布を落とした。

            　隠していて痛くもない腹を探られても困るからだ。

            「え……え？」

            　日廻が僕の顔を見て、口を半開きにした。

            　そんなに酷い顔だっただろうかと俯くと、降大にフードをかぶせられた。

            「着とけ」

            「男だよね？」

            　すると赤鐘が訝るように、首を傾げた。

            　確かに女顔だと言われることもあるが、心外である。

            「で、月極は？」

            　青兎は普通の反応で安心した。降大は普通で兎も角。

            　すると、月極がフルフルと首を振る。

            　今以上に面白い顔には成らないだろうから、別に良いだろうに。

            　大体僕が平々凡々な顔をさらけ出したのだから、もう臆することなど無いだろう。確かに僕以外のギルメンの顔は平均を大きく上回るから勇気がいるのは分からないでもない。アバターから変化もしていないのだし。それに別に顔でゲームをしているわけではないではないか。顔でギルメンを選んだ、なんて言う過去はなかったはずだ（それなら僕はまずここにはいない）。

            「そういえば、全員、家族の人家にいる？　いなかったら、トイレも栄養補給も、出来ないよ。ログアウトが本当に出来なかったら」

            　ふと思い出したように、その時赤鐘が言った。

            「私は大丈夫だ。ハウスキーパーがいる」

            　日廻が言うと、青兎も頷いた。

            「僕の所も大丈夫」

            「――やばいんじゃないの？」

            　僕が慌てて降大を見ると、頭を掻きながら粋龍は嘆息した。

            「二窓中に落ちたから、近くの奴が、俺がログアウトできないって知ってるはずだ。何とかしてくれるくらいには頼れる同僚」

            　二窓とは複数ウィンドウを開いて、接続することだ。大抵降大は、VR接続装置を起動するとき、PCも起動している。落ちたと言うことは、VR側のみしか知覚できなくなったのだろう。元々僕は、VR系に接続するときは、１つの世界しか認識できないからよく分からないけれど。

            　兎も角なるほどそれなら大丈夫だろう、と頷き、僕はハッとした。

            　僕こそ大丈夫ではない。

            　冬眞くんが僕の姿を探すだろうか？

            　そもそも冬眞くんだって、【クラウンズ・ゲート】をやっていた可能性もある。

            寧ろ高い！

            　そこで僕は思わず立ち上がって降大に詰め寄った。

            「あのさ、ちょっと聞きたいんだけど、僕の弟と知り合い？」

            「は？　なんだよ、急に。リアル、面識無いぞ」

            　降大はこう言うところでは、嘘はつかない、と思う。

            　が、それは即ち唯一の手がかりを失ったと言うことだ。

            　やっぱり粋龍が有名だから知っていたのか――あ、あああ！

            　また僕はピンと来て、今度は青兎に歩み寄る。

            「青兎、君、僕にメールくれたよね？　弟のこと知ってる？」

            「……え、あ、うん」

            　青兎が曖昧に頷き顔を背けた。

            　顔が先ほどまで僕が座っていた、月極方向に向いている。

            「今家に二人しかいなくて、両親は帰ってこない予定で、しかも両方ログイン中かも知れないんだ。僕がこれやってるって知ってる家族外のリアルの知人は、一人はそこにいるし、もう一人も高確率でログイン中だし、非常にまずい。仮にログインして無くても、弟は、今ちょっと周囲の知識に疎いんだ、お願いだから連絡先を――」

            「落ち着け」

            　いつの間にか隣に立っていた降大に、軽く頭を叩かれた。

            「心配してんのか？」

            「あたりまえだろ」

            「心当たりあるから、俺。それに青兎は知って『た』わけだ」

            「本当？」

            　僕が青兎と降大を交互に見ると、二人の視線が揃って月極に向いた。

            「……くっ」

            　アフロを取り、眼鏡を投げ捨てたそこには、真っ赤な顔をした――月極が立っていた。

            　アバターから一切変化無し。

            　いや、あれ……あれ？

            「あれ……？」

            　よく見てみる。

            　じっくり見てみると、凄く見覚えがあった、うん。

            　何せ月極――というか、冬眞くんは、月極だった。

            　照れている表情を、初めて見た。

            　いや、言われてみると、現実とは色が違うだけで、月極だった。

            　後は何だろう、迫力だろうか。

            　無愛想でも何でもない、ゲーム内の月極と、現実の冬眞くんが中々一致しない。

            　やっぱり、違いすぎる。

            　何せ顔の造形が一緒なのに、与える印象がまるで違うのだ。

            「……双子、とか？」

            「なんでだよ！」

            　月極が立ち上がった。

            「いや寧ろ、何で気づかないんだよ、俺は傷ついたぞかなり！　気づかないふりかと思ったのに気のせいか！」

            「いやぁ、それこそ、嫌、無理があるよ！　大体三ヶ月前に始めたのを最近とは言わないし、そっちから言ってくれたって良いだろ！」

            「さっき言おうとしたんだよ、そうしたらこれだ！」

            　改めて考えると、声も同じだ。

            　しかし月極との方が付き合いが長い分、脳裏で情報が錯綜する。

            「え、二人は兄弟なんだよね？」

            　呆れたように赤鐘が言う。

            「いやそれにしても、黒麦の顔に頭パーンてなったんだが……月極の顔は元から良かったから今更だけどな」

            　日廻が呟く。

            「義理の兄弟なんだって」

            　淡々と青兎が説明すると、粋龍が溜息をついた。

            「どうしてそれを知ってるんだ？　にしても、これでそこの二人は、救命チームを待つことが決定だな。本当にログアウトできないとすれば。で、赤鐘は大丈夫なのか？」

            「ああ、俺の所は、毎朝秘書が来るから平気」

            　頷いた赤鐘を見てから、青兎が口を開いた。

            「ログアウトは出来ないみたいだね」

            　その言葉に、室内に沈黙が降りる。

            　反射的に僕も試してみたが、ログアウトボタン自体が消失していた。

            「これからどうする？」

            　日廻が尋ねたが、答える者は誰もいなかった。

            　それから僕らが決めたことは、ゲーム内の名前でお互いを呼び合うと言うことだけだった。

            　そして、【クラウン・クエスト】とやらに備えて、僕らは各自眠ることにしたのだった。

            　これが、長い戦いの始まりだった。

            　

            　

            　

            


            　

        
        
            【５】断片――

            　

            　

            　誰が何のためにこんな事をしたのか。

            　それは不明だったが、すぐに対策本部が作られ、救命チームが派遣された。

            　しかしその事実を、ゲーム内に伝えることが出来る者は誰もいない。

            　いないのだった。

            　少なくとも表立っては。

            　

            　

            　

            　

            


            　

        
        
            【６】はじまり

            　

            　

            　午前十時になった――しかしながら、何も起こらなかった。

            　クラウン・クエストについての情報は、まだ何もない。

            　十分経過したところで青兎がどこかへ行き、三十分経過したところで赤鐘が他のギルドの人達に何か分かったか聴きに行ってくると出かけ、一時間経過したところで、ギルマス会議とやらに参加すると言って日廻がいなくなった。ギルマス会議とは、各ギルドのマスターが集まって相談などをする会議だ。参加するギルドは、大体が大陸クエストで顔を合わせるところで、【血塗れ男爵】が参加しているもの以外にも、ギルマス会議は沢山の種類がある様子だ。この一晩で、日廻は、性別を公開する決意をしたらしい。そうしてみると、ただのイケメンのお兄さんだ。

            　昼夜逆転型のため、徹夜で乗り切ったという粋龍は、寝室へと行ってしまった。

            　夜は眠れなかったらしい。

            　残されたのは僕と月極だ。

            　今までは、月極が喋って僕が黙っているパターンが圧倒的に多かったが、現実では逆だった。そして今は、どちらも黙っている。

            　居心地が悪くなって、僕は珈琲を用意した。

            　ちなみに料理は僕がしている。

            　元々会話無精なので、口数が少ないのを誤魔化す為もあったし、特に良い案も思い浮かばなかったので、今まで通りお茶入れ係と料理の用意をすることにしたのだ。特に決定事項ではないが、料理スキルのレベルを上げているのは僕だけなので、これまでも僕が用意することは多かった。

            「現実と同じ味だ」

            　ポツリと月極が言う。ログアウトできなくなってから、味覚は現実感たっぷりになった。睡眠欲もだ。

            「家で使ってる豆と、ここのアイテムのブランド一緒だからね」

            「美味しい」

            「次は現実で言って欲しいよ」

            　本当に切実に。

            　僕はゲームが好きだけれど、ずっといたいわけではない。

            　いや、どうせ起きていてもゲームをして居るんだから、変化はないのかも知れないが、料理とか料理とか料理とか、僕にも趣味はある。そう言えばテーブルに残してきたお昼ご飯はどうなったのだろうか、もしかしたら腐ってしまうかも知れない、嫌、発見されなければ僕や冬眞くんこと月極の体も……。

            　母や義父が、事態に気づいてくれることを祈りたいが、国内ゲームの情報が海外へと届くのか。しかも悪戯だとすれば、二万人弱を相手にしたテロ行為だ……報道規制もしばらくはあるかも知れない。短期解決を祈ることくらいしか僕には出来ない。

            「お昼ご飯みんなどうするんだろ。街で買ったり、食べてきたりするのかな」

            「とりあえず俺の分は、いると思うよ、黒麦」

            「あー、うん。何食べる？」

            「何作れるのか分からない。今まで通りのゲームなら、オムライスとか。現実通りなら、ハンバーグだな」

            　どうやらハンバーグは好みにあったか、少なくともまた食べてもいいと思える代物だったらしい。

            「何でオムライス？」

            「材料が簡単そうだろ」

            「甘いな。チキンライスの手間に、ソースの手間、分かってない」

            「じゃあ何が簡単なんだよ？　大体、手順とかあるのか、料理スキルって」

            「材料の用意以外は、スキルレベルで品目が増えるだけだね。ただ、料理スキルの中に更に、切ったり焼いたり混ぜたりする個別技能スキルもあるんだ」

            「面倒なんだな。だから料理スキルって始めみんなとるのに、露店のキャラ以外、レベル上がらないんだ」

            とはいえ、料理露店も滅多にない。

            　イベント時にノリでユーザーが開く焼きそばなどの露店は兎も角、常時開店しているのは、【珈琲党】がコーヒー豆を採取して粉を作り売買しているのと、【紅茶連盟】が紅茶や緑茶、麦茶などを扱っているのをのぞけば、ほとんど無い。調味料は基本的に、各ユーザーの手作りだし、材料屋さんばかり並んでいる。

            　しかし珈琲も紅茶も、通常のものは各街の特色鮮やかなNPCのお店で買える。ゲーム内通貨で購入可能だ。調味料も、塩は採取以外でも、店で買える。砂糖は、生産スキルがないと入手できないが。その為砂糖は、僕は常備というか備蓄している。使う割に希少なのだ。他にも店には、HP回復用やMP回復用のパンが売っている。ちなみにこれらには賞味期限も消費期限もない。僕らが本当にゲーム内不老不死になったとすれば、食材も腐敗しないのだろうか。試す勇気はまだ無い。

            「じゃあ何か簡単なので」

            　時計を一瞥しながら、月極が言う。

            「みんなも食べるかも知れないし、食べなくても夜に食べられるから、カレー作るよ」

            こうして僕はカレーを作り始めた。

            　切る方法は、包丁を装備して、切り方を呪文のように口頭で述べるだけだ。

            　レベルに応じて、脳裏で思い描いた形に近い切れ口に変わっていく、ようだ。

            　みじん切り、と言わなくても、レベルが上がった今は、思い浮かべて切れろと言えば、大抵みじん切りになるのだし。初めの頃は、いくらみじん切りと言っても大きく切れてしまうので、好みのサイズになるまで、みじん切りと言い続けなければならなかった。

            まぁみじんぎりは例で、カレーに対して良い感じに切り（「僕：良い感じに切れろ！」）、炒めて、そうしてカレーを作った。

            「美味い」

            　しみじみと月極が言ってくれた。

            　福神漬けを試しに自分の個人宅の倉庫からとってきて食卓に置いたのだが、月極は違和感ない様子で口にしている。だいぶ前に作ったが大丈夫そうだ。漬け物だからだろうか。別に義理の弟で試したわけではない、と一人内心言い訳する。

            　僕も恐る恐る食べてみたのだ。味に変化はなかった。今と違って前はこれ程リアルではなかったから、たぶんとしか言いようがないけれど。

            　なおカレーの味は、現実と大差ない。

            　違いがあるとすれば、カレー粉の味だろう。

            　カレー粉は、カの実とレの実を混ぜて、塩と胡椒を振りかけ、後は好みで、色々と入れると出来上がる。固形のカレールーは存在しない。

            「何食べてんだよ、お前ら」

            　そこに眠そうな顔で粋龍が起きてきた。

            　睡眠時間二時間程度だろうに。

            「すごい良い匂い。駄目だ、腹減った。睡眠欲が負けたの久しぶりすぎる」

            　そう言って席に着いた粋龍に、カレーをよそって差し出した。嗅覚も、現実と変わらなくなっている。

            「相変わらず料理上手いんだな」

            　粋龍がそう言うと、月極が首を傾げた。

            「現実は兎も角、やっぱこれは、料理スキルなのか？　それともこれも現実が反映されてるのか？」

            「料理方法は、料理スキルだったけど」

            　僕の回答に、黙々とスプーンを動かしながら、粋龍が長い瞬きをする。

            「月極……驚くなよ。うちのギルドホームでよく見るこのカレー。味をほとんど感じなかったこれまでとは異なり、リアルに実感する今だから言う。カレーのレシピは、中堅レベルでやっと出現する。美味しいカレーが出来上がったとされるのは、かなりの上位だ。カレー屋の露店でも、やっていこうと思えばやっていける。スキルレベルによっては不味くなり得るんであれば」

            「そうなのか？」

            　実感がわかないといった様子で、月極がカレーを見据える。

            　褒められた（？）僕は、褒められたのかなと思案しつつ、ちょっとだけ嬉しくなる。

            　しかしこれが美味しいのであれば、熟成させたら、もっと評価が上がるんじゃ無かろうか。

            「おおお、カレー？」

            　そこへ、動揺したような声が響いてきた。

            　顔を上げると、赤鐘が戻ってきたところだった。

            「俺にも頂戴！」

            　叫ぶような彼の姿に、珍しい思いで、僕は用意をした。

            「良かった、カレーの臭いがするだけでホッとする。さっきさぁ、珈琲出されたら臭いがしない、ただの茶色いお湯でさ。紅茶なんて、色どころか、お湯ですらなかった。味覚がエラーでも起こしたのかと思って焦ったよ。噂じゃ食べ物も不味いって話だったから。試す勇気無かったけど」

            「試さなくて正解だったな」

            　そこに日廻が戻ってきて、声を挟んだ。

            「私にもくれ」

            　頷いて僕は、給仕に徹する。

            「街でHP回復用のパンを買ったら、味が無くて、その上堅かった。とても食べられた物じゃない。街中でやっと見つけた味のある【珈琲党】と【紅茶連盟】の品は全部売り切れだ」

            「料理スキルで、味が変わるみたいだね」

            　更に戻ってきた青兎が声をかけた。

            　僕は彼の分のカレーも用意する。

            　カレーにしておいて良かったが、これでは熟成させる分が残らない。

            　そもそも、ゲーム内では転移で戻ってくるのは普通なのだとはいえ、嫌に生々しくなった五感だと、玄関から入ってきて貰わないと違和感がある。

            とは、まぁ、言わない。その内慣れるだろう。慣れる前にログアウトできればいいのだけれど。

            　チャットも、今皆が繋いでいるのはギルドチャットなのだから何処にいても聞こえるとはいえ、会話が途切れない不自然さや戻ってきたタイミングに驚いてしまう。なるほど、目の前にいるのは二人だけ、三人だけ、と思っても秘密チャットでない限り、ギルドチャットを表示した状態で会話すれば、文字ウィンドウが無くても、音声は届くわけだ。そう思い表示を確認すると、やはりゲーム内の音声チャットと変わりなく、同時に複数回線つなげるようだった。全員と同時に別々の場所にいながらやりとりできる上、自分の声以外の音声を消去して、特定個人と秘密裏にやりとりすることも可能だ。一度に何人もの声を聞き分けるどころか、何人もの人々と会話できるのだから、聖徳太子も真っ青だろう。

            カレーが美味しいと聞いて、皆、戻ってきたのかも知れない。それならば嬉しいが、ちょっとプレッシャーだ。

            「黒麦今、料理スキル何レベル？」

            「料理総合は、後１レベルでMAXだよ」

            　青兎に答えながら、たった一晩で凄いなぁと思った。

            　昨日夜食を作り、今朝の朝食を作り、他は飲み物と軽食を作っただけで、カレーを作っていたらここまできた。総合以外の『切る』『焼く』『煮る』などの個別スキルは、上限値が公開されていないからまだ分からない。これまで通りならば、それらにカンストはない。

            「上がりが早すぎるね。他の個別技能上げてあったんでしょ？」

            　僕同様料理スキルを持っている赤鐘が、苦笑した。

            「まぁまぁかな」

            　曖昧に頷くと、月極がおかわりを自分でよそい始めた。

            　自宅ならば、僕が代わりにやったかも知れないが、この状況では有難い。

            　僕も食べなきゃならないし、と思っていたら、粋龍と日廻が、月極の後ろに並んだ。

            　そして一番皿の中の減りが少ないのは僕だった。

            　よそっていたからかもしれないが、ちょっと食べる速度が遅い可能性もある。

            　いやいやいや、それにしても日廻は早すぎるだろう。

            「なるほどねぇ、料理内の個別スキルを上げておくと料理の総合が上がりやすいんだ」

            　青兎が、改めて言う。

            　そんなことはwikiにも書いてあるというのに、一体どうしたのだろうかと首を傾げた。

            「味の有無に気づいた人は料理スキル上げるのに必死だよ」

            　少年のその言葉に、赤鐘が頷く。

            「既に上げてる【珈琲党】とかの子も、普通の料理作れないから、総合が足りないのかなって言ってたなぁ。まぁ総合もそうなんだろうけど、ねぇ、青兎？」

            「うん？　あ……個別の技能が足りないからか。切るとか焼くとかだっけ？」

            「恐らくね。だってさ、【珈琲党】の子は結構総合レベル高いのに、試しに煮物作ったら、炭になったらしいよ。だけどコーヒー豆を煎る要領で、野菜炒め作った時は、食べられたって。まぁ、あくまでもそこのスキルはコーヒー豆特化だから、食べられた、だけど」

            　赤鐘の補足に、青兎が興味深そうに頷いている。

            　教師と生徒みたいだ。

            　そんなことを考えていると、日廻が食べ終わったらしく、ささっと洗って皿をしまった。

            　粋龍と月極はまだ食べている。

            「黒麦が居てくれて良かったと常々思っているが、今は一入だ」

            　席に着いた日廻が、僕に向かって微笑んだ。

            　そう言われると純粋に嬉しい。

            「真面目にカレー屋オープンするの？　こればれたら、【茨の魔女】以外にも表だって黒麦を引き抜こうとする奴出てくるんじゃね？」

            　月極がカレーを食べてから、言う。

            「以外にも……確かにね」

            　うんうんと赤鐘が頷く。

            「ね。それとなく、親しくなりたがってたギルド多いしねぇ」

            　青兎はそう口にして、水を飲む。

            「注意した方が良いぞ、黒麦」

            　日廻が神妙そうに言うが、僕には何のことか分からなかった。そんな記憶はない。

            　だいぶ前に【殺戮同盟】に、一度声をかけられただけだ。

            　後は、まぁちらほら、単独で、何処でローブを買ったのかだとかを聞かれることはあるが、それとは無関係だろう。

            「駄目だ、コイツは。気づいてないから、本人」

            　粋龍が馬鹿にするように言って僕を見た。

            　ちょっとだけムッとする、が、無表情を崩さないように気をつけた。

            　どうせフードを被っているから、口元以外見えないだろうけれど。

            　黙々とカレーに専念する。

            「素顔晒したら外見的にも危ないよね」

            　青兎が言うと、苦笑するように赤鐘が腕を組んだ。

            「そう言えば、昨日早速、強姦被害が出たらしいよ」

            「へ？」

            　僕が目を見開くと、日廻が溜息をついた。

            「聞いた。青兎も気をつけろよ、被害者の内十人は男、それもお前と同年代らしいからな。痛み同様――快感も現実に即したらしい」

            　衝撃的な事実に僕が呆然としていると、不愉快そうに青兎が目を細める。

            「ハッキリ聞くけど、日廻は同性愛者？」

            　その質問に、室内に緊張が走った。

            「安心しろ、私にも選ぶ権利はある」

            　当然だという風に答えた日廻に対し、粋龍が眉を顰める。

            「ネコ？　タチ？」

            「タチだ」

            　なんていうやりとりだろう。

            　月極が、カレーを吹き出しそうになっている。

            　いつもと変わらぬ笑みを取り繕っている赤鐘を尊敬した。

            「ど、んな、相手を選ぶん……すか？」

            　ぎこちない敬語で月極が続ける。

            「泣かせたくなるタイプとでもいうか……その」

            　照れなくて良い、そこ照れなくて良い、と日廻の表情を見て僕は思った。

            　まぁ本人も言っていたが、日廻にも選ぶ権利はあるのだから、僕には関係のないことだろう。そう考え直して、「「「「ドS……」」」」と口を揃えたほか四名には構わず、皿を持って流しへと向かった。僕はてっきり赤鐘と日廻はリアルか少なくともゲーム外でも知り合いなのだろうと思っていたが、あまり詳しい性的嗜好までは知らなかった様子だ。

            　まぁどうでもいいかと思いつつ、夕食をどうしようか思案する。

            　カレーの鍋は、空っぽだった。

            　

            　夜は中華にした。

            　オイスターソースらしきものを以前自作したのだが、どんな味なのか、この感覚で確かめたかったのだ。勿論使う前に味見をした。結果、可もなく不可もなく。これは、クキケという、見た目が果物の柿によく似た、湖に生息する貝から、抽出スキルで成分をとりだし作る代物だ。説明文に、牡蠣に似た風味、とあったので、挑戦した過去がある。

            　今回の夕食作りで、僕の料理スキルはMAXになった。

            「旨い飯が食えるだけでも、俺たち恵まれてるんだな」

            　昼の後、街に露店を見に行って外の料理を食べようとしてきたらしい粋龍に言われた。

            出かけた本題は、露店での流通値段である。

            　ちなみに運営が提供していた課金shopは、閉鎖されていたそうだ。ウィンドウからも、ログアウトボタン同様消失していて、選択できなくなっている。

            　NPCの露店は、一時間ごとに商品数がリセットされ在庫がMAXになるにも関わらず、売り切ればかりらしい。開始二分で大体無くなるのだとか。それこそ食べられた物ではないと、このギルド内では悪評高いパンですら、その始末らしい。そして露店では、０が良心的なところでも二個、平均五個、MAX十個くらいつけたされて、売られているのだとか。本当に僕、カレー屋さんをやろうか。今なら大富豪になれる気がする。

            　が、別にお金には困っていないので、単純に手間を想像して止めた。

            「POTの値段も大変なことになってる。上位POTどころか、下級も品切れ。ただこっちは、薬師のレベル上げてる人結構居るから、一時的かも知れない。材料切れが起きたらまた値上がるだろうけど」

            　赤鐘の言葉に、青兎が溜息をついた。

            「POTも料理の見た目や味と一緒で、作り手のレベルで効果が変わるみたいなんだ。これからは、多分通常時の武器同様に、職人の名前で値段変わるよ」

            　以前から、武器にはそうした効果があったので、粋龍は納得した様子だ。

            「薬師は、黒麦と月極と僕が持ってるんだよねぇ」

            　確認するように青兎が言う。

            「うん。まだレベルは、前回のカンストと一緒だけどね」

            　答えると、青兎が溜息をついた。

            「僕も。個別技能は、全部中の中」

            「俺MAXになったよ」

            　月極がのほほんと言った。

            「召喚獣捕縛しながら、大抵POT作ってたからな。HPもMPも、生産に必要な各技能は、今でも上げてる」

            　これまでPOTは、確かに気が向いた時は月極がくれたが、主に僕と青兎が作って配っていたので、思わず顔を見合わせた。そうならそうと、もっと早く言ってくれれば良かったというのに。

            「装備と装飾は、粋龍が居るから問題ないな。他は、材料集めか……」

            　日廻が呟いてから、赤鐘と目を合わせた。

            　赤鐘もまた難しい顔をしている。

            　人数が少ないことと、低レベル帯の者が居ないこともあって、このギルドの一番の欠点は、素材の収集だ。自給も採取もmob退治後の取得も、中々ハードルが高い。

            　これまでは、良心的な価格の物を露店で買ったり、僕以外の皆が知人から分けて貰ったりしていたようだが、これからは厳しいのかも知れない。というか露店が値上がりしていると聞いた以上、僕にとっては厳しい。なにせほとんど知り合いはいないのだから。顔見知りも０というわけではないが、ギルメン以外で連絡先を知っているのは、野薔薇と紫月さんと綺羅と、もう一人だけである。多分他のみんなよりも０が二つ近く少ないはずだ。もっと少ないかも知れない。僕の知り合いの数少ないその一人が、たまに素材を分けてくれるというのが、不幸中の幸いだろうか。彼は、ごくたまに僕がパーティを組む釣り人だ。職業は魔術師だが、採取（主に釣り）レベルを上げることに注力していて、レベルが高い釣り場に行く時に、僕を盾がわりにするのだ。魔術師の僕が盾を出来るのだから、全体的に見ればそんなに高レベルではないが、料理の食材を入手する場所としてはそれなりに高難易度の場所だ。彼のギルドは、【高みへ・・・】という。僕は彼以外のメンバーに遭遇したことは一度もない。三人以上が同時ログインしていなければギルドは結成できないから、恐らく、少なくとも初めは他に二人いたとは思う。今は知らない。それにしてもこういう事態だから、今連絡するのも、何となく躊躇われる。多分今は彼の商売時だ。

            「少なくとも、これ以上ソロギルドとしてやっていくのは難しいんじゃないかな。少なくとも、このギルドのメンバーだけでも、パーティ組んだ方が良いと思う」

            　赤鐘が静かに言う。これまでは皆普段は好き勝手にソロをして、必要なときにだけ集まっていたから、ここはソロギルドだったのだ。自称・他称両方において。

            「他のギルドとの連携も必要だって思ってるんでしょ？」

            　青兎が言うと、赤鐘が頷いた。

            「昼のギルマス会議もその話だろ？」

            　粋龍が述べると、日廻が溜息をつく。

            「そうだ。強制はしないが、私は他のギルドにも協力する。この条件だけならば今まで通りだ」

            「ただしPOTや食物、装備装飾、必要な素材の入手、あるいはそれらの譲渡となると、俺たちの全体的な合意が必要って事、だよな。後はアレか、【クラウン・クエスト】」

            　月極が、頬杖をついた。

            「――なにか、クエストの目星はあったのか？」

            　日廻が言うと、赤鐘が青兎を見る。

            「俺は収穫無し」

            「……未確認だけど、【殺戮同盟】が、昼間に瀕死状態で二十四人、ルビィの大陸の初心者村に転送されてたらしいよ」

            「PKか？」

            　粋龍が、青兎に問う。

            「ギルマス含む幹部が全員居たらしいから、それはないと思う。あそこはレベルというか実力至上主義だし。性格は悪いけど、腕は確かなプレイヤーが多い」

            　その言葉に赤鐘が目を伏せる。

            　どこかに個別チャットでも送っている風だ。

            　日廻は指を組んで、その上に顎をのせている。

            「二十四人てことは、六人パーティが四組か。それで全滅……もっといたとしても、どちらにしろクリアはならず、って感じだな」

            　粋龍が呟くと、月極が身を乗り出した。

            「デスペナはあったのか？」

            「それは昨夜のPK実験でも確認されてるよ」

            　青兎は悲しそうな顔で頷く。

            　このゲームのデスペナルティは、死んで次に目を開けると、装備と装飾品の耐久度が下がっていたり、破損したりしている上、ランダムでアイテムが減るというものだ。PKをすると、そのアイテムを入手できるという仕様だ。

            　PKとは、プレイヤーがプレイヤーを殺すことである。

            　例えば万全を期して、POTを沢山持って出かけたとしても、一撃で死んだら、持っていったPOTは全部無くなってしまう可能性がある。

            　他にも、復活時は、HPとMPが三分の一になり、経験値が０まで減る。

            「良い報せは、レベルが上がることくらいだけど。職業のレベルキャップがあるかはまだ分からない」

            　青兎の言葉に、僕は俯いた。

            　現在のレベルのキャップとされている値に到達するには、今のような非常時ではなく常時に、無心で頑張るとして、ここのギルメンクラスの前衛がいる場合でも、一ヶ月はかかると思う。キャップ解放は三ヶ月に一度だし、本気を出してレベル上げ以外の何もせず、アイテムも存分に使ったとしても、その位の時間はかかるはずだ。簡単にレベルキャップに到達できてしまっては、三ヶ月間が暇すぎる。オープン初期とは違い、高レベルになればなるほど、レベルは上がりづらくなってきた。それにしても一ヶ月か。

            　そんなにも長い間、ゲーム世界に閉じこめられるなどと言うことはあるのだろうか？

            　無いと思いたい。

            「――青兎、【殺戮】に友達が居るって子に聞いたけど、詳細は分からないけど【クラウン・クエスト】に挑んだのは確定っぽい」

            　赤鐘が目を開くと同時にそう言った。

            　それを聴くと、青兎が頷いて、目を伏せた。

            　チャットを複数開くというのは結構大変なのかも知れない。

            　片方は無言になるしかないだろう、正面にいたらさすがに口の動きは見える。

            　いや、脳裏で話すことも出来るんだったか。

            　あまりギルドチャット以外をしないので、よく分からない。

            「三ヶ月以上たった場合、ランキングは動くんだろうか」

            　日廻が独り言のように言うと、月極があからさまに険しい顔をした。

            「あれのせいで、このギルドは、少なくとも三ヶ月は、名前で意識されるだろうな」

            「単独行動は極力しない方が良い――青兎も、だ」

            　粋龍が言うと、しぶしぶといった顔で青兎が頷く。

            　目を閉じてはいても、ちゃんと聞いているのが凄い。

            「ギルドホーム内は、転送ゲートからしか移動できないから、大丈夫だと思いたいんだけどね。個人の持ち家は、ゲート開く場所考えないと、待ち伏せされるかもしれない」

            　赤鐘が溜息をついた。

            「今からパーティ組んどく？」

            　月極が言うと、日廻が唸った。

            「ステータスを常に確認し、居場所も検索しなくて良いという意味では、有効だな」

            　パーティを組むと、組んでいる相手のステータスと居場所が、常に表示されるのだ（非表示にも出来る）。

            「現実的じゃないと思うな。アイテム収集を特定分配にしても、負担が大きすぎるし、もし野良でパーティ組もうとしても無理になるって事は、最悪他の野良集団に群れて戦闘に出てる時や巻き込まれた時に死ぬ」

            　サクッと赤鐘が言う。いつもの笑顔が消えていた。

            「俺も反対」

            　粋龍が同意する。

            「もしも、パーティ状態で単独で、クエスト消化に誰かが乗り出したら、パーティペナルティで全滅もあり得る。クエスト開始後に即抜けが出来るとは限らないしな。全員の了承無くつっこんで死んだら、最悪アイテムも装備も全部デスペナで消える」

            　パーティペナルティは、離れた場所にいても、パーティ全員にデスペナルティや麻痺などの状態異常が起きる形式のペナルティで、特定のmobや、ダンジョン内の部屋や罠で作動する。

            　二人の言葉に、日廻が頷いた。

            「やはり少し考える必要があるな」

            「半々か二：二で組んでも良いし」

            　月極がそう言った時、青兎が目を開けた。

            「ルビィの大陸の、初心者村の林檎畑の中にあるルシフェル像の瞳に、装飾品のルビィをはめると、王冠のマークが出てきて、【クラウン・クエスト】が始まるんだって。それ一つなのか、それが始まりなのか、各地の像で同じ現象が起きるのか、クエストの内容の詳細は、まだよく分かってない感じ」

            　青兎の情報網は凄いが、僕は、それらを検証する人々はもっと凄いなと思った。

            「ただこのクエストの場合は、ダンジョン攻略型みたい。一回フロアに複数居たmobに六人パーティ五組でいって、回復に専念してた一人が残った他は、mobに殲滅させられたって。最後の一人も自殺帰り。一端はいると死ぬまで出られないって。それでも二匹は倒したみたい。奥に階段があったみたいで、外観も塔だったらしいから、多分上階にもっと強いのが居る。死ぬ感触も、mobもすごいリアルだったって」

            「二匹？　二組じゃなく、二匹か？　死んだ奴らの職とレベルは？」

            　日廻が眉を顰めた。青兎が頷いて続ける。

            「二匹。レベルは昨日の今日だから、前回のカンスト±２って感じみたい」

            　まだみんな本気を出して、レベルを上げていなかったのだろう。

            　昨日のうちに上げておいた僕は、運が良かったのかも知れない。

            　何せただでさえ一人で上げにくい魔術師であるし、基本一人だし。

            　その上今後は単独行動は慎む方針のようだから、レベルあげが遅れ始めても、一人で上げるわけにも行かなくなるかもしれない。

            「【殺戮】の職は、基本前衛だから、範囲火力は分からないけど、確か最高レベルの召喚者でも前回カンストしてなかったはず」

            　確かに前回くらいから、カンストしていないプレイヤーも目立ち始めたように思う。

            　しかしこのギルドは皆カンストしていたので、なんだか意外だった。

            　何せこのギルドより大きいし、古いし、全体的に高レベルのユーザーの集まりなのだ。

            「三十人までしか入れないのか？」

            　日廻の問いに、赤鐘が首を振った。

            「友達からのまた聴きだけど、リスク分散で残ったみたいだよ」

            「大陸クエストと一緒で、多分パーティ制限無いと思う」

            　青兎も頷いた。

            　個人クエストだと、パーティ×３までしか、一度にダンジョンに入れないのだ。

            　大概の場合１パーティで、クリアするように出来ている。

            　そうしないと低レベルでも、人数の力でクリアする人が出てしまうからだろうと言われている。

            　一方の大陸クエストは、ギルドの最小限界人数が五十名であり、百、二百と増えていくので、６人パーティが複数組む連合制を取れるので人数に限界はないし、別々のギルドに加入していても、連合できる。アイテム分担や経験値取得の単位は、パーティごとだけれど。ギルドには、一番多いところで、五百人越えの所がある。それが、日廻が抜けてきた、【白銀騎士団】である。生産専門ギルドの【JA】よりも人数が多い。恐らく、生産スキルを上げることをメインにゲームをしている職人が、更に特化して小さなギルドをいくつも作っているからかも知れない。【紅茶連盟】や【珈琲党】のように。兎も角大陸クエストは、ギルド全員で楽しんだり、各ギルドの代表で取り組んだり出来るのだ。

            「挑戦するか？」

            　日廻の問いに、皆が何故なのか僕を見た。

            「……え？」

            　狼狽えて左右にいる、粋龍と月極を交互に見る。

            「俺は、うちのギルドから二・三人が様子見に行って、負けてから挑戦するのが良いと思う。それなら、単独にもならないしな」

            　月極が言うと、粋龍が天井を見上げた。

            「俺は他の連中が負けて、もっと情報集まってから行くべきだと思う」

            　そんな二人の言葉に、青兎が悩ましげな顔をした。

            「僕は直接見たいから、機会が在れば行きたい」

            「俺は遠慮する。粋龍と同じ意見かな」

            　今日は珍しく、赤鐘と粋龍の意見が一致している。いや、珍しくもないか。この二人は、時に絶妙に気が合う様子だ。

            「私は行く」

            　日廻が言うと、青兎が、『じゃあ僕も』と頷いてみせた。

            　そして再び僕へと視線が注がれた。

            　理性が、救出を待つべきだと騒ぐ。反面、折角なのだから少しだけ行ってみたいようにも思う。だがきっと、足手まといになってしまう。ギルドのみんなは優しいので何とかなっているが、外へ行って巧くやる自信が無い。ハッキリ言って、無い。

            「どう思う？」

            　日廻が間をふんだんにおいてから、僕に言った。

            「各自、明日に備えてそろそろ寝る？」

            　僕はそう言って、あからさまに時計を見た。

            　そしてそう言うことになった。

            　

            　翌日、僕は行かないことにした。

            　とはいえ、今日はまだ情報収集をするらしく、青兎と月極が街へ、日廻と赤鐘がギルド間会議へと出かけた。僕と粋龍はお留守番だ。

            「本当は行きたかったんじゃないのか、クエスト」

            「……どうだろう」

            「救出が来ないって分かったら、お前ゴリゴリ行きそう」

            「さぁ」

            　シュークリームの焼き加減をチェックしてから、紅茶を久しぶりに淹れた。

            　一応色々なスキルを試しておきたかったのだ（当然Lv.も上げたい）。

            「今は、折角だし料理を色々食べてみたいかな？　粋龍はどうしたい？」

            「試食する。そもそもお前小食だろうが」

            　残念なことに、HP量と食べられる量は比例せず、元々の体の食欲に食べられる量は依存するようだった。HPの回復量は、まだ個別の料理の固有最低値以外は、どの程度回復するのかなど分かっていない。ただし、HPがMAX状態でも、空腹は感じる仕様らしい。空腹感を覚えてもなにも食べないと、HPが少しずつ減っていく。MPが減る事もある。飲み物やお菓子などが関係しているのかも知れないと僕は思う。珈琲を飲むと、MPが少し増えるのだ、元々そう言う効果があるからかも知れないけれど。

            「余ってもきっと誰かが食べてくれるって」

            　楽観的に僕が言うと、粋龍が頷いた。

            　このギルドホームには、家電が揃っているのが素晴らしい。ただ、電気がどこから来ているのかは不明である。

            「味覚試したら、他も試すか？」

            「他？」

            「――体温」

            　そう言うと粋龍が、不意に僕の背後に体重を預けてきた。

            　後ろから抱きかかえられる形になり、驚いて息を飲む。

            「触覚」

            　そして首筋を舐められた。

            「ちょ、何するんだよッ」

            　びっくりして振り返る。首しか動かなかった。その顎に、粋龍の手が伸びてくる。

            　顔が近づいてきた。

            「？」

            　思わず困惑すると、不意に粋龍が吹き出した。

            「口元にクリームついてる」

            「まじか」

            　慌てて手の甲でぬぐうと、腕が離れた。

            「食べる以外に何かしたいこととか無いのか？」

            「何かって？」

            「ヌくとか」

            「この状況で、良くそんなに平和だね」

            「だから、だろ。この状況、だから。衰弱死して二度と会えないかも知れない」

            「粋龍の所は大丈夫なんだろ？」

            「お前の所はどうなったんだ？」

            　思い出したくないことを想起させられて俯く。

            「全部忘れて無心に狩りしたい。レベル上げたい」

            「そう言うと思った。じゃ、行くか」

            「え、いいの？」

            「いいんじゃねぇの？　別に単独行動する訳じゃないし、ギルドホームにずっと居るなんて俺たち言ってないし、ギルチャでみんな聞こえてるだろうし？」

            「それもそうだね」

            「俺とお前がチューしたのも筒抜けだな」

            　シレっとそんなことを言った粋龍を見て、思わず僕も吹き出した。

            「なるほど、声だけだと、何してるか分からないから」

            「おぅ。想像力豊かな奴を煽れる」

            「煽られた！」

            　そこへ、青兎の腕を引っ張った状態で、月極が現れた。

            「ちょ、止めろよ、俺のお兄さんを変な道に引きずり込むなよ、マジで」

            「……月極、僕待ち合わせの最中だったんだけど」

            　不機嫌そうに青兎が目を細める。

            「わ、悪い。戻ろう。って、兎に角変なことするなよ」

            　僕の肩をガシッと掴んで、じーっと見てから、月極は再び青兎の手を取って姿を消した。

            「あいつらの方が変だよな、お手て繋いで」

            　粋龍が言うと、青兎の声が響いてくる。

            「語弊があるいい方をしないで。本当に、最悪」

            　すると赤鐘と日廻の苦笑が聞こえてきた気がした。

            　

            　そんなこんなで、僕と粋龍は、一昨日同様レベルを上げるために出かけることに決めた。

            　ダンジョンに潜ってみたが、人気はほとんど無かった。

            　その為、普段は出来ないような、つりまくって一気に殲滅という形で、僕たちはガツガツと狩りをした。ただし獣型には恐怖があったので、いかにも人工物と言った風情の植物系幽霊型というmobを狩った。広範囲の炎系の魔術で一気に倒すことが出来る相手だ。

            　結果、更に十レベルが上がり、一息ついていたら、「お腹減った」という月極の声が響いてきて、狩りは終わりになった。もう夜もそこそこの時間だった。

            　戻ってすぐに、僕が適当に、手早くできるパスタをつくると、夕食が始まった。

            　美味しい美味しいと皆が食べてくれるのは良かったが、パスタ自体も今回は備蓄とはいえ、基本的に料理スキルで作る代物なので、おかわりを茹でる手間と量に、しばらくは出すのを控えようと決意した。割に合わない。

            「明日、朝一でクエストに臨むことが決まった。今日の時点で八十三人が行くと言ってる。明日、増減はあるだろうが、大体百人未満という所だな」

            　食べながら、日廻が言う。

            「どんなギルドが行くの？」

            　青兎の言葉に、赤鐘が思い出すように首を傾げた。

            「大御所だと【白銀騎士団】【BSO】【胡蝶楼】【白雪姫】。それから職業特化ギルドは【茨の魔女】【終末教会】【獣萌え★】」

            　【終末教会】は、聖職者が九割を占めるギルドで、【獣萌え★】は、召喚者が九割を占めるギルドだ。名前だけなら、僕は【獣萌え★】に入りたい。

            「後は複数のギルドから、うちと一緒で様子見参加がちらほらみたいだな。【殺戮同盟】からも三人来る。道案内と、後はクリア時に備えてだろうな。アイテムが在ればギルド間で争奪戦になるかも知れないし」

            　補足した日廻に対し、粋龍が頷いた。

            　月極も静かに聞いている。

            　それにしても、豪華な顔ぶれだ。

            　【茨の魔女】が参加するという事は、野薔薇も行くのだろう。

            　率先していくタイプだった気がする。

            　そういえば、野薔薇はやはりネカマなのだろうか。

            　そんなことを考えていると、日廻がこちらを見ていることに気がついた。

            「――野薔薇、だったか。魔術師ギルドのギルマスの」

            　聖職者を初めとする他の職業ギルドは他にもあるが、魔術師ギルドは【茨の魔女】だけだ。

            「黒麦に会いたがっていたぞ。でも会えないと言っていた。凄く可愛いんだ……しかし、その」

            　そこまで言って、日廻が赤鐘に視線で助けを求めた。

            　すると赤鐘はいつも通りの完璧な笑顔でさらっと言う。

            「ネカマだったよ。なんていうんだろう、チワワみたいな。それに性別露見したから、長かった髪をばっさり切ってたよ。もったいないよね。髪の毛は伸びるのかな、ここ。髭は何か、アイテム扱いになってるって噂だけど」

            「あ、勘違いするなよ、性別は偽りだったが、あいつは本当にお前を慕っていた。髪を切ったのも、謝りたかったからじゃないか、隠していたというか、今まで言えなかったことを」

            　日廻のフォローに、僕は苦笑を浮かべた。

            「別に良いから」

            「白雪姫の綺羅は、本当にアバター通りの綺麗な女の子だったよ」

            　慰めるような赤鐘の声に、粋龍が肩を竦める。

            「あいつは俺とこいつと、リア友だ」

            「「「「え」」」」

            　その言葉に、四人が息を飲んだ。

            　前に綺羅との一件があった時、言わなかっただろうかと思い出そうとして、諦めた。

            　忘れてしまった。

            「もしかして……カノジョとか？」

            　月極に聞かれた。

            「無い無い。僕も粋龍も寂しい独り身だよ」

            「俺は好きな奴居るから寂しくないけどな」

            「――は？　まじか、聞いてないよ」

            　僕は息を飲んで、粋龍に顔を向けた。彼はいつもと変わらない表情だ。特に笑うでも怒るでもなく、気怠そうな顔をしている。面倒くさそうな顔、と言う調子だ。

            「言ってないからな」

            「そうだったんだ。いつの間にか、粋龍には甘酸っぱい春が訪れてたんだ」

            　僕は驚きつつも、頷いた。

            「じゃあ早く現実に帰らないとね」

            「なんで？」

            「だってその子に会えないだろ？」

            「いや。そいつもゲームしてるし」

            　なるほど、もしかすると僕を笑うために限らず、それが目的でゲームをしていたのかも知れない。僕はゲーム内恋愛のことはちょっとよく分からないが、まぁ友人として応援しよう。案外、綺羅だったりして。ログインしていることも分かったのだし。

            「だったらその子の側に行ってあげた方が良いんじゃない？」

            　僕は一人納得しながら続けた。今の状況なら、株も上がるだろう。

            「お前よりは恋愛経験多いぞ」

            　すると粋龍があからさまに引きつった笑みを浮かべた。

            「だから問題なんだろ。経験が多いって事は、一回の恋が短すぎるんだ。要するに、振られてる」

            「さすがリア友だな」

            　日廻が僕の言葉に吹き出した。

            「お前が純情なんだろ。一回失恋しては一年以上恋をしない。引きずる。で、告白されなきゃ付き合わない。そもそも付き合ってから好きになる努力をする。嗚呼、寂しいな」

            　わざとらしくそう言われ、しかし反論が思い浮かばず顔を背けた。

            「俺も好きな相手とは一緒にいた方が良いと思うけどな」

            　月極が小さく笑う。

            「まぁ、可能な限りそうするつもりだけど？」

            　すると曖昧に粋龍が笑った。

            「……なんか嫌な予感がするんだ、俺」

            　赤鐘が、粋龍と月極を交互に見る。

            「どう思う？　青兎は」

            「僕に振らないで。僕子供だから分からないよ」

            　青兎は顔を背けた。

            「――俺も、好きな奴居るんだけどな」

            　そこへ月極が言葉を放つ。

            　この人数で恋バナなど、何年ぶりだろうか。

            　高校生の頃の修学旅行ぶりくらいの勢いだ。

            「日廻は、いるの？」

            「は？　え？」

            　僕が話の水を向けると、日廻が虚を突かれたように顔を上げた。

            「う、うん、ど、うかな……」

            　そう言えば日廻は同性愛者だった。

            「あー……赤鐘は？」

            「ちょっと日廻、困った時俺にふるの止めて。少なくとも俺は、自分の恋の状況や嗜好を赤裸々に語る趣味は持ち合わせていないよ。そう言うのは、やっぱり中高生向きでしょ。どうなの、青兎？」

            「僕わかんない」

            　このようにして、何ともおかしな流れで、その話題は終わった。

            　まだ平和な一日だった。

            　

            　

            


            　

        
        
            【７】狐塚

            　

            　

            　いよいよ、日廻と青兎が【クラウン・クエスト】に参加する日がやってきた。

            　瀕死で戻る先は、最終移動ゲートが設置されている街らしいので、ルビィの大陸の初心者村と呼ばれる『フロントボルケーノ』へとやってきた。

            　俗に『死に戻り』という、HPとMPが三分の一ほど復活した状態で、二人が移送されてきたときに備えて、残るメンバー（というか回復役の赤鐘）はここに待機することになっている。

            　他のギルドの人々も同様の考えらしく、初心者村にしては高すぎるレベルの集団がひしめいていた。ここからの移動時間を考えても、既に【クラウン・クエスト】参加メンバーはクエスト条件を満たし、ダンジョンに辿り着いた頃だ。

            　人混みは苦手だったが、興味もあったので、本日は皆について僕も街へとやってきた。

            「迷子になるなよ」

            　粋龍はそう言って僕の頭を二度叩くと、早々に露店巡りを開始した。

            　ここにも、嫌こんな時だからか、露店がひしめいている。

            　露店をしつつ、成り行きを見守っているプレイヤーも多いのだろう。

            　僕も露店を開こうかとも思った。

            　しかし売り子役が苦手だ。

            　今までの露店とは異なり、見渡す限り、直接接客しているユーザーが多い。無言で売買できないとなると、買うにも勇気が必要そうだ。月極が売り子をしてくれればいいのにと思っていると、彼は何人ものプレイヤーに囲まれていた。男女問わず、大人気の様子だ。さすがは、ソロの時から引っ張りだこだった召喚者だけある。何でも彼らは、『月極君友の会』という非公式の集団らしい。そして言わずとも、赤鐘はとうに他のギルドの居残りメンバーと井戸端会議を開始している。突っ立っていた僕は、せめて何かしているフリをしようと、周囲を見回した。こう言う時は、やはりソロギルドなんだよなぁと思う。他のギルドは、みんな、ギルメン同士で固まっている。無理にそうしなくて良い気安さもあるのだが、こういう状況だからか、いつもは感じない寂寞を覚えた。

            「――黒麦？」

            　その時誰かに声をかけられた。

            　聞き覚えのない声で、その上、広場のオープンチャットだったから狼狽える。

            「こっちだこっち」

            　そこには狐面をつけた、着流し姿の青年が立っていた。

            　夏祭りイベントのアイテムを改造した装備だ。

            「……狐塚……？」

            　僕のアドレス帳に登録されている数少ない知人、釣り人魔術師の狐塚である。

            　多分。

            　多分というのは、僕が知っている狐塚は、中年小太りの、顔を隠したオッサンだったからだ。今僕に声をかけてきている相手は、装備と髪色こそ同じだが、声は若々しいし、中肉中背で、僕より少し背が高いくらいの青年だった。呼び捨てなのは、付き合いが長いからである。

            　途端、周囲がざわついた。

            「狐塚って、まさか……」

            「【高みへ・・・】のギルマスの……？」

            「あの幻の超ハイクオリティ生産ギルドの？　都市伝説じゃなく、ガチで存在してんのか？」

            「存在はしてるだろｗ　俺、あそこの執権が作ったって言う首飾りを前に、落札した。ヤバイ額で」

            「壮絶な内輪ギルドって話じゃないっけ？」

            「さぁ……って、話し相手、【血まみれ男爵】の副マスじゃね？」

            「え、赤鐘ちゃん？」

            「ちゃうやろ、ありゃ、引きこもりの方」

            「えええ、黒麦？　それこそマジで存在すんのかよ？」

            「ランキングにいるだろｗ」

            「初めて見た……本当に黒尽くめだ……」

            「ちょｗ　レベルが、ありえん事になっとる。チート？」

            「いや、あれはガチで上げてる廃人だろ」

            「ドＭだ」

            「しぃーっ、聞こえたら、PKされっかもしれねぇぞ」

            「あの二人が話てるとか、火星人と金星人を同時に発見して、かつ会話てるところを見た並のぶっ飛び感だな」

            「仲良いのかな？　ってか、黒麦が内輪とか？」

            「嫌、黒麦は分からん。【白雪姫】の綺羅姫とも知り合いっぽいし」

            「何それ、ガチで？」

            「知ってるそれ」

            　様々な声が飛んできた。

            　一気に会話が飛び交いすぎて、僕の耳にはほとんど入ってこなかったが、あまりいい話をされていないことは分かった。それよりも、狐塚も狐塚のギルドも有名らしいことに吃驚した。

            「一人なん？　黒麦、今空いてるんなら、ちょっと話さへん？」

            　似非関西弁は、僕のよく知る狐塚のものだった。

            　頷いた僕のローブの袖を引っ張り、彼は歩き出した。

            　ローブ越しに、月極や赤鐘、粋龍と目があったが、向こうには見えていないだろう。

            　チャットウィンドウが二つに分かれ、ギルチャとタウンチャットが開いた。

            　複数のチャットに不慣れな僕は、何か言うべきか思案していると、更に新しく個別チャットの画面が開いた。

            「座りや」

            　狐塚が杖を突くと、芝の上に横長のベンチが現れた。

            　出現魔術だ。

            　ベンチなんて中々レアなアイテムである。

            　揃って腰を下ろすと、周囲から視線が跳んでくるのを感じた。

            　全体窓を閉じたくなったが、いつクエスト情報が流れるか分からないので、一応開いておく。ローブが口元を覆ってくれているので、唇の動きから言葉が全体に漏れない事は幸いだ。この状況になってからは、文字チャットが表示される吹き出しは消えたから、個別チャットも、秘密チャット同様、唇を読まなければ基本的にはタウンだと、外界には漏れなくなった様子だ。室内などにいると、近ければ音声まで聞こえるとも聞いたことがある。ただやはり僕にはチャットのことはよく分からない。

            「良かったわ、覆面キャラ一人になってしもうたんかと思うた」

            「……僕は別に覆面キャラじゃないんだけどね」

            「いいやん。あ、でも、顔みたいわぁ」

            「見せても良いけど――ごめん、正直、オッサンだと思ってたから、狐塚だって分からなかった」

            　狐面という装備がなければ現時点でも絶対に半信半疑だった自信がある。

            　ギルド名とキャラ名でハッとしたとしても、声をかける自信は絶対でなかった。

            「あはー、いくつ？」

            「二十一」

            「んータメか、一個下やんね、黒麦。俺、今二十二」

            「タメみたいだ」

            「タメよろなぁ。顔は？　で、顔は？　まぁ顔どうでも良く、俺、黒麦のこと好きやねんけどな」

            「アバター見たことあるだろ？　一緒だよ」

            　茂みのほうを向いて、口布を外し、ローブをちょっと上げると、狐塚がのぞき込んできた。

            「へぇ。絶対弄ってると思ったんに、マジもんか。いるんやなぁ、男の美人て」

            「やめろって」

            　そう言って苦笑してから、僕は装備を直した。美人って何だ。

            　すると遠くを見回してから、狐塚が肩を竦める。

            「今の世界、髪型もアバターから変化無いみたいだから、気にしちょるハゲには優しい環境やね、ここ」

            「確かにそうかもね」

            「けど、お前んとこ、みんなアバターのまんまやねんな」

            「他のギルメン知ってるの？」

            「そりゃ、俺の所生産専門だから、粋龍師匠の噂は嫌というほど聞くし、見かけたこともあるよ。向こうはどうだか知らんけどね。に、月極くんやて、一時期野良パーティ荒しかっちゅうくらい、野良でごりごりクエスト消化しちょったから、月極くんが低Lv.の頃組んだこともあるよぉ。ま、その場限りちゅう仲で、覚えてるか知らんけど。赤鐘神父と日廻団長は、逆に知らん人いんの？　古参中の古参やん。まぁ古参いうたら、黒麦もか」

            「狐塚もそうだろ」

            「みんなレベルあがあてもうたけどな。ってか、お前、なんやねんそのレベル」

            「普通だよ」

            「黒麦んとこは、普通の基準がおかしいわ」

            「そうかな……ソロギルドだからかな……結構気に入ってるんだけど」

            「disってるんやないからね。しかしまぁ、お宅の所は、ソロって言う割に過保護やろ」

            「どこら辺が？」

            「お前と二人で喋ってると、怖い視線が飛んでくる」

            「僕じゃなくて、狐塚に向いてるんじゃない？」

            「そりゃそうや。俺を加害者だと思うてるんやろ」

            「ううん、まさか。きっと君は、自分が思う以上の有名人なんだよ」

            「確かに俺は有名やと思うけど……まぁええわ。そうだ、俺の顔も見る？」

            「あー、うん」

            「興味ない感じやな」

            　そう言って笑いながら、茂みに向かって、狐塚がお面を外した。

            　きつね色の髪に、橙色の瞳をした、思ったよりも人好きのする笑みを浮かべた顔がそこにはあった。少々つり目だが、大きな瞳をしている。

            「結構イケメンや言われて調子のっとったんやけど、自信が打ち砕かれてもうたよ」

            「え、あ、普通に格好いいんじゃない？」

            「黒麦に言われて悪い気はせぇへん」

            　お面を戻し、狐塚が正面を向く。

            「まぁお互いこれからは何かと入り用やろうし、なんかあったら声かけてや。たまにはそっちから。いつも俺から誘ってばっかりやん」

            「うん。有難う――僕も誘わせて貰う」

            　いつもは、そして現状では更に忙しいだろうかと躊躇してしまうので、ハッキリ連絡しても良いと言われると、なんだか気が楽になった。

            「今まで通り俺も連絡してええ？」

            「勿論」

            「各種材料、勿論身につけるもんから、食うもんまで何でも。後、加工済みのPOT類に装備、武器、諸々。出来合いの料理も、黒麦の頼みなら作っちゃるけど、料理スキルはお前も高いんよね？　ううむ、あんまり魅力的なもんないか？」

            「そんなこと無いよ、材料類とか、素材、どうしようかと思ってたんだ。僕の方こそ返せるものが無いよ」

            「それこそ手料理が今一番欲しい。うちのギルドも料理スキルはちょっとしか、満足とは言えんし。黒麦の手料理食べてみたいし」

            「努力するよ」

            「ま、友達の頼みなら、俺はよっぽどじゃなけりゃ断らん。ビジネスライクな俺って事になってるけど、情には厚いねん。そこに辿り着くまでは狭き門やけどね。あんだけ延々と飽きもせず釣りに付き合ってくれた礼もあるし。黒麦は良い意味で、俺にとって特別やから」

            「釣りは、僕も楽しかったし、素材都度都度貰ったし、気にしないで」

            「……俺が、生産職ギルドにいるって知っとったの？」

            「え？　今日初めて知って吃驚したよ。てっきり、他二人抜けちゃって、ソロなのかと……」

            「それで同情的な？」

            「まさか。いきなりどうしたの？」

            「んー、ね。なんか、こんな事態で、これまで面の皮あつかった奴らもがめつくなって、連絡の嵐やのに、仲ええと思っとった黒麦からは連絡無かったから、寂しくて」

            「ごめん、露店が今高騰してるって聞いて、釣り人なら忙しいかなと思って。素材売ってるのは知ってたし。ただ、売るの専門だと思ってた。もっと早く教えてくれたら、素材持って遊びに行ったのに、なんてね。一応ギルメンで装備品関連とPOT関連はどうにかなってるんだけど」

            「黒麦はほんま和むわぁ。あ、そうや。別キャラ持っとる？」

            「え？　あるけど、倉庫キャラだし、アレってログアウトしないとキャラ変えられないよね？」

            「ステータスの自分出して、顔面押すと、カード変えられんねん。外見は変わらんけどな、装備とか職とかは変わる。髪色と目の色も、変えてれば変わる。性別と体格と顔つきは素やけど。名前とギルド名も変わる。ま、俺はギルドは同じとこ入れてるし、装備も基本一緒の見た目やし、名前もひらがなにしただけだから、普通にステータス画面弄っただけに見えるンやろうけど――ほら」

            　言われて狐塚を見ると、キャラ名が【★タイチョー★】になっていた。

            「確かに名前変わってるけど……ひらがなじゃない」

            「うん？　って、あ」

            　現在の狐塚は……レベルが前回のカンストレベルになっていて、職が聖職者になっていた。

            「まちごうた」

            　すぐに名前が【こづかい】になり、レベルがカンストレベルを突破し、月極に迫る勢いの高レベルになっていた――召喚者だ、僕の記憶が間違っていなければランキング二位だ。回復と召喚は、レベルが比較的上げやすいとはいえ、前回のカンストレベルとランキング二位だ。聖職者の一位は複数いたが、そうだとはいえ、十人にも満たない。高レベルの職業スキルを二つも持っているなんて凄いなぁと思った。その上生産スキルも上位。上には上がいるモノだと改めて思わされる。

            「秘密やからね、狐塚と★タイチョー★とこづかいが、同一人物、つまり俺やって。知っとるのはギルメンだけやから。黒麦のぞくと二人だけやの。職ランクにはギルド名でないしね」

            「え、やっぱりギルメン三人なの？」

            「食いつくところそこなん？」

            「え、え？」

            「うん、まぁええけど。ギルドは複数キャラ居るから総勢七名や。ひとり三キャラもっとる。MAX五キャラだから、俺が知らんあいつらのキャラが二人ずついるかもしれんけどね。で、把握してる限り、二人は一キャラずつ、別のギルドと掛け持ちやけど」

            「まさか、【血塗れ男爵】？」

            「どうやろねぇ」

            　そう言って朗らかに狐塚が笑った。

            「よく分からないけど、とりあえず僕は、今の話は基本スルーで良いんだよね？」

            「別キャラに変えられるって事は、君んとこの情報屋君なら、そろそろ掴むんやない？」

            「じゃあそれも僕は言わなくて大丈夫だ」

            「……まぁ、そうやね。うん。言えば今ならヒーローになれると思うけど」

            「狐塚が公開すればいいじゃないか」

            「俺、そんなキャラやないもん」

            「僕の方がキャラじゃない」

            「ほんま良いわ、黒麦。後で他のキャラからも、友達申請おくっといても良い？」

            「うん」

            「ちなみに黒麦の別キャラ、うちのギルド入らへん？」

            「そのうちね。倉庫キャラだから、ただ人数枠取るだけになっちゃうと思うし」

            「難攻不落やねんなぁ。ま、そのうちなぁ。気長に待っとるし、気にせんといて」

            「有難う」

            「じゃ、そろそろ行こうか。こわーいこわーいお兄さん方が、こっち来そうになっとるし」

            そう言って立ち上がった狐塚を見てから、正面を見ると、左右から粋龍と月極がそれぞれ人混みを縫うように、こちらに向かってくるのが見えた。いつの間にかほぼ真正面には、赤鐘が居た。少なくともギルドチャットは流れていないのだが、どうやらここで合流する流れに決まった様子だ。

            「クエストが終わったのかな？」

            「んー、まだやない？　まだ瀕死のキャラ、十人も来てないし」

            　それでもその数に驚いて、全体のウィンドウに意識を向けると、様々な憶測混じりに、クエストについての発言が流れていた。

            「ほな、またな」

            　個別チャットを打ち切り、するりと狐塚が人混みに紛れた。

            　ベンチはそのまま残っている。多分一定時間が過ぎると、自動的に消えるのだろう。

            　狐塚の姿はもう見えない。

            　僕が返事をする間もなかった。

            　それと入れ替わるように、月極が僕の前に立つ。

            「何ナンパされてんの？」

            「は？」

            　ギルドチャットで良かった、と思いながら首を傾げると、粋龍がやってきて溜息をついた。

            「狐塚と知り合いとか聞いてないぞ」

            「そっちこそ」

            「俺は直接話たことはない」

            「そればっかりだなぁ、粋龍は」

            　月極（というか冬眞くん）のことも、直接面識はない、的なことを言っていた。

            「俺も正直驚いたけどね」

            　赤鐘の声が響いてくる。

            「連絡取りづらいNo.1と2が、連絡取り合う仲ってどういう事？」

            　続いた副マスの声に、首を傾げる。

            「どっちの順位が上かは知らないけどな、お前も狐塚もレアキャラだ」

            　粋龍の声に、月極が人混みへと視線を向け、目を細めた。

            「へぇ……」

            　それから月極は、僕に向き直った。

            「仲良いの？」

            「んー。まぁ、それなりに」

            　おずおずと頷きながら、もしや召喚者ランク二位の姿は、今の狐塚の造形に近いのだろうかと首を傾げた。狐面はさすがにしていないかも知れないが、充分あり得るし、名前の変更を月極が見て取った可能性もある。ここは一発、素材をもらえそうだと言って、場の空気を和ませたいが、かといってそうしてしまって後で狐塚にわけてもらえず、ギルドにも狐塚にも迷惑をかけてはまずいだろうと思案する。

            「それより、【クラウン・クエスト】は？」

            「……クエストの結果にすら無関心なほど、お話に熱中していたわけだ？」

            　月極が笑顔を浮かべた。

            　赤鐘の笑顔に大変よく似ている。

            　いつもの明るさが薄らいでいて、何か、表面的な怖さが漂っている。

            「え……どうかしたの？」

            　訳が分からず、ローブの奥で僕は反射的に作り笑いを浮かべた。月極には見えないはずだから意味はないが。まるで、ゲームの外にいて冬眞くんに睨まれている心境だ。もっともゲーム外では、義弟の作り笑いすら見たことはないのだけれど。

            「やめとけ月極。黒麦は、通常運転だ」

            　フォローなのか、粋龍がそう言って、僕と月極の間に入った。

            　それから僕の目を見る。

            「今十五人、瀕死で戻ってきた。戻ってきて復活した奴からの話だと、攻略組は一階を制覇して二階にいるらしい。二階にも階段があったから、三階もあるのは確定みたいだな。塔の外観から、窓の数的に五階建てだろうって話だ」

            　粋龍の言葉に、意識を切り替えて頷く。

            「中にいたmobは、闇系だって。巨大なコウモリがひっくり返って羽で歩いてる感じらしいよ。腹部がブリッジっぽい感じで盛り上がってて、そこに一つ、大きな目がついてるって。それが五体一組で、一回フロアに三十組。最終的に九十八人で行ったらしいんだけど、一階の面積に全員入りきったらしいし、その人数でも倒すのは結構ギリギリだったらしいから、予想以上にダンジョンは広くてmobは強いみたい。攻略人数の適正数が不明だけど、前回のカンストレベル以上で固めて百人越えで行った方が良いかもって」

            　赤鐘が補足してくれた。

            　闇系という事は、聖職者が回復ではなく、攻撃に回らなければならない状況だ。

            　しかし神聖魔術のスキルを上げている聖職者を集めるよりも、光系の召喚獣を扱える召喚者や光魔法を取得している魔術師を探した方が早いかも知れない。いや、魔術師はどうだろう。僕は、光魔法を取得している魔術師を、自分と紫月さんしか知らない。僕はソロが長かったから、回復効果のある一部の魔法を使うために、仕方が無く光属性の魔法を上げていたら、偶然攻撃魔法に辿り着いて、その後は闇系のフィールドにソロで当たるために、ぼちぼちと上げてきた。しかし本気で鍛えたわけではない。紫月さんも、毒消し効果のある光魔術の取得を目指して一時期上げていたようだが、目的のスキルを取ってからは、どうだろう。わからない。あ、そういえば、と、僕は銃術士が持つ数々のバフを思い出した。バフ効果のある銃弾を装備して撃つと、属性耐性を仲間に付加できるのだ。銃弾は、武器の生成で比較的簡単に作ることが出来る。攻撃にはならないが、攻撃の無効化は出来る。――って、もう、そのくらい、攻略組がやっていそうだ。銃術士の一位である青兎が思いつかないわけがない。

            　その後、三階の中程で全滅したとのことで、瀕死の状態で戻ってきた日廻と青兎から、やはり無効化したという話を聞いた。が、闇系は二階までで、三階は光系。という、これまでにはない、一つのダンジョンで、複数属性（初めから混合なのではなく途中変化）と言うことを聴き、銃術士の数は兎も角、バフ用の銃弾が少なくともかなりの数必要なのだなと分かった。なにせバフは途中で効果が切れる上、人数分の必要時間で数を計算しなければならないし、どころか今回は最低二つの属性がいる。しかも上に行けば行くほど、戦闘時間は長くなるはずだ。何せ人は減るのに敵は強くなるのだから。僕は淡々と狩りをするのは得意だが、攻略方法を考えるのはいつもギルメン任せだ。

            　そんなこんなで僕らはギルドホームへと帰還した。

            　

            


            　

        
        
            【８】抜きあい

            　

            　

            　帰宅した僕は、深刻そうに話合いつつ、装備を修理したりしている皆よりも先に、お風呂に入ることにした。石鹸類は、薬師の技能で生成したものがある。

            　湯船につかりながら、僕は一息ついた。

            　光魔法といえば、聖剣士も、攻撃に光属性を帯びさせることが出来るのだったと思い出す。難しいな。前衛と回復を揃えた力押しでは、確かに攻略困難だ。【殺戮同盟】が敗北したのも納得できる。かといって、何が正しい構成なのかと言われても、僕にはいまいちピンと来ない。

            「まだみんな話合ってるのかな」

            　呟きながら、僕は前髪の先を摘んでみる。

            　まだ――助けは来ないのだろうか。

            　そもそも助けは来るのか。あまりにも、僕のように助けを待つ人の姿を見かけなさすぎて、不安になってくる。しかし助けが来ないなんて事はないだろう。

            　浴室から出て、隣接する洗面所でタオルを羽織った。

            「おい黒麦――って、あ、悪い」

            　そこへ月極がやってきた。

            　が、くるりときびすを返したので、首を傾げる。

            「どうしたの？」

            「服、きた？」

            「今体拭いてる」

            「嫌、きろよ。早急に着て、着て下さい、早く！」

            　別に男同士、何もそこまで気にするなよと思ったが、確かに男の裸なんて見ても楽しくないなと思い、僕は下着を穿いて、初期装備のジャージに着替えた。装備の変更は、手動とウィンドウ操作の両方で出来る（ウィンドウは、個人個人の視界にしか表示されない）。ただタオルのようにアイテムを出現させた状態で使うと手動になるのと、気分的な問題で、現実通りに、手動で着替えるようにしておいたのだ。

            　幸いなことに、このギルドホームには洗濯機があるし、洗剤は薬師技能で生成可能だ。

            　問題は、衣類である。

            　とりあえずパジャマは、ジャージにしている。

            　中に着る下着が問題で、これはこの状況になった初日の夜に皆が初めて意識した事柄だった。石鹸類もその時話題にのぼった。そこで翌日僕は、料理の傍ら石鹸類を作り、浴室の備品やら歯磨き粉やらを整えた。歯ブラシは装飾の応用で粋龍が作った。その日の下着は、海辺イベントで全員に粋龍が配った水着――海パン（性別変更で日廻の持っていたものも海パンになっていた）で、その後は、これまた正月イベントでノリで配布されたフンドシ、そうして漸く、初心者用半ズボンの存在を粋龍が思い出し、更に改造してトランクスが配布されたのである。良かった。ブリーフやらボクサーパンツやらを希望してもOKだと粋龍は言ったが、別に僕はトランクスで問題ない。最近の粋龍は、ノリノリで様々なサイズの女性用下着も作っている。僕は、日廻がどちらを着用しているのかは聞かないことにしている。

            「着たよ、それで？」

            　僕の言葉に、月極がおずおずと振り返った。

            　顔が若干赤い。

            　なにか重大な話なのだろうか。

            「ああ……いや、その、うん、もう、いいや」

            「は？」

            「さっさとあがれって言おうと思ったら、あがってたから」

            　そんなに、怒られるほど長く僕は入浴していたのだろうか。

            　怒って顔が赤くなっていたのかと思うと、なんだか一気に背筋がひやっとした。

            「ごめん」

            「え？　黒麦？」

            「これからはもっと色々と短縮するから」

            　僕は食べるのも遅いみたいだし。これまではそんなに意識したことがなかったから、項垂れる。現実でも、遅いよなぁ自分と思うことはあったのだ。とろい、のだと思う。しかしこちらでは、特に食べる動作なんて、食欲に関係なかったから、みんなとほぼ同じ速度で食べられていたのだ、これまでは。

            「なにを？」

            「シャワーだけにするとか」

            「いやいやいや、別に良いって。向こうで、お前がのぼせて倒れてたりするんじゃないかって、みんなで話てたんだよ」

            　貧血や鼻血など、そう言った状態異常が、現実に類似するような条件で起こっているらしいから、と月極が教えてくれた。

            「あ、そうなの？」

            　じゃあ心配してくれたのか。

            　あまり怒っていないようで、ホッとした。

            「有難う」

            　現実世界に戻っても、こうして話が出来ればいいなと思った。

            　リビングに戻ると、皆が世界地図を広げて腕を組んでいた。

            　現在発見されている各大陸と海が描かれている。

            　もっと細かく見ていけば、森や湖、火山や河川。

            　各都市や街、小さな村、そして真ん中にあるセントラルも、当然かいてあった。

            　タッチパネルなので拡大縮小は自由に出来る。

            　そこに目立つ宝石型の印が付いていたので、何だろうかと少し考えてから、ああ天使っぽい像の所在地だなと気がついた。

            「そういえば、よく【殺戮同盟】は、ルビィをはめるって気づいたね。大陸名からだと、像の数と合わないけど、全部ルビィなのかな」

            　僕が声をかけると、四人がびくっとした。

            「お前、心臓に悪いな」

            　粋龍に言われ苦笑すると、赤鐘が不意に咳き込んだ。

            「顔見るとギャップが……」

            「壮絶だな……ジャージには、ローブのようなフードも付いていないんだったな」

            　赤鐘の発言に続いて、日廻がこちらを一瞥し、すぐに視線を背けた。

            　そんなに言われるほど僕は不細工なのだろうか。

            　顔を隠していろと、暗に言っているのだろうか？

            　居心地が悪いなと思っていると、青兎が水を持ってきてくれる。

            「髪、かわかさないの？」

            「んー、ちょっとあっついから、休んでからパーッと魔術で」

            　青兎が、へぇと頷いた。どことなく呆れた表情にも見える。

            「そう思って、そのまま寝るのがお前クオリティだろ」

            　粋龍が揶揄するように笑う。

            「昨日も乾かしてなかったよな。乾かしてやろっか？　ドライヤーあるし」

            　月極が言うが、僕は拒否した。

            「何故乾かさないのにサラサラなんだ……」

            　日廻に険しい顔をされた。

            　別に断じてサラサラというわけではない。

            　しかし女装趣味の日廻には、何か納得がいかないという顔をされる。

            　そういえば、ここでは性別ごとの装備しかできないせいか、日廻は、いまやもう女性には見えなくなりつつある。まぁ一人だけ女性でも、居づらかったかも知れないが。少しだけ、紅一点が居なくなってしまった寂しさもある。

            「兎に角明日はまたギルド会議だし、今夜はそろそろ休もうか」

            　仕切り直すように赤鐘がいった。

            　赤鐘こそ、さらっさらの髪をしている。

            　そもそもアバターの髪の毛なのだから、地毛のさらさら感とは違うのかもしれない。

            　狐塚の言葉が正しければ、はげている人にも髪が生えているらしいのだし。

            　あれは狐塚自身のことなのだろうか。

            　いやまさか。

            　僕と同じ歳だと言っていたし。ハゲだとしたら、若ハゲだ。

            　しかしそんな疑惑は、一端浮かぶと消えない。

            　まぁハゲていても、昔は髪があったのだろうから、その当時の毛髪の具合が再現されているのかも知れない。きっと脳内の記憶から構築されるのだろうし。所詮VRは個人の認識の世界、の、はずなのだし。無論理性では分かっていても、そんな風には思えないのだけれど。

            　こうして、僕はその日は毛について考えながら、眠ることとなった。

            　

            「起きてるか？」

            　そんな僕は、深夜の二時を回ったところで、誰かに声をかけられた気がして目を覚ました。

            　ゆっくりと瞬きをすると、目の前に【秘密チャット】の文字がある。

            　布団から起き上がり、他のウィンドウをミュートにして、僕はチャット画面を開いた。

            「どうしたの、粋龍」

            「開けてくれ」

            　扉を開けると、素早く粋龍が入ってくる。

            　彼は後ろ手に扉を閉めると、鍵をかけた。

            「秘密チャットなんて仰々しいね」

            「たまにはリアルの親友としての会話もしないと、なんてな」

            　そう言って悪戯っぽく笑った後、粋龍は窓際に歩み寄った。

            　僕は暗い暖色のサイドライトだけをつけて、飲み物の用意をする。

            　といっても部屋の中だから、大した物はない。

            「粋龍、眠れないの？」

            「降大で良い。二人だけなんだからな、若葉」

            「うん」

            　頷きながらカップを渡すと、降大はそれを一口飲んでから、口元に静かな笑みを湛えた。

            　僕も一口飲んで、自分の分のカップをテーブルに置く。

            「昼間は詳しく聞かなかったけどな、狐塚とはどういう関係なんだ？」

            「どういうって……顔見知り？」

            「それだけか？」

            「釣りしてる狐塚とたまに会ってたんだ――本当、偶然」

            「偶然ね……、あいつも何釣ろうとしてるんだかな」

            「結構レアものの魚が多いかな」

            「魚ね――こっちに来いよ」

            　神妙な顔をした降大を見て、変だなと思いながら、歩み寄る。

            　すると右の手首を掴まれて、引き寄せられた。

            「ん、ん――？　っン」

            　そのまま唐突に唇へと、降大の口が降ってきた。狼狽えて一歩下がろうとすると、逆の手で腰を掴まれ、壁際へと追いやられる。後頭部にコツンと壁が当たって、驚愕のまま吐息すると、その瞬間に舌が口腔へと入ってきた。逃げようとする僕の舌は絡め取られ、強く吸われ引っ張り出される。

            「っぁ……フ、ん……ッ？」

            　そして軽く噛まれた。驚きと恐怖で初めは痛みを覚悟したが、その甘噛みに、小さく何かが疼き、気づくと息が上がり始めていた。苦しくなって突き飛ばそうとしたが、今度は、壁の側にあった手で顎を掴まれ、更に深く口内を蹂躙される。

            　何が、起きているんだろう。

            　現実に対して、理解が追いつかない。

            　認識が甘いと言われるのはいつものことだが、この状況は、これはなんだか、違うと思う。

            「うッ……ぁ」

            　腰が震え始めた。こんな風に濃厚なキス――そうか、僕は降大にキスされているのかと漸く思い当たった頃には、体の力が抜けた。はっきりいって、巧い。

            「――大丈夫か？」

            「いや、駄目。本当に駄目。なにするんだよ、急に……」

            「気持ち良かっただろ？」

            「そう言う問題じゃ――」

            「否定はしないんだな。ま、そりゃそうだ。俺の方が恋愛経験値は上だって言っただろ」

            　ニヤリ、そう評するしかない意地の悪い笑みを浮かべて、降大が僕の手首を引き、腰に手を回して抱き寄せながら、壁際に更によった。

            　まるで狩りをしている時の顔だ。巧くmobの集団を引き寄せた時の、殺戮開始前の顔。

            「腰に来たか？」

            　実際、支えられていなければ、膝を突いてしまいそうだった。

            　力が抜けてしまったこともあるが、どちらかというと呆然としすぎていて、目眩がするのだ。

            「勃ってる」

            　ジャージのボトムスの上から、布越しにゆるりと自身を撫でられて、そのまま覆うように掴まれた。降大の手は大きい。骨張ったその指が、僕は好きだ。が、こういう用途で使用されるのは困る。っていうか、僕の体よ、一体どうした！

            「ヌいてやるよ」

            「ちょ、ふざけんな、まじで。やめろっていい加減」

            「別にヌき合いなんてした事あんだろ、俺と若葉は」

            「状況考えろよ。こんな事してる場合じゃ――」

            「これ以上好敵手が増えるのは嫌だ」

            「何言って……」

            「俺はお前以外は誰も信用してない」

            　一時だけ、見上げて見つけた降大の瞳に、苦みが満ちているように見えて、僕は体から力を抜いた。何を返せばいいのか分からなくなって、ただ間抜けに唇を震わせる。

            「ちょっと黙ってろよ？」

            　尋ねられているはずなのに強制されているような感覚。

            　ゆるゆると下腹部を撫でられ、次第に熱が中心に集まってくる。

            「っ……ァ……や」

            「嫌か？」

            　僕の言葉を遮るように、また降大が切ない顔をする。

            　親友のこんな顔、見たくはない。

            　それにしても友人である以上、ここはハッキリ駄目だと言わなければと、再び口を開こうとする。

            「あ、ッ！　ン――ぁ、ぅわ……待って、待――っ、ん」

            「お前から拒絶の言葉を聞きたくないんだよ、今は」

            「んぅ、ぁ、あ……っ、も、もう……」

            　ビクビクと内股が震えてくる。

            「イけよ」

            　少し掠れた低い声で囁かれ、そのまま耳朶を噛まれる。

            　無骨に見えるのに繊細な動きをする降大の手の内で、僕は精液を放った。

            「……はぁ」

            「……」

            「っ……お前、好きな子いるんだろ？　こういうこと、いくら相手が僕だからってするなよ」

            「……気持ち良かったか？」

            「ああ、もう、本当一発殴らせて！」

            　改めて問われると羞恥で頬が熱くなり、降大の腕の中に倒れ込みながら顔を彼の肩に押し付けた。

            「照れてんのか」

            「普通恥ずかしいだろ！」

            「経験値低いだけだろ。して貰ったこと無いのか？　元カノとかに」

            「無いこと無いけどさ……手慣れすぎ」

            「俺、バイだからな。男とも経験ある。上だけだけどな」

            「へ？」

            　知らなかった衝撃の事実に目を見開く。

            「ただ本命のことがちらついて、すぐ別れちまうの。それがすぐに別かれる理由だ。本当に心外だったな。寧ろ純情だろ」

            　苦笑するようにそう言ってから、降大がスルっと俺のジャージの下を脱がせた。

            「着替え持ってきてやったから、変えとけ」

            「計画的犯行じゃん……」

            「どうせたまるんだからいつかはヌいただろ」

            「それは……」

            　床に座り込むようにしながら、僕は手渡された温かいぬれタオルで体を拭き、履き替えた。

            　なんて準備が良いのだろう。

            「その時は良くしてやるから、俺を呼べよ」

            「呼ばないよ！」

            「間違っても狐塚なんか呼ぶなよ？」

            「呼ぶわけないだろ！」

            「ん。あいつは止めとけ。駄目だ駄目。月極は弟くんだからまだちょっと俺も対応優しくしてやれるけど、狐塚は許す自信がない。ちゃんと俺は釘指したからな」

            　そう言い放つと、満足そうに降大が立ち上がった。

            「じゃあ俺は戻る。ちゃんと鍵締めて眠るんだぞ。チャット画面も戻してな」

            　そして降大――粋龍は、帰って行った。

            　なんだか腑に落ちない思いだったが……結局僕はふて寝することに決めたのだった。

            　

            「ん」

            　レースのカーテン越しに、朝の眩しい陽光を感じて、身をよじる。

            　すると不意に、唇に柔らかい感触がした気がした。

            「……っ、え？」

            　うっすらと目を開くと、そこには僕を真上からのぞき込んでいる、月極の端正な顔があった。真顔だったせいか、その造形美に息を飲む。彼の長いまつげが震え、あちらも我に返った様子で、少し体を上げた。しかしなぜなのか、僕の顔の両サイドに手を突いている。

            「起きた？」

            「うん」

            　キス、された？

            　気のせい？

            　思案していると、合間に昨夜の粋龍とのやりとりが浮かんできて、思考がこんがらがる。

            「昨日の夜、粋龍と何話てたんだ？」

            　普通の事柄であるように、特に他意などないのだというように言われ、僕は小首を傾げる。

            「別に……」

            　しかし僕にとっては、とても言えるようなことではないので、起き上がり俯いて誤魔化した。

            「なにされた？」

            「はい？」

            「なにかされたんだろ？」

            　ベッドサイドに膝をおろした月極が、今度は僕の肩に両手を回した。

            　抱きしめられている……のだろうか。

            「それともいつもしてたわけ？」

            「な、何言ってんだよ！」

            「で？」

            「え……別に、ちょっと話てただけで……」

            　視線を合わせるのが怖い。月極の透き通った瞳で見据えられたら、何もかも白状してしまいそうな気がした。

            「ちょっと、話、してただけ。ねぇ……？　わざわざ秘密チャットで？　ギルドチャット流れなかったけど、部屋に入ってくの見たんだけどな、俺。ちょっと眠れなくて、廊下で空気吸ってたんだよ。そうしたら？　お前の部屋から話てる気配？　内容こそ聞こえなかったけどな」

            「別に僕と粋龍が何話そうが自由じゃないか……」

            　月極に詰め寄られ、僕はしどろもどろになってくる。

            　どうしたものだろうか。

            　昨夜の一件は、義理の兄として絶対に知られたくはない。

            　では、一体どうすれば上手く誤魔化すことが出来るのか。

            　考えろ、考えるんだ僕！

            「ま、それはそうだけど？」

            　しかし月極の追求は止まない。

            　嘘をつく時は――少しの真実をませると良いのだっけ……。

            　よし。僕は決意した。

            「――昨日、一人でその、扱いてたらっ！」

            「っ」

            「ジャージが汚れたんだよっ！」

            「……え？」

            「で、だ。あんなドロドロの下着とかボトムスとか穿いてられないから、けど、そんなギルチャで叫べるほど僕オープンじゃないから、だから！　服の替えを持ってきて貰ったんだよッ！　粋龍しか、服類無理だろ、新しい奴！　何か文句がありますか！」

            　やけになって一気に言うと、ポカンとした顔で、月極が俺から手を離した。

            　暫し見つめ合う。

            　すると月極が、短く息を飲んでから真っ赤になった。

            「うわ、その、いや、悪いっ、俺てっきり――……！」

            　そこへノックの音がして、返事をする前に扉が開いた。

            「あーあー、俺が折角黙っててやったのに、ギルチャ開いて何朝から下ネタ叫んでんだよ、黒麦。卑猥」

            　粋龍を見て、僕はハッとしてチャットウィンドウの存在を思い出した。

            　ということは……今の僕の話は、赤鐘にも日廻にも青兎にも筒抜けだったと言うことだ。

            　嗚呼もう僕は貝になりたい。

            「月極ぇ、コイツ結構エロエロだから」

            　ニヤニヤと笑う粋龍を見て、誰のせいでこうなったんだよと、怒りが沸々とわいてくる。

            「本当、ごめん黒麦……」

            「でもなぁ月極。エロい事したいんなら、いくら一つ屋根の下で暮らす義理の兄弟だからと言って黒麦に相手して貰うんじゃなくてだな――何せ右手が恋人らしいし……ここはプロ、しかも男のプロである、日廻に頼んだ方が良いんじゃないか？」

            「違！　いや、え、違うというか、そのなんていうか――そ、そう、だから俺はさ、同じ家で暮らす義理の兄が、同性愛者じゃやりづらいと思っただけで、道を矯正しようと！」

            「まぁそこは本人の自由だろ、月極。道は自由だ、日廻も平和に生きてる。そして俺が識る限り、黒麦は女と付き合ったことしかないガチガチの異性愛者だ、安心しろ」

            「そ、そうか」

            　二人のやりとりに僕は頭痛を覚えた。

            　無言で騒ぎの場から抜け出し、立ち上がって装備を変える。

            　漸く沈黙が降りた時、ここにはいない日廻の声が響き渡った。

            「覚悟しろよ、粋龍、月極。黒麦は兎も角な！　むしろ黒麦ならいくらでもお相手する！」

            　僕の部屋は絶対零度の気温になった。

            　それから朝食をとるため、階下へ降りると、こちらを見ないままひたすら顔を引きつらせ作り笑いを浮かべている赤鐘と、僕を見て赤くなったり蒼くなったりしている青兎がいた。日廻は、明るすぎる笑顔を浮かべている。

            「まぁ座ったらどうだ、二人とも。黒麦は朝食の準備をしてくれ」

            「「……」」

            　その後響いてくる日廻の毒舌は聞こえないふりをして、そう言えば現実では食べないのにゲーム内では、月極も朝食を食べるんだなぁなんて考えていた。

            　どうやら現在の僕たちの体では、いくら食べてもHPやMP等が回復するかMAX状態を維持するだけで、排泄物にはならないようだ。

            　――だけど昨日、精液が出たし、瀕死で帰還した人々からは転送された直後は血が出ていたし、涙とか鼻水とか唾液もある気がするのだが、一体どういう構造になっているのだろう。『死に戻り』の場合は、死んでいる状態でゲートの側に転送された後、それから傷が消えHPなどが戻る。

            　僕はひたすら思考することで、嫌な記憶を風化させようと努めたのだった。

            　今朝の朝食は、卵焼きだ。後は味噌汁、ひじきの煮物、そして白米。

            　

            　

            


            　

        
        
            【９】クラウン・クエスト

            　

            　

            　ギルド会議から帰ってきた、日廻と赤鐘、青兎と粋龍は、帰宅するなり、誰とも無く溜息をついた。青兎は昨日の経験とバフについて、粋龍は装備の職人として銃弾の用意の相談があったから参加したようだ。月極と僕は、日中雑談をして過ごした。朝のことなど何事もなかったふりだ。

            「黒麦、月極、ちょっと来てくれ」

            　疲れた声の日廻が、僕らをソファからテーブル席へと招き寄せた。

            「どうしたんだよ改まって？」

            　月極が小首を傾げる。

            　僕は用意してあったコーヒーポットを持って、テーブルへと向かった。

            　着席した全員の分の珈琲を淹れる。

            　そして僕が座ったところで、日廻が真剣な眼差しで口を開いた。

            「やはり、後衛範囲火力で殲滅してみようという話になった。光属性や闇属性の召喚獣がいる月極、出てくれないか」

            「うんまぁ、いいけど」

            　怯える様子もなく頷いた月極は、そのまま僕を見た。

            「黒麦は？　光も闇も、更に上階で他の属性が出ても、他の属性も含めて攻撃範囲スキル持ってるだろ？　まぁ俺も他の属性にも対応できるけど」

            「できれば――正直に言って、黒麦に是非来て欲しい。ただ、勿論強制はしない」

            　それがこのギルドのルールだから。

            　そう言いたそうな瞳で、真っ直ぐに日廻が僕を見る。

            　僕も……出来れば、何か役に立ちたい。

            　しかし足手まといになりそうで怖い。

            　だが、今こそ勇気を出すべき時だと思った。まだ救出してくれる誰かの気配はないのだし――この世界では、死なないのだから。

            「分かった」

            　こうして今夜、僕らはギルドメンバー全員で、【クラウン・クエスト】攻略のために、他のギルドと連携することとなった。

            　装備を各自用意し、分担し合い、みんなでルビィ大陸の初心者村へと向かう。

            　すると方々から視線が飛んできた。

            　皆、攻略に向かうプレイヤーに興味津々なのだと思う。

            　今回は、その視線の中心に、自分自身もいると言うことで、昨日よりも緊張している。

            「――黒麦様……！」

            　そこへ声がかかり、僕は顔を向けた。

            　聞き覚えのない声だったが、そのトーンや言い方で、相手が誰だかすぐに分かった。

            「ああ、久しぶり」

            　思わずそんな声が出た。

            「黒麦様！　ご自分から話しかけて下さるだなんて……！　こんな、僕なのに」

            　一人称が変わり、ばっさりと長かった金髪の巻き毛がボブになっていたが、その色合いからするに、そしてちゃんと確認した名前的に、そこに立っていたのは、野薔薇だった。

            　身長は百六十cm代半ばといったところだ。

            　すごく華奢。かなりの色白で、唇は桜色だ。

            　なんというか、人形のように、可愛らしい。

            　が、そういうのは別にどうでも良かった。野薔薇の顔面に関係なく彼女……彼は、それなりに優秀な魔術師だ。

            「紫月さんは？」

            「女の人です」

            「いや、そう言う事じゃなくて」

            　しょんぼりと泣きそうになりながら言う野薔薇の前で、手を振る。

            　周囲からは、男の子でも良いじゃないかと、野薔薇を慰める声が飛んでいる。

            　寧ろこれまでよりも今の方が、人気者に見える。よくわからないが。

            　前に赤鐘が言っていたチワワという言葉は、かなり的確だったんだなと思った。

            「ここに」

            　視線を向けると、少し背が低くなった紫月さんがそこにいた。

            　横幅が僕よりも太くなっているのに、少し驚いた。

            　ぽっちゃりをちょっと超えた感じの、女の子だ。

            　前よりも若く穏和に見える。

            　寧ろ僕はこちらの方が親しみが持てて好きかも知れない。

            「光魔術のスキル、攻撃取りました？」

            　が、野薔薇崇拝ぶりが著しい紫月さんにはついつい敬語になってしまう。

            　今も崇拝ぶりは変わらないのだろうか。

            　僕の言葉に、そう言うことかと納得したように、紫月さんと野薔薇が視線を交わして頷いていた。僕は、女性プレイヤーを捜していると勘違いされていたのかも知れない。

            「光属性の攻撃魔法の初級は使えますが、そこまで鍛えていないので、範囲は狭いです」

            「使えるだけで十分だよ」

            「【茨の魔女】には、他に何人か、光の範囲の初級を使える者がいますぅ」

            　野薔薇の言葉に僕は頷いた。

            　男のぶりっこというものを、僕は初めて目にした。

            　そんなやりとりをしていた時、少し遠方で、ザワリと人混みが揺れた。

            　バババっと人が割れていき、道が出来る。

            　その中央に取り残された様子の月極が首を上げると、ゆっくりと歩いてきたモーゼのような力の持ち主らしき青年が、唇の片端を上げて笑った。

            「よぉ、月極。久しぶりだなァ」

            　紫色の髪に、銀と青の中間色に位置する透き通った瞳をしている。

            　粋龍と同じくらいの長身だが、一見痩身だ。鎖骨が色っぽい。

            　しかし肩幅はあるし、だらしなく締めたネクタイの向こう、シャツの合間からは引き締まった首が見える。

            「頼……」

            　ライ、と呟き、月極が向き直る。

            　知り合いらしい。

            　誰だろうか、と考えていると、隣で野薔薇が目を細めた。

            「【胡蝶楼】のギルマスですぅ。銃術士。変態鬼畜野郎だから、黒麦様は隠れてっ」

            「へ？」

            　僕は気づくと野薔薇に手を引かれ、人混みの中に引っ張り込まれた。

            　まぁそのまま埋没することにして、二人を見守る。

            「お前にこうやって会うのは、お前が【血塗れ男爵】に入って以来だな」

            「基本、会う用事ねぇし」

            「俺の勧誘断った馬ァ鹿が、まさか、ソロギルドに行くとはな」

            「何処に入ろうと俺の自由だろ」

            「俺様が折角勧誘してやったという貴重な機会を無駄にしたことを精々後悔することだ」

            　二人とも笑顔だが、仲が悪いような言葉が続く。

            　あれか、喧嘩友達という奴か。

            　そんなことを考えていると、真横から叫び声が上がった。

            「あ！」

            　何事だろうかと視線を向けると、そこには、以前魔術師ランキング三位だと名乗って話しかけてきた魔術師が立っていた。レベルを見ると、野薔薇より、一レベル下。十分だ。二人とも前回のカンストレベルより三レベル高い。紫月さんも同様だ。

            「貴様何故ここにいる！」

            「……クエストの攻略」

            　名前を確認しようとローブ越しに視線を向けると、【エルネスト】と書いてあった。その下に表示されているギルド名は、【胡蝶楼】だった。現在月極と話をしている銃術士と同じギルドであるようだ。

            「貴様などいなくとも、この俺が――っ、昨日だって行っていたならあんな結果には！」

            　どうやらエルネストさんとやらの目的も、僕たちと同じようだ。

            「――光の攻撃魔法上げてますか？」

            「早速魔術師を仕切る気か！　ちょっと、いや、かなりレベルが高いからってッ」

            「……」

            　スキルは上げていないのだろうと判断した。

            　大体僕に仕切るなんて難易度の高いことが出来るわけがないだろうに。

            　最低限、同じ魔術師のスキルを把握することで、みんなの足を引っ張らないようにしたいと思っただけだ。

            　まぁスキルを使えないとすればそれ以上聞くのも悪いので、僕は野薔薇に振り返る。

            「他に光の攻撃範囲もってる魔術師は、何人くらいいるの？」

            「四人くらいで、みんな紫月よりも、少し範囲狭いので、二体か三体がギリギリ範囲だと思いますぅ」

            「ちょっと待て！　俺を無視するな！　当然俺も使えるに決まっているだろうがッ！」

            　すると後ろからエルネストさんにローブを引っ張られた。フードが外れる。

            　首が絞まって苦しかったので、口元の布を緩めながら、首だけで振り返る。

            　シン、と、その場に静寂が降りた。

            　今度は何だろうかと周囲を見渡すが、誰も何も言葉を発しないだけで、特に異常はない。

            　僕より少し背の低いエルネストさんの声が煩かったのだろうかと、小首を傾げてジッと見据える。彼は、砂色の髪に緑色の瞳をしている。色白だ。魔術師キャラを選ぶ人々は、僕も含めてだが、日焼けしていない人が多い様子だ。

            　野薔薇がチワワだとすると、こちらは豆柴といった感じだ。

            「……黒麦様、アバターと同じ素顔だったんですね……」

            　沈黙を最初に破ったのは、野薔薇だった。

            「え？　ああ」

            　もしや僕の顔のキモさに周りが静まったんじゃないだろうなと、慌てて口布をなおし、ローブを被る。

            　瞬間、タウンのチャットも復活した。

            「ガチイケメン」

            「え、え、え、え、え、え、ま・さ・か・の！」

            「黒麦様！」

            「分かる分かる、今なら黒麦様と呼べる、掘られても良い！」

            「だが断る、俺が掘ｒ」

            「なしよりのなしだな。ねぇお……ないお……あれじゃあ綺羅姫と似合うなんて思ってないお……」

            「野薔薇様との方が似合うからッ」

            「腐女子乙」

            「僕腐男子だけど」

            「ってか、今のこのゲーム内七割男だから、もう男でも良くない？」

            「待て待て道を踏み外すなぁぁあっぁあ」

            「駄目だ、頼様と月極君でただでさえ霞んでるのに、黒麦の威力高すぎて、もう何も見えない、俺涙でてる？」

            　一気に音声が流れたので良く聞き取れなかったが、まぁいいやと思い直し、エルネストさんを見る。何故なのか頬に朱を指して、彼はぷるぷると震えていた。もしかして僕が無視したと思って怒っているのだろうか？　困った。

            「あの、エルネストさん」

            「ん、あ、ああ……」

            「使えるとのことですが、どの程度の範囲ですか？」

            「――昨日参加した、うちのギルメンから聞いた感覚だと、丁度五体一組が範囲に入る」

            　かなり上げているじゃないかと、僕は内心尊敬した。

            　少なくとも紫月さんよりは攻撃力が高そうだ。

            「他に【茨の魔女】以外には、使える魔術師はいないと思いますぅ、寧ろエルが上げてたのが驚きって言うかぁ」

            「あ？　次のランキング見てろよ、ホモ」

            「んだと？　男の娘だ、喧嘩うってんのか」

            　野薔薇の声が、初めて聞く冷たさを持った。

            　どうやら野薔薇にホモは禁句らしい。

            「じゃあエルネストさんが範囲して、そこに【茨の魔女】の光範囲かぶせる感じで殲滅できると良いですね」

            「エルで良い――が、貴様はどうする？」

            　渾名呼びなんて、なんてフレンドリーな方なのだろう。

            　そう思いつつ、僕は月極へと視線を送った。すると目が合う。

            「召喚獣次第か、な」

            　言いながら、今度は、じぃっと頼さんとやらに見られていることに気がついた。

            　彼のギルメンと話ているせいだろうと、それとなく顔を背ける。

            「どちらにしろ、範囲で漏れた分は聖職者頼みです。もし総指揮するギルマスたちの他に、魔術師の統率が必要なら、範囲基準のエルさんか、親しい相手の人数が多い野薔薇が統率するべきだ」

            「エルで良いって言ってンだろうが、貴様。人の話を聞け！」

            「はぁ、すいません」

            「黒麦様ぁ、謝る事なんてないですぅ。それに僕も、僕のギルドも黒麦様について行きますうぅ」

            「いや、野薔薇は、mobの分担を考えても、エル……と、連携した方が良いと思うよ」

            「俺を頼りにするなんて見る目があるな貴様！」

            「ちょ……頼りにされてるのは【茨の魔女】のギルマスである僕ですからっ」

            「さっさと連絡先を言え、黒麦！」

            　一切話の流れが読めないエルに、僕は困惑しながら、腕を組む。

            　確かに今後もクエストを攻略する機会に顔を合わせるならば、連絡先を教えてもらえるのは有難い。しかし月極と頼さんが知り合いなら、そちら経由で相談しても良いようにも思う。なんて考えていたら、友達申請が送られてきた。登録していると、なんと狐塚の別キャラからも唐突に送られてきた、それも二つ。この街にまだいて、タウンチャットを聞いているのだろう。

            「何か困ったことがあったら相談に乗ってやっても良いぞ、黒麦」

            「それはどうも……」

            　僕のことが嫌いなのかそうでもないのかすら不明で、他人との距離感の取り方が僕とは著しく違うエルを、ぼんやりと見た。

            「気にすることはない。以前助けて貰った礼にすぎんからな！」

            　そう言われ、僕は動きを止めた。

            　一体何時、彼を助けたのだろう。全く記憶がない。

            「もう二度と足手まといになんてならない。俺は魔術師ランキング三位になったんだからな！　すぐに二位、そしていつか一位になってやる。存分に頼りにしてくれ。野薔薇よりは頼りになると思うが？」

            「ウザッ。行きましょう、黒麦様」

            　野薔薇が睨んでいる。

            「おぅ、黒麦のストーカー、久しぶり。黒麦は俺が連れてくから、大丈夫だよ」

            　そこへ月極がやってきて、後ろから首に腕を回された。

            　隣には、【胡蝶楼】のギルマスの姿もある。

            「随分美人の知り合いがいたんだなぁ、エル」

            「団長……は、はい」

            　エルがピシッと背筋を正した。

            「俺らも行くか。そろそろ攻略組で、事前会議をする時間だ」

            　やってきた頼さんが、そう言ってから、僕の正面に立つ。

            「ギルメンが世話になってるみてぇだな」

            「いえ……」

            　エルと長く会話を交わしたのは今日が初めてなので、何とも言えない。

            「俺様は頼。呼び捨てで良いからな。俺様がそう言うのは貴重だぞ。お見知りおきを」

            　そして彼は、右手を前にし、優雅に会釈した。反射的に頭を下げる。

            　

            　そんなこんなで、僕らは移動することになった。

            　歩き出すと、月極が横に並ぶ。

            　その逆側に、するっと粋龍がやってきた。

            「お前ってやっかいな奴に好かれるよな」

            「は？」

            　粋龍に歩きながら視線を向けると苦笑された。

            「類友ってやつか」

            「好かれるって……確かに腐れ縁の粋龍はやっかいというか何というか」

            「馬鹿野郎、黒麦がやっかいだって言ってんだよ。なぁ、月極？」

            「俺が黒麦の盾になるから大丈夫だろ」

            「月極、お前は今日は、盾じゃなくて後方支援の範囲火力だって事を忘れるんじゃないぞ」

            　粋龍と月極が、僕を挟んでそんなやりとりをした。

            　そうこうしているうちに、いつの間にか正面に、日廻と赤鐘がいて、一歩後ろに青兎がいた。青兎が来たと気づいたのは、粋龍が歩く速度を落としたからだ。単独にならないようにと言う気遣いか、粋龍は青兎の隣に自然と並んだ。

            　開始直前会議は、くだんの鍵となるルシフェル像の前で行われることになっていた。

            　僕らが到着し、直後に【茨の魔女】が続き、最後に【BSO】のメンバーがやってきて、全員揃ったらしかった。

            　そこでダンジョンの広さや、mobがわく場所、mobの特性、バフのタイミングやアイテム補給のタイミングを確認し合い、一気に最上階まで攻略しないと次に入った時にまたmobが沸くことも確認し、かつ死亡以外では塔から出られないことにも全員が納得し、いよいよそれぞれでパーティを組むことになった。

            　画面に一気に、ギルドメンバーの名前が並ぶ。

            　パーティ構成はこうなっているが、日廻と粋龍、頼、そして僕が知らない人が十人ほどがメインの前衛を務めることになった。

            　中でもうちのギルドの二人と頼、それから【殺戮同盟】の執権だという【和羽】という鉄槌使が、メインのmob釣り及び壁を担当するらしい。日廻は、釣りがメイン、頼はバフを前衛にかけつつ、ステータスで職を鉄槌使にかえて壁もするのだそうだ。こちらの職のレベルも高い。

            　中衛は、【白銀騎士団】の団長である【イングリット】という聖剣士の壮年男性が仕切っていて、多くの聖剣士がいる。彼らはすぐ後ろにいる銃術士を守りつつ、光属性攻撃を与えるようだ。青兎がバフを放つメンバーの中心にいた。

            　そして最後の後衛は、最前列に、召喚者の中でも光属性の召喚獣を持つ人々がいる。それに続いて、光属性のない召喚者と魔術師と、次いで結局エルが仕切っている様子の、光範囲魔術が使える魔術師、その後ろに神聖魔術が使える聖職者、その両サイドに僕と月極、最後尾が回復専門の聖職者達だ。赤鐘が後ろ側の指揮を執る様子。僕と月極は、範囲が他の同職の人々よりも広いので、余計なmobを引きつけないために、かつ回復職の人々の護衛もかねて、それぞれ単独で外側に配置されたのだ。

            　こうしてクエストに臨むことになった。

            　ルビィを像にはめて、クラウンのマークを確認した後、五階建ての塔の正面に立つ。

            　入り口手前で、銃術士達がバフをかけ始め、青兎が全員に見えるよう、アイテムで数字のカウントダウンを表示する。

            　その直後、迷わず日廻がつっこんだ。

            　僕が中に入った時には、予定通り前方の二組を日廻がつり、粋龍達が壁をしていた。

            一歩下がった日廻の体には、すぐに回復魔術がかかる。

            　速度と効果のすさまじさ（回復量）的に赤鐘が使用したのだと分かったから、全員入りきった様子だ。赤鐘は一番後ろから入ってくることになっていたのだから。

            　今回は百十二人のメンバーが来ている。

            　個別にダメージを与えている面々を見て一呼吸置いてから、エルが光の範囲魔法を放った。そこに茨の魔女のメンバーがダメージを重ねていき、聖職者達が、ダメージをあまり受けていない個体に個別攻撃した。それで、大体HPの三十分の１が、中心部にいた八匹の闇系mobから減る。思ったよりも効いている。そう考えていると、漸く僕ら全員にバフがかかった。

            　ほぼ同時に、召喚者達が、召喚獣を出し終える。月極も、一番強力な光系召喚獣である【モナカ】を召喚した。巨大な銀色の熊である。名前は自由につけられる。種族名は別にあるのだが、大抵月極の召喚獣は食べ物の名前だ。

            　再び範囲魔術を使うために詠唱を始めた野薔薇たちを一瞥し、詠唱を終え後は放つだけの状態で、僕は効果的な発現場所を模索する。

            　そうしていた時――「おい、なァにやってんだ馬ァ鹿！」と響いた頼の声に視線を向けると、呆気にとられた様子で、日廻が後退り、慌てたように粋龍と頼が前へと出ながら、次の組、更にその先の組までのmob集団の注意を引きつけてしまったらしい【和羽】の姿が遠目に見えた。HPを瀕死する一歩手前の状態にし、慌てたように彼は走り戻って、銃術士達よりもさらに後方に、悲鳴を上げて逃げていく。

            　タイミング良く誰かが和羽に回復魔法をかけたが、赤鐘は、粋龍と頼を重点的に回復させるよう指示している気配だ。

            　それでも、前衛達に一気に五対一組計六組……即ち三十匹の闇系mobが襲いかかる。

            まだ一匹も倒すことが出来ていない状態で、かつ奥には更に二十四組のmobつまり百二十匹が控えている状況で、前衛が瀕死になるのが時間の問題という現在の状況は、かなりまずい。僕は迷わず杖を握りしめた。

            「モナカ！　咆哮！」

            　一歩早く月極が叫んで攻撃命令をする。ほぼ同時に僕は、杖を床に強く着いた。

            「ロンギヌス」

            　既に詠唱を終えていた光上級初歩攻撃範囲魔術、ロンギヌスを放つ。

            　月極の攻撃で、HPの減っていたmobは消え、群がっていたmob達のHPが半分ほど減っているのを確認した状態の中、僕はローブ越しにも伝わってくる光のまぶしさに目を細めていった。他のプレイヤーも眩しいのだろうか。攻撃に乱れが出たらどうしようか。

            短い一瞬の間だったのかも知れないが、様々なことが脳裏を過ぎり、僕は冷や汗がダラダラとこぼれ落ちていくのを感じていた。

            「――ん？」

            　光が潰えてもなお、静寂が支配していた場で、僕は目の前の光景に何度か瞬きをした。

            　闇系のmob、逆さコウモリ（仮）の集団は、一組も姿が見えない。

            『「一階クリア。二階へお進み下さい」』

            　楽しそうだが機械的なアナウンスが響く。

            　その言葉に、何人かがその場に座り込んだ。聖職者達が、HPやMPの回復魔法をかけてくれる。

            「良かった、終わったと思ったぞ俺様もさすがに」

            　頼が呟くと、その肩をぽんと粋龍が叩く。

            「同感だ」

            「おいそこの馬鹿者！　二度と前に出るな！」

            　日廻が、和羽にきつく注意する。

            　しょんぼりとして、和羽が頷いた。

            「月極がまず、半分削ってくれて、俺は行けるか、微妙、って思ったんだよな」

            　粋龍が振り返って月極を見る。

            　月極はモナカの頭を撫でていて、顔を見ると、僕のことを呆然としたように見ていた。

            「その直後のアレは何だ、あのホワイトアウト的な攻撃は？」

            　頼が言うと、粋龍が肩を竦める。

            「ホワイトアウトは氷系……いや、雪の魔術だろ」

            「そう言う意味じゃねぇよ――いや、魔術は魔術だろうが……」

            　そんな声を聞いていると、野薔薇が僕へと静かに歩み寄ってきた。

            　その後ろにエルもいる。

            　気づくと百人以上いるメンバーの視線が僕に集中していた。

            「――？　一発で、この階のmobを全滅させたのか？　そんな馬鹿な……昨日一体何時間かかったと……いや……だが……」

            　【白銀騎士団】のイングリット団長が走り寄ってきて、ガシッと僕の肩を掴んで揺らした。

            　目眩がしそうだ。

            「現実は現実だしな……俺はァ、すげぇもん見たわ」

            　遠くから頼が僕に笑いかける。

            「にしてもてめぇら、おちついてんな」

            　頼の言葉に、日廻と粋龍が顔を見合わせた。

            「まぁ黒麦なら不思議はないからな」

            「そうだな、私もそう思う」

            　そんな中、月極がこちらへ走り寄ってきた。

            「やったじゃん、すげぇな！」

            　青兎と赤鐘もまた僕の所へやってくる。

            「作戦を練り直そう。つらなくても良いかもしれない。寧ろ回復前に出して、壁と召喚は護衛について、メインの壁がヘイト取ってる間にバフを銃がして、魔術師と召喚者の光範囲をガンガン撃って短期決戦にした方が良いかも」

            　つらつらと青兎が言う。

            「攻撃が後ろに飛ぶ前にひたすら壁だけ回復した方が確かに良い。バフも、光耐性だけじゃなく、威力とスピード上げるのも併用した方が良いんじゃない？」

            「そうだね赤鐘」

            　二人はそう言い合いながら、ああだこうだと手順を呟いていて、皆がそれをぼけっと聴きつつ僕を見ていた。恥ずかしい。

            「黒麦、怪我は？」

            　月極が、僕を気遣ってくれた。

            　その言葉で、あ、戦闘は終わったのだなとハッキリ自覚し、脱力する。

            　よろけそうになったがこらえて、小さく頷いた。

            「休憩しよ。一階ごとに一時間休むんだっけ？」

            「休む必要ある？」

            　そう言って微笑んだ青兎は、鬼だと僕は思う。

            「MPかなり残ってたじゃん、燃費良いなぁ」

            　とは言いつつも、赤鐘は戦闘終了後、僕に真っ先にMP回復をしてくれたようだったので感謝だ。

            「一時間は取りすぎにしても気疲れしたから少し休もうぜ。黒麦、良いよなぁ？」

            　粋龍が大きな声で言う。

            「……うん、僕の方こそ休憩をお願いしたいよ」

            「HPは全快したが、黒麦が言うんならそうするか」

            　総合リーダー的なポジションにいるというのに、日廻がそんなことを言う。

            　何で僕基準なんだろう、絶対批判が出る、と思ったが、誰も何も言わなかった。優しい。

            「俺様も衝撃から立ち直る時間が欲しい、切実に」

            　頼がそう言ったので休憩になった。

            「我々にあわせて貰う形になって申し訳ないな」

            　深々とイングリッド団長にお辞儀されたので、恐縮しながら会釈を返し、その後僕は壁に背を預けたのだった。

            　

            　それから僕がぼんやりしている間に、ギルマス達や青兎などが、隊列を組み直す算段をしていた。そして、三十分程度が過ぎるまでの間、僕は次の階も闇系mobだと思いだし、後は発動すれば良いだけの状態の魔術を用意した。

            　詠唱しておいたのだ。

            　一つは先ほどと同じロンギヌス。もう一つは、二階の方が強いと聞いているので、ロンギヌスと同じMP消費量の同系列範囲攻撃魔術であるトリニティである。それでも駄目な場合に備えて、こちらは塔に入った段階で最初に詠唱を完成させておいた、アポカリプス。このアポカリプスという魔術は、僕が使える中で最も強力な光攻撃範囲魔法である。通常なら、高威力の物を使ってから、低位力の物を使うのだが、アポカリプスは一度使うと数分間使えなくなるので、燃費の良い魔術を先に用意したのだ。ロンギヌスとトリニティなら、片方を撃っている間にもう片方の詠唱を終わらせることが出来る。一組ずつ倒す予定だった以上、その方が良いと判断したのだ。アポカリプスでも一気に殲滅できないレベルの敵が上にいるかも知れないから、やっぱり一階同様の計画で行こうと僕は思う。

            　それに月極の攻撃もあてに出来るのだし。

            　先ほどの【咆哮】は咄嗟の攻撃だったが、恐らくもう少し時間をかければ、確か更に上位の攻撃を月極も放てるはずだ。

            　魔術師よりもレベルが上げやすい分、召喚したり、攻撃命令をしたりと、召喚獣の操作は中々手間が多い。その代わりに、魔術と違って技が発動している途中でもキャンセルできたりする利点もある。

            　そうこうしているうちに、出発の時刻がやってきた。

            　そろりそろりと前衛から、二階へと進んでいく。

            　二階にいたのは、巨大な蛇が仰向けの状態でうねっているようなmobで、縞のある腹部に大きな目が複数ついていた。どうやって数えたのかは分からないが、やはり五匹で一組の動きをするらしく、計三十組いるらしい。そんな事前情報を思い出す。

            　バフを貰った前衛組が、ヘイトを奪っていくのを眺める。

            　そうしながら、月極の召喚を待つ。

            　僕と月極は、今回から先ほどまで以上に自由にやって良し、と言う扱いになったのである。

            「モナカ、天使の息吹」

            　淡々と月極の声が響く。

            　すると天井から、白い羽が雪のように降り始めた。

            　見守っていると、徐々に全てのmob達のHPが三分の一程度まで減る。

            　そこで僕は杖を床に強く着いた。

            「トリニティ」

            　先ほどとは違う呪文を好奇心から試してみる。

            　今度は周囲に光が満ちた。

            　瞬きしながらも、必死にmobのステータスを見ると、サクッと０まで減ってくれた。

            　一階よりも余裕だったようにすら思える。

            　その思いは皆同様なのか、そのまま三階へと向かうことになった。

            　三階への階段で、改めて、昨日の攻略組が全滅した相手について聞く。

            　その間に闇属性に対抗するバフは切れた。

            　今度は光属性のmobで、やはり五匹一組。一本頭頂部に角が増えた羊の群れに見えるらしい。羽も付いているらしいが、飛んだ姿を見た者は居ないとのことだ。

            　歩きながら発動前の光魔術を取りやめにして、今度は闇系の魔術を探る。

            　闇魔術は、僕の得意な方の分野だ。

            　上級（の中にも初級中級玄人級がある）の更に上、最上級、梯子、王冠と続くスキルクラスを今でも日々埋め続けている。

            　熱心に取り組んでいる分、梯子の初級までなら、発動後の時間ロスも無い。

            　アポカリプスのように暫く使えなくなったり、動作不能になったりしないのだ。

            　きっと上級よりは強いはずだからと、最上級最強級のロストエデンとワールドエンド、梯子級初級のダウンツヘブンまでを準備した。梯子からは、さすがにMPの消費も比較的高くなる。

            　一階同様、計画的にまずは一組をつることになっていた。

            　今回のmobはヒツジだ。

            　月極を初めとした召喚者達の召喚を見守る。月極が今回召喚したのは、【豆大福】。名前に似てプルンとした大福に似た姿の、黒い大きな猫だ。

            　今度は僕から攻撃しようと月極を見ると、頷かれる。今回は僕が先攻だ。僕が闇を得意とすることを、月極も知っているのだ。

            「ロストエデン」

            　サクッと唱えると、地震が発生した。

            　空間自体に罅が入るように、視界に黒い亀裂がいくつも走る。

            　視覚効果と轟音が止んだ時、既にその階にはmobはいなかった。

            　

            　召喚者達の再召喚の手間もあるからと言うことで、僕らはそのまま四階へと向かった。

            　二階ずつ属性が変わり、最後がボス部屋だろうと踏んだのだ。

            　予測は当たり、ヘイトを壁組が取ったのを確認した瞬間、僕はMPは気にしないことにして、今すぐ発動できる中で一番威力が高いものを放つことに決めた。仮に殲滅できなくても月極がいるし、僕も二発目を打てるからだ。

            「ダウンツヘブン」

            　瞬間、前後左右上下の面から黒い闇が現れ、mobを全て巻き込んで、中央に立方体を構築した。黒いキューブが現れたのだ。それはドンドン小さくなっていき、やがてひび割れて、粉々に砕け散った。

            　あっさりと四階も終了した。

            　さすがに次はボス戦なので、再度休憩を取ることとなった。

            　僕が体育座りすると、月極が歩み寄ってくる。

            「やっぱり闇魔法使ってる時の黒麦は輝いてるよな」

            「そう……」

            　他には僕に話しかけてくれる人は居ない。

            　野薔薇ですら、何故なのか怯えるようにこちらを遠巻きにチラ見する程度だ。

            　他のギルドメンバー達は話合いの真っ最中。

            「ボス、どんな奴だと思う？」

            　月極が僕の隣に腰を下ろす。

            　考えたことがなかったので、少し首を傾げた。

            「混合型じゃなく、階層変化型の属性だったから……」

            「ああ、mobの構成？」

            「うん――光闇両属性とか、前半が光属性で後半が闇属性になるとか、ランダムに光と闇が入れ替わるとか……後は光と闇が混ざり合った混沌属性、とか。これまでに無い属性だと、やりづらいね」

            「混沌属性？」

            「【クラウンズ・ゲート】のソフトのパッケージに、『世界は混沌より光と闇へ別たれた』って無かったかな、って」

            「――それ、当たってるんじゃないか？」

            　いつの間にか周囲は静かになっていて、月極の声が嫌に響いた。

            「普通は対極にあるプレイヤーの属性攻撃で相手のステータスを削るんだよな。地水火風は、火なら水って言う弱点があったりするけど、初期属性以外も、光は闇に強く、闇は光に強いみたいなさ。だとすると、混沌の反対って何だ？」

            「仮に存在するとすれば、無じゃないかな。無属性」

            「物理攻撃？」

            「ううん」

            「ああ、『始まりの起点は０である。それらは無と混沌の方向へ伸びている。混沌により世界は光と闇へと別たれた』か。０が軸にあって、混沌と無は対象にあるわけだ」

            月極が納得したように頷く。

            「じゃあ無って何だ？　確かに物理属性って言っても、普通は武器やスキルで何かの属性がつくしな」

            「大陸が別れた理由は、『混沌により大陸は別れた』『大陸は始め無だった』だから、始め大陸が無だったとすると、別れた原因が即ち『混沌』なんじゃないかな」

            一応大陸クエストで明らかになったシナリオとして、大陸は元々は一つだったと知っている。が、今はわかれているのだ。

            「『神の怒りをかい、攻撃されて、王のクラウンは地に落ちた』んだっけ？」

            「攻撃が混沌なら、攻撃しないことが無、だけど……それじゃあどうやってステータスを削るのかな」

            「攻撃の逆……攻撃しないこと？　争わないこと？　平和的解決……ああ、対話、コミュニケーションはどうだ？　『クラウンの不在を女神は嘆いた。何故世界は対話の道を歩まなかったのか』って書いてあっただろ」

            「月極の言う通りかも知れない。だとすると、ボスは、会話をしてどうにかするのかな」「クイズとか？」

            「かもね」

            　そう言って僕らが適当に笑っていたら、真剣な顔の青兎がいつの間にか真正面にいた。

            「クイズってどんな？」

            「「え？」」

            　本気にされていると思わなかった僕たちは周囲を見回し、集まっている視線に、どちらともなく顔を見合わせる。

            「――……ま、あ、さぁ、行ってみれば分かるだろ！」

            　月極が話を打ち切った。

            　

            　こうして僕らは、最上階へと向かうことになった。

            　日廻が代表して、仰々しい扉を押し開く。

            　中は豪奢な部屋で、赤い絨毯が中央突き当たりにある玉座まで伸びていた。

            　階段の上に椅子がある。

            　赤いビロード張りの椅子の上には、金色の王冠を台座に、巨大なルビィが鎮座していた。

            　なんだろうあれは。

            　天井を含め周囲を見渡すが、mobの姿もボスの姿もない。

            　足を踏み入れると沸いてくるのだろうか。

            　そう言うパターンはこれまでにもあった。

            　日廻が一歩中へと進んだ時、不意に声が響いてくる。

            「クラウンを飾る宝石の一つ、【嘆きのルビィ】に到達した人の子よ」

            　その声はいくつも重なるように響いてきて、老若男女いずれの声にも聞こえた。

            「クラウンを修理して」

            「誰だ？」

            　日廻が言う。そろりそろりと、その両サイドに、粋龍と頼が立つ。

            「私は女神エリオーネ」

            　説明書で見た名前だなと思う。

            「堕ちた全ての宝石を、正しくクラウンにはめるのです。さすればゲートは開かれて、クラウンは天へと戻りましょう。大陸は混沌から、また無へと戻ります」

            　僕らがいる大陸が一つになって、そして、無になったら、つまりそれは無人となって、全員帰還できると言うことだろうか。

            「クラウンの修復は、【クラウン・クエスト】の一つの要素。中には混沌に飲み込まれた宝石もあるのです」

            　これはボスを倒せと言うことだろうなと思う。

            　だとすると、光と闇で出来上がった、今回のような、ラストが無……対話を相手にしたクエストは、かなり楽な部類にはいるのだろうか。

            　だがこれは、ごく普通に、クエストとして完成された、単なる新シナリオであるような気がする。一体何処に、僕たちをログアウト不可の状況に陥れる必要があったのか、まるで分からない。

            「修復したクラウンが二度と天から落ちぬよう、今度の人の子は、クラウンの主を正しく決めなければなりません。神の怒りをかわないように、争いがないように」

            　クラウンの主――王様はユーザーから選ばれるのだろうか。

            　僕らは静かに足音を立てぬよう、全員、室内へと入った。

            　赤鐘が最後に入った時、静かに扉が閉まった。

            　ここで急にmobが沸いてきたら嫌だなと身構えるが、それとなく見渡せば、皆計画通りの配置にいた。さすがである。これならば、いつ攻撃されても平気だ。

            「【クラウン・クエスト】とはなんだ？」

            　日廻が女神様に尋ねた。

            　度胸があると思う。

            　女神様の姿は見えない。どこかから声が響いてくる感覚だ。

            「クラウンを地に堕とした悪因、嘗ての王である道化師を排除し、世界に平和をもたらすクエスト」

            　いつか広場で見たピエロが脳裏を過ぎる。

            　僕はあのピエロが「『今は』死なない」と口にしていたことが、何となくひっかかっている。いつか死ぬように――俗に言うデスゲームになったらどうしようかと思うのだ。

            「この閉ざされた世界から抜け出すために、嘗てゲートを通り地へ降り立った者達が、新たなキングに平伏して、天へと戻る道標」

            　嘗てゲートを通りし……ログインし、と言うことだろうか。

            　とりあえずクラウンとやらを修復するために宝石を集めて、キングとなるユーザーを見つけて、そうすればログアウト出来るという事か。怒ってクラウンを地に堕としたのは、天……外界にいるテロリスト？　だが、怒りによりクラウンを堕としたのは神だと、パッケージに書いてあったので、何となく腑に落ちない。神の存在や女神の言葉と、現在の状況、現実の状況はどの程度重なっているのだろう。

            　この女神はAIなのだろうか？　的確に質問に答えてくれるから、外界から運営の管理者が直接話しかけてくれているのでは、とも考えてしまう。だとすれば、理由は分からないが、遠回りに、ログアウトのためのヒントをくれようとしている可能性もある。

            　僕は必死に考えてみたが、あんまりよく分からない。

            「クラウンは何処にある？」

            　粋龍が声を挟んだ。

            「それを探すのもクエストの一つ」

            「新しいキングになるのは、どういう人間だ？」

            　頼が聞く。

            「いつの世も、キングの条件を満たす者が、クラウンを手にする」

            「修繕された状態のクラウンを手にした者が、キング？」

            　青兎が呟いた。女神はそれも拾う。

            「そうとも言えるわ」

            「キングになると、どうなるんだ？　ゲートを通るとかじゃなく、なにか義務が招じるのか？」

            　月極が尋ねた。

            「それはキングが決めること。前のキングは道化になって、地に隠れた」

            　そう言えば、【クラウン・クエスト】の噂は前々からあったことを思い出した。

            　実は僕らが普通にログアウトしていた時も、裏でログアウト不可の【クラウン・クエスト】が行われていて、そして同様にキングが決まったのだったりして。ただの推測だけど。

            「クラウンを修理して、キングを擁立したら、俺たちはどうすればいい？」

            　赤鐘の冷静な声が響く。

            「その時が来たら、目の前にゲートが現れるわ」

            　質問していないのは、ギルメンでは残り僕だけだ。

            　僕は空気を読んで質問しようと思い、かつ内容は、他のみんなとは違いゲーム関係ではなく自分が一番聞きたいことを率直に聞くことにした。

            「現れたゲートをキングが潜れば、僕らはログアウトできるんですか？」

            「キングがそれを望むのならば」

            　周囲に声混じりの息が漏れる。

            「それでこの【嘆きのルビィ】は、どうやって保管すればいい？」

            　日廻が首を傾げた。

            「触れれば、入手できるわ。ただし譲渡と殺害で、守護する者は変化する。それ以外では決して無くならないから安心して。けれど人が持ち運ばなければならないの」

            　ある意味このルビィは報酬という事か。

            「持つ者は、キングの守護者になる意志を持つべきね」

            　女神様が言う。大変なお役目だ。

            「クラウンの宝石の持ち主が所属するギルドは、全ての者に公開されるわ。ただしギルド内の誰が持ち主かは、公表されないの。有効にこの仕様を活用して。ギルドに入っていなければ個人名が、ギルドが解散すれば、最後の持ち主の名前が公開されるわ。譲渡にしろ殺害にしろ、別のギルド間やギルド外の人間であれば、殺害した人間に宝石は渡るの。ギルド内の別の誰かに自動的に移動することはない。ギルド内で譲渡や殺害をするのならば、それも可能だけど」

            「公開するなんてまるで奪いあえって言ってるみてぇ」

            　頼の声に、すぐに同意が返った。

            「宝石の守護者――後の王の守護者となる者、最終的にはクラウンに宝石をはめる人間、一人一つしか宝石をはめることは出来ないから、九名の守護者と一名の王となるのだけれど、そのキングを守るために、守護者には大きな力が与えられる。より強い者が守護者となるべきだもの、混沌に甘んじ、強い者を選ぶべきだわ」

            「大きな力って、具体的には？」

            　粋龍が問う。

            　誰が決めたわけでもないのに、前衛の三人、他の僕のギルドのギルメン、と順番に質問しているのが謎だ。はっきりいって、こんな事をしていたら、【血塗れ男爵】に宝石が転がり込んできそうで、嫌である。何故他のギルドのメンバーは声を上げないのだろう？

            「キングを守るための力。守護者の能力に即した女神の祝福が与えられるわ。例えばステータスの上昇や、属性耐性の増大。なにが与えられるかは、その守護者次第」

            　女神の言葉が終わった。

            　質問は続かなかった。

            　その時、赤鐘が溜息をついた。

            「他に聞きたいことがある人居る？　いなかったら、とりあえず俺たちで、誰が今回このルビィを持ち帰るか話合おう。あるいは、誰かが暫定的に持ち帰って、後で持ち主をみんなで決めよう」

            「賛成だ」

            　【白銀騎士団】のイングリッド団長が立ち上がる。

            　それに呼応するように【茨の魔女】の野薔薇をはじめとしたギルマスたちと、各ギルドの代表者らしき人々が前方へと歩み出た。

            　代わりに粋龍は下がって、それを見守る。

            「誰が持つ？」

            　日廻が言うと、頼が眉を顰めた。

            「希望者でも募ってみるかァ。希望者挙手」

            　見本を示すように、頼が手を挙げる。

            　すると、間をおいてから、ちらほらと手が上がった。

            「連絡取れなくなりそうな奴がいるから、希望者でくじ引きだのは却下だなァ」

            　自分で募ったくせに、頼が肩を竦めた。

            「今回の攻略は、黒麦様のお力が大きいのですから、黒麦様にお持ちいただくのはどうですか？」

            　僕も連絡が取れないキャラだというのに、野薔薇がそんなことを言った。

            　みんなの視線が僕を向く。

            　反射的に首を振った。

            「僕は無理だよ。持ちたくないし、イラナイ。勿論ログアウトはしたいけど……それに僕はほら、連絡つかないから」

            「では、黒麦殿のいる【血塗れ男爵】の団長である貴方が持つのはどうですか？」

            イングリッド団長の言葉に、日廻が僕を一瞥して首を振る。

            「黒麦が持ちたくないと言っている以上、今の時点で、私のギルドが宝石の守護に関わる予定はない」

            　僕の意見で良いのだろうかと思うと、幸いギルドの皆はそれぞれ僕に見えるように頷いていた。

            　それにうちのギルドには十人もギルドメンバーはいないから、ギルド全員が守護者を目指すなどという事態は起きえない。だから他のギルドの人達が集めて、ギルド内で力ある人をキングにし、次いで力のある人達を守護者にすれば良いと思う。それで僕らは彼らの力で、ログアウトさせて貰おう。良い考えじゃないか。

            「欲がないな」

            　どこかのギルマスが喉で笑った。

            「連絡取れそうな相手だと、【血塗れ男爵】の赤鐘が一番適任だと思ったのに。持ち逃げしないだろうと信用できそうだし」

            　他のギルマスがそう言う。

            「俺もさすがにPKされる危険はちょっと避けたいな」

            　しかし赤鐘もしっかりと首を左右に振る。

            「でも俺も【血塗れ男爵】が良いと思う。お前らのレベルなら、ちょっと気軽にPKってわけにもいかないし、あれだけランキング表に名前載ってたら、今更、名前晒されたって怖くないだろ？」

            　また誰かが言った。

            「普通に怖いから。知らない相手から、いきなり絡まれるんだよ？　僕も面識無い人に話しかけることは多いから、お互い様だけどねぇ」

            　青兎が嫌そうに拒否する。

            「それにギルド規模から言って、【血塗れ男爵】なら人数少ないから、どの団員が宝石持ってるか分からなくなったり、猫ばばしたりする奴も出ないだろうし。大人数の【白銀騎士団】や【BSO】より、正式な持ち主決める間だけでも、保管して貰うのは最適じゃないかな」

            　また誰かが言った。イングリッド団長が少し眉を顰めた。

            「人数少ない分、荷物鞄も倉庫も一杯で、余計なアイテム保管しとく余裕なんて無いんだよ」

            　粋龍が溜息混じりに言い、流れを変えようとしている。

            「頼が持てばいいだろ。お前の所のギルドなら、お前を裏切りそうな奴いないし、そんなに人数多くないし、お前の連絡先知ってる奴も多いだろ」

            　月極が言うと、【胡蝶楼】のギルマスである頼が首を振る。

            「正式に誰が保管するか、もっときちんと決めてからなら、俺様も考える。実際魅力的だと思うし、欲しいと思ってさっき手も挙げたしな。でも今回は、俺も【血塗れ男爵】が持つと良いと思ってる。月極、お前持てよ」

            「黒麦が嫌って言ってるんだから、俺も嫌」

            「興味在るんだよ、さっきの黒麦の魔術に並ぶくらい、ルビィ持ったらお前も圧倒的になるのか。ま、勿論今日の第二貢献者は月極だろうけどなァ。黒麦がいなくてお前だけでも二発か三発で殲滅できてただろうし。だがァ、黒麦は一発で殲滅。月極、お前、黒麦より強くなりたいとは思わないのか？」

            「ルビィなんて無くても俺はきっちり黒麦を守る」

            「じゃあルビィ持った俺様とガチで勝負するか？　それでお前が負けても、ルビィは渡さねぇぞ」

            　頼が月極をあおっている。

            　なんだか嫌な予感がして、ローブの奥で目を細めた。

            「――ハッキリ言って、一回持って効果を実感したら、俺はルビィを手放さないだろうし、黒麦をキングにするために全力を尽くすけど、それで良いのか？」

            月極が笑顔で言うと、周囲に緊張が走った。

            「無理！」

            　思わず僕は叫んでいた。

            「僕がキングとか無理！　守らなくて良いし、自分の身は自分で守ることが出来るから。だから月極、駄目だ」

            「じゃあ黒麦は、誰が持つべきだと思う？」

            　逆に月極に言われて、狼狽える。

            　キングにふさわしい人など僕は知らない。

            　守護者にふさわしい人も知らない。

            　だから今日一晩、ただ保管して、力なんか試さないだろう人を指名すればいいのだろう。

            「……」

            　しかし僕の知り合いは、ギルドの仲間と、野薔薇と、紫月さんと今日知り合ったエル。

            　一応頼とイングリッド団長。

            　――必然的にギルドの人間が浮かんでくる。

            　しかし月極はパスだ。

            　青兎も試しそうだから、駄目だ。

            　粋龍は良さそうだが、アイテムが一杯らしい。

            　やはりここは団長か副団長。

            「今夜だけ、日廻と赤鐘の装備に空きがある方……今夜だけ、今夜だけだ」

            「私は空きがあるが辞退する。頼の話を聞いていて、使ってみたくなってしまった」

            「ちょっと待ってよ日廻、面倒ごと俺に押し付けるの止めてくれないかな、本当」

            「いいじゃないか。お前なら連絡取りやすいって声も上がってたし。髪も目も赤いし、ルビィっぽい」

            　後半適当で投げやりな日廻の声に、あからさまに赤鐘が咳き込む。

            「賛成しない人挙手」

            　頼が周囲を見る。

            「誰も手を挙げねぇなァ」

            「本当に俺で良いの？」

            　赤鐘が確認するようにそう言うと、多くの者が頷いた。

            　諦めたように、赤鐘が台座へと歩み寄る。

            　そしてルビィへと手を伸ばした。

            　瞬間、まばゆい赤の閃光に視界が奪われ、気がつくと僕らは全員、初心者村のゲートの所に立っていた。

            　

            「帰ってきた！」

            「クエスト成功か！」

            「早い！」

            「死者ゼロ！　奇跡過ぎる」

            　タウンチャットが埋まっていく。

            　一体何処に、所持者が掲載されるのだろうかと思い、辺りを見回してみた。

            　もう夜も遅い時間だった。早いと言われたが、そんなに早くもない。

            　するとゲートのある広場の端に存在するランキングボードの脇に、王冠が蓋の上についた、灰色の宝石箱が出現していた。

            　天使像たちが乗る大理石の台そっくりなものの上に、宝石箱が載っているのだ。

            　半分だけ蓋の開いている宝石箱には、小さなルビィがはまっている。

            　それに歩み寄った誰かが、ルビィに触れると、ホログラムの要領で、【血塗れ男爵】と表示された。ランキングボードは様々な場所にあるから、その全ての傍らに置かれているとすれば、すぐに僕らのギルド名は広まるだろう。

            　それ以上に変な――略奪したなど――が広まる前にと、僕のギルドは、ギルドホームへと帰還することにした。

            　帰還直前、【白銀騎士団】のイングリット団長が、全ギルドに一斉送信で、今回のクエスト内容と、女神の言葉、明日、ギルド代表者会議を行う事を通知すると、攻略メンバーに伝えていた（というか許可を取っていた）。確かに今回の攻略組――親交あるギルドで今後も秘密を保持していっても良いのかも知れないが、やっぱり機会は平等であるべきだと僕は思う。それに、キングにふさわしい人が明日見つかるかも知れない。ギルマス会議や幹部会議ではなく代表者会議としたのは、持ちたい人が直接来られるようにと言う意図もあるのだろう。場所はセントラルで、各ギルド三名までこられるらしい。そこで正式な所有者も決めることになっているそうだ。

            　さすが、大きなギルドを纏めているだけあって、イングリッドさんの手際は良かった。

            　僕は説明を聞きながら、何故なのか頼から無言で送られてきた友達申請を、とりあえず了承しておいた。

            　ギルドホームへと戻ると、誰とも無く、脱力してそれぞれ椅子に座る。

            　僕も珈琲を淹れるのが精一杯で、それを配るとテーブルに体を投げ出した。

            「何で俺がこんな目に……」

            　赤鐘の言葉に僕は謝る。

            「本当ごめん」

            「ギルドの誰が持ち主か知っているのは百人程度だ。私たちは皆似たり寄ったりの境遇だ、気を落とすな」

            　日廻が苦笑する。

            　僕が元々断ったくせに、結局僕のせいで、こういう事になってしまったので申し訳ない。

            「だけどぶっちゃけさ、俺たちだけのパーティでも、単独で攻略できたよな、あのクエスト」

            　月極の言葉に、青兎が頷く。

            「黒麦の魔術相性が合えば――心配してた光も大丈夫だったし、大体行けると思うよ。『混沌に飲まれた宝石』とか言う、いかにもボス討伐報酬アイテム的なもの扱いでさえなければ。ボスは強いかも知れないから分からないけど。そういえばさ、今回のmob、結局全部最終的に倒したのは黒麦って事になるんだから、あ、ルビィは勿論今晩は赤鐘だけど……アイテムとか全部僕らのパーティがGETした事になるよね。パーティに分配された【クラウン・クエスト】のmobの落としたアイテムとかお金とか経験値とか確認した？」

            　少年の声に、粋龍が首を左右に傾げて肩こりを解しながら呟く。

            「見た。レベルが上がりすぎて吃驚だよ。低レベルが上級につっこんだって感じだよな、確実に。人数ペナルティなんてあったのかすら不明だ。俺は今、三ヶ月先までのレベルキャップと同じレベルだ。月極は俺のちょい上、黒麦はかなり上、前回のレベルキャップからレベル上げてないお前らも、残り数レベルで、レベルキャップ到達。レベルキャップ無しは確定だな」

            「気づかなかった。これって、他の連中もか？」

            　日廻が確認しながら目を見開く。

            「いや、経験値はパーティ事に分配されてた」

            　確認していた様子の赤鐘は、溜息をつく。

            「あの時、【胡蝶楼】の頼くんは色々言ってたけど、あの時点で、レベル的に月極に勝てたら奇跡だよ。勝てるとすれば、宝石が凄すぎる。のせられたんだよ、月極は。寧ろ頼くんに渡して効果検証しても良かったかもね」

            「嫌だよ、あいつ本気だったぞあれ。俺様性格者は見くびらない方が良いし」

            　何か思うところがあるのか、月極が首を振った。

            「攻略に臨む全体のレベル上げるんなら、これから僕たちは別のギルドの人と組んだ方が良いのかな」

            　青兎が言うと、粋龍が考え込む。

            「このままこのギルドでパーティくむと、俺たちは間違いなく上がり続けるな。負けない限り。あるいは他のギルドが、単独制覇しない限り。【胡蝶楼】と【茨の魔女】は、魔術師いるから、牛歩で進めば、単独ギルドパーティだとギルド内連携が全パーティに経験値分散だとはいえ、それを考慮しても、追いついてくる可能性在るな。後は【獣萌え★】も。というか、職でみて召喚者と魔術師は、また争奪戦開始だろ、クエスト狙う奴らは。職業ギルドは、ギルドごとどこかに合流する可能性もあるな」

            「あのダンジョンて、また行けば、mobは沸くのかな？　それならレベルあげできるのに」

            　僕が言うと、確かになぁと皆気のない返事を寄越した。もう行きたくないというような顔をしている。あまり興味がないのだろうか？

            「ま、暫くレベルは上げなくても、俺たちが上位なのは決定だろ」

            　粋龍が言った時、月極が首を捻った。

            「取得アイテムは？　ランダムじゃないよな？　俺無い」

            　言われて、僕がほとんど入手したのかと、はたと気づいた。

            　倒した人間にアイテムが入る設定になっていたのだ。

            　確かにほぼ空っぽにしていったアイテム欄には、びっしりとアイテムが入っている。

            「ええとね、闇の羽×99が、七セット。魔眼×99が、十セット。邪蛇の皮×99が三セット。コウモリの牙×99が四セット。天使ヒツジの羽毛×99が十セット。一角獣の角×99が二セット。天界の美食肉×99が八セット。天使の輪×99が二セット。霊薬×99が五十セット。天使の涙×99が一セット。悪魔の血液×99が二セット。料理の書×５、薬師の書×５、鉄鋼の書×２、武器生成の書×１、装飾品生成の書×１、装備の書×１、農耕の書×４、生産の書×10、服飾の書×２、魔界の魔術書×１は移動不可、天界の魔術書×１も移動不可。これくらいかな」

            　全部で二百アイテムまで入り、一アイテム99個までもてるアイテム鞄だ。持っていったPOT類を未消化だが、ほぼ鞄は埋まった。

            　僕が言い終わると、焦るように赤鐘が顔を上げた。

            「嘆きのルビィ、倉庫移動不可。その他に、ルビィ初取得パーティ特典アイテムっていうのがあって当該時パーティ外移動不可、混沌の書×６、無の書×６、叡智の腕輪×６、女神の加護（火属性）×６がある。それから初取得ギルド特典アイテムっていうのもあってこれはギルド外移動不可、ええと、天空鏡×１、空中庭園×１、天界の金箔×１、王者の証の石の欠片×１――って言う、もう何というか取り返しが付かないけど、最初に触っちゃった人間が属するパーティとギルドへのアイテムがある。ギルド消滅時は、その時の所持者に残るって。倉庫に入れておくとどうなんだろう……あ、倉庫に移動できるものの方が少ないや。移動できるものは、ギルド消滅時は、団長の所に残るみたい」

            「なんだと……」

            　日廻が両手で顔を覆った。

            　まずい、僕のせいだ。

            「本当にすみませんでした」

            「いや、黒麦のせいじゃないよ。気にしないで。そして日廻は、俺に押し付けたんだから気にして。兎に角、明日の会議で、ルビィ取得後に判明したこととして、未使用状態でアイテムを見せよう。ギルドとパーティの特典アイテムね」

            「これさ、パーティとギルドをバラバラに組んでると、どういう風に配布されるんだろう？」

            青兎が言うと、月極が腕を組む。

            「パーティアイテムは人数MAX分なのか参加人数分なのか分からないけど、どっちにしろ参加してた個人のステータスとかスキルが変わるだけだろ。で、ギルドの方は……使ってみないとなんだかよく分からないな。説明文は？　内容に寄るんじゃないのか？　二つのギルドにそれぞれ渡されるのかも知れないし、パーティリーダーの所属ギルドかも知れないし」

            　その声に、赤鐘が目を細める。

            「天空鏡は、居ながらにして各地の街の様子が見える。空中庭園は、ゲートから移動可能なギルドのホーム（上位）。酪農生産が可能な豊かな自然つき。海や川、森林の他、畑や田んぼなどがあります、鉱山もあったりするよ、隠しダンジョンもあるかも、NPC付き、って。金箔は……クラウンを修復するために必要なアイテム。石は、キングがクラウンを手にする時に、王と認識させるアイテムの破片だって」

            「金箔と石は、クラウン修復とキングの選抜に関わるから、ギルドから移動できないってきついな……恐らくギルド解散時は、今持ってる赤鐘のアイテム欄にあるから、それ持って別のギルドに入れって事だろ」

            　粋龍の言葉に、大きく赤鐘が首を振る。

            「解散なんて絶対に嫌だ。それなら、これからも集め続ける方がまだましだよ」

            「まぁキングが決定したら、暫定的にキングが在籍するギルドに全員で参加して、金箔と石を渡せばいいだろ。後は潔くPKされるとかさ」

            　月極が朗らかに言う。

            「……そっか……その手があったね。ルビィは奪えるんだから、他も……あああ、ルビィには、譲渡とPK可って書いてあるや……」

            　赤鐘が俯いた。すると青兎が、テーブルの上の地図を一瞥する。

            「絶対に宝石の数より銅像は多いから、金箔だの石の破片だのは、他でも入手できるんじゃない？　要するに宝石がないダンジョンでも」

            「金箔はその可能性がありそうだな。採取アイテムの気配がする」

            　粋龍が言った。

            「じゃあ、石は？　破片て事は、これも集める系じゃないの？　しかも金箔と違って、パズルみたいにきっちりとさ。女神様もう一回降りてきてくれないかな……ん。石は、宝石を持つ守護者の手からのみ、別のギルドであっても、キング候補に譲渡できます。パーティで取得した場合は、通常通り入手できます。キング希望者（が欠片を三つ以上保持した状態）はPKで入手することも可能――石も譲渡できるみたいだ。倉庫にも保管できる。金箔も保管できるみたいだ」

            　赤鐘の言葉に、日廻が腕を組む。

            「宝石とセットでどこかに渡せば解決するな。しかし、他のダンジョンで石を見つけても、王候補が宝石を持っていなかったら、渡すためにはPKされるしかないってことだぞ。それに宝石と石は、同時所有できるのか？」

            「同時所有は出来ないみたい」

            　赤鐘が答える。

            「貰ったもんはもらっといてもいい気もするけどな」

            　月極はそう言うと、ちらりと僕を見た。

            「キングになればいいのに」

            「じゃあ月極がなれば？」

            「そうしたら俺の守護者になってくれる？」

            「無理」

            　そんなやりとりをしていると、青兎がコーヒーカップに手を伸ばした。

            「ルビィと石は兎も角、他の庭園とかは、別に貰って良いんじゃない。だって、ほとんどうちのギルド、と言うか黒麦が討伐したんだから、文句言われてもスルーで良いと思う」

            「空中庭園とかいいよな、確かに。説明文だけでも魅力的だ」

            　粋龍が頷く。

            「まぁどちらにしろ、明日の会議までは使用しないことにしよう」

            　日廻の言葉に皆が頷いた。

            「問題は、何処のギルドにルビィと石を渡すべきか、と、今後のクエストをどうするか、だな」

            　続いた団長の声に、僕らはおし黙った。

            「恐らく【白銀騎士団】は狙ってくるだろう。恐らく【殺戮同盟】もな」

            　古巣を思い出すように、日廻が言う。

            「【胡蝶楼】も来るって絶対」

            　月極が断言した。

            「しかもあそこは、魔術師いるから、育成もするだろうし、他のギルドも集め出すはず」

            　その言葉を聞きながら、赤鐘が腕を組んだ。

            「【BSO】は、最初様子見しつつ、まとまってきたらかっさらうか、他のギルドを吸収する気がする。キルド規模はいつでも大きくできるはずだし。後、【白雪姫】は今男の方が多いみたいだけど、がめつさに代わりはないし、下僕も沢山いるから、絶対来るだろうね。あ、綺羅ちゃんの性格は良いと思うよ、俺も。別に悪口が言いたいわけじゃない」

            　それに頷いてから粋龍が溜息をついた。

            「空中庭園の条件的に、生産者ギルド達も動くだろ。間違いなく最大規模の【JA】は来るはずだ。【高みへ・・・】あたりも、来そうだよな。人数居るのか知らないけど――黒麦と仲良いなら、攻略同伴頼まれるんじゃないの、お前。頼まれたら断らなそうだな」

            「え……う、ん。わからない、その時になってみないと」

            「まぁ誰と組もうと自由なのが、一応売りだ。過去形かも知れないが。ただ単独行動だけはするな。他のギルドの者とパーティを組むにしても、うちのギルドからも一人は連れて行け」

            　日廻に言われたので、頷いて返す。

            「他に、僕たちとあんまり交流無いところだと、【チーム暇人】【晩餐会は夜明けまで】【大陸横断同好会】【獅子の王冠】【葉隠れ流】【印象派】【勾玉】【トランプ騎士団】【輪舞曲】【黎明騎士団】【新月結社】【茜の祈り】【ハルカカナタ】【虐殺器官】後は闇ギルドの【BlackBlackFlug；BBF】、【DeepForest；DF】と【マーダーケース】と【暁の吸血鬼】も動いてる」

            　青兎が補足した。僕の知っているところは一つもない。

            　あ、【暁の吸血鬼】は聞いたことがある。

            　しかし何処で聞いたのかは忘れた。

            「今回までのように協力できる体制なら良いけどね……ギルド間抗争もあり得るね」

            　赤鐘が眉間に指を当てる。

            「後はうちのギルドに入りたがる奴が出るんじゃないか？」

            　月極がポツリと言った。

            「黒麦に養殖して貰ってレベル上げようとか、だったら可愛いけどな。クエストの進行のためにさ。パーティ入れなくても、ギルドアイテムは使う権利があるし。スパイが来る可能性もある。俺たちの誰が持ってるのか、持ち続けていく場合は、それを調べに来る奴が居るはず」

            　養殖とは、高レベルプレイヤーが低レベルのキャラのレベルを無理矢理上げる行為だ。低レベルのキャラにとっては、高レベルのキャラにとってすぐに倒せるmobを同じパーティに入り一匹倒すのを見ているだけで、数レベル一気に上がったりするのだ。

            　それよりも、スパイ。

            　怖いことを考えるなぁと思ったが、皆が大きく頷いた。

            「引き抜きもあるだろうが、それ以上に、入りたいと言われた場合の対処が面倒だな」

            　日廻がそう言うと、粋龍が腕を組んだ。

            「もしうちのギルドで集めるんなら後四人は必要だけどな。集めない、で良いんだよな？」

            「明日の会議の結果にもよるかもね」

            　疲れたように赤鐘が、アイテム欄を見ている。

            「ちなみに、何処のギルドにするの？　持ち主としてふさわしいと思うギルド選んで、推薦しなきゃ。それ決めないと。もし僕らの希望が通らなかった時、僕らは譲渡を拒否することも出来るし。これは攻略組を裏切ることになるかもしれないけど」

            　青兎が言うと、日廻が眉間を叩く。

            「こいつならついていってもいい、と思える相手がいる者は発言してくれ」

            「俺、黒麦」

            「ちょ、月極卑怯だから。このギルド以外に決まってるだろ」

            　僕は溜息をつくしかない。

            　考えてみると、野薔薇と狐塚が、ある意味親しいといえる相手だ。

            　というか、狐塚なら、悪用しなさそうだし、さっきの赤鐘の話にも出てきたギルドだし、そんなに悪くない気がする。しかし粋龍が微妙な反応だった。

            　風格なら頼だが、月極が嫌そうにしていたので、何とも言えない。僕は頼のことをあまりよく知らない。

            　イングリッド団長も向いていそうだが、何となく日廻の反応から腑に落ちない。

            　まぁ僕が考えずとも、皆には知り合いが多いのだし、誰かいい人を挙げてくれるだろう。

            　そう考えている内に、二時間が経過した。

            　誰も何も言わない。

            「どのみち、石は欠片を三つ以上持ってる人間じゃなきゃPKによる強奪は無理なんだし、宝石を持っている人からの譲渡も現時点では赤鐘にしかできないし、今後の攻略を見守って、それから譲渡します、って宣言したらどうかな。こうなるなんて、考えてなかったんだし」

            　意を決して僕が言うと、視線が集まった。

            「石が集まるまでのクエストには、私たちは不参加とするか？」

            　日廻が首を捻った。

            「参加しても良いけど、ボスやダンジョン攻略時のアイテム入手はしない、とか。ログアウトしたいし。いやでも、不参加でも良いのかな、うーん」

            　僕は深く考えていなかったので腕を組む。

            　こうして夜は更けていった。

            　とりあえず、初のクラウン・クエストは成功だ。

            　

            　

            　

            


            　

        
        
            【10】天空の城

            　

            　

            　次の日、【血塗れ男爵】からは、日廻と赤鐘と青兎が、会議へと出かけた。

            　残った僕と月極と粋龍は、朝食後、ぼんやりとリビングにいる。

            「んー、個チャが飛んできた」

            　すると不意に粋龍がそう言って、ソファに深々と体を預け、顔にクッションをのせた。

            　僕はココアを飲みながら、やることもないので、ギルド倉庫の空いている部分に、昨日入手した品を、押し込んでいった。残ったのは、移動可能な書物各種と移動不可能な書物各種である。確かにレベルがこれだけ上がっていくのだから、生産職スキルに直結しそうなアイテムが入手できるのも分からないでもない。ただし誰にあげればいいのかがよく分からない。装備装飾武器の書物は、粋龍で良いだろう。薬師の書は三人で分けて、料理は僕がとりあえず。あまりはどうしようか。僕が知る限り他に必要としていそうなのは、狐塚だ。狐塚に渡しても良いのだろうか。悩みどころだ。誰かに何か貰ったら、お返しに渡そう。そう考えて、ギルドホームの倉庫は閉じて、自宅倉庫に入れることに決めた。

            「ちょっと自宅に行きたいんだけど、月極付き合ってくれる？」

            「おぅ。黒麦の家、初お呼ばれだ」

            　ホーム内にゲートを開くという手法で、僕は自宅に戻った。

            　ホーム内だから別に一人でも良いのだろうが、昨日の今日だから、念のためである。

            　倉庫から取り出したケーキを渡し、僕は、鞄の中身を静かに移した。薬師の書×１と料理の書×１を残し、他はしまう。

            「月極、これ」

            　アイテムを出現させて渡すと、有難うと微笑まれた。

            　僕と青兎の分は、後で相談することにして、今一番薬師レベルの高い月極に一つ使って貰おうと思ったのだ。粋龍には個茶が終わったら、必要なものを聞いてから渡すことに決める。

            「後は、料理の書と、魔術書かぁ。うん、整理終わったし戻ろう」

            「もうちょっとここに居ちゃ駄目か？」

            「良いけど何にもないよ」

            「そんなことない」

            　そう言ってから、一口月極がケーキを食べる。

            　僕は紅茶の用意をして、彼の正面に座った。

            「なぁ黒麦」

            「ん？」

            「昨日拾ったアイテムにあった霊薬」

            「ああ」

            「作れるようになった。レシピ分かった。ただこの書籍アイテム使用してレシピ入手しないと作れないらしい。から、今のところ多分俺だけだわ、作れるの。スキルレベルもかなりギリギリだし。すげぇよこれ、HPとMPを両方MAX回復、状態異常も全解除だ」

            「おお……え、素材は？」

            「微妙。後で倉庫確認してみる」

            「だけど良かったね」

            「ああ、黒麦のおかげだ。有難うな」

            「ううん。実際昨日、僕が居なくても、月極が本気のを二発撃ってれば、殲滅してたと思うよ」

            「かもな。でも、威力凄かった」

            　褒められて、なんだか照れた。頬が熱い。

            「なぁ……黒麦」

            「うん？」

            「――ちょっとこっち来て」

            　わけがわからなかったが移動すると、外していた口布を下に引っ張られ、インナーのジッパーに手をかけられた。

            「え？」

            　首筋が外気に晒され、少し寒い。

            「何？　何かついてる？」

            　月極は何も答えず――僕の右の首に吸い付いた。

            「っ！」

            　強く吸われ、目を閉じる。

            「黒麦は俺のものだって印」

            　そう言って笑うと、月極は服を元に戻してくれた。

            　何が起こったのか全く分からなかった。どうして首に強くキスされたんだろう。

            「痕つけちゃった。数日は残るかもな」

            「は？」

            「虫除け。逆に、それ見て寄ってくる奴居たら、俺が容赦しないから」

            　変な月極だなと思いながら、僕は嘆息して立ち上がる。

            「リビングに戻ろう」

            　そうして二人で戻ると、粋龍が顔からソファをどけて起き上がった。

            「おい、聞いたか？」

            「ずっと二人で家にいたし、外部とチャットもしてない」

            　月極がそう言って、粋龍の隣に座る。

            　個人ホームでのチャットは、強制的に個別チャットになるのだ。

            　二人の正面に腰を下ろして、僕も頷いた。

            「会議を映像装置アイテムで、全タウンに放送してるらしいんだけどな、あ、ほら」

            　ホームタウンでも見ることが出来るようで、宙にアイコンが点滅していた。

            　そう言うことなら最初から見たかった。

            「右が会議場、左がセントラルの広場か」

            　月極がアイコンを押してから、座って言う。

            「何、あれ……」

            　会議は粛々と赤鐘によるアイテム説明が流れているだけで、静かに進んでいた。

            　しかし左の広場映像では、何人かのユーザーが叫んでいた。

            『俺こそが王にふさわしい！』

            『私は王女』

            『王の守護者としての能力がある私に清き一票を！』

            　王や守護者になりたいらしいユーザーが、演説したりしていた。

            　レベルも職もギルドもまちまちで、本気なのか冗談なのかすら分からない。

            　画面越しに聞こえてくるタウンチャットは、ただ騒がしかった。

            『レベル強者だからといって王にふさわしいとは限らない！』

            『ギルド間癒着を許すな！』

            『クエストは開かれている、適切な情報開示を！』

            　などという、ギルド批判や、攻略組批判も聞こえてくる。

            　――皆、暇なのだろうか。

            　意見があるなら自分でクエストに挑めばいいのに、と少し思ったが、参加する機会がない人もいるのかも知れない。やはり、例えばレベルが低いと、集団での攻略に参加するときは緊張するものだし、僕のように根本的に団体行動が苦手なプレイヤーだっていると思う。ただ、それなら、意見も言わなければいいのに、なんて思ってしまうのだけれど、これはあくまでも僕の考えだから、誰に強制できるわけでもない。

            『何もしない奴らは黙ってろ！』

            　なんていう擁護の声も聞こえるが、なんだかこうした騒動自体がばかばかしくて、僕は背もたれに体を預けた。

            「王になりたいなんて気が知れないよ」

            　僕が言うと粋龍が苦笑した。

            「好きなんだろ、権力とか。後は正義感があるとか。目立ちたいとか。守られたいとか。ま、色々だろうな」

            「つか、本当に、キングって何なんだろうな」

            改まって月極が言った。

            「――ログアウト不可になった夜に現れたピエロが、前の王様なのかな」

            　呟いてみると、二人が僕をちらりと見てから、また画面に視線を戻す。

            「あれが前のキングなら、神が怒るのも分かるわ。俺も許せん」

            　粋龍が呆れた様子で首を揺らした。

            「ああ、僕、キングにふさわしいと思う条件一つあった。ログアウトしたいって願ってる人じゃないと。あのピエロみたいに、ログアウト不可とか願われたら、詰むよ」

            　僕が言うと、二人から頷く気配がした。

            「そりゃそうだよな」

            　月極が苦笑する。

            　このようにして、暫し画面を見た後、僕はいつの間にかソファで眠ってしまった。

            　

            「ああ、もう許せん！」

            　目を覚ましたのは、怒り心頭と言った様子で日廻が帰ってきた時のことだった。

            「まるで人のギルドを泥棒のように言う奴らがいるとは！」

            「で、結局どうなったの？」

            　僕が尋ねると、まだ映像が流れているウィンドウを一瞥しながら、青兎が答えてくれる。

            「結局昨日の分は、僕らが持ってることになった」

            「え」

            「俺こそ、えって言いたいよ。ただ会場で、ギルドの誰かにランダムで渡すって言ってきたから、もう【嘆きのルビィ】を持つって言う俺の役目は解消されるけど」

            「それなら寧ろ、赤鐘が持ってたら安心だろ。赤鐘以外が持ってるってみんな思ってるだろうし」

            　粋龍はそう言うと、青兎へと顔を向ける。

            「じゃあギルドアイテムは使って良いんだな？」

            「そうだねぇ。良いんじゃない？」

            「楽しみだな」

            　月極がワクワクしている。

            　完全に反論するタイミングを失った赤鐘の肩を、ポンポンと日廻が叩いた。

            　あれは、任せたぞ、と言うことだろう。

            　しかしこれで僕もPKされる可能性が高まったので、ひとまず書物を早々に使用しておくことにした。

            　料理書と魔術書だ。

            　魔術の方は……おおお、光魔法も王冠までと、かつ更に上らしい『鏡界』と『天界』という階級が出来ていた。闇魔法の方は『地平線』と『魔界』が、王冠の上に追加されている。レベルは足りているから、後は使い方を練習するだけだ。どちらも範囲魔術だし、気分が良い。

            　料理の書を使うと、これまでは模索したりwikiで探すしかなかった個別技能数が、僕の初めて聞くものを含めて一挙に増えた。その上、既存の個別技能も含めて、レベルがかなり上がった。何処まで上がるのかは分からない。ただしこちらの生産スキル、総合にはやはり、レベルキャップがあるようで、料理総合レベルは上がらなかった。だがレシピは色々増えた様子である。なお一番目を引いたのは、創作料理やアレンジという個別技能や、レシピ作成という個別技能だ。

            　そんな風に僕が一人で楽しんでいたら、いつのまにか昨日の報酬であるパーティ全員分あるアイテムが一人ずつに分配されていた。

            「この際だ、全部使っておこう」

            　日廻の言葉に皆が頷いて、装備したり、効果を発動させたりした。

            　僕の場合は、混沌魔法と無の魔法を覚えた。

            　また、火属性魔法のスキルが高まった。ステータスでも、火に対する耐性が高まっている。他には叡智の腕輪効果で、ステータスの頭脳、精神、知識、忍耐などの数値＋レベル×0.1が上がり、かつ、MPが増えた。属性が一種類上がっても、他は、水も含めて下がらなかった。

            　みんな、職に応じて、良い感じに作用した様子だった。

            　腕輪以外は、消耗品だったらしく消えてしまった。不思議なのは、腕輪を装備したはずでその効果もあるのに、装備欄から腕輪が消えたことだ。視覚的には、残っている。

            「使うと、腕輪も消えるのか。取り外しできないみたいだな。消耗品なのに視覚的には残るのか――これじゃPKされても渡せないだろ」

            　粋龍が珍しいものを見たという顔をすると、日廻が頷いた。

            「手に入れたら、こういうアイテムは使用する形で行くか。元々の腕輪系装備も、特別品の使用後ならまた装備できるしな」

            　それから、全員で、ギルド用のアイテムを使ってみることになった。

            　その前に、ギルド倉庫に、金箔と石の欠片を赤鐘がしまう。

            　ギルド倉庫は、基本五万アイテムまで保存可能だ。五十人限界ギルドの場合、一人千個預けられる計算である。基本的には、許可書がなければ開けられないが、僕らの場合は全員が許可書を持っている。使用も声かけるか一言残すか時に事後報告でさえ良くて、全員が使って構わないことになっている。そうされたくない者は、全員自宅を持っているのでそちらの倉庫に入れてあるのだ。これは暗黙の了解だ。

            　まず使用したのは、【空中庭園】である。

            　赤鐘が取り出したアイテムを受け取り、日廻が発動させた。

            　すると、エントランスが光る。

            　青兎が駆け寄って扉を開けてみた。

            　エントランスは、右側に各タウンに通じる移動ゲートがあり、正面に、ホームの庭へと出る扉がついていた。扉の向こうには、実際のギルド所有地のフィールドが広がっている。うちのギルドの場合だと、サファイア大陸の北西の最果てに位置する【優麗の断崖】を登った場所に建てられていて、周囲を僕が結界魔法と木の魔法の応用で造り出した森に覆われている。玄関から出て、森を抜け、崖を下って移動することも出来るが、基本的に外側から侵入するのは、まず崖を登れないだろうからかなり無理だろう。登り切っても、僕の結界をやぶれる人間なんていないに等しい、とはギルド内評価に過ぎないが、破られそうになったら、すぐにホームの中に異変が伝わる。崖の下は海だ。ソロをしている時に偶然見つけた、ギルドホーム用の場所なので、存在自体ギルメン以外知らないし、ゲート経由で外界に降り立ったギルド外の人が訪れても、森と海と崖からでは、地理を把握できないと思う。ギルメン以外索敵拒否、地図閲覧不能の罠を、日廻が生産スキルの一つである狩猟を用いて仕掛けてくれたので、完璧だと思う。結界効果で、一応外から見る分には、例え空から見ても森にしか見えないようになっているはずだ。

            　それは置いておいて、左側の壁にも、新しい移動ゲートが出来ていた。

            　

            　皆で顔を見合わせ、ゲートに進む。

            　するとまばゆい光が辺りを包み、次に気がついた時、僕らは天空に浮かぶ小さな大陸にいた。島が一つ浮き上がっているようにも思える。山があり、洞窟が見える。その真正面に中世欧州風の城が堂々とそびえていた。周囲には森や河があり、河が流れ着いた先には湖がある。その他の場所には、田畑や牧場があった。そして狩猟で各地から採取しなければならない牛や豚、馬、鳥、羊などが長閑に過ごしていた。世話をしている人影を見て、NPCだと気がつく。空は、現在は青空に積乱雲が所々に浮いている感じ。果樹園や薬草園も側にあった。みんな見惚れつつ、言葉を失いながらも、城を無意識に目指す。中は高級ホテルのような作りであり、豪奢で広い。中には執事や家令、侍女侍従、要するにメイドさん達役の　NPCがいた。皆思い思いに探検し、一時間後に集合と決まる。

            　僕が確認した限りだと、魔術の研究部屋、大きな図書館、薬品調合室、巨大なキッチン、ダイニング、と、兎に角色々あった。特に、図書館があるとは思わなくて吃驚した。ちゃんと中身も読める。スキル獲得用ではない、魔術書なども存在した。ただ、そのアイテムをちゃんと全部読み切れば、知能のステータスが上がったり、新たな魔術を覚えることが出来たりもするらしかった。

            　城の奥に、ソロでも入れるダンジョンがあって、これまでに遭遇したことのあるモンスターを呼び出し、レベルあげをすることが可能な場所もあった。誰かが入っている時に、別の誰かが入った場合は、きちんと一つずつの空間に運ばれるらしい。アイテム類を入手できない代わりに、死亡してもペナルティが発生しないのだという。

            　兎に角凄い。

            　NPCのシェフも居たが、料理を教えてくれる存在らしく、話ているとレシピが増えた。皿洗いや洗濯などは、今後NPCが行ってくれるらしい（自分でも出来る）。

            　ギルド倉庫は、今までの倉庫と共通だが、二階が出来ていた。普通のギルドだと、倉庫は横にアイテム格納欄が広がっていきタッチパネルで探して選ぶ形式だったのだが、それが二つ――二階建てになった形だ。下のものは上で取り出せるが、上のものは下で取り出せないらしい。赤鐘が、たまたま僕が通りかかった時、慎重に金箔と石を上の倉庫に移動していた。他にも副マスとしての使命感からなのか、レアアイテムや必需品を上に上げている。上の倉庫は許可書でやっぱり開くが、下よりも詳細に誰が何時何をしまったか、取り出したか、等が時間付きで記録されるらしい。防犯設備もばっちりだ。持ち出し制限もこれまでより厳しく設定できるらしい。基本的には幹部数名の許可で、制限が解除される、と言う仕様は変わらないようだった。

            「すごいな、ここ」

            　集合した僕らの前で、いまだ楽しげに周囲を見回している月極が口を開いた。

            「職業も生産も、誰に気兼ねするでもなくレベルあげが出来るしね」

            　赤鐘の頬も緩んでいる。

            「材料系も豊富に外にあるしな」

            　粋龍が満足げに窓の外を眺める。

            「これ、もし他の宝石見つけたら、またもらえるのかな」

            　青兎が、首を傾げた。一つでも十分すぎる。

            「まぁ、初めてのクエスト達成のご褒美だっただけで、宝石の入手に着いてきた特典だとも限らないしな」

            　粋龍が答えながら、僕を見た。

            「好き放題出来るな」

            「そうだね。でも、現実に帰りたいよ、僕は」

            　思わず漏らすと、頭を撫でられた。

            　

            　その後、日廻が、赤鐘からもう一つのアイテム【天空鏡】を受け取り、休息室の一つへと向かった。今までのホームのリビングのものによく似た丸テーブルがある部屋だ。

            　そこで日廻が使用する。

            　すると、壁の一角に巨大なウィンドウが現れた。

            　見えやすい位置に、みんなで移動して場所を空ける。

            「これ、各大陸の各場所の映像だ。ユーザーも映ってる。タウンチャットも拾えるじゃん」

            　青兎が目を細めた。

            　現在は何分割もされていたが、彼が弄ると、大画面一つとなり、セントラルの中央ゲート所在地が映し出される。そしてそこからは、タウンチャットが響いてきた。

            　左端にはランキング一覧表が表示されている。

            　右端には、見覚えのある宝石箱の載った台座があって、ルビィがはめられていた。

            　近場にあったので触れてみると、【血塗れ男爵】と表示されている。

            「よく分からないが、守護者が持つルビィでこれなんだから、キングとやらは、確かに至れり尽くせりの生活が送れそうだな」

            　日廻の感想に、粋龍が腕を組む。

            「宝石ごとにこの待遇だとしたら、本当に凄い。全員が一つのギルドに集まったりしたら、どんな状態になるんだ？」

            「わかんないけど、ここ、どこにあるの？　まさか空に浮いてるの？」

            　青兎が目眩を覚えたような顔をした。

            「天空の城って感じだね。攻撃できたりして」

            　赤鐘が現実逃避するように言う。

            「――ここに、それっぽいボタン在るけどな」

            　月極が、【神の火槍】と書かれたボタンを撫でた。

            　威力調節装置が、横に付いている。

            「ちょっと、無人の所に撃ってみる？」

            　青兎が提案して、世界地図の端の端にある、砂漠を表示させた。

            「一番弱いのやってみるわ」

            　そう言ってぽちっと月極が押すと、砂漠に火柱が落ちていった。

            　僕の魔術で一番強力な単体攻撃魔術と同規模かもしれない。

            『エネルギーを補填しています。カウントダウン――』

            　僕たちはその光景に、呆然とした。

            「……確か、普通のアイテムのルビィも火の祝福だったよな？　ってことは、絶対あるだろ、他にもこう言うの」

            　青ざめたように粋龍が言う。

            「ちょっと待って、これってギルドホームの位置特定も出来るのかな？」

            　赤鐘が言うと、青兎が操作した。

            　幸い我らのギルドホームは、森にしか見えなかった。

            　しかし、他を探すと、簡単にいくつかのギルドのホームが見つかった。

            「こういう装置でギルドホーム攻撃されたら終わるな。この城は映るのか？」

            　月極の言葉に、青兎が更に操作すると、いくつか空を探す内に、大空の一角に、この城の姿があった。

            「まずい、ここも、結界と罠を早急にはろう」

            　日廻に言われ、慌てて魔術を使う。巨大な雲にしか見えないように弄った上で、表面にその時々の大陸の空の色を同化させる形にした。すると画面から、城が消えて、ただの空がそこに映った。日廻も罠を張り終えた様子だった。

            「他の何も映ってない空には、今後別の空中庭園が出現するのかな？」

            　僕が聞くと青兎が首を振る。

            「いや、適当に弄っただけだし、位置を指定したり、指でずーっとタッチして探さない限り、空の画面は出ない。タウンと違って特定の空が表示されることはないみたい。多分ランダムで人気のない場所へと出るんだよ。ただ実際の位置は、攻撃を何処にでも出来る以上、意味を成さないと思う」

            「例えば、サファイアの――水の槍的なものを使われたら、負けるだろうな。水だし。サファイアが水かは分からないけどさ」

            　月極が言うと、粋龍が小刻みに俯いた。

            「これを抗争中のギルドがそれぞれ手に入れたりしたら、普通に大陸中が戦渦に巻き込まれるな」

            「そもそも俺たちが何もしなくても、手に入れたどこかが敵対的だったらねらい打ちされる可能性があるよ」

            　赤鐘が腕を組む。

            「可能な限りステルス性を高めよう。それとギルドホームから、こういった場所に繋がる仕様が変わるとは思えないから、出来るだけ他のギルドのホームの位置も把握しよう」

            「それ、いますぐやるね」

            　青兎が作業に取りかかる。手元には、どうやって入手したのか知らないが、ギルド一覧があった。そんなアイテムがあったのか、誰かが生産した紙に、手書きで記入したのかは不明だ。

            　青兎に作業を任せ、僕たちはまたそれぞれ座った。

            「やっぱり条件が良い物には、悩みもつきものって事なのかなぁ」

            　赤鐘はそう言ってから机に突っ伏した。

            「そう言えばクエストにかかりっきりだったから俺は知らないんだけど、街の様子とかはどうなってるんだ？」

            　月極が尋ねると、粋龍が眉を顰めた。

            「さっき個別チャットで聞いた感じだと、かなり悲惨みたいだな。所持金が底を突いた奴らも初心者も。ついに宿に泊まる金もなくなって野宿したり、食べ物が無くなって餓死したり。餓死しても復活して、また餓死。考えたくもない。ギルドに入ってる連中でも、ギルドごとそう言う状況にあるところもあるみたいだってな。ホーム持ってなかったところとか、小さいところとか、結成したばっかりとか」

            「逆に、新しく結成して、通常通りのクエストを消化して、金を稼いでいる者達もいるみたいだ。私が聞いた限りだとな。だから個人クエストも大陸クエストもやろうと思えば出来る、暫く私たちはそちらをやっても良いかもしれないな。レベルは充分だろう、他のギルドと連携しなくても。盗人疑惑のほとぼりが冷めるまで、参加メンバーがソロという意味ではなく、他のギルドと組まないという意味でのソロのギルドでも良いかもしれないな」

            　日廻は会議がよっぽど疲れた様子だ。普通だったら、ボランティアなど個人的にしそうだと思う。僕たちに強制せずとも、寝場所の提供や食物の提供を口にするのが、我らが団長だ。

            「俺は可能なら、クラウン・クエスト進めた方が良いと思うな。特に火と相性の悪い水とか、在るのか知らないけど、雷とか氷とか闇とか、個人的希望では光とか、使える武力はあった方が良いと思う。光はもしかしたら、回復効果あるかも知れないし。仮に街全体のユーザーのHP回復が出来れば、空腹でも餓死者は減るはずだよ」

            赤鐘が言いながら、俯いた。

            「どっちも極端だけど、俺が聞きたいのはさ」

            　月極はそれには構わず続けた。

            「一般的なユーザー層はどうしてるのかって事。元々俺たちって、そこに属してるはずだろ？　ソロ多いけど。たまたまレベルも高いけど。けどな、率先してクエストをどうこうしたりするギルドじゃないし、ボランティアしたりするギルドでもないだろ。そこそこ食事や睡眠にありつけてる中堅ユーザーは何してんの？　まさか、街で王様になるとか言ってるだけじゃないだろ？」

            　その言葉に、赤鐘が頷いた。

            「そうだったね。そうだよね。忘れてたよ、色々在りすぎて。俺が聞いた限りだけどね、ギルドごとに、まぁ規模によっても多少変わるけど、料理スキルあるキャラに素材渡して、料理のレベルあげてる。それで食事してる。装備スキルも一緒。下着は、粋龍が売りさばいたのをのぞくと、他の生産者が作った半ズボンが活躍してるみたいだね。鎧は重いから、特に前衛やってる人は、初心者装備をパジャマにしてるみたい。これもうちの所と一緒だ。で、余裕があるギルドは、薬師がPOT作ってクエスト……まぁ、【個人】から【クラウン】まで全部ね、そう言うのに挑戦して、お金稼いだり、ログアウトしようとしたり、後は現実逃避的だけどゲームとして【クラウンズ・ゲート】を続行してる人達に高額で売りさばいてる。こんな感じで生産職のレベルあげつつ、他の時間は、タウンにそれぞれ集まってる。ギルドや固定パーティ、リア友ごとに、例えば俺達だったらホームを買う前に集まってたサファイアの中央都市とかさ、後は一般的にギルドホームがある場所以外だとセントラルも多いかな、そこに集まって、雑談がてら情報収集してるみたいだよ。性別や外見が変わって、仲違いしたって話や、その逆も良く聞くし、リア友同士で新しくギルドを作ったって言う話も聞く」

            　赤鐘がつらつらと話すのを、月極が頷きながら聞いていた。

            「で、救出か、昨日明らかになったことだし、誰かが【クラウン・クエスト】をクリアして、ログアウトできるのを待つ、って算段か」

            　月極が言うと、粋龍が頬杖をついた。

            「ま、俺でもそれを選ぶな」

            「僕も。他にやるとしたら、レベルあげくらいかな」

            　頷いた僕を、日廻が見た。

            「どうすればいいと思う？」

            「うん、まずは、レベルにあった装備とかをきちんと用意した方が良いと思う。昨日、スキル本も拾ったし」

            　僕の言葉に、粋龍が頷く。

            「上げて損はないな。で、装備や装飾を売りさばく」

            「後僕は、売り子さえ居たら、食料の露店やっても良いかなと思うよ」

            　ちらりと月極を見ると、手を挙げて快諾された。

            「残る時間は、勿論レベルあげと、魔術の技能を磨く。料理は露店と同時進行で上げられるだろうし」

            「じゃ俺隣で薬屋もやろっかな」

            　月極がのってきた。

            「俺はタウンチャット眺めてて、面白そうなネタあったら、街で井戸端会議に参加しようかな。人脈も広がるし。それと、回復スキルと攻撃スキルの技術とレベル上げる」

            赤鐘が気を取り直したように笑った。

            「私は他のギルマスと連絡を取って進行状況を聞きつつ……聞くだけだけどな、後は、狩猟の他に、何か生産スキルを上げようかと思う。そこに畑があるんだしな。農耕系でもやるか」

            　それを聴いて僕は、自宅倉庫に一端出向き、スキル書を持って、戻ってきた。

            　粋龍と日廻に必要そうなものを選んで貰う。

            　それから残りを、自宅にしまいに戻った。

            　そうして戻ってきた時、青兎が作業を終えたようで、席に着いた。

            「ギルドホームの場所は大体把握できたよ。寧ろ、有名で強いギルドほど目立つところにあった。楽勝だねぇ」

            「さすがだね」

            　赤鐘が言うと、青兎が珍しく照れくさそうに笑った。

            「――話は聞いてたよ。僕も人と話て情報収集する。その他は、バフをもっと調べてみようと思う、もっと効果的に使えるように」

            　それを聴き、日廻がぱちんと手を打った。

            「三人ずつに分かれて、パーティを組もう。露店組と情報組。ホーム内での単独行動は、上下共に自由。自宅への移動は、必ずホーム内。ホーム内には、何人たりとも全員の許可無く、他のユーザーを入れない、と言う証書を発行する。例外が起きた場合は、その時話せる限り全員で話合おう。ここまでで異議は？」

            　誰も異論は唱えなかった。

            「それから一日一度、夕食時に全員で集まって、情報を交換しよう。何時が良い？」

            　日廻の言葉に、少し考えてから、八時という事にした。

            　作るのは僕だし、露店は七時くらいまでは繁盛時だろうから、用意の時間を考えたのだ。

            「クエストに参加するなど、何か状況に変化が在れば、毎日話合おう。では、解散」

            　こうして僕らは露店商をやることになった。

            　

            　僕ら三人は、並んでお店を出すことになった。

            　僕を挟んで、粋龍と月極がそれぞれ店を開いている。

            　売り子も交渉も、二人がやってくれることになったので、僕はただ売れ行きを眺めるだけで良い。なので、料理の個別技能スキルを、淡々と上げていた。

            　基本的に午前中に製作して、お昼時とおやつ時と夕食時を狙って売っている。

            　他の二人も僕にあわせてくれた。

            　毎日基本的に違う場所に露店を出すことにしたのは、闇討ちを恐れたからだ。

            　が、三人揃って大繁盛だったため、あまりその心配はなさそうだった。

            　お客さんが、寧ろ守ってくれている素振りだった。

            　手頃な値段から高価な値段の物まで置いている二人。

            　街のレベルにもあわせているが、初級POTから霊薬まである月極の所も、市販品だけではなくオーダーメイドもしてくれる粋龍も大人気だ。粋龍は、基本は武器を売って居るみたいだ。霊薬は今のところ、月極しか作れないから、topギルドの人達も大勢来る。買い占め対策に苦労しているようだった。街のレベルは、クエストの進行度により開放されたフィールドなどは、初心者が最初に行く場所よりも少し高くて、デフォルトでNPCが販売しているPOT類が上位のものだったりするのだ。

            　二人のお客さんが、僕の所の料理を買ってくれたりもする。

            　ちなみに僕の生産物で一番売れているのは、ジャムだ。

            　他にはクッキーとその場でよそうカレー。

            　それ以外は、日替わりだから、何が人気なのかよく分からないのが実情だ。

            　ジャムは、市販品のパンにつけるらしい。

            　砂糖が貴重品なので、果物の味そのままのものに、ほんの少しだけ甘味を足したものが多いのだが、それでもすぐに無くなってしまう。

            　初めは黒ずくめの僕をうさんくさそうに見ていたり噂していた人々も、最近は好意的で、何度か会ったことがある人も増えてきた。わざわざ出店場所を探して買いに来てくれるらしい。後は、二度目以上の街でも大概覚えてもらえている。

            　平和だった。

            　僕から話しかけることはないし、話しかけられてもスルーしてしまうが、それでも受け入れられているようで、嬉しかった。

            　たまにレシピやスキルの上げ具合を聞かれるらしいが、接客はしていないので僕にはよく分からない。

            　そうして約一ヶ月が過ぎた。

            　露店をしていても、タウンチャットは耳に入る。

            　どこそこのギルドが、【クラウン・クエスト】挑戦中だとか、どことどこのギルドが抗争中だとか、料理人と薬師と魔術師と召喚者の引き抜きがすごいとか、誰がモテていて、誰と誰が恋人同士だとか。もっとも僕は聞いてもすぐ忘れてしまうのだが。

            　意外だったのは、男性ユーザーが多い現在、女性キャラに恋をする人よりも、同性愛に走る人が増加していると言うことだった。

            　必要事項は、きちんと情報収集組が拾ってきてくれるので問題はない。

            　そして全員での夕食後、僕はレベルあげをしている。

            　基本ソロだ。

            　たまに月極や粋龍と組んだり、全員でパーティを組んで連携の確認をしたり、他の職の人のスキル発動タイミングを計ったりもするが、大体は、淡々と黙々とレベルを上げている。前衛が居なくても倒せる、経験値の美味しい敵をゴリゴリ倒しているのだ。特にこの前の【クラウン・クエスト】の時のmobを少数ずつ出して戦っていたら、経験値が凄くおいしかった。闇と光と混沌と無が、かなりのレベルに到達したのが嬉しい。折角耐性を貰ったので、元々鍛えてあったこともあり、火も精を出して練習した。後は雷と氷、と言う、攻撃力が高いものを順に上げた。属性個々のレベルは、目に見えるレベルの数値がないので、階級だけしか分からないのがちょっと残念だ。ちなみに火の魔術は、スキル書が無かったにもかかわらず、図書館の魔術書の中にあった『火の範囲攻撃魔術』という本を読んだら、『焔界』という、最も高いレベルのクラスまで取得できるようになった。まだ、レベルが足りないのか、闇などと比べると、時間ロスが酷いのだが。他の魔術書を試したところ、『王冠』までは、魔術書を読むだけで、魔術スキル名が表示されるようになった。レベルが上がると勝手に増えていたこれまでとは異なり、楽しいような、寂しいような、である。同じ火の魔術書で、別の内容のものを読んだ場合は、トリニティとロンギヌスと同様に、同MP消費の別の攻撃スキルが増えたりした。

            　みんなもおのおの順調そうだった。

            　そんな一ヶ月だった。

            　そしてある日の夕食時。

            「【白銀騎士団】と【胡蝶楼】と【茨の魔女】と【獣好き★】が、ルビィ大陸のラファエル像に、ルビィをはめて、【クラウン・クエスト】に臨んで、攻略に成功したらしい。公開されている範囲では、二つ目だな」

            　日廻が言うと、赤鐘が頷いた。

            「取得済みのルビィだからなのか、宝石は出なかったみたいだけど、ボスも不在だったらしいね。代わりに最上階までmobで、最上階のmobからは金箔がランダムに出たって。制覇時に宝箱が一つ出て、中に石の欠片もあったって聞いた」

            　赤鐘の声に、青兎が腕を組む。

            「最後にmobを倒したのは【胡蝶蘭】の団長なのに、宝箱が出現すると同時に、相談もなく勝手に開けたの【白銀騎士団】のイングリッド団長だったんだってね。アイテムも強制入手。参加ギルド間は、今凄くギスギスしてるみたいで、まずいよねぇ」

            　それを聴いて、月極が溜息をついた。

            「さっき、【胡蝶蘭】の頼から連絡があって、【白銀騎士団】以外の３ギルド、統合するって」

            「は？　じゃあギルド規模で言っても、高レベル魔術師と召喚者の数で言っても、【白銀騎士団】と【BSO】……前衛だけだがまぁ【殺戮同盟】クラスの、大ギルドになるじゃねぇか」

            　粋龍が腕を組んだ。

            「【白銀騎士団】単独での制覇はきついだろうし、今後は、その新ギルドと、後は地道にやってるらしい【BSO】と【殺戮同盟】、その二つと組んでるいくつかのギルドが、【クラウン・クエスト】やってくってことかな」

            　赤鐘が言うと、月極が頷いた。

            「頼が、その新ギルドに、【血塗れ男爵】もどうか、っていうんだ。【茨の魔女】は元々、黒麦狙いだったし」

            「団長もうちから出して良いと言ってきているな。敵に回すときつい相手が出来たが……でもなぁ、ギルドの統合は……」

            　日廻が眉を顰める。

            「ただ【茨の魔女】と【獣萌え★】は、全員合流するんじゃなくて、半数は暫く様子見るみたいだよ」

            　青兎が付け足してから僕を見た。

            「ちなみに野薔薇団長は、意外にも新ギルドに。更に意外なのは、紫月副マスが、【茨の魔女】のマスターになって、【茨の魔女】に残るんだって。言ったら悪いけど、レベル低めで、育成に苦労してる魔術師を纏めるみたい。有能どころは、ごっそり抜けるって」

            「【獣萌え★】で残った人達は、【BSO】に合流する気みたいだね。だからここはギルドの消滅が確定してる。どちらにも行かない人は、他を探すみたいだ」

            　赤鐘が言う。それを聴きながら、月極が疲れたように口を開く。

            「頼から俺にも連絡来た理由がさ、新ギルドに、【血塗れ男爵】が入らないんなら、頼はそっちには合流しないで、ギルド抜けるから、たまに野良で組んで欲しいって話でさ」

            「あいつ、あの俺様が団長止めるのか？」

            　粋龍が呆気にとられたような顔をした。

            「なんか他のギルドのあてもあるらしい。かつ、【白銀騎士団】の団長をPKするのと、石を取り返すのは、絶対やるって言ってたな。石は兎も角、相当頭にきてるみたいだった。その前に石を三個集められるのかって話だよな、あいつ。取得したって分かってるギルドでも倉庫にいれてるかも知れないし、誰が石を今持ってるのかもわかんねぇのに」

            　月極が続けると、青兎が細く息を吐いた。

            「ギルドのあてって事は、別にこのギルドに入りたいって事じゃないんだ」

            「【胡蝶楼】のギルマスなら、俺は入って貰っても良いけどね、個人的には」

            　赤鐘が冗談めかして笑う。

            「ずーっとソロでもしてる気配なら、そして、うちのギルドの石を無断使用してキング候補になろうとしないとハッキリ分かったら、声をかけてやってもいいかもな」

            　日廻がそう締めくくった。

            「PKと言えば、闇ギルドが最近、金に困ってるのか、低レベルパーティみると、集団でPKしてるらしいな」

            　ふと思い出したように、粋龍が言う。

            「【BBF】が本気出し始めたみたいだねぇ。あそこ、地味に高レベルの魔術師や召喚者いるから、【クラウン・クエスト】狙いで、装備集めてるって噂だよ」

            　青兎が頷いてから続けた。

            「前々から【暁の吸血鬼】はPKしてたけど、私怨で一対少数のPKが多かったから、別かな。あそこは最近、結構まともに個人クエストをギルド内でパーティみつけてこなしてるみたいだし」

            「【マーダーケース】は、いまだに目立った動きがないな」

            　粋龍の言葉に、日廻が呟く。

            「目立っていると言えば、【BSO】と【終末教会】と【白雪姫】が組んで、【クラウン・クエスト】やってるって噂か」

            「多分その連合が、新ギルドと同等か二番目の攻略組だねぇ。後は、【白銀騎士団】と【殺戮同盟】が、中堅の小さいギルドと組んで、攻略狙うのかな」

            　青兎の言葉に、ぽんと赤鐘が手を打った。

            「新ギルドと言えば、ログアウト不可になってから出来たギルドで、結構最近できたらしいんだけど、【アンチノワール】って所が勢い在るみたいだね。人数も増えてきて、職の構成も【クラウン・クエスト】睨んでるって聞いた」

            「古参が抜けて集まってるらしいな、色々なギルドから」

            思い出したように日廻も頷いた。

            「そういえば、【白雪姫】抜けて、綺羅もそっち行ったんだって」

            　青兎が僕を見た。だから、ふぅんと頷いておく。

            「あそこには、【高みへ・・・】の連中が、装備とか色々おろしてるみたいだな」

            　粋龍が言うと、月極が何かを思い出すような顔をした。

            　きっと狐塚のことを思い出しているのだろう。

            　しかし連中と言っても、三人しかいないと聞いた覚えがある。

            　今頃何をしているのだろうかとふと考えた。

            「とりあえずギルドの動きが確定するまでは、【白銀騎士団】と３ギルド間での抗争、それと【BBF】のPKには注意だな」

            　日廻はそう言ってから、僕を見た。何で一々僕を見るんだろう。みんなを見る頻度より、絶対に多いと思うのだ。僕が無言だから、気を遣われているのだろうか。何とも申し訳ないが、正直放って置いて欲しい、迷惑をかけている気がしてこちらの気が沈む。

            「――私たちは、これからどうする？」

            　日廻の唐突な言葉に、救出はもう絶望的なのかも知れないなぁと僕は思った。

            　生きていられる以上、恐らく生命維持は、外界でされているのだと思う。

            　あの時広場でピエロが手配すると言っていたし。

            「確かに生産技能上がったし金も貯まってきたな」

            　粋龍が言うと、赤鐘が肩を竦めた。

            「俺は、雑談飽きてきて、そろそろフィールドとかダンジョンとかで、狩りしたりクエストしたりしたくなってきたよ」

            「僕もバフの効果を外のmobで試したい」

            「いっそ、他が【クラウン・クエスト】止めるか準備中のタイミングだし――【BSO】達とか【殺戮同盟】関係とか、【BBF】って所は、どこかをひっそり狙ってるのかも知れないけど――俺たちで、【クラウン・クエスト】、一つくらい進めちゃうか？」

            　月極が明るく言う。

            「私もそれを考えていた」

            　日廻はそう告げて、また僕を見る。

            　すると今度は皆の視線が僕に集中した。僕は別にレベルが上げられれば、ここのホームで十分だ。しかし、確かに折角だから、何が来るか分からない、ドキドキとした状況を楽しんでみるという、久しぶりに新鮮な気分を味わいたくもある。

            「【クラウン・クエスト】にも宝石以外もあるみたいだし、いいかもね。だけど折角やるんなら、宝石狙いたいよね」

            　そう言ってみると、皆がそれぞれ考えるような顔をした。

            「少なくとも各大陸に一つずつあるとすると、ルビィを除いて、サファイア・エメラルド・ペリドット・アメジスト・ローズクォーツ・トパーズ・翡翠・瑪瑙の八個の宝石は存在するよね。まぁ大陸名に依存するとは限らないけど。守護者は九人だって言うし。後はセントラルにもあるかも知れないけど」

            　赤鐘が言うと、青兎が長い瞬きをした。

            「壊れたクラウンは何処にあるんだろう？　これこそセントラルかな」

            「かもしれないな。とりあえず、攻撃力が高いものか、火に強いものか、回復の可能性がある光の宝石がいいな。火に強い水は、大きな海にも面しているし、サファイア大陸にありそうだが。普通の『サファイア』自体水耐性をつけるためのアイテムだし」

            　日廻が続きを引き取ると、粋龍が頷いた。

            「サファイアには俺たちのホームがあるし、高レベル帯が多いから人も少ないし、攻略には良いかもな。ルビィからフィールドmobのレベルが低い順で他が回ってくれるんなら、被る確率も低いし」

            「【クラウン・クエスト】の宝石は『エメラルド』狙いが多いって聞いてる」

            　日廻が付け足すと、月極が頷いた。

            「じゃ、サファイアの大陸で決まりだな。天使像か、堕天使像があるのは……」

            　青兎が、月極の視線に気づいて、天空鏡をつけて、サファイア大陸を表示する。

            　テーブルの上には、以前印をつけていた地図アイテムを、赤鐘が出現させた。

            「……結構あるな」

            　粋龍が眉を顰めた。

            「分かりにくい場所にあるものの方が確率が高そうだ。ルビィの例を思い出せば」

            　日廻が目をきつく伏せた。

            　その条件に一致するところを僕も思案する。サファイア大陸では、結構様々な場所でソロをした。一番目に着かないところにあったのは、どれだろう。

            「あ」

            　僕は思い当たった。

            「ギルドホームの場所分かりづらいよね？　あそこに辿り着く途中、海に小さな浮島があって、そこの中央にある池の底に、天使像があった記憶がある」

            　皆が僕を見た。

            「良し、とりあえずそこへ行ってみよう。近いしな」

            　こうして僕らは、なんとなく、クラウン・クエストに、今度は自分たちのギルドメンバーだけで挑戦することにしたのだった。
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            　翌朝。

            　貯まったお金や作ったアイテムを倉庫に入れ、最低限の所持金と各自必要可能性のあるPOTを持った。赤鐘が持つ【ルビィ】以外は、装備している武器類などを除いて、全滅しても問題ない状態にした。恐らく死亡時は、サファイア大陸の初心者村『フロントリヴァー』か、最寄りの都市である『黄昏の時計都市』のゲート側に転送されるのだと思う。

            　すっかり忘れていたが、僕はまだ赤鐘が【嘆きのルビィ】を使用したところを見たことがない。それとも使用するアイテムではなく、神の火槍の事を『巨大な力』と言っていた可能性や、何か凄いスキルが表示されるようになった状態、あるいはステータス補正という可能性もある。スキルやステータスについて赤鐘から聞いたことはないが、変化があったら教えてくれそうでもある。まぁ僕が聞いていないだけかも知れないが。最近はホームにいてもリビングで過ごすより、魔術書を自室で読む時間が圧倒的に多かったから。

            　粋龍に新しく作ってもらった装備は、見た目こそこれまでの品と変わらないが、任意のスキルを一つ、無詠唱で発動できるという杖だった。一度使うと、次は一時間使えないらしいが、魔法を詠唱済みにしておく時間がない場合も色々とあるから、有難い効果だった。後はPKなどを考慮してなのか、鉄板を仕込んである靴の物理攻撃力を格段に上げてくれていた。衣類の物理防御耐性と魔法耐性も上昇している。その辺にいるそんなに強くない前衛と仮に野良で組むなら、僕が壁を引き受けることも可能かも知れない。まぁそんな機会はないが。

            「準備できたぞ」

            　生成した普通のサファイアを、そう言って粋龍が、日廻に手渡した。

            「こっちも大丈夫。ただ最初に言っておくけど、今回は、攻撃用の銃弾よりも、耐性やステータスアップ、攻撃補助用のバフ系の弾を多く持って行くから、戦力としてはそんなにあてにしないで」

            　青兎が手を挙げて、発言した。

            　どんな耐性のmobあるいはボスがいるか不明なので、バフは必須だ。

            　青兎のような銃術士は、攻撃する場合は、威力によって連射できる弾数が変わってくるので、銃弾を、戦闘中に補填しなければならない場合が多い。その補填速度が並外れて凄いのが青兎だ。アイテムに限らずウィンドウ操作に長けているのだろう。そして、何と言っても、やると決意した時は、撃ちまくる。

            「俺はいつも通り」

            　頷きながら、月極が言う。

            「俺は、ちょっと攻撃魔法を試してみたいから、勿論回復も状態異常解除もきっちりやるけど――後ろから、攻撃してみても良い？」

            　珍しく赤鐘が言った。

            「そんな場合じゃないし、結構ギリギリの状況になる可能性も分かってるんだけどさ……」

            　副マスが俯いた。赤い髪が揺れている。出会った時、『回復要員扱いは嫌だ』といっていた頃の彼を思い出した。

            「僕、光属性の魔法、レベル結構あげたから、範囲は無理でも、単体なら回復サポートできるよ。有効属性以外でも光系の攻撃魔法は強いし、これからを考えても、赤鐘がガンガン攻撃しても良いかもね」

            　今までは回復の合間にちょっと攻撃することが多かった、副マスの姿を思い出した。

            「良いんじゃないか？　俺は全力で今回も壁に徹するつもりだけど、装備の耐久力上がったし、回復は貰わないときついけど、後ろには出来る限り――決意的には一匹もmobを行かせないつもりだから、回復だけじゃなく、敵のHP削って貰えた方が助かる。防御のレベル上げてるから、俺の攻撃力は全然だしなぁ」

            　粋龍が頷くと、月極が小刻みに頷いた。

            「それなら、俺も後ろから範囲するだけじゃなく、半分壁やっても良いかも」

            「有難う……」

            　赤鐘が、いつもとは異なる、自然な笑みを浮かべた気がした。

            　短い言葉だったが、なんだか温かかった。

            「私は兎に角つる。つる必要がない場合は、壁をやる。いつも通りだ。釣れる敵であることを祈りたいな。よし、分担は決まったし、ポジションや役割も決まったな。POT切れの場合は、いつも通り青兎が補填――は、今回アイテム数的に厳しいだろうし、今後を見据えて、月極がメインでやる形で良いか？」

            　これまでも、月極がアイテム管理をすることは多かったし、青兎と同じくらい素早いから問題ないと、僕は思った。

            「これだけ準備して、ただの石像だったら、本当にごめん」

            　僕が言うと、一同がクスクスと笑った。

            「そうしたら、海でダラダラすればいいだろ」

            　月極がそう言って、皆が頷いてから、出かける事となった。

            　

            　目的地までは、元々のホームに降りてから、ギルドごとに所有できる移動アイテムの船で向かった。五十人が乗れる仕様だから、巨大な豪華客船と言った趣だ。ちなみにソロをしていた時の僕は、風の魔術で空を飛び、後は移動灯で転移していた。

            降り立った浮島で、中央の、湖と言うには小さすぎる井戸のような丸い水たまりを皆で囲む。全員が上陸するのがやっとの大きさだ。

            「へぇ、こんな所に銅像が。良く見つけたな」

            　日廻の言葉に、僕は色々と思い出す。

            「ルビィの銅像も、隠れていた方だけど、こういう場所に隠されてる銅像って各地にあるよ。ルビィはデフォルトタウンだから、分かりやすかったのかも知れない。逆に目立つ場所にあったラファエル像みたいなのは、正面で露店開く人がいたりして、それはそれで見逃すことも多いけど」

            　そう言った僕に頷きながら、粋龍が腕を組む。

            「この水中って言うのもそうだけどな、面倒な場所にある像には、一体どうやってサファイアをはめれば良いんだ？」

            「生産用だが、狩猟スキルにダイビングがあるな……それでやってみるか」

            　日廻がそう答えて、どぼんと湖に飛び込んだ。

            　僕はもし装備が濡れた状態でギルマスが帰ってきた時に備えて、乾燥可能な魔術の準備をしようとした。が、詠唱しておく前に、浮島が揺れた。

            「っ」

            　青兎が息を飲んだのを理解した時には既に、僕は視界が黒く埋め尽くされたのを自覚した。

            　闇の中央に、一瞬クラウンのマークが浮かんだ気がする。

            　他は、転移でダンジョンに入った時と、同じ感覚だ。

            「――ここみたいだね」

            　背後に現れた入口らしきドアを一瞥しながら、赤鐘が言う。

            　側には日廻も立っていた。

            「混合mobだな、雷と風か？」

            　放電しているmobと、口から竜巻をはいているmobを見て、粋龍が言う。

            　青兎がバフを準備しているのが分かる。

            「五体一組って仕様は前と一緒だな。多分、計三十ってのも一緒だろ。目算だけど」

            　月極の言葉に、日廻がスッと目を細めた。

            「やっかいだな。一つの組に、雷と風の両方の属性mobがいる」

            　キリンのように首が長く、頭部の二本の突起から雷を放っているmobを僕は見上げた。

            　もう一種類は、ライオンに似ているが、口以外の顔のパーツがない。

            　どちらも蒼い色をしていて、腹部からは人間の腕から先の部位が、複数はえていた。

            　強さの程は知らないが、各組によって、キリンとライオンの数もそれぞれ違う。ただ、どちらか単独の組は一つもなかった。

            　範囲殲滅に適した魔術属性は一体何だろう。

            　僕は顎に手を添え、ローブの奥で目を細める。

            　この二つの共通点――雷は、大別すれば気象系の属性だし、風は四大元素系だ。いや、竜巻系……そうだ、このmob達は、気象系のmobなのだ、両方。元素系なら相性がある（火は水に弱い）が、気象系は、対角属性攻撃が効く。

            　気象系の対角属性は、空間だ。まぁ室内にいれば天候に左右されないというのはあるだろう。光と闇に比べると、何ともよく分からない対極にある属性の二つだ。

            　空間魔法は、主に転移の用途で使用するから、mobの位置を変更したり、自分自身が移動したりする時に使うことが多い。転送記憶魔法灯もこの魔術の一種だ。断熱や冷房の魔術も範囲だ。このようにあまり攻撃向きではない。

            　僕が持っている空間魔法の内、範囲攻撃向きなのは、梯子級の魔術である【ビックバン】だ。天空の城の図書館で読み王冠級が出現する前から、使用頻度が多いので、梯子までの魔術は覚えていた。攻撃以外ならば、空間魔法は比較的得意だ。現在は王冠級まで使えるが、そもそも攻撃魔法の数が少ない上、白の図書館にも書籍が一冊しかなかったので、使えるものは限られてくる。実際、そんなに練習したわけでもないから、時間ロスもあるかもしれない。それに梯子級だから、それなりにMPを消費する。もう一つの範囲は、王冠級で【アースブレイク】だ。こちらはMPを五分の一も持って行かれる。

            「バフの準備できたよ」

            　青兎の声で我に返った。

            　バフは、気象系総合のものよりも、雷や風――仮に存在するならば竜巻に特化してかけた方が、効果が上がる。そもそも普段から、気象系というくくりはあまり意識しない。意識しているのなど、気象系のレベルを上げている魔術師くらいだろう。

            　気象系魔術は、氷と雷と嵐などの内最低三つの攻撃魔術と、地水火風の元素魔術のレベルをかなり上げないと、そもそも出現しない。氷と雷と嵐は使用する魔術師も結構多いが、大抵その内の二つか一つを極めるパターンで、それぞれの個別レベルを高めている人が多い。詳しくは知らないが、氷の魔術師だとか雷の魔術師だとか、そういう通り名で呼ばれている魔術師がいると、街で耳に入ってきて、僕とは違いすぎる格好いい評価だなぁと思った記憶がある。キング・オブ・ヒキ廃ニートは、ちょっとなぁ……と今でも思っている。

            「攻撃属性と分担はどうする？」

            　月極が僕を見た。

            「気象系のmobだと思うから、対角属性の空間範囲で僕はやる。気象系って言う考えが間違ってても、前回よりは上級に位置する範囲攻撃だから、よっぽど効かない限りはそれで行くよ」

            「気象系耐性バフは今のところ存在しないから、雷と風で用意しちゃった」

            「それが一番効果的だと思うよ」

            　僕が青兎に言うと、月極が腕を組んだ。

            「召喚獣の属性は何が良いんだろうな。風は土に弱いし、雷にも土なら耐性あるから、土系にしようと思ってたんだけど」

            「それで良いと思うけど」

            「なんで黒麦は土の範囲にしないんだ？」

            「雷に対して耐性あるけど、攻撃に属性upがないから。風じゃなくて竜巻属性だった場合も、属性による攻撃力upは消える。気象系じゃなかったら、土の範囲に切り替えるよ。それに空間魔術と土の召喚獣で攻撃すれば、どちらかは与えるダメージ高くなるから、効率も良いし」

            「そうだな。じゃ、俺は土で行く。土なら、前衛も出来るし。赤鐘はどうする？」

            「相手の攻撃で、こっちのHPとかがどのくらい減るか確認してから考える。俺には、属性に合わせた攻撃は出来ないから、そっちを優先するよ、まずは」

            　

            　こうして、そう言うことになった。

            　日廻が一組目の敵のヘイトを取りに行き、群がってきたmobを粋龍が止める。

            　丁度それと同時に、前衛の二人に青兎がバフをかけ終わった。

            　月極の召喚も完了する。

            　僕は淡々と詠唱していた。梯子級の詠唱も王冠級の詠唱も長い。詠唱は心の中で言葉を正しく再現しても発動するから、雑談しつつ準備していたとはいえ、いつもとは異なり、月極の召喚が完了したところで、漸く準備が整った。今回は間をおかずに打てるのは二発、危機には一回無詠唱が出来るが。どちらにしろ、王冠を打った後は、詠唱不可や動作不可の時間ロスの可能性を無視できない。

            　月極の攻撃命令が響いてきた。

            「ユバ、大地の亀裂」

            　かなり上位の攻撃らしく、発動までに時間がかかるようだった。

            　mob達の足下が揺れ始める。

            　前衛二人のステータスを確認すると、赤鐘が回復しているとはいえ、前回と大差ない。

            大差ないと言うことは、前回よりもmobは強い。しかも対峙する人数は少ないので、削られていく速度は速い。

            　単体属性のmobよりも、上位属性である気象系、そうでなくとも混合mobが強いのも分かっている。赤鐘まで全員に、二種類のバフを青兎がかけ終わったのとほぼ同時に、月極の攻撃が発現した。

            　敵の減りは、HPが五十分の一。属性補正がない事が、やはり一因に思える。

            「ビックバン」

            　僕は、攻撃終了を確認すると同時に、範囲攻撃を放った。

            　mobの集団中央に現れた点が、光へと代わり、強く爆発する。

            　視界が白くなり、目を伏せながら、MPの減りを確認する。十分の一ほど減っていたが、確認するのとほぼ同時に、赤鐘がMPを魔法で回復してくれた。

            　視界が戻ると、mobが消えていた。

            　場が静まりかえる。

            「さすがだな、黒麦」

            　いち早く我に返ったらしい月極に、明るい声でそう言われた。

            「やっぱり気象系だったんだと思う」

            　納得しながら、僕は顔を上げた。

            「休む？」

            「その方が良いと思う。下のmobの属性分からないから、バフが切れるの待った方が良いし」

            　青兎がそう言って、床に座り込んだ。

            　兎の耳がぴょんぴょん揺れている。

            「確かに、前回と違ってダンジョンの階数も想像できないし、次の場所へのアナウンスもないからな。道も探さないとならないみたいだ」

            　粋龍もそう言って、腰を下ろしてあぐらを組む。

            　日廻が周囲を見回しながら、首を傾げた。

            「索敵にも何も引っかからない。罠解除にもだ」

            「場所が海だし、下に続くんだよな？」

            　月極が暢気に言う。

            　壁により掛かりながら、赤鐘が床を見据えた。

            「模様があるから、床に仕組みがありそうだね。壁には何のヒントもない」

            　僕も彼の視線を追って、まじまじと床を見る。

            　どこかで見たことがある気がしたが、思い出せない。

            　長方形と正方形が、何らかの規則に従い敷き詰められていた。

            　圧倒的に長方形が多い。

            　確かに大陸クエストで、床に隠し通路がある場合と、雰囲気が似ている。

            　模様の色は、赤、青、緑。四大元素の基本カラーに似ているが、土の黄色が無い。

            　mobに手がかりがあることも多いし、さっきのmobは月極が言った通り土に関係が深かった、土ならば、こちらが防御する上では十分効果的だったはずだ。

            「正方形だけ黄色に塗れば、トパーズ大陸の教会の床と一緒だな」

            　月極の言葉に、思い出して頷いた。

            「本当だ。土の元素色の黄色だけ、四大元素の内、欠けてるし、さっきのmobのことを考えても、黄色にすれば良いんだ」

            「床の材質は、あの教会はトパーズだったな。こっちのはただの木みたいだけど」

            　粋龍が床に触れる。

            「剣の光属性攻撃をすれば、三分間は黄色になるな。ダメージで」

            　日廻がそう言って、正方形の位置を目で確認していく。

            　誰とも無く壁際まで移動した。

            「正方形、八十二個あるね。場所もバラバラだし。三分で一気に全部に攻撃しなきゃならないのか……」

            　青兎の呟きは、剣士が沢山いたら良かった、という全員の気持ちを代弁していた。

            　他の光属性を帯びた攻撃もあるが、聖剣士だけが、敵のヘイトを取ることが多いため、他のプレイヤーに分かりやすいように、mobにダメージを与えたとき色がつく仕様なのだ。

            「問題ない」

            　言うと同時に、日廻の姿が消えた。

            　音速で、床に剣をさしまくっているのだと、声が響き終わる頃に、やっと気がついた。

            さすがは俊敏を上げているだけある。

            　速い。

            　反復横跳びのように、左右にも動き、剣を指す一瞬だけ姿を認識できる。

            　が次の瞬間にはもうそこにはいない。

            　ギルド間バトルのための仕様だと思うが、建物にも攻撃できるのだ、クラウンズ・ゲートは。ギルド間バトルは、ギルドランキングを決めるものだが、参加自由なので、僕らの【血塗れ男爵】は一度も参加したことがない。なにせ、五十人以上参加必須のバトル課題などもあるのだ。

            「終わった」

            　考え事をしている内に、二分未満で、日廻が作業を終えた。

            　すると入り口から見て左奥の床の一角が口を開けた。

            『「クエストクリア。地下二階へお進み下さい」』

            　機械的なアナウンスが流れてきたので、僕らは慌てて（色――状態が元に戻り、扉が閉まることを懸念したのだ。そう言うダンジョンもある）下へと進んだ。

            　細い階段の踊り場で、僕らは立ち止まった。

            　一番下の床の正面に、閉ざされた扉が見える。

            　前回とは違い、各部屋に扉がある様子だ。

            　扉がなければ、階段に居る状態で話合いが出来る。

            　これまでのように、こちらが攻撃するまで、襲ってこないmobが相手なら良いが、扉がついているダンジョンの場合、約半分はパーティメンバーが一人でも部屋に入った瞬間に（向こうの射程にいなくても）襲いかかってきたりする。部屋から出てこないことは幸いだが、こちらも出られなくなるパターンも結構ある。扉が開かなくなるのだ。

            　地下一階だったらしい先ほどの場所が、次へ進むための作業も含めてのクエストだったことを考えると、今までの経験があてになるのならば、そろそろ、mobの攻撃行動自体にも注意を払わなければならない。

            「次のmobはなんだと思う？」

            　赤鐘が僕に言った。

            「さっきは気象系でくくることが出来るmobだったけど、一般的にあれは混合mobだから――次も気象系で、何か別の属性の、混合mobなんじゃないかな」

            　混合mobがいる場合は、これまでは片方のmobの属性は統一されているダンジョンだけだった。しかし前回が、光属性と闇属性が階数によって変化したことを考えると、勿論次は全く別の属性の可能性もある。前回と同じ五階建てなら、二階ずつ変わることもあるだろう。何階建てか分からないのはちょっと痛い。地下ダンジョンは、基本的に三階建てが多い。例外は大陸クエストの中で、大人数で協力しなければならない種類のダンジョンだけだった。一度だけ百階建ての地下ダンジョンのクエストに、他のギルドの人達と連合して参加した経験がある。

            「気象系だと、何が有名なんだ？」

            　日廻の言葉に、青兎が腕を組んだ。

            「雷と氷と嵐。後は、霧、もあったかな。他はさっきみたいに、竜巻だとか地震だとか噴火、津波、洪水なんかの一見元素属性の災害ものもあったはず。無数にあるみたいだけど、他は僕、知らない」

            　そう言って彼は僕を見た。

            「有名じゃないものなら、蝗――害虫系とか、塩害、あとはmobとの戦闘中だけ気温が変化する種類もいるし、何属性って言ったらいいのか分からないけど、木の根とかもある」

            「なんにしろ入ってみなけりゃわからん、てことか」

            　粋龍の言葉に、月極が頷いた。

            「じゃ、行きますか」

            　こうして僕らは先に進んだ。

            　言霊というものが存在するのか、入った先の床は木の根で出来ていた。

            「攻撃してきた！」

            　日廻がヘイトを取る前に、蠢く木の根が、僕らを叩きつけようとしたり、絡め取ろうとしたりを始めた。下からの攻撃だったため、全員が襲われる形になる。

            　その他に、前方からは、組がある様子のない、一体ずつのゾンビのようなmobが押し寄せてきた。周囲に靄があって、霧属性だろうと判断する。

            　それでもバフと回復をしようとしている青兎と赤鐘を、木の根をきって進む日廻と槌で振り払って進む粋龍が守ろうとする。月極は、召喚動作不要で喚べる『ペット』に属する、パンダ型の召喚獣【イチジク】の肩に乗って体勢を立て直そうとしている様子だ。

            　という周囲を見回した状態で、僕は杖を握りなおし、無詠唱での発動を決意した。最低でも木の根をどうにかしないと全滅するのは時間の問題だったからだ。

            「アースブレイク」

            　王冠級だが、すぐに発動した。MPが五分の一減った。

            　周囲が群青色と橙色を混ぜ合わせた、夕暮れの色へと変わり、直後に鏡のように全てが割れた。暗闇が視界を埋め尽くし、急に自分の前後左右上下が分からない場所に放り込まれた感覚になる。

            「……なんだ？」

            　視界が戻った時、粋龍が首を傾げた。

            「今のは、mobの攻撃……じゃなかったんだね、ゾンビが何かしたのかと思ったよ」

            　赤鐘が床に、頽れるように座り込んだ。

            　月極がイチジクの肩から床に飛び降りる。

            　その隣で、HPが三分の一にまで減って、立ちくらみを起こした様子の青兎を、日廻が抱き留めた。POTをのみつつ、赤鐘が、平行して回復魔法をかけている。

            　僕は時間ロスで動けないまま、ぼんやりと部屋の中央に現れた地下への扉を見る。

            　クエストクリアの声がどこかのタイミングで聞こえた気がしたが、何時だったのかは分からない。

            「木の根の下に、すんなり扉があったな」

            　月極が歩み寄る。

            「次はボス戦の可能性があるし、少し休もう」

            　日廻がそういって、青兎を床に座らせ、自身は床にべったりと体を預けた。

            「俺ですらHPが五分の一も減ってる。もうちょっと遅かったら、全滅だったな」

            　しみじみと粋龍が呟いた。

            「強さが桁違いになった、というよりは、不意打ちされたのが大きかったけどな……覚悟はあったし。ああいうmobがいるかもっていう。けど結果は結果だから、やばかったのは確実。ま、クリアしたんだし、良いよな」

            　月極が、そう言って笑った。

            　僕も含めて、みんなで頷く。やっとグレイになって使えなくなっていた、時間ロスが消え、全魔術を使える状態になった。全ての魔術がグレイアウトしていたので、ちょっとヒヤヒヤしていた。こんな風になるのは久しぶりだ。MPも回復してもらえた。

            　それから皆が状態を回復し、そろりそろりと出発することになった。

            　階段を下りていき、扉の前で立ち止まる。

            「ボスだったらどうする？」

            　青兎の言葉に、日廻が腕を組む。

            「恐らく気象系だろうな。周囲にmobがいたら、まずはそちらを片付けよう。際限なく沸く場合は、mob殲滅直後に攻撃。で、またmobが沸いてきたら片付けるという、いつも通りの流れにしよう」

            　霊薬が、もう無い。

            　死ぬ可能性が高いと最初に判断していたから、一人三つ分しか持ってこなかったのだ。先ほどパンダの上から、月極が渡した分全てが消費されているとみんなで確認済みだ。僕は一度も使っていないが、その分も含めて消費したとのこと。そうしてくれて良かったと、みんな生きているから安堵した。

            　戦法に全員同意し、唾液を嚥下してから、中へと入った。

            　地下二階とは違い、地下三階は明るかった。

            　吹雪が舞い、雪に覆われている床。突き当たりは見えない。

            　天候操作の魔術が働いている様子だ。

            　天井からは氷柱が垂れ下がっていて、その合間に、不似合いな蛍光灯が並んでいる。

            「ボスだな……」

            　粋龍が目を細めた。

            　中央に蒼い小池のようなものがあり、そこに、下半身が魚の巨大なmobがいた。

            　上半身は、人間の腹部がまずあって、その上に、四つの頭が載っている。

            　鷹、獅子、馬、そして人間の顔だ。

            　それぞれの口から、タイミングはバラバラに、暴風――嵐（？）、溶岩、巨大な無数の氷柱、蝗が吐き出されていく。凄い勢いだ。顔の位置が歪ながらも東西南北をそれぞれ向いていて、首が動き、僅かとはいえ上下左右が度々変わる。

            「近づいてくる気配はないな、どうする？」

            　日廻の言葉に、粋龍が一歩前へと出た。

            「この状態のまま、黒麦が魔法攻撃するって言うのはどうだ？　霊薬無いし」

            「効率も良いな、それ」

            　頷いてから、月極が召喚獣を呼び出す。

            「あ、悪い、ヘイト」

            　まだ取っていなかったと気づいた様子の月極が息を飲んだが、攻撃は幸い来なかった。

            　それを見て取り、青兎が淡々とバフをかけ始める。

            　僕は部屋にはいると同時に王冠級の呪文を唱え始めていて、今はやっとそれが終わったところだった。こちらを見る周囲に頷きながら、梯子級も唱え始める。MPが減ると同時に、赤鐘が回復してくれた。

            「近づかなければ攻撃はなしか。攻撃される前に、倒せると良いな」

            　日廻がそういいながらも、ヘイトをいつでも取れるように、走り出す構えをした。

            　月極がいつでも攻撃を発動できる状態で、僕を見た。

            　僕はと言えば、粋龍の真後ろ、赤鐘の隣で、ボスを見据える。

            「魔法の準備はできた。時間ロスと詠唱時間がそれなりにあるから、二発目をすぐには打てないかもしれない」

            　詠唱速度は上げられるが、時間ロスはその時々で変わる。最も長い場合で、三分間動けないことがあった。この場合は詠唱済みの呪文も、発動できなくなる。

            　そう伝えた時、青兎のバフも終わった。

            　四種類以上のバフがかかっている。際限なくバフをかけられるのが、クラウンズ・ゲートの特徴だ。

            「――行くよ」

            　僕の言葉に皆が頷く。

            「アースブレイク」

            　発動し、攻撃終了を待つ。

            　見ると、ボスのHPが三分の一になっていた、と確認した時、前方から閃光のように溶岩が一筋の線となって飛んできた。避ける間もなく、粋龍に直撃する。いや、避けなかったのだと思う、僕が真後ろにいたから。丁度人一人分を貫く攻撃だった。

            「粋龍！」

            　思わず僕は叫んだ。

            　体は、声が出せる以外は、時間ロスの弊害で動けない。

            　粋龍のHPが凄い勢いで減り、残り三十分の一となる。

            　構えていた赤鐘が回復し、本人も霊薬に次ぐHPのPOTを飲むが、まだレッドゾーンのステータスだ。今の粋龍のHPだと全回復するHPのPOTは無いのだ。MPならば、どんな数値でも全回復するPOTがあるというのに。

            　こんな状態になった姿など、出会ったばかりの頃、二人でパーティを組んで、不意に高レベルのフィールドボスに襲われた時の、たった一度しか見たことがない。このままでは死んでしまう。見たくない、と、ゲームのはずなのに感覚がリアルになったからなのか強く想う。

            「おいおいおい、粋龍でこれなら、かすっただけでも俺たち即死だろ……」

            　月極の言葉の途中で、今度は別の顔がこちらを向き、何かを吸い込み始めた。

            　大きく開いた口の中に、冷気を纏った氷柱の渦が出来、一つの線となっていく。

            　まだ粋龍は全回復しない。

            　日廻が一歩前へと出て、月極が更にその前に、召喚獣を出す。そして月極は、僕の前に立ち、青兎が赤鐘の前へと立った。赤鐘がMP回復POTを飲んでいる。

            　僕はまだ動けない。

            　ボスからは攻撃が放たれようとしている。非常にまずい。

            「神火」

            　その時、聞き慣れた赤鐘の声が、冷静さを保ったまま、響いてきた。

            　静まりかえっていたその場が、直後真っ白になった。

            　目を見開くと、白く見える火が、前方で壁のように揺らめいていて、その後ろに赤い火柱が見て取れる。部屋を彩っていた雪や氷柱まで全て一瞬で蒸発したらしかったが、暑さはない。耳をつんざく断末魔が響き渡る。火は、それからすぐに消えた。

            　そしてボスも消えていた。

            　全員が恐る恐ると言った具合に、振り返る。

            　僕も赤鐘を凝視してしまった。

            「……嘆きのルビィ？」

            　月極の声に、無表情だった赤鐘が、我に返ったように苦笑して頷いた。

            　時間ロスが終わった僕は、杖を構える。

            　赤鐘のMPが０になりグレーアウトしていて、HPが半分まで減っていた。

            　すぐに詠唱を終え、単体の光魔法――回復魔法をかける。

            「有難う黒麦。あはは、MP空っぽだし、HP半分も使うし、なんだかね。やっぱり、俺以外が持ってた方が良いかも。回復できなくなっちゃうし」

            　から笑いをするように、焦るように、赤鐘が言う。

            「何属性？」

            　青兎が尋ねると、赤鐘が首を小さく動かした。

            「光と火の属性攻撃なんだ。単体攻撃みたいなんだけど、周囲にも影響するみたい。攻撃種類は、『守護』っていうのが、回復とか魔術とかのくくりの所に表示されてる」

            　安堵するように粋龍が座り込みながら、体の力を抜いく。

            「助かったぞ、赤鐘。俺はもう終わったと思った。死んだと思った」

            「すごいな守護者の力。タイミング的にも完璧だったし、回復だって全然普通にやってたし、赤鐘がこのまま持ってたらどうだ？」

            　月極が笑顔を浮かべ、大きく頷く。

            「確かにな。地下二階でも使えただろうが、冷静に回復を優先したり、赤鐘が持つのが適任だと私も思う」

            　日廻が頷きながら剣をしまった。

            「何かすごく堂に入ってるって言うか、似合ってたしね。教えてくれれば良かったのに。城のダンジョンで試したことあるでしょ？」

            　頷きながら青兎が言う。

            　すると赤鐘が照れるように笑った。ちょっとだけ恥ずかしそうだ。

            「レベルに限らず、所持者は誰でも使えるんだって。だけどレベルとか仕様技能とかで威力が変わるから、なんていうか。言うタイミング逃してさ。初めて使った時、HPが１しか残らなかったんだよ。MPは今も空だし……ごめんね。本当、もっと速く話ておくべきだったと思う。俺は粋龍みたいにHPある人が持ったら良いと思う。それか、MPがすごい黒麦。うん、もっと速くそうしてれば、一ヶ月を無駄にすることはなかったよね、ごめん」

            　話ながら、赤鐘が項垂れた。

            「いや俺は、持ってたら確実に一発目で使うし、無理」

            　粋龍の言葉に、僕も続けた。

            「僕も無理だよ。魔術、場合によっては時間ロスで全部のスキル使えなくなるし、それに使うタイミングが図れなくて躊躇すると思う。冷静に判断できる赤鐘が持ってるべきだよ。一ヶ月、全然無駄じゃない。おかげで、僕たちはみんな生きてる」

            　そう言ってローブ越しに、粋龍を見る。本当に良かった。

            「――本当に良いの？」

            　赤鐘が呟いた。そして続ける。

            「俺、単純にこれまで攻撃ってあんまり出来なかったから、変に欲が出て、これを独占したくなって、一ヶ月黙ってたんだよ、多分」

            「いやこれからは、攻撃要員だろ。あれだな、スキル使える限り、このギルド秘蔵のさ」

            　月極がからかうように笑う。

            「HP半分なら、僕が全回復できることが分かったから、これからは使ってるところ見たら、すぐに詠唱するよ」

            　僕も頷く。

            「大体お前は、自分でそう言うことを言うが、別に悪くないだろう。全員でお前にそれを預けることにしたんだし、きちんと使えるようになった以上、使うのは当然だ。誰だって新しいスキルを覚えたら、使いたいと思うものだ」

            　日廻が言うと、赤鐘が長い瞬きをした。

            「本当に有難う。いつか、キングが決まって誰かに宝石を渡すことになるかも知れないけど、それまで、俺はこれを持ちたいと思う」

            　誰も異論は唱えなかった。

            　それを見計らうようにして、青兎が正面に顔を向ける。

            「それで、あれはどうする？」

            　その言葉に、皆が視線を向けると、いつの間にか、ボロボロの石で出来た椅子が現れていて、そこの上には王冠――そして、巨大なサファイアが鎮座していた。

            「色合い的に、青兎だろ。名前も青だし、髪の色も海色だし」

            　月極が言うと粋龍が吹き出した。

            「最初もその決め方で、赤鐘になったんだよな」

            「まさかそんな決定方法続けないよね？」

            　名指しされた青兎が引きつった笑みを浮かべて粋龍を見る。

            「僕は攻撃スキルとか興味ないよ。ストレス解消は銃で良いし、これからはバフ上げたいし」

            「俺はいらないってさっき言った」

            　粋龍が顔を背ける。

            　僕も頷く。

            「僕も良い」

            　すると日廻が腕を組む。

            「私は正直興味はある。だがルビィの時は、確か月極も興味を持っていたな？」

            「まぁ当然俺もあの威力見たら、宝石に興味はあるよ」

            「じゃあ二人で決めなよ」

            　青兎が言う。が、二人が揃って首を振った。

            「私はヘイトを取る事が多いから、今のところ無くても問題ない」

            「俺も、召喚獣の上に載って攻撃回避したり、POT配ったり、色々あるし、攻撃力も生存確率も、そこそこなんとかなる気がする。さっき死にかけてたから言うんじゃないけどな、バフ中の不意打ち考えたりすると、青兎が持ったらいい気がする。死ぬ前に使う、って感じで。そもそも俺が欲しい理由は、黒麦を守りたいだけだから。色も青だし」

            　僕は思わず咳き込んだ。

            　笑顔で何を言ってるんだ、月極は。

            「その動機だけは、俺もある」

            　粋龍が楽しそうに笑う。

            「まぁでも、普通に月極の言う通り、俺も青兎が持つのが最適だと思うぞ」

            「確かに僕が死ぬのを回避するって意味ではそうかも知れないけど……じゃあ何、月極はエメラルド狙うの？　それとも翡翠？　もう遅いかも知れないよ。それに、HPは確かに赤鐘より僕の方があるけど、瀕死の状態で使ったら、結局僕は死ぬんでしょ？　何？　自爆しろって事？」

            「HPは、１は絶対に残る」

            　赤鐘が検証したようでそう言うと、青兎が唇をとがらせた。

            「僕、誰かに譲渡しちゃうかも知れないよ？　このギルド外の誰かに、情報と交換で」

            「まぁ青兎が選んだ相手なら、良いんじゃないか」

            　日廻が頷く。

            「別にこのギルドは宝石揃えてるわけじゃないしな」

            　月極も同意した。

            　返す言葉を見失ったらしい青兎が、しゅんと項垂れる。

            「おかしいよ。普通マスターとか副マスとかが、責任持って持つべきだよっ……嫌だって言ってるのに強制するの？」

            　悲しそうな少年の声と、垂れ下がった兎の耳に、僕は胸が痛くなった。

            　実際、責任を取りたくないと言うこともあって、僕は持ちたくない。

            「強制はしない。どうしても無理だというのなら、持ち帰った後、もう一度話合う場を設けよう。なんなら、赤鐘が二つ持っても良いだろうしな」

            「嫌それは無理。宝石は一人一つしかもてないみたいだから。うん、でもそうだね。とりあえずここにいても仕方がないし、青兎。持ち帰ってから考えよう、ね？」

            　赤鐘が言うと、青兎が日廻へと顔を向け、睨んだ。

            「なら、団長が持ち帰って、話合えばいいじゃん」

            「私が今持つとしたら、条件として私はこのギルドで宝石を集めることを提案する。団長決定として、全員に従って貰う。良いか？」

            「――横暴だよ。何で持ちたくないの？」

            「合意でPKしあう腕試しが出来なくなるからだ。別に持つだけで、使えるようになる必要もないし、バフを上げて銃を撃つという姿勢でいっても良いだろう」

            　日廻の言葉に、今度は青兎が僕を見た。

            「どうせ僕が使わないんなら、時間ロスでスキルが使えない場合があっても、黒麦が持ってて使わないのと同じ条件になるよ。黒麦が持ってよ。少なくとも持ち帰って。僕が持ち帰っても、ここのギルメンが、話合いで誰も譲渡を引き受けない未来しか浮かばない」

            　どうしたものだろうかと、僕は思案する。

            　何か良い考えはないだろうか。

            　その場を静寂が包む。視線が僕に集まった。どうしよう。

            「……もう料理しない」

            「「「「「え？」」」」」

            　全員の声が重なった。

            「それでも良いなら、ギルドも抜けてソロに戻る。今この場で脱退する」

            「「は？」」

            　粋龍と月極がそろって声を上げる。

            　しかし、我ながら良い考えかも知れないと思った。

            　特に後半だ。

            　脱退したら、もう宝石を持つだとか考えなくて良いのだし。

            　どこかひっそりとした場所で自宅ゲートを開き、救出までのんびり暮らそう。

            「うん、良いかも。そうしようかな」

            　なんだか乗り気になってきて、僕は一人頷いた。

            「黒麦が言うと、冗談に聞こえないよ……」

            　赤鐘が引きつった顔で笑った。

            「本気なんだろう……黒麦ならやりかねない……」

            　日廻が険しい顔つきで、青兎を一瞥した。

            「黒麦が抜けてもいいのか？」

            「……」

            　青兎が、悩むように頭に手を添えた。

            　まさか彼も、ギルドを抜けるなんて言い出したらどうしよう、顔広いし、いくらでも他にも入れるだろうと思い、僕はちょっと困った。少なくとも日廻は、この案を採用して、自分が抜けると言い出す気がする。青兎や日廻が抜ける穴よりも、僕が抜ける穴の方が小さいだろうから、僕が持たされるかも知れない。

            「料理……」

            　青兎が呟いた。

            「それだけじゃなく……いなくなっちゃうの？」

            　不安そうに彼が僕を見上げた。

            　僕は何も言わずに、それを見守る。

            　年相応の表情の青兎が可愛く見えて、つい笑ってしまいそうになったのだ。

            　ローブを着込んでいて本当に良かった。

            「……」

            　青兎は、暫し考え込む顔をしてから、漸く頷いた。

            「分かった。僕が持つ。だけど、僕も、持って帰るにあたって、条件出しても良い？」

            「言ってみろ、とりあえず聞こう」

            　日廻が言う脇で、粋龍と月極と赤鐘がほっとしたように息を吐いた。

            　そんなに料理の威力は高いのだろうか。

            　ちょっと自分でも吃驚だった。

            「全員一週間ずつ、僕と二人で行動すること！」

            　青兎の声に、迷うでもなく僕は頷くことにした。

            「いいよ」

            　それで宝石を所持してくれるんなら、願ったり叶ったりだ。その間に救助が来るかも知れないし――最早絶望的だとはいえ。

            「私も構わない。しかし私と二人きりになるとは勇者だな」

            　ニヤリと笑って日廻が余計なことを言った。

            　そういえば同性愛者だった。

            「手だされそうになったら、在るのか分からないけどサファイアの力で、問答無用でPKするから」

            「怖いな」

            　粋龍が呟くと、ちらりと僕を見た。

            「……なぁ粋龍？　青兎と黒麦を二人で歩かせたら危ないから、俺たち偶然街で遭遇しない？」

            　月極の言葉に、赤鐘が隣で吹き出した。

            「君ら本当に過保護だよね。一週間何するかも分からないのに」

            「うるせぇ。それにしても、月極、それは良い案だな」

            　粋龍が答える。月極と粋龍の言葉は、青兎に同意している形だ。

            「俺も一週間なら、全然良いよ。元々二人で行動することは、よくあったし」

            　最後に赤鐘がそう言ったので、決まった。

            　意を決したように、頷いてから、青兎がサファイアへと歩み寄る。

            　そして指先を伸ばした。

            　瞬間、まばゆい青の閃光がその場を支配し、次第に視界が白くなった。

            　気づくと僕らは、サファイア大陸の黄昏の時計都市にいた。

            　都市の中央にある、時計台と転送鏡を一瞥する。

            「あれ、【血塗れ男爵】のギルメンじゃね？」

            「うわ、全員居るだろ、貴重。最近、サファイアにいなかったよな」

            「なにやってるんだろ？」

            「クエストじゃない？」

            「まさか、クラウン・クエスト？　他のギルドも来るのかな？」

            「あの人数で行くって事は無いだろ……」

            「いや【血塗れ男爵】だし……」

            　タウンチャットが一気に騒がしくなる。

            「って、おい、見ろ。クラウン・クエストの宝石箱」

            「新しいの、はまってる。サファイアだ」

            「【黄昏のサファイア】？」

            「所持ギルド、また【血塗れ男爵】だ」

            「って事は今行ってきた帰りって事？　この大陸にあったって事か？　え、一発クリア？　俺たち朝からいたけど、死に戻り無かったよな？」

            　黄昏の時計都市で、【黄昏のサファイア】というのも、なんとも類似性があるなぁと僕は、聞こえてきた声から考えた。嘆きとか黄昏だとか、そういう単語も何かのヒントになっていたり、役割を持っていたりするのだろうか。

            　

            　

            　

            　

            


            　

        
        
            【12】攻略後

            　

            　

            　それからすぐに僕らは、ギルドホームへと移動し、天空の城へと戻った。

            　『会議室』と名付けた、【神の火槍】がある部屋に集まり、今回の戦利品を確認することにする。まずは、僕からだった。素材からだ。本当は黄昏のサファイアの特典が知りたかったが、焦ってはいけない。僕以外のギルドメンバーには、ひっきりなしに個別チャットが飛んできているようで、後で連絡するなどの短いメッセージを、みんな返しているようだった。誰か一人くらい僕に連絡してくれても良いだろうと思ったが、画面に映っている各地のタウンチャットで、早速サファイアのことが騒がれているのを眺めていたら、どうでも良くなった。だから、淡々と説明を開始する。どうせ後で、倉庫で確認しても良いのだし。

            「今回のmobが落としたアイテムの内、僕が持ってるのは、雷鳴鏡×99が、四セット。魔眼×99が、一セット。獅子王の咆哮石×99が二セット。災害時救急キット×99が十五セット。最上級樹皮×99が二十セット。快癒の包帯Lv.7×99が百セット。凍った林檎×99が三十セット。神の燻製道具×99が一セット。霊薬×99が十セット。気象の懺悔×99が一セット。蘇生球×99が一セット。気象の魔術書×１は移動不可、災害の魔術書×１も移動不可、氷・雷・嵐・木の根・竜巻・脅威（害虫）の魔術書各×１も移動不可」

            　僕が言い終わると、個別チャットを続けたままの様子で、赤鐘が口を開く。

            「ボス戦のだと思うんだけど、執筆の書×99、執筆用書籍×99が五百セット、気象の書×10、移動不可のものが、蘇生・光攻撃範囲・光の防御、計三種類の神聖魔術書が各×１……守護者の書×３」

            　前回よりも階数が少ないので、アイテムの種類もこんなものなのかも知れない。

            　でも、レベルが高かったからなのか、その割にセット数が多いものもある。　これまで、死ぬと一分後に転送されるだけで、復活できなかったので、復活可能な蘇生球というアイテムや、赤鐘が手に入れた蘇生の神聖魔術書は、画期的だ。

            「執筆の書と執筆用書籍で、各職の個人スキルや、それに対する自分の考え、理論がつづれるみたい。職業と生産両方で使えるって。ただ図書館の本と一緒で、全部読むと効果が在るのかな……いやでも、レベルに応じて、使えないものはグレイアウトで表示されるって書いてあるよ。それと、守護者は九人て聞いてるけど、何で三冊なんだろう。同じ内容なんだろうし、一人一冊しか使えないけど……あれかな、所持者が変わった時用なのかな」

            　赤鐘の言葉に、僕は頷いた。

            　執筆の書に特に興味がある。料理のレシピ本を作ることが出来るし、技能の上げ方も書けるだろう。

            「僕はボスにとどめさしてないから、他のフィールドやクエストのmobと違って、クラウン・クエストは、mobも本を落とすって分かったね。だとすると、他のギルドの人達も、何か本も手に入れてるのかも。僕たちと被ってる可能性はあるけど」

            　僕がそう言うと、赤鐘が頷いた。

            「後は、とどめをさした人間の職とmobの属性に関係がある、移動不可の本が落ちるみたいだね。その理屈で行くと、守護者の書は、宝石持ってたからか、宝石使ったから落ちてきたのか……どうなんだろう。名前的に、宝石に着いてくるアイテムっぽいのに」

            　二人で考え込んでいると、青兎が咳払いした。

            「次、宝石のアイテムなんだけど」

            　その言葉に残りの三人も顔を上げる。

            「黄昏のサファイア、倉庫移動不可。その他は、サファイア初取得パーティ特典アイテム――当該時パーティ外移動不可っていうルビィと同じ条件で、気象の書、災害の書、天候の書、空間の書が各×６、希望の足輪×６、女神の加護（水属性）×６。それで初取得ギルド特典アイテムもある。ギルド外移動不可。これは、王冠鏡×１、天界の金箔×２、王者の証の石の欠片×１、地下施設×１。後ね、新しく、宝石二種初取得ギルド特典ていうのがあって、説明は取得済みアイテムによって内容が変化するアイテム、ギルド外移動不可で、【神の涙】のボタン×１、造園術×１、別の図書館×１、商業施設――大きな露店を好きな街に出せるんだって。商業施設は倉庫移動可で、出店すると売り子のNPCもつくみたい。×25、あ、王者の証の石の欠片×１……三つ揃ったね、キング候補になれる……それから、っ、壊れたクラウンへの手がかり×２。『地図の切れ端』と『覚書』って書いてあるのが一つずつ。最後が、手記×１」

            　青兎の言葉に、粋龍が首を傾げた。

            「二種類初めて持ったギルド向けの特典ってことだろうな。クエストを二回目に、って事なら、二種じゃないだろうし、今回の俺たちは少なくとも聞いた限りでは、クエストを三番目にクリアしたことになる」

            「そうだね」

            　考え込むように赤鐘が頷く。

            「壊れたクラウンへの手がかり、か。複数の宝石を持たないと、クラウンは見つからないのか……しかもギルド移動不可ということは、初めて宝石を取得したギルドが情報開示しないと、全ての宝石を集めてもクラウンにはたどり着けないな」

            　日廻が腕を組む。

            「とりあえず、素材は倉庫に入れて、本はあとで貰ったり使ったりすることにして、新しい奴、試してみようぜ？」

            　月極が言った。

            「ホームギルド系は、地下施設みたいだよ。他は、天空鏡みたいに、任意の場所に追加されるみたいだし、まずは地下施設がどういうものか確かめてから、何処に何を設置するか決めた方が良いんじゃないかな？」

            　青兎の言葉に、僕らは頷いた。

            「使うよ」

            　その声と共に、青兎が【地下施設】を使用した。

            「「「「「「……」」」」」」

            　暫し待ってみる。

            「何も起こらないな」

            　日廻が首を傾げた。

            「ここ空だから、地下施設作れないとかだったら、やばいな。アイテムは消えたんだろ？」

            　月極の言葉に、青兎が溜息をつく。

            「消えてる」

            「もう少し待ってみる？」

            　赤鐘がそう言いながら立ち上がった。

            「丁度良いし、倉庫に色々移動してくるよ。行こう、黒麦」

            　誘われたので、僕は立ち上がった。

            　青兎も移すものはあるだろうが、まだ使うアイテムが色々あるせいか、座ったまま考え込んでいる。

            「あ」

            　倉庫に入ってすぐに、画面をみて赤鐘が声を上げた。

            「三階構造になってるね」

            　最初のギルドホームが中間に位置していて、上は今まで通りこの城の倉庫、そして下側に新しい欄が出来ていた。

            　慌ててアイテム類を放り込んでから、僕らは会議室に戻った。

            「倉庫が増えてた。天空の城には、下のホームにゲートが出来たんだし、元々のギルドホームにまた追加されてるんじゃない？」

            　赤鐘の言葉に、一同が顔を上げる。

            　そして僕らはみんなで下におりて見ることにした。

            　が、降りるまでもなく、ゲートに立ったところで、街を移動する時のように、地下施設という選択肢が出来ていた。

            　そろって移動する。

            　

            　ゲートの先にあったのは、窓の無い巨大な部屋だった。

            　巨大な、と言っても、本当に広くて、小さな街一つ分くらいの広さだ。

            　ゲートのすぐ側の壁に、各階の地図が書いてあって、五十階建てだと分かる。

            　図書館などもあった。本の内容が、城とは違うのか、後で確かめてみよう。

            　違うと良いなぁと思ったが、同じ本が複数あっても、貸し出しが出来るし良いのかなと考える。各職の書籍は兎も角、属性の研究書などは、全員が回し読みしたのだし。

            　他には、一番下には採取場という文字があり、生産系の場所だなと分かった。

            　三部屋に別れているようで、地下の泉、温泉というものもある。

            　温泉は分からないが、泉の側にもなにか採取できるものがあるかも知れない。

            　そうやって各階を見ていくと、図書館のようにワンフロアを使っているところから、百部屋以上に分けられている階まで様々だった。工場、研究室、防御シェルターなどもある。地図と直角で向かい合った壁にエレベーターと階段があった。個人個人の部屋に最適なモノもあるようだったが、全体的に大企業の各階、とか、大学の各施設、とか病院などを想起する施設だった。

            　そんなことを考えつつ、念のため、結界を張る。

            　日廻も罠解除などを駆使している様子だ。

            「また探検のしがいがありそうな施設だな」

            　粋龍の感想に、月極が頷く。

            「宝物庫だの美術室だのは、倉庫と何が違うんだろうな」

            「隠し倉庫か、既に何かアイテムが入ってたりするとか、かな」

            　赤鐘も笑顔で首を傾げる。

            「探検は後にして、城に戻らない？　シェルターとかもあるけど、上の方が会議とかしやすいし」

            　青兎の提案に、作業を終えた僕と日廻も頷いた。

            　全員で城の会議室に戻る。

            　そしてまずは、青兎から気象の書、災害の書、天候の書、空間の書、希望の足輪、女神の加護（水属性）を受け取り、全員がステータスやスキルを上げた。希望の足輪も、使用するとすぐに消失した。効果は、攻撃力向上などだった。水耐性の付き方は、火の時と同じだった。今回の取得経験値で上がったレベルについては、高すぎて最早誰も何も言わない。

            「使うぞ」

            　王冠鏡を受け取った日廻が、みんなを見回してから発動させた。

            　すると、総合ランキングが表示されている隣に、クラウン・クエスト進行表、所持アイテム状況表、守護者一覧、王候補一覧が表示された。

            　クラウン・クエスト進行表には、クエスト名・進行度・達成ギルド・ボスの有無・所在地が書いてあった。

            　クエスト名には空欄が多いが、埋まっているモノも結構あった。

            　埋まっているモノは、進行度による、『未発見』『発見済』『未攻略』『攻略済』の表示のおかげで、まだ誰も発見していないクエストも載っているのだと分かった。達成ギルドは、参加ギルド全てが名を連ねているようで、一つか二つ程度のギルド表示の後は、省略マークがあった。触れてみると、吹き出しになって全て表示される。所在地は、マークを押すと、映像と地図が表示された。そして下に説明文で、何処の大陸のどの辺りかが書いてある。

            　【BSO】の連合と、【BBF】が、宝石ではない様子だが、僕らの知らないクエストを一つずつ攻略していると分かった。

            　所持アイテム状況表には、クラウン・クエストの攻略時アイテムが載っていて、こちらにも空欄がある。アイテム名と、個数、所持ギルドが記載されていた。

            　天空鏡や王冠鏡、空中庭園、地下施設などが載っている。これらには、×１とあったから、やはり他の宝石を手に入れたギルドが、それらを持つ可能性はある。それに宝石外のクエストでは出ないと確定しているわけでもない。他にもmobが落とす本類で未使用のモノも載っていた。

            　王の証の石の欠片も載っている。

            　【白銀騎士団】が×１。

            　【BSO】が×１。

            　【BBF】が×１。

            　【血塗れ男爵】が×３。

            　守護者一覧表には、９までのナンバリングがあり、１に赤鐘の名前、５に青兎の名前があった。難易度順なのだろうか。クエスト進行表でも、ルビィのクエストは一番上に書いてあった。今回のサファイアのクエストは、だいぶ余白を空けて、丁度紙の三分の一程度の所に位置していた。他には、所属ギルドと、レベル、職業が表示されている。

            　王候補は、白紙だが、名前欄、所属ギルド、所持アイテム名（個数）、レベル、職業が表示されるようだ。

            　ソロの場合は、ギルドの部分にソロと表示されるらしい。

            　触ってみると、ソロという選択が出てきそうだった。

            　倉庫から石を持ってきて、青兎が持てば、多分青兎の名前が表示されるだろう。

            　そういえば、宝石と石の両方を持っていると、どうなるのだろう。

            　キングにして守護者となるのだろうか。

            「これは、結構やっかいだね」

            　赤鐘が腕を組んで難しそうな顔をした。

            「王冠鏡を持っている所が増えたら、ハッキリと情報が筒抜けになるモノもあるね」

            　青兎が同意する。

            「考察は後にして、次に行こう。次。どうせ後で、俺たちが知らないクエストの情報を聞いたり、ここに載ってるクエストについて検討したりしなきゃならないだろ？」

            　考えるのは後にしろ、と言うように、粋龍が手を叩く。

            「使用しておくべきアイテムは、宝石二種初取得ギルド特典の、商業施設以外だな」

            　日廻が言うと、月極が青兎を見た。

            「ボタンって奴使おうぜ。火槍の隣でさ」

            「わざわざ新しいボタンとして出てるわけだし、ここで使うみたいだよね。地下にも何かあるのかな？」

            　青兎はそう言いながら、【神の涙】のボタンを出現させた。

            　発動すると、【神の火槍】に並んで、【神の涙】という刻印とボタンが現れた。その横に、タイマーのようなものがついていて、十二星座のマーク、他に十二の天気の印がある。デフォルト状態では、魚座の模様の所に位置していた。各マークは四色に色分けされていて、地水火風に別れている。強弱するための装置も、新しく一つ出る。横には、時間設定まで出ていた。文字盤の時計で、中央には、持続日数を表示させるデジタル時計がある。その下には、エネルギー残量の表示があった。これまでにはなかったが、今では【火槍】の下にも表示されている。

            「使ってみよう」

            　月極の言葉に、青兎がウィンドウを操作して、海を表示させた。

            「確かに海なら、水系の攻撃をしても平気だろうな」

            　日廻が言った時、弱の状態で、ぽちっと月極が押した。

            　瞬間、サファイアの海の上にだけ、集中豪雨が起きた。豪雨というか、ノアの箱船を彷彿とさせる勢いで、海の上に海が出来たような状態になった。地上でやったら、洪水間違いなしだ。水の兵器と言うよりも、気象兵器のようである。

            　エネルギーの補填が終わった時、月極が、蟹座のマークにタイマーをあわせた。

            「もう一回やってみて良い？」

            　皆が無言で頷く。

            「今度は暴風雨か……」

            　海上に起きた台風を見て、粋龍が目を細めた。

            　さらに補填を待ち、今度は天気の雨を試す。

            「お、普通の雨だ」

            　システムでランダムに決められている街の天気だが……これを任意で変更できるとしたら凄い。あまり利用する機会は思いつかないが、一つの街をずっと土砂降りにしたりも出来てしまうと言うことだ。

            「造園術と別の図書館も使ってみるね」

            　青兎が気を取り直すようにそう言った。

            　まずは造園術だったので、僕は窓の外を見る。

            　すると、果樹園などの規模が、目に見えて広がったり、新しい森が出現していたりと、生産関連のものが追加されていた。

            　何が追加されたのかの具体的な確認は後回しにして、効果が発動し終わったのを確認した後、続いて青兎が別の図書館を発動させた。すると上の階から音が響いてきた。きっと図書館が増設されたのだろう。この場合、お城の外観は変わるのだろうか？

            「僕は残りのものを倉庫に入れてくるよ」

            　青兎の言葉に、日廻が頷いた。

            「夕食まで、各自自由行動にしよう」

            　時計を見ると、午後七時を回ったところだった。

            　僕に与えられた選択肢は、夕食の準備だけに思えた。

            　

            　料理をしながら僕は、前よりも広くなったキッチンに満足していた。

            　鍋などのアイテム類も増えたし、フードプロセッサーの機能なども上がっている。

            　今夜は戦闘後で疲れているが空腹はがっつり満たしたいと考えて、刺身と付け合わせとご飯にすることにした。

            「茶碗蒸しも食べたい」

            　椅子の背を正面にして、僕を見ながら粋龍が言った。

            　他の面々と違い、彼は料理を開始した僕と共に、キッチンへとやってきたのだ。

            　特にやることもないだろうに、ぼんやりと椅子に座ってこちらを見ている。

            　そんな姿を目にするだけでも、安堵の息が浮かんできた。

            「うん。作るよ。他には何食べたい？　一品リクエストに答えるよ」

            「さすが、俺とお前の仲だな。リアルでも仲良かった役得か」

            「それもないことはないけど――……素材に限界が無かったら、粋龍の頼みなら考えないことはないし。まぁギルドのみんななら、全員個人的にお願いされたら考えるけどさ」

            「俺の好物は、現実と一緒で、お前が作った天丼だからな。後、アサリの酒蒸しとか酒のつまみと、スモークサーモンのテリーヌ」

            「アサリ味の『レリレリサリア貝の酒蒸し』なら、材料在ればすぐ出来るけど――……それより守ってくれて、有難うね」

            「……おぅ」

            　ぼんやりしていた粋龍が、顔を上げて僕をまじまじと見た。

            「あの時攻撃避けられたでしょ？　なのに、壁になってくれた」

            「当然だろ、俺は――」

            「うん、さすがは前衛だよ」

            　僕の言葉に、目を伏せ、苦笑するように粋龍が首を振った。

            「馬鹿。お前が後ろにいたからだよ」

            「……」

            「素早いお前が回避行動取ってなかったからな、時間ロスで動けないんだろうってピンと来た」

            「……ごめん、僕のせいで」

            「違う。お前が大切で、死んでるところなんて見たくなかったからだよ。分かれ」

            　嘆息混じりに、粋龍にそう言われた。

            　僕も粋龍が死ぬ所など見たくはないので、小さく頷く。

            　心がほんのりと温かくなってくる。

            「それより黒麦、お前――……」

            「うん？」

            「脱退するって、ちょっと本気で言ってただろ？」

            　目を開けた粋龍に睨まれた。

            「ああ……あれは、その……」

            　慌てて視線を、調理中の品へと戻し、曖昧に笑う。

            「元々ソロだし、引きこもりには慣れてるからさ。本当にちょっと想像してみただけだよ」

            「お前が抜けるんなら、俺もついていく」

            「いや、良いよ別に。前衛が欠けたら困る。後衛は月極いるし、これからは赤鐘もいるけど。それに、脱退する気はないしね」

            「絶対だな？　脱退したら怒るからな」

            「分かったよ。それより、散策してきたら？　なんでキッチンにいるの？」

            「お前がギルド抜けて、ひっそりいなくならないように見張ってるんだよ」

            　それに苦笑を返しながら、僕は料理を作っていった。

            　気がつくと僕は、有り体な、いつも通りの雑談を開始していて。装備についての感想とか、服飾という装備の個別スキルで欲しい服の話とかを、主に聞かれたのである。僕に返せるものは料理くらいしかなかったから、そういえばレシピの生成を覚えたのだという事を伝え、現実世界で降大が好きだったつまみを再現できるかも知れないなんて話す。

            　本当は、まだまだ粋龍への感謝の気持ちを伝え足りない気がしていた。

            　無事で良かったと思った気持ちも。

            　だけどみんなが聞いているギルドチャットで言うのは憚られて、何も言えなかった。

            　

            　そんな風にしている内に、夕食の準備が整い、みんなで食事をすることになった。

            「それにしても、僕たちのレベル凄いよね」

            　青兎がポツリと呟くが、とりあえずみんな、食事に手を伸ばしていた。

            　確かに、予測レベルキャップよりも、現段階で百レベル以上、上がっている。

            　誰も何も言えなくて、しばらくは無言で夕食を取ることになった。

            「――そういえば、達成済みのクエストの件だけど」

            　仕切り直すように口を開いたのは、赤鐘だった。

            「俺たちの所と、話を聞いてた【白銀騎士団】の石の件は兎も角。【BSO】が持ってる石は、エメラルドのクエストだったらしい。宝石はなかったみたい。同じく宝石はなかったけど、BBFが、エメラルドのクエストで石を手に入れたみたい」

            　その言葉に、日廻が小刻みに頷いた。

            「宝石以外の攻略中のクエストは、共闘してクエストに当たるギルド以外には、公開しないことにしていると耳にした。攻略組同士、いくつかのギルド同士で、まとまりつつあるようだ。宝石に遭遇したら、話は変わってくるかも知れないけどな」

            　すると月極が、お味噌汁の椀を置いた後口を開いた。

            「【胡蝶蘭】達の統合ギルド、【砂中楼閣】になったらしいぞ。頼は入らなかったってさ。ギルマスは、【吹雪】っていう銃術士で、副マスが【野薔薇】と、【エルネスト】って言うらしい。副マスは二人とも魔術師。吹雪は、頼が団長やってた時の、【胡蝶蘭】の副マスだよな。もう一人の副マスは、執権やってるって。【祈璃】っていう聖職者。残りの執権二人は、【獣萌え★】の副マスだった二人。召喚者。【獣萌え★】のギルマスの【ユタカ】は、【BSO】行ったらしいな」

            「昨日の今日で、もうそんなに動きがあったのか？」

            　粋龍が腕を組むと、青兎が溜息をついた。

            「僕らがクエストを進行したからみたいだよ」

            　なるほどなぁと思いながら、僕はお刺身を食べる。わさびをこの世界で発見し、醤油の生成に成功した時の感動は、今でも良く覚えている。ショウガやニンニク、味醂なども今では一応、素材として生成物として、持っている。わさびやニンニクなどは、見た目や味からそう呼んでいるが、植物系モンスターを倒した時に出現する限定系の採取できる花であることが多い。

            「古参が作った新ギルドの【アンチノワール】も本格的に動き出すみたいだよ」

            　赤鐘の言葉に、頷きながら粋龍は大盛りの白米を食べていく。

            「【BSO】連合のクエストは、ボスがいたらしいけど、風系でmobもボスも統一されてたから、時間はかかったけど攻略できたみたいだね」

            　続けた赤鐘を見て、青兎が嘆息する。

            「【BBF】の所は、ボス不在で、宝箱だけだったみたい。火と水の階層変化属性だったって。混沌属性とか無だから不在だったんじゃなくて、話に聞いてた【白銀騎士団】の所と同じで、最上階もmobだったんだって」

            　そんなやりとりをしている内に、夕食は終わりを告げた。

            　未発見で未発表とされているクエストについては、後日話合うことに決まった。

            公開するか、その前に試しで、このギルドで攻略してみるか。

            　まだ増改築されたギルド内の全ての散策も終えていないし、図書館もしっかりとは誰も確認していないから、今週一週間は少なくとも動かない予定になっている。だから話合う時間も沢山あるのだ。

            　入浴後解散し、各自部屋へと戻ることになった。

            　今日はまず、休もうという話になったのだ。

            　

            　

            　

            


            　

        
        
            【13】ご褒美

            　

            　

            　だけど僕は眠る前に、やっぱりハッキリと率直に、粋龍にお礼が言いたいと思って、ひっそりと部屋を出た。

            　こういう事は、先延ばしにすると、どんどん言いづらくなっていく気がするから。

            　常時だったら、ゲーム内でもゲーム外でも、彼が相手なら、気を遣わないように気を遣うほどの気楽な中なのだけれど、何時死んでしまうか分からないのだと思い知らされた現状では、感謝の気持ちも強くなる。一分後に、現実世界で何かがあり、僕は衰弱死してしまうことだってありえるのだ。

            　粋龍の部屋の前で、秘密チャットの画面を開く。個別よりも、更にセキュリティ性能が高いことを知っての上だ。今ではあまり違いは分からないけれど。オフライン（現実世界）の話にもなるかも知れないからと、秘密を選んだ。

            『起きてる？』

            『粋龍：おぅ。なんだ？』

            『もう一回、ちゃんとお礼が言いたくて』

            　ノックをし、音声チャットでそんなやりとりをしていると、すぐに粋龍の部屋の扉が開いた。

            「入れよ」

            　秘密チャットで、そう言われる。

            　僕が入ると鍵を閉めながら、粋龍が冷たい緑茶を取り出して、グラスに注いでくれた。

            　寝台に座ってそれを受け取る。

            　まるで現実で、降大の部屋へと遊びに来た時のような感覚だ。

            　粋龍は、サイドテーブルの椅子に座っているから、僕の正面にいる。

            「礼って、何だ？」

            「今日、助けてくれたお礼だよ。改めて言いたくてさ」

            「お前が【クラウンズ・ゲート】で俺の部屋に来るなんて、初めてだよな。考えてみると。唐突で吃驚した」

            「まだ寝てなかっただろ、解散してすぐだし。それとも遅かった？　だったらごめん」

            「いや、起きてた」

            「その……状況が状況だからね。変に五感がリアルだし――ただその、僕も、粋龍が死んじゃうところ、見たくないって凄く思った。本当に無事で良かったよ」

            　本心からそう告げると、小さく息を飲まれた。

            　焦げ茶色の瞳に、僕の顔がうつっている。

            「……心配してくれたって事か？」

            「当然だろ。感謝もしてるけど」

            　僕はそう言って、生成してアイテム欄にしまっておいた麦酒を取り出した。

            　現実世界で、僕は発泡酒でも満足するし、それ程飲むわけでもない。ただ僕は、ログアウトできなくなる前に、やはりイベント時などに麦酒アイテムを粋龍が喜んで飲むから、作り方を覚えていたのだ。現実で麦酒が好きなのと一緒なのかも知れない。降大は麦酒が好きだった。

            　つまみには、アンチョビとチーズが載ったクラッカーを出現させる。勿論、味と見た目と、生成後の料理名が『調理済みクラッカー（アンチョビ＆チーズ）』であるだけで、素材の名前は様々だけど。このクラッカーは、現実世界で降大が遊びに来ると良く作った、僕の適当な創作つまみだ。良くある感じ。

            「感謝、ね。じゃあ褒美をくれ。ご褒美だ」

            「麦酒とか、これとか、茶碗蒸しじゃ足りなかった？　ああ、そうだ。リクエスト」

            　冗談めかして僕はそう言って、グラスをテーブルの上に置く。

            　僕も飲もうかなと考えて、もう一つ、麦酒入りのジョッキを出現させる。日本麦酒で、きんきんに冷やしてある。

            　すると粋龍が立ち上がり、僕の隣に腰掛けた。

            「イく顔見せて。それと」

            「――え？」

            「口とかでイかせて」

            「は？」

            　あんまりにもな言葉に、顔を向けようとすると、唐突に抱きしめられた。

            　想像の範囲外、という奴である。

            「下心があるって分かってる奴の部屋に、警戒心無く来るなよ」

            　酔っているわけでないことは分かる。

            「乾杯」

            　だって僕を抱きしめたまま、片手でジョッキを僕のものにあわせて、たった今粋龍がそう言ったからだ。乾杯は飲む前にするものだ。

            「下心って……」

            　初心者用ジャージではなく、スキルで製作した、現実で着ていたような灰色の薄いVネックと、ゆったりとした黒いボトムス姿の粋龍を、頭から下まで見る。彼は僕の背後の方を見ているから、顔こそあわない。それに少しだけ見える表情もいつもと、そんなに変わらない。

            　冗談なのかも知れない。

            　そもそもいくら仲の良い幼なじみとはいえ、僕のイキ顔なんて見てもネタにしかならないだろうし。なにせ男同士だ。気持ち悪いだけだろう。

            　麦酒を飲む度、粋龍ののど仏が動くのを、僕は静かに眺める。

            「……そんな、大体そんなのご褒美になるの？」

            「――良いのか？」

            　今、冗談だと言ってくれればそれで終わるはずなのに、麦酒を三分の一ほど残してジョッキを置いた粋龍は、至極真面目な表情で、体を離し僕を見た。

            「……口で……上手くできるか分からないけど、初めてだし……イかせるくらいなら。抜きあいっこなんて、初めてじゃないって前に粋龍が言ってたんだろ」

            　僕がそう言うと、粋龍が僕をじっと見た。

            「そんなに、俺が死ぬの、嫌だったのか？」

            「あたりまえだよ」

            「じゃ、これは役得だな」

            　粋龍はそう言って微笑すると、下衣をおろした。

            　巨大な男根を見て、僕は少しだけ頬を引きつらせる。

            　今は半分ほど立ち上がっている様子だったが、それにしてもまじまじと見る機会なんて無かったから、大きさに吃驚する。見るだけで、心がしぼんでくる。

            　そんな僕には構わず、クラッカーを一つ食べると、粋龍はベッドの上に座った。

            「ベッドの上に来いよ、してくれるんだろ？」

            　こうして、僕は体勢を立て直し、静かに両手で、粋龍のそれに触れる事となった。

            変に緊張していたから、いつもよりペースを早く、ジョッキを一気に飲み干した後だ。

            何度か彼の陰茎に置いた両手を前後させた後、意を決して先端を口へと含む。

            「っ」

            　想像以上の質量を誇るそれに息苦しくなってきて、生理的な涙が浮かんだ。

            　同時に羞恥が沸いてきて、己の頬が朱くなるのが分かる。

            「凄いエロい顔してる」

            「ッ……」

            「やばい、見てるだけでイきそ」

            　そう言った瞬間、堅さと長さと太さが増した。咳き込みそうになる。

            　睨み付けてみるが、粋龍は満足げに笑っているだけだった。

            　イく気配なんて無い。

            「自分がされたいように、してみろ」

            　その言葉に頷いて、これまでの女性にされた経験を思い出しながら、口を動かす。

            「っ、はッ……ん……フ」

            　しかし大きいし、苦しさの方が勝っている。

            　独特の匂いを識って、それにも咽せそうになった。

            「抵抗あるか？　やっぱり、男のは」

            　当然だろうと思いながら、顎だけで頷く。

            「けど、嫌じゃない、よな？」

            　どちらかと言えば嫌だったが、降大にお礼が出来るのなら良いか、とも、ちょっと思っていた。どうせこの体は、ゲームの中のアバターに過ぎないのだし。少し、酔いも回っていたのかも知れない。

            「――まさか、こんな日が来るとは、思ってもいなかった。想像したことはあったけどな」

            　優しい声が響いてきたが、意味が分からず首を傾げるしかない。

            　どうしてわざわざ僕で想像する必要があるのだろう。

            　それにしても、僕はなんだか流されている気がした。

            　一度以前に、粋龍の手で果てさせられたことがあったせいか、多分、こういう行為に対するハードルが低くなっているのだと思う。相手が降大だから、なのかも知れないけど。

            「なぁ黒麦――……若葉」

            　視線を上げると、苦笑された。

            「お前、色っぽい」

            「っ、ん、ぐッ」

            　更に質量が大きくなり、思わず呻く。

            「けど、下手。それじゃあイけねぇよ。手本見せてやる」

            　粋龍はそう言って自身を僕の口から引き抜くと、逆に僕の両腕を取って、押し倒した。

            「！」

            　驚いていると、体を反転させられ、正面から見下ろしてくる粋龍の顔がそこにはあった。

            「ッ」

            　そのまま僕の自身を口に含まれ、驚きで目を見開く。

            　舌使いが絶妙で、それまで変化が無かったはずなのに、すぐに僕の体は反応してしまう。

            「ん……っ、ぁ！」

            　勃起し始めてすぐに、手を添えられ、快感を煽られ、背がしなった。

            　僕は、声はおろか、粋龍の息づかいを荒くさせることすら出来なかったのだから、ちょっと屈辱的だ。まぁ男だから、フェラされるのが上手いと言われても、褒め言葉にはならないと思うけど。

            　唇と、舌、手で、的確に刺激を与えられていく。今までの彼女にフェラして貰った時のことを考えてみても、格段に粋龍は上手かった。すぐに比較している余裕なんか無くなり、自身の陰茎に、意識が集中する、

            　唇で強く扱かれたり、カリ首を舐められたり、一々巧く、快楽を煽られた。

            「ッ、ぁ……ちょ、出る」

            「んー、もうちょっと待て」

            　口を離し、粋龍がそう言った。彼の片手が、サイドテーブル上の、瓶に伸びる。

            　ピンクと紫の中間にある人工的な色味の液体が、そこには入っていた。

            「これ、今巷で流行ってるらしい、男同士でやる時の必須アイテム」

            「なに、それ？」

            「ローションだな、痛みもほとんど感じ無くさせてくれるらしい。薬師が作ったアイテムだ。今じゃこれ専門の薬師もいるらしいぞ」

            　たらたらと利き手の指先にその液体を絡め取り、粋龍が笑う。

            「初めてだよな？」

            「当たり前だろ」

            「きつくても、ちょっと我慢しろよ」

            「我慢って……？」

            「俺はまだお前のイキ顔みせて貰ってないし、俺もイって無い、それを達成するまで、もう少しの我慢が必要なんだよ」

            　そもそも僕は、粋龍をイかせることにしか、同意していないつもりだった。

            　首を傾げようと瞬間、濡れた指先で、想像していなかった場所に触れられた。

            「ぇッ、ちょ！」

            　ずるりと指が、無理矢理こじ開けるようにして、後ろから中へと入ってくる。

            「男同士だとここを使うって事くらいは知ってるよな？」

            「それは……だけど、え、ぇ？　ぁ、冷たっ」

            　てっきり、そう言うことをするとは思っていなくて、僕は狼狽えて、何度も瞬く。

            「む、無理だよ……！」

            　痛みは確かにほとんど無かったが、僅かには痛むし、第一いい知れない感覚と異物感に、体を引かずにはいられなかった。しかし片手で、強引に腰を引き寄せられる。

            指は中を探り、周囲の壁をなぞるように動こうとするが、自由に動く隙間があるわけではない。くるくると指を動かされている感覚だ。

            「っ、痛ッ」

            　更に指を進められ無理矢理押し広げられると、入り口が痛みを訴えた。

            「ちょっと力抜け、きつい」

            「どうやって？　無理だって――」

            「切れてるわけじゃないい、痛みはだいぶ楽になってるはずだ」

            　これで楽なら、ローションが無かったら、一体どうなっていたんだろう。

            　粋龍はそう言うと、僕の左耳を舐めた。

            「ふッ……」

            　思わず体の力が抜ける。同時に息子を撫でられて、指の違和感が気にならなくなる程、再び萎えていた体に熱がこもり始めた。初めは冷たく感じた粘液が、今では体温に馴染み、温かい。ぐちゅぐちゅと淫靡な音が耳にまで届いてきて、恥ずかしくなる。

            「ン！」

            　その時だった。粋龍の指先がある一点を刺激した瞬間、電流が走るように体が震えた。

            「は、ぁッ……！　や、何？」

            「ここが良いのか？」

            「んぁあ――っ！」

            　ぐりぐりとその場所を突かれると、頭が瞬間的に白くなる。

            「指もう一本いれるな」

            「へ、ひゃっ……ッ、ぁ、あ」

            　そのまま指を増やされ、中の一点を重点的に刺激された。

            　刺激の度に意識がおかしな感覚に占領されて、粋龍の声が、あまりよく聞こえない。

            「んぅぁ……っぁ、ン、あ……やだ、や、やだって、なんか、変っ――！」

            「気持ちいいんだろ？」

            　そのまま指を三本に増やされ、縦横無尽にバラバラに動かされたり、揃えてある一点を刺激されたりと好き勝手にされた。抗議の言葉を言う前に、僕の口からは、変な声ばかりが漏れた。唇を噛んで誤魔化そうとしても、粋龍が逆側の手で僕の口の中を弄るから、どうしても言葉が漏れる。今では腰を掴まれていなくても、力が抜けて、動けない。

            「唇を噛むな、傷が付くだろ」

            「なっ、ぁ……ん、ゃッ……」

            　暫くそうして指で後孔を蹂躙された後、一気にそれらは引き抜かれた。

            　終わったのだろうかと、ぼんやりと僕は粋龍を見上げた。

            　少しだけ、寂しく物足りない気がしたのは――きっと、いや、絶対気のせいだ。

            　ただのお礼に来ただけのはずで、友達同時の延長行為をしようとしていただけのはずなのに、いつの間にか服を脱がされ全裸になっていた僕には、事態がよく把握できなかった。

            「据え膳喰わぬは、って言うしな。何時お前が誰かに喰われちまうかもわからないし――初めては俺にしとけよ」

            「え、え？　んッ！　ぁ、ア――っ、あ、ぁ――！　ッ」

            　そのまま、ローションをつけたらしい粋龍の陰茎が、中へと入ってきて、僕は圧迫感に喉と背をしならせた。息が凍って喉へと張り付き、見開いた目の端からは、ボロボロと涙がこぼれる。

            「動いても良いか？」

            「やっ、駄目、無理、抜いてぇッ！」

            「こっちこそ無理だ。悪いな、俺も余裕が無いんだよ」

            　そう言うと、粋龍がユルユルと腰を動かし始めた。奥が抉られ、衝撃に体が震える。

            　痛みよりも熱の暴力といった感じだ。

            　自分とは明らかに違う温度にも、それが大きすぎて苦しい中にも、ただ呆然とするしかない。何だろう、これ。

            　その内に――先ほど指で刺激された場所が、妙な感覚を訴えるようになった。

            　ジンジンする。

            「ふ、ン、ぁ……ぁ、あ？」

            　それが快楽の一種だと初めは気づかず、腰の動きと同時に自分のそれを撫でられて、漸く理解する。理解してしまうと、突き上げられる度に、僕の自身は熱を募らせた。突かれる度に、前へと悦楽が響くのだ。直接的ではない快感を意識するのは初めてのことで、気づくと僕は唇を震わせ、大きく酸素を求めていた。

            「っく、ン……ん、ン、ぅ……ゃ、ゃあ……！」

            　前を触られ、射精感を煽られる。

            「駄目、や、おかしい僕ッ」

            　目をきつく伏せ、頭を振った。涙がこぼれ落ちる。

            　後ろで動かれる度に、自分の体が、新しい感覚を識るのだ。

            　体の統制権を失ってしまったようで、なんだか怖い。

            「気持ちいいか？」

            「っ、ぁ、た、多分……っん、や、ぁ、おかしい、ねぇ、おかしいよぉっ」

            「最初だしな、今日は疲れてるだろうし、こんな所か」

            「ん、っ、ぁ、ン――っ、んぁ、はッ」

            　粋龍は喉で笑った後、腰の動きを早めながら、僕のそれを扱き始めた。

            「や、ぁ、アん――、う、ぁ、いく、いくからぁッ！　出ちゃうッ」

            「いって良いぞ。俺も出すから」

            「ああああああ――――！」

            　こうして僕は精を放ち、体内にも自分とは違う温度と、注ぎ込まれた熱を感じながら、そのまま脱力し、布団に体を預けたのだった。快感の波が穏やかに過ぎ去っていくのを理解している内に、急激な眠気に襲われる。

            　そのまま僕は、粋龍のベッドで眠ってしまったのだった。

            　

            　目が覚めると、僕は粋龍に腕枕をされていた。

            　既に日が高いらしく、窓からは明るい陽光が差し込んでくる。部屋全体が、白く思えた。

            　まだ寝ているのか、こちらを向いたまま、粋龍が目を伏せている。

            　思ったよりも長いまつげや、見慣れているから普段は何も感じない、整った鼻筋、目元と、それに少しだけかかっている黒い髪が、唐突に綺麗な作り物のように思えた。

            　勿論、人間らしく力強い美なのだし、吐息も聞こえるのだが。

            　意識すると、改めて思った。

            　粋龍は――降大は、格好いい。

            　昔は良く、降大に渡してくれと、手紙を預かったものだ。メールがあるのに、といつも思っていた当時の自分を思い出す。ゲーム内でもゲーム外でも、粋龍はみんなに憧憬されている。外見もだが、何よりその気怠げな切れ長の瞳が放つ独特の肉食獣じみた雰囲気も、低いその声も、頼りになる性格も、友人のひいき目抜きにして客観的に見れば、本当に格好いいのだ。

            　――粋龍と、SEXしてしまった。

            　僕は少なくとも、ただヌきあうと言うだけではなく、こうして体の関係を持つという事は、恋人同士がすることだと思っている。だけど、粋龍は違うのかも知れない。ご褒美、と言っていたし（褒美になるのかは不明だけど）。慣れているとも本命がいるとも言っていたし、一体何を考えて、僕とこんな事をしたのだろう。僕が知らなかっただけで、彼は結構こういう事を良くやっているのだろうか。まさか、そんな。でも、僕のことが好きだなんて、一言も言われていない――そう考えると、胸の奥が、鈍く痛んだ。

            　どうして？

            　それに、じゃあ、僕自身は？

            　粋龍をどう思っているのだろう。

            　決して昨晩の行為は、いい知れない恐怖や痛みはあったが、思い返してみても嫌じゃない。

            「……っ」

            　何故、嫌じゃないのだろう？

            　もしかしたら僕は、これまで気づかなかっただけで、粋龍のことが好きだったのだろうか？

            　しかし実感はわかない。

            　だって、たった一人の、僕にとってたった一人の、大切な親友なのだ。

            　降大がいなければ、僕には他に現実で親しい友達もいない。

            　それは、ずっと降大が、僕の中で特別だったと言うことでもある。

            　だけど降大みたいに、みんなの人気者と、僕みたいにゲームの内外問わず独りぼっちの人間は、釣り合わない。どうして僕は、これまで何も気にせず、隣にいることが出来たのだろう。

            「――……起きたのか」

            　急に粋龍が目をあけたものだから、反射的にシーツを被った。

            　どんな顔をしていればいいのか分からない。

            「なにやってんだよ、出てこい」

            　いつも通りの声に安堵してから、意を決して顔を出してみる。

            「後悔……してんのか？」

            「……」

            　そんなことはなかったが、上手く喋れなくて、視線を彷徨わすことしかできない。

            「そんな顔すんなよ。こっちが傷つくだろ」

            　粋龍はそう言って溜息をつくと、少しだけ起き上がって、僕の唇に優しいキスをした。

            　その行為に、頬が真っ赤になるのが分かる。

            　自分のものではなくなったように、心臓がドクンドクンと鳴り響くのだ。

            「そこまで照れられるのもちょっとな……今度は可愛すぎて、お前が、俺のことを好きなんだと誤解しそうになる」

            「……ぇ、あ……その」

            　なんと答えればいいのか分からなくて、おろおろと視線を動かした後、きつく目を伏せ、粋龍の胸に額を押し付けた。顔を見られたくなかった。

            「――お前、ギルチャも城チャットもミュートか非表示にしてるのか？　個別欄も」

            「ん、あ、え？」

            「探されてんぞ」

            　その言葉に時計を見れば、もうとっくに朝食の時間は過ぎていた。初めての、寝坊だ。毎朝定時にアラームが鳴るように時計アイテムをセットしているのに、鳴ったことに一切気がつかなかった。個別欄を見れば、皆から、「日廻：起きろ！」「青兎：まさか、ギルド抜けてないよね？」「赤鐘：体調悪かったりする？」「月極：何処だ！」というような、最新の発現のログが残っていた。それらを消し、ギルドチャットを開くと、音声が復活する。僕の姿を、城中探しているらしかった。

            「俺も連絡かえしてないのにな、ギルチャはお前の話題ばっかりだな。ま、昨日の脱退宣言も響いてるだろうし、食事は大事だし、後は『お前だから』、って言うのもあるんだろうけど」

            　そんなことを言って笑った粋龍は、タッチパネルを操作しているようだった。

            『粋龍：黒麦なら俺の隣で寝てるよｗ』

            　久しぶりの文字チャットが、ひっそりとギルチャのウィンドウに顔を出す。

            　すると青兎の声が響いてくる。

            「おそよう、粋龍。馬鹿なこと言ってないで、大変なんだ。黒麦がいない。昨日体力削られた粋龍は、ステータスで見えないけど体に残存ダメージあるかと思って起こさなかったけど、けど、黒麦は――！」

            　焦燥感のあるその声に、僕は苦笑した。

            　何か返答しようと思い――……そしてなんと返答して良いか分からないことに気づいた僕は、体を硬直させた。どうやってこの場所から出て、何処へ行けばいいのだろう。僕の部屋は、『何処だ』って言ってるんだから、不在を月極が確かめている気がする。

            「今赤鐘に個別したから、すぐに来てくれる。今日の朝食はあいつに任せよう」

            　開いたままの秘密チャットでそう言われ、無言で静かに頷く。

            　頬が朱いのが自覚できる。

            　赤鐘が来たら、何と言えばいいのだろう。

            　何も言える気がしない。

            　とりあえず、上半身だけで起き上がる。

            「兎に角無事で良かったよ」

            　瞬間、粋龍の部屋の扉が、素早く一度開閉された。

            　僕と粋龍と赤鐘の、個別集団チャット画面が開く。

            　昨夜鍵を閉めていたはずだが、いつの間に粋龍は鍵を開けたのだろう？

            　僕が寝ている間に起きていたのかも知れない。

            　テーブルの上のクラッカーも、格納しただけかも知れないが、無くなっているのだし。

            　全裸だったらどうしようかとシーツの中を確認すると、僕はちゃんと服を着ていた。

            　寝ている間に着せてくれたのだろう。

            　だけど、中に出されたものの処理はどうなったのか。なんとなく、ああいうものは処理が必要な気がしたが、中に違和感はない。粋龍がどうにかしてくれたのだろうか。ローションのべたつきも感じなかった。

            「熱あるみたいなんだよ、こいつ」

            　粋龍がそう言って、僕の額に手で触れた。

            　確かにそれがひんやりして感じられ、ただ自覚は無かったから何度か瞬く。

            「今日は休ませた方が良いと思うから、悪いけど料理変わってやってくれ」

            　嘘かな、と思っていると、歩み寄ってきた赤鐘に顔をのぞき込まれ、手で額に触れられた。

            「本当、熱いね、え、大丈夫なの？　風邪とかこの世界にもあるのかな？」

            「疲労だろ。解熱剤はあった方が良いだろうけどな」

            　粋龍はそう言って、上半身を起こしていた僕を再び横にし、布団を掛けてくれた。

            「月極と青兎に相談だね。だけど、熱があるんなら、あるって分かった時点で、ギルチャで言ってくれればいいのに」

            「その辺りは、リアで知ってて迷惑かけても良い相手を選んだんだろ。な？」

            　粋龍の言葉に、昨日のことは隠すんだなと思い、ちょっとだけ胸に痛みを覚えながらも頷いた。

            「そうかもしれないけど、このギルドのみんなは気にしないからね。俺だって熱が出たら、誰かに頼るかもしれないし」

            　赤鐘がそう言って僕の髪を撫でてくれた。

            　なんだか申し訳ない。

            　というか何で僕は急に熱を出したのだろうと考えていると、秘密チャットで粋龍が「ヤった後、熱出す奴いるからな。まぁ今日は休んどけ」と伝えてきた。それを最後に秘密チャットは打ち切った。

            　そんなこんなで、僕はその日は、粋龍の部屋で休むことになったのだった。

            　午後には月極が、解熱剤を調合して顔を出してくれた。

            　料理をしないのは、久しぶりのことだった。

            


            　

        
        
            【14】意識する

            　

            　

            　一日で熱が下がった僕は、翌日からいつも通り、料理をすることになった。

            　念のためにと、昨日は休まされたのだ。

            　一人きりの自室で眠れない夜を過ごした僕は、久方ぶりにホーム内でもフル装備になることに決めた。粋龍のことを考えると赤くなってしまったり、目で追いかけそうになってしまったりするから、それを気づかれたくなくて、顔を今まで通り隠すことにしたのだ。味見には少々不便だし、食べる時にも面倒なので、その時ばかりは口布を外している。そして、粋龍から離れている上、顔を直接みなくて良い位置に座ることにしたのだ。

            　今夜のメニューは天丼。

            　別に、粋龍が好きだと言っていたからではない。

            　ただ、そう言う気分だっただけだ――と、内心一人言い訳をする。だって誰に言い訳しているのか、よく分からない。

            「んー、これ美味いな」

            　何でもない風に、粋龍が言った。

            　その一声に、頬が熱くなり、胸がジンジンと痛む。

            　なんだか、僕はおかしい。粋龍の行動に、一喜一憂してしまうのだ。

            　気づかれないように、気づかれないように、普通通りに！

            　何度もそう念じるのだが……

            「あ、悪い」

            　タレの入った瓶を取ろうとした手が、粋龍と重なった。

            　触れた瞬間、脱兎の如く手を引き、僕は口をポカンと開けた。

            「わ、え、あ」

            　我ながら、挙動不審である。

            　タレが少なかったのだろうか、失敗してしまった、と猛反省しつつ、手を引っ込めていると、困惑したような顔で粋龍が僕をじっと見ていた。眉が僅かに顰められている。そんな表情すら、一々格好いい。だけど絶対変に思われている。

            「……どうか、したのか？」

            　首を傾げられるが、顔を背けて、口元には無理矢理笑みを浮かべて誤魔化しつつ立ち上がった。

            「ちょぉ――っと、ゴハンの残量確認してくる！」

            　僕はそう言って炊飯器を見に行った。

            「「「「……」」」」

            　背後からは、他の四人の、無言の視線が飛んできている気がする。

            　何かあっただろう、と言いたいように思える彼ら。何かがバレているのか、それほど僕が変なのか。僕が自意識過剰なだけかも知れないけれど。

            　僕は――完全に、粋龍を意識してしまっていた。

            　何処の小学生の初恋だよ、今時小学生でもこんな反応しないだろう、と僕は一人で悔しくなる。駄目なのだ、声を聞いたり目があったりするだけで、煩いほど鼓動は騒ぐし、触れられたりなんかしたら、それだけで、体がビクっとなってしまうのだ。

            　どうしていいのか分からない。

            　それから心ここにあらずのまま、気づくと僕は、洗い物をしていた。

            　NPCに任せても良いはずだったのだが、何か単純作業をして、心を静めたかったのだ。

            そんな調子で数日が経った。

            　未公開未発見で、僕らのギルドだけが、クエスト一覧から情報を知っているものには、やはり一度、行ってみることになった。

            　地下施設の散策も一段落したからだろう。

            　僕は、三種類になった図書館の書籍を見比べて、各図書館で、所有されている蔵書の内容が異なることに気がついていた。現在、水と気象と空間の魔術も王冠級より上の二つの各界までの魔法スキルを取得できている。魔術書を読んでいる時や料理をしている時は、それに没頭できるから、必然とその時間が増えた。勿論、同じ理由で、ソロでのレベルあげの時間も増えた。それでも食事の最中やふとした時に、粋龍と言葉を交わしたり、ばったり一緒になったりしたため、どうしても粋龍のことを考えてしまう時間があった。

            　――粋龍は、僕のことをどう思っているのだろう？

            　改めて考えれば考えるほど、粋龍の存在が僕なんかには遠すぎる相手に思えてきて、苦しくなる。ただ幼なじみだったから、同じギルドの前衛と後衛だったから、気楽に一緒にいられただけだったのだと思う。そう言う幸運がなかったら、僕が側にいるなんておこがましいのではないだろうか。と言うか僕はそもそも本当に、粋龍が好きなのだろうか？

            「おい、黒麦」

            「――へ？　あ？　え、何？」

            　皿を拭きながら振り返ると、そこには粋龍が立っていた。

            「……」

            「……」

            「……え、っと……夕食足りなかった？　とか？」

            　口元も含めて、ローブで顔を覆っていて良かったと心底思った。

            　正面から見る粋龍の顔は、整っていて、ジッと見据えられるだけで息苦しくなる。

            　どうして今まで気がつかなかったんだろう。

            　こんなにずっと一緒にいたのに。

            「っ」

            　気づくと、フードを外され、器用に口元の布をおろされていた。

            　息を飲むが、手で抵抗しようにも、両手では皿を持っていた。それに、抵抗するのも変だろうし、と、呆然として粋龍を、久しぶりに布越しではなく見上げる。

            「……顔、真っ赤」

            「あ、いやそのこれは――」

            　羞恥から唇が震えた。けれどどんどん赤くなっていくのが自覚できる。

            　もう泣きそうだ。涙が浮かんできた。近い近い近い。

            「！」

            　直後、力強く抱きしめられて、僕は目を見開いた。

            　温もりに包まれる。

            「脈あるって、思って良いのか？」

            　耳元で、低い声が響く。惚けそうになり、一拍の間をおくまで、その言葉の意味が認識できないでいた。

            「……え？」

            「お前が、俺のこと好きだって、思って良いのか？」

            　再び耳元で囁かれた言葉に、だけど僕は緊張しすぎていて、何も言葉を返せない。

            　大体、自分の気持ちがよく分からない。

            　こうされていると、ドキドキしすぎて苦しくて、寧ろもっと穏やかな気分になりたくなる。本当に苦しいのだ、これは、辛い。こんな感覚、僕はあんまり知らない。誰とこれまで付き合っても、こんな風に心が乱された事なんて無いから、この感情が恋に由来するものなのかすら分からない。

            「――教えてくれ」

            　再度そう囁かれ、僕はどうして良いのか分からなくなる。

            　押し切られて、流されそうになっている――と、少しだけ理性が言う。粋龍にとっては、本命とああいう行為が出来ない間だけの、後腐れ無く体の関係を持てる気心の知れた相手、と言う認識なのかも知れない。だけど、僕にとっては？

            　関係が変わることが一番怖い。

            　バイだとは言っていたけど、ただの気まぐれに過ぎなくて、いつか気持ち悪いと拒絶の言葉を吐かれたりしたらと思えば、何を言って良いのか分からなくなる。

            「ここ、ギルチャ、ギルチャ」

            　そこへ唐突に、月極の声が響いたから、僕は目を見開いた。

            「あ」

            　慌てて体を離そうとする――だが、粋龍は腕の力を抜くどころか、更に僕を強く抱きしめた。

            「だから？」

            　粋龍のその声に、それまで笑っていた月極が、スッと真顔になった。

            「離せよ、黒麦のこと」

            「なんで？」

            　せせら笑うように喉から息を吐き、粋龍が意地の悪い顔を浮かべた。そして月極を見ている。この状態を見られた羞恥と困惑で、僕は青くなった。ギルドチャットだと思い出したこともあるが、義理の弟――というより、何故なのか月極という親しい相手に見られたことに、冷や汗が浮かんでくる。

            「むかつくから」

            　月極はそう言うと、歩み寄ってきて、強引に僕の体に手を回し、粋龍から引き離した。無くなった体温が少しだけ寂しかったが、思いの外力強い月極の腕に、吃驚したりと、思考が霧散する。

            「黒麦は、俺のだ」

            　月極がそう言いながら、僕の首に手を回して、粋龍を睨め付ける。

            「へぇ、それは知らなかったな」

            　粋龍は、嘲笑するように鼻で笑うときびすを返す。

            「これまでもそいつが初めての時は、全部俺と一緒だった。黒麦のことを一番知ってるのは、俺だ。弟だろうがなんだろうが、お前じゃない、月極。勿論今もな」

            「過去と年数しか自慢できないわけだ、粋龍は」

            「それすらできない、なったばかりの義理の兄弟が大層な口を叩くな。この世界でだって、俺と黒麦の方が付き合いは長い」

            「だから？」

            「黒麦の――はじめての男も、当然俺だ。気づいてるんだろ？」

            　粋龍が揶揄するように言った言葉に、月極よりも先に僕が息を飲んだ。

            　どうして、よりにもよって月極に、そんなことを言うんだろう。

            　同性愛者が兄弟じゃやりづらいって、冬眞くんは言っていたのに。

            「……精々、二・三回って所だろ」

            　月極の低い声が響く。元々低いわけではなく、憎悪や嫌悪と言った感情から、地に落ちたような声だった。

            「さぁ、どうだろうな？」

            　対する粋龍は、僕がほとんど見たことがない、攻撃的な顔をしていた。

            　どちらかと言えば精悍で明るく人好きのする笑顔か、けだるさの滲む無感情の顔が、今は悪役さながらの表情の笑みを浮かべて輝いている。僕には向けられたことのない顔だ。

            「黒麦は優しいからな、情を絆されただけだろ。体でつなぎ止められると思うな」

            　月極のその言葉に、僕は何度か瞬きをした。

            　それまで考えてみたことがなかったが、そうでないとは言い切れない。

            　だけど――仮にそうであったならば、僕は、ただの快楽好きだ。そうは思いたくない。粋龍が相手だったから、出来た行為だし、気持ちよかったのだと、少なくともそう思っている。

            「何年俺と黒麦が一緒にいたと思ってるんだ？　月極には想像も出来ないほど濃い時間を過ごしてきたんだぞ？」

            「これからには関係ない」

            　月極はそう言いきると、強引に僕の腕を取り、歩き始めた。

            　首だけで振り返ると、そこでは粋龍が優しく辛そうに笑っていた。

            　何で、そんな顔をするのだろう。

            　僕は、それが知りたかったけれど、月極に促されるままリビングへと戻ったのだった。

            　

            　そこには、紅茶の用意をした赤鐘が一人で座っていた。

            　青兎は入浴中で、日廻の姿はないから、恐らく自室へと戻ったのだろう。

            　聞かれていたのかと思うと、羞恥と困惑がこみ上げてくる。

            「ええと、その」

            　ダージリンの入ったカップを置きながら、赤鐘が僕を見た。

            　いつも通りの作り笑いだ。

            「粋龍と――……やっぱり、ヤったんだ」

            　飲みかけの紅茶で僕は勢いよく咽せた。あんまりにも率直で唐突すぎたからだ。

            　大体、やっぱりってなんだ。

            「告白されたのか？」

            　月極が僕の隣で、目を細めた。

            「……されてないけど」

            「だったら、もう止めとけよあんな奴。アイツは――」

            　続けようとした月極は、戻ってきた青兎を見て言葉を止めた。

            　ギルチャで繋がっているとはいえ、確かに中学生の前で口にする話題ではないと思う。

            「兎に角、止めとけ。絶対だからな」

            　月極はそれだけ言うと、部屋へと戻っていった。

            　以来数日間、僕は何事もなく過ごした。

            　何故なのか、だいぶ粋龍とも今まで通りに過ごせるようになってきた。

            　少し冷静になれたのかも知れない。

            　その期間の内、ある日青兎が宣言した。

            「宝石を取得した時に出した条件だけど、明日から使いたいと思ってるんだ。どのタイミングで使うかは僕の自由だけど、開始したら一週間は連続してお願いするから、バラバラに使ったりはしない。安心して」

            　昼食の席でそう言った青兎を皆で見る。

            「初めは赤鐘。簡潔に言うと、守護者スキルの上げ方の相談に乗って欲しいんだ」

            「勿論」

            　こうして初回は一週間、赤鐘が、青兎と行動をすることになった。

            　

            　僕はと言えばなるべく一人になるようにして、自室で魔術書を読んでスキルを覚えたり、レベルを上げたりしていた。時折月極や粋龍に組もうと言われたが、何となく断ってしまい、気がつくとパーティを組む場合、日廻とばかり組んでいた。

            　お互い義務連絡のみで、無言で狩ることが多かった。

            　日廻がヘイトを取り、僕が殲滅。

            　この手法で、気がつくと、サファイアのダンジョン一階のmobが相手ならば、二人で全ての組を余裕で退治できるようになっていた。遭遇していないモンスターは出ないから、他のクラウン・クエストで出現したらしいmobと戦えないことが少しだけ残念だ。

            「黒麦の料理は上手いな」

            　mobを殲滅した状態で、僕たちは昼食を食べることにした。

            　最近は、粋龍は下の街で露店をし、月極は図書館にいることが多く、他の二人は、僕ら同様、仮想ダンジョンにこもっているので、昼食は各自のことが多い。一応単独行動は今でも禁止なので、粋龍が露店に行きたいと言う時は月極が、粋龍が城の周囲で生産をしている時は、月極が図書館へ行くという形式らしい。僕もたまに誘われるが、ホーム内では一人でいてもOKだから、それに意識しすぎたり気まずくなったりしたくなくて、どんな顔をして良いのかも分からないから、僕は街へ降りるなどの外出はしないようにしている。

            「そうかな、有難う」

            「レシピが出現しても、現実世界で食べたことのない物や作ったことのないものは、総合レベルが高くても美味しい物を作れるまでにはそれなりに時間がかかると青兎から聞いたぞ。よっぽど良いものを食べていたか、現実でも色々料理をしていたんだろう。現実について教えて欲しいと言うことではないから、別に言いたくなければ流してくれ」

            　そういえば日廻と現実の話をするのは、初めて何じゃないかなと僕は思った。

            　日廻は、最初に入っていた【白銀騎士団】で余程疲れたのか、自分から現実の話を持ち込もうとしたことは稀にあっても、他者に聞くことは滅多にない。本人は、マスカラや化粧について等ぽろぽろ語っていたが、現在女装癖があったことを聞く限り、そういう事情もあって、本人があまりリアルに踏み込まれたくなかったからなのかも知れないと思う。

            「母親がシェフだったんだ。だけど家で作るのを嫌がって、僕にやらせてた。まさかそれが、こんな所で役に立つとは思わなかったよ。後は亡くなった父が、美食家、って言うのかな……料理の腕で母さんに惚れたって言っていたくらい、食べ歩きが趣味で」

            「……そうか。何系のシェフだったんだ？」

            「フレンチだよ。まぁ今は、高級料理は、様々な食材や国事の料理を混合して、最上級の一品を生み出すことにもみんな尽力してるって言うのが母さんの口癖だったから、色々なやり方を試してたけど。たまに母さんが作ってくれると、大抵実験台だったかな」

            　一応母は、高級有名料理の三つ星フレンチ店で、女ながらにメインシェフをしていた。

            　元々そこを経営していたのが父だ。父はそんなに高級とりではなかったが、父方の祖父が裕福だったらしい。数えるほどしか会ったことがないから、詳しくは分からないが、色々と経営しているのだと聞いたことがある。父は、全く別の職種で、架空現実でのAIの研究をしていた。それは僕が人工知能関連の学科に進んだ動機の一因でもある。

            「聞いても良いか？　言わなくても良いが」

            「なに？」

            「何故お父様は亡くなったんだ？」

            　パーティチャットだから、僕たち二人だけの間の話だし、誰かの目を気にする必要もない。

            　冬眞くんや、当時を知っている降大に聞かれるのは、少し気兼ねするけれど。

            「――殺されたんだ。事故かも知れないけど、多分。VR接続中に、誰かに無理矢理生命維持装置を外されて意識不明になって、その一年後に亡くなった」

            　義父の朝霧さんは、父の同僚で、ずっとそれ以来僕や僕の母の面倒を見てくれたのだ。

            　父が意識不明になって三週間後に、一年ほど出向していた欧州から戻り、慰めてくれたものである。僕が会う機会はあまりなかったが、それからも義父は母を支えてくれていたらしい。だから今も、母はきっと元気に過ごしているだろうと思う。

            「それで月極のお父さんとログアウトできなくなる直前に再婚したんだ」

            　月極は、精子提供と卵子売買による代理母出産だったと聞いているから、元々母親はいなかったのだという。今のご時世では、特に海外ならば、そんなに珍しいことでもない。

            そんなやりとりをしてから、僕らはもう暫く狩りをした。

            　レベルが数十上がった。

            　

            　その後、青兎は日廻を指定して、一週間が経った。

            　二人は部屋で何かをしているようだったが、何をしていたのか詳しいことを僕は知らない。

            　この時僕は、赤鐘と光攻撃魔法について、一週間かけて纏めていた。

            　思えば、回復職の聖職者にしろ、この攻撃魔法（光魔法と神聖魔法）を欲している人は多い。別キャラにも職を変化させられるようになった現在、聖職者と魔術師を一キャラずつ持っているユーザーも多いことは、ログアウトできなくなる前から分かっていたことだったし、二つの知識を集めて、俯瞰した本を執筆することにしていたのだ。執筆アイテムを試したいと言うこともあった。残りの時間で僕は、まずは料理スキルが低レベルでも使える、素材集めも容易なレシピ本を執筆するために、色々とメモ書きや実験をしていた。

            　三番目は月極だった。

            　月極を連れて青兎は、城の周囲や、様々な大陸のフィールド、街を回っていたから薬師の技能を上げていたのだと思う。一度青兎に、薬師のスキル書を渡す機会もあった。代わりに赤鐘が粋龍と共に露店へと出かけるようになり、僕と日廻は再びレベルあげをするようになった。

            　粋龍と赤鐘で出かける場合は、パーティを組んだ状態で、粋龍は露店を、赤鐘はタウンチャットをしていたらしい。

            　四番目は粋龍で、粋龍が露店を開くと、ひっきりなしに青兎が街へと降りるようになった。

            　今度は、後衛火力に僕がいない時のことを考慮して、そして現時点での連携を確認するためだと言い、日廻と月極がダンジョンへと潜った。僕と赤鐘は、それぞれ分担して、実際の執筆作業に入った。この頃には、『商業施設』というアイテムを一つ使ってみようと、ギルド内で話合われていて、最初の店は、誰でも制限も条件もなく移動できるセントラルに、雑貨店をオープンしようという事になっていた。僕と赤鐘の光魔法の本、僕の料理レシピ本（＋上げておくべきスキルとその上げ方など）、月極の霊薬などのPOT、青兎公認のバフ用弾、粋龍が装飾アクセサリーで作った魔法・物理攻撃属性upの首飾り（これまでの既存品を含めて一番効果が高い）、日廻が城の周囲で入手した食材を並べることになっている。

            　青兎と粋龍の露店も、青兎の目的以外に商業施設の下調べも兼ねているらしい。赤鐘は現在、書籍の複製をするために、生産スキルである『複製』のレベルを上げているので、僕は淡々とレシピ本を記述していった。NPCのお店で堅いパンが売っているし、以前に露店をした感触でもジャム類はすぐに裁けた。だから、人々の満足度を考えて、ジャム系や、素材こそ簡単だが粋龍曰く出現率が低いらしいカレーのレシピなどを載せることにした。これを読めばレベルが低くても、作る動作自体は可能になるはずだし。それに料理ごとに必要な個別技能スキル（切る煮る焼くなど）が変わるため、それも含めて僕は記載することにした。初心者向け初心者向け、と考えながら作った。料理スキルが初級の頃の事なんて忘れてしまったから、何を他に書けばいいのか分からなかったのも大きい。

            　青兎に最後に呼ばれたのは、僕だった。

            　一緒に行動することになった当日の朝食後、僕は席に残っている青兎を見た。

            　他のメンバーは、ダイニングからもよく見えるリビングでだらだらしていたり、NPCに飲み物を貰ったりしている。

            「僕は、何をすればいいの？」

            　昨夜の内に、明日からお願いねとは言われていたから、僕は青兎の隣の椅子を引き、座りながら聞いてみた。

            「昼は街で僕に着いてきて。ある意味護衛かな。僕が護衛なのかも知れないけど。それと夜は、毎日一緒に同じ部屋で寝て」

            　淡々と、そして最後は可愛く言われて、僕は肩を竦めた。

            「頑張るよ」

            　青兎が相手なら意識することもないし、ゆっくりと眠れそうだ。

            「……なんで一緒の部屋？」

            　そこへ月極がやってきて、僕の隣の椅子をひきながら呟く。

            「黒麦と一緒に寝たいから」

            「何もするなよ」

            　青兎の隣に座りながら、粋龍が言う。

            　その言葉に反射的に赤くなったが、ローブを着込んでいたので大丈夫だと思う。

            　大体中学生の青兎に対して、なんて事を言うんだろうと粋龍を糾弾したくなった。

            「一週間は、僕の自由」

            　青兎はそう言うと、立ち上がって僕の腕を取った。

            「あと二人、街にいくのは自由だけど、声かけたら許さないからね」

            　青兎の瞳が細くなった。

            　月極も粋龍も、視線を逸らして答えない。

            「と言うわけで、出かけよう」

            　青兎に言われ、歯磨きをした後僕は、街へと降りることにした。

            　布越しに、久方ぶりの街の喧噪を目にする。

            「紹介したい人、と言うか、紹介して欲しいって頼まれてる人がいるんだ。それも複数。これから一週間、日中はそれに付き合ってもらうからね。ただし引き抜かれそうになってもOKしちゃ駄目だよ」

            　青兎は、僕の手を取り、手を繋いだまま、器用に人混みを縫って進んでいく。

            　僕を引き抜きしようとする人がいるだなんて、まさか、と思ったが、誰かを紹介してくれると言うことには興味があった。人脈が増えるのは嬉しい。

            「最初は、古参が新しく作ったギルド【アンチノワール】のギルマス」

            　待ち合わせ場所らしい翡翠の大陸の初心者村『フロントジャルダン』へと降り立った。フロントは英語だし、ジャルダンはフランス語で『庭』だし、なんだか違和感がした。

            青兎がベンチに座ったので、僕も隣に座る。

            　すると正面に、すぐに人影が現れた。

            「久しぶりだな、青兎。――それに噂の黒麦か」

            　噂ってなんだろうと思いながら、その人物を見上げる。

            　旧【胡蝶蘭】のギルマスだった頼よりも、青よりの紫色の髪をしていて、眼は紺色。

            　背丈は、月極と同じくらいで、頼よりは少し低そうだったから、百七十代後半＋１・２cmだと分かる。名前は【紫紺】。ギルド名は、話題になっている【アンチノワール】。僕は彼に見覚えがあった。

            　βテストの時からの顔見知り（僕は一方的に知っていた）で、聖剣士としてのレベルは、前回のランキング時日廻と同等の一位だったと思う。聖剣士の一位は二人だけだったから、印象に残っていた。βテストの頃から、野良で結成されたパーティの、さらにクエスト消化するための連合を纏めるのが上手かった印象がある。リーダー的存在だ。当時は何度も、彼のパーティ集団にいれて貰ったことがあるので、記憶に残っている。少々つり目で、猫のような顔立ちだ。記憶が正しければ、クラウンズ・ゲートで最初に結成されたギルドである【晩餐会は夜明けまで】の副マスターの一人だったはずだ。

            「久しぶりだな黒麦、俺、組んだことあるけど覚えてるか？」

            「【晩餐会】は抜けたの？」

            　逆に覚えられていたことが以外で、僕は思わずそう聞きながらも顔を上げた。

            「まぁ、な。色々あってな。こんな状況だし。――クラウン・クエストの攻略必須要員だって噂は聞いてるぞ。さすが魔術師ランクNo1」

            　あと一週間弱で、更新されるならばランキングは変化するはずだから、、僕はそれには答えなかった。

            「ソロで目立ってたお前が、ギルドはいったって言うのは、俺にとって意外中の意外だったけど、まぁメンツも実力者ばっかりだったから納得した記憶がある。βからずっと、何してるか気になってたんだ」

            　懐かしい話だなぁと思い出しながら、僕はベンチの端によった。

            　青兎も体の位置を変えたから、中央に紫紺が座る。

            「まさかこんな状況になって連絡取る日が来るとは思わなかったけど。そうだ、連絡先教えてくれないか？」

            　言うのと同時に、紫紺から友達申請があった。

            　了承すると、細く隣で彼が息をついたのが分かる。

            「【アンチノワール】ってギルドは、メンツ的に、交流があるギルドも多い。だけど、出来れば着実にクエストを消化したいから、お前や青兎がいるギルドの力も借りたい。これが本音だ」

            　率直に紫紺に言われ、僕はローブの中で唇を噛み、俯いた。

            　ログアウトのために、出来ることがあるならば、僕だって協力したい。

            「楽しく遊べる、友達になる、って言う意味だけで連絡先を交換できるんなら良かったのに」

            　そう言って紫紺は立ち上がると、僕と青兎を交互に見た。

            「俺は、とりあえずキングを目指す。なりたいわけじゃないけどな、ログアウトに必要不可欠なら、誰かがやるべき事だから。協力できることはしよう」

            　そのまま紫紺は歩き去った。

            　

            　残された僕は、無言のまま青兎へと視線を向ける。

            　このようにして、以来日中僕は、青兎から他のギルドの人々を紹介されることになった。　ソロの人は、初日の午後にあったたった一人――召喚者のマサトだけだった。

            「はじめまして！」

            　マサトは威勢が良い、青兎と同年代の少年だった。

            　黄緑色の髪と目をしていて、黄色い猫ミミがついていた。

            　召喚者としてよりも、生産の中で飼育スキルに分類される、家畜の育成が得意らしかった。その道では有名らしい。昔は生産採取物のランキングはなかったが、現在では彼の造り出す食肉は、大変高価で非公式ランキングにおける一位なのだと青兎に教えて貰った。

            　この状況になってから、料理に素材に、有志の者がランク付けをしているらしい。

            「フィールド採取物の中で一番レア級の肉が、キングファゴットの胸肉なんです。一応クラウン・クエストのmobかボスがおとしたって言う肉で、手に入れられるものは試したんですけど、身内で一番料理の総合スキル高いし肉加工のレベルあげてる奴に試して貰ったけど、現段階だとこれが一番美味しいと思うんです」

            　力説したマサトは、大変低姿勢なせいか、開口一番「良かったらマサトって呼んで下さい！」と言っていたせいか、ついつい呼び捨てにしてしまう気配を漂わせていた。体育会系の後輩が出来た気分で僕は頷く。髪型も角刈りに近く、二次成長前の見た目と言うことを踏まえても、本当に運動部といった感じだ。

            「だから、ぜひスキル数もランクも凄い、料理の神様に、直に何か作って欲しくて」

            　料理の神様って何だろうと思いながら、僕は、キングファゴットの胸肉の譲渡受諾を表示したウィンドウに手を伸ばした。お礼に、と言っては何だが、加工よりも素材取得系なのだろうと判断し、同じ個数（×99のワンセット）キノコのキッシュという料理成果物を渡した。HP回復効果と、防御力up効果がある。召喚者は、召喚獣で前衛も出来るが、基本的にプレイヤーは後衛なので、防御力up効果は、有っても困らないという判断からだ。

            「えええ、良いんですか？　こっちが勝手に持ってきたのに！」

            「味は保証しないけど」

            「今までこっちで食べた中で一番美味しいです」

            　早速一つ出現させて食べながら、マサトがそんなことを言った。

            　悪い気はしない。

            　それからしばし料理スキルについて雑談し、僕たちは城へと戻った。

            　その日の夜は、青兎の部屋で、一緒に睡眠を貪った。

            　久しぶりに人と本気で会話すると疲れるのだなと思った瞬間でもある。

            　

            　

            


            　

        
        
            【15】青兎

            　

            　

            　そうして翌日の夜。

            　人を二・三人紹介され、けれど昨日とは異なり、一人とも連絡先を交換しなかった。

            　初日は紫紺とは連絡先を交換したのだけれど。

            　だから早めに戻り、夕食の準備と、今後の数日間の食事の下準備をし、定時に僕たちは夕食を食べた。夕食の時間は、始め通り午後の八時と決まっている。それからお風呂に入り、僕は、先に入浴を済ませていた青兎と共に、十時前には、青兎の部屋へと戻った。

            　現在の城の各部屋は、それぞれが好きな部屋を選び、カスタマイズしている。

            　青兎の部屋は、遊び心がたっぷりで、白と黒のチェス盤のような床の上に、天蓋付きの豪奢な寝台と、これまた玩具のような歪な形のテーブル・椅子があるだけだ。各部屋に常備されている簡易冷蔵庫やシャワールームは、ダイヤ状の赤と黒で出来たプラスチックの暖簾の奥にあって、視界には入らない。他に壁にはクローゼットと、柱時計があり、入り口から見て突き当たりの壁には大きな窓がある。窓には遮光カーテンが掛かっていた。

            「あの、さ」

            　いつも通り部屋の鍵を閉めながら、青兎が呟いた。

            　粋龍は何か密談がある時しか鍵を閉めないし、僕は基本的に開けているが、青兎はいつもこうして鍵を閉める。

            「なに？」

            　寝台に座りながら、僕は顔を上げた。

            　今では初心者用のジャージではなく、粋龍が作ってくれた白いパーカーと細くて柔らかい黒のボトムスを寝間着にすることが多い。

            「変なことを聞いても良い？」

            　寝台脇のテーブル側の椅子に座りながら、青兎が言う。

            「前に……その、自慰して、粋龍に替えの服を持ってきて貰ったって言ってたよね？」

            　思わず僕は咳き込んだ。

            　そう言えば最初に手でされた時、そんなことを月極に向かって、ギルドチャットで話たのだったっけ。

            「僕……一人エッチするって……まだよく分からなくて」

            　青兎が、白磁の頬を真っ赤に染めた。

            「自分でしたこと、まだ無いんだ。もう中２なのに……」

            　しょんぼりとした青兎に、僕は何も言えなくなる。

            「だから……教えて欲しいんだけど……」

            　言いづらそうに、少年が顔を上げた。拒否して青兎の、折角の勇気をへし折るというのも躊躇われるが、僕に教えるなんて出来るのだろうか。僕らは男なんだから、いつか自分でする日は来る。焦って覚える必要はないと思うが、興味があるんだと青兎が言うなら、少なくとも一応年上の同性として放置するのも気がひけた。こう言うのは、粋龍とか月極の方が、聞くには適切のような気がした。赤鐘はあんまりそう言う、性的な気配がしないし、日廻は同性愛者だと公言しているから任せることに不安はあるけど――だけど、どうして僕？

            　呆気にとられつつ、青兎が歩み寄ってきて僕の隣に座るのを見ていた。

            　左側に寄りかかられて、息を飲む。

            「黒麦、教えて？」

            「ど、どうやって……？」

            　我ながら情けのない声が出た。

            　しかし実際に教え方が分からない。

            「やって、見せて……？」

            　青兎のものをするのか、口頭で説明しながら青兎がするのを見守るのかとばかり考えていた僕は、その言葉に短く息を飲んだ。

            「……え？」

            言われた言葉を認識すると、ゆっくりと頬が熱くなる。恥ずかしい。

            「やり方、お手本に見せて、欲しいの」

            　それは即ち僕が自慰行為している姿を、青兎に見せるというそう言う――考えただけで、思わず首を振っていた。

            「無理。青兎、焦ることはないよ」

            「焦ってないよ。だけどこんな事、黒麦にしか頼めない」

            　そう言って上目遣いに見られると、言葉を失うしかない。

            「ねぇ、お願い……」

            　グイッと顔を近づけられて、金色の瞳にのぞき込まれ、僕は困惑した。

            「別に口頭でも……」

            「駄目だよ。僕はこれでも情報屋なんだよ？　知らないことがあるなんて、嫌なんだよっ」

            　その言葉に何も返せず、僕は暫し思案した。

            　――誰でも通る道なのだし。

            　抜き合いは男友達でもあると粋龍も言っていたし、そう、男同士なんだから別に恥ずかしがることはないのかも知れない。

            「……分かった」

            　僕は意を決した。

            　それから青兎がおずおずと手伝ってくれて、ボトムスと下着を脱ぐ。

            　萎えきっている自身に、そんな気分でもなかったが、手を添えた。

            「これをね、その……触るんだよ」

            　なんだか人に見られながら、自分でするというのは、不思議な心地だった。

            「どんな風に？」

            　青兎が、僕の中心をしっかりと見ている。それがまた羞恥を煽る。

            「っ、その……上下にとか、気持ちいいところとか」

            「気持ちいいところって何処？」

            「人によるから……」

            「黒麦は何処？」

            「それは……」

            「参考までに教えてよ」

            　まじまじと見据えられていると、恥ずかしさからか、手に力がこもってしまうし、体も緊張してくる。だがイくわけにもいかなさいし、半分ほど立ち上がったところで己を制御する。

            「この辺とか」

            　カリ首の周囲に触れながら、務めて真摯に答える。

            「そこをずっとしてると、イくの？」

            「ん……人に寄るけど……」

            「イくところみたい」

            「え、いや、それは――」

            「お願い、黒麦。僕どうしても、見たいんだ」

            　青兎にそう言われ、僕は躊躇する。

            　どうなんだろう、年下の未成年の前で、自慰行為で果てるって。

            　羞恥もあるが、なけなしの倫理観も頭を過ぎった。

            「……そういうのは、好きな人が出来た時に、とっておきなよ」

            「僕にも好きな人はいるよ、だから早く覚えたいんだ」

            「……じゃあ、自分でやってみたら？」

            「その前に、知識が欲しいんだよ」

            　真剣な顔の青兎に、何も言えなくなって、僕は意を決して手の動きを早めた。

            　そしてその夜、あっけなくイった。

            　三日目も、日中は人を紹介されるという変わらない流れで、ちなみに夜は普通に就寝した。青兎は普通に好奇心からあんな事を言ったんだろうなと思う。顔を見るのが少しだけ恥ずかしかったが、いつも通りの少年の姿に、冷静でいようと僕は務めた。

            　そして四日目。日中はいつも通りだった。

            　その夜。

            「ねぇ黒麦」

            　青兎の部屋で二人きりの状況で、僕が横になった瞬間、声をかけられた。彼はまだベッドに横に座っている。

            「どうしたの？」

            「フェラ、してみても良い？」

            「へ？」

            　唐突な言葉に意味が分からず、顔を向けて、横たわったまま目を見開く。

            「僕、練習して――……好きな人に気持ちよくなって貰いたいんだ」

            「練習……」

            　即ち僕を練習台にしたいと言うことだろうかと考える。

            「お願い黒麦。フェラ、させて」

            　そういうと、青兎が寝台の上に載ってきて、僕の下衣をおろした。

            「ちょ、ちょっと待って、それは……」

            「お願い」

            「っ、けど……好きな人に、気持ちを伝えてから、その相手にした方が良いんじゃないの？」

            「お願い」

            　繰り返されて、ズボンを押さえる手が緩んだ。

            　その間に拒否を突破され、下半身があらわになる。

            　男同士でこういう事をすると言う抵抗感よりも、純粋な青兎とこんな話をして良いのかという罪悪感の方が募ってくる。

            「っ」

            　すぐに口で銜えられ、僕は思わず目を伏せた。

            　先端を舌先でゆっくりと舐められ、そのまま舌が、筋をなぞるように下へと降りてくる。

            「ちょ、青兎――！」

            「ひもちひひ？」

            　恐らく『気持ちいい』と聞かれているんだろうと思ったが、銜えられたまま喋られると、切ない感覚がはい上がってくる。

            「駄目だよ、ねぇ、ッ！」

            「……」

            「いやだ、やだ、やだって……っん――ぁ」

            　自分の喉から、信じられないほど甘い声が出たのを自覚した。

            　青兎は――粋龍と同じか、それ以上に、上手かった。

            　次第に気持ちよさに翻弄され、思考に霞がかかってくる。

            「な、なんで……」

            　こんな経験など無いはずの青兎に、もう僕の体は支配されているような状況だった。

            「ぁ、や、出るから、口離してッ」

            　我ながら情けないことに、すぐに達しそうになり、無意識に腰を揺らす。

            「ん、ぁ、フっ、ぅッ」

            　そのまま舌使いで青兎にイかされて、僕は全身の力を一気に抜いた。

            「気持ちよかった？」

            　何でもない風に、その後、布団を正して僕の隣で丸くなりながら青兎が言う。

            「……」

            「よくなかった？」

            　悲しげに言われて、顔を背けた。

            　恥ずかしい。死にたい。

            「おかしいなぁ、日廻にやり方習ったんだけど」

            　その言葉に、僕は目眩を覚えたのだった。

            　――日廻と青兎は、そう言う関係なのだろうか？

            　

            　次の日も、日中は何人かの人を紹介された。とはいえその日は僕は単なる付き添いで、ほとんど青兎が言葉を交わしていた。

            　昨日のようなことはもう避けなければと決意しながら、夜、部屋へと行く。

            「良かった、来てくれないかと思った」

            「……」

            　驚くでも笑うでもない、淡々とした青兎の表情に、僕は嘆息する。

            「元々前からずっとね、このギルドに後から入った粋龍も月極も、黒麦と仲良かったから、僕、考えてたんだ」

            　すると思いも寄らない話になって、驚いて顔を上げた。

            「僕だけ、【血塗れ男爵】結成後の新規メンバーで、あんまり仲が良くなってないよね」

            「そんなことは……」

            「僕ももっと、黒麦と仲良くなりたいなってさ。粋龍や月極と同じくらいに」

            　別に今だって、決して仲が悪いわけではないと思うのだ。

            　だけど僕もまた同じ事を考えたことがあったせいか、気づくと頬が緩んでいた。

            「僕は、青兎のこと好きだよ。仲良くしてくれたら、嬉しい」

            　僕がそう言うと、青兎が満面の笑みを浮かべた。

            　久方ぶりに見る、珍しい表情だった。

            「実は、面白いもの手に入れたから、試したいと思ってて」

            　続けた青兎は、テーブルの上から、小箱を取った。そして中に入っていたアイテムを取り出す。

            「？」

            　丸みを帯びた白い球体で、コードが繋がっていて、スイッチ部分らしき直方体に繋がっている。青兎はそのまま、粋龍の部屋で見た覚えのあるボトルを手に取った。

            「え……？」

            「服、脱いで」

            「だけど、それ……」

            「いいから。一週間僕と一緒にいてくれる約束でしょう？　お願い」

            　警戒感が体を支配した僕の前で、球体にたらたらと青兎がローションを垂らしていく。

            「早く服脱いで」

            「……」

            「それとも、脱がせて欲しい？」

            　青兎が、小首を傾げた。あまりにもいつも通りの調子だったから、僕は何も言えなくなる。僕の勘違いかも知れないし。そもそも青兎は、僕ですら最近まで知らなかったローションの事なんて、知らないと思うのだ。

            「早くして」

            　その言葉に、僕は、怪訝に思いながらも上下の衣服に手をかけた。試すって何をどう試す気なんだろう。だけど、さも脱いで当然だと言わんばかりの青兎の表情を見ていると、脱がないという選択肢を出すことは、僕の方が変なことを想像しているように取られる気がして困る。ただソロをしていて磨いた警戒感が、胸の内で何かをわめき立てている気がした。

            「座って」

            　言われるがままに、寝台に座る。

            「あの、青兎……？」

            「ちょっと黙ってて。声我慢できない分は、出して良いから」

            　そう言うと少年は、僕の後孔に、白い球体をつっこんだ。

            「ひッ」

            　唐突なことに目を見開き、体をよじると、手首を頭の上で、体重をかけて掴まれる。

            　僕より細い体つきをしているのにどこからそんな力が出てくるんだ――そう思った瞬間、急に中で、何かが震えた。

            「ん、ァ！」

            　規則的な振動が、無理矢理快感をあおり立て始める。

            　目を見開いた僕は、酸素を求めて、口を開いた。

            「ローターって、言うのかな？」

            　青兎は僕の反応に満足したのか、スイッチボタンを弄っている。強弱の表示が見えた。

            「や、やめ――……ぅっ、う」

            　まるで体が自分のものではないように、強制的な振動によって、熱が自身に集まっていくのが分かる。

            「気持ちいい？　黒麦」

            「あ、あ」

            「僕、全然満足させてあげれないかも知れないから、こういうの試してみたくてさ」

            　苦笑している青兎の顔を、涙をこぼしながら、瞬きをしつつ見据える。

            　それは前に言っていた好きな人に対して？　その練習？

            　聞きたかったが、口を開けば……

            「んァ――！」

            　意図せず嬌声が漏れた。

            「黒麦は、何処が好き？」

            　青兎の指が入ってきて、ローターを人差し指と中指で掴み、奥へと押し込む。

            「ん、や、ぁ、あ、ンア――！」

            　刺激されると体がおかしくなってしまう場所にそれをあてがわれ、僕はのけぞりかえった。気づくと触られてもいないのに男根がそそり立ち、先走りの液を垂らしている。

            「や、やめっ、ぁ、いきたいッ」

            「前もして欲しい？」

            　青兎が首を傾げながら、僕の自身へともう一方の手で触れた。

            　そのまま後ろへの機械的な刺激と、前への率直な刺激で、僕はあっけなく果てた。

            　なにをやってるんだろう、僕は。

            　息が整うと同時に、青兎がシャワールームへと行ったのを見計らい、僕は自室へと逃げ帰った。やっぱり、自分のカンは信用するべきだった。慌てすぎて、装備につけている魔術攻撃力up用の腕輪を、寝台に座る前に外したまま、忘れて帰ってきてしまった。もう顔を見てはいられなかったのだ。青兎は、一体何を考えているんだろう？　子供特有の、蜻蛉の羽をむしるような残忍さで、僕で遊んでいたのだろうか？　考えても答えは出ない。

            　それに、彼の前で醜態をさらしてしまった自分が情けない。

            　

            　だけど現実はいつも通り朝を迎えるから、僕は惰性で朝食を作った。

            　現れた青兎はいつも通りで、他の誰かも昨夜の出来事に気づいた様子はない。

            　ちらりと粋龍を見る。

            　何故なのか、罪悪感が浮かんできた。

            　僕が何処で何をしようと、きっと粋龍は歯牙にもかけないはずなのに。

            　その日もこれまでと何ら変わらず、日中は人を紹介された。

            「こんにちは」

            　今回会ったのは、旧【胡蝶蘭】達による新生ギルド、【砂中楼閣】のギルドマスターである吹雪だった。銀縁の細いフレームの眼鏡に、切れ長の緑色の瞳をしている。若干垂れ眼だ。髪の色は黒に近い腐葉土色で、後ろで長い髪を一つに束ねている。職業は、銃術士のようだった。体格はどちらかというと細身だ。背は日廻と同じくらいだろう。

            「貴方達に仲間になっていただけなくて、誠に残念です」

            　無表情でそう言った彼が、本心からそう思っているのかは分からなかった。

            「これから何かと連絡を取る機会も増えるでしょう。良かったら連絡先を交換しませんか？」

            　疑問系だったが、言葉が終わると同時に、僕宛に友人申請が飛んできた。

            　反射的に、OKする。

            「では、またなにかあれば」

            　それだけ言うと、彼は去っていった。

            　見送っていると、青兎が、ぶらぶらと足を揺らす。

            「今日はもう一人」

            「うん……」

            　僕はまともに青兎の顔を見ることが出来なくて、ローブの奥で俯く。

            「昨日のこと、気にしてる？」

            「っ」

            「今のこの世界じゃ、全然珍しい事じゃないんだよ」

            「……」

            「下心がなかったとは言わないけど、別に他意があった訳じゃないから」

            「……」

            「黒麦を僕のものにしたい！　とか、言わないから」

            「……青兎」

            「ん？」

            「もっと自分を大切にしないと駄目だよ」

            　僕はそう言ってから、サンドイッチの入ったバスケットを取り出した。

            「昼食にしよう」

            「――うん」

            　青兎は、何か言いたそうだったが口は開かず、サンドイッチに手を伸ばす。

            「もう一人は、どんな人？」

            「黒麦も知ってる人だよ、来れば分かる――あ、今夜は、別々に寝よう。僕の部屋に来なくて良いからね」

            　頷きながら、僕は思案した。

            　一体誰だろう。

            　疑問はすぐに解決した。

            　昼食後にやってきたのは、狐塚だったからだ。

            　青兎が露店を視てくると言って席を外す。

            　青兎と狐塚が知り合いだとは、知らなかった。

            　個別チャットを開き、僕は久しぶりに狐塚と二人で話をすることになった。

            「元気だったか？」

            「まぁまぁかな」

            「そう言う割に、黒麦、疲れた声しとるな」

            　そう言われて肩を叩かれ、思わず苦笑する。

            「ログアウトできない、こんな状況だからね」

            　僕が答えると、狐塚が肩を竦めた。

            「無理はすんなや――なにかあったらいつでも聞くさかい」

            　そうこうして、その後青兎が戻ってきてから、城へと帰ることになった。

            　今、心安らかに話が出来る友人は、僕にとっては狐塚だけなのかも知れないなと考える。

            　

            　それとも、僕が自意識過剰すぎるのか。

            　いつも通りだった狐塚の姿に勇気を貰い、僕は忘れ物を取りに、夕食後の少し遅い時間、青兎の部屋へと向かった。すると、話声が響いてきた。多分、個別チャット。秘密チャットだと、これも聞こえなくなるらしいが、個別チャットだと物理的な声が、近づけば実際に音声を発していると聞こえると理解していた気がする。唇を動かさず声を発しないことも出来るとはいえ。

            　青兎の部屋からは、青兎の声と――……粋龍の声が響いてきた。

            「――そういうこと黒麦にも言って、初めて奪ったんだ？」

            「だったらなんだよ？　お前こそ黒麦を連れ歩いて何してるんだ？」

            「っ、ぁ」

            　粘着質な水音が響き、中で行われている行為に想像が付く。

            　嗚呼――……と、急速に体が冷静になり冷めていくのが分かった。

            　やっぱり粋龍は、僕のことなんかなんとも思っていなかった、セフレの一人くらいに思っていたのだろうという気持ちがまず一つ。もう一つは、青兎が言っていた本命というのは、粋龍のことだったのだろうかという推測。粋龍だったら、納得も行く。同性目に見ても格好いいのだから。

            　気づくときびすを返していて、足早に廊下を去ろうとしていた。

            　けれど角を曲がる直前に誰かとぶつかる――月極だった。

            「黒麦？」

            　ギルドチャットではなく、個別チャットが響いてくる。

            　顔を上げると苦笑された。

            「様子が変だったから、個別にしてみた」

            　つまり、僕たちだけのやりとりだ。それにどこかで安堵しながら、身動きせずにいると、抱きしめられた。思ったよりも厚い胸板に顔を押し付けられる。僕は最初、何も発する言葉を見つけられないでいた。

            「なにかあったのか？」

            「……」

            「なにしてたんだ？」

            「っ、その……青兎の部屋に、忘れ物を取りに行こうとして……」

            「今日は一緒に寝ないのか？」

            「来なくて良いって言われた」

            「――それで、見ちゃった訳か？」

            「ッ」

            「さっき粋龍が部屋を出るとこ見た。青兎の部屋にいるんだろ、粋龍」

            「な、なんで――……？」

            「黒麦が知らなかっただけで、あいつらはずーっとそう言う関係だからな」

            「え」

            「恋人同士かどうかは知らないけど、少なくともセフレだ。ログアウトできなくなる前から。前々からVRの性的倫理規定の制限を外すテクは、広まってたし」

            「なッ」

            　では、自慰の経験が無いだとか、そう言う青兎の言葉も嘘だったのだろうか？

            　てっきり性経験がないのだろうと思っていた僕は、何度も目を見開いたままで瞬きをする。

            「黒麦、粋龍はやめとけよ」

            「え……」

            「お前だけを大切にしてくれる奴、絶対いるから。俺が保証する」

            「……」

            「寧ろ、俺がお前を大切にする」

            　月極はそう言うと、僕を力強く抱きしめてくれた。

            　その頃から、僕にはもう、何が何だか分からなくなり始めていたのだと思う。

            　考えてみれば、粋龍がローションを持っていたのも、それを使用する機会があったからだろう。使いかけのもののようだったし、使い方にも慣れていた。青兎が同じものを持っていたのも、粋龍と関係を持つ時に必要だからなのだろう。

            　考えれば考えるほど冷静になってくる気がするのに、どこかで感情が騒ぎ立てる。

            　だから落ち着けるように背中を撫でてくれる月極の手の温かさだけが、僕の中で光だった。

            　

            　

            


            　

        
        
            【16】憐憫

            　

            　

            　本日は、青兎と過ごす最終日。

            　昨日僕が見てしまったことを、青兎は知らない。

            　僕は、青兎のことがよく分からなくなりつつある。

            　そんな状態で、今日は三人ほど紹介されたが全て上の空で、誰と連絡先を交換するでもなかった。夕食後、お風呂に入り、この一週間で言うならばいつもの通り、青兎の部屋へと僕は向かった。

            「ねぇ、黒麦」

            　僕よりも先に部屋へと戻っていた青兎が、机の上に広げた書籍を眺めたまま、僕に言った。

            「僕の好きな相手、同性なんだ」

            　やはり粋龍なのだろうかと身構える。

            　仮にそうだとしても、僕には止める権利なんて無いし、多分そう言う意味では、青兎の方が僕よりずっと粋龍と親しい様子だ。

            「だから、やり方の勉強をしたいんだ」

            「……」

            「もうすぐ日廻が来るから、来てって呼んだから、実演して見せてくれない」

            「――え？」

            　その言葉には、さすがに目を見開く。

            「男性経験あるんでしょう？　黒麦は。ねぇ、見せて、教えてよ」

            「何言って……」

            「お願い」

            　通常であれば、願いを聞いてしまいたくなる表情で、青兎に言われた。

            　だけど――だけどそんな事できっこない。

            「来たぞ、何のようだ？」

            　その時日廻が入ってきた。

            　僕は気づくと青兎を突き飛ばしていて、日廻とは入れ替わりに外へと走り出ていた。

            　言葉からするに、日廻は何も知らない様子だった。

            　だけどそう言う問題じゃなくて、僕にはそんなことは出来ない。

            　確かに青兎に玩具を使われたりもしたけれど、やはり僕は、そう言うことは好きな人としかやるべきではないと思うのだ。粋龍のことが頭に浮かんでくる。粋龍は、そうではないのかも知れないけれど、と――青兎と体を重ねていた彼のことを思い出した。

            「なにやってるんだよ？」

            　気がつくと僕は、個人部屋が連なる階の、最奥にある窓の前にいた。

            　すぐそばが月極の部屋であるせいか、気づいた様子の彼が、僕の正面に立っていた。

            　僕も無意識に、月極の姿を探していたのかも知れない。

            　だからここへと来たのかも知れない。

            「……」

            「泣いてるのか？」

            　気づくと僕は、ボロボロと涙をこぼしている自身に気がついた。

            　チャットのウィンドウも個別が最前面に開いていて、それは月極の気遣いだと思った。

            「月極……っ」

            「！」

            　僕は思わず抱きついていた。

            　涙が止まらない。

            　ゲーム内ではそれこそ粋龍と同じくらい仲が良かった――パートナー。

            　彼が、月極が、ここにいてくれて良かったと思いながら、僕は涙をこぼし続けた。

            「僕、僕、どうすればいい？」

            「……なにがあった？」

            「わかんないんだよ、もう何もかも全部」

            　多分やけになっていたのだと思う。

            　色恋沙汰に限らず、ログアウト出来ないことに対する苛立ちも悲しみも全部含めて、それまでせき止めていた感情が、一気に溢れ出したようだった。

            「帰りたい、元の世界に帰りたい」

            「そりゃ、俺だって……」

            「そうしたら、降大のこととか、色々悩んだり、青兎とかギルドのみんなのこと、今みたいに考えなかったはずなのに」

            　思わずそう口走った僕の背中に回っていた月極の手が、びくりと震えた。

            「――お前、やっぱり粋龍のことが好きなのか？　降大って、粋龍のことだろ？」

            「それは――」

            　自分でもまだよく分からなかったから、答えに窮する。

            「とりあえず、ここは寒いし、部屋に来いよ」

            　月極に促され、僕は彼の部屋へと入った。

            　別に変な意味はないからと鍵を閉めながら言った月極に、思わず苦笑する。

            　それから、僕が以前アイテムとして渡しておいたローズヒップティを月極が出現させた。

            二人で温かいフレーバーティを、テーブルを挟んで飲む。そうしながら僕は、今日の青兎と日廻のことを、つらつらと相談していた。

            「――って、まぁ、日廻はなんにも知らないみたいだったんだけどさ」

            　明るく言ったはずなのに、涙がこぼれてくるのを止められない。

            「青兎だって純粋な好奇心のはずなのに――だけど、僕、僕、ハハ、答えられなかった」

            　月極は、黙って聞いてくれる。

            「黒麦、俺は、お前の優しいところ好きだよ。普段分かりにくいし、ギルド外で知ってる奴なんてほとんどいないだろうけど、寧ろ知らせたくないってすら思う」

            　僕の言葉が止むと、月極がそんなことを言った。

            「だけど、隙だらけすぎだろ。ギルドの中だからって言って」

            「はは、粋龍にも似たようなこと言われたことあるかも」

            「……あのな」

            　そう言うと立ち上がり、ベッド側の場所の座布団の上に座っている僕の隣に、月極がやってきてあぐらをかいた。

            「――粋龍とはヤったんだよな？」

            「っ、あ、え？」

            「正直に言えよ」

            「それは、その……」

            「気持ちよかったか？」

            「……」

            「それで、意識するようになったのか？　好きかもって、思うのか？」

            「……」

            　緑色の瞳に、のぞき込まれる。

            「青兎が、今回便乗しようとしたのも、お前が粋龍を好きだって勘違いしてるからだよ」

            「え？　それに……勘違いって……」

            「体の関係を持って情がわいただけだろ。気持ちいいって言うのと、好きなのかも知れないって気持ちを、一緒に考えてるんだろ、黒麦は」

            「……でも」

            「『でも』も『だって』もない。そうなんだよ」

            「そんな……」

            　月極の言いたいことは分かったが、だけどどうしてもそんな風に僕には思えなかった。

            「そうなんだって言ってるだろ。そうじゃなかったら――……許さない」

            　途端、月極に腕の下へと手を回され、ベッドへと無理矢理体を押し倒された。

            「っ、？」

            　呆気にとられて瞬きをしていると、急に鼻を押さえられ、口元に瓶をあてがわれる。片手で月極がコルクを抜くと、甘い香りが漂ってきた。

            「ッ」

            　瞬間、全身から力が抜けた。

            「心配するな、体に力が入らなくなる効果のある気体性POTだ。すぐに効果は切れる」

            　言いながら、コルクを締め直し、月極が瓶を床へと放り投げた。

            　そして僕が寝間着にしているパーカーのジッパーを開け、下衣を下着ごと引き抜く。

            　寝台の上に横になり、呆然とした僕は、月極が部屋の灯りを消したことをただ認識していた。

            「これ、今薬師の露店でPOTのぞくとローションに次いでの人気だから、レシピ調べて、レベル上げて、作ってみたんだよな」

            　月極がそう言いながら、寝台の枕元の棚の上にあった小瓶を手に取る。

            「それ、何？」

            「まだちょっとしか試したこと無いから、効果の保証は出来ないけど」

            　見る角度によって虹色のいずれかに見える液体を、僕はぼんやりと見上げることしかできない。

            　ローションの類似品だろうかと首を傾げる。

            　というか、ローションを使う用途を思い出しても、この体勢はヤバイ。非常にまずい。我に返った僕は、何とか僕を押し倒している月極の体の下から、抜け出そうと藻掻いた。

            「何考えてるんだよ、離して！」

            「嫌だ」

            「何でこんな――」

            「俺はお前を誰にも渡したくない」

            「は？」

            「兎に角黙って、大人しくしてろ」

            　月極はそう言うと、瓶を持ったまま、僕の右の乳首を舐める。

            「女の子でもあるまいし、そんなところ触られたって――」

            「――ああ、そう。こっちのほうがいいわけだ？」

            　そう言うと月極は、体の位置を下げ、僕の菊門へと舌を伸ばした。

            「っ、いやだ、汚っ」

            　初めての感覚にとまどいながら、体を揺らす。

            「汚くないよ、黒麦の何だから」

            　そのまま、襞を解すように舌で舐められ、僕は体に力を込めた。

            「ひくひくしてる」

            　笑いながら月極が、瓶の蓋を開けた。

            　それを片手に取り、僕のことをまじまじと見る。

            「俺はずっとこうしたかった。後悔はしない」

            　僕は、何故抵抗できないのだろうかと思案しながら、それを淡々と聴いていた。

            　PKなら、純粋な物理攻撃力では負けるにしろ、魔法の詠唱を完了した状態なら、多分一発で葬ることが出来る。詠唱済みの魔術を任意のタイミングで放つことは可能だ。それが躊躇われるのは、これまでも今もこれからも、そこにいるのが良く見知ったギルドの相手だからなのだと思う。死亡している姿なんて、見たくないのだ。

            「ん、ぁッ」

            　月極の指が、僕の内部へと一本入ってきた。

            　ぬめりのせいか痛みはなく、前に粋龍の手で使用されたものよりも、冷たいとも思わない。

            　そんな冷静な思考は突如――全身を走った感覚に、かき消された。

            　ジン、と足の指先から、手の指先まで、そして体の中央を背骨に沿い、電流のような衝撃が駆け上った。

            「！」

            　目を見開き、鼓動を落ち着けようと何度も吐息する。だが、呼気が熱く、その刺激にすら舌が震えた。気づくとの度全体が震えていて、首筋を汗が垂れていく。

            「嫌だっ……ッ」

            　月極は答えず、曖昧に笑うだけだった。

            　入り口を何度もなぞり、中へと指が進んでくる。

            　それからまるで塗り込めるように、指が動いた。

            「っ、ぁ、あ――ッ」

            　更に全身が熱くなる。

            　ただ中に指が入っているだけだというのに、これまでに知らなかったうずきが、指を中心に体に広まっていく感覚だ。腰が無意識に揺れた。自分の意志ではどうにもならない。

            「や、ン、な、何……！」

            　ゾクリと、体の奥から熱がはい上がる。

            　体が変だ。

            　もう変だとしか言いようがなかった。

            　ガクガクと肩を震わせ、唇を噛んで、わき上がってくる何かをこらえようとする。

            ぞわぞわとした感覚に際限なく背筋が震えた。

            「待って、嫌だ、怖い。何これ――ッぁ！　！」

            　思わずそう尋ねた時、二本目の指が入ってきた。入り口付近で、揃えた指を月極が、浅く抜き差しする。それ繰り返している。その刺激がまた気持ちよすぎて、声が喉に張り付いた。まるで、体中が性感帯になってしまったような感覚だった。自分の体だとは思えないくらいだ。未知の感覚過ぎて、恐怖が募ってくる。

            「俺特性の媚薬。レシピは覚えたてだけどな」

            　そう言うと月極が、二本の指をクイッと動かした。

            「ンあ――っ、ぁ、あ、はッ」

            　体がビクビク反応する場所を擦られ、僕は自然と目を見開いていた。

            　ただでさえ体がおかしいというのに、今、その場所を触られたら、どうなってしまうのだろう。

            「ここ？」

            「や、あッ！　ン、だめだそこは」

            「よさそうだけど」

            　腰をひき身をよじる僕には構わず、一時だけ指を引き抜きクスリを足して、すぐにまた月極が指を差し込んだ。

            「熱ッ、ん――、熱っ、ぁ、嫌、いや――！　やめて――！」

            　重点的に、その場所に塗り込まれる。すると、刺激されるだけでも限界に近いというのに、僕の体はそれだけで精を放った。自覚するよりも早く、気づくと腹部が濡れていた。

            「このクスリは、腸からしか吸収しないから俺がいれても問題ない。まぁこの世界、中だししても次の日には、精液体内から消えてるみたいだけどな」

            「ぁ、ぁ、ぁ、ヤ――い、いく、また出るッ……！」

            　まだ前を触られていないというのに、そして後ろだけでいった経験など今日まで無いのに、気づくとそう口にしていた。電流が走ったように体中が痺れ、頭が真っ白になる。先ほどの無意識のものもいれるのならば、これで二回、後ろだけでイかされてしまったことになる。

            「好きにしてて良い」

            「ひゃっ……ッ…あ！　んっ……！」

            　月極が、僕の自身を静かに撫で上げる。射精を促す手つきだった。

            　もうそれだけで、僕の体は蕩けた。

            「ぁア――！　ん、っ、あ、あ――！」

            　僕は腰と膝、体を震わせて、精液を放った。

            　ぐったりした体の奥で、月極の指が再び動き出す。

            「待って、もう無理、ふァ」

            「そうか？」

            「ぁ、ん、ンっ、ッふ、ぁ……え、え？」

            　きついと訴える体力に反し、すぐに僕の息子は熱を取り戻していく。

            　いったばかりなのに、逆にそれに触発されたかのように、体に達したいという願望がつどっていく。おかしい。もう、いけるはずがないのに。

            「ぁ、ぁ、嫌！　……や、ぇ……ッん！　どうして……ふぁあ、はぁ、あッッッ」

            「この媚薬、ぬった場所に中だしするまで、効果が切れないんだって。腸からしか吸収されないから、他の部分にぬってもただのローションだし、出す場所も決まってるけどな」

            「え……？」

            　言葉の意味を、瞬時には理解できなかった。

            　直後、不意に押し入ってきた圧迫感に目を見開く。そして体を硬直させた。

            「あ、ぁ――――！　や、ン、いや、ぁ！」

            「つまり俺が出すまで、黒麦はずーっとイき続けることになるんだよ」

            「嫌！　嫌だ！　っ……そんなの無理！　んぁッ！　ふ、ぁ、……ぁ、あ……あッ！」

            　激しく後ろをつかれ、気がつくと四度目の精を放っていた。

            　いきたくて仕方がないというのに、いざそうすると、じりじりと何かに照りつけられるように焼け付く感覚がした。

            　そのまま中を蹂躙され、意識がぐらついてくる。

            　腰が溶けそうだった。

            　気づくと意識は、自分の体には従わず、ただ快楽の色のみに埋め尽くされていた。

            　気持ち、良い。

            　それだけが、ぐるぐると脳裏を占め、全身までをも震えさせる。

            「嘘、やだ、もう、ぁ、またいっちゃうッ――！　んぁあ――っ」

            　朝までいかされ続け、僕の体は、ただ射精させられすぎると快楽が強すぎて辛くなるのだなと言う事を識った。何度いかされたのかは、分からない。

            　そうして――何時間が過ぎたのだろう。

            「ぁ、あ、あ」

            　もう意味ある言葉を口から放つことが出来なくなり、うつろな目で月極を見る。

            　その時の僕には、理性なんてものは残っていなかった。

            　イきたいと思うことのほか、ただ後は楽になりたいとか、後ろを思う存分つかれたいとか、そればかりを考えていたのだ。

            　時間は既に朝方になっていて、朝焼けまじりの薄い紫の空が窓の向こうから僕たちを照らし始めた。その頃漸く月極が僕の中に熱を放ち、そのまま僕は意識を失ったのだった。

            　僕は、粋龍のことが好きなのかも知れないと、考えていたはずなのに。

            　だけど月極と重ねた体も、確かに気持ちが良かったのだ（ただしもう二度と、あの薬を使われたいとは思わないけれど。快楽が強すぎて、死んでしまいそうだ）。

            　月極に起こされ、僕は自室へと戻った。

            　自室でシャワーを浴びる。

            　首筋を見ると、点々とキスマークがいつの間にか付いていて、インナーの下に着ているシャツを纏った状態では、それが人の目に付くなと、姿見の前で思う。

            　だからローブをフル装備して、力の入らない体を引きずりながら、キッチンへと向かった。

            　自分の現状に、何が起こっているのかいまいち分からない。

            　ああいう行為をして別に嫌じゃなかったから、粋龍を好きなのかも知れないと思った。

            　だけど僕は、月極とああいう行為をしても、別に嫌じゃなかった。

            　そんな現実を思い知らされた気がして、体が震える。

            　そもそも冷静に考えてみれば、快楽に飲まれないように頑張ることが精一杯で（月極との時はそれも出来ずに理性もなくした）、嫌か否かなんて考えてはいない。

            　そうして、いつも通りの朝食がやってきたのだった。

            　

            　

            　

            


            　

        
        
            【17】糾弾

            　

            　

            　僕の気のせいかも知れないが、その場には重い沈黙が漂っていた。

            　月極は普段通りの顔をしているが、何も言わずに箸を動かしている。

            　青兎もいつも通りに見えたが、たまに僕を一瞥しているのが分かる。

            　粋龍はなんとなく不機嫌そうな顔をしている気がしたが、寝起きだからかも知れない。

            　あからさまにこちらを何度か見たのは、日廻だけだ。

            　多分巻き込まれただけのはずなのに。

            　赤鐘は、そんな周囲を見渡しつつ、時折気まずそうな眼を、笑顔の上に浮かべた。

            　特に誰も、何も言わないまま食事は進んでいく。

            「……ごちそうさま」

            　その場にいるのが苦痛だったから、初めから少なく用意した自分の分を片付けて、僕は席を立った。後片付けは、NPC任せにすることにした。

            　なんだか体から疲労感が抜けず、無性に眠かったので、少し部屋で休むことにした。

            「黒麦の気持ちを考えろ！」

            　目が覚めたのは、ギルドチャットから、日廻の怒声が響いてきた時のことだった。

            　何事だろうかと体を起こし、片手で目を擦る。

            「昨日事情を聞いて、青兎にも散々言ったけどな、最低限同意を取れ！」

            　その言葉に、僕は息を飲みながら、装備を変更した。

            　いつも通りのローブに着替え、日廻達が話ているのだろう、リビングへ向かう。

            　本当は顔を出したくなんて無かった。

            　けれど、青兎を、そして月極を拒否できなかった自分はきっと悪い。

            　間断なく日廻から追求されている月極が、何も言わないからなのか、僕はやっぱり自分が行かなければならないような気がした。

            「全く、黒麦になんてひどい事を……ッ」

            　口を動かしていた日廻が、僕を見て顔を上げたまま動きを止めた。

            「黒麦……」

            　月極が振り返る。

            　リビングには僕を除いた全員が揃っていた。

            　――ああ、昨日月極にされたことは酷いことだったのか。

            　理性が冷静に口を開く。では、粋龍にされたことは酷くないのか？　青兎は？

            「……ちょっと来いよ黒麦」

            　言葉を探していると、険しい顔をした粋龍に手首を掴まれた。

            　憤怒が全身から発せられている、と言うように思える。

            「……痛いよ」

            　正面から顔が見られなくて、立ち止まったまま俯く。

            「来い」

            「嫌だよ」

            「若葉！」

            　名前を呼ばれ、咄嗟に体が震えた。

            　キャクター名とは全然違うから、おかしく思われただろうか、だなんて一歩引いた理性が考える。ただ、今一緒に行くのは酷く怖いことのように思えた。怒っている粋龍を見たくなかったし、自分は怒られて当然のことをしたのかも知れないし、何より面と向かって蔑まれるのが嫌だった。

            　そのまま強引に手を引かれ、足が縺れそうになると、逆側の手を月極に引かれた。

            「行かせない」

            「あ？　離せよ」

            「嫌がってるだろ、見て分からないのか」

            　月極と粋龍のにらみ合いが続く傍らで、僕は動けないままだった。

            　俯いていると、両者から手を離されたので、僕は身近にあった椅子にそのまま座り込んだ。

            「――黒麦、ごめんね」

            　そこに青兎が歩み寄ってきて、いつもよりも少しだけ困っている風の顔で、そう言った。

            　ごめん？

            　僕は、その言葉になんて返せばいい？

            「別に許して欲しい訳じゃないけど――」

            「僕が……悪かったんだよ」

            　首を振りながら言う。

            　そうだ、きっと僕が悪かったんだ。

            　隙を見せたから。そう考えて、ローブの奥で強く唇を噛む。

            　すると青兎が、虚を突かれたような顔をした。

            「黒麦、そんなことはない」

            　日廻が、腕を組みながら、眼を細める。心配するような顔で、僕を見ていた。

            　赤鐘は、ただ何も言わずにお茶を飲んでいる。

            「とりあえず、月極も謝ったらどうだ？」

            　日廻の声に、月極が目を細める。

            「どうして？」

            「当然だろう」

            「じゃあ、粋龍も謝って当然だよな？」

            　その言葉に、日廻が視線を逸らす。

            　粋龍は何も言わない。もう、僕の方も見ていなかった。

            　面倒くさいと思っている顔だ。

            　――一度も好きと言われたことがあるわけでもない。

            　やはり粋龍にしたら僕は、言葉は悪いが青兎と同じ、セフレの一人、と言うことなんだろう。こんな騒動に巻き込まれていること自体、面倒くさいのかも知れない。

            「月極、いい加減にしろ！」

            　その時、パシンと小気味のいい音を立てて、日廻が月極を平手打ちした。

            「出て行け！」

            「ああ、分かったよ」

            　月極は眉を顰め、日廻と粋龍をそれぞれ睨む。

            「待って――」

            　反射的に引き留める声を上げた僕を、月極が苦笑するように見た。

            「頭、冷やしてくる」

            　そのまま月極は、出て行った。

            　追いかけられなかった僕は、椅子に座ったままそれを見送る。

            　暫くして、僕をきつく睨んでいる粋龍の視線に気がついた。

            　顔を向けると、彼は忌々しそうに目を細めているのだと分かった。

            　そしてそのまま何も言わずに踵を返し、粋龍もリビングを出て行く。

            　その日、月極は夕食に顔を出さず、ギルドホームにも戻ってこなかった。

            　脱退したわけではないが、以来月極は姿を消したのだった。

            　

            　

            　

            


            　

        
        
            【18】会いたい

            　

            　

            　それから二週間が経った。

            　月極がギルドに戻ってこない――それでも、いつもの通り、月極の分の料理も用意しながら僕は、ぼんやりと彼が座るはずの空席を、ローブの奥から眺める。

            　姿を現してから用意をすればいいのは分かっていたし、こうして用意をしておくことで誰かが責任を感じてしまうのではないかという心配もあったけれど、何となくそうせずにはいられなかったのだ。

            「ランキングリスト、三ヶ月経ったら、きちんと変更されたね」

            　赤鐘がそう言って微笑した。

            　最近では、月極の話題が出ること自体が、ほとんど無い。

            　けれどギルドを脱退したわけではないと言うことは分かっている。

            　今回発表されたランキングでは、

            　総合ランキング一位が、僕。

            　次いで各職業ランキングは、

            　――聖剣士ランキング一位、日廻

            　――聖職者ランキング一位、赤鐘

            　――魔術師ランキング一位、僕

            　――鉄槌使ランキング一位、粋龍

            　――銃術士ランキング一位、青兎

            　――召喚者ランキング一位、月極

            　という結果だった。どれも、他の追随を許さず、単独TOPだった。

            　【血塗れ男爵】のギルメンのレベルは、圧倒的な差をつけて、二位以下よりも高かった。

            「変更されるかは分からなかったけど、結果は分かりきってたよねぇ」

            　青兎がそう言ってから、お茶を飲む。

            「二位以下はだいぶ変わったみたいだな」

            　日廻の言葉に、僕はランキングリストを思い出す。

            　これまで高レベルだと言われていたプレイヤーが姿を消していたり、ギルド単位でかなり順位を上げている集団がいたりと、確かに様々だった。

            　発表されている上位十人の中に、紫紺や吹雪と言った新しく連絡先を交換した相手の名前を見つけた。紫紺は、聖剣士ランキング二位だ。吹雪は銃術士ランキング二位。

            頼の名前も見つけた。頼は銃術士ランキング三位、別キャラの鉄槌使の方（【o頼o】）も、ランキング二位。

            　狐塚の別キャラの名前も載っていた。

            　狐塚の場合は、【こづかい】（召喚者ランキング二位）と【★タイチョー★】（聖職者ランキング五位）がそれぞれランキングに入っていた。

            　頼もそうだが、二キャラクターがランクインするのは凄い。

            　魔術師ランキングだけを見ると、一位は僕、二位はエル、三位は野薔薇で、他は僕の知らない人だった。エルはいつか言っていたとおり、本当にランキング順位を上げてきたのだなぁと思った。ただし二人はほぼ同レベルだったから、経験値まで含めてみれば、僅差でエルが逃げ切ったのではないかと思う。今では【砂中楼閣】という同じギルドだし、一緒に狩りをする頻度も多いと思うのだ。

            　各職業のランキングは、十位まで発表され、ギルドは分からないのだが、魔術師のランキングに関しては、他も一応僕は名前を覚えておくことにした。

            　何かしていないと、気が狂いそうだったからかも知れない。

            　四位は【アイス】――確かPK許容の闇ギルドだが【BBF】という所に所属している魔術師で、僕が憧れる『氷の魔術師』という通り名の持ち主だ。

            　五位は【鴉】――僕の数少ない顔見知りの魔術師だ。お互い闇魔術好きで、王冠級の魔術について唯一語り合ったことがある相手である。たまに会うと、闇魔術のスキルについて、話しかけてくれるのだ。彼は、聖職者ギルド【終末教会】に属する唯一の魔術師で、『常闇の賢者』という通り名を持っていた気がする。

            　六位は【ash】――灰アーシユという意味の名で、【白雪姫】の副マスの一人だったような気がする。シンデレラが『灰かぶり』だから、そこから取ったのだと耳にしたことがある。ネカマだったとランキングを見ていたら赤鐘が教えてくれた。

            　七位は【リクイド】――彼も【BBF】の魔術師だと（赤鐘から）聞いた。

            　八位は【きくらげ】――【アンチノワール】に移動した古参魔術師とのこと。

            　九位は【檸檬】――【JA】の執権らしい。

            　十位は【コスモス】――【BSO】の魔術師。

            　という結果だった。

            　全体的に見て、ランキングの中で特に目をひいたのは、聖職者二位だ。赤鐘には大きく突き放されているものの、三位以下とも圧倒的な差がある【ライト】というユーザーだった。

            　圧倒的と言えば、狐塚の【こづかい】も、召喚者ランキングでは、異常な差をつけての二位だった。

            　後は、野薔薇とエルが所属しているから、【砂中楼閣】は魔術師の獲得に一歩秀でているのかも知れない。【BBF】からも二人がランクインしているけれど。

            　いくらギルド名が公開されなくても、赤鐘や青兎がいると、大体のことが分かってくる。

            　

            「それよりも問題は、【奇矯なアメジスト】だろう」

            　その時、日廻がポツリと言った。

            　我に返り、宝石箱に増えた紫色の宝石のことを思い出す。

            「【高みへ・・・】が取得したのは間違いないんだよね」

            　赤鐘が腕を組んだ。

            　思い出す。

            　――僕らがそれを知ったのは、会議室の天空鏡で月極の姿を探していた時のことだった。

            　不意にキンと音がし、宝石箱から光が漏れたのだ。

            　その場にいた僕と粋龍、青兎がそれぞれ息を飲んだ覚えがある。

            　赤鐘と日廻は、街へと降りて月極の情報を集めていたのだ。

            「アメジストだ……」

            　呟いた青兎の隣で、静かに粋龍が宝石に触れた。

            　そして浮かび上がった【高みへ・・・】というギルド名を、僕もハッキリと確認した。

            直後、赤鐘と日廻が戻ってきて、皆それぞれ顔を見合わせる。

            　青兎だけが、天空鏡のウィンドウの前に立ち、いくつかの場所を移しだしているようだった。

            「【アンチノワール】と【砂中楼閣】、新【BSO】、それから生産者ギルドの【JA】と【高みへ・・・】での連合ギルドでアメジスト大陸のクエストに行ったんだって。分かりづらいところにあったアメジストをはめる天使像だったみたい」

            　赤鐘がそう言いながら、クエスト一覧表へと歩み寄った。

            　目が細くなり、新たに表示されたクエストを静かに見ていた。

            「最上階へ行く道が、トラップで転移する仕様で、見つけたパーティだけが強制的に最上階に上げられたみたいだね。ボスは闇系だったみたいで、そのパーティに光攻撃もってるキャラがいたから倒せたらしい」

            　ウィンドウを操作しながら、青兎が呟く。

            「一パーティしか入れないトラップだったらしくて、合意を得て【高みへ・・・】のパーティが進んだらしいな」

            　日廻が続ける。

            　彼らは、個別チャットで飛んでくる情報を精査し、話てくれたようだった。

            「【空中庭園】みたいな施設は手に入れたのか？」

            　粋龍の言葉に、所持アイテム状況表を見ながら、赤鐘が頷いた。

            「まさしく【空中庭園】みたいだ」

            「もう使用済みか？」

            　日廻が言うと、青兎が首を振った。

            「空には、何も新しいモノは確認できないよ」

            「【高みへ・・・】のギルドホームは？」

            　粋龍が続けると、青兎が困ったように眉根をおとした。

            「……ごめん、分かってないんだ。他のギルドはほぼ全部分かってるけど、【高みへ・・・】みたいに分かってないところも少しある。多分うちのギルドと一緒で、不可視化するために何かのスキルを使ってるんだと思う」

            　青兎が情報戦で負ける姿は珍しいが、相手がごく少数のギルドならば仕方がないような気もした。それに、青兎は狐塚とも面識があるようだったから、直接聞く必要が出てきたら聞くつもりだったのかも知れない。僕だって狐塚にギルドホームの場所を聞いたこともなければ聞かれたこともないのだから、青兎のことは責められないと思う。

            「僕はこのまま、『天空の城』が出現しないか見てる」

            　青兎のその言葉に、赤鐘と日廻はそれぞれ、情報収集に出かけると言って、再び街へと降りていった。粋龍はじっと王冠鏡による各種一覧表を眺めていて、何か考え込んでいる様子だった。

            　僕はそんなことよりも、早く月極探しを再開したいと、一人思っていたのだったっけ。

            　

            「――で、結局『天空の城』も『ギルドホーム』も、分からずじまいなんだよね」

            　青兎のその声で、僕は我に返った。

            「直接聞いてみたらどう？」

            　赤鐘がそう言って僕を見た。

            「……」

            　何となく躊躇われて、僕は俯く。狐塚の所が僕の所を攻撃してくると言うのが、そもそも実感として沸かない。このギルドのことを考えるのならば、そもそもそんなことを言っている場合ではないのかも知れないけれど。

            　ただそんな思考は、どこか一歩引いたところで流れていき――僕の思考を占めるのは、月極の行方だけだった。

            「黒麦、聞いてる？」

            　再度響いた赤鐘の声に、慌てて顔を上げる。

            「ごめん……うん」

            　静かに頷くと、赤鐘が苦笑するような顔をしてから、深々と息を吐いた。

            「……月極、帰ってこないね」

            　赤鐘が言うと、その場に沈黙が降りた。

            　食欲が無くなり、思わず箸を置く。

            「私は――間違ったことを言ったつもりはない」

            　すると日廻が、たっぷりと間をおいてからそう言った。

            「日廻は間違ってないよ」

            　青兎が、ゆっくりと瞬きをしながら口にする。

            「ただし、出ていけ、というのは少し言い過ぎたかも知れないと考えている」

            　曖昧に笑いそれに答えてから、日廻が続けた。

            「さっさと帰ってこないあの馬鹿が悪い」

            　粋龍が言うと、赤鐘が苦笑した。

            「まぁその内戻ってくるよ。俺たちだって、探してるんだし」

            　だけど、青兎の情報網にも、赤鐘の井戸端会議でも、月極の行方はいっこうに分からないままだ。今頃何処で、何をしているんだろう？

            　そのまま昼食は終わり、僕は後片付けをしてから、城の上階へと向かった。

            　大きな窓の前に立ち、硝子に手で触れる。

            　外に広がる長閑な景色に、全部夢だったらいいのになと思った。

            「月極の心配をしてるのか？」

            　不意に声がかかり、僕は顔を上げた。

            「そこで見ていたって、月極は帰ってこないだろ」

            　立っていたのは粋龍で、僕は、ローブの奥で唇を噛む。

            　そんなことは、嫌と言うほど分かっていた。探しに行くべきだと、何度も何度も考えている。だけど心当たりのあるところは、もう探した。何処に行っても、月極の姿は無かったけれど。

            「【アメジスト】を他のギルドが持ってるって事実よりも、狐塚の所のギルドホームの場所が分からないって事よりも、月極のことの方が心配なのか？」

            「あたりまえだよ……」

            「食欲が減るほど、辛そうに見えるほど、様子が変だってあからさまに分かるほど、月極のことが心配なのか？」

            「心配だけど……僕、そんな風におかしく見える？」

            　自覚がなかったから、精一杯笑ってそう言おうとした。

            　その場には、僕の空笑いが響いただけだった。

            「見える」

            「これからは、気をつけるよ」

            「そう言う事じゃない」

            　歩み寄ってきた粋龍に、強く腕を引かれ、正面からのぞき込まれた。

            　ローブを深々と着込んでいるから、布越しに目が合う。

            「その心配は――……月極が、弟だから、何だよな？」

            「何言って――」

            「それだけが理由だよな？」

            　粋龍が何を言おうとしているのかいまいち分からなくて、僕は首を傾げる。

            「普通、心配するだろ？」

            「……――俺は、帰ってこなくても良いと思ってる、正直」

            「っ、どうしてそんなことを――」

            「あいつと仲良くしてるお前を見たくない」

            「なんだよ、それ……」

            「黒麦、お前どうしてクスリ使われて強姦された相手を、そこまで心配できるんだよ」

            「っ」

            　粋龍の言葉に思わず息を飲み、無意識に一歩二歩と、後退る。

            　けれどその分詰め寄られて、気がつくと窓のすぐ側の壁に、背を付いていた。

            「それとも無理矢理じゃなかったのか？　嫌じゃなかったのか？　俺とのことも、月極の時と同じように考えてるのか？」

            「……」

            　無理矢理か否かで言われるならば、多分無理矢理だったのだと思う。だけど嫌か否かと聞かれると分からなくなる。ただ混乱だけが思い出された。では、粋龍と月極は違うのか？　同じように考えてる？　僕こそ、一体僕と粋龍の間にあった行為は、何だったのか、粋龍はどう思っているのか、知りたい。月極だって、何を考えて僕にあんな事をしたのか分からない。月極からだって、好きだなんて一言も言われなかった。

            「答えろよ」

            「……」

            「……」

            「……」

            　何も言葉が見つからない。

            　ただ、今分かることは一つだけだ。

            　月極が側にいない、ただそのことだけ。

            　気がつけばいつも側で笑っていてくれた月極が、何処を探してもいない。義理の兄弟だからじゃなくても、ゲーム内で仲良くなった紛れもなく大切な相方だから、相手が月極だから、その事実だけで、僕は心配せずにはいられない。きっとギルドの誰がいなくなったって心配する、当然粋龍の姿が見えなくなったってそうだ、だけど、だけど月極がいなくなったという事実は、それまで毎日顔を出していた太陽が、岩屋戸に隠れてしまったかのような、どうしようもない喪失感をもたらすのだ。

            　冬眞くんとして、月極と改めて顔を合わせるまで、その綺麗な顔も、流麗な声も、最早当然すぎるものとして、自覚する事なんて無くなっていた。そのくらい、いつも一緒にいたのだ、月極と僕は。ギルドに入ってもなおソロが多かった僕の名前をいつも呼んで、誘ってくれたのは月極だ。月極がいないこの世界なんて、僕にとってのクラウンズ・ゲートじゃない。

            　降大ともまた異なる、僕の中での大切な相手。

            　気がつけば、今となって思えば、月極は僕にとって大切な存在になっていたのだ。一緒にいて安心感なんて全然無い。ハラハラさせられっぱなしだった。腹を割って難しい相談をしあうと言う事もない。けれど阿吽の呼吸で何となく互いの言いたいことが分かるような、そんな相手、それが月極だった。

            「っ……ねぇ、降大……なんで、月極帰ってこないのかな……」

            　気がつくと僕の声には、涙が混じっていた。

            「僕のせいだよね……っ……僕が悪いんだ……」

            「……馬鹿が」

            　粋龍はそう言うと、僕のことを強く引き寄せた。

            　こらえきれなくなって、額を彼の胸元に預け、声を押し殺して泣く。

            「泣いて月極が戻ってくるんなら、代わりに俺が泣いてやるよ。お前を泣かせたんだ、あいつにはきっちり責任取らせてやらないとな」

            「僕を、泣かせてるのは、粋龍だ」

            「変なこと言って悪かった、とか、そう言うことを言うつもりは毛頭無い――おい、目を擦るな、せめてローブを取って泣け」

            「嫌だ」

            　泣き顔なんて見られたくなくて、ローブをぎゅっと掴んで粋龍の胸へと押し当てなおす。

            「――月極の行方の手がかりがあった」

            「！」

            　思わず目を見開く。

            「……本当に月極かどうかは分からない、未確認情報だけどな」

            　僕の後頭部を手で支えたまま、呟くように粋龍が言った。

            「トパーズ大陸の東にある『偽りの学術都市』は分かるよな。あそこの初心者村の、すぐ隣だ。前々から月極は、一人の時――要するにお前がINしてない時は、そこにいることが多かった。恐らくお前も知らない間に手に入れた、幻の召喚獣がその辺にいたんだろ。だからトパーズの教会だってすぐに思い出せたのもあるんじゃないか」

            「僕がINしてない時……」

            「お前がINしてれば、基本あいつはお前といただろ。黒麦が俺や他と組んでる時は、別だとはいえ。ギルドはいってからのあいつは、野良パーティもほとんど組んでなかった。たまに他とも組んでたみたいだけどな、固定で相手は一人……頼とも組んでるのかと思ってたんだけど、それは分からん。まぁログアウトできなくなった今は、その場所に行ってるって話はほとんど聞かなかったけどな」

            「だけど頼は知らないって……」

            　僕が連絡先を知る中で、月極を知っている心当たりは、頼しかいなかったから、真っ先に連絡を取った。三度かけて、二度が返信無し。繋がった一度は、『居場所を知らない、もし分かったら連絡する』との事だった。何度もこちらから連絡をするのは気がひけたが、丁度アメジストを【高みへ・・・】が手に入れたと分かった頃で、ギルドのみんなは、アメジストのことにばかりかかりっきりだったから、一人でも出来ることをしたかったのだ。

            「頼じゃない方のもう一人、なんだったか、ああ、『月極君友の会』とかいうふざけた名前の、ギルド並みの規模の非公式集団。あれの団長だか会長。【奏かなで】っていう召喚者で、召喚者ランクで今回も三位だった。【JA】の執権をしてる。生産者の間ではそれなりに有名な名前だ」

            「その人と一緒にいるの？」

            「分からない。ただ、『偽りの学術都市』の露店をしてる知り合いが、金髪碧眼の【月詠】っていうキャラを見たって言ってたんだ。よく考えると月極にそっくりだった、って言って、俺に連絡を寄越したんだ」

            「現実の冬眞くんと同じ色だ」

            「そうか。で、キャラを変えても鞄は一緒だ。アイテム欄は増えるけどな。つまり、【霊薬】もPOTも、そのキャラでも持てる。最近そこの露店に出てる【奏】の店には、霊薬が並んでるらしい。そいつ自身は、素材売りがメインなのにな。薬師のスキルを持ってるって話も聞いたことがない。まぁスキル書も落ち始めてるみたいだし、【霊薬】を作れる人間は、ちらほら出てきてる。だけどな、そこの効き具合の評判的に、恐らく制作者は月極だ。露店やってる人間の間で噂になってる。買い占めが起きないように、露店仲間以外には漏れないように囁かれてるだけだけどな。三日に一度、その【月詠】ってキャラが、旅人用マントを深々と被って顔を隠すようにして、奏の店に卸していくらしい。時刻は午後三時ごろ。今日がその日だ」

            「有難う、粋龍」

            　なんだかんだと言いながらも、やっぱり彼も月極のことを心配しているんだろうと僕は思った。降大は、僕が知る親友は、そう言う奴だ。

            「もういないかもしれないし、情報が間違ってるかも知れない。まぁでも、その奏って奴なら、少しくらい何か知ってるんじゃないか？　月極が自分の個人宅ゲート開いて泊まってるんだとしても、協力者がいる可能性は高いだろうしな」

            「僕、行ってくるよ」

            「……俺は露店に顔が知れてるから、【奏】を逃がさないようにするためには、行かない方が良いだろうな。行けば、都市に着く前に、トパーズに降りた瞬間に情報が回るらしい。面倒な話だけどな。露店関係じゃないから、お前ならそう言う意味では情報が回らないとは思う……」

            「大丈夫だよ、本当に有難う」

            「『JA公認＠薬素材＆POT』って名前で出してるはずだ。競合しないように、JAのギルメンの露店は名前が統一されてる上に、一つのタウンには一種類しかない」

            　頷きながら、僕は城の廊下を走り出した。

            　急いでホームゲートのある場所まで行くと、そこには赤鐘が立っていた。

            「俺も一緒に行くよ。露天商の商人は兎も角、町の人から情報聞き出すんなら、俺が一緒の方が楽だと思う」

            　その言葉に頷いて、二人でトパーズ大陸へと向かった。

            　『偽りの学術都市』に着くと、まず僕らは露店が並ぶ、中央エリアへと向かった。

            まだお昼過ぎだから、日差しが明るい。

            　円形のそのエリアを囲むように、杉の木が生えている。

            　露店を目で探したが、粋龍が言っていた露店はまだ、開店していなかった。

            「――三時から人がいて、四時に開店するって」

            　早速雑談で聞いてきたらしい赤鐘に言われ、僕は頷いた。

            　二人でパーティを組み、僕はエリアの外れの天使像脇に一人で立ちながら、様々な人達と会話をはじめた赤鐘を見守る。赤鐘の装備のせいか、神父様と、楽しそうに談笑している信者の集団みたいに見えた。時刻はもうすぐ、二時になる。何でも良いから、月極の手がかりを――出来ることなら、無事だというその情報だけでも分かればいいなと僕は思った。

            僕に話しかけてくる人は全く居ない。

            　タウンチャットで、到着直後こそ名前を囁かれたが、後は触れないようにしているのか、時折ちらほら視線が飛んでくるだけだった。日中のせいなのか、都市そのものが中堅レベルのフィールドで人が多いからなのか、人混みですぐに赤鐘の姿を見失いそうになる。僕が立っている位置の逆側にひしめいている露店街など、なおのこと見えない。

            『黒麦さんですか？』

            　その時、不意に声が響いてきた。

            　ローブの奥で目をこらすと、目の前に個別チャット画面が開いていた。

            　秘密チャットとは異なり、個別チャットは連絡先を交換していなくても、任意の相手と会話できる。チャット画面には【＋緋雨＋】という相手の名前が表示されていた。

            『突然ごめんなさい。月極さんのことを探してるんじゃないかと思って』

            　続いた声に周囲を見回すと、人混みの中に、立ち止まりこちらを見ている少年がいた。高校生くらいの顔立ちに（僕よりは幼く）見えたが、僕と同じくらいの背丈だ。茶色と言うには赤味が強い首元まである金に縁取られた服に、白い肩布をかけていた。色違いの水色に近い青の装備を昔見たことがあるから、中堅レベルの魔術師が愛用する装備だと分かる。

            「月極さんの居場所を知っています」

            　僕と目が合うと、唇を動かしつつも、声は発しないように彼が言った。

            　脳裏に直接響くように、個別チャットから音声が響いてくる。

            　彼の長い緋色の髪が揺れていて、黒に近い藍色の瞳が、何度か瞬いた。

            「名前とギルド名で確認できるけど、本当にそうなのか、実際に確認させて下さい。そしたらお話します。月極さんに、黒麦さんの写真見せて貰ったので」

            「……写真？」

            　僕がローブの奥から声を出し首を傾げると、緋雨という魔術師が、片手を上げた。

            　そこには月極がいつもつけている金色のペンダントが見えた。彼の指が蓋を開けると、それはロケットだったらしく、中に写真が見て取れた。遠目だったし一瞬だったから、はっきりとは分からなかったが、多分僕の写真だった。確かに写真を撮るアイテムなどはあるが、何故月極がそんなモノを持っていたのか、僕には分からない。いつの間にとったのだろう、以前はこちらでローブを取ったことなどほとんど無かったのに。だけど月極の持ち物には間違いなかったから、僕は安心感から体の力が抜けていく気がした。

            「顔、見せて下さい」

            　ゆっくりと、そして自然と、そう言いながら緋雨が歩み寄ってくる。

            　ギルド名は特に表示されていない。

            　ソロなのだろうか。

            　赤鐘へと視線を向けるが、彼がこちらに気づいている様子はなかった。

            「それと、転送記憶魔法灯を用意して下さい、行き先を『翡翠の大陸』の【蠱惑的廃墟】にセットして。貴方だけに、会いたいみたいなんです、今はまだ」

            　その言葉に、アイテムを出現させ、行き先を弄る。

            　丁度設定が終わった時、緋雨が僕の前に立った。

            　片手で転送灯に触れたまま、僕はもう一方の手で、ローブを取り、口布を外しにかかる。

            『どうしたの、黒麦？』

            　赤鐘の声が、ギルドチャットから響いてくる。

            『何をしている？』

            　天空鏡で見ていたのか、日廻の声も聞こえてきた。

            「――……ああ、本当に黒麦さんなんですね。月極さんが見せてくれた、黒麦さん」

            　緋雨がそう言って笑うと同時に、唐突に僕の唇に顔を押し付けた。

            「っ、？」

            　突然のこと過ぎて何が起きたのか分からないでいると、舌をねじ込まれ――何かを口の中へと押し込まれた。

            「持ち主が触ってれば、効果を発動できるんだから、転送灯って便利ですよね」

            　緋雨のその言葉を理解する前に、僕の意識は暗闇に絡め取られたのだった。

            　

            　

            　

            　

            


            　

        
        
            【19】マーダーケース

            　

            　

            　ぴちゃり、ぴちゃりと音が聞こえる。

            　水の音だ。

            　それを認識し、同時に黴臭さを実感しながら、僕はうっすらと瞼を開けた。

            　霞みがかかったような思考、鈍痛を訴える頭。

            　一体何が起こったのか把握しようとして、僕は自身の手首が後ろ手に拘束されていることを自覚した。感触からして、手錠のようだった。

            「お目覚めかな？」

            　誰かに声をかけられて、顔を上げた。

            　それまでの僕は、力が抜けて俯いていたらしい。

            　自分の体を確認すると、ローブの下に着ていた装備の白いYシャツを纏っているだけで、下着も他のインナーもなく、ただ本当に、それをはおっているだけだった。ボタンは全て開かれていて、下衣は何もつけていない。

            　相手は、白い仮面をつけていて、他は手首から先以外は、全身黒服を着ていた。色味だけを言うなら僕の装備に近いけれど、僕のローブよりももっと闇色に近い。靴は異様に大きく、それだけ金色をしていた。僕はこの装束に見覚えがあった。【マーダーケース】という闇ギルドの装束だったような気がする。ソロをしていた頃、何度か絡まれたことがあるので、覚えていたのだ。こういう風に、特定の同じ装束を持っているギルドも多い。

            　特にギルドマスターの【ジェフリー】には、執拗にPKされそうになった覚えがある。βテストの時から一緒で、最初は前衛――壁として頼りにされていたジェフリーとは、まだ今のように装備を調える前の初心者装備の頃に知り合い、数時間一緒に狩りをしたこともあった。ただしそれも、PKが実装されて、残忍な相手だと分かってからはなくなったけれど。最初に魔術師が使えないと言い出しパーティから締め出しはじめたのも、ジェフリーだった。

            　その割に、同じギルドらしい正面にいる相手は、魔術師の様子だ。

            　魔術師にしか装備できないピアスをしている。

            　声は低くて、砂色の髪が仮面越しにのぞいている。

            　背が高くて、魔術師にしては体格が良さそうだった。名前は【ワトソン】と表示されていて、その下のギルド名にはやはり【マーダーケース】とある。

            「……ここは？」

            　我ながらありきたりな質問だなぁと僕は思った。

            　細い背もたれ付きの椅子に拘束されているようで、僕の両腕は、背もたれの後ろだ。背もたれの幅が狭いせいか、ほとんど丸椅子に座っている気分になる。周囲を見回してみると、暗い地下室のような場所にいるようで、窓はなく、壁も天井も床もゴツゴツとした石造りだった。天井には、時折ジジジと音を立てる蛍光灯がある。真正面には、【ワトソン】と仮面はつけていないが装備を変えた様子の【緋雨】が立っていた。二人の間の少し後ろには、テレビカメラに似たアイテムがある。そのレンズを見て、映像記録用アイテムだと理解した。

            　ただ理解は出来ても、現状を把握することは出来ない。

            　緋雨がいたことで、意識を失う直前のことを思い出せたが、何が起こっているのか全く分からない。室内チャットが前面に出ているらしく、ギルドチャットや個別チャットを表示するアイコンが、視界の隅で点滅していたが、手をきつく拘束されているから押すことも出来ない。クリックするには、手での動作か、他の視線や声などで操作するための専用装置を外部につけておかなければならないのだ。僕の場合は、手だから、どうしようもない。

            「教えると思うか？　お前が知ってる異動先とも別の場所だ。どこだか察しが付いても、誰にも言うなよ。月極君が大切ならな」

            　そう言ってワトソンが、指を鳴らした。

            　すると、緋雨が持っていた、タブレットに、意識を失っている様子の月極の姿が映し出された。僕同様、手錠をはめられている。腕からは点滴が伸びていた。

            「月極君は人気者だからなぁ、欲しいって言う変態が沢山いるんだよ。だからあんたさえ大人しくしてれば、無傷で綺麗なまま――俺たちは手を出さない」

            　ワトソンの言葉に、僕は息を詰めた。

            　目が自然と半眼になる。

            「誰にも連絡するな、抵抗もするな。まぁ抵抗は、しようとしてもその手錠がはまってる限り、出来ないだろうけどな」

            　僕は試しに内心で詠唱してみようとして、出来ないことをハッキリと確認した。

            　元々これが手錠であると分かった理由もそうだが、これはPK用のアイテムである、スキル封鎖用の品なのだ。これをはめられると、アイテムが壊れるまでの間、職業スキルが使えなくなる。悪名高いアイテムだ。

            「さて、お楽しみの始まりだ」

            　仰々しくそう言うと、ワトソンがナイフを取り出した。

            　短刀だ。

            　仮面の下に見える口元が笑っている。

            「……っ……」

            　刃が、僕の鎖骨のすぐ下を切り裂いた。線が刻まれるように真っ直ぐな熱が走り、直後じわじわと痛みが這い登ってくる。

            　率直に言って、痛かった。

            　だけどそれを受け止めた理性は、この程度の切り傷なら、ソロをしていた時の方が余程酷い目にあったと訴える。あの時は痛みこそ無かったが、少なくとも視覚的に、こんなものの比ではないほどの傷を負うことが多かった。

            「へぇ、声も出さないのか。さすが」

            「……」

            「それに大抵の魔術師ならこの一撃でもゴリゴリHPが削れるのに、ほとんど減ってない。お前くらいのレベルになると、こんなもの大したことないって訳だ」

            「……」

            「痛みにも強いんだな、さすがソロがメインなのに魔術師なんて言うドM職上げ選ぶわけだ」

            　楽しそうにワトソンが笑う。

            　傷は、死体が数分間その場に残るのと同様、しばらくは消えない。

            　けれど僕はHP回復用の細い腕輪をつけているせいか、回復に必要な秒数が立つと、スッと傷が消えた。おかしなもので、傷があった場所には不自然な痛みが残っている。多分これが、目には見えない残存ダメージというものなのだろう。

            「噂には聞いてたが、本当にゾクゾクするくらい綺麗だな」

            　ワトソンがそう言って、僕の顎を強制的に持ち上げた。

            　見上げる形となった僕は、眼科に行けばいいのにと思い、嗚呼そう言えばこの世界に病院はないのだったと思い出した。

            「その、人を蔑んだような無表情、変えたいな。苛つく」

            そう言われ、唐突に、ワトソンに首を絞められた。

            「ッ、く」

            　遠慮無く力を込められ、呼吸が出来なくなる。

            　酸素を求めて唇が震え、僕は両腕を自由にしようと藻掻く。

            　けれど何も出来ないまま、ポキリと音がして、熱さと痛みと衝撃が一気に押し寄せ、僕は意識を失った。自分自身の骨が折れる音を聞くのが、こんなに鳥肌が立つものだと、僕は知らなかった。

            　心地の良い闇が、僕を覆う。

            　そう言えば、最近眠れていなかったのかも知れない、そうだ多分、月極がいなくなってから。僕はそんなことを考えながら、闇のしとねに体を預けた。

            「蘇生球を持ってるだろうって言うのは、『王冠鏡』で知ってたけどな、まさかPKしちまうとは。危うく、近所のゲートに逃げられるところだったぜ」

            　しかし、唐突に腹部に蹴りをいれられ、短く呻いて意識を取り戻した。

            　うっすらと目を開くと、僕を蹴りつけているワトソンと、聖職者用の杖を片手に持っている緋雨が目に入った。キャラを変え、魔術師から回復役になったらしい。

            　蘇生術を取得しているのだろう、と、ぼんやりと思う。

            「まぁこれで、何度殺しても大丈夫だって晴れて分かったわけだしな。PKでこちらが受け取った蘇生球、数個は戻しておいたから、有難く思え。HPがいくら沢山ある高レベルでも、さすがに人体の急所に致命傷を負うと、クリティカルヒット扱いですぐに意識が落ちるんだな」

            　言いながら、ワトソンに再び首を絞められた。

            　指先が食い込んできて、皮膚に傷が付いた気がした。

            　酸欠で視界が赤と緑と黒の砂嵐に襲われ、言葉を発することはおろか、何も出来ない。

            　そうして僕の意識は再び、暗闇に落ちるようにして無くなる。

            　一度目は、殺されるまでにそれなりに時間がかかったが、HPが全回復していない二回目以降は、すぐに苦しくなって絶命した。

            　殴られながら目を覚まし、何度もそれが繰り返された。

            　殺されては、生き返され、意識を引きずり戻されて、また殺される。

            　PKで一度に全アイテムを取得できるわけではないから、アイテム数を確かめようとして、こんな事を彼はしているのだろうか？

            いや違うだろう。

            　マーダーケースを初めとした闇ギルドは、基本的に人を殺すという快楽に溺れているのだと聞いたことがある。残虐で、残忍。手の内で失われていく命を見るのが好きなのだ。

            僕がこうされることで、月極が無事なら、それはそれで良いのかも知れない。

            　どこか引いた内心が、そう淡々と言葉を並べた。

            　蘇生球がそこを突けば、僕は近隣のゲートへと死亡後転移するのだろう。そうなってしまったら、月極を助けることが出来ない。月極もまた【マーダーケース】の手に落ちているのは間違いない様子なのに。本来であればパーティを組んでいれば居場所が相手に伝わるはずだが、移動灯というアイテムは、魔術師にしか使えないから、それを使用した瞬間にパーティから強制的に抜けてしまうのだ。これではギルドのみんなに居場所を探して貰うことも出来ない。天空鏡で見えるのは屋外だけだから、このように施設の内部にいたら、発見は難しいはずだ。ここに僕の体がある内に、何か手を打たなければ。

            「……」

            　次に生き返った時、僕は脱力した体で、ワトソンを静かに眺めた。

            　顔を上げる体力も残っていなくて（蘇生術での回復も、ゲートに転送されて蘇生する時と同じでHPが少ししか回復しないのだ。ゲートなら三分の一は回復するが、蘇生術はレベル依存なのか、微かにHPが戻るだけだった。数値にすれば十程度だ）、ただぼんやりと相手の服を見ただけだけど。

            　首を絞めるのに飽きたのか、ワトソンはナイフを片手でもてあそんでいる。

            「俺はぁ、やっぱり血を見るのが好きだ」

            　言葉が終わると同時に、再び鎖骨の下を切り裂かれた。

            「……っ」

            「血の紅が好きだ」

            「……ッ……」

            　最初は重ね、次第に一つの傷を深く深く、ナイフに抉られる。

            「苦痛にあえぐ声が大好きだ」

            「……」

            　けれど耐えられない痛みではなかった。確かに、悲鳴を上げそうにはなったが、ログアウト不可というこの状況下になってから初めて『死』と『復活』というものをありありと体験したせいか、痛みに現実感が伴わないのだ。

            僕の体の表面で行われている出来事が、嘘くさい。

            「黙ってんじゃねぇよ！」

            　腹部を膝で蹴られて、体を折る。

            　胃酸がせり上がってきて吐きそうになったが、咳き込むと落ち着いた。

            「つまんねぇ奴」

            　せせら笑うように、ワトソンにそう言われた。

            　ソロをしていた頃、何も会話が出来なくて、タウンチャットで良くそんな評価を受けた。面と向かって言われたこともあるのだから、陰口ならばもっと酷かったはずだ。最初に僕にそう言ったのは、誰だったっけ。

            「飲めよ」

            　その時不意に、緋雨からPOTを差し出された。

            　彼の口調が変わっている。見たことのないプラスティック製の容器に入った蛍光緑のクスリだった。口元に入り口をあてがわれるが、唇を引き結んで顔を背ける。得体の知れないクスリなど、飲みたくなかった。

            「レベルよりもプライドが高い、魔術師様なんだろうし、仕方がないなぁ」

            　僕の姿にワトソンがいやみったらしく笑い声を上げた。

            　レベルよりもプライドが高いというのは、レベルを高く上げた魔術師が度々投げかけられ侮蔑だ。

            　僕自身にはそんなつもりはなかったし、同職らしいワトソンの方がよっぽど上目線だろうと心の中で考える。

            「飲みたくないんならそれで良いさ」

            ワトソンの言葉に緋雨が頷き、そのPOTを注射器用のアンプルに入れた。

            「！」

            　思わず目を見開いた僕の前で、緋雨が注射の準備をしていく。

            　僕の左腕の袖が捲られ、そこにゴムのチューブが巻かれた後、針が突き刺さった。

            瞬間的な痛みと、薬を注射されている感覚に、眉を顰める。

            「これ、何？」

            　思わず呟いていた。

            　僕の声は、掠れていた。

            「黙って飲んでおけば、注射よりも効果が発動するのは遅かったのになぁ」

            ワトソンはそう言って笑うと、ナイフを握る手に力を込めた。

            「っ、ン！」

            　何度か切り裂かれていた傷口の上を、新たに力を込めて一筋に割かれる。

            　思わず声が漏れ、無意識に手錠を揺らした。

            「感覚を鋭敏にするクスリだよ。痛みは更に強くなる」

            　楽しそうに傷口を、ナイフの先端でなぞられる。

            　それまでこらえられていた声を、僕は抑えられなくなった。

            「ッ……ぁ……」

            　痛みが全身を駆けめぐり、眼窩の奥が熱くなる。

            「痛いか？　やぁっと表情、ちょっと変わったな」

            「……い……！」

            　瞬間、傷口に舌をねじ込まれ、僕は背筋をそらせた。

            「ぅ……止めッ……！」

            　すぐそばから、ねちょねちょと、傷口を蹂躙する音が響いてくる。

            　ジンジンと痛みが響き始め、ダラダラと血と唾液がこぼれ落ちてくるのが分かった。

            　恐怖に思わず、きつく目を伏せる。

            「もっと深く、深く、それが良いよな？」

            「うあッ……ふざけるな……こんな事して何が……――ッ！」

            　何が楽しいのだろう。

            　最後まで言葉にする前に、口を離したワトソンの手で、再びナイフを差し込まれた。

            これまでにないほど深く抉られ、血が溢れ出し、全身から力が抜けるような痛みと衝撃が走る。骨に、刃が触れ、突かれているのだと自覚したのは、恐る恐る視線を向けた時だった。

            「っ……ッ……フ……っ」

            「俺はなぁ、白い肌に垂れてる赤い血を見るのが好きなんだよ。お前、魔術師にしても、白すぎる。特に現実通りの肌の色になった今じゃな。知ってるか？　獣耳と一緒で、肌の色を課金で変えてなかった奴らは、みんな現実の肌色だって。お前、それ、地で白いんだろ？　それだけ見たら、噂通り立派な引きこもりなのになぁ」

            　そう言ったワトソンに、べろりと傷口を舐められる。

            「！　……っ……く……」

            「俺は、血の味も好きだ。血の味は、ゲームの内外で、変わらないんだな。料理の味と一緒だなぁ、あ？　料理の神様」

            　唾液と血液で、僕の右側の鎖骨付近は、ぐちょぐちょになった。

            　視覚でも白に黄色い筋が入った骨が見える。

            「――ここまでして、これだけされて、まだ声をこらえられる奴も、何も懇願しない奴もほとんどいない。薬効いてるのに、それでやっと、ちょっと声が聞けただけか」

            「……ひッ……」

            　指で傷口を押し広げられ、僕は無意識に頭を振りながら、目をきつく伏せた。

            　涙がこぼれ落ちていくのが分かる。

            　痛みとそれがもたらす熱が、体を支配しようと存在感を主張するのだ。

            「ぁ……ぁ……ぁ……」

            　再び意識が朦朧としてきて、僕は力が抜けていくのを実感する。

            　痛みがもたらすショックからなのか、僕は一度大きく息を吸った直後、再び意識を手放した。

            「――おはよう？」

            　せせら笑うワトソンの声で気がつくと、緋雨の手によって蘇生されたところらしかった。一度死んだから傷は消えていたが、すぐに同じ場所を、ナイフでぐりぐりと抉られる。体に力を入れ身構える暇もなくて、僕は思わず唇を震わせた。

            「うッ、あ……！」

            　そのまま傷を抉られ、痛みで再び意識が朦朧とし始めたのは、すぐのことだった。

            もういっそ気絶してしまいたいと思うのに、それが出来ない。

            「HPの問題って言うよりも、こんな風にされてまだ理性を保っていられるなんて、俺が言う事じゃないけど魔術師ってぇ、本当ドM」

            　ワトソンがそう言った時、隣で緋雨が注射器の用意を始めた。

            「知ってるか？　人の血液って、アイテムだって」

            　知らなかった僕は、それ以上に意識が朦朧としていたから、曖昧に首を動かすことしかできなかった。

            「お前以下でも、高レベルの魔術師で、最低５００万ガルドはする。小瓶一つで、な」

            「……っ」

            　緋雨が僕の、まくったままになっている右手に、注射針を刺したのをただ眺めていた。

            その前でワトソンが楽しそうに続ける。

            「ランキング十位の『コスモス』っていう魔術師の血で、一千万ガルドだ。お前なら、いくらになるんだろうな？　億、行くかもな。これだけでも拉致ったリスク考えても元が取れる。しかも小瓶一つで楽になれるとは思ってないよな？　大瓶でMAX（×99）は覚悟しろよ。これは、月極君にも我慢して、差し出して貰ってるんだからな」

            　先ほどの月極の映像を思い出し、僕は短く息を飲んだ。

            　そうか――血にしろ、その他の体液にしろ、アイテムならば納得がいく。

            　下世話な話だが、体内で精液が消えるというのも、そう言うことだろう。

            　そんなことを考えている内に、急に全身に、鈍い痛みと冷気が走った。

            「っ、は……」

            　黒い砂嵐が、僕の今の視界との合間に、コマ送りのように挟まってくる。

            　貧血だ。

            　座っているのに、体がここにはないような、そんな目眩に襲われる。

            　倒れ込みそうになるが、腕が背もたれを挟んでいるから、辛うじて座っていられた。

            「顔、真っ青」

            　ワトソンが楽しそうにそう言った気がしたが、僕は、目を開いていることすらやっとで、何度も瞬きをする。

            「なぁ、痛みが強くなる――感覚が強くなるって、どういう意味か分かってる？」

            そう言うとワトソンは、不意に僕の、露出されている陰茎を掴んだ。

            「！　ッ！」

            　あり得ないような快楽に突如として体を襲われ、僕は目を見開いた。

            「気持ちいいだろ？　こっちの方の感覚も、いつもより凄くなってるって事だからなぁ」

            ゆるゆるとワトソンの手が、僕の自身を掴んで上下する。

            「ぅアッ……止め、止めろッ……！」

            「もう起って、カウパーが出てる」

            　先端を漏れ出た液体を指に絡め取るように、ぬるぬるとワトソンが撫でる。

            　それだけで、僕の呼吸は上がり、それは完全に勃起した。

            　貧血がもたらす目眩と、唐突な快楽に、体が悲鳴を訴える。

            「お前のこんな姿見たら、みんな何を思うんだろうな？　嫌らしい奴ってお前のことを思うんだろうなぁ。お前で抜く奴もいるかもな」

            　そう言うとワトソンが、背後にある映像記録アイテムを一瞥した。

            「黒麦のエロ動画、それも顔でてる奴――それだけで、いくらでも買い手は付くし、編集すれば、高額になるだろうな」

            「なッ」

            　何を言われているのかいまいち分からなかったが、ワトソンの手の感触に腰を揺らす。快楽が走り上がってきて、声がこらえ切れそうにもない。何とかして、刺激から逃れたかった。

            「俺が知る限り、タウンに動画は流せても、それの記録は、流してる版元じゃなきゃ出来ない。オフライン、ログアウトした現実からなら出来るけどな。案外、現実で俺たちを見てる誰かも興奮してたりしてなぁ」

            　手の動きを早めながら、楽しそうにワトソンが言う。

            「だから、リアルタイムの中継で一回だけこれ見た奴らも、もっともっとっていっておまえの痴態がうつってる動画、欲しがるだろうなぁ」

            「ン、っ……ぁ、嫌だ、ちょっ……それ、それ、どういう……」

            　まさか。

            　まさか撮影されていて――それだけならば想像が付かないでもなかったが――いつかのギルド会議のように、どこかに放映されているわけではないよな？

            　僕は、快感を更に促されながら、そんな自分の理解に、肩を震わせる。

            　嫌だ。

            　誰かに、それも不特定多数に、イく姿なんて見られたくない。

            「みんな見てる、ってそう言うこと」

            　ワトソンの声に、僕は絶望的な気持ちになった。

            「うッ……！」

            　その時、片手で僕の自身を扱いたまま、ワトソンが、もう片方の手の指を、僕の中へと差し入れた。

            「……へぇ、初めて、って反応じゃないな」

            「……ッ、ん――……ぅ、ぁ……！」

            「これ、ガチで編集して売りさばいたらヤバそ」

            「ぁ、あ！」

            「痛みには強いくせに、快楽には弱いんだな」

            　言いながら、僕の後孔を弄る指はそのままに、もう片方の手で、今度は頬を撫でられた。

            「元の色が白いから、赤くなるとよく分かるな。すげぇ、色っぽい」

            「……っ……」

            「限界まで泣かせたくなる表情してる。こりゃ、団長が執着するのも分かるわ」

            ワトソンがそう言ってまた僕の首を絞めた時、隣で緋雨が溜息をついた。

            「これ」

            　緋雨はそういうと、男性器を模したはり型のようなものを手に僕を見ていた。

            　黒光りしている代物で、茎の部分は長い。その全面に、小型の突起がいくつも着いている。なんなのだろう、これは。

            「見た感じ、慣らした方が良いんじゃない？」

            　緋雨の言葉に、ワトソンが肩を竦めて、それで僕の鎖骨下にある傷口を抉った。

            「っ、んあ！」

            　拷問機具なのだろうと認識し、きつく目をつぶると、涙がこぼれる。まつげが震えた気がした。

            「これだけ、血つけたら、大丈夫だろ」

            　ワトソンはそう言うと、それを僕の後孔へと強引に差し込んだ。

            「っ――！」

            　目を見開く。

            　痛みに喉が反り返り、声が張り付いた。

            「バイブのリモコンはお前が持ってるんだよな？　操作は任せる」

            　ワトソンがそう言うと、緋雨がポケットから四角い機具を取り出した。そしてそのつまみを捻る。

            「ふ、ぁ……ぁン――ッ……ぁ、いやだッ！」

            　規則的な震動を開始したバイブに、僕は思わず声を上げた。

            　強制的に快楽を高められていき、痛みとそれが交互に意識を占め、体が震える。

            「いや――いやだッ！」

            「本当は気持ちいいんじゃないのか？　最低最悪の淫乱だな」

            　ワトソンの言葉に、僕は力なく首を振る。

            　そんなこと、認めたくはなかった。

            　だけど実際気持ちが良いと思う自分がいて――けれどその感情はどこか一歩引いたところから僕を見ていて、自由になる思考はこんな事嫌だと訴えるのだ。嫌だったのだ、本当に。気持ち悪かった。だけどそれが、自由にならない体に対する感想なのか、問答無用で押し寄せてくる感覚になのかは、分からなかった。

            　いつの間にか嬌声を上げ、腰を振り、ただ嫌だ嫌だと僕は繰り返していた。

            「嫌じゃないくせに。嘘つきには、お仕置きが必要だよな」

            「ひゃッ……ぁ……ん、くッ……」

            「切り落としてやろうか、ここ」

            　ワトソンはそう言うと、再び僕の自身を掴んだ。

            「ヒっ」

            「どうせ死ねば再生されるんだろうし？」

            　楽しげなその声に、僕は体を震わせる。耳元で囁かれたその言葉を理解したくなくて、吐息が触れた瞬間びくついた自分の体のことも理解したくなくて、ただ、目を細めた。

            ナイフをもてあそぶワトソンの片手が、僕の乳首へと向かい、それからすぐに自身へと降りていく。

            「そんなんしたら、ゆるさへんよ」

            　ナイフを見ていた視線が、不意にその銀色の光が消えたことで、釘付けにされた。

            　息を飲んで顔を上げると、反動で生理的な涙が、瞳からこぼれた。

            　それまで僕の側にいたワトソンの体が、近くの壁に叩きつけられている。

            　それから、ゆっくりと正面からのぞき込まれ、狐塚と目があった。

            　いつも通りの着流し姿で穏和な笑顔を浮かべていて、ただし狐面は頭の側部に動かしてある。きつね色の髪が揺れ、橙色の瞳が、僕を優しい色で見ていた。

            「大丈夫か、黒麦？」

            「狐塚……」

            　その声を聞いた瞬間、号泣しそうになったがこらえた。

            　他意なくこんなに優しくされるなんて、優しくしてくれるのなんて、狐塚だけだと僕は思った。そう思えるだけの時間を、二人で過ごしてきたのだと思う。本当は、粋龍や月極ともそう言う関係だったはずだけれど。現状で、こんな風に気遣う言葉をかけられて、無心に安心できる相手は、狐塚だけのような気がした。狐塚が、僕の現状を何も知らないからなのかも知れない。何も、知られたくないと、狐塚に対して強く想う。とはいえ、こんな場面を見られているのだから、何とも言えないけれど。一気にそんなことを考えて、けれどすぐに口を突いて出たのは――……。

            「月極のことを助けて」

            「んー、俺は、黒麦のヒーローやけど」

            「良いから、お願いだから、月極のことを助けて！　狐塚にしか、今は頼めない。お願い！」

            「黒麦のお願いなら、聞かへんわけにはいかんよねぇ」

            「狐塚、冗談は良いから……！」

            「冗談やないんけど……うん、ツッキーのことは、月極君のことは、何も心配しなくてええよ」

            　狐塚はそう言うと、僕に優しく笑いかけた。

            　そうしながら、静かにYシャツのボタンをしめてくれる。

            「それにしても、こんな場所あったんやねぇ」

            　あまりにもいつも通り過ぎる狐塚に、逆に僕が、困惑した。どうして狐塚はこんなに落ち着いて入るんだろう。どうして、ここの場所が分かったのだろう。

            「狐塚、どうしてここに？」

            「ん、説明は長くなるから後やねぇ。まぁ察しはつくっしょ、『地索鏡』。天空鏡も似た効果なんや無いの？　【マーダーケース】も王冠鏡持ってるみたいやし？」

            　狐塚はそう言うと、僕の前から移動して、壁際で横たわり呻いているワトソンの首に足をのせた。

            「こいつ、とりあえず最低やね。俺、PKとか嫌いなんやけど」

            　瞬間、ボキリと音がして、狐塚がワトソンの首の骨を踏みつぶしたのだと分かる。狐塚の職業が、【こづかい】に変わっていて、召喚者となり、単体攻撃力が増した様子だった。

            それから、彼は、入り口付近まで待避している緋雨を見る。笑顔のままだ。

            「他の、ギルドのみんなは？」

            　回復職がメインらしく、最初にあった時とは異なり、緋雨の名前の左右には『＋』が無い。

            　そして、名前の下には【マーダーケース】と表示されている。

            「俺らのギルドで倒したよん。加勢は期待するだけ無駄や」

            　狐塚はそう言うと、緋雨の顔の真横の壁に蹴りを叩き込んだ。

            　壁にひびが入り、緋雨は呆気にとられている。

            「敵に回す相手は、考えた方が良いで」

            「なんで、【血塗れ男爵】と【高みへ・・・】が……！」

            「あんなえぐい映像流すとか最低やな。思わず場所探してもうたわ」

            　狐塚の表情が真顔になった。

            　橙色の瞳が、氷のように冷たく鋭い視線を放っている。

            　それだけ短く言うと、狐塚が緋雨を手套でたたきのめした。

            　それからすぐに、【★タイチョー★】へと職を変えた狐塚が、僕のHPを回復してくれる。

            　ほぼ同時に、後ろにある映像記録アイテムに気づいた様子で、狐塚がそれを破壊する。

            「大丈夫……や、ないよな、黒麦」

            　狐塚がそう言って、僕の頬を、それぞれ両手で掴んだ。

            「……っ」

            　しかし僕の体力は限界だったらしく、そのまま落ちてくる瞼に逆らえないまま、目を伏せた。椅子から体を抱き上げられ、俗に言うお姫様だっこをされた気がする。

            「黒麦！」

            　狐塚のそんな声を聞いた気がしたが、僕の体は闇に飲まれるだけだった。

            　

            　

            　

            


            　

        
        
            【20】チクビスト

            　

            　

            　次に僕が目を覚ました時、そこは、晴天の空から日差しが差し込む一室だった。

            　何度か瞬きをし、上半身を起こす。

            　すると【血塗れ男爵】の天空の城から見る風景によく似た、長閑な森や湖が、窓の外には広がっていた。右手の壁は全て吹き抜けの窓で、その側に僕が寝ていた、大きな寝台がある。白い真新しいシーツの上に僕は寝ていて、掛け布団には豪奢な刺繍が施されていた。部屋の間取りは広く、どこかの客間のようだった。王宮の一室、そんな言葉がふさわしい。

            「目、さめた？」

            　扉の無い入り口から、狐塚が入ってきた。

            　僕が頷くと、ベッドサイドの低い棚に、持っていた盆を置いて、狐塚が側の椅子に座る。

            盆の上には、レモンが入った水差しと、軽食が載っていた。

            「月極は？」

            　気づくと僕はそう尋ねていた。

            　狐塚との間の会話で第三者の名前を出す事なんて、ほとんど無かったなと思い出す。例外は、ログアウトできない状況になって最初に会い、ギルメンの話をした時だけだった。

            「つっきーなら、大丈夫や。他のギルメンが面倒みとる。副マスやし、元々月極君と知り合いやから……多分、黒麦とも、知り合いやと思うよ」

            　その言葉に、心当たりはなかったが、狐塚が言うのだから大丈夫だろうと僕は頷く。

            「黒麦とつっきーから抜かれた血液は、こっちで回収したから、悪用されることはない。それに、奪われとった装備やアイテムも、一カ所に保管され取ったから、回収できた。他に既に他の場所に出てたもんがあったら取り戻せてないから、後で確認してや」

            「有難う、狐塚」

            　装備やアイテムの事なんて全然気にしていなかったから、その心遣いに苦笑する。

            「いいんよ。後はねぇ、傷。PK系の傷は、HP回復してもダメージの残存酷いし、直接傷口治療した方が、後に響かないらしいから、黒麦がさされたところは、普通に治療してる」

            　言われて自身の胸元へと視線を落とせば、白いガーゼと包帯が見えた。

            　首にも包帯が巻かれている。

            　僕が身につけているものは、狐塚が普段来ているものに似ているが、それよりも薄着の和服だった。白に近い青緑色の浴衣のようなものだった。

            「手錠、かけたままでごめんな。鎖はちょっと緩めたから、少しは楽に動かせると思うけど」

            　狐塚のその言葉に、僕は漸く、自身の背後で手が拘束されたままであることに気がついた。

            　勿論、空中庭園という名の、恐らく相手を攻撃する術を持つ天空の城を互いに持っているのだし、警戒されて当然だと僕は納得する。

            「変な風におもわんでな。単に、その傷で、いなくなられたり、ギルドに戻ろうとされたりしたら、心配なだけやから。動いて大丈夫になったら、すぐ外すから。勿論黒麦がここにいるって事は、【血塗れ男爵】にも連絡済みやし」

            　狐塚が、慌てるように僕の前で両手を振る。

            「後ね、映像放映装置は破壊したからね。記録装置も破壊しといた」

            　その言葉に、僕は唇を噛む。

            「……あれ、流れてたの？」

            「ん？　ああ、うん。ほとんど全部の大陸の、少なくとも中央エリアには、転送鏡の脇にあるスクリーンに流れてた。映像ジャックアイテムあるしな。けど室内だったから、お前んとこじゃ犯行場所が特定できなかったみたいで、青兎が、俺たちの所にも捜索要請してきたんよ。まぁあんなん見せられたら、要請無くとも探すけどな」

            　狐塚の言葉に、僕は顔を背けた。

            　あんなもの、見たくないものを、僕はほぼ全ユーザーに見せてしまったのだろう。

            　もう街を歩けない。

            　ギルドのみんなにあわせる顔もない。

            　きっと僕の姿は気持ちが悪かったはずだ。

            「――何で、狐塚は僕を助けてくれたの？」

            　僕は多分、友達だからと言う答えを期待して、そんなことを言った。

            「んー、黒麦の事、大切やから？」

            「……」

            「けど俺、情に厚いとはいえ、それだけじゃギルメンまで動かさないねんよ。ギルメンもお前らのこと心配しとったけどさ。言うなれば、下心？」

            狐塚はそう言うと、ベッドに腰掛けた。

            「まだからだから、クスリ抜けてないやろ？　抜いた方がええ」

            「……え」

            「俺は何も、ただ親切なんや無いよ。相手が黒麦だったからや」

            「っ」

            「言った通り下心も当然あるよ」

            　狐塚はそう言うと喉で笑って、グイッと僕に近寄ってきた。

            「月極くん返して欲しかったら、ちょっと触らせてや」

            　笑み混じりのその声と同時に、僕は押し倒された。

            　あわせた浴衣の合間から、狐塚の手が入ってくる。

            「っ、ちょ」

            　乳首を両手でそれぞれ摘まれ、目を細めた。

            「俺チクビストやねん」

            「なッ」

            「乳首はまだ開発されてなかったんやね」

            　そう言うと、ユルユルと、狐塚が僕の乳首を、後ろから抱きかかえるようにして刺激し始めた。違和感に体を襲われる。

            「そ、んなとこ、女の子じゃないのに、感じるわけ……っ」

            　大体チクビストってなんだろうと僕は内心思いながら、唇を噛む。

            「ここ弄られて、イったこと無いん？」

            「普通ないだろ」

            「じゃあ俺が、初めてするんやね」

            　狐塚はそう言うと、人差し指と親指で、僕のそれぞれの胸の突起を摘み、動かし始めた。くすぐったいとも違う表現しがたい感覚に、僕は溜息をつく。

            「止めてよ、こんな事」

            「勿論弱みにつけいるようなことはしたくないから、中にまでは入れんよ」

            　そう言う問題なのだろうかと考えている内に、不意に、本当に急に、じんと右胸の突起がうずいた。

            「っぅ、フ……」

            「もっと声聞かせてや」

            「んッ」

            　ゾクリと一度実感すると、弄られている部分から、おかしな感覚がはい上がり始める。

            位置は離れているというのに、腰にズキンとそれは響いた。

            「ぁ……ぅッ」

            　手錠をされた腕を頭の上へと上げられ、僕はその合間から、喉をゆらしつつ狐塚を見る。

            「っ！」

            　目が合うのと同時に、腕を引かれ、体勢を横向きにされ、狐塚に唇で乳首を挟まれた。

            舌先で弄られ、きゅっと吸われる。

            「ん、ぁッ」

            　背筋が震えた。

            　もう片方の乳首は、残った手で、そのまま指先ではじかれる。

            「乳首、堅くなってきたな」

            　口を離した狐塚が、再度両手で、それぞれの僕の胸の突起を摘みながら微笑んだ。

            「……やだ、よ」

            「なんで？」

            「おかしいよ、こんなのッ」

            「そう言われても我慢できへんし――黒麦だって、辛いやろ？」

            　狐塚はそう言うと、半分ほど立ち上がっている僕の自身へと視線を落とした。

            「乳首だけで、いけるん？」

            「っ」

            「無理そうやんね」

            　言うと同時に喉で笑って、狐塚が僕の自身を撫でた。

            「うあッ」

            　そのまま上下に扱かれつつ、乳首を舐められる。

            　どちらがより気持ちいいのか、快楽が直結したような状態になって、僕には分からなくなる。

            「ん、ふっ、ぁ……」

            「黒麦、可愛い」

            　そう言うと、再び狐塚は、両手で乳首を擦り始めた。

            　ビクビクと僕の体は揺れる。

            「や、やだぁッ！」

            「イきたい？」

            　いつの間にか張り詰め、堅くなっていた自身のことを、僕は意識した。

            「イきたいっ」

            「乳首だけでイってみ？」

            「や、ぁ、無、無理ぃ……っ、あ！」

            　僕がフルフルと首を振ると、狐塚が苦笑した。

            「じゃあお願いして？　可愛く頼んでぇや、イかせて、って」

            「っ」

            　僕はきつく目を伏せ、唇を震わせた。

            　その間も、乳首をなぶるように、狐塚は刺激してくる。

            「……お願い、イかせて」

            「まだ大丈夫やろ」

            「んァ――！」

            　乳首を強くはじかれ、僕は体を震わせた。乳首を触られるだけで全身が熱くなり、自分の体ではないような感覚に陥る。

            「ッ、いや、ぁ……狐塚ッ、ん、ぁ……んあぁぅ……ふ、ァ」

            「イきたい？」

            　無我夢中で頷く。

            「しゃあないな。こらえしょうないけど――……ええよ。イきな」

            　そういて狐塚に強く自身を撫で上げられた瞬間、僕は精を放った。

            　同時に意識を手放した。

            　

            　次に目を覚ますと、窓から夕暮れの闇が入り込んできていた。

            「起きた？」

            　僕が上半身だけで起き上がると、見計らっていたかのように狐塚が入ってきた。

            　手にはやはり飲み物入りらしい紅茶のポットと、軽食が載る盆がある。

            「……」

            　先ほどよりすっきりとしていて、思考は鮮明だった。

            　ぐっすりと眠ったからと言うよりも、恐らくクスリが切れたからだろうと思う。

            いつもの通りの笑顔を浮かべている狐塚は、盆を側に置くと、椅子に座った。

            　白地に青い模様が入った着流しが、静かに揺れる。

            「気分は？」

            　正直言えば最低――なのだろうか？

            　僕には、自分でもよく分からなかった。

            　狐塚とも、性的な行為をしてしまった現実……だけど月極の所在が分かり、最終的には助け出されたのだろうという事実。僕の中で優先するべき事がなんなのかは、僕にも分からなかったけれど、ただ、月極が無事だという事は、最も安堵できる事柄であるように思えた。

            「……ねぇ、狐塚」

            　僕は、気がつくと唇を動かしていた。

            　何を言うつもりなのだ、と、理性が諫めようと体に訴えかける。

            　だが気がつくと言葉を続けていた。

            「映像が流れていたっていったよね？」

            「うん、まぁでもそんな、気にせぇへんでも――」

            「僕は、淫らだった？」

            「……え、何？」

            「ひいた？」

            「そんなこと、あるわけないやろ」

            「変態だろって、ドMだろって、そう思ったから、さっきみたいな事したの？」

            　僕は、シーツを見据えながら、つらつらとそう言った。

            　冗談に聞こえるように笑おうとしたのに、唇は歪な弧を描くだけで、発した音こそ明るいのに声自体が震えてしまった。シーツを握る手も震える。

            「……――黒麦」

            「っ」

            　何を言われるのも怖くて、俯きながら、ぎゅっと目を伏せる。

            「そうやない。ただ、さっきのはクスリ抜いただけやし――後は俺の下心やけど。それには、今回の事なんて関係ないよ」

            「……」

            　狐塚はそう言うと、僕のことを優しく抱きしめてくれた。

            「俺な、俺の方こそひかれるかもやけど、最初から黒麦のこと好きだったんよ」

            　その言葉に、僕は小首を傾げて、お面を外している狐塚の顔を見る。狐塚はうつむき加減に髪を揺らして、苦笑していた。

            「一目惚れ、やな。アバター見た時に。リアルオッサンには失礼やけど、お前に出会った瞬間、なんでこの見た目にしたんやろって後悔した。会った時のは、どう見ても恋愛するキャラや無かったやろ？　だからこの世界になって、実際の見た目さらせて、寧ろちょっとホッとした。まぁ、会う内に中身にも惚れ取ったから、俺の方は別にお前が、アバターと同じ今の顔じゃなくても、惚れ取ったんだと思うけどな」

            　僕にそんな価値はないと思う。

            　だけど狐塚の腕が温かくて、僕は何も言えなかった。言ったらこの空気が壊れそうで、怖かったのだ。

            「黒麦、俺は、お前のことが好きだ。だから、ああいうことをした。クスリを抜くって言う理由がなかったら何もできんかったのは、ただ俺がヘタレだっただけや」

            　狐塚はそう言うと、腕に力を込めた。

            「好きなんよ、お前のことが」

            「狐塚……」

            「【マーダーケース】に好き勝手されてるお前を見た瞬間、頭に血が上ったわ」

            　頭を片手で撫でられながら、狐塚の顎が、コテンと僕の額にのるのを感じる。

            「好きだ」

            　ここに来てから率直に、こんな風に誰かに気持ちをぶつけられたのは、初めてだなと僕は思った。

            　真っ直ぐに告白された事実に、なんだか心の中が温かくなってくる。

            「――有難う」

            　そう答えた僕の気持ちは、まるで凪の海のように、久方ぶりに穏やかになっていた。

            　

            　

            


            　

        
        
            【21】高みへ・・・

            　

            　

            　その後この場所が、宝石入手時に、【高みへ・・・】が入手した空中庭園だと僕は改めて聞かせてもらった。【血塗れ男爵】の天空の城とは異なり、ゴムの木や鉱山と言った、どちらかというと装飾品の材料が豊富な大陸らしい。僕らの所と比較するなら、鉄鋼技術よりだ。

            　畑に生えているものも、僕らの所とは違い小麦が多い。うどんやパスタが沢山作れそうだ。果実園は、葡萄や無花果が視覚に入った。牧場には、馬や羊が多く、食肉用には見えない。こちらは服飾用の素材が取れるらしい。

            「宝石――【奇矯なアメジスト】はすごい。空中庭園に対する赤鐘神父の天空の城って感じって評価は言い得て妙だな。【マーダーケース】から奪った王冠鏡で確認したけど、俺らがこれ持ってるんは【血塗れ男爵】にもつつぬけやろ？」

            　窓から外を見る僕の肩に手を置きながら、狐塚が言う。

            　僕は注いで貰った紅茶を静かに飲む。

            「【奇矯なアメジスト】を入手したら、パーティ特典もギルド特典もごっそり付いてきたんや」

            　僕は腕を組む。

            　個人的に言うならば、図書館の蔵書を確認させて貰いたかった。

            「一応お前らの所みたいに不可抗力でもなく、奪ったわけでもない――合意でここは手に入れたんやよ」

            　狐塚の言葉に、僕は頷く。

            　装備はまだ、着せられていた浴衣だ。僕が眠っている間に、再度手当てされていたことが分かる。痛みこそ最初から無いが、先ほどよりも体が楽になっている気がした。クスリが抜けたからではなく、体へのダメージが少し回復したのではないかと思う。ただ手錠はまだ外されていない。

            「ギルドホームからの攻撃用の武器はなかった？」

            「……あったよ」

            「効果は？」

            　素直に答えてくれた狐塚を真剣に見る。

            　恐らく僕のギルドのみんなは、それを一番気にしているはずだった。

            「俺は、黒麦のいるところ、攻撃しようとは思わへんよ」

            「僕だって、狐塚の所を攻撃したりしない」

            「じゃあ、それ聞くんは、ただの興味？」

            「……そうじゃないかもしれない。狐塚、友達として、お願いするよ。僕のこと信用しないで。無意識に、ギルドのためになることを考えてるかも知れないから」

            　続けた僕を、狐塚がまじまじと見た。

            「別に、ええのに。むしろ、俺の心もてあそんで――教えろ、って命令してもいいんやよ？」

            「狐塚にそんなこと言えるわけがないだろ。僕だって、狐塚のこと大切だと思ってる」

            　僕だって、といいながら、僕だけが、そう思っているのかも知れないと思案する。

            「【神の子羊スケープゴート】、それが付随してた。効果は、一定範囲内にいる全てを回復する光効果。強弱の弱で回復、強で光範囲攻撃や。ボスが闇だったからかもなぁ」

            　狐塚の言葉に、僕は顔を上げる。すると、正面から目があった。

            「なぁ黒麦、うちのギルドに入らへん？」

            「……それは」

            「本気で言ってるんよ」

            　真摯に狐塚に見つめられたが、僕は思わず目をそらした。

            「――うちのギルドなら、絶対守ってやるし、二度とあんな目に遭わせへんよ？」

            「……僕は【血塗れ男爵】が好きだよ」

            　そうは言いながらも、ギルドチャットの画面を開けないまま、個別チャットの確認も出来ないまま、僕はここに来てから誰にも連絡を取れないでいる。迂闊だった自分と、その痴態を見られたことに対する羞恥が、僕に連絡を取るという行動を躊躇させるのだ。

            「……まぁ、焦らず、考えておいてや」

            　僕の言葉に、狐塚が苦笑した。

            「こういうんは、強制できることや無いしね」

            「それより、月極はどうなったの？」

            「ああ……ツッキーのことは、うちの執権がさっき、【血塗れ男爵】に送ってったよ」

            「良かった、有難う」

            「黒麦は、もう遅いから、一晩休んでき」

            　狐塚はそう言うと、ゆっくりと僕の体を寝台に横たえた。

            　その優しい感触に、力が抜けた体は素直に従う。

            　それから布団を掛けられて、僕は顔だけで、狐塚を見上げた。

            「何も心配いらへんよ」

            「……」

            「ここにいる限り、俺がお前を守っちゃるから」

            　そう言った狐塚に前髪を撫でられ、気づくと僕は瞼を伏せていた。

            　疲れ切っていた体が、泥に絡め取られるように、睡眠を訴える。

            　睡眠効果のあるアイテムを使用された時のような感覚で、先ほど飲んだ紅茶に、安心す　る効果が付加されていたのではないかと思う。

            「愛してるからね」

            　意識をおとす直前に聞いた狐塚の言葉は、とても優しかった。

            　

            　翌朝僕は、ギルドチャットや個別チャットがひっきりなしになっている音で目を覚ました。

            　最前面には、近隣範囲チャットを開いたままだったから、内容は分からない。

            　確認するのが怖い、と言うのもある。

            「ああ、起きたん？」

            　そこへ狐塚が入ってきた。

            　顔を上げると、吐息に笑みを乗せた狐塚に、優しい顔をされた。

            「ギルチャ、鳴ってるんやない？　お前につながらんて、俺のとこに苦情きとるよ」

            「……」

            「昨日も言ったけど【血塗れ男爵】には連絡済みだから、無理に返事しなくても良いんよ」

            　本当は、連絡を取るよう、背中を押されたかったのだと思う。

            　だけど僕は視線を落として頷いて、狐塚の言葉に甘えることにした。

            　連絡を返さない事に決めて、一人頷きながら、ベッドサイドに足を着く。

            「それより、お腹空いてへん？」

            「空いた。何か食べようか――なにが食べたい？」

            　僕はそう言って、持参していたはずのアイテムを確認した。減っているものは、何もなかった。アイテム欄を確認するくらいは、手を自由に動かせる。だからチャット画面だって当然開けるはずなのだ。

            「え、黒麦のお手製の料理、くれるん？」

            　すると虚を突かれたように、狐塚が目を見開いて、僕に歩み寄ってきた。

            「そんなに色々ある訳じゃないけど、お礼に。良かったら……」

            「嬉しいわぁ」

            　狐塚はそう言うと、僕を抱きしめて、頬にキスをした。

            「ちょっ――」

            　反射的に体を離そうとするが、そこで手錠の存在を思い出す。

            　【マーダーケース】に拘束されていた時とは異なり、椅子などに固定されているわけではないから、それなりに自由に動くとはいえ、狐塚の体を押し返すだけの動きは出来ない。

            「っ」

            　深く唇を貪られ、僕は息を飲んだ。

            「俺、黒麦が食べたいわぁ」

            「馬ァ鹿野郎、折角の機会をエロ根性で潰すんじゃねぇよ。大体自由に動けないコイツに無理矢理エロ行為って、何考えてんだよ、最低だなァ、あ？」

            　そこへ不意に声がかかり、狐塚の体が僕から引きはがされた。

            　顔を上げると、そこには頼が立っていた。

            「あ」

            　驚いて声を上げると、頼が狐塚の頭に拳を振り下ろしていた。

            　赤紫色の着流し姿で、帯の色は黄色。

            　頭の側部には、獅子にも狛犬にも見えるお面がついていた。

            「料理の神様がごちそうしてくれるって言うんだか、独り占めすんじゃねぇよ。昨日の手柄は、俺たちが、大部分俺様が、お膳立てしてやったんだろうが、このへっぽこギルマス」

            　頼は、外見も口調もやはり頼だった。

            「少なくともこの俺様の目の届くところで、今回無事に帰すまでの今後一切、不埒な行為に及ぶな、良いな？」

            　だが、名前は【未来】となっていて、その下には【高みへ・・・】というギルド名が表示されている。

            「改めましてだな、黒麦。呼び名は、頼で良い。どっちにしろ【ライ】は、入ってるしな。職は召喚者、申し訳程度に料理もする、ここの副マスだ。一応スープと飲み物は用意してあるから、下に行くぞ」

            　言いながら、頼に、新しいキャラで友達申請をされた。

            　反射的にOKしながら立ち上がる。

            「そう言えば昨日、【マーダーケース】はどうなったの？」

            　歩き出した頼の後ろを、狐塚に支えられながら、歩き始める。

            　俺たち、と頼は言ったから、【高みへ・・・】の他のメンバーも含めて戦ったのかも知れない。おぼろげな記憶の中で、狐塚が緋雨に、『自分たちのギルドで倒した』と言っていたことを思い出す。

            「久しぶりに、【高みへ・・・】のギルメン全員――まぁ、三人しかいないけどな、が、そろって集まって、壊滅させた。移動制限かけて、【マーダーケース】のあの支部を倒しただけだから、他の連中や、ギルマスとは手合わせしてねぇけど」

            　頼の言葉に、僕は頷く。

            　たった三人で、一支部を壊滅させるなんて凄い。

            　案内されたのは食堂で、そこには先客が一人いた。

            「執権の、青猫」

            　青林檎色の装備で、僕のローブと同じように、全身が深く覆われていて顔は見えない。特徴的なのは、頭部に同色の大きな猫ミミがついている事だろうか。

            　顔も何も見えないというのに強烈な既視感に襲われて、目を細める。

            「まァ、座れ」

            　頼に促されて、僕は席に着いた。

            　僕の右隣には狐塚、左隣には頼が座り、四人で大きな四角いテーブルを囲む。

            　アイテムを出現させる要領で、頼が、ポタージュとオレンジジュースを出現させた。

            　僕らのそれぞれの目の前に、他に小さなサラダが出現する。

            　それを見守っていると、正面でするりと、青猫という魔術師がフードと口布を取った。

            「っ、青兎」

            　僕が思わず呟くと、いつも通りの――いや、いつも以上の無表情で、少年が顔を上げた。髪の色は淡い青緑に変わっているが、目の色も、肌の白さにも、変化はない。

            「どっちにしろ青やから、俺らは、『アオ』って呼んでるんよ」

            　狐塚の言葉に、僕は曖昧に頷いた。

            「無事で良かった」

            　青兎が僕を見る。僕はおずおずと頷きながら、片手で口元を覆った。

            　以前狐塚に、【血塗れ男爵】にも【高みへ・・・】の別キャラがいるかと尋ねたとき、はぐらかされた事がある。それに考えてみると、あの情報収集能力に長けた青兎が、【高みへ・・・】のギルドホームを見つけられなかったというのもおかしい。

            「最近じゃ、宝石の件があるから、こっちのキャラになることはほとんど無かったんだけどなァ」

            　頼の言葉に、確かに現時点で宝石箱のサファイアに触れれば、そこには【高みへ・・・】のギルド名が表示されるのだろうと思った。かといって巷では、青兎が所持していたというよりかは、僕か月極が持っていて、【高みへ・・・】が回収したと考えられるのではないかと思った。そもそも青兎がサファイアを取得するときに、別のギルドに渡してしまうかも知れないと、そう言っていたことを思い出す。

            「だけど僕がいなくても、二人のパーティで、あっさり三つ目の宝石入手したじゃん」

            　青兎の言葉に、狐塚が肩を竦めた。

            「経験者から個別チャット貰って、ずーっと延々ボスの前で、攻略法練ったしねぇ」

            「『空中庭園』の展開前後に、【血塗れ男爵】の天空鏡で、ここを表示させないで貰った恩もあるなァ」

            　頼が言うと、青兎が、眉を顰めて顔を背けた。

            「どうせ僕は裏切り者だよ」

            「そんなことないやん。うちらが建物内を映像探索できる『地索鏡』持ってたから、すぐに黒麦の件、こっちに頼んできたんやんね？　大切な仲間のこと、助けたかったんやんね？」

            　狐塚の言葉に、僕は改めて青兎を見た。

            「助けてくれて有難う、青兎」

            　執権が青兎だとすると、昨日月極を送っていったのも、青兎だという事になる。

            　多分僕がここにいることも、青兎が側にいるから、ギルドのみんなはそれなりに納得してくれているんじゃないかと思った。寧ろ僕のせいで、別のギルドに入っていることが露見してしまったのが申し訳ない。

            「――お腹空いたよ黒麦。僕海老フライが食べたい」

            　青兎が、顔を背けたままでそう言った。少しだけ、頬に朱が指している気がする。

            　海老フライは、状態異常回復効果のある料理の中で、HPとMPも同時に回復してくれるし、その場でサンドイッチに加工したりもできるから、僕は大抵いつも持ち歩いている。アイテム鞄にあるもので良かったと思いながら、それとも僕が持っていそうな品を青兎が指定してくれたのだろうかと考えながら、海老フライを出現させる。

            「うまそー……！」

            　呆気にとられたような顔で、狐塚が呟いた。

            「でかっ！　良い匂い！　俺様、米にするわ。お前らどうする？」

            「頼、俺も米が良い」

            「僕もライス」

            「黒麦は？」

            「え、ああ、じゃあ……ご飯で」

            　僕が答えると、頼が、ライスを四皿出現させた。

            　食べ始めた彼らは、味を噛みしめるように、動きを止めた。

            「「うまっ」」

            「黒麦が作ったんだから当然だよ」

            　彼らのそう言う表情を見ると、そして感想を聞くと、それだけで気恥ずかしさと嬉しさが同時にこみ上げてくる――のは、良かったのだけれど。

            「あの、手錠……」

            「あ、ごめんね」

            　やっと、気づいた様子の狐塚が、手錠の合間にある鎖をさらに緩めてくれた。

            　漸く両腕が、ほとんど自由に動かせるようになる。しかし、外してはくれない様子だ。

            別に良いかと思いながら、僕も海老フライを食べる。

            　ナイフで切らないと、確かに大きい。

            　海老の素材自体が大きいのだ。

            　お手製のタルタルソースとウスターソースが、それぞれ小さな器に入っていて、海老フライの側に顔をのぞかせている。付け合わせはキャベツだ。

            　頼が用意してくれたスープを最初に飲むと、美味しかった。僕の作るものとは、やっぱり雰囲気が違う。誰か他の人が作った料理を味わうのが久しぶりで、とても新鮮で美味しく思えた。ジュースも美味しい。特にジュースが美味しかった。一見簡単そうなフレッシュジュースだけど、経験上、元が単純なレシピのものの方が、個性が出やすくて、美味しく作るのは難しいのだ。

            「お前らァ、いっつもこんな美味いもん食ってんのかよ？　それも作りたてだろ？　殺意沸くわ」

            　頼がもう一皿、ライスを出現させた。

            　料理は、やっはり腐敗劣化はしないようだったが、作りたての方が美味しかったり、熟成させた方が美味しかったりするのだ。熟成の方は、強制的に時間を経たせるスキルもあるが、それを使用するよりも、実際に時間を経たせた方が美味しい。

            「このジュースも美味しいよ。オレンジと砂糖の他に何いれてるの？」

            「お前に言われても、お世辞かフォローにしか聞こえねぇ。レシピは忘れた、適当に作ってるからな」

            「俺、胃袋まで掴まれてもうたよ」

            　狐塚の声に、青兎がナイフを投げた。危ない。

            「食ってるときにじゃれんな」

            　頼が二人を睨め付ける。どちらかというと、実際に【胡蝶蘭】のギルマスをしていた過去もあるからなのか、頼がギルドマスターのように見える。

            　このようにして、食事は過ぎていった。

            　

            　その後、何事かを話合う様子で席を立った青兎と狐塚は、他の部屋へと姿を消した。

            僕は、商業施設で販売している僕のレシピを手にしている頼に、あれやこれやと質問を受けた。実際に自分が書いたレシピ本を持っている姿を見せられると、どうにも照れくさかった。主に調味料理について聞かれ、僕は必死に回答を探した。

            「――なるほどなァ。そんなに手間かけんのか。これは覚えるより、お前に作ってもらった方が、早いし味も確かだろうな。月極が、お前の料理を恋しがってたのも分かる」

            「月極が？」

            「ん、ああ。実はな、お前から連絡貰う前、まだ行方不明だって知らなかった頃に、一回だけ会ってたんだよ。料理をせびられた。貰ったくせに、文句ばっかり言いやがるんだよ。本当、何様だって話だよなァ」

            「そうだったんだ」

            「アメジストの頃にお前から連絡貰って驚いた、正直な。てっきり青が、【血塗れ男爵】で【高みへ・・・】の事を吐くことになって、怪しまれないようにお前から俺にコンタクト取ってきたのかと思ったら、話は月極のことだけなんだもんなァ。お前も大概お人好しだ。何であの時、奇矯なアメジストのことを聞かなかったんだ？」

            「別に……大体、頼が【高みへ・・・】の副マスだって、僕は今日初めて知ったし」

            　そんなことを言われるとは思っていなくて、ぼんやりとしていると、頼が珈琲を淹れてくれた。これも美味しい。昨日狐塚が持ってきてくれた紅茶やレモン水も美味しかったが、恐らく飲み物類は、全て頼が作ってくれているのだろう。

            「まぁ良い。それにしても、月極とお前の関係もいまいちよく分からん。月極は俺といるときは、大抵氷みてぇな、冷徹な顔してて、感情なんて見えない。ド迫力美人。野良でパーティ組んでた頃の人当たりの良さを何処におとしてきたんだってくらい、口数も少ないし、怖い顔してるんだ。あれが素かと思いきや、一番仲良さそうなお前の前だと、野良の時以上に、馬鹿っぽくて明るい。義理の兄弟だって話は聞いてる。何なんだ、アレは？　アイツなりに、お前に甘えてんのか？」

            　頼はつらつらとそう言うと、静かに珈琲を飲む。

            　彼の口から聞く月極の姿は、僕が知る冬眞くんそのものに思えた。

            「……仲、良かったのかな」

            「は？」

            「頼との方が仲が良かったから、だから、月極は、僕の前では見せない素顔を見せてたんじゃないかな」

            「……お前それ本気で言ってんのか？」

            「……」

            「俺の前で見せてたのは、拒絶だ。これ以上踏み込むな、仲良くなる気はないって言う」

            　その言葉が事実だとすれば、現実での冬眞くんは、僕と仲良くなる気なんて無かったのだろうか。それはそれで正しい気がしないでもない。

            「野良の時の明るさも、ある意味一緒だろ。『誰とでも』仲が良い――まぁ、実際、俺の前で見せてたのが素だとしても、だ。実際、明るいアイツを見てると、キャラじゃねぇなって思うことはあったし。ただ少なくとも、無理してたとしても、お前の前では、笑ってたかったんじゃねぇのか？」

            「……」

            「お前、無口そうだし。お前も大概ド迫力の無表情キャラだし。ローブ着てると、別の意味で威圧感あるし。お前ら二人がどっちも無言だったら、会話の生まれようがないだろ」

            「……」

            「少なくとも昨日この城にいたときの月極は、お前の心配してるとき以外は、俺が知ってる月極の顔だった。青に聞いた限り、【血塗れ男爵】に戻っても、氷みてぇなままらしい――だから、今ならまさにお前らの、無言VS無言の会話が見られるのかもな」

            　揶揄するように頼は言ったのだが、僕にとっては冗談ではなかった。

            　合わせる顔がない。

            「美人同士の戦いってのは、見たいような見たくないような、よくわかんねぇな。俺様を取り合って、とかだったら良いんだけど」

            「それはない」

            　月極は兎も角、僕は美人ではないし、頼を取り合う理由もない。それに月極も僕も男だし、美人なんて言葉は、不似合いだ。

            「はっきりしてんなァ、おい。後は、アレだ。青のこと。助けた礼なんて言ってやるんじゃねぇぞ、もう二度と。助けて当然、心配して当然、されて当然、それが普通で良いんじゃねぇのか。俺様には存分に感謝すべきだけどな、狐塚と違ってお前のお友達ってわけでもねぇし、【マーダーケース】の馬鹿共に吐き気がしたから加勢しただけだ」

            「――有難う」

            　僕が会釈すると、頼が深々と溜息をついた。

            「……お前って素直だよな、比較的。もっと言葉の裏を読んだり、相手の腹を読んだり、殺伐とした日々を送ってばっかりの俺には、色々と拍子抜けだわ。若干ネガティブなのが鬱陶しいが」

            「ごめん」

            「まぁ、なんだ……無事で良かったんじゃねぇの。こうして上手い料理も食べられたわけだし、それだけでも大勢のユーザーにとってプラスだったんじゃねぇか」

            　頼はそう言って笑うと、席を立った。

            　

            　それから僕は、昨晩泊めて貰った部屋へと連れて行かれ、何かあったら呼べと声をかけられた。頼は、面倒見が良いなと思う。部屋に戻る途中、図書館を通りかかったので思わず足を止めたら、暇つぶし用にと言って中の書籍を数冊かり出させてくれた。本の内容は、やはり僕たちのギルドが手に入れているものとは異なった。だが、読みふける気分にもならなくて、ぼんやりとベッドの上から窓の外を眺めていた。

            　それから――意を決して、僕はチャットウィンドウを見ることに決めた。

            　指先が強ばるのが自分でも分かる。

            　決してギルドのみんなのことを信用していないというわけではなかったが、反応が怖かった。だからギルドチャットからは目を背ける。

            　その瞬間、一番上に、丁度日廻からの個別チャットが表示された。

            『――聞こえているなら、一言で良い。声を聴かせてくれ』

            　いつもと変わらない日廻の声が響いてきて、不意に緊張感が途切れ、涙が浮かんできた。

            「日廻……」

            「黒麦！　黒麦か？　良かった」

            　深々とした吐息が、漏れて聞こえてくる。

            「具合は？　体調は、大丈夫なのか？」

            　強い口調に、反射的に僕は答えていた。

            「大丈夫だよ、ごめん」

            「全くだ、もっと早く連絡をよこせ、みんなどれだけ心配したと――……いや、それは良い。こちらこそ、助けに行けなくてすまなかった」

            「僕が迂闊だったんだ、本当にごめん」

            「気にするな。もうこの話はやめにしよう、二度とあんな事が起こらないように、今後は万全を尽くせばいい――気をつけていると、努力していると、そんな気になっていた私が言っても説得力がないかも知れないが」

            　焦るような日廻の声を聴きながら、僕は思わず苦笑していた。日廻は充分ギルマスとして努力してくれていたし、レベルが上がったから少しくらい離れた場所にいても大丈夫だと気を抜いていたのは僕自身だ。

            「兎に角無事で良かった。痛みは？」

            「無いよ。僕は、元気だよ」

            「お前の元気の基準が分からない。月極も、元気だ元気だと繰り返しているが、いまだに顔面が真っ青だ。青を通り越して白い」

            「月極は大丈夫なの？」

            「多少貧血が残っているが、薬を点滴している。自分たちのギルドにこもっていると、他の薬師が何を開発しているのかもいまいち把握できなくなるものだな。栄養剤や輸血用血液のパックを、いくつもいくつも無料で提供してくれるという連絡があった。病院さながらだな」

            　どこからの連絡かは分からなかったが、月極君友の会や生産者ギルドのことを思い出した。

            　そして、注射されたのだったなぁと僕はぼんやり思い出した。

            　注射器のアイテムなんて、初めて見たなと考える。

            「いつ戻ってこられそうだ？」

            　戻ることが当然だと、疑うことのない日廻の声。ああ、僕には帰る場所がある、ちゃんと迎えてもらえるんだ、そう考えると嬉しくなった。

            「……すぐに戻るよ」

            　後は、僕が勇気を出すだけだ。

            　勇気を出して、帰ればいい、ただそれだけなのだと思う。

            　体調はもう十分だと思うし、包帯くらい自分でも変えられるのだから。

            「待っている。待っているからな」

            　日廻の力強い言葉に頷いてから、僕は個別チャットを打ち切った。

            　僕は思考を整理しようと、シーツを眺める。

            　その時、トントンと、開け放たれていた扉をノックする音が響いた。

            　顔を上げると、そこには苦笑している狐塚の姿がある。

            「連絡、取ったんやね」

            「……うん。僕、帰るよ」

            「送っちゃる」

            「狐塚、本当に色々有難う」

            　僕がそう言うと、手錠を外してくれながら、彼は笑った。

            「俺とお前の仲やし、気にすることは何もあらへんよ。ただ、ギルドのことは、返事まだ聞いてへんし、ちょっと本気で考えといてや。このギルドもこれからどうなるか分からんけど、俺は、黒麦と今まで以上に一緒にいられたらいいなぁとおもっとるんよ」

            　いつでも連絡が取れるのに、何故一緒にいる必要があるのだろう？

            　そう考えて、僕は手を打った。

            「あ。料理なら、僕が持ってる分、置いていこうか、お礼に」

            　最近の僕は、レシピ本を出しているせいなのか、料理の神様と言われているらしいではないか。きっと、そういうことだろう。三食ご飯が食べたいという。

            「すっごい魅力的やけど、そう言うことやないねん。別に料理が食べたくて一緒にいたいんやない。まさか眠ったら、忘れてしもうたん？　俺、ちゃんと、好きって伝えたよね？」

            　その言葉に虚を突かれて息を飲んだ。

            　そう言えばそうだった。

            　すると頬に軽く口づけされた。一瞬だけ、柔らかい感触がして、それはすぐに離れた。

            「そっちの返事も考えといてや」

            「返事……？」

            「俺との関係をどうしたいか。恋人になるって返事なら最高やけど、まずは俺のこと、好きになってや。そしたら、自分も好きだって返事して。嫌いでも、無理でも、それはそれで良いけど、今は聞きとうない。真剣にこれからじっくり考えて、それから、教えてや」

            　狐塚はそう言うと僕の頭を静かに撫でた。

            「……」

            　僕は照れくさくなったので、自由になった両手首を目で確認した後、瞬間的に装備を通常通りのものに変更した。狐塚達が取り返してくれていたおかげで、僕はやっと安心できる上下黒ずくめのローブ姿になった。やっぱりこの姿が落ち着く。そんなことを考えながら杖を装備して、きつく握りしめた。

            　――今、思う存分大がかりな魔法を打って、狩りをしたら、気分が爽快になりそうだ。

            　そしたら、いつもの自分に戻れる気がした。

            　

            　ギルドへ戻る手配は、全て狐塚達がしてくれたらしかった。

            　まだ日が落ちる前に、僕は三人に連れられて、エメラルドの大陸の南にある【曙の森林都市】のゲートへと降りた。【高みへ・・・】のギルドホームのゲートから降りた先は、都市の外れにある庭園の建物の中だった。立ち入り禁止のゲーム内オブジェクト（風景）だと思っていたが、どうやらギルドホームだったらしい。あまりにも人目に付くところに在りすぎて、気がつかなかった。茂みを全員で抜ける。この茂みに、【血塗れ男爵】のギルドホーム同様、不可視化のためのスキルが使われているようだった。

            　先頭を青猫姿でフル装備の青兎が歩いていて、そのすぐ後ろを着流し姿に獅子面の頼が進み、その後にお面を側部にかけている狐塚、そして狐塚のほぼ真横に僕が並んで歩いている。

            　僕たちが姿を現した瞬間、ざわりと息づかいが周囲から漏れたのが分かった。

            「【高みへ・・・】……？」

            「一緒にいるの――……」

            　そんな声がタウンチャットから聞こえ始めた辺りで、僕はうつむき、チャットの音声を切った。何も聞きたくないし、ログも見たくない。

            　いつだって何を噂されているのかなんて、怖くて仕方がなかったし、その内に噂などされない日々になれていた。けれど、今は、映像が流れたと言うこともあるし、正面から気持ちが悪いと嫌悪の言葉や視線を投げつけられたりされたら立ち直れない気がした。

            　唇が震える。悪寒がしてきて、無意識に腕を組んだ。

            　周囲が声を上げているのは、気配で分かる。

            　立ち竦みそうになるが、その場に留まる恐怖を思えば、さっさと歩き去りたかった。

            　恐らく、都市のゲートへと向かっているのだと思う。早く時が過ぎることだけを無心に祈った。その時、ポンポンと右肩を叩かれ、僕は足を止めた。

            「――黒麦」

            　顔を上げると、立ち止まり振り返っている狐塚が、苦笑していた。

            　個別チャットが、タウンチャットの脇に開いていた。

            　ぶつかりそうになったが、何でもないふりをする。

            「聞いてみ」

            「……」

            「早く。怖がることは、何もないから」

            　何を聞けと言うのだろうかと思ったが、狐塚の顔を見ていたら、安心させるような瞳をしていたせいか、そしてその目が力強かったせいか、頷く以外の選択肢がなかった。恐る恐る顔を上げ、ミュートを解除する。

            　するとまず耳に入ってきたのは、歓声だった。

            「無事で良かった！」

            「大丈夫か？」

            「いや、本当、大丈夫ですか？」

            「無理しちゃ駄目ぇぇぇ」

            「黒麦だ、おおお、ちゃんと歩いてるなッ？」

            「【マーダーケース】カスだろ」

            「負けるなぁ！」

            「つぅか【高みへ・・・】△」

            「狐塚がイケメン……！」

            「いろんな意味で格好いい、これは格好いい」

            「副マスのお面は、何なのアレは。獅子なの？　狛犬？　獅子舞？　え？」

            「なｗ　まｗ　はｗ　げｗ」

            「青猫が小さい黒麦みたいになっとる。色違いの猫耳つきとか」

            「それよりこれで俺たちの料理の進化が保証されたわけだが」

            「料理の神様っ」

            「俺もう二度と露店のカレー食えないのかと思って泣いたったったｗ」

            「とりあえず黒麦無理すんなし」

            「さっきホームゲートに【血塗れ男爵】のギルマスと副マスいたから、もしやと思って見守っていれば、なんという運命の瞬間！」

            　響いてきた声に、意外な思いで僕は思わず立ち止まりそうになる。

            　気づくとソロをしている間ずっと怖いと思っていた世界は、僕の想像よりもずっとずっと優しかった。フードの下で、涙が溢れてくる。

            　けれど狐塚が僕のローブの袖を引っ張るから、何とか動きを止めずに済んだ。

            　視線を向ければ、ホームゲートである巨大な転送鏡の正面には、見慣れた日廻と赤鐘の姿があった。日廻は苦笑していて、赤鐘はいつも通りの笑みを浮かべている。

            「おかえり」

            　正面に立った僕に、そう言って手を差し出してくれたのは赤鐘だった。

            　日廻は片手を剣の柄に添え、周囲を素早く一瞥した。

            「うちのギルメンが世話になったな。助かった」

            　その言葉に、僕の隣に立って、ローブをしっかり掴んだままの狐塚が肩を竦める。

            「とりあえず移動しようや」

            　てっきり自分のギルドに帰るのだと思っていた僕が、振り返ろうとしたときには、赤鐘に引っ張られて強制的にゲートを潜っていた。

            　実際その推測は間違っていなくて、見慣れたサファイア大陸のギルドホームに僕はいた。

            　しかし――青兎は兎も角、狐塚と頼も一緒だった。

            「『約束』は守って貰わんとね」

            　狐塚の言葉に、僕は驚いて視線を向ける。

            　すると頼がお面を外しながら、喉で笑った。

            「ギルドホームの場所と天空の城の位置を俺たちに、ちゃんと把握させること。そして、宝石に保持について話合う場を設けること。それがお前を帰す条件だったんだよ」

            「え」

            　知らなかった僕は、頼と狐塚を交互に見る。

            　宝石の保持とは、青兎が持っていたサファイアを、今後は【高みへ・・・】の執権である青猫として、所有するという事だろうか？

            　ギルドホームの位置は、僕だって教えて貰っているわけだし、どのみち青兎がどちらかに話せばすぐに露見する。しかし僕の迂闊な行動で、宝石は兎も角、攻撃力の高い天空の城の位置を公開するはめになった事実は、間違いなく僕の責任だ。そういえば、宝石の持ち主のギルドが変わると、天空の城や【神の火槍】や【神の涙】は、移動するのだろうか？

            冷静にそんなことを考えながら――愛してると、そう言った狐塚の言葉を思い出す。

            　あれは、本心だったのだろうか？

            　それとも【血塗れ男爵】に要求をのませるため、僕を手元に置いておく必要があったから、ただそれだけが理由で囁かれた偽りの睦言だったのだろうか。僕には、これまで狐塚に対する警戒心はなかったし、今でも彼の笑顔を見ると心が安まる。日だまりの中にいるような気分になる。大抵二人で釣りをしていた場所がポカポカした陽気だったからなのかも知れないけれど。けれど、少しだけ、心の奥にザワリと疑念の雫が落ちた。狐塚を疑う自分は嫌だった。だけど、狐塚が僕のギルドに、僕を条件に要求を突きつけたのは事実だ。狐塚は一体、何を考えているのだろう。

            「ただでは、帰さない。常識だろう、慈善事業じゃねぇんだから」

            　頼がクスクスと笑うと、日廻が溜息をついた。

            「そんなことはどうでも良い。黒麦が無事だったんだからな。お前らが黒麦に何かしやしないかヒヤヒヤしていたんだ」

            「本当に良かったよ黒麦。それに助けてくれて、有難うね」

            　赤鐘が、僕の両手を掴んで指先を握った後、狐塚と頼に笑いかけた。

            　なんだかその姿に気が抜けて、僕は安堵の吐息を着く。

            　アイテムやギルドホームのことよりも、僕のみの安全を喜んでくれたギルメン。

            　漸く帰ってきたのだという気になった。

            　

            　天空の城へとさらにゲートから移動し、日廻達は、狐塚達を先導して、応接間の一つに向かっている様子だった。青兎も、今は【高みへ・・・】の側として、話の席に着く風で、黙って赤鐘の一歩後ろを歩いている。

            　その途中、応接間へと通じる回廊で、僕は息を飲んだ立ち止まった。

            「……粋龍」

            　ポツリと呟くと、そこには切れ長の目を静かに僕に向け、真っ直ぐにこちらを見ている粋龍が立っていた。いつもと変わらない姿、幼なじみの存在に、僕はいたたまれなくなる。一体どんな風に思われたのだろう。確認するのが一番怖い相手、でもあるし、全ての心情をさらけ出してすがりつきたい相手でもあった。

            「……」

            　何も言ってくれないのだろうかと、僕は俯く。

            　その直後、正面から抱きしめられて、僕はローブの奥で目を瞠った。

            「先に行くぞ、私たちは」

            「【高みへ・・・】ご一行様に、お茶くらい出さないと行けないしね」

            　日廻と赤鐘は、そう言うと、三人を連れて歩いていった。

            　彼らの姿が見えなくなるまでの間、僕はただ力強い粋龍の腕の感触と、その温もりに意識を奪われていた。鼓動の音が響いてきて、次第にそれが僕のものなのか、粋龍のものなのか分からなくなる。

            「無事で良かった……」

            　ひとけが無くなると、粋龍にフードと口布を、乱暴に外された。

            「泣いていたのか……？」

            　僕の目の下を手の甲でぬぐい、背をかがめて粋龍がのぞき込んでくる。

            　焦げ茶色の彼の瞳には、僕が映り混んでいた。

            「泣いて、ない」

            「じゃあ何だこの筋は？」

            「……本当はちょっとだけ、泣いたんだ。だけど平気だよ、うれし泣きだから」

            「お前が捕まってるのを――拷問されてるのを映像で見て、気が狂うかと思った。それに、連絡はつかないわ、帰ってこないわ、もう俺はおかしくなりそうだったぞ」

            「ごめん……」

            「お前の側にいるのが狐塚だって聞いたときは、殺意が沸いた。何で狐塚なんだよ、ってな。お前なら、俺に一番に連絡をくれると思った――助けに行けなかった自分がふがいなかった。その後も、頼りにされないのは当然だと思った。でもな、最低限俺には連絡しろよ。俺とお前は――……大切な、現実でもずっと一緒にいた、一番親しい間柄だろ？」

            　更にこもった腕の力に、僕は何度も、うんうんと頷いた。

            「守れなくて、ごめんな」

            　その言葉に、僕は首を振る。

            「ううん。それよりも――有難う。本当に有難う、僕その……うん、連絡しなくてごめん。頼りにしてない訳じゃない、寧ろ誰よりも頼りにしてるし、信頼してる。それは本当だよ、きっと一生変わらない」

            　僕の言葉に頷きながら両腕を話た粋龍は、それから僕の首元へと視線をおろした。フードの前を緩め、口布の先に繋がるインナーのジッパーをおろしていく。シャツのボタンもだ。

            「ああ、これ……ハハ、僕って本当に迂闊だったよ」

            　そこには幾重にも巻かれた包帯や、その下にはガーゼとテープがある。

            「はずしても大丈夫か？」

            　躊躇うような粋龍の声に、苦笑を浮かべて頷いた。

            　傷口も塞がっているし、痛みも特にない。

            「ッ――酷ぇな」

            　しかし首元を見て、粋龍はあからさまに眉を顰めた。僕も鏡で一度確認したが、くっきりと青紫色になった人の手形がそこには着いているのだ。爪が食い込んだ部分はおろか、指先までくっきりと鬱血痕を残していたようだ。

            「ごめん、こんなの気味が悪いよね……」

            　僕は慌てて包帯を適当に巻き直し、インナーやシャツの位置を元に戻そうとした。しかし右手を粋龍に掴まれて止められる。

            「治るまで、きちんとしろ。ソロ狩りしてるときはすぐに状態を回復するくせに、こう言うときは現実と一緒で、適当にしておくんだな。お前、前に階段から落ちて足にひびは入ったときも、最初はそうやって大丈夫だって言っていて、結局酷いことになったんだ。もっと良くあったのは、風邪だ。具合が悪くても自覚しないで、ちょっと変だなぁくらいにしか思わないんだもんな、お前。見ていた俺が何度保健室に運んだことか。俺の方が先に気づくっておかしいだろ。まぁそうやってぐだぐだなお前をこれまでもずっと見てきて、特にこういう怪我とか病気に関しては、現実でかなり慣れてる。そんな俺が今更気味悪がったりするわけがないだろ」

            　いつもよりも饒舌にそう言いながら、器用に粋龍が包帯を巻き直してくれた。

            　包帯を巻く動作には、薬師のスキルではなく、装備の中の個別スキルである服飾のスキルでも関係しているのかと言うくらい、綺麗に巻いてくれた。

            　装備を元に戻し、口布とフードだけ外した状態で、僕は粋龍を見上げた。

            　そして意を決して聞くことにする。

            「……ねぇ、月極は？」

            「ああ、部屋で休んでる。顔、見に行くか？」

            　粋龍はそう言うと、強引に僕の左手を握って歩き出した。

            　

            　向かった先は、姿を消す前から月極が使っていた部屋だった。

            　茶色い扉を粋龍がノックするが、返事はない。

            　寝ているのだろうか？

            　僕が首を傾げる前で、しかし中からの反応には構わず、粋龍は扉を開けた。

            「月極、入るぞ」

            　既に入りながら、ドアノブを片手に粋龍が言った。

            　扉から一歩はいったところで、僕は正面にある寝台を見る。

            　上半身を起こしている月極が、シーツをぼんやりと見ていた。その緑がかった黒髪も、同色の瞳も、ずっとずっと探していたものだったから、反射的に駆け寄って、何処に行ってたんだよ馬鹿、と糾弾したかった、けれど。

            　ゆっくりと僕の方へと首を捻り顔を向けた月極の、まるで氷のような無表情と、僅かに細くなった瞳を見たら、何も言えなくなって、ごくりと唾液を嚥下する。顔色は青白く、左手の甲からは、点滴が伸びていた。恐らく僕よりも長時間血液を抜かれたのだろうから、月極もまだ万全と言える体調ではないのだろう。

            「……――無事で良かった」

            　淡々と月極が言った。

            　その声も間の取り方も、僕が少しだけ知っている、冬眞くんそのものだった。

            　これが、頼の口にしていた、素の月極なのだろうか？

            「戻ってきてからずっとこの調子なんだよ」

            　呆れたように粋龍が良い、あからさまに溜息をつく。

            「少し、二人で話ても良い？」

            　僕は、月極と粋龍の双方に、多分確認を取ったのだと思う。

            　粋龍は頷くとすぐに踵を返して、「部屋の外で待ってる、だけどギルチャで話せよ」なんて言っていた。月極は、僕の方を見たまま、小さく頷いただけだった。その瞳に、僕が移っているようには見えない。静かに歩み寄ってみたのだけれど、自身の一歩一歩が怖かった。軽蔑し、拒絶されているかも知れないという恐怖だ。

            「ごめん……ね……」

            　僕に出来るのは、ただ謝ることだけだと思った。無理に笑顔を浮かべようとしたのだが、上手くいかない。そもそも月極が、あんな目にあったのは、このギルドから姿を消したのは、僕が原因だ。僕は、一体どうしたらいいのだろう。それが分からない。

            「何で……」

            「ごめん」

            「何で……黒麦が謝るんだよ……」

            　そう言うと月極が、唇を強く噛んだ。血が出そうなその様子に、慌てて歩み寄る。

            「月極、僕は大丈夫だよ、月極の方こそ――」

            「お前が大丈夫のはず、無いだろ……」

            　無表情のまま月極はそう言うと、僕の腕を右手で掴んだ。

            　その手の甲には、痛々しい点滴用の針と機具が見て取れる。

            　白いネットに覆われた痛々しい肌からは、いくつものチューブが伸びている。

            　輸血と栄養補給の補助をしている様子だ。

            「……俺のことを軽蔑したよな……」

            「月極、そんなこと無いよ。大体軽蔑されるとしたら――……僕の方こそ、されて当然だ」

            　軽蔑、だなんて、僕たちは同じ事を考えていたのだろうか。

            　漸く僕は笑えた気がしたが、自分でも分かるほどそれは歪な笑みになってしまった。

            「――俺はお前を軽蔑したりしない」

            　するとそれまでの早口で感情の見えない声にかわり、月極が力強い声でハッキリと言った。

            　拒絶されなかった安堵に、僕は泣きそうになった。

            　僕の涙腺は、どうにかなってしまったのかも知れない。

            「月極、早く体治してね。そうしたらさ、また、その、狩りとか一緒に行ってくれる？」

            　精一杯笑ってそう言うと、月極が目を伏せ、静かに頷いてくれた。

            「……ああ」

            　まだ、僕らの間には、少しだけ距離が残っているのかも知れない。

            　僕は月極と話ているのか冬眞くんと話ていたのか、そして二人は同一人物だと分かっているのに、どうして頭の中では切り離して考えてしまうのか、そんなことを考えながら部屋を出た。

            「無理に明るくすんな」

            　すると個別チャットで粋龍にそう言われ、頭を撫でられる。

            　

            　それから二人で、一階へと戻った。

            　丁度、城内見学を終えた様子の狐塚と頼が、日廻と赤鐘に先導されて、エントランスホールへと帰ってきたところだった。青兎は、【血塗れ男爵】と【高みへ・・・】のどちらのペアに着いて歩いているという風でもなく、一人少しだけ距離を置いて、最後尾にいた。

            「黒麦――！」

            　ぼんやり眺めていると、走り寄ってきた狐塚に抱きつかれた。

            　強い腕に抱きしめられ、背中に彼の体重がかかる。

            　しかしその重みはすぐに消えた。

            「止めろ」

            　粋龍がそう言って、狐塚を引きはがしたからだ。

            「何すんねん、粋龍師匠」

            「こっちの台詞だ。助けてくれたことには感謝してるけどな、黒麦に絡むな、まとわりつくな。兎に角離れて歩け」

            「なんでやの？」

            「は？」

            「黒麦は別に、粋龍師匠のものやないんじゃないかと思うんやけど」

            「それは――」

            「俺はちゃんと、黒麦に、好きって伝えたんよ」

            「なッ」

            「粋龍師匠は、ちゃんと告白したん？」

            　終始笑顔の狐塚に、粋龍の顔が次第に険しくなっていき、ついには目を伏せ無言になった。一見言葉に窮している様子だが、所詮僕のことなど好きじゃなく、ただの幼なじみとして、保護者としての庇護欲があるに過ぎないのだろうから、告白したのかなどと聞かれて困っているのだろう。狐塚にしたところで、【血塗れ男爵】に条件をつきつけるという目的があったみたいだから、何処まで本気で僕に告白などしたのか分からないが。

            「狐塚、僕と粋龍は――」

            　ただのリア友、そう言おうとした声を、狐塚に遮られる。

            「ただのリア友、やんね？」

            　何故僕が言おうとしていた言葉が分かったのだろう。

            　そもそも、どうして僕と粋龍がリア友だと知っているのだろう。話た覚えはない。

            「え、うん」

            　驚きながら頷くと、強く粋龍に腕を引かれた。足が縺れて倒れそうになったところを、抱き留められる。

            「黒麦。俺とお前は、今のこの世界で誰よりも親しいよな？」

            　粋龍が僕の耳元で言った。

            　呼吸に背筋が粟立ちかけて、肩がビクンとしてしまう。

            　全く心臓に悪いから止めて欲しい。

            「そりゃ、まぁ」

            　付き合いも長いし当然だろうと思いながら、粋龍を見て僕は硬直した。

            　彼は笑顔なのに、何故なのか言葉からも表情からも冷気が漂っている。

            　気づくと冷や汗が浮かんでくるのを止められない。

            　狐塚はただニコニコしながらこちらを見ているだけで、いつも通りだ。その顔に少し安心していると、側から呆れ声が漏れてきた。

            「【高みへ・・・】の二人、案内はもう良いだろう。応接間に行くぞ」

            　日廻の声に、頼が口笛を吹く。

            「応接間って事は、一応歓迎して接客してもらえるって事だよなァ？」

            「一応ね――あ、黒麦。お茶の用意をしてもらえるかな？」

            　赤鐘にそう言われたので、僕は粋龍の手をほどきながら頷いた。

            「黒麦のお茶かぁ、楽しみやわ。粋龍師匠は同席しなくて良いんからね？　別に来たかったら来てもええけど」

            「お前が仕切るな。いかねぇよ、月極の点滴に薬追加する時間だからな」

            　狐塚と粋龍がそんなやりとりをしているのを、青兎が溜息をつきつつ眺めている。

            　【青猫】から普段の【青兎】へとキャラ変更したらしい。見慣れた装備に戻っていて、頭部では白い兎耳が揺れていた。

            「……月極、そんなに具合悪いの？」

            　思わず僕が聞くと、青兎がこちらを見た。

            「ナイフとかで痛めつけられてはいないけど、代わりにショック死するまで何度も問答無用で血液を抜かれてたみたい。蘇生されては、またショック死するまでずっと血を抜かれてたんだって。最後に露店に霊薬卸した直後に拉致されたみたいで、ほぼ丸一日、その状態だったみたいだから……残存ダメージと貧血が酷いんだ。後は、それが原因なのかは分からないけど、精神的にショックを受けてるみたい。大人しい月極って、なんだか変」

            　青兎の言葉に、【マーダーケース】の恐ろしさを改めて思い知った気がした。

            「行くぞ、青兎」

            　粋龍がそう言って、青兎の腕を引き、強引に歩き始めた。

            　狐塚が苦笑するように、僕の隣へと歩み寄ってくる。

            　こうして僕らは、応接間へと向かった。

            　久しぶりに、いつもの珈琲を淹れた。

            　日廻と赤鐘は、静かに目を伏せ、味わうようにカップを傾けている。

            　二人のそんな表情に頬が綻んだとき、正面の席から声が上がった。

            「「うまっ」」

            　狐塚と頼が目を見開いて、カップを中をのぞき込んでいる。

            　立っていた僕は、大げさだなぁと思いながら、僕は入り口正面のソファに腰を下ろした。

            　応接間の入り口から見て左手に、狐塚と頼が座っていて、右側に日廻と赤鐘が座っている。

            　ここには二人から三人がけのソファが、長方形のテーブルを囲むように、四脚そろっている。豪奢な刺繍が施されていて、座り心地も良い。

            「それで、宝石についての話とは何だ？」

            　腕を組んだ日廻が、狐塚達を半眼で見据える。

            「【嘆きのルビィ】と【黄昏のサファイア】が欲しいの？」

            　赤鐘が通常と同じ笑みを浮かべたままそう尋ねた。

            「まぁ結論から言えば、逆やんね」

            　答えた狐塚は、右手を一度きつく握り、開いてから、今度は人差し指を建てた。

            　するとその指先に、宝石箱に入っているのと同じくらいのサイズの、紫色の宝石が姿を現した。ゾワリと、部屋に異質な空気が漂い、一種荘厳とした沈黙が流れた。守護者の宝石をアイテムとして出現させている場面を、僕は初めて見た。

            「それが【奇矯なアメジスト】か……」

            　日廻が、何度か瞬いた。

            　呆気にとられたのは僕だけではなく、日廻と赤鐘も同様だったのか、二人とも口を半分ほど開いて、まじまじと出現した宝石を見ている。

            「普段はこうして俺が持っとるんよ。戦闘の時は、頼が使ってるんやけど。既に持ってるアオには渡せんかったのも確認済みや」

            「逆とはどういう意味だ？」

            　日廻が尋ねると、狐塚が【アメジスト】をアイテム欄に戻してから、首を僅かに傾けた。

            「俺らとしては、【血塗れ男爵】に、【奇矯なアメジスト】を譲渡したいと思っちょる」

            「――どうして？」

            　赤鐘が冷静に務めながら、そう聞いた。そして珈琲を一口飲む。

            「はっきり言う。はっきり言って、【血塗れ男爵】が守護者の宝石を集めるべきだ。少なくとも俺達は、そう思ってるって事だ。【高みへ・・・】の総意。で、良いんだよなァ、アオも？」

            　頼が深々とソファに背を預け、後頭部で腕を組んだ。

            　今は左側部にお面が回されている。

            『……僕は【黄昏のサファイア】を持って出て、【高みへ・・・】に置いておくつもりはないよ』

            　城のフィールドチャットから、青兎の声が響いてくる。

            　現在は、狐塚達二人もいれた（ゲスト来客時用の）城のフィールドチャットが全面に表示されている。僕たちギルドのメンバーは、ギルドチャットも開いている。それは【高みへ・・・】も一緒だと思う。普段、城の中ではギルドチャットしか使わないから、こういう使い方をあまり意識したことはなかった。他にも城のチャットでは、NPCに指示を出したりもできる仕様だった気がする。思えば僕も、昨夜までは狐塚達の城で、あちらのフィールドチャットで主に会話をしていたのだ。

            「何故うちのギルドに？　宝石が不要なら、クエストを一緒に攻略した他のギルドへ渡せばいいだろう」

            　日廻が腕を組む。暗に、【アンチノワール】に渡さないのか、と聞いている風だった。

            「意図せぬ取得をしてしまって、扱いに困る、っていうのは経験者として分かるけど」

            　赤鐘もそうは言いつつ、日廻と同じ意見のようだった。

            「一回実際に持って、【守護者スキル】だの【空中庭園】だの【城の兵器】だのを見ちまったらなァ……手放すのは怖いだろ、普通。他が持ってると思うだけでもゾッとする」

            　頼が溜息をつきながら、珈琲へと手を伸ばした。

            「ただでさえ、そんなもん持ってない奴らでも、【マーダーケース】みてぇな所もあるわけだしな」

            　飲んでから続けた頼は、それから揶揄するような顔をして、日廻と赤鐘をそれぞれ見た。

            「今まで独占してたお前らが、何処に対しても武力行使しなかった、それだけでも恐れ入る。良く自制できたもんだなァ」

            「怖いのならば、お前らも持ち続ければいいだろう。少なくとも、城――【空中庭園】は、王冠鏡を見る限り、宝石入手報酬だ。無数に増えるとは考えられない。王冠鏡と違って、mobが落とすことはないだろう」

            　日廻がそう言うと、赤鐘も頷いた。

            「【奇矯なアメジスト】を手放す気も、無いみたいに聞こえるよ」

            　すると狐塚が、満面の笑みを浮かべて頷いた。

            「無いよ。宝石もお城も手放す気はない。特に城は、一生産者ギルドとしては絶対譲り渡したく無いんよね」

            「矛盾しているな。だったら何故、【血塗れ男爵】に【奇矯なアメジスト】を持てなどと言うんだ？」

            「ん、とね。また結論から言うんやけど、既に所属してるアオは兎も角として――俺と頼、要するに【高みへ・・・】を、【血塗れ男爵】に入れて欲しいんよ」

            「「「は？」」」

            　その言葉に、日廻と赤鐘と僕の声が重なった。

            「ギルドの統合」

            　頼がニヤニヤしながら呟いた。

            「そうすりゃ、城も二つで生産の効率も上がるし、互いに攻撃される心配もない」

            「ま、そういうわけやから、俺らん事、【血塗れ男爵】に入れてやぁ。頼むわぁ」

            　狐塚はそう言うと、パンと手を合わせた。

            「……本気で言ってるの？」

            　赤鐘が問うと、頼が大きく頷いた。

            「あたりめぇだろ。それにな、今の時点じゃ、正直【血塗れ男爵】が一番、効率的に【クラウン・クエスト】を進められるって言うのは、誰がどう見ても間違いのない事実だ、違うか？　あ？　一応、てめぇらだけにそんな責任を押し付けるのもお門違いだろうと思って、【高みへ・・・】としては、これまで、クエスト攻略に熱心な【アンチノワール】だの、後は俺の古巣が母体の【砂中楼閣】なんかにも、破格的な待遇で装備卸したりしてきたんだよ。けどなァ、ぶっちゃけまだメンツ集めとレベルや攻撃スキルの底上げで手一杯で、積極的に攻略に臨めているとは言いがてぇんだよ。少なくともあいつらが率先してクエストを始めるまでの間は、今もう既にできるんだから【血塗れ男爵】がクエストを進めておくべき何じゃねぇの？」

            「頼、ちょっと黙っとこうか。それは俺も同じ意見やけど、【血塗れ男爵】の自由なんやしね。入れて貰えたら、俺らはその決定にしたがうんやし。入ったからと言って、率先してクエストに行くべきだって声を上げたりもせぇへん予定やろ。な？」

            　狐塚が穏やかな声で頼を制した。

            　素直に頼は口を閉じ、飽きたような顔をして狐塚を見る。

            　頼りにして任せたというのがありありと分かる表情だった。

            　こういう所を見ていると、やはり【高みへ・・・】のギルマスは狐塚なのだなぁと感じた。

            「日廻団長。この話によるお宅のメリットは、『【奇矯なアメジスト】が管轄下にはいる事』『【地索鏡】みたいな未入手のアイテムが手にはいる事――勿論、アイテムは渡すよ』それから『【高みへ・・・】の城から攻撃されない事』の三種類あるね」

            「……そうだな。そのメリットはそっくりそのまま、お前達の側のメリットでもあるだろうが」

            「別に俺らは、アイテム欲しいわけやないよ。そりゃ、生産用の素材は欲しいっちゃ欲しいから使わせて欲しいけど、その分成果物か売り上げは還元する」

            「デメリットもあるよね？」

            　赤鐘が言うと、狐塚が苦笑しながら頷いた。

            「例えば、俺らがスパイやったら、とかね。まぁアオいるお宅は、アオが裏切ればそれで終わりやねんけどね。アイテム類を奪取する、と思われてるんなら、俺と頼、それにそちらの采配次第やけどアオも、倉庫出入り禁止でもかまわへんよ。まぁアオを俺たち側と見てるんか、【血塗れ男爵】側と見てるんかは知らんけどね」

            「ま、倉庫は自宅もあるしなァ」

            　頼が狐塚の隣で頷く。

            「――俺たちが、君達をPKしてアイテムを奪う可能性だってある」

            　赤鐘が言うと、狐塚が吹き出した。

            「そりゃ、【血塗れ男爵】のギルメンはそんなことせんって、信じてお願いした俺らが馬鹿だった、って言うだけの話になるから、別に仕方ないやん。あんな、俺らは、信用してるんよ？　それに裏切ったりも、しないって誓う。うん、黒麦への愛に誓ってもええよ」

            「じゃァ、俺様は、黒麦が入れてくれたこの奇跡の珈琲の味にでも誓うか」

            二人のその言葉と、気楽に見えつつもそこに垣間見えるギルド統合への本気度に、僕は何も言えずに、日廻と赤鐘の様子をうかがうしかない。

            「……私の独断では決定できない。赤鐘は、どう思う？」

            　日廻が言うと、腕を組んだまま、赤鐘が目を伏せた。

            「宝石収集や【クラウン・クエスト】への関わり方については、意見が相違する可能性が高いと思ってる、聞いた限りだとね」

            「赤鐘神父、入れてくれるんやったら、俺らはそれに従うよ。ギルドの統合って言うより、【血塗れ男爵】に吸収してもらう、って形で考えて貰って良いねん。役職も約束事も、そっちが決めたのそのまんまでええ」

            　狐塚の言葉に、赤鐘が静かに頷いた。

            「――日廻、一応みんなに聞いてみて決めたら？」

            「そうだな。狐塚、悪いが少し待っていてくれ。ギルド内会議で決めてくる。断っておくが、結果に期待はするな。それまでの間は、ここで待っていてくれ」

            　そう言って日廻りが立ち上がったとき、城のフィールドチャットに声が響いてきた。

            『僕はその会議に出て良いの？　それとも【高みへ・・・】に合流した方が良い？』

            　青兎のその言葉に、赤鐘と日廻が顔を見合わせる。

            　それから二人は僕を見た。

            「そこの二人の見張りには、部屋を施錠して監視魔法をかけておけば十分だよな？　青兎を監視に残す必要はないだろう」

            　日廻の言葉に僕が頷くと、赤鐘もまた立ち上がった。

            「悪いんだけど黒麦、病み上がりなのに本当にごめんね。念のため俺たち三人が出たらこの応接間を魔術で、封鎖して、会議室に監視映像流れるようにしてくれない？」

            　僕は同意して立ち上がった。

            「良い結果期待し取るよ、また後でね」

            　狐塚が笑顔で僕に手を振る。

            「逃げたりしねぇから安心しろ」

            　頼にもそう言って苦笑された。

            『そういうことじゃなくて、僕は一応【高みへ・・・】側でもあるのに……』

            　青兎のそんな呟きには、誰も何も答えなかった。

            　

            　こうして、【血塗れ男爵】のギルド内会議が開かれることになった。

            　場所は会議室で、現在は天空鏡のウィンドウの一つに、狐塚達がいる応接間の風景を魔術で流している。

            　月極は点滴をつけたまま、右端の椅子に座っている。

            　その隣に粋龍、青兎、日廻、赤鐘、と来て、左端には僕が座ってた。

            　画面越しに見える狐塚と頼は、暢気に雑談しながら、お茶会を続けている雰囲気だ。

            　全員が、城のフィールドチャットをミュートにし、ギルドチャットだけを開く。

            「青兎、【高みへ・・・】のギルチャも切れよ」

            　粋龍が言うと、青兎が溜息をついた。

            「もう切ってる」

            　それを聴きながら、僕は全員の正面に、ほうじ茶を出現させた。

            　月極の体は弱っているようだから、胃に優しい飲み物にしようと思ったのだ。

            「さて、会議を始めよう。議題は、【高みへ・・・】からの申し入れを受けるかどうか。狐塚と頼を、このギルドに入れるか否かだ」

            　日廻が言うと、赤鐘が指を組んで肘をテーブルの上に突いた。

            「始めに確認しておくけど、青兎はこちら側だと思って良いんだよね？」

            「ご自由に。僕は、僕自身が【血塗れ男爵】側だと思ってるけど、あの二人と懇意にしていることも、【高みへ・・・】の執権だって事も否定する気はないよ」

            　青兎は右手で頬杖をついて、机の上に体重を預けていた。

            「お前な……疑われてるんだから、もう少しきっちりとした態度をしてろ」

            　粋龍が引きつった笑みを浮かべて、青兎の両頬をつねって引っ張った。

            「ひはひほ」

            　痛いよ、と言っているのだろう。兎の耳が、緊張したようにピンと立った。

            「まぁ……青兎のおかげで、黒麦と月極が無事だったとも言えるし、狐塚さん達の人となりや腹の内も、青兎には分かるかも知れないし、うん。ねぇ？」

            　赤鐘が静かにフォローすると、粋龍が目を細めてそれを一瞥し、舌打ちしてから手を離した。月極は俯いたままだ。日廻が先を促す。

            「あの二人を加入させることに反対の者はいるか？」

            　すると室内に沈黙が降りた。

            「いないか。では、賛成の者は？」

            　しかしまた、誰も声を上げない。

            「……やっぱりこれは、色々と検討して相談しないとならないみたいだね」

            　赤鐘がそう言うと、粋龍が頷いた。

            「やっかいだな。向こうも城持ってるし、戦争は避けたい。これがまず第一だ。後は、宝石の力同士でのPK合戦も怖い。まぁそれは、うちの方が、守護者スキル上げてるだろうから、青兎が仲裁にはいるか、向こうに加勢しない限りは勝てるだろうけどな」

            「粋龍、そう青兎を苛めてやるな」

            　日廻が苦笑すると、粋龍が青兎へと顔を向けた。

            「腫れ物に触るような扱いと、苛め抜くような扱い、どっちを希望する？」

            「どっちも嫌だよ！」

            　青兎が唇をとがらせた。頬が紅潮して赤くなっている。

            「黙ってて悪かったと思ってるよ、ごめんね。だから今まで通りにしてよっ」

            「最初からそう言えば良いんだよ、馬鹿兎」

            　粋龍はそう言うと、腕を組んで正面に向き直った。

            「個人的な感情を抜きにして、生産系だけ考えて話ても良いか？」

            「うん、勿論。というか、個人的な感情は、極力抜いて」

            　赤鐘が笑顔で釘を刺すと、粋龍が大きく一度頷いた。

            「城があるとはいえ、普通の大陸フィールドでしか手に入らない素材は多い。その入手経路を考えても、【高みへ・・・】が持ってるパイプは大きい。ログアウトできるまで、なんとしても衣食住を絶対的に確保して粘るとなると、あの二人がいて損はない。寧ろ利益の方がある」

            「なるほど。仮にクエストに今後も臨むとしたら、尚更、か」

            　日廻が言うと、青兎がお茶に手を伸ばす。

            「戦力にもなるよ、あの二人。【アメジスト】が無くても」

            「【アメジスト】を手に入れた【高みへ・・・】のパーティって要するにあの二人なんだよね？　別キャラなんだろうけど。それに【マーダーケース】を壊滅させた時には、青兎もいたにしろ、戦力として充分だって言うのは、うなずけるよ」

            　赤鐘が同意してから、僕を静かに見た。

            「――……問題は、今後のクエストに対するスタンス？」

            「あいつらは、攻略に前向きそうだったな」

            　日廻もまたそう告げながら、僕へと視線を向ける。

            「もし俺たちがここで断って、次に宝石を手に入れたギルドに、あいつらが加入する、となるのは少し痛いな。もうこの城のことも知られているんだし」

            　粋龍が溜息をついた。

            　彼もまた、僕を見る。

            　何故僕を見るのだろう。特に発言することも思い浮かばないので、僕は、一人黙り込んでいる月極へと視線を向けた。まだ顔色が悪い。

            「……ろ」

            　すると、丁度月極が口を開いた。

            「……そんなこと、どうでもいいだろ。それより、黒麦を休ませろよ」

            　響いた意外な言葉に、僕はローブの奥で目を見開いた。

            「帰ってきてから……休んだのか？」

            　確かに月極が言う通り、僕は休んでいない。だけど、昨日、狐塚達の所でゆっくり休ませて貰ったから、別に平気だ。

            「今はこんな話をしてる場合じゃないだろ……そうだろ？　そうだよな！　黒麦を、休ませろよ！」

            　それまでの静かで淡々とした声から、次第に月極の声は、普段の者へ、それも怒気を含んだ感情的な声へと変わった。

            　日廻が、不意に机を、大きな音を立てて叩く。

            「いい加減にしろ！　誰のせいで、黒麦が捕まったと思ってるんだ？」

            　その言葉に、部屋が静まりかえった。

            　月極が、息を飲んでいるのが分かる。

            「あ、あの、僕は大丈夫だから……それに、なんていうか、その、迂闊だったって言うか……」

            　いたたまれなくなって僕はそう言った。

            　別に誰かのせいで僕が捕まっただとか、そういう訳じゃないと思うのだ。

            　二人とも、恐らく僕のことを慮ってくれているのだろうと分かる。

            　なのに我ながら、八方美人的な発言しかできない自分も情けない。

            「ねぇ、黒麦。もし【高みへ・・・】が、【血塗れ男爵】に合流しないで存続したら、黒麦はそっちに行っちゃうの？　それなら僕も、向こうをメインにするけど」

            　そこへ不意に、青兎がそんなことを言った。

            「っ」

            　驚いて僕は顔を向ける。

            　確かに僕は狐塚に誘われたし、行くとも行かないとも何も返事などしていないけれど。

            「黒麦は掛け持ちなんてしないでしょ？」

            「一体それはどういう事だ？」

            　粋龍が僕と青兎を交互に睨む。

            「今ここで誰のせいだとか、いかに自分が黒麦のことを思っているかだとか、そんな話をしたって、無駄だって事が言いたいんだよ、僕は。そんなことをしてたら、【高みへ・・・】が合流するかどうかじゃなくて、黒麦を向こうに取られちゃうかも知れないよ」

            　青兎がそう言うと、赤鐘が大きく溜息をついた。

            「誰のせいかって言うなら、あの時一緒にいた俺にだってかなりの責任がある。この話は、もう終わりにしよう――確かに、病み上がりの黒麦のことも、月極のことも、考えてなかった。体調は勿論だけど、気持ちのことも。ちょっと休憩しよう、みんな疲れてるんだよ。ね？」

            　赤鐘がそう言って日廻を見ると、「悪かった」と言って、日廻が席を立った。

            「三十分休憩にしよう。その間に、どうしたらいいか各自考えておくこと。解散」

            そう言って部屋を出て行った日廻の後を、赤鐘が追いかける。

            「青兎、ちょっと良いか？」

            　粋龍は、眉間に皺を刻んで、青兎を引っ張り外へと出て行った。

            　椅子をいくつも挟んで、会議室には僕と月極だけが残された。

            「あ、あのさ、月極。僕、本当に大丈夫だよ……月極こそ、具合……その……」

            　僕が頑張って話しかけると、がたりと音を立てて月極が立ち上がった。

            　点滴をつるしている機具に手を伸ばした姿を見て、どこかへ行ってしまうのだろうかと考える。しかし月極は、僕の方に静かに歩み寄ってきて、席を一つ分空けて、横に再度座った。

            「……」

            「……」

            「……黒麦」

            「うん？」

            　僕は笑顔を無理矢理浮かべ、首を傾げてみた。

            　どうせローブの下での表情の変化なんて、外には見えないとは分かっている。

            「――ごめん」

            「え？」

            　突然の謝罪の言葉に、僕は狼狽えた。

            「本当、ごめん。謝らなきゃいけないのは俺だ、俺、どうにかしてた。そもそもあの時俺が、余計なこと考えて、勝手にイライラして、勢いで出て行ったりしなければ……！　俺のせいで、あんな目にあって――俺が捕まったりしなければ……そもそも、俺が早く戻ってれば……黒麦、ごめんな」

            　続いて響いた月極の声は、僕がよく知る、普段の月極の声だった。

            　彼は勢いよく頭を下げた。

            　先ほどまでの、淡々とした怜悧な声から、感情がだだ漏れのものへ戻っている。

            「月極――」

            「ずっと探してくれてたって聞いた。有難う」

            「……うん。本当だよ、凄く心配したんだよ」

            「それに……そもそも、無理矢理したりして、悪かった」

            「え、あ……」

            　月極と体を重ねたことを思い出し、僕は思わずローブの奥で赤面した。改めて思い返すと、恥ずかしい。照れてしまう。

            「月極、その――兎に角、無事で良かった」

            「それは俺の台詞……って、俺が言えた事じゃないか」

            　苦笑するようなその声は、すっかりいつも通りの月極のものだった。

            　どこか吹っ切れた様子に見え、なんだか僕はホッとした。

            　少し、また溝が縮まり、元通りに近づいた気がする。

            「有難う月極」

            　僕がそう言うと、頷きながら月極が立ち上がった。

            　そして、僕の真後ろに立つと、そっと腕を伸ばし、そのまま動作を止めた。

            「その……」

            「どうしたの？」

            「……いや」

            「なに？」

            「抱きしめても、良い？」

            　その言葉に、僕は少し目を見開いて、それから何度か瞬きをした。

            　改めて言われたら、なんだか可笑しくなって、思わず笑ってしまった。

            「どうしたの急に。狩りに行ったりすると、いっつも抱きついてきてたじゃん」

            　僕が明るい声で口にした瞬間、背後から抱きしめられた。

            　――いつも通り、抱きつかれただけのはずなのに。

            　いつもとは異なり、酷く優しい。

            「……」

            　僕は何も言えなくなり、ただ、月極の腕に力がこもっていくのを感じていた。

            「……休憩終わるぞ、それにギルチャ開いてる」

            　そこへ唐突に粋龍の声がかかった。

            「わ、わ、わ」

            　慌てた様子で月極が離れ、元々いた席へと戻っていく。

            　その姿に溜息をつきながら、粋龍が僕の方へと歩み寄ってきた。

            　月極に抱きしめられているところを見られた事実に、少しだけ胸が痛んだ。先ほど狐塚に抱きつかれたのを見られたときは、特に何も思わなかったというのに。まぁ、別に良いか。

            　粋龍は背をかがめ、僕の耳元に口を寄せた。

            　すると秘密チャットが開いた。

            『俺の前でああいうところ見せるな』

            　意味が分からず瞬きながら、僕は唇を動かす。声を出さないように気をつけた。

            『ああいうところ？』

            『俺の前で月極とか狐塚とかに抱きしめられてるところ見せるなって言ってるんだよ』

            『っ……』

            『ハッキリ言わないと分からないわけか。兎に角良いな、抱きしめられたりとか――つぅか他の奴に何もされるな、隙を見せるな。隙を見せるなって、何度も俺は言ったよな？　これまでにも。もう言わせるな』

            　一方的にそれだけ言うと、粋龍は僕の隣の席へと座った。

            　秘密チャットは打ち切られた。

            　それから次第にみんなが戻ってくる。特に席順は決まっていないが、日廻が中央に座るのは変わらない。目でそれを確認しながら、僕は粋龍に言われたことを、自分なりに精一杯考えていた。確かに、隙を見せないように気をつけなければならないと思う。そうすれば、もう【マーダーケース】に捕まったりしないだろう。

            「さっきはごめん」

            　我に返ると、月極がみんなに向かって謝っていた。

            「いや、私こそ感情的になってしまった」

            　日廻が首を振る。

            「よし、再開しよう」

            　こうしてギルド内会議は再開した。

            「何か意見が出た者は？」

            　日廻が言うと、月極が手を挙げた。やはりいつも通りの月極に戻っている。

            「俺、考えたんだけどさ。合流する前に、一度一緒にクエストに行ってみるってどうだ？　戦力になるって言っても、相性とか、戦い方の癖とかあるだろうし。一つのギルドになったら、一緒に出る機会も増えるだろうから。積極的に【クラウン・クエスト】に臨まないとしても」

            「確かにそれは一理あるね」

            　赤鐘が頷く。

            「いいんじゃないか」

            　粋龍も同意した。

            　僕にも異論はないし、青兎も、ふぅんと何度か頷いて興味を示していた。

            「では、クエスト後に決定するとしよう。その様に、狐塚達に伝えてくる」

            　日廻がまとめ、【血塗れ男爵】の意見は決まった。

            　

            　

            　

            


            　

        
        
            【22】腐男子

            　

            　

            　丁度良いクエストを見つけるには、【天空鏡】や【王冠鏡】があるこちらの天空の城の方が都合が良いという話になり、狐塚と頼は、部屋も余っていることだし、暫くこの城に身を寄せることになった。

            　今日からは僕が、自分も含めて計８人分の食事を作ることになる。

            　月極の食事は、やはり療養食が良いのだろうかと悩んだが、本人に、普通通りで良いと言われたのでその通りにする事にした。

            　たった二日程度作らなかっただけなのに、夕食を作るのが、とても久しぶりに思えた。

            今夜のメニューは、チキン南蛮だ。

            　朝も揚げ物だったのだが、月極のリクエストを聞いていた狐塚達も、それが良いとOKしてくれたのだ。

            　チキンカツを揚げ、甘酢に浸しながら、僕は現実と同じジュワジュワという音を聞いていた。タルタルソースも作り終わったし、付け合わせのキャベツも用意した。他に、個人的に食べたかったので冷や奴を用意したり、ほうれん草のごま和えを作ったり、お味噌汁を作ったりした。献立は適当だ。

            　もし二人が正式に【血塗れ男爵】に入ることになったら、盛大にお祝いの料理を作ろうと思う。僕は正直、今のままのギルドも好きだが、二人が入っても別に良いかなぁと考えていた。

            　飲み物は、麦茶だ。

            　何でも普段は、狐塚と頼はアルコールを飲むらしい。

            　狐塚は日本酒、頼は焼酎なのだという。

            　聞いたからには用意した方が良いのかとも思ったが、青兎に止められた。

            　酒癖が悪いのだろうかと首を傾げたが、そう言うことでもなさそうだった。

            　恐らくは、一応まだ、必ずしも味方とは限らない他のギルドのホームにいるから、と言うことなのだと思う。

            「「うまっ」」

            　食事を開始してすぐに、狐塚と頼の声が重なった。

            　嬉しくなって、僕は箸を持つ手を一瞬止める。

            「「「「……」」」」

            　すると青兎以外の、【血塗れ男爵】の皆の動作も止まった。

            　口に合わなかったのだろうか。

            「――黒麦、私たちだって、いつもは言わないが、ちゃんと美味しいと思っているんだからな」

            　日廻がそう言うと、三人が頷いた。

            　改めて言われ照れた僕と、他のみんなを、青兎が呆れたように眺めていた。

            「本当、帰ってきて良かった。黒麦の料理じゃないと、俺もう生きていけない体になってたのかも」

            　月極の言葉に、大げさだなと僕は吹き出す。

            「俺はこの味に、やっと黒麦が帰ってきたんだって、改めて思ったよ」

            　赤鐘が続けると、粋龍も頷いてくれた。

            　その隣で、狐塚が満面の笑みを浮かべる。

            「ほんまに美味しいわぁ。黒麦、嫁に来てや」

            「黙れ、ふざけんな」

            　すると月極が、間をおかずに狐塚を睨んだ。

            「じゃあ俺が婿に行くってことやねんな？」

            　狐塚は笑顔のまま首を捻る。

            「アホが」

            　今度は粋龍が、狐塚を睨め付けた。

            「黙って飯を食え、食事中に騒ぐな、うるせぇ」

            　頼が良く響く声でそう告げると、食卓は静かになった。

            　やっぱり彼は、案外常識人だよなぁと、僕は思った。

            　ちなみに我がギルドの常識人である赤鐘は、もぐもぐと我感せずといった調子でチキン南蛮を食べている。日廻は、NPCにおかわりを頼んでいた。青兎も何も言わない。

            　そんなこんなで食事を終え、僕は早めに休むことにした。

            　久方ぶりの自室のベッド。

            　ふかふかの感触に、枕へ頭をのせたところ、そのまま体が微睡みに囚われた。

            　視界が真っ黒になり、唐突に意識が途絶えた感覚だ。

            　次に僕は、どれくらいの時間が経ってからなのかは分からないが、水の音を聞いていた。

            　――ぴちゃり、ぴちゃり。

            　配水管から、漏れ出している水滴の音だ。

            　錆び臭くて、水自体を視覚が捉えているわけではないのに、その雫が赤茶けた色をしているのだと、僕はどこかで理解していた。

            　体が動かない。

            　瞬きをし、直後僕はスポットライトに当てられたように、闇の中で一人白い光を向けられていた。丸椅子に座っている僕は、両腕を背中で拘束されていた。手錠だ。鎖の音がギシギシと響いてくる。ここは、何処だっけ？

            　ぼんやりとしたまま顔を上げると、正面には、不気味な仮面が浮かんでいた。

            　なんだったっけ、この仮面。

            　それが思い出せないのに、どこからか、言いしれぬ恐怖がわいてくる。不安が募り、がたがたと自分が震えているのが分かる。自分の体が震えているのは分かったが、椅子に座っている僕は、不思議なことに震えていなくて身動きが出来ない。では僕の体は何処で震えているのだろう。現実世界か？　現実って、何処だろう？　何かを思い出しそうになる。

            　そうだ、僕は、【マーダーケース】に捕まって……それで？　瞬間、意識を赤が占め、ただ痛みだけを知覚した。恐怖すら消え、痛みだけが僕の体を苛んだ。

            痛い痛い痛い痛い痛い――……

            「……っ、ハ」

            　気づくと僕は飛び起きていた。

            　上半身を起こし、右手で膝の上にかかっているシーツを握りしめ、俯いたまま何度も深呼吸をする。息が上がっていた。べったりと額に、首に、背筋にと、汗が浮かんでは流れていく。髪の毛がこめかみに張り付いている気がする。

            「夢、か……」

            　気づくと、ポタポタと涙が頬を伝って落ちてきた。

            　何がそんなに怖かったのかも、痛かったのかも、次第に靄にかかったように薄れて消え去ってしまい、分からなくなってくる。思い返せば、変な仮面の夢だった、どちらかと言えば面白い、笑い話に入る部類の夢だろう。

            　僕は、城のフィールドチャットが開いていることも、ギルドチャットが開いていることも忘れて、それから少しだけ、一人で泣いてしまった。

            　時刻は、午前四時を回っていた。

            　結局そのまま寝付けなくて、僕は下の階へと降りた。

            　もう朝と言っても過言ではない。

            　折角早起き（？）したのだし、気合いを入れて朝食でも作ろうかと、キッチンに立った。

            　和食にしようか、洋食にしようか。

            　手を洗いながら、ぼんやりと考える。

            「何してんだ？」

            　すると唐突に声をかけられた。

            　驚いて振り返ると、着流し姿の頼がそこには立っていた。

            「頼……お、おはよう」

            「おぅ。なんだ、もう飯の支度か？　早いな。朝から手作りか？」

            「ちょっと目が覚めちゃって。頼は何してるの？」

            「俺は毎朝この時間にレベル上げしてんだよ。日課だ日課。今終わったところ」

            　それはすごいなと純粋に感心した。

            　努力派なのだろうか。

            　そんなことを考えていると、じぃっと頼が僕を見ていることに気がついた。

            　僕の顔に何かついているのだろうか。

            　ぼんやりしすぎていて、まだパジャマ代わりのジャージのままだったことを思い出す。

            「顔は綺麗だよな、最初に見た時思ったけど。怠ぃんなら、俺様のモノになっちまえよ。誰にも文句言わせねぇから」

            「えっ」

            　どういう意味だろう？

            　尋ねようとした瞬間、頼が歩み寄ってきて、急に僕の顎を掴んだ。

            「へ？」

            　間抜けな声を上げた僕の唇を――そのまま頼は塞ぐ。

            「っ」

            　舌が入り込んできて、歯列をなぞられ、思わず目を細めた。切れ長の目を伏せた頼は、少し背をかがめているが、随分と余裕そうな素振りだ。

            　なんで、僕は頼にキスされているんだろう？

            　怠いってどういう意味だろう？

            　言葉の意味も行為の意味も全く分からず混乱している内に、今度は舌を絡め取られ、強く吸われた。呼吸するのを忘れていた僕は、苦しくなってきて思わず目を閉じる。

            「ん」

            　漸く口が離れ、僕は大きく深呼吸をした。

            　そうしながら抗議しようと頼を見上げようとして――正面から、頼が横に吹っ飛ぶところを見た。視線を向けると、聖職者の武器である長い十字架を手にした赤鐘が、それで頼を殴り飛ばしたのだと分かった。

            　赤鐘はいつもの通り、にこやかに笑っている。

            「ごめん、邪魔しちゃった？」

            「ううん、助かったよ」

            「てめぇ……」

            　頼が起き上がりながら、側頭部を手で押さえている。

            「うちの黒麦に手を出さないでもらえるかな？」

            　赤鐘は、小首を傾げるようにして、立ち上がった頼を見た。

            　微笑しているというのに、何故なのか室内の気温が下がった気がする。

            　絶対零度の微笑みだ。

            「……俺様の動きを見張ってたな？」

            一方の頼は、眉間に嫌と言うほど皺を刻んだまま、唇だけに孤を貼り付けている。

            「そりゃ他のギルドの人に城内歩かれたら、道に迷わないか気になって、見守りたくもなるでしょ？　やだなぁ、親切心だよ」

            　そう言って赤鐘が肩を竦めた。

            　二人は雑談を始めたようなので、僕は静かに紅茶をアイテム欄から出現させた。

            「とりあえず二人とも座ったら？」

            　それぞれの前にカップを置き、紅茶が入ったポットを傾ける。

            「「……」」

            　しかし二人にそろって、首を傾げられた。

            　二人とも微妙そうな顔をしていて、「ん？」という感じで僕を見ている。

            　よく分からなかったが、僕は料理を再開することにした。

            「――なんで、茶？」

            「黒麦は優しいんだよ」

            「そう言う空気じゃなかっただろ」

            「こと自分の話に関しては、読めなくなっちゃうみたいなんだよねぇ」

            「つまり、コイツは鈍いのな」

            「うん……」

            　なんだか馬鹿にされている気がしたが、二人の気があっている様子だったので、別に会話に入らなくていいやと思った。

            　それから僕は、ごくたまに、理解できる話題があると参加した。

            　やっぱり二人は、雑談を始めたのだ。

            　その内に、僕ら三人の共通点は、料理スキルを上げていることだと発見した。

            　結局今日は、焼き魚をメインに、和食を作る事に決める。

            　僕は大体の下ごしらえを終わらせた。

            　もうすっかり朝だ。

            　その時、思い出したように赤鐘が言う。

            「そう言えば綺羅ちゃんから連絡来たよ、心配してた。後で連絡取ってみたら？」

            そういえば個別チャットが、昨日までにいくつか来ていたなぁと僕は思い出した。

            「そうだったんだ」

            「あァ、野薔薇とエルから、かわるがわる、『なんとか助けられないか』って鬼茶があったな、こっちにも。そん時はもう動いてたから、無視したが。確か仲良かったんだったか？」

            　頼に尋ねられたので、僕は曖昧に笑った。

            「うん、まぁ……連絡してみるよ」

            　そう口にしながら時計を見ると、朝の八時を少し過ぎたところだった。

            　キッチンに顔を出したわけではないが、七時過ぎくらいから、ギルドのみんなが起き出してきたのが気配で分かる。

            　【血塗れ男爵】では、ログアウト不可になって以来、朝食は基本的に十時と決まっている。

            　その為まだ時間がある。

            　もうそろそろ、個別チャットをしても、無理矢理起こす事になると言う時間でもない、かなぁなんて考えながら、僕はその場で、自宅へのゲートを開いた。

            　早速、連絡しようと決意したのだ。

            　赤鐘と頼に見送られて、僕は久方ぶりに、自分の家へと戻った。

            　ベッドに横になり、時計が八時半を指すまでは、決意するための時間にした。

            　小心者なので、気合いを入れないと、自分から個別チャットなんて遅れないのだ、僕は。

            　自分のために珈琲を用意し、チャットの画面を開いて待機する。

            　

            　始めに個別チャットを送ることにしたのは、野薔薇だ。

            　着信数が一番多かったからでもあるし、一番話やすそうな気がしたからだ。

            　これから連絡を取ろうとしている相手の中で、最もアバター時とはいえ顔を合わせた回数が多いのは、間違いなく野薔薇である。

            　ベッドに寝転がりながら、うつぶせの状態で、僕はウィンドウを操作し、個別チャットの相手に野薔薇を指定した。

            　コール音が、一――

            『黒麦様？』

            　二、と数える前に、野薔薇の声が響いてきた。

            「……」

            　あんまりにも早く繋がったものだから、言葉を飲み込んでしまう。

            『黒麦様！』

            「……起きてた？」

            『起きてました！』

            　野薔薇は早起きなのだなぁと僕は思った。いや、普通だろうか。

            　普通にゲームをしていた時は、どちらかというと夜型なのかと思っていた。

            　単純に、高校生らしいから日中は学校に行っていただけなのかも知れないが。

            『……黒麦様っ！　ご、ご無事で……っ』

            　野薔薇の声に、涙が混ざり始めたのが分かる。

            　僕の中では、すっかり過去のことになりつつあるのだが、やはり映像を流された事件は、衝撃があったのだと思う。ただ、野薔薇なら、気持ち悪いなんて言わないでくれるんじゃないかなと僕は、半ば祈っていた。それは僕の甘えかも知れないけど。

            『……』

            「……」

            『……』

            　少しだけ沈黙が横たわった。一気に僕は不安になった。

            　直後すすり泣きがあからさまに響いてきて、野薔薇の声が戻ってくる。

            『本当に良かったです、っ』

            　ぶりっこ口調じゃない、野薔薇。普段の間延びした言葉遣いではなく、ごく普通の男子高校生の喋り方だった。

            「……有難う」

            　安堵しながらそう言うと、囁くような野薔薇の声が聞こえる。

            『……会いたい……』

            「え、あ、うん」

            『っ、き、きこえ……？』

            「え？」

            『お会いして下さるんですかっ？』

            「うん、え……野薔薇が良ければ」

            　社交辞令だろうかと考えながら、僕は淡々と返した。

            『いつですか？　僕は、今からもう全日フルで、予定入れません！　今日からもう既にいつでも本当に黒麦様のご都合が宜しいお時間にあわせさせていただきますっ！』

            「あー……じゃあ、今日本当に空いてるんなら……」

            　考えてみると、僕はその内、【血塗れ男爵】と【高みへ・・・】合同でのクエスト攻略に出かける予定だから、確実に暇なのは今日しかなかった。さすがに昨日の今日で、今日クエストに出かけると言うことはないだろう。

            『な、な、何時ごろ、何処が良いでしょうか？』

            「じゃあ、エメラルドの初心者村のゲートに、三時頃は？」

            　エメラルドの大陸の初心者村である【フロントフォレスト】には、【慈愛の丘】という隠しフィールドがあるのだ。長閑な庭園だ。昼食時と夕食時の中間頃だし、軽食でも持って行き雑談するには丁度良いだろう。

            『承知しました！　お待ちしてます！』

            「じゃあ、また後で」

            『あ、あの……』

            「ん？」

            『その……初めて黒麦様から個別チャットを頂いたもので、僕、嬉しくて、嬉しくて』

            「そうだっけ？」

            　確かに、野薔薇にこれまで個別チャットを遠隔地から自発的に送った記憶はない。

            　しかしそんなに喜んで貰うほどのことではない。

            　こちらこそ、普通に話て貰えて、嬉しくて仕方がない限りだ。

            「……野薔薇、いつも有難う」

            　改めてお礼を言ってみると、耳元で野薔薇の慌てるような「わわわわわ」というようなよく分からない奇声が響いてきた。

            「それじゃあね」

            　僕は、あまり長くチャットをしていても迷惑だろうと判断し、ぷつりと個別チャットを打ち切った。そして次に連絡する相手を思案した。

            　僕が次に、個別チャットを送ることにしたのは、エルだ。

            　個別チャットの着信ログを辿ったところ、拉致されたあの日、ギルドメンバーをのぞくと、一番始めに僕宛に個別をくれていたのが、エルだったからだ。

            　今度は、数コールの間があった。

            「もしもし」

            　繋がったのを確認して僕が言うと、息を飲むような気配がした。そして。

            『何で野薔薇が先なんだ、俺の方が貴様に先に個別チャットをしたのに！』

            　怒声が返ってきた。

            『大体貴様、何捕まってるんだ、あんな変態共に！　どれだけ心配したと思っているんだ、この馬鹿！　あんな奴ら力ずくでどうにかしろ、ああいう場合ならPK大推奨だ！　そもそも――』

            　以下略。

            　僕は無意味に、両手を耳に当てた。

            　それでもエルの声は聞こえてくる。

            　よく分からなかったが、エルは怒っているようだった。

            　説教半分と言った感じである。

            『――うちのギルドなら、拉致される心配とか絶対無いから入れてやっても良いぞ！』

            「ははは」

            　やっと答えられる冗談を言われたので、僕は笑って流した。

            　相変わらずエルは、上目線だなぁと思う。

            　それでも、心配してくれていたんだなぁと、感じた。

            『……うちじゃ、駄目だよな……』

            「え？」

            　が、気がつくとしょんぼりとした声で、ネガティブな発言をされたものだから、思わず僕が狼狽えてしまった。

            『エルの馬鹿！』

            　個別チャットのはずなのに、エルの後ろから、野薔薇の声が聞こえてきた。

            　続いて、殴る音が響く。

            　恐らくエルは、ノイズキャンセル機能を使用していないのだろう。そうすると、近くにいる人の声が、個別チャットに紛れ込む場合があると聞いたことがある。場所などによるそうだ。

            　とりあえず、野薔薇も一緒にいるのだなと確認し、僕は話を変えることにした。

            「野薔薇と待ち合わせしたけど、エルも来る？」

            　すると野薔薇とエルの声が同時に響いてきた。

            『えっ、黒麦様と二人が良い！』

            『当然行く』

            「うん、それじゃあまた」

            　まぁなんとかなるだろう、きっと二人の間でどうするか話合ってくれるはずだと、他力本願に考えて、僕は個別チャットを打ち切った。

            　次ぎに連絡することにしたのは、紫月さんだ。

            　野薔薇と同じくらい付き合いが長いのだし、同じくらい顔を合わせているのだし、数少ない連絡先を知っている相手だし――それに、女の子だし。

            　僕は決して『出会い厨』や『リア直結』と言われるような、女の子目当てでゲームを楽しむたちではない。しかし、正直な話、僕は男なのに【マーダーケース】の同性の手によって、世間に気色悪い姿を見せる羽目になったわけだ。女性にどう思われているのか、凄く気になる。ハッキリ言って、引かれている自信がある。リア友である綺羅に引かれる前に、ゲーム内の付き合いだけである紫月さんに、きっぱりはっきり引かれて覚悟を決めたかったのだ。

            　引かれるにしろ、以前とは違いログアウト不可になって何度か会った限りだと、紫月さんは、口調などが凄く優しそうな雰囲気になっていたし。きつい言葉で引いたりしないでくれると思いたいのだ。か、いっそ、ログアウト不可になる前の調子で、ガツガツと傷口を抉るような冷酷な言葉を突きつけられても、それはそれで割り切れる気がした。

            個別チャットのウィンドウを操作し、コールが数回。

            　――出ない。

            　一応連絡が来ていたから返しているわけだが、今となっては気持ち悪くて、応答する気力も失せてしまったのかも知れない。そう考えると、あまり長くコールしているのも悪い気がして、僕は、チャットを消した。

            　しかし直後、向こうから個別チャットが飛んできた。

            『黒麦様ですか？』

            「あ、はい」

            『良かった、ご無事だったんですね。お体は大丈夫ですか？』

            　響いてくる穏和な声に、僕は心底安堵していた。

            「うん、平気です。有難うございます」

            　それにしても、やっぱり紫月さん相手だと、ついつい敬語になってしまう。

            『野薔薇も心配していましたよ』

            「ああ、そうみたいで……今日、会う約束をしました」

            『本当ですか？　私も行っても良いでしょうか？』

            　紫月さんの声に勢いが増した。やはり今でも崇拝ぶりは変わらないのだろうか。

            「勿論です」

            『有難うございます。ではこちらから、野薔薇には連絡しておきますね』

            　明るく紫月さんがそう言ったので、僕は（見えないだろうにもかかわらず）頷き、それから別れを告げた。

            　そして――意を決して、綺羅に連絡を取ることにした。

            　粋龍と月極は兎も角、ゼミが同じ、と言う微妙な間柄のリアルの知人。友人と言っても良いのだろうけれど、凄く仲の良い友達、と言うわけではない。この距離感は、ただでさえ緊張せずにはいられないというのに……。勿論、その場で顔を合わせてちょっと挨拶する程度、雑談する程度なら、何の問題もない相手であり、寧ろ当たり障りが無くてお互いに話やすいくらいだ。しかしながら、重く暗いような話をする間柄ではない。

            一番怖いのは、腫れ物に触るような対応をされることだ。

            　ただ僕が知る綺羅は、もしかすると、事件自体をスルーして、無かったことにして僕に接してくれる可能性もある。

            　一体僕は、彼女にどういう対応をされたら満足するのだろう。

            　そんなことをぐるぐる考えながら、個別チャットをとばした。

            『――黒麦君？』

            　いつの間にか繋がっていたようで、綺羅の声で僕は我に返った。

            「あ、その……久しぶり」

            『大丈夫なの？』

            「う、うん」

            『良かった……本当に、良かった』

            　響いてきたのは、とても温かい声だった。少しだけ心配そうで、それでいて優しさが滲んでいる声。僕は、自然と肩の力が抜けていくのを感じた。

            『何か、私に出来ることはある？』

            「有難う、大丈夫だよ」

            『もう、体は回復した？』

            「なんとか、ね。いや、本当に、全然平気なんだ、もう」

            『そう』

            「個別、くれてたよね。有難う」

            『ええ』

            「後、赤鐘にも聞いた」

            『そうだったの――……ねぇ、黒麦君』

            「何？」

            『会えないかな？　少しで良いの、ちゃんとあって、無事な姿を見たいなって思って……ごめん、勝手だよね。落ち着いてからで良いの、考えておいて』

            「あ、全然大丈夫だよ。今日の午後も人と会う約束してるし」

            『本当？　今日、空いてるの？』

            「え、っと、だから、午後は先約があるんだけど」

            『その約束の前後に、ちょっとで良いから、会えないかな？』

            　まさか会いたいと言われるなんて想像していなかったから、僕は正直吃驚した。少し、と言うか、かなり嬉しいかも知れない。僕も、リアルの知人が、酷い目に遭っている映像が流れたら、そこがゲーム内だろうが何だろうが、顔を直接見て安否を確かめたいと思うのだろうか。いや……僕の場合は、かける言葉が見つからないから会えないかも知れないし、どちらかというと、傷が癒えるのを待とうだとか考えて会いに行けないかも知れない。が、僕は、僕自身に、そういう風にして欲しいとは思わないのだ。寧ろ僕って煮え切らないので、綺羅のようにハッキリと決めてくれる女の子が好きだ。……そうだ！　僕は、そもそも、女の子のことが好きだったんだ！　なんだか僕は悟りを開いた気分になった。

            「約束してるのが、午後三時だから、その前はどうかな？」

            『ええ。じゃあ、一時くらいはどうかな？』

            「大丈夫。できたら、エメラルドの大陸の初心者村のゲートの所で待ち合わせたいんだけど」

            　それならば、移動時間もかからないから、午後一時から三時手前まで、二時間程度話が出来る。

            『分かったわ。有難う、急なお願いに答えてくれて』

            「ううん。じゃあ、また」

            　こうして僕は、個別チャットを切った。

            　なんだか、満たされた気分になった。

            　

            　装備を調えてから、ギルドホームへと戻り、僕は本格的に朝食の準備をした。

            　そして、ダイニングに料理を運んだ。

            　運んだというか、NPCのメイドさんに運ぶようにお願いした。

            　既にみんな着席していて、食事はすぐに始まった。

            「本当に黒麦は、料理上手やんねぇ」

            　狐塚がニコニコと微笑んでくれる。嬉しくなって、僕も笑顔を返した。

            　よく見ていると、狐塚は箸の使い方が凄く上手い。

            　魚を綺麗に食べている。

            「有難う。沢山あるから」

            「……やっぱり、都度都度褒められた方が、嬉しいものなのか？」

            　日廻が、小声で何か呟いた。

            「え？　日廻、何？　おかわり？　持ってこようか？」

            　僕が笑みを浮かべたままで視線を向けると、日廻の隣では腕を組み月極が眉間に皺を寄せていた。逆隣では、赤鐘が粋龍と目を合わせている。おかしなみんなだ。

            「俺様おかわり」

            　頼がそう言ったので、僕は頷いて、近くに置いておいた米櫃からご飯をよそった。

            「――ねぇ、黒麦。何か良いことでもあったの？」

            　お茶碗を頼に渡した時、青兎がそんなことを言った。

            「別にそう言う訳じゃないけど」

            　何かあっただろうかと考えて、首を捻ってみる。

            　あ、早々、待ち合わせをしていることを話ておかないと、そう、ふと気がついた。

            「そうだ、午後ちょっと出かけてくる」

            「「は？」」

            　すると月極と粋龍が、そろって声を上げた。

            「何処に行くん？」

            　狐塚が首を傾げたので、僕はそちらを見る。

            「エメラルドの初心者村」

            「何をしに行くんだ？」

            　日廻に聞かれたので、僕は赤鐘と頼をそれぞれ見てから答えた。

            「実は朝、個別チャットに連絡くれてた人に、僕の方から連絡したんだ。それで何人かと会うことになったんだよ」

            　なるほど、と言う顔で、赤鐘と頼が食べながら頷いた。

            「具体的に誰達と何時から会うの？」

            　青兎の問いに、僕は時計を一瞥する。

            「ええとね、一時から、元々は【白雪姫】にいた、綺羅と会う」

            「綺羅って、あの、綺羅？　綺羅姫？　まじで？　二人？」

            　頼が喰いついてきた。朝も名前を聞いていただろうに。

            「カノジョって噂、本当なのか？」

            「それはない」

            　僕のことなのに、きっぱりと粋龍が答えた。

            　これからそうなる可能性だってあるじゃないかと、僕は少しイラッとした。

            「へぇ、じゃあ俺様に紹介してくれても良いんだぞ。一応顔見知りだし、あれだな、お前はさしずめ、キューピッド的な」

            「断るよ」

            　きっぱり頼に向かって首を振ってから、再び青兎を見る。

            「その後三時から、同じ所で、今度は元【茨の魔女】の野薔薇と会う。後は現ギルマスの紫月さんも来る。それから、【砂中楼閣】のエル――エルネストっていう魔術師」

            　僕が説明すると、頼が口笛を吹いた。

            「やっぱり俺様が行くべきだろう。紫月も含めて全員と面識ある」

            「来なくて良いよ」

            「黒麦の言う通りだ。護衛は、【血塗れ男爵】から出す」

            　日廻がそう言ったので、僕は驚いて顔を上げた。

            「え、護衛なんていらないよ」

            「いや、いると思うよ」

            　しかし狐塚にまで笑顔のままそう言われた。

            「じゃあ俺が――」

            　月極が言うと、日廻が首を振る。

            「今日までは、お前は点滴必須だ」

            「僕は、その処置をしなきゃならないから、長時間は離れられないかな」

            　青兎がそう言うと、粋龍が声を上げた。

            「綺羅とは知り合いだし、リア友だ。俺が行く」

            　その言葉に、考えてみれば、当然僕同様粋龍も綺羅とリア友なのだと思い出した。

            だが、以前綺羅とゲーム内で最初に会った時、粋龍は全くそんなことは言わなかった。そりゃあ僕に正体を隠していたのだから触れないかも知れないが、綺羅を直接見れば、それが同じゼミの吉良さんだって分かったはずだ。僕が気づかなかっただけで、向こうだって粋龍が降大だって分かったかも知れない。しかし二人からそんな話は聞いたことが無かった。何故なのだろう。

            「リア三人集まってた後に、他の人達と合流とかきついんやない？　俺だったら、嫌やわ。切り替えが上手くできへん。っていうか拷問された記憶リアルに持って行くん？　個茶で連絡来たって事は、事件の話するんやろ？　リア友三人で顔つき会わせてその話になったら、現実で次に会ったとき辛くないん？　嫌でも思い出すやろ」

            　狐塚が、のほほんとした口調でそんなことを言った。

            　確かに想像してみると、ちょっと嫌かも知れない。

            「……」

            　粋龍が、苦々しそうな顔で、口を閉じた。そんな顔しなくても良いのにと、僕も思わず苦笑する。確かに僕の中で、粋龍や月極は、どちらかというとリアルよりもゲーム内の友人、と言う部分が大きい。実際には違ったとは言え。だが、綺羅の場合には、明らかに現実側の知人だ。

            「待ってる」

            　僕に視線を合わせながら、粋龍がポツリと言った。

            　それを見計らうようにして、赤鐘が虚空を見ながら静かに言う。

            　手には湯飲みを持っていた。

            「綺羅ちゃんとは、回復繋がりで知り合いだし、まぁ普通に【茨の魔女】とか、今の【砂中楼閣】の魔術師さん達なら、俺も顔見知りくらいの仲だから、俺が行くよ。それに拉致の件の、汚名返上もしたいしね」

            「汚名を挽回してきたら刺すからな」

            　日廻はそう言うと、狐塚を一瞥した。

            「私とお前は、今後の相談だ。いいな？」

            「うん、ええよ。それにしても、ほんまにこのゴハン、美味しいわぁ」

            　狐塚は、丁度魚を食べ終えたところだった。

            　

            　その後サンドイッチを作ってから、僕は続けて昼食の準備もした。

            　最近は各自が自由に摂ることが多く、昼食の時間は決まっていない。

            　だから適当に作り置きして、NPCに渡しておいたのだ。

            　そうすれば、各自好きな時間に、食べることが出来るだろう。

            　そう言う采配は、日廻がしてくれるだろうし。

            　そんなこんなで、僕と赤鐘は、エメラルドの大陸の初心者村――【フロントフォレスト】へと向かった。

            　一晩寝て落ち着いたのか、僕はもう人の目がそれ程怖くはなかった。

            　――けれど何故なのか、指先が僅かに震える。

            　寒いわけでは決してないのに、おかしいなぁと僕は思った。

            「黒麦？」

            　声と同時に、赤鐘に肩を叩かれた瞬間、僕は硬直した。

            　酸素が喉に張り付いた感覚で、背筋に嫌な汗が浮かんでくる。

            　気分はいつもよりも明るいのに、全身が体調不良を叫んでいるような、不思議な感覚だ。

            「……何？」

            　漸く声が出た。いつもの通りの僕の声だった。笑っているわけでも、怒っているわけでも、悲しんでいるわけでもない、特に抑揚のない僕の声だ。僕は、大丈夫だ。

            「確か、一時に待ち合わせをしてるのは、綺羅ちゃんなんだよね？」

            「うん」

            「ゲートの右端にいるの、野薔薇くん達じゃない？」

            「え？」

            　驚いて視線を向けると、そこには険しい表情をした、野薔薇とエル、それからにこやな笑みを浮かべている紫月さんがいた。

            　眺めていると、丁度野薔薇と視線があった。

            　勿論僕は、フードを深々と被っているから、布越しなのだけれど。

            「黒麦様！」

            　野薔薇が声を上げて、走り寄ってきた。

            「あれ、僕時間、三時って言わなかったっけ？」

            　僕が間違っていたのだろうかと首を傾げると、隣にやってきたエルが肩を竦めた。

            「不審者がいないか見張っていたんだ」

            「何それ」

            　なんだか申し訳ない気分になる。

            　すると紫月さんが、僕の正面に達、深々と腰を折った。

            「ご無事で何よりです」

            「あ、有難うございます――ええと、こっちは僕のご……付き添いの赤鐘です」

            　護衛とはさすがに言いづらくて言葉を濁すと、いつも通りの明るい笑みで、赤鐘が会釈した。

            「紫月さん、元気そうだね」

            「赤鐘さんこそ」

            　この二人が、思ったよりも親しそうだったので、僕は何となく安心した。

            　それからエルに向き直る。

            「いつからここにいるの？」

            「朝からいる」

            「え……約束は三時で間違いないよね？」

            「ああ。好きで勝手に……野薔薇がやっていることだから、貴様は気にするな」

            　エルは呆れたように、視線を向けた。

            　なるほど、彼は野薔薇に付き合わされているのだろう。

            　視線の先にいた野薔薇は、丁度その時、息を飲んでいた。

            「なんであんたがここに！」

            　その言葉は、待ち合わせ時刻の丁度五分前である現在、十二時五十五分であるこの今、ゲートから降り立った綺羅へと向けられていた。

            　思えば以前、野薔薇は綺羅のことを、ネカマだ何だと散々に言っていたっけ。

            　ネカマだったのは、野薔薇の方だけれども。

            「ええと、貴方は確か……」

            　綺羅が顎に手を添え、小首を傾げた。

            　愛らしい。

            　が、そんな感想に浸っている場合ではないと、僕は思い出した。

            「あのね、綺羅。三時から待ち合わせしてた相手が、こちらの野薔薇たちなんだ。それでね、野薔薇。僕、君達との約束の前に、綺羅と会う約束をしてたんだよ」

            　僕がそう言うと、野薔薇が言葉に詰まるように、唇をゆがめた。

            　その後ろでは、エルが、やれやれといった顔で溜息をついている。

            「あれ、紫月さん？」

            　綺羅が不意にそう言った。

            　驚いて見守っていると、紫月さんが、赤鐘の隣から一歩前へと出て微笑んだ。

            「久しぶり。私も三時から待ち合わせてたんです」

            「そうだったの。じゃあ、ご一緒しない？」

            「本当ですか？　確かにあと二時間待つよりは――……綺羅と黒麦様がOKなら、私は良いけど……野薔薇とエルさんはどうします？　赤鐘さんは黒麦様と行動を共にすると思うけど」

            　紫月さんと綺羅が知り合いだったことに、僕は少しだけ吃驚していた。赤鐘とも知り合いだったし、思ったよりも紫月さんは顔が広いのかも知れない。

            「ぼ、僕も一緒で良いなら、それでお願いしますぅ」

            　野薔薇が困惑したような表情ながらもそう言った。

            「立ち疲れたし、俺も構わない」

            　エルも頷く。

            「つまりみんなで一緒に話すって事？」

            　赤鐘がそう言って僕を見た。まぁそれでもいいかと、僕は頷いてみせる。

            「すぐそこに隠し庭園【慈愛の丘】があるから、そこに行こう」

            　僕が告げると、皆でそこへと移動することになった。

            　

            　【慈愛の丘】の四阿へと移動した僕たちは、それぞれ座った。

            　正面の机に、僕は持参したバスケットを置く。

            　この場所は、誰かが使用していると、他のユーザーが入れなくなる隠しフィールドなのである。だから、誰が来る心配もない。

            「わぁ、黒麦様の手料理ですかぁ？　畏れ多いですぅ」

            　野薔薇がそう言うと、エルがサンドイッチに手を伸ばした。

            「朝からなにも食べていないから、空腹で餓死しそうだ。空腹は最高のスパイスって言うしな」

            　そう口にして、食べ始めたエルの頭を、野薔薇が平手で殴った。

            「痛っ――って、美味っ、なんだこれは？」

            　エルの言葉を聞きながら、僕はみんなの前に、アイスティの入ったコップを出現させる。

            皆思い思いに、軽食へと手を伸ばしてくれた。

            　それを眺めながら、赤鐘が口を開いた。

            「改めまして、赤鐘です。今日僕は、黒麦の護衛としてきてるけど、まぁ僕のことは空気だと思って話て」

            「貴様を空気扱いできるほど、俺は図々しくはないぞ」

            　エルが目を細める。

            「そうですぅ、赤鐘様。寧ろエルがこのメンバーの中だと空気だよねっ」

            「黙れ野薔薇」

            　二人のやりとりを見ていて、嗚呼仲良しになったんだなぁとぼんやり思った。

            　その後僕以外の皆が各々改めて名乗ったりしていた。

            　そうして一段落。

            　僕は、意を決して話すことにした。

            「映像流れてたんだよね、ごめん、気持ち悪かったよね。なのに、個別、ありがとう」

            　するとその場に沈黙が降る。

            　確かに、急にこんな事を言われても困るだろう。

            　だが、今日はその話で、集まったのだろうと思うから、先延ばしにしたいのは山々だったが、僕はハッキリ言うことにした。

            「気持ち悪くなんて無いです！」

            　最初に沈黙を破ったのは、野薔薇だった。

            　間延びしていない、普通の声だった。やっぱり野薔薇はいい人だ。ストーカーだとか、ちょっと鬱陶しいだとか思っていた過去の自分が申し訳ない。

            「寧ろ良く堪えたな、貴様。俺ならナイフの時点で即死だった」

            　そしてエルが続けた。

            　彼は、少しだけ悲しそうな顔で、僕を見ていた。

            「……それは紙防御すぎない？」

            　赤鐘が、僕の隣でぼそりと呟く。

            「普通よりは上だ！　俺はこれでも魔術師ランキング二位の……！」

            　エルが慌てたように、真っ赤になって声を上げた。

            　駄目だ、真面目な流れからそれそうになる。いや、それた方が良いのか。

            　僕は女性の反応が気になって仕方がなかったので、それから綺羅と紫月さんを見た。

            「男同士とかさ、ははは。男に反応しちゃったとか」

            　我ながら空笑いだった。自嘲的に嗤ってしまった。

            　僕の言葉に、言い合っていた赤鐘とエルが黙りこむ。

            　野薔薇は一人、何度も首を横に振って、僕を力づけようとしてくれている風だった。

            「生理現象です」

            　言葉を待っていると、それ程間をおかずに、すぱっと紫月さんにそう言われた。

            「薬を盛られていたんだし、しかたがないと思うの」

            　綺羅も淡々とそう続けて、何とも思っていないという表情のまま、サンドイッチを一つ手に取った。

            　――案外、女の人の方が、こう言うときは強いのかも知れない。

            　僕は二人の反応に、逆にちょっと虚を突かれていた。

            「まぁうちのギルマスは同性愛者で女装してたバリタチって言ってるけど、少なくとも僕と黒麦はノーマルだから」

            　赤鐘はそう言うと、僕の隣で足を組み直した。

            「現在は男の方が多い世界で、別に男同士の恋愛も普通ですぅ」

            　それを見ながら野薔薇が言ったが、果たしてこれはフォローなのだろうか。

            「今は黒麦にはデリケートな話題だから、そう言う面倒なこと言わないで」

            　赤鐘が苦笑している。しかし野薔薇は首を振った。

            「面倒？　僕はずぅっと黒麦様をお慕い申し上げてますっ。この気持ちは恋人がいても変わりませんっ！　あ、黒麦様、別に変な意味じゃなくて、憧憬です。僕なんかが黒麦様の恋人になるなんて畏れ多い……！　ずーっと、黒麦様の一番の親衛隊長でいさせてくださいっ」

            　親衛隊長って何だろう……？

            　僕はたまに野薔薇の言っていることが理解できなくなる。しかし慰められているのだと言うことは分かった（多分）。

            「あ、ありがとう」

            　おずおずと言いながら考える。それにしても野薔薇、恋人がいるのか。

            　紫月さんだろうか？　女性だと言うことも分かったし、元々大層仲が良かったのだから、ゲーム内恋愛に発展していてもおかしくはない。

            「僕、エルと付き合ってますけど、黒麦様は特別です！」

            　野薔薇の声に、エルがアイスティを勢いよく吹き出して咽せた。

            　普通に、驚くほど普通に野薔薇は宣言したというのに、紫月さんや綺羅といった女性陣は大げさに声を上げたりはしなかった。寧ろ僕だけが、驚いているのだろうかと不安になり、赤鐘を見る。すると赤鐘が笑顔で硬直していた。僅かに冷や汗が浮かんでいるように見える。その姿に、ローブの奥で僕は安心した。普通はやはり、驚くと思うのだ。赤鐘の様子は、少しは驚いているように見える。ただどちらかというと、笑みは浮かべたままだが、顔が引きつっているというのが正しい。

            「そうなんですね。素敵です」

            　そこへ綺羅が声をかけた。

            「……本当ですかぁ？」

            　疑うように半眼となり、野薔薇が小首を傾げる。綺羅とはまた違った――そう、小悪魔のような愛らしさのある表情をしていた。外見の色合いは、野薔薇は本当に天使みたいなのだけれど。

            「俺様崩れのヘタレ……不憫攻め×親衛隊長？　親衛隊長×健気強気受け？」

            　綺羅が不意に、電波を口から漏らした。

            「誰が不憫だ、誰が！　そもそも何故かけ算する！」

            　僕が綺羅の言葉を理解する前に、エルが声を上げて反論した。

            　何も挟む言葉が見つからなかったので、僕は口布の間から器用にストローを唇へと差し込み、アイスティを飲むことにした。

            「一ジャンルといえます。学園モノを彷彿とさせますね」

            　紫月さんがそう言うと、綺羅が満面の笑みを浮かべた。本当に綺麗だ。目がキラキラしている。長いまつげが、白磁の頬に影を落としていた。

            「やっぱり非王道――アンチ王道、良いですよね」

            「わかりますわかります。敬語攻め→→→強気（鈍い）→→→→→人気者というか、報われないうちに下克上される受けも好きで、ネナベでナリチャというかキャラ性格つくってロープレしてたんですけどね。キャラこそ実性別でしたが。まさかの！」

            　紫月さんと綺羅は、なんだかとても意気投合している様子だ。

            　言葉を続けながら、野薔薇を紫月さんが見る。

            「まさか本当に可愛い美少年で同性愛者だったとか。生BL。エルさんとの話を聞いた時は鼻血が……」

            　思い出すかのように、紫月さんが鼻を手で押さえた。一体彼女はどうしてしまったのか。

            確かにVR系のゲームでは、アバター同様、性格も創作して、それを演じているユーザーも多い。しかし僕が理解できたのは、紫月さんの元々の性格が演じていた者だった、と言うその一点だけだった。

            「相変わらず貴様は電波だな」

            　エルが目を細めて紫月さんを見る。顔が強ばっていた。

            　今にも攻撃魔法を放ちそうな顔をしている。

            「いいえ、ただの腐女子です」

            　間をおかずに紫月さんが答えた。その言葉に、僕は何となく事態を把握した。

            　しかし綺羅が、繊細で華奢な白い両手を組み、コクコクと頷いたことは、ハッキリ言って想定の範囲外だった。

            「私は二次元専門だったけど、今は生BLもどんとこいです。ね、赤鐘さん？」

            「……え？」

            　綺羅が急に赤鐘の名前を呼んだ。とうの赤鐘は、アイスティを無理矢理飲み込んでから、恐る恐るというように、引きつった笑みを綺羅へと向けた。

            「良いじゃない、カミングアウトしても」

            　綺羅が続ける。すると野薔薇が眉を顰めた。

            「ま、まさか黒麦様に手を出してるんじゃ？」

            　それはない。僕は首を横に振りながら、話が見えなくて、とりあえず赤鐘へと視線を向ける。すると、バシンと大きな音を立てて机を叩き、赤鐘が立ち上がった。

            「違う、俺はノーマルだ！　ただBLが好きなだけの腐男子だ！　生BLを楽しんで何が悪い！」

            　赤鐘のそんな様子は、大変珍しい。しかし、しかしだ。

            「へ？」

            　思わず僕は、ポカンとしてしまった。

            　僕だってゲーマーの端くれである。これまでに出会ってきた女性キャラクターの中には、俗にBLと呼ばれるらしい、男同士の恋愛話が好きだという人も居た。ケモナーというマイナー属性でひっそりと呼吸している僕だから、別に他の人の趣味をとやかく言うつもりはない。しかし、しかし、しかしなのだ。赤鐘が？

            「意味が分からん」

            　そこへエルが、素直に率直に、そう言い放った。

            「分からなくて良いよ。分かったら怒るよ。だけど赤鐘様が……紫月の同類……しかも綺羅姫も……」

            　隣で野薔薇がブツブツと呟いている。

            「黒麦様は知ってました？」

            　突然紫月さんにそう聞かれ、僕は困った。

            「BLは聞いたことくらいあるけど。腐男子もやってきたネトゲにはいたけど。え、赤鐘が？」

            　聞かずにはいられなくて、赤鐘へと顔を向ける。

            「と、兎に角。黒麦、ここにいるみんな以外に言ったら、PKするからね」

            　赤鐘は笑顔を浮かべていたが、漂わせている気配は大変冷ややかだった。

            　彼の口からPKなどという言葉が出てきたのが、本当に恐ろしい。

            「え、あ、う、うん……」

            　おずおずと頷くしかない。

            「……ひ、ひいた？」

            　僅かに沈黙を挟んでから、不安そうな瞳で赤鐘が僕を見た。

            「別に――ちょっとびっくりしたけど」

            　まぁ、それだけだ。実際、吃驚したが、人の趣味など人それぞれだし、だからなんだという事も無い。ひいたりしない。寧ろ今日は、僕こそみんなに引かれるのが怖い怖いと思いながら、ここへと来たのだし。その僕が、赤鐘に引いたりするわけが無いじゃないか。

            僕の顔を暫く見据えた後、赤鐘がゆっくりと座りながら、深く息をつく。

            　そして彼は拳を握り、勢いよく喋り始めた。

            「良かった！　それにハッキリ言うけど、生BL好きだし、二次元では『陵辱バッチコーイ★』だけど、現実とかVR内で強姦とか拷問とか本気で大嫌いで鳥肌立つし、本当に君のこと心配してるだけだからね、黒麦のこと！　妄想しないとは言わない。だけど困ってる――本気で辛そうな時の黒麦を見てニラニラしたりしないから！」

            「「え？」」

            　野薔薇とエルの声が重なる。

            　僕は唐突に変わった赤鐘のテンションに着いていくのがやっとで、まだ言葉の意味を精査できない。

            「それは……妄想の余地があると言うことでしょうか？」

            　紫月さんが唾液を嚥下しながら言う。

            「私は、黒麦くんと粋龍くんとリア友だけど、この状況になるまでは生BLは基本想像しなかったのに……二人の親密さには、たまに心が揺らいだの」

            　綺羅が呟くようにそう言った。

            「リア友？」

            　野薔薇が目を見開く。

            「詳しく」

            　紫月さんが身を乗り出した。

            「回し飲み普通、取ってる講義全部一緒、幼稚園から大学まで一緒」

            　綺羅にそう言われて考えてみたが、別に普通だ。

            「別にそういう場合はあるんじゃ……なにかおかしいのか？　リア友という事には驚いたが」

            　エルが僕の気持ちを代弁してくれた。全くその通りだ。

            「うん、エルの言う通りだよ。別に回し飲みくらい普通にするし。講義は、時間割決めるのが面倒だっていって、粋龍が出席しなくて良い授業多く取ってる僕の時間割を移してただけだよ。学校が一緒なのは、家が近かったからだし。大学を決めたのも、それが理由だから。エスカレーターだし」

            　しかし綺羅は楽しそうに微笑んでいる。首元のリボンが、風で揺れていた。

            「たまに粋龍くんの服来て大学にきてたよね？　お揃いでもオイシイけど、大きさ的に違うよね？　どうして？」

            　オイシイの意味が分からない。

            「遊びに行って寝ちゃって、次の日早い講義があると、シャワーと服を借りることはあったけど……二年までだよ、それ。三年になってからは、就活とかあって、そう言うの無かったし。何で知ってるの？　僕たち、三年後期のゼミから一緒になって顔見知りになったよね？」

            　なんだか綺羅が怖くなってきた。僕が識る前から、彼女は僕のことを知っていたのだろうか。それとも降大のことを知っていたのか。あ、それはあり得る。降大の隣にいたから、たまたま僕のことも視界に入ったのかも知れない。あいつは僕の想像以上に目立っていた気がしないでもない。

            「黒麦様は、大学生……」

            　野薔薇が今度は、唾をごくりと飲み込んだ。

            　そういえば彼が高校生だと僕はいつか聞いたことがあったが、自分の個人情報を話た記憶はない。そんなことを考えていると、ローブ越しだが、綺羅と正面から視線があった。

            「貴方も粋龍君も、大学では有名じゃない。格好いいって。ファンも大勢いたし、腐妄想してる人も沢山いたのに」

            「ミスキャンパスに言われても」

            　腐妄想、という部分は聞かなかったことにして、僕は慌てて首を振り否定した。そもそも僕にはファンなどいない。いるとすれば、自称している野薔薇だけだろう。きっとそれもキャラ作りの一種だったのではないかと、僕は考えている。

            「抱かれたいランキング二位、抱きたいランキング一位の人に言われても」

            　綺羅が続けた、謎のランキングに、僕はさすがに眉を顰めた。

            「なんて王道！　全寮制じゃないのが惜しい！」

            　紫月さんが叫ぶ。僕も、違う意味で叫びそうになった。何なのだろう本当。

            「何そのランキング。初めて聞いた」

            　僕が言うと、綺羅が頬に手を添えながら、思い出すように続ける。

            「幼稚園と大学、大学院を除いて、小中高は男子校よ。王道学園にかなり近いの」

            「女子と男子の校舎が違うだけで、イベントは一緒だった。綺羅だって、付属の女子校だよね？　大体、王道学園って何？」

            　だから僕の通っていた学校は、別に男子校じゃないと思うと念押しする。

            　それ以上に、王道とは何だろうかと、僕は気づくと強い力で、アイスティのはいるカップを握りしめながら、反射的に尋ねていた。

            「お、王道学園……まじか……。王道学園っていうのはね、良家や金持ちの子息が集う全寮制のホモ学校のことだよ」

            　赤鐘が鼻を押さえている。どうしたのだろう。それよりもまさか、赤鐘から説明が返ってくるとは思わなかった。別に返ってこなくても良かった。それに僕は良家の子息ではないし、お金持ちでもない。

            「抱かれたいランキング一位は、まさか」

            　紫月さんが話を戻した。はっきり言って、戻す必要性を感じない。

            「そうよ！　粋龍くんよ！　寧ろ彼の存在がなければ、抱かれたいランキングにしか、黒麦くんの名前はなかったかも知れない！」

            　興奮するように綺羅が、強い口調でそう言った。僕の話をされているはずなのに、とうの僕にはもうついて行けない。ついていけてはいないのだが、何となく話の内容が分かる自分が嫌だった。

            「まさかリアル親衛隊長なんていないよね？」

            　野薔薇がおずおずと声を挟む。

            「残念ながらいなかったの。だから貴方を見た時に、キター！！　って思ったの！」

            　綺羅の口から、『キター！』なんて聞きたくなかった。

            「ついていけないから、残ってるサンドイッチ食べて良いか？」

            　エルが最早どうでもよさそうな表情でそう言った。

            　僕は蚊帳の外にいるのが自分だけではないのだと確認し、ちょっと安心した。

            「「「どうぞ」」」

            　紫月さんと綺羅と赤鐘の声が綺麗に揃う。

            　なんだか僕のサンドイッチはあまり人気ではないようで、少し寂しい。

            「……腐男子じゃないのに理解できる自分が嫌」

            　野薔薇がポツリと呟いた。

            「野薔薇と気が合うの久しぶりだね。まぁ、綺羅目線だから、僕の評価は誇張だらけだと思うけど。絶対盛ってるよ、話」

            　僕は脱力しながら無理矢理口元だけ笑って、野薔薇を見た。ローブを着ていて良かった。きっと今の僕は、凄く難しい表情をしていると思うのだ。

            「盛ってない。で――現在の状況を聞かせてもらえない？　赤鐘さん」

            　しかし綺羅は、僕の言葉をばっさりと否定した。強い口調で言うと首を振ったのだ。それから彼女は、赤鐘へと視線を向けた。

            「え、あ、うーん」

            　話を振られた赤鐘は、何かを口走ろうとして、それから動作を止めた。

            　赤鐘が僕を見て、冷や汗を浮かべる。

            「話しても良い？」

            「何を？」

            　同意を求められ、僕は困惑するしかない。

            「粋龍のこととか、月極のこととか、青兎のこととか、狐塚のこととか、頼のこととか」

            「嫌な予感しかしないから止めてもらえるかな」

            　赤鐘の言葉に、僕は全力で首を振った。話されてはまずいことばかり浮かんでくる。それこそ知られたら、引きに引かれ、軽蔑されるに違いないと思った。寧ろ現時点で赤鐘に引かれていないこと自体奇跡なのでは、とすら思える。

            　そんな僕を見据えながら、紫月さんが腕を組む。

            「【高みへ・・・】は、救出にいったんですよね。どういう関係ですか？　それに青兎様に対しては、うーん、攻め？　え、黒麦様は、どっちなんですか？　両刀ですか？」

            　なんて事を言うのだろう、この人は。

            「だから僕はノーマルだって……」

            　僕は疲れてきたが、しっかりと否定した。

            「ノンケ受け！」

            　綺羅が叫んだ。僕は頭をガツンと何かで殴られた気分になった。

            「なるほど！」

            　紫月さんが声を上げる。そこは、全然納得しなくて良いところだと思う。

            「僕も黒麦様が相手なら、攻めたいですぅ……エルは別ですけど」

            　野薔薇までそんなことを言い出した。

            　するとエルがサンドイッチを持ったまま、大きく咳き込んだ。咽せている。顔が赤い。というか、というか、だ。エルは別――……？　それは、その、要するに……？

            　僕は生々しい事を考えそうになる自分を制した。

            　だがその努力は、歓喜の表情で机を叩いた赤鐘の声により、無駄になる。

            「エル×野薔薇！」

            「その通り！」

            　紫月さんが、赤鐘を見て大きく大きく頷いた。

            　僕はもう頭が痛い。

            「なんだよこのノリ。今日は、黒麦を心配して集まったんだよな？」

            　エルの言葉に沈黙が降りる。

            　エルと野薔薇は、それから二人で顔を見合わせた。

            　他の三名は、どうやら個別集団チャットを開始しているようだった。

            　絶対、エルと野薔薇の話か、僕についての話をしていると思う。

            　自意識過剰かも知れないが。

            　僕はもう気にしないことにした。

            　とりあえず、僕は放置されたので、一人でサンドイッチを食べることにする。

            　口布をほどきながら残数を確認すると、あと三つしか残っていなかった。エルがほとんど食べてくれたようだ。アイテムだから持ち帰ることは出来るけど、なんだかこうして食べてもらえた方がやはり嬉しい。

            「よく分からないが、ギルドが不穏なら、本気でうちのギルドに来い」

            　サンドイッチを食べ始めたとき、エルに言われた。

            「誠心誠意お守りいたしますぅっ」

            　野薔薇がエルの隣で、何度も頷いてくれる。

            　すると紫月さんが目を伏せたまま口を開いた。

            「それなら、魔術師ギルドですし、男女半々ですから、【茨の魔女】の方が絶対安全です。歓迎しますよ」

            「私の所のみんなは、ログアウトすることにしか興味がないから、【アンチノワール】もかなり安全」

            　そういえば、綺羅は新ギルドに入ったんだった。

            　ちょっと魅力的だなと思う。

            　紫月さんや綺羅が側にいたら、多分僕は女性との恋愛に前向きになれる気がする。

            「俺の前で引き抜きかけるとか、君達良い度胸してるよね」

            　目を開けた赤鐘が、暗黒微笑（僕命名？）を浮かべた。

            　場の空気が凍る。

            　どうやら彼らの腐チャットは打ち切られた様子だ。

            「ひ、ひきぬき、じゃない。純粋に心配してるんだっ」

            　エルが、あからさまに声を引きつらせた。野薔薇が隣で、唇をとがらせる。

            「そうですぅ。エルは、不器用なんですぅ」

            　僕は、曖昧に笑った。息がぴったりのこの二人、なんだかんだで僕に大変優しくしてくれる。本気で誘ってくれているのなら、この二人と行動するというのも悪くない。

            「有難う」

            　思わず本心からそう告げた。

            　すると二人が、顔を背けて、照れたような顔をした。

            　しかしこの二人が付き合っているとか、意外すぎる。

            　僕は、身近なところで、初めて同性愛者のカップルを見た。

            　多いとは聞いていたが、吃驚だ。

            　もし僕が、二人のギルドである【砂中楼閣】に、本当に加入するとしたら、普段はどういう対応をすればいいのだろう。

            　そんなことを考えていると、赤鐘が僕の隣で溜息をついた。

            「黒麦、君、正直ギルド抜けるか考えてるでしょ？」

            「……」

            　正直、反論できない。今仮に誤魔化したとしても、赤鐘はきっと気がつく。

            　それくらいには長い間、一緒にこの【クラウンズ・ゲート】で、一緒のギルドで活動してきたのだ。

            「「「「……え？」」」」

            　僕らのやりとりに、驚いたように周囲が、たっぷりと沈黙を挟んでから声を上げた。

            　やはり、僕を勧誘してくれたのは冗談か社交辞令で、本当に来られたら困ると思っているのだろうか。

            「君達の所以外にも打診されてるし。今の心境的に、女性がいるところも魅力的だろうしね」

            　赤鐘が、周囲を一瞥しながら、そう続けた。

            「……」

            　僕は、皆の視線が集まってくるのを感じて、サンドイッチを食べ終えながら俯いた。

            　口布を直し、僕はいつもの通りの装備に戻る。それを眺めるように僕へと顔を向け、赤鐘が、急に一人で大きく頷いた。

            「ハッキリ言うけど【血塗れ男爵】は、君が抜けたら解散するから」

            「――え？」

            「君がいなきゃ、あのギルドは存在し得ない。誰が何と言おうと、少なくとも俺と日廻は抜ける」

            　思いも寄らなかった言葉に、僕は呆気にとられて顔を上げた。

            「どうして？」

            「結成メンバーの嫌気がさすようなギルド、そもそも他に嫌気がさしてギルドを設立した俺たちが続けるわけ無いだろ」

            「……」

            　

            　別に僕は、嫌気がさしている訳じゃない。

            　ただ改めて『結成メンバー』に自分が含まれているのだと暗に言われて、なんだか嬉しくなってしまった。本当に、思いがけない偶然の結果に過ぎなかったのに。

            　赤鐘に、抜けないようにと釘をさされているのだと思った。

            　きっとそうなのだろう。

            「君がいるから、俺も日廻も、ついて来たんだよ。何度もギルマスを君にしたいって言ってた日廻を、そんなこと言ったら君が抜けてソロに戻ってしまうかも知れないからって俺が止めたんだ」

            　確かにギルマスになれなどと言われていたら、無理だ。

            　もし仮に打診されていたら、僕は無言で脱退ボタンを押していた自信がある。

            　長い付き合いだけあって、よく分かってるなぁと思ったが……あの日廻がそんな風に言っていたなんて、信じられない。そもそも、僕に着いてきたってどういう意味だろう。むしろ逆だ、僕が二人についてきただけだ。

            「まぁ俺と日廻の間では、ギルド解散して、君と固定パーティ君でも良いって話てるから、本気で抜けるんなら、事前に言って。少なくとも俺たちには」

            　赤鐘が、穏やかながらも力強い声で言った。

            　確かに、前衛と回復と火力はいる。

            　当初はずっと、この三人でやってきたのだ。

            　僕は、二人にいつも優しくして貰ったから、だから新規メンバーと仲良くなれるように頑張ったのだ。僕のキャラじゃないのに、素性を知らなかった頃でも粋龍や月極と出かけたのは、多分ギルドを運営している二人に、少しでも貢献したいという気持ちがあったからだ。

            　――青兎に深く踏み込まなかったのは、距離を保つのが好きだと思ったからだ。

            『僕だけ、新規のメンバーで、あんまり仲が良くなってないよね』

            　と、悲しげに言われた時は、心底後悔したものだ。

            　まだ新しい記憶だ。

            「そもそも宝石を引き受けることにしたのだって、君の言葉があったからだし。黒麦の頼みなら断れないよ」

            　赤鐘に冗談めかしてそう言われる。

            「……僕正直さ、どうしたらいいか分からなかったんだ」

            　現状に翻弄されて、それが積み重なって、ギルドのことも人間関係のことも、思い返せば本当によく分からなくなっていたのだと思う。

            「うん。一人で抱え込みすぎ何だよ。いつでも聞くから。俺は、聞くだけしかできないかも知れないけど」

            　赤鐘はそう言って、穏やかに微笑んだ。いつもの作り笑いとは異なる、本当に温かい笑みだった。時折見る彼のこの表情に、僕はとても安堵する。

            　僕たちのそんなやりとりの後、その場には再び沈黙が降りた。

            「僕ぅ、聞き上手って言われますぅ」

            　その沈黙を最初に破ったのも、野薔薇だった。

            　「頼りにしてくれて良いと前にも言わなかったか？」

            　エルが、呆れたような口調でそう続けた。

            「人間関係の面倒事の相談にのるのは大得意ですよ」

            　紫月さんが静かに微笑して、僕を見る。

            「私は、人のいざこざは苦手だけど、リア友だからじゃなくて、黒麦くんだから、力になりたいって思ってるの。だって前に、私を助けてくれたじゃない。なのに私は何も出来なかったから。できることをさせて。これは義務感なんかじゃなくて、ただ、そう思うの」

            　綺羅は、先ほどまでとは異なり、真剣な瞳で僕を見ていた。

            　そんな皆を見渡し、僕は小さく頷いた。

            「有難う」

            　なんだか、気恥ずかしくなってくる。

            　もうお礼以外、何を口にすればいいか分からない。

            　本音を言えば、『流れで粋龍とやってしまったけど、向こうにはセフレがいるし気持ちも不明、その直後、青兎に自慰を教えて欲しいと言われ、手伝ったのだがそれは嘘だったらしく、それからフェラしたりされたり、ローターをつっこまれたりして、そんな頃何故なのか実は義理の弟である月極に媚薬を使われつつ体の関係を持ってしまい、その上【マーダーケース】に何が目的なのか分からないが拉致されてバイブをつっこまれ、その後狐塚に乳首を責められイかされて、そして告白されて、今日は朝、頼にキスをされた』という現状を話て相談したい。僕には現状認識がうまくできていない自信がある。

            　一息で言えるように整理してみたが、我ながら意味不明だ。多分上手く整理できていないのだろう。

            　そもそも絶対に話たら、ひかれると思う。

            　それに、今思い返した相手が、気まぐれで僕をからかって、ああいうことをしたんだったりしていた場合、ここで話たらその相手にも迷惑をかけるだろう。

            　そもそも、例えば乳首を責められて感じたとか、男同士でSEXしてしまっただなんて、恥ずかしくて言えない。

            　だから感謝の気持ちだけを伝えることにしたのだ。

            「僕に出来ることがあったら、何かしたい。いつでも声をかけて」

            　僕はそう続けた。

            　ここにいるみんなに救われた気がする。

            　皆は僕の言葉に顔を見合わせた。赤鐘に視線を向けると、彼はいつも通りの穏やかな表情で、僕にほほえみかけてくれていた。赤鐘が側にいてくれると、いい知れない安心感がある。

            「だったら、クエストに一緒に行ってやっても良いぞ」

            　今度はエルが沈黙を破った。

            「それはギルドに掛け合って、【血塗れ男爵】のみんなを説得してきて貰わないとね」

            　赤鐘が肩を竦めて、そんなことを言った。

            「勿論黒麦様お一人で来て下さってokですぅ。他の皆様は必要在りませんっ」

            　野薔薇が言うと、赤鐘が目を細めた。

            「一人でなんていかせない。少なくとも俺がついてくから」

            　声にも笑みが混じっているのに、赤鐘の目には有無を言わせぬ光が宿っていた。

            　気づくと誰が食べたのか、サンドイッチは全て無くなっている。

            　そんなこんなで、ピクニックは終わりを告げた。

            　

            　帰宅し、僕らは夕食の席へと着いた。

            　思いの外、外にいた時間は長かったらしい。

            　食事の時間はいつもの通り八時だったから、準備をする時間は充分残っていたのだけれど。

            　今夜は親子丼だ。

            　それぞれ食べ始め、一段落してから、次のクエストについて話す事になった。

            「そもそも、個別・大陸・クラウンのどのクエストにする？」

            　日廻がまず切り出した。

            　そこから話合うんだ、と僕は考える。

            「当然、クラウンやんね。他をやるとしたら、クラウンの前の連携の確認やねぇ」

            　狐塚が言うと、頼が青兎へと視線を向けた。

            「お前ら、二つの宝石での連携試してないんだろ？」

            「城のダンジョンでは、僕と赤鐘が組んで架空ボス×５０にあたったことあるけど、片方の攻撃で全滅した」

            「新しいダンジョンに二人で行くのは、さすがに無理があったからね。守護者のスキルがほぼ無詠唱とはいえ」

            　赤鐘が頷いたのを確認してから、頼が考え込むような顔をした。

            「守護者二人が交互に撃てば、クエストクリア出来る可能性あるだろ。休みつつになるとはいえ。三人なら尚更だろ？」

            「今のところ、黒麦も一発で殲滅しているから、四人とカウントしても良いだろう。月極も二発か三発でいけるはずだ」

            　日廻がそう補足すると、月極が首を振った。もう点滴はしていない。

            「召喚獣の相性によるから、微妙。壁の方が、頭数的に適役かもな」

            「うちの所は、攻撃では【奇矯なアメジスト】を基本頼が使うから、俺は回復役しとるんよ。そうじゃない時――他のギルドとかとパーティ組んで回復のあてがある時は、俺が召喚獣で壁しちょる。そんで俺は召喚獣の範囲攻撃で、【クラウン・クエスト】のmobを二発で倒すのは無理や。やから壁は俺が補助するし、月極くんは後衛に専念した方がええよ。黒麦にも、時間ロスが存在する魔術あるやろ？　無いとか奇跡やし」

            「うん」

            　だいぶ無くなってきたとはいえ、間違いなく存在する。

            　僕は頷きながら、それこそ一撃での殲滅を望まれるのであれば、時間ロスを覚悟して貰わなければならないことを、静かに説明した。

            「だったら俺は、粋龍師匠と前衛の相談した方が効率的や。アイテム管理とヘイト取りはどうするん？　ヘイトは日廻団長が、【クラウンズ・ゲート】１やろから、まかせたいんけど」

            　僕に頷いた後狐塚はそう言ってから、日廻を見た。

            「ヘイトは私が取る。まかせろ」

            　すると頼が、唇の右端を持ち上げて笑う。

            「心強ぇ。うちのギルドに一番欠けてるのが、タゲ取り――ヘイトだからな。俺は向いてねぇし、つか、壁とバフの中間要員だからな」

            　確か頼は、旧【胡蝶楼】のギルマスとしての職は銃術士で、【高みへ・・・】の副マスとしては、【未来】という召喚者だったと思う。

            　他にも鉄槌使の高レベルキャラも持っているんだったっけ。

            　そういえば、【高みへ・・・】の人々は、基本三キャラ以上持っているという話だ。

            例えば僕を助けに来てくれた時、実際狐塚は、前に話てくれた通り、魔術師・聖職者・召喚者のキャラを使い分けていたのだし。

            　狐塚以外は、その内の二キャラを【高みへ・・・】と入れていると聞いた事を思い出した。

            　と言うことは、頼にはもう１キャラいるはずだ。なにせ鉄槌使のキャラは、【胡蝶楼】としてクエスト攻略に参加したときも、普通に使用していたのだし。あの時名前の下に出ていたギルド名は、間違いなく、【胡蝶楼】だった。

            「もう一つの職とレベルは？」

            　僕が尋ねると、頼があからさまに目を細めて、狐塚を睨んだ。

            「何暴露ってんだよォ」

            「いいやん、もうお前が【高みへ・・・】のメンバーだって事は露見してるんやし。黒麦には、【高みへ・・・】のメンツは三人で、俺が三キャラギルドに入れてて、他二人は二キャラ入れちょるからって話しかしてへんよ。――話ててドキっとしたんは、【血塗れ男爵】に【高みへ・・・】の二人の別キャラがいるのかって聞かれた時くらいや」

            　狐塚はそう言うと青兎を見て苦笑した。

            　それを見て取り、青兎が溜息をつく。

            「なんで黒麦は、その話をギルド会議とかで言わなかったの？」

            　青兎の言葉に、僕は困った。特に言う必要性を感じなかっただけだからだ。

            「――所属は、個人の自由だから……言った方が良かった？」

            「いわない方が僕には都合良かったけど、本当、お人好し！」

            　ビシッと青兎に言われて、僕は思わず肩をビクッとさせてしまった。

            　そんなやりとりを眺めていた赤鐘が、穏やかに言う。

            「おおらかなギルドなんだよ、ここは基本的に」

            「過剰な干渉はしない。強制も……宝石を所持しろって言った件は兎も角、基本的には強制はない。それがこのギルドだ」

            　日廻もまた深く頷きながらそう続けた。

            　すると狐塚が、ふと思い出したというような顔をして、首を傾げた。

            「そういや、なんでアオに、宝石の所持を強制したん？　本当、なんで？　欲しい奴いなかったん？　それとも相性とかあるん？」

            「青兎から聞いてないのか？」

            　粋龍が苦笑するように頬を持ち上げた。

            「黒麦が、宝石集めにも王様になることにも興味ないんだよ――むしろ嫌がってる。ま、折角クエストやるんなら、って時は宝石狙いだけどな。基本的には、それがギルドの総意」

            　月極が、食事を続けたまま、そう補足する。

            　それを聞いた頼は、腕を組んだ。

            「引きこもりの副マスじゃなくて、影の支配者であり実質マスターである、っていう噂が本当だったのか」

            「後者の噂、それ何？　誤解だよ、初めて聞いた。マスターは日廻だから」

            　僕はお味噌汁を吹きそうになった。慌てて否定する。本当にそんな噂があるのだろうか。

            「引きこもりなのは俺と一緒やねん、な？　まったりするんが好きなんよね」

            　狐塚がのほほんと笑った。僕は思わず安心感を覚えて、大きく頷く。

            「僕も」

            　すると月極が箸を置いた。

            「まったりしたいんなら言えよ！　俺だってゆっくり二人でいたいから！　てっきりレベルあげにしか興味ないんだと……料理は一人でするしさ」

            「月極、お前の印象はあってる。寧ろ狐塚とたまに会ってたことの方が、例外だ。調子に乗るなよ狐風情が」

            　粋龍が、淡々と低い声で言う。

            「こわーい。頼、俺どうしたらええ？」

            「黙ればいいだろ」

            　頼は小馬鹿にするように狐塚に対して吐き捨てて、お茶に手を伸ばした。

            「そんなことより、クエストはどうするの？　初めは、連携試す？」

            　青兎が話を戻す。

            　青兎は空気が読める子だ。

            「ありだな。ヘイトを日廻、壁を俺と狐塚、前方バフを青兎、中間バフを頼、頼はそのまま壁について、赤鐘が回復、その間に月極と黒麦が攻撃準備、で、後方攻撃――が通常か」

            　粋龍が腕を組みながら言う。

            　守護者のスキルを考慮していない状態だが、確かにそれは適切な構成だろう。

            　僕らの大半が、それぞれ頷く。

            　頷かなかったのは、頼だけだ。

            「俺様のメインは銃術士でも鉄鎚使でもねぇ。勿論、召喚者は論外だ」

            「「「「「え？」」」」

            　その言葉に、僕らは声を上げた。驚いていないのは、狐塚と青兎だけだ。

            　そういえば、僕は自分で頼に、もう一つのキャラの職を聞いたくせに、すっかりそのことを失念していた。

            「俺様のメイン職は――こっちだ」

            　頼がステータス画面を操作してキャラを変えたようだった。

            　名前が、鉄槌使の時の【o頼o】とも違う名前に変化する。当然それまでの、召喚者である【未来】とも別の名前が、新たに表示された。

            　――聖職者、【ライト】。

            　この前の職業別ランキングで目をひいた、赤鐘に次いで二位の聖職者だったと思う。

            　ログアウト不可になる前は、『終末教会の聖女』と呼ばれていた、女性キャラクターだ。

            　凄い通り名だが、【終末教会】には『常闇の賢者』等もいるのだし、そう言う名前が好きなんだと僕は勝手に思っている。【血塗れ男爵】と良い勝負の、中二病的な名前だ。

            　それにしても、僕でも名前を聞いたことがあるくらいだから、彼女は相当有名だったのだろう。いや、男性、か。要するに、頼がネカマをしていたと言うことだ。

            　そんなことを僕が考えていると、赤鐘が息を飲んで、首を傾げた

            「【終末教会】はどうしたの？」

            　ライトは、聖職者ギルドである【終末教会】の、執権だったはずだ。

            　以前ランキング表を見ていたときに、赤鐘が教えてくれた覚えがある。

            「俺が別キャラを使ってるって知ってるメンツは、全員【アンチノワール】に移った。【胡蝶楼】は統合して消滅したし、【終末教会】も大多数が別ギルドに移動して、名前しか残って無ぇよ。【茨の魔女】と一緒だ。だからギルドからキャラを抜いた。が、まさか俺様が関わっていた【高みへ・・・】以外のギルドが、二つとも吸収合併したり形骸化したりするとはな。【高みへ・・・】も、そうなる予定だし」

            　頼はそう言うと、修道服のローブを外しながら、赤鐘を改めてみる。

            　赤鐘の黒い神父服とは異なり、白いインナーの上に、薄茶色のローブを纏っていた。

            「赤鐘、お前が昔いた【BSO】と組んで【クラウン・クエスト】攻略してた頃は、まだ俺も【終末教会】として出てたんだが、幸い【終末教会】の正装が、顔隠す仕様だから、最初から知ってた奴ら以外の誰にも俺様だってばれなかった。まぁだから一応、【クラウン・クエスト】の経験は二つあるし、ここにいる唯一の【宝石無し・クエスト】の攻略達成者でもあるぞ。敬ってくれていいからなァ」

            　頼がそう言って肩を竦めると、赤鐘が腕を組む。

            「『ライト』は、聖職者なのに攻撃魔法しか上げてないって聞いたけど」

            「その通りだ。回復スキル０の光攻撃魔法特化で、二位独走。褒め称えろ。順位は負けたけどな、俺の方がお前より確実に、宝石の件を無しにすれば攻撃力があるぞ」

            その言葉に、赤鐘が溜息をついた。

            「俺も攻撃したいんだけど……」

            「あ？　すれば？」

            「回復どうするの？」

            　赤鐘が不安そうに俯く。しかし頼は、何を悩んでいるのだとでも言うかのように、小首を傾げた。

            「狐塚がキャラ変えて回復してくれる。それに――黒麦持ってんじゃねぇの？　単体だろうけど、回復できるスキル。お前相当光魔法も上げてただろ？　最初の【クラウン・クエスト】で一緒に行ったときに見た限りの感想だが」

            　僕が頷くと、それまで静かに聞いていた粋龍が腕を組んだまま口を開いた。

            「じゃあ頼は、聖職者で出るのか？」

            「基本メインでやった方が良いんじゃねぇのか、この数なら」

            　頼が頷く。すると狐塚も同意した。

            「俺もそう思うから、召喚者の【こづかい】で出るよ。壁やれるし、役割分担ばっちりやろ」

            「召喚者ランキング二位か。壁は兎も角、回復キャラとの併用が出来るのか？」

            日廻が、狐塚に向かって首を傾げた。

            「レベルだけ見れば【血塗れ男爵】には叶わんけど、俺ら三人でやってきたから、キャラの切り替えと移動・対応は任せて貰ってええよ。赤鐘神父並みとはいわへんけど、頼よりは回復の腕が上だと自負しとる。【★タイチョー★】って名乗ったら、ちょっとは有名な回復キャラやと思うとるんやけどねぇ」

            「聖職者ランキングの五位だね。それなら安心して任せられる」

            　どことなくホッとしたような顔で、赤鐘が言った。

            　その時、月極が声を上げた。

            「青兎も三キャラいるんだよな？」

            　青兎が頷いたのを確認して、月極が続ける。

            「一キャラは、俺をここに送ってきてくれたときのキャラだろ？　【高みへ・・・】の執権の時の【青猫】。魔術師だったよな。それでもう一つは？　話の流れ聞いてた限り、【高みへ・・・】に、もう一キャラいるんだろ？」

            「もう一キャラは……聖剣士だけど、レベルは初級の倉庫キャラ――僕のメインは【青兎】だよ。基本的に【高みへ・・・】では、素材の採取のためにキャラのレベル上げたり、色々な職でキャラ作ったり、アイテム鞄の限界数増やしたりするために、複数キャラ使ってたんだもん」

            　青兎がどこかふてくされるようにそう言うと、狐塚が大きく頷いた。

            「そうやねぇ。まさか、こんな状況になって、レベル上げとったんが功を奏するとはおもわんかったよ」

            　粋龍もまた納得するような顔をした。

            　確かに、【クラウンズ・ゲート】で、生産スキルを極めるには、人数の力か、レベルの力が物を言うような気はする。極めているとは知らなかったけれど、僕だって、単純に釣り人だったときの狐塚のことは、レベルの力で手伝いをしていただけなのだし。

            　粋龍がそれから、改めてまとめる。

            「とすると、ヘイトを日廻がとって、俺がメインの壁、狐塚の召喚獣も壁、中衛が青兎でバフ、後衛の攻撃が月極と頼と黒麦と赤鐘、回復もメインは赤鐘。で、バフ補助を頼、回復補助を狐塚、この二つは、お前らが自信たっぷりだし任意で切り替えな。残るは、守護者のスキルの発動タイミングと、アイテム補給係の決定だな」

            　月極が周囲を見回してから、頷いた。

            「アイテム係は俺がやるよ。選択肢的に俺か狐塚だろうけど、狐塚は前衛だし」

            「せやなぁ、俺はきついし」

            　狐塚も頷く。それから彼は、ぽんと手を叩いた。

            「それと、おんなじギルドになるまでは、アイテム入手はランダムにして貰わんとね。やから鞄あけとかなあかん」

            「当然だろうが」

            　頼はそう言ってから、虚空を見据えた。

            「守護者スキル――宝石を試しに行くんなら、属性も光＋もう１つあるだろうから、階のmobによって使用者を決定するべきだろうなァ」

            　どうやら、宝石を手にすることで使用可能になるスキルは、光属性と、もう一つ何らかの属性、であるらしい。赤鐘の持つ【嘆きのルビィ】ならば光と火の属性を持っている。僕はまだ使っているところを見ていないが青兎の場合は、光と氷が【黄昏のサファイア】の属性らしい。口ぶりからして、頼が持つ【奇矯なアメジスト】も、光を含む２属性なのだろう。闇系のボスを倒して入手したと言っていたが、光＋光属性というのは、ちょっと想像が難しい。ボスの属性と同じ、闇の属性が付加されているのだとすれば、光と闇の２属性という事になるが、それならば、混沌属性という一種類の属性になってしまいそうだ。普通のアイテムとしてのアメジストは、魔法耐性上昇という効果を持っている。しかし魔法は属性ではない。全然想像が付かなかったので、僕は首を傾げていた。

            「折角の機会だし、試してみるべきだと思う。それにもしかしたら、宝石一つの威力じゃ倒せない相手に遭遇する可能性もあるし」

            　青兎がそう言ったので、僕は我に返った。

            「情報収集は大切やんね」

            　狐塚がそう言うと、日廻が頷く。

            「残るはクエストの決定か」

            「宝石狙うの？　それなら分配も決めておいた方が良いんじゃない」

            　赤鐘が言うと、狐塚が手を挙げた。

            「俺らはいらんよ。ギルドどっちで出るか分からんけど、アオも宝石を既に持ってるわけやし、攻撃に頼が使ってる以上、次にどうしても持たなきゃならん場合は俺や。俺いらんし」

            「それはずるいだろ、俺もいらない」

            　粋龍が眉を顰めた。

            「俺も無理」

            　月極も首を振る。

            「僕もいらない」

            　しかしこれだけは譲れないから、僕も声を上げた。

            　すると日廻が僕を見た。

            「PK合戦ができなくなるから私も嫌だ。黒麦は、持つんならギルドを抜けると言っている」

            「俺はもう一つ持ってるから所持できないよ」

            　赤鐘が少しだけ気楽そうに告げると、青兎も隣で頷いた。

            「僕も」

            　二人の様子に、頼が腕を組む。

            「となると……攻撃の時は俺様が持ってるから、やっぱりどっちにしろ狐塚は持たなきゃならなくなるだろ。【高みへ・・・】が入手しちまったら。【血塗れ男爵】に持つ気がないんならな」

            　それを聴くと狐塚が、小首を傾げて、目を細めた。

            　お面が頭の側部で揺れている。

            「俺が取ったら、【高みへ・・・】は、全員宝石持つことになるんよ？」

            「別に構わない。敵対しているわけではない以上、宝石の入手特典を考えれば、お前らが取ったら対等にはなるが、レベルだけで言えばこちらに部があるが」

            　日廻が断言すると、狐塚が、困ったような、それでいてどこか意地悪そうな笑みを浮かべた。

            「俺がアオを抱き込んで【血塗れ男爵】に、要求突きつけるかもしれんよ？」

            「例えば？」

            　赤鐘が首を傾げる。

            「黒麦を一ヶ月間性奴隷として調教するとか」

            　狐塚がのほほんとした声で、真っ黒な言葉を吐いた。

            「死ね」

            　ぼそりと底冷えのする月極の声が響く。

            　月極のその言葉が終わる前に、粋龍が武器を出現させてPKしようと振りかぶった。

            が、ギリギリで狐塚が避ける。

            　【狐塚】という魔術師のキャラは、レベルこそ低いが、俊敏のステータスがかなり高いらしい。

            「冗談やて。冗談のつうじん奴らやな。俺は黒麦のことを愛してるんやから、無理矢理そう言うのを強制するわけ無いやん。お前らこそ、そう言う思考があるから逆に危ないんや無いの？」

            　その言葉に、粋龍と月極の二人が言葉を失った。

            　呆れたようにそれを見据えながら、頼が続ける。なんだか僕は情けない。

            「現実的に、この天空の城を攻撃するとか、人道的な危機として地上の人間を人質にするとか、他にも色々、お前らが不利になる噂を流して買い物させないようにするとか、出来ることはある」

            「俺たちが入手しても、同じ条件を君達に突きつけられると思うけど」

            　赤鐘が淡々と言った。冷気を宿した笑みを浮かべて、粋龍達を見ながらだ。

            「次に【血塗れ男爵】で宝石を入手できる人間は、日廻団長、粋龍師匠、月極君、それに黒麦やろ？　まぁ移動できるっちゃできるけどね。ただ、黒麦は俺のギルドに攻撃したりせぇへん。友達やもん。俺は恋人になりたいけど」

            　狐塚が朗らかに言った。

            　すると粋龍と月極の眼差しがきつくなる。

            　そんなに僕と狐塚が友達だと気にくわないのだろうか。

            　対狐塚に対してだと、粋龍と月極の息は、ぴったりになる気がした。

            「俺が宝石を持ちたくない理由は、一つや。俺は、黒麦が好きやから、黒麦以外の守護なんてする気はない。かしずいて良いと思えるんは、黒麦だけや。師匠も、月極君も、そうやないの？　日廻団長の本音は知らんけどね」

            　そこへ、狐塚の声が響いた。

            　その言葉の意味を理解して、僕は思わず我に返って、目を見開く。

            「――ああ、そうだよ。黒麦を守るため以外には、俺はいらない。黒麦がキングになる気がないって言ってる以上、所持したら、色々と気にしなきゃならないから、ただ邪魔なだけなんだよ、宝石なんて」

            　間をおかずに月極が、きっぱりと言った。

            　しかし月極は、本気でそんなことを考えているのだろうか？

            　守られる――その言葉に実感がわかなくて、小さく息を飲む。

            　確かに二人でパーティを組んでいる時は、前衛をして貰っていたけれど。

            　どちらかと言えば兄なのだし、僕が月極（冬眞くん）を守るべき何じゃないのだろうか。

            僕じゃ、ふがいないのかも知れないけれど。

            「黒麦が王になるなら従う。石の欠片も揃ってるから、候補に黒麦を擁立できるのは間違いないしな。ただし俺は、黒麦が宝石を所持して、俺にかしずくのも良いと思ってるけどな。つまり俺自身が、王様になっても構わない。あくまでも、黒麦が宝石を手にした場合だけどな」

            　唐突な粋龍の言葉に、吃驚して顔を上げた。

            　僕が、降大にかしずく……？

            　いつも対等だと思っていたから、それはそれで上手く想像できない。

            「王の力がどんなモノか分からないが、守護者に対して好き勝手に出来るんなら、王になっても良いと本気で思ってる。だからこそ宝石を、黒麦が手に入れていない現時点では、俺も持ちたくない。――これは推測だが、宝石を所持している限り、王にはなれないんじゃないか？」

            　粋龍が続けた。

            　粋龍が、王になっても良いだなんて、そんなことを考えているとは思わなかった。

            　まるで僕を好き勝手にしたいようなことを言っているが、きっと冗談だろう。

            　僕はこの状況になって改めて思うのだ。

            　はじめこそ、恋の期待をしたけれど。粋龍――……降大は、僕に、そんなに興味を持っていない。それにやっぱり、男同士で恋愛なんて、変だ。野薔薇とエルの二人には悪いけど。

            「……つまりお前ら三人は、黒麦がキングになるべきだと思っているんだな。強制はしないが、私も反対ではない」

            　日廻が、思案するように瞳を揺らしながら、そう口にした。

            　その言葉に、僕はローブの奥で眉を顰める。

            「僕には無理だよ」

            　赤鐘が僕に対して何度か頷いてくれた。

            　しかし、彼もまた思案するような顔で言葉を続ける。

            「――【高みへ・・・】は、【クラウン・クエスト】の消化というか、石集めと宝石集めを推進しているんだったよね？　どちらかと言えば。僕らのギルドとは、方針が違う……と思ってたんだけど、粋龍と月極の言葉を聞くと、ちょっと混乱しちゃうね」

            　すると青兎が、両手を叩いて注目を集めた。

            「その話は後で考えようよ。とりあえず現実的な話。ようは宝石を取得して、どちらのギルドが恩恵を受けるか、どちらが宝石を入手した方が、僕らにとって都合が良いのかが、問題だよ。【高みへ・・・】が取得した場合、【血塗れ男爵】が二つ目を取得した時との比較ができる。それを目的にするか、【血塗れ男爵】が取得した場合の、三つ目の恩恵を確認するか、ってことが重要しょう？　持ち主は兎も角、どちらの方が、ログアウトに繋がると思う？」

            　その言葉に、一同が顔を見合わせる。

            　月極が、静かに唇を動かした。

            「それは……三つ目の恩恵を確認するべきだろ」

            　それを聞いて、狐塚が満足そうに笑った。

            「決まりやな。【血塗れ男爵】が持つべきや。誰が持つかは、黒麦が持たんて言う限り、王候補に他薦されとる黒麦と、PK考慮の日廻団長と、王になっても良いって言う粋龍師匠は、持たない理由に筋が通ってるんやし、月極君で決まりやろ」

            「……俺は、持ったとしても、譲渡も使い方も、自分の好きにする。仮に粋龍が王になって、黒麦が守護者になった場合でも、断り無く手放す事もあり得るぞ」

            　月極が不満そうな顔で、そう告げた。

            　その言葉に、僕はなんて言おうか考えた。

            　別に弟だからと言ってそんなに僕にこだわらなくて良いのに。

            　現実ではたった数日しか、一緒にいなかったのだし。

            　そもそも、青兎以外のみんなが僕を基準に話を進めたのが変なのだ。

            　まぁいいか――深く難しく考えるのは止めにしよう。

            「月極が持つんなら、エメラルドか翡翠を狙うの？」

            　だから僕はそんな風に、話を進めて誤魔化した。

            「え。なんで？」

            　狐塚が首を捻る。すると青兎が溜息をついた。

            「ルビィは目と髪が赤い赤鐘が、名前にも赤あるし。で、サファイアは青い髪で、名前に青が入ってる僕が持つことになったから」

            「なんだそれ、適当だなァ、おい」

            　頼が吹き出したので、日廻が苦笑した。

            「勿論使用方法やタイミングも考慮したぞ」

            「じゃあ俺はオレンジ系の宝石やんな？」

            「俺様は紫か？」

            「紫は、【奇矯なアメジスト】やろ。橙色なんぞあるんかなぁ」

            「だったら、【決意の瑪瑙】をお前が持てば？」

            　頼の言葉に、僕は新たな宝石の名前を初めて聞いた。

            　【血塗れ男爵】のみんなも、青兎以外が顔を見合わせて、二人の会話をうかがっている。

            　恐らくだけど狐塚達は、まだまだ沢山、僕らの知らない情報を持っている気がする。

            「【瑪瑙】は茶色やん。該当するんは、目が茶色の、粋龍師匠だけやろ」

            　話を振られた粋龍が、一呼吸置いてから肩を竦めた。

            「――瑪瑙の色は黒にも見える。月極と黒麦にも条件は合う」

            　その言葉に、だけど僕は首を傾げた。

            　【瑪瑙】はやっぱり茶色だと思う。少なくとも、ゲーム内アイテムの瑪瑙は、茶色だ。

            　とすると、もし色で言うならば、日廻には【ローズクォーツ】があるし、月極には【エメラルド】も【翡翠】も丁度良いだろう。粋龍は今話題に上っている【瑪瑙】。あとは決定しているところで、【ルビィ】が赤鐘、【サファイア】が青兎とすると、【アメジスト】が頼として――黒ずくめの僕には、適した宝石がない。今あげた宝石は、全て大陸名に由来したものだし、大陸は八種類しかないから、もしかしたら未発見の九つ目の大陸に、黒っぽい宝石の名前が付いている可能性は、無いわけではない（だとしても、欲しくないけど）。ただ、もし【血塗れ男爵】と【高みへ・・・】が本当に統合したとしても、総勢は八名だ。守護者は九人だと言うし、王様も入れると全員で十人になるそうだから、どちらにしろ、僕のいるギルドが単独で宝石類を集めるという事はないだろう。集めようとしても、宝石の持ち主だけでも一人足りないのだから、王様候補なんて擁立できっこない。

            「状況的に、とりあえず月極が持って、無理だったら他に渡したら？」

            　赤鐘が、諭すようにそう言った。

            「……」

            　月極は無言である。何か思案しているような顔だ。うつむきがちの彼を見て、あまり嬉しそうではないなと思う。

            「で、最初の攻略クエストはどうする？　【大陸】か、宝石入手を目的としない【クラウン・クエスト】か、【宝石狙い】か」

            「宝石を狙わなければ、俺が持つ必要ないな」

            　月極が顔を上げる。しかし狐塚が、諦めろ、と言うように手をひらひら振りながら笑った。

            「それはないよ。だって、最初になにやるにしろ、最終的には、みんなで宝石狙うの一個はやるやん。やらんと、肝心な場面で攻撃の連携が本当に出来るのか分からんし。あんね、こう言うのはなんやけど、俺たちにもギルドを選ぶ権利はあるんよ？」

            「――とりあえず、試してからの方が良いんじゃない？」

            　不穏になりそうになった空気を、青兎が沈める。冷静な声だった。

            「効率的には、【クラウン・クエスト】の宝石外だな。入手アイテムもおいしいだろうし」

            　頼がそう言うと、皆が頷いた。

            　こうして僕らは、【クラウン・クエスト】を消化することに決めたのだった。

            　

            


            　

        
        
            【23】求める

            　

            　

            　それから数日が経った。

            　あの日以来、僕は赤鐘と一緒にいる時間が増えた。

            　赤鐘が側にいてくれると、それだけでなんだか安心するのだ。

            　他のみんなは、宝石を狙うクエストの前に臨む、なるべく易しそうなクエストの選定をしているらしい。本当は赤鐘もその相談に加わるべきなのだろうけど、今もこうして僕と二人、のんびりとキッチンにいてくれる。

            　クエスト一覧表がある会議室に、今は狐塚と頼も入っているらしい。

            　もう【血塗れ男爵】の一員に、すでになっているようにも思えたし、なんだかこの城に彼らがいることにも、違和感はなくなりつつある。

            　どうして赤鐘が僕の側にいてくれるのかというと、毎夜毎夜僕が、悪夢を見るからだ。

            　それで何度か眠気による貧血を起こして日中に倒れたので、すぐに回復できる赤鐘がついていてくれるのである。

            　僕らは二人で沢山の話をした。

            　改めて考えてみると、ギルド内での付き合いは本当に長いのに、こうして会話をした時間はこれまでには無かった。

            　基本的に僕たちは個別チャットをしている。

            　表向きは、クエストについての話合いが成されている、城のフィールドチャットに余計な声を挟まないためだ。しかし実際の理由は――……

            「……――それでね、俺としては『頼×狐塚×頼』とか『頼×月極×頼』とかに萌えるんだよ」

            　鼻血をこらえているのか、上を向きつつ語る赤鐘。

            　正直言って、こんな話をする副マスは、僕の中でイメージがガラッと変わってしまった。

            　寧ろ僕よりも、赤鐘の方が貧血になりそうな気がする。

            「俺様受けも好きなんだよねぇ、だけど、頼は攻めだと思うんだよなぁ。俺様にしては弱いというか、ヘタレというか……うーん、黒麦はどう思う？」

            　赤鐘は、僕の前では非常にオープンな腐男子になった。

            　僕は別に、それ自体については何とも思わないし、引くこともない。

            　だけど、だからといって、そんな話をされても困る。

            　率直に言って、僕にふらないで欲しい。だけど僕は、小心者なので、そんな抗議は出来ない。

            「ええと、『頼×赤鐘』と『赤鐘×頼』なら、どっちが良いかって意味だよね？」

            「ぶ」

            　僕の言葉に、赤鐘がメロンソーダを吹き出した。

            「きもっ……！　俺で想像しないで！」

            　良かった、僕のささやかな『それ以上言うな！』という気持ちが上手く伝わったようだ。

            「今日のお昼ご飯は、ロールキャベツにしようかと思うんだけど、コンソメ煮とトマト煮とクリーム煮のどれが良いかな」

            　あからさまに話を変えてみる。

            「コンソメ」

            「了解」

            「コンソメスープに包み込まれ……抱きしめられる、ロールキャベツ！」

            　駄目だ、赤鐘はぶっ飛んでしまい、戻ってこない。

            　こう言うときは、放っておくのが一番だ。

            　僕はロールキャベツを作る準備をしながら、嘆息した。

            　それから黙々と僕は料理をし、赤鐘は暫しの間妄想に耽っているようだった。

            「あぁ、付け合わせ何にしようかなぁ」

            　サイドメニューが思いつかなくて、僕は呟いた。

            　今は仕込み中なので、少し休もうと思い、赤鐘の隣の椅子を引く。

            「ハッシュドポテトが食べたいな。たまに朝食で出る奴、あれ俺好きなんだよね」

            　赤鐘の意識が、こちらへと戻ってきたようだった。

            「それだ！」

            　僕は良い考えだと思い、赤鐘の両手を取った。

            「有難う！」

            「え、う、あ」

            　すると僕が握っている手と、僕の顔を、ゆっくりと交互に赤鐘が見ながら、狼狽えた声を出した。急に手を掴んでしまったから驚かせたのかと思い、赤鐘の顔をのぞき込むと、その頬が次第に朱くなっていった。

            「――どうかした？」

            　もしや鼻血が出かけていたようだし、貧血は兎も角、のぼせてしまったのではと考えた。

            「赤鐘、大丈夫？」

            　真っ赤になった赤鐘をじっと見ていると、正面から目が合う。

            「……っ」

            　幸い僕はフードを取っていたので、額を赤鐘の額に重ねてみた。

            「！」

            　赤鐘が目を見開くが、気にしない。手が塞がっているのだし、熱を測るには、これが一番良い選択だと僕は思ったのだ。

            「うーん、平熱だね。風邪気味とか？」

            「へ？　な、な、何、急に……」

            「いや、なんだか顔が赤いからさ」

            　僕が言うと、赤鐘がばっと両手をふりほどき、二つの掌で顔を覆った。

            「……俺、は！　ノーマル！」

            「うん知ってるけど、どうしたの赤鐘。単純に妄想のしすぎ？」

            「平常心平常心平常心」

            「変な赤鐘」

            　まぁ、最近はいつも変だから、放っておこうと僕は思った。

            　そして、ハッシュドポテトの準備を始めた。

            　

            　その日の夜。

            　僕は城の外へと出て、一人星空を見上げていた。

            　この天空の大陸は、いつも晴れだ。

            　だから雨の日にしか採取できない素材などの取得には不便だけど、きちんと昼夜が巡ってくるのは有難い。

            　満面の星空を見ていると、なんだかこれまでに起きた様々な出来事が、過去のことのように思えてくる。

            　ここは外の空気に触れられるけれど、あくまでもギルドホーム内だから、単独行動してもOKだ。最近は眠るときと入浴するとき以外は、大抵誰かが側にいるから、妙に新鮮な気分になる。前は一人が、ソロが当たり前だったというのに、不思議なものだ。

            「なにしてるん？」

            　そこへ唐突に声がかかり、僕はローブの中で、体を硬くした。

            　振り返ると、狐塚が立っていた。

            　全然気配が無かったから、吃驚してしまった。

            「――星を見てたんだ」

            　答えた僕は、自分が夢見がちのロマンティストのような台詞を口走ってしまったことに、一人で恥ずかしくなってしまった。

            「俺は、星嫌い」

            「どうして？」

            「ログアウト不可になったときのことを思いだすんやもん」

            　星を見上げながら狐塚が放った苦笑するような声に、僕はそれもそうだなぁと納得した。

            　尤もセントラルはもっと人工的な建造物に囲まれていたから、ここのような自然の中で見る星空とはまた違うような気がする。だけどどう違うのかを、僕は上手く説明できなかったから、ただ静かに狐塚を見守った。狐面を側頭部につけている狐塚は、なんだか少しだけ、感傷的な顔をしている気がした。

            　僕は、笑っている狐塚の顔しか、ほとんど見たことがない。

            　後は時折みせる、底冷えのする真顔くらいだろうか。

            　だけどその表情は、僕に向けられたことはない。

            　――何かあったのだろうか？

            　少しだけ心配になり、僕は何か言おうと思案する。

            　その内に、狐塚が視線を空から戻し、僕を見て笑った。

            「赤鐘神父と仲良いねんな。元々仲良かったん？」

            「……元々仲が悪かった訳じゃないよ」

            　ただ正直、本当に仲良くなったのは最近だと、僕は思う。

            　僕はこの数日間で、それまでの期間よりもずっと多くの、赤鐘のことを知ったような気がする。腐男子だとか。イラナイ情報でもあるけど、なんだか心を開いてもらえた気がして嬉しい。

            「嫉妬してもうたよ」

            「何それ」

            　冗談めかした狐塚の声に、僕は苦笑した。

            　最近の僕は、男同士の関係で嫉妬するとか、恋愛するだとか、そういう事を考えなくなっていた。赤鐘と話ている内に、それらはあくまでも空想の範囲内の、作り話のように思えてきたのかも知れない。あるいは、意識的に閉め出そうとしていたのかも知れない。

            そうしてみても、特に何も問題はなかった。

            　悩んでいた自分が馬鹿みたいだった。

            　僕はもう、本気で考えるのを止めようと決意していたのだ。

            　だから。

            　狐塚が僕を、切なさを滲ませた瞳で見ていることに気がついたとき、その表情の理由が分からなかったのだと思う。

            「なぁ黒麦……俺の告白には、まだ何の反応もないん？」

            「え？」

            「好きやて、伝えたやんね？」

            　僕は狼狽えた。多分本当に狼狽えていた。

            　今、僕が気兼ねなく話せる相手は、狐塚しかいない気がするのに、告白を断ったら、その糸が恐らく切れる。

            　だけど告白を本気に捉えて、YesあるいはNoという返事を返せば、これまで考えないようにしていたことを、嫌でも再び考えざるをおえない。

            　例えば、粋龍の気持ちも分からない、月極の考えも分からない、そんな風にだ。

            　それはとても苦しいことなんだと、僕は一応理解している。

            　けれど今、狐塚以外の誰もがその話題に触れてこないのは、他のギルメンがまだ、きっと僕が拉致されたことを気にしているからだ。赤鐘ですら、そうだと思う。だから、気兼ねなく話せる相手は狐塚だけだと思うのだ。

            　確かにそれも、嫌なのだ。皆と自然に振る舞っているつもりでも、どこか歪に思えるから。

            　そう言う意味では、今まで通りに対応できるのは狐塚だけだなのだ。

            　でも狐塚は、告白の件を、無かったことにするという選択を僕に許さない。

            　許さないつもりなんだと思う。

            　――本気で考えて欲しいと、いつか言われたことを思いだした。

            　僕はどうすれば良いんだろう？

            　ここに来て初めて、真っ直ぐに告白された事実について、考えさせられた。

            　だけど彼がした行為には、体がついて行かない。

            　それはハッキリと分かる。

            　寧ろ僕が聞きたかった、どう反応すればいいのか。

            「黒麦は、好きな奴いるん？」

            「……みんな、好きだよ」

            「特別はいないってことか」

            　狐塚はそう言うと空を見上げた。

            「回答は、くれる気あるん？　俺、待っててもええの？」

            「それは……」

            「特別なのがいないんなら、俺にしとき。大切にするから。嫌なら、エロいこと何もせぇへん。キングになれとも言わんし」

            　優しい声音だった。

            「……」

            　僕はただ、言葉を探して俯いた。

            「辛いんやないの？　俺、詳しくは知らんし、【マーダーケース】のデマかもしれんし、

            俺も手だしてる分際で何言うてるんだって話やけど、『特別』じゃない奴に、なんかされて、どうしようもないって、辛くない？　経験在るってそう言う意味やないの？　俺も、黒麦は男知ってるって思うた」

            　これまで誰にも直接的に触れられなかったことを、ずばりと狐塚に指摘された。

            「っ……」

            　気づけば、息を飲んでいた。多分僕は、あからさまに反応してしまった。

            「やっぱりそうやんね」

            　狐塚の淡々とした声を聴きながら、ローブの奥で僕はきつく目を伏せる。

            　まず浮かんできたのは、【マーダーケース】のメンバーがつけている仮面だった。悪夢で見るものと同じだ。だけど――それだけじゃなかった。ドクンと、僕は体の奥が熱くなった気がした。誰かに手淫されて、快感を覚えた自身が脳裏を過ぎる。もう、性的な感覚を誰かに無理矢理煽られるのは嫌なのだ。そうしっかりと思っているはずなのに、なのに……間違いなく、僕の体は疼きを訴えている。自分自身が酷く気持ちの悪い生き物のように思えた。間違いなく、僕には性欲がある。それは生理現象？　そんな言葉で、片付けられるような、そんな価値観は、僕の中から消えつつある。僕はそれを理解したくない。

            「その相手が『特別』やないねんなら、俺が盾になるから。俺のこと好きじゃなくても良いから――今はまだ」

            　僕はローブの奥で目をきつく伏せたまま、思案する。

            　狐塚の優しさに、すがりたくなる。

            　だけどきっとそれは、駄目だと思うのだ。

            　なけなしの理性が、僕を押しとどめる。

            　――多分、そこには罪悪感もあるのだと思う。

            　僕は……きっと被害者じゃないから。

            　気持ちいいと思ってしまった自分が、確かにいるからだ。

            　最低最悪の淫乱――【マーダーケース】の人の言葉は、多分あってる。

            　誰かの恋人になる資格なんて、僕にはない。

            「狐塚、僕は君には、幸せになって欲しいと思うんだ。恋して恋人と生きる君を見て、祝福したい」

            「勝手やんね。逃げてるだけやないの？」

            「そうかもしれない……だけど、釣りをしてる君の壁をしてた僕と違って、さ。笑っちゃうけど、本当、笑い話だけど、僕は臆病で恐がりなんだよ」

            「黒麦……別にそんなんいいやん。付き合ったら、俺が守るよ」

            　そう言った狐塚に、右腕を引かれ、抱きしめられた。

            　ああ――だけどやっぱり、違うのだと僕は思う。

            　粋龍も月極も、違う。

            　それと一緒だ。

            　僕は――僕を守ろうとする人と、一緒にいたくないんだ。

            　守ってくれるというのは有難いことだけど、それは、僕にとっては苦痛なのだろう。

            　唐突に理解できた気がして、思わずこみ上げてきた笑みを、ローブの奥で噛み殺す。

            「何も答えない僕は、卑怯かな？」

            　僕が言うと、狐塚が苦笑した。

            「別にええよ、待つのは慣れとるし」

            　そのまま、狐塚と別れ、僕は赤鐘の部屋へと向かった。

            「あれ、黒麦、どうしたの――？」

            　赤鐘が首を傾げる。

            　僕は彼に抱きついた。

            　多分、初めて自分の意志で、冗談や悲しい時以外の場面で、同性を抱きしめた。

            　同じくらいの身長の、赤鐘の肩に顔を埋める。

            「……ねぇ。俺、ノーマルだけどさ、人の体温に慣れてるわけじゃないし、こういうの、ちょっと」

            　言葉に窮した様子の赤鐘の顔は見ないまま、僕はうつむきがちに、腕を放してローブを取った。気持ち悪いと思われているのだろうか。ただなんだかもう、それでも良かった。

            「黒麦？　なにかあったの？」

            　真摯な赤鐘の声に、苦笑しそうになる口元を制しながら、口布を取る。

            　そして正面から、赤鐘を見据えた。

            　綺麗な赤い瞳に、僕の顔がうつっている。

            「もう、僕は多分色々と限界なんだ――だけど、どうして良いのか分からないんだ、分からないんだよ」

            　気づくとそう口にしていた。

            　意識的には大丈夫でも、体がいまだに【マーダーケース】の一件以来、様々なことを拒否し、街に降りれば震え、悪夢を見せるのだと、本当は僕だって自覚していた。その上、人間関係だって、狐塚の言葉で再確認させられた。それだけでも精一杯だというのに、今の僕は、自分の体の肉欲を思い知らされていて、訳が本当に分からないのだ。

            すると赤鐘が、小首を傾げつつも、腕を腰に回してくれた。

            「日廻も呼ぶ？」

            　その言葉に首を振って、僕はただ静かに、赤鐘の目を見た。

            「気持ちよかったんだよ」

            「――え？」

            「粋龍にされた時も、月極にされた時も、青兎の時も……【マーダーケース】は、ちょっと違うけど。その後狐塚に触られた時も、頼にキスされた時も」

            「それは……」

            「【マーダーケース】の人が言った通りなんだ。僕はとんだ淫乱なんだよ、きっと。自分でも気持ち悪い」

            「黒麦、君は――」

            「なんにも聞きたくない。もう無理だ。僕は死にたい。だけどここじゃ死ねない」

            蘇生したり、復活したりしてしまうのだ。

            「もう嫌なんだよ、本当に。だけど体は――……そうじゃない。君と違って、誰かの体温が、心地良いんだよ。最悪だよね」

            　笑いながらそう言ったはずなのに、気づくと頬が濡れていた。

            「僕って、最低最悪に、穢れてるんだよ」

            「黒麦、君は――」

            「好きって何？　恋って？　愛してる？　彼女いた過去があるのに、そう言うこと口にもしてきたはずなのに。全然わかんない。なんなの？　僕、もう、そう言うの分からない。だけど体は、熱くなる」

            「……あのね、涙浮かべてそんな目で見られたら、俺だって男だから、揺らぐよ。俺は君を助けたいと思ってるし、力になりたい。だけど――はっきりいって、それが出来なくなるかも知れない」

            「気持ち悪いって事だよね、ごめん」

            「そうじゃなくて――……嗚呼もう、こういう事」

            　赤鐘はそう言うと、目を伏せて、優しく僕の唇に口づけした。

            「気持ち悪いのは俺の方だろ？　ノーマルだけどさ、その自覚は今も変わらない。だけど今、黒麦に触りたいと思ってる。君のこと見てると、おかしくなる。助けたいと思ってるのか、独占欲から他のみんなの行動を邪魔してるのかすら分からない。俺は、君のことを恋愛対象だとは思ってない。それは本当だよ。だけど、首に噛みついて、押し倒したくなる。穢れ――汚れていたりするとすれば、それは俺だよ。体が熱を持つのは、生理現象だと思いたい」

            　僕の肩に両手を置き、静かに赤鐘が言う。

            「生理現象？」

            「うん、そうだよ。だから、君は何も気にすることはない。俺が今、ちょっと起っちゃったのも、だからそう言うこと。君の涙目見たからじゃなくて、生理現象。自然の摂理」

            「……」

            「っ、ちょっとっ！」

            　赤鐘の言葉に、彼の中心に触れてみると、僅かに大きくなっていることが分かった。

            「僕でも起つ？」

            「寧ろ、君なら起つよ」

            「ねぇ」

            「なに？」

            「しようよ」

            「っ」

            　僕は、気がつくと笑っていた。だけど、僕の目元を、赤鐘が指でぬぐう。

            「自暴自棄になってるだけじゃないの？」

            「全部忘れて、気持ちよくなりたいんだ。もう、嫌だとか思わずに」

            「男は初めてだから気持ちよくできるか分からないよ？」

            「それでも、赤鐘が良い」

            「黒麦にそんな顔でこんな事言われて、断れる人居るのかな」

            　赤鐘は苦笑すると、寝台へと歩いていった。

            「無理しなくて良いんだからね？」

            　僕はその後を追う。

            「服、脱いで。汚れちゃうから」

            　素直に従いながら、同意をしてこういう事をするのは、このログアウト不可の状況になって以来、初めてだなと思う。ログアウト前は、女性との経験しかないけれど。

            「色、白いよね」

            「……」

            「舐めても良い？」

            　全裸でベッドに座っていた僕を、赤鐘が押し倒した。

            　手で促され、寝台に、仰向けで真っ直ぐ体を預ける。

            　静かに頷くと、首に赤鐘の唇が降りた。

            「っ」

            　ひと舐めされた後、唐突に、思ったよりも強く吸われ、体が撓る。

            「どんな感じ？」

            「え……ぁ……僕、変だから」

            　男に何かされて感じるなんておかしいよなと、今でも我ながら思う。

            「そんなことないよ」

            　だけど赤鐘は、穏やかに僕に笑いかけてくれる。安心させてくれる表情だった。

            「……ジンってして、体のどこか奥に響くんだ」

            「気持ちいい？」

            「……」

            「答えたくなかったら何も言わなくて良いんだよ。ただ、痛かったらそう言って。止める。気持ちよかったら、それはそれで言って」

            　赤鐘は、そう言うと僕の髪を撫でた。

            　あやされるようにされるがままに、小さく頷く。

            　すると右胸の突起を啄まれ、吐息が漏れた。

            「っぁ」

            「ここ、好き？」

            「……っ」

            「左は？」

            「あ」

            　強く左の乳首をつねられて、僕は目を伏せ、背を撓らせた。

            「起ってる。胸もだけど――下も。見たら萎えるかと思ったのになぁ」

            「ご、ごめん」

            「――こっちこそ、だよ。俺も、感じてる君見たら、何か変な気分。勿論、そういう意味で」

            「ぅあ、んッ、っ」

            　両方の乳首を同時に刺激され、僕は声を抑えられなかった。

            　きっと、以前狐塚に散々弄られたせいだと思う。

            「ぬるぬるしてきたね」

            　その後、自身の先端を撫でられ、唇を噛んだ。

            　先走りの液が、たらたらと出ているようだった。

            「気持ちいい？」

            「っ……はっ……」

            　指を輪にして、擦られて、穏やかに快感が募ってくる。

            「後ろ、弄っても良い？」

            「え、あ……」

            「いやなら止めるよ」

            　これまで同意を求められたことなど無かったから、羞恥で僕は、何度も瞬きをする。

            涙が浮かんでくるが、理由が分からない。

            「いやじゃ……ない、から……赤鐘が、嫌じゃなかったら……――ッ」

            　僕の言葉が終わる前に、赤鐘が指先で、後孔をつついた。

            　びくっと体に力が入り、僕はきつく目を伏せる。

            「さっきさ、体が熱くなるって言ってたけど、ここも？」

            「……ッ……」

            「気持ちいいの？」

            　尋ねながら、ゆるゆると入り口の襞を、赤鐘がなぞる。

            「ん――ぅ、ぁ……やだ」

            「嫌？　止める？」

            「そうじゃな……な、中」

            　言いながら、羞恥で頬が熱くなった。

            「分かった」

            　普段通りの穏やかな声でそう言うと、赤鐘が指を一本中へとゆっくり入れた。

            「ぁ、ぁ……っ」

            「この後どうして欲しい？」

            「ッ」

            「初めてだから、分からないんだけど――俺の好きにして良い？」

            「う、うん」

            　おずおずと頷いた瞬間、指が動き、その先が曲がった。

            「ひッ」

            　背筋を快楽が走り、目を見開く。

            　ぐりぐりと僕の中の一カ所を、赤鐘が着く。

            「や、そこはやだっ――ぁ、あ、あッん」

            「じゃあ止める？」

            「っ」

            「嘘は良くないよ。君が嘘ついてる顔、もうずっと一緒にいたんだから、大体分かるし」

            「け、けど、そこは――んぁ、っ、ハ、っぁ……ゃ、やぁあッ」

            「気持ちよくなりたくて俺の所に来たんでしょ？　我慢することないよ」

            「っ、でも、怖ッ――ぁ、あ？　あ、ん、ン――は、あァ、ア――！」

            「怖くないよ、俺が君に酷いことした事なんて、一度も無いよね？」

            「ン、ぁ、っ――フぁ、そ、そこは……ッ」

            「少し、力抜いて」

            　そう言うと赤鐘は、逆の手で、僕のそれを撫でた。

            　喉がそり、体が震える。

            　唇を噛んで声をこらえてから、動きが止まったので深く息を吐いた。

            　――その瞬間だった。

            「へ、あ……っ、アアアっ、ッ、い」

            「痛い？」

            　唐突に二本目の指が入ってきて、圧迫感が増す。

            「痛く、無いけど……けど、ァ」

            　そろって中へと進んだ指は、直後、バラバラに動く。

            　不思議な感覚に、息を詰めた――そして、再びそろえられた指が、僕の中の、その場所を突いた。

            「あぁっ」

            「やっぱりここが良いみたいだね」

            　笑み混じりにそう言って、ぬきさしするでもなく、その箇所を刺激するように、赤鐘が指を小刻みに震わせた。

            「っ、ん、ぁ、あ、ア、や、嫌だ、ね、ねぇ……っあ」

            「黒麦、可愛い」

            　そう言って僕の頬に口づけると、もう一方の手で、ユルユルと赤鐘が、僕の陰茎を扱いた。

            「あ、で、出る――だめ、ぁ」

            　僕の言葉に、不意に赤鐘が体をかがめて、僕の先端を咥えた。

            「や、待って、それは――ん、ぁ……あっ、ぁ、あ……アアア」

            　中と、竿の付け根、そして先端を同時に刺激され、僕はあっけなく達してしまった。

            傍らにあったティッシュボックスから紙を取り、赤鐘が精子を吐き出す。

            「思ったよりも、苦いね」

            「っ……ごめん」

            「謝らなくて良いよ。まさかここで終わりとか言わないよね？」

            　笑顔の赤鐘に、虚脱感に体を支配されたまま、小さく頷く。

            　自分の意志で、こんな風に気持ちよくイったのは、一体いつ以来だろう。

            　ここに来てからの僕は、出したいだとかSEXしたいと言うよりも、ただ解放を求めて泣かされてばかりだった気がする。

            「ローションとか無いけど、良い？」

            　僕は静かに頷く。

            　すると、入り口に、赤鐘のそれが、あてがわれた。

            「っ」

            　そのまま入ってこず、入り口をつかれる。

            「やッ」

            「やっぱりやめたい？」

            「違、はやくッ」

            「エロいな」

            　そう言って笑うと、一気に赤鐘が腰を進めた。

            「んっ――！」

            「俺にこうされたかったの？」

            「ぇ、ぁ」

            「ねぇ黒麦、俺は、好きじゃなかったらこんな事しないからね」

            　最中にそう言われたのは初めてで、朦朧とする頭の中、もうどうなっても良いような気がしてきた。

            「ぁ、ん、っ、ッ――ぁあ」

            「全部はいった」

            「ゃ、してッ」

            　動きを止めた赤鐘の腕に、手を伸ばす。

            　もどかしくて、体が熱くて、涙が出てきた。

            「して、ほしい？」

            「ぅ、ん」

            「動いて欲しいって事？」

            「お願い早く――」

            「俺のこと好き？」

            「……え……？」

            「愛がないとちょっとね」

            「なッ――ふ、ぁ」

            「好きって言ってよ。少なくともSEXできるくらい、好きなんだよね？　それとも誰でも良かった？」

            　そう言って赤鐘が腰をゆする。

            「ぁ、あ」

            「俺、割り切ったり出来ないよ？　他のみんなみたいに、君のこと独占したいと思ったりもするかもしれないし、ただ実際に守ったりは出来ないだろうけど」

            「ンぁ、や、赤鐘ッ！」

            「俺のこと好き？」

            「好きだよ、だから、だから動いてッ！」

            　僕がそう言った瞬間、強く何度も腰を打ち付けられた。

            「あ、あ、あ」

            「ここがいいんだっけ？」

            「嫌、嫌、あ、あ、ぅぁ、そ、こは――ッん、は、ぁ、あ、アアア……っぁ」

            「凄い、中。絡みついてくる。ねぇ、俺のこと好きだって、もう一回ちゃんと言って？」

            「や、ぁ」

            「好きじゃない？」

            「そんなこと、無――ン、ぁ……ゃ、やだッ」

            　僕は目をつぶり、首を左右に振る。

            　すると、涙がこぼれ落ちた。

            　赤鐘は、片手で僕の自身をユルユルと撫でる。

            　再び勃起したそれは、またイってしまいそうだった。

            「ぁ――あッ――ん、ゃ、ぁ……無理、ぁ、また出るッ」

            「だしなよ」

            「っぅえ、ぁ、そんなに、いけなッ……ッ」

            「俺もいきそ。一緒にイこ？」

            「ぅん、ぁ、ぁあ！」

            　赤鐘が一際強く、僕の自身を擦ると同時に、腰を深々と打ち付けた。

            　最も感じる場所を突かれた僕は、中に、精液の温度を感じると同時に、自分もまた射精していた。

            「っ、はぁ……っ……は、は」

            　荒い吐息をつきながらも、こんなに穏やかで、自分の意志に即していたのは、久しぶりだったと改めて思う。

            　それが普通のはずなのに。

            「大丈夫？　黒麦」

            「――うん」

            「熱は収まった？」

            「……うん」

            「俺で良かったら、いつでも相手するよ」

            「あ……有難う」

            「だけど、俺のことちゃんと好きになって。それ以外は何にも強制しないから。愛がないとか、空しいでしょ」

            　そう言って赤鐘は苦笑すると、僕の隣に横になった。

            　そしてゆっくりと頭を撫でてくれる。

            「安心して。俺はちゃんと、黒麦のこと好きだから。だから本気で俺のこと、俺との関係、考えてね？　恋人って選択肢を前提に」

            　僕はその言葉に、気がつくと泣きそうになっていて、目を伏せた。

            　そのまま、眠ってしまったのだった。

            　その日はよく眠れた、悪夢も見ずに。

            　

            　

            　

            　

            


            　

        
        
            【24】心地のいい翌日

            　

            　

            「ん……」

            　目を覚ますと、僕は赤鐘の腕と肩の間に頭を預けていて、シーツにくるまっていた。

            　心地の良い体温。

            　昨夜のことをおぼろげに思い出しながら、何度か瞬く。

            「起きた？」

            　赤い滑らかな髪が、僕の額を擽る。

            　同色の瞳が柔和な笑みを湛えて、僕を見た。

            「うん……」

            　一気に覚醒し、昨夜のことを思い出した僕は、笑顔を返したのだけれど胸の奥に響く鈍い疼き――痛みに息苦しくなった。

            　多分この時、僕は最後の一線を越えてしまったのだと思う。

            　何も考えたくなくなって、どうでもよくなって、それでいて快楽に身を任せたいと望む自分がどこかにいて。けれどそれはまだ、きっと意識的なものではなかった。

            　だからギリギリのラインで、せめてこれからは自分の意志を確固としたものにして、自分の判断で強く生きていきたいと思っていたのだと思う。

            「お腹空いてる？」

            「……ううん」

            「そっか。朝は、俺が作るよ。黒麦の手伝いをしてたから、ちょっとは料理スキルも上がったしね。その、体は平気？」

            「うん」

            　赤鐘は、優しい。

            　僕は感情的にも身体的にも、無理をしているとは思わなかった。

            　けれど――……いい知れない罪悪感が浮かんでくる理由が分からない。

            　ぼんやりと赤鐘の表情を見ながら、僕は自分の胸中が理解できなくて、何度か深く呼吸を繰り返した。

            　するとためらいがちに、赤鐘が口を開く。苦笑するような表情だった。

            「――夜のこと、みんなに話ても良い？」

            　僕は、なんて返答したらいいのか分からなかった。

            　赤鐘は、僕と関係を持ったことが露見しても、恥ずかしくないのだろうか？

            　それをいうなら、僕は恥ずかしいのだろうか？

            　きっとそんなことはないと思ったから、頷いて返してみる。

            　赤鐘は、そんな僕の髪を、ただ優しく撫でてくれた。

            　

            　その後、僕がシャワーを浴びている間に、赤鐘は部屋を出て料理をしてきてくれたようだった。

            「午前中は、休んでなよ」

            　僕にスクランブルエッグとカリカリに焼いたベーコンを持って来てくれた後、そう言って赤鐘は部屋を出て行った。

            　僕はサラダにフォークを刺しながら、赤鐘と二人だけのチャットは打ち切って、城のフィールドチャットを開きながら、ただぼんやりと、寝台に座っていた。

            　程なくして、食堂に皆が集まったようだった。

            「あれ、黒麦は？」

            　月極の第一声が響いてきて、僕はフォークを握る手を止めた。

            「てめぇが用意してるって事は、具合、悪いのか？」

            　続いて頼の声がチャットから響いてくる。

            　映像は見えなかったが、皆が集まっているのだと気配で分かった。

            「そんなことはないけど」

            　赤鐘のニコニコとした、いつもと変わらぬ声が聞こえる。

            「今、俺の部屋で寝てる。昨日は疲れただろうから、寝せておこうと思う」

            　そんな赤鐘の言葉に、一時場を沈黙が支配した。

            「「「は？」」」

            　三重奏の声が聞こえてきて、それが粋龍と月極と狐塚のものだと分かる。

            「疲れたって……」

            　困惑したような月極の声に、吐息してから赤鐘が答えた。

            「SEXしたから」

            　周囲に息を飲むような気配が走る。

            「……ほぉう」

            　間をおいて、狐塚の声が返ってきた。

            「どうして――」

            　直後、虚を突かれたような粋龍の言葉が響く。

            　――どうして、お前と？

            　小声で呟くように、粋龍がそう言ったのが分かった。

            「同意は取ったのか？」

            　いつになく険しい日廻の声がする。

            「当然だよ。俺が無理強いすると思う？」

            「……しないだろうな。そうか……ならば私に、何か言う権利はない。無論、人選ミスをした気がしないでもないが、な」

            　日廻はそういうと、一人食事を開始したようだった。

            　気配からするに、頼も黙々と食べているようで、何も言わない。

            「だけど赤鐘――……ノーマルだって言ってなかったっけ？」

            　青兎の言葉に、赤鐘が笑み混じりの吐息をつく。

            「なんかもう吹っ切れたって言うか。もうノーマルじゃなくてもいいや。はっきり言って、俺黒麦のこと好きみたいだから――そうやって気づいてみたら、独占欲とか、かなりあるし。黒麦は、俺が貰う」

            　いつもと変わらぬ柔和な赤鐘の言葉だったが、周囲の息を飲む気配が伝わってくる。

            　思えばこのようにして、体を重ねた関係を、はっきりとみんなに伝えられることは初めてだった。流れで粋龍達が口にしたことはあるけれど。

            　幾ばくかの気恥ずかしさを感じつつ、僕は彼らのやりとりをチャットで聞きながら、スクランブルエッグを一口食べた。

            　美味しい。

            　暫しの沈黙がチャットの向こうに横たわる。

            　最初にそれを破ったのは、狐塚だった。

            「俺まだ、乳首しか触ってへんのに……」

            「「お前は黙ってろ」」

            　しょんぼりとした声の狐塚に、粋龍と月極が、揃えて声を上げる。

            　そこから僕は食事に集中したので、ただ聞こえてくる音声に耳を傾けるも、ほぼ左から右へと出て行った。

            「――弱っているところに手を出すなんて、見上げた副マスだな」

            　ポツリと粋龍が言う。

            「言っておくけど、俺から誘ったんじゃない。合意だよ。それに、悪いけど君達と違って、強引に黒麦のことをどうこうしたわけじゃない」

            　赤鐘の声には、笑みが混じったままだった。

            「強引ねぇ……」

            　狐塚の思案するような声が響く。

            「君達は激しすぎるんだよ。それに自分勝手すぎ」

            　赤鐘がそう言うと、月極が息を飲んだ気配がした。

            「お前は違ったって、そう言いたいわけだ？」

            「俺は普通にしただけだよ」

            「……」

            　返す言葉を失ったようで、月極が沈黙した後、小さく舌打ちした。

            　青兎の溜息も聞こえてくる。

            「ちゃんと黒麦の気持ち考えてる？」

            　赤鐘は間をおかずに、言葉を続けた。

            　僕はなんだかみんな忙しないなぁだなんてそんなことを考えながら、コンソメスープを飲んでいる。料理を食べているせいなのか、一層性的な話が耳からこぼれ落ちていくようだった。

            「無理させてない？」

            「――させてるつもりは無ぇけどな。最低限あいつも気持ちよくなれるよう気を使ったつもりだ」

            　そこへ粋龍が言葉を挟んだ。

            「気持ちよくするってさ、気持ちが伴ってなきゃ何の意味もないから。独りよがりなんじゃないの？」

            　しかし赤鐘の言葉は、笑みを含んだままにもかかわらず、辛辣だ。

            　間断なく響いてくる。

            　なんだか月極が出て行ってしまったときのギルドチャットを想起して、少しだけ不安になったが、日廻は何も言わないから、大丈夫だろうかと僕は静かに考えていた。そもそも彼らはどうして僕の体になんか、こだわるのだろう。

            「けどねぇ、考えてみれば、確かに黒麦って泣かせたくなるんよね。それで、乳首しつこくしてもうたんや。けど、それがやり過ぎって事はあるかもしれへん……で、赤鐘神父はそういうん、我慢できるん？」

            　乳首の件もそうだが、本当に狐塚はなんて事を言っているんだろうと僕は思った。

            　聞いているこちらが恥ずかしい。

            「泣き顔かわいいのは分かるけどさ、そんな風に無理矢理あおられたり性急にされたり、

            意味不明にしつこくされたら、精神的な緊張が解けるわけ無いじゃん」

            　赤鐘が真面目に答えている。

            　なんだか僕は、それが、僕が話題になっているとは思えないまま、食事を続けた。

            「お前と違って緊張するほど浅い付き合いじゃない」

            　不機嫌そうな粋龍の声が続く。

            　僕は、一時期――最初に体を重ねた後に、緊張しまくっていた自分のことを思い出して、苦笑するしかない。粋龍にとっては、あんなもの、別に気にすることではなかったと言うことなのか。

            「ちゃんと気持ち伝えたの？　好きだっていった？」

            　赤鐘がそう言うと、粋龍が言葉を止める。

            　そこに生まれた沈黙に、どうせ僕の事なんて好きじゃないんだろうなぁと改めて思った。

            ただ別にもう、粋龍が僕のことを好きじゃなくても、どうでも良いような気がする。

            「言葉にしなくたって、伝わるぐらい俺たちは一緒にいた。俺は召喚者だけど、絶対に黒麦のことを、守る。前衛もやるって意味だけど、勿論、全般的に」

            　月極がそう言う。

            　すると、狐塚が続けた。

            「俺も、守っちゃるよ」

            　だが、それを聴いて、赤鐘が鼻で笑った気配がした。

            「守ってやるって何その上目線。君達より黒麦の方が強いし。支えるとか、他の言葉あるだろ！」

            　自信がある様子で、それでいて赤鐘にしては珍しく、強い言葉だった。

            「大体守られることを黒麦は望んでるの？」

            　望んでいないと、赤鐘の言葉を聞きながら僕は思う。

            「それはお前が弱いからだろ」

            　粋龍がポツリという。

            「違うよ。俺はハッキリ守れないっていった。その俺が選ばれた。ちゃんと言葉を、話を聞いてあげなよ。一言で言うなら、君達は思いが強すぎて、やり過ぎなんだよ！」

            　赤鐘のその言葉に、誰も何も言えない様子で、再びそこには沈黙が降りた。

            　僕はと言えば、丁度食事を食べ終えたので、静かに箸を置いたのだった。

            　思いが強すぎて、という言葉の意味だけ、いまいちよく分からなかった。

            　

            　昼食時。

            　僕はいつものように顔を出した。

            　料理は昼も赤鐘がやってくれたので、促されるままにダイニングテーブルの前へと座る。

            「黒麦、体は辛くない？」

            　隣に座った赤鐘が、気遣うように僕を見た。

            「有難う……」

            　反射的にお礼を言いながら、ふとこちらを見てくる視線に気づいた。

            　月極と粋龍が、何か言いたそうに僕を見ている。

            　だからといって、かける言葉も見つからなくて、僕は深くローブを被ったまま俯いた。

            「黒麦は、赤鐘神父が特別なん？」

            　その時、いつも通りの笑顔を浮かべ、狐塚がそんなことを言った。

            「……そうなのかな」

            　僕は曖昧に答えながら、手を合わせていただきますという。

            　考えてみれば、誰が好きだとか、特別だとか、口にしたのはこれが初めてだった。

            　自発的な僕の声に、皆が再び押し黙る。

            　けれど、どうして良いのか分からない。

            　今の現状を甘受し、優しい赤鐘に、全てを任せて、何も考えずに過ごしてしまいたくなってくる。そんなことを考えていると、箸を動かす手も止まり、気づくと僕はぼんやりとしていた。

            「黒麦？」

            　日廻の声がした。

            　それは理解できるのに、視線を動かすのも億劫で、僕は何度か瞬きをしてから、緩慢に顔を向ける。

            「何？」

            「……いや」

            　小首を傾げるようにした日廻は、難しそうな顔で僕を見ていた。

            　――恐らく、昨日僕が、赤鐘にすがったことは間違いだったんだ。

            　何となくそう直感して、視線を正面へと戻してから、僕は俯く。

            　そもそも狐塚に頼るのを理性が押しとどめたのに、冷静に考えればその後赤鐘に甘えたことだって、どうかしている。

            　僕は、どうしたら良かったのだろう？

            　僕は、何をするのが正しかったのだろう？

            　分からない、というのは、言い訳なのかも知れない。

            　そもそも男同士の関係なんて言う事柄を意識から閉め出そうとしていたはずなのに、気づけば直視することになって、けれどそれは多分流されたからで、僕の意志ではない、そう思いたい。いくらそう考えようとはしてみても、結局僕は体が疼くことを止められなかったし、昨日自分から赤鐘の部屋へと行った。だがそれらのどれか一つにでも、恋愛感情が付随している自覚がない。だからまだ、この状況になって最初の頃は幸せだったのだろうと思う。そこに恋という幻想を見られる気がしたから。

            「――黒麦」

            「え？」

            　月極に呼ばれていたらしく、僕は彼の何度目かのかけ声で我に返った。

            「ちょっと来いよ」

            「え、あ」

            　狼狽えていた僕の手を取り、月極が、強引に席を立たせた。

            「月極！」

            　日廻が制止している声を僕は聞いたし、赤鐘や狐塚も何事か言っているのを、確かに僕の耳は拾った。だけど連れ出されるがまま、促されるがままに、僕はダイニングを出て、月極と二人、城の外へと出た。

            　城の外には、冷たい風が吹いていて、昼間なのに見える月が何処までも高く登っているように思えた。所詮はかりそめの風景なのに。

            「黒麦」

            「……何？」

            「何で赤鐘なんだよ？」

            　

            　その言葉に、優しい赤鐘の顔が浮かんでくる。

            　同時に、黒いスクリーンに砂嵐が挟み込むように、明滅するように、月極や粋龍、青兎、そして狐塚――それから【マーダーケース】にされた事柄が、脳裏を過ぎった。

            暗い視界に、光のようにぎざぎざに、全員の姿が過ぎっては消えていく。

            　もう訳が分からなかった。

            　それらに共通する記憶は何だ？

            「――気持ちよさそうだったからだよ」

            　僕はそう言って笑った。

            　笑ってみたのだ。

            　実際、なんだか思い返せば、ばかばかしい気がしてきて、笑みが浮かんでくる。

            「折角だし、いろんな人試してみたいかなって。どうせ誰といつ何人とやろうと、もうどうでも良いし。――とんだ淫乱？　そんなこと言われたんだったかな、その通りだったって事だよ。月極――っていうか、冬眞くんもこんな義兄で災難だったね。ログアウトできたら、家から出てくよ。軽蔑すれば？」

            　一気に言う。我ながら、よくこんなにも笑えるんだなと思うくらいの、明るい声が夜空の下で響いた。

            「……馬鹿」

            　月極が、小さな声で呟いた。

            「は？」

            　虚を突かれた僕は、唇に笑みを浮かべたまま首を傾げる。

            「何、泣いてんだよ」

            「泣いてなんか――」

            　否定する前に抱きしめられて、笑っていたはずなのに泣いている事を僕は自覚した。

            最近の僕は、泣いてばかりだ。いつから僕は、こんなにも弱くなってしまったのだろう。

            「……ごめんな。きっと俺のせいだよな」

            「っ、違うよ。自意識過剰だ」

            「俺が、我慢さえ出来てたら、お前は今頃粋龍と幸せになってたかもしれない」

            「ないよ。粋龍とはそんなんじゃない。大体あいつは僕の事なんて――」

            「でも我慢できないし、我慢する気もない。無理だ。俺は、お前のことが好きだ」

            「っ」

            　唐突な告白に顔を上げようとするが、後頭部を押さえられ、身動きが取れない。

            「初めは、どんな奴だろうって見に来ただけだったはずなのに――一目惚れだった。会えば会うほど惹かれてく。親父と趣味一緒なのかもな、お前母親似だし」

            「月極――」

            「冬眞だ。冬眞って呼べよ」

            「……」

            「愛してる」

            　そのまま暫しの間、無言で抱きしめられる。

            　思っていたよりも大きな胸板と、その力強さ、体温に、僕は混乱した。

            「――僕は」

            「何も言うなよ。拒絶の言葉なんて聞きたくない」

            「兄弟なんだよ、義理だけど」

            「それが？」

            「っ……」

            　何も言葉が見つからず、視線を彷徨わせていた僕の顎を、冬眞くんが掴んだ。

            　そのまま口づけられ、歯列をなぞられ、舌を絡め取られる。

            「本気だから」

            　顔を上げそう言うと、月極は歩き去った。

            　一人残された僕は、ただその場に座り込んだのだった。

            　

            　

            　

            


            　

        
        
            【25】隙だらけ

            　

            　

            「結局隙だらけなのな」

            　城へと戻り、自室の扉を開けた瞬間、背後から突き飛ばされた。

            　かけられた声を認識しながらよろめくと、入ってきた粋龍が、ドアを閉めて施錠した。

            「隙を見せるなって言わなかったか？　他は兎も角、赤鐘にまでって、何、お前が誘ったのか？」

            　体勢を立て直した僕の腕を引き、再び揺らいだ体を、逆の手で、壁に叩きつける。

            「くっ」

            「何とか言えよ。ん？」

            　正面から屈んで僕をのぞき込む粋龍に対し、唇を噛んだ。

            「――……そうだよ、僕が誘った。だから？」

            「ヤりてぇんなら俺を呼べって言っただろ」

            「なんで粋龍の言う事を聞かなきゃならないんだ」

            「へぇああ、そう」

            　僕が背けた顔を、顎を掴んで強制的に正面に向けられた。

            「じゃあ俺もお前の言う事聞く必要はないよな？　これまで手加減してたが、好きかってやって良いって事か」

            「え？」

            　残忍な笑みを浮かべた粋龍が、僕のローブの前を、力ずくで破った。

            　インナーまで一気に破れ、首元まであらわになる。

            　フードがずれて、肩へと落ちた。

            「っ、ぁ！」

            　そのまま右の首筋にかみつかれ、痛みで思わず僕は声を上げた。

            「や、やめ」

            「何で俺がお前の言う事を聞かなきゃならない？」

            　口を離しそう言って、歯形がつき鬱血し、一部傷の出来た首を、べろりと粋龍が舐める。

            「ぁ、ッ、痛っ……な、っ」

            「痛い方が好きなんだろ？　ドMの魔術師様」

            「！」

            　その言葉に目を見開いた瞬間、服を掴まれ、壁に叩きつけられた。

            　痛みよりも衝撃で、視界が揺らぐ。

            　物理攻撃力の強い粋龍の力に、僕の防御力なんて装備のフードも外れていたし堪えられず、全身の力が抜ける。

            　思わず座り込むと、強制的にズボンをおろされた。

            　何か言おうと唇を動かした瞬間、強い力で、陰茎を握られる。

            「な」

            「握りつぶされたくなかったら、大人しくしろ」

            「え……」

            「それとも味わってみるか？　どうせ再生するんだろうしな」

            　痛みと恐怖で、自然と体が震えた。

            「口を開けろ」

            「……」

            　黙って睨むと、手に力を込められた。喉で笑った粋龍を見て、嗚呼本気なんだなと思う。

            　幼なじみの感情くらいは、少しくらいは僕のも分かる。

            　小さく口を開けると、指を三本つっこまれ、強制的に大きくあけさせられた。

            「ふッ……ン」

            　舌を弄られ、口元からダラダラと唾液が伝っていくのが分かる。

            　その指先が、何かを僕の喉に押し込んだ。

            「っ」

            　指が引き抜かれた。

            　咽せながら飲み込む。

            「何……？」

            「さぁな。試してみろよ」

            　嘲笑するように頬を持ち上げた粋龍に対し、僕は首を傾げる。

            　その直後――

            「ぁ……？」

            　ゾクリと悪寒が背筋を這のぼり、視界に霞がかかる。

            「足ひらけよ」

            　そう言って粋龍に、膝を折るよう促され、僕は壁に背を預けたままぼんやりと太ももを動かした。

            　体に力が入らなくて、なすがままになったというのが正しい。

            　口でボトルのキャップを開けた粋龍が、どろどろとした液体を指に取る。

            　見覚えのあるその色に、思わず息を飲んだ。

            「便利だなぁ薬師って。腸からしか吸収しない薬とか作れるんだもんな、これで、月極にぐちゃぐちゃにされてよがったんだろ？　こっちの専門家から手に入れたから、効果は多分月極の作以上だ」

            「や、嫌だ、それは、待って、止めて」

            　反射的にそう言い、無意識に粋龍の体を押し返す。

            　しかし右手に媚薬を垂らした彼は、濡れた指先を、僕の中へと進めた。

            「う、ぁ、冷た――嫌だ、やだ、それは、嫌だ……っ、やめろ！」

            　腰をひき逃げようとするが、すぐに左手で、首を掴まれた。

            　大きな粋龍の手に、僕の首は絞められる。

            「っ」

            「安心しろ、効果が切れるから、殺しはしない」

            「ん……は……ッ」

            　息苦しくて、両手を首へと持っていく。

            　同時に、後孔で蠢いていた指が、感じる場所を刺激した。

            「ア！」

            「ここ、本当に好きだよな。たっぷりぬってやるよ」

            「ぁ、あ、ぁ……――ッ！」

            　思わず僕は目を見開いた。

            　体が、熱い。

            　中が、痺れるようにジンジンと鈍い快楽を訴え始め、自然と太ももが震え出す。

            「あ、あ」

            　目の奥が痛み、視界がちかちかとする。

            　吐息するだけで、自身の呼吸にすら、体がびくりと反応する。

            「月極は、お前が耳を好きだって知ってんのか？」

            　楽しそうに笑いながら、粋龍に、右耳へと舌を差し込まれた。

            　吐息と感触に、思わず絶叫して、首を振る。

            「やだ――！　あ、あ、あ、待って、お願い、それ、止めて！」

            「何で俺がお前のお願いを聞かなきゃならないんだ？」

            　全身が性感帯になった感覚、一気に力が抜けきり、倒れそうになる体を、抱き寄せられた。

            　気づくと僕は、後ろから抱きしめられていて、両手で乳首をもてあそばれていた。

            「――！」

            　軽く触れるようにはじかれただけだと分かるのに、全身に走る快楽が強すぎて、声が出ない。

            「ここは狐塚に開発されたんだってな？」

            「ぁ、あ、はッ……ん、んぅ……あ、ぅあ」

            　唇が震え、目をきつく伏せると、涙が垂れてきた。

            「やだ、やだ、本当に嫌だ、無理だよ、こんな」

            　胸への刺激に頭を振りながら、中の熱さに腰を揺らす。

            　触れられてもいないというのに、そそり立った僕の自身の先端からは、止めどなく汁が垂れている。

            「う、ぁ、お願い、ねぇ、お願いだから――ねぇ！」

            「なんだよ？」

            「中に出してッ」

            　月極に使われた物と同じだとすると、中に出されなければ、この熱は収まらない。

            「そうして欲しいんなら、自分で乗れよ。赤鐘のこと誘ったんだろ？　じゃ、慣れてんだろ」

            「……っ……」

            　これまで自分から動いたことなど無かったから、僕はどうして良いのか分からなくなる。

            　粋龍の手が止まり離れて、僕は放置された。

            　力の入らない体を叱咤して、粋龍の膝の上で体勢を変える。

            　彼の肩へと手を回し、正面から向き合った。

            　そして粋龍のベルトを外し、下位をはだけさせる。すでにそれは、屹立していた。

            「いやらしいな、そんなにいきたいのか」

            「……」

            「淫乱ってみんなお前のこと思ってるぞ」

            「――……っ」

            　僕は唇を噛みしめ、涙をこらえながら、足に力を込めた。

            　ゆっくりと膝だちになる。

            　それから腰を下ろし、粋龍の雄の先端に、菊門をあてがう。

            「ならしたほうがいいんじゃねぇの？　ちょっと弄っただけだし」

            　理性ではその言葉が理解できたが、僕はもう、自分の体を統制できなかった。

            　肩を掴んだまま、一気に体を降下させる。

            「う、ぁ、っ」

            「キツ――……緩めろよ」

            「やぁああッ――！」

            　耳元で囁かれ、その吐息に、全身が再び力を失い、一気に中へと雄を飲み込む形となった。

            「ぁ、あ、降大っ」

            　無意識に、馴染んだ方の名を呼んでしまう。もう名前なんてどうでも良かった。

            「いやだ――あッ……ん――！」

            　衝撃がもたらす快感に堪えられなくて、きつく目を伏せる。

            　瞬間、一度突き上げられた。

            　それだけで、射精してしまいそうになるのに、何故なのか、イけなかった。

            　なんだろう、ひどくもどかしい。

            「っ……や」

            「嫌ばっかりだな」

            「つ、ついて……」

            「自分で動けよ」

            　気づくと彼の首に抱きついていた腕に、力がこもる。

            　最早からだが自分のモノではないような感覚で、力は入らないのに、気づくと腰は揺れていた。

            「ぁ、あ、あん、ン、ぁ」

            「凄いしまるな」

            「やめ……言うなっ、ン――ぁ、あ、や、当たらなッ」

            「……だから、ここだろ？」

            　諭すように笑い、粋龍が動く。

            　良い場所を突かれて、僕は目を見開いた。

            　イくと思った。

            　しかし――ただ熱がさらにつのるだけで、いけない。

            「や、ぁ、何――っ、は、ぁ、あ……？」

            　無我夢中で腰を上下左右に動かしながら、僕は涙をこぼして、首を傾げた。

            　いきそうなのに、いけないのだ。

            「うッ、な、なんで……」

            　根本に何かされているわけでもないのに、射精できない。

            「ぁ、ぁ、ぁ、いや、やだ、くる、ぁ」

            　だが体がブルブルと震え、快楽の本流が押し寄せてくる。

            「いく、ねぇ、っぁ」

            「――まだいけねぇの？　昨日赤鐘とやり過ぎた？」

            　ニヤニヤと粋龍が笑っている。

            「っ――ふ、ぁあああ！」

            　両方の乳首を同時に優しく摘まれ、中の雄が動き始める。

            　堪えきれない快楽に、僕の意識は薄れそうになった。

            「あ、あ、あ――……ん、ぁ、あ」

            　それから一際強く突き上げられる。

            「ぅあ――――ッ！！　ぁ、あ？　ぁ、ゃ、え、あ、んぁ、やだ――！」

            　しかし射精は出来なかった。

            　だというのに、イった時と同じように体中が震え、僕の吐息は上がり、目は見開いたままで、動作を止めた。

            「――っ、ッ、！」

            　イっている感覚がするのに、何も出ない上、まだ射精感は残っているし、だけど体力は持って行かれた。

            　ビクビクと太ももを震わせ、声にならない悲鳴を上げる。

            「空イキ、したか？」

            「……？」

            「さっきの錠剤、いけなくする薬なんだよ」

            「？」

            「淫乱には丁度良いんじゃねぇの？」

            　そう言って今度は、ガンガンと粋龍が突き上げてくる。

            「あ、うそ、や、いや、止め、止めろってぇッ」

            「ここ、前立腺だろ？　ずーっとココ刺激してると、薬無しでも、空イキしちまうんだよな」

            「ふぁ、あぁ、っ、ぁぁ、あ、やだ、まだ、む、むり」

            「折角初体験のご褒美に動いてやってるのに。今回だけだ。次に空イキしたら、また自分でお前は動かないと行けないんだぞ？　出せないの辛いだろ。媚薬のせいで、いきたくて仕方が無くなってるもんな。ってか、俺をイかせるまで、ずーっと媚薬の効果は続くんだ。お前と違って早漏じゃないんだけどな、俺は」

            「っ、ぁ、あ！」

            「一回も今日は前さわって無いのに、随分ぬるぬるしてんな」

            　そう言ってから、粋龍に乳首を舐められた。

            　激しい突き上げに、僕はまたイった、と思った。

            「んぁ――ぁ、っ、や、イけない、イけないよ、助けてッ」

            　体が震え、精液が出そうになるのに、しかし駄目だ。

            「お願い、お願い、ねぇ、降大、や、もう駄目、ねぇって」

            　涙をボロボロこぼしながら、僕はひたすら声を上げた。

            「それ聞いたら、俺のお願いも聞いてくれる訳か？」

            「聞く、聞くからぁ、だから、もういや、あ、ぅあ……中が熱い、う、っ、や、駄目、違う、イきたいッ！」

            「夕食の後、全員の前で、跪いて俺のを口に銜えろ」

            「っ」

            「無理なら無理で別に良い。明日の朝には媚薬も、錠剤も、効果が切れる」

            「そんなに持つわけ無……っ、でも、けど……」

            「体、熱いんだろ？」

            「うぁああああああ！」

            　粋龍に腰を振られ、僕は背を撓らせ声を上げた。

            「なのにいけないのな。かわいそ」

            　それまでは触れられなかった己のそれを、急に粋龍が撫で上げた。

            　ダイレクトなその感触に、再びイきそうになるのに、緩慢に透明な雫が出るだけで、他は脳裏を快感が揺さぶるだけだった。

            「あ、あ、あ」

            「気が狂うかもな」

            「っ、ぁ……ぐ」

            　次第に声が掠れ始め、だけど声を抑えられなくて、何度も何度も押し寄せる射精感に体を苛まれた。

            　最早、粋龍の願いを聞くか否かの問題ではなく、全く何も考えられなくなっていた。

            　自然と腰は動き、規則的に声が漏れ、射精無しに何度もイって、だけど開放感は全くない。

            「ぅ……っ……ぁ、ッ」

            「俺のお願いは聞けないみたいだなぁ？」

            　楽しそうな声が響き、右耳を舌で蹂躙される。

            　左耳は、指で撫でられた。

            「ぁ、あ、あ――……ふ、っ、ん……かはッ」

            　苦しくなって咳き込む。

            「も、もう……」

            「ん？」

            「殺して……」

            　気づくと僕は呟いていた。

            「あ？」

            　粋龍が眉を顰め、僕をのぞき込む。

            「堪えられな――ぁああああああああああああああああ！！」

            　瞬間、片手で自身を扱かれた。

            　容赦ない動作に、彼の指が上下する度、イきそうになる。

            　最早イきっぱなし、ずっと射精している感覚だ。

            　後ろも激しくつかれ、もう僕は何も分からなくなった。

            「俺から逃げられると思うな」

            　粋龍の声が響いているのは分かるのに、その言葉を理解できない。

            　半開きだった唇を、唐突に貪られ、舌を強く吸われる。

            　甘噛みされた瞬間、その時から、もう僕の記憶はなくなった。

            　

            　目を覚ますと、空が白み始めていた。

            「ああ、起きたのか」

            　粋龍が、傍らの椅子に座っていた。

            　起き上がろうとするが、体に力が入らず、倒れ込む。

            「寝てろ。薬は残念ながら切れたが、俺は一度もイってないから、まだ相手して貰うぞ」

            「……どうして……」

            「何が？」

            「他の人とすればいいだろ」

            「お前は俺をいらつかせるのが特技なのか？」

            「もう止めてくれ」

            「逃がすつもりはないんだよ」

            「何でそんなこと言うの？　ど……うせ、僕なんて……セフレの一人……なんだろ……」

            　僕がそう言うと、粋龍が短く息を飲んで目を見開いた。

            「お前のこと……好きかもとか、思って……浮かれてた僕を見て、楽しかったか？」

            「おい――」

            「ゲームだって、そうだろ……いっつも僕が、ソロで、死んでるのみて……笑ってたんだろ。友達一人もいないってさ」

            「若葉」

            「もうその名前で呼ばないで欲しいんだ――僕は、もう……どうでもいいから」

            　帰れなくても構わない。

            　いっそ、現実で生命維持装置が外されれば良いとすら思う。

            「若葉！」

            「止め……っ」

            「馬鹿野郎。俺が何でこんな事したと思ってるんだよ？　言わないと分からないのかよ？　言えないで来た俺は情けない、嗚呼、情けねぇよ、でもな、笑ったりしてねぇよ、ずっと、お前のことが心配で、誰かに取られるんじゃないかって気が気じゃなくて、見に行かずにはいられないんだよ。浮かれてただ？　俺なんか何度浮かれて、何度絶望したか。期待して、気のせいで、その繰り返しだ！　お前は俺のことなんかそう言う目で見てないって事嫌と言うほど知ってたけどな。でもな、俺は――……ッ、言わせんなよ。言ったら、もう戻れなくなるだろ。まぁ、もうこんな風になったら、戻るも何もないかも知れないけどな――お前が側からいなくなるなんて、俺には考えられないんだよ。若葉、お前のことが大切なんだ。愛してんだよ！」

            　言い切ると、粋龍が僕を起こし強く腕で抱いた。

            　だけど僕には、それが信じられなくて、ただ曖昧に笑うしかできない。

            「いいよ、無理しなくて」

            「……なんだって？」

            「僕は、別に、恋とか……っ、はは」

            「若葉……？」

            「やめてってば。呼ばないで」

            「おい」

            「……」

            「……おい？」

            「……っ……」

            　気づくと涙が溢れてきていた。

            　もう訳が分からない。

            　どうしてこんな事になってしまったのだろう。

            　こんな、ログアウトできないなんて状況にさえならなければ、きっと、僕らは、普通に、

            ごく普通にそれまで通りの友達でいられたはずだ。

            　――もう、僕には誰もいない。

            　降大のこの腕の温もりなんて、全部全部嘘だ。

            「朝食、作りに行ってくるよ」

            「――まだ早いだろ」

            「手の込んだモノを作ってくる」

            　僕は粋龍の腕から抜けて、無理矢理体を叱咤し立ち上がった。

            「ごめん、後で相手するから」

            　涙を手の甲でぬぐってから、一生懸命に笑う。

            「……ああ」

            　気難しそうな顔で僕を見ている粋龍に、笑顔のまま頷いて、僕は彼の部屋を後にした。

            　本気でもう、限界だと思った。

            　

            　

            　

            　

            


            　

        
        
            【26】逃避行

            　

            　

            　自然と足が、城のゲートへと向く。

            　サファイアの大陸にあるギルドホームへと向かい、それからセントラルまで転移した。

            　目立つと行けないから、旅人風の衣装に替え、フードを目深に被った。海色のマントだ。

            　早朝だというのに、人波は絶えない。

            「どこいくん？」

            　後ろから、右手首を掴まれて、僕は立ち止まった。

            　視線で振り返ると、声で予測した通り、狐塚がそこには立っていた。

            「……」

            「様子変やったから、気になってた。今にも崖から飛び降りそうな顔してるんやもん。俺、我ながらストーカーみたいやね」

            「……」

            「一緒に行ってもええ？」

            　僕は首を横に振り、懸命に笑おうとした。

            　もう、誰かと一緒にいること自体が、苦痛だった。

            「そっかぁ。残念やわ」

            　狐塚はそう言うと、一回ジャンプした。

            　見守っていると狐面が消えて、【ルイ】という名前の、黄緑色の髪をした紅い目の青年が立っていた。

            　顔立ちは狐塚だ。

            「黒麦も、別キャラにした方が良いと思うよ。すぐに探されるやろうし」

            「……」

            　助言に素直に従い、僕は倉庫キャラとして使っている【クロム】というキャラクターへと変更した。

            　ギルドのみんなにも見せたことがないキャラクターだ。

            　水色の髪と瞳。

            「その色も綺麗やね。俺はいつものが好きやけど――けど、どっちにしろ綺麗すぎて目を惹いてまうよ。これあげるわ」

            　冗談めかしてそう言うと、狐塚が目の下まで隠れるニット帽と、マスクをくれた。

            　装備してみる。意外なことに、視界は良好だった。

            「これから何処いくん？」

            「……考えてない」

            　少し気が緩んで正直にそう言った時、立ちくらみがした。

            　そんな僕を支えて、狐塚が近くのベンチに座らせてくれる。

            　いつもの着流し姿と違い、騎士のような服を着ているせいか、狐塚が狐塚ではない誰かのように見える。

            　隣で彼がサングラスをかけると、もはや別人にしか見えなかった。

            「いくら強い言うても、一人は危険や。この前の【マーダーケース】の例もある」

            「……ごめん」

            「誓って何もせぇへん、だから、行くところ考えてないんやったら、一緒に釣りしよ」

            「……このキャラじゃ、壁出来ないよ」

            「俺もこのキャラじゃ釣りスキル無いんやった。ま、ぼちぼち生産しよ。それは後で決めるにして、まずは休みや。黒麦は、疲れてるんやとおもうよ」

            「そうかな」

            「今はクロムちゃんやんね。俺のことはルイってよんでや。これは四キャラ目だから、誰も知らん。安心して」

            「有難う――僕は……その……」

            「うん？　よう分からんけど、そろそろ移動しよか。探されとると思うよ、今頃はもう」

            「……」

            「後でどっか行っても良いから、とりあえず、俺の秘密基地に行かへん？　そこも誰も知らんから」

            　僕の手を取り、狐塚が立ち上がった。

            　そのまま強引に、転送鏡へと連れて行かれる。

            　移動先は、ローズクォーツの大陸で、そこから更に、最南端の【桃色鉱山】まで移動した。

            　街全体が、桃色の水晶に囲まれた、洞窟の中にある。

            　その街の教会へと、狐塚が向かった。

            　元々人の少ない大陸だし、時間も時間で、マイナーな街だからか、人気はない。

            　僕が見守っている前で、狐塚が、教会の壁の模様を手で弄った。

            　するとぽっかりと床に穴が空き、古びた石の階段が現れる。

            「入ってや」

            　頷いて降りると、すぐに狐塚がやってきた。

            　十段前後の階段を全て下りきると、扉が音を立ててしまる。

            　正面には、木製の扉があった。

            　だがそこには触れず、狐塚は、左側の突き当たりの壁へと進む。

            　そして何もない石の壁に、片手をあて、「王冠」と呟いた。

            　結果、石が上にあがっていき、中へと続く道が現れる。

            　腕を引かれ、勢いよく進むと、背後にまた石壁が落ちてきたようだった。

            「気をつけないと潰されるんよ」

            　肩を竦めて笑った狐塚が、そのまま僕の手を取って、細い路を進んでいく。

            　迷路のような入り組んだ道だったが、狐塚は道順を覚えているようだった。

            　そうして辿り着いた先には、仰々しい扉があった。

            「入ろう」

            　頷いて狐塚が開けた扉の先に進むと、瞬間的に光が漏れてきた。

            　驚く僕の後ろで、狐塚がしっかりと施錠する。

            　そこは、どこからどう見ても、外だった。

            　地下に潜ったはずなのに、今僕らがいる場所は、草原だ。

            「すごいやろ。これまで俺しか知らなかったフィールド。今は二人やけどね」

            「規模は？」

            「ざっと見ただけやけど、セントラル級の街か、一つの大陸だと思うよ」

            「さっき、王冠、って」

            「うん。俺は、ここにクラウンがあるとおもっとるよ。けどま、目的は、少なくとも今はクラウンやない。黒麦を休ませることやん」

            　狐塚はそう言って笑うと歩き始めた。

            　周囲を見渡しながらついて行くと、正面に小さな館が見て取れた。

            　振り返ると、桃色鉱山の教会にそっくりな、教会が一つ建っている。

            　視線を戻してみた正面の館は二階建てで、狐塚は勝手知ったる調子で、僕を二階の一室へと案内してくれた。

            「今はここで休むとええよ」

            「ここは？」

            「客間」

            「……その、何の施設？　宿？」

            「ああ、料金とか、空き巣とか、心配いらへん。ここは俺の妹達のギルドホームやから」

            「どういうこと？」

            「下に三つ子のきょうだいがいるんよ、俺。妹二人と弟一人。俺抜きで、ギルド作ってる。倉庫ギルドや。一回もあいつらきたことないけどな。俺がメールでアイテム受け取って、保管し取る。やけど、普段は別キャラやから、基本ここには、特に今の状況になってからは、来ないんよ。俺が管理まかされてて、俺の許しがなければ、持ち主のあいつらでも、玄関のゲートに飛んできても床にあがれんようになっとるんよ。だから誰も来ない、俺の秘密基地やねん。この大陸自体が、隠しフィールドやから、【血塗れ男爵】のギルドホームの場所と一緒で、見えない仕様になっとるし。安心してや」

            　ギルド外の人物でも、設定次第では管理人になれるのかと、僕は少し驚いた。

            　ふかふかの寝台に腰を下ろしながら、本当に甘えてしまっても良いのだろうかと思案する。

            「黒麦、余計なこと考えるんは、後でにしぃや。とりあえず、寝ろ」

            　そう言って軽く押されると、僕の体は吸い付くように、後ろに倒れた。

            　枕まで頭を移動するのすら、辛かった。

            　狐塚が布団を掛けてくれる。

            「俺がいないてわかったら、駆け落ちを疑われてしまうから、いったん帰るよ。また夜にでも来るわ。冷蔵庫の中身とか、倉庫の中身とか、勝手に使ってええから、なんか食べるんよ。料理ちゃんとするんよ？」

            「うん、有難う」

            「おっけ、じゃぁまた後でな」

            　狐塚がそう言った頃には、僕は眠りに落ちていた。

            　

            　

            


            　

        
        
            【27】癒し

            　

            　

            　目を覚ますと、カーテン越しに、星明かりが見えた。

            　蒼い薄闇に支配された部屋で起き上がると、隣の椅子に狐塚が座っていた。

            「おはよう。ま、早くないけどね。まさかまだ寝てるとはおもわんかった」

            　ルイ、という名前を確認してから、僕は時計を探す。

            　壁に設置されている文字盤の時計が、二時を指していた。

            　夜中の二時だろう。

            「【クエスト】行くまで、しばらく所用で自分のギルド戻るて言うてきたわ。頼達は、俺が基本出かけてるの知っちょるから、疑わないよ。その辺のギルドに行ってると思ってるはずや。宝石も頼に預けてきたし」

            「そっか……迷惑かけてごめんね」

            「有難うて言うてや。【クエスト】は、来週【大陸クエスト】に行くって。それまで一週間、黒麦のことみんなで探すって言うとったよ。【大陸】になったんは、仮に黒麦が戻って来ない場合でも、試そうって話やった」

            「……」

            「なんかようわからんけど、赤鐘神父も月極くんも粋龍師匠も、全員自分のせいだの一点張りなんよ。日廻団長困っとったわ。理由聞いても、全員濁すし。赤鐘神父のは、まぁ俺も聞いちょったからわかるよ。黒麦と寝たって」

            「……うん」

            「他の二人もそっち系？」

            「……」

            「まぁ、俺そういうん気にせぇへんから、言わなくてもええけど。ライバル多いなぁって――って、変なことする気無いから、まだどっか行かんといてね」

            「……僕、今ちょっとそう言うこと考えたくないんだ」

            「悪かった、今のは俺が本気で悪かった、謝らせてや」

            「……ううん。狐塚には感謝してる」

            「そか。そうや、下に食事用意したけど、今食べる？」

            「有難う」

            　その後僕らは一階へと下りて、狐塚が用意してくれた食事を挟んで向かい合った。

            　なんでも【ルイ】というこのキャラは、ログアウト不可になってから、狐塚が淡々と料理スキルを上げるために使っているキャラらしかった。

            　卵雑炊を作ってくれていて、僕はレンゲを片手に苦笑する。

            　味はお世辞にも、美味しいとは言えなかった。

            　狐塚は何でも得意そうだったから、それが少しだけ意外だった。

            「そうや、なんやろうねぇ、うーん、俺、考えてみると、黒麦との釣りメインの思い出話とか、【高みへ・・・】の話――アオの事とか、後は黒麦のこと好きだ好きだって言う話題以外、あんまりネタ持って無いんやね」

            　黙々と食べていると、唐突に狐塚がそんなことを言った。

            「釣りの話は、これから黒麦がここにいてくれるんなら、いくらでも出来るやろうし……アオの事はね、ここで勝手にネタにすんのも、ギルマスとしても友達としても気が引けるんよ。好き好きネタは封印やし」

            　狐塚は自問自答するようにつらつらとそう言うと、ふと思い出したようにレンゲを置いた。

            「そや。他のギルドの【クエスト】の進行状況とか、興味ある？」

            　別に無かった。

            　正直無かった。

            　だけど、狐塚が気をつかって僕に何か話を振ろうとしてくれているのだと言うことは分かる。

            「なにか、あったの？」

            　だから僕は首を傾げて見せた。

            「んぅ、そやねぇ……王候補の話するんなら、【砂中楼閣】が思ったよりも頑張ってる見たいやんね」

            　狐塚はそう言いながら、雑炊を食べる。

            　僕は青兎に紹介された吹雪のことを思い出した。

            「宝石こそ持ってないみたいやねんけど、王の証の石の欠片、着々と集めてる見たいやね。恐らく、宝石外の【クラウン・クエスト】を一番進めちょるのは、あのギルドやろね」

            「頼の昔なじみが多いんだよね？」

            　僕が卵雑炊に息を吹きかけてさましながら尋ねると、狐塚が思い出すように笑った。

            「そうみたいやねぇ。まぁ頼が言うには、権力とか興味ない奴らだったって話やから、純粋にログアウトしたいんか……」

            　考え込むように、レンゲを口に運んでから狐塚が遠い目をする。

            「頼っていう絶対的な王者がいたからそれまでまとまっていたんか、それは分からん。吹雪君は頼の右腕やったらしいけどね――冷静沈着で、赤鐘神父とはまた違った意味で、腹が真っ黒そうやって俺らは話てたことがある」

            「別に赤鐘は腹黒くないと思うけどなぁ」

            「……止めてや。俺も、黒麦に迫るの止めるんやから、俺の前で赤鐘神父のこと良く言うんも」

            　通常通りに続いた狐塚の言葉だったから聞き流しそうになったが、その意味合いを理解して、僕は目を瞠った。

            「特に、他意は……」

            「だろうねんけど、今は言い訳に聞こえるんよ。俺も、自分にこんな黒い感情あるなんて知りたくなかったわぁ」

            　笑顔のままなのに、狐塚の声には真剣さが宿っている気がした。

            「ただね、俺からすれば、初めて目の前から持ってかれた感覚なんよ。この話はもうこれで終わりにするから、本当ごめん」

            「……」

            　困ったように笑った狐塚に、僕は何も言えなかった。

            　狐塚は――……本当に僕のことが好きなのだろうか？

            　だとすれば、きっと僕は、狐塚のことを傷つけるようなことをしたのだと思う。

            　それなのに今狐塚に甘えて、僕はずるい、最低だ。

            　どうして狐塚は、僕にこんなに優しくしてくれるのだろう？

            　本当にそれこそ、まだギルドホームに戻ったばかりの頃のように、僕に利用価値があるのならば良かったのに。それとも、今こうして一緒にいてくれることにも、何か、そう言う利点があるのだろうか？　仮にそうであったら寂しいと僕はどこかで思っている。けれどきっぱりと、そんな現状を突きつけられた方が気が楽だった。僕は、どうしてこんなにずるがしこく、汚くなってしまったのだろう。

            「で、宝石の話に戻すと、【決意の瑪瑙】【追憶のトパーズ】【哀恋のローズクォーツ】は、【クラウン・クエスト】の存在が確認されちょる。今はクラウンクエスト一覧にも載ってるから、【血塗れ男爵】も知ってるけど、それ無しの状態で一応【高みへ・・・】は聞いとった」

            　狐塚が話を変えるようにそう言った。

            「今、うちのギルドで二つ、狐塚の所で一つ持ってるから、分かってるだけで計６つか」

            　僕が呟くと、狐塚が大きく頷いた。

            「【決意の瑪瑙】は、闇ギルドの【BBF】が今攻略途中。ただ、一階で死に戻りらしいから、攻略できるかは、わからんのね。一番攻略される可能性が高いのは、【追憶のトパーズ】で、これは【アンチ・ノワール】が攻略中。一度では無理やったみたいやけど、今、第三階層まで進んでるって。地下ダンジョンらしいけど、五階建てッぽいって言っとったよ。次にしろ持つとしたら、ここやろな。【哀恋のローズクォーツ】は、【ハルカカナタ】っていう小さいギルドが、偶然見つけたって言うのを聞いたんよ。あそこは、俺とギルマスに付き合いあるから、小耳に挟んだって感じ」

            「【ハルカカナタ】かぁ……。最初の二つは【血塗れ男爵】もマークしてたみたいだけど、名前でた事があるくらいで、全然詳しくは知らない」

            「あそこのギルマスは、【雪】くん言うて、ハッキリ言ってギリ中堅レベルの身内ギルドなんよ。だからほんま偶然やと思う」

            　その言葉に頷きながら、僕は雑炊を食べ終えた。

            　久方ぶりに、早くこの事態を『他者』の手で解決して欲しいと思った瞬間だった。

            　それから僕は、数日の間を、狐塚に紹介された館で過ごした。

            　僕は基本的に家事をして、日に一度は訪れる狐塚を待っていた。

            　――多分、待っていた。

            　一人きりには慣れていたはずなのに、狐塚がやってくると自然と笑みが浮かんできたのだ。

            　今日、彼が来たら、何を食べて貰おうか。

            　そんなことを考える数日が、自分でも嫌になるくらい平和で楽しかった。

            　僕は本当は最初から、狐塚にすがるべきだったのかも知れない。

            　そもそも誰かにすがらなければならないような、未熟な考えを持つ自分自身を滑稽だとは思うけれど、そうすれば少なくとも一人は、巻き込まずに済んだはずだと思った。

            　ギルドのみんなはどうしているのだろう――そんな考えは、なるべく意識的に思考しないようにしていた。僕のことを誰か心配してくれているだろうか？　嫌それはない、そんな考えは傲慢に過ぎず、誰も僕の事なんて、気にしてはいないだろう。そんな自問自答を繰り返し、僕は迷惑をかけているかも知れないと自覚しながらも、仮にそう思われてすらいないときのことを考えて（僕がいなくても、皆で大陸クエストに行くそうだし）、自分の矮小さに悲しくなった。

            　

            「狐塚……」

            　その日返ってきて、玄関で頽れた狐塚を僕は支えた。

            　ここのところ、と言うか、初日以後、毎日狐塚は怪我をして帰ってくる。

            　けれど狐塚は、ただ笑うだけだ。

            「はっは、凡ミスしちゃったんよ」

            　僕は――……その言葉を、深く追求することは、けれど一度もなかった。

            　黙々と、幸いこのキャラでスキルを上げていた薬師と医療用具の技術を駆使して、手当をするだけだ。職業スキルとは異なり、生産スキルは、総合的なレベルに関係なく技能個別レベルが上がるから、このキャラで僕は包帯を作って薬を塗って、それを巻くくらいの技能は持っている。

            「……――夕食、今日はほっけだよ」

            「黒麦のゴハンなら、何やって美味しいと思うよ」

            　笑顔の狐塚を見て思う。

            　狐塚のことが心配じゃないはずが無い、と。

            　だけど僕は、毎日日中、狐塚が何をしているのかは聞けなかった。

            　深く追求せず、ただ手当をして、食事を出す毎日。

            　――どうして狐塚は、酷い怪我を負っても、いつも笑っているんだろう？

            　その日々の話や危機の話、痛みについて、その他諸々。

            　本当は話てしかるべきだろうけれど、狐塚は僕には、話さない。

            　だから僕も聞かない。

            　ギリギリの所で綱渡りをしているような、そんな感覚だ。

            　けれど臆病な僕は、まだその時、この日常が壊れてしまうのが怖かったのだと思う。

            　嗚呼、いつになったら、二人で釣りに出かけるのだろ。

            　そんな現実逃避をしながら、僕はその日も、食事の用意を静かにしたのだった。

            　

            


            　

        
        
            【28】怖くない

            　

            　

            　もう、怖い夢は見なくなった。

            　それは赤鐘と体を重ねて以来のことだ。

            　ただ、それ以降の毎日は、環境が変わりすぎたから、日中残渣もなくなったのかも知れないと考える。そんなある日、寝ていると、のぞき込んでる狐塚に気がついた。

            「いかんいかん……黒麦を裏切るわけにはいかへん」

            　目を伏せたまま、僕は狐塚のそんな声を聴いた。

            　夕食の時間に帰ってこなかった狐塚。

            　多分僕は、彼のことを心配していたし、待っていた。

            　だから一目見たくて、双眸に力を込める。そして唇を震わせた。

            「――狐塚」

            　目を開けた僕に、狼狽えたようで、狐塚が固まった。

            「そんな色っぽい声でよばんといて、キスしてまうよ――って、ごめん」

            「……」

            　僕は無意識に手を伸ばして、狐塚の頭を抱き寄せていた。

            「っ、ちょ」

            「……」

            「キスしてもええの？」

            「……」

            　僕は少しだけ考えた後、手を離して、小さく笑った。

            「……うん」

            　答えると、きょとんとした顔をした後、狐塚が、僕の唇に触れるだけのキスをした。

            　たまにこういう子供っぽい顔を、狐塚はするのだと気がついた。

            「もっとしたい。けどそうしたら、とまらへんかも」

            「……」

            「ぶっちゃけ、怖いんやろ、そういうの」

            「そう、なのかな……」

            「ほな、確かめてみる？」

            　僕は上半身を起こしてから、何度か瞳を揺らし、それから静かに頷いた。

            　今度は、深く口づけられて、狐塚の舌が入ってくる。

            「っ、ふ……」

            　最初は優しく、次第に深く強く、感覚を刺激された。

            　唇を離した狐塚が、僕を抱きしめて、肩に顎をのせる。

            「いやだった？」

            「ううん。平気だよ」

            「触ってもええ？」

            「……酷くしない？」

            「うん」

            「……」

            「優しくするよ。俺、優しいよ？」

            　耳元で囁かれ、吐息が触れると、体がうずいた。

            「耳弱いんね？」

            　クスリと笑われ、そのまま舌を差し込まれた。

            「っ、ぁ」

            　気づくと静かに押し倒されていて、真上に狐塚の顔があった。

            「綺麗やね。黒麦は」

            「そんなこと無いよ――どちらかといえば、汚いんじゃないかな」

            「なんで？」

            「今、狐塚のこと誘ったのは僕だ」

            「無理矢理は良くないけど、同意してならいいんやない？　俺は少なくとも、黒麦に触りたい」

            　そういって彼は、服の下に片手を差し込んできた。

            「……ん」

            　軽く乳首を撫でられて、息を詰める。

            　まるで壊れ物を愛でるように、繊細に狐塚の指が動く。

            　気づくと両方の胸に、狐塚の手がそれぞれ伸びていた。

            「っ……ぁ……」

            「ちょっと緊張してるやろ？」

            「……ッ」

            「気、楽にしてみ？」

            「ぇ、あ、ン！」

            　言葉とは裏腹に、体の力を抜きかけた僕の胸の突起を、狐塚が少し強く摘んだ。

            「ぁ、ぁ、えッ……ちょ……あ」

            「服、脱ごうか」

            　ジッパーをおろされ、素肌が空気に触れる。

            　恥ずかしくなって、顔を背けると、乳首を口に含まれた。

            　小さく吸われると、体が跳ねる。

            「くっ」

            　舌先で転がされ、もう一方の手では、下に穿いていたスウェットの上から、太ももを撫でられた。

            「全部脱いで、見せて」

            　そう言うと狐塚が体を起こした。

            　僕は、ボトムスに手をかける。

            「パンツも」

            　言われるがままに、足から衣類を取ると、狐塚が頬を持ち上げた。

            「細いやんね」

            　そういって僕の太ももの間に座った狐塚は、片手で僕の腰を押さえ、もう一方の手で足を押さえると、太ももを舐めた。

            「ぅッ……」

            　ゆるゆると舌が太ももをなぞる内に、次第にもどかしくなって、足が震えた。

            「ね、ぇ……狐塚」

            「んー？」

            「触って」

            「うん」

            　狐塚は指を口に含んでぬらした後、顔を僕の自身に近づけた。

            「ぇ、あ！」

            　半分ほど立ち上がっていたそれを口に含むと、唇を器用に動かし、顔を上下させる。

            　それからすぐに、指で、後孔をつついた。

            「っ、ン」

            　僕は恥ずかしくなって、両手で自分の口元を覆う。

            　穏やかに快感を高められ、同時に中へと入ってきた指の感覚が体を支配する。

            「ぁ……ぅ……んぁ」

            「――最後までしてええ？」

            　口を離し、もう一方の手で僕のモノを扱き上げながら、狐塚が首を傾げる。

            「っ、う、うん」

            　頷いた僕に微笑みを零してから、狐塚が、指で中の最も敏感な場所を突いた。

            「あン、ッ、ぁ、ヤ」

            「ここ、嫌？」

            「え、あ」

            　僕が言葉に詰まると、指の動きが止まる。

            　羞恥から言葉が出てこなくて、首を振ろうとした時、指の動きが再開した。

            「ぁああッ！　ん、ぁ、あ、ゃ、ッ――！」

            　速い動きと、強い刺激に、体が撓る。

            「は、ぁ……ぅッ、ン、ぁ」

            「良い？」

            「う、ん」

            「気持ちいいんよね？」

            　頷くと、狐塚が苦笑した。

            「気持ちいいって、ちゃんと声に出して言ってや」

            「ぇ――……ぁ、うん……」

            「……いや？」

            「き、気持ちいい」

            「良くできました」

            「んァッ――ぁ、や、ン――！」

            　不意に、自身と前立腺を、同時に刺激され、体全体が熱くなった。

            「ぁ、や、も、もうッ」

            「いく？」

            「っ」

            「いくときは、いくってちゃんというんよ？」

            「……ぁ、アアア、ン、ぅ、ンぁ……ぁあッ、い、いく、いっ」

            「ええよ」

            　一際強く指で突かれ、指で扱かれ、あっけなく僕は達した。

            　体から力が抜けたその時、いっきに狐塚のそれが入ってきた。

            「っ、ぁ、まだ無っ……！」

            「俺も我慢できんようになってもうたよ」

            「アっ――ッ、ん、ぁあ！」

            　一気に奥まで深く進められ、自然と涙が浮かんでくる。

            「っ、あ」

            「入ったよ、全部」

            「や、待、動かないで」

            「うん、ちょっと慣らそうか？　俺の形、しっかり覚えといてや」

            　何度も吐息をして、呼吸を制御しようと努める。

            「そろそろええ？」

            「ん」

            　狐塚が上下に陰茎を揺らす。

            「っ」

            　わき上がってきた鈍い快感に、長い瞬きをしていると、今度は激しく抜き差しされた。

            「あ、あっ……んァ、うあッ」

            　それから前立腺を重点的につかれ、僕の体は再び熱を取り戻す。

            「ぁ、んッ」

            「体ピンク色になっとるね。色っぽいわぁ」

            「ぅあっ……ふ、ぁ、あ」

            　返事をする余裕を失い、僕はただ嬌声を上げる。

            「やばい、俺余裕ないわ。いってもええ？」

            「う、んッ……ぇ、あ！　あああッ」

            　狐塚の言葉に頷いた瞬間、膝を片方抱えられ、斜めに突き上げられた。

            　一番良い場所を、これまでよりも直接的に刺激され、快感から涙が浮かんでくる。

            「後ろだけでいける？」

            「え、あ……ぁ……」

            　答えを探していると、狐塚が唇の端を持ち上げた。

            「ンぁ――――ッ、やぁぁ、あ、あ、あ、ん、ぅぁあっ、待って、そんなにされた、ら……ッ……ひゃっ」

            「あーやばい、俺いきそ。一緒にいこ、な？」

            「ぁ、ぁ、ああッ！　ぁ、あ！　ン――駄目、も、もう逝っちゃう」

            「俺も」

            　僕は気づくと精を放っていた。

            　同時に、中へと強く打ち付けられた狐塚の自身も果てたようで、熱を感じた。

            「はぁ……はあ…」

            　僕が大きく息をしていると、隣に寝ころび、狐塚が僕の体を抱き寄せた。

            　強制的に腕枕をされる。

            「気持ちよかったわ。なんていうんやろうね、やっぱ好きな相手とこういう事すると、満たされるんやね」

            「……僕も、気持ちよかったよ」

            「ほんま？　嬉しいわ。俺に惚れたら、もっと気持ちよくなるよ」

            　クスクスと笑い、狐塚が目を伏せた。

            「ちょっと寝よ、一緒にこうやって側にいてもええ？」

            「うん」

            　こうして僕らは、そろって朝まで横になっていた。いつの間にか、僕は寝ていた。

            　

            　

            　

            


            　

        
        
            【29】玩具

            　

            　

            　目を覚ました僕は、頬を擽る狐塚の吐息に、思わず息を飲んだ。

            　猫っ毛とでも言うのか、柔らかそうな髪をしている。

            　アバターが変わっても髪質は変わらないようだから、これが彼の地毛なのだろう。

            　寝息を立てている狐塚のまつげは長い。

            　同じ歳だといつか聞いたはずなのに、子供っぽく見えて、だけど僕を抱きしめたまま眠るその腕は力強くて、不思議な気分になる。

            　穏やかな朝だった。

            　可愛い、だなんてそんなことを、少しだけ思う。

            「……っ、黒麦？」

            　まだ焦点が合わない様子で、狐塚がおぼろげに僕を見た。

            「ごめん、起こしちゃった？」

            「や、んなことないけど……そか、朝かぁ」

            　狐塚はそう言って一度きつく目を閉じてから、欠伸をした。

            「何や、寂しいね。ずっとこうしてたいわぁ」

            「……」

            　僕はただそれに笑みを帰しただけで、何も言えなかった。

            　狐塚の腕の温度はただ、優しい。

            　だけどこの、今もたらされる安心感が、恋故のものなのか僕には分からない。

            　きっと僕はずるがしこく甘えているだけで、ただ体の欲望に素直になっただけなのではないかと、冷静になると考えてしまう。

            「まぁでも、朝飯用意してくるわぁ。今日は、なにが食べたい？」

            　味は兎も角、僕のために、気を遣って作ってくれる狐塚の好意が嬉しい。

            「……ハムエッグかな」

            　狐塚の得意な料理を僕が言うと、目を細めて彼が笑った。

            　なんだかこういうやりとりが、少しだけくすぐったい。

            「待っててなぁ」

            　そう言ってシーツから出ると、狐塚は起き上がり、階下へと降りていった。

            　シャワーを浴びてから、朝食を作ってくれるのだと思う。

            　僕は、体をかわしたことこそ初めてだったけれど、狐塚と過ごすこんな穏やかな日常に慣れ始めていた。

            　こんな日常が、僕にとっては、あっているのかも知れない。

            　シーツを抱きしめ、一人横になり、僕は目をきつく伏せる。

            　僕はもしかしたら、沢山の人に迷惑をかけているのかも知れない。

            　だけどそれは、気のせいかも知れない、自意識過剰なのかも知れない。

            　ただそれでも今は、狐塚とこうやって、穏やかな毎日を過ごせることが、僕にとっては大切だ。それは、間違いがない。

            「……僕は、狐塚のことが好きなのかな？」

            　呟いてみる。

            　嫌いじゃないと、すぐに心の内で答えが返る。

            　――けれど多分、それは恋ではないのだ。

            　守られたくないと自覚しているはずなのに、結局はこうして守って貰っているずるがしこい自分の存在と、何も考えずに平穏に、そう心穏やかに暮らしたいと思う自分が、胸の内で交錯する。どうして、僕はこんなにずるい人間になってしまったのだろう。

            　別に誰かを、誰をも、拒絶したいわけではないのだ。

            　誰も、嫌いじゃないのだ。

            　だけど……誰のことも好きじゃない。

            　こんなに優しくしてくれる狐塚のことすら、僕は多分恋愛対象だとは思っていない。

            　もし、仮に恋が、同性でも成立するのであるとすれば。

            　僕はきっと――……

            　――きっと？

            　自分の内心が、何を導出しようとしたのか分からなくて、僕は慌てて体を起こした。

            　もう止めよう、考えるのは止めようと、念じながら、寝台の横に立つ。

            　それから僕は服を着替えて、階下へと降りることにした。

            「狐塚？」

            　階段の中程で呼びかける。

            　不思議なほど、階下は静まりかえっていた。

            　何か、嫌な予感がする気がした。

            　けれどその理由が分からない。

            　ここは僕と狐塚だけが知る、箱庭のはずだったからだ。

            　恐る恐ると、反応が返ってこない状態のまま、僕は一階へと下りた。

            　そして正面のダイニングへと視線を向けた瞬間、死角だった左側から腕を引かれた。

            「っ！」

            　思わず息を飲み、気がつくと僕は床へとねじ伏せられていた。

            「ずるいんじゃねぇの？　一人で玩具にしてるとか」

            　嘲笑するような声がその場に響いた。

            　驚いて目を見開くと、直後足で頭を踏みつけられる。

            　右頬が床にたたきつけられ、精一杯開いた視界の端に、ロープでグルグル巻きにされ横たわっている狐塚を捉えた。

            「ん、ふ」

            　もぞもぞと藻掻いて振り返った狐塚の口には、ガムテープが貼られていた。

            　彼の鳩尾を一蹴りし、意識を完全に喪失させてから――頼が僕へと振り返った。

            「狐塚に聞いた限りだと、なァんにも考えたくなくてここに来たみてぇだなァ」

            　頼は、笑っていた。少なくともその時は。

            「何にも考えたくないんなら、俺様の犬になれよ。ア？」

            　僕の髪をつかみ、ごつんと床に、頼がたたきつける。

            「っ」

            　衝撃で吐息が漏れ、肋骨が痛んだ。

            　直後、冷たい感触が首に触れる。僕は、首輪をはめられたらしかった。

            「どうして……ここに？」

            　聞いてみる。掠れた声になってしまったのは、息苦しかったからだ。

            「お前の捜索を、うちの城の地索鏡でしてたんだ。で、あれはお前知ってるか知らないけどなァ、顔面でサーチできるんだよ。お前の顔は、既存の大陸でUNKNOWN。で、たまたま狐塚も検索したらUNKNOWN。公的に未発見の大陸だと使えないんだなァ、あれ。でまぁ、タイミング良すぎたから、狐塚のことをつけてたわけだ。ローズクォーツで、出現・消失してるのを確認して、そこから辿った――ま、痛くなかったって言ったら嘘だけどなァ」

            　頼の言葉に、自由になる視線を上げると、着流しの袖の肩が、血に染まっていた。

            　恐らくローズクォーツの教会からここへと来る最中に怪我をしたのだろう。

            「狐塚は落ちたみてぇだから、暫く他で話すとするかァ」

            　その言葉に狐塚を一瞥すれば、完全に意識を喪失している様子だった。

            　僕はそのまま、館の地下側へと、引きずられるようにして頼に連れていかれた。

            　鎖を引かれ、首輪ごと壁に再び叩きつけられた。

            　引きずりおろされた地下階段の踊り場で、頼の蹴りが腹部に入る。

            「てめぇのギルドの痴情のもつれには興味ないが、一週間も無駄にさせやがって……！」

            　殴られながら、そう言えば、一週間ほど僕を捜すことにしたと、狐塚から聞いたのだったっけと思いだした。

            「みんなにちやほやされて嬉しいか？　嬉しかったか？　今でもあいつら、みんなお前を捜してんぞ」

            　頼はそう言うと、僕の襟元を掴み、ねじ上げた。

            　ギリギリと首が絞まり、息をするのがやっとになる。

            「が、それは勘違いだァ。お前あのギルド公衆便器だったんだなァ？　ん？」

            　嘲笑し、頼が僕の頬を殴る。

            　――公衆便器？

            　僕は痛みをこらえながら、反面冷静な理性で、その言葉をしっかりと理解していた。

            　そうなのかもしれない。

            　気がついてみれば、日廻以外の全員と、僕は関係を持っていた。

            　青兎は、少しだけ違うかも知れないけれど。

            「おだてられて、やられて、で？　それで満足か？」

            「……」

            「ちょっと顔が良いからって、いい気になってたんじゃねぇのお前。自分は特別、みてぇな」

            　哄笑する頼の言葉に、僕は何も言えなかった。

            　僕はこれまで――自分が被害者だとすら思っていたのかも知れない。

            　けれどきっと、違うのだろう。僕が、僕の内心が、穢れているから――……そう思えば何も返す言葉が浮かばない。僕は本当に、今までの日々を辛いと思っていたのだろうか。気持ちいいと、思ったくせに？

            「そんなにお望みなら、相手してやるよ。これで俺も、正式にギルドの一員になれるって事かァ？」

            　頼はそう言うと、鎖を引っ張り、僕を引きずって階段を下りていった。

            　地下の突き当たりの奥の部屋。

            　そこは蛍光灯で照らし出された、明るい部屋だった。

            「憑依召喚――【淫狐】」

            　僕を丸椅子に座らせると同時に、頼が呪文を呟いた。

            「うッ」

            　途端僕の体は重くなり、肩から何かが侵入してくる気配がした。

            　憑依召喚は、召喚者のスキルの一つだ。

            　頼は今、召喚者のキャラクターらしい。

            　呻いた後僕は、自信の頭部に不思議な感覚があることに気がついた。臀部にもだ。

            「似合ってんぞ」

            　その言葉に、頭部へと手を伸ばし、ふわふわとした巨大な狐耳がある事と、尻尾が生えてきたことを僕は自覚した。狼狽えていると、頼に首輪の先の鎖を、壁へと拘束される。同時に、手も後ろ手に紐で縛られた。

            「てめぇみたいな女々しい奴大嫌いだ、吐き気がする」

            　頼は僕を馬鹿にするように笑うと、指を鳴らした。

            　瞬間、体の奥から、鈍い疼きが広がってくる。

            「あ」

            　そんな中、纏っていた装備は取り去られ、僕は首もとにボタンが三つ着いているVネックのシャツだけの姿にされた。

            　手首にギリギリと巻かれた紐の先を、天井から伸びる滑車にはめられる。

            　僕は丸椅子に座りながらも、半ばはん立ちで、腕を天井へと伸ばした。

            　その痛みだけを意識していたとき、正面に立っていた頼が笑った。

            「見られてるだけで起つとか、淫乱」

            「え？」

            　言われている意味が初めは分からなくて、僕は目を瞠る。

            　それからボトムスと下着を取り去られた下腹部へと視線をおろし、息を飲んだ。

            「な……」

            　外気に触れている僕の陰茎は、確かに頭をもたげ始めていた。

            「違っ」

            「何がどう違うんだよ、あァ？」

            　意地の悪い笑みを浮かべたらいを見て、僕は唇を噛む。

            　感じているだとかそんな意識は一切無い。

            　なのに、僕の体の中心は、そそり立とうとしているのだった。

            「視姦されると感じるわけだ」

            　楽しそうな頼の言葉に首を振る。

            　だが――彼の声が耳に入った瞬間、背筋をゾワリと熱が駆け抜けた。

            「っ」

            　ゆるゆると、そして堅く、僕のそれは、自己主張を始める。

            「嫌だ、な、なんで……っ」

            　唇を噛み、体を律しようとするが、それは叶わない。

            「お前が淫乱だからじゃねぇのか？」

            「……ッ……」

            「こんな姿、お前のギルドの奴らが見たら、どう思うだろうなァ」

            　頼がそう言って、背後を一瞥した。

            　すると開け放たれたままだった扉から、一人二人と、皆が入ってくる。

            「っ、ぁ、嫌だッ！」

            「見せてやれよ――……いや、見られて、見て貰って喜んだらどうだ？」

            　僕が頭を振る前で、頼が楽しそうに続ける。

            　何故なのか僕の意志では体が自由にならず、ただ出来ることを、藻掻いていることをしている内に、僕の座る丸椅子の正面には【血まみれ男爵】のみんなが並んで立っていた。

            見られたくなかった。

            　どうしてここに、皆がいるのだろう。

            　僕を探しに来たのだろうか？

            　だとしても、あまりにも――……

            「嫌だ、お願いだから、頼……っ、いやだ」

            　僕は見られたくない一心で、頭を振ることしかできない。

            　ギルドのみんなは、ただの一言も発せず、ただ冷めた目で僕を見ている。

            　――僕の痴態をだ。

            「見ないで」

            　気づけば僕の陰茎は硬くなり、先走りの液を零し始めていた。

            　太ももが震え、背筋が撓る。腰が動きそうになる。

            「誰にイかせて欲しいんだ？」

            　頼がそんなことを言ったときには、自身の液が、太ももまで伝ってくるのを自覚していた。

            　――イかせて欲しい？

            　確かに僕の胸中を占めるのは、そればかりだった。

            　だけど、目の前にいるのはギルドのみんなだ。

            　そんなこと、誰かに口に出して、頼めるはずがない。

            「や、やだ」

            「じゃあずっと、そのままか？」

            　楽しそうなその声を聴いて、どうして頼ははこんなにも機嫌が良いのだろうかと不思議になる。

            　反面、もう僕の体は限界だった。

            　ただ見られているだけのはずなのに、体の奥が疼くのだ。

            「誰が良い？」

            「――ひ、日廻」

            　僕は、何があっても許してくれそうな、最後の砦たるギルドマスターの名を口にした。

            　日廻なら、こんな場面でも、僕を受け入れてくれるのではないかという、淡い期待がある。

            　彼が同性愛者だと知っていることも勿論含むが、何よりも、頼りになるギルマスだと思っているからの選択だった。

            「ふぅん、全員制覇してぇんだ？」

            　頼はそう言って喉で笑った。

            　僕の体はもう限界で、イきたくて体が小刻みに震える。

            「けどなァ、残念だ。触ってやるのは俺だ、それはそれで有難く思え」

            「ンぁ、っ、ッあ――――！」

            　頼の手で唐突に自身を扱かれ、僕はあっけなく精を放ってしまった。

            　肩で息をする度に、生理的な涙がこぼれ落ちてくる。

            　こんな姿をギルドの皆に見られたのだろうかと、おずおずと顔を上げると、正面でそれまでみんなの顔を取り繕っていた『モノ』達が崩れ落ちた。

            「さすがに全員招集するような権限俺にはないからな。あれは、召喚獣のゴーレムだ。それともやっぱり、全員に視姦される方が良かったか？」

            　クスクスと頼が笑った。

            　力の抜けた体で、僕は思わず安堵の吐息を漏らす。

            　そもそも皆に見られただけで、自分の体がこんな風になるなんて、予想外すぎて、実感がわかない。

            　徐々に冷静になりながら、僕は深々と吐息した。

            「ねぇ、頼は、なんでここに？」

            「さっき、経路は説明しただろ」

            「そうじゃなくて……別に、頼には僕を捜す理由なんて無いだろ？　そんなにクエストをしたかったの」

            「ん、あぁ。月極に頼まれた。一晩俺に付き合うのを条件にな」

            「！」

            　頼の言葉に、思わず僕は目を見開いた。

            「狐塚を両刀にしたのも俺だから、心配ねぇよ。ああいう気が強い奴を泣かせるのが好きだ」

            　何ともないことであるように、頼は言う。

            　だけど、僕はそれは駄目だと思った。狐塚のことはよく分からないけれど、月極のことは――そんなのは駄目だと思った。月極は、冬眞くんは、僕の義弟だから。

            「上に狐塚転がしたまんまだし、俺はそろそろちょっと見に行ってくるわ」

            　そう言って頼が、僕の前で立ち上がる。

            　けれど僕の体は、わなわなと震えていた。それは、自分でも止められない。

            　僕の前で、頼が踵を返す。

            　それを見て取り、僕は首輪から繋がる鎖を、力づくで引き抜いた。

            　ミシッ、ギリッ、と音がしたが、元々家鳴りがするこの地下室では、それは異音ではない。

            　ただそれでも違和を感じたのか振り返った頼を、僕は手首の紐の拘束をほどき、全力で手刀を叩き込んだ。同時に足払いもかける。

            「っ」

            　頼が狼狽えたような顔をして目を見開き、体勢を崩した。

            　僕はその勢いに乗って、頼が床に頭と腰を打ち付けた瞬間、顔の横にナイフを突き立てた。

            「月極にそんなことはさせない」

            　我ながら、自分の声とは思えないほど、低い声が出た気がした。

            　無意識だった。

            　そのまま頼の上に馬乗りになり、眉間に銃を突きつける。

            　現在の僕のキャラは、銃術士のクロムだ。銃と短剣を装備しているのだ。

            　――やるときは、やる。

            　迷ってはいけないのだと、ソロをしてきて培った経験を生かし、僕は引き金を引こうとした。PKを、しようとした。

            　だが。

            「ッ？」

            　不意に尻尾をきつく掴まれ引っ張られたところ、全身から力が抜けた。

            「ぅ、ん……」

            　思わず、頼の胸の上へと崩れ落ちる。

            「――……へぇ。本当は好戦的で、気が強いんだ？」

            　頼はそう言いながら、二度三度と僕に生えた尻尾を引っ張った。

            「ぁ、ぁあッ」

            　すると不思議な脱力感と快楽が走り、僕の肩は震えた。

            「こっちのお前の方が、断然良い」

            「ぅ、あ」

            「俺様は、抵抗される方がもえるんだよ」

            　そう言った瞬間、頼が両手で、僕の頭部に生えた狐耳を掴んだ。

            「ン、ぁ――ッ、っ、ぅ」

            「ちょっと死ぬかと思ってヒヤヒヤしたぞ」

            「や、ゃめ……っ、あ」

            　実際の耳を嬲られるのとは、また異なる感覚だった。

            　毛や中を刺激されると、鈍い疼きが全身を襲う。

            「ぁ、ぁ、あ、ン――！」

            　思わずきつく目を閉じて頭を振るが、頼の手は離れない。

            「や、やだぁッ」

            「気持ちいいのか？」

            「ふッ、違っ」

            「違わねぇだろ」

            　頼が息を、狐耳の中へと吹き込む。それだけで、異常なほど僕の体は震えた。

            「お前元々耳弱かったんだ」

            　僕が答えられずにいると、頼が喉で笑う。

            「召喚獣を憑依させると、その感度がそのまんま、憑依させられた対象に移動すんだよ。一種の呪い効果だな。今お前にくっつけてる【淫狐】なら、尻尾も耳も性感帯になる。元から弱いんなら、効果が倍増だ」

            　ニヤニヤしながら、頼がそんなことを言った。

            　僕は必死で声を抑え、逃げだそうと、ひたすら藻掻く。

            「動けないだろ？」

            　が、唐突に頼にそんなことをいわれた。

            　瞬間、僕の体は縫い止められたように、硬直した。

            　床の上へと体を投げ出され、ただ頼を見上げることしかできない。

            　どうやら体の中に召喚獣が入っているせいで、現在召喚者である頼の言葉に体が従ってしまうようだった。虚を突かれたままの僕の前で、頼が細い棒を取り出す。

            　その用途を知らなかった僕は、ただ呆然と眺めていることしかできなかった。

            「ぁ、ぁ……？　嫌だ、止めろ、怖っ」

            「掃除しとかないとなぁ」

            　そう言って頼は、僕の自身の先端に、細い棒を突き刺した。

            　尿道へと、入ってくる異物の感覚。

            　いい知れない感覚と恐怖に、僕は体を震わせた。

            「嫌だ！」

            「本当に？」

            　だが、頼は飄々としていた。

            　その内に、その細く冷たい感触が、抜き差しされるに従って、僕はまるでずっといきっぱなしになっているようなおかしな感覚を覚え始めた。

            　いつしか体が限界になり、あられもない声を上げて、首を振り、泣きながらいやいやと声を上げた。きっと子供のようだっただろうと思う。

            「どうされたい？　正直に言ってみろよ」

            　頼のその言葉に、僕は全力で声帯を震わせた。

            「ッ、いかせて」

            「どんな風に？」

            「中に入れて強くついて」

            　僕の意志なんて関係なく、好き勝手にされたい、何も考えたくない、強引にされたい、という、おかしな思考に脳裏が埋め尽くされていく。

            「へぇ本当にドMだったのか、相手は誰が良い？」

            　すると頼の嘲笑が響いてきた。もう慣れつつある声だった。

            　粋龍と月極の二人に、なんて脳内で浮かぶが、なけなしの理性が反対して、安全そうな狐塚の名前を言おうと試みる。安全というのも失礼な話かも知れないが。

            　だが。

            「頼」

            　口は、「頼」としか言わなかった。

            　――どうして？

            　そんなことは望んでいないはずなのに、体が自由にならなくて、僕は子供のように泣きじゃくった。これが、召喚獣憑依の力なのだろうか。

            「狐塚が可哀想。それにいくら優しくしても、それを望んでるって聞いても、お前の体は無理矢理されたいんだもんな？　そうしないと満足しないとは。それじゃぁ俺にもどうしようもない」

            　頼はそう言って笑うと、僕の自身に突き刺していた棒を引き抜いた。

            「くっ」

            　軽く射精した後、そのまま頼に手を添えられて緩慢に僕はまた果てた。

            　全身から力が抜けてしまい、視界が霞む。

            　そんな僕を抱きかかえるようにして、頼が立ち上がった。

            　――何処へ、連れて行かれるのだろう？

            　ぼんやりとそんなことを考えていると、廊下を出て、すぐ隣の部屋へと連れて行かれた。

            しかしそこは、先ほどまでいた部屋とは異なり、薄暗く、蛍光灯の明かりなど何もなかった。寂れた倉庫、そんな様子だった。

            「好き勝手にされたいんだろ？」

            　頼が笑いながら言う。

            　僕はそんな願望を先ほど口に出していたのだろうかと、曖昧模糊とする意識の中で考えた。

            　それから僕を近場の椅子へと座らせ、頼は何か、召喚のための呪文を呟いていた。

            　淡々とそれを長めながら、僕は半ば茫然自失としていた。

            　――何が起こっているのか、いまいち分からない。

            　全ての現実感が薄れたような感覚で、僕はぐったりと椅子の背に、体重を預けていた。

            「まぁ、もう動けねぇだろうけど、一応な」

            　我に返ったのは、そう言って、首から繋がる鎖を、再び頼によって壁に拘束されたときのことだった。

            「そう言えばお前知ってた？　人の体液系は全部アイテムだって」

            　世間話のような頼の言葉に、僕は静かに顔を上げる。

            　少なくとも血液は知っている。

            　【マーダーケース】に抜かれたからだ。

            「精液もそうなんだよ」

            　頼はそう言うと、肩を竦めた。

            　その背後に、暗いこの部屋でもハッキリと分かるほど、赤く滑り光りなんらかのモンスターが現れた。僕は思わず眉を顰める。なんだろう、あれは。状況からして、頼が召喚した、召喚獣だろうと言うことは分かる。月極は滅多にしないけれど、頼は、標準的な召喚者同様、複数召喚に長けている様子だった。

            「ま、楽しめよ」

            　そう言って、頼は出口の方へと体を引いた。

            　その瞬間、滑る触手が、僕の方へと絡みついてきた。

            「っ？」

            　初めは何が何だか分からなくて、僕はただ息を飲んだ。その口の中へと、大きな触手が入り込んできて、何らかの液体を、僕に無理矢理飲ませるかのようにはなった。その他の触手は、僕の四肢を絡め取り、細いモノは乳首へ絡みつき、他のものは僕の男根や……後孔へと入り込もうと蠢き始める。

            「いや――いやだっ！」

            　その事実を認識した瞬間、僕は反射的に叫んでいた。

            「何にも考えられなくなるぞ、望み通りに」

            　頼はそう言うと、部屋から出て行った。

            「ま、待って……ッ」

            　呼び止めようとした僕の口を蹂躙した触手が、舌を引きずり出し、ぬめぬめと動く。

            　そのまま僕は、頼に放置された。

            「ん、ぐっ」

            　口の中に何度か液体を注ぎ込まれる内に、急激に体が熱を持つ。

            「いっ、ぁ……」

            　ゾクゾクと快楽が背骨を撫で、全身の末端までに広がっていく。

            「や、っ、ん」

            　細い触手は僕の胸の飾りを、摘むように二本ずつの触手で摘み、ころがし始めた。

            「っ、ふ」

            　開放された口から、吐息ともあえぎ声とも着かないモノが漏れる。

            　同時に後孔の襞をくねくねと解され、気づくと中へと、触手が入ってきていた。

            　初めは細いモノで、次には、成人男性の男根並みのモノが侵入してくる。

            「かっ、ハ」

            　息苦しくなって咳き込むと、丁度その時、僕の陰茎の先端から内部へと、触手が侵入してきた。

            「ンぁア――っ！」

            　何かを吸い上げられるような感覚がして、僕は腰を揺らした。

            　その時、体内にいた触手が、僕の感じる場所を、強く抉った。

            「フッ」

            　乳首も同時に弄られ、僕は、ただもう、声を出すことしかできなくなる。

            「ぁ、ん、フッ、ン、ぁ……あああっ」

            　全身に襲い来る快楽に、頭がクラクラした。

            「駄目だ、もう出るっ」

            　無意識に僕が叫ぶと、今度は口でぱっくりと覆うように、触手の一つが、僕の自身を飲み込んだ。

            「っ、ぁ、あ」

            　まるで挿入しているような感覚に陥って、そのまま無意識に腰を振り、僕は射精した。

            　けれどそれだけでは許されず、尿道へと入り込んでいた触手が、最後の一滴まで絞りだそうとするように藻掻く。

            「ぅ、ぅ、ぁ……ッ」

            　これで、終わりなのだろうか？

            　射精による脱力感に体を支配され、僕は触手に支えられたまま、全身の力を抜いた。

            「――ひッ」

            　けれどすぐに、熱が募ってきた。

            　最初に、触手に無理矢理口に飲み込まされた何かが、快楽を煽っているのだと分かった。

            「や、もう無理――ッ！」

            　しかし誰も僕の声になど、答えてはくれない。

            　その後も触手に精液を貪り取られるようにされ、延々と快楽を追求され、僕の意識は朦朧としていった。初めこそ恐怖もあったが、次第にそれすらなくなり、ただ与えられる快感に、僕は声を上げ、泣き叫んだ。声が出なくなったのがいつからかなんて、覚えていなかった。

            「っ、は……」

            　声が掠れ、もう僕は、自発的には、何も言えなくなっていた。

            　残っていた理性が、もうすぐHPもMP０になると警鐘を鳴らしたのだけれど、最早それすらどうでも良いと思いつつあった。

            「すげぇ色っぽい顔」

            　気づいたとき、頼のそんな声を聴いた気がした。

            　急速に触手の感触が消え、僕は床に落下した気がする。

            　だけど、僕はもうその時、何も考えられず、そのまま意識を手放した。
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            　まるで瞬きをした瞬間、目が覚めたような感覚で。

            　だけど直前までの出来事は、とても現実とは思えなくて。

            　僕は目をうっすらと開き、自分が狐塚に連れてこられた館の一階の、ソファに横たわっているのだと自覚した。

            「……」

            　酷く喉が渇いていた。

            　なのに、水が欲しいというその声が出ない。

            「目、醒めた？」

            　狐塚が僕をのぞき込む。

            　頷こうとして、まだ首に首輪がはまっていることと、手に手錠がはまっていることを自覚した。魔術封じのアイテムだ。

            「気絶するまでやるつもりはなかったんだけどな、これでも」

            　どことなく心配そうに、頼も僕を見る。

            　二人はソファの正面にあるダイニングテーブルの椅子から立ち上がって、僕に歩み寄ってきたようだった。

            　大丈夫だと、そう言おうとして僕は、声が出ないことのほか、体さえ動かせないことに漸く気がついた。

            　でも、本当に喉が渇いていて、なんでもいいから喉を潤したかった。

            　そんな僕の前に、頼がグラスを差し出した。

            　多分リンゴジュースだと思う。

            　体を叱咤し、利き手をグラスに伸ばすが、ぷるぷると震え、指先が硝子の表面に当たるのが精一杯だった。

            「コップも持てねぇのかよ」

            　頼が苦笑するようにして、僕の口元へとグラスを近づけてくれる。

            　そして片腕で、首を起こしてくれた。

            　注ぎ込まれた液体を、唇を開けて受け取る。

            　けれどたらたらと、僕の頬から、ジュースが伝った。

            「口移しの方が良いってか？」

            　そんな頼の言葉に、何を馬鹿なことを言っているのだろうと僕は思った。

            　同時に、HPが少しだけ回復したのが分かる。

            　美味しいジュースだ。

            　これは凄く美味しいから、是非ともレシピが知りたい。

            　そのまま再び眠気に襲われて、僕は、体重をソファに預けた。

            　僕に呼びかける二人の声が聞こえた気がしたが、何も答えることは出来なかった。

            　次に目を覚ますと、夜だった。

            　僕は薄いタオルケットを掛けてもらっていたようで、それを片手でおさえながら、上半身を起こした。

            「起きたん？」

            　狐塚が僕を見た。頼もすぐ側にいる。

            　二人はまだ、先ほどと一緒で、ダイニングテーブルに座っているようだった。

            「っ、ぁ……僕……どうしたの……？」

            　一応確認しようとはなった声は、まだ少しだけ掠れていた。

            　記憶が正しければ、どれだけ啼いたか分からないから、仕方がないことなのかも知れない。

            　それでも先ほど一度目覚めたときとは異なり、一応きちんと声は出る。

            「俺様に復讐された」

            「……」

            「冗談だ。まぁ、そろそろ腹も減っただろ？　シチューあるから食えよ」

            　頼はそう言って、僕が立つのを手伝ってくれた。

            　そのまま、ダイニングテーブルの、頼の隣の席へと座らされた。

            「これ、頼が作ったんよ」

            　狐塚がそう言って、シチューをよそって、僕の前へと置いてくれる。

            　気づくと無性にお腹が空いていた。

            　だからスプーンを手に取り、大きく口を開ける。

            　濃厚で、とても美味しかった。

            「……美味しい」

            　気づくとそう口にしていて、だけど同時に、隣から頼に小突かれた。

            「お前に言われてもイヤミなんだよ」

            　理不尽だなと僕は思う。

            　だって本当に美味しいのだし、それに――改めて、誰かにつくってもらうと、より美味しく感じるのだなと思ったのだ。少しだけ、母のことを思い出した。

            「美味しいよ」

            　それでも改めてそう言って、僕はシチューを食べた。

            　美味しいと感じるその感覚だけが、今の僕にとっては、唯一のモノのように思えた。

            　目が覚める前のことが夢のようにすら思えて、そちらの記憶はハッキリとしない。

            「――ごめんなぁ」

            　その時、狐塚がそんなことを言った。

            　何の話だろうと思い、顔を上げた。

            　心当たりが在りすぎて、分からなかった。失礼かも知れないけれど。

            　狐塚が良くしてくれたことは分かっているけれど、今の僕には、少し過剰なほどの様々な出来事が在りすぎて、許容が追いつかないのだ。

            「利用させてもらうことになった、ごめん」

            　頭を下げた狐塚を見て――……だけど僕は少しだけホッとした。

            　そう言うことならば、狐塚にただ迷惑をかけるだけで終わる生活ではなかったのだろうと思ったからだ。しかし具体的にどういう事だろうかと、僕は首を傾げた。

            「最初に戻って考える。黒麦を突き出す条件で、男爵のギルドに入れてもらう。ま、俺様からすりゃ、入ってやるって言っても過言ではないけどなァ」

            　頼が続けたので、僕はスプーンを持ったまま、動きを止めた。

            　僕が交換条件に、果たしてなるのだろうか？

            　改めて考えて見れば、ギルドのみんなにとって、僕なんて不要でやっかいな存在なのかも知れないのに。

            「けどな、黒麦。俺は、このまま黒麦が、【高みへ・・・】に入っても良いとおもっとるんよ。別に、【血塗れ男爵】に拘ることはあらへん。俺は、黒麦がいたらそれで良いんよ」

            　狐塚がそう言うと、頼が笑み混じりに吐息をついた。

            「ここにいる三人で新しいギルドを作ってもいいかもなァ。アオは、あっち抜ける気無いだろうが、極端な話、黒麦がいる限り『そこが大事』って意味だろうし」

            　意外な言葉だったから、僕は何度か瞬いた。

            「ま、どっちにしろ、そのうち【血塗れ男爵】に、黒麦の行方については、言わなきゃならん日が来る」

            　頼がそう言ったので、まだ言っていなかったのかと僕は意外に思った。

            　だって、月極と約束したというようなことを、言っていたではないか。

            「言い訳、考えてんのかよォ、あ？　ギルマス」

            　わざとらしく頼が、狐塚をギルマスと呼んだ。

            「まぁねぇ。一番は、知らぬ存ぜぬやけど。それは保身からって事だけじゃなくて、勿論黒麦の力になりたいからやんよ？」

            「ごたくは良い。で？」

            　頼が空になった皿に、スプーンを置きながら問う。

            「秘密裏にクラウンの手がかりを探してた、っていう言い訳」

            　狐塚が、目を細めて笑った。

            　そしてこの大陸の特異性を、改めて僕と頼に語る。

            「確かに未発見の大陸ってのはでかいな」

            　頼がそう言って頷くと、狐塚が腕を組んだ。

            「とりあえず、一個この大陸のクエストをやらへん？　下調べはすんどるから」

            　その言葉に、頼が頷きながら、僕の肩を叩いた。

            「ま、宝石の守護者スキルあるし、コイツもいるし、何とかなるだろうなァ」

            「せやね。他の、報告の仕方とかは、まだ考える時間あるやろうし」

            　そんなやりとりをして、その日は、就寝することとなった。

            　

            　翌日、頼が僕の拘束を外してくれた。

            　久方ぶりに【黒麦】として、口布を纏い、深々とローブを被る。

            　クエストや狩りに行く時は、比較的よく装備する黒い手袋をはめ、僕は握ったり開いたりして、手の感触を確かめた――落ち着く。

            　視界を心地の良い黒が覆っているせいなのか、酷く冷静になれた気がした。

            　ここのところの僕は頼に言われたとおり女々しかったり、自分勝手だったり、我が儘だったりしたなと、一人頷く。顔を晒してこの【クラウンズ・ゲート】の現実と大差ない世界の風景を見ていたから、自分の瞳で見ていたから、ゲームとリアルの境界線が曖昧模糊として滲んでぼやけ、僕は今更ながらにしてこの状況に狼狽えたり苛立ったり悲愴を覚えたりしてごちゃごちゃになった内心を、感情そのままに、ああ非常に感情的に、みんなへとぶつけてしまっていたのかも知れない。

            　――一番滑稽で愚かなのは、きっと僕だ。

            　嘲笑し見捨てられて当然なのが、僕という人間なのだろうと思う。

            　反面、そんなことを考えるのは、『そんなことはない』と、誰かに否定されたいからなのではないか。僕は僕を必要としている誰かを求めていて、けれど手をさしのべられても信用できなくて、それでだだをこねる子供のように相手を困らせ、その上でも僕を必要としてくれるのか確認しようとしているのかも知れない。

            　結局ソロとして活動してきたことだって、自身が不要であるという現実を、何とか自分と折り合いをつけて甘受するための術として、それしかなかったからなのだろう。

            　もしかしたら僕は、もっと臆病にならずに人と関われば、周囲に誰かがいてくれたことや思いの外友人が多く存在していたことに、気がつくことが出来たのかも知れない。そうすれば、そうしていれば、今のように歪んだ関係に誰となることもなかったのではないか。

            　それともやっぱり僕なんかには、親しい相手なんていないのだろうか。

            　頼が言っていたとおり、僕はていの良い性処理道具なのだろうか。

            　まぁ……どちらでも良いか。

            　もう考えるのは止めよう。こうやって思考停止するのが、僕の悪い癖なのかも知れないが。

            　今はただ、【未知の大陸クエスト】にだけ集中しよう。

            「この大陸は、チラッと【血塗れ男爵】の天空鏡でも見さしてもろうたけど、映ってへんのよね」

            　狐塚の声で、僕は我に返った。

            　今は三人で、草原を歩いている。

            　空は雲が多く、白い。ここへ来てから、快晴というものを僕は見ていない。夜は星空が広がるけれど、日中でも雹が降りそうな紫や黄緑色の空だったり、厚い雲に圧迫されているような空模様が多い。一歩進む度に、長めの深緑色の草が音を立てる。季節感はあまりなかったが、狗尾草が風で揺れていた。

            「映ってたら、もっと早くに俺様が、そうでなくとも【血塗れ男爵】のギルメンが来てるだろ。当然アオも」

            「てことは、これまでの例から行くと、アップデートで追加された新大陸以外の隠し大陸が公開されるのは、隠しフィールドの扱いと一緒で、クエストクリア時やろね。ま、ここに入る条件は、俺が公開するか他の誰かが見つけるまでは、誰にもわからんて事やし」

            「そうかもしれねぇが、【大陸クエスト】が存在する【隠し大陸】ってのは、これまでに無ぇだろ、例が。そもそもこれまでに、未発見大陸をユーザーが発見した、って言う場合は全部、初期の頃に『未知の大陸を発見し、開放する』っていう運営側のアナウンスに従っただけだしな」

            「まだ未発見の大陸があった、のか、【クラウン・クエスト】に関する大陸だから、これから存在をアナウンスされるはずだったのか」

            　狐塚が唇の片端を持ち上げた。

            「俺は後者やと思うんよ。せやから、ここにはクラウンがあるんやないかと踏んでる。仮に無いとしても、無いって事が分かったらそれはそれでええねんけどね」

            　狐塚が狐面を後頭部へと回し、細く息をつく。

            【★タイチョー★】という聖職者のキャラをメインに据えた狐塚は、黒い神父服の上に、白い肩布を羽織っている。

            「で、何階建てなんだ？」

            　頼が獅子（？）面の紐を緩め、首元まで落としながら尋ねた。頼のキャラも聖職者で、【ライト】だ。前衛が一人もいないパーティ構成に、何となく新鮮な気分になる。

            「洞窟系地下ダンジョンで、定説通りの三階建てや。他の普通の【大陸クエスト】と一緒で、やろうと思えば、mobはスルーして地下に行ける。地下三階だけは、入れんかったからボスがいる可能性があるよ」

            「今回はmobを倒すのか？」

            「そやねぇ……そうできればいいねんけど」

            「煮えきらねぇな」

            「入る度に、mobの属性が変わるんよ。その点も、これから行くダンジョンが【クラウン・クエスト】絡みなんや無いかなぁって思う理由。変則的やから」

            　狐塚の呟きに、頼が腕を組んだ。

            　難しい顔をしている二人を一瞥しながら、僕も聞いてみることにする。

            「強さは？」

            「んー、一階層目のB1は、ごく普通の【大陸クエスト】って感じやの。量かレベルでクリア余裕だって、入ったとき大体思うんやないかな」

            「それなら俺様は最初、壁の方が良いだろうなァ」

            　頼がそう言って、鉄槌使の【o頼o】へとキャラを変えた。

            「問題はB2やと思う。前回はいったときは、物理耐性だったし、その前は幻獣耐性やった」

            　幻獣耐性とは、大体の場合、召喚中の攻撃が効かない相手だ。

            　狐塚は一人でそのダンジョンを探索したようだったから、何度か怪我をして帰ってきたのは、これが理由なのだろうなと僕は思う。

            「B2は、B3がボス部屋――……かどうかは不明だがァ、最下層なんだろ？　要するに、下に逃げるのは無理って事だよな？」

            「そうなんよ。ただ、B1には戻れるんよ。ただし、戻るとB1には、殲滅してからB2に降りてもmobが復活しちょる」

            「なんだてめぇ一人で、B1は制覇済みかァ。暇人だな」

            「mobの相性が良い時はねぇ。経験値もアイテムもまぁまぁ美味しかったんよ」

            「ま、【大陸クエスト】なのに、この人数で行こうって言うんだから、それなりの勝算が無ぇとなぁ。狐塚ならその辺は任せておけるから良いな」

            「褒めても何もでんけど、黒麦の前ではいくら褒め称えてくれても良いんよ？」

            「てめぇみたいな馬ァ鹿に付き合ってる俺様の方を褒め称えるべきだろ」

            　仲が良いんだなぁと二人を見て思う。

            　日廻と赤鐘、あの二人とはまた違うが、こちらも息のあったギルマスと副マスだなぁと感じた。彼らは彼らで一つのギルドを続けていっても良いのではないかと僕は思案する。恐らく、ログアウト不可の現状にさえならなければ、そうだったはずだ。

            「――あ、着いたよ」

            　狐塚がそう言って足を止めた。

            　正面には丸い石の扉で封鎖されている洞窟があった。前後左右には茂みがあり、緑の影にかろうじて、人工的な気配が伺える。扉の中央には、王冠のマークが刻まれていた。

            「入る条件は？」

            　頼が目を細めて、その模様を見る。

            「もう入ってええの？」

            　狐塚が僕を一瞥したので、静かに頷いて返した。

            「プリンシズ」

            　静かに狐塚がそう言うと、岩の扉が横に消えた。

            　闇に飲み込まれるように、石の階段が地下へと向かって伸びている。

            「この洞窟にたどり着く前に、オツカイ・クエストがいくつかあったんよ。その報酬の紙切れにあったアルファベットをこねくり回して英単語にすると、入れるようになった。開けごま形式やんね」

            　狐塚がそう言って中へと一歩足を進める。

            　僕もその後に続き、頼が溜息をついてから少し足を速めた。

            「あのなぁ、俺がB1では壁やるんだから、先に行くんじゃねぇよ」

            　頼がそう言った時、背後で扉が閉まる。一瞬だけ周囲が真っ暗になったが、すぐに左右の岩肌に、点々と灯りが点った。規則的に、蝋燭が並んでいて、いっせいに炎が点ったようだった。

            　それにしても頼は、『俺』と言ったり『俺様』と言ったり、『お前』と言ったり『てめぇ』と言ったり、狐塚並みに口調が胡散臭くてコロコロと変わる。現実でもそうだというよりかは、ロールプレイの癖何じゃないかと僕は思った。

            「勿論、B1の入り口前になったら、俺は最後尾に下がって、身を縮こまらせとくつもりやよ。それまでは水先案内人やん？」

            「お前そのパターンで、何度うっかり、mobがいる部屋にぼけっとつっこんだか、思いだせるのか？」

            　呆れたような頼の表情と、苦笑している狐塚を眺めながら、僕は何か魔法を準備しておくべきかと思案した。狐塚の話によると、mobの属性は、入るまで不明だ。それは【クラウン・クエスト】と同等か、【クラウン・クエスト】以上に、詠唱済みの魔法を用意しておく僕のようなやり方の魔術師にとっては、面倒な現実だ。頼が壁をしている間に属性を確認して、詠唱するしかない。いくら狐塚が一人でB1の制覇をした経験があるからと言って、相手のmobが一撃で殲滅できるかどうかも分からない。同様にバフの準備も出来ないはずだ。そもそもこの構成だと、バフをかけるのかどうか、話合っていない。臨機応変に、良い意味で適当にmobを倒すのが、二人のやり方なのだろう。僕がそこに入っても大丈夫なのだろうか。足手まといになりはしないか。それがひたすら怖かった。

            「ん、ここここ」

            　その時、前方で言い合っていた狐塚が足を止めた。

            　階段も丁度終わりを告げ、正面には堅い石の扉がある。

            「触ると開くんよ、見てて」

            「ボケ、触んなッ！」

            　狐塚が扉に触れようとした手を、頼が叩き落とした。

            「黒麦、装備類は大丈夫か？　POTは足りてるか？」

            「え？　ああ、うん」

            「てめぇな……余裕なのか？　そうなのか？　だとしても、少しは気合いと覇気を持って返事をしろ」

            　頼に頭を叩かれ、僕は慌てて杖を握りなおした。

            「ご、ごめん。大丈夫です」

            「狐塚ァ、お前はどうだ？」

            「ああ、俺はまぁ、いつもどおりやんね」

            「てめぇのいつもなんぞ知るか」

            　頼はそう言って溜息をつくと、狐塚を後ろに下がらせた。

            「触れば開くんだな？　行くぞ、良いか？」

            　臨機応変に、と思ったが、ここぞと言うところで頼がしっかりと確認してくれたので、僕は自分の考えが間違っていたのかも知れないと思う。確認する場面がぎりぎりすぎると思えないこともないが、頼はダンジョン攻略に際して、どちらかというと慎重派のような気がした。

            　僕と狐塚が頷くと、頼が扉に触れる。

            　中を素早く一瞥した僕の前で、既に頼が、正面のmobにつっこんでいた。

            　狐塚の回復もすぐにかかる。

            　――早い。

            　mobのHPこそ削れないが、上手く引き寄せ、後ろに被害を出さない。たった一人だというのに。これは粋龍並みに壁をまかせるには安心だ。粋龍よりは防御力が少なく代わりに俊敏性が高いらしく、ヘイトをしっかり取って離さない。狐塚の回復もタイミングがばっちりだから、見ていてこの二人には安心感がある。要するに、僕は僕で気にせず、ただ目の前の敵を好きに殲滅して良いと言うことだ。気がつくと、久しぶりに、唇が弧を描いていた。まぁローブの奥で一人笑っている不気味な僕の表情なんて、誰にも見えないだろうから良い。つらつらとそんなことを考えながら、僕は杖を大きく一度床に着いた。

            「クラッシュドアーク」

            　呟いて、胸裏で詠唱した魔法を放つ。

            　水属性王冠級の範囲攻撃魔術で、これならば時間ロスも無い。

            　僕の背後から最奥まで、青い水の本流が走り、目の前のmobを全て隠していく。

            　B1にいたのは、全て火属性のmobで、地をのたうち回る飛べない肥えた蛾の姿をしていた。一匹一匹が巨大で、羽には四つの眼球がついていた。一見すると風か地属性にも見えたが、羽が蠢く度に舞う鱗粉が、微かに頼の装備を焦がしたので判別できた。

            　

            　水が視界を覆った直後、轟音が響き、眉を顰めていると、周囲が静かになった。

            　それまでの洞窟風景とは異なり、規則的な正方形のタイルが床に敷かれた、大変人工的な場所だった。中央には、くすんだ緑色の細長い絨毯が敷かれていて、左右には金の縁取りがある。思ったよりも広かったが、mobの数を考えれば妥当な気もした。

            　mobは、一匹一匹独立しているように見えたが、三体一組で、目算だけれど計二十組程度いたように思う。

            「……一撃か」

            　頼の声に、僕は視線を向けた。

            「詠唱早いっちゅうか、それもあるけど属性の見極めも、魔術の選択も早いね。頼がバーって行って、俺がワーって回復して、その次の瞬間には魔法がドーンだもんなぁ」

            「そうか、てめぇは直接こいつの攻撃範囲を見るのは初めてか。にしても擬音だらけで意味が分からねぇ」

            　二人はそんなことを言いながら、ほぼ同時に僕の肩を叩いた。

            「「お疲れ」」

            　ポン、と言うその感触がなんだか温かく思えて、少しだけ照れくさくなる。

            　なんだろう、凄くやりやすい。

            　ギルドのみんなと組む時のような、きっとこうしてくれるだろうというような予測や、安心感はない。けれど、僕だったらこうするのに、という流れが、何も伝えていないのに目の前で再現されていく感覚だ。

            　【血塗れ男爵】と異なり、確認しなくても、上手く歯車の一つになれる自分がいる。

            　これがやはり、大人数のギルドで戦闘をこなしてきた頼や、その回復を一任されている狐塚の手腕なのだろうか。

            　うちのギルドの場合は、各々が自由に攻撃するから、それは完全な自由だ。言うなれば、この二人と組んでいると、役割がきちんと与えられるというような、制限された自由が僕の手に舞い込んできた感覚だ。そこには何も強制がないけれど。野良でパーティを組んだ時のことを少し思い出したが、それと圧倒的に異なるのは、二人が『上手い』という点だと思う。一言で言うならば――……楽しい、だろう。

            「疲れた？」

            　狐塚の言葉で僕は我に返った。

            　パーティリーダーは狐塚である。リーダーとしての気遣いだろうか。

            「疲れるわけねぇだろ。俺様だろ、一番疲れたの」

            「そうやねぇ。けどほら、頼は、頼やし」

            「あのなぁ……」

            　辟易したような顔をした頼を見て、僕はなんだか気づけば安堵の息を吐いていた。

            　僕は、ここにいても良いみたいだ、と、改めて思ったのだ。

            「次の階は、どうする？」

            　尋ねると、頼が目を伏せて、肩の凝りを解そうとするかのように、首を左右に揺らした。

            「あぁ、物理耐性来たら怖ぇから、俺はメインで出る。ただ光攻撃はそりゃ範囲もあるけどな、お前みたいに一撃で殲滅できるとは期待しないでくれ。最悪、守護者スキルでどうにかするけどな」

            「【奇矯なアメジスト】のスキルは、【神紫】。光属性と雷属性なんよね。確認されてる限りの今の守護者スキルは、全部魔法攻撃やね」

            　狐塚の補足を聞いて、魔法攻撃だったのかと僕は何度か頷いた。

            　確かに光属性なのだから、神聖魔法や魔術師のスキルの光魔法でもおかしくはないし、詠唱で発動するのだから、魔法攻撃でしかるべきなのかもしれない。

            「今度は俺が壁やる番やね」

            「じゃあ単体回復は僕が」

            　そう告げて、回復魔法を一つ詠唱済みにしておくことにした。

            　狐塚がキャラクターを変えるのを見守りながら、準備を終える。

            「じゃ、行くか」

            　頼の言葉に、頼がリーダーでもおかしくはないよなぁと考える。だがこの二人の場合、リーダーは狐塚と決まっている様子だ。【血塗れ男爵】の場合は、日廻がリーダーだと何となく決まっているのだけれど、それは本人が誰の指図も受けたくないと公言していたことや、リーダーシップがあるからだと僕は思う。狐塚の場合は、どうしてリーダーなのだろう？　頼だって別にリーダーをやりたくないというわけではないのだと思う。実際【胡蝶楼】ではギルマスをしていたのだし。年齢も若干頼の方が上に見える。この二人の力関係がよく分からなかったが、まぁいいかと思った。

            　そんなことを考えている内に、地下二階へと続く階段の最後の段まで来た。

            　今度の部屋にも扉がある。

            「行きは階段長いんやけど、死に戻り拒否であがいてB1帰ろうと扉開けると、今度は階段無しでB1直通で、またmobに囲まれるんよ。しかもmobの属性はまた変わるから、気をつけてね」

            「死に戻りは嫌だな。まぁ最悪B1のmobの群れを突っ切って、外まで逃げれば良いわけか」

            　頼の言葉に、狐塚が頷く。

            　今度は、狐塚・僕・頼の順番で、中へと入った。

            「ん」

            　僕は思わず、部屋の床を踏むと同時に声を出していた。

            　反射的に、床を蹴る。

            　広い部屋だったが、mobは中央に三体しかいない。

            　前衛は狐塚だと先ほど決めたことは良く覚えていたが、召喚獣を呼ぶのを待っている時間も、最悪の場合その召喚獣に壁を期待できないことも、僕は直感したのだ。恐らく今回は守護者スキルも期待できない。

            　自然と眉間に皺が寄る。

            　一番左端のコウモリに似た、ふよふよと浮いているmobを僕は杖で叩き落とし、鉄板を仕込んだ靴で踏みつけた。耳を塞ぎたくなる断末魔が響く。

            「早ッ」

            　狐塚がポカンとするように呟いた。

            「そうだね、大抵の魔法耐性のmobは、俊敏性が高いから」

            「いやいやいや、お前の話だろ、黒麦――……って、は？　お前、お前、前衛も出来るのか？」

            「僕も俊敏上げてるし、魔法耐性のmobは物理攻撃に弱いから……僕が壁するよ」

            　言いながら、左手に杖を持ち替え、利き手に短剣を装備した。

            　突き刺し、落ちてきた二匹目のコウモリの腹に踵をねじ込む。

            　そのまま三匹目の羽の付け根に手刀を叩き込み、体を捩って短剣を振るった。

            　――良かった、弱かった。

            　僕が安堵し、床に降り立った時、機械的なアナウンスが響いてきた。

            『「地下二階クリア。最下層へお進み下さい」』

            　短剣についた血を、軽く振って床へと落とす。魔術と違って、生々しい触感が手に残るから、物理攻撃はあんまり好きじゃない。ただ久しぶりに活用した靴の恩恵を実感しつつ、ステータスの俊敏を上げておいて良かったなぁと改めて考えた。ソロをしているとこういう敵に遭遇して僕が自分一人で倒す場面は多いが、パーティを組んでいると、こう言う時は大体、俊敏も物理攻撃も強い日廻が片付けてくれるので、こういう状況になってからは全くと言っていいほど使っていなかった。

            「魔術師とは思えねぇ。他の職も上げてんのか？」

            　頼の言葉に首を振る。

            「魔術師のソロだから、慣れてただけだよ。ごめん勝手に前に出て」

            　殺らなければ、殺られるからだ。

            「いや、いいんよ。俺も頼も動く暇もなかったし、あっても動けたか分からんしね」

            　狐塚がそう言って肩を竦めて笑った。

            　僕はホッとして、小さく頷く。

            「次が一番下かァ。そこは狐塚も行ったことねぇんだよな？」

            「そうなんよ。何があるんやろうね」

            　二人の言葉に、僕は正面にある、地下三階への階段らしきモノへと視線を向けた。

            　床に穴が空いていて、階段が見える。

            「ボスだろうけどな、順当に行けば」

            「そうやねぇ」

            「ボス相手にはどうすんだよ？」

            「逃げよ」

            「は？」

            「ボスの属性までコロコロ変わるって事はないやろうから、戦略的待避して、もう一回やり直そう」

            　みんなで階段へと進みながら、狐塚はそう言った。

            「後はアイテムの分担だな」

            　頼はそう言うと僕へと振り返った。

            「今は特定分配で、全部狐塚が拾ってるけどな、ダンジョン報酬はそう言うわけにはいかないだろ」

            「別に僕はいらないよ」

            　慌てて首を振ると、頼が苦笑した。

            「とんでもねぇもんが出てきたら困る」

            「そやねぇ。クラウンとか出てきたら、俺も困る」

            「僕も困るよ」

            　大体ここは狐塚の見つけた場所なのだから、狐塚が入手するべきだと思う。

            「よし、入るか。壁は今度こそ狐塚がやれよ。黒麦は、mobの属性分かったらすぐに俺たちにも教えてくれ」

            「分かった、そうするよ」

            　意外な役割を得て、僕は大きく頷いた。

            　今までそう言うことをしたことはあんまり無いのだが、役に立てるなら幸いだと思う。

            　狐塚が僕らのやりとりに何度か頷いてから、静かに地下三階の扉を押し開いた。

            　――黴臭い、小さな部屋だった。

            　地下に降りたはずなのに、突き当たりには、白い窓枠の窓がある。

            　mobの姿はなく、僕ら三人が中へとはいると、鈍い音を立てて木製の古めかしい扉が閉まった。

            　窓の前には、低い三段重ねの台座があり、中央には、壊れかけた木製の椅子が載っている。

            　全体的にごちゃごちゃとした部屋で、壁際には木造の机があったり、蜘蛛の巣だらけの甲冑があったり、いくつもの木箱が重ねられていたりした。布がかけられたイーゼルなどもある。宝物庫か何かのようにも思えるし、中世の錬金術師のような誰かの研究部屋のようにも見えた。

            「――宝箱や」

            　狐塚の声に視線を戻すと、椅子の上に、古びた宝箱が見て取れた。

            「トラップって感じでもねぇし、開ければクリアだろうな」

            　頼が呟く。

            　同時に二人の視線が僕へと向いた。

            「アイテム入手は、ランダムにしよ」

            　狐塚の声に、僕はローブの奥で唇を噛む。

            「恨みっこ無しだ。それが良い。話合いより断然良いだろ、【血塗れ男爵】みてぇに混乱することもない」

            頼が同意した瞬間、狐塚がアイテム入手方法を切り替えたのが分かった。

            「本当に僕いらないんだけど……」

            「ランダムで決定やから」

            　狐塚は笑顔だったが、きっぱりとそう言って、勢いよく宝箱を開けた。

            　反論する暇もなかった。

            『「クエストクリア」』

            　瞬間辺りに機械的な声が響き、光がこぼれた。

            　入手アイテムを確認すると、王の証の石の破片×１（『＝欠片×53個分』という説明だった）、王のマント×１、王の杖（魔術師用の杖）×１、守護者の愛剣（聖剣士用の剣）×１、古文書×１、王位後継者の証明書（装備）×１、王位後継者の証明書（武器）×１、守護者任命証×５、破れた地図×１、人命鏡×１（『別アカ込みで、ユーザー検索できる。職、所属、ランク、居場所、スキルがわかる』との事）、王者の戯れ（首飾り）×１（『気配を消して、人に認識されなくなる十字架』との説明）というアイテムが増えていた。

            「なんだか不穏な名称の物が多いんだけど。それと王の証の石の破片って言う欠片よりも大げさな物が出たよ、兎に角これが一番イラナイ」

            　僕が思わず呟くと、確認を終えたらしい狐塚が顔を上げた。

            「移動不可の物は？」

            「ええと、王の杖と王位後継者の証明書の装備と武器一つずつ」

            「俺が手に入れたアイテムに、『王位継承者の証明書（装備）』を所持しているキング候補のみ装備可能っていうピアスがあるぞ。片方だけ。説明によると、銀みたいだ。ここはシルバーの大陸とかそういう感じなのか？」

            「わからへんけど、クラウンは出なかった感じやね。ただ【大陸クエスト】なのに、王の証の石の……破片やっけ？　まぁ証の石関連が出たってのは、大きいね。それと俺の方にも、キング候補のみ所持可の指輪が出たわぁ。こっちは黒曜石やから、オニキスの大陸って可能性もあるんかなぁ」

            「宝石の種類とこの大陸は関係ないんじゃないかな。銀とか宝石なのかちょっとよく分からないし。普通のアイテムだと銀は宝石だけど。後は、破れた地図が出た。これ、【血塗れ男爵】が持ってる地図の破片と多分、くっつけられる気がする。切れてるところの形に見覚えがあるから」

            　僕がそう言うと、狐塚と頼が顔を見合わせた。

            「なぁ、黒麦。ちょっと、『王位継承者の証明書（装備）』と『王位後継者の証明書（武器）』ってのを装備してみてくれ」

            「え」

            　頼の言葉に、思わず一歩下がった。

            「そうやねぇ。だってその二つ、移動できひんのやろ？　折角アイテム手に入れたんやし、試してみんとね」

            　狐塚が穏やかな笑みを浮かべて続ける。

            「だ、だったら、移動不可のアイテム、二人も試してよ」

            「俺様、ピアス一個しか入手しなかったし、条件的に装備できない」

            「俺も指輪一個やん。やっぱり装備不可」

            「何で僕だけこんなに……」

            「ランダムだからじゃねぇのか？　さっさとしろ。俺様は気が短い」

            　頼に小さく睨まれ、僕は唾液を嚥下した。

            　二人とも無言で僕を見ている。

            　しかしながら、名称からして、嫌な予感しかしないアイテムだ。

            「――PK！　僕をPKすればいいんだよ。そうすれば移動するみたいだし」

            「つけてからPKしても遅くないやろ」

            　狐塚が笑顔で、僕の反論を封じた。

            　それは確かにその通りなので、言葉に詰まったまま僕は視線を彷徨わせた。

            「絶対に後でPKしてくれる？」

            「とりあえずさっさと装備しろ。３、２、いー……」

            　頼にカウントダウンを開始された僕は、慌てて二つの証明書を装備した。

            「っ」

            　瞬間、ゾワリと重い空気が、僕の体にまとわりついた気がした。

            　今は昼間だというのに、窓の外からも陽光が差し込んできているというのに、いきなり夜の世界に放り込まれたような感覚だ。

            　一瞬だけ、僕の耳を静寂が、皮膚が寒さだけを認識するようになった気がした。

            　慌てて頭を振り、しっかりと自分がここに立っているのだと確かめるように足踏みすると、漸く自分の体の感覚が取り戻せた。

            　アイテムを入手して気分が変わることはある。

            　例えば服飾系の装備を変えれば、現実世界で新しい服を着た時のように自己認識が変わる場合もある。後は、呪われていたり壊れていたりするアイテムを無理に身につけた時は、吐き気がしたりもする。

            　しかしそういう既知の感覚とは異なり、一種厳かな気配とでも言うのか、そんな感覚がしたのだ。

            「――大丈夫か？」

            　頼の声でハッとして、僕は小刻みに頷いた。

            「うん」

            「じゃ、フードをちょっと取ってみようか」

            　続いた頼の言葉に、何度か瞬く。

            「え？」

            「手袋も取ってや」

            「どうして？」

            　狐塚に対して聞き返すと、ニコニコと頬を持ち上げられた。

            「ためさへんと。その証明書って奴で、アイテムが本当に装備できるのか」

            「僕も王のマントって言う、証明書がないと装備できない奴を手に入れたから、そっちを試すよ」

            「じゃあまずそれを試せ」

            　頼の言葉に頷いて、僕は装備を変えた。

            　ファー付きの黒いマントで、マントというか、コートのような代物だ。ファーも黒い。

            「装備できたよ」

            「「……」」

            　狐塚と頼が無言になった。

            　どちらも虚を突かれたような顔で僕を見ている。

            　似合わないのだろうか。

            　確かに、僕はあまりこういう服は着ない。普段のローブにしろ、ゆとりがたっぷりある。しかしこの装備は、かなり細身のコートなので、貧相な僕の体の線がハッキリと出てしまう。しかもファーがついているのだ。もこもこのふわふわだ。細い毛がいくつも紡ぎあわされているようだ。ケモナーとしてはこの感覚が好きだ。だが、僕に似合うかと言われたら、大変微妙だと思う。

            「……脱いで良いかな？」

            「え、あ」

            　狐塚が我に返ったように息を飲んだ。

            「おー……まぁ黒麦、ちょっとその、こっちに来い」

            　頼がそう言いながら、僕に大きく一歩、歩み寄った。

            「いっ」

            　直後、ブスリと音を立てて、僕の右耳に穴が空いた。大変、痛かった。

            「なッ？」

            　装備欄に、『王の耳飾り×１（右）……銀』という項目が増えたのが分かる。頼が僕の耳に、ピアスを突き刺したのだ。慌てて指先で触れると、手袋の先が血で湿った。

            口で布を噛み、手袋を外しながら、頼を睨め付ける。

            「何するんだよ……」

            「いや、装備ちゃんと出来るか確認したんだ」

            「マントを着たんだから、分かったはずだよ？」

            　イラッとして僕が目を細めると、あからさまに頼が顔を逸らした。

            　本当に酷いと思う。

            　僕は現実でもピアスを開けていないので、何というか、吃驚したのも大きかった。

            　そんな僕の右手を、狐塚が取る。

            「左手は、後で別の指輪用意するからねぇ。大切な指だし」

            「は？」

            　どういう意味だろうかと顔を向けると、僕の右手の薬指に、狐塚が静かに指輪をはめた。

            「え」

            　瞬間、今度は『王の指輪×１……黒曜石』という装備が増えた。

            「ちょ、ちょっと狐塚……！」

            「黒麦には、黒曜石がよう似合うわぁ」

            「銀だってまずまずだろ」

            「うん。あ、俺も一個、ピアス持ってたんやわぁ」

            　楽しそうな表情で、呆気にとられている僕の左耳に、狐塚が触れた。

            　先ほどの痛みが過ぎって身を固くするが、狐塚は笑顔のまま「ごめんねぇ」なんていって、問答無用で僕の逆側の耳にもピアスをはめた。

            　――おかしい。

            　おかしいではないか、さっき、指輪を一つしか入手しなかったと言っていた。

            　しかし狐塚がピアスをはめた瞬間、『王の耳飾り×１（左）……雲母』という装備が増えた。

            「……な、なんで狐塚」

            「なにが？」

            「さっき指輪一個って……」

            「ああねぇ、今日の二階のmobの殲滅報酬が指輪だったんよ」

            「……？」

            　意味が分からず僕が首を傾げると、横で頼が喉を鳴らした。

            「B1の報酬が、ピアス一個。前に来た時狐塚が一つ手に入れてたって訳だ」

            「ちょっと待ってよ。じゃあこの階で、君達二人は何を手に入れたの？」

            「文句なしの王候補になったお前」

            　頼の言葉に、僕は虚を突かれて、目を瞠った。

            「ごめんなぁ、選択入手にして、アイテムは全部黒麦に行くようにしとったんよ。クラウンが出るんやないかとおもっとったのもあるし」

            　狐塚がそう言うと僕の頭を撫でた。

            「詐欺じゃないか！」

            　僕は声を上げる。

            「B2で話出した時点で、俺と狐塚が個別で決めてたんだよ。その時に、ピアスも一つ譲渡してもらったってわけだァ」

            「なんでそんな……っ……」

            「王候補になる決意をした黒麦のお手伝いを今までひっそりとしてました、って言うたら、ちょっとは【血塗れ男爵】の皆様方への言い訳になるやん？」

            　てへ、という感じで笑う狐塚に、僕は目眩がした。

            　確かにかくまってもらっていたのは、僕だ。

            　狐塚には沢山の迷惑をかけた。

            　だが、だからといって、王候補にされるなんて酷い。

            「……石は、【血塗れ男爵】に戻ったら、倉庫に移すよ」

            　証明書はどうしようもないから、やはりどのみち誰かにPKしてもらうしかない。

            「戻るのか」

            　頼がそう言って、僕の正面に立った。

            「今のお前なら、本気で俺たちだけでギルド作っても異論はないけどな。戦力としても十分だし、なんて言うか……なぁ？」

            「うん。なんとなく頼の言いたいことは分かるよ。黒麦、俺は黒麦が好きなんやねんけど、そうやなくて、何か、なぁ……」

            　彼の隣に狐塚が立ち、二人に揃って僕は見据えられた。

            「あんまり顔面を直視した覚えはねぇから、元からあるのかしらねぇけど、威厳って言うのか、何か、あるよな」

            「元々上品な雰囲気で綺麗な顔やったんは間違いないけどね、一緒にいると気配に当てられてゾクリと来るね。なんやろ、装備のせいなんかなぁ」

            　その言葉に、そう言えば僕自身も、おかしな感覚がすることを思い出した。

            「クリスマスとか教会に入った時とか、そういう感じ？」

            　僕が言うと、大きく狐塚が頷いた。

            「うん、神聖な感じやね」

            「お前らその二つに神聖さを覚えるのか……俺にはああいう物は俗物にしか思えねぇよ。寧ろあれだろ、ダヴィンチの絵を見たときみてぇな。美術館に入って芸術を鑑賞して、精神性を高めてる時の気分だろ」

            「頼は、似合わへんけど、本当にそう言うの好きやんね」

            「うるせぇ」

            「なんや、どっちにしろ、傅きたくなる気分やね……」

            　狐塚のうっとりとするような言葉に、僕は吹き出しそうになった。

            　いくら何でもそれは大げさだと思う。

            　だからピアスの件でちょっとイライラしていたので、わざとらしく言ってみることにした。

            「継承権を持つキング候補である。傅け」

            　目を伏せ真顔で仰々しく言ってみた。

            　そして、瞼の裏の闇を眺めたまま、僕は衣擦れの音を聞いた。

            　何だろうと思い、緩慢に目を見開くと、そこには、片膝を立てて床に伏した二人の姿があった。

            「……え？」

            　呆気にとられて、慌てて僕もしゃがむ。

            「ちょ、冗談だから止めて。本当に止めて、からかわないで」

            「「……」」

            　しかし目を伏せ頭を垂れていた二人は、おずおずと顔を上げたものの、僕を大変真剣な顔で見上げていた。

            「――狐塚じゃねぇけど、これは見惚れる」

            　そんな頼の言葉に、狼狽えて首を振る。ハッキリ言って、恥ずかしい。

            「冗談やなく、従ってしもうたわ。なんやろ……王様の魅力？」

            　真顔で言われ、本気でからかわないで欲しいと僕は思った。

            「やめてって」

            「いや俺も本気でそう思うわ。ふぅん……少しくらいは、黒麦の魅力って奴が分かったかもしれねぇよ、俺様にも」

            　ニヤリと笑った頼を見て、僕は頭痛がした。

            「そんなことよりさっさとPKしてくれる？」

            「無理だな、俺様には。少なくとも今の俺は、無性にてめぇを守りたい。てめぇの方が強いだろうってさっきも嫌と言うほど思ったのにな。しかも自己犠牲の趣味なんぞ無ぇんだけど――……宝石持ってるからかもな。ちょっと軽く俺に何か命令してみろ」

            　頼の声に、僕は眉を顰めた。

            「だからPKして、僕のアイテム全部代わりに持ってよ」

            　すると僕の声が響き終わる前に、頼が拳銃を僕の額に押し付けた。

            　気づけば彼のキャラクターが【頼】になっていた。

            「ッ」

            　詰め寄られ、のけぞると、腰に片腕を回され、支えられる。

            「お前が本気でそれを望んだらな。だがァ、今の俺には、それはできない」

            　かちりと引き金を引く音がして、頼が銃把を握りしめているのが分かる。

            　後一言――もう一言僕が頼めば、きっと頼は、僕を殺す気がした。

            　真剣な頼の瞳に、強く強く見つめられ、僕は息が出来なくなりそうだった。

            　力強い腕の感触。

            　頼だってどちらかといえば、僕ほどではないにしろ痩身なのに。

            　温かい。

            「――……っ、やべぇな。貪り着いて、押し倒したくなる。吸い付いて後つけたくなる首筋だな」

            「頼。ええかげんにし。俺、怒るよ」

            　狐塚が近づいてきて、バシンと頼の頭を叩いた。

            　僕は軽いつっこみによる暴力をする者もあまり周りにはない環境で育ったので、この二人のこういうやりとりに、一々ドキリとしてしまう。

            「黒麦、手に入れたアイテム、全部装備してみぃや。俺、見てみたい」

            「う、うん……」

            　なんだか言われるがままに、狐塚に促されたとおり、僕は杖などの他の装備できるアイテムも、装備してしまった。粋龍につくってもらった物ではないアイテムを、このようにメインとして装備するのは、かなり久しぶりのことだ。

            　それを一歩離れた場所で見守っていた頼が、不意に片耳を押さえた。

            「――ン、嗚呼。あーちょっとな、さっき合流した。ちょっと前に合流した」

            　その声に視線を向けると、頼がこちらを見た。

            「狐塚と黒麦と一緒にいるのは確かだぞ、月極。事情は後で話す。すぐに城に戻る」

            　なんでも王冠鏡によって、ここの存在を月極達は知ったらしい。クエストや大陸を知ったというよりかは、アイテムの増加で分かったようだ。頼の説明に、昨日僕の姿を見つけた時点で、月極に報告していなかったのかと、少しだけ驚いた。驚くと同時に、騙されてるよ月極、と思った。おぼろげにしか記憶にないが、月極と頼は、不穏な約束をしていたのではなかったか。

            　このようにして、僕らの【未知の大陸クエスト】は、終わりを告げた。
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            　いったん狐塚の秘密基地へと戻り、その後三人で、ローズクォーツの大陸の教会まで出た。それからサファイア大陸へと移動して、転送鏡からギルドホームへと飛ぶ。

            　【血塗れ男爵】の天空の城へと戻ってきたのは、随分と久しぶりのような気がした。

            「黒麦……」

            　戻って早々、出迎えてくれた青兎に名を呼ばれた。

            　一歩前に出ている彼の後ろに、日廻と赤鐘が立っている。

            「ごめん」

            　反射的に僕は謝っていた。

            　それが何に対する謝罪なのかは、僕自身にも分からない。

            「――理由があったんだよ、なァ？　だから責めるな。狐塚のことは責めても良いけどな」

            　頼がそう言って、僕の前に、腕を一本差し出した。

            　胸の前に横に伸びる彼の手を見て、俯いたまま、何度か瞬きをする。

            「俺かて責められたくないよぉ、寧ろ褒めてぇや。黒麦をちゃんと守ったんやから。ギルメンになるにはふさわしいやろ」

            　狐塚が苦笑するようにそう言って、頭の後ろで両手を組んだ。

            「責めたりしない。ただな、あのな、どれだけ心配したと思ってるんだと……ッ」

            　日廻が、そう口にしてから、何かを言いたそうにしつつ唇を噛む。

            「戻ってきてくれて良かった」

            　赤鐘が、僕に歩み寄ると、正面から腕を伸ばし、そしてそのまま動きを止めた。

            　顔を上げた僕に、それからゆっくりと赤鐘は片手で触れた。

            「……ごめん、俺」

            「どうして赤鐘が謝るの？」

            　僕が苦笑すると、赤鐘もまた苦笑した。

            「とりあえず中に入ろう。粋龍と月極は、何かしたらボコるから大丈夫」

            　淡々と青兎がそう言って、僕らを促した。

            　なんだか僕のせいで二人が悪者みたいになっている気がした。

            　二人というのは狐塚と頼のことではなくて、粋龍と月極だ。

            　城の中を進み、僕らは会議室へと通された。

            　通された、と言うのも変な感覚だが、何となく今の僕は、どことなくギルドの一員と言うよりも接客されているような感覚があったのだ。

            　やはり勝手に外へと出てしまったからだろうか。

            「――黒麦！」

            　部屋に入ると、中で待っていた月極が立ち上がった。

            「月極……」

            　泣きそうな彼の顔を見たら、なんだか笑ってしまった。こみ上げてきた笑みを隠さずに、そのまま頬を持ち上げると、きょとんとした顔で、何度か瞬かれた。

            「ごめんね」

            「っ……本当だっ！」

            「ごめん」

            「心配、した。心配、俺だってしても良いよな？」

            「……ごめん、有難う」

            「この馬鹿！」

            　月極がそう叫ぶと僕を抱きすくめたので、若干息苦しくなる。

            　大体心配した、と言うなら、そりゃあされるようなことをした僕が悪いのだけれど、こっちだって心配したのだ。

            「月極……あのさ、こんな事しちゃ駄目だよ」

            「――は？」

            「頼に聞いたよ」

            「え……？」

            　驚いたように目を丸くして、月極が頼を見る。

            　深々と、勝手に椅子を引き背を預けた頼は、ただニヤニヤと笑っていた。

            「僕を捜すことを条件に、一晩頼に身を任せるなんて……！」

            「っ」

            「絶対に駄目だ！」

            「黒麦……俺は――」

            「駄目な物は駄目だよ。変なことしちゃ駄目！」

            　嫌な話だが、これだけは、経験者は語る、というものである。

            　だから何か言おうとした月極の言葉を遮って、僕は続けた。

            「自分を大切に！」

            　なんだか、今まで以上に、僕は、僕らしい言葉を言っているし、僕そのままの態度を露見させている気がした。前の僕は、いつも月極が何か危なっかしいことをすると、こんな事を言っていたのじゃなかったか。

            「黒麦、ちょっと待って」

            「言い訳は――」

            「いや、そうじゃなくて、俺そんなこと頼に言ってない。探してくれって頼んだのは事実だけど」

            「え」

            　僕は驚いて頼を見た。頼は愉悦まみれの笑みを浮かべたまま、窓の外を見ている。

            「え、嘘、ごめん」

            　騙された。

            　そう悟った僕がおずおずと月極に振り返ると、月極が真っ赤な顔で僕の肩を両手で叩いた。

            　怒ったのだろうか。勿論怒って当然だ。

            「あ、の、な、ぁ！　黒麦は自分の心配をしろ！」

            　大きな声でそう言った月極に、再びきつく抱きしめられた。

            「月極君も、ほんまに元気になって何よりやんね」

            　狐塚がそんなことを言いながら、頼の隣に座った。月極めの件が嘘という事は、狐塚と頼の話も嘘なのかもしれない。その横に赤鐘が、そして日廻が座る。日廻の隣には青兎が座り、その横には粋龍が無言で座っている。

            　僕は入室時にチラッと見て以来、なんだか怖くて粋龍と視線を合わせられないでいた。向こうも僕を見るわけでもない。僕は、狐塚とは逆側の頼の隣に座っている月極の横に、静かに腰を下ろした。

            「それで？　詳細を聞かせてくれ」

            　日廻が、周囲を見回してからそう言った。

            「王候補になる決意をした黒麦のお手伝いを今までひっそりとしてました」

            　狐塚が間をおかずに言い切る。打ち合わせ通りだった。すると青兎も含めた【血塗れ男爵】皆の視線が僕へと向いた。

            「――本当にそれが理由で、姿をくらませていたのか？」

            　粋龍の声を、久しぶりに聴いた気がした。

            　僕はこの声が好きだ。どのくらい好きかというと、粋龍の手と同じくらい好きなんだと思う。なんだろう、よく分からないが、好きなのだ。

            「うん」

            　勿論それは嘘だった。

            　だが、その嘘は、一生つき通し、本当にすることになっている。

            　別段僕は、王様に、王様候補になりたいわけではない。

            　それは間違いのない事実だった。

            　けれど。

            「新しい大陸の存在を知って、少しだけ興味を持ったんだ。いつか、本当にふさわしい王様候補に全部渡すとしても」

            「何故私たちにそのことを、一言話てくれなかったんだ？」

            　日廻の言葉に、僕は息を飲んで俯いた。

            「……ごめん」

            　何を言っても今は言い訳になってしまう気がした。

            「その大陸に、本当にヒントがあるかどうか分からなかったからやんね。みんなに無駄足踏ませとうなかったんよ、黒麦は」

            「狐塚はその点、大陸の発見者だしなァ。せめて俺様には一言くらい、って思うが。そう言う気まぐれなところがあるのは承知してる。つぅか、元々【血塗れ男爵】はソロギルドなんだろ？　単独行動には慣れてるかと思ったんだがァ」

            「せやねぇ。王の証の石関連集めて褒められても、こないに、ギルド会議で糾弾されるような真似したとは思えへんけど」

            「狐塚。頼の言うことは分かるけど、狐塚の言い方は、言い過ぎ」

            　青兎が眉を顰めて、目を細める。

            「心配しちゃ駄目なの？　大体僕にだって教えてくれたって言いじゃん。探してたの、知ってたでしょ？」

            「アオちゃん、堪忍なぁ」

            「堪忍できるかっ！」

            　青兎が怒っている。今はフードも口布もないので、僕は慌てて、口元を掌で覆った。ここで笑ったら、僕のせいで深刻な雰囲気になっているというのに、袋だたきにされてしまうだろう。ただ怒りに連動するようにぴくぴく動く兎の耳が、愛らしくて仕方がないのだ。

            「だけど戻ってきてくれたって事は、このギルドにこれからもいてくれるって事で、それでこれからも王候補になるために石を集めるって事？」

            　赤鐘の言葉がそこへ響いた。

            「……僕の一存でギルドの方針を決めることは出来ないけど、僕個人としては、少し、石を収集しようかとは思ってる」

            　打ち合わせ通りの言葉を僕は継げた。

            「それなら俺も手伝う。次に全員で連携試すためにクエストするんなら、俺が宝石を貰う」

            　月極がそう言うと、狐塚が肩を竦めた。

            「今となっては俺も欲しいねんけどね。黒麦の力になりたい。頼はもう、俺に宝石渡す気はないらしいからね」

            「おぅ。俺様は、誠心誠意を込めて、黒麦『様』を守ってやる。守護者として、な」

            　頼が楽しそうに片方の唇を持ち上げた。

            「まどろっこしいことは止めねぇか？　俺様は黒麦を守りたい。狐塚もそう。青兎だって黒麦のいるギルドを選ぶ。こちらは、【高みへ・・・】の総意は固まってる。それになァ、その時点で黒麦をこっちへ戻さず囲うって手もあった。王候補にさせたのは俺たちだ。なのにその黒麦をここへ連れ帰ったのは、俺たちなりの誠意だぞ。少なくとも黒麦との連携を試した今、【高みへ・・・】は、お前らに拒否されても、黒麦だけ連れ帰っても良いとすら思ってる。そうしなかったのは、だからあくまでも、配慮に過ぎないんだ」

            　淡々と頼が続けた。

            「――それは、【血塗れ男爵】が拒否したら、【高みへ・・・】が黒麦を引き抜くと言うことか？」

            　日廻がそう言うと、狐塚が大きく一度頷いた。

            「脅すようで悪いんやけどねぇ。ただ、黒麦の同意は取ってあるんよ」

            　僕はその言葉に、無表情を保とうと心がけた。

            　今日の、今の僕は、まさに【血塗れ男爵】の裏切り者だ。

            　そもそも僕に、皆を決断させるだけの価値があるのかは分からない。第一この話がふってわいた契機だって、僕が【マーダーケース】に捕まったりしたからだ。

            「……――お前らが、狐塚と頼が帰ってくるまでの間、私たちも私たちなりに話をした。今、少なくとも黒麦は、まだ私たちのギルドの一員だ。ギルマスとして、直接それを、黒麦に伝えたい」

            　日廻がそう言ったので、僕は顔を上げた。

            　……今は、まだ、か。

            　もしかしたら、いや高確率で、僕はもう【血塗れ男爵】のギルメンとは思われていないのかも知れない。

            「二人で話がしたい。黒麦、ちょっと来てくれないか」

            　日廻のその言葉に、僕は頷こうとした。

            「ここで話せばいいやん。黒麦、別に嫌なら行く必要はないねんよ」

            　しかし僕の動作を狐塚が制し、頼が僕の手を掴んだ。

            「っ」

            「黒麦」

            　息を飲んだ僕を、じっと狐塚が見る。橙色の瞳と、しっかり視線があった。

            「俺たちは黒麦の側にいるんよ？」

            　――分かっている。

            　至極真剣な瞳で、【血塗れ男爵】の面々が言葉を失っているのも分かったが、僕には更に狐塚の意図が分かっていた。あくまでもこれは、演技だ。【血塗れ男爵】に入るための。

            　さっきから狐塚も頼もずっと、ギルドのみんなに揺さぶりをかけているのだ。

            　それが効果を発揮するのか、僕は知らないけど。

            「……日廻と、話をしてくるよ」

            　僕が言うと頼が手を離し、静かに目を伏せた。狐塚が苦笑するような顔で、小さく頷く。

            「行こう、日廻」

            　そう声をかけると、日廻が立ち上がった。

            　

            　二人で揃って会議室を出る。

            　並んで歩く廊下では、特に会話はなかった。

            　――日廻は、僕に失望しているのだろうか？

            　横顔を静かに覗い、僕はそんなことを考えた。それとも、失望すらされないだろうか。

            　日廻に連れられて向かった先は、ギルド倉庫だった。

            「黒麦」

            　入ってすぐ、扉を閉めて、日廻は僕に声をかけた。

            　個別チャットの画面が開く。

            　日廻と個別をするのは、狐塚達の天空の城で以来のことだった。

            「無事で良かった」

            　静かな言葉でそう言われると同時に、ゆっくりと抱きしめられた。

            「……不思議な物だな。居場所が分からなかったせいか、【マーダーケース】の一件以上に気に病んだ。嘗ては常日頃抱いていた不安だった。黒麦が、いなくなってしまうのではないかと」

            「日廻……」

            「苦しかったら言ってくれ。嫌だったら言ってくれ。だけど許してくれるなら、少しだけ、こうさせてくれ」

            　強く強く日廻に抱きしめられ、僕は目を伏せ、その胸に額を押し付けた。

            「本当にごめん」

            「全くだ」

            「ごめん」

            「許さない」

            「……ごめん。これしか、何を言って良いか分からない」

            「『ただいま』といえ、馬鹿者」

            　日廻のその言葉に息を飲むと、更に強く頭をおさえられた。

            「どうせ、他の理由で出て行ったんだろう？　キング候補だなんて言うのは、戻ってくる口実で、あいつらをこのギルドに入れる口実なんだろ？」

            「それは……」

            「分かっている、何も言うな。それでも良い、お前が戻ってきてくれたのなら」

            「日廻……」

            「お前が良いというならば、【高みへ・・・】を併合することには、何の異論もない」

            　日廻はそう言うと僕の肩を掴んで、少し屈んで目線をあわせた。

            「最初にこのギルドを作った時のことを覚えているか？」

            「……うん」

            「もう誰かに行動を制限されることが嫌だった。だけどな、自由というものには、嫌と言うほどプレッシャーがかかってくるんだ。正直不安だった、新しくギルドを作ろうと決意してもなお。元々人を集めて大規模にしたいという野望があったわけでも、高名になりたかったわけでもない、ただそれでも、だ。やっていけるのかという不安があった。いくら赤鐘がいても、元々の知り合いだ。誰か一人でも他のプレイヤーが入ってくれるのか、そしてその者にとってこのギルドは心地良いのか。不安ばかりだった。いかに、ただの大きなギルドの一人として所属していることが気楽だったのかと思い知った。たかがゲームだというのに、滑稽な話だが」

            「日廻……」

            「だけどお前が入ってくれた。ついてきてくれたし、いつしか私がお前と一緒にいたいと思うようになった。あの時お前がこのギルドに来てくれなかったら、とうにこのギルドはなかっただろう。【血塗れ男爵】が、一個のギルドとして確立したのは、お前がいたからだ。お前が帰ってくる場所で、在りたかったからだ」

            　直接的に聞く真摯な日廻の言葉に、僕は息を飲む。

            　出会った時から変わらない、不思議な色の、宝石のような瞳が僕を見ている。

            　僕だって、日廻がいたから、このギルドにいたのだ。

            　帰る場所だと思っていた。

            　けれどそれを伝える上手い術が見つからない。

            「お前が王になると言うのであれば、私はついていく。ギルドの総意として、お前を王候補として擁立しよう」

            「っ、それは」

            「本当は、やはり望んでいないのか？」

            「……」

            　ここで頷けば、それは打ち合わせを裏切るという事であり、狐塚達の立場を悪くする。

            だが日廻には、本心をさらけ出したくなる。

            「いつか狐塚が奇しくも言ったな。お前が王となるか、そうでなければ守護者になった時には自身が王であることを望むのかと」

            「……」

            「はっきり言って、私もそれを望んでいる。PK合戦など言い訳だ。お前の側にいたい。宝石の存在を知った最初からそう思っていた。お前が、キングだったら良いとすら考えていた」

            「日廻、それは――……」

            「お前が望もうとも望まなくとも、お前の側にいたいと、少なくともこのギルドの皆が思っている。【高みへ・・・】の連中もそうだろう。同じ思いだ。奴らを当然加入させても良い、だから、だから……側に、いさせてくれないか？」

            　本心なのだと、思わせるような、強い眼差しだった。

            　だけど僕には、きっと一緒にいてもらう価値なんて無い。

            　だから言葉に窮していると、日廻が珍しく俯いた。

            「どのみち、誰かが『キング』に、ならなければならない。今後お前が、それにふさわしい人物を見出したら、私はその決定に従おう。少なくともそれまでの間は、黒麦が集めると良い。出来る限りの力を貸すから、だから――……私の、王でいて欲しい」

            　その言葉に、僕は小さく頷いた。

            「有難う、日廻。期待に答えられるような器じゃないし、多分きっとすぐに他の誰かに渡しちゃうと思うけど……僕は、少しの間だけ、王様候補でいようと思う」

            「そうか。実際、私たちのギルドには、それだけの力もあるしな。ここまで成長するとは思っていなかった。もっと内輪の小さな、アットホームなギルドを想定していたんだが」

            　くつくつと日廻が笑った。

            「強くなったな、私たちは」

            「そうだね」

            「最初はただ、スタートダッシュの分があるのだと思っていた。だが違った」

            「うん、僕もそう思うよ――僕から言わせてもらうなら、日廻がいたから、日廻がまとめてくれたから、こうやってみんなでいられるんだと思う。僕は、日廻以外が団長している所なんて、僕のギルマスだなんて所は、本当に想像がつかない。日廻だから、僕はついて行けるんだ」

            「両思いだな」

            「その言い方にはちょっと語弊があるけど」

            「これからも一緒にいてくれ」

            「こっちこそ……それと、狐塚達のこともお願い」

            「ああ。お前がそう言うならば……黒麦の判断に従うと、ギルドのみんなで話合っていたんだ。後は、そうだな――宝石を集めるか。私も本気で欲しくなった」

            日廻がそう言って優しい顔で笑ったので、僕は思い出した。

            「そうだ、日廻に貰って欲しいモノがあって」

            「なんだ？」

            「これ……」

            　僕はそう言いながら、譲渡画面を表示させた。

            　守護者の愛剣（聖剣士用の剣）×１と守護者任命証×１をウィンドウで選択する。

            ついでなので、他のアイテムで倉庫にしまえる、王（候補）関連品以外は、倉庫に移しておいた。

            「守護者任命証？　だが私は、宝石を手に入れてはいない」

            「無くても大丈夫だって説明文にあるよ。『王候補者たる者が自身の決めた守護者に手渡す物』って。僕の守護者になって欲しいだなんて、おこがましいかも知れないけど」

            「いや……そして、剣は、守護者任命証が在れば使えるのか。宝石が無くとも」

            　頷きながら、証書と剣を、日廻が装備したようだった。

            「いつか、王様候補が決定するその日まで、だけど」

            　僕が言うと、日廻が照れくさそうに笑った。

            「私で良いのか？　聖剣士は他にもいるだろう。×５の理由は、自分の職以外の者に渡せと言う事何じゃないのか？」

            「日廻が良い」

            「全身全霊を込めてお守りしよう」

            　そう笑って日廻が、片腕を前に会釈した。剣の柄を握っている。

            「有難う」

            　こうして僕らは、倉庫を出た。

            　再び廊下では沈黙が訪れたが、先ほどとは異なり、心地の良い空気が横たわっている。

            　会議室へと戻り【高みへ・・・】を合併するという話を、日廻が切り出した。

            　僕を見た狐塚と頼の瞳に、少しだけ安堵の色が滲んでいた気がする。

            　その場で、ギルドの統合を行った。

            　いったん【高みへ・・・】は消滅して、【血塗れ男爵】となる。

            　王冠鏡の方を見ると、【奇矯なアメジスト】の保持ギルドも、【血塗れ男爵】へと変わっていた。

            　そして、【神の火槍】と【神の涙】のボタンに並び、新しく【神の子羊】のボタンが現れた。

            「天空の城は変わらず二つあるけど、攻撃力は統一されたみたいやね」

            　冷静に狐塚が言うと、赤鐘が腕を組む。

            「挟み撃ちは出来ないって事か。力は集約されるみたいだね」

            「キングも一人らしいし、宝石の持ち主も各一人ずつだァ。あの時女神様も言ってただろ、奪い合え、強者がさらなる強者になれって様なことを」

            　頼が続けると、深々と青兎が頷いた。

            「他のギルドも集めてるみたいだし、黒麦がキングになるって決めたんなら、僕たちはその力になれば良いんだよね」

            「そうだな」

            　月極が頷いてから、僕を見た。

            「全部でいくつあるのかわかんないけど、仮に隠し大陸のぞいて、既知の大陸数の通り宝石が九個なら、三分の一はもうこのギルドにある。心配するな」

            「――王の証の石の破片だの欠片だのも、他の追随を許さないくらいはあるしな」

            粋龍が呟きながら同意した。

            　改めて考えてみれば、僕らのこのギルドは、一歩抜きん出ていると言うことになる。

            　ただ僕には、自分が王になると言う実感は、やっぱり一切無いのだった。

            「役職はどうする？」

            　その時、日廻が改めて言った。

            「私は【血塗れ男爵】のギルマスだが、ギルマスの地位に拘るわけではない」

            「いいんよ、日廻団長。俺かて別にいらへん。役職は今まで通りのそっちのそのままでかまわへんよ」

            　狐塚が軽く手を振った。

            「僕は、副マスじゃない方が良いと思う。辞めるよ。だから代わりに誰か――」

            　僕がそう言うと、粋龍がこちらを見た。

            　久しぶりに目があった。

            「――俺も、降りる。執権を一つ空ける」

            「なんでやん？」

            　狐塚が首を傾げた。

            「じゃあ誰が黒麦の代わりに副マスをして、誰が粋龍師匠の代わりに執権をするん？」

            「狐塚、お前がやれ、少なくともどちらか一つは。これは、吸収合併じゃない。統合だ」

            　粋龍がそう言って腕を組んだ。

            「待って、黒麦が降りるんなら俺が」

            　赤鐘がそう言うと、頼が溜息をついた。

            「てめぇはやっとけ。【血塗れ男爵】の副マスが赤鐘じゃなくなったら、イメージ変わりすぎんだろ。寧ろ【高みへ・・・】が、乗っ取ったみてぇになるだろ」

            「赤鐘と狐塚が副マス……悪いが狐塚を信用する自信が私にはない」

            「日廻団長、別にそれで良いねん。何なら頼でも粋龍師匠でも、黒麦が嫌やて言うんなら副マスにすればええ。俺は別に、役職が欲しいわけやない」

            「青兎は？　どっちのギルドも知ってるんだし、副マスになっても良いんじゃないのか？」

            　月極がそう言いながら、僕を見た。

            「王様候補になったら、黒麦はそれだけで目立つと思う。だから、今までより隠れてた方が良い気がする。これまでよりも人が増えれば、自然と役職の話も出るだろうし……副マスは目立つだろ」

            「今回の件で僕は情報屋としての力不足を実感したから、僕も執権を降りるよ。寧ろ月極がやれば？」

            　青兎はそう言うと腕を組んだ。

            　それから、空席だった僕の隣へとやってきて、椅子を引く。

            「黒麦……もういなくならないでね」

            「青兎」

            「黒麦がやりたくないって言うんなら僕はもう何にも言わない。もしかしたら、本当はやりたいのにやりたくないって言ってるのかな、とか今まで思ってたけど、違うんだよね？　やりたいときは、今回みたいに、極秘で進めたんだとしても現実的にキング候補になったり、ちゃんと結果を出すんだよね？」

            　少年のその言葉に、僕は顔を背けそうになった。

            　本当は、王様になりたいわけじゃない。

            　だけど否定するのは、少なくともこの場面ではきっとおかしい。

            　それにどちらにしろ、ギルドの役職など僕はは、いらなかったから、頷いても損はない。

            　仮にそれが、青兎に対して嘘をつくことになるのだとしても。

            「――うん、そうだね」

            「じゃあ黒麦は、誰が何やればいいと思うん？」

            　間をおかずに狐塚に問われ、僕は俯いて瞬きをした。

            　筋から言うならば、吸収前の【高みへ・・・】のギルマスをしていたのだから、狐塚が副マスの穴を埋めるべきだ。執権は、月極と青兎と粋龍がこれまでやっていたのだけれど、粋龍と青兎が辞任すると言っている。ただ、青兎はやはり両方のギルドを知っているのだから残るべきだ。とはいえ、粋龍の代わりに、頼が執権になると言うのも不思議な気がした。頼が他のギルドで、役職の経験が豊富だという事は知っている。それに、パーティを組んだときにも、頼は人の上に立つべき人間だと思った。だが……。

            「狐塚は兎も角、月極は次のクエストで、宝石を狙うんでしょ？」

            　僕が言うと、大きく月極が頷いた。

            　それを見て、僕は粋龍へと視線を向ける。

            「僕と月極が外れて、副マスに狐塚、執権に頼が入ったらどうかな」

            　その言葉に、赤鐘が、思案するように半眼になる。

            「待って、じゃあ、僕が執権になるから、粋龍と狐塚を副マスにしよう」

            「どうして？」

            　日廻が言うと、赤鐘が肩を竦めた。

            「黒麦は、粋龍の役付を、残留を望んでる。それに狐塚が相応の地位に就くのは道理だよ」

            「おいお前俺が言ったことを聞いてたのか」

            　不機嫌そうに頼が目を細める。

            「――頼、だからこそ、君が言ったとおりだからこそ、別に僕は役職になくとも、みんなに顔が知られてるし、問題はないんだよ。旧【血塗れ男爵】の副マスで充分」

            「俺は黒麦の補佐以外をする気はない」

            　粋龍がそこに声を挟むと、狐塚が失笑した。

            「宝石もないのに？」

            「っ」

            「俺かて、そうや。けどな、赤鐘神父が言うことには一理ある。役職がどうあれ、日廻団長の腹心、右腕が赤鐘神父やて言う事に代わりは無いやろ。それならまだ、新生【血塗れ男爵】が、黒麦を補佐するって決めたんやったら、日廻団長をその決意の元支えるには、ツーカーの赤鐘神父よりもまだ、俺からすれば、師匠の方がやりやすい」

            　狐塚の言葉に、腕を組んだまま、粋龍は何も言わなかった。

            「代わりに、役職がない代わりに、月極が次の宝石を手に入れる。それでいいな？」

            　日廻が思案するようにそう言うと、皆が沈黙で肯定した。

            　――副マスでは無い僕。

            　それは、今までもずっと、赤鐘だけが副マスのような気がしていた僕からすればとっても自然なことだったが、粋龍と狐塚が副マスだと聞くと、何となく違和感がある。

            　別に役職が違えども、関係性は変わらないのだろうけれど。

            「今よりこの【血塗れ男爵】は――新名称が決まればギルド名は変えるが――黒麦をキング候補として擁立し、王の証の石に関わるもの、クラウンに関わるものを集める。いいな？」

            　日廻がそう宣言すると、皆が頷いた。

            　こうして、僕らのギルドと【高みへ・・・】は、統合することとなった。

            　

            「黒麦」

            　翌朝。

            　朝食を終え、各自が部屋に戻ろうとしていたとき、僕は粋龍に呼び止められた。

            　周囲から視線が飛んできたが、僕は意を決して振り返った。

            　他の皆の目は気にしないことにする。

            「何？」

            　驚くほど自然な声が出た。

            　逆に、不自然なほど、いつも通りの声だった。

            「話がしたい」

            　どうどうとした粋龍の言葉に頷いて、僕らは、外へと出た。

            　この大陸には季節なんて無いようで、咲き誇っている紫陽花の茂みの中で、僕らはベンチに腰を下ろす。

            「その装備……」

            　僕が用意したカモミールティの入るカップを片手に、粋龍が言う。

            「ああ……隠し大陸のダンジョンを攻略したときに、手に入れたんだ」

            「――そうか」

            「なんだか、変な気分だよ。粋龍が作った奴じゃないの、身につけてるの」

            　空笑いで答えると、粋龍が溜息をついた。

            「服を贈るのは――」

            「え？」

            「脱がしたいと思うからだ」

            　じゃあ何だろう、【血塗れ男爵】の皆を脱がしたいと思いながら、粋龍は装備を作っているのだろうか。

            「どうして俺じゃなく月極を役職から外した？」

            「それは……」

            　ただなんだか、粋龍が確固としてギルドの一員だと分かる方が、安心できるような気がしたからだ。特に理由なんて無い。あるとしても、その理由を、少なくとも僕は自覚できない。

            「お前が何か役職をやってるんなら、同じギルドだって事で、俺は支える気になれた。なれる。ただし狐塚の言うとおり、何にもないのも不安ではある。けどな、俺の動機にお前以外はいない」

            「粋龍……」

            「俺に役職を押し付けて、抜け出せないようにして、雁字搦めにして、一人でいなくなったら許さない」

            「っ」

            「少なくとも狐塚は道連れに出来ると分かったから、引き受けた。けどな、月極と二人でどこかへいなくなったりしたら、許さない」

            「そんな事しないよ」

            「どうだか」

            「粋龍……」

            「本当は、俺が嫌になって、いなくなったんだろ？」

            　苦笑するように、粋龍が困ったような顔をした。

            「……別に、そんなんじゃ……」

            　多分嫌気がさしたのだとすれば、それは己自身とこの現状へだった。

            　粋龍のせいじゃない。

            「若葉」

            「っ」

            　名を呼ばれ、僕は唇を噛んだ。

            　もう二度と――二度と聞きたくないと思った名だ。それも粋龍の、降大の声で呼ばれるのが堪えられない。僕は多分、ゲームの中の自分自身と、もう既に遠い現実の自分自身を、乖離したい気持ちで一杯なのだ。

            「本当は、な。お前のこと思って、脱退しようか考えてた」

            「え……」

            「だけどな、お前が嫌がっても、周りに嘲笑われても、お前から離れるなんて考えられないんだよ」

            　そう言った粋龍に、唐突に抱きしめられた。

            「雰囲気変わったな……」

            「……」

            　僕は、告げる言葉を見つけられない。

            「お前がキングになるんなら、俺も守護者になって守ってやるよ」

            　静かだけれども、強い言葉だった。

            　けれど、なんだか内心一歩引いた理性がいて、何も心に響いてこない。

            「……嬉しいよ、有難う」

            　だから理性的な言葉と作り笑いで僕は返事をした。

            　――温もりも何もかも、僕が求めていたもののはずで、嬉しかったはずなのに。

            　――粋龍の事を、心が怖がって拒絶しているような感覚。

            　嘘だ、としか、思えない僕がいた。

            　もう……きっと僕らは気心の知れた、阿吽の呼吸で全てをわかり合えるような関係には、戻れないのだと思う。

            　そう思う僕には、だからただ笑うことしかできない。

            　僕の心は、この時にはもう既に、ひびが入っていたのだろう。

            　音を立てて、何かが、崩れ落ちてしまっていたのだと思う。

            「有難う」

            　このようにして――こうして、僕は王候補となったのだ。

            　

            　

            


            　

        
        
            【32】日廻

            　

            　

            　ギルドの役職の件も落ち着き、僕が王候補となり、漸く一息ついた夜のことだった。

            「――これで問題はないな」

            　僕の部屋で、最後の打ち合わせをしながら、日廻が呟いた。

            　もう皆が就寝していて、僕たちの二人だけだ。

            「ねぇ、日廻」

            　お茶のおかわりを差し出しながら、僕はどうしても問いたかったことを聞くことに決める。

            「なんだ？」

            　カップに手を添えながら、日廻が僕を見た。

            「怒って、無いの？」

            「怒る？」

            「僕のせいで、ごちゃごちゃになったから……」

            　うつむきがちに自嘲しながら言うと、深々と日廻が溜息をついた気配がした。

            「――率直に言って、個人的に、お前の友人としては、お前が帰ってきてくれたこと、それだけで嬉しい」

            「日廻……」

            「だが、な。お前を含めて、【血塗れ男爵】のギルマスをしている身としては、当然同じ見解ではない」

            「……」

            　それはそうだよなと思いながら、僕は両手でカップを握った。

            「怒ってる、よね」

            「ああ、ギルマスとしては、当然怒り心頭だ」

            「……」

            　率直なその言葉に、僕はうつむき唇を噛む。

            「勘違いするな、お前だけが悪いと思っているわけではない」

            「……」

            「ただし、お前も悪いと思っている」

            　その声に、なんと返そうか思案していると――……

            「っ！」

            　立ち上がった日廻に、唐突に僕は突き飛ばされた。

            　目を見開きながら、絨毯の上に尻餅をつく。地味に痛い。

            「え、あ……」

            　何か言おうとした僕の上に、日廻が覆い被さった。

            　馬乗りになられて、呆気にとられて、息を飲む。

            「……」

            　日廻は、何も言わずに、不思議な色の瞳で僕をのぞき込んだ。

            　僕よりもずっと大柄な体格であるせいか、それとも職業の違いやステータスの違いなのか、押し返そうにも、僕の体は動かない。脇の横に手を突かれ、顎で右肩を床に縫いつけられる。両足の合間には、日廻の膝があった。

            「……っ」

            　日廻の吐息が耳を擽り、こそばゆい。

            「ねぇ、日廻っ、離して――ッ」

            「……」

            　ふぅ、と吐息を耳の奥へと送られて、僕は背筋を震わせた。

            「や、嫌だっ……！」

            　しかし藻掻いても藻掻いても、日廻の体は重くて、どけられない。

            「――黒麦、装備を取れ」

            「……え？」

            「他のみんなは良くて、私は駄目なのか？」

            「なッ」

            「取れ」

            　有無を言わせぬ日廻の瞳に、僕は息を飲む。

            　それは――どういう意味？

            　他？

            　――やはり、それは。

            「……日廻も、僕と……」

            　寝るつもりなのか。

            　言おうとしたその言葉が喉に張り付いて、とまる。

            「体が熱くなって我慢できないそうだな。それともここのところは、頼か狐塚で解消していたのか？」

            「ッ違」

            「さっさと脱げ」

            　否定した僕のインナーを、半ば強引に日廻が引き下ろした。

            「――白いな」

            　僕は絨毯の上で、前をはだけられ、ただただ日廻を見上げる。

            「や、やめ、日廻――ッ」

            　直後、ユルユルと舌先で、菊門を解された。

            「ぁ、っ、ぁ」

            「何人銜えたんだ？」

            　感触だけで体が震えた僕に、日廻が喉で笑う。

            　気持ちいいと、確かに僕はそれだけを思考に浮かべた。

            「淫乱」

            「ン、ぁあ――ッ！」

            　日廻の指が中へと入ってくる。

            「は、はぁっ」

            　僕がぶるりと体を震わせると、日廻が笑みを湛えたまま、僕の自身を口に含んだ。

            「ぁ、っ、ッ――っ、ん、ぁ……」

            　上手い。

            　僕は唇を咄嗟に噛んだ。

            　少しでも口を開けば、大きな声であえいでしまいそうになり、目もきつく伏せる。

            　目の奥がチカチカとして、体がビクビクと震えた。

            「や、ッ――ま、待って」

            「……感じやすいんだな。それとも、感じやすく開発されたのか？」

            　日廻が楽しそうにそう言った。

            　ガクガクと腰が震える。

            「ふッ」

            　唐突な事態に、僕はどう反応して良いのか分からない。

            「足が震えているぞ」

            　その言葉に、自分自身でも、太ももが震えているのを実感して、片手で顔を覆う。もう一方の手では、日廻の体を何とか押し返そうと尽力した。

            「――お前のせいでギルドはメチャクチャだ」

            　続いたその言葉に、僕は目を見開いた。

            　日廻は笑っていたけれど、その声は、ずっと僕が考えないようにしていた言葉の形を、確かに作っていたからだ。

            「っ、ぁ、あ」

            　逃れようと藻掻いた僕の手首を、きつく日廻が片手で押さえる。

            「お前のような淫乱には、ギルマスとして、仕置きが必要だな」

            「ッ――んァあ！」

            　直後、体の奥深くまで、何かが入り込んできた。

            　がちゃり、と、ほぼ同時に音がする。

            「う、ウっ……ッ……ぁ……？」

            「貞操帯だ」

            　日廻は事も無げにそう言うと、僕の陰茎を撫でた。

            「っ、フ……ッ、く……」

            　僕の根本にはきつく金の輪がはまり、後ろには男根をもした張り型が入っている。それらが微動だにせぬように、僕には、堅い布で出来た下着が穿かせられた。

            「ぅッ……やだ、嫌だっ……！」

            　身をよじっていると、不意に、後ろの張り型が、震動を始める。

            「ぁ、あ、ン……っ……」

            「これからは、貞淑にな。誰彼構わず身を許すべきではないというそのことを、分からせてやる」

            　そう言ってクスクスと日廻は笑ったのだった。

            　

            　それから――三日が過ぎた。

            　僕はイけないまま、ただ体に熱が募ることを自覚しては、吐息していた。

            　平常心を保とうと努力している僕に、皆の視線がちらほらと飛んでくる。

            　――もしも、今の僕の状況が露見したら？

            　それが怖くて仕方がない。

            　が、高ぶった体は、射精したいと訴えて、ただ息を詰めることしか許さないのだ。

            「具合でも悪いのか、黒麦」

            　心配そうな顔をした月極にのぞき込まれ、僕は思わず後退った。

            　自分自身でも、顔が赤いことが分かる。

            　頬が熱かった。

            「……ううん」

            　慌てて首を振るが、その動作さえ辛い。

            「黒麦、ちょっと」

            　そこへ日廻の声がかかった。

            　僕は助かったような気持ちで、ギルマスに促されるまま、別の部屋へとついていった。

            「っ、はぁ……」

            　二人きりの部屋で。

            　僕が吐息すると、後ろから日廻に抱きすくめられた。

            「！」

            　瞬間的に、目を見開く。

            　服の合間から忍び込んできた日廻の両手の指先が、僕の双方の乳首をはじいた。

            「ぁ……」

            　ジン、と、鈍く疼きが広がっていく。

            　視界に霞がかかり、クラクラとした。

            「ぅ、ン、ぁ……っ……ふ――ぁあア！」

            　僕が背筋を撓らせることにもかかわらず、コリコリと日廻が乳首を嬲る。

            「や、やだ、日廻……、ぁ、イきたい……イきたいッ」

            　もう何度目になるのか分からない懇願を、僕はまた口にしていた。

            「反省したか？」

            「したよっ、したから、だからッ」

            「嘘だろう？」

            　楽しそうに笑ったまま、日廻が僕の下衣をおろす。

            　そして下着の上から、男根をユルユルと撫でた。

            　その刺激だけでイってしまいそうになるのに、根本にはめられたリングがそれを許さない。

            　腰を揺らし、僕は瞬きする度に、涙をこぼした。

            「っ、くッ、ぅ、ぁ」

            「黒麦。今後は、大切な一人としか、体の関係を持つな」

            「うん、うん、ぁ、ぁあ、わ、分かった……っ、だ、から……」

            「分かっていても、どうせお前にそんなことは出来ないだろう」

            「ふ……ッ、ん、ぁッ！」

            「だったら、平等に関係を持て」

            「へ？　ぁ、ア、ァ……や、っぅア」

            　手で扱かれ、背筋が撓る。ガクガクと体が震えた。

            「私に、私たちに抱かれろ。そう誓え」

            「っ、んぅ――ッ」

            「黒麦に本当に大切な相手が出来て、もう体の関係を他の人間と持たないと決意したその時は、諦める。そうじゃない限りは、皆の、私のものであってくれ」

            「ん、ぁ――……っ、ぅ、ぁ、あ？」

            　日廻の言葉を理解しようと努めている内に、貞操帯が取り外された。

            　代わりに、すぐに熱を持った、とてつもない圧迫感に襲われる。

            「――！」

            　目を見開き、まつげを震わせた。

            　大きい――入ってきた日廻のそれは、僕がいまだかつて知らないほどの質量と熱量を伴っていた。

            「ぁ、あッ……――っ、んぅ！」

            　押し広げられる感覚に、思わず目を見開く。

            　めり込んでくる感触だ。

            「ぐ、くっ、ぅあ……っ、ふ……ッ！」

            「逆に言うなら、私たち以外の、心許せる者以外には、抱かれるな。王候補となったなら、私たちのあずかり知らぬ場面で、体の関係を結ぶこともあるかも知れないが――……少なくとも、それに私たちが嫉妬することは覚えておけ」

            「っ、は、ァ、んア――――っ！」

            　僕はきつく目を伏せ、肩を揺らす。

            　快感と僅かな痛み、そして言葉に出来ない罪悪感や申し訳の無さが募ってくる。

            　何故僕は、日廻に、こんな事を言わせているんだろう。

            　どうして日廻は、僕にこんな事を言うのだろう。

            　別に日廻は、僕の事なんて、そう言う意味では好きではないと思うのだ。

            「ぁ、あ、っ――……はッ」

            「黒麦、忘れるな。お前は、一人じゃない」

            　日廻はそういうと、深く腰を動かした。

            　そのまま、僕も果てた。

            　

            　

            　

            


            　

        
        
            【33】漆黒の王

            　

            　

            　それから――ログアウトできなくなってから、一年が経った。

            　救出は来ない。

            「あ、【漆黒の王】だ……！」

            　タウンのチャットの声が聞こえてくる。

            　僕は顔を上げ、それとなく周囲を見回した。

            　――敵は、少なくともここにはいない。

            　【漆黒の王】とは、僕のことだ。そうであるらしい。

            「【漆黒の王】がいるって事は、近くに【血塗れ男爵】のギルメンもいるんだろ？」

            「あ、ほら、今日は生産者ギルド会議だから、それでじゃない？」

            「【血塗れ男爵】は、副マスが二人とも、生産者の神的存在だしな……料理の神様の、黒の――漆黒の王もいるし」

            「確かに会議、ここのすぐ隣の【ブルータスソドム】でやってるね」

            「しかし麗しいなぁ」

            「目の保養だ」

            「王者の威厳って言うのかな？」

            「作り物みたいだ……」

            「人形みたい」

            　ひそひそと話す人々を見て、僕はわざとらしく頬を持ち上げた。

            　中でも僕をじっと見ていた一人に視線を合わせ、にこやかに微笑む。

            　僕が人形ではないという意思表示だ。

            　――すると、相手の顔が真っ赤になった。

            　照れているのだと、今の僕は認識している。

            　この一年で、僕は随分と自意識過剰になったと思う。

            　僕が微笑んだとき、表情を変える者が居たら、それは照れているのだと、そう思うようにギルドのみんなに言われたのだ。

            　僕を見て赤くなるなんてどうかしていると初めこそ思ったが、どうやら【王の石の欠片】にはそう言う効果があるらしい。見る者を惹きつけるみたいだ。僕は所持している側だから、いまだにその効果を実感したことはないけど、多分僕が何も手にしていない状態で、誰かが持っていたら、目を惹かれて――笑いかけられれば頬を朱くするのだと思う。こういう効果ならば、せめて可愛い女の子が集めればいいと最初こそ思ったが、女の子が欠片を収集するにつれ、強姦被害が多発したと聞いたから、今は何とも言えない。

            　僕はすぐにまた無表情を取り繕い、腕時計へと視線を向けた。

            　もうすぐ、粋龍や狐塚が参加している生産者ギルド会議が終わる。

            　移動する刻限だ。

            　――ランキングは今でも更新されていて、総合一位は僕だ。

            　だがそれには関係なく、他の追従を許さないレベルにあるからなのか、僕らのギルドでは既に単独行動が許可されている。それだけ【クラウン・クエスト】のもたらす経験値は大きい。ただしこの一年で、宝石の所有者や、王候補の数などは、大きく変わった。

            　分かってはいたことだが、他のギルドも、宝石を手に入れたり、王候補を擁立するようになった。特にキングの候補は、石の欠片が三つ以上在れば誰でもなれるから、沢山いる。

            　……――だから、だからこそ、早く誰かに、王候補を任せてしまいたい。

            　僕がそんなことを考えていると、個別チャットで、狐塚が会議の閉幕が間近だと告げてきた。

            　なので僕は移動することにした。

            　

            　僕が移動した先は、砂漠のような場所だった。

            　脆い砂が、靴を絡め取ろうとする。

            　今この【試練の白砂漠】では、生産者ギルド会議が行われている。開催者は、【JA】と【珈琲党】、そして【血塗れ男爵】である。

            　当初に比べて現在の市場は、買い占めも落ち着き、需要と供給のバランスを取り戻しつつある。それもこれも、開催者である三ギルドが、話合い相場を決定しているからだ。人数の規模的に言えば【血塗れ男爵】が加わるのはおかしな事に思えるが、僕は詳しく知らないけれど、供給量で他を圧倒しているらしい。

            　砂漠のゲートの前に立つ、高い斜塔の中で会議は行われている。

            　僕は出てくるはずの副マス二人を待ちながら、ぼんやりと砂の平原を見ていた。

            　――そして。

            「……大丈夫？」

            　岩陰に倒れている少年を発見した。

            　雪のように色白で、白い衣を纏っている。

            　髪の色は金色で、まつげの色も同色だ。

            　青兎よりは少し上の年代だろうから、野薔薇と同じくらいの歳だろうか？

            　僕は首を傾げながら、少年を抱き起こした。

            　肩まである長い髪が揺れた。

            「あ……」

            「熱中症？」

            　淡々と僕が聞くと、ハッとしたように少年が体を起こした。

            「え、あ、俺は……」

            「倒れていたけど」

            「た、倒れて？　漆黒の王は、どうしてここに……？」

            「ギルドの者が会議に出ているから」

            「あ、ああ！　え、あれ、俺……」

            　混乱している様子の少年は、僕の腕をすり抜け、立ち上がった。

            「ご、ごめんなさい」

            「……」

            「ご迷惑をおかけしました！」

            　かける言葉が見つからないまま見守っていると、少年が塔へと振り返る。

            「俺、行きます。有難うございました！」

            　なにが、だとか、名前は、だとか、聞く暇もない。

            　歩き去った少年を僕は暫しの間、見送った。

            　

            　粋龍と狐塚に連れられて、僕は城へと戻った。

            　ワイン色の絨毯の上を、二人に先導されて歩く。

            「なにしてたんやろね」

            　歩きながら、狐塚がポツリとそう言った。

            「光雪の王か」

            　粋龍が答える。

            　僕は二人のやりとりの意味が最初は分からなかったが、その声音に先ほどの少年のことを思い出した。

            「光雪の王？」

            　僕が聞くと、二人が振り返った。

            「【ハルカカナタ】のギルマスの【雪】くん、やんね」

            　狐塚がそう言うと腕を組んだ。

            「ちょっと、おぉって思う美少年やね。俺は黒麦の方が好きやけど。ただ、あの子も人望はあるみたいやね。さっき、話とったやんね？」

            　あの子『も』、と狐塚は言うが、別に僕には人望はない。

            　――現在、宝石を手に入れているギルドは、【アンチノワール】【ハルカカナタ】【虐殺器官】【マーダーケース】が一つずつで、四つは【血塗れ男爵】が持っている。初めは【BBF】が一つ持っていたのだが、宝石の持ち主が、闇ギルドではない【虐殺器官】へと移動したのだ。王候補を擁立しているギルドは他にも数え切れないほどあるが、僕が知っているところだと【アンチノワール】の紫紺と、【砂中楼閣】の吹雪は、相当な数の石を所持している。【BBF】と【白銀騎士団】は、今ではそれぞれ、【マーダーケース】と【砂中楼閣】に壊滅させられ、もう存在しない。僕は詳しく知らないけれど、後者は頼が殲滅指揮を執ったらしい。

            「その割に護衛が少ないんだな」

            　粋龍の声に顔を上げる。

            　僕はもう、ずっと王の装備ばかりを身につけているから、今では顔を隠してはいない。

            「けどあんな所で倒れ取ったんやから……襲われたんやろね」

            　狐塚の声に、僕は目を細めた。

            　今の世の中、王候補者が襲われることは、日常茶飯事だから。

            　勿論装備を奪われることも多いのだが、それ以上に、石のかけらを所有すると人の好奇心をあおるようで、男女問わず強姦されることが多いのだ。なんでも、王を自分だけのものにしたい、と、王候補を目の前にすると、考えてしまう人が増えたらしい。

            　――一年経ってもなお、ログアウトできる気配はない。

            　これから、僕たちはどうなるのだろう？

            　その答えを、僕は知らない。

            　

            　狐塚達とわかれ、僕は別の会議に出ている日廻と赤鐘を迎えに行くために、エメラルドの大陸の中央都市へと向かった。別に、迎えに行く必要はないのだ。ただ、天空鏡で、先ほど会った『光雪の王』――【ハルカカナタ】のギルマスの【雪】という聖職者が、同じ場所にいると知り、何となく、足を運んだのである。隣には月極と青兎が立っている。僕のギルドのみんなは、過保護だ。結局、ギルド名は【血塗れ男爵ブラッディ・バロン】のままである。

            「久しぶりだな、【漆黒の王】」

            　不意に声をかけられ、僕は何度か瞬きをした。

            　紫紺だった。

            　隣で月極があからさまに召喚者用の杖を握り、青兎が銃に視線を向けたことが分かる。

            　声をかけてきたのは、ギルド【アンチノワール】のギルドマスターである【紫紺】だった。

            　視線を周囲に向ければ、他にも幾人もの王候補がいた。

            　【群青の王】と呼ばれる【紫紺】、【紅砂の王】と呼ばれる【砂中楼閣】の【吹雪】、【緑雷の王】あるいは【雷の魔術師】と呼ばれる【JA】の【檸檬】、【虐殺器官】に移籍した【氷の魔術師】あるいは【氷青の王】と呼ばれる【アイス】等がそこにいた。後者二人は魔術師だから、ランキングで僕は名前を知っていた。前者二人は、嘗て青兎に紹介されたことと、その他に、『王候補会議』を開くと言って呼ばれたことがあり知っていた。僕の次に、王の石の数々を沢山集めているのは紫紺と吹雪だったから、二人の企画で、統一会議が半年前くらいに開かれたのだ。

            「誰にも関わらない貴方が、人助けをするなんて」

            　冷たい声で、吹雪が言った。

            　彼の言うとおり、僕は確かに、他の王候補ともあまり接触を持っていない。

            　ことあるごとに何かと声をかけてくる紫紺と吹雪が少し例外なだけだった。

            　たまたまいち早く王候補になっただけで、王の石にまつわるものを沢山集めただけで、そもそも僕は王様になりたいとは思っていないのだから、当然の道理なのかも知れない。

            「似合わんな」

            　檸檬の言葉に、じゃあ僕には何が似合うのだ僕の何を知っているのだ、と言いたくなったが、俯くだけに止めた。僕が意識するのは無表情。それだけだ。

            　今、僕は――多くのユーザーに羨ましがられている。

            　見目麗しい【血塗れ男爵】の皆に守護されている、王様候補だから。

            「……」

            　いつもの通り、視線が合っても【氷の魔術師】は、何も言わない。

            　大抵彼は、何も言わない。

            「もうこの状況になって、一年だ」

            　紫紺がその時口を開いた。僕は視線を向ける。

            「相談、て言うほど易しくはないかも知れないが、色々つもる話もある。もうじき、次の王位後継者会議があるから、そこで話がしたい」

            　王位後継者会議とは、紫紺と吹雪が石を集め始めてから、定期的に開くようになった、キング候補限定の会議だ。僕が静かに聞いていると、吹雪が大きく頷いた。

            「次は必ず来て下さい」

            　眼鏡の奥から強い視線を向けられて、僕は静かに頷くしかない。

            　別に僕なんて抜きでやればいいのに、たまたま早く王様候補になったせいで、この二人にはちょくちょく声をかけられるのだ。

            　結局その日、【光雪の王】に再び会うことは出来なかった。

            　別に会いたいと思っていたわけではないから、良いのだけれど。

            　後日、王位後継者会議が開かれる日時になった。

            　僕は――率直に言って、バックレようと、エメラルドの大陸の中央広場で転送鏡の前に立っていた。ギルドのみんなに悪いから、一応形だけ、会議の場であるエメラルドの大陸の【翠晶の御厨】に飛ぶふりをして、広場から全然別の場所に出かけようと考えていたのである。

            「おぅおぅ時間通りだな」

            　その時、ぽんと肩を叩かれて息を飲んだ。

            　振り返るとそこには、紫紺が立っていた。

            　慌てて逆側へと体を向けると、吹雪がにこやかに笑って僕の進路を絶つ。

            「さぁ、行きましょうか。ご一緒に」

            「……」

            　僕を逃してくれないらしい二人に連れられて、結局その日、僕は会議の場へと向かうことになった。

            　会議室は、五階建てのビルの三階にあった。

            　中には、三十人程度の人々がいた。

            　現在、王候補として（王冠鏡で）確認されているのは、三十二名だ。

            　緑雷の王や、氷青の王、そして光雪の王もいた。

            　欠片を三つしか持たない者から、数百持つ者まで含めて、ほぼ全ての候補者が会議に来ている。僕の隣で、紫紺が【月影鏡】の効果を発動させる。すると、仮に【天空鏡】や【地索鏡】などでも、この部屋を視認することは、不可能になった。

            　吹雪がほぼ中央の席に座り、僕と紫紺は、入り口側の席に並んで座る。

            　他の【鏡】類とは異なり、紫紺――のギルドが持つ【月影鏡】は移動できるのが長所だろう。

            　兎角、最初から公開すると決定していない限り、王候補会議は、このようにして秘密裏のまま行われる。だからこぞって、王候補は参加するのだろう。僕は兎も角、通常は誰だって情報を得たいはずだ。

            　寧ろ逃亡してばっかりで、ギルドに情報を持ち帰る気がない僕の方が、駄目人間なのだと思う。

            「残りの宝石もあと一つかも知れません。そろそろ、誰が王になるか決めませんか」

            　仕切るように吹雪が言った。

            　どうでもいいなぁと考えながら、机の上で僕は手を組む。

            　立候補してくれる誰かがいるのであれば、僕はその人物に石の全てを渡しても良いとすら考えていた。

            　そのままぼんやりとしている内に、会議は終わったらしかった。

            　結局、今回も誰かが、決定された王候補になることは無かった。

            　誰も立候補しないわけではないのだが、大多数の支持を得る者が、一人もいないのだ。

            　こうなれば、議長を交互に務めている吹雪か紫紺がその役目を負えばいいのにと僕は思う。

            　きっとみんな異論を唱えないと思うのだ、その二人ならば。

            　解散になったので、そんなことを考えながら立ち上がったとき、僕は不意に袖を引かれた。

            「よぉ、【漆黒】」

            　驚いてから、顔を向けると、そこには【マーダーケース】のギルドマスターである【灰汁亞】が立っていた。水属性特化型の、鉄槌使である。灰色の髪にチョコレート色の瞳をしている、薄黒い肌の、体格の良い青年だ。僕よりも少し年上だと思う。二十代半ばから後半だ。実年齢を聞くほど仲が良くはなかったが、一応βテストの頃からの顔見知りではある。

            「久しぶりだなぁ」

            　ニヤニヤと笑いながら、灰汁亞が言った。

            　短い髪が揺れていて、無骨な指が僕の方へと伸びてくる。

            「またその内捕まえて、拷問して、全部奪ってやる」

            　そのまますれ違うようにして、耳元でそう囁かれた。

            　ゾワリと体が震え、僕は気分が悪くなる。

            「おい、【漆黒の王】」

            　そこへ紫紺の声がかかったので、すぐに顔を上げた。

            　すると隣で舌打ちし、灰汁亞は、部屋を出て行った。

            　――助かった。

            　それとも、助けてくれたのだろうか？

            　僕はおずおずと紫紺を見上げた。

            「平気か？」

            　紫紺の言葉に、やはりそれとなく助けてくれたのだろうと思った。

            　だが、お礼を言えば、僕が困っていたことを露呈することになり、ひいては僕が、【王候補】が、別の【王候補】に助けられ、傅いたのだと他の皆に取られかねない。僕にはよく分からないが、それはあまり良くないことなのだと、今ではギルドのみんなに言い聞かされている。

            「何が？」

            　だから僕は、そう言った。

            　

            　【血塗れ男爵】は、今や羨望の的だ。

            　昔からそうだったのだという者もいれば、今の現状だからこそだという者もいる。多分、【高みへ・・・】の合流も大きかったのだろう。ただどちらにしろ、僕の所属するギルドの、人気が高いのは事実だ。

            　見目麗しい――それこそ言うなれば、イケメン（らしい）の、複数の守護者に僕は一応守られている。

            　その上、キング候補としての地位を確立する、石の欠片や破片の数も、装備の数々も、群を抜いている。その他の、天空の城や天空鏡を初めとしたアイテムの数々にしろ、クエストをこなす度に上がるレベルにしろ、他の追従を許さない。

            　それらを持つギルド、ギルメン、ひいては宝石の守護者の上に君臨する僕。

            　高潔だとか清艶だとか、あるいは無機質だとか。

            　そんな評価を貰っているのだと、タウンのチャットを見る度に、僕は知る。

            　だけど本当は――……。

            　全然綺麗でも清らかでもない。

            　いつか、頼が言っていた通り、ただの公衆便所だ。

            　最初は毎晩一人ずつに代わる代わる誘われた。そして、日廻の言葉があったからかも知れないが、僕は全て、OKした。OKしたのだ。全員と寝た。

            　その内粋龍と月極が今日はどっちが寝るか話をしていたとき、僕は、「じゃあ三人で」などと自然と口にしていた。思えば、頼と話ていたときに、そんな望みを抱いていた自分がいたからかも知れない。自嘲しても、仕切れない。

            　毎日日替わりで一人、あるいは二人以上と、関係を持っているのだ僕は。

            　そこに恋心なんて伴わない。

            　快楽が在ればいいのだと、僕は思うことにしている。

            　最早寂しくなんて無かったし、それは、僕にとっての自然、日常になろうとしていた。

            　そうして今日も、青兎と赤鐘と、夜を共にした。

            　目を覚ましたとき、青兎はすでにいなくて、赤鐘が寝台脇の椅子に座り、まじまじと僕を見ていた。

            「今日の会議はどうだった？」

            　柔和な表情で、赤鐘が言う。

            「……」

            　僕はただ無言で、その赤い瞳を見返していた。

            　――もう長いこと、料理もしてない。

            　ギルド内では、作り笑いや、上辺の言葉をつくろうことに慣れてしまった。

            　外でも王の顔で、たまに作り笑いしたりする日々だ。

            　僕に苦痛は何もない。

            　だけど、しばらく本気で笑ってない。

            　そう、思い出した。

            　極端な話、誰が相手でも、ただの棒にしか思えないのだ、今の僕は。

            　そこには相手に対する感情など無い。

            　代わって――孤独感がある。だが、別にどうでも良い。

            「部屋に戻るよ」

            　そういって、僕は赤鐘の部屋を後にした。

            　夜風にあたりたくなって、廊下を歩きながら背伸びをする。足の方向を変えた。

            　その様にして僕は、気分転換にそのまま、下のタウンに降りることに決めたのだった。

            　

            「【漆黒の王】」

            　僕がルビィの大陸の外れにある【火焔の滝の麓】という街に降り立ったとき、背後から声がかかった。王者の戯れ、という名の首飾りで気配を消しているから、他者には認識されなくなっているはずなのにと思いながら振り返る。十字架の形をしたその首飾りを無意識に握っていた。

            「天空鏡でも、十字架を持つ者同士だと、姿を捕捉できるんだ」

            　僕に声をかけてきたのは、【光雪の王】だった。

            　金色の髪が揺れていて、改めてまじまじと見た瞳の色は、まだ朝方だというのにはっきりと蒼色だと主張している。

            「会議で話が出来ればと思ってたんだけど、出来なかったから、ずっと待ってた」

            「どうして？」

            　別に僕たちの間に、話をするような話題なんて無い。

            　ただ僕は、初めて、十字架を持っている僕以外の相手に会ったから、何となく興味を惹かれていた。元々――最初に出会ったときから、少しくらいは興味があったのだと思う。もう一度話がしたいと思う程度には。けれど、二人きりで改めて話がしたいと考えるほどではなかった。だから自分から今まで、会おうとしたことは、最初の頃の一度、気まぐれの一度だけだったのだ。

            「お礼が言いたくてさ」

            「なんの？」

            「倒れてた俺を助けてくれた」

            「助けたなんて大げさなものじゃない。それにあの時も、お礼の言葉は聞いたよ」

            　僕がそう言うと、静かに【光雪の王】が首を振る。

            「物理的な現実じゃなくて、俺の心が助かったんだよ」

            　彼が何を言いたいのか、僕には理解できなかった。

            「俺は、セツって言う。雪って書いてセツ。ここのHNというかゲームネーム、まぁそういうのは、ユキだけど。でも今じゃみんな、セツって呼ぶ」

            「……」

            　頷きながら、だからといって名乗り返す気は起きなかった。

            　いつか、『この関係を現実へ持っていくのか』と誰かが言っていたけれど、全くその通りだと思う。僕は彼の名前をここで聞いても、きっとすぐに忘れてしまうだろうし、忘れられる未来が来て欲しいのだ。

            「十九歳――……もう一年経ったし、二十歳になってるのかな、まぁそのくらいで、現実では大学に行ってた。情報関係」

            「……」

            「息抜きにゲームやってたら、気がついたらコレ。VRの装置は、友達が古いのを貸してくれた」

            「……」

            「多分」

            「……多分？」

            「――こんな現実になったら、元々のリアルのことが曖昧になっちゃってさ」

            　そう言って彼は、苦笑した。

            「……帰る」

            　僕はそれだけ言うと、その場を後にした。

            　あまりにも、たった数歳しか違わぬはずなのに、【光雪の王】との間には、距離を感じたのだ。

            　驚くほど、彼が清らかに思えたのだ。

            　だがそれからも、僕が一人でどこかの街へと降りる度に、ふらりと【光雪の王】は姿を現した。

            　今日は、何度目だろう、もう数え切れないが、三十には届かないと思う、その位だ。

            僕がサファイアの大陸の東、【紺碧の湖】の前にやってきたとき、背後のベンチに、【光雪の王】が座った。

            「……」

            　僕は、大抵何も言わない。

            　そして一人で話をする彼の言葉をしばらく聞き、姿を消すのだ。

            　そんな関係が、続いていた。

            　彼が僕に言葉を求めないことも、心地良かったのかも知れない。

            「王の孤独は、同じ王にしか分からない」

            　【光雪の王】が言った。

            　僕は視線だけで、振り返る。

            「そうは、思わないか？」

            「……」

            　僕は頭を振る。僕以外の王のことなど、【光雪の王】の事しか、あまりよく知らない。

            「【漆黒】は、さ」

            「……」

            「どうして王様候補になったの？」

            「……」

            「俺は流れでなっちゃったんだけど」

            「……」

            「辛いって、思うこと無い？」

            　悲しそうな顔を隠すように、【光雪】が笑う。嗤っていた。

            　僕はただ俯いて、思案しながら、探るように答える。

            「――……辛い」

            「え？」

            「……僕も、決してなりたくて、なった訳じゃない」

            　それだけ言って僕は、姿を消した。

            　あまり長く顔を合わせて会話をすることを、僕は得意としてはいなかったから。

            　けれどそんなこんなで、最初はほぼ無言だった僕は、追いかけるようにやってくる彼に、一言二言、言葉を返すようになった。何時しか時に、笑みを返すようにすらなった。

            　彼と話ているその時は、僕にとって間違いなく、心地の良い一時になった。

            　――一緒にいると、安らぐ。

            「【漆黒】？」

            　彼が僕を見て、小首を傾げる。

            　金色の髪が揺れ、蒼い瞳が僕をしっかりと見据えた。

            　それは何でもない仕草のはずなのに、それだけで僕は少しだけ、精神の安定を保つことが出来る気がしてくる。

            　あるいは――……これは、恋ではないのかと、僕は思った。

            　僕は、【光雪の王】に、恋をしたのだろうか。

            　

            　

            


            　

        
        
            【34】考え事

            　

            　

            「ん、ッ、ぁ、あ……ッ……ン――！」

            　日廻は、このギルドで一番、巨大なソレを持っている。

            　貫かれるだけで、体が震える。

            　息苦しくなって、僕は何度も肩で息をした。

            「黒麦、大丈夫？」

            　そう言いながら、僕の正面で、青兎が笑う。彼の華奢な指先は、けれど全く優しさの欠片もない、大人の玩具を摘んでいた。

            「っ、ぁ、あ！」

            　青兎が、手にしたローターを、僕の乳首に押し当てた。

            　こらえようと頑張ってみても、涙が溢れてくる。

            　日廻に後ろから抱きかかえられるように挿入され、前からは青兎に嬲られて。

            　僕は意識がクラクラしつつあった。

            　――ただ、こうして、行為におよんでいるときは、何も考えなくて良い。

            　それは酷く楽なことに思えた。

            「は、ン、ゥっ、んぅ……ぁ、あ……」

            　必死であえぎながら、反面、醒めた理性がそこにはある。

            　自分の口から出る声が、どうしようもなく気持ちが悪いものに思えた。

            「考え事か、黒麦？」

            　すると、耳元で日廻が囁いた。

            「っ」

            　吐息に耳の奥を擽られ、背筋に力がこもる。

            　けれどしっかりと体を抱き留められているから、動けない。

            　ただ目を見開いて、唇を噛んだ。

            「随分と余裕そうだな」

            　日廻はそう言って嘲笑すると、舌を僕の耳の奥へと差し込んだ。

            「ン、あ――っ、ぁ、ヤ」

            「本当に嫌なの？」

            　小首を傾げた青兎が、僕の胸へと寄りかかり、乳首に吸い付いてくる。

            　同時に、日廻が腰を揺らした。

            　その震動に、僕は首を振る。

            「っぅあ！」

            「何を考えているんだ？」

            「教えてよ、黒麦」

            「や、ぁ、ぅ……な、なにも……ンあ――！」

            「嘘は良くない。それとも、私にも言えないことか？」

            　日廻はそう言うと、僕の胸の飾りを両手で摘んだ。

            「っ、ぁ」

            　ほぼ同時に、青兎に、男茎を咥えられる。

            　自然と蠢いた僕の腰を、がっしりと日廻が掴んだ。

            　もどかしさに、荒い息を吐くしかできない。

            「ね、ぇ、あ、やだッ」

            　僕が叫ぶように言うが、青兎の舌使いは激しくなり、日廻の指先もまた意地悪くなる。

            「まだまだ、足りないようだな」

            　日廻がそう言うと、深く突き上げてきた。

            　同時に、僕は理性を失った。

            　

            　何度か目を瞬くと、白いシーツに横たわった僕は、日廻の部屋でぼんやりと天井を見上げていた。

            　――僕は、何をしているのだろう。

            　そんなことはわかりきった問いで、もうすっかり慣れてしまったことのはずだったのに、なのになんだか、涙がこぼれ落ちそうになる。

            　けれど顔を覆おうにも、両手が動かない。

            　脱力した全身が、休息したいと訴えていた。

            　これは――……僕が甘受した、生活であるはずなのだ。

            　皆と等しく関係を持つ。

            　きっと体が熱くなるような僕には、最適の生活のはずなのだ。

            　だと言うのに、僕はそんな自分自身が、とても気持ち悪く思える。

            　瞬きをすると、【光雪の王】の顔が過ぎった。

            　まだ、あどけなさの残る顔だ。

            　変な、妙な罪悪感が浮かんでくる。

            　そんなものを感じる必要もないし、感じるような関係でもないのに。

            　そもそも、そもそも、だ。

            　――こういう対象じゃないんだから、自分のように汚してはいけない。

            　そう考えながら、僕はしっかりと瞼を伏せた。もう、眠ってしまいたかった。

            　

            　

            　

            


            　

        
        
            【35】光雪の王

            　

            　

            　多分僕が街へと降りる頻度は、目に見えて増えていた。

            　気づくと、僕は下へと降りていて、どこかで【光雪の王】が姿を見せてくれることを期待していた。彼と話ているときだけは、僕は作り笑いをする必要もなく、必要以上に無表情を装うこともなく、ただの自然体の――そう、『僕』でいられた。いられる気がしたのだ。どうしてなのかは分からない。彼がギルドのみんなよりも信頼できるだなんて思ったことすらない。それでも……一緒にいると、話ていると、共に笑っていると、落ち着くのだった。

            　だから今日も、出かけようと考えていた。

            　窓の外には、気持ちの良い青空が広がっている。

            「――最近、黒麦、出かけることが多いよな」

            　朝食の席で、月極のそんな声に、僕は顔を上げた。

            「そやねぇ」

            　狐塚が頷きながら、サラダにフォークを突き刺す。

            「随分と、楽しそうだな」

            　粋龍が表情を変えずに僕を見た。

            　――そう、なのだろうか？

            　僕は、楽しいのだろうか？

            　何度か瞬きをしながら、【光雪の王】の事を思い出す。

            　一緒にいて……楽しくないわけではない。それこそ何をするわけでもなく、狐塚と出会って共にいた頃のように、日がな一日ぼんやり過ごすだけなのだが。

            「……」

            　気づくと僕は、頬を持ち上げていた。

            　目を伏せれば、【光雪】の、たわいもない仕草や言葉が浮かんでくる。

            「――恋、してるのか？」

            　頼がポツリとそう言った瞬間、僕は息を飲んだ。

            　顔を上げると、皆が僕を見ていた。

            「……そんな辛そうな顔で笑うんだから、そうなんじゃないの？」

            　青兎が溜息をつく。

            　僕は、辛そうな顔をしていたのだろうか？

            「天空鏡じゃ捕捉できなかったんだから、黒麦は兎も角、相手も十字架の持ち主だろうね」

            　赤鐘が皿を見たまま静かに言った。

            「一般人で、私たちの目にとまらないと言うことはないか？」

            　日廻もまた、スープの皿にスプーンを置きながら、淡々と言う。

            「そう言うことなら、協定は無効だろ」

            　月極の言葉に、僕は首を傾げた。

            「協定？」

            「このギルド内での抜け駆け禁止。お前が誰かを選ぶまでは。けど、このギルド外から選ばれる可能性があるんなら、無効」

            　頼がそう言って笑った。

            「恋をするのは自由だけど、黙って誰かに渡す気はないよ」

            　赤鐘がそう言うと、僕を見た。

            　そんな協定があったのかと驚いていると、粋龍が僕の隣の席で溜息をつく。

            「だからそんなもん、コイツに限っては、無駄だって言ったんだ」

            　このようにして、訳が分からないままだったが、僕はその日から、下に降りるのを禁止された。

            　本当にみんなは――僕に恋なんてしているのだろうか？

            　僕には、惚れられるような魅力なんて、どこにもないのに。

            　それから昼食までの間は、赤鐘と頼にずっと話しかけられていた。

            　特に話題もないというのに。

            　無理にひねり出した料理の話題でその場を凌いだ。

            　昼食を挟んで午後までの間は、ずっと日廻と一緒にいた。

            　天空の城の周囲、草原を共に歩き、草花について語り合ったが、果たして今その必要性があるのか僕には分からなかった。

            　夕食後は、狐塚と青兎に両腕をそれぞれ引かれ、雑談をした。

            　なんだかどっと一日で疲れてしまったと思っていたら、夜は月極と一緒だった。

            「僕、何かした？」

            　ふと尋ねてみると、シャワーを浴びたばかりの月極が、ベッドに座って俯いた。

            　僕は寝ころんだままそれを見守る。

            「お前、ずるい」

            「え？」

            「ずるいよな」

            　何の話だろうかと、両手で顎を支える。

            「こっちがどれだけ苦しんでも、お前は何とも思わないんだから」

            「待ってよ。苦しんで、ってどういう事？　月極が苦しいんなら――」

            「一緒に苦しんでくれる？　なにかしようとしてくれる？」

            「勿論――」

            「それがもっと辛いんだよ」

            　そう言うと月極が、僕のことを抱きしめた。

            　唐突に寝台に押し付けられて、何度か瞬く。

            「優しいって言うのは、罪なんだよ」

            「それは僕が優しいって事？　僕、優しいかな」

            「優しい。換言するなら弱い。俺たちの誰のことも拒絶できないんだから」

            　月極はそう言うと、僕を静かに見据えた。

            　その後、静かに唇が降ってくる。

            　穏やかな温もりに、僕は瞼を伏せた。

            「――違うよ」

            　唇が離れたとき、僕は静かに告げた。

            「ただずるいだけだよ、何にも手放したくないだけなんだ。最低最悪の、臆病者、かな」

            　笑ってそう言ってみたら、月極にまた、キスをされた。

            　そうしてその夜は眠り、次の日の午後、僕は起きた。

            　隣にはもう月極はいなかったし、朝食も昼食も、とうに終わっているようだった。

            　身支度をして部屋を出る。

            　もうこんな事には慣れっこだった。

            　暫しそうして歩いていると、粋龍とすれ違う。

            「……黒麦」

            　呼び止められたことに驚いて、僕は足を止めた。

            　ここのところ、性行為をするとき以外、あるいは食事中の事務的な会話以外、全くと言っていいほど会話を交わしていなかったからだ。

            「何？」

            　平静を装いながら、僕は務めて笑みを浮かべた。

            　何故なのか指先が震えたから、握って誤魔化す。何を誤魔化したのかは分からない。もしかすると、自分自身を誤魔化そうとしたのかもしれない。

            「話がしたい」

            「……」

            「時間を取ってくれないか？」

            　下手に出る粋龍なんて、そんな風に言う粋龍なんて、（現実の）正体を知る前にしか見たことがない。なんだか笑ってしまいそうになったが、僕は、笑えなかった。どうしてなんだろう。ただ頷いて、二人で少し歩いた。エントランスの側にある、広間の椅子へと腰かける。

            「それで、何？」

            　僕は笑顔で告げながら、ダークモカフラペチーノっぽい、シェイクドリンクをアイテム欄から取り出した。禁煙推奨の喫茶店の商品をモデルにしているから、喫煙者の降大は、そもそも飲んだことがないかも知れない。だけどこの幼なじみは、僕よりもずっと甘党だ。麦酒が大好きなくせに。

            「今、幸せか？」

            　僕が渡したドリンクを受け取り、粋龍が言った。

            　僕は、開いた膝の合間に見て取れる椅子の上に、ドリンクのカップの底をあてながら俯く。

            「……ログアウト不可になって、幸せだと思う人なんて居るのかな？」

            　実際、僕にはそれが分からなかった。

            　こうならなければ、勿論狐塚や頼と、今のような仲になることはなかったと思う。勿論肉体関係という意味ではなく、同じギルドの仲間になると言うことだ。肉体関係で言うならば、誰とだって、こんな形で体を重ねることにはならなかったと思う。たまたまそこにいた都合の良い相手が、みんなにとっての僕だったのだろう。

            「俺には少なからず、な」

            　粋龍の小さな声に、僕は顔を向けた。

            「こうならなければ、お前をこの腕に抱きしめることも、きっと一生無かった」

            「……」

            「ま、ギルチャで毎夜、お前が誰かとヤってる声を聴かされることも無かっただろうけどな」

            　そう言えば、ここのところは毎日、最早個別や秘密、パーティチャットに切り替えることもなく、皆と関係を結んでいたのだと思い出す。それに対して恥ずかしさすら覚えなくなっていた。

            「なぁ」

            「何？」

            「もし……こんな風にならなかったら」

            「うん」

            「――……お前と俺は、どうなってた？」

            　僕を見ないまま、粋龍はそう言った。彼はそのまま、ストローを噛む。

            　僕はカップをきつく握り、唇に力を込めた。

            「多分……粋龍が望む未来は来なかったよ」

            「……」

            「僕は……誰よりも、君のことを大切だと思ってたと思う。きっとそれは、今でも、変わらないよ。だけどそれは、幼なじみだから、だよ」

            「……」

            「こんな状況になって、粋龍も、おかしくなってるんだよ。元に戻ったら、そう思うはずだよ……降大も」

            「……それは」

            「……」

            「お前の希望だろ、若葉」

            　僕の名前のはずなのに、『若葉』という音が、とても懐かしく聞こえた。

            「俺は、聖人君子じゃない。だから、お前の願いをそのまま受け入れることは出来ない。そうしたいと、思ってもな……ただだからこそ、お前を誰かに渡せる気もしない。何でお前は、手に入りそうな所でいつもいなくなるんだよ、その気がないんなら……っ……ああ、もう、ふざけんな」

            「――粋龍」

            「俺にどうしろって言うつもりだ？　これからも、友達の顔してろって？　そういうことか？」

            「っ」

            「一緒にいてやるからそれだけで満足しろって、そう言うことか？」

            　唐突に強く腕を引かれ、僕は唾液を飲み込んだ。

            　ごくりと、音を立てて、僕の喉が動く。

            「俺は何も言わなかった。何も言わなかったのは――言って、またお前がいなくなるよりは良いと思ったからだ」

            「……」

            「一つだけ言う、もう、逃げるな」

            「……」

            「別に俺に答えなくて良い。ただ――いなくなるな」

            「……」

            「それだけは約束してくれ。だけどな、俺がお前に何も強制しないように、俺だってお前が他の奴を見ようとしてるって分かったら――っ」

            「……」

            「嫌だって、そう思うくらいの権利はあるだろ」

            　僕は何も言えなかった。

            　だから、僕を抱きしめる粋龍の腕に、逆らえなかった。

            「ねぇ……」

            　どれくらい抱き合っていたのかは分からない。

            「別に僕は……」

            「……」

            「恋をしているかどうかなんて、分からないよ」

            　確かに安らげたし、それが恋かも知れないと僕は思ったし、今だって【光雪】に会って、顔を見てホッとしたいけれど。

            「分からないんだ」

            　僕は、気づくと笑っていた。

            　僕にはもう、そんな感情、自覚できないのかも知れない。

            「――そうか」

            　頷いた粋龍は、僕を静かに見る。

            　……でも俺にも恋をしてないんだろ、と、その瞳が言っている気がした。

            　分かるのだ、多分幼なじみだから。

            　だからただ僕は、彼を抱きしめる両腕に力を込めたのだ。

            　

            　その日以後、僕は城から出してもらえなくなったわけで。

            　ホームゲートには、常に誰かがいる。

            　みんなが僕を見張っている気がするのは、恐らく気のせいではない。

            　一人自室へと引き返し、僕は寝台に座り、窓の外を眺めた。

            「会いたい……の、かな」

            　いまいち自分でもそれが分からない。

            　【光雪】は、僕のことを、少しくらいは心配してくれているだろうか？

            　いや、そもそも約束して会ったことは一度もないのだから、気になどしていないか。

            　僕にとって、【光雪】は、どういう存在なのだろう？

            　目を伏せたとき、眠る直前、彼の顔を思い出すことは多い。

            　――だが、それが、何だというのだ？

            　別に押し倒してどうにかしたいと思う訳じゃない。押し倒されたいわけでもない。勿論、体の関係だけが、恋心や愛という感情を表すものだとは思わないけれど。

            「黒麦」

            　その時、ノックとほぼ同時に部屋の扉が開き、赤鐘が部屋へと入ってきた。

            「……黒麦、【光雪の王】が」

            「……」

            　彼の名前を、ギルドの誰かから聞いたのは初めてだった。

            「捕まったみたいだよ……」

            「っ……」

            　僕は僅かに目を瞠った。

            「会議室でみんな見守ってる。行こう」

            　赤鐘に促されて、僕は部屋を出た。

            　――見守っている？

            　どうして？

            　嫌な予感しか、しなかった。

            　だからなのか、僕は会議室の扉の前で、ノブに手をかけたまま、俯いた。

            　いい知れない感覚が、背筋をはい登ってくる。

            「黒麦、早く」

            　赤鐘が僕の肩に触れた。

            「――君の、大切な人何じゃないの？」

            　続いたその声に、僕は息を詰めた。

            「俺なら、大切な誰かが酷い目に遭っているときに、例えば黒麦が酷い目に遭っているときに、何も知らないことは堪えられない」

            「……酷い目に遭ってるの？」

            「少なくとも、尋常じゃないよ」

            　赤鐘のその言葉に、僕の足は強ばった。

            　何も、見たくない気がした。

            「黒麦」

            「……」

            「大丈夫、俺がついてる」

            　虚を突かれて赤鐘を見ると、僕を安心させるように彼は微笑んでいた。

            「行こう」

            　強くそう言った彼に腕を引かれ、僕は室内へと入った。

            　中では皆が、天空鏡を経由して、一つのウィンドウを見据えていた。

            「！」

            　僕は、ただ目を見開いた。

            『っ……ぁ……』

            　眼前には、虚ろな眼差しで、短剣で斬り付けられている【光雪の王】の姿がある。

            「――黒麦が【マーダーケース】に捕まってからは、結構常用されてる、人気者への制裁だよ」

            　僕の姿に気づいて、青兎が顔を向けた。

            「流れてるんだ、各街に」

            　月極がそう言って腕を組んだ。

            「馬鹿馬鹿しいなァ」

            　頼が目を細める。

            「酷い話だ」

            　日廻がそう言って、組んだ指の上に顎をのせた。

            　……――人気者への制裁？

            　僕はこれまで嘗て一度も人気者になどなった覚えはない。

            　けれど画面に映る【光雪】の姿は、いつかの僕を彷彿とさせたし、あの時の僕も、こんな風に見えていたのかと実感した。そして気がついた。多分僕は、僕よりずっと【光雪】は綺麗だけれど、自分と重ねて、彼を見ていたのだと。同じ王候補という立場であることもそうだが、どことなく『僕と同じだ』と思わせる空気が彼にはあった気がする。

            『！』

            　のど元を切り裂かれ、【光雪】が目を見開いた。

            　僕も同時に嗚咽を漏らしそうになるが、唇を噛んでこらえた。

            　表情が変わりそうになる。

            　すぐにでも転移して、助けに行きたい。

            　が、口元を覆おうとした手を、握って誤魔化した。

            「……」

            　みんなが、僕を見ていることを、僕は知っている。

            　震えそうになる体を制しながら、僕は、赤鐘が引いてくれた椅子に座った。

            　――駄目だ。

            　彼を助けたいと思うのは、ただの僕の意志だ。

            　ギルドのみんなに、助けをこうのは、ただの僕の横暴だ。

            『んぁア……っ、ふ……』

            　そして――性的拷問が始まった。

            　服を無理矢理引き裂かれた【光雪】の白い肌に、名も知れぬ男が唇で吸い付いている。

            ……――多分僕は、助けに行きたかった。

            　だが、【光雪】のギルドは、決して弱いギルドではない。

            　規模だけで言うならばこの【血塗れ男爵】よりもずっと大きいし、王候補であるだけではなく、宝石だって所持している。もっとも、うちのギルドよりも規模が小さい所なんてほとんど無いが。ただ……彼を助けに行くという事は、即ちこのギルドを危険にさらすという事であるのは、間違いがなかった。なにせ、宝石を持つ守護者と王候補を擁立している、【光雪】のいる【ハルカカナタ】を、何者かは知らないが、敵方は制圧し、陵辱しているのだ。もしここで僕らが出ても、鴨ネギになる可能性が高い。鍋に入り込むほど、僕は甘い考えを持っていない。だけど僕が、ギルメンに助力を願える立場にないと思うのは、【光雪】を助けるためには関係のない事実だ。

            　他の王候補は、ギルドの人間に依頼をすることが多いのだと、伝聞では知っている。

            　だけど僕は、今だ、自ら、何かを頼んだことは一度もないのだ。

            　それは……恐らく何も持たない僕の、最後の矜持だった。

            『フ、っ、ぁ……や……ッンっ』

            　画面の向こうで、苦痛に【光雪】の顔が歪む。

            　無理に押し広げられた太ももの合間に、てらてらとローションが光っていた。

            　菊口に、大きな男根を模した張り型が押し当てられている。

            　僕は思わず、手で口を覆った。

            『うァ――……！』

            　【光雪】の悲鳴に、耳も覆いたくなる。

            　きっと。

            　きっと、彼の体を貫いているのは、痛みだ。

            　そう考えながらも、僕はどこかで、そう、どこかで――……願っている気がした。僕と同じように、彼が穢れてしまえば良いのだと。そうなれば、僕らはきっと心から、話合える。そんな醜い自分の心を自覚した瞬間、吐き気を覚えた。僕は一体何を考えているのだろう。【光雪】が、犯され、快楽に堕ちれば良いなんて、何で、どうして、そんなことを僕は……。

            「黒麦の頼みなら、助けに行くけど？」

            　月極のその言葉で、僕は我に返った。

            「――見過ごせないな」

            　日廻が続けると、頼が大きく首を縦に振った。

            「ありえねぇくらい、ひどいだろう、これは」

            　するとその時、青兎と赤鐘が顔を見合わせた。

            「最近黒麦の姿が見えないから、罠をはってきたのかも知れない」

            　青兎がそう言うと、赤鐘が僕を、申し訳なさそうに一瞥する。

            「【光雪の王】のギルドの人の姿が見えないね」

            　その言葉に、青兎が頷く。

            「【光雪の王】のギルドと、この王様候補を捕まえてるギルド――【虐殺器官】には、同盟関係を結ぼうとしてるって言う噂があったよ。噂って言うか、かなり確かな話」

            「黒麦を捕縛する目的で、こういう事してるのかも知れないんね」

            　狐塚が、青兎を見ながら腕を組んだ。

            「あるいは、この城の位置を特定するために、被害者役やってんのかもな。黒麦が助けるのを、みこして、潜り込む気かも知れない」

            　と、頼も同意した。

            「黒麦以外がどうなろうと知った事じゃないなぁ。黒麦の頼みなら、それでも助けに行くんやけど」

            　狐塚があからさまに溜息をついた。

            「仮にそうだとしても【光雪の王】が、演技ではなく、本当に拷問されているか、仲間に売られた可能性もある」

            　すると日廻が、眉を顰めた。

            　僕はと言えば結局何も口に出来ないまま、顔にあてがった掌の下で唇を噛むしかできない。

            　血の味がした。

            「お前はどう思う？」

            　その時月極が、粋龍を見た。

            　粋龍は気怠そうな流し目で、月極と僕をそれぞれゆっくり見た。

            「……ああ」

            　それからじーっと僕を一瞥する。

            「助けにいきたいみたいだな」

            「……」

            「……」

            　僕は何も言えなかった。

            　粋龍も何も言わない。

            　ギルメンの誰も、自発的には助けに行こうとしていない。

            　助けに行こうか、とは言ってくれたが、決断は僕に任された。

            　僕に、【光雪】を助けるために、みんなを危険にさらすような選択が、出来るはずはなかった。静かに視線を落とし、どうすればいいのか思案する。

            「よく分からないけど、黒麦と仲良いんだろ。俺は、助けに行ってくる」

            　そう言って月極が立ち上がったので、僕は我に返った。

            「しょうがないなぁ」

            　赤鐘もまた苦笑しながら立ち上がる。

            「うん、まぁ、黒麦が仲良いんなら、見過ごせないよね」

            　続いて狐塚が席を立った。

            「確かにな、人道的にも、罠かもしれないがああいうやり方には吐き気がする」

            　立ち上がった日廻が、剣の柄を握る。

            　それを見回し、青兎が吐息しながら、ウィンドウへと視線を向けた。

            「どちらにしろ僕はここで、情報を整理して、そっちに流すよ。罠だったらすぐに逃げられるように」

            「じゃ、俺様は王様の護衛。行くにしろ行かないにしろ、狙われてる可能性がある以上」

            　頼はそう言うと、僕を見た。

            「てめぇも行くか？　それなら俺様も行くことになる」

            「……」

            　行くべきだと分かってるが、僕には決断できない。

            　できないでいると、粋龍がポツリと口を動かした。

            「迷ってる間に手遅れになるかも知れない、お前らは先に行け」

            「分かった」

            　月極が頷いて部屋を出ると、行くことにしたらしい皆がそれに続いた。

            　会議室には、青兎と頼と粋龍と僕が残る。

            　青兎は無言で作業をしていて、頼は静かにウィンドウを見ている。

            　粋龍は何も言わずにお茶を飲んでいた。無表情だ。

            　僕は、転移し、救出に行ったギルメンの姿が画面に映り始めるのを眺めていた。

            　苦しそうな表情だった【光雪】の瞳に、少しだけ光が戻るのを見た。

            　その時僕に、不意に個別チャットが届いた。

            「――お前は何一つ悪くない」

            　粋龍からだった。

            　視線を向けると、粋龍はただカップの中を見ていた。

            　僕は椅子に深々と背を預け、個別は返さず、深々と目を伏せた。

            　

            　その後すぐに、【血塗れ男爵】の手によって、【光雪の王】は救出された。

            　同盟を結ぶという話をして、【虐殺器官】が、【光雪】がギルマスを務める【ハルカカナタ】を謀り、壊滅状態に追い込んだ後、彼の拷問風景を映像として流したのだという。僕の時とは違い、愉快犯的な意図ではなく、『王候補が誰か知らしめるため』が目的だったのだそうだ。王候補は沢山いるが、宝石を所持しているギルドは少ないから、【虐殺器官】同様一つだけ宝石を所持していた【ハルカカナタ】が狙われたのだという。同じ条件の【アンチノワール】は規模と戦力が大きいし、【マーダーケース】は復讐が怖いという周知の事実があるから、標的としては除外されたのだろう。

            　【ハルカカナタ】の宝石所持者もギルメンも、【光雪の王】を裏切ったわけではなかった。

            　事前に、【虐殺器官】の者の手で、壊滅状態に追い込まれていたのだという。

            　守護者スキルには、手に入れてからの訓練期間で、実力差が出るし、王候補者は同じパーティや同じギルドの者であれば、守護者スキルを――王スキルとして、活用できるから、ほぼ偶然宝石を手に入れた状況らしく、あまり訓練していないらしい【ハルカカナタ】には、ギルド間抗戦は不利だったらしい。

            　――兎も角僕を引っかけるための罠ではなく、彼ら【ハルカカナタ】は『同盟を組む』と言って、裏切られたらしかった。

            　【光雪の王】は、日廻が、入場許可書を作成し、天空の城で保護することにしたようだ。

            　本来であれば、天空の城には、他のギルドに加入している人間は、全員の許可がなければ入れないが、特別措置らしい。そういうギルマス権限は、今でも日廻が持っているし、誰もそれに異論は唱えない。日廻がその力を振りかざすこともないからだ。

            　もっとも【光雪】には意識がないようだったから、彼から何か言われることもない。

            　ただそれでも、その寝顔を遠目に見て、僕は気づくと頬を持ち上げていた。

            「……有難う」

            「「「「……」」」」

            　僕の声に、一時、ギルドチャットに沈黙が降りた。

            「なーにいってんだよッ」

            　すると月極がまずそう言った。

            「ぜんぜんっ」

            　狐塚が、明るい声で続ける。

            「当然のことをしたまでだ」

            　日廻がそう言って笑うと、赤鐘がクスクスと笑う。

            「黒麦の友達なら、俺たちにとっても友達みたいなものだよ」

            　そんな声を聴いていると、僕は、何も言えなくなった。

            　だから会議室の椅子の上で、ただ唇に力を込めて俯いていると、頼にポンポンと肩を叩かれた。

            「大丈夫……とはいえねぇのかもしれねぇが、良かったな」

            「こんなにギルチャが賑やかなのは、統合して以来初めてだねぇ」

            　青兎が、呆れたような顔で僕を見た。

            「ま、普通は王様候補ってのは、ギルメンに頼りまくりらしいしな。もっとお前もわがまま言え」

            　粋龍が、僕の頭を軽く二度叩いた。撫でられたようにすら思えた。

            「無事で何よりだ」

            　この時点で、【血塗れ男爵】は、既に一年前から数えて、一つ多く宝石関連のクエストをクリアしていた。単純な【クラウン・クエスト】は更に多く消化している。

            　新たに一つ手に入れた【安寧のダイヤモンド】は、月極が手にしていて、守護者スキルは【神の岩鉄】である。僕は、現在、赤鐘・青兎・頼・月極が持っている四つのスキルを、王スキルとして使えるようになっている。

            　今回、【光雪】を救出した際、【光雪】の元から奪われた、【哀恋のローズクォーツ】と、【虐殺器官】が紆余曲折を経て手に入れていた【決意の瑪瑙】が、【血塗れ男爵】の手元に入った。だから他の宝石は、【アンチノワール】の【追憶のトパーズ】と、【マーダーケース】が持つ【煉獄のエメラルド】である。大陸名に即して宝石があるわけでは無かったのだ。残りの宝石はあと一つ、宝石は全てで九つだろうと噂されている。

            「宝石の所持はどうする？」

            　戻ってきた日廻の声に、僕は目を伏せ静かに頭を振った。

            「みんなにまかせるよ」

            　そう告げ、僕は自室で眠ることにした。

            　――醜い考えを抱いてしまったこともあって、皆と顔を合わせていられる気がしなかったのだ。

            　だからなのか、とても、特に【光雪】と顔を合わせ会話できる心境にはなかった。

            　一人きりで、部屋で、寝台へと横たわる。

            　ただ、ただ無事で良かったと、それだけは確かに思うのだ。

            　僕にも、こんな僕にも、心配する権利はあるのだろうか？

            「……良かった」

            　そう呟きながら、僕は眠りへと落ちた。

            　

            　翌朝目をさますと、【虐殺器官】の面々をPKして手に入れたものをメインに、【王冠鏡】で所持を確認していた限りの【ハルカカナタ】の持ち物を、【光雪】と共に彼のギルドに返したと僕は聞いた。無論、【ハルカカナタ】が所持していた【哀恋のローズクォーツ】と、さらには【虐殺器官】が所持していた【決意の瑪瑙】も、【光雪】に渡したと聞いた。

            「コレで、良かったか？」

            　僕は会わないままだったが、【光雪】は帰って行ったと聞いた。それを含めてなのか、日廻が言う。

            「良かった、と、僕は思うよ」

            　ただ凪のような気分で、僕は頷いたのだった。

            　

            　

            


            　

        
        
            【36】王室御用達

            　

            　

            　それから数日が経った。

            　僕は一人天空鏡を見ていて、【光雪の王】の姿を探していた。

            　彼も、十字架を装備しているから、僕にしか見えない。

            　きっと、ギルドのみんなには、僕がただ街を眺めているように見えただろう。

            　そんなある日、僕の腕を青兎が掴んだ。

            「……行ってきたら？　会いたいんでしょう？」

            「……」

            「僕、丁度街に降りようと思ってたから、一緒に行こう。別に、その後は、自由だから」

            　青兎の言葉に、僕は思案した。

            　もう――勝手にいなくなるような、自分勝手なことは出来ないと分かっていた。

            　ただ、確かに会いたいと思う自分もいたから、複雑な胸中だった。

            　ホームゲートは、青兎と二人だったせいか、あっさりと通してもらえた。

            　その後、青兎は、一緒に街へと降りてくれた。

            　街に降りたら――サクッと別行動になってくれて、久しぶりに僕は、自由行動になった。目の前には、天空鏡で眺めていた【光雪】の姿がある。歩み寄った。

            「……」

            　しかしかける言葉が思いつかなくて、僕はただ静かに隣に並んだ。

            　我ながら自分が気持ち悪い。

            「……久しぶり。ひかれたと思ってた」

            　すると正面を向いたまま、【光雪】が笑った。

            「……」

            「前に、そういえば【漆黒の王】もあったよな……って、あの時ひいたとかそう言う訳じゃないけど」

            「……」

            　きっと、【マーダーケース】の話だろうと思いながら、ただそれでもまだ、僕は言葉を探していた。

            「こうなる前から――最近会ってなかったから、何でなのか嫌われたのかと思ってた」

            「……」

            　そんなはずがないと言いたいのに、上手い言葉が見つからない。

            「元々そんなに、好かれてもいないのかな」

            　明るい【光雪】の声が響いた。冗談めかした笑みを含んだ声だ。否定する言葉を期待する声だ。そんなことはないと、否定すべき局面だと思う。

            「……」

            　なのに僕の声は出てこない。何を告げても、白々しくなってしまいそうで怖かったのだ。

            「まぁ俺はあんまり気にしてないんだけどな、別にエロいことされるの、さすがに衆人環視で他人にされるのは初めてだったけど経験あるし。上も下も」

            「……」

            「って、今度こそひいたよな」

            　再び【光雪】が笑った。

            　彼の性生活について、僕は知らない。

            　もしかすれば、僕と違って明るいものなのかも知れない。

            　けれど。

            「……」

            　なんとなく、辛いのに無理に明るく振る舞っているのだろうと分かる。嫌と言うほど分かる。何でもないはずなんてないのに。

            「助けてくれて有難う」

            　【光雪】が静かに言った。

            「――無事で良かった」

            　僕は、漸く自分の言葉を放つことが出来た。

            　思わず抱きしめる。

            　多分同じ状況だったら、誰かに抱きしめられたい気がしたから。

            　だけど昨日の今日じゃ触られるのは嫌だろうかとグルグル考える。

            　【光雪】は……声を押し殺して泣き出した。

            　柔らかな彼の金髪に触れながら、僕は顎を、彼の頭にのせる。

            「本当、【漆黒】って、よくわかないんだな、アイテムも取っていかないとか」

            　泣きながら、【光雪】は笑っていた。

            「……ギルメンが、自分たちで君のこと助けに行っただけだし、アイテム返したのも、君を解放したのも、全部ギルメンが決めたことで、僕は一言も話てない。ごめん、助けたいって言えなかった。僕は最低なんだよ、本当は。だから感謝なんて必要ないよ」

            　僕はそうはっきりと告げながら、自身の声が震えたのを自覚していた。

            　けれど、嘘はつけないと思った。

            「だけど、お前がいたからそういう選択したんだよ、ギルメンは。良いギルドだな」

            　涙声で、【光雪】が笑う。

            　そのまま少し沈黙がおりた。

            「こういう状況になって、俺、もう親しい相手なんて出来ないってずっと思ってた。だけどお前と一緒にいると気が楽で、お前となら仲良くなれるかと思って。今回の件で、やっと本当に、心許して良いんだなって思った」

            　【光雪】は、そう言うと僕の背中に手を回した。途端に息苦しくなって、首を振る。

            「だめだよ――僕なんかに心を許しちゃ駄目だ」

            「それを判断して決めるのはお前じゃなくて俺だから」

            　その声に僕が目を見開くと、体を離しながら【光雪】が微笑した。

            「なぁ、連絡先聞いても良い？」

            「……うん」

            「黒麦、って呼んでも良い？」

            　僕は、頷いた。

            「俺のことも名前で呼んで」

            「……」

            「なんて、図々しいか。嫌なら別に――」

            「――セツ」

            「……うん。有難う」

            　そんなやりとりをしてから、僕らは別れた。

            　

            　首から十字架を外してコートのポケットにしまいながら、ゲートの前で、拳銃を眺めている青兎へと僕は歩み寄った。

            　青兎のおかげで、僕は、一息つけたような気がした。

            「有難う、青兎」

            　僕が声をかけると、驚いたように青兎が顔を上げた。

            「――好きな人に、それが友達にしろ恋人にしろ、会えないの、僕は辛いし」

            「……」

            「元々、外に黒麦のこと出さないなんて、みんなの方がどうかしてたんだよ。おかしい」

            「……」

            「アイテムを守るため、とか、襲われないように、とかだったら分かるけど。動機が不純！」

            　率直な少年の言葉に、僕は気づけば苦笑していた。

            　それから空を見上げる。

            　久しぶりに、十字架を装備から外したせいか、ちらほらと視線が飛んでくるが、街の中にいる自分を実感できた気がして、どうでも良くなった。

            「青兎、たまには街でお茶でも飲もう」

            「えっ」

            　今は、商業施設アイテムで、紅茶連盟などが喫茶店を出していたりする。

            　だから大きな街には、大概、カフェがあるのだ。

            「嬉しいけど、僕と二人で良いの？　それに、黒麦が来たら、喫茶店が大騒ぎだよ。僕と赤鐘は、男爵１と２を争う、何処でも見かけるキャラだけど、黒麦はレア中のレアキャラなんだから」

            「嫌？」

            「まさか。すっごく嬉しい」

            　青兎の兎耳がぴょんぴょんとはねる。

            　それに微笑み返してから、僕は歩き始めた。

            　二人揃って喫茶店に入る。

            　喫茶店は――僕らが入ると、静まりかえった。

            　が、直後、悲鳴が響き渡った。

            「まじでがちで黒麦様？」

            「【血塗れ男爵】キター！」

            「わぁわぁ青兎だぁぁぁぁぁ！」

            「なにこれ、なにこの僥倖！」

            「なにしてんのあの二人？」

            「可愛いぃぃぃぃ。し、格好いぃぃぃぃ」

            「く・ろ・む・ぎ・さん、ちぃーっす」

            「【光雪の王】の救出△、さすが【血塗れ男爵】！」

            　なんだか、フィールドチャットが騒がしかったが、良くあることなので僕は気にせずメニューを見た。

            「紅茶で良い？」

            　僕が聞くと、青兎が頷きながら、居心地が悪そうに店内を一瞥する。

            　手を挙げようかと思って僕も目で店員さんを探すと、その間もなく、給仕の人がやってきた。ケーキセットを二つ、紅茶とチーズケーキのセットを青兎に、珈琲とガトーショコラを自分用に僕は頼んだ。僕はあまり甘くないケーキが好きで、青兎は、ベークドチーズケーキが好きだと知っていたから、その選択をした。ニューヨークチーズケーキだとか、タルトフロマージュだとか色々呼び名はあるが、青兎の好きなケーキは分かっている。

            　すぐに運ばれてきた商品を二人で食べていると、なんだか横で見守られている気配がした。

            　意味不明だったが、僕は気にしないことにして、呟いた。

            「美味しいね」

            「本当ですかっ！」

            　すると真横に立っていたシェフっぽい服のオジサンに、手を取られた。

            　僕が狼狽えていると、正面で、青兎が辟易とした顔で肩を落とす。

            「握手して下さい！」

            　もうしているじゃないかと思いながら、僕はただ曖昧に笑った。

            「私はこの店の店長です。貴方のレシピを研究し尽くして改良に改良を重ねたんです、尊敬してます」

            　ブンブンと手を握ったまま振られながら、僕はその言葉を聞いていた。

            　彼の後ろに弟子らしき人々が現れ、僕が商業施設で売り出している「簡単な料理」「値段が安価な料理」「手間のかかる料理」「調味料」「お菓子」と言った本を並べた。

            　各種魔術書も含め、僕が商業施設の一つの本屋さんで売ってる品々だ。

            「はぁ……え？」

            　なんだか気恥ずかしくなって、青兎を見る。

            「まさか料理の神様のお目にかかれるとは……！」

            　店長のその言葉に、僕は困惑した。

            　……――料理の神様？

            　これまでにも言われたことがあるが、謎の言葉である。

            　すると、青兎が説明してくれた。

            「黒麦のレシピやスキルの上げ方――と、それを書いた本は、今では神扱いなんだよ。本のおかげで今じゃ全大陸で、料理の神様って呼ばれてるんだ」

            　何でそんなことになっているのだろうかと、思わず眉を顰めた。

            　ただ僕は、餓死が減るようにと、出来ることをしただけだ。それも、善意からではなくて、本当はそういう事をしたそうだった日廻を見て、代わりに行ったに過ぎない。

            「宜しければ、王室御用達の看板を出しても良いですか？」

            　すると店長が言った。

            「王室御用達？」

            　僕が聞き返すと、青兎が肩を竦める。

            「キング候補公認のお店のことだよ。黒麦の公認店は、【血塗れ男爵】の直参店しか、今のところ無いんだけど」

            「えぇえぇ、許可を頂ければ、ある種ここが初の公認店となります」

            　二人の話について行けず、僕は適当に頷くことしかできない。

            「僕らのギルドは勝手に使ってたし、例えば【珈琲党】みたいにギルド単位で、品質保証しているところもあるんだけど……王室御用達は、特別だからね？」

            　青兎が小首を傾げて僕を見た。

            　実際美味しいとここのお店については思うし、と言うか今更この状況で断る度胸も僕にはなかったから、ただ頷くしかできない。

            「ぜひ、また！」

            　王室御用達になったらしい店長が、僕に声をかけてくれた。

            「……はい」

            　おずおずと僕が頷くと、方々から他の客の声が飛んでくる。

            「低姿勢っ」

            「腰低いっ」

            「黒麦様は、俺様じゃないのかっ」

            「それは違うだろ」

            「ほれぼれするなぁ」

            　僕がぼんやりしていると、青兎に手を引かれた。

            「行こう」

            　そうして、外に出ると、見計らっていたかのように、【群青の王】である紫紺が声をかけてきた。

            「よぉ」

            　青兎があからさまに拳銃を弄りながら、吐息した。

            　僕にも分かる牽制だ。

            　青兎が宝石を持ってるのは、現在では知られてる。

            　そして――その威力が強いのも有名だ。奪われる心配は低い。

            　宝石のスキルランクが高いので、寧ろ王に成り立てだとか、王候補というだけで守護者がいない者よりも、青兎の方が確実に強い。それを僕は知っているし、相手も知っていると分かっていたから、少しだけ肩の力が抜けた。

            　現れた紫紺にもまた、守護者はいる（昔【終末教会】に所属していた、【鴉】だ）。

            　現在、宝石は八つまで入手されてて、残り一つだ。

            　紫紺は、かなり有名で強い王であり、僕の後すぐに目立った王候補の二人の内の一人である。僕なんて、ちょっとたまたま王候補をしているだけだから、紫紺と吹雪で、王の座を争っているようなものだ、現実は。

            「人助けなんて珍しいな」

            　紫紺の言葉に、僕は顔を背けた。

            「……」

            　一体彼は、何が言いたいのだろう。確かに僕は、他の王候補の動向に関わったり、普段はしない。だが、別に何をしたって良いと思うのだ。そもそも【光雪】の話をしているのであれば、僕はほぼ何もしていないのだから、誤解である。

            「漸く本気で王になろうと動き始めたのかと思ったら、あっさりアイテム返すんだもんな」

            「……」

            「お前の恋人としては、見過ごせないな。一言いってくれないと」

            「は？」

            　誰が誰の恋人だ、と考えて、僕は思わず眉を顰めた。

            　こういう戯言は、見過ごさないに限る。

            「俺が捕まっても助けてくれるか？」

            「まさか」

            　その言葉に、僕は思わず笑ってしまった。

            「捕まったら諦めると良い」

            　きっぱりとそう告げると、紫紺が肩を竦める。

            「ですよねぇ」

            　全くその通りだと思いながら、僕は一人頷いた。

            　そんな僕に対して、紫紺が溜息をついてから、揶揄するような顔をした。

            「宝石持ってたとはいえ、随分小さいマイナー処の王様と仲良くなったな。極小規模のお前と中規模のあいつは、小さいギルド同士で仲良くなったのか？　元々の知り合いじゃないよな？　お前ソロキングだし」

            「……」

            　ソロキングだなんて、事実だけれど、なんだか嫌だ。

            「ちょっと二人っきりで話がしたい」

            　紫紺が、不意にそんなことを続けた。

            「僕から君に話すことは特にない」

            「今夜時間作れ」

            「どんな用件？」

            　珍しいなと思いながら、青兎に視線を向ける。青兎は、あからさまに顔を顰めて、首を振っていた。ギルドの人間として、彼は不賛成らしい。

            「王候補としてちょっとな。場所はそっちで指定してくれて良い。一対一で話せる場所で頼む」

            「必要なら、別々の場所から、個別チャットでいいじゃないか」

            「顔を見て話たい」

            「どんな内容？　その話は、僕が聞かなきゃならない話なの？」

            「お前にもお前のギルドにも勿論得はある。何もしないと誓う。俺が怖いか？」

            　怖い、の意味が分からなかったし、分かりたくもなかった。

            　ただ、本当に珍しいなとだけ思った。

            　紫紺にこんな風にして、呼び出されたことはない。

            　僕は視線でこちらを制してくる青兎に肩を竦めて見せてから答えた。

            「君に何かされるほど弱くないよ。じゃあサファイアの中央都市の、バビロンって言うホテルで午後六時に。一階のロビーで」

            「支払いも持ってくれよ」

            　頷いて、僕はきびすを返した。

            　

            「大丈夫なの？」

            　帰りの道を歩きながら、青兎にそう言われた。

            　振り返ると彼は、心配そうな顔をしている。

            「多分ね」

            　世の中何事も保証は出来ないと僕は思う。

            「青兎に迷惑をかけるようなことはないよ」

            「そういうことじゃなくてさ……」

            　しかし僕の返答は、少年のお気に召さなかったらしい。

            　その後帰宅すると、ギルドのみんなにも心配された。

            「アイツの腕は信用できる。が、逆を返せば腕以外信用できない」

            　珍しく日廻が、あからさまに他者を悪く言った。

            「同感やんね」

            　狐塚が追従する。

            「兎に角僕は行ってくるから、夕食はイラナイ」

            　僕がそう言うと、頼が溜息をついた。

            「ホテルの前まで護衛してやるよ」

            　こうして、僕は頼に送ってもらい、待ち合わせ場所へと向かったのだった。

            「こーんな高級ホテルを日常的に使ってるなんて、さっすが【男爵様】はセレブだ」

            　待ち合わせた紫紺の声に、僕は腕を組んだ。

            　頼と別れた後、ロビーで合流したので、そのまま歩き続ける。

            「うちのホテルだから……高級なの？」

            　値段は知らない。

            　そのため、足をすすめながら、【群青の王】を見る。

            　するとエレベーターに乗る手前で、驚かれた。

            「そういえば、男爵御用達の看板あったな、この系列」

            　僕は頷きながら、最上階のボタンをを押す。

            「上層階の方が値段高い上に予約一杯なんだよな？　で、大体、上から二番目の階が酒場で、その十階下のフロアがレストラン」

            「忘れた」

            　一番上で降りて、僕らはそのフロアに三部屋しかない内の、一番奥の部屋に行った。

            ずっとその間、紫紺は何か話ていたが、僕は聞いていなかった。

            「それで、話って？」

            　部屋に入ってすぐに、僕は切り出した。目的は、コレだ。あまりギルドのみんなを心配させるのも良くない。さっさと話て、早く帰ろう。

            「ちょっと待ってろ」

            　直後、部屋の映像と音声がシャットダウンされた。月影鏡というアイテムを使用した結果だ。王様会議の時も、紫紺が、最初からタウンに映像流してない場合は、これでシャットダウンしてる。だから王候補者は、かなり会議には参加したがるらしい。やはり皆情報が欲しいのだろう。僕は面倒なので行きたくないが。

            「で、だ」

            「うん」

            「【光雪の王】と恋人同士なのか？」

            「違うけど……話ってそれ？」

            「いや、その、なんていうか……他にもあるけど、まずはそれ」

            「僕、帰るよ」

            　大切な話だと思っていた分、僕は半眼になった。

            　何の得にもならないし、どうでも良いだろうとしか思えない。

            「待て待て待て」

            　紫紺に、慌てて引き留められた。

            「げすな好奇心から聞いてるんじゃない、重要なことなんだ」

            　真剣な顔だったので、椅子に座り直しながら、僕は嘆息する。

            　そうして、アイテム欄から、持参した氷入りのコップを取り出した。

            「うわ、酒飲みたい。お前、未成年じゃないよな？」

            「大丈夫だけど、飲んでまともに大事な話できるの？」

            「逆に飲まねぇと、言うのも聞くのも面倒になるかもな」

            　その言葉に、僕はウイスキーの炭酸水割り――ハイボールと、ロックどちらが良いか聞いた。結果、ロックを二つ用意する。

            「お前もロックか。結構強いのか？　ってか、これ、美味っ、なんだこれ？　何処で手に入れたの？」

            「自家製だよ。僕が作った」

            「本当に料理の神様なんだなぁ……そうそう、それで。どうなんだ？」

            「たまに話すだけだよ。君と僕とは違って、友好的に、だけど」

            「俺は俺なりにお前に対してだけは友好的なんだぞ、これでも。まぁそういうことなら、良いか。最近会って、何か聞いたか？」

            「何かって？」

            「率直に言うと、いま【光雪】のギルドには、宝石が二つある。お前の所が返した二つだ。とはいえ、スキルレベルは、どちらもそんなに高いとは言えない。それに王候補としての石の所持数やアイテム所持数も、強いとは言えない。今は」

            「……」

            「寧ろお前の所が全部せしめてれば、こんな論争は起きなかったかも知れない」

            「論争？」

            「お前の次に、王候補としてのアイテム数が多いのは、俺と吹雪だ。証の石は俺の方が、他のアイテムはあいつの方が多く持ってる。ただし俺とあいつは、戦略的に友好……協力関係にあるだけで、奪い合いはしてないけど、どちらも譲る気はない。宝石も俺のギルドは、譲る気がない」

            「へぇ」

            「が、俺とあいつが統合すれば、確実にランキング二位になる。これまでは、人数多いギルドや、クエスト達成率が高いギルドも含めて十集団くらいで二位争いをしてきたけどな」

            「何が言いたいの？」

            「お前が宝石を返さなければ、俺たちはお前の下に、くだる決断を出来る状況がすんなり出来たんだよ。ま、返さないような王の下につく気がないという連中も沢山いたから、結果的にお前を推す声は大きくなってもいる」

            「別に僕は……」

            「とりあえず聞け。そんな中、だ。宝石を二つ手に入れた【光雪の王】、今は弱くても、このままログアウトできなければ、宝石が二つあるんだから強くなっていくのは確実だ、と思われていた【光雪】。【光雪の王】と機会を見て統合するつもりになったところも多いだろう。あそこはお前の所と違って、今でこそ少しは疑い深くなっただろうが、元々参加条件も厳しくないし、ってまぁ俗に言う仲良しさんギルドだから仲良くないと入れないけどな、ギルド単位で他に詐欺られる様な連中だ」

            　確かに、詐欺に引っかかる方が悪い、と言うこともある。

            「そんな時、吹雪と俺は、戦略的友好関係にあるので、クエスト攻略の相談をしていました。女神鏡のある、俺の部屋で」

            「戦略的って言うけど、君達は息がぴったり合ってるよ」

            「気持ち悪いことを言うな。で、女神鏡は、一日一回三十分間、質問に答えてくれる。本日昼、三十分間、『宝石が報酬のクエスト』『その所在地と条件』『ボスの有無やmobの種類』『ダンジョン内容』なんかを聞くことにしたんだよ。先に聞くと、クエスト一覧表に載るから、いつも行く直前に聞くことにしてるんだ」

            「知ってるよ、クエスト一覧表は、こっちにもある」

            「じゃあ、マーダーケースが、クエスト一回横取りしたのもご存じって事だな」

            　僕は頷く。タイミング的には、そうなる。いつでも何処にでも行ける準備をしていて、表示された瞬間にあの時は行ったっぽかったと内心で回想した。

            「そんなわけで、俺たちは、聞いてみたんだ。残りの一つの所在を。それはあっさり分かったし、何の問題もない。内容は、お前も家に帰れば分かるだろ」

            「それがどうかしたの？」

            　倒すために、共闘しようという申し出だろうか？

            「女神が言ったんだよ。九つの宝石が全て揃うと、『デスゲーム』になる。現実でも、死ぬって。ここで死んでも、復活しなくなる。蘇生球と蘇生術が在れば、今まで通りの条件で復活するらしいけどな」

            「え」

            「やっとちょっと驚いたな。お前の表情が変わるなんて、貴重だ」

            「蘇生球は、ダンジョンでランダムに取得するしか、入手方法無いんじゃ？」

            「おぅ」

            「復活しなくなるって、怪我とかはどうなるの？　POTは効くの？」

            「POTは効くそうだ。ただし、ステータス自体が無くなる――少なくとも見えなくなるらしい。POT飲むタイミングも、バフや回復のタイミングも、測るのが難しくなるだろうな。気絶なのか瀕死なのかの見分けも付きづらいはずだ」

            「九つ目を手に入れるべきじゃない」

            「俺もそう思った。だけど吹雪と、俺のギルドの守護者と、他のギルドの連中――例えば【光雪】の所の守護者二人も、攻略にいった。【マーダーケース】に先を越されたら、まずいっていうのが理由だ。デスゲームになるなら尚更な」

            「……ステータスが消えるって、経験値やレベルはどうなるの？」

            「見えなくなるみたいだけどな、多分あるはず。なんでも、別キャラも含めて、一つのキャラに、全部の能力が統合されて――それが、その個人の能力になるらしい。魔術師が高レベルで、剣士として低レベルなら、魔術は強いまま、剣術は弱いまま。勿論鍛えれば、鍛えただけ、強くなる。ただし、守護者のスキルは、宝石の移動で、使える人間が変わる。見えなくなるだけで、熟練度にも変化はない。守護者スキルは、やっぱり、長く使ってるやつが強くなる。個人倉庫や装備できる数、アイテム欄は、キャラクター数のMAXになるから、消えないって」

            「別のギルドに所属していたら、どのギルドが優先されるの？」

            「ギルドの表示も名前の表示も無くなるらしい。鏡類では表示されるらしいけどな、レベルも職も。ただし、聖職者のまま召喚獣が使えたりするようになるらしい。ちなみにギルド加入の可否は団長しかできないままだし、団長権限や役職権限は変わらないらしいけどな、『どこそこのギルドに入ってる』と勝手に名乗ることは出来るようになる。見た目では分からなくなるからな」

            「装備とかはどうなるの？　職が被ったら、何を装備するの？　見た目は兎も角」

            「装備欄も増える。というか、装備や、部屋に物を置くのは、物理的に置けたり持てたりする数に準じるらしい。アイテム鞄や、倉庫は、変わらずほぼ四次元らしく取り出し可能らしいけどな。ほとんど現実と一緒になる。ただ、倉庫とか鞄に入ってるアイテムは、腐敗しないらしい」

            「教えてくれて、有難う。僕、帰るよ」

            「待てよ、これじゃただの親切な人だろ俺。お前に話たのには、勿論こちらにも得になると考えたからだし、まだ話は終わってない」

            「何？」

            「一時的に、王の石は、各自持った形のままになるけどな、俺と吹雪と【光雪】とその他――雷の魔術師とかのギルドで、このクエスト攻略後に、ギルドを統合する」

            「……」

            「宝石数はお前の所と同じで４、石の数では、今回のクエストクリアを前提に５と考えれば上まわる。人数でもな。レベルと攻撃力じゃ負けるけど。死にさえしなければ、お前らに追いつくのも不可能じゃなくなる」

            「そうなったら、うちのギルドが、君達の王様が決まった段階で、宝石と王の石を渡せばいいって事だよね？」

            「いいのか？」

            「ギルメンを説得するのに少しは時間かかるかも知れないけど、大丈夫だと思う。最悪……実力行使する。蘇生球がある内に」

            ――そうしていれば、最初から体の関係を持つ事なんて無かったんだよなぁと、僕は自嘲した。

            「――それは、想定外だったから、まぁ今決断しなくて良いけど」

            「？　メインの話は、それじゃないの？　デスゲームのことを教えてくれるのと、引き替えに」

            「違う。寧ろ、お前を王にって声は、俺たちの連合でも結構大きな声で聞く。まぁいらないんなら、俺にくれ。そうすれば俺が王になれる」

            「統合した後で、君が正式な王になったら渡す」

            「そっすよねぇ」

            　紫紺が肩を竦めて笑った。その様がわざとらしすぎて、僕は目を細めるしかない。

            「じゃあどうしてその話を僕に？」

            「クエスト完了と同時に、全大陸フィールドに……まぁ隠しフィールドに伝わるかは、怪しいけどな、鏡系でも見えないから。後ダンジョン系も怪しいけど、全ギルドチャットジャックもしてるから、ソロで一人じゃない限りは大丈夫で、後は残念としか言いようがないが――兎に角、天使琴で、『宝石が九個解放されて、デスゲームになった。ゲーム内で死ぬと、現実でもゲーム内でも死ぬ、蘇生術とPOTは今まで通りの条件で有効』って、人道的観点から、放送する」

            　天使琴とは、強制的に全体チャットを表示させて言葉を告げるアイテムだ。

            「そう」

            「それまでお前に話す必要は無かったわけだ。そうしなかったのには理由がある。別にお前の所が、どこかのクエストにつっこんでる最中だとか考えたからじゃない。お前らは蘇生球常備してるだろうし、迂闊に死なないだろうからな」

            　確かに、蘇生球×９９ワンセットは、僕のギルドでは各自持っている。

            　僕を、すると真剣な瞳で紫紺が見据えた。

            「蘇生球が確実に手に入る場所を見つけた」

            「っ」

            　思わず息を飲む。

            「結論から言って、王の杖を始め王の武器所持者じゃなければ、入ることが出来ないフィールドだ。入れるのは、確認済みで存在を知っている王候補で、俺と吹雪と【光雪】と連合の別の一人……【嵐の王】。四人だ。お前と、【マーダーケース】のギルマスを初めとした他の【王の武器】所持者も入れるはずだ。ただし、その中で、守護スキルを使用できて、【マーダーケース】と違い敵対的じゃないのはお前一人だ。【マーダーケース】なら、蘇生球の独占も視野に入れるだろうし、そもそも市場に蘇生球を流すような頭をしていないはずだ。PKし放題だからな。デスゲームも歓迎だろ。最初の頃、何でデスゲームじゃないんだって言ってたような連中だからな」

            「……」

            　王の武器所有者と言うことは、誰かに継承者証（装備）と、王の杖を渡す、としなければ、他の人間に僕が行って貰うことは出来ない。しかもすぐにPKが不可になるのであれば、簡単に継承者証を譲渡できなくなる。なのだから個人的には、吹雪がクエストを攻略する前に、誰かに渡してしまいたいというのが本音だが、幸い継承者証は、【クラウン・クエスト】を攻略していれば、すでにそのギルドの誰かが持っていない限りは、新しく出現する、さして珍しくもない代物だ。だから僕は例え【デスゲーム】になってから死ななくても、誰かに石やアイテムを渡すことはできる。

            　それよりも今は、蘇生球の確保が問題だ。

            　魔術師の職を持っているギルメンもいるが、攻撃力だけで考えると、僕以外無理だ。

            「そもそも、お前だって因縁ある相手だしな。現時点で、俺たちは、後方火力を欲していて、お前を誘いたいと思ってる。断るなら、【マーダーケース】に声をかけることもあるかも知れない。それくらい蘇生球は必要になるはずだ。守護者系スキルが、使用不可なんだ、そのダンジョン。だから、広範囲殲滅が俺たちには誰にも出来ない以上、お前の力を借りたい。勿論アイテムは、パーティに加わってくれたら、平等に分ける」

            「全員の職とレベルは？」

            「……え。それくらいは、興味持っててくれると思ったんだけど。【光雪】くらいは知ってるよな？」

            「ごめん、知らない」

            　確か紫紺は聖剣士だったような気がするようなしないような、といった具合だ。僕の記憶力は大変残念だと思う。

            「まじか……ええとだな、俺は聖剣士。ヘイト取りと壁。で、あいつ――吹雪は銃術士。バフと中衛。【光雪】は回復と光攻撃。もう一人の【嵐の王】は、召喚者だけどメインの壁をしてる。後方範囲火力は、一人もいない。【嵐の王】と【光雪の王】は、範囲攻撃できるけど、前衛と回復を考えると範囲する余裕がなくても仕方がないし、どちらもそれ前提でレベルを上げてきてるから、攻撃力は、お前より期待できない。ちなみに、お前が入ってくれてもきつい場合は、【マーダーケース】にも声をかける。それで計６人でパーティのMAX。【灰汁亞】は、鉄槌使だから、壁の期待も出来る」

            「僕が役に立たなかったら、嫌、どちらにしろ気にせず、信用できると分かるなら壁を呼んだ方が良い」

            「お前信用できるの？　あいつを？」

            「直接話たことはほとんど無いから分からない」

            「俺は拉致られたこと無いし、話たこともないけど、無理だな今。もうちょっと、実力あるからとはいえ、警戒心持たないと危ないぞお前。今だってもし俺の話が嘘で、集団でお前のことボコる腹づもりだったらどうするんだよ……」

            「デスゲームが嘘なら、それでも良いよ。それが本当でPKされるんなら――……」

            　そうか、今は自殺できるのか。

            　気づくと微笑んでいた。

            　嗚呼、楽になれるのだなと思った。

            「俺らのことを虐殺する？」

            「さぁ。その時になってみないと分からないよ」

            「まぁ、本当の話をしているし。そんな事態にはならないと思いたいな。俺自身も。パーティには、入ってくれるか？」

            「蘇生球が欲しい。具体的にどうやって手に入れるの？」

            「一階の階層ボスが、百％おとす。女神にも確認済みだ。一度につき×99をパーティ人数分。今の備蓄こみで考えても、俺たちのギルドの全員に、最低一つ渡すためには、六千は欲しい。俺たちが入手すれば、誰がとっても一だから、連合に四分の三が入って、お前に四分の一が行く。お前には、二千渡せるまで、付き合うことを約束する。だからこちらにも付き合って欲しい。普通のフィールドダンジョンだから、一階を出て、また入り直せるし、すぐに沸く。一日で、とは言わない」

            「レベルとmobの数とボス、各属性は？」

            「レベルは∞、インフィニティは、【クラウン・クエスト】と一緒だな。体感してる強さ的には、ルビィよりは強いけど、宝石系クエストの上から四番目だったトパーズの時よりは弱い。属性は、これがまたやっかいで、ボス含めて全部、気象。サファイアのクエ気象だったんだろ？　それもあって、お前には期待してる」

            「対抗属性の範囲がある。今なら時間ロスもないレベルで使える」

            　王装備は、取り外しできるが、基本的に腕輪類と同じで装備にカウントされないので、粋龍の杖で、無詠唱も五回まで出来るようになっているが、それは秘密にしておくことにした。あまり期待されても困るからだ。無詠唱のアイテムは、ダンジョンを出てリセットすれば、すぐにまた無詠唱の使用ができる。

            「POTは、各自用意……でもいいか？　うちの連合、結局お前のとこが売ってるPOTを備蓄してるだよ。霊薬だ。今のところ俺たちは、人によるけど半分から全回復できる。飲むタイミングも各自。ステータスが表示されなくなったら、もうカン便りだけどな。一応、戦闘時間で大体分かると思ってる、俺たちは。お前だけ、俺たちには分からないけどな」

            「自力で、回復魔法も持ってる。僕は大丈夫だよ。POTもなんとかする。いくつ用意してるの、一人」

            「十個」

            「死ぬ可能性があるから？」

            　だからそんな少数なのかと首を傾げた。

            「今度から死んでも生き返らないんだから、備蓄の中から使える限界まで持ってきてるに決まってるだろ。デスペナは無くなるって女神が言ってた。PK後は、アイテムが相手に移るしmobやボスに殺された場合は、一緒にいる相手にモンスターを倒した時点で、報酬として渡るらしい」

            「気象の中の、何属性とかある？」

            「あったらその属性を言ってる。毎回変わるんだよ、雷と氷と嵐の内、二つの属性混合に。mobは、二十体一組で、混合数はバラバラ。計六十組。俺たち四人で行った時は、六時間かけて一回制覇するのがやっと」

            「その四人で行った時は、誰がどんな攻撃したの？」

            「【光雪】の光範囲だと、一組の全部のmobのHPが、二十分の１削れる。【嵐の王】の召喚獣範囲だと七分の一。二人のレベルは、どっちもお前より二十から三十下」

            「回復量と、ボスは？　ボスはmob倒してからわくの？　タゲられ方は？」

            「蘇生術は勿論あるから、蘇生球はこっちで用意する。っていっても１セット……９９個だけだけどな。これは、誘った側としての礼だ。だけど死ぬ前提じゃなく、出来る限り逃げる前提だ。死にそうになったら、基本的には、ラス一の組や、ボス戦でも逃げる。外に出ない限り、一人残されることになるからお前も逃げろよ。ボスは、ずっとそこにいるし、他のペアもいるけど、ヘイト取るまでは基本的に攻撃してこない。中心につっこめば、全組に攻撃されるだろうけどな。ボスも含めて」

            「ボスの属性は気象系で３つ？」

            「これまでに五回行って、雷３、氷１、土石流１だった。分からない」

            「分かった。それで、いつ行くの？」

            「吹雪が九個目を手に入れて、寝て起きたらだな。一応、今夜中に終わると踏んでるから、暫定的に明日の朝九時十分前にトパーズ大陸のブルートパーズの森の入り口ゲートに集合。九時にそこから出発。行き先は、森の中の隠しフィールド入り口から。来なければ教えない」

            「寝坊しないように気をつけるよ。だけどそろそろ攻略しないと、みんな眠るんじゃない？」

            　時刻はもうすぐ、午後の八時だ。

            「二時ぐらいまでは起きてる奴いるだろ、あ、そうそう昼食と夕食と夜食とか軽食も持参だからな。倒すまでにかかる時間が分からないけど、夜の九時前後まではやる予定。十二時間労働。ああ、現実の仕事を思い出す――お前は、学生？　結構若いよな」

            「……大学生だった」

            　思えば紫紺とこんな話をするのは、初めてだった。

            「へぇ、何年？　俺は、馬鹿大学出て普通の社会人になって二年目だった。一年前と一年後だったら、忙しくなる会社だったから、丁度良かったんだけどな。十二時間労働より忙しいって笑うよな。しかも通勤に二時間。ただ、仕事が『コレ』だったから、良いんだけどな。テストがてら、かなりINできたし。俺こそ俗に言うチートだったんだよ、最初は」

            「これ？」

            「【クラウンズ・ゲート】の開発してたんだよ、俺。今思えば、加害者でもある。ただ指示通りに、言われた部分だけプログラミングしてたんだけどな……そんなの言い訳かも」

            「ッ……じゃあ、こうなった原因とか、【クラウン・クエスト】のヒントとか、何か知ってるの？」

            「サービスで教えられることは、何にもない。対価を貰えば、少しは、知ってることを話せる、ってだけ言っておく」

            　これまでにも、運営や開発、社員といったユーザーの情報はあったが、僕が実際に会って言葉を交わしたのは、彼が初めてだ。

            　兎に角在宅で仕事をしていた人が多くて、実際の社内勤務の人間に至っては、復讐のPKをされた最初の一人以後は、誰も名乗りを上げていない。その一人は、ルビィのクエストに臨んだ後、公表した、【殺戮同盟】の和羽だ。

            「和羽っていう名前のユーザーを知ってる？」

            「一応大企業で、ゲーム開発部門だけでも二百人以上いた。名前は知ってるけど、そいつは運営部門だし、俺はテストよりの開発チームにいたから、現実での面識は顔見知り程度、こっちでの面識は無かった。部門ごとのギルドもあったけどな、今は解散して、名乗りを上げないようにしてる。会社統一ギルドも無かった。メーリングはあったけど、リストは非公開だから、今でも社員同士でメール回すことはあっても、互いに面識あるのは内輪か、偶然分かった連中だけ。とくに和羽って奴みたいに、運営チームの下っ端は、目立つギルドに潜り込んで動向を見守ってマーケティングすることの専門家だったみたいだしな」

            「【血塗れ男爵】にも、誰かいる？」

            「さぁ」

            「デスゲームになることは、メーリングで回したの？」

            「いや。クエスト完了後に、ステとかアイテムとか確認して……一応、二・三人に合意の上で怪我して貰って、事実確認してから流す。放送と同時刻だ。それに、公表することで、これまで平穏にしてた奴らが、身分を明かす必然性を減らす配慮――というか、俺の配慮。メーリングで確認した限り、俺たちの連合の中には、俺しか社員はいない。俺も別アカの名前でメールしてるから、俺だって気づかれてない。統合後の名前も、ギルドと一緒で名乗りたい放題だからな。まぁ俺と同じように、名前を偽ってるやつがいたら、俺には分かんないけどな」

            「さっき言ってた対価って何？」

            「んー」

            「原因とヒントが知りたい、今回のフィールドを知った理由も。それを払えば、教えてくれるの？」

            　僕は正直、これまでに確認された隠しフィールドは、隠されていたのではなく、開発者側のテストフィールドなのではないかと思っている。

            　――だとすれば、狐塚も社員か関係者なのかも知れない。

            　時折発見される隠しフィールドだが、偶然見つけたと皆が言うのに、発見者は決まって十人ほどのユーザーの内の誰かだ。

            　知っている中には、狐塚や紫紺も含まれている。

            　少なくとも、二人とも五つずつ以上、発見している（現在発見されているかくし大陸は三十七ある。中には、大陸というよりも島のような場所も多いのだが）。

            　そう言う嗅覚に優れているだけかも知れないけれど。

            「欲張りだな。一回につき、一つだ。一つ教える」

            「条件は？」

            「……SEX」

            「いいよ」

            「って言ったらどうするって――え？」

            「三発で、原因とヒントと理由全部教えて」

            「……本気か？」

            「三回も起たない？」

            「うるせぇ。まぁ、一晩でやるにはちょっともったいないし、明日のこと考えるとあれだけどな、ぶっちゃけ」

            「一度ギルドに戻って、またここに来るから、それまでに決めて」

            「そんなあっさりと……本気にするぞ？」

            「十分後にまた来るよ」

            　僕は、そう言って部屋を出た。

            　エントランスでは頼が待っていてくれたので、苦笑しながら二人で帰る。

            　ギルドに戻ると、みんなに囲まれた。

            　何を話てたんだ、だとか。

            　そんなことを聞かれたが、スルーして僕は、月極を見た。

            「月極」

            「ん、え？」

            「ちょっと一緒に来て、倉庫に」

            「あ、おぅ……」

            　倉庫へ移動した後、二人きりのその場で、僕は月極を真剣に見据えた。

            「蘇生球と霊薬を、ギルメン全員、一人三セットずつ、常備するように言って。僕、今から五セットずつ持ってくから――一セット＝×９９ね。お願い」

            　自発的なお願いを、僕からするのは初めてであるような気がした。

            「……自分でみんなに言えよ、大体理由は？」

            「話してる時間がない」

            　言いながら、しまっておいた、現在のレベルにあう魔術師装備を引っ張り出す。

            　そもそもギルドチャットを表示して話ているのだから、みんなにも聞こえていると思うのだ。

            　魔術師装備は、粋龍が、レベル上がるたびにコレまで通りくれていたのだ。

            　杖の装備だけは、王と魔術師、両方装備することが出来ていたので、攻撃方法は変わらないが、やはり防御力などは、王装備単独よりも、フル装備の方が強い。かわってくる。

            全てを装着し、一年前は通常だった、黒ずくめの顔を隠した姿になった。

            「なんだよその装備。何処に行くんだ？　俺も――」

            　すると月極が、顔を顰めた。だが、僕は彼の言葉を遮った。

            「今は黙って、行かせて。お願いだから」

            「――っ、ヤってる時みたいな言葉」

            「……」

            　酷い想像だな、と僕は思った。

            　同時に、そう言えば前に、「後で」「戻ってきたら」といって、粋龍とのSEXを先延ばしにして逃げたことがあったなぁと思い出す。

            　あれは、約束だったのだろうか？

            　まだそれは、有効なのだろうか？

            　そんなことはどうでも良いと頭を振ってから、改めて僕は月極を見た。

            「それと、霊薬を可能な限り、作って。出来れば君の。青兎にも頼んで、青兎が生成できる分も全部。徹夜でお願い。兎に角沢山必要なんだ。材料もあればあるほど良い。日廻と狐塚に採取頼んで。ただし、販売在庫には手を出さないように狐塚に言って。寧ろ買い占め制限かけるように。頼と赤鐘には、食料の生成と備蓄。素材も。こっちも販売品には手を出さないで、兎に角新規で。それから、粋龍には……僕が戻っても、僕が良いって言うまでずっと、ひたすら赤鐘の護衛するように言って。後ね、これはギルメン全員に。兎に角、最低明日一日――今後一週間は、赤鐘のMPを絶対蘇生術が使えなくなるまで切らしたりしないこと、それ以上に、死を阻止することを徹底して。最悪、自分が死ぬより、赤鐘優先。キング候補の僕よりも、それに宝石の所持の有無にかかわらず。それと赤鐘以外の件では、宝石とかアイテムとか全部失っても構わないから。可能な限り防御力とPOTでの回復量多くできるようにして、兎に角PKにしろモンスターに殺されるにしろ、それを全部避けて、後で分かると思うけど試したりもせず全部避けて、兎に角死んだり怪我したりしないようにって徹底して」

            　僕が一言で言うと、月極が息を飲んだ。

            「分かった……俺はお前の頼みは聞く。お前のこと信じてる。けど――黒麦はどうするんだ？」

            　真摯な瞳に、ローブの奥で目を伏せ、俯く。

            　それから大きく目を開けた。布ごしだから、月極には見えないはずだ。そう理解したら、優しく笑えた。やっぱり、この姿の方が落ち着くし、集中できる。王装備で一度だけ、【クラウン・クエスト】に臨んだことがあるが、色々と最悪だった。

            　何より詠唱に集中できないし、みんな、僕の表情変化に左右されて、危なくないのに守ってくれてしまうのだ。結果、詠唱中断となった。それだけ、王のアイテムが大切なんだと僕は理解したけれど。

            　ふとそんなことを思い出していると――無言で月極に抱きしめられた。

            「冬眞くん……」

            　気づくとそんな声が出ていた。なぜ、名前を呼んだのかは僕自身にもわからない。

            「な、なんだよ、急に」

            「もし、現実に戻れたら、どうしたい？」

            「お前と二人暮らしで、お前のこと独占できるってことだよな」

            「……」

            「俺が今まで通り在宅で働いて、お前が家事。良い夫婦になれそうだな。まだそういうの味わってなかったし」

            「……じゃあ、戻れなくなるとしたら？」

            　これからデスゲームが始まるのだとすれば、その可能性もある。

            「この世界で一生暮らすのも悪くないと俺は思ってるよ。ま、いつ生命維持装置が外されるかは分からないけどな」

            「僕は、月極に、現実へと帰って欲しいと思ってる。すごく強く」

            「――お前をこっちにおいて帰るくらいなら、俺は帰らないから。俺だけ帰そうとはすんなよ――恋人っては思ってもらえないのかも知れないけど、少なくとも義理にしろ兄弟だし、ずっと狩りをするにしろパートナーでやってきたと俺は思ってる」

            　その言葉に、ローブの奥で僕は苦笑した。

            　以前、頼に言われたことがある。

            　――いくら義理の兄弟だといっても、面識がほぼ無かったのであれば、それはただの他人だと。多分それは事実だ。そして、けれど、それを零したとき、日廻が言ってくれたのだ。『そんなことを言ったら自分以外の家族は全部他人になる。私はそうは思わない。ギルドのみんなは身内だ』と。他人じゃないと、言ってくれたのだ。僕にはそれが、救いだった。

            「パートナー……――もし、一段落したら、久しぶりに、一緒に……」

            「出会った場所にでも行くか？」

            　ログアウト不可になる前、よく一緒に行って、ピクニックしていた場所について、月極が朗らかに語った。初めて出会ったとき、月極が瀕死だった場所だ。

            「――気合い入れて、お弁当作るよ」

            　僕は頷く。

            　そのまま二人で、ゲートに向かうと、粋龍が立っていた。

            「やる。最高傑作だ」

            「っ」

            　粋龍は掌に、一組のピアスを持っていた。

            　重複装備しない限り、ピアスは王の装備が出ている。一度だけ試したことがあるから知っていた。ちなみにマントは、重複できない。両方装備できる品の場合は、ローブの上に出る。粋龍が作ったローブの方が、性能がいいからだ。だから恐らく、ピアスも重複装備できる場合は、王装備よりも威力が強い品が、前面に出るのだろう。そんなことを考えていると、粋龍が、王のピアスの上に、それぞれピアスをはめてくれた。――なるほど、ピアスの穴は、複数あけられるのか。

            「MPが、一秒ごとに回復する。瞬発力では負けるが、今あるPOTより回復効果は高い」

            　そう言って、ちらりと粋龍が月極を見る。POT生産は、月極めの特技だ。

            「イヤミじゃないからな」

            「分かってる」

            　月極が苦笑した。すると、粋龍が溜息をつく。

            「コイツに何も言わずに送り出す気だったのか？」

            「っ」

            　息を飲んだ月極の額を、軽く粋龍が叩いた。

            「何をしに行くのか知らないけどな、何か取りに行くんだろ、どうせ。だったら生きて帰ってくるよな、まさか一人って事も無いだろ。キング候補同士の密談帰りなんだしな。それなら……一人なら既存装備で、もう一回行って失敗してきてそうだからな」

            「……」

            　僕は、当てられすぎていて、何も言えなかった。

            「死んで誰かに託す、なんてことするなよ。ギルチャ聞いていた限り、デスゲームになるとしか思えなかったが」

            「あ」

            　本当に最近は、SEXする際すらギルドチャットをメインにしていたから、配慮が足りなかったことを漸く悟った。

            「お前にみんな一言いいたがってたが、月極と一緒で行かせる気だった。馬鹿げてる」

            「……」

            　僕は、吐き捨てるように言った粋龍から、顔を背けた。

            「……黒麦が、言ったんだ。俺は、それを尊重する」

            　すると月極が呟いた。それを一瞥し、粋龍が続ける。

            「勝手にしろ。俺だって別に止める気はない。ただな、俺がお前らよりもよく知ってるだろうこの馬鹿は、幼なじみとして言う限り、想像以上に、馬鹿なんだよ。自分がどうしたいかしか考えてない。こっちの心配なんか、理解してないんだ」

            　そう言うと粋龍は、溜息をついた。酷い言いぐさだ。だけど温かみが伝わってきた気がして、少しだけ笑ってしまった。信用されているようで（あるいはいないようで）、心地が良い。

            「だから、絶対に生きて帰れって、釘を刺さなきゃ駄目なんだよ」

            　バシンと頭を粋龍に叩かれて、僕は唇を噛んだ。

            　痛みは無い。やっぱり、粋龍にそういうことをされても、撫でられているような感覚なのだ。

            「――僕が死ぬわけ無いだろ」

            「死んだら、地獄で覚悟して待ってろよ――逃がさないって言ったよな？」

            　そんなやりとりをしてから、僕はゲートからタウンへと飛び、ホテルへと戻った。


            　

        
        
            【37】群青の王

            　

            　

            「おかえり。つぅか、帰ってくるか半信半疑で、ホテル代計算してた。俺、払えないから、先に言っとくけど。アイテム類買い占めしなきゃならないから、費用がいるとかじゃなくて、普通にこんな高額きつい」

            「いくら？」

            　僕は、急に緊張感が薄れて、紫紺の言葉に首を傾げた。

            「おいおいおいおい、お前も払えなかったらどうなるんだよ？」

            　焦ったような紫紺の声が続く。ギルドとは大違いだった。

            「上限無しの【血塗れ男爵】で発行してるクレジットカードを持ってる。精算は、ギルドがする。分割できるし、何とかなるよ」

            「クレカって、そうだな、男爵印だな、これも。ええと三十万ガルド？」

            「それくらいなら、僕が朝払えるよ」

            「セレブｋｔｋｒ。普通に、その辺の弱小ギルドの一年分の予算以上だろ」

            「そうなの？　予算って、結成費用と倉庫維持費の最初に払う分以外いるの？」

            「＋月最安でも１万は、大小問わず食費で取ってる。後、免除あるけど、建物自体の維持費用も、適宜いる。こっちは一括じゃなくて、電球切れた、とかの都度都度だけどな。後は露店で、商業施設の時は維持費とか。最安の所は、初心者とかソロで、最初ギルドに入れてなかった連中の集まり。現実で言う、生活保護とボランティアをやってる所。【終末教会】の下部ギルドが一番大きいだろうな。ただ、ギルメンは、かなりいるはず」

            「デスゲームになったら、生活変わるのかな？」

            「死傷して強盗する奴らは出てくるかもな。災害時にもパニック起こさず理性的行動をする日本人って言われてる俺たちだけど、現実と違って、救助の手を信用できない以上、どうなるかわからないよな」

            「現実に即すなら、PKは減るかも知れない。何せ、生き返らないんだから」

            人の死を背負って生きるのは大変だと思う。

            「かもな……所で、本当に良いのか？」

            「別に良いけど、何で僕なんか」

            「同性愛がほとんどの世界になったからじゃない。お前の顔――変えたいって思ってる奴一杯いる」

            「……」

            　変えたいって整形だろうか、だなんて適当に考えた。

            「恋人いるだろ？　許可取ったのか？　それとも秘密？」

            「いないよ。ただ、ギルメンの手前、秘密にして欲しい」

            「秘密とか燃えるな。いないのは、意外。もてるだろ？　なんで？」

            「……よく分かんない」

            「いつもこういうことしてるのか？」

            　オッサンみたいな質問だなと思いながら、大して年が違わないはずの紫紺を見据える。

            「してたら嫌？」

            「少なくとも建物サーチできないギルドの城や地下以外ではしてないよな。あっさり同意されたし、初めてかどうかなんて気にしない。面倒が少なくて寧ろ良いけど――恋人とは別れたのか？」

            「いないって言ってるだろ。君はいるの？」

            「いねぇよ。いたら、こんな事は言わない。俺は一途なの。でも、恋人いない経験者って……別に【マーダーケース】の拉致事件で最後までやってたわけじゃないし、ちょっと気になるな。今の世の中、SEXでギルメン従えてるギルドも結構あるし」

            「……」

            「逆に、ギルメンに無理矢理されたり、守護対象の王候補にまつり上げられて、やられまくってる奴もいる」

            「……」

            「それは被害者だ。お前は、違うんだよな？　もしそうなら――」

            「そんな事どうでも良いだろ、関係ないよ、君には。やるなら、早くしてよ、三回もあるんだから。三回イかせればそれで良いよね？」

            「まぁな」

            　答えた紫紺に、僕は押し倒された。

            「前みたく、こうやって、装備着込んでる方が、俺は好き。脱がせる楽しみがある」

            「一つしかないから、汚したら怒るよ。ダンジョンに行けなくなる」

            「水とか風とかの魔術で洗えるだろ」

            「破れても直せない」

            「そんな激しいプレイ期待されると、困るんだけど――普通に、脱げよ。バスローブあるだろ、この部屋」

            　それもそうだと思い、僕は素直に服を脱いだ。そして着替える。

            「全裸でも良いけど」

            　紫紺の言葉に、唇の片端を持ち上げた。

            「着てる方が好きなんだろ？」

            「馬鹿。昔から、お前に興味合ったってことだよ。顔識る前から――今は、顔だけで、抱いて抱かせろのあらしだろ」

            「そんなこと、言われた覚えはない」

            「さすがに本人の耳に入るところでは言わないのかもな」

            「大体、顔識る前の――王になる前の僕のことなんて詳しく知らないだろ？」

            「お前が忘れてるだけだ。酷いよな。βでお前が来る前から、社内でαテストしてた頃から俺はここにいるのに。それよりお前、変わりすぎ。最初は人当たり良くニコニコしてたのになぁ。誰とでもパーティ組んでくれたし。勿論俺とも」

            「っ」

            　何か言おうとしたが、口づけられて、僕は言葉を失った。

            　確かに当時の僕は、ちょっとくらいはニコニコしていたのかもしれない。

            「その内に、ソロだし、必要な時には野良でパーティ募集に入ってくるし、すぐに誰も固定でお前を呼べなくなった。ドM職だからじゃない。レベルカンストが、早かったからでもない。装備で顔を隠したからだよ。噂されてたの知ってるか？」

            「……ぁ……っ、？」

            　胸の突起を軽く噛まれながら、首を傾げる。

            「誰だって面食いだって思われたくなかったんだよ、お前に近づいて。逆にお前狙いの連中は、二つに分かれた。片方は、野薔薇たち、見守ってたな。で、もう片方は、喰ってやろうと機会を狙ってた。【マーダーケース】のギルマスや副マスだ。今は元副マスが新マスターになってるらしいが」

            「ふ、ぁッ……ん、ン」

            　耳元で囁かれると、肩がビクンと動く。

            「あの頃自分からお前にパーティ申請できたのなんて、粋龍だけだ。粋龍は、基本【マーダーケース】のギルマスを牽制して、お前のこと守ってた。勿論、レベルは上げつつな。リア友だって聞いて、納得した。あの頃は、ゲームの仕様でSEXこそできなかったけどな。快楽も存在しなかったし」

            　知らなかった僕は、何度か瞬く。

            　確かに粋龍と出会ったのは、クローズドβテスト開始直後だった。

            　降大は僕が、テストに誘って待ち合わせたキャラをデリートして、あるいは別キャラとして、粋龍を作ったのだと思う。

            　直後はまだ初心者装備だったから、顔が露見していたし、名前も知っているのだから、僕を降大が特定するのは容易だったはずだ。

            　守ってくれていたなんて知らなかった。

            　そもそもその頃は、野薔薇のことはおろか、【マーダーケース】自体知らなかった。

            「その後、お前がギルド入ったって事は、かなり騒がれたんだぞ。元々日廻と赤鐘も有名だったし――あいつらを引き留められていたなら、【白銀騎士団】が解散する事は無かっただろうし、吹雪も昔は【BSO】にいたから赤鐘と一緒なら、とっくに宝石を手に入れ――あるいは、現時点で１位か２位が確定してただろうな」

            「んぅ、ぁ……やめ、ッ」

            　右の乳首ばかりをこねくり回され、思わずきつく目を伏せる。

            「情報屋や【高みへ・・・】と組んでたのもびっくりだけどな。ただ、最初から知ってるから、俺は、粋龍がお前の恋人だと思ってた。というか、思ってる。少なくとも同じくらい仲良かった月極の名前は出ると覚悟してた。勿論、ログアウトできなくなってからだけどな。現実に早々同性愛者がいないのは、分かってる。俺は元々バイだったけどな」

            「っ、ゃ、ぁああっ……ちょ、ちょっと待って、もう良いから、入れてよ」

            　最近、入念に上半身を愛撫されることなんて無かったから、もどかしくなる。

            「慣れてるのかも知れないけどな、まだ痛いだろ、慣らしてないんだから」

            　紫紺はそう言うと、僕の両足の膝をそれぞれ手で持ち、持ち上げた。

            　空気に触れた菊門が、ひくつくのが自分で分かる。

            「わー、綺麗なピンク色。乳首もそうだけど、何でそんなに色素薄くて肌も白いのに、髪も目も真っ黒なんだよ？　黒曜石のリングを保持してる王様って、ぴったりすぎる」

            　そう言って紫紺が、後孔の襞を解すように、丹念に舐め始める。

            「ッ、や、ぁっ」

            　ぴちゃぴちゃと水音が響き、大きく吐息すると、脱力した瞬間舌をねじ込まれる。

            「ん、ぁッ」

            　舌を抜き差しされ、入り口が訴える快感に、肩が震えた。

            　声をこらえていると、紫紺が顔を上げる。

            「ひくついてる」

            「……っ」

            「もっともっとって、絡みついてくる感じ。指、入れるぞ」

            「ぁ、あ――っ！」

            「一つ目のこと教えてやる。原因は――多分、理論研究班にいた、シュナイデル博士だ」

            「っ、ぁ、あ、そ、そこは――……ンッ！」

            　涙がこぼれる。

            「ただ、そいつが主犯なら、本当にログアウトできなくなっただけなのか、俺には分からない」

            「ぁ、ぁ、あ！」

            「何せ日常的に、『別の世界を発見した』と、言っていた奴だからな」

            「――……ぅ、っ、ぁ、ねぇ、も、もう、」

            「ん？」

            「いれて」

            「もったいないからお前だけイかせてやるよ」

            「無、無理っ、あ、ぼ、僕、後ろされないとイけな――っ、ぁあンッ――っ……！」

            「……エロい体。誰にそんな風に開発されたんだよ？」

            「ゃ、やだぁあ――……！」

            　前立腺を刺激され、目を見開く。射精しそうになり、体を震わせた。

            「イきたいか？」

            　無言で、大きく頷く。涙が頬を垂れ、酸素を求めて唇が震えた。

            「――やばい、くせになりそう。つぅか、起ったわ。いれるぞ」

            「ん、ぁ、あ――ッ……――フっ」

            「やばい、気持ちいい。お前、凄いな」

            「ぁ、ぁ……」

            「悪い、出る――っ」

            「く、ぁ、ッ――！」

            　そのまま中に熱い感触を覚えて、肩で息をする。だけどまだ、僕はイけない。

            「……持って行かれたの、人生で二度目だわ。名器ってやつ？」

            「っ、っ、ん、ぁ」

            「一回は一回だし、結論を言うと、原因は、その博士だろうってこと以外分からない」

            　体が熱くて、自然と腰が揺れ、与えられた情報のことはどうでも良くさえ思えた。

            「中の刺激で、また起ってきた。なんか、イヤラシイ」

            「ん、っ――……ぁ……」

            「次はクエストのヒントだったな。宝石はもう無いけど、良いのか？」

            「ヤ、ぁ、動いてっ――ん、ぅッ」

            「じゃあ動いて気持ちよくなれる大きさまで、起たせろよ」

            「ッ」

            「一個特別に教えてやると、俺はいくつか知ってる、と思ってる。どんな情報が良い？」

            「ん、ぁ、え」

            「何が知りたいのか具体的に言えよ」

            　僕は、どうしようかと思った。かなり一杯一杯だったが、情報は欲しい。

            　だから体に力を込めて、紫紺のそれをきつく閉めてみる。

            　すると、紫紺に突き上げられた。その後、ゆさゆさと腰を振られ、喉に酸素が凍り付く。

            「ひッ……んァ、や、やだぁ――っ！」」

            「止める気はない」

            「ん、ふ……ぁ、ぁ、ぁ」

            「気持ちよくなって何にも言えないのか？」

            　そう言うと紫紺が、僕の自身を、片手で輪を作り撫でた。

            「っぁ――くッ……ン……待って、ぁ……待って、クエストがある隠れ大陸、ん、ぁ、……後は、ぁああ？　やッ」

            　ごりごりと唐突に前立腺を突き上げられて、声を上げる。

            「あ、ん、ァっ――！　待って、ねぇ、ッ」

            「後は？」

            「ンは、ぁ……王冠の在処っ……の、ヒント！」

            　精一杯、言葉に出来る限りそう言うと、紫紺が苦笑した。

            「お前次第で、渡せる情報変わるかなぁ」

            「なっ」

            「イきたいんだろ？　じゃ、イくの我慢しろ。俺が次にイくまで我慢できたら、クラウンのヒントをやる。できなかったら、隠しフィールドのヒントな」

            　そう言うと紫紺が、ガンガン腰を動かし始めた。

            　一度イった余裕からか、その動きは速いし、止まらない。

            「ん、あ――ッ、ぅあ、あ――や、うあ、あ、待っ……や、ぁッ」

            　射精しそうになる体を叱咤し、目をきつく伏せる。

            「ッく、ぁ……あぁン、ん、ッ――ぅあ！」

            「情報欲しくて我慢してんの？」

            　実際そうで、ビクビクと体が震える。すると、急に陰茎を撫でられた。

            「ぅあ――っ！」

            　少しの刺激でも、今は辛い。

            「これ、好きか？」

            　扱かれ、呼吸が荒くなる。

            「教えてやろうか？」

            　耳元で囁かれ、そのまま耳朶を噛まれる。

            　背を撓らせると、首筋にキスをされた。強く吸われ、痕が残ったと思う。

            「クラウンの在処は、セントラルだ。開発会議で、【クラウン・クエスト】の話をしていた時、そう聞いた。宝石が九個って言うのも合致してるから、間違いないと思う。ただし、詳細な場所も、各クエストの詳細も分からない。少なくとも俺は知らない」

            「ッ……ふ、っ……ンぁ」

            「初めはただの、追加イベントのはずだったんだよ、個別、大陸に次ぐ第三の。俺だって何が起こったのか知りたい、聞かれてばっかりだからなッ」

            「んぁああああああ――！」

            　そのまま強くつかれ、紫紺がイくのとほぼ同時に、一際強く打ち付けられたこともあって、僕もイった。

            「――……まだ、できるか？」

            　無言で僕は頷く。体が辛くないわけではなかったが、僕はもうこういうのに慣れていた。

            「タウンチャット見てるか？」

            「え？」

            「吹雪達、攻略して帰ってきたぞ」

            「っ」

            　見れば、【デスゲーム】のお知らせまで流れているから、既に検証する時間も経たのだろう。

            「残り一回、どうやってダンジョンの場所を知ったのか、は今知りたいか？　俺としては、お前とヤれる機会、残しておきたいけどな」

            「急がないけど、誰かに話たら、その時点でこの約束は無効だからね」

            「知られたくない相手がいるのか？」

            　その言葉に、僕は何度か瞬いた。

            　特にそう言う相手はいない――そう思ったが、【光雪】にはあまり知られたくないような気がした。

            「――君と二人だけの秘密を持ちたい、って意味かもしれないだろ？」

            　僕は唇の両端を持ち上げ、作り笑いをした。

            　やっぱり僕は汚くなったと思う。

            「なんだよその殺し文句」

            　そう言って笑った紫紺が、僕の首筋にキスマークをつけた。

            「待ち合わせまで、まだ時間はある。僕は、少し寝たい」

            「……性悪？　それとも天使？　お前が分からない」

            「きっと――悪魔か死神だ」

            　くだらない冗談だけど。

            　僕はそう言って笑うと、掛け布団を引き寄せて、目を伏せた。

            　強制目覚ましアイテムを朝の七時半にセットし、睡眠効果――普通はPK時などに盛る罠アイテムだ――のあるPOTを飲む。

            「残念だが、俺はお前に恋してないぞ？　ヤりたいとは思ってたけどな。俺には本命がいるし」

            「僕も君に恋してないよ」

            　そう告げたすぐ後、僕は眠りに落ちた。

            　

            　

            


            　

        
        
            【38】蘇生球の為に……牢獄

            　

            　

            　リアリティを持った風に髪を攫われ、僕は外の気配は昨日までもこのように生々しいものだっただろうかと思案した。

            　僕はまだ、【デス・ゲーム】になったという実感を覚えてはいないけれど。

            　ただ何となく、見慣れた街の風景が、どこか焦燥感や緊張感という名前をしたそわそわとした空気に飲まれているように思えた。

            　時間が早かろうが遅かろうが、大抵の各大陸中央のホームゲートには、人気がある。

            　しかし今日は、ここまで移動する間に、数えられるほどの人数しか見ていない。

            「……【漆黒】、来て下さったのですね」

            　ブルートパーズの森の入り口ゲートに行くと、正面に立っていた【吹雪】に声をかけられた。【砂中楼閣】のギルドマスターで、昨日最後の宝石――【欺瞞のペリドット】を【クラウン・クエスト】で入手してきたギルドが擁立する王様候補だ。

            「俺が声をかけて連れてきてやったの。お前らお互いに俺に感謝しろよ」

            　僕の隣に立った紫紺が、場を和ませるようにそう言った。

            　それを呆れたように、スッと目を細めて吹雪が見ている。

            　その隣には、どこか不安そうな顔をした【光雪の王】――【雪】が立っていた。

            　視線を向けると、雪の隣で、黄土色の髪をした少年が手を挙げた。

            「はじめまして！」

            　威勢の良い声と動作に顔を向けると、一歩前へと出て、ぐいと詰め寄られた。

            　人懐っこい顔をした少年で、目を丸くして微笑んだ彼の瞳は、黄緑色だった。

            「俺は、ランって言います。いつかランキングに名前が載りますようにっていう願いでつけたのに、何だかメインで召喚する【ウッドレフト】が嵐属性らしくって、嵐からとってランだと思われてる【嵐の王】です！」

            　彼が召喚者だという【嵐の王】かと、僕は一人で頷いた。

            「……よろしくお願いします」

            　そう言いながら、ローブのフードを被る。

            　王候補は他にもいるが、武器の所持者で、【紫紺】や【吹雪】に声をかけられるのは、僕たちだけだという事だろう。そもそも王の杖――王の武器は、滅多に出現しないと聞いている。そこで僕はふと思いついた。蘇生球を満足できる分手に入れたら、僕の杖を【氷の魔術師】……は【虐殺器官】の人間だったからともかく、【雷の魔術師】にでも譲渡して、他の魔術師職の王にも。蘇生球入手の機会を渡したらいいのではないかと。自分勝手かも知れないけれど、自分のギルドの分が確保できたら、僕はそれで満足なのだ。

            「そろそろ行きましょうか」

            　吹雪の声で、僕らはブルートパーズの森を進み始めた。

            　鬱蒼とした木々が、森に踏みいった途端、陽光を蒼く変えた。

            　水中にいるような視界だが、足を運ぶ度に感じる土の感触も、木々の匂いも、紛れもなく森のものだった。

            　その時吹雪が僕に向かって振り返ったので、何事だろうかと僅かに首を傾げる。

            　紫紺がそれを見て肩を竦めた。

            「ダンジョンの説明はしてあるし、役割も言っておいた」

            「そうですか。役割分担は、念のため歩きながら再確認を」

            　そう口にして、吹雪は皆を見回した。

            　今回のパーティリーダーは吹雪だ。常時だったら、吹雪と紫紺はその座を巡って対立しそうだが、現在その様子はない。これが戦略的友好関係というものなのだろうか。しかし僕には、やはり二人は、気心の知れた仲の良い相手なんじゃないのかなぁとしか思えない。強いて言うなら、戦友だ。

            「【群青の王】がヘイト取りと壁の補助。【嵐の王】はメインの壁をお願いします。そして私はバフと中衛。【光雪の王】には回復と光攻撃を。【漆黒の王】は、後方範囲火力として思う存分力を放って下さい」

            　淡々と吹雪の声が響く。それこそ、綿雪がふる様のようだった。

            　頑張ろう、と、僕は思った。

            　

            　ダンジョンは、森の獣道の突き当たり、木々の合間にそびえ立っていた。

            　このフィールドに入る道自体が隠されていたせいなのか、ダンジョン自体はごく自然に、建造物として立っていた。古びた宮殿、そんな様相だ。

            　さすがにトパーズの森の中央で、大樹に事も無げに吹雪がつっこんでいったときは、前を見て歩いていなかったのかと困惑しそうになったが、僕以外は平然とその後に続いたので、僕も同じように木の幹に体当たりをした。が、激突することもなく、僕らはその先に広がっている、新たな森……隠しフィールドへと出て、こうして進んできた。

            　細い獣道が続いていた記憶しかない。

            　死霊系mobか、野生動物じみたmobが出そうだと思ったが、特にモンスターに会うこともなくここまで進んできた。

            　旧宮殿の正面には、ギリシャ彫刻のような石像が、門番のように一つだけ建っていた。

            頭部には、壊れた冠をつけている。

            　月桂樹の葉の冠の方が余程似合いそうな、裸体に布をまいた石像だった。瞳は無く、眼窩には盛り上がった眼の形の石があるだけ。アイテムの宝石をはめる場所も無さそうだったが、もう見慣れてしまった天使像とも堕天使像とも、趣が異なる。やはり、王冠をつけているからなのか、それとも背中に羽が無いからなのか。

            「プリンシズ」

            　石像に手を添え、紫紺が呟いた。

            　その声に、いつか狐塚や頼と共に、ダンジョンを制覇した時のことを思い出す。

            　王候補関連の色が濃いダンジョンやフィールドにも幾度か行ったが、この合い言葉を聞くのは二度目のことだった。

            「初めはここにクラウンがあることを期待したのですが」

            　吹雪がそう言って僕を一瞥する。

            　ローブの奥で何度か瞬きをしながら、昨日紫紺が『セントラルにある』と言ってはいなかったかと思い出した。この二人は、その辺の情報共有はしていないのだろうか。本当に紫紺は、僕の体なんて言う無価値なものと引き替えに、自分が持っている情報を僕にだけ教えてくれたのだろうか。だとすれば、馬鹿げた話だ。

            　開いた門から、僕らは中へと進んだ。

            　エントランスホールに全員が入った時、扉が背後で静かに閉まり、正面にmobとボスが現れた。シャンデリアに照らし出されているmobは、雷と嵐の混合属性のようで、数も事前情報で紫紺から聞いていたとおり、二十体一組で、計六十組だった。嵐属性がいるのだから、メインの召喚獣が嵐属性で壁をするなら大変そうだと、僕は【嵐の王】をちらりと見た。だがそこは召喚者の利点であるとおり、メイン以外の召喚をすることで乗り切るのだろうと思う。

            「……っ……」

            　直後、背後で息を飲む気配がして、振り返ろうとした瞬間、右のローブの袖を引かれた。

            　軽く僕の服を掴む、白い指先が震えている。

            「……」

            　僕が視線を向けると、雪が怯えるような瞳で、mobを見据えていた。

            　何か言葉を発したわけではなかったが、彼が『怖い』と言おうとしている気がする。その様に、音もなく唇が動いたように見えた気がしたのだった。

            　そうだった。

            　これから、いやすでに、【デス・ゲーム】が始まっているのだ。

            　ここで死ねば、僕らは死ぬ。

            　死ぬのだ。

            　気づけば前方に立つ紫紺と吹雪も、幾ばくか血の気が失せた顔で、うつむきがちに唇を噛んでいた。僕の隣に立つランに至っては、完全に腰が引けていて、踵を返そうとする足を踏ん張って無理に床へと縫いつけているようだった。

            「――大丈夫」

            　僕は逆側の左手を、ポンと雪の頭に置いた。

            　肌触りの良い髪の感触を、そのまま少しだけ撫でてみる。

            「……」

            「大丈夫」

            　ただそれだけ繰り返した。

            　言わせて貰うなら、僕の方が何倍も怖いし、僕の言葉には何の根拠もない。

            　僕以外の彼らは、このダンジョンの目指すフィールドの攻略経験者で、こうして生きているが、僕には足を踏み入れた経験も無く、自分の魔術がきくのかすら分からない。

            　空間属性で僕が使える魔術の内、最も威力を誇る『色即是空』級の【アートマ】と『天空界』級の【ミクロコスモス】だ。後は（無詠唱の時点では関係ないが）時間ロスが完全に無視できるようになった【ビックバン】と【アースブレイク】を無詠唱で発動できるよう準備はしている。現在僕は五つまで無詠唱で使えるが、空間の攻撃魔術の種類はやはりあまり増えなかった。残り一枠は使えないので、守護者スキルも使用できないとのことだったし、僕は空間単体攻撃魔法である【マクロコスモス】をその枠に入れることにしていた。

            「黒麦……」

            　不思議なことに、今朝会ってから一度も会話がなかった雪と僕の間に、漸く会話が生まれた。

            　まぁ考えてみれば、元々雪とはそんなに会話をするために会っていたわけじゃないから、不思議でも何でもないのかも知れない。ただ僕の名を口にした雪を見ていると、やはり僕らは前よりも少しだけ仲が良くなれたんじゃないのかと思う。

            「冷静だな！　さすがは【漆黒】」

            　ランの声に、僕はローブの奥で小さく笑った。

            　別に僕は、冷静なんかじゃない。

            　それからmobへと振り返る。

            「行くか」

            　僕を見て頷き、紫紺が一歩前へと出た。ほぼ同時に、吹雪が雷耐性のバフである様子の土防御力upのバフ、続いて嵐属性用である風と水の防御力upのバフをかける。

            「召喚――【ダブルリフト】」

            　やや遅れて、ランが召喚獣を喚んだときには、紫紺がヘイトを取り終わっていた。遅れたというよりかは、タイミングを見計らっていたのかも知れない。そのまま壁は、【ダブルリフト】という名前であるらしい、巨大なゴーレムの姿をした召喚獣へと移った。それとほぼ同時に、雪が紫紺に回復魔法をかける。

            　何の問題もない連携だったし、大変洗練されている個人個人の技量だと思う。

            　ただなんとなく、現在では狐塚たちも含めた自分のギルドで慣れてしまったせいか、速度が遅く感じる。

            　――だなんて、そんなことは、今はどうでも良いではないか。

            　僕は杖を握りしめた。

            　とりあえず無詠唱の分を使い切り、一番効果的なもので攻めよう。

            　同一魔法の無詠唱を二回連続で行う事は出来ないから、ゴリゴリ敵のHPを削った後は、【ビックバン】と【アースブレイク】頼りになるはずだ。

            　そう思いながら、僕は杖をしっかりと床に着いた。

            「ミクロコスモス」

            　範囲魔法の中で、強い順に発動することに決めたのだ。

            　瞬間、周囲の風景が、星空に変わった。

            　宇宙空間に己自身が漂っているような感覚で、様々な星が見える。天の川や星座を探しそうになり、そう言えばこの空間で惑星は見た事は無いなぁだなんて考えた。次第にその宇宙は収束していき、やがて視界を暗闇が染め上げる。何も、無くなる。

            　瞬きをすると、視界がダンジョン風景に戻った。

            　沈黙が降りていて、四人に一瞥された気がしたが、残っているボスをローブ越しに睨め付けて、構わず杖を振った。

            「マクロコスモス」

            　僕の声に呼応するように、再び視界が星空へと変わった。

            　こちらには、惑星が並んでいる。太陽系だ。

            　それらが線を引くように、ボスの方へと落ちていく。

            　聴覚がジャックされたように、最早なにも聞こえなくなり、今度は灼熱の朱が視界を埋め尽くした。

            　最後は白くなり、そして何も無くなっていく。

            　再び瞬きをすれば、ボスの姿はもう何処にも見えなくなっていた。

            　――二撃、か。

            　もし仮にここに月極と狐塚がいたら、僕は最初からボスを叩いて、すぐに終わらせることが出来た気がした。その位のレベルのダンジョンだと思う。【クラウン・クエスト】のダンジョンは、もっと酷いところもあれば、もっとキツいところもあるから、メンバーを考える限り、このくらいのレベルで良かったなぁと考えた。

            「終わったね。もう一週しよう――あ、蘇生球以外のアイテムはどうする？」

            　僕が尋ねると、重い沈黙が返ってきた。

            　初めて来たくせに出過ぎた真似をするな、と思われているのだろうか。

            　確かに僕がアイテム分配についてまで口を出すことはない。

            「……ボスを倒した者が、と思っていたのですが……」

            　吹雪が漸く言葉を発した。

            　その声通り、現在僕のアイテム欄には、いくつものアイテムが収納されている。討伐者が取得する設定になっているようだ。しかしこれでは、別キャラで枠を増やしてあるとはいえ、鞄自体も一杯になってしまうし、個人宅倉庫をここに開いてしまっていっても大変だ。個人宅から、メールでアイテムを送ることは可能だろう（十日間メール欄にて保存可能）が、そうする時間も惜しい。僕の目的は蘇生球だけだから、本音を言うならば、それ以外のアイテムは基本的にイラナイに等しかった。

            「ランダム分配でも良いのか？」

            　響いた紫紺の声に僕は頷く。寧ろそうして貰わないと困るのだから。

            「良いよ」

            　だって本気でそんなにアイテムは持てないのだ。

            　

            　その後僕らは、三百周ほどした。

            　大体それで拡張した鞄が一杯になってしまったので、休息がてら、各自が個人宅のゲートを開いて、アイテムを放り込みに行った。

            　僕が二千セット手に入れるまで付き合ってくれるとのことだから、後千七百セット。後三百周×六回くらいだなぁと考える。

            　順調にそれを繰り返し、千セット程度集めたところで、十四時になった。

            思いの外、速いペースだ。

            　九時に開始して、休息込みの四時間で目標の約半数だ。

            　これならば、疲労の分遅くなるとしても十九時には、目標数が達成できる気がした。

            「しまい終えましたか？」

            　吹雪の声で、僕は我に返って顔を上げた。

            「……うあ、ちょっと、もうちょっと休ませて！」

            　するとぐったりしたように、座り込んだランが声を上げる。

            「もう二時だし……！　お腹減った！」

            「それは……否定しませんが……」

            　吹雪はそう言うと、僕をちらりと見てから、紫紺に顔を向けた。

            「俺も腹が空いた。黒麦には、『いくつ手に入ったか限らず、夜の九時前後までやる』って言ってあるから、そろそろ食べても良いんじゃないか」

            「それは、当初の予定数よりも多くを獲得するためにであっても、と、理解して良いのですね？」

            「俺はそのつもりで言った、としか言えない。それに『今日の入手量に限らず明日以降も頼む』って伝えたつもりだ」

            　本当かなぁと思いながら、僕はローブの奥で紫紺を見た。

            　なんだか詐欺に遭っている気分だが、こちらとしても、多いに越したことはない。

            　更に言うならば、手に入れられる限り多く欲しいから、明日以降だって僕は参加する気満々だ。まだ【デス・ゲーム】が始まったという実感がないせいなのかも知れないが、僕はこのメンバーとこのレベルのダンジョンであれば、全く死の危険を感じない。勿論、油断は大敵だと、ソロが長かった僕は嫌と言うほど知っている。

            「「……」」

            　紫紺と吹雪が顔を見合わせて、にらみ合っている。

            　僕の予想が正しければ、個別チャットで何か相談しているのだろう。

            　下世話な想像を働かせるなら、というか、赤鐘の思考を借りるなら、この二人萌え、というやつなのだろうか、これは。しかし僕はその赤鐘から、【BSO】で嘗て一緒にいたことのある吹雪は、頼に惹かれて（深い意味は聞かなかった）、旧【胡蝶楼】に移ったという話を聞いたことがあるし、紫紺にはギルドに腹心（主従関係が云々）の部下がいると聞いたことがあるから、多分この二人はそう言う関係じゃないのだと思う。別にそう言う関係でも良いが、ただ僕は、『本命がいる相手と寝た後の感覚』に少々とまどっていた。体をかわした相手と翌日狩りに出る事なんて、ギルドで慣れきってしまったが、多分それは、慣れて良いような事柄じゃない気がした。それに、そんな自分を、雪には知られたくないなと、やっぱり今でも感じる。じゃあランに知られるのは良いのかと言われたなら、それもまたNOだけれど。

            「俺、でもさっきお弁当、自宅で食べちゃったんだよなぁ。軽食ももう無いし」

            　その時ランの、溜息混じりの呟きが聞こえてきた。

            　彼はお腹が空いている様子だ。

            「ラン」

            　僕が声をかけてみると、ビクンと召喚者の少年が緊張したように体を震わせた。

            「え、なに？」

            　そりゃ初対面の人物にいきなり名前を呼ばれたら困るよなと思いながら、敬称をつけ忘れたことに僕は気がついた。

            「良かったら……」

            　僕はそう言って、『物見遊山弁当』を出現させた。命名者は、日廻だ。

            　三段重ねの重箱に、一番下にはいなり寿司各種とおにぎり、二番目には玉子焼きや唐揚げと言ったおかず類、最も上にもおかず類という、手でつまめるとはいえ肉食系のお弁当だ。オードブル、をモティーフにしたお弁当である。運動会などに持っていくノリの弁当だ。僕のギルドでは、特に体を動かすクエストや狩りの後は、サンドイッチなどの軽食よりも、こちらの方が好きだというメンバーが多い。

            「美味そ……！　え、いいの？」

            　ランがキラキラした色を瞳に浮かべて、重箱と僕を交互に見た。

            　僕は温かいほうじ茶を用意しながら頷く。

            「はい」

            　カップの一つを雪に手渡すと、彼もまた虚を突かれたような顔をした。

            「俺も、良いの……？」

            　不安そうなその様子に、僕はお腹が一杯なのだろうかと首を傾げる。

            「無理にとは……」

            「そうじゃなくて……っ、今俺のギルド一杯一杯だから、POT代だけでもまずくて、食べ物なんて……！」

            　雪の声に、僕は小さく息を飲んだ。

            「俺、朝から何にも食べてないんだ……」

            　僕より明らかに育ち盛りの雪の声に、思わず眉を顰めた。

            「……POTって、霊薬？」

            　尋ねると、雪が頷く。そうしながら、唐揚げを凝視しているのを見て、僕は取り皿にそれを取った。その向こうでは、こちらを見守りながら、ランがいなり寿司を食べている。

            「吹雪」

            　僕は皿を雪に手渡してから、顔を向けた。

            「はい」

            　頷きながら、吹雪が僕を見る。

            「紫紺から、月極の霊薬を君達の連合が備蓄してるって聞いて、持参個数が不安だったから、少し持ってきたんだ」

            　そう告げて、アイテム取引画面ではなく、重箱の隣に、僕は９９個×４――４セットの霊薬を出現させた。

            「これは……」

            　狼狽えたような吹雪に、僕はほうじ茶を差し出しながら続ける。

            「良かったら、一セットずつ」

            　このダンジョンで使わないのだとしても、王候補である今、【デス・ゲーム】という現状を鑑みれば、何時命を狙われてもおかしくはない。

            　僕の隣に座ろうと、吹雪が腰を折る。

            　それを押しのけるようにして、紫紺が間に入った。

            　二人の前に皿と箸を置き、紫紺の分のお茶を用意しながら、雪とランを見れば、二人ともガツガツと食べていた。やっぱり、僕だって別に老けているような年じゃないと思うが、十代の食欲は半端無いと思う。

            「有難うございます」

            　吹雪が、探るような顔で僕を見た。探られて痛い腹もないので、僕はローブのフードを取り、それから口布に手をかける。

            「料理の神様の手料理か？」

            　紫紺のその声に、僕は動作を続けたまま、静かに笑った。

            「そんなに大した物じゃないよ」

            「「「「……」」」」

            　すると皆の視線が僕へと向いた。

            　なんだか凄く気恥ずかしい。

            　美味しくなかったのだろうか、余計なことをしたのだろうかと、グルグルと考える。

            「貴方も……そんな風に穏やかに笑うのですね」

            　吹雪の言葉に、僕は顔を上げた。

            「ずーっと顔を出すようになってからは、だいぶ慣れたと思ってたけどな、やっぱり破壊力絶大だろ、その顔」

            　呆れたように紫紺がそう言って、たこさんウィンナーを食べる。

            「【漆黒の王】って、美人だよな……しかも、飯にアイテムに……気前良いなぁ」

            ランが一人で何度も頷きながら、串カツを食べている。

            「……」

            　雪だけは、何も言わずに僕をじーっと見ていた。

            　なんだか大変居心地が悪い。

            「アイテムと言えば、お前、蘇生球一個いくらするか知ってるのか？」

            　紫紺の言葉に、僕は首を傾げた。

            　このダンジョンの存在を知るまでは、ランダム入手だったから、その上市場に出ている所など見たことがない僕は、腕を組むしかない。

            「一個、千万ガルドです」

            　紫紺の声に、雪が俯いて自嘲するように笑った。

            「俺のギルドの年間予算、五百万なんだ……」

            「まぁ黒麦は、一泊百万越えのホテルをキャッシュで払えるレベルの金持ちだしなぁ、実感沸かないか」

            　続いた紫紺の声に、ガルド＝円換算だと頭では理解していたが、現実では別にお金持ちなどではなかった僕は、何も言えない。コレがもし現実だったとすれば、千万円で生き返る術が見つかるのだから安いのかも知れないけれど（側に蘇生術が使える聖職者がいなければ無意味だが）。現実世界での僕は、スーパーに行って、七十円のピーマンを買うのに十分くらい悩む人間だ。ともすれば僕にとっての、現実世界との一番の乖離、隔たりは、ゲーム内通貨のことなのかも知れない。こういう世界になる前は、RMT……リアルマネートレードで、数百万円をこのゲームにつぎ込んでいる人間がいると聞いたとき、呆れたと同時に少しだけ羨ましくもあった。僕だって完全に無課金というわけではなくて（このゲームは月額三千円円だし）、時に気に入ったShopアイテムを購入することだってあった（五百円までならば……！）。

            「美味しいですね」

            　吹雪が、玉子焼きを食べながら、微かに笑った。

            　僕は吹雪のこんな顔を初めて見た。

            　僕よりも寧ろ彼の方が、こんな風に穏やかに笑わない気がする。

            　このようにして、僕はその後も特に何も言わなかったが、皆の話を聞きながら、一時の休息を終えた。

            　そして無事に二十時ごろには、予定数を集め終え、二十二時くらいまで、皆でダンジョン攻略に精を出した。

            「じゃあまたな」

            　紫紺のそんな声を聴き、ブルートパーズの森に戻った頃には、二十二時半を回っていた。

            　そこからホームまではすぐだったから、僕は大体二十三時手前くらいに、ギルドへと戻った。

            「……ただいま」

            　フル装備のまま僕がそう言うと、エントランスを抜けてすぐのリビングに集まっていたみんなの視線が僕を捉えた。みんな、起きていた。

            　――全員居る。

            　その事実に安堵しながら、僕はフードを取って、口元を楽にした。

            　なんだか、みんなの顔を見たら、急に体中が疲労を訴えた。

            　思えばこんな風に率先してクエストに望んだことなど、ここのところ無かったし、昔はあったのかと問われても思い出せない。

            「おかえり」

            　一拍間をおいて、立ち上がった狐塚にそう言われた。

            　声を聴くだけで更にホッとした気がして、僕は近場の椅子に座った。

            「別に待って無くても良かったのに」

            「何言ってるんだよ黒麦」

            　僕が呟くと、呆れたように目を細めて、月極がこちらを見た。

            「大丈夫？」

            　青兎の声に頷くと、正面に赤鐘が、ハーブティを置いてくれた。

            「有難う」

            　僕は青兎と赤鐘の両方にそう言って、手袋を外し、カップに両手を差し出した。

            　確かに疲れた、のかも知れない。

            　楽しい、と思うわけでもなく、かといってハラハラしたわけでもなかった、不思議なクエストだった。

            「何があったのか、話てもらえるか？」

            　飲みながら、日廻のそんな声を聴く。顔を上げると、頼と粋龍が難しい顔をして、僕を見ていた。

            　そこで僕は、最後の宝石が開放されて【デス・ゲーム】が訪れたこと、POTや蘇生球は効果を保持したままだという事、蘇生球を入手できるダンジョンとその攻略条件について等を、蕩々と語った。

            　みんな、僕の言葉を静かに聞いていた。

            　皆の顔を再び見ることの出来た心地の良い安心感に身を任せたまま、僕は、今日入手した蘇生球の数を告げ、ギルド倉庫に運んで欲しいと頼み、日廻と赤鐘と青兎に譲渡した。多分彼らの鞄なら一度に運べるだろうと推測したのだが、それでは足りず、結局狐塚にも頼んだ。

            「こっちは、どうだった？」

            　僕が何とはなしに尋ねると、頼が深々と溜息をついた。

            「こっちというか、街だがなァ。お試しPKだけで、何人も死んで、誰も復活しなかった。それで漸く、【デス・ゲーム】の放送が真実だったんだと、何人も確認したような、大惨事だなァ」

            「え」

            　僕が目を見開くと、月極が、僕の隣のソファーに歩み寄り、その上に体育座りで座った。膝をしっかりと両腕で持っている。

            「ここのところは生産が安定していて落ち着いていたはずの食べ物も、買い占めが始まってる。特に、モンスターか動物を討伐しなきゃならないよな――野生の豚とかさ、そういう肉系が露店から消えた。うちの商業施設は制限かけたからまだマシだけどな」

            　月極はどこか冗談めかして告げたが、その瞳が、本当だと語っているようだった。

            「もう死んだら終わりなんだと多くの人間が気づいた。餓死ですら、もう生き返らない」

            　ポツリと粋龍が言う。

            　そして僕を見ると目を細めた。

            　そこへ、他のみんなが戻ってきた。

            　だから僕は、決意を告げようと思って、何度か頷く。

            「だけど蘇生球は使えるから、僕は明日からも、さっき話たメンバーでそれを取りに行くよ」

            　そうすれば、少なくともこのギルドのみんなは死なない。

            　ちっぽけな僕にはそうすることで手一杯だ。

            　勿論言い訳かも知れないが、ただ僕は、彼らに死んで欲しくないと、ただそう願うのだ。

            「そう言うことだから、明日も出かけてくる。朝九時に」

            「――お前が行く必要、無ぇだろ」

            　しかし僕の言葉を、粋龍が制した。

            　驚いて目を見開くと、ソファに座り直しながら、日廻と赤鐘も、こちらを静かに見ていた。

            「紫紺と話をさせろ」

            　粋龍はそう言うと、溜息をついた。その後を継ぐかのように、日廻が僕を見据えた。

            「粋龍と同じ意見だ。もうこのギルドの分は、十分だ。死ぬことを回避しながら生活するのを前提としなくて良いほどに、十分の数がある」

            　日廻の目も、粋龍同様険しい。

            「黒麦、どのみち全てのユーザーの分を手に入れるなんて無理だ。だから俺も、二人と同じ意見だよ。何も君が、危険に身を費やすことはない」

            　赤鐘はいつも通り穏やかな顔をしていたけれど、やはり彼の目も笑っていない気がした。

            「だけど……危険性があるダンジョンじゃないし」

            「一撃、ボス含めて二撃で倒せるにしろォ、今の現状じゃ何がどうなるかわからねぇんだから、俺様も行くべきじゃねぇに一票だなァ」

            　頼が唇の片端を持ち上げて僕に言った。やっぱり彼も、心からは笑ってはいない。

            「うん。倒せるにしろ、不意打ちとか分からないし、黒麦が行くこと無いよ」

            はなから笑うわけでもなく、青兎が大きく頷いた。

            「でも……」

            　この機会を逃せば、いつか蘇生球が無くなった時、きっと困る。

            　僕はどうしてみんながこんな風に言うのか分からなかった。

            「黒麦。俺たちが生きるために、お前が死ぬかもしれんていう状況を、俺らの誰も面白いとは思わんのよ？　分かってるん？」

            　狐塚にそう言われ、短く息を飲んだ。

            「僕は――……」

            　死ぬ気なんて無い。そして、みんなに生きていて欲しい。

            　困惑した僕は、何も言わない月極へと視線を向ける。僕の言ったことだからと、僕を送り出してくれたのは、月極だ。月極ならば、分かってくれるかも知れない。そんなことを考えながら見据えていると、目が合った。柔和に微笑まれた。皆と違って、彼は笑っていた。その表情に、少しだけ落ち着いた。

            「――黒麦が、こう言っているんだから、それは汲もう。俺は正直、黒麦が俺たちのことをそうやって助けようとしてくれたのは、嬉しい」

            　月極は笑顔のままそう言った。

            　周囲に息を飲む気配が走ったが、月極は気にしないように僕を見る。

            「それはそうと、黒麦にちょっと見て貰いたいものがあるんだ」

            　ソファを立ち上がり、僕の正面に立った月極が言った。

            　少しだけその表情が真剣になる。

            　――もしかしたら僕がダンジョンに潜っている間に、なにか、あったのだろうか？

            　そう考えながら、僕もまた立ち上がった。

            「何？」

            　月極に促され、連れてこられたのは【牢獄】だった。

            　元々は【高みへ・・・】の天空の城に備わっていた施設だが、ギルドを統合したら、元々の城の最下層に地下が出来て、そこに牢獄を移動できたのだ。何度か外からしか見たことのない鉄格子を、僕は内部に入り、振り返りながら改めてみる。

            　鍵を開け、扉の脇に立っている月極が、静かに苦笑した。

            「ここの効果、知ってるか？」

            「ええと……牢獄に繋がれる――というか、入れられるユーザーは【咎人】に指定されて、全スキルが使えなくなるんだよね？」

            　首輪や手錠と言った元PK用のアイテムが無くても、そうなる仕様らしかった。【咎人】だけに効果が及ぶから、牢番――牢の管理者ギルドの人間には、何の弊害も無かったはずだ。こうした代物がある以上、やはりこの城は、敵襲を前提にしているのではないかと思う。

            「うん、そう――……座ってみろよ」

            　月極はそう言って苦笑したまま、牢の中にたった一つある家具、壁際の椅子を見た。

            　背後には、星明かりののぞく小さな天窓があり、そこにも鉄格子がはめられている。

            「うん……？」

            　言われるがままに座りながら、僕は、月極の見せたいものとは一体何なのか首を捻った。

            「【血塗れ男爵】のギルドメンバー月極が、今【黒麦】をこの牢の【咎人】と指定する」

            　すると月極がそんなことを言ったものだから、僕は思わず吹き出した。

            「どうしたの、月極」

            「ちょっと試してみたんだよ。魔法、使えるか？」

            　見せたいものに何か関わりがあるのだろうかと思いながら、僕は杖を装備しようとする。

            「駄目だ、何も装備できないよ」

            「そうか」

            「所で見せたいものって何なの？」

            「俺の気持ち」

            「――え？」

            　僕が上手く理解できずに目を瞠ったとき、歩み寄ってきた月極が、正面から僕の体を覆った。その衝撃に椅子が倒れそうになったものだから、慌てて、後ろ手に壁へと触れて、何とか転ばないようにする。

            　――ガシャン。

            　そんな無機質な音が響き、僕は気づくと、椅子の背もたれの後ろで、両手を手錠に拘束されていた。

            「なッ――」

            「ごめん」

            　淡々と無表情でそう言うと、月極は、今度は僕の首に、首輪をはめた。

            　背後の壁から垂れ下がっていた、黒々とした首輪が今、僕の首にあり、壁との間は鎖で繋がっている。

            「この場所……お前が嫌なことを思い出しそうだと思って、お前にコレまで説明しなかった」

            　月極の声に、確かに【マーダーケース】との一件を思い出すなと、僕はぼんやりと考えたが、それ以上に、現状の理解が出来ない。

            「月極……離してもらえる？」

            「それはできない」

            「どうして？」

            「離したら、お前また、今日と同じようにダンジョンに行くつもりなんだろ？」

            「っ」

            「させられない」

            「離せ」

            「……」

            「離して！」

            「……」

            「出して！」

            「……」

            「出せ！」

            　しかし、月極の手で長さを変えられた鎖は、もう僕どころか椅子すら動く隙間を与えず、身をよじっても、ただ動けないばかりだった。

            「お前を見送った後色々考えた。それで、ああ、後悔したよ、正直に言えば。お前を本気で捕まえて、逃がさないようにするんなら、コレでもまだ甘いくらいだろって俺は思う」

            　月極がそんなことを言ったとき、背後から粋龍が入ってきた。

            「ちょ、助けて」

            　月極が言っていることは心底馬鹿げていると思いながら、僕は粋龍を見る。

            「まぁその位するのは妥当だろうな」

            　しかし粋龍は、淡々とそう言いながら、僕を見下ろしているだけだった。

            「心配するな、黒麦。紫紺には俺から話す」

            　粋龍はそう言うと、僕の首元を緩めた。

            　首輪と服で窮屈だった喉が、少しだけ楽になったが、鎖骨が外気に晒されて、ちょっとだけ寒い。

            「……ダンジョン攻略、してきたんだよな？」

            　それを見ながら、月極が眉を顰めた。

            「う、ん……？」

            　何事だろうかと思い首を傾げる。月極の瞳が鋭くなったからだ。

            「随分激しいmobだったんだな。キスマークだらけか」

            　隣で粋龍が退屈そうな顔で言った。

            　その言葉に目を見開き視線を落とすと、確かに僕の視界にも紅い痕が入ってきた。

            　――だから紫紺は散々、恋人はいないのかと聞いてきたのだろうか。

            　そういえば、痕をつけられたのだったっけ。

            　あの馬鹿、と思いながら、僕は首を振った。

            「良いから、さっさと離――」

            「何処で何をしてきたかすら分からないお前を、この状況じゃ尚更出せないな、なぁ月極？」

            「……ああ、そうだな」

            　それだけ言うと、僕を拘束したまま、二人は牢獄を後にした。

            　

            　それから、一ヶ月が経った。

            　僕は最初、何とかここから抜け出そうとしたが、それは出来なかった。

            　仕方がないから外部に個別チャットを送ろうとして、はたと気がついた。

            　どうやらこの場所は、鏡類でも視認不可である上、個別チャットが禁止されているらしい。

            　拘束されているためにウィンドウを開けない、わけではなかった。

            　食事の時、最近では手錠を外してもらえるようになったが、何をしても駄目だった。城のフィールドチャットしか使えないらしい。ギルドチャットすら、僕に届いているのか分からない。純粋に、己の耳でしか、声を聞けないからだ。

            　食事は、ギルドのみんなが、定刻になると持ってきてくれた。一巡するのに七回だ。それと、背後から差し込む空の光で、僕は辛うじて何日が過ぎたのかを認識していた。

            「出して！」

            　僕は何度もそう懇願した。

            　けれど皆、目を逸らすばかりだった。

            　青兎ですら、僕を出してはくれない。

            　僕は――なにか、とてつもない間違いをしてしまったのだろうか？

            　そんなことはないはずだと、何度も何度も考えたが、その内に自信が無くなってくる。

            　今日も今日とて、きちんと三食目の食事が載るトレーを渡され、美味しい飲み物までそこについてはいたが、僕にはもう食欲というものが無かった。

            　ここのところ、食欲がない。

            　指先を動かすことすら億劫だ。体が動かないからではないのだと思う。

            　僕はただ、もう餓死してしまっても良いのではないかとすら考えていた。

            　今日の夕食を運んできたのは、珍しく二人連れ。

            　青兎と粋龍だった。

            「手錠、外してるのに。昼の分も朝の分も食べてないね」

            　青兎は、唇に力を込めるようにして、座っている僕を見おろした。

            「……」

            「食べないまま、もうすぐ一週間近くになるよ……ねぇ、黒麦……どうして、食べないの？」

            　さすがに餓死したいとは言い出せなかったから、僕は視線を背けた。

            「点滴するからね」

            　青兎はそう言って、僕の左手を取った。

            　手の甲の血管に、太い点滴張りが突き刺さる。

            　その痛みに、少しだけ眉を顰めた。

            「これで、餓死することはないよ」

            　少年の宣言は、だけど僕にとってはある種の死刑宣告だった。

            「甘いな。死ぬ気なら、コイツは他にも手が打てる」

            　歩み寄ってきた粋龍が、そう言うと、片手に握っていた白い布を、僕の顔の正面に持ち上げた。そして僕が何かを言おうとする前に、口を布で拘束した。

            「っ……ふ……」

            　苦しくなって息が漏れる。

            　不思議なことにこの一ヶ月、僕は性行為から解放されていた。

            　誰も僕に何もしないのだ。

            　反面、慣れきった僕の体は、それが少し辛くもある。

            　今のこの世界ではトイレに行くことも夢精することも一度も無かったが、もし現実通りの作りならば、僕はとうに情けない姿を彼らに見せていたかも知れない。

            「舌を噛まれちゃ困るからな」

            　粋龍がそう言うと、青兎が困惑するように瞳を揺らした後、何度か頷いた。

            　そのまま手錠もはめられる。

            　点滴をしている以上、最早僕の手や口が自由じゃなくても、何も問題は無いのだろう。

            　首は相変わらず壁に固定されたままで、眠るときもそうだ。

            　今の正直な欲求を言うのであれば、柔らかな布団に横たわって眠りたい。

            　その時から、僕は時間の感覚すら曖昧になった。

            「外は酷い。それに暗い。資金も力もないギルドでは、とうとう――……人肉食すら始まっていると聞く。歪な安寧を見せていただけだったのだな、この世界は。狂っているという言葉は、決してふさわしくないわけではないだろう。いかにこのギルドが平和だったのか、身につまされた思いだ。生死が絡むと人は変わる。それにリアリティが増せばなお。だから、お前が蘇生球を手に入れてくれたことは、決して間違いではなかったと私は思う。この異常な現在、私たちが己を保っていられるのは、間違いなく黒麦がいたからだ。いや、蘇生球など無くても。黒麦がいてくれたから――……」

            　つらつらと、良く響く日廻の声がした気がした。

            　しかし焦点の合わない顔を無理に上げると、そこには頼が立っていた。

            　時間軸が把握できない。

            「何人も何人も死んだ。お前の顔見知りの奴がいるかは知らねぇがァ、少なくとも俺様の顔見知りは死んだ。勿論復活しなかった。酷ぇ世の中が来たもんだよ。こうなるって、てめぇは分かってたのか？　いや、そんなわけがないか。それでも、それでもなぁ、世界を変えようとする奴もいれば、早く抜け出そうとしてる奴もいる。それはお前も一緒だったよなぁ、黒麦。最もお前は世界を変える気なんぞ無かったかも知れねぇが、少なくとも俺の世界は変わった。お前に会って、俺は多分変わった。そうそう、連合ギルドの王は、紫紺らしいぞ。少なくとも優勢だ。【アンチノワール】は、今この世界を元に戻そうと頑張ってる」

            　久しぶりに聞いた気がする紫紺の名前に、僕はまた顔を上げようとした。

            　顔は、さっき上げたはずなのに。

            　ただ思考を霞が苛むから、何もかもが現実離れして聞こえてしまうのだ。

            　ぼんやりと瞬きをすると、僕の正面には、粋龍の顔があった。

            　笑うでもなく怒るでもない、何も浮かべていない表情と、焦げ茶色の瞳で僕を見ている。

            「……黒麦」

            「……」

            　僕は何も言わなかったわけではなく、口を拘束されているから何も言えなかった。

            　自殺する気もない。

            　本当に死ぬつもりの人は、きっとすぐに行動を起こせる元気があるのだろう。

            　僕は最早、死ぬことすら億劫だった。死ぬのが怖いという言い訳かも知れないが。

            　――……僕は、死ぬことに恐怖を覚えるのだろうか？

            　結局、ここへと訪れるみんなから、【デス・ゲーム】になったという外界の話を聞いても、いまだ実感は何も伴わない。死の恐怖に隣り合わせたこともない。

            「若葉」

            　ポツリと聞こえた声で、急速に僕は我を取り戻した。

            　何度か瞬きをして、今自分は牢獄にいるのだとハッキリと自覚する。

            「……っ」

            　粋龍が、降大が、その時泣きそうな顔をしていたから、僕は何か言いたかった。

            　彼が僕の前で涙を見せた事なんて、ほとんどと言っていいほど無かったことだけれど、ただ僕は、嗚呼泣きそうだな、と、現実世界でもたまに幼なじみを見ていて思ったことがあった。もしかしたら長い付き合いだから僕には分かるというような、そんな微かな変化なのかも知れない。

            「お前のことが好きだった」

            　響いた粋龍の声に、僕は胸が苦しくなった。

            　どうして過去形なのだろう、もう僕のことは好きではないのか、それはそうか、それもそうだ、だって僕は――こんなにも汚れた体をしていて、仮に本当に彼が僕のことを好きだったとしたならば、その好意を踏みにじって過ごしてきたはずなのだから。

            「今もだけどな」

            　続いた声に、僕は何故なのか、とても安堵していた。

            　僕は多分、粋龍に嫌われたくないのだろう、本当に自分勝手だけど。

            　たった一人の幼なじみだから、なのかも知れない。

            「……お前にとってはこんな話、退屈かも知れないけどな」

            　僕の正面に立ち、粋龍が細く吐息する。

            　まだ貧血ににた酩酊感に体を苛まれているものの、久しぶりに鮮明に近い意識で、僕は他者の言葉を聞いていた。他者……いや、それが、粋龍だからなのかもしれない。粋龍にとっては分からないけれど、僕にとっては、多分、ただの他人と言うだけじゃないから。

            　彼は大切な――……友達……いや、親友……嗚呼、上手い言葉が見つからない。

            　もっともそう思っているのは僕だけなのかもしれないけれど。

            　僕はもう、降大に、幼なじみ兼親友なんて思って笑える価値はないのかも知れない。

            　頼りにしたりされたり、馬鹿なことを言って笑い合ったり、それでいて常に一緒にいるわけでもなく、会いたい時にふらっとお互い声をかけたりするような、そんな関係性を、僕と繋ぎたいなんて奇特な相手は降大くらいのものだったのだし、僕はもう一生、ここから出られようが出られまいが、もう心を許せる相手――いや、許してもらえる相手は出来ないのだろうか。雪とどんなに仲が良くなって、心が安まると思っても、何故なのか、粋龍と僕の関係とは質が違う気がした。まぁ雪にしてみれば、僕とそこまで仲良くなったつもりも無いのかも知れないけれど。

            　でもそれでも、まだ、粋龍は僕のことを好きだと言ってくれているのは確かだ。

            　今は、それだけで十分な気がした。

            「俺の自己満足だけど、聞いて欲しいんだ、お前に……聞こえてないんだろうけどな。だからこそ、話せる。俺は弱い、馬鹿馬鹿しいほどに、本当は。若葉の前では、ずっと余裕でいたかったのにな、この状況になってから、出来なくなった」

            　僕の好きな声が、淡々と響いてくる。

            　改めて考えれば、僕は多分、ギルドのみんなにとって迷惑極まりない行動を取っていたから、このようにして牢に繋がれたのだろうと思う。僕がよかれと思って何かしたとしても、それこそ僕の自己満足だ。だから、だから僕とは違って、こうして自由にここへ、食事時でなくともやってきてくれる粋龍は、僕に比べたら全然自己満足で生きている訳なんかじゃないって、伝えてやりたくなった。馬鹿馬鹿しくなんてないし、余裕が無いのは僕だ。降大は、弱くなんて無いと思う。

            「俺がお前に惚れてるんだって自覚したのは、中等部の頃だ」

            　なんだか随分と昔の話をされているような気分になった。

            　まだ十年は経たないけれど、もうすぐその位経つほど昔に、僕らは二人で同じ中学校に進学したのだ。幼稚舎、初等部からの持ち上がりだったけど、中学から進学してくる者は多かったから、ちょっとした変化だった。ただ元々巨大な学校――学園都市の一部だったから、人が増えただとか減っただとか、そう言う実感は特に無かった。僕にはそれだけ親しい人が少なかったから、分からなかっただけなのかも知れない。

            「きっと、その前からずっと惚れてた。だけど自覚したのはその時だった」

            「……」

            「それまでにもお前が女子に告白されたって聞いたら、冷やかしながら、何となく嫌だなって、思ってはいたけどな――女相手なら、まだ許せた。異性だからな。そもそも俺は、ホモじゃない」

            　僕よりもずっと先に、小学五年生の頃から、降大にはカノジョがいた。

            　勿論手を繋いだり、唇を重ねるだけのキスをするような、そんな可愛らしい関係だったのだろうけれど。何かと降大はモテた。その当時の僕は、何度降大あてのラブレターを運んだか分からない。降大は小学校高学年の頃から、既に百六十cm以上の背丈があり、二次性徴を迎え始めた女の子よりも高身長だった。その頃の僕なんて百四十cm後半で、このまま一生背が伸びなかったらどうしようかと、戦々恐々としていたものである。さすがに中学生になってからは、僕も次第に背が伸び始めた。明確に二次性徴を迎えたのは、高校一年生の時である。

            「だけどな、中二の時、尼ヶ坂が……覚えているか？」

            　聞き覚えのある名前だったが、僕は何度か瞬くしかない。

            「お前だったらヤれる。そう言ったんだよ」

            　一体どういう意味だろうかと首を捻ろうにも、首輪のせいで身動きが取れなかった。

            「頭に血が上ったなぁ。若葉は俺の物だ、無意識にそう言いそうになって愕然とした。別にお前が俺の物じゃないってのは、嫌と言うほど分かってたのにな。勿論本音を言えば、今だって、本当はちゃんと分かってる」

            「……」

            「多分その時から明確に、俺はお前を、そう言う目で見始めた」

            　思い出した。尼ヶ坂というのは、一つ上の先輩で、僕が当時入っていた部活で一緒だった人だ。理由は知らないが、降大と尼ヶ坂先輩は、多分喧嘩――暴行事件を起こしたのだったと思う。降大が関わっていたと知っているのは、手当をした僕だけだろう。結局あの事件は、僕にとっては『尼ヶ坂先輩は転校しました』と聞いて終わっただけだった。あの頃の僕は、僕の知らない（本人から直接聞いていない）降大のことを知るのがちょっと怖かったし、若干中学生のくせに高２病だったから、『言いたくないことを無理に言う必要はない』と自分を落ち着けて無理に聞くこともしなかったのだ。

            「それからは少し落ち着いていたけどな、高校に入ってお前は、背が今と同じくらい伸びて、あからさまに女にモテ始めた。それまで女には嫉妬しないと決めていた俺が、ハッキリと嫉妬したんだよ。もう、つきつけられた現実に嫌気しか差さなかった」

            　そうは言うが、大抵僕が好きになった女の子や、僕を好きだと言ってくれた女の子は、すぐに降大に惚れた。多分僕を踏み台に、降大と仲良くなりたかったのだと思う。

            「どころか、イベント以外男しかいない高校だったからな、お前は男にも、今度こそ目に見える形で好かれ始めた。俺と違って、あからさまにお前に好きだって態度を取れるくせに、そいつらが同性だってのは、本気で許せなかった」

            　降大は目がおかしいのではないかと思う。

            　言っては悪いが、僕は男にもてた記憶など一度もない。

            「お前を誰にも渡さないために、俺がどれだけ必死だったかなんて、お前知らないだろ」

            　そもそも杞憂だったんじゃないのかと言いたくて仕方がなかった。

            　しかし口は、布でふさがれているから、何も言葉を発することが出来ない。

            「そうじゃなかったら、俺の目の前でカノジョを作ったりしないだろうな」

            「……」

            「お前が幸せになるんならと、それをきっかけに何度も諦めようとした。だけどな、無理だ、無理だったんだよ。俺だってカノジョを作った、でもお前しか浮かんでこない、ならいっそ男ならと思って男を抱いてみたって、結局一緒だった。俺の中には、お前しかいなかった」

            　まるでバイになったのが僕のせいみたいじゃないかと思いながら、少しだけ眉を顰めた。大体そんなの、相手にも失礼だろう。まぁ……僕が言えた話じゃないのかもしれないけれど。

            「一緒にいすぎるせいかと思って、引っ越して距離を空けてみても、結局何も変わらなかった。寧ろお前が側にいない寂寞しかなかった。だから俺はもう諦めた。一緒にいたいと思う、ただその気持ちだけを優先することに決めたんだよ。だから一人暮らしを始めた」

            「……」

            「大学でだって気は抜けなかった。お前がバイトするって言えば、そのバイト先が気になって仕方がなかった。ゲームをすると言えば、それしかもう考えられねぇ。我ながら異常だよな。ストーカーみたいで吐き気がした。それでも俺は、お前と長く一緒にいられる方法を、必死に必死に考えていたんだよ」

            　粋龍の声が、どんどん堰を切るように早口になっていく。

            「ばれてお前に嫌われるかも知れないって恐怖よりも、お前が俺の知らない場所で誰かに取られるんじゃないかって言う恐怖の方が強かったんだ――……結局この状況になっても、お前は、別に俺を選んでくれたわけでも何でもなかったし、取られたも同然で、俺はその他の内の一人なんだって改めて確認したけどな」

            　自嘲するように笑った粋龍の表情に、僕は首を振ろうとしたが、ただ鎖が揺れただけだった。確かに……降大の言うとおり、僕は粋龍を選んだ訳じゃない。だがそもそも選ぶ権利なんて僕にあったのだろうか。やはりPKしてでも、嫌だと皆を拒んでいればこんな事にはならなかったのか。それでも所詮、肉欲を覚え快楽に耽る淫乱な僕には、どのみちこんな未来しか待っていなかった気がする。やっぱり僕が悪いのだ。触られて感じて淫らにあえぐ気持ちの悪い僕のせいだ。自分がもし、他者として僕を見ていたら、きっと吐き気と嫌悪を催すだろう。

            「ただVRMMOを始めて良かったって思ってる。お前、俺の懸念通りに――ゲームの中でまで、ノンケキラーだったからな」

            　ノンケキラーってどういう意味だろうと、僕は咳き込みそうになった。

            　そもそも僕がノンケだ。

            「お前がソロ好きだってのは知ってたし、それでもパーティ組みたいときがたまにはあるって言うのも俺は知ってた。だから、ごくたまに、ギルドに入る前のお前が、他の奴らとは野良でもパーティを組まないのに、俺とはたまに組んでくれるって事だけで、幸せだと思ってた。お前は俺が俺だってわかって無いのに、俺と組んでくれたからな。【マーダーケース】のギルマスだの、野薔薇だの、変な奴らに好かれてるのはさすがに辟易したけどな、それでもそいつらを蹴散らせることすら苦じゃなかった」

            　そう言えば紫紺が、僕のことを粋龍が守ってくれていたのだと、教えてくれたことを思い出した。本当に――……本当に、粋龍は、降大は、僕のことを守っていてくれたのだろうか。

            「お前と二人だけで狩りをするとき、俺は、間違いなく幸福だった」

            「……」

            「このままの毎日も良いと思った。思ってたんだよ。ログアウト不可にさえならなければ……っ」

            　舌打ちした粋龍は、両手で顔を覆った。

            「嫉妬だ。我ながら、女々しいよな」

            　漏れ聞こえてきた声に、僕は多分、布が無くても何も言えなかったと思う。

            　僕だって、粋龍と青兎がセフレだと聞いたとき、今思えば取り乱した。

            　そう言えば、二人の関係は今も続いているのだろうか？

            　聞きたいようで、聞いてしまったらなんだか立ち直れない気がした。

            「月極がお前に本気だってのは、分かってた。青兎もな。日廻も危ないと思ってた。まさか赤鐘っていうのは、ちょっと予想外だったが、お前と一緒にいたんだからクラッと来るのが分からない訳じゃない。狐塚も頼もそうだ。それでも誰かがお前に触ってると思うと、毎日血を吐きそうだった。だが、まだ、ギルド内限定ならと抑えてきた。【マーダーケース】の件は例外だ。でもな……俺はやっぱり堪えられない。お前が恋をするのは自由だろうが、それでも辛い。その上――……キスマークか」

            　嗚呼、呆れられているんだなぁと僕は視線を床へと向けた。

            「……デス・ゲーム、今じゃ俺にもその実感がわいてきた。だからこそ思うんだ。お前を失いたくない」

            「……」

            「誰が死のうとどうでも良い、と言いきれるほど俺も鬼じゃない。ギルドの奴らに何かあれば、それが例え狐塚だとしても多分凹む」

            　何でここで狐塚の名前が挙がったのだろうかと僕は聞きたかった。

            「でもな、お前が死んでいなくなるよりも、ずっとずっと、誰かがいなくなることの方が、俺には優しい」

            　顔を上げた粋龍は、一歩僕へと歩み寄った。

            「お前がそれを望んでいなくても」

            　もし布が無かったら、僕は、なんて答えていたんだろう。

            　重い。

            　冗談めかしてきっぱりと、そんなことを言ったかも知れない。

            　けれど――……僕は気がつくと、目元を粋龍の指で優しく撫でられていた。

            「……どうして、泣くんだよ」

            　彼の言葉で、僕は、自分が泣いているのだと自覚した。

            　その瞬間、体が熱くなり、胸が苦しくなって、布越しに嗚咽が漏れる。

            　様々なことが脳裏を駆けめぐり、今聞いた言葉が、グルグルと回っていく。

            　――降大は、そんなにも昔から僕を守っていてくれていたの？

            　――僕のことを好きでいてくれるの？

            　――……どうして、そうだとしたら、僕は嬉しいんだろう。

            　肩が震えて、苦しくなった。

            　気づくと僕は、ボロボロと涙をこぼしていた。

            　粋龍は、ずっと側にいてくれたのだなと、改めて思う。僕が何も見ていなかっただけなのだ。僕の側には、ずっとずっと、粋龍がいてくれたというのに。全ての言葉を信じるなんて、僕はおめでたい頭の持ち主なのかも知れないが、もうそれでも良かった。だって、嬉しかったのだ。

            　声を上げて泣きそうになったから、僕は自分の声帯を制することに必死になった。こんな感覚何時以来だろう。きつく目を伏せると、頬を温かい水がこぼれ落ちていく。

            「好きだ、お前のことが。ずっと側にいさせてくれ。ずっと一緒にいたいんだ」

            　粋龍はそう言うと、僕を抱きしめた。

            　動けないから、じゃなく、確かに動けないことは事実なのだけれど、僕はこみ上げてくる何かを抑えきれないまま、粋龍の肩に顔を押し付けた。

            　そのまま、粋龍が僕の口を拘束していた布を取ってくれた。

            　久方ぶりに酸素を吸えたというのに、涙のせいか息苦しくて、上手く呼吸が出来ない。

            「いやか？」

            　手錠を外しながら、粋龍が僕の耳元で囁いた。優しい声だった。

            「っ、そんな……」

            　――傍にいてくれるのは、嫌じゃない。

            　――多分きっと、嬉しいのだと思う。

            　反射的にそう言ってから、上手い言葉を探そうと、僕は必死で考える。

            　――この気持ちは、いったいどうすれば、伝えられるんだろう？

            「久しぶりにお前の声聞いたな」

            　自由になった手で僕が粋龍の背中に手を回すと、彼は苦笑するように僕を抱きしめ返してくれた。唇が、額に降ってくる。

            「ねぇ、降大……ごめん、僕、ごめん……」

            　僕は間違いなく、降大のことを傷つけた。

            　自意識過剰かも知れないが、どうしてもそんな風に思えて仕方がなかったのだ。

            「それは――俺の気持ちには答えられないってことか？」

            　やや間を置いてから、僕の両頬に手をそえて、粋龍が屈む。

            　正面から視線があった。

            「わかんない、ただ、そうじゃなくて僕っ――僕だって、ずっと、一緒にいたいって、思ってた。一緒にいない未来なんて、わかんない」

            　無我夢中でそう言うと、言葉が終わるとほぼ同時に強く口づけられた。

            「んっ……」

            　舌を絡め取られ、深々と口腔を貪られる。

            　そのまま暫し口づけられた。

            　軽く舌を噛まれ、背が撓る。体が熱くなり、僕は小さく震えた。

            　自分でも顔が赤いのが分かった。まだ涙は退かなくて、瞬きする度にこぼれ落ちていく気がする。

            「僕はただ……ログアウトして、元に戻りたい。だけど多分その理由は、降大とかが普通に側にいる現実に戻りたいんだよ」

            「お前の言う事なら、何だって叶えてやりたい。お前は、俺にとって、ずっと『キング』だからな、何時だって俺にとっては、お前が一番なんだよ」

            　抱きしめられて、僕は思わず無言になった。

            　粋龍の温もりが大切すぎて、苦しい。

            　僕はどうやって、この腕の温かさに、答えれば良いんだろう？

            　

            　それから僕は、牢獄から解放された。

            　みんな何か言いたそうにしていたけれど、僕の方からも、かける言葉が見つからなかったから、何も特別はな話さなかった。

            　夕食時に呼ぶからと粋龍に言われたので、僕は少しだけ懐かしい気がする天空の城であてがわれた部屋の中、久方ぶりに【自宅】へのゲートを開いた。

            　もう僕はスキルもチャットも好き放題出来る。

            　まだ少しだけ、体がふわふわした感覚だったが、どうしても気にかかることがあった。

            　――蘇生球は、どうなったんだろう？

            　だから紫紺に連絡を取ることに決めた。

            『よぉ、久しぶりだな』

            　紫紺は、すぐにチャットに出た。

            　時刻は、壁掛け時計を見ると、午後５時くらいだった。

            「ごめん……行くって言ったのに」

            『いやいい。粋龍から、事情は聞いてたからな。一応俺だってギルメンに止められたし』

            「事情？」

            『俺たちがギルドの奴らのことを思って、死ぬかも知れない危険に身をさらす、っていうのはさ。裏を返せば、俺たちがギルドの奴の死を怖がってるって事だろ？　俺だって死なせたくない奴がいる。で、同じようにあいつらだって、俺たちに死んで欲しくないって事だな。逆の立場なら俺だって止める。無理は言えない。まぁお前を引き留められるなんて【血塗れ男爵】すげぇぇえぇって言うべきなのか、黒麦のサボりを疑うべきなのかは、賛否両論だったけどな』

            　笑いながら、紫紺はそんな風に言う。

            『まぁお前が慕われるのは分かる。気にすんな』

            「有難う……」

            『現状がどうなってるのか、俺の知る限りを直接話たい。ギルドの奴らからは聞いたか？』

            　その言葉に、なんと返すのが正答なのか、僕は分からなくなる。

            　まるっきり知らないというのも、おかしいような気がするのだ。

            「……僕も、紫紺から直接聞きたいよ」

            　だからそうとだけ返す。

            『限りなく不本意だけどな、【マーダーケース】の【灰汁あく亞あ】を入れて蘇生球を入手してる。明日も明後日も行くから、体力戻ったら、お前も来いよ。そこで話す』

            「分かった。有難う」

            　何時参加するかは改めて連絡することにして、僕はチャットを打ち切った。
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            　それから戻ってきた僕の日常は、不可思議なほど以前通りのものだった。

            　特に城から出ることもなく、たまにせがまれて料理をするような、そんな日常だ。

            　まだ三日目だからかも知れないが、特に誰かが夜寝室に来ることはない、と言う点だけが、以前とは異なっていた。ギルドのみんなも、僕のことを、汚いと思い始めたのかも知れない。そんなことを考えながら、声を押し殺して自慰をしたのは、三日目の夜だった。

            　四日目、僕はみんなに蘇生球を探しに行くと宣言し、この時は誰も止める者が居なかった。

            　僕は、止められたかったのだろうか？

            「改めましてだな、【漆黒の王】」

            　その言葉に顔を上げると、【マーダーケース】の現在のギルドマスターである【灰汁あく亞あ】が立っていた。【デス・ゲーム】の前後から、何度か名前を聞いたけれど、僕と彼は大して面識もない。だから軽く会釈すると、喉で笑われた。何が可笑しいのだろうかと思案しながら、ローブの奥で、瞬きをしてみる。

            「昔は一緒に組んだこともある。覚えてるか？」

            「うん」

            「……そうか」

            「……」

            「ま、こんな状況だからな、色々と水に流して――」

            　言葉を続けようとした灰汁亞を眺めていると、僕の首に後ろから手がかかった。

            　ぐいと引き寄せられ、少しだけよろめきながら、視線だけで振り返る。

            　紫紺だ。

            「この場だけで割り切る。それだけで良いだろ」

            　強い彼の腕の感触に、僕は何を言ったものかと考え込んだ。

            　実際今は、まだ実感はないが非常時なのだろうし――……そもそも恨みが募るほど灰汁亞に対しても興味が無いから、どうして良いのか分からない。嘗ての【マーダーケース】との出来事はショックだったが、ギルドの総意がギルマスである彼の意見だとも限らないわけだし。

            　ただ興味があることは、彼がどの程度の戦力になるのかだった。

            　少なくともβテストの頃は、頼りになる前衛だった。

            　王になるぐらいなのだから、今もそれ相応なのだろうと思う。僕のように、偶発的に王様になるようなタイプじゃない気がするから。彼は、自分から王様になるタイプであるような気がした。

            　実際予測通りで、ダンジョン攻略では、安定して壁としての役割を灰汁亞は果たした。果たしてくれた。そのため僕が参加した前回よりも、ずっと戦闘は安心できた。周囲の視線は若干しらけていたが、僕の持参した弁当も、ごく普通に食べてくれた。最近では、アレが嫌いだの、コレがしょっぱいだのと率直な感想を聞く機会も減っていたが、その点灰汁亞はハッキリと、僕の料理に対して感想までくれた。

            　案外いい人なんじゃないのだろうか、とすら思う。

            　しかし僕が何か口を開こうとすると、その前に必ず紫紺か吹雪に体を引き寄せられた。

            　ハッキリと何度か個別チャットで、『話しかけるな』『構うな』『関わるな』なんていう釘まで刺された。僕にとってはただの他人に過ぎないが、よっぽど灰汁亞は嫌われているらしい。しかし僕には、その理由が分からなかった。

            　今日は午前中で切り上げる予定だったから、二百周ほどした頃、吹雪が解散を宣言した。

            　一人ずつ転送鏡の前に立つ。

            　まずは吹雪が外に出て、それから他の僕らを促すように、その隣に紫紺が立っていた。

            「おい」

            　そこへ、灰汁亞が声をかけた。

            　視線を向けた瞬間、彼は紫紺の体を、強制的に転送鏡へと突き飛ばした。

            　隠しフィールドからの転移は、一カ所にしか移動しないから、体の大部分が転送鏡を潜れば、強制転移させられる。そう知識として僕が知っていたとおり、紫紺はそのまま、鏡の向こうに消えた。残されたのは灰汁亞のほか、僕と雪とランだった。

            「なぁ【漆黒の王】。やっと会えたなぁ。お前に会えると思って、ここに来たのに、これまでお預けだった」

            　先ほどまでと全く変わらぬ楽しそうな声で、灰汁亞が言う。

            　それにしても灰汁亞って変な名前だよなぁと僕は思った。水属性だから、アクアで、かつそれを灰汁と亞で彩っている。灰汁って……。料理をする身からすると、何とも微妙なHNな気がする。

            　というかこの人は、僕に会いたかったのだろうか？　どうして？

            「おおっと、動くなよ」

            　それとなく雪の側へと動こうとした僕を、一歩足を前に出して灰汁亞が制した。

            　仕方なく、視線だけを向けると、雪の首元には、背後から短剣が突きつけられている。

            　この場所には四人しか、今はいないはずで……

            「……ラン？」

            　見れば、【嵐の王】が雪に短剣を突きつけているのだった。

            「すいません」

            　謝罪の言葉を口にしたというのに、ランは楽しそうに笑っていた。

            「知ってたか、【漆黒】。このフィールドには、王の武器保持者三人以上のパーティじゃないと入れないんだ。要するに、あの忌々しい吹雪も紫紺も戻ってこられないって事だ」

            　愉悦に塗れた表情で、灰汁亞が言う。

            「――飲めよ」

            　そう言って彼は、僕に小瓶を差し出した。

            「なにこれ」

            「良いから飲め」

            「……」

            「飲まないと、雪の首と胴体が離れて、永久に復活しない事態になるって、灰汁亞さんは言ってるみたいですよ」

            　クスクスとランが笑いながら、ナイフの柄を軽くひいた。

            「ひっ」

            　声を上げた雪に向かって思わず振り返ると、そこには一筋の紅い傷が出来ている。

            　幸いうなじの皮膚が少し切れただけの、浅い傷である様子だ。

            　それにしてもこれは、一体どういう事態なのだろう。

            　【マーダーケース】が、ひいては灰汁亞が、僕を狙っているというのは聞いたことがある。

            　しかし今捕まっているのは、雪だ。

            　僕を殺したいのであれば、雪は関係ないはずだ。

            　即ち雪は僕に巻き込まれたと言うことだろうか。

            　何とかして彼を解放しなければと思い、僕は雪だけでも転送鏡を潜らせられないかと考える。だが――……

            「一歩でも動けば、【光雪の王】の首は、刎ねるように言ってある」

            　灰汁亞がそう言って笑った。

            　人間の首を、短剣で切り離すことが可能なのか僕には分からないが、少なくとも致命傷を与えることは出来るだろう。

            「【漆黒の王】――いや、黒麦。お前に与えられた選択肢は一つだ。薬を飲む。そして用意されている返答は二つだ。Yesか、はい、だ。分かってるよな？」

            　灰汁亞はそう言うと、僕の顔の正面に小瓶を持ち上げた。

            「……これは、何の薬？」

            　ローブの奥から尋ねる。

            「安心しろ。毒殺するんなら、とっくに殺してる」

            　肩を揺らして灰汁亞が笑った。確かにそれもそうだろうなぁと僕は思う。

            　しかしこれを飲んで、仮に体に異変が起きたら、僕はちゃんと雪を守ることが出来るのだろうか？　雪は僕に守られる事なんて望んでいないかも知れなかったが、僕は彼を守りたい。

            「黒麦！　飲んじゃ駄目だ！」

            　雪の声がする。

            「黙ってろよ」

            　するとランが、雪の頭を殴った。呻いた雪は、地に崩れ落ちる。

            　反射的に身を乗り出そうとした僕の手首を、しかしがっちりと灰汁亞が掴んだ。

            「っ」

            　思いの外早い身のこなしで、鉄槌使という理由もあるだろうが、力比べでは敵いそうもない。恐らく僕がこの手を振り切る前に、構えているランには、雪を殺すことも出来る。

            「……それを飲んだら、雪の命を助けてくれるの？」

            　僕が言うと、灰汁亞が虚を突かれたような顔をしてから、再度笑った。

            「ああ。命だけじゃなく五体満足でいさせてやろうじゃないか」

            　五体満足って、一体何をするつもりだったんだろうかと、僕は少しだけ頭が痛くなった。

            　そして、そんな保証をされていない僕は、もっと凄惨な方法で殺される可能性もあるのだと認識する。

            　だけどまぁ、それで雪が助かるなら、良いのかも知れない。

            　僕のせいで巻き込まれたのだとしたら、責任は僕が負うべきだから。

            　小瓶を受け取り、僕は蓋を開けた。

            　一気に飲み干すと、甘ったるいのに少しだけ苦い液体が、喉を通っていった。

            　目を伏せて飲んだのだけれど、瞼を開こうとしてもそれが出来なかった。

            　まるで染みいるように、体が、液体が通ったとおりの順番で力を失っていくのが分かる。全身を脱力感が包み、気づくと僕は倒れ込もうとしていた。

            　誰かがそれを受け止めてくれたが、それが誰なのかも僕には分からない。

            　まぁ動けるんだから、敵だろうというのは分かったが。

            　そのまま意識は闇に飲まれた。

            　

            　目が覚めると、僕は黴臭い地下室のような場所にいた。

            「お目覚めか？」

            　灰汁亞が、床に横たわっているらしい僕を、しゃがんでのぞき込んだ。

            　手首には手錠がはめられているらしい。

            　僕は手錠に随分と縁があるようだ。

            　首には、スキル封じの首輪がはまっている。

            　特に驚くことは無かった。寧ろ無事に目が覚めたことに、安堵しそうなくらいだ。

            　正直小瓶を飲むときに、僕は無意識だったけれどそれなりの覚悟を決めていたのだと思う。

            　何をされても良いわけじゃなかったが、仕方ないという諦観を抱く程度には。

            　頬に触れる冷たい床の感触に、ここは何処だろうかと瞬いた。

            「蘇生球、蘇生球で、奴らはろくに探索もしていなかったみたいだなぁ。このフィールドを」

            　その言葉に、まだここは隠しダンジョンの中なのだろうと推察した。

            　実際それ以外の場所に移動するよりも、本当に王の武器が三つ以上必要で、そろえたパーティでしか侵入不可能なのであれば、ここは灰汁亞にとって安全だろうし。隠しフィールドから転送鏡をくぐれば、強制的にフィールド外に出たメンバーは、たとえパーティリーダーであってもパーティから抜けるからだ。

            　不可解なのは、何故ランが、雪に短剣を突きつけたのか、だ。

            「――……やっと二人っきりになれたんだなぁ、黒麦」

            　僕の顎を人差し指で持ち上げて、感慨深そうに灰汁亞が言った。

            　良く日に焼けたように見える色黒の肌に、良く映えるチョコレート色の瞳が僕を見ていた。

            　灰色の髪が揺れている。

            「俺はお前に会って、生まれて初めて、純粋にゲームを楽しむのも悪くないんじゃないかって思ったんだ。まぁ、PKが実装されたら、すぐに吹き飛んだけどな、そんな感情」

            　灰汁亞が何を言いたいのか、僕はいまいち分からなかった。

            　だからただ静かに見上げる。

            「俺を支配するのは、嗜虐欲だ。痛めつけて、泣かせたい。暴力で支配したい。そればっかりだ」

            　舌なめずりするように、灰汁亞が続ける。

            「だからお前も泣いて懇願して俺に忠誠を誓え」

            　なんだかなぁと僕は思った。

            　それの何が楽しいんだろう。

            　ただこの現状になってから、僕は、泣かせられて懇願させられて、忠誠を誓わせられそうになったことは度々あった。僕の上辺だけの忠誠の言葉なんか、あってもなくてもどうでも良いだろうにと思うのに。何せ僕は、心から忠誠を誓っている相手なんて誰もいない。

            「咥えろよ」

            　かちゃかちゃとベルトを外し、灰汁亞がせせら笑った。

            　体格の良い体によく似合う、それなりに大きな陰茎が、下衣から出てくる。

            　赤黒く、既にそそり立っていた。

            　てっきり殴られて殺されるのだろうと思っていた僕は、少しだけ拍子抜けした。

            　何も言わないまま、それを眺める。見ていると、また僅かに大きくなった。

            「【光雪の王】を助けたいんだろ？」

            　そう笑って、灰汁亞が虚空のアイコンを押すと、別室の光景が映し出された。

            『ぅぁア――っ！　やぁ、やめ、やめろッ――！』

            　雪の白い双丘に、後ろから、ランが男根を差し込んでいる風景が見て取れる。

            「どうして雪を……」

            「ここにいる中で、一番弱くて、一番お前と仲が良さそうだったからだ」

            「……ランは、何であんな事を？」

            「さぁ？」

            　灰汁亞はただ楽しそうに笑うだけだ。

            「助けたいんだったら、さっさと咥えろよ。まぁ、あの淫乱……【嵐の王】に突かれてる方が幸せそうだけどなぁ」

            「……」

            「ショックか？」

            「……」

            「それとも萎えたか？」

            「……」

            「お前【光雪の王】の事、好きだったのか、本当に」

            　僕は気づくと、自然と溜息をついていた。

            「ランは……灰汁亞の指揮下にあるの？」

            「お前、俺の名前……覚えていたのか……」

            「……」

            「……まぁ、な」

            　その言葉に、僕は膝だけで体を起こし、手錠をはめられたままの手で、床へと触れた。

            　四つんばい、と言う状態で、床に膝立ちになった灰汁亞の前へと顔を向ける。

            「僕が舐めたら、雪を開放してくれるの？」

            「――俺が満足したらな」

            　そう言うと、灰汁亞が僕の髪を強引につかんで、口へと自身を押し込んできた。

            　噎せ返るような雄の臭い。

            　喉に達するほど深くまで侵入されて、僕は嗚咽をこらえるのに必死になる。

            　多分コレは、フェラチオじゃなくて、イマラチオという奴なのだろう。

            　ガンガンと腰を振られ、そのたびに、僕は呼吸に窮した。

            　開きっぱなしの僕の唇の端からは、唾液が間断なく垂れていく。

            　永劫にこれが続くのか、なんて思ったのは少しの間で、すぐに灰汁亞は、僕の喉の奥深くへと精を放った。濃くて苦くて、そして苦しかったが、吐き出そうとすると口を押さえられた。無骨な手が僕の顔を上に強制的に向かせ、飲み込ませるようにするのを、生理的に浮かんできた涙の中、見ているしかない。

            「はぁ、はっ、良かったぞ、黒麦……はぁ、はぁ」

            　肩で呼吸をしている灰汁亞を見上げ、僕は何とも言いがたい気分になった。

            　僕にこんな事をさせるために、雪まで巻き込んだのだろうか。

            　馬鹿げているなぁという感想しか浮かばない。

            「もう一度だ……今度は、世界中の奴らに、お前が俺の性奴になったんだって所、見せてやらないとなぁ」

            　恍惚としたように呟くと、灰汁亞が映像放映用アイテムを出現させた。

            「今度は自分から舐めろよ」

            「……」

            「【光雪の王】を助けたいんだろう？」

            　その言葉に、まだ傍らのウィンドウに映っている、ランに犯されている雪の姿を見上げた。現在進行形で行為は続いている様子で、雪が泣き叫んでいる。

            「ちょっと勃ってるんじゃないのか？　見ていて感じたか？　それとも咥えていて？」

            　灰汁亞が僕のそれを握った。

            　ハッキリ言うが、萎えている自信しかなかった。唐突な刺激にすら、嫌悪を感じて、背筋を震えが這い登る。なんだかんだ言っても僕が誰にでも反応するわけじゃないのか、この状況が嫌なのかは、ちょっと分からないが。少なくとも、薬を盛られているわけでもない今、僕は、自分が性的興奮を感じていないという事にホッとしていた。勿論薬なんて無くても、最近の僕はおかしいくらいに敏感だと思う。だけど意識的に嫌悪を覚えるこの場面で、反応していないという事実が、いくらか僕を冷静にした。

            「後でじっくり可愛がってやるから、始めろ」

            　灰汁亞はそう言うと僕から手を離した。

            　僕は口だけで、指示通りに再び、灰汁亞の陰茎を転がす。

            「っ……ん、いいぞ、黒麦」

            　そう言われ、僕は半眼になった。

            　そりゃ当然である。僕は王候補になってから、嫌と言うほど、日廻達にしこまれてきたのだ。こんなフェラ程度、余裕綽々というものである。

            「ぁ……黒麦……っ、う」

            　むくむくと大きくなっていく灰汁亞の男根。

            　強制的に喉につっこまれているわけではない現在、なんだか僕の方に有利な状態な気がしてならない。事を起こすなら、イかせた直後だろう。どう考えても早漏だし、二発もイけばぐったりしそうだ。我ながら卑猥なことを考えているなと冷静に思いつつ、この場面もカメラに写っているんだと思うと辟易した。強く吸い、舌で裏筋を舐め上げてから、カリ首を歯の奥、口内の上部で撫でるようにして扱くと、灰汁亞の体が震えた。

            「黒麦……っ、ふ……く」

            　あえいでいる。

            　何とも余裕の無さそうな、灰汁亞である。

            　そう考えつつ、酷く冷静な自分に、少しだけもの悲しくなった。

            「ぅ、あ――……っ、んぅ……」

            　よがっている灰汁亞は、本当に余裕が無さそうに、僕の首へと腕を回してくる。

            　今もし僕の手が自由なら振り払いたかったが、そう言うわけにもいかない。手錠のせいだ。

            　そのままあっけなく、灰汁亞は二度目の精を放った。

            　力が抜けたように、体を壁に預けた彼を見て、僕は膝で立ち上がった。

            　それから、ぐいっと体を灰汁亞に近づけて、首筋に顔を近づけながら、僕は笑った。

            　我ながら意地の悪い笑みを浮かべていたと思う。

            「手は自由にならないし、魔術使えないから、このまま口で、再起不能にしても良いけど？　PKは趣味じゃないから」

            　僕の言葉に、灰汁亞が息を飲んだ。

            　舐めたくもなかったが、首筋に口を持っていく。

            「ここ――大動脈だっけ？」

            「ひッ」

            「手錠、外してもらえないかな？」

            　外さないなら、噛みきるぞと、暗に脅すとガクガクと灰汁亞が体を震わせた。

            　そんなに僕は怖いのだろうか、失敬だ。

            　頷いた彼の首に顔を近づけたまま、視線で手錠を促すと、おずおずとそれを外してくれた。

            　ホッとしながら自由になった手首を確認し、立ち上がろうとすると――……

            「動くな」

            　唐突に、後頭部に冷たい感触がした。

            　一瞥すると、灰汁亞が僕に拳銃を突きつけていた。

            「【光雪の王】がどうなってもいいのか？　魔術はまだ使えないんだぞ？」

            　灰汁亞の言葉に、首輪の存在を思い出し、僕は両手で触れてみた。冷たく、重い、鉄の首輪だ。

            「――君こそ自分の立場分かってるの？」

            　しかし僕は、冷静だった。

            　もうこういう小道具には慣れきっていたし、城の中では兎も角、対外部において【マーダーケース】の一件の頃のように、ただ泣き叫ぶだけではいないよう、対処法だっていくつも考えてあるのが現状だ。僕は、弱いから、何も考えないままじゃいられないのだ。対抗策がなければ安心できない。

            「僕を敵に回したんだよ？」

            　そしてこう言う時に一番聞くのは、はったりだと、狐塚に伝授された時の事を思い出した。実際の所、僕を敵に回したところで、どうと言うこともないと思うのだが、こう言ってみることは脅しになるらしい。

            「っ」

            　実際灰汁亞は息を飲んだ。

            「すぐに【光雪】を解放させるか、死ぬか選ぶといい」

            　振り返り、銃を奪って、僕は灰汁亞を床に倒した。

            　片腕をねじり上げ、顎を床へとたたきつける。

            「か、開放してやれ！」

            　灰汁亞の声がそこへ響くと、画面の向こうで、つまらなそうな顔をしたランが、雪を離した。彼はそのまま、いなくなった。こちらの部屋へ来るのかと考えてもいたのだが、ランはそのまま消えてしまった。

            　逃亡されたのだろう。

            　僕は側に落ちていた手錠を灰汁亞にはめ、懐を探って、首輪の鍵を取り出した。

            　灰汁亞は叫んだ後気絶してしまった様子だ。

            　顎を強打したから脳しんとうを起こしたのだろう。

            　この首輪は、スキル封じだけで、（現在では黙視できないとはいえ存在しているらしい）ステータスを封じる効果は無かったらしい。

            　だからこそ僕は俊敏をあげていたから余裕で、灰汁亞を床に沈黙させることに成功したのだけれど。

            　さすがに力勝負では負けるが、意表をついて拘束するのであれば、力の強さに関係なく、スピードが速い僕にも分があった。とはいえ、意識を何時取り戻して反撃されるか分からないから、慌てて首輪もまた灰汁亞にはめる。

            　それから、気絶効果のある薬をしみこませてある、護身用の布を、灰汁亞の口に噛ませた。

            「んっ、ふ……」

            　本当ならばこんな事をせずに灰汁亞を放置して、すぐに雪の所へ駆けつけたかったが、もし灰汁亞の言葉が本当ならば、放置は出来ないことになる。ランが逃亡してしまった今、灰汁亞をこのフィールドから連れ出すには、僕らが出て行くときに連れて行くしかないはずなのだ。そうでなければ紫紺や吹雪を伴って、僕か雪が、再びここへ出三人以上で出向かなければならないと言うことになる。そもそもここが何処なのか分からないと言うこともあるし、放置していって二度と戻れなくなって、灰汁亞を餓死させるのもなんだか居心地が悪い。

            　処置を終えてから、僕は部屋を出た。

            　廊下を真っ直ぐ歩いていくと、突き当たりの部屋の扉が開いていた。

            　中へと入ると、そこには一糸まとわぬ姿の雪がいた。

            「雪……」

            　大丈夫かと聞こうとして言葉を止める。

            　大丈夫であるはずがない。

            　そもそも僕に巻き込まれたらしいのだから、僕にそんな言葉をかける権利はない。

            「黒麦……俺、俺……」

            　呆然としたように、体を起こして雪が床に座り込んだ。

            「……今度こそ、ひいたよな？」

            「そんなことない」

            　僕はそう言って、ローブを脱ぐと、雪にかけた。真っ白な肌に黒いローブというのは、なんとも対照的だ。魔術師用の装備だけれど、【デス・ゲーム】の世界になってからは、このように衣類は大部分が、問題なく多職の相手にも着せられるようになっている（防御効果などは、相応の職でなければ発動しないのだけれど）。

            「ごめんね」

            　僕のせいだから、と続けようとしたが、雪に強く腕を引かれて僕は何も言えなくなった。

            「こっちこそだ。何で黒麦が謝るんだよ。俺が捕まったりしなければ、黒麦があんな事させられる事なんて――……っ」

            　その言葉に、周囲を一瞥すれば、こちら側のウィンドウには、僕が先ほどまでいた部屋が映し出されていた。

            　気持ちの悪いものを見せてしまったのだろうなぁと悔恨しながら、僕は立ち上がった。

            「帰ろう」

            　とりあえず今は、早くこの場を去るべきだと思ったのだ。

            　それから二人で、僕が元々いた場所まで戻り、僕は意識のない灰汁亞を背負った。

            　意識のない人間の体がこんなに重いとは、僕は知らなかった。

            「……そいつ、連れて行くの？」

            「放って置いたら、ここで餓死するだろうから」

            「そんな奴……」

            「？」

            　歩きながら、雪を見ると、彼は唇を噛んでいた。

            　何が言いたいのかあまりよく分からなかったが、この現状を生み出した灰汁亞に対して、雪が良い思いを抱いていないだろうと言うことは分かる。

            　それよりも僕の関心事は、どうやってこの地下室を抜け出るかという事だった。

            　幸いすぐに地上への階段を見つけ、そこが、蘇生球を入手できるダンジョンのすぐ側にあるバラ園の中の小屋の地下だったと言うことが判明した。

            　二人（＋僕が背負っている一人）で転送鏡へと向かい、街まで戻る。

            　すると隠しフィールドの直通ゲートであるにもかかわらず、ブルートパーズの森側のゲート――大樹前には、人混みが出来ていた。樹を囲むように、丸く多数の人々がいる。正面には、紫紺と吹雪が立っていた。僕が視線を向けると、左手の前列には、僕のギルドの、【血塗れ男爵】のみんながいた。

            「紫紺……」

            　僕が声をかけると、紫紺が一歩前へと出てきた。

            「悪かったな黒麦……っ、俺が油断さえしていなければ――」

            「見てたんだよね、映像で。それなら、灰汁亞の犯罪行為をここで説明する必要は無いよね？」

            「勿論です。いえあの、見ていたからだけ、と言うのではなくて、【マーダーケース】の灰汁亞の所行と……【嵐の王】のことは、こちらでも把握しているという、そう言う意味です。配慮不足でした。まさか今日事を起こすなどとは……それに、見たからといって、その……」

            　吹雪が、言いづらそうに続けた。

            　僕は構わず頷いてから、背から灰汁亞をおろし、紫紺につきだした。

            「任せるよ」

            　そう告げると、紫紺が、灰汁亞を引き取りながら、眉を顰めた。

            「コイツを俺らに引き渡したら、こっちの王の石の数増えるぞ。宝石は兎も角」

            「別に良いよ」

            　なんだか疲れが一気に出てきた気がしてそう告げると、吹雪が溜息をついた。

            「マーダーの支部は、いくつか壊滅しましたが、宝石は今でも、あちらも保持したままです」

            　その報告もどうでも良かったから、僕は一歩後ろにいる雪を促し、吹雪に預けた。

            「今日はゆっくり休ませてあげて」

            「黒麦……」

            　すると涙をにじませた目で、雪が僕を見た。

            　何か声をかけてあげたかったけど、僕はこう言うところで機転が利いたりはしないのだ。

            　ふらつく雪の肩に手をのせ、吹雪が頷く。

            「ゆっくりしてもらい、介抱します」

            　僕は頷き返してから、こちらを見守っている日廻達の所へ歩み寄った。

            「疲れた」

            「そうだよね。大丈夫？」

            　青兎が小首を傾げる。僕は、ローブの奥で思わず笑った。

            「大丈夫。早く帰ろう」

            「それがいいやんねぇ」

            　狐塚が頷いてくれたので、そのまま僕は、ギルドのみんなと、天空の城へと戻った。

            　

            「おまえがフェラさせられてて、殺意が沸いた」

            　夕食がそろそろだという報せでダイニングに移動すると、おもむろに隣に座った頼が、溜息混じりにそんなことを言った。

            「ちょっと！」

            　青兎が、そんな頼を睨み付ける。

            　顔に、配慮して言うな、と書いてあるようだった。

            　やはりそんな風に考えさせてしまう程度には、今回の僕の失態は響いているのだと思う。

            　息を飲んだ頼が僕を恐る恐ると見たから、苦笑して首を振った。

            「……ごめん」

            　やっぱり僕の姿は気持ち悪かっただろうなぁと思いながら目を伏せる。

            「おまちどおさま」

            　すると赤鐘が、豆腐と水菜のサラダや、キノコのシチューなどを運んできてくれた。焼きたてでふかふかのパンもある。隣には狐塚が立っていた。頼も料理が上手いが、最近では赤鐘と狐塚の二人が、作ってくれることが多い。僕が料理をする機会が減った理由はよく分からないが、僕以外の料理スキルを持つみんなの腕前は日に日に上がっている。

            「俺これ好きなんだよなぁ」

            　月極がそう言って、シチューを見据えて笑った。

            「僕も」

            　赤鐘特製のシチューは、僕が多分、人の作ってくれる料理の中で一番好きと言っても過言ではない代物だ。以前食べた頼のシチューに感動したことがあるのだが、頼から教わった赤鐘がさらにそれを進化させたのだ。今では、シチュー担当は、赤鐘である。

            「酒はないのか？」

            　粋龍の言葉に、日廻が笑み混じりに嘆息する。

            「このメニューに酒もあわないだろ」

            　その声に粋龍が口をつぐむ。

            　僕は、粋龍が、飲まないとやってられない、と言う言葉を飲み込んだ気がした。

            　みんな、多分僕に気を遣ってくれているのだと思う。

            　だから大丈夫だという姿、元気だという姿を見せたくて、頂きますといった後、僕はスプーンを握った――しかし。驚くほどに、食欲がわいてこないのだ。空腹でない訳じゃなかったし（そんなはずはない、だって昼すら食べていないのだ）、好きなメニューなのに。

            　決して料理が嫌な訳じゃなかった。

            　ただ目の前に料理があると言うことは、よく分かるのに、ただそれだけしか思えないのだ。

            　食べたいと思えない。手が、動かない。

            　食欲が無かった。

            「……黒麦？」

            　訝るように狐塚が僕を見る。

            　狐塚はこう言うとき、嫌と言うほど鋭い。

            　だから僕は無理矢理笑った。心配をかけたくなかったのだ。

            「美味しそうだね」

            　自分に言い聞かせるように僕はそう言い、シチューをスプーンで掬った。

            　全く食欲が無かったが、食べてしまえばどうにかなると思った。

            　一口、口に運ぶ。

            　実際それは、美味しいのだろう。理性でそれは分かっていた。

            　だが。

            「っ」

            　言いしれぬ嘔吐感に苛まれて、僕はスプーンを置いた。

            　そのまま、形ばかり存在する、トイレへと駆け込んだ。

            　おえっと音を立てて吐くと、吐瀉物が水洗トイレの洋式便器の中に浮かぶ。たった一口、口へと運んだシチューを吐き出しただけだったから、そんなに量があるわけでもない。だというのに、そのまま、引きずられるようにして胃が反り返った。胃酸が溢れてくる。吐き気が収まらず、僕はそのまま吐き続けた。

            「黒麦！」

            　漸く落ち着いたとき、後ろから月極の声がかかった。

            「うん、ああ……何？」

            「何って……大丈夫か？」

            　僕の自分でも驚くほど冷たかった声に、しかしすぐに気を取り直した様子で月極が言う。

            「……」

            「……」

            　大丈夫と言いたかったが、何か言ったらまた吐きそうだったので、僕は何も言えなかった。

            　一方の月極は、険しい顔で僕を見ている。

            　静かな沈黙が、僕たちの間に落ちた。

            「風呂、入れば？」

            「――え？」

            　口元をぬぐった僕を引っ張って立たせ、月極が言った。

            　そのまま進みながら、月極が嘆息混じりに続ける。

            「風呂、沸いてるから」

            　この城のお風呂は、何時だって沸いている。急にどうしたんだろうと思いながら、もしかして一応狩りをしてきたのだし、その後色々あったから、僕は汗臭いのだろうかと考えた。本当だったら真っ先にシャワーを浴びたかったのだが、なんだか先ほどまで疲れ切っていて、そんな気分にもならなかったのだ。しかしみんなの迷惑を考えていなかった。そう言うことなら早く言って欲しい。

            　脱衣所に放り込まれた僕は、装備を脱いで、浴室へと向かった。

            　白い大理石で作られた、広々としたお風呂である。

            　現実世界で小さな温泉に出かけたならば、まさしく大浴場と言った風情だろう。

            　軽くシャワーを浴び汚れを落としてから、僕は温泉につかった。

            　肩までつかって、全身で温度を実感する。

            　気がつけば、指先が冷え切っていたらしくって、ジンジンと痛んだ。

            　両腕で肩を抱き、伸ばしたまま足を組む。

            　そして改めて、今日の出来事を思い出した。

            「同じ行為でも、気を許してない相手じゃないと、気持ち悪くなるんだな」

            　気づくとそんなことを口にしていた。

            　何でもないはずなのに、大丈夫であるはずなのに、灰汁亞のことが脳裏を過ぎると、気分が悪くなって、また吐きそうになった。あんな事大したことじゃなくて、よくこの城ではやっているはずなのに、だ。

            　何も考えたくなくなって、冷水のシャワーを浴びた。

            　そのまま暫く浴びていると、体がまた冷えていく。

            　ついでだからと髪と体も、冷水で洗った。禊ぎの気分だ、なんて。

            　その後改めて湯船につかると、言いしれぬほど心地良かった。

            　疲れが溶け出してくるようで、このまま寝てしまいそうなのに、瞼を伏せると今日の出来事が走馬燈のように過ぎる。また悪夢を見そうだなと直感した。【マーダーケース】の事件の後のように。

            　眠れなくなったらどうしようかと些か不安に思いながら、僕はお風呂から上がった。

            　粋龍が作ってくれた、黒いパジャマに着替える。

            　下は細身の薄いボトムスで、上は、パーカーだ。

            　中には下着とTシャツを着ている。

            「のぼせなかった？」

            　脱衣所を出ると、壁に背を預けて月極が立っていた。

            「……ずっとここにいたの？」

            「いや。飯食ってた」

            　その言葉に、思わず微笑む。

            「そう。僕は大丈夫だよ。有難う、月極」

            　すると髪を揺らし、緑色の瞳で、月極が僕をまじまじと見た。

            「――嘘」

            「へ？」

            「忘れたいのかも知れないけどな、大丈夫じゃないだろ。それとも無意識？」

            　言葉に詰まって、思わず表情を無くした。

            「とりあえず今日はゆっくり寝ろよ。そうだ、風呂上がりだし、喉かわいてない？　一応レモン水持ってきたけど」

            　そう言って月極は、僕にグラスを渡してくれた。

            　ミントの葉が、氷の上に鎮座している。

            「有難う」

            　深く追求する様子のない月極に安堵しながら、僕はそれを飲んだ。

            　冷ややかな感触が喉を伝っていく。

            　ゾクリと、その感触に、灰汁亞のことを思い出して、また吐き気がしたけれどこらえた。大丈夫だと言った手前、それが月極の言うとおり、自分に言い聞かせるための無意識の嘘であるなどとは思いたくなかったのだ。

            　レモン水を飲み干してグラスを返すと、それを受け取ってから、月極が僕の手首に触れた。

            「無事で良かった」

            　その言葉を聞いた直後、二度三度、視界がぶれた。

            　僕は気づくと月極に抱き留められていた。

            「ゆっくり眠った方が良い。疲れてるんだ。だから――……おやすみ」

            　優しい声に、返事をする間もなく、僕はそのまま月極の腕の中で、眠ってしまったらしかった。

            　

            　目が覚めたとき、僕は自分の部屋で寝ていた。

            　起き上がり、シーツを掴んだまま、僕は窓へと顔を向ける。

            　もう太陽の角度からして、昼過ぎらしかった。

            　思いの外熟睡して、夢すら見た覚えのない自分自身に驚いた。

            　ああいう眠りなら、何時だって大歓迎だ。

            　着替えて部屋から出ると、皆と顔を合わせた。みんな、いつも通りだった。

            　まるで昨日のことが夢だったような気さえしてきたが、昼食を終えてリビングのソファに背を預けていると神妙な顔の日廻がやってきた。

            「紫紺と吹雪から連絡があった。お前に会いたいそうだ」

            「そう」

            「どうする？」

            　日廻の、不思議な色をした宝石のような瞳は、暗に断っても良いのだと言っている気がした。寧ろそれを推奨しているようにすら思えた。だが、それは誠実じゃないと僕は思う。逆の立場だったら、僕だって話を聞きに行くと思うからだ。

            「会うよ。どこで？」

            「――……ここで、だ。通行証を発行する」

            　それから、お茶の時間を過ぎた午後四時くらいに、日廻の許可により、紫紺と吹雪がやってきた。応接間へと通された二人の元に、僕は茶菓子とお茶を持って向かった。食欲は、少しずつ復活してきたようで、今は皿に載るマフィンがとても食べたい。昨日の吐き気は、一過性のものだったのかも知れないし、単なる疲労が原因なのかも知れない。

            「おまたせ」

            　僕はそう言って中へと入り、菓子類と茶を置く。

            　応接間にいるのは三人だけだ。

            　最初は日廻も同席すると言っていたのだが、紫紺から個別チャットで、三人で話たいと言われて僕がそれとなく断ったのである。そもそも個別チャットがあるのだから、わざわざ来なくても良かったのにと思ったが、やっぱり逆の立場だったら僕も足を運んだからかも知れないと考えると、上手く断れなかった。

            　今日の僕は、最近では慣れた王様装備のため、顔をさらしている。要するに、自由にものが食べられると言うことだ。

            「体調はどうですか？」

            　吹雪が、場の沈黙を切り裂くようにそう言った。

            「平気だよ」

            　特に僕の体に無理な行為がなされたわけではない（と、思う）ので、僕は首を振って答えた。もし無理があったとすれば喉だが、それと嘔吐感が繋がっているとも思えない。

            「無理すんなよ」

            　紫紺が両手の指を組んで、肘をテーブルについた。

            　お菓子があるのに手を伸ばさない彼の姿が、少しだけ真剣さをあらわにしている気がした。

            　僕の中の紫紺の印象は、お菓子があれば反射的に食べそうなイメージだ。

            「完全に俺たちの落ち度だ。なじってくれて良い」

            「ええ。大変申し訳ありませんでした」

            　深々と吹雪が頭を下げた。

            　そんな風に言われても困る。この二人が悪いわけではないのだから。

            　僕は居心地が悪くなりながら、両手でカップに触れた。

            「――大丈夫だよ、あの程度。気にしてない」

            「「……」」

            　実際には僕が気にするしないではなく、二人が気にする必要はないのだと伝えたかった。

            　だけど上手い言葉を見つけられないまま、沈黙している二人と対峙することになった。

            　こう言うときは、話を変えるに限る。

            「雪は大丈夫？」

            　僕が尋ねると、紫紺が顔を上げた。

            「まだぼーっとしてるけど、目は覚めた。ある意味【光雪】の方が被害は酷いかも知れないが、アイツは強い」

            　それって僕が弱いって事なのだろうかとも考えつつ、画面越しに見た、雪の姿を思い出した。僕の場合と違って、完全に強姦されている風景が、流れてしまったのだ。確かに、僕なんかよりも全然多く傷を負ったのは雪であるはずだ。それも、僕が原因で。

            「心配はいりません」

            　吹雪が紫紺の頭をバシンと叩きながら、そう言った。

            「そう、良かった」

            　僕は、それだけしか言えなかった。

            　彼らが大丈夫だというのであれば、信じるしかない。例え、僕に気を遣っていてくれるのだとしても。何せ僕は雪に今後いつ会えるのかすら分からない。僕が牢獄にいる間に、ギルドは統合されたらしいから、最早天空鏡や十字架だって、雪が持っているか、見たり使用したりすることが出来るのかも分からないのだから。

            「二人は大丈夫？」

            　僕が続けて首を傾げると、揃って彼らは顔を上げ、逆に揃って首を傾げた。

            　この二人、やっぱり気が合うと思うのだ。

            「二人？」

            　怪訝そうな声で、吹雪が問う。

            「君達二人だよ」

            「何で俺たちが大丈夫じゃないなんて思うんだよ？」

            　紫紺もまた困惑したような顔で僕を見た。

            「あくまでも僕だったらだけど……同一パーティでこんなことがあったら、キてるかと思って」

            　特に僕みたいに直前までゴリゴリmobを殲滅していたようなキャラが、直後生々しい行為をそれも同性としている所なんて見せつけられたら、気持ち悪くてトラウマものなんじゃないかと思う。

            　しかしそれにはあえて触れず、僕は、今日二人がここへと足を運んでくれた事実だけに焦点を当てることにした。

            「僕は大丈夫だし、雪も大丈夫なんだよね？　だったら、二人も、自分の心配をするべきだ。僕は本当に平気だから。来てくれて有難う。その……気にしないで」

            　僕のことなんて気にしていなかったらどうしようもなくおこがましい台詞だが、一応、言ってみることにした。

            「……貴方は」

            　すると吹雪が、眉根を落とした。どこか悲しそうな顔をして、カップに手を伸ばす。

            「大変優しいのに、どうしようもなく残酷な人ですね」

            「え？」

            　狼狽えて僕が目を見開くと、溜息をつくようにしながら、紫紺がクッキーを手に取った。

            「糾弾して責められた方が俺たちの気は楽になる。少なくとも俺はな。お前を誘ったのは俺だ」

            「……そんなの自分勝手だよ。大体、僕こそ、灰汁亞を誘うべきだって言ったし、その、なんていうか……紫紺は、ずっと灰汁亞は危険だって言ってたじゃないか」

            「だとしても、だ。俺だって他人を糾弾して楽にしてやるような優しさは持ち合わせてないけどな、自己憐憫に浸らせたり絶対しないけどな……お前のことを考えると辛い。辛くなる」

            　じゃあ僕はここで泣き叫んだ方が良いのだろうか？

            　そんなことは僕には出来ないと思いながら、紅茶を飲む。

            「貴方は、王とはなんだと思いますか？」

            　唐突な吹雪の言葉に、僕はカップを離して、その水面を見据えた。

            「……ログアウトさせてくれる人」

            　率直な意見を言うと、紫紺が吹き出した。

            「そりゃそうだろうけど、そうじゃなくてだな、もっとほうこら、なんていうの？　価値観とか器とか」

            「さぁ」

            　僕にはそんなことは分からなかったので、スコーンを手にとりクロテッドクリームを塗る。

            「俺はお前は充分王様にふさわしいと思う」

            「連合ギルドの王様は、今紫紺なんだっけ？」

            「石を一番多く持っているのは紫紺ですが、まだ決定したわけではありません」

            「じゃあ吹雪も王様になろうと考えているの？」

            「――……どうでしょうね」

            　たわいもないそうしたやりとりを暫くしてから、僕は二人が帰るのを見送った。

            　

            


            　

        
        
            【40】清めの儀式

            　

            　

            「ぅン、ふ……っ……」

            　その夜僕は、日廻の部屋にいた。

            「嫌な記憶は、上書きして消してしまわんとな」

            　そう告げた日廻の、巨大な陰茎を口へと含まされる。日廻のそれは、大きい。半分ほどしか口へと含めない。無理に突かれれば、それこそ喉の方まで達しそうになる。けれど今日は、そうではなく、あくまでも僕が自分の出来る範囲で頑張って良い、と言う状況だ。

            「！」

            　目を見開き、僕は声を喉に張り付けた。

            　現在大問題なのは、四つんばいで日廻の自身を咥える僕の後孔を、赤鐘が丹念に舐めて解していることである。唐突に指が入ってきたものだから、背筋がしなった。

            「はっ……ふ、ん、ぅ……ッ！」

            　咥えたままだから、鼻に抜けるような声しか出ないが、それでも的確に赤鐘にじらされる度、僕の体は震えた。

            「前が止まっているぞ」

            　日廻が笑いながら、僕の頭を撫でる。

            　泣きそうだ、と思ったら、頬に涙がこぼれてきた。

            「っ、ん、ぅう……ふ……」

            　必死で頭部全体を動かし、首筋に力を込めて、日廻のそれを飲み込む。

            　はちきれそうなほどそそり立っているというのに、日廻に達する気配はない。

            「何度も手本は示したよな？」

            「……ふ……うっ……」

            「仕方がないから、もう一度手本を示してやろう」

            「っ」

            　その言葉に僕が反射的に身を強ばらせると、後ろから指を引き抜いた赤鐘に、片手で支えられた。僕は赤鐘に抱きかかえられる形になり、足を開いて寝台に座ることになった。膝の間には、体勢を変えた日廻の顔が近づいてくる。

            「――どうだ、赤鐘？」

            「んぅ、やっぱりちょっときつい」

            　ローションまみれの指を、僕の目の前で動かす赤鐘は、背後で小さく笑った。

            「仕方がないと思うけどね、大体一ヶ月くらいぶりだし」

            　その言葉に、僕は目をきつく伏せて唇を噛んだ。

            　ずっと牢獄にいて、こういう行為はしなかったし、灰汁亞とだって別にSEXしたわけではないのだ。

            「けど、もう、すっごくとろとろだよ、ねぇ、黒麦？　きついっていうか、もっともっとって絡みついてくる感じ」

            　そんな言葉聞きたくなくて、羞恥に襲われ、僕は身をよじった。

            　しかし赤鐘のもう一方の腕が、僕をしっかりと抱きしめているから動けない。

            「黒麦。嫌なことは忘れた方が良い。だから――……いれるよ」

            　赤鐘はそう言うと、ピタリと自身を僕の後孔へとあてがった。

            　息を飲んだ瞬間、押し入ってくる。

            「ゥ、あ――……っ、ふ、ぁ、あ、あ！」

            　久方ぶりの感触に僕は震えた。しかも赤鐘が、僕の感じる場所を重点的に突き上げるものだから、自然と腰が揺れる。暫くそうしていると、ガシッと日廻が、僕の腰を掴んで動きを制した。

            「忘れるな、コレは手本だ。まぁ前と後ろのどちらが良いのかも、改めてじっくりと考えることだな」

            　日廻はそう言うと、先走りで滑った僕のそれを口に含んだ。

            「ンあ、っ、う、あああ、ぁ――っ！　ふ、や、やめっ」

            　日廻は、上手い。

            　舌先で刺激された瞬間には、僕はもう達しそうになっていた。

            「やだ、やだ、やだぁっ」

            　僕はもうがむしゃらに首を振るしかできない。

            　そんな僕の胸の飾りを、背後から抱きかかえるようにして赤鐘がもてあそぶ。

            　後ろから前からそして胸から刺激を送られ、目の奥がチカチカした。

            「フ、んっ――ぅ、ぁ、あッ……！」

            「気持ちいい？　黒麦」

            　赤鐘が囁いてから、僕の耳元へと舌を入れた。

            「ぅあ、あ、ん、ん、ふぁっ……ん――や、ぁッ」

            「大丈夫だからね、黒麦。何も心配しなくて良いから」

            「ぁ……ア！　ン、んんぅ……っ……ふ」

            「嫌なことを全部忘れたら、ゆっくり眠れるはずだから」

            　赤鐘の声は優しいというのに、腰の動きはドンドン激しくなっていく。

            　呼応するように、日廻は僕の全てを吸い取るかのように口の動きを早めた。

            　もうおかしくなってしまいそうで、僕はただ体を震わせる。

            「今日のこれは、俺たちの言い訳かも知れないけど、黒麦の嫌な記憶を忘れさせるための――……ただの塗り替えだから。終わったら、ゆっくり休んでね」

            　そのまま僕は射精すると同時に、意識を手放したのだった。

            　

            　

            


            　

        
        
            【41】添い寝

            　

            　

            　最近の僕は、気絶ばかりしている気がする。

            　最も牢獄にいた時なんて、気絶したことにすら気がつかないくらい意識朦朧としていたのだから、まだましなのだろうか。あるいは【デス・ゲーム】になってから、以前よりも感覚が更にハッキリとしたこの世界では、受け入れがたいことが多くて、体が本能的に意識を飛ばす、なんて言う事もあるのかも知れない。というか気絶しているんじゃなくて、僕はただ単に、眠ってしまっているばかりなのかも知れないし。

            　どうでもいいやと思いながら、目を開いて天井を見上げる。

            　天空の城の自分の部屋だった。

            　体を起こすのが億劫で、顔だけ窓へと向けると、陽光が燦々と差し込んでいた。

            「……黒麦、起きた？」

            　唐突に響いた月極の声で、僕は漸く我に返った。

            　逆側を見れば、椅子に座った月極が、背もたれを前に座っていた。

            「うん……」

            「気分は？」

            　良くもなく、悪くもない。

            　何とも言い難くて、困りながら起き上がろうとした。けれど全身に力が入らなくて、少しだけ体を持ち上げて、そのまま寝台に身を預けた。

            「……眠い」

            「そっか。じゃあ、寝よう」

            　月極はそう言うと立ち上がり、寝台の上へと登ってきた。

            　本能的に、今性行為をするのは無理だと思った。

            　けれど僕がそう言う前に、僕の隣に横になった月極は、布団を被って、僕へと腕を伸ばしてきた。

            「ほら、腕枕」

            「……」

            「いやか？」

            　不安そうな眼で小首を傾げた月極に、目を伏せ笑みを零してから、僕は頭を預けた。

            　硬い腕の上に僕の頭がのり、額は彼の胸元に押し付けてある。

            　まるで体を重ねた後の朝のような体勢だ。

            　月極は、こうして腕枕をして寝るのが好きなのだと僕は思っている。

            　月極とそう言うことをした後は必ず、腕の中で目を覚ますからだ。

            「昼寝なんて、久しぶり」

            「僕も」

            「そりゃ黒麦は最近昼に起きてくるから、昼寝なんてしないだろ」

            　クスクスと笑った月極が、僕の額に口づけした。

            　腕の力が強くなり、僕は抱きしめられる形になる。

            「難しいことを考えるのはやめるか、後々にしろよ。寝よう」

            　そう言って目を伏せた月極の、長いまつげを暫し見ていた。

            　それから穏やかな鼓動の音に耳を傾けている内に、僕はいつの間にか眠っていた。

            　

            「夕食ですよー！」

            　青兎の叫び声で、僕はハッとして目を開けた。

            　隣には、まだ月極が横になっている。

            　僕が起き上がろうとすると、呻いて、半眼になった月極もまた、身をよじって青兎を見た。起こしてしまったのだろうか？

            「もうちょっと眠りたい」

            「月極一人で寝てれば？　黒麦は朝から食べてないんだから、強制連行っ」

            　青兎の言葉に、肩を竦めて僕は改めて起き上がろうとした。

            　すると月極の腕に体を引かれて、再び寝台に縫いつけられる。

            　困ったなぁと思いながら視線を向けると、そこには思いの外真剣な月極の顔があった。

            「黒麦、疲れ取れた？　もう眠くない？」

            「……うん」

            　心配、してくれたのだと思う。

            　なんだかそれがくすぐったくて、僕は月極の胸に、一度顔を押し付けた。

            「有難うね。もう大丈夫だから。ご飯食べよう」

            「……」

            　しかし僕の声に何も言葉が返ってこなかったから、少ししてから不安になって顔を上げた。

            　すると真っ赤になっている月極がそこにいた。

            　何処に朱くなる要素があったのか全く分からないので悩んだ。

            　まぁいいやと考えて、僕は、腕を抜け出し、寝台から降りた。

            「月極、置いてくよ？」

            　僕が言うと、月極もまた慌てたように、起きてきた。

            　青兎に促されて、夕食の席へと向かう。

            　今日の料理人は、狐塚だった様子だ。

            　ここ数ヶ月の狐塚は、料理スキルを先行してあげていた赤鐘や頼に匹敵するくらい、料理の腕を上げている様子だ。今でも飲み物を一番美味しく作るのは頼だし、サイドメニューとシチュー系……ホワイトシチューは勿論、ビーフストロガノフなんかも、赤鐘が一番だ。その点狐塚が得意なのは、和食である。僕の料理は家庭料理が基本になっているから、狐塚みたいに本格的な和食は中々作れない。今日の料理は、お刺身中心の懐石料理だった。僕はお子様舌なので、トラウトサーモンが好きなのだが、狐塚はそれも考慮してくれたようで、美味しそうなマグロや生海老の他に、炙りサーモンものぞいている。これならば、食欲がない時であっても、つい箸がのびてしまいそうだ。ホタテも美味しそうである。魚介類は、比較的現実に即したモンスターの討伐や釣りで入手することが多い。ただし、この世界では現実に似ているアイテムほど入手が難しいのだ。さすがは釣り人の狐塚である。

            「美味しい……」

            　スリ立てだと分かるわさびと醤油をつけて、僕はお刺身を頂いた。

            　ウニとかに味噌と白子が好きな粋龍とは違い、本気で子供っぽい寿司ネタを選ぶ僕の好物は、サーモンといくらと玉子焼きである。美味しいのは正義だと思うから、別に良いと思う。

            「マグロは神だな」

            　日廻がしみじみと言った。

            「このギルド、生魚駄目だって人がいないのがある意味奇跡だよね」

            　赤鐘が笑っている。確かに、大半の物が機械的になった現実のご時世では、加熱調理の方が当たり前だから、生ものが駄目な人は結構多い。ピーマン嫌いと同じくらい珍しくない。僕はピーマンが好きだけれど。

            「現実でもこれと同じくらい美味ぇのか？　俺様、現実では刺身は無理だった」

            　頼の言葉に、青兎が意地悪く笑う。

            「こんなに高級で新鮮な奴、現実では食べる機会無かったんじゃないの？」

            「俺は現実では食べたこと無いけど、ふぅん。食べてみたいかも」

            　月極がそんな言葉を挟んだので、そう言えば冬眞くんは引っ越してくるまで海外暮らしだったなと思う。今では海外でだって刺身の一つや二つ食べられるだろうが、日常的に目にする機会が増加したわけでは無かっただろう。現実世界に帰ったら、回転寿司に連れて行こうと僕は決意した。

            「狐塚もたまにはやるな」

            　豪勢にウニが載ったご飯を食べながら、しみじみと粋龍が呟く。

            　傍らには、日本酒の入った徳利があった。

            「せやろ。てか、粋龍師匠に言われると、なんぞ嬉しいねんなぁ。黒麦は？　美味い？」

            　すると狐塚が僕を見た。

            　最初に美味しいと言ったのは僕じゃないかと思いながら、大きく頷くことにした。

            　食後、入浴をすませた後、そのまま僕の部屋に狐塚がやってきた。

            　だいぶ体力は回復していたが、まだ体を重ねるのはきつい、と言うのが正直な感想だった。

            　しかし狐塚は、僕の隣に横になると、ただ僕を眺めるだけだった。

            「黒麦とこうやって一緒にいるん、なんや、久しぶりやんねぇ」

            「そうだね」

            「いのうなってしまったら、どうしたらええんかと思ったよ」

            「そっかぁ」

            「なんやねん、その、心こもってない感じ。俺、ほんまに心配していたんやよ」

            　そう言うと狐塚が、僕の頭部に手を回して引き寄せた。

            　穏やかな体温が伝わってくる。

            　額を彼の胸元に押し付けているから顔は見えなかったが、なんだかとても気恥ずかしかった。

            「心配するのは俺の勝手やけどさ、でもね、黒麦」

            「……うん」

            「自分のことは大切にしぃひんと駄目なんよ」

            　狐塚はその言葉を最後に眠ってしまった。

            　僕は、暫くその言葉の意味を考えていたのだけれど、気づくとやっぱり眠っていた。

            　SEXは無い。

            　翌日の夜は、青兎がやってきたけれど、やっぱり僕と一緒に眠ってしまった。

            　その次の日の夜は日廻が来たけれど、やはり何事もなく、穏やかに就寝した。

            　その次は、赤鐘だ。

            　そうして頼が来た日の夜、僕は意を決して聞いてみることにした。

            　浴衣姿で、完全に僕の隣で眠る体勢に入っている頼に対し、僕は聞いたのだ。

            「ねぇ」

            「あ？」

            「なんで、しないの？」

            「してぇのかァ？」

            「そういうわけじゃないけど」

            「たまってんなら抜いてやるけどなァ。俺様優しいから」

            「だからそう言う事じゃなくて、どうしてみんな――……っ……」

            　そこまで続けて、はたと僕は思った。

            　この前の灰汁亞の一件が、と言うよりも、その前の牢獄に繋がれた出来事……僕がキスマークをつけて帰ってきたこと――即ちギルド外の人間である紫紺と体を重ねたことが、脳裏を過ぎった。

            　率直に言って、僕のように、下半身ユルユルの人間は気持ちが悪くて抱く気もしないと、皆が思っているのかも知れない。

            　そうか、そうだ、きっとそう言うことなのだろう。

            　納得した気持ちで、僕は頼の着物を掴んでいた手を離した。

            　思わず体の向きを変えて、横になる。

            　僕は、穢れている。

            「馬鹿だな、お前」

            　すると頼がそんなことを言った。

            「え？」

            　奇妙なほど明るい声が、自身の喉から漏れた。確かに僕は馬鹿なのだろう。けれどその馬鹿さ加減をつきつけられたくはなかった。ただ僕は、みんなで無事にログアウトできることを、一番の目標にしているだけなんだ、そうなのだと……誰でもない自分自身に言い訳する。

            「直後の日廻と赤鐘のあれは、それこそ嫌な記憶を別の記憶で埋めるって言う、埋めたいって言う願望か、まぁそういうことだろ」

            　頼がつらつらと言う。

            「それ以降何にも無ぇのは……」

            　頼はそう言うと、横たわったまま、後ろから僕を抱きしめてくれた。

            「てめぇの事、気遣ってんだよ。分かれよ」

            　――その日はそのまま、僕は頼の腕の中で眠った。

            　また、熟睡できた気がした。

            　

            


            　

        
        
            【42】してよ

            　

            　

            　翌日の昼過ぎ。

            　僕は起床してすぐにシャワーを浴びて、粋龍の姿を探した。

            　別にそんなことをしなくても、順番的に、今夜は粋龍が添い寝してくれるのだろうという確信があったが……僕は、そうしたかったのだ。

            　幼なじみは、部屋にいるらしかった。

            　重厚な扉をノックし、僕は少しだけ緊張しながら返事を待つ。

            「んだよ、誰だ？　今は――……」

            　扉が開くと同時に、粋龍のそんな声が漏れてきた。

            「ごめん、邪魔した？」

            　出直そうかと考えながら僕が首を傾げると、強く手を引かれた。

            「……入れよ」

            　言われると同時に、僕の両足は、粋龍の部屋の絨毯を踏んでいた。

            　背後で扉が閉まる。

            　沈黙したまま視線と手で促され、僕は寝台に座らされた。

            　粋龍が、サイドテーブルに飲み物を出現させる。アイスの甘いハーブティのようだった。

            「何かあったのか？」

            「……そういうわけじゃないんだけど」

            「そうか」

            「忙しかったんじゃないの？」

            　僕が尋ねると、寝台脇の業務的な机の方を一瞥してから、粋龍が嘆息した。

            「いつでもできる」

            　考えてみれば、粋龍は何時だって僕を優先してくれていたのだという気がした。

            「本当に忙しいんなら別に……僕、ただ雑談に来ただけだから」

            「忙しいんなら追い返してる。俺とお前の仲だろ」

            　続いたその声に、僕はちょっとだけ、涙腺が緩んだ。

            「それで、雑談ていうのは？」

            　促された僕は、ストローをくわえながら、俯いた。

            　グラスを置き、視線を逸らして、窓を見たまま口を開く。

            「僕って幸せ者だね」

            「気づくのが遅い」

            　間髪入れない粋龍の声に、思わず苦笑してしまう。

            「だけど足りないって思うのは、欲張りなのかな」

            「――お前が欲しいモノなら、俺が探してきてやる。何が欲しい？」

            「してよ」

            　僕は、静かな声で、だけど意志を込めてハッキリと伝えた。

            　それから視線を戻して、粋龍を見る。

            　どんな顔をしているのだろうか、なんて考えていた思考は、真っ直ぐに僕を見据える彼の瞳に、封じ込められた。強い眼差しだった。怖いぐらいに、真剣だった。

            「っ」

            　瞬間、寝台の上に後頭部を打ち付けて、僕の世界は反転した。

            「ん、ぅっ」

            　粋龍の唇が降ってくる。

            「あ、はぁっ」

            　僅かに口を離すと、唾液が線を引き、直後また口腔を貪られた。

            　舌を絡め取られ、追い詰められるように刺激される。

            　いくら鼻で呼吸しようとも苦しくなって、思わず手で藻掻くと、全身で覆い被さるように押し倒された。

            　そのままの姿勢で、性急に粋龍の手が、下衣の中へと押し入ってくる。

            　下着の中へと侵入した指先が、僕の自身を軽く掴んだ。

            「うっ」

            　離れた唇から、僕は声を漏らした。

            　体勢をかえられ、寝台の上に真っ直ぐに横になる。

            「ん、ぅ……ぁ……ンぅっ」

            　右手で自身を触られたまま、左手で下衣をおろされた。

            「余裕、無ぇぞ」

            「……僕も」

            「……お前が俺を誘うの初めてだって、分かってんのか？」

            　果たしてそうだっただろうかと、僕はぼんやりと考える。

            「ふ、ぅあ！」

            　しかしすぐに、考え事なんて出来なくなった。

            　粋龍に舌先で乳首を刺激されると、ジンと甘い疼きが全身に広がっていく。

            　ころがされ、少しだけ強く吸われ、そのたびに僕の肩が震えた。

            「ぬるぬる」

            　そう言うと、指先で粋龍が、僕の男根の先を弄った。先走りの液で、自分でも滑っていることは分かる。しかし理解できるのと羞恥はまた別で、きつく目を伏せ顔を背けた。

            「下まで垂れてる」

            　液を指先で撫で、そのまま粋龍が、僕の中に中指を押し込んだ。

            「っ、ん」

            　骨ばった指先に、僕の腰が揺れる。

            　足りない、もっと、むちゃくちゃにして欲しい、だなんて、そんなような考えが浮かんできたけれど、口に出すことは躊躇われた。

            　そのまま指の腹で感じる場所を撫でられ、小刻みな震動を与えられる。

            「ぁ、あ、っ、んぅ……ぅあッ」

            「痛くないか？」

            　僕がコクコクと頷くと、粋龍が指を引き抜いた。

            　それが少しばかり寂しくて切なくて、体が震える。

            　僕は、近場にあった小瓶を手に取り、潤滑油であるローションで、二本の指をぬらしている粋龍を静かに眺めた。甘い香りがするから、最近この世界では香油、と、呼ばれているらしい。とは聞いたことがあるが、元々そう言う名前だったのか、僕は知らない。

            「いれるぞ」

            「ッぁ」

            　二本の指が、滑った感触と共に、僕の中を暴く。

            「あぁ、っ、あ」

            「無理だったら言え」

            「う、ん」

            「止めねぇけど」

            「え、――っ！　ぁ、あ、ん、ぁっ！」

            　前立腺を刺激され、僕は歯をきつく噛んで、口元を両手で覆った。今以上に、はしたなく大きな声を上げてしまいそうになったからだ。

            「ん、ぅ……っ、あ、ハっ……うあ……」

            　しかし声は抑えきれない。

            「まだ結構きついな。お前……本当は、やりたくないか？」

            「そんなことあるわけないだろっ、ぅ、あ、あ、や、ゃあ……！　は、やくッ！」

            「……」

            　僕が涙をこぼしながら粋龍を睨むと、何度か瞬きをした後、彼が喉で笑う。

            「怖くないか？」

            「ないからぁ……！」

            「緊張してんのか？」

            「してないっ……ふ、ぁ、あ！」

            「欲しくて、締め付けてんのか？」

            「うっ、ぁ、あ……」

            「誰のが欲しいんだ？」

            　粋龍は、意地の悪い笑みを浮かべて、僕を見る。

            「粋龍のが、欲しいッ」

            「――どうして俺なんだ？」

            「あ、はぁ、う……ん、ぁ、や、やだぁ、あ、も、もうっ……」

            　蠢く指の感触に、達してしまいそうになる。

            　だけど今の僕の体力じゃ、まだ、何となく、そうしてしまったらそれだけで終わってしまいそうな気がした。灰汁亞との一件と言うより、拘束されていた一ヶ月くらいの期間が、根こそぎ僕の体力を奪っていった気がするのだ。ステータスがあるはずだから問題ないと思っていたのだが、そんなところにも【デス・ゲーム】となったこの世界の弊害が現れていたのかも知れない。

            「おねが、い。こう、だい……いれ、て」

            　僕は必死でそう告げた。

            　直後、固く熱い、大きな質量を誇るそれが、僕の中へと入ってきた。

            「ぁ、あ、あ」

            　僕は目を見開き、その衝撃に堪える。

            　酸素を求めて唇は震え、痛みと快楽に涙がこぼれた。

            「大丈夫か？」

            　衝撃で少し萎えた僕自身を、粋龍が指で擦る。

            「う、あ、それ駄目ッ」

            「お、中まで全部はいった」

            「は、あ、う……っ、っ、んぅっ……」

            「動いて良いか」

            「ごめ、ごめん、ねぇ、ちょ、ちょっと待って」

            「悪い、待てない」

            「んぁ――――あ、あ、あ！　ふ、あ！　あ、や、やだぁ、やだ、や、やめっ」

            　腰を激しく動かされ、その動作にあわせて自然と僕の体も揺れた。

            　水音が響き、そのいやらしさに耳を塞ぎたくなる。

            「あ、あぁア――……！　あ、ん、んぅ――！　っ」

            　正直あまりの衝撃と刺激に、体が持ちそうにもなかった。

            　けれど誘ったのは、僕だ。

            　少しだけ痛かったけれど、それ以上の快楽が押し寄せてきて、すぐに頭の中が真っ白になる。降大は、わざと痛くするようなことはしない。多分久しぶりだから痛いのだと思う。赤鐘としてからそんなにまだ間が空いていないが、あの時は、今よりもずっと時間をかけて解されたのだし。

            　それに別に苦しい訳じゃなかった。

            　――僕はもう、イきそうだ。

            「悪い、もう俺、出そう」

            「僕も……っく」

            「出すぞ」

            「ん、あぁあああああっ――……ふ、ああああああ――！」

            　そのまま僕は、内部に熱を感じたのとほぼ同時に、果てた。

            　

            　まどろんだ意識が、夕日の色で、現実を捉えた。

            「……っ」

            「起きたのか？」

            　隣を見ると、書籍を広げて寝転がっている粋龍がいた。

            　やっぱり忙しかったんじゃないのかと思いながら、僕は目を伏せ苦笑する。

            きっと、僕が眠っている横で、こうして作業を続けていたのだろう。

            「……今、何時？」

            　シーツを被って僕が尋ねると、頭上から笑み混じりの吐息が響いてきた。

            「もうすぐ、六時って所だな。日が高くなった」

            　その声に、今は何月だっただろうかと思案して、思い出すことを僕は止めた。

            　顔を出し、枕を引き寄せて、頭を預ける。

            　そうして粋龍を見た。

            　すると彼もまた、僕をまじまじと見ていた。

            「――なぁ、聞いても良いか？」

            「駄目って言ったら、聞かないの？」

            　僕の言葉に、粋龍は鼻梁を傾げて笑う。

            「何で俺だったんだよ？　今なら、誰でも選べただろ」

            　それは、SEXする相手、と言う意味なのだろうなと考えながら、僕はシーツへと視線を落とした。

            「わかんない。ただ、会いたかったから」

            　それが本心だった。順番で皆が僕に添い寝をしてくれているというのは何となく分かったが、僕は誰よりも、灰汁亞の事件の直後、粋龍に、側にいて欲しくて仕方がないと、どこかで思っていたのだ。粋龍にとっては、はた迷惑な話かも知れないが。だけど何か言ったらみんなに悪いし、角が立つだろうと思ったのだ。結局そのまま、七日目を迎えたから、もう誰を気にする必要もないと考えただけだ。今夜は粋龍が来るはずだと確信していたのだから。

            「俺だってお前と何にも無しにただ眠って、優しく甘やかしたいと思ってたんだぞ」

            　本を閉じて横に置き、粋龍がそう言って僕の髪を撫でてくれた。

            「今夜、そうやって添い寝してくれればいいだろ」

            「昼寝も一回にカウントされて、また始めの月極が夜は行くんじゃないのか」

            「っていうかさ、その順番、一体どうやって決めたの？」

            「じゃんけんだ」

            「降大って本当に弱いんだね、そういうの」

            　思い返せば、僕はこの幼なじみがじゃんけんに勝った姿なんて見た覚えがない。

            「何で負けるって分かってるのに、そう言う勝負するの？」

            「お前の隣で暢気に添い寝する自信が無かった。だから、丁度良いかと思ってな」

            「なにそれ」

            「俺の前にとっくにお前は誰かとやるだろうと思ってた」

            　やっぱり僕は淫乱だと思われているのだろうと思ったし、それが事実ではないと僕自身も否定できないなと考える。

            「ま、お前の希望なら、今夜優しく添い寝してやるよ」

            　僕はただ苦笑して、目を伏せた。

            　もしかしたら、自分は、やっぱり粋龍のことが好きなのかも知れない。

            　――では、雪の事は？

            　そうやって考えていくと、月極、狐塚、とギルメンみんなの顔が浮かんだ。

            　誰が好きなのか分からない。

            　――だけどきっと……多分誰も、僕の事なんて好きじゃないんだ。

            　一人内心呟く。

            　言葉だけの誰かの好意を、僕はもう多分信じられなくなっているのだろう。

            　体の関係を持っても信じられない。

            　好きって、一体何だろう。
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            　翌日、僕はすっきりとした気分で目を覚ました。

            　体がすっきりした、と言うこともあるのかも知れないが、なんだか色々と吹っ切れた気分になったのだ。ギルドのみんなが心配してくれて、粋龍が今でも僕を大切に思ってくれている――それはあるいは上辺だけの、言葉だけの物かも知れなかったが、それでも僕は良いと思っていた。救われた気分になるからだ。考えてみると、みんなを信用しない自分が一番子供じみていて意地になっている気さえする。ただまだ少しの間、と言うか元々ソロだった理由もそうだが、何もかもを全て安心して誰かに身を任せるなんてことは、出来ないだろう。元々の性格だから、仕方がないと思う。

            　最近では、僕は朝食を取らない日々が増えている。

            　その分夜が遅くなっているのだが、大体昼食時まで眠ってしまうのだ。

            　久方ぶりに午前中に目が覚めたので、ダラダラしながら部屋で過ごした。

            　何か特別な予定がない限り、食事をみんなで食べるというこのギルドの暗黙の決まりは、今日も有効。そうして昼食を待っていると、青兎が呼びに来てくれた。

            　こうして食事が始まった。

            　メニューは、ハンバーグ。

            　今日は赤鐘が作ってくれたらしい。

            　全員揃っているダイニングを見渡してから、僕は黙々と食事をした。

            　黙々と、というよりは、誰かが話題を振って誰かが答えて、そんな合間に僕も言葉を挟み、と言う風に、ダラダラと楽しく食事をしたというのが正しいだろう。

            　それも終わりに近づいたとき、不意に日廻が真剣な顔をした。

            「……【ハルカカナタ】の【光雪の王】と宝石の保持者――守護者二名から、話をしたいという申し出があった」

            　雪の顔を思い出しながら、僕は腕を組む。

            「また黒麦にお礼の言葉かァ？」

            　頼が呆れたような顔に口元だけ笑みを浮かべ、後頭部で手を組んで、深々と椅子に背を預けた。すると日廻が、首を捻った。

            「いや……【血塗れ男爵】のギルドメンバーと話がしたいと言っていた。無論黒麦も含まれるだろうが」

            「場所は何処で？」

            　赤鐘が続けると、日廻が人差し指で、デーブルを二度叩く。

            「ここだ。なるべく早く、出来れば今日――そう言われた。前の一件で、連絡先を交換した【ハルカカナタ】の副マスから個別があったんだ。既にこちらの所在地を向こうは知っているから、【血塗れ男爵】全員と話すなら、ここが良いだろうと私が提案した。向こうの城に行くという手もあるが、念には念を入れた方が良いだろう。こちらに【光雪の王】がいれば、向こうだって迂闊にこちらの城を攻撃できないだろうからな。連合の１ギルドにカウントするとしても、まだ油断はできない」

            「確かにこの城での方が、安全だろうな」

            　粋龍が呟くと、青兎が両手を頬に当てた。

            「だけど何の用だろう？」

            「まさか【血塗れ男爵】のギルメン全員にお礼の言葉を、なんてわけもないやろうしねぇ」

            　狐塚が肩を竦めて笑う。

            　僕は話合いの内容よりも、どのような顔をして雪に会ったらいいのか思案していた。

            　

            　午後二時を過ぎた頃、【ハルカカナタ】の三人がやってきた。

            　雪はいつも通り朗らかに笑っていたので、僕は内心安堵していた。

            　彼の隣には、月極と同じくらいの背丈をした【鋼玉】という銃術士が立っている。三白眼で、口元が笑っているのに、見ているだけで威圧感がある。深紅の髪に、金色の瞳をした青年だ。逆隣には、【weatherclock】という名の聖職者が立っている。萌葱色の髪と目をした二十代後半くらいの青年だ。日廻と同じくらいの年の頃に見える。

            「急な連絡だったにも関わらず、時間を取って頂き、恐縮です」

            　weatherclock――ウェザークロックさんがそう言うと、日廻が首を振った。

            　現在は、日廻と青兎と僕が、出迎えに来たのである。

            　赤鐘達は、応接間で待機していた。

            　話ぶりからして、ウェザークロックさんが、【ハルカカナタ】の副マスのようだ。

            　僕がその様子を眺めていると、後ろから鋼玉に肩を叩かれた。かなり力が強い様子で、バシンという音が響いた。肩が、痛い。

            「それよりもまずは助けてくれた礼を！　【漆黒の王】、雪のことを二度も助けてくれて、本当に有難う」

            　驚いて立ち止まり、息を飲みながら振り返ると、鋼玉が目をキラキラさせて僕を見ていた。ゴールデンレトリバーに似ている。だなんて思っていたら、彼が横へ盛大に吹っ飛んだ。

            「なにやってんだよ、鋼玉！　お前は馬鹿力なんだから、それに歩きながらなんかじゃなく、ってあの、嫌、俺が自分でお礼は言うし！」

            　雪が、鋼玉を蹴り飛ばしたようだった。

            　壁に叩きつけられ、ぐったりとしてしまった鋼玉に、果たして雪の声は届いているのだろうか。それよりも僕は、思ったよりもバイオレンスな雪の姿に、ちょっと狼狽えていた。だって鋼玉は、まさしく文字通り、吹っ飛んだのである。

            「……気にしないで」

            　僕はそう声をかけて、歩みを再開した。

            　慣れているのかウェザークロックさんは、日廻と共に、どんどん先へと歩いている。

            　日廻はこちらを一瞥したが、特に何を言うでもなかった。

            「すごいねぇ……壁にひびはいってたよっ」

            　僕の隣に追いつきながら、青兎が呟く。

            「ご、ごめん、修理……」

            　慌てたように、雪が言う。

            　言いながら彼は、鋼玉に回復魔法をかけていた。

            　今のご時世じゃ、確かにあのように壁に叩きつけられたら、絶命することもあるだろう。

            　そんなこんなで、僕らは応接間へとやってきた。

            　全員が席に着いたのを見計らい、頼がそれぞれの前に、紅茶を出現させた。

            「それで、話とは？」

            　日廻がそう切り出すと、一時場が静かになる。

            「――私が持つ守護者の宝石を、あなた方に譲渡したいと考えています。どうか、お受け取り下さい」

            　ウェザークロックさんの言葉に、僕らは顔を見合わせた。

            「譲渡？　何故だ？」

            　代表したように、日廻が尋ねた。

            　するとウェザークロックさんは、年相応の余裕たっぷりの笑みを湛え、優しい顔で僕らを見渡した。大人っぽい。

            「元々、私が持つ【決意の瑪瑙】は、【血塗れ男爵】の皆様のご厚意により託されたものです。私たちが自ら手に入れたものではありません。いずれどなたかにお渡しする事になるのであれば、まずは【血塗れ男爵】へお返しすることが適切だと判断した次第です」

            　確か【決意の瑪瑙】は、【虐殺器官】を壊滅させた時に、【血塗れ男爵】が手に入れて、被害者だった【ハルカカナタ】に渡したのだったと思う。

            「だけど、【ハルカカナタ】は今、連合ギルドに属しているんだろ？」

            　響いた月極の声に、紫紺や吹雪のことを思い出した。

            　確かそうだったと思う。三人は今、同じギルド――……に、まだなった訳ではないようだが、それも時間の問題だと聞いた気がする。だったら、統一した際に、そちらへ渡すのが筋だろう。紫紺や吹雪もそれを期待していると思うのだ。

            「だからこそ、その前に。次の王候補会議の後、正式に統合する予定ですので」

            　ウェザークロックさんの言葉に、隣で雪が頷いた。

            「王の石の欠片は、【群青の王】か【紅砂の王】に渡す事になると思う……どっちに渡すかは、まだ、ギルド内投票中なんだけど」

            「雪が王様になる可能性だってあるしな」

            　鋼玉が呟く。

            「なぁ雪ちゃん。【決意の瑪瑙】を俺らに渡すっていうんは、【ハルカカナタ】の総意なん？」

            　狐塚が声をかけると、雪が大きく頷いた。

            「それは決まってる。即決だった」

            「ふぅん。それならもらっといて、何にも問題無ぇだろうなァ」

            　頼は呟くと、狐塚を見た。

            「てめぇは『今』、宝石いらねぇんだったか？」

            「そうやねぇ。粋龍師匠か日廻団長が貰ったらええと思うよ」

            　にこやかな狐塚の声に、虚を突かれたように日廻が目を丸くした。

            「何故だ？　欲しがっていただろう？」

            「うん。けどねぇ、今俺はさぁ、もろうても、守護者スキル上げるより他にやることあるんよねぇ。それに――……本気で必要やと思うたら、何をしてでもすぐに手に入れるつもりやから、自分の手で」

            　狐塚の声はのほほんとしたものだったが、僕はなんだか怖い言葉だなぁと思った。

            「日廻はすぐに欲しいのか？」

            　粋龍が顔を向ける。今では腕試しPKなど出来ない世の中だから、日廻が持つことにも、何の問題もないだろう。

            「――……あっても困ることはないが……」

            　口ごもるようにしてそう述べてから、日廻は腕を組んだ。

            「瑪瑙は粋龍の色だろう？」

            　確かに宝石の色は、元々、誰が宝石を手に入れるかという【血塗れ男爵】のギルド基準ではある。しかし久しぶりに聞いたその言葉に、僕は思わず吹き出しそうになった。

            「「ぶ」」

            　隣で、青兎と頼が吹き出している。彼ら二人は、笑いのツボが似ているそうだ。

            「……」

            　粋龍は思案するように、月極を見た。

            　ダイヤモンドを誰が手に入れるかという話になった時、月極は真っ先に保持を主張したが、あの時は狐塚と月極が争っていて（じゃんけんになったが）、粋龍は静観していた。本当は、粋龍はなんだかんだと言って、宝石を必要としていないのではないかと僕は思う。もしかしたら今でも王様になりたいのかも知れない。いつか率直に聞いて、それにYesと返ってきたら、僕は王様候補として粋龍を応援しようと思っている。だけどまだその勇気は出ない。王様候補でなくなった僕には、もしかしたら価値が無くなってしまうのではないかと思うと怖いのだ。

            「【ハルカカナタ】が本当にそれで良いなら、俺が貰う」

            　小さいながらも存在感のある声で、粋龍が淡々と言った。

            「狐塚は兎も角、日廻、それで良いか？」

            　そう言って粋龍が日廻を見ると、日廻は無表情で頷いた。

            　宝石を欲していないと言えば、日廻もまた、決して宝石が欲しいとは言わない。

            　PK合戦が出来ない世界が訪れてからは、まだ宝石を自力入手する機会が一度しか無かったから、僕は考えないでいたが、今の日廻を見て、僕は確信した。

            「構わん。宝石など無くとも、私は黒麦から直々に守護者に任命されているからな」

            　その言葉に、僕は守護者任命証の事を思い出した。

            　そういえば、そんなものもあった。

            「守護者の武器もある。だから私としては、粋龍と狐塚が早急に宝石を手に入れるべきだと考えている」

            　日廻の声に頷いてから、粋龍がウェザークロックさんを見た。

            「本気なら、俺が貰う」

            「ええ。承知しました」

            　そう言って微笑むと、ウェザークロックさんが、粋龍に譲渡したらしかった。

            　守護者スキルを全て使える、僕の王様スキルの欄に、新たに【神酸】という項目が増えていたから、それが分かった。天空の城などは、ギルドを統合したわけではないから、【ハルカカナタ】に残ったままだ。

            「それともう一つ」

            　ウェザークロックさんは、そう口にすると、鋼玉を一瞥した。

            「我がギルドで手に入れた、【哀恋のローズクォーツ】ですが……」

            　その視線を引き取るようにして、鋼玉が手を組み、身を乗り出した。

            「一つだけ条件をのんで貰う代わりに、これも譲渡したいんだ」

            「条件？」

            　赤鐘が首を傾げると、鋼玉が大きく頷いた。

            「【光雪の王】を、雪を、守って欲しいんだ」

            　鋼玉の言葉に、ウェザークロックさんもまた、大きく頷いている。

            　雪を見ると、彼は居心地が悪そうな顔で俯いていた。

            「私たちでは守ることが出来ないのです。今は無き【虐殺器官】にしろ、ギルマスが捕まったとはいえ【マーダーケース】の残党からも。勿論これまで通り、いえこれまで以上に、我々もギルマスを守るために全力を尽くします。それは王であろうが、無かろうが、宝石を所持していようがいまいが、代わりありません。しかしそれだけでは心許ないのです。なのでどうか、どうしようもない危機に際しては、雪のことを守っていただけないでしょうか？」

            　僕は全然OKだと思った。

            　それで皆の様子をうかがうと、僕以外の皆が視線を交わしていた。

            　ごくたまに、僕抜きで彼らが集団秘密チャットでもしているのではないかとすら思ってしまう。アイコンタクトにしては、彼らが視線を合わせると、意思疎通が図れすぎている気がするのだ。それとも、僕には視線から人の言いたいことを読み取る能力が欠如しているのだろうか。

            　雪が王様になるのだとすれば、僕の所持する石の欠片を全て渡して、僕が宝石を貰っても良い。まぁ僕に使いこなせるか分からないし、そういう事態ならば、これまで通りローズクォーツは【ハルカカナタ】が所持していた方が良いような気もするけれど。

            「俺たちが擁立する王様候補は、黒麦だよ――……それは、分かってる？」

            　赤鐘が柔和な顔で、問いかけた。

            「勿論！　俺だって、黒麦が王様になったらって、すごい思ってる」

            　雪が声を上げた。

            　それはそれで、そんな風に思われても困るなぁとしか言えない。

            「情けねぇ奴ら。自分たちで守るって決意してんなら、他のギルドに頼むまでも無ぇだろ」

            　馬鹿にするように、頼が言った。

            「確かに僕たちには、【光雪の王】を守って得をすることなんて何にもないよねぇ」

            　青兎が、片手で頬杖をついた。

            「まぁまぁ二人とも。雪君の事が心配だってのは、まぁ分かるやんね？　俺らかて、黒麦のこと守りたいって思うてるんやから。俺はいらんけど」

            　狐塚の制止を聞きながら、この三人の言葉は、大概相手を挑発したり、自分の意図通りに動かすものだから、半信半疑に聞かなければならないと、目を伏せた。なんだかんだ言っても旧【高みへ・・・】の結束は固い。

            「日廻団長がもろうて、日廻団長が中心になって雪君のことにも気を配るって言うんならええんやないの？　そうしたら、俺やてちょっとは力を貸すし。何より、ローズクォーツは、日廻団長の髪の色にぴったりの、ピンク色やしね」

            　狐塚が続けると、日廻が僅かに眉間に力を込めて、面倒くさそうに溜息をついた。

            「何故私が、【光雪の王】を守らなければならないんだ？　黒麦が危険な目にあった原因の一端でもある【光雪の王】を」

            　その言葉に、雪が唇を噛んだ。

            　悲しそうな顔をして、僕をちらりと見た。

            　そんなことはないのだと、雪のせいなんかじゃないのだと、僕は言いたかった。

            　だがどのようにして言葉をかけたら良いのか分からないまま、無表情で場を覗う。

            　――宝石があっても、雪は守れない。

            　【ハルカカナタ】の人々が言っているのは、そう言うことだろうと思う。ならば、宝石を持っていない僕であっても、彼らよりは、少し前まではステータスと共に表示されていたレベル的に、高レベルだから、守ることは出来るだろうか。レベルが物を言うのであれば……僕が、雪を守れたらいいと思った。僕なんかに守られても、雪は不安かも知れないけど。

            「……宝石は兎も角、僕に出来るなら、僕が雪を守るよ。守るというか、出来ることをするよ。力になりたい」

            　意を決してそう言うと、皆の視線が僕に集まった。

            　気恥ずかしかったので、俯く。

            　王装備ではなく、ローブの奥に顔を隠せる魔術師装備で、ここに来れば良かったなぁと後悔した。

            　守るよ、と言いながら、僕は自分が守られたくないことを思い出していたし、実際守る自信も無かったので、些か曖昧な言葉になってしまった気がする。

            「黒麦……」

            　どこか涙がにじむような雪の声に、静かに顔を上げる。

            「黒麦が【光雪の王】を守るというのであれば、黒麦を守る以上、私たちも【光雪の王】を守ることになるな」

            　日廻はそう言うと、狐塚を一瞥した。

            「お前は受け取る気がないんだな？」

            「今はちょっとね。後で団長や粋龍師匠から奪うかもしれへんけどね」

            　からからと狐塚が笑う。

            　やっぱり不穏なことを言うものだから、怖い。

            「ならば私が貰い受けよう」

            　きっぱりと日廻が言うと、鋼玉が溜息をついた。

            「絶対に守ってくれるんだな？」

            「黒麦の害にならない限りはな」

            「――その前に、実力差は分かってるけど、俺と手合わせしてくれない？」

            　鋼玉のその言葉に、日廻が腕を組んで、目を丸くした。

            「確かに情けない話だと思う、守って欲しいなんて言うのは。だからこれは、俺が宝石を手放すときのけじめだ。俺より強いって明確に分かったら、渡すから」

            「……PKは無しだぞ」

            「勿論だ」

            　その様なやりとりをして、日廻と鋼玉が立ち上がった。

            「赤鐘、ウェザークロック、審判をしてくれ」

            　日廻の声に、二人も立ち上がる。

            「俺も、見に行く」

            　雪が立ち上がったので、僕は逡巡した。守ると言ったのだから、僕も付き添うべきなのだろうか。しかし急にそう言うことをするのも、なんだか気恥ずかしい。考えてみると僕は守られてばかりで、これまで誰かを守ろうとしたことなんて無いのだ。狩りや戦闘では兎も角。

            「じゃ、俺も行く。黒麦も行こう」

            　月極がそう言って立ち上がり、僕を見た。

            　空気が読めなそうでいて、やっぱり月極は誰よりも空気を読んでいる気がする。

            　旧【高みへ・・・】の三人と粋龍を残し、僕たちはそれから、手合わせをするのに最適な屋内の練習場へと足を運んだ。牢獄のある階の一つ上にある、体育館のような運動場だ。

            聖剣士の日廻と銃術士の鋼玉の手合わせが始まる。

            　赤鐘とウェザークロックさんは、それぞれ、二人の中央に線を引き、少し離れた場所からそれを見ていた。

            　観客席には、僕と月極と雪がいる。

            「黒麦、有難う」

            　眺めていると、雪に袖を引かれた。

            「黒麦がああ言ってくれたから、俺、すごくほっとした。本当は、俺のせいで一杯迷惑をかけたことを謝って、それでお礼をいわなきゃって思ったのに」

            「お礼を言うんなら、お前も強くなって、逆に黒麦のこと守ってやれよ。お前ら、友達なんだろ？」

            　月極が、笑みを漏らしながらそんなことを言った。

            「え、あ、うん！」

            「雪、だっけ。【光雪の王】って呼んだ方が良い？」

            「いや、いい。雪でいいよ」

            「じゃあ俺のことも月極で良いから」

            　月極はそう言って朗らかに笑うと、肩を竦めた。

            「俺、お前のギルドの奴らの気持ち、ちょっと分かるわ。俺だって逆の立場だったら、黒麦を守るためなら、惨めな思いをしようが、土下座しようが、行動する。強くなりたいと想って強くなるのは、最低限の矜持だけど。いくらそう考えても、出来ない時は、やっぱり誰かに頼ろうと思うはずだし」

            　そうした月極の言葉に、雪が苦笑した。

            「別に守ってくれなくたって良いのにな。第一俺は、もうすぐ王候補ですらなくなると思うし」

            「馬鹿だなぁお前。王候補だから、とかじゃないんだよ。いつもいろんな意味で守ってもらってるから、側にいるだけで守ってくれて、俺をいやしてくれるから、俺は黒麦を守りたい。多分、あそこにいるアイツだってそうだ」

            　月極はそう言うと、鋼玉を見た。

            　実力差はハッキリしていて、日廻との手合わせで、既に何度も剣を身に受けているというのに、鋼玉は決して銃を放さない。攻撃特化型の銃と、速度の速い剣の戦いだが、銃弾が向かってくると日廻は、当たる前に弾丸を剣で切り裂いている。

            「一方的に守ろうとしているだけじゃないはずだ……多分だけど」

            　月極がそう言うと、雪が苦笑した。

            「そうだといいなぁ」

            　僕が二人のやりとりを聞きながら試合を見守っていると、決着がついたようだった。

            日廻の勝ちだった。

            　こうして日廻は、【哀恋のローズクォーツ】を手に入れたのだった。

            　

            　紫紺から個別チャットが飛んできたのは、【ハルカカナタ】の面々が帰還してから三日後のことだった。

            『起きてたか？』

            　現在早朝四時である。

            　起きていたというか、これから眠るところだった僕は、思わず溜息をついた。

            「どうしたの？」

            『明日、と言うか日付が変わって今日の夜。王候補会議があるから、来てくれないか？』

            　いつもだったらすぐに断る僕だったが、そろそろ【連合の王】も決まる次期だろうし、決まったら僕の持つ欠片を渡さなければならないと思い立ち、頷くことにした。

            「行くよ。何時から？」

            　口ぶりからして雪が王になるつもりはなさそうだったし、紫紺あるいは吹雪が王になるのだろうとは思う。

            『【嵐の王】が十九時を指定してきてるから、十九時だな』

            　その言葉に、ランの姿を思い出した。

            　ランが来るのだから、雪は来ないかも知れない。

            　――映像とはいえ公衆の面前で、強姦されたのだから。

            「……【嵐の王】、連絡取れたんだ」

            『まぁな。ダメ元で連絡してみた。何せ、２０％弱の石の欠片は、【マーダーケース】……今となってはその分も、ランが手にしているからな。あの事件の後も、連合外のギルドから巻き上げたらしい』

            「そう」

            『それを含めると９７％の石の欠片が、俺たちの手にある。【嵐の王】、俺と吹雪とお前――残りは、連合ギルドに所属してる王だ。【光雪の王】とかな。見つかっていない３％は、残っている【クラウン・クエスト】で入手できると思ってる。だから次の会議で、石を統合することになると思う。【嵐の王】が、連合外のギルドの石を全て手に入れてくれているのは、嬉しい誤算だ。奴らは、連合には渡す気がなさそうだったからな』

            「連合に加盟していないギルドの王候補は、【マーダーケース】に石を差し出したの？」

            『らしいな。なんでも、【マーダーケース】の新ギルマスに【嵐の王】だった【ラン】がなって、【マーダーケース】の宝石は、新しく副マスになった【ユダ】って奴が引き受けたらしい。元々【マーダーケース】の宝石は、ギルマスの命令で持ち主がコロコロ変わっていたらしいから、ランがユダって奴を認めてるんだろうな。ただこのユダって奴が食わせ物らしくて、【嵐の王】に石の欠片を集めさせたらしい。闇ギルドとはいえ、連合と仲違いしている連中には、まだ【マーダーケース】が持ってる方が良いって事なんだろうけど……少し俺たちは情けないな』

            　苦笑するように紫紺が言った。

            『ま、確かに、【マーダーケース】とは違って、誰を王にするかでも、今はまだ連合はごちゃごちゃにもめてるしな。諸悪の権化だった灰汁亞が捕まったのも大きいんだろうが、【連合ギルド】よりも【マーダーケース】の方がマシだと考える奴らが一定層いるって言うのもきつい』

            　綺麗ごとばかりでは、統一なんて出来ないのだろうと言うことを、僕は聞いた気がした。

            だが、なにも言えなかった。

            「――……明日、十九時ね。何処に行けばいい？」

            『セントラルの中央ゲート経由で、いつもの場所に来てくれ』

            　それだけやりとりして、僕らは通話を切った。

            　

            　翌日僕は、指定された時間にセントラルへと向かった。

            　会場入りすると、最後に出席した前回と同様に、三十人前後の王候補の人々がいた。灰汁亞の姿は無いが、代わりに【嵐の王】の姿がある。

            　彼の隣には、【マーダーケース】の仮面をつけた、黒ずくめの一人が立っていた。

            　本来は、王候補しかこの場にいられないはずだというのに、不思議なものだ。

            　確かに今のここには、僕は兎も角、ほとんどが吹雪や紫紺の息がかかった者が集まっているだろうから、心配なのは分かる。闇ギルドだって、自分たちが擁立する王候補は大切にするのだろう。それに吹雪の後ろには、エルが立っていたし、紫紺の後ろには、僕が顔見知りの【鴉】が立っている。鴉は、元々は終末教会に所属していて、【常闇の賢者】なんていう通り名を持っていた魔術師だ。

            　会議はすぐに始まった。

            　吹雪が開会宣言をする。

            「それでは、王候補会議を始めます」

            　すると、静寂を破るように、雪が手を挙げた。

            　能動的なその姿が珍しく思えて、僕は顔を向ける。

            「どうしたのですか、【光雪】」

            　吹雪が首を傾げると、雪が立ち上がって、会議室の正面にあるウィンドウを見据えた。

            　何処のギルドの提供かは分からないが、それは紛れもなく天空鏡である。

            「その前に、【マーダーケース】の壊滅について、報告を」

            　その言葉に僕は目を瞠った。

            　反射的に【嵐の王】を見ると、ポカンとした顔をしていた。

            　そして――……一歩後ろにいた【マーダーケース】のギルドメンバーが、拳銃を突きつけているのが分かる。

            「現在、【血塗れ男爵】と【ハルカカナタ】で、【マーダーケース】を殲滅しています。勿論PKは無しですし、怪我をしたら赤鐘さんが回復してくれてるんだけど」

            　雪の言葉に、ウィンドウが切り替わるのを僕は見た。

            　僕はそんな話聞いてはいなかった。

            　だが見守っていると、見慣れた僕のギルメンと、鋼玉やウェザークロックさんといった【ハルカカナタ】のギルドメンバーが、片っ端から【マーダーケース】の仮面をつけた団員をボコボコに伸していったのが、画面越しに分かる。

            「【マーダーケース】の宝石は、【ユダ】――……という名で潜入していた、そこにいる彼が持っています」

            　雪はそう言うと、ランに拳銃を押し付けている人物を見た。

            　すると銃把を握る手はそのままに、ユダが仮面を外す。

            「……っ、狐塚」

            　僕が思わず呟くと、ニコニコと微笑みながら、狐塚が大きく頷いた。

            「今の状況だと、宝石の所持ギルドは、本人の宣言で代わるみたいやんねぇ。俺は、【血塗れ男爵】の狐塚やねん。ちょっと前なら、【高みへ・・・】の狐塚。なんにしろ、【煉獄のエメラルド】は、俺がもろうたよ」

            　――その為に、【ハルカカナタ】からの宝石の入手を取りやめにしていたのだろう。

            　一体いつから潜入していたのだろうかと、僕は思わず息を飲んだ。

            「俺のとこの黒麦に、好きかってしてくれたお礼はせぇへんとね。【マーダーケース】――ひいては、【嵐の王】に」

            「――裏切るのか？」

            　ランの声が、小さく響いた。震えている。

            「始めから、お前の味方や無いのん。PKされんだけ、有難いと思いぃや」

            　狐塚はそう言うと、銃でランを殴りつけ、気絶させた。

            　同時に、僕に向かって、アイテム取引画面が開く。

            『王の石の欠片や破片×２０％を譲渡しています。取得しますか？』

            「黒麦、取りや」

            　狐塚にそう言って促され、僕は王の証の石の断片を入手した。

            「さすがは、【漆黒の王】ですね。【マーダーケース】経由で石を集めていたのも、貴方の策略ですか」

            　感嘆としたような吹雪の言葉に、僕は身に覚えがなかったので首を振ろうとした。

            　しかしその前に、紫紺が哄笑した。

            「これで、吹雪と俺とお前、その他の石は、ここにいる奴らが手にしてるって事になったわけだ。後はふさわしいと思う奴の所に、石を集めるだけだな」

            　僕は一体誰に石を渡せばいいのだろう。

            　急に増えた石の所持量に困惑しながら、僕は周囲を見渡した。

            　――暗黙の了解といった形で、紫紺か吹雪に、皆が石を譲渡しようとしている風だ。

            　そんなことを考えていると――『アイテム譲渡を引き受けますか？』そんな電子音声が響いてきた。見れば僕に石を譲渡しようとしている者が、十数人いた。会場にいる三十名弱の内、約半数以上だと分かる。だが、僕が石を受け取るなんて、そんなのおかしい。そもそも【血塗れ男爵】は、連合ギルドに参加する訳じゃないのだから、僕はあくまでも、集めようとしている人々に渡す立場だ。

            「【漆黒の王】――……連合に渡す気がなく、かといって闇ギルドに渡すつもりもなかった俺たちの意志を、受け取ってくれないか？」

            　するとその時、【雷の魔術師】が僕に言った。真剣な瞳に見据えられ、唇を震わせる。息を飲みながら僕が周囲を見渡すと、何人かが大きく頷いた。

            「……――受け取った後、僕が他の誰かに渡すとしても？」

            　おずおずと聞くと、【雷の魔術師】の隣で、【妖香の王】が苦笑した。

            「それが、黒麦さんの決定なら、従います」

            　再び十数名が、僕を見て大きく頷いた。

            　そう言うことならばと、僕は譲渡を引き受けた。

            　細々と渡すよりも、僕が一括して、新たな統一の王に石の欠片を渡した方が、効率が良い気がしたからだ。

            　それから五分ほど間をおいて、紫紺がゆっくりと周囲を見渡した。

            「現在石を持っている者以外は、席を立ってくれ」

            　その言葉に、ざわっと周囲が音を立て、皆椅子を机の下へと押し込み、壁際へと寄った。

            　座ったまま残っているのは、僕と吹雪と紫紺だけである。

            「黒麦、何％持ってる？」

            　紫紺に言われたので、アイテム欄を確認した。

            「66％」

            　簡潔に答えると、吹雪が頷いた。

            「私が９％です」

            　合計で88％だ。３％はまだ、誰も入手していないと言うから、これで91％。残るは、22％である。

            「俺が22％持ってる」

            　僕の計算通り、紫紺が言った。

            　欠片の数は膨大だから、百個を超えた辺りから、％で割合が表示されるようになったのだ。

            　【マーダーケース】から20％もらい、その後、ここにいる他の人々から約15％貰った僕は、元々手に入れていた31％とあわせて66％なのだ。吹雪と紫紺も、ここにいる人々から分けて貰って、その値なのだと思う。決して全て純粋に自分たちだけで手に入れた力ではない。

            「【砂中楼閣】のギルマスとして、私は手にしている石関連アイテムを全て、【血塗れ男爵】の【漆黒の王】に譲渡します」

            　高々と吹雪が宣言した。僕は目を見開く。

            「え？」

            「何を驚いてるんだよ。心情的に【血塗れ男爵】に直接渡したくない奴らから集めるのが、俺と吹雪の最初からの目的だったんだ。と言うわけで、【アンチノワール】のギルマスである俺、紫紺も、【漆黒の王】黒麦に、全ての石関連アイテムを譲渡する」

            　二人はそう言うと、僕に対して、石の譲渡画面を開いた。

            　呆気にとられた僕の肩を、装備を変えた様子の狐塚が叩く。

            「黒麦、貰うんや」

            「だけど――……っ」

            「黒麦が、王様や」

            　狐塚にそう言われ、僕は狼狽えて、顔を向ける。

            　すると正面から、いつになく真剣な表情の狐塚と目があった。

            「俺は黒麦に王様になって欲しいんよ。みんな、そうや。違うって奴らも、自分が認めた奴に渡して、そいつがお前に渡したら、それで納得する。そういう決まりや」

            「……でも……」

            「黒麦。誰かが王様にならんといけへん。わこうてるやろ？　やんな？」

            「……」

            　だけど、僕じゃみんなの期待に答えられない。

            　【マーダーケース】を慕っていた人だって居るのだろうし、紫紺や吹雪をしたって来た人々の期待にも答えられない。

            「安心しろ、お前が王様に適任じゃねぇと思ったら――殺してやるから」

            　今はPKどころか、本当に命まで奪うことになるけどな、と、喉で笑って紫紺が言う。

            「【アンチノワール】の保持する宝石は、俺が受け取って、お前を守護してやるから」

            　紫紺の声に顔を上げると、彼の隣で吹雪が嘆息した。

            「【砂中楼閣】の宝石は、私が持ちましょう。私が守護者では、不服ですか？」

            　その言葉に、僕は慌てて首を振る。

            「そんなことはないけど……え……どうして、僕なの？」

            「始めからこの連合では、お前を推す声がかなりの数あったって言ってなかったか？」

            　紫紺が言うと、吹雪もまた頷いた。

            「紫紺が持つことを、私のギルメンは納得しない。私が持つことは、紫紺のギルメンが納得しないでしょう。であるならば、私と紫紺の両方が納得して、王にふさわし言える人間である貴方が、キングになるべきだ」

            　そこには、僕の意志なんて何も介在していない。ちょっと待ってよ、と言いたかったが、どうやって反論するべきなのかが推察できない。

            「話は後でしよう。とりあえず、黒麦。俺と吹雪から、石を受け取れ」

            　その言葉に、僕は俯きながら、譲渡を引き受けた。

            　そして――97％の石が、僕の元へと集まった。

            「これで、宝石は全部揃ったな。石も、残りは僅かだ」

            　紫紺が呟く。

            　直後、吹雪はエルから、紫紺は鴉から、宝石を受け取ったらしかった。

            　これで現在僕の目が届く場所で、【追憶のトパーズ】を紫紺が、【欺瞞のペリドット】は吹雪が、【安寧のダイヤモンド】を月極が、【哀恋のローズクォーツ】を日廻が、【決意の瑪瑙】を粋龍が、そして先ほど【煉獄のエメラルド】を狐塚が、元々【嘆きのルビィ】を赤鐘、【黄昏のサファイア】を青兎、そして【奇矯なアメジスト】を頼が持っていたから、九つの宝石が揃ったことになる。

            「率直に言うぞ、黒麦。【血塗れ男爵】も連合に入って欲しい」

            　紫紺にそう言われ、僕は石の数により重量感――体にまとわりつく重い空気が増した全身に抗いながら、顔を向けた。

            「それは……ギルドのみんなに聞いてみないと」

            　僕が答えると、狐塚が苦笑した。

            「日廻団長達と話あって、黒麦が良いって言ったら、そうしようて、俺らは決めてたんよ」

            「そうなの？」

            「うん。もう今の黒麦は、俺らだけのキングや無い。みんなの王様やから」

            　その言葉に、僕にはそんな器がないし、無理だと思った。

            「残るはクラウンだけやんね？　それをいち早く手に入れるために、みんなでガンバろ」

            　狐塚はそう言うと、僕の肩に顎をのせて、体重を預けてきた。

            　若干重いし、腑に落ちないことだらけだったが、ログアウトしたいという思いは代わらない。

            「――だけどもう、ギルドの表示も無くなったんだし、ギルドごと加盟したり、統合したりなんて、ただの口約束でしかないよ？」

            　僕が尋ねると、吹雪が頷いた。

            「それでも良いのです。あくまでも貴方は、皆で、ここにいる、そして居ないものの私たちに代表足ることを託したギルドの総意として、その要であり、連合の証であってもらえれば」

            　そのまま僕は、反論を見つけられなくて、残ったただ一人の王様候補になった。

            　そして、ギルドは統合された。

            　新しいみんなのギルドの名前は、【アイデンティティ】と言う。
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            　【アイデンティティ】の【クラウン・クエスト】の消化率は半端無かった。例えば、統合したことを開示してから、【茨の魔女】の紫月さん達が合流したり、他にも様々なギルドが加わったから、攻撃力が増したのかも知れない。現在では、僕の元に、９８．９％の王の石の断片が集まっている。王の証の石が集まるのは、時間の問題に思える。

            　そんな中、統合した僕ら全員の拠点は、旧【砂中楼閣】が築いた城へと変わっていた。

            　天空の城は兎も角、地上において『王城』という名を欲しいままにするような、巨大な洋風建築物である。中世ヨーロッパの建物を移転してきたみたいな、ギルドホームだった。

            　現在天空の城は、【血塗れ男爵】の元々の城を中心に併合され、僕らの天空の城には、【神の火槍】【神の涙】【神の子羊】【神の慈愛】【神の試練】【神の悲愴】【神の弦楽】【神の掌】【神の嘶き】という、宝石の数に即した兵器が備わった。まだそれら全ての力を僕は知らない。

            　現在統合された天空の城に入れるのは、【血塗れ男爵】のメンバーと、紫紺と吹雪、紫紺の前にトパーズを保持していた鴉と、ペリドットを交互に所持していたのだというエルネストと野薔薇だけだ。

            　僕がぼんやりとそんなことを考えていると、今日も今日とて【クラウン・クエスト】に参加した面々が戻ってきたようだった。

            　その成果で、王の証の石は、１００％、僕の手元に揃った。

            　だけどまだ、【クラウン】は、見つからない。

            　

            　それ以後の日々。

            　宝石のスキル上げに、守護者の皆は奮闘していた。

            　残された僕たちに課されたのが、クラウンの捜索である。

            「黒麦様ぁ、今日は何処に行きますかぁ？」

            　野薔薇に腕を引かれ、僕は我に返った。

            「しらみつぶしに探してきたが、サファイアとエメラルドには、もう探索の余地はない」

            　腰に手を当て、エルが言う。

            　最近では、僕ら三人で、捜索していることが多い。

            　捜索というか、お散歩に等しいなぁと僕は思っていた。

            「宝石が存在していた大陸を、改めてわざわざ探すなんて、馬鹿じゃないのか？」

            　そこへ声がかかり、顔を向けると【雷の魔術師】という通り名の【檸檬】が立っていた。

            元【BBF】のメンバーで、【BBF】が【マーダーケース】との諍いに破れてからは、【JA】に身を寄せていたらしい。檸檬は、紫紺を王にしようと頑張っていたのだったなと思い出す。

            「そ、そういう言い方、無いっすよ……！」

            　そこへ慌てたように声をかけてきたのは、【妖香の王】と呼ばれていた【サイプレス】だ。彼もまた、魔術師だ。

            「二人とも足が速いですね……」

            　僕が見守っていると、やってきた紫月さんがそんなことを言った。

            「なんだかこうやってみると、本当の魔術師ギルドみたい」

            　彼女の後ろから、綺羅がそんな感想を呟いた。

            「僕たち新しく【茨の階梯】っていう魔術師ギルドを作ったからね、当然かも」

            　細く息を吐きながら、野薔薇がそんなことを言った。

            　そうなのだ。

            　野薔薇とエルが副マス、そして【雷の魔術師】や【妖香の王】、果ては紫月さんなども含めて、彼ら彼女らは、新たに【茨の階梯】という魔術師ギルドを作ったらしい。現在では、宣言すればギルドは出来るし、重複所属も可能だし、入っていると言えば、入っていることになるような状況だから、【茨の階梯】には多くの魔術師が所属している。寧ろ所属していない魔術師を探す方が大変かも知れない。勿論ギルドホームとして開示されているエルの家へと、日参していたり、食事時に集まってくる人数は百数十人程度だが、二千人以上が加盟していると聞く。

            　このご時世になってから、育成が難しく低レベルのままだった魔術師キャラをメインに、料理スキルなどを上げているユーザーは多いらしい。その為、仮に他の職がメインだった人にしろ、現在は魔術師として生きている人も多いのだと聞いた。勿論、戦闘には参加しないことが前提らしいが。

            　そして一人、いくつでもギルドを掛け持ちできる世の中である。

            　そんな中、気づくと僕は【茨の階梯】のギルドマスターにされていた。

            　はた迷惑な話である。

            　ちなみに執権は、紫月さんと、檸檬とサイプレスだ。

            　鴉もひっそりと参加している。

            　このギルドが出来て良かったと思う利点は、ギルド倉庫が持てたことだ。

            　どういう仕組みなのかは分からないが、ギルドホームとしてエルの家を使っている内に、増築と言った風にギルドホームが正式に出現し、倉庫までついてきたのである。

            　とはいえ、昔の世界と違って、生産スキルの【建築】を持っているユーザーの手で、大工さんにお願いするように、家は建てて貰う必要があった。

            　代わりにこれまでのような画一的なギルドホームとは異なり、お風呂や図書館を、自由に建設できたと聞く。必要なのは、資金とギルドストーンで、これは昔と変わらない。

            「俺は黒麦様の弟子になれて、本当に嬉しいっす」

            　サイプレスの声に、僕は思わず吹き出した。

            　何処で助けたのかは不明だが、サイプレスもエル同様、昔僕に助けられたのだと言って、弟子入りしてきたのである。弟子って、弟子って何？　そんな心境だ。

            　ギルドストーンを保持していたのは、野薔薇だ。

            　だから野薔薇が、ギルマスになればいいのにと何度も伝えた。

            　しかし首を振られ、その後入手した、ギルドホームの増改築用の証明書まで、僕に任せられた。そんなこんなで、ギルドアイテムの乗り物も増え、所属職依存アイテムの、消耗品の杖や、毛布、おにぎり、なども増えた。もらえるものは貰っておけとも思ったものである。

            　そうした状況下で、名前やレベル、HPやMPというステータスの表示が消えた現在、ちょっと変化があった事としては、ギルドの装備の服の腕には、団長・副団長・執権のワッペンがつくようになっていた。ギルドごとに、ギルド紋章を、ギルド設立時に決めるのは昔からだったが、それが視覚的に見えるようになったのだ。前々から、ギルドの正装に、その紋章を使っているところはあったけれど。

            　さらに口頭で決めた（決められた）だけなのに、僕の腕には、【茨の階梯】の団長のワッペンがある。その隣には、【血塗れ男爵】のギルドメンバー用のワッペンが縫いつけられている。

            　また、その下にランキングに応じたカフスがはまっていた。

            　今だ僕は、ソロランク一位らしい。それに総合ランクも一位であるようだ。他に、魔術師ランク一位、料理ランク一位、ギルドランク一位（血塗れ男爵全員が貰った――後、統合してからは、アイデンティティのみんなにワッペンがついている）の５階級制覇を達成している。

            　昔はなかった生産者ランキングが、最近出来たらしかった。

            　僕が一位を手にしていないのは、残るは、生産総合ランクだけである。

            　生産総合ランクは、一位は粋龍（装備；武器）、二位狐塚（狩猟；釣り）、三位頼（装飾；被服）、四位青兎（装飾；アクセサリー）、五位月極（薬師）、六位が僕だ。一応六位までは、カフスがもらえるので、総合のカフスも持ってはいる。

            　ちなみに、一位と二位の間、四位と五位の間に、凄い差がある。五位と六位は、そんなに差がない。僕と月極は、抜きつ抜かれつだ。

            　やっぱりさすがは、生産ギルド【高みへ・・・】だ。それ以上に凄い粋龍に寧ろ吃驚だ。

            ちなみに料理ランキングは、一位僕、二位店長（例の王室御用達に、と言ってきた人……生産者ギルドJAのギルマスだった）、三位が珈琲党のギルマス、四位はルートガードという（知らない）人、五位はファミレスギルドのギルマス（で、これまた知らない人）、六位は紅茶連盟の人である。

            　その他に、月極と青兎が薬師ギルド【セントジョーンズワート】を作り、月極が団長、青兎が副マスをしている。他の副マスとギルメンを僕は知らない。

            　僕も薬師スキルを持っているのに、誘われなかったのが少し寂しい。ただ、僕の知らない他の多くの人々が、これにも参加しているようだった。

            　なお素材集め系はこれまで通り、話合いがもたれているそうで、十分な供給がある。ギルド間が大きな一つの中心が出来たことで、連携しやすくなったらしい。同時に生産系のギルドもまた、宝石の所持者を決定するときのように統合が行われ、一つのギルドが作られたのだ。市場のおおきかったJAに統合したのだと聞いている。

            　団長は僕が前にあった店長さんで、副マスは、生産者ギルドだった旧【レモネード】のギルマスと【紅茶連盟】のギルマスが引き受け、執権を【珈琲党】のギルマスと、狐塚と、日廻が受け持っているのだという。かけもちの人が多いらしい。

            　元々そっち系の狐塚は兎も角、日廻は、高レベル帯の素材集め要員だろうなぁと思った。

            　ただし素材の加工後――料理したりするギルドは、やはり、飲み物だけでも【紅茶連盟】に【珈琲党】にと色々あるからまとまらなかった。寧ろ素材集めの段階で、その二つの幹部が同じギルドに入ったことすら奇跡らしい。

            　そこで、再編などが繰り返し行われたようだった。

            　これまで通り『珈琲党公認』や『紅茶連盟公認』の店は残るらしく、公認という称号は残るそうだが、新しく評価する機関としては、【飲料評議会】などができた。それは飲み物には限らない。食べ物で言うならば、【洋食評議会】【和食評議会】【中華評議会】【アジアン評議会】【イタリアン評議会】【フレンチ評議会】【（その他）欧州料理評議会】【創作料理評議会】【ファストフード評議会】【カレー！（など）】【ラーメン！】【アザーズ（料理）】という、【料理店ガイド】などの『料理評議会』や、【洋菓子評議会】【和菓子評議会】、他には、【パン屋】や【The★調味料】、【レシピ本研究会】、【保存食】などのギルドが出来た。ちなみに【カレー！（など）】は、シチュー、ビーフシチュー（ブラウンシチュー／ビーフストロガノフ／ハヤシライス）、肉じゃがをあつかっている。インドカレーや、タイカレーも研究しているそうだ。

            　入るのは自由で、入ると特典で、通常のギルメン特典のようにそのギルドのオリジナルアイテムや、レシピ、メルマガが来るとのことだったので、僕は色々と探した。なので、それなりに詳しく知っている。メールは、アイテム確認時同様、いまだタッチパネルやチャットと同じ形式で閲覧できる。あんまりメールがきても困るし、いくつでも入れるようになったが、加入料はかかるので、僕は厳選した。

            　現在僕が入っているのは、【血塗れ男爵】と、いつの間にか入っていた【茨の階梯】を除くと、【料理店ガイド】、【The★調味料】、【レシピ本研究会】である。

            　新しいお店や、調味料、レシピが分かれば、まぁいろいろと何とかなるだろうと思ったのだ。ここのところの僕は、最近余裕が出来てきたので、元々の【血塗れ男爵】のギルメンに振る舞ったり、【アイデンティティ】の全員に振る舞うわけではないが、ちょいちょい料理をしている。新しく、みんなで決めて、再び商業施設を利用し露店をやるようになったのだが、露店に流す分も、再び自分で作るようになった。どころか、暇な時は適当な都市で自分の露店を出してもいる。

            　いくつでもギルドに入れるようになったとはいえ、これまで通り、ギルドに入るには、当該ギルドのギルマスの許可がいる。

            　その為、意を決して僕は各ギルマスに会いに行った。

            　そうしたら、逆にギルマスになってくれと言われて狼狽えたこともある。

            　料理店ガイドだけは、「いいよー♪　大歓迎★毎年一回、王公認店決めても良い？」と、ノリノリだったが、他の二つは、半日近く交渉され、特に【The★調味料】からはいまだにギルマスになって欲しいと頼まれる。

            　【レシピ本研究会】とは、定期的にレシピ本を執筆するという条件で、折り合いが付いた。

            　確かに、現実そのままの素材ばかりではないから、調味料の調合は難しい。

            　そもそも薬師と料理のスキルが、両方いるのだし。コレはキャラ統合があって、大分難易度が下がったらしいのだけれど。

            　断る言葉に窮していた僕の隣では、大抵野薔薇が牙を剥いて撃退してくれた。

            　本当に有難い。

            　最近では、そんな毎日を送っている。

            　クラウンを探しつつ、料理をしている毎日だ。

            　雪を守って街へ出たりもするが、【クラウン・クエスト】にはほとんど呼ばれないので、僕は最近本気で戦ったりはしていない。

            　

            　今日も今日とて、クラウンを探して、野薔薇と二人、フィールドを歩いていた。

            　以前紫紺からヒントを貰ったから、セントラルを重点的に探している。

            　入手した地図をあわせてみた結果でも、セントラルにクラウンがあるだろうという判断は可能だった。

            　とはいえセントラルの、恐らく隠しフィールドだろうと当たりをつけて、片っ端から探っていた。

            「黒麦様ぁ、もう三時間も歩きっぱなしで隠しダンジョンの入り口探してますしぃ、少しお休みになったほうがぁ」

            　野薔薇のその言葉で僕は我に返った。

            　十二時から一時間お昼を食べて、既に三時間。もう午後の四時だ。

            　タウンにいるなら、三時にお茶をするから、そろそろ小腹が空く頃である。

            「……疲れた？」

            　僕が尋ねると、野薔薇が立ち止まって、慌てたような顔をした。

            「いえっ！　黒麦様とご一緒ならぁ」

            　勢いよく野薔薇が言う。今は二人で探索中だ。最近は大抵、二人一組で出かけることが多い。ちなみに僕の装備は、黒ずくめの方である。魔術師としての最高装備だ。やっぱりこれが落ち着くし、今一番レベルが高いのは、コレだ。

            「夕食は六時だっけ？」

            　僕もまた立ち止まり、野薔薇を見る。

            「【アイデンティティ】はそうですぅ。覚えていて下さっただなんて感激で……」

            　一応僕だって、統合ギルドである【アイデンティティ】に入っているのだし、と考えながら苦笑をローブの奥で押し殺した。

            「逃した時は、七時に【茨の階梯】のゴハンですっ」

            　なるほど、掛け持ちしていると、任意の時間を選んでご飯を食べやすくなるのだなぁと僕は思った。ただ、隠しフィールド探しは、野薔薇を僕に付き合わせているようなものだから、少しだけ申し訳なくなる。

            「サンドイッチあるけど食べる？　夕食まで待つ？」

            　僕が尋ねると、野薔薇が頬を染めた。

            「高校生の食欲舐めないで下さいっ、って、本当ですか？　黒麦様の手料理？」

            「確かに僕が作ったけど、そんなに大した物じゃないし、なんて言うか、その……」

            　料理の神様だなんて大げさだと常々思っている僕は、顔を背ける。

            「いただきたいですぅっ！」

            　聞きながら、地面にブルーシートを出現させて、バスケットを広げた。

            　そして、おしぼりを野薔薇に差し出す。。

            　バスケットの中身は、マスカルポーネチーズとスモークサーモンとレタスやタマネギのサンドイッチだ。

            　味付けは、レモン汁と塩、黒胡椒。オリーブオイルであえてある。

            「美味ッ」

            　早速手に取った野薔薇が一言。

            　声が素だった。嬉しくなって、僕は飲み物もまた出現させる。

            「良かったら食べて。余ったらまたしまうから、無理しなくて良いからね」

            「寧ろ余るなんて奇跡だし、奇跡的にそんなことが起こったら、僕が持って帰りたいですっ！」

            「有難う」

            　お世辞でも嬉しい。僕も口布を解いて、手に取る。

            「レモン汁とか、砂糖と同じくらい高価なんですよ？　黒胡椒なんて、まず流通してませんっ。充分大した物過ぎますっ」

            「そうなの？」

            　どちらも空中庭園のアイテムで簡単に生成できるため、僕にはよく分からなかった。

            「そもそも、スモークできる料理人の数が、少ないんですよ？」

            「だけど今は、安価なモノから高価な物まで、商業施設のスーパーに会議で決めて流してるよ」

            「黒麦様が使ってるのは、高価すぎて並びませんっ、美味しすぎて泣きそうですッ」

            　その言葉に、大げさだなぁと思って僕は苦笑した。

            　

            　

            


            　

        
        
            【45】吹雪

            　

            　

            　結局その日も、クラウンの手がかりは見つけられないまま、僕は城へと戻った。

            　自室へと向かうと、扉の前には吹雪が立っていた。

            「どうかしたの？」

            　僕は首を傾げる。

            　結局【アイデンティティ】のギルドマスターは、日廻になったが、争っていたのは吹雪だ。吹雪は、現在副マスターをしている。そんな副マスターがわざわざ僕の元へと来るのだから、何か大切な用件なのだろうと思ったのだ。

            「話があります、二人きりで。個別チャットをしても良いですか？」

            「うん」

            　僕は頷きながら、自室の扉を開けた。

            　続いて中へと入ってきた吹雪が、後ろ手に扉を閉めながら、個別チャットを送ってくる。

            「聞きたいことがあるのです」

            「何？」

            　簡素な机に吹雪を促し、僕はアプリコットティを用意した。

            　吹雪の座った席に向かい合うように、僕も座る。

            「――守護者の他の皆さんと体の関係を持っているのだとか」

            　唐突に言われ、僕は息を飲んだ。

            　怜悧な表情をした吹雪が、僕に『お前は王にふさわしくない』と言っているように思えた。

            　実際それは、真理だろうと思う。

            「……いつでも、王の石を渡すよ」

            　僕は顔を背けながら、そう言った。

            　もう別段、何を言われても怖くないような気がした。

            　だって、僕はもう汚れきっているのだし、現実をありのままに受け入れた方が楽だろう。

            「それよりも――守護者として他の者に劣る、と言うことが問題です。私とも平等に体の関係を持って下さい」

            「え？」

            　真っ直ぐに言われて、僕は思わずポカンとした。呆気にとられた。

            　――平等に体の関係を持つ？

            　それ、は。

            「吹雪とSEXしろっていうこと？」

            　我ながらあけすけに言ってしまった。

            「ええ」

            　しかし何でもない風に、吹雪が頷いた。

            　最後に粋龍として以来、誰ともしていなかったから、僕はなんだか現実感を手に出来ない。

            「今夜、私の部屋にきて下さい。天空の城の、私の部屋に」

            　吹雪はそれだけ言うと、帰って行った。

            　今更誰と何をしようと同じ事だろう。

            　僕は、その日の夜、言われたとおりに、天空の城に新しく設けられた吹雪の部屋へと向かった。合間に夕食があったが、その時吹雪は、チラリとも僕を見なかった。だから先ほどの言葉は夢だったのではないのかとすら思ったが、僕が扉をノックすると、吹雪は静かに扉を開け頷いた。

            「待っていました」

            　そのまま部屋の中へと促され、僕は寝台へと座らされた。

            　夕食後にシャワーは浴びてきた。

            「顔を見せて下さい」

            　頷いて、僕はローブと口布を外した。最近は、ダンジョン探しに出ていることが多いから、魔術師装備のことが多いのだ。

            「……――初めて顔を見た時から思っていましたが、確かに、綺麗ですね」

            「眼科に行ったら」

            　今では、怪我などをした時に、回復職の者が居る『神殿』やら『病院』にいったりすることも多い。そんな世の中だから、きっと眼科もあると思う。

            「眼鏡はアイテムです。別に視力が悪いわけではありません」

            「……」

            「まさか――本当に部屋に来てくれるとは思いませんでした」

            「……」

            「貴方を今宵好きにして、良いんですよね？」

            　黙って頷くと、腕を唐突に引かれた。前のめりになると、そのまま抱きしめられる。

            「この世界に、一体何人、貴方をこうしたいと思っている人がいるんでしょうね」

            「いるのかな？」

            「少なくとも今、貴方の目の前に一人いるでしょう？」

            　僕が顔を上げると、顎に手を添えられ、そのまま優しくキスをされた。

            「後悔しませんか？」

            「どうして？」

            「別に貴方は私のことを好きなわけではないでしょう？」

            「……嫌いじゃないよ」

            　そのまま、僕らは体を重ねた。

            　――吹雪は、僕に、自分のことを好きじゃないだろうと聞いたけど、吹雪こそ僕のことが好きじゃないんだろうなと思った。

            「っう、ああ、あぁ……ッ、ん」

            　吹雪は、どうしようもないくらい、僕に優しく触れた。

            　それがいっそもどかしいほどだ。

            　丹念に僕の菊門の襞を舐め解し、ユルユルと彼は、舌先を中へと押し込んでくる。

            「どうして貴方は、守護者とこのような行為をしているのですか？」

            「……」

            「貴方ならば、体など使わなくても、人望と実力で、いくらでも人を従えられるでしょう？」

            　僕には人望も実力もないから、彼の言葉は的外れだと思う。

            　しかし嗤おうとした声が、喉に張り付いた。

            「ひっ」

            　二本の指を急激に押し込まれ、痛みに体が震える。

            　久しぶり性行為をしているせいなのか、体が辛い。

            「辛そうですね……」

            「……」

            「心を許した相手でなければ、出来ませんか？」

            「……」

            「私には心を、許してはもらえませんか？」

            「ン、ぅッ、ア！　あ――……っ、あぁっ、んぅ……はっ」

            　直後前立腺を指で刺激され、僕は叫んだ。

            　声が押し殺せない。

            　体がじんと熱くなり、腰が震えた。

            「や、やだ、吹雪っ、もっと……っぁ……」

            「……私でも良いのですか？」

            「うん、うん、だからぁっ……――ッ！」

            　そのまま吹雪が、陰茎を差し込んできたものだから、衝撃に声が喉に張り付く。

            「う、ぁ……」

            「動きますよ」

            「ん、ん、ぁ、ああ、ン、ふ……」

            　僕は唇を噛んだが、声を殺しきれず、気づくと無我夢中で声を上げていた。

            　誰かに与えられる感覚は、気持ちが良くて仕方がないのだ。

            　別にそれが吹雪だからとかじゃないし、吹雪だって別に僕相手だから攻めている訳じゃないんだと思う。それは分かっている。

            　ただ快楽に身を任せながら、空しいなと僕は思った。

            　僕は行為後、いつも通り、自室へと帰った。

            　

            　

            


            　

        
        
            【46】労わりと友情

            　

            　

            　翌朝、久しぶりにSEXしたせいか、全身が重かった。

            　目を覚ました直後、瞬きをすることすら億劫だった。

            　それでもなんとか、ここのところ生活が通常通りのものへと戻っていたから、体を引きずるようにして、朝食の席へと向かう。

            　朝食は、日廻や赤鐘、狐塚達といった、連合する前の【血塗れ男爵】のみんなと、天空の城で取るのが日課だった。

            「――……黒麦、大丈夫？」

            　我に返ったのは、青兎に問われたときのことだった。

            　虚ろな眼差しを返すと、隣から、月極に額を触られた。

            「熱あるじゃん」

            　自分では全く気がつかなかったが、僕は発熱しているらしい。

            　道理で食欲がないわけだ。

            「部屋でもう少し休んできたら？」

            　赤鐘が僕を気遣うように、そんなことを言った。

            「それがいいだろうなァ」

            　頼が頷いている。

            　日廻と粋龍もまた、僕をじっと見て、首を縦に振った。

            　みんなのそんな気遣いが有難い。

            「そうするよ」

            　答えて部屋に帰ろうと、立ち上がった瞬間目眩がした。

            「大丈夫？」

            　気づくと僕は、立ち上がった狐塚に支えられていた。

            「送っていくよ」

            　狐塚はそう言うと、僕の腰に腕を回し、宣言した。

            　抱き留められたことが少しだけ気恥ずかしかったのに、僕は何も言えなかった。

            　

            　次に気がつくと、僕はベッドの上に寝ていた。

            　既に見慣れた天井が、視界に広がっている。

            「目、醒めた？」

            　狐塚がそう言って、僕をのぞき込んできた。

            　だから曖昧に頷くと、彼は苦笑した。額にはぬれタオルが載っているようで、ひんやりとしていて心地が良い。

            「――なぁ黒麦」

            「何……」

            　普通に答えたつもりだったのに、僕は気づくと、息が上がっていて、声をだすのがやっとだった。

            「吹雪とヤったん？」

            「……だから、何？」

            　僕はわめきたい衝動に駆られ、だけど体力的にも、僕の小心者加減からもそんなことが出来るわけが無くて、淡々と返した。

            「吹雪のことが好きなん？」

            「別に」

            「好きじゃないのにしたん？」

            「……いつもと一緒だよ」

            　僕は望まれれば体を差し出している。それだけが、僕に出来る唯一のことだからだ。他には矮小な僕には、何も出来る事なんて無い。

            　しかしそんな僕の髪を、狐塚は撫でながら、首を振った。

            「別に、SEXするのは、お前の義務じゃない。ってずっと言おうと思ってたんやけど、出来なくなるの嫌でいえんかった。俺、最低」

            「そんなこと、ない……っ……」

            「いいんやよ、やりたくなかったら、やらなくて。昨日の吹雪がどうこうって事や無くてさ、俺たち全員と」

            「ん……」

            　目を伏せ頷きながら、僕は水に手を伸ばす。

            　だったら僕は、彼らに何を返せばいいのだろう？

            　水を求める僕に気づいた狐塚が、飲ませてくれた

            「別にみんな、やりたいだけ何じゃないんよ」

            「はは、どうせ……僕は、公衆便所なんだろ」

            　いつか頼に言われたことが、反射的に口を突いて出てきた。

            　だってそれが、今の僕を表すには一番手っ取り早い言葉だと自覚していたからだ。

            「っ、そんなん、頼に言われたことまだ気にしてたんか？」

            　狐塚が焦ったように目を見開き、それから眉を顰めた。

            「別に……ただ、最適な、表現だから……っ」

            「そんなこと誰も思うてへんよ。みんなただ――」

            　狐塚が何を言おうとしているのか分からなくて、何度か瞬きをすると、生理的な涙がこぼれた。なんだか僕は泣いているようだった。

            「黒麦のこと好きで、大切に思ってるだけなんよ」

            　狐塚は優しい。

            　僕はそれを知っているから、ただ頬を持ち上げた。

            　苦みと悲しみが相まっていたかも知れないけれど、自然と沸いてきた笑みだった。

            「僕に、そんな価値無い」

            　――たった一人のキング候補になった今は、少しくらいは、その価値が出てきたのだろうか？

            　そのまま、気づくと眠っていた。

            　

            　熱が下がっても、翌日一日強制的に、安静のため休まされた。

            「寝てろ」

            　粋龍にそう言われて、布団に押し込まれたのである。

            　それから、回復した次の日、僕は久しぶりにタウンに降りた。

            　現在は転送鏡も統合してるから、一回【アイデンティティ】のギルドホームに降りて、渡り廊下で繋がってる、フィールド間移動用のゲートに向かった。

            　もちろんこの大地の城と言えるようなギルドホームの玄関は、元々の所在地に通じているので、普通にエントランスを抜ければ、そこにはペリドットの大陸がある。

            　僕が庭へと出ると、野薔薇たち顔を出した。

            「大丈夫ですかぁ？　黒麦様」

            「体調不良だって聞いたぞ」

            　エルの声に、僕は苦笑した。曖昧に笑って肩を竦める。

            「平気だよ」

            「それでも本日の散策は、念のため中止した方が良いでしょう」

            　紫月さんの言葉に、僕は頷くしかなかった。一応病み上がりだという事になっているのだから仕方がない。

            　三人と分かれ、僕は何とはなしに、裏庭へと向かった。

            　つつじヶ丘と呼ばれる、躑躅が咲き誇った庭園がそこにはある。

            「綺麗」

            　思わずそう呟くと、隣で頷く気配がした。

            「だな」

            　驚いて視線を向けると、そこに頼が立っていた。

            　てっきり野薔薇たちがついてきたのかと思ったが、全然違った。

            　どうして頼がここにいるのだろう？

            　よく分からなかったのだが、暇なので裏庭を歩くという僕の予定が、それによって変わるわけでもない。だから適当に歩き始めると、隣に付き従うように、頼も着いてきた。

            　暫く歩いたところで、茂みの合間で、不意に頼がポツリと口を開く。

            「悪かったな、酷いことを言って」

            「え？」

            　何のことだろうかと、僕は顔を向けて首を傾げた。

            「冗談のつもりだったんだ。ただちょっと顔が良いだけのお前相手に本気になるとも思わなかったし。顔以外の魅力なんて、あの時は嫌って程実力見せつけられたことがあるってだけだったからな。だから寧ろ、無理矢理支配下に置きたいって思ったのに、実際に会ったら、お前、いつでも食えそうなくらい隙だらけだったしな」

            　頼はそう言うと、溜息をついた。

            「隙って、良く言われるけど、僕はそれがいまいち分からないんだ。隙を作らないってどうすればいいの？」

            「デフォルトでお前は隙だらけだから、気にしたら負けだ。強いて言うなら、信用できない奴と二人になるな」

            　僕に、信用できる相手はいるのだろうか。

            　男爵のみんな、合流した狐塚と頼、それに今なら紫紺と吹雪も信用できそうだし、後は野薔薇たちもいる。

            　けれど僕が彼らを信用しているのは、基本的に、mobに対する攻撃力だと思う。

            　心を通い合わせるような信用だとか信頼だとかを、多分僕は、誰にも向けられない。

            「信用できない相手って、例えばどんな人？」

            「――嫌なことを思い出させるかも知れねぇが、【マーダーケース】のギルマスとかだ」

            「見た目じゃ判断できないよね」

            「変態のサディストってことだ。何となくは分かるだろ」

            　それじゃあ城のみんなは信用できない、なんて内心笑ってみる。

            　僕に対しては、現在守護者の宝石を持っている九名は、頼も含めてみんなドSだ。

            　ただし彼らは、多分僕だからああいうことをしているんじゃないと思う。たまたま側にいて手頃だったからだろう。僕に、僕自身だけに、何かをしたいなんて人は、０なんじゃないだろうか。

            「……僕に、性的におかしな事したいなんて言う変態もサディストも、きっとめったにいない」

            　笑み混じりにそう言うと、息を飲んで頼が立ち止まった。

            「お前、本気で言ってンのか？」

            「うん？」

            「寧ろお前といるだけで、ノーマルでも、Sっ気が出たり、興奮したりする奴多いんじゃないか？　特にタチなら。それにタチの気分になる奴も出てくるだろ。ネコなら、Sッぽいお前に、されたがる変態も多いだろ」

            「まさか」

            　その言葉に僕は思わず吹き出した。クスクスと笑ってしまう。

            「本気で分かってないのか？」

            「なにが？」

            　僕は笑いながら首を傾げた。

            「――顔も体も雰囲気も、お前は人を惹きつける。やっぱりさっきのは無しだ。絶対に、城のメンツと【茨の階梯】の幹部連中以外とは、二人きりになるな。で、絶対に一人にはなるな。今上げた誰かと一緒にいろ」

            「無理だよ、みんな忙しいし。用がない今みたいな時なんて」

            「俺を含めてお前と二人なら、喜んで一緒にいるだろ」

            　それはないだろうと、エルや檸檬を思い出して、僕は肩を竦める。

            「頼って、俺様なのに、心配性なんだね」

            「俺様のものを心配するのは当然だろ？」

            「はは」

            　僕は良く意味が分からなかったから、作り笑いで誤魔化した。

            「後はクラウンを見つければ現実に戻れるはずだし、もうすぐ心配しなくて良くなるよ」

            「それは……ッ、現実に戻ったら、俺とは会ってくれねぇって事か？」

            　息を飲んだ頼に、肩を掴まれる。

            「え？」

            　だって、会う機会なんて、きっと無い。

            「俺は――現実でも、お前と一緒にいてぇ」

            「……僕は、葉澄市の大学に通ってる。学園都市だから、すぐにきっと顔サーチで見つけられるよ。粋龍も月極も、綺羅もいる」

            「会いに行っても良いか？」

            「勿論。僕は、あんまりアウトドアじゃないから、遠出しないかも知れないけど、来てくれるんなら」

            その時、個別チャットの画面が開いた。

            「本当の名前、なんて言うんだ？」

            　頼の声が響いてくる。城のチャットで、粋龍や月極の口から何度か僕の名前は出たから、本当はとっくに知っているはずだと思った。だけど僕はそうつっこみはせず、微笑することに決めた。

            「若葉」

            　誰かに名前を聞かれたのなんて、久しぶりだ。

            「俺は、そのまんま。頼だ。頼りになる男に慣れって、名付けられたらしいんだけどな」

            頼は、本名だったのかぁと改めて考える。

            「充分、ギルドの頼りだよ」

            　僕が続けると、喉で頼が笑った。

            「当然。でもたりねぇ。俺は、てめぇに頼られたいんだよ――若葉」

            「有難う」

            「オフ会するのも良いな」

            「そうだね」

            　そんなやりとりをして個別チャットを打ち切り、その日は帰った。

            　

            　

            


            　

        
        
            【47】クラウン

            　

            　

            　クラウン――……というか、それがあるだろうクエストが見つかったのは、三ヶ月後のことだった。僕らは手に入れた、地図の破片をつなぎ合わせて、場所を特定したのだ。手記も大きなヒントになった。

            　セントラルの中央広場の外れにある古井戸の奥に、ケルベロス像があったのだ。

            　そこに、通常アイテムのサファイアとルビィとエメラルドをはめると、新たな隠しダンジョンが現れたのである。いつもながら、侵入条件を発見するプレイヤーは尊敬してしまう。僕は今まで一度も、そう言うものを発見したことはない。

            　入り口脇に『ここに宝石が抜け落ち朽ち果てたクラウンが眠る』と刻まれていたそうで、今では死に戻りこそできないから潜入調査は出来なかったそうだが、ほぼ９割の確率で、クラウンがあるだろうと判断されていた。

            「――これが、我々にとっての最後のクエストとなるだろう」

            　統合ギルドは、今では五千名以上が所属している。

            　その軍団の正面で、高台に登り、日廻が宣言した。

            「必ずや我々はクラウンを手に入れ、ログアウトしよう！　共に、戦おう！」

            　おおお！　という、雄叫びが聞こえてくる。

            　本日は、残されたクラウンを手に入れるために、僕たちが総力戦を挑むことに決めた日だ。

            　宝石の守護者と僕、そして実力ある面々で、最後の【クラウン・クエスト】に臨もうとしている。

            　死ねば、全てが無に帰す。

            　しかし、クラウンを手に入れれば、ログアウトへの道筋が見えるはずだ。

            「頑張ろう」

            　雪が僕の隣で呟いた。

            　どこか人ごとのように感じていた意識が、それで一気に引き戻される。

            「うん。出来る限りのことをするよ」

            　こうして僕らは、最後の【クラウン・クエスト】に挑むこととなった。

            　

            　最後のダンジョンは、十階建ての城だった。

            　九階まではそれぞれ、地・水・火・風・闇・光・気象・空間・混沌属性だった。

            　残っている属性は、無属性だけだ。

            　無は対話だと、ルビィの例から考えていたが、皆気を引き締めて、最後の階を捜した。

            　――しかし。

            「無ぇな」

            　頼がポツリと呟く。

            　外観で窓の数から推測した、最上層――十階への階段が、何処にも見つからないのだ。

            　しかし現時点で、ダンジョンクリアの放送が流れていない以上、ボスがいるであろうもう一つ上の階は、確かに存在するはずなのだ。

            　僕らがそんなことを考えていると、集団連合チャットに声が響いてきた。

            『あったよ』

            　焦るような赤鐘の声だった。周囲を一瞥するが、赤鐘の姿は何処にもない。

            『俺と赤鐘神父、トラップに踏み込んでるんよ。上層階への転移条件が出てる状態で、とまっとる。ここにいるメンバーのパーティだけとばすっていっちょるんよ。戻れん。行くか、死ぬかの二択を提示され取る』

            　そういえば【高みへ・・・】は、以前にもこのようなトラップに引っかかったことがあるらしいと言うことを思い出した。

            　パーティ単位という事は――赤鐘は、僕と日廻、粋龍・月極・青兎という、元来の【血塗れ男爵】のメンバーと組んでいる。狐塚は、頼と、吹雪・紫紺・雪・鴉と組んでいる。鴉が手に入れた最後の一枠を、鴉と鋼玉と野薔薇とエルで争っていたのは記憶に新しい。結局紫紺の腹心であり、元々【終末教会】の常闇の賢者として高名だった鴉が、枠に入ったのだ。雪が入った理由は、よく分からない。ただ、統合パーティとしては、純粋に回復を志望する雪の存在は貴重だと思う。

            「それで【クラウン】が手に入るかもしれないんだ。行こう」

            　僕が思わず呟くと、皆がこちらを見て頷いた。

            　瞬間、僕らの周囲を光が覆う。

            　気づくと僕らは、緑色のタイルの上にいた。

            　正方形のタイルが、ビッシリと並んでいる、玉座の間のような部屋に十二人で立っていた。

            　くすんだ緑色のてらてら光る床の四方は、赤茶色の壁に覆われていた。

            　金色の刺繍が壁紙の所々に施されていて、蔦のような模様が見て取れる。

            　中央には、深紅の座席を湛えた、金箔で縁取りされた豪奢な王座がある。

            「――！」

            　玉座には、ログアウト不可になった時に目にしたピエロが座していた。

            　膝を組んでいるが、奇を衒うような道化服がそのままだったから、迷うことはない。

            　顔にはおしろいを塗っていて、目元には黒いアイシャドウが何重にも塗られており、唇は真っ赤だ。鼻にも、赤い装飾品をつけているらしく、丸い。

            　白髪じみた紫味のかかった銀髪のピエロの頭部には、金箔が剥がれた王冠が載っていた。　色あせた灰色の王冠だ。

            「よくぞここまで参った」

            　仰々しい声で、ピエロが言った。

            　その正面で、転送されてこの場へ来た僕たちは、皆体を硬くした。

            「参った、参った、参った！」

            　楽しそうな声で告げると、ピエロが立ち上がった。

            「さぁ私を倒せ。倒せ、倒せ、倒せ！」

            　ケラケラとピエロは笑っていた。

            　静寂は切り裂かれるわけでもなく、僕らがただ黙っているところに、不自然な笑い声が響くのだ。しかし同時に、禍々しい威圧感が辺りを襲った。

            　ピエロは、ただそこにいるだけで、僕たちの体を恐怖のどん底へと突き落とす力を持っているらしい。

            　気づくと震えが趨ろうとしていた手を制して、僕は杖をきつく握りしめた。

            「倒せば、クラウンが手にはいるの？」

            　意図しないまま、僕はいつの間にか尋ねていた。

            「欲するのであれば」

            　楽しそうにピエロが言う。

            「貴方は僕らの王だったの？」

            　僕の問いに、ピエロは大きく頷いた。

            「その通りである。余は、キングである。ひれ伏せ、矮小なる者達よ」

            「――誰がひれ伏すか。俺がひれ伏すのは、黒麦にだけだ」

            　月極が、吐き捨てるようにそう言って笑った。

            「同感だな」

            　日廻が剣を構えなおす。

            「やぁっとクラウンが手に入るのかぁ」

            　深々と溜息をつきながら、青兎が銃口を見据えた。

            「望まれない王なんて、滑稽だな」

            　粋龍が呟くと、狐塚が唇の両端を持ち上げて笑う。

            「だからこそ俺らで、好きに葬って良いんやろ？　なぁ？」

            「そりゃそうだ」

            　頼が同意し、楽しげな表情を浮かべる。

            　緊張感を宿しつつも楽しげに嗤う彼らを見て、紫紺が溜息をついた。

            「……【血塗れ男爵】怖ぇな」

            「同感だ」

            　紫紺の腹心の部下である鴉が頷く。

            「敵にまわさなくて良かったと今でも思っています」

            　吹雪が呟くと、雪が小刻みに頷いた。

            「今は味方なんだから、一緒に倒す方策を考えないと――」

            　彼の言葉が終わる前に、誰とも無く、僕以外の【血塗れ男爵】の面々が、ピエロに襲いかかっていた。日廻が守護者の剣を振るいヘイトを取った後、守護者スキルを唱える。それが辛うじて確認できた瞬間には、粋龍も赤鐘も青兎も頼も狐塚も紫紺も吹雪も続け様に守護者スキルで攻撃を放っていた。

            　鴉だけが僕の正面に結界を張り、雪だけが、みんなに回復魔法を使っている。

            　バフや回復よりも、一撃必必殺と言った形だ。

            　実際ピエロが何属性なのかなんて分からないから、それは正しいのだと思った。

            「――その程度か？」

            　せせら笑うようなピエロの声が聞こえた瞬間、僕は杖を床に強く着いた。

            「虚無」

            　僕の声が響いた瞬間、周囲を暗闇が包んだ。

            　様々な色の活字が、グルグルとそこに浮かんできて、物語を紡いでは消えていく。

            　青・赤・ピンク・黄色・緑・橙色・その他、様々な色で、『あいうえお』や『アイウエオ』、アルファベットや漢字、他国の言語文字が過ぎる。

            　それらは次第に収束し、DNAに似た螺旋を描き、潰えて消えた。

            「……」

            　我に返ると、王座に体を預けたピエロの口元から、鮮血が滴っていた。

            　僕は――人を殺してしまったようだった。

            　喉には今でも色を持ちきらきら光る、アルファベットの輪が輝いている。

            　誰が殺したのかなんて、歴然としていた。

            　見守っていると、そのまま砂のように、ピエロの体が消えていく。

            　コツン、そんな音がして、椅子の上に王冠だけが落ちて残った。

            　寂れた王冠だ。

            　日廻と粋龍がそれに歩み寄る。

            「黒麦」

            　短く僕のことを、日廻が呼んだ。

            　慌てて、手招きされるがままに歩み寄ると、粋龍に視線で王冠を示された。

            「かぶれよ」

            「……！」

            　え、と言おうとした。

            　その時には既に、粋龍が両手に王冠を持っていた。

            「かぶれ」

            　強制するような幼なじみの声に、僕は唇を噛んで頭を下げる。

            　そうして、僕の頭部には王冠が載った。

            　クラウンが、載ったのだ。

            　僕はそんな器じゃないし、王様になんてふさわしくないと思う。

            　そうは思いながらも、僕は何も言えなかった。

            『「クラウンは、人の子の手に舞い降りました。クラウン所持者の、王の証の石の取得率はMAX。新たなる王の任命を行います。守護者の宝石を献上して下さい」』

            　電子的で機械的な声が、その場中に響いた。

            　一歩前へと出て、【哀恋のローズクォーツ】を出現させた日廻が、膝を突いて僕を見る。

            　僕は気づくと、背後に現れていた豪奢な椅子へと腰掛けていた。

            「【哀恋のローズクォーツ】の守護を、貴方に」

            　日廻がそんなことを言った。

            　すると続くように、宝石を保持しているみんなが、僕の前に傅いた。

            「【決意の瑪瑙】の守護を、貴方に」

            「【安寧のダイヤモンド】の守護を、貴方に」

            「【追憶のトパーズ】の守護を、貴方に」

            「【煉獄のエメラルド】の守護を、貴方に」

            「【嘆きのルビィ】の守護を、貴方に」

            「【黄昏のサファイア】の守護を、貴方に」

            「【欺瞞のペりドット】の守護を、貴方に」

            「【奇矯なアメジスト】の守護を、てめぇに」

            　全員の言葉が終わり、彼らが王冠にそれぞれ手を述べた瞬間、僕の頭上でクラウンが光り輝いた。白い光に視界を囚われ、思わず息を飲む。

            『「新たなる人の王を認定しました。黒麦を、王として認めます。金箔を貼り、王冠を保全して下さい」』

            　電子的な音声にそう言われ、僕は我に返った。

            　僕が、王？

            　何とも言えない気分で、ただ辺りを見回す。

            「今、個別チャットで、全員から金箔を集めてるから」

            　そんな僕の肩を叩き、赤鐘が微笑した。

            「ピエロの弱さと、クラウンの入手のしやすさはちょっとあっけなかったというか、黒麦が秀でて過ぎていたけど、これでもうすぐ終わるという事だな」

            　日廻がそう言って笑った。

            　それからみんなの元へ、個別チャットで転送されて、金箔が届いた。

            　全員で僕の頭に載ったままの王冠に、金箔をあてがっていった。何とも頭上で動かれていると、気恥ずかしかったが、これもログアウトのためだ。

            　金箔は、実際にクラウンに必要な量よりもかなり多く、皆が手にしていたらしい。

            　すぐに僕の被る王冠は、金色になった。

            「ここで最後だな」

            　最後の金箔を粋龍がはめた――その瞬間。

            　まばゆい光が、周囲を覆った。

            　気がつくと、僕らは見知らぬ豪奢な場所にいた。

            　僕は、玉座に座っていた。

            　頭には王冠が代わらずにある。

            　正面には片膝を着いて傅いている、九人の守護者の姿があった。

            　その一歩後ろに、雪や鴉といった、宝石所持者以外の姿がある。

            　全員が無意識だったようだ。

            「どこだ、ここ」

            　そう呟くと、月極が顔を上げる。

            「――もうすぐ天界へのゲートが開かれます」

            　その場に、雪の声が響いた。呆気にとられて視線を向けると、これまでに見たことのない無表情で、雪は淡々と続けた。

            「俺はあなた方を導くための御子です」

            　一体どういう事だろうかと首を傾げていると、雪が続けた。

            「神と対話することになります。女神も伴います、俺は女神に選ばれた御子だから、俺も一緒に」

            　そう告げてから、雪が僕を見た。

            「俺は、貴方のお父上、神足こうたり青葉あおば様に造られた、AIです」

            　唐突に父の名を聞き、僕は目を見開いた。

            　どうして――……そんな思いが半分、学校に行っていた記憶は嘘だったのかというのが半分だ。確かに僕の父は、クラウンズ・ゲートが動いているサーバーの前身になるものを研究していたのだというのは、それとなく知っていた。けれど、僕と同じように触れることが出来る雪が、AIだなんて信じられない。

            「僕はずっと――主の為に、賢者としてそれを監視をしていました」

            　鴉が淡々と呟く。僕以外の皆も息を飲んでいたが、その言葉に、多分これが事実なんだろうと、誰もが何となく理解した気がした。鴉は冗談を言うようなキャラでは無いから。だけど主ってなんだろう。

            「――何を話せばいいの？」

            　気を取り直して、僕は尋ねた。

            「願いを告げるだけだ」

            　雪の声が響き終わると、部屋の中央の床に、巨大なゲートが開いた。

            「――行こう」

            　玉座から僕は立ち上がり、みんなに声をかけた。

            　事態はいまだによく分からなかったが、ログアウトできる機会を逃すわけにはいかない。

            　すると困惑しているだろうに、皆は頷いてくれた。

            　そうして全員で僕らはゲートを潜り、転移した。

            　移動した先は、『天界』だった。

            　長閑な平原が広がっていて、ゲートの正面には城があった。

            「行きましょう」

            　雪に促され、僕らは城へと向かった。

            　通されたのは、城の玉座の間で、先ほどまでとは異なり、今度は僕が玉座の正面に立ち、　その後ろに守護者と御子、賢者が控えていた。

            　玉座に座っているのは、僕と大して年の変わらないだろう、青年だった。

            　金色の髪に、金色の瞳をしている。

            　太陽のような青年だった。

            　直感的に彼が神なのだと、どこかで理解した。

            「望みは？」

            　鈴を転がしたような声が響く。

            　僕は静かに息を飲んだ。

            「無事に全員でログアウトすること」

            「既に死した者は帰還できない」

            「帰還できる者全員で、ログアウトしたい」

            　僕が伝えた瞬間、背後で扉が開く音がした。

            「――ちょっと、待って」

            　バタバタと足音を立てて、入ってきたのは女性だった。

            　僕よりも少し年下、二十歳くらいの、大変綺麗な女性だ。銀とも金ともつかない波がかった髪に、蒼い瞳をしている。

            「？」

            　首を傾げる僕の隣に立ち、彼女は叫んだ。

            「一年後、貴方達の現実世界は滅ぶの。だから、滅ぶまでの間だけ帰還して、こちらに戻ってこない？」

            　始めは彼女が何を言っているのか、僕には分からなかった。

            「っ」

            　しかし、理解して息を飲んだ。

            　現実世界が、滅びる？

            　ここはゲームの世界のはずなのに、どうしてそんなことを彼女は言うのだろう。

            　なんて言うメタ発言だ、だなんてすら、考えた。

            「本当よ。この仮想現実は、実際には仮想現実ではなく、別の次元――貴方達の言葉で言う異世界なの。勿論滅びの予兆を感じ取り、死ぬ間際に移動するか否か、選択する権利を与えるわ。戻ってきた場合は、今の状態を保証する。戻ってくる時に、現実世界と言うところで所持していたものも持ってきて良いわ。既に二万人からは大分減ってしまったけれど、主らの連合ギルドの人間だけでも……」

            　唐突に異世界だなんて言われても、仮想現実に閉じこめられた、と理解するよりも辛い。急に何を言っているのだろうと思いながらも、僕に、僕らにとって必要な言葉だけに焦点を当てることにした。

            「一度はログアウトして、現実に帰ることが出来るんですよね？」

            「無論。女神が言う通り、ここはまだ新しい世界であるから、貴殿らに移住して貰うことに否はない」

            　玉座に座った『神』が、ふるふると首を振る。

            　僕はそれに頷いた。

            「本当に滅ぶのであれば、死ぬ間際、選択が可能な状態で、こちらに移動するか否かの選択肢を提示してください。だけどまずは、僕らのことをログアウトさせて、現実世界へと戻して下さい」

            　僕が言うと、神様がニヤリと笑って頷いた。

            「よかろう」

            　それが――……僕が、ログアウト不可の世界で聞いた、最後の声だった。

            　言葉が終わると同時に、まばゆい光が視界を覆った。

            　

            　次に目を開いた時、僕は見知らぬ天井を、ただ眺めていた。

            「若葉！」

            　聞き慣れているはずなのに、懐かしい声が、僕の聴覚を刺激した。

            　母の、声だ。

            　母さんの声だ。

            「っ……ぁ」

            　声帯が上手く震えない。だけど、そこにいる、懐かしく思える母の顔に、涙が浮かんでくる。何か言いたいのに、何も言えない。

            　それでもこれまでに見てきた光とは異なる蛍光灯のハッキリとした灯りに、僕は、それだけに、安堵していた。嗚呼僕は、やっと現実へと帰ってきたんだ。

            「冬眞く、ん……は？」

            　唐突に僕らは帰還したわけだから、少なくとも僕はそうだったから、月極はどうなったのだろうかと、尋ねられる人のことは聞いておこうと決意して、聞いてみた。まだ声は掠れていた。

            「丁度今目が覚めたよ」

            　すると義父になった春秋さんの声が響いてきた。視線を向けると、隣のベッドのカーテンを開けながら、僕を見ていた。

            「ッ、は――黒麦！」

            　直後寝台から落下する音がして、動かない体を叱咤し上半身を起こすと、冬眞くんがベッドから落ちているのが見えた。

            「黒麦？」

            　母さんが、何のことだろうというように、首を傾げた。

            「……っ、きっと……まだ、混乱してるんだよ」

            　僕は、自分のHNだと教えるのが気恥ずかしくて、そう言って誤魔化した。

            「てめっ――……若葉っ」

            　するとお義父さんに支えられて立ち上がりながら、月極が僕を睨んだ。

            　一人だけ誤魔化したから、怒っているようだった。

            「うん」

            　しかし素知らぬふりで返事をすると、月極――冬眞くんが、僕のほうへと歩み寄ってきた。

            「良かった」

            　ベッドまで這い寄ってきた彼は、僕の腹部の上に、ぐったりと体を預けた。

            「良かった」

            　再度呟かれる。

            「うん」

            　だから僕は頷いた。すると感極まるように、冬眞くんが震えた。

            「良かった……！」

            「うん」

            　気づくと僕は笑っていた。

            　両親が顔を見合わせている。

            　こうして僕らは現実世界に帰還した。

            　

            　

            


            　

        
        
            【48】現実世界

            　

            　

            　それから暫くして、僕らは退院した。

            　僕らというのは、僕と月極――冬眞くんだ。

            　通っていた大学などは恩赦措置になっていた。

            　現在大学五年生の半分が過ぎている。僕は現在二十二歳で、もうすぐ二十三歳だ。ゼミの日数がふえていて、それに出席するか、レポートを週一で出すことで、卒業できるようになっている。

            　二万人が意識不明になった事件だったから、社会問題にもなったそうだし、恩赦措置もあったのだ。

            　意識が戻ってから最初のゼミの日、それが今日である。

            　僕はあれ以来、事件の関係者とは月極としか会っていなかったから、半ば緊張しながら、ゼミに出た。僕のゼミの先生は、僕が被害者だなんて事は全然気にしていない風で、僕を他の生徒とかわらないように扱い出席を取ってくれて、平穏に過ごすことが出来た。

            　――……ただ、降大はこなかった。

            　かわりに、綺羅――吉良さんがそこにはいた。

            「ねぇ、若葉君」

            　ゼミが終わった後、僕は彼女に声をかけられた。

            「久しぶり……」

            　僕が言うと、頷いて綺羅が、僕の手を取った。

            「少し、お話できないかな？」

            　断る理由もなかったから、僕は綺羅について、図書館の一階に併設されているカフェへと向かった。

            「……無事に帰ってこられて良かった。これも、若葉君のおかげだと思う」

            「そんなこと無いよ、僕はたまたま……」

            　在りし日の世界――とうに過去になりつつある、あのログアウト不可の世界で、綺羅は、【アンチノワール】の執権だった。

            「たまたまなんかじゃないよ、みんな若葉君に――黒麦に、ついていったんだもの。少なくとも、私はそう」

            　何となく気恥ずかしくなって、ダークモカフラペチーノの入るカップのストローを噛む。

            「――……最後のピエロとの戦いと、その後の神様とのやりとりは、私たち【アイデンティティ】の幹部は、チャットで繋がっていたみんなだけ、ちょっとだけ聞いただけなんだけど」

            　あの時は、ギルドパーティを組んでいたから、攻略に向かった二百名弱の全員が、ピエロや神様の言葉を聞いていたことになる。当然綺羅も、その一人だ。

            「一年でこの世界が滅びて、私たちがあちらの世界に戻るって。あちらの世界は、ただのゲームじゃなくて、異世界だからって。ログアウト不可になった後目が覚めた全員が、もし来たとしたら、その時に移動できるのか、連合に加盟していた人間だけなのかは分からないけど……多分、私だって、移動する可能性はあるよね、あの話が本当ならば」

            　僕は頷きながらも、実際にあの時に女神から聞いた話を、半信半疑に受け止めていた。

            　目覚めてから、確かに【雪】が、僕の父さんが作ったAIである事は聞いたし、それを監視していたという【鴉】が、月極――冬眞くんの知り合いの、天才研究者だった、と言う話も聞いた。他のみんなが何をしているのかは知らないが。

            「今日……瀬居くんは？」

            　吉良さんの言葉に、僕は俯いた。

            「降大とも、連絡取ってないから分からないんだ」

            　瀬居――瀬居降大は、僕の幼なじみだ。それは多分、きっと一生かわらない。

            　僕が神足若葉から、朝霧若葉になっても変わらない。

            「そう。今度、機会があったら、三人で話そうね」

            　そんな話をしてから、僕らは別れた。

            　

            　翌日。

            　ピンピンピンポンピポンと、インターフォンを連打され、朝九時ごろ、僕は眠さをこらえながら、返答した。

            「はい、神足――……じゃなくて、朝霧」

            　いまだに名字がかわったことになれない。

            　母と義父は、僕らが回復してから少しの間は側にいてくれたが、半月前に欧州へと戻ってしまった。二年弱、定期的に僕らを見に来てくれていたらしいから、これ以上引き留めることも悪いと思ったし、僕と冬眞くんは、ゲームの世界でそれなりに仲の良さを確認し合っていたから、僕らのことを思って、渡欧に躊躇していた両親を威勢良く見送ることが出来た。多分、僕たちは、今の新しい関係なら、上手くやれると思う。

            「警察だ」

            　その言葉に、急に眠気が吹っ飛んで、背筋をただしながら、僕はエントランスを開けた。

            　するとそこには、黒い髪に黒い目をした――ただどこか見覚えのある相手が立っていた。

            　スーツ姿の相手を見上げながら、僕は首を傾げる。

            　警察手帳を差し出している相手の顔と、手帳を交互に見た。

            　朝比奈あさひな頼らい――そう書いてあった。

            「頼……？」

            　思わず呟いて顔を上げると、ニヤリと彼は笑った。

            「おぅ、久しぶりだなァ」

            「え、頼って、警察の人だったの？」

            「ああ。サイバー班の人間だ」

            　ハッキングしているクラッカーなどを取り締まっているのだと楽しそうに言った彼を、僕はリビングへと通した。冬眞くんを呼ぶと、彼も、また呆気にとられたような顔をしていた。

            　暫く三人でお茶をする。

            「顔のサーチで会いに来て良いって、黒麦――……若葉が言ってくれたから、勇気が出た」

            　湯飲みを握りながら、頼が笑う。

            　そう言うものなのだろうかと僕は俯いた。

            「何はともあれ、みんな無事で良かった」

            　そんなやりとりをし、その日頼は、僕らの家に泊まった。

            　翌日彼は、粋龍に会いに行くと言って、出て行った。

            「会わないの？」

            　誰に、かは、月極は言わなかったがよくわかった。

            　僕は現実世界に帰ってきてから、一度も粋龍――降大に会っていないのだ。

            　その次の日、家に新たな来訪者があった。

            「こんにちは」

            　玄関の扉を開けると、立っていた少年がそう言った。

            「……青兎？」

            　兎耳はついていなかったが、僕は一瞥してすぐに分かった。

            　すると彼は、両頬を持ち上げた。

            「今日は、黒麦は大学の授業無いし、月極も仕事無いでしょ？　僕、日廻達に会いに行こうと思ってて、丁度良いから誘いに来たんだ」

            　やっぱり、青兎だった。

            　何故彼は、僕ですら知らない冬眞くんの日程を掴んでいるのだろう、とは思いつつも、暫しの間、リビングに通した。実際冬眞くんは、今日の仕事は休みらしく、午後四時ごろ、全員で、出かけることになった。

            　向かったのは、クラウンズ・ゲートを運営していたプロミネンス社だ。

            　現在では、先の事件があったから、VR系ゲームは運用していないらしい。

            　紫紺が社員だと言うことは聞いていたから、勝手に、てっきり紫紺に会いに行くんだろうと思って僕は着いていった。

            「久しぶりだな」

            　しかし青兎が一階のカフェで待ち合わせていた相手は、日廻だった。

            　ログアウト不可になるまえ同様に、胸が大きく（ブラとパットらしい）、化粧がばっちりの日廻。

            　ニューハーフという言葉を、僕は必死で飲み込んだ。

            　日向ひゆうが由宇ゆうというのが、日廻の本名だそうで、現実の日廻は、脱色しすぎて色のない白金色の髪に、黒い瞳をしていた。まさか日廻が、運営サイドの人間だとは思わなかったから、そのことの方が吃驚だ。

            「おぉ、お前ら久しぶりだな」

            　そこへ紫紺がやってきた。日廻の隣の椅子を引き、朗らかな笑顔で彼は座る。

            　紫紺は、紫野しの紺こんという名前らしかった。

            　一階のラウンジで、みんなで自己紹介したりしている内に、すぐに一時間少しが経った。

            　僕らが我に返ったのは、本日行われていたらしい株主総会が終わったときのことだった。

            「あれぇ、みんな――……久しぶり！」

            　唐突に声をかけられ顔を向けると、そこには赤鐘と、その一歩後ろに鴉が立っていた。

            　勿論瞳や髪の色は違っていたが、顔立ちが同じだからすぐに分かる。

            「なんでここに？」

            　月極が尋ねると、赤鐘が肩を竦めた。

            「俺、プロミネンスの株主だからさ」

            　赤鐘は、鐘之音明璃かねのねあかりと名乗った。そして、鴉こと鐘かね之の音ね玲あき文ふみは秘書だと教えてくれた。

            　――毎朝秘書が起こしに来てくれるから大丈夫だと、ログアウト不可になってすぐに赤鐘は言っていたが、秘書まで巻き込まれていたのであれば、全然大丈夫じゃなかったんじゃないかと僕は思う。

            　第一鴉は、僕の貴重な魔術師友達だ。

            　そもそも監視者だったらしいのだが、そのあたりのことは、僕にはいまいちわからない。

            　赤鐘の秘書をしつつ、研究をしているのだとは聞いた（その事は、赤鐘も知らなかったらしい）。

            　それから暫しやりとりをして、僕らはそこで別れた。

            　月極と僕は、二人でモノレールのホームで、車両が到着するのを待っていた。

            「あぁ、あぁ、美人が二人でお出かけなんて、危険やんねぇ」

            　すると不意にそんな声がかかり、僕と月極は揃って肩をビクッとさせた。

            「久しぶりやねぇ」

            　慌てて振り返ると、そこには、スーツの上にきっちりと薄い茶色のコートを纏った狐塚がベンチにふんぞり返っていた。ボタンは四つずつ並んでいる。彼の左手はベンチの背を抱いていて、もう一方の手は、狐面を揺らしていた。

            「狐塚……」

            　驚いたように冬眞くんが言うと、狐塚がニヤリと笑った。

            「プロミネンスがヤバイ研究しちょるって聞いて潜入してたんやよ」

            「そうだったのか」

            「うん、そう。頼に頼まれたんや」

            　話を聞くと、サイバー警察である頼に引き抜かれた、凄腕のハッカーが狐塚だった、と言うことが分かった。とっくに大学は、月極同様に卒業していて、現在はフリーで、サイバー関連の仕事を請け負っているらしい。表向きはプロミネンス社に、アバターのデザイナーとして潜り込んでいたとのことだった。そんな世界が本当にあるんだなぁと僕は感心する。

            「楽しかったよ。じゃ、またね」

            　そんなことを狐塚が言ったとき、電車がホームに入ってきた。

            　気づくと狐塚の姿は消えていた。

            　

            　

            


            　

        
        
            【49】降大――幼馴染

            　

            　

            　それから数日が経った。

            　ゼミには毎週行っているというのに、約一ヶ月が経っても、降大と僕が顔を合わせることは一度もなかった。始めは、家族の元にいるのだろうと自分を落ち着け――……そして今は、避けられているのだろうと自覚していた。

            　それでも僕は、降大に会いたかった。会いたくて仕方がなかったのだ。

            「行くのか……」

            　僕がエントランスで靴紐を結んでいると、冬眞くんがそんなことを言った。

            　主語は無かったが、言いたいことは分かる。

            「うん……」

            　頷いてから、僕は、降大の家へと向かった。

            　マンションの一階で呼び鈴を押すが、暫く返答はない。出かけてるのだろうかと、二回目を押した、その時だった。

            「っ、若葉……」

            　閉じられたエントランスの側ではなくて、背後から焦るような声が聞こえた。

            「えっ」

            　驚いて振り返るとそこには、降大が立っていた。

            　買い物帰りらしい。

            「……」

            　何を言おうか逡巡していると、降大がオートロックをあけた。

            　そのまま、無言だったけれど、視線で着いてくるようにと促された。

            　降大の部屋の中に入り、靴を脱ぎ、僕はリビングに入った。

            　何か言わなければとそう思うのに、上手い言葉が見つからない。

            　僕が俯いたままリビングの入り口で突っ立っていると、後ろから唐突にぎゅっと抱きしめられた。

            「――悪い、俺には割り切れない。無理だ。ずっとこの現実で、それにあっちでも、お前をこうしたかったから」

            「っ」

            　その温もりと言葉に、僕は目を見開いた。

            「好きだ」

            　振り返ろうとすると、顎を掴まれ、深く口づけされた。

            　ゲーム内と一緒で、舌を甘噛みされると、膝が震える。

            　正面から向き合い、僕は曖昧に笑う。それが精一杯だったのだ。

            「ごめん……僕まだ、よく分からなくて」

            「……」

            「ただ――ゲームの中で前に言ってくれたけど、僕も同じように、降大が側にいないなんて考えられない、んだ……多分」

            　視線を彷徨わせながら言うと、腕を強く引かれ、もう一度抱きしめられる。

            「今はそれで十分だ」

            　耳元で囁くようにそう言われ、僕は俯いた。

            　――今は、か。

            　結局僕はまだ、あの【クラウンズ・ゲート】の世界で、袋小路に迷い込んだまま、何の答えも出せていないだけなのかも知れない。

            　降大が、そのことを責めないのが、逆に辛かった。

            　僕は多分今、本当に一番大切な相手が誰なのか、漸くやっと自覚できた段階にあるのではないかと思うのだ。だけどそれが降大だって、この幼なじみに、上手く伝えられない。

            　そのまま、手首を掴まれ、寝台に強引に連れて行かれた。

            　座ろうとした時押し倒される。

            　あまりにも自然な流れすぎて、そして降大の体温が恋しすぎて、恐怖など微塵も感じない。

            「月極に――もう、手だされたか？」

            「まさか」

            　確かに一緒に暮らしてはいるが、その思考に思わず笑ってしまう。

            　ゲーム内とは違うのだから、早々そんなことは起こりえない。

            「確かめさせろよ」

            　そう告げると、降大は、僕の服を脱がせた。

            　降大は、いつも器用なくせに、今回は何故なのか、シャツのボタンを外していく手が震えていた。不器用な時もあるんだな、なんて、改めて思った。

            　――肌に触れた外気に、体を腕で抱く。

            「ひゃッ」

            　首筋にかみつかれ、僕は背筋を撓らせた。

            「ん、ぁ……」

            　仮想現実の世界で、何度も体を重ねていたはずなのに、今度ばかりは怖気が背筋をはい上がってくる。ピチャピチャと降大の口から水音が漏れる。強く首を吸われ、僕は藻掻いた。

            　だけど拒みたかったわけではないから、ただただ幼なじみ――愛しい人に抱きついた。

            暫く愛撫され、それから後孔を指で突かれる。

            「っ」

            　息を飲みながら、僕は大きくなった己に降大がゴムをつけるのを見ていた。

            　降大の陰茎は、仮想現実内と同様に大きい。

            　彼の指は、時間がないのだと囁くように、僕の体内で蠢き、解すようにバラバラにかき混ぜた。たった一本の指の感触すら、大きくて仕方がないモノのように思えた――それが複数になったときなど、息が胸の中で凍り付いた。

            「はっ、んッ」

            「きついか？」

            「……けど、大丈夫」

            「若葉？」

            「僕は……降大と一緒にいられるなら、それで良い」

            　僕が呟くと、降大が息を飲んだ。

            　そして降大の陰茎が、静かに僕の後ろにあてがわれ――……入ってきた。

            「っ、ぁ、痛ッ」

            「ごめんな」

            「ひっ！」

            　圧倒的な質量のそれに、感じる場所を抉られた。

            「好きな場所は、向こうでもこっちでも変わらないんだな」

            「ぁ、ン――！」

            　そのまま僕は、降大の体に溺れた。

            　慣れているはずなのに、まるで始めてであるような感覚が僕を苛む。

            　だけど今までにない満足感が僕を満たした気がした。

            　それから事後――二人でそろって寝台に、横になった。

            「あっちでも気が狂いそうだったけどな――はっきりいうけど、俺以外とするな。こっちでは、絶対」

            　独り占めにしたいのだと、そう続けながら、降大が僕の頭を撫でる。

            「……うん」

            　僕は何とはなしに頷いていた。

            「なんだよ、その間」

            「その……降大ともしない方が良いんじゃないかと思って」

            　ためらいがちにそう告げる。だってもう現実に戻ったのだから、僕らはただの友達のはずだ。

            「っ、それは、その……俺は、我慢できない。気持ちを伝えた今じゃもう」

            　降大の腕に力がこもり、僕は抱き寄せられていた。

            「……好きって、さ。僕は、それにどうやって答えたらいいの？」

            「別に。今まで通りで良い。どこか行きたいところがあるなら、つれてってやるけどな」

            「それって、さ」

            「ん？」

            「恋人になる……って、事？」

            　僕は、降大を見上げる、何故なのか涙が浮かんできた。

            　うわめづかいで、うるうるの目、という奴である。我ながら馬鹿げている。

            「っ、お前が良いんならな」

            「うん……」

            「今のうんは、同意のうんか？　それともいやか？」

            「……よく分からないんだ。だけど多分、いやじゃないと思う。だけど、降大は降大だから、恋人とかそう言うの、本気で想像できなくて。彼女とかとは、デートして、食事して、SEXして、だったけど。それは、恋だったのかな？　ちゃんと恋人だったのかな、僕」

            「羨ましすぎて嫉妬する。それで十分だ。余計なことを考えるな。嫌じゃないんなら俺と付き合っておけ」

            「うん」

            「じゃあ絶対に浮気するなよ。俺以外とキスでもしたら浮気だからな。男同士だし、後はまぁ月極は一緒に住んでるわけだし、二人きりになるなとは言わない。ただし可能な限り、事前に報告してくれ」

            「努力する」

            「出来る限り、会ってくれ。他の友達と遊びに行っても良いけどな。あとはメールも電話もちゃんと出ろ。一日一回は、連絡取りたい。メールの一通で、おはようとか、そんなのでも良いから」

            「僕そんなのカノジョにも送ったことないよ」

            「あー、俺もない」

            「必要あるの？」

            「お前がいるって分かる」

            　その後も、僕らは暫く雑談をした。それから僕は、家に帰った。

            　

            　

            　

            


            　

        
        
            【50】ラストエンド

            　

            　

            　帰宅した僕は、夕食の時、ちゃんと冬眞くんに降大との事を報告した。

            　すると苦しそうな笑みだったけど、そっか、おめでとうって、言ってもらえた。

            　それからの日々は、降大とのデートしたり、冬眞くんと日常生活をしたりしていた。

            　一度だけ、野薔薇に会った。

            「黒麦様と同じ大学を目指そうと思ってるんですぅ、だけど、偏差値が高すぎて……」

            　そんなことを言われた。野薔薇は、留年はしないことにして、高認試験を受けて、進学することに決めたのだという。

            　ちなみにエルは、最近よく見かける。

            　実際に会っているわけではないが、主にポスターで。

            　全然知らなかったが、芸能人の卵だったそうで、今はそこら中にエルが主役のドラマや舞台の宣伝がある。

            　

            　地球に、激突するかも知れない彗星が近づいているとニュースで目にしたのは、ログアウトしてから八ヶ月後のことだった。テレビでは『問題ない』と繰り返していたが、ログアウト直前の女神様の言葉が気になっていた僕は、もしかしたら地球は滅んでしまうのではないのかと呆然と考えていた。

            　ちなみに僕らをログアウト不可にしたシュナイデル博士は、意識不明だった二万人弱が覚醒する直前に、血まみれで死んでいたのだという。それまでは、外部から接続していたらしかったが、何故彼がこんな事をしたのかは、今でも分かっていない。【光雪の王】や、【神】、それに【女神】といったものは、VR系の天才といわれる――鴉、常闇の賢者こと赤鐘の秘書である『鐘之音玲文』が指揮していたログアウトのための存在だと説明されていた。現実がどうなのかは分からないが、世間はその説明で少なくとも納得している。

            　僕は月極が仕事のツテで、鴉と知り合いだったから、こちらでも何度か言葉を交わした。

            　だが――……『雪を想像したのは、青葉博士で、神と女神は、シュナイデル博士の言うとおり、俺たちが関知しえない別の世界の存在だ』と言われた記憶がある。

            　要するに異世界があるのだと、鴉は言っていたのだ。

            　だけど僕には、そんなことを知ってもどうしようもない。

            　それが事実だろうが否だろうが、僕にはどうにも出来ない。

            　ただ、もしもの時に備えて、僕は料理のレシピ本を集めたり、もし仮に今後世界が滅びて転移することになったときに、役立ちそうな代物を集めることに尽力していたのだった。

            　

            　元の世界に戻ってからは、狐塚と月極と三人で遊んだりした。

            　一応、粋龍のことを考えて、三人以上で遊ぶというルールは守っている。

            　実は吹雪が近所の大学病院の医者で、風邪を引いて総合内科にかかりに行ったら診察されて、エロ診察されかけたのだが逃げたりもした記憶がある。

            　それでも僕の日常は平穏だった。

            　一年後、確定的に、彗星が地球に衝突することになった。

            　飛行禁止令が出たから、母と義父には会えない。だから、テレビ電話で最後の別れをすることになり、僕と月極はテレビ電話に向かっていた。

            　母も義父も笑っていた。

            　最後の記憶が、泣いた顔なんて辛いから、と、まだまだ新しくできたばっかりの家族だけれど、家族会議で、全員で笑おうと決めたのだ。もしかしたら僕と月極は新しい世界で生きることになるのかも知れないし、両親を始め他の皆を見捨てる結果になるのかも知れなかったが、僕にはどうしようもない。だから出来ることをしようと思って、僕は笑った。

            　笑っていると、画面が砂嵐に襲われて、そして灰色になった。

            「馬鹿。俺がいるだろ、泣くなよ」

            　月極に頭を抱き寄せられた瞬間、僕は押し殺していた声を漏らした。

            「……どうしてこんな」

            　やっと現実世界に帰ってこられたはずなのに、たった一年でその現実は終わりを迎えた。

            　何も親孝行が出来ないまま、世界は終わるのだ。

            　苦しくないはずがない。

            　僕がここにいて、母さんは苦しくなかったのだろうか。

            　僕さえいなければ、もっと早くいくらだって、再婚だって、恋だって出来ただろうに。

            　だけどそれでも、最後に母の隣に、秋春さんがいてくれるのは、僥倖だと思った。

            　そして今、隣に冬眞くんがいてくれるのも、僕にはもったいないほどの幸運だ。

            「冬眞くん、有難う」

            「なにが？」

            「母さんと義父さんのところで、最後を迎えることだって出来たのに」

            「俺の隣は、お前の隣、若葉の、黒麦の隣だって決まってるんだよ」

            　苦笑するように、冬眞くんが言った。

            「じゃ、逆の隣は、俺のために空けておけよ」

            　そこに気怠そうな声がかかったので、振り返ると降大が立っていた。

            　大きな荷物を背負い、ガラガラと大きなスーツケースを両手に退いていた幼なじみの姿に、僕は思わず苦笑する。

            　別れの挨拶をそれぞれの家族と終えた後、合流することを約束していたのだ。

            　これで現実が終わりならば、それはそれで良い。

            　もし――本当に、VRの世界によく似た異世界へとトリップすることになるのであれば、それはそれで皆で行こうと決めた結果だった。皆と言っても、僕たち三人だけだけど。

            「やっぱ、避難はしないんだよな？」

            　冬眞くんがソファに座り直しながら言う。

            　そんな場合じゃないだろうというのは分かっていたが、僕は三人分のフレーバーティを用意した。

            「どうせ死ぬんだし――というのは不謹慎にしろ、現在の各国政府の、ハリウッド映画以下の対応策じゃ、彗星に対して何の効果もないって事は、俺にだって分かる。天才の冬眞様はどう考える？」

            「その計画練ってる奴、俺の大学の同期だった三つ年上の奴だから、混乱を封じるために避難しないでやってあげてとか、フォローするので精一杯だろうな。俺も無理だと思うわ。普通に考えてアルマゲドン計画でも失敗が明らかだろ」

            　両手を冗談めかしてふりながら、冬眞くんがそう言った。

            「だったら開き直って、異世界転移を期待して、準備した方が良いだろ」

            　降大の言葉に、冬眞くんが大きく頷く。

            「俺は準備済み。そっちは？」

            「俺もだ。――若葉は？」

            「僕も」

            　準備と言うほどのことをしているわけでもなかったが、手に届く範囲に、持っていきたいものは揃えてある。

            　後は、終わりの時を待つだけだ。それが死にしろ、転移にしろ。

            　勿論、転移するときに、それを拒否することだって出来るのではないかと、女神様の言葉を思い出して考える。

            「行かない、っていう選択肢を選んだら、地獄まで追いかけるかな」

            　しかし。

            　見通すように降大に、釘を刺されて僕は苦笑した。

            　その直後轟音が響き渡り、地球に彗星が激突したのだと言うことが分かった。

            　特に最後の瞬間は、凄い衝撃で、視界が真っ白に染まった。

            　次ぐに気がついたとき――僕は白い空間にいて、目の前には血染めのピエロがいた。

            　恐らくシュナイデル博士だ。

            　僕が眺めていると、いきなり脳裏に文字と音声が響き交錯した。

            　博士として、王としての、彼目線の色々な話を映像混じりに識った。

            　歓喜で始まり絶望で終わる、そんな物語だった。

            　登場人物の一人に、僕の父や、僕の義父である春秋さんもいたけれど、僕は何も言う気が起きなかった。僕にはある意味で関係なかったからであるし、僕にその場に踏み込む権利など無い気がしたからだ。別にシュナイデル博士が間違っていたと糾弾する気もない。何も知らなかった僕には、その権利すらないだろう。無知は罪だと、聞いたことがある。

            　それでも、それでもだ。

            　ただ一つだけ、確かなことがある。

            「だけど僕は――絶望を、今は選ばないよ」

            　僕はそう言いきった後、視界から光が消えたことに気がついた。

            　鮮明になった周囲を見渡しながら、僕は玉座で我に返った。

            　

            　それが、新たな世界の始まりだった。

            　後になって分かったことを捕捉しておくと、この時、大陸は統合され一つになり、世界地図の内の、いくつもある大陸は一個になったそうだ。これまでの各大陸、そのそれぞれが一つの国になったのだ。

            　中央大陸という名前で、そこの王様は、僕だった。

            　他の大陸も出現した。ただしそこには、まだ人が住んでいなくて、mob……と呼ばれていたモンスターや、人間以外が住処としているのだと分かった。

            　これからは、人種族の住まう中央大陸を中心に、様々な種族が、大陸間を超えて、混合するだろうという見通しが、脳裏に現れては消えていった。

            　現在僕、そして粋龍と月極がいる場所は、色合い的に降大と冬眞くんではなく、粋龍と月極がいる場所は、天界らしい。

            　天界には、守護者と王だけの、ギルドのようなものが新たに出来たようだった。

            　【御遣い】という名だ。

            　少しずつの間をおいて、日廻や赤鐘、青兎、狐塚、頼達が集まってきた。遅れて紫紺や吹雪も姿を現す。

            　【御遣い】にはギルドホームのような場所もあり――天空の城に酷似している――、人間界の王＝人間界の神、と言うことを脳内に響く音声が教えてくれた。そしてそれが、僕だという事も。

            　天界と地上の行き来も自由らしい。

            　ちなみに今後の世界は、【デス・ゲーム】ではなくなったから、不老不死は、【御遣い】の特権となったようだ。

            　僕らは話し合って、それは公表しないことに決めた。

            　一度地上へと戻り、まずはギルドホームへ。すると【血塗れ男爵】……というか【アイデンティティ】が手に入れた天空の城も地下施設も存在していた。

            　ゲート……即ち転送鏡も以前のままである。

            　一段落してから地上に降りると、野薔薇やエル達と顔を合わせることになった。

            　こうして新しい世界での生活が始まった。

            　それはあるいは、一つの現実の終わりであり、新たな始まりでもあった。

            　

            　

            　

            　

            　

            　　　（完）

            　

            


            　

        
    

    
        　――　番外集Ⅰ　――　IFEND　――

        　

        　

        　

        
            【番外】ソルクバーノ（全員）

            　

            　

            　これは、あるいは一つの未来の形だった。

            　

            　＊＊＊

            　

            　粋龍は、動画編集のバイトで得た資金を元手に、小さなbarを経営している。

            　個人的なもので、呼ぶのはもっぱら知人ばかりだ。

            　今日はそこに、皆が集まる事になっていた。

            　粋龍はberのカウンターの奥で椅子に座り、煙草を銜えた。黒麦から貰ったオイルライターで火をつける。今では煙を吸い込むたびに、黒麦のことをしっかりと思い出すようになった。元々忘れたことはなかったが、より顕著になったのだ。

            　カウンターを挟んで正面では、黒麦がジントニックを飲んでいる。

            　その左隣の一番奥には月極が座った。黒麦の隣でないと嫌だそうで、だけどもう片側を開けると頼が座るからと、最近ではそこが定位置とかしている。驚くことに月極は、酒に強い。すっかり酒の味を覚えた今では、強い物を平気で頼む。なお最近はウイスキーがお気に入りらしく、ジャックダニエルばかり飲んでいる。もっと高級で甘いウイスキーも沢山あったのだが、飲み尽くされた。

            　黒麦の逆徒なりには当然のごとく、狐塚が座っている。

            　マンハッタンのサクランボを眺めている。頼は今回はその隣に座って芋焼酎を飲んでいた。その横では、初めて店にやってきた紫紺が、生ビールを飲んでいる。生は掃除が面倒なんだよなと粋龍はふと考えた。そんな紫紺の逆隣は、鴉だ。日本酒の冷酒を片手に飲んでいる。この店では普段は日本酒は出さないのだが、赤鐘から事前にオーダーされたので用意しておいたのだ。そうして鴉の横に座った赤鐘はといえば、イチゴミルクを飲んでいる。勿論カクテルだ。三杯目だ。一杯目は抹茶ミルク、二杯目はカルーアミルクだった。一番ペースが速い。日廻がその横にいて、モエを飲んでいる。シャンパンも事前に打診された物だ。普段はおいていない。その隣の青兎は、粋龍自作のノンアルコールカクテルを飲んでいる。名前は特にない。最後、一番扉側に座っている吹雪はといえば、赤ワインを飲んでいる。これも普段は店にないが、粋龍は吹雪とはたまに飲みに行くので好みを知っていた。カルベネだ。

            　そんなこんなで本日は一同が集まった。

            　現在、プロミネンス社が倒産したため、日廻と紫紺は暇だ。次の仕事まで、それぞれ少し休暇を挟むらしい。月極と赤鐘は自分の裁量で仕事をしているし、赤鐘の秘書をしている鴉は当然赤鐘の采配で休みが取れる。本日は土曜日の夜。大学は休みだから、粋龍と黒麦、そして中学生の青兎は空いていた。勤務医の吹雪は本来であれば土曜日は救急でバイトをしているのだが、それが休みの日を選んで、全員でそろったのだ。

            「師匠は飲まんの？」

            　それまで酒出しをしていて、ようやく煙草を一服していた粋龍に狐塚が言った。

            　面倒なので氷は削らず適当にして、ズブロッカのロックでも飲もうかと粋龍は考える。

            　だが折角本日は生を、一杯目は生の頼と、麦酒しか飲まないらしい紫紺のために用意しているので、麦酒も良いなと思う。結局麦酒に決めて、粋龍は立ち上がった。

            「飲む。お前こそ、グラスが空いたんじゃないのか？」

            「んー、強いの作ってや。カクテルの気分なんよ」

            「そうか。そうだな」

            　少し考える。それからソルクバーノを作ることにした。ロングカクテルだが、かなり強くできる。麦酒に口を付けてジョッキを置いてから、粋龍は果汁を絞った。

            「俺、これもう一杯」

            　途中で月極に求められたため、苦笑する。とりあえずカクテルを作り終えて差し出してから、視線でボトルを見た。

            「うわ、本当に強いやん、これ。しかも飲みやすいとか」

            「くいくい飲めるだろ。酔うなよ」

            　狐塚にそう返しながら、月極に新しいロックのダブルを渡す。

            　そうしていると黒麦が、顔を上げた。手にはアーモンドを持っている。本日のお通し派面倒なので、ミックスナッツだ。

            「何かおつまみ作るの手伝おうか？」

            「いいのか？　ゆっくり座って手も良いんだぞ。みんなお前に会いに来たようなもんなんだからな」

            「私は久しぶりに黒麦の手料理が食べたい」

            　するとそう言って日廻が喉で笑った。赤鐘も大きく頷く。

            「俺も。黒麦の手料理を食べられる機会なんて滅多にないからね」

            「俺様も食べてぇなァ」

            　頼もまた頷いた。すると紫紺が頬杖をついた。

            「粋龍と月極は今も毎日のように食べてるんだろ？　月極はリアル毎日か。うらやま」

            「僕も黒麦の手料理が食べたい」

            　鴉までそう言った時、青兎が溜息をついた。

            「黒麦、お願い。ファイト！」

            「それはそうと粋龍は、またCMに動画が起用されましたね」

            　吹雪が話題を変えた。黒麦が静かに席を立って厨房へと消えた。

            「見た見た。お前にしては電波だよな」

            　紫紺が頷くと、日廻が吹き出した。思い出すように宙を見ている。赤鐘もうんうんと頷いている。鴉が首を捻った。

            「最高の出来たと僕は思うけどな、どこが電波なんですか？」

            「産婦人科のCMに普通世界が滅亡する曲を使うか？」

            　紫紺が言うと、狐塚が半眼で笑った。

            「本当に一年後に地球が滅びるとしたら洒落にならんよね」

            「多分滅びないと思うぞ。NASAに行ってる俺の同級生が、隕石の軌道そらしたって昨日行ってたから」

            　月極が当然のことのように言ったが、その場が鎮まった。

            　そういえば彼は天才だったのだと誰もがふと思い出した。全然そうは見えないというのに。

            　二十世紀も後半にさしかかった今では、確かに隕石対策も進んでいる。事前に存在が分かっていれば、余程巨大でない限りは対応可能なのだ。

            　良かったと誰しもが思う。その時黒麦が手早くシーザーサラダを作って、各自の前に置いた。粋龍の分もある。三皿くらいずつカウンターの向こうには置いたのだが、粋龍にだけは個別に置いた。なんだかそんな気遣いがいちいち嬉しくて、粋龍は麦酒を飲みながら心の中で微笑した。

            「それにしてもアオはちゃんと学校行ってるん？」

            「行ってるよ」

            「いかにもさぼってそうだよなァ。あんだけ今でも情報屋やってんだから」

            「別に。ただの趣味だよ」

            　青兎が不服そうにそう口にした。しかし狐塚と頼がからかい始める。

            　そんな彼らに今度は小鉢で、黒麦がすぐに出来る冷や奴を置いた。醤油を苦笑しながら、青兎の前に置く。それを見て、不意に紫紺が呟いた。

            「そういえば月極の【召喚獣】に『不思議な醤油くん』ていたよな」

            　その名称に何人かが吹き出した。青兎は醤油を手に取ると目を細めて呟いた。

            「不思議な醤油くん、狐塚と頼を黙らせるにはどうすればいい？」

            「不思議な醤油くん！　俺ヤバイわぁ。黒麦の手料理、何食べても美味しく感じてまう病に罹患し取るわ。味覚がおかしゅうなっとる。どうしたらええ？」

            　続けた狐塚に、頼が吹き出した。若干狐塚は酔ってきたなと粋龍は苦笑する。それだけ強くして出したのだ。

            「そういえば、粋龍と黒麦はうまくいってんの？」

            　紫紺が聞くと、日廻が腕を組んだ。

            「羨ましいくらい上手くいっていそうだな」

            「本当だよね。妬ける」

            　赤鐘がそう言って楽しそうに笑った。

            　――なんだかんだと言って、今では皆が二人の仲を祝福している。

            　恋心が消えたわけではなかったとしても、だ。

            　それから宴は深夜まで続いた。終電で青兎達は帰っていった。月極も先に帰ると言ったから、掃除をする粋龍と、手伝うといった黒麦だけが店に残った。

            「今日は楽しかったね」

            　黒麦のその言葉に、今度こそズブロッカを飲みながら、粋龍が笑みを浮かべて頷いた。

            「たまにはこういうのもいいな」

            「まぁ僕は降大が一緒ならいつだって楽しいけど」

            「口説くなよ」

            「口説いてよ」

            「愛してる」

            「僕も」

            　そんなことを言い合ってから、唇を重ねる。柔らかな、触れ合うだけのキスだけれど。

            　二人の心は満たされた。

            　そんな毎日は幸せだった。

            　――なお、月極の宣言通り、隕石の軌道が逸れたニュースが流れたのはそれから一ヶ月後のことだった。

            　

            　

            　

            


            　

        
        
            【番外】近距離恋愛（月極×）

            　

            　

            　――これは一つの未来の可能性だった。

            　

            　＊＊＊

            　

            　これは、幼い日の記憶だ。

            　目の前にピエロが現れた瞬間、俺は後ろから抱きしめられた。

            　気づくとVR装置を外されていて、俺の体を父さんが、しっかりと引き寄せていた。

            　――だけどさっき、ピエロから俺を守るように抱きしめてくれたのは、父さんじゃない。

            　俺はそれを知っていたから、青葉博士を捜して視線を彷徨わせた。

            「……」

            　そして俺は、物理法則を無視するように、歪に曲がっている青葉博士の首を認識した。白い骨が、突き出ていた。死んでいる。それは、理解できた。だけど、どうして？

            「冬眞……少し休もう」

            　父さんがそう言って、俺の顔を白衣に押し付けた。

            　休むって、どういう事だろうかと、俺は聞きたかった。

            　それが、俺の覚えている黒麦の父親の記憶だ。

            　父さんと佳奈さんの再婚が決まり、俺は青葉博士の息子だという若葉という義理の兄を、いち早く見たくなって【クラウンズ・ゲート】というゲームを始めた。

            　最初に出会ったときは偶然だったから、彼が『若葉』だとは分からなかった。

            　だが二回目以降は、ハッキリと自覚しながら彼にあった。

            　顔立ちこそ、母親似だろうと思ったが、その眼差しや、髪と目の色は、紛れもなく青葉博士にそっくりだった。俺は、青葉博士を守れなかった。だから、今度こそ守りたいと思ったものだ。

            「ねぇ、月極」

            　黒麦が、俺を見る。

            　俺を見ている。その事実だけで、胸が高鳴った。

            「月極って好きな食べ物は何？」

            　何と言うこともない質問だったし、多分、ギルドに入ったばかりの俺に気を遣って黒麦が話しかけてくれているのだろうと言うことは分かった。

            「コロッケ」

            　それを覚えていたのかどうかは知らない。

            　だけど一緒に暮らすようになってすぐに、食卓にコロッケが出てきたとき、俺は歓喜で踊り出しそうになった。

            　そして、今度こそ、大切なモノを守ろうと誓ったのだ。

            　誓ったのだった。

            　

            　◆◇◆

            　

            　両親が再び渡欧し、僕と月極――冬眞くんは、改めて二人暮らしになった。

            　現実世界に戻ってきてからは、【クラウンズ・ゲート】の世界での出来事がまるで嘘だったかのように、皆と友人になれた。勿論、粋龍――降大とも僕は、友達に戻った。

            　とはいえ、学校の関係で降大と会うのは週に一度だったし、僕が日常的に顔を合わせる相手は、冬眞くんだけだった。【クラウンズ・ゲート】は、既に機能が停止されていたし、だからといって他のVRゲームに手を出すことには、母にも義父にも反対されていたのだ。言葉に出さずとも、明らかに嫌そうな顔をして、牽制されていたことは分かる。

            　要するに、週に一回大学に顔を出す以外は、何もやることが無くなったのだ、僕は。

            　一方の冬眞くんは、冬眞くんがいないと進まない研究が沢山あったらしく、戻ってすぐにVR装置経由で、海外の大学の研究を再開している様子だった。それの邪魔をするわけにも行かない。だから僕はただ、静かに、洗濯をしたり料理をしたり掃除をしたりして毎日を過ごしていた。

            「――……若葉」

            　その時、階段から下りてきた冬眞くんが、ダイニングにいた僕に声をかけた。

            　振り返ると、沢山の書籍を抱えていた。

            「どうしたの？」

            　論文や文献は、ネットのアーカイブで読むことが多いと語っていた冬眞くんにしては、珍しい。

            「ちょっと、調べたいことがあってさ。大学のデータベースに無いから、ちょっと書籍を借りてきたんだ。広いテーブルを使いたくて」

            「まだ夕食まで時間あるし、ここ使う？」

            「できればそうしたい」

            　階段を下りてきた冬眞くんは、そう言ってテーブルの上に、山のような本を置いた。全て青い布張りで、金色の刺繍のマークがある。

            「珈琲淹れようか？」

            「あ、飲みたい」

            　僕と冬眞くんは、戻ってきてからは、【クラウンズ・ゲート】での世界における関係のように、大分仲良くなれていた。気を遣わない気の遣い方を、それぞれが行っているような感覚だ。

            　珈琲を用意して、冬眞くんの前に置き、僕も自分の分を手に、その正面に座る。

            「何を調べてるの？」

            　どうせ聞いても分からないだろうと思いながらも、尋ねてみた。

            「シュナイデル博士の事をあらってる。本当に――異世界なんてものがあって、俺たちが、一年後にそこへ行くことになるのか、考えてる」

            　淡々と冬眞くんが言ったのを、珈琲を飲みながら僕は聞いた。

            「研究者からすると、異世界ってあり得るの？」

            「――次元に関してならば、二十一世紀初頭に、ランドール博士が五次元を提唱している。ただ、それが『世界』だという保証はない。それこそ異世界なんて、シュレディンガーの猫なみに、バタフライ効果なみに、納得がいかない代物だと俺は思ってる」

            「ふぅん」

            　次元なんて聞いてみたところで、僕にはノストラダムスの次に流行った２０１２滅亡論に関連して出てきた、元は基督教用語らしいアセンションとかいう次元上昇概念というオカルトしか思い浮かばない。人工知能の思考モデルを研究していたときに、ゼミの先生が、古典精神分析学の意識モデルを紹介していて、それのパクリだと不機嫌そうに語ってくれたネタである。

            「そもそも次元の定義が、立場によってまちまちだからさ。俺はシュナイデル博士の見方を知りたいんだ」

            　冬眞くんは、そう言いながら、パラパラと本を捲っていく。

            　僕には読んでいるようには見えない速度だが、一瞥するだけで、全て頭に入っているらしい。さすがは天才児という奴である。

            「仮に理解できれば、もし本当に一年後――俺たちが、またあの世界に戻ることになったとしても、ちょっとは余裕が持てるだろ？」

            　続いた冬眞くんの声に、僕は顔を上げた。

            「一年後って話、本当なのかな？　だとしても僕、母さんと春秋さんを残していくのはちょっと……」

            　何気なく呟いたのだが、直後顔を上げた冬眞くんに、怖い顔で睨まれた。

            「……」

            「え？」

            「……黒麦」

            　久方ぶりにHNを呼ばれて、僕は息を飲む。

            「俺はこの世界が朽ち果てようとも、お前だけは守りたい。例え――父さん達が犠牲になろうとも」

            　静かな声で冬眞くんがそんなことを言った。とても冷たい声だった。

            「――月極？」

            　僕もまた、慣れ親しんだ名で呼んでみる。そうしたら、【クラウンズ・ゲート】内でのように、明るく朗らかで、冗談ばかり言っている月極としての言葉が返ってくるような気がしたのだ。

            「聞けよ」

            「……う、うん」

            「なにがあっても、お前のことは、俺が守る。だから、だからこそ俺は、今この本を読んでる」

            「そんな……」

            　どちらかと言えば、兄なのだから、僕が守るべきだ。

            「冬眞くんは、僕のこと何て気にしなくて良いのに」

            「気にすることすら、許されないのか？」

            　続いたその言葉に、僕は息を飲んだ。言葉を失う。

            　本当は、僕は気がついていた。

            　冬眞くんに――月極に甘えてきたのだという事を。

            　最初に月極から目を離せなくなったのは、まだ通常通りの運営がなされていた頃の【クラウンズ・ゲート】の世界でのことだった。

            　考えてみれば、おかしいのだ。

            　誰に関わるわけでもなかった僕が、いくらストレス解消だとはいえ、初心者アイテム集めに、見知らぬユーザーと、パーティを組むだなんて。僕は多分、一目見たその時から、月極に惹かれていたのだと思う。――だからこそ、月極が尋常ではない美貌の持ち主だなんて認めて、それを目当てにしているとは思われたくなかったのだろうし、連絡先を尋ねる勇気もなかったのだ。ゲーム内では、すぐにそう言う行為は噂になるから。そして逆に何のしがらみもない現実世界で出会ったときは、緊張しすぎてどうしようもなかったのだ。自分自身の中ですら、月極と冬眞くんが似ていることに思い当たらないほどに。

            　――ただ外見に惹かれるだけならば良かったのに。

            　話せば話す内に、決してコミュニケーションなんて得意ではない僕に、積極的に話しかけてくれた月極。今となっては、それが、義理の兄弟だと知っていての行動だと理解できるが、ソロばかりしていた当時の僕にとっては、何よりも本当に嬉しかったのだ。むしろ、義理の兄弟だからと分かって納得したほどだった。だってそれまではいつも、なぜこんなにも人望ある月極が、僕に構ってくれるのか、分からなかったのだから。

            「おい」

            「え？」

            　冬眞くんの言葉で我に返る。

            「俺は、この際だから言うけどな。お前のことが好きだ。お前が俺のことを嫌いでもな。自分の気持ちに嘘はつけない。お前を守りたい――例えそれが、お前にとって迷惑でも」

            　真剣にそう言われると、何も言えなくなる。

            　僕にはそんな価値など無い。

            「……それって、本当に僕のことが好きだから？」

            　気がつくと、僕は尋ねていた。

            「別に義理の兄弟になったからって、冬眞くんが僕のことを気にする必要はないんだよ」

            　だってそうじゃないか。

            　いつも友達面して隣にいた僕が、実はあの異常な世界で月極がおかしくなるずっと前から、月極のことを好きだったなんて、バレたら終わる。僕たちは、ただの義理の兄弟なのだから。

            「他にも何か理由があるのかも知れないけど、だけど、冬眞くんが気にすることなんて何もないんだ」

            　僕はそう告げた。あるいはそれは、自分自身に言い聞かせていたのかも知れない。

            「――どういう意味だ？」

            　冬眞くんが、僕の声に立ち上がった。

            　冷たい声でそう言って、歩み寄ってくる。

            　僕は呆然として、それを見上げた。

            「お前、本当は最初から、青葉博士の事件……全部知っていたのか？」

            「え？」

            　唐突に亡くなった実父の名前が出てきたものだから、何度も瞬く。

            「俺を――恨んでいたのか？」

            「冬眞くん？　一体何の話？」

            　困惑して瞳を揺らすと、正面から抱きしめられた。

            「ちょ」

            「……」

            「冬眞くん！」

            「……」

            「月極！」

            　僕が思わずそう叫ぶと、月極が僕の肩に顎をのせた。

            「俺には、守るべきモノがある。それが、お前なんだよ、若葉」

            「え？」

            「それは義務だ。そう思ってた」

            　月極はそう言ってから、舌打ちをした。

            「そのはずなのに、何でなんだろうな。全部何にも関係なくなってた。ただ黒麦だけが、若葉だけが、無事ならそれで良いって、思ってる俺がいるんだよ」

            　苦しそうにそう呟いた冬眞くんは、それから、僕の顔を見た。

            「【クラウンズ・ゲート】のみんなおかしかった世界でだけじゃなく――今でも俺が、黒麦のこと好きだって言ったらどうする？　さっきから、ずっとそう言う意味で言ってるんだよ、俺は。分かってないのか？」

            「っ」

            「もう、辛い。二人っきりで、ずっとここにいるのにな」

            　自嘲するように笑った月極の顔を見て、僕は苦しくなった。

            　僕だって、そうだったからだ。

            　けどきっとそれは、社会的にも理性的にも許されない、非道徳的行為だ。僕が、月極のことを好きだって言うなんて、許されるはずがないのだ。そう、理性では分かっていた。だというのに、僕は月極の腕のすぐ下から手を伸ばし、彼の背中に両腕を回していた。

            「――黒麦？」

            「……」

            「……あ、いやその、若葉？」

            「……」

            「離せよ」

            　嫌だった。冬眞くんは、月極は、【クラウンズ・ゲート】の中で、初めて僕の前に現れた光だったのだ。加入が遅かったから、自然体で振る舞えたというのも勿論ある。けれどそれ以上に、いつだって優しくしてくれた、明るくしてくれた。

            　――離せるわけがなかった。

            　この世界に戻って、二人で暮らし始めてから、僕は嫌と言うほど自覚していたのだ。

            月極のことが好きなのだと。

            「……本当に離せ。じゃないと俺、お前に何するか分からない」

            「殴る？」

            「そういうことじゃなくて……ああ、もう」

            　月極は呟くと、僕の顔を引き寄せて、唇を貪った。舌が中へと入ってくる。

            「っ、は……」

            　息継ぎをするために口を離すと、すぐにまた角度を変えてキスされた。

            「こういう事だよ。ひいたか？　俺は、お前のことが好きなんだよ。だから、二人っきりでいるのもやっとなのに、そんな風にされたら自制できない。できねぇんだよ、馬鹿みたいだけど。若葉、お前のことが好きなんだよ！」

            　泣き叫ぶように、そう言われた。

            「好きって……」

            「押し倒してぐちゃぐちゃにしてやりたいくらいヤバイ」

            「それって……」

            　僕が月極のことを好きなように、彼も僕のことを好きなのだろうか？

            　ただのゲーム世界での閉ざされていた上で生まれた特殊感情とは異なる思いなのか？

            　それが判断できないでいると、頭を振った月極に、腕を引かれた。

            「来いよ」

            「え」

            「いいから」

            　ひっぱられるがままに、リビングのソファの上に座らされる。

            「ちょ、ちょっと待って――」

            　そして、ジーンズのチャックを下ろされた。

            　月極は何も言わずに僕の下衣と下着を取り去り、あらわになった陰茎をまじまじと見る。

            「んっ」

            　生暖かい舌に、男根が覆われた。

            　口内に先端が当たり、動かされる度にそこが擦れる。

            「うぁ」

            　その刺激に、気づけば僕のそれは、堅くなり始めていた。

            「や、やだよっ、月極……！」

            　舌先で先端を嬲られ、僕は目を伏せ首を振る。

            　暫くそのまま、口で扱かれた。

            「――こういう事なんだよ、俺がお前を好きだって言うのは。我慢できないし、ヤりたい。気持ち悪いだろ？　だから、もう俺に気は遣わなくて良いから」

            　その内、達しそうになっている僕のそれから口を離し、月極がそう言った。

            「待ってよ……」

            「ああ、抜いてやるよ」

            「そうじゃなくて」

            「ん？」

            「僕だって、月極のこと好きなんだよッ！　多分、こういう、同じ意味で！」

            　必死でそう言うと、月極が目を見開いた。

            「は？」

            「そりゃいきなりとかは無理だし、こういうの、急には辛いけど……僕、月極のことが好きで、側にいたいんだ。月極がしたいんなら、好きにして良い」

            「お、おい、黒麦？　何言ってんだよ？　どっちかと言えば、お前俺のこと嫌いだっただろ？　兄弟って分かってからちょっと優しくなったけどな」

            「そんなことない、ただ、ただ、分かる前は――……緊張して、上手く話せなかっただけなんだよ。僕は月極のことが、ちゃんと好きだ」

            　これまでどうして声が出てこないのか僕自身にも謎だったが、今ハッキリと理解した。月極の側にいる度に、僕は緊張していたのだ。

            「それ、本当？」

            「うん」

            　僕は必死に何度も頷いた。どうすれば僕の気持ちを、月極に伝えることが出来るのだろう？

            　混乱しながら月極を見ていると、彼が僕の頬に手で触れた。

            「俺の気持ちに答えてくれるのか？　俺は、こんなに自分勝手なのに」

            「答えられるか分からないけど、ただいまは、月極と一緒にいたいよ」

            「抱かせろよ――若葉」

            　月極はそう言うと、僕の体を起こした。

            「いい？」

            「……う、うん」

            　半ば呆然としていたが、僕には頷く以外の選択肢がないような気がした。

            「ゴム取ってくるから、ちょっと待ってて」

            　僕をソファに残して、冬眞くんが立ち上がる。

            　常備しているなんて凄いなと思った。

            　それから戻ってきた彼は、難しい顔をしていた。

            「ならすものがない」

            「え？」

            「そりゃ油とかハンドクリームとかはあるけど……ゴムの説明書に、品質が劣化するから使うなって書いてある」

            　そんなことを言われても、僕はどうすればいいのか分からない。

            　首を傾げていると、避妊具を冬眞くんが装着した。

            「けどもう、我慢するの無理だわ」

            「っ」

            　そう言った月極に熱い楔を後孔へとあてがわれ、僕は息を飲む。

            　入ってきたわけではなく、入り口を何度か刺激された。

            「うあ、入れたい」

            「くっ……はっ、ぁ、入んないよっ、あ」

            「ちょっと我慢して」

            「ンあ――っ、ッ！　っ」

            　痛みで、息が喉に凍り付く。

            　ゆっくりと押し入ってきた月極の陰茎は、暫くすると根本まで入ったようだった。

            「痛ッ、ん、くッ」

            「ごめん」

            「やだ、あ、あ、抜いてよぉッ」

            「無理……――きつくてこっちも辛いけど、熱くて、絡みついてくるみたいでヤバイ」

            「あ、ああっ、や、ン」

            　深く入れたまま、腰を動かさず、内部に慣れさせようとするように、月極が僕の体を抱きしめた。しかしそれが逆に辛い。次第に痛みは麻痺してきたが、一方で、ものたりなさが這い上がってくるのだ。

            「動いて良い？」

            「ンあ――……ひ、っ、んあ、ああ！」

            　質問されたはずなのに、彼の言葉が終わる前に、僕の体はガクガクと揺さぶられてた。

            深く突かれ、始めは痛みだけに体を支配される。

            ――その内に、不思議な、感覚が背筋を登ってきた。

            「ゃ、あ、あ――っ！」

            　奥深くに差し込まれたまま、月極に腰を揺らされると、内部全体に震動が響いて、ゾクゾクと体が震えた。いつの間にか屹立していた僕の自身の先端からは、先走りの液がこぼれていて、太股を伝うようにして落ちていく。

            「ふ、ぁ」

            「……ごめんな」

            「や、ぁ、ン――……ッ！」

            「ごめん、若葉……それでも俺は……」

            　冬眞くんはそう言うと、腰の動きを早めた。

            「やだ、あ、やだ、う、嫌、嫌だ、あっ、あ、あ、ああああっ！」

            　僕が思わず叫んだ時、深々と腰を打ち付けられ、冬眞くんが果てたことが分かった。

            「うっ、ぁ……」

            　まだ熱がたまったままの状態の僕は、目をきつく伏せ、唇を噛む。

            「ひッ」

            　その時、冬眞くんが、僕の自身に触れた。

            　容赦なく手で扱かれ、強制されるように、僕もまた精を放っていた。

            　もう何が何だかよく分からなくなっていた。

            　うっすらと目を開けると、僕は毛布にくるまってソファの上にいた。

            「泣かせちゃったな」

            　僕の髪を撫でながら、冬眞くんが苦しそうな顔でこちらを見ている。

            　そんな顔をさせたのは、多分僕だ。

            　きっと後悔しているのだろう、彼は。

            　多分僕は――また、間違ったのだと思う。本当に冬眞くんの事を考えるのであれば、きっぱりと拒否するべきだったのだろう。僕は非常に自分勝手だ。それは分かっている、だけど。だけどやっぱり、どうしようもないくらい、月極の事が好きなんだと思う。

            「痛かっただろ？」

            「……うん」

            「怒ってるよな、ハハ、また嫌われたな」

            　冬眞くんが空笑いをする。

            「さっきも思ったんだけど、どうして僕が冬眞くんのこと嫌ってるなんて思うの？」

            「お前煩いの嫌いだろ？」

            「……月極は特別だよ、嫌いじゃない」

            「っ」

            　僕の声に、冬眞くんが息を飲んだ。

            「僕の方こそ怖いんだ。冬眞くんが、僕のこと嫌いなんじゃないかって思って」

            「そんなはずが――」

            「じゃあ、これからも、ずっと側にいてよ」

            　冬眞くんは、僕の言葉に、大きく一度頷いた。

            「俺で良いんなら、ずっと側にいてやるから」

            「冬眞くんが良いんだよ」

            「……俺は、若葉のこと、傷つけることしかできないかも知れない。それでも、側にいてくれるか？」

            「うん、勿論だよ」

            　僕が答えると、冬眞くんが、月極が、僕を抱きしめてくれた。

            「愛してる」

            　果たしてそれは、僕らの内、どちらが告げた言葉だったのか。
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            　一緒に住んでいるのに、兎に角僕らには、互いに過ごす時間がなかった。

            　僕の方も、少しだけ忙しくなったからかも知れない。

            　大学に出かける事と、家事をする事の他に、頼と狐塚、それに青兎を手伝って最近では、警察関係のサイバー班でバイトをはじめたからだ。多分それは、お金が稼ぎたかったじゃない。何もしていない自分が苦しかったのだ。だって毎日月極は――冬眞くんは、僕には全然分からない仕事をしていて、みんなに頼りにされているみたいだったから。

            　だけど、止めれば良かったかも知れない。

            　兎に角時間がなかった。

            　現実世界へと戻ってから、冬眞くんは夜に活動していて、僕は日中活動するようになった。

            　僕が朝作った食事を、僕が出かけた後に冬眞くんは食べる。

            　僕が昼食を用意する事はない。昼間は、冬眞くんが眠っているからだ。

            　僕が用意した夕食は、僕が寝た後に、冬眞くんが食べる。

            　同じ家に住んでいるというのに、食事の時すら顔を合わせない。

            　一応僕と、冬眞くんの関係は、少しだけ変わったのだとは思っている。

            　ただの義兄弟や、【クラウンズ・ゲート】内のbuddyから――恋人へと。

            　けれどそれを、口に出して確認した事は一度もない。

            　それでも好きだとお互い伝え合った事は、しっかりと覚えている。

            　――多分、それだけで幸せだ。幸せなのだ。

            　会えなくても、僕は孤独じゃないと思う。同じ家に、月極が、冬眞くんがいてくれるんだから。

            　大学帰りに、浴衣が飾られている着物屋さんを見つけたのは、本当に偶然だった。

            　最初は、狐塚に似合いそうだななんて笑ってから、【高みへ・・・】の衣装なら、頼にも似合いそうな浴衣があるし、青兎にもこれが合ってるなんて思いながら、何とはなしに、一人で店へと入った。

            　それから暫しの間、浴衣や着物、反物、巾着袋などの小物や扇子を眺めていた。

            　その時――不意に、青灰色に見える藍鉄色の浴衣が目にとまった。

            　繊細な細工が入っていて、黒い帯が美しい。

            「月極に似合いそう……」

            　気がつくと僕はそう呟いていた。

            　冬眞くんは、そういえば、あまり日本の文化に詳しくないと言っていたような気がする。

            　二人で夏祭りに行けたらいいななんて思ったけれど、仮に行けないとしても、これを着てもらえたら嬉しいような気がした。

            「一応、自分の物も買ってみようかな」

            　折角買うのだからと、僕は周囲を見渡した。

            　すると苔色に近い緑色の浴衣が視界に入った。

            「これにしようかな」

            　僕はそう考えながら、浴衣と帯を2つずつ購入する事にした。

            　――下駄や足袋もいるだろうか？

            　――巾着袋は無くても大丈夫かな？

            　――だけど月極が、扇子を持っているところはちょっと見てみたいかも。

            　本当にお祭りに行く事になったなら、団扇は多分買える。それに急に浴衣を買って帰ったら重いと思われたり気を遣われるかも知れないと思ったから、僕は気軽に渡せそうな扇子を一つ購入する事にした。

            　なんだか満足した気分で、僕は帰宅した。

            「遅かったな」

            　帰るとリビングダイニングに、冬眞くんの姿があった。

            　確かにいつもよりは、二時間ほど遅く帰ってきた。着物屋さんによって、熱中してしまったからだ。

            「冬眞くんこそ、早いね。目が醒めちゃったの？」

            「……まぁ、そんなとこ」

            「お腹減った？　すぐに何か用意するね」

            　僕はそう言いながら、買い物袋をソファの上に置いた。

            「――何処行ってたんだ？」

            「ああちょっとね。ほら、今日大学の日だから」

            「粋龍と遊んできたとか？」

            「違うよ。それなら、冬眞くんも誘ってみるよ。ダメ元だけどね」

            　僕は、一応個人的に、月極――冬眞くんの恋人になったつもりでいる。だから、誰かと遊ぶときは、連絡をするようにしているのだ。冬眞くんには、そんな事、どうでも良いかもしれないけど。

            「今夜はね、トンカツにしようかと思うんだけど」

            「……」

            「早い方が良いんだったら、野菜炒め作ろうか？」

            「――いや、良いよ。それより……」

            「ん？」

            　僕が黒いギャルソンエプロンを着けながら振り返ると、冬眞くんが俯いていた。

            「……何処行ってたんだ？」

            「え？」

            「俺なんかが聞く事じゃないかも知れないけど……心配するくらいは良いよな？」

            「な……全然聞いて良いし、それに――」

            　心配してくれたのだろうか。僕は思わず目を瞠った。

            「……嬉しい」

            「何が？」

            　すると冬眞くんがふてくされたような顔をした。

            「最近まともに顔も見られてなかったから、僕がいつ帰ってくるとか、気にしてくれてるとは思わなかったんだ」

            　思わず照れくさくなって、僕は笑ってしまう。

            「あのな――俺は、大体お前が家出るときと、帰ってくるとき、覚えてるよ。また寝ちゃったり、仕事に没頭しちゃったりするけどさ。だから、だから……その、いつもの時間じゃないのに、連絡無かったら……不安になったり……その」

            　冬眞くんは唇を噛むようにしながら、俯いた。

            「本当？」

            　驚いて僕は聞いた。

            「……」

            「本当なら、凄く嬉しい」

            　思わずそう言うと、顔を上げた冬眞くんが目を見開いた。

            「実はね、さっき、着物屋さんに行ってきたんだよ」

            「着物……？」

            「うん。冬眞くんに、似合うんじゃないかと思って。ほら、これ」

            　僕はそう言ってから、ソファに置いた荷物へと歩み寄り、包装された扇子を渡した。

            　何故なのかポカンとした顔でそれを受け取った冬眞くんが、包装を破る。

            「お月様が良くない？　まさに、『月極』って感じ。まぁ月極って、駐車場っぽいけど」

            「……これ、俺に？」

            「うん。気に入らなかった？」

            　不安になりつつも僕は、笑顔を頑張って浮かべながら首を傾げた。

            「いや――俺、こういうの何にもわかんないけど、すごく綺麗だと思うし……それに、嬉しい」

            　そう言うと月極が、優しい顔をしながら、頬を染めた。

            　――良かった、多分、嫌がられてない。

            　僕はそんな風に直感して、この際浴衣も見せる事を決意した。

            「あ、あのね」

            「何？」

            「じ、実はさ、冬眞くんに似合うかと思って……その」

            「？」

            「浴衣も、買ってきたんだ」

            「浴衣？」

            「うん」

            「浴衣って、何？」

            「――へ？」

            　首を傾げている冬眞くんに対して、思わず僕は顔を上げた。酸素を求めて、唇をパクパクさせてしまう。

            「あ、ええとね……その、夏祭りに行ったりするときに着る物。和服だよ、和服」

            「和服って、十二単みたいな？」

            「そういうんじゃなくて、もっと簡単な感じ。とりあえず、見てみて！」

            　思わぬ反応に、本当に冬眞くんって帰国子女なんだなぁと考えながら、僕は袋から浴衣を取り出した。

            「これも……俺に？」

            「そうだよ」

            「どうやって着るの？」

            「ええとね」

            　一応母から教わっているので、左前とか、死に装束にならないようにだとか、その位の着付け方法は、僕も知っている。さすがに下にきる物だとかは、用意できていないけれど。

            僕はその場で、冬眞くんの服に手をかけた。

            「ちょっ」

            　焦るように冬眞くんが声を上げる。

            「脱がなきゃ着替えられないよ！」

            「え、あ」

            　何故なのか動揺している（多分、初めて着る物だからだろう）冬眞くんには構わず、僕は洋服を取り去って、浴衣を着付けた。

            「――これが、浴衣？」

            「そう。僕も自分の分着てみるから、鏡見てきて」

            　そう言うと、頷いた冬眞くんが、歩いていった。

            　自分の分を着ながら、夏だなぁと思う。

            「なんだか、頼とか狐塚みたい」

            　帰ってきた冬眞くんがそんな事を言った。

            「お祭りに行くとお面も売ってるよ」

            「――……やばい」

            「え、なにが？」

            「なんだよこれ。なんでこんなに、いつもも色っぽいけど、黒麦の事――若葉の事、色っぽく見えるんだろ」

            「ええ？」

            　意味が分からず、僕は小首を傾げた。

            　何故なのか、冬眞くんは真っ赤になっている。

            「有難うな……」

            「ううん。喜んでもらえたかな？　絶対冬眞くんに、似合うと思ってさ」

            「ああ。本気で嬉しい」

            「良かった」

            「――これ着てどっかに行くんだよな？」

            「え？」

            「さっき、夏祭りがどうとかって……」

            「あ」

            　思わず口走っていた願望を思いだし、今度は僕が赤くなってしまった。

            「いや、あの、そのね。日本てさ、夏に、色々なところで、お祭りがあるんだよ。花火が上がったり。何だろう、神道なのかな――一応、習った限りだと、それよりもアニミズムらしくて、既存の色々な物とくっついたらしいんだけどね」

            「葬式仏教みたいな？」

            「多分」

            「暗い行事なの？」

            「ううん。確かに夏は、お盆とかもあるけど――お祭りはね、花火を見たり、綿飴を食べたり、凄く楽しいんだよ。だから――」

            　だから。冬眞くんと一緒に行ければいいのにな。

            「そっか。次に、何処であるのか分かる？」

            「え？」

            　冬眞くんの言葉に僕は顔を上げた。

            「わかんないんなら、調べとく。花火と、綿飴だよな？」

            「う、うん。や、どっちもなくても、お祭りなら……ほら、焼き鳥とか色々あるし」

            「そうなんだ。一緒に行こう」

            　そう言って冬眞くんが、満面の笑みを浮かべた。

            　それがどうしようもなく嬉しくて、僕もまた笑みを浮かべながら、大きく頷く。

            「うん！」

            　僕らの近距離恋愛は、これからも続くのだと思う。

            　だけどきっと、幸せに。

            　

            　

            


            　

        
        
            【番外】家庭教師（青兎×）

            　

            　

            　これは一つの未来の可能性だった。

            　

            　＊＊＊

            　

            　勉強を教えて欲しいと青兎に言われたのは、大学卒業間近の頃だった。

            　僕よりも月極に頼んだ方が確実だと思ったのだが、運悪く冬眞くんは仕事が忙しいらしかった。じゃあ降大に、とも思ったが、こちらも仕事が忙しい様子だった。

            　一番暇なのは僕だったので、僕は素直に青兎の家へと向かった。

            　青兎は、常磐ときわ青あおという名前で、現在僕は常盤家の前に立っている。

            　僕の住んでいる街から、電車で一時間ほどの距離にある。

            　決して近くはないが、今日から三日ほど、青兎の家に泊めて貰うことになっていたので、それ程負担もない。

            　一人暮らしだと聞いていたのだが、そこに建っていた一軒家に、僕は少し驚きながら、チャイムを鳴らした。

            「来てくれて有難う」

            　すぐに出てきた青兎は、猫耳型のニット帽を被っていた。缶バッチが二つ着いている。首には、白いイヤホンが下がっていた。

            「入って」

            　頷いて通された僕は、青兎の部屋へと真っ直ぐ通された。

            「本当に一人暮らしなの？」

            「うん。家族は別宅に住んでるんだ。仕事の都合っ、何飲む？」

            「気を遣わないで」

            「折角来てくれたんだもん。じゃあ、珈琲とオレンジジュースの二択」

            「青兎が飲む方」

            「ええ……じゃあ、ジュースかな」

            「有難う」

            　僕を部屋に案内すると、頷いて、青兎が階下へと降りていった。

            　青兎の部屋は、ギルドホームの部屋とは違い、フローリングの床と白い壁、緑色のカーテンという、実に普通の部屋だった。強いて言うならば、広い（僕の家が狭いのかも知れない）。机の上には、几帳面に教科書類が整理されていて、辞書などは全て電子パッドに入っているようだった。机の隣の本棚には、小説が並んでいる。他の家具は中央のテーブル、ベッド、そして窓の側にVR接続装置と、三大の大きなPCがあった。

            「お待たせ」

            　戻ってきた青兎が、テーブルの上に、コップを二つ置いて、側にオレンジジュースの入ったペットボトルを置く。

            「有難うね、本当。それで、何を勉強するの？」

            　一応、数学だとは聞いている。

            　しかし中学の数学にだって色々あると思う。

            「宿題。これなんだけど――」

            　青兎が、ワークブックを取り出した。

            　紙に印字された問題を見るのが久しぶりで、僕は、物珍しい思いで眺める。

            　何とか分かる二次方程式で安心した。

            「だけど意外だなぁ、青兎って勉強得意そうって言うか、特に数学が得意そうだと思ってた」

            「ううん、全然駄目なんだよ。僕、文系なの」

            「そうなの？」

            「うん。問題見ると頭痛がするの」

            「だけどアイテム数とか、経験値取得数とか、数えるの得意だったよね？　mobの出現確率を把握したりだとか」

            「PCとかVR使って解析するのは得意なんだけど、手で計算するのが苦手なんだ。それにさ、数式の意味が分からないんだよね、答えは分かるんだけど。見た瞬間に答えってひらめかない？　でもね、ちゃんと、答えを出す過程を書かないと、零点なんだって」

            　過程を経ないと解答が出ない僕としては、やはり青兎は理系である気がした。

            　ただちょっと解き方が人とは異なるのだろう。

            「理不尽だよね、答え合ってるのにさっ」

            「世知辛い世の中だよね。よし、やろうか」

            　このようにして、僕は青兎の家庭教師役を始めた。

            　

            「すっごくわかりやすかった」

            　一段落したとき青兎にそう言われ、僕はなんだか照れくさくなった。

            「そうかな？」

            「うん。狐塚に聞いたときは、僕と一緒で解答だけ出すし、頼に聞いた時は、自分で解かなきゃ意味がないとか言われた。絶対頼は解けなかったと思うんだよね！」

            　思わず僕が吹き出すと、青兎が楽しそうな笑みを浮かべた。

            「こっちでも黒麦と一緒にいられて、僕本当に嬉しい。ずっと会いたかったんだ」

            「僕も会いたかったよ」

            「本当は、嫌われてるのかと思ってた」

            「どうして？」

            「僕がいなかったら、粋龍と上手くいってたんでしょう？　月極が暴露したのが一番アレだけど」

            「――……そんなことは、無いと思う。やっぱり、青兎の本命って、降大なの？」

            「は？」

            「だって……」

            「僕の本命は、黒麦に決まってるじゃん」

            「え？」

            　その言葉に、虚を突かれて僕は目を見開いた。

            「というか、僕と粋龍、別にセフレじゃなかったんだよ。確かにキスはしたこと在るけど……お互いに、黒麦のことが好きだった。それで、練習してただけ」

            顔を背けて、ふてくされるように青兎が言う。

            「誤解なんだよ、本当。だって僕は、黒麦を抱きたいんであって、抱かれたいなんて同棲相手に思わないもん」

            　青兎はそう言うと、僕の両手を、それぞれの手で掴んだ。

            「僕が好きなのは、黒麦なんだよ」

            「青兎……」

            「だけど僕は、黒麦を満足させられる時神がなかったんだ。だから、色々と遠回りしちゃった。こんな事なら、最初から気持ちをぶつければ良かったって、今でも後悔してる」

            　率直なその言葉に、僕は目を伏せ、長い瞬きをした。

            　ここまで純粋に言われたことはない。

            　もしかしたら、これが年の差という奴なのかも知れない。

            　だけど僕は、仮に青兎と同じ歳だったとしても、率直に気持ちをぶつけられる自信なんて無い。ただ、それでも――……

            「嬉しいよ」

            　それは、本音だった。

            　ともすれば、僕はもっとずっと前から、青兎にどこかで惹かれていたのかも知れない。

            　誰よりも、青兎は僕のことを思ってくれている気がする。

            　いつか彼は、好きな人に会いたいと思うのは当然だと言っていた。

            　僕もそう思う。だからこそ、今ここにいるのだ。

            「僕、青兎のことが好きだよ、多分」

            「本当？」

            「うん」

            「……でも、僕のこと、性的な対象としてみられないでしょう？」

            「それは――」

            「僕はそういう風に、黒麦のこと見てるよ」

            　青兎はそう言うと、僕に抱きついてきた。あるいはそれは、抱きしめてくれたのだ。

            「早く、大人になりたい。黒麦のことを、きちんと抱きしめられるくらい大人に」

            「青兎……」

            　僕も股腕を回し、目を伏せ首を振る。

            「僕は、今の青兎が好きだし、別に成長とかそんなの関係ないよ。側にいてくれるだけで、それで良い」

            「本当？」

            「うん」

            「じゃあ……しよう？」

            　僕は少年のその言葉に、逡巡した。だけど断る言葉なんて、何処にも見つからなかった。

            　

            「ぁ、あ、あああっ、んぁ！」

            　後孔にいれられたローターの震動が、全身を揺さぶる。

            「青兎、っ」

            　両手を僕の男根に添え、唇で吸い上げる少年に、抗議の声を上げる。

            「っ、ふ、あ、ああン、ん」

            　しかし青兎は何も言わずに僕の自身を舐めている。

            「ひっ」

            　ゾクゾクと快楽が走り上がってきて、僕は頭を振った。

            「いれてもいい？」

            「ん」

            「本当に良いの？」

            「うん、ぁ」

            「もう、ゲームの中じゃないから、僕はちゃんと黒麦の気持ちを貰って、一緒に最後までしたい。一緒に気持ちよくなりたい」

            　その言葉に、やはり僕は誰とでも寝ていると思われるのだろうかと思い、唇を噛んだ。

            「……分かってる。だからこそ、青兎だけなんだよ。青兎が良い。側にいて」

            「黒麦……」

            「僕にも、側にいさせて。青兎の側にいたい」

            「っ」

            　息を飲んでから、少年瓦解を脱ぎ、自己主張する陰茎を、ぴたりと僕の秘孔へとあてがった。

            「ごめん、うまくできなかったら」

            　そう言って青兎が、中へと押し入ってきた。

            　太いというわけじゃなかった。けれど、長い。身長や外観からは、信じられない。

            「んぁ……！」

            　僕が肩で息をした時、それを見計らうかのように、最奥まで青兎が入ってくる。

            「ぁ、あ」

            「僕、生きてて良かった。まだそんなに生きてないけど」

            「ぅああああっ、ん、あ――っ」

            「中、熱くて、ゾクゾクする。僕、もうそれだけでイっちゃいそうだよ」

            「や、動いて！」

            「うん、分かった――好きだよ、黒麦」

            　そのまま、がむしゃらに突かれ、僕は果てた。

            　

            「大丈夫？」

            　青兎がためてくれたお風呂に入り、上がった僕は頷いた。

            「平気だよ。だけど、青兎とこんな事になってる自分に自己嫌悪」

            「……子供だから？」

            「違うよ、青兎だから。青兎には、これからきっと、僕よりいい人が現れるんじゃないかと思って」

            「そんなことあり得ないよ」

            「そうかな？」

            「うん、だって、ずっと好きだったんだもん」

            　そんなやりとりをして、短い家庭教師の日々は過ぎていった。

            　僕らは、恋人同士になったのだった。

            　

            　

            


            　

        
        
            【番外】手を伸ばす（日廻×）

            　

            　

            　これは一つの未来の可能性だった。

            　

            　＊＊＊

            　

            　僕は、会いたかった。

            　日廻に、会いたかった。

            　体よりも、感情が先走る感覚。快楽を求める僕の体は、あくまでもゲームの中だけのものでしかない。そんな肉欲から解放された今、ただ会いたいのは、日廻だった。

            　戻ってきてから、一度だけ、日廻とあった。

            　何事もないように、何も気にしないように、僕との時間なんて無かったかのように日廻は普通に対応してくれた。青兎と月極と共に、プロミネンス社に出向いた時のことだった。

            　その何でもないような顔に、だけど――僕は、確かにショックを受けていたのだと思う。

            　いつか【クラウンズ・ゲート】の世界で、日廻は僕に言ってくれた。

            　――僕が居たから、ギルドを続けられたのだと。

            　あの時、僕だって日廻りが居たから、あの場所を我が家だと思ったのだと、本当は伝えたかった。だけど僕はそうしなかった。日廻とは何時だって会える、そんな想いがどこかにあったのだ。けれど今、【クラウンズ・ゲート】が無くなってしまった今、実にあっけなく、僕は日廻と連絡を取る手段を喪失した。当然だ。あくまでも僕らは、仮想現実で交友関係を結んでいたに過ぎないのだから。

            　新宿三丁目の銀行を曲がり、真っ直ぐ歩くと小さな公園があった。

            　二丁目との境で、ブランコやベンチには、売り専と呼ばれるらしいその筋道のプロらしい人々が座っている。声をかけている男性達も、既に慣れきっているらしい。【クラウンズ・ゲート】内では兎も角、現実での僕は、同性愛にはまだ抵抗がある。

            　だけど――日廻は、同性愛者だ。

            　そして僕の中では最初は、彼女で、その後、彼になった、日廻。日廻の性癖がどうであれ、兎に角僕は、日廻に会いたくて仕方が無かった。日廻が日参しているというBarへと行くには、この路を通らなければならない。ちらちらと、同性愛者ばかりの公園から、視線が飛んできた。ノンケの（と世間一般では表されるらしい）僕の姿が珍しいのかも知れない。

            　僕はいたたまれない気持ちになりながら、足を速めた。

            　目指している店にたどり着き、地下への階段を下りて、古びた扉を押して空ける。

            　中には、それなりに人がいた。

            「坊や、ここは一見さんお断りなのよ」

            　バーテン服を着た壮年の小太りの男性に言われた。

            「なーんていうのは建前で、坊やみたいなイケメンなら大歓迎よ」

            　クネクネとわざとらしく腰を蠢かせ、マスターらしき人が言う。

            「あ、あの……僕……」

            　意を決する。

            「会いたい人がいて……」

            「誰々？　好きになっちゃって、探してるのかしら？」

            「……まぁ」

            　確かに好きであることに嘘偽りはない。僕は、促されるままにカウンター席へと座った。

            「それで彼氏のお名前は？」

            　何でもないことのように、『カレシ』と言われた。僕はどこからどう見ても男なのに。

            　それが普通なのだろうかと、小首を傾げながら頷く。

            「日向……」

            「まッ、由宇ちゃんの恋人なの？」

            「いえ、そういうわけじゃ……」

            　僕は俯いた。確かに僕は、日廻の事が好きなのかも知れなかったが、別に恋人というわけじゃない。

            「何々、それ本当？」

            　その時、椅子を一つは三で隣に座っている、カウンターの客に声をかけられた。

            「……はぁ」

            　愛想笑いを浮かべて、僕は小首を傾げる。

            「悪い男に引っかかってるんだな。止めて、俺にしない？」

            「しません」

            「即答かよ。まぁいいや、一杯どう？　おごるよ。というか、おごらせて。俺、今一人寂しく飲んでるんだよね。安心して、恋人居るからガツガツ襲ったりしないし。けど君みたいなのが一人でいたら、すぐに声かかるから、先輩として見守りたい気は満々」

            　朗らかに笑った客は、それから僕にメニュー表を渡してくれた。

            　正面でマスターは、携帯電話を弄っている。

            「可哀想だけど、日向は一夜限りの人間だから、望み薄いよ」

            「一夜限り？」

            「うん、そう。毎週特定の曜日だけ、ここで人を探して、連れて帰る。ここ以外でも探してたって事だろうけどね、君が居るって事は」

            「……」

            「何でも好きなVRゲームが、アップデートで休みの日らしいけど。ああでも、ここ一年くらいは来てなかったんだよ」

            「そうですか」

            「しかも連れ帰っても、滅多に最後までやらない。アイツ格好可愛いから、タチにもネコにも人気なんだけど、体の関係は好きな奴としか持たないんだって」

            「……」

            「で、何飲む？」

            「じゃあ……マンハッタン」

            　陳腐なカクテルだけど、僕はこれしか、よく分からない。

            　僕が告げると、すぐに隣の客人は、マスターに酒を注文してくれた。

            　

            　◆◇◆

            　

            　仕事終わりに携帯電話を開いた日廻は、眉を顰めていた。

            　そして気がつけば、タクシーを拾っていた。

            　――黒髪黒目の美青年がお店に探しに来てるわよ。

            　そんなマスターのメールだけならば、心当たりはいくつかあった。

            　――若葉君だって。お前が来ないんなら、俺が喰って良いか？

            　しかし顔なじみの常連からのメールに、息が詰まった。

            　朝霧若葉。

            　名前だけは、手に入れている個人情報だ。

            　愛しているのだと日廻は自覚していた。けれど、現実に戻った今、自分と黒麦では世界が違いすぎるからと、忘れようと決意していたその名だ。

            　乱暴に歩き、慌てて、店の扉を開ける。

            　するとカウンター席で、マスターを見たまま笑っている黒麦がそこにいた。

            　ゲーム上と何も変わらない、美しい笑みを浮かべた。

            　

            　◆◇◆

            　

            「へぇ、そんなことがあったんですか」

            　さすがに常連とマスターだけ会って、日廻に纏わる面白い話がいくつも聞けた。

            　だから僕は、思わず笑ってしまいながら、カクテルの味を楽しんでいた。

            「――なにがあったんだ？」

            「え、ああ、日廻――……日向さんの楽しい話を……って、え？」

            　つらつらと答えた後、驚いて僕は振り返った。

            　そこには引きつった笑みを浮かべている日廻が立っていた。

            　ぺったんこの胸を見て、何度か瞬く。

            「今日は、女装してないの？」

            「していた方が良かったか？」

            「どっちでもいいけど、日廻は日廻だし……え？　いつも、もっと遅い時間に来るんでしょう？」

            「お前がここにいると聞いたら、来るしかないだろう。こんな飢えた狼の巣窟に、一人で来るなんてどうかしてる！」

            「ご、ごめん」

            　僕は、至極いつも通りの日廻の姿に、少しだけ吃驚していた。

            　ギルマスをしていた時の日廻そのままだったからだ。

            　――会いに来て、迷惑だっただろうか？

            　そうかもしれなかったが、もう、会いたいという気持ちは止められなかったのだ。

            「帰るぞ」

            　しかし日廻は、そう言って僕の手を取った。

            「マスター、これで足りるか？」

            　一万円札を叩きつけるようにカウンターに置いた日廻に、マスターが笑みを浮かべる。

            「え、あの」

            「行くぞ」

            「だけど――」

            「ここにいたいのか？」

            　確かにこの店が楽しくないわけではなかったが、僕の目的は、日廻に会うことだったから――そのなんというか、店を出て解散するのが辛かったのだ。

            「話、したい……」

            「この店では駄目だ。それとも、誰かに口説かれて乗り気なのか？　だとしたら私は帰るのが道理だが、生憎そうするつもりはない」

            「そうじゃなくて、日廻と……その」

            　必死でそう言うと、日廻が掴む手の力が少しだけゆるまった。

            「私と話がしたいのであれば、それこそ場所を変えるぞ」

            　僕は頷いた。

            　そのまま二人で、日廻のマンションへと向かった。

            　高田馬場に住んでいる日廻の家まで、タクシーで向かった。

            　車内では、とりとめもない話をした。

            　そして今は、二人で緑色の横長のソファの、端と端に座っている。

            「――聞いても良いか？」

            　日廻に言われ、僕は小刻みに頷いた。

            「何故、私に会いに来たんだ？」

            　――忘れようとしていたのに。

            　そんな瞳で、糾弾するような日廻の顔。言いたいことが分かってしまうくらいには、仲良くなったという自負がある。

            「……迷惑だった？」

            　絞り出した声は、我ながら消え入りそうだった。

            「そんなわけがあるか」

            「――よく分からないんだ。ただ、日廻りに会いたくて仕方がなかった」

            「私は、こんな風にされたら、期待するぞ」

            「いいよ」

            「その言葉の意味を理解しているのか？」

            「日廻なら、いいよ」

            　だけど僕は意を決して送告げた。

            「僕、色々と最低最悪だった野分かってるけど、思い返してみると、日廻りのことが一番大切だったんだ。多分――好きなんだと思う」

            　僕がそう言うと、ウィスキーのロックを飲んでいた日廻が、グラスを置いた。

            　氷が高い音を立てて啼く。

            「そんなことを言われたら、今夜は返せなくなる」

            「冬眞くん――あ、月極には、その……泊まってくるかも知れないって、言ってきた」

            「すやすや寝かせてやるという意味ではないぞ」

            「分かってる」

            　僕は、もう後悔したくなかった。

            「僕はもう流されない。好きな物は、好きだって言う。自分に嘘をつくのは止める。本当に好きな人とだけしか、体の関係なんて持つつもりもない」

            「……」

            　無言になった日廻の視線が、本当はちょっとだけ怖かった。

            「勿論あくまでもこれは僕の気持ちで、ただ伝えたかっただけなんだ。日廻が一番大切だって。無理ならそれで良いんだ。ただ、ただ、自己満足だけど、告白して楽になりたかったんだ」

            「黒麦」

            　日廻が、小さく僕の名前を呼んだ。

            　そしてそのまま抱きしめられた。

            「私ももう我慢なんてしない。お前のことを愛してる、誰にも渡したくない。今日は会いに来てくれて嬉しかった。だけどな――……心臓に悪い場所に来るな！　どれだけ心配したと思って居るんだ！」

            「絵、だってあそこに日廻がよく来るってしか聞いてないし」

            「誰がそんなことを吹き込んだんだ？」

            「え、その……青兎が……」

            「後で、しめる」

            「え、え。だけど、会えたし」

            「そうだな。私もずっと会いたくて仕方がなかった」

            「本当？」

            　何気なく続けられたその言葉に僕は嬉しくなった。

            「あたりまえだ。もう、もう、誰にも渡さない」

            　そう言うと日廻が僕にキスしてくれた。

            　それが僕たちの、新しい始まりだった。

            　

            　

            


            　

        
        
            【番外】trust（頼×）

            　

            　

            　これは一つの未来の可能性だった。

            　

            　＊＊＊

            　

            　ファミレスで一人、ノートPCを広げ、僕は報告書を打っていた。

            　待ち合わせまで、あと一時間。

            　それまでに、これを終わらせて、二人で簡単に食事をしながら雑談しようという計画だ。

            　現実世界に戻って一年。

            　彗星が地球に衝突する事は無かったし、降大や月極も含めて【クラウンズ・ゲート】内での顔見知りと会うことは、ほとんど無くなっていた。勿論連絡を取らないわけではなくて、降大とは親友に戻ることが出来たし、月極は仕事の都合で母さん達の暮らす家へと一時的に引っ越しているだけだ。そもそも僕自身がそれ程誰かに、活動的に会いに行くわけではないので、この事態は別段珍しい結果というわけではないだろう。

            　――例外は、一人だけだ。

            「まだ終わらねぇのか？」

            　唐突に声をかけられて、僕は驚いて顔を上げた。

            　息を飲みながら、いつの間にか正面の席に座って、ニヤニヤ笑っている頼を見る。

            「終わってたら奇跡だよ――早かったね」

            　大体、報告書を書き始めたのは、十分前だ。その前の二十分間は、報告する出来事を観察していたのだから。

            　観察していた出来事は、今では上司となった頼のVRMMORPG内での活動だ。

            　僕は大学卒業後、内定が出ていた会社ではなく、頼の誘いでネット犯罪を監視するサイバー班の職員になったのである。

            「狐塚がやってくれた。後は任せる」

            「見てたよ。そうじゃなくて、さっきまでVRの中にいたのに、早かったなと思って」

            　【クラウンズ・ゲート】の一件から、VR接続後は、相応の体調管理が義務づけられている。医師の問診時間を考えると、いくら近所に施設があるとはいえ、ここまでくるのにあと三十分はかかるように思えた。

            「今日の派遣医師は、吹雪だからなァ。逃げてきた」

            　なるほど、と思いながら、僕は曖昧に笑った。

            　吹雪の診察は、診察という名のセクハラだ。

            　笑いながらも、キーボードを叩く。

            　これが終わらなければ、食事が出来ない。

            「先に食べてる？」

            「いや、一緒に食う」

            「別に良いのに」

            「食事を一緒にすると、親密さが増すって言うだろ、なァ？」

            　右手で頬杖をつき、薄い唇の端を持ち上げて、頼が笑った。

            　ほぼいつも、一緒に食べているというのに、何を言っているのだろうかと苦笑する。

            「――……笑ってるてめぇを見てると、ホッとするな」

            「え？」

            　なんだそれ、と思いながら、僕は報告書を仕上げた。

            　それから僕はグラタンを頼み、頼は若鶏のみぞれ煮を頼んだ。

            「僕も揚げ物にすれば良かった」

            　グラタンをスプーンで掬いながら、頼の頼んだ品の方に食欲をそそられて、思わず呟く。

            「美味いぞ、これ」

            　箸を動かしながら、頼が頷く。

            「まぁ俺様的には、グラタンもありだな――ほら、一口やるよ」

            　そう言うと頼が、僕の方へとチキンカツをひとかけら差し出した。

            「え、あ」

            　反射的に口を開けて、カツを食べる。

            「……」

            「……」

            「……っ」

            　噛みながら、無性に恥ずかしくなって、僕は俯いた。

            　頬が熱い。

            　頼がじっとこちらを見ているのが分かって、それがまた居心地が悪かった。

            「何照れてんだよ、あ？」

            「ち、違」

            「俺様には、あーんしてくれないのか？」

            「あーんって、ちょっと！」

            　切実に止めて欲しい。

            　テーブルを叩いて顔を上げると、頼が肩を揺らして喉で笑っていた。

            「本当、可愛いよな、てめぇ」

            　僕は片手で唇を覆い、視線を背けた。

            　――頼は、一々格好いいと思う。

            　最近はずっと一緒にいて、仕事が出来る姿を間近で見ているせいなのか、無性にそんなことを考えるのだ。そして一々、頼は、恥ずかしいことを言ったり、恥ずかしい仕草をしたりする。恥ずかしいというのは、可愛いだの、あーんだのという、そう言うモノだ。

            「で、俺様のグラタンは？」

            「え」

            「早く」

            　促された僕は、グラタンが載ったままのスプーンと頼の顔を交互に見る。

            「っ」

            　意を決して腕を伸ばすと、頼がグラタンを食べた。

            　なんだか無性に照れくさい。

            　周囲の視線が気になったが、見回す勇気が僕には無かった。

            「美味ぇ。ま、若葉の料理には負けるけどなァ」

            　僕はもう頼の顔をまともに見ることが出来なくなって、頬がほてるのを自覚したまま、グラタンに集中することに決めた。

            「間接キス」

            「っく」

            　しかしそんな僕を揶揄するように、頼が笑う。

            「そんなつもりじゃ――……」

            「俺様はそれ以外のつもりはないけどなァ」

            「……」

            「本物のキスの方が良いけどな」

            「！」

            「やっぱり好きだわ、若葉のこと」

            「な、な、な」

            「早く食わねぇと冷めるぞ」

            　それだけ言うと、頼が食事を再開した。

            　頼はいつも、唐突に僕のことを好きだという。

            　最初は冗談だと思っていた。ゲームの延長線上の、戯れの言葉なんだと。

            　だけど最近、その言葉を耳にすると僕は平常心ではいられなくなる。

            　ぎゅっと胸が痛みを覚えて、辛くなる。

            　好きだと言われることはあっても、キスすることもなければ、手を繋いだことすらない。

            　ここは現実世界なんだと自分に言い聞かせながら、それでも気がつくと、【クラウンズ・ゲート】の中で過ごした日々のことを回想している自分がいた。

            「起きてたのか」

            　シャワーを浴びて出てきた頼の言葉で我に返った。

            　明日の朝が早いから、今日は頼のマンションに泊めて貰うことになっていたのだ。

            　勿論だからと言って何があるわけでもない、それは分かっていた。

            　初めて泊まった時は勇気を出したものだが、何事もなく、ただ二人で眠っただけで、その後の数ヶ月で、この部屋に泊まることに僕は慣れた。自宅作業があるからと、マンション住まいを許可されている頼は、警察署から程近い場所に住んでいる。

            「まだ髪が濡れてるなァ」

            「……ごめん、乾かしてくる」

            ベッドが濡れてしまうと思い、僕は立ち上がろうとした。

            「そうしろ。じゃねぇと、俺様の鉄の自制心にも罅が入る」

            「は？」

            「色っぽいって事」

            「っ」

            　

            　僕は思わず硬直した。何か言おうと唇を動かすのに、何も言葉が出ては来ない。

            　頬が熱くなり、目が潤みそうになる。

            　多分僕は――……頼の事が好きなのだろう。

            　そうでなければ自分自身のこの反応の理由が、分からない。

            　気がつくと僕は、頼のことを考えているのだ。

            「……若葉。その顔は止めろ、誤解すんぞ」

            　僕へと歩み寄った頼に、頬へと手を添えられた。

            　その温度に、びくりと体が震える。

            「俺はお前が好きなんだ。だからいつだって、お前が俺に惚れればいいと思ってる」

            　真面目な調子で囁くように言われて、僕は思わずきつく目を伏せた。

            　もう苦しくて仕方が無くて、告白してしまいたくなった、何もかも。

            　そうしたら――もう、今のような関係には戻れないかも知れないのに。

            「僕も、好きだよ」

            「――本気か？」

            「うん……」

            　俯きながら目を開く。

            　すると正面から抱きしめられた。

            「あ」

            「今更冗談でしたと言われても、済ます気は無ぇ」

            「ら、頼」

            「好きだ」

            　真摯な声でそう言ってから、頼が僕の唇に、口を落とした。

            　温かい感触に、静かに目を伏せると、力強い腕が、僕の背中を抱き寄せた。

            「っ……ぁ……」

            　舌を絡め取られ、引きずり出される。

            　濃厚な口づけに、肩で息をしていると、ゆっくりと寝台に押し倒された。

            　今度は首筋を強く吸われ、右手で耳を撫でられる。

            「ん」

            「怖いか？」

            「……平気――頼、だから」

            「愛してる」

            「ァ、ンんぅ」

            　音を立てて唇が、首から離れた。それから僕の着ていたパジャマ代わりのTシャツを頼が脱がせた。そして胸の飾りへと口が降ってくる。

            　舌先で左胸の突起を転がされると、僕の背がしなった。

            「あッ」

            「敏感だなァ」

            「そんなこと無いッ……っ、ふぁ、ア！」

            　不意にボトムスの上から自身を撫でられ、僕はきつく目を伏せた。

            　頼は唇で胸を吸ったまま、下着の中へと器用に右手を差し込んできた。

            　掌全体で覆うように撫でられて、それからユルユルと握るようにして頼が手を動かした。

            「ぁ……ンっ」

            　そのまま下衣を下着ごと左手で脱がされて、僕はひんやりとした空気を肌で感じた。

            　気づけばあっけなく全裸になっている事実に、なんだかどうしようもない羞恥を覚えた。

            　別にこんな事は何でもないことのはずだと思うのに、恥ずかしくなって、両手で顔を覆う。

            「ううっ、ぁ、あ」

            　しかし声が漏れるのを止められない。

            　頼の指先が、僕の自身の先端を刺激していく。

            　ジワジワと熱が募ってきて、腰の力が抜けた。

            「ら、頼、あ、やだ、出る……ッ」

            「一回イくか？」

            「一回って、ちょっと待って、そんなに何回もは無理だ」

            「じゃあちょっと、我慢だなァ」

            　頼はそう言って笑うと、指を二本口に含んだ。

            「無理をさせたいわけじゃねぇから」

            　目を細めて笑い、頼がもう一方の手で、僕の髪を撫でてくれた。

            　それから指先で、後孔へと触れた。

            「うっ、ぁ」

            「きつい、力抜けるか？」

            「う、うん……くッ……あ、ふぁ」

            　ゆっくりと湿った指が入ってくるのが分かった。

            　二本の指先が、少しだけ中へと入り、そのまま動きを止める。

            「痛くないか？」

            「大丈夫」

            「言ったな」

            「あ、ヤ、やだッ――っ、んぅッ」

            　中で弧を描くように、二本の指先が入り口間際で動き始める。

            「はッ、ぁッ……ゥ……は……」

            　緩慢な動作で暫く指が、緊張を解すように蠢いた。

            「若葉」

            　その時頼が、僕の名を呼んでから、耳に舌を差し込んできた。

            「ひッ」

            　瞬間、体の力がカクンと抜ける。

            　すると同時に、指が中へと更に深く進んだ。

            「ぁ、あ」

            「相変わらず耳が弱いんだなァ」

            「んッ、ぁ、ア」

            　小刻みに指を震わせながら、頼が優しく笑った。

            「怖かったら、俺に掴まってろ」

            「ンあ――ッ、あ、あ、ぅあ、ヤだ止め――！」

            　その時、指先を曲げられ、一点を刺激された。

            　体中に悦楽が走り、目の奥がチカチカしてくる。

            　僕は言われたとおりに、頼の首に腕を伸ばしていた。

            「止めるか？」

            「や、ぁ……うッ、ぁ、や、止めない……で」

            　正直言えば、少しだけ怖かったが、頼の側にもっとずっと一緒にいたかった。

            「分かった」

            「ぁ、あン……ッ、ぁ、はぁッ」

            　次第に違和感や、そもそもあまり無かった痛みは消えていき、刺激されている内部を中心に、もどかしいような感覚が集まり始める。

            「ひゃっ――ンぅ、ぁあ……！」

            　その時、頼にもう一方の手で、男根を撫で上げられ、体中の熱ともどかしさが、快楽と直結した。

            「ぅ、ああッ」

            　体が震える。快楽を確かに感じて、生理的な涙が浮かんできて、意識に霞がかかる。

            「ふ、ッ、ぁ、頼ッ」

            「入れるぞ」

            「うん、ぁ、はぁ」

            　僕が大きく吐息した瞬間、頼の楔が中へと入ってきた。

            「ぅあ――！　ひ、ぁ、い、ッ」

            　圧倒的な質量と痛みを覚えて、それが残っている快楽とせめぎ合い、涙がボロボロとこぼれた。

            「少しだけ我慢しろ」

            「ん……ぅ……」

            　頼が僕の唇に口づけながら、ゆっくりと腰を進める。

            「ここまで入れば、後は大丈夫だろ」

            「は、っ、ぅッぁ……ふ」

            「ゆっくり息しろ、な？　怖くないから」

            「う、うん――ァあ！」

            　そのままグイッと中まで進められ、僕は酸素が喉で凍り付いたような気がした。

            「入った。やばい、思いの外嬉しいな」

            「ッ、ン」

            「動くぞ」

            「ぁ、んぅ……ふッ、ぁああッ！　っ、フ」

            　揺らすようにゆっくりと腰を動かされ、僕は思わず声を上げた。

            「あ、ああ！　や、あ、はぁ……っ、ひ」

            　それから、角度を変え抽送されて、気づけば最も感じる場所を、硬度を増した頼の陰茎で突き上げられていた。

            「んァ、あ、ん、んぅッ」

            　いつの間にか痛みは感じなくなっていて、頭を真っ白にする気持ちいいという感覚だけが、僕の中に生じていた。それは、頼のことが好きだという想いと、頼が僕のことを好きだと言ってくれた事実からもたらされた喜びと解け合って、全身を熱くしていく。

            「ァ、あっ、ぅ、あぁッ……ら、頼、僕……ッ！　あ！　あ！」

            　何度も突かれ、僕は気づくと、先端から先走りの液を零していた。

            「んぅッ、ゃ、あ、も、もうッ」

            「イきそうか？」

            「う、ん」

            「俺も――我ながら、余裕無かった――……悪いな」

            「え？　あ、あああああッ！」

            　急に激しく突かれて、僕は目を見開いた。

            　水音が響き、僕は一際大きく腰をつけられた瞬間、達してしまった。

            　中が熱く感じて、頼もイったのだろうと思ったところで、僕はそのまま微睡みに飲まれた。

            　シーツの中で目を覚ますと、すぐ隣に頼の顔があった。

            　夢ではなかったのだなと、僕はまず安堵した。

            　それから、じっと僕を見ている頼の視線に、気恥ずかしくなる。

            「……起きてたの？」

            「ああ。お前が泊まってく日は、大体俺様は起きてる」

            「え、どうして？」

            「誰にも邪魔されずに、お前の寝顔を見ていられる貴重な機会だからなァ。大抵若葉が早番の時は、俺様は遅番だしな」

            「ずるいよ」

            「なにが？」

            「僕だって、頼の寝顔が見たい」

            「これからは、何時だって見せてやるよ」

            　そう言われて髪を撫でられて、僕は思わず苦笑した。

            「当然だろ？　俺様とてめぇは、今日から、恋人同士なんだからな」

            　それは、新たなる幸せな日々の始まりだった。

            　

            　

            


            　

        
        
            【番外】風邪をひきました！（吹雪×／＋粋龍）

            　

            　

            　これは一つの未来の可能性だった。

            　

            　＊＊＊

            　

            　今や、生身のアイドルよりも、電脳アイドルの方が好かれる時代だ。

            　そんな時代の寵児の一人を産み出した降大は、今日も今日とて、調教――もとい、音源の稽古をしていた。

            「あぁ、もう、うぜぇ。さっさと唄え」

            　ぶつくさと呟きながら、降大は調律する。

            　それをジッと見守っているのは、四つ上の先輩で、現在医学部に在学中の息吹風真だった。

            　吹雪、なんて名前で、色々なゲームを渡り歩いている。

            　ゲームが得意な彼に近づいた降大と、電脳アイドルファンである吹雪は、利害が一致していたから、それなりに仲が良かった。

            「そう苛めるものではありません」

            「いじめてねぇ。こいつが動かないのが悪い」

            「だけど見た目は随一だ。私は、貴方が造り出すアイドルにいつも心を奪われる」

            　気持ち悪いなぁと降大は思った。

            「貴方の美的センスと私の好みは、近似している。いつか貴方の好きになった相手に、惚れないと良いのですが」

            　吹雪のそんな言葉は、いつか現実となる。

            　

            　◆◇◆

            　

            　――喉が痛い。お腹も痛い。頭も痛い。ぐらぐらする。

            「三十九度だ。病院行った方が良いぞ」

            　冬眞の声で我に返った若葉は、暖かい季節だというのにコートを羽織り、財布を持った。そして、家の近所の大学病院へと向かった。回されたのは、総合内科である。順番を待つのも辛くて、黒いソファの上に横たわってしまった。

            『朝霧さん、朝霧若葉さん、第二診察室へお入り下さい』

            　響いてきたアナウンスに、重い体を引きずって、若葉は診察室へと向かった。

            「え」

            　そして目を見開いた。そこには、白衣を纏った見慣れた顔があったからだ。

            　市販の解熱剤のおかげで、大分熱が下がっていた若葉は、だから熱よりも目の前にある吹雪の姿に瞠目している時間の方が長かった。

            「息吹と言います。まぁ、吹雪で構いませんけどね」

            「……お医者さんだったんだ……」

            「そうなりますね」

            「……」

            　均整の取れた体に、黒いインナー、そして白衣がよく似合っている。

            　長めの髪を、ピンで留めているようだった。

            「今日は、どうされました？」

            「え、ええと、熱があって、咳が出て、喉が痛くて、その……」

            「万病に共通する症状ですね。徹底的に調べないとなりません。寝台に上がって下さい」

            「嫌、ただの風邪だと思います」

            「だとしても、風邪を侮ってはいけません」

            　真剣な瞳の吹雪を見て、それもそうかと、若葉は頷いた。

            　促されるままに、固い寝台へと上がる。

            「服を上げて下さい」

            　指示通り上半身の服を、鎖骨の辺りまで上げた。

            「――綺麗な色をしていますね、現実でも」

            「？」

            　首を傾げた若葉の、胸の飾りへと、吹雪が指を伸ばした。そして軽くはじく。

            「っ」

            「少し胸の音、聞きますね」

            　偶然触れたのだろうと時神を納得させ、若葉は目を伏せる。

            　聴診器が、胸の音をはかる。

            　その冷たい感触に、ピクリと背が震えてしまった。ただの診察なのに、そんな反応をしてしまう自分自身に、若葉は羞恥を覚えていた。

            「次はお腹の音を聞きます。少しベルトなどを緩めますよ」

            「は、い……」

            　本来ならば、自分で緩めるはずのものだったが、まだふわふわとした意識の若葉は、その言葉に対し、そう言うものかと思い、特に疑問を抱かなかった。

            　ボトムスが太股の下までおろされ、外気に触れた肌が少し寒い。

            　露見した下着を一瞥して、吹雪が微笑む。

            「無防備ですね」

            「え？」

            「なんでもありません。そうだ、尿検査もしましょうか」

            「なんで――」

            「念のためです」

            　脇腹から、大腿骨の骨までを撫でながら、吹雪が笑う。

            　両足の付け根を撫でられ、黒麦は息を飲んだ。診察なのだから仕方がないはずなのに、その指先に、確かに快楽を煽られる。

            「カテーテルを指しましょう」

            　通常ならば看護師が居るはずだったが、吹雪が人払いしたために、その場には二人きりだった。それがおかしいことだと、若葉は気がつかない。

            「んっ！」

            　その時、右手で、下着の上から陰茎を掴まれ声を上げる。

            「ぁ、あ」

            「なんです？　ただの診察ですよ」

            　笑み混じりにそう告げながら、吹雪が浸り手で、若葉の乳首を摘む。

            「！」

            　――おかしい。

            　――これはおかしい。

            　そう思うのに、緩慢に自身を揉まれ、乳首を羽を擽るように弄られて、若葉の腰が跳ねた。

            「っ、ぁ、あ……や、やめ」

            　必死に抵抗しようと、両手を、吹雪ののしかかってくる胸板に当てる。

            　だが、思いの外力強くて、どうにもならない。

            　だからきつく双眸を伏せ、首を振る。

            「や、やだ、やめ、吹雪！」

            「そうはいきません。きちんと診察しませんと」

            「診察ねぇ？」

            　その時、ガラガラと扉が開き、降大が入ってきた。

            　笑顔が、限りなく引きつり、こめかみには青筋が立っている。

            「おや、なんです？」

            「さっさと若葉を話せ、この変態」

            「こ、降大っ」

            　もどかしさと体の熱に、若葉が涙を浮かべる。

            「邪魔をしないで下さい。第一診察室には部外者は入っては行けないのですよ」

            「俺は、部外者じゃない。若葉の保護者だ」

            「……っ、保護者って……もういい、保護者でも良い。たすけて」

            「ああ。若葉、大丈夫だ」

            「――退屈ですね」

            　吹雪は吐き捨てるように送告げてから、溜息をついて、しっかりと立ち上がった。

            「診断は恋の病です」

            「ボコられてぇのか？」

            「怖いことを言わないで下さい、可愛い冗談ですよ。ええと、風邪ですね」

            「見れば分かる」

            「抗生物質と解毒剤と胃薬を出しておきますので。何なら、私が口うつしで飲ませて差し上げますが」

            「いらん」

            　降大と吹雪のやりとりを、トロンとした瞳で黒麦は見ていた。

            　このようにして、ある日の若葉の受難は去ったのだった。

            　

            　

            


            　

        
        
            【番外】君のいる世界（紫紺×）

            　

            　

            　

            　これは一つの未来の可能性だった。

            　

            　＊＊＊

            　

            　――始めは、ただの『仕事』だった。

            　誰も気がつかないようなフィールドにバグを見つけた紫紺は、嘆息しながら、ディスプレイの前で、煙草を加えた。VR接続機器を別のモニターに繋ぎ、仮想現実の視覚こそ体感していたが、指はマウスでもコントローラーでもなく、キーボードを叩いていた。

            　いまだかつて一人も発見していないダンジョンだから、不具合があってもそれ程問題ではない。けれど、見つけたのに見逃すことに、紫紺は堪えられなかった。

            「ん」

            　その修正作業中、転送アイコンが明滅した。

            　見れば一人の魔術師が、そこへと現れた。

            　――ソロだ。魔術師なのに。

            　それが、紫紺が黒麦を意識した初めてのことだった。

            　寝台に寝転がりながら、プカプカと煙を吐く。

            　仮想現実にいた一年と少しの間は、禁煙が出来ていたはずだというのに、帰還してすぐに紫紺は再び煙草を吸うようになった。中毒性があるのだと思う――だけどそれは、黒麦の体ほどではない。

            　横たわりシーツの海に潜り、目を伏せている黒麦を紫紺は一瞥した。

            　――いつか、本命が居ると伝えた。

            　だからこそ、現実世界へと戻り、体が疼くからと言って黒麦が自分に声をかけてきたのだと紫紺は理解していた。それは嘘じゃない。俗に言うなら、セフレ。それが今の、二人の関係だった。なのに何故なのだろう――こうして日々体を重ねれば重ねていく内に、誰よりも黒麦が愛しくなり、溺れていくのは。

            「紫紺――……？　起きてたの？」

            「ああ」

            　短く答えて、無意識に黒麦の髪を撫でる。

            　そんな自分自身に、紫紺は表情こそ笑みを取り繕っていたものの、間違いなく狼狽えていた。 

            　――ただ、ログアウトするために、共謀したに過ぎないはずなのに。

            　――ただ、それだけの関係であるはずなのに。

            　それ以上を明らかに望んでいる自分の気持ちに、苦しくなる。

            「そろそろ帰った方が良いんじゃない？　じゃないと、本命に怪しまれるよ」

            　他意のない朗らかな笑みで、黒麦が言った。

            　それがどうしようもなく辛く思えて、紫紺は俯いた。

            　気づけば煙草のフィルターを噛んでいて、湿って重くなったそれは、折れそうになっていた。

            「お前こそ、心配されてるだろう？」

            　月極と一緒に暮らしていることも、すぐ側に粋龍が居ることも識っている。

            　そんな事実に紫紺が嫉妬するようになったのは、一体何時のことだったのだろう。

            「いいんだよ。僕のことは気にしないで」

            「気にすらさせてくれないのか？」

            「気にしたいの？」

            「勘弁。俺は面倒ごとは嫌だわ」

            　そんなやりとりをしてから、再び紫紺は深々と煙草を吸い込んだ。

            　胸の痛みは、だけど煙草の煙がもたらすものじゃない。

            　紫紺はそれを良く理解していた。

            「――ねぇ」

            「ん？」

            「最近の紫紺つまらなそう。いつも黙ってる」

            　黒麦が苦笑するように、そう言った。

            「僕じゃ満足できない？」

            「そんなわけないだろう。何言ってんだよ」

            「じゃあなんで、後悔してるみたいな顔してるの？」

            　黒麦が、冗談交じりに言った。

            　だけどその言葉は、本音だった。

            　いつか訪れるのだろう終わりに、黒麦は怯えていた。切り出し方が分からなくて、体の関係だけでもと思い築いた関係の不安定さに、黒麦は怯えていたのだ。近い未来に、さよならと、伝えなければならないのだろうと考えていた。紫紺に本命が居ると聞いていたからだ。それでも、側にいたいと確かに思っていて、その気持ちを抑えられなかったのだ。

            「そりゃ、後悔してるからだろう」

            　勢いで黒麦と、現実においても関係を持ってしまったことを、紫紺は悔やんでも悔やみきれない。どうしてもっと大切にしてやれなかった？　これまでの俺は何をしてきた？　そんな思いだ。

            　けれどその感情の動きを、黒麦は知らない。

            「そっか」

            　穢れた自分じゃ、日の下を歩く紫紺の迷惑にしかならないだろう。そんな心境だった。

            　いつも週末に、義務のようにホテルで落ち合う二人。

            　だが互いに、それ以外の関わり方を、見つけられないで居たのだ。

            　不完全な二人だ。

            「お前は、後悔してないのか？」

            　紫紺が問うと、思案するように、黒麦が天井を見上げる。

            「――してる」

            「……そうか」

            「だって、さ。紫紺が両思いになるの、邪魔してるって事だろ、僕が」

            「は？」

            「本命、居るんでしょう？」

            「……」

            「僕ちょっと、紫紺の幸せな未来が来るの、恨めしく思ってるかも知れない」

            「なんで？」

            「そこに僕が居ないから」

            　苦笑するように、黒麦が吹き出した。その瞬間、こらえきれなくなって、紫紺が黒麦の体を抱きしめた。

            「紫紺？」

            　力強いその腕の感触に、泣きそうになる。

            　その温もりが、どうしようもなく好きだったのだ、黒麦は。

            「――お前さ、俺がお前のこと好きだっていったら、どうする？」

            「え？」

            　黒麦の口からは、奇妙なほど明るい声が漏れた。

            「俺が、お前のこと愛してるって言ったらどうする？」

            「紫紺……」

            「そんなこと言ったら、どうせ、お前居なくなるんだろう？」

            「……」

            「それは嫌なんだ。だけどな、もう無理だ。抑えられない」

            　紫紺は、急き立てられるように言葉を続けた。

            「俺はお前のことを愛してる」

            　何度も瞬きをして、その言葉が、夢ではないのか黒麦は確認した。

            「っ、嘘だ」

            「嘘じゃない」

            「本当？」

            「ああ」

            　紫紺が顎を、黒麦の肩にのせ、簡潔に呟いた。

            　その瞬間、気づけば、涙が溢れてくる。

            　叶わないとばかり思っていた、ずっと欲しかった言葉が、降ってきた。黒麦は、震える。

            「……だけど」

            「……」

            「僕も紫紺のこと好きだっていったら、紫紺は居なくなっちゃうんでしょう？」

            「！」

            　その言葉に、紫紺は目を見開いた。

            　紫紺と黒麦は、根底で、よく似た思考回路の持ち主だった。

            　互いにお互いを求めているのに、その気持ちを露見させることで、相手が逃げていく恐怖。だから割り切った関係でしか、相手を求められなかった現実。そんな弱さを、互いに持っていたのだ。

            「……いなくなるわけないだろう」

            　だけどその壁を最初に破ったのは紫紺だった。

            　最早自分の矜持など、自衛のための言の葉の数々など、かなぐり捨てる心境だった。

            「お前の側から居なくなったり絶対にしない」

            「紫紺」

            「それだけ、お前のことを愛してる」

            「っ」

            　その言葉に辛くなって、黒麦は、ボロボロと涙をこぼした。

            　それからゆっくりと、そして深く深く、二人は口づけた。

            　そうして、新しい二人の関係は始まったのだった。

            　

            　

            


            　

        
        
            【番外】自重して下さい赤鐘さん！（赤鐘×）

            　

            　

            　これは一つの未来の可能性だった。

            　

            　＊＊＊

            　

            　高層ビルの上のカフェというものに、僕は母の店以外で始めてやってきた。

            　数多のビルが、遥に下に見えて、まるで空の中にいるようだ。

            　遠くには海が見える。

            　駅の上、五十七階に位置するこのビルは、珈琲一杯の値段が二千円、マロングラッセ一粒千円という、なんとも僕の普段の生活からは考えられない、高級なお店だった。もし今日僕が普段着出来ていたら、恐らくは入れなかった気がする。というかカフェの外の椅子には、みなりの良い人々やカップルが並んでいるというのに、一番良い席まで待つことなく通された僕は、それだけでもう、言葉を失った。本当、買って貰った服を着てきて良かった。

            「似合ってる」

            　隣でショートケーキにフォークを刺しながら、赤鐘が笑った。

            　今日は赤鐘に、お茶に誘われたのである。

            　前回は、買い物に誘われたのだ。

            　どうしても着て欲しい、と言われて、試着していったら、片っ端から赤鐘がカードで買っていった。畏れ多すぎて自分で出すとは言ってみたものの、一着十万円以上の服を百着以上購入済みだったから、僕に払えるはずもなかった。

            　赤鐘の金銭感覚はおかしい。

            　僕は1000円の栗をジッと眺めながら、体を強ばらせた。

            「ここはね、ファーストフレッシュの紅茶が美味しいんだよ」

            「そうなんだ」

            「まぁ俺としては、黒麦が淹れてくれた紅茶の方が好きだけどね」

            「ハハハ」

            　空笑いしか出てこない。

            　色素の薄い茶色い髪に、同色の瞳をしている、もう赤くはない赤鐘の姿を一瞥する。

            「それでね、今日呼んだのはさ」

            「うん」

            　僕は紅茶のカップを静かに手にとる。

            「紫紺×鴉の事で……！」

            「ぶ」

            　僕は紅茶を吹き出しそうになった。

            　そうなのだ。

            　プロミネンス社――……以外にも多数の株を保有している資産家であり、若くして事業家でもある彼は、しかしながら現実でも、まごう事なき腐男子だったのだ。

            　おおっぴらにその話が出来るという事で、僕は現実世界へと帰還してから、赤鐘が休みの日は大体、こうして呼び出されては耳を傾けることとなっている。

            「俺、思うんだけど、絶対紫紺って、鴉のことが好きだよ！」

            「ああ、そう……」

            「それでね、鴉もまんざらじゃないと思うんだ」

            「へぇ……」

            　僕は視線を、窓の外へと向けた。鳥が随分と下を飛んでいく。

            　――まぁ、赤鐘が楽しそうだから、良いのかも知れない。

            　僕は笑っている赤鐘を見ると、大変気が休まるのだ。

            　それは【クラウンズ・ゲート】の世界でも、こちらでも、変わらない事実だ。

            　何というか穏やかで、ひなたぼっこでもしているような気分になる。

            「……――というわけなんだよ！」

            　まずい、全く聞いていなかった！

            「そっかぁ！」

            「うん、でね――……」

            　しかし赤鐘は楽しそうに話続けている。

            　僕はそれを見て、思った。

            　赤鐘にとって、男同士の恋愛というモノは、やはり空想上のモノなのだろうと。今になって思えば、やはり【クラウンズ・ゲート】の世界は、現実ではないのだ。だからあの世界における僕と赤鐘の関係も、今ではリセットされているに違いない。元々赤鐘はノーマルだと言っていたのだし、僕があの時誘わなければ、決して体の関係を持つことは、ゲームの中であっても無かったはずだ。

            　――それが、少しだけ寂しい。

            　そう思う僕は、勝手なのだろう。

            　だけど僕は多分、赤鐘がいてくれた事で、精神的な安定を保つことが出来たのだと思う。もしあの時赤鐘が側にいてくれなかったら、僕はきっとギルドを脱退していただろうなと、度々考える。間違いなく、赤鐘は僕を支えてくれたのだと思うのだ。

            「……黒麦」

            「っ、え？」

            「ごめん、話すぎた。退屈だよね？」

            「え、いや、そんなことないよ」

            「ううん、本当にごめん。黒麦といると、ついつい楽しくてさ、喋っちゃうんだよね、俺」

            「僕も楽しいよ」

            「本当？　それなら良かった。あ、紅茶、冷めちゃうよ。新しいのもらう？」

            　そう言って苦笑した赤鐘を見て、僕は唾液を嚥下した。

            「――有難う」

            「同じお茶で良い？」

            「そうじゃなくて」

            「ん？」

            「お茶は、大丈夫だから……そうじゃなくて」

            　僕はずっと伝えようと思っていたお礼を告げることにした。

            「一緒にいてくれて、有難う」

            　必死でそう告げると、赤鐘が虚を突かれたような顔をした。

            「それは俺の方こそ……どうしたの、急に」

            「ずっと伝えたかったんだ。僕が僕でいられたのは多分、赤鐘のおかげだって」

            「それは――今？　それとも向こうで？」

            「両方」

            「もう会ってくれないから、最後にお礼を、って事？」

            「え？」

            　意外な言葉に首を傾げると、赤鐘が、いつもとは違い、笑みを消して僕を見ていた。

            「俺が誘うのは、迷惑？」

            「違うよ、そんなこと無い」

            「良かった」

            　僕がそう言うと、赤鐘が破顔した。

            「急に言われたから、不安になっちゃった。それにお礼なんていらないんだよ、俺が好きで一緒にいるんだから。一緒にいたいんだから、これからもずっと」

            「赤鐘……」

            「俺がこっちでも、黒麦のことをね、黒麦って呼ぶのはさ。何時までも向こうの世界で一緒にいたときのことを忘れられないからなんだ。黒麦にとって、俺は、あくまでもゲーム内の付き合いの、赤鐘だって、分かってる」

            　どういう意味だろうかと考えていると、赤鐘が苦笑した。

            「どうすれば俺と君は、現実でも親しくなれるんだろう、って考えても考えてもうまいことが思いつかなかったからさ、だからずるいかも知れないけど、親しいゲーム内での名前を持ちだしてる。そうしたら、少しは現実でも、俺のことを特別だと思ってくれるんじゃないかなんて期待してる」

            「赤鐘は、僕にとってはこっちでも大切な――」

            「友達？」

            「……」

            「いつか言わなきゃならないことだと分かってて、それでこんな事を言ったら、それこそ二度と会ってくれないかも知れないって思うけど――俺は、友達としてじゃなくて、もうずっと前から、恋愛対象として、君のことが好きだよ」

            　赤鐘はそう言うと、穏やかに笑った。

            　僕は彼の、この優しい表情を見ると、どうしようもなく、心が乱される。

            　いつもは安心して一緒にいられると思うのに、この瞳を見ていると、鼓動が嫌と言うほど耳に障るのだ。

            　多分この感覚は、友情がもたらすものじゃない。胸が苦しくて仕方がない。

            「困らせちゃったかな。答えなくても良いんだよ」

            「ううん。僕……その……」

            　しかし気持ちの伝え方が分からない。

            　両手でカップを握り、水面を見つめる。

            「……僕も……」

            「うん？」

            　穏やかな表情のまま、赤鐘が頷いて、僕の言葉を待ってくれる。いつでも、赤鐘は僕に時間をくれる。やっぱり大人なんだよなぁなんて思って、更に苦しくなった。しかも、何もかもが、僕と赤鐘じゃ釣り合わない気がする。赤鐘はこれから、きっと誰かと幸せな家庭を築いて、子孫を残すことを家族に熱望されていると思うのだ。

            「……」

            　そう考えると、言葉が詰まった。

            　僕も赤鐘みたいに大金持ちだったら、何も考えなくて良かったのだろうか。

            「君がどう思ってるのか、教えてよ。余計なこと、何も考えずに。いつまでも、まつからさ」

            　赤鐘はそう言って目を伏せ笑うと、カップを傾ける。

            　僕がどう思っているのか、改めてそう問われると、もう、明確に自覚できた。

            　多分、口に出来るタイミングは今しかないような気がして、カップを置いてから、両手の指を組む。

            「好きだよ」

            　赤鐘が目を開いて、瞬きをするようにこちらを見た。

            「赤鐘と、同じ意味で、多分」

            「――本当？」

            「……」

            　頬がカッと熱くなって、僕は俯いた。

            　恥ずかしくて仕方がない。

            　現実世界で僕は、誰かに告白した事なんて無いのだ。

            「本気なら、今夜ここのホテルの部屋、とるけど」

            「っ」

            「俺が言っているのは、そう言う意味だよ。ちゃんと分かってる？　大丈夫？」

            「そ、それは……その……」

            　声が震えてしまった。自分でも、今真っ赤になっているだろうなと分かる。

            「……」

            　想像するなと言うのが無理だった。【クラウンズ・ゲート】内でのことを思い出し、更に恥ずかしくなって、思わず片手で口を覆う。

            「冗談だよ」

            「へ？」

            　赤鐘の笑み混じりの越えに、思わず僕は顔を上げた。

            　僕のことを好きだというのは、冗談だったのか。

            　そう考えると気が抜けて、別の意味で恥ずかしくなった。

            「あ、好きだって言うのは本当だけど、俺はね、両思いだって分かったその日に、手を出すほど飢えてるわけじゃない。まぁ、実際君と一緒だったら、結構余裕は吹き飛ぶし、そんなに真っ赤になられると、期待に答えなきゃなって思うけど」

            「や、違っ、そ、その」

            　慌てて頭を振りながら、両思い、という言葉に、頭が真っ白になった。

            「違うの？　俺の恋人になってくれるんじゃないの？」

            「それは、うん……僕で、良ければ……」

            　おずおずと頷いてから、恐る恐る赤鐘の顔を見る。

            「若葉君て呼んでも良い？」

            「う、うん」

            「じゃあ、俺のことも名前で呼んでくれる？」

            「うん」

            「みんなに俺とのこと報告してくれる？」

            「っ」

            「それとも――二人だけの秘密にする？　俺としては触れ回りたい気分だけど、若葉君が秘密にしたいんなら、それでも良いよ」

            　赤鐘――もとい、明璃さんの言葉に、僕はどうしたらいいのか分からなくなる。別に隠したいわけではない。だが、彼の将来を考えるなら、隠した方が良いような気もする。きっといつかは別れることになるような気がするからだ。

            「まぁすぐに結論を出す必要はないけどね――そうだこれ、良かったら」

            　明璃さんは、そう言うと、テーブルの上に小箱を置いた。

            　黒いベルベット張りの小箱だった。

            「毎回告白して成功したら渡そうと思ってたんだけど。言えないまま今日になったんだ。やっと渡せてホッとしてる」

            「これは？」

            「空けてみて」

            　言われるがままに手を伸ばし、蓋を開けてみる。

            「！」

            　するとそこには、ルビィが煌めく指輪がはまっていた。

            　日の光に透けて、宝石がキラキラと光る。

            　だが決して自己主張が強すぎるわけではなく、控えめに指輪を彩っていた。

            「これ」

            「恋人の証。良かったら、いつもはめてて」

            「無、無理、こ、こんな高そうな物」

            　無くしたり傷つけたりしてしまいそうで怖い。

            「俺とお揃いは嫌？」

            「いやじゃないけど、けど……っ……」

            「じゃあはめさせて」

            　明璃さんは、そう言うと僕の左手を取って、薬指に指輪をはめた。

            　ひんやりとしたその温度に、だけど僕は、照れくさくなって体中が熱くなった気がした。

            　ぴったりのサイズに、一体いつの間に僕の指のサイズを知ったのだろうかと困惑する。

            「やっぱり、よく似合う。俺にも似合うと良いんだけどなぁ」

            　彼はそう言ってから、首から提げていた細い銀色の鎖を外した。

            　その先には、同じデザインの指輪があった。

            「似合うかな？」

            　指輪をはめて、明璃さんが小首を傾げた。その笑顔に、何度も小刻みに頷く。やっぱり僕は、コミュ障だ。

            「良かった――さぁ、食べよう。前に行きたがっていた水族館、６時から貸し切りに出来たから、食べ終わって出たら丁度良い頃だよ」

            「か、貸し切り……」

            「俺と二人っきりは嫌？」

            「嫌じゃないけど……」

            「ラッコ×イルカとかどうかな？」

            　台無しだろ！

            　と、僕は思った。

            　やっぱり彼は、赤鐘だ！

            　それでも僕は、そんな彼が、好きなのだ。

            　

            　

            　

            


            　

        
        
            【番外】夏祭り（狐塚×）

            　

            　

            　これは一つの未来の可能性だった。

            　

            　＊＊＊

            　

            　ログアウトしてから、僕らの未来は白紙に戻った。

            　それまで閉じこめられていた、誰かの手により作られた仮想現実から抜け出して、目にするもの全てがどんなにリアリティを伴っていようとも所詮はまやかしの作り物に過ぎなかった場所から戻ってきて――そして、現実感を喪失した。

            　僕には、【クラウンズ・ゲート】の世界と、今の地球は日本、僕の視界に広がる街のあせた風景の差異が分からないのだ。あそこで過ごした日々の中で、僕は何かが欠落してしまったのかも知れない。

            　こちらに戻ってきてから全員と会い、例えば月極――冬眞くんとは普通の義兄弟に戻ったし、粋龍だった降大とも親友……少なくとも友達には戻れたのだと思う。

            　誰と体を重ねることもなくなったこの現実で、僕は単調な毎日を送っていた。

            　――それは、良いことのはずだった。

            　けれど僕は、瞬きをする度に思い出してしまうのだ。

            　もう会えなくなってしまった――狐塚のことを。

            　よくよく考えてみれば、僕を大切にしてくれたのは狐塚で、そして僕だって共にいて安心できたのは、彼だけだったのに。やけになっていたあの世界で僕は、酷い形で狐塚の心を踏みにじったのだと思う。そんな後悔がわき上がっては、消えていく。

            　駅前から程近い公園のベンチに座り、僕は遊具で遊ぶ子供達を眺めていた。

            　ログアウトしてから、月極と二人でいる時に、一度だけ狐塚に会った。

            　だけど、僕には声をかけることが上手くできなかったし、連絡先を聞くなんて事は尚更出来なかった。

            　――あの世界で狐塚は僕のことを好きだと言ってくれたけれど、とうに幻滅していることだろう。

            　僕の自業自得だ。よく聞く言葉だが、本当に大切なモノというのは、掌を滑り落ちて行ってから、自覚することが出来るのだろう。僕の足は影が地に縫いつけられたようになり、記憶の世界に囚われる。側で笑っていてくれた狐塚に、会いたくて仕方がなかった。都合のいい話だけれど。所詮は快楽に溺れて誰も選ばなかった、愚かな僕なのに。

            　狐塚を選ぶという決断が出来なかった僕なのに。

            「なんでそんなに悲しい顔してるん？」

            　その時、唐突に声がかかった。

            　思わず目を見開く。

            　間違えるはずのない、ずっと聴きたかった声だった――背中合わせに向かいにあるベンチに、誰かが座った気配がした。視線だけを動かすと、ベンチの背、ようするに僕側の椅子まで回した手に、その人物は、狐面を持っていた。

            「最近、黒麦が公園でぼーっとしてるって聞いてたから、会えたらいいなぁなんて思ってきてみたんやけど」

            　一体誰がそんなことを言ったのだろう。

            　僕はここにいることを、誰かに話た覚えはない。

            　だけど――……少しでも、会いたいと思ってくれたのだろうかと思うと涙が浮かんできた。

            「今は、若葉君やんね？　って、おい、なんで泣くん？　美人に泣き顔は似合わんよ？」

            「狐塚……っ」

            「俺のせい？　なぁんて……自意識過剰やんね、俺」

            「そんなこと無いよ、狐塚のせいだよ」

            「それはそれで困るんやけど」

            　焦るような狐塚の声が響いてきて、彼が振り返ったのが分かった。

            　だけど僕は顔を上げることが出来なくて、ただ俯く。

            「俺がストーカーみたいに現れたから気持ち悪かったとかそう言うこと？」

            「違うよ」

            「じゃあ、なんやろ……あーあ、折角会えたのに、泣かせてしもうた。まさか俺に会いたくて会いたくて仕方がなかったから感涙したっちゅうわけやないもんね？」

            「っ、そうだよ……」

            「――……そりゃ、嬉しいけど……おい、黒麦？　や、のうて、若葉君？」

            「会いたかった」

            「……ほんまに？」

            「うん」

            「――っ」

            　涙混じりに僕が頷くと、吹き出すようにして狐塚が笑った。

            「なんや、そんなら、もっと早く会いに来れば良かった。俺だってこう見えて臆病やからねぇ――俺は、黒麦に会いたくて会いたくて仕方がなかったんよ。けど、もうあの世界の事なんて思い出したくもないと思ってるんじゃないかって思うとねぇ、怖くて会いに来られんかったんよ。俺、いっぱい酷い、最低なことしてしもうたし」

            「僕こそ……」

            「黒麦が気にすることは無いんよ。あそこは、あんなログアウトできないなんて言う現状は、おかしすぎた。みんな歪んで当然や。むしろ黒麦は真っ直ぐで、綺麗やったよ」

            「全然僕、綺麗なんかじゃ……っ……」

            「綺麗やった。今も綺麗やけど。俺が保証する」

            「狐塚……狐塚って、どうしてそんなに僕に優しいの」

            　どうして彼は、いつも僕が欲しい言葉をくれるのだろう？

            「惚れた弱みやんね。今でも俺には、黒麦は特別で、黒麦しかいないんよ。心の中にね」

            「なんで？」

            「一緒にいて黒麦ほど心が安まる相手はおらんかった。ま、その分、ログアウト不可になってからは、散々、恋って苦しいもんだったんやなって自覚させられたけどな。恋に明け暮れる日々が来るなんて、考えても見なかった。けどな、後悔してへんよ。俺は、黒麦のことを好きになって良かったと思うてるよ。現在進行形で」

            「……僕」

            　僕は、今言えなければ、もう二度と伝えることは出来ないのだろうと覚悟していた。

            狐塚は優しいからこのように言ってくれるのかも知れないが、それが本心だとは限らない。

            「狐塚のことが好きなんだ」

            　思ったよりも声が震えてしまい、小さい声音になってしまった。

            　けれど伝えることが出来たから、それで良いと僕は思った。

            　これはあくまでも、僕の自己満足だ。

            「帰るね」

            　僕はそう言って、ベンチから立ち上がった。告白するとすっきりするんだなと言う事を、　人生で初めて識った気がした。

            「――待ちや」

            　しかし、気づくと手首を掴まれていた。

            　ベンチをいつの間にか乗り越えていたようで、隣に狐塚が立っていた。

            「それ、本当？」

            「……っ、ごめん」

            　狐塚の顔が見れないまま、僕は俯いた。

            「何で謝るん？」

            「迷惑だろ」

            「迷惑なわけ無いやろ――……むしろ、本気にするよ、俺」

            　強く腕を引かれ、そのまま背後から抱きしめられた。

            　温かい狐塚の温もりが伝わってくる。

            　それが、とても悲しくて、辛かった。

            　きっとこの場だけの温もりで、それが狐塚の優しさだと思ったからだ。

            「折角諦めようと頑張ってたのに、なんていうか――……やっぱ、そんなん無理やわ。俺はやっぱり、黒麦のことが好きだ」

            「狐塚……無理しなくても……」

            「無理なんかしてへん。両思いって思って良いんよね？」

            「……っ……」

            「もう、今度こそ誰にも渡さへんよ。黒麦、それでもいい？」

            「狐塚……」

            「ていうか、嫌や言うても、もう、そんなん言われたら、無理や。黒麦、俺だけのモノになってや――好きなんよ、どうしようもないくらい」

            　狐塚の腕の力が強くなった。

            　僕はその温もりが嬉しくて仕方が無くて、何度も頷きながら、ただ泣いた。

            　その日から、僕は狐塚と付き合うことになった。

            　それからすぐに夏が来た。

            「若葉くん、知っとった？　イチゴもメロンもレモンも全部、かき氷のシロップって、フレーバーと着色が違うだけで、同じ味だって」

            　狐塚と二人、浴衣を着て、僕は夏祭りへとやってきた。

            　少々遠方だったが、大きな祭りだ。

            　僕はあまり、雑誌に載るような大きな夏祭りに出かけたことがなかったので、人の熱気と活気に、息を飲んでいた。

            　狐塚は、最近僕を『若葉くん』と呼ぶ。

            　ちなみに狐塚の名前は、狐塚俊助だと知ったけど、狐塚は本名が狐塚だったから、僕は狐塚と呼んでいる。普段の狐塚は、【クラウンズ・ゲート】内とは違って、ファッション誌に載る流行を先取りしそうなお洒落さんだったが、今日は久しぶりに見る和服姿だ。髪の色や瞳の色は、ゲーム内とは少しだけ違うけど、やはり今日の服装の方がなじみがある。二人でそろってお面を買ったのは、祭りに来てすぐのことだった。二人で頭部につけているのだが、元々狐塚が持っていたお面よりは、随分と可愛らしい。

            「知らなかったよ。そうなの？」

            「らしいよ――あ、大阪焼きや。あれって大阪には無いらしいんよ」

            　狐塚が楽しそうに話ている。

            　その横顔を見るのが、僕は好きだった。

            　現実に戻っても、狐塚の猫っ毛は変わらなくて、相変わらず髪の毛はふわふわだ。

            　遠方に出向いていることもあって、誰も知り合いはいない。

            　祭りが終わりに近づくと、花火が上がった。

            「綺麗やね」

            「そうだね」

            「俺は、綺麗なものに惹かれるんかもしれへん。例えば、若葉君とか。手が届きそうにないくらい、綺麗でキラキラしてるから」

            「なにそれ」

            「今は、手に入ってて幸せだって事やんね。そう思ってていいんよね？」

            「――僕は綺麗じゃないけど、僕は狐塚のものだよ。狐塚だって、僕のものでしょ？」

            「そうやね。俺は、若葉君の。それで合ってるよ」

            　祭りが終わりに近づくのが寂しくて、僕は俯く。けれど、狐塚の照れくさそうな笑顔が見られただけでも幸せだった。僕にその権利があるのか、ずっと不安だったけれど。今、ただ隣に狐塚がいてくれると言うことだけで幸せだ。

            「ん――まずい」

            　その時、狐塚が腕時計へと視線を落とした。

            「どうかしたの？」

            「終電が無くなってしもうた」

            「僕の家に泊まる？」

            「月極君もおるんやろ？　てか多分、頼あたりが遊びに行ってそうやし、無理。いきなり押しかけるなんて、迷惑や。若葉君が良いって言っても、俺的に無いんよ」

            「あの二人、なんだかんだで仲が良いもんね」

            　僕は首を捻って考える。

            「じゃあ、居酒屋かファミレスでオールする？　漫喫の方が良い？　付き合うよ」

            　僕の言葉に、狐塚が顔を上げた。

            　正面から、のぞき込まれる。真剣な瞳だった。

            「俺、若葉君と二人でいたい」

            「うん」

            「いや？」

            「いやじゃないけど？」

            　どういう意味だろうかと首を傾げると、苦笑混じりに狐塚が溜息をついた。

            　視線が、僕から逸れた。

            「俺なりに結構我慢したつもりなんやけど」

            「え？」

            「――ホテル、いかへん？」

            「っ」

            「嫌なら、何もせぇへん。ただ、一緒に眠るだけでも良い」

            「あ」

            　僕は羞恥に駆られて、赤面してしまった。

            　それは、つまり――多分、そう言うことなのだろう。

            「若葉君が嫌がることはしない、誓う」

            「狐塚……」

            　赤面したまま僕は言葉を探し、結局見つからなかったので、ただ静かに一度だけ頷いた。

            嫌だとかそんな感情よりも、ただただ気恥ずかしさが勝っていたのだった。

            　狐塚の後について歩くと、駅前から一本はずれた通りのラブホ街へと入った。

            　あまりこういう淫靡な場所を歩いたことがなかった僕は、キャバクラへのキャッチをしている黒服の人々や、ホテルの看板を見る度に、一々動揺しそうになって、それを押し殺した。別に慣れていると言うこともないのだろうが、狐塚は人波を縫うように、僕の手を引いて進んでいく。――手を繋いでいるのが、これまた少し、恥ずかしい。

            　二人で入ったホテルの外観は煉瓦造りで、半地下の受付で、タッチパネルから部屋を選ぶ仕様だった。

            　ごく普通のビジネスホテルのような部屋へと、それから僕らは向かった。

            「ゲーム機が置いてある。懐かしいやんね」

            　VRが主流になる以前のゲーム機のハードが、備え付けのモニターの下に置いてあった。

            主流になる以前よりも、もっと古い物だ。

            「ゲームでもする？」

            　狐塚の言葉に、ガチガチに緊張していた僕は、顔を上げた。

            「う、うん」

            「じゃあ、格ゲーしよ。勝った方が先に、風呂やんね」

            　コントローラーを握って狐塚が笑った。

            　なんだか意識していた自分がばからしくなって、僕は頷いた。

            　――さすがというか何というか、狐塚はゲームが上手かった。

            　祭りの射的でもあらかたの景品を落としていた狐塚だ。売り上げ妨害になるからと冗談めかして笑って、景品を貰わず帰ってきた狐塚は、普通のゲームにも強かった。

            　あっさりと負けてしまった僕だって、それなりに自信があったというのに……。

            　シャワーを浴びに行った狐塚を見送ってから、僕は一人PLAY用の画面で、攻撃技の連打の練習をした。なんだかあんなにもあっさり負けてしまったのが悔しい。

            「――若葉君？」

            「え、あ？」

            　熱中しすぎていて、気づくと風呂上がりの狐塚に、クスクスと笑われていた。

            「結構負けず嫌いやんね」

            「だ、だってさ……」

            「いくらでも勝負しちゃるから、ちゃっちゃっと風呂、入ってきなよ」

            　苦笑しながら促されたので、僕もシャワーを浴びることにした。

            　狐塚が浴槽にお湯をためておいてくれたらしかったから、ゆっくりとお湯に体を沈めた。

            　十分温まってから、髪と体を洗う。

            　それから体を拭いてバスローブに着替えてから、備え付けの歯ブラシで、歯を磨いた。

            　なんだかこうしていると、普通のビジネスホテルに泊まっている感覚だった。

            　部屋へと戻ると、狐塚がリモコンを弄っていた。

            　モニターの画面がめまぐるしく変わっている。

            　眺めていると、唐突にAVが映り始めた。

            「……何見てるの」

            「いや、回してたら映ってもうたんよ。変える変える――それとも、若葉君興味ある？」

            「は？」

            　バスタオルで髪を拭きながら、僕は寝台へと歩み寄った。

            　狐塚が寝そべっている足下に座りながら、嘆息する。

            「興味があるのは、狐塚だろ」

            「無いよ」

            「嘘」

            「本当。だって俺、若葉君にしか興味ないもん」

            　何でもないことのようにそんな風に言われたものだから、僕は言葉を失った。

            「なんでこんなに好きになってしもうたんやろね」

            「狐塚……」

            「キスしたら、怒る？」

            「っ……」

            「そんな真っ赤な顔されたら、OKやって思ってしまうんやけど。嫌なら言うてや」

            　狐塚はそう言うと、僕の両肩に、それぞれの掌をのせた。

            　おずおずと顔を上げると、そこには、それまでとは違う真剣な顔をした狐塚の顔があった。

            「俺、若葉君のこと、どろっどろに甘やかしたいって思うてるのは本当なんやけど、結構自己中で嘘つきなんよ。ここまで来て、何もしないで、一緒に寝るなんて、無理」

            「狐塚――」

            「だけど俺らの出会い方は普通じゃなかったし、いっぱい黒麦が嫌な思いしたってのも分かってるつもりやから。だから、聞くんよ。嫌やなら、無理なら、今きっぱり言ってくれ。いつか大丈夫になるにしろならんにしろ、どうでもええから。俺は、黒麦のこと大切にしたいんや。黒麦――俺にとっては黒麦やし、今では若葉君のこと。ただし今回が限界や。今回だけなら、俺は我慢する。後々は保証できんけど」

            「……」

            「俺は、若葉君のことが、好きなんよ。それも――付き合ってるんよね？　今、俺ら。ただ抱きしめて眠るだけでも幸せなのは本気やけど……けどね、俺は今、若葉のこと、俺だけのものにしたいんよ」

            　初めて呼び捨てにされた、そんなことを考えていたら、強く抱きしめられた。

            　狐塚の腕の温もりに、何を言って良いのか分からなくなる。

            「狐塚……僕」

            「うん」

            「狐塚にそんな風に大切にして貰う価値なんて無いよ。だって、【クラウンズ・ゲート】で――」

            「あっちは、あくまで、あっちや。今はどうなん？」

            「え？」

            「戻ってきてから、俺以外にも誰かいるん？」

            「そんなのいるわけないだろ」

            「十分や。今、現実で、紛れもないこの現実で、俺のことだけ見ててくれるんやろ？」

            　どこか焦るように、淡々と口早に狐塚が、僕の耳元で囁いた。

            「――僕は、狐塚のことが好きだよ」

            　そう告げると、狐塚の腕が緩んだ。肩に手を置かれ、まじまじと顔をのぞき込まれる。

            「公園で会ったとき以来やんね、そう言ってもらうの。正直嬉しい。ただ、俺の方が絶対にお前のこと好きだ。負ける気がせぇへん」

            　狐塚はそう言うと、僕の肩を押した。シーツの上に頭をぶつけた僕は、身を乗り出した狐塚をただ眺める。押し倒されていた。

            「して、いい？」

            「あ……」

            「いいやんね？」

            　拒否する理由が僕には無かった。僕は、確かに狐塚のことが好きだったから。

            　もし本当に狐塚がそれを望むのであれば、それで良いと思っていた。

            　僕が頷くと、狐塚の唇が降ってきた。

            　入り込んできた舌に、上の歯列の後ろをなぞられ、ゾクゾクと異質な感覚が這い上がってくる。ゲーム世界では体感したこともあったかも知れない行為なのに、何もかもが初めてのように思えた。

            「っ、は……」

            「俺、結構いっぱいいっぱいやから、余裕無くて、優しくできないかもしれん」

            　僕の胸の飾りを右手で撫でながら、狐塚は左手をバスローブの奥、下着の中へと滑り込ませてきた。

            「うっ」

            　親指で先端を弄られ、人差し指の側面で、カリ首を刺激するように擦られる。

            「あ……っ、あ……」

            　繊細な指使いに、体が震える。

            　狐塚の与える刺激に、僕のそれは、次第に自己主張を開始した。

            　ゆっくりと立ち上がった僕の陰茎を、狐塚が一瞥する。

            「綺麗やんね」

            「な……！」

            　そのまま狐塚に口へと含まれて、僕は目を伏せた。

            　唇に力を込めた狐塚が、ゆっくりと先端から深くまで、口を上下させる。

            「狐塚、待って」

            　だが僕の声など聴く気がない様子で、狐塚が口を動かす。

            　舌先で側部を嬲られ、ジワジワと快楽が体にしみこんでくる。

            「こ、狐塚……っ、ひゃ……ぁ」

            　陰茎を吸われ、体が震えた。

            　狐塚の髪に手を伸ばして、顔をどけようとしたのだけれど、どうにも動かない。

            　ただ狐塚の髪の毛をかき回すだけの結果になった。

            　狐塚は左手で僕の片足の太股を持ち上げると、前を咥えたまま、もう一方の手の指先で後孔を撫でる。

            「っ、ぁ」

            　僕がその感覚に震えると、漸く狐塚が口を離した。

            「誰ともしてへんの？」

            「当たり前だろ」

            「じゃ、今度こそ、初めては俺やんね」

            　苦笑するようにそう言った狐塚は、ベッドサイドから、プラスティックのボトルを引き寄せた。紫色のボトルで、何だろうかと首を傾げる。

            「ちょっと、冷たいかも」

            　液体をダラダラとボトルから指先に取りながら、狐塚が言う。

            「なにそれ」

            「風呂入ってる間に、鞄から出しといた――っていったら、計画的犯行やんね……けど、無かったら辛いんやないかと思う。痛くするよりは、計画的犯罪者扱いされた方が良いんよ、俺的に」

            「え、どういう――ン」

            　尋ねようとしたところ、ぬるぬるとした冷たい粘液がまとわりついた、狐塚の指が、中へと入ってきた。驚くほどすんなりと入ってきたものだから、僕は目を見開いた。

            「あ、あ……っ」

            「痛くない？」

            　ゆっくりと（多分）人差し指を差し込んできた狐塚が、僕に問う。

            「う、うん……けどっ、ぁ……あ」

            　ぬるぬるとした感触が、どうしようもなく異質に思えて、僕は体を揺らした。

            　冷たかったローションは、次第に体の熱と同化し、温かくなっていく。

            「うッ――……は、ぁ……や、何……狐塚ぁ……！」

            「うん？」

            　ぐちょぐちょと水音が響き始め、狐塚が指の抜き差しを始める。

            「ア！」

            　それが的確に――というのもおかしいが、ゲーム内で、僕がおかしくなってしまうと感じた中の箇所を、刺激した。捏ねられるように弄られ、声がこらえきれない。

            「あ、あ、あ！　ン、ん――……ふぁ……」

            「ここ、やっぱり好きなん？」

            「え、あ……」

            「体内の前立腺の場所までスキャンしてたんかな、【クラウンズ・ゲート】って」

            「っ」

            「卑猥なゲームやんね」

            　狐塚はそう告げると、一気に、二本指を追加した。

            「あ、ああ――っ！」

            　三本の指が、僕の内部で蠢く。

            「さすがにちょっときついやんね。辛い？　ごめんね」

            「狐塚……っ僕、ゲームの中でのこと……リセットできるのかな？」

            「ん？」

            「僕、嫌だ。嫌だよもう、狐塚にしか触られたくない」

            　気づくとそう口走っていた。

            　僕がそう言うと、虚を突かれるような顔を狐塚がした。その後、微笑んだ。

            「――そりゃ、初めてやったら嬉しいとは思うけどさ、別に、そんなの気にしなくていいんよ。俺は、黒麦が黒麦だから……若葉君だから、好きなんよ。なんも気にすることはあらへん。仮に若葉君が男娼だったら、身請けするほど好きやんね。絶対金に物言わせて、買うてる。側にいてくれたら、それだけで良い。ま、それはちょっと言い過ぎか。こうやって、触りたいと思ってるし。ただね、一番欲しいんは、心なんよ。俺は、愛してるから。それさえ手に入るんなら、何だって良い」

            「狐塚っ、僕、狐塚のことが好きだよッ」

            「うん。俺も。本当に、好きで好きでしゃあないんよ」

            「ン、あ、アア――！」

            　狐塚の体が、僕の内部へといきなり押し入ってきた。

            「もう俺余裕無いわ」

            「あ、あ、ああっ」

            「いくら綺麗事言ったって、誰にも渡したくないって、ちゃんと思ってる。けどな、格好いいふりしてたかったんよ。嫉妬に駆られてるところなんて、見せたくなかった。でも、それでも、黒麦が――若葉が、側にいてくれるんなら、それで、今は満足できる」

            「あ、ン――！」

            　深く腰を進められ、僕は腰を撓らせた。

            「好きや」

            「っ、あ、僕もう、ヤ、あ、イ、イっちゃう――ッ、んぁああああ」

            「出してええよ。ただごめん。今夜、寝かせてやれる自信消えたわ」

            　深く突き上げられて、僕は達した。

            「――っ、ん、ぁ、む、無理ッ」

            　しかし狐塚の動きは止まらない。

            「もう、我慢できへんよ」

            　狐塚って多分、絶倫てやつなんだろうな。

            　そんなことを思いながらうっすらと目を開くと、ベッドに腰掛けて、狐塚が冷蔵庫から取り出したらしきミネラルウォーターを飲んでいた。

            「――起きた？」

            「……おはよ」

            　声が掠れていて、おはようの『う』まで、出てこなかった。

            「体、辛くない？」

            「……よくわかんないけど、でも」

            　狐塚と二人で迎えられた朝だったから、僕は、なんだか嬉しかった。

            「起きたら、全部夢で、ここには狐塚がいなかったらどうしようかと思ってたから、そうじゃなくて本当に良かった」

            「なんやねん、それ」

            「僕こそ、狐塚に側にいて貰いたいんだ」

            　呟いてみたら、なんだか思った以上に照れくさかった。

            「どこにもいかへんよ――約束する」

            「本当？」

            「うん。どこへでも、若葉の――黒麦のいる所に着いていくから」

            　そう言った狐塚に髪を撫でられたら、僕は不思議なほど穏やかな気分になって、気がつくと笑っていた。

            「やっぱり笑ってた方が、可愛ええ」

            　このようにして、僕は狐塚と、少しずつ少しずつ、仲良くなっていった。

            　それはまるで、初恋で、そして、それが実った、初々しいカップルのようだったはずだ。

            　――狐塚が側にいてくれるのであれば、今見ている何もかもが全て幻想でも良いんじゃないかとすら、僕は思う。

            　随分と遠回りをして遅くなってしまったが、僕はやっと、本当に大切な人を見つけたのだった。

            　

            


            　

        
        
            【番外】テーマパーク！（総愛されEND）

            　

            　

            　これは、あるいは一つの未来の形だった。

            　

            　＊＊＊

            　

            　僕らが現実世界へと戻ってきて、約一年半が経過した。

            　世界は滅ばなかったし、僕らは『友達』としての日々を送っている。僕と降大は、特に何事もなく再び『親友』として大学を卒業し、お互いに社会人となった。冬眞くんと僕は相変わらず二人で暮らしている。時に狐塚や青兎が遊びに来たり、頼が泊まりに来たり、日廻と紫紺の仕事終わりに遊びに出かけたり、赤鐘の家に招いて貰ったり、吹雪と食事に行ったりしながら、毎日を過ごしてきた。

            　――世界の滅亡、それは、【クラウンズ・ゲート】というあの世界が、僕らの中で真に崩壊するという意味合いだったのではないかと、僕は思っている。

            　あの仮想現実が無くとも、僕たちは、僕たちで居られるのだ、もう。

            　そんなこんなで、全員が今日は予定を開けた。

            　赤鐘が、とあるテーマパークを貸しきりにしてくれたのである。

            　ちょっと赤鐘は思いの外規格外の富裕層だったのには、びっくりだ。

            　僕たちのためだけに、従業員の皆様が居てくれるというのは、本当に申し訳がない。

            　新宿から高速バスで――とおもいきや、バスも赤鐘が貸し切ってくれた。

            　今でも僕たちは、僕たちだけで過ごす時は、HN（ネット上での名前）で呼び合っている。

            「何乗る？」

            　赤鐘の言葉に、粋龍がジェットコースターを見上げた。

            「絶叫系は止めよう」

            「なんで？　お前もしかして乗れないの？」

            　紫紺が言うと、粋龍が苦笑した。

            「俺と黒麦をのせると、後悔することになるぞ」

            「え、乗りたいんだけど」

            　僕が言うと粋龍が嘆息した。

            「二度と降りてこないか、絶叫巡りになるだろ」

            　その言葉に吹雪が溜息をついた。

            「では、『一度だけ』と制限をつけましょう」

            「絶叫巡り、良いじゃん」

            　訳が分からないという顔で月極が首を傾げる。

            「悪くないな」

            　日廻が言うと、青兎が首を振った。

            「僕乗らない、怖いよ」

            「じゃあ俺と青兎は待ってようか」

            　赤鐘がそう言うと、場を仕切るように、頼が手を叩いた。パンというその音に皆が視線を向ける。

            「乗る奴、挙手」

            「「「「「「はい」」」」」」

            　手を挙げたのは、僕・粋龍・月極・狐塚・日廻・吹雪だった。

            「俺はいいや。なんか飲み物買ってくる」

            「俺様も行くわ」

            「頼は絶叫系乗れへんもんなぁ」

            「黙っとけよ狐塚ァ」

            「僕たちはベンチに座ってよう。暑いし」

            　そう言った青兎がベンチに座ると、隣に赤鐘が座った。

            　頼と紫紺を見送りながら、僕たちは手を振り、人気のないアトラクションへと向かう。

            　まだ朝だ。

            　早起きはちょっとだけ辛かったけど、楽しいから良いと思う。

            　こうして僕ら六人は、ジェットコースターに乗ることになった。

            　風を切る感覚が楽しすぎた。

            「もう一回乗るか」

            　降りてすぐいい笑顔で粋龍が言った。

            「俺、無理。舐めてた」

            　月極が、ベンチに両腕を預けて座り込む。

            「私も遠慮する」

            　日廻が青い顔をしていた。

            「では、診察してあげましょう。勿論全裸になって貰います」

            「黙ってろ吹雪」

            　紫紺が声を挟みながら、月極と日廻に飲み物を差し出す。

            「てか、次のアトラクションに行かへん？　ここは、制覇やんね。次は、ドドンパ的な」

            　狐塚の声に、粋龍が口角を持ち上げた。

            「たまにはお前も話分かるな。俺の一番好きなアトラクションだ」

            「まじか。やっぱ止める？」

            　粋龍師匠と気が合うなんて、と言いながら狐塚が肩を竦めた。

            「次は僕の好きなのにしようよっ、僕だって黒麦と行きたい！」

            　そこへ青兎がそんな声を上げた。

            「青兎はどのアトラクションが良いの？」

            「諤々迷宮一択だよ！」

            「お化け屋敷やんね？」

            　狐塚が言うと、吹雪が後退った。

            「行きたくないです！」

            　意外なことに吹雪は、怖い系が駄目らしかった。

            「怠いから俺様もパス」

            　頼が呆れたような顔でベンチに座る。

            「そんなこと言って、本当は怖いんだろ」

            　月極がそう言って笑うと、頼が顔を引きつらせて笑った。

            「あのなぁ、んなわけがねぇだろ」

            「俺は怖いからパス」

            　紫紺が朗らかにそう言った。全く怯えている気配はない。

            「じゃあ俺は行くよ」

            　赤鐘が立ち上がった。その隣で、日廻が嗚咽をこらえている。いわずもがなで、ぐったりしている日廻は少し休むべきだ。

            「俺、お化けとかそう言う非科学的なの信じられないし、残るわ。全然楽しくない」

            　月極がそう言うと、紫紺が立ち上がった。

            「じゃ、俺が行く。黒麦と俺と粋龍と青兎？」

            「ちょ、なんで俺の事はぶくん」

            「あ、狐塚も来るの？」

            「ちょっと紫紺兄さん、俺に恨みでもあんの？」

            「寧ろ恨みしかないけどな」

            「なんでやし」

            　と言うことで、今度は四人で行くことになった。

            　棺桶に入っていると、お化けに驚かされた（そして紫紺がむち打ちっぽくなってしまったのだった）。

            　その後僕らは順調にアトラクションを消化していった。

            　こんな時間がどうしようもなく楽しかった。

            　――僕はいつか、まだ【クラウンズ・ゲート】の世界にいた頃に、みんなが死んでしまう夢を見たことがある。あの時に感じた恐怖も悲愴も、今となっては何処にも無かった。

            「どうしたん、黒麦」

            　グルグルと渦巻きを描いた食べ物を眺めていると、狐塚が不意に僕の手を取った。

            俗に言う恋人つなぎという者をされて、僕は顔を向ける。

            「なんか、寂しい顔しとるよ。楽しくない？」

            　狐塚の声に、思わず首を振る。

            「ううん。逆だよ。楽しすぎて――夢何じゃないかと思って怖いんだ」

            「夢なんかじゃねぇよ」

            　その時後ろから、粋龍に抱きしめられた。

            「っ」

            「これが現実だ。だから、楽しめ。お前のそんな顔、誰も見たくない」

            「粋龍……」

            　降大のことをHNで呼ぶのが、とても久しぶりなことに思えた。

            　その時、狐塚とは逆の左隣から、頼に無理矢理腕を引かれた。

            「セクハラしてんじゃねぇよ」

            　頼に抱きしめられ、僕は思わず苦笑した。

            「頼こそセクハラ！」

            　すると正面から、青兎に抱きつかれる。

            　――ああ、なんて幸せな日々なんだろう。

            　それを享受する幸福が、果たして僕に許されて居るんだろうか。

            　そんないたたまれない気持ちが浮かんでは消えていく。

            　それから僕は、日廻と赤鐘と共に観覧車に乗った。

            「懐かしいな、こんな風にみんなで過ごすのは」

            　日廻の声に、窓の外を見おろしながら、僕は頷いた。

            「本当、夢みたいだ」

            「夢なんかじゃないよ、黒麦」

            　赤鐘はそう言うと、静かに笑った。

            「俺達はさ、確かに劣悪な環境下で、紆余曲折しながら、やっとあの仮想現実を抜け出したんだと思う。だけど僕はみんなで居たことを――……黒麦と一緒にいられたことを、後悔してない」

            「私も同じ意見だ」

            　そんな二人の声に、振り返る。

            　それは、多分僕も一緒だったから。

            「有難う。大好きだよ、本当に」

            　思わずそう言うと、日廻と赤鐘が、どちらとも無く息を飲んだ。

            　思い返せばこの二人と共に、僕は初めてギルドに入ったんだ。

            　それがどれだけ幸せなことだったのか。

            「――俺も、黒麦のこと大好きだよ」

            「抜け駆けするな赤鐘。言わずもがなで、私だって黒麦のことを大切だと思ってる」

            「ちょっと観覧車から降りて、俺と黒麦を二人きりにしようか、日廻。俺達はもう一蹴するから」

            「黙れ、降りるのはお前だ」

            　なんだか二人の間に火花が散った気がするが、僕は気にしないことにした。

            　そうこうしているうちに、観覧車は地上へと降りた。

            「それにしてもあっという間でしたね」

            　吹雪の声に、僕は我に返った。

            　今は、他のアトラクションに乗っているみんなを、吹雪と紫紺と共に待っているところである。

            「それは、『ここ』がか？　それとも【クラウンズ・ゲート】が、か？」

            　紫紺の言葉に、アイスコーヒーを飲みながら、吹雪が苦笑する。

            「両方です」

            「確かに黒麦と一緒にいられなくなったのは辛いな」

            「同感です」

            「だけどログアウトできて良かったよね？」

            　僕が言うと、二人が顔を見合わせた。

            「お前と一緒にいられるんだからな、それは当然だ。だけど、もし二度と会えなかったんだったら、色々考えたぞ」

            　紫紺の言葉に、深々と吹雪が頷く。

            「その通りです。貴方は、特別ですよ」

            　二人の声に気恥ずかしくなって、僕は思わず笑った。

            　そう思ってもらえる価値があるのは分からなかったが、言われて悪い気はしない。

            「僕も、二人と一緒にいられて本当に嬉しいんだ」

            「……あんまりそう言う事言うなよ？　襲っちゃうからな」

            「全く持って同感です」

            「なにそれ」

            　ハハハと僕が笑った時、皆が帰ってきた。

            　このようにして、僕らの新しい日々は過ぎていく。

            　僕に舞い降りた新しい恋模様の日々に関しては、また新しいお話だ。

            　

            　

            


            　

        
    

    
        　――　番外集Ⅱ　――　King of Muder Case　――

        　

        　

        　

        
            【前編】――King of Muder Case

            　

            　

            　不満だらけで、砂を掴んでは、放り投げ。

            　今日までここで生きてきた僕は、転換を迫られた。

            　僕を除け者にして遊んでいる奴らがいると思うと、酷く不愉快で、ただそれだけが身を焦がした。

            　――嗚呼、会いたい。

            　あの綺麗な生き物に会ったならば、少しだけ気分が良くなるかも知れない。

            　あの顔を苦痛で歪める事が出来たならば。

            　

            　◆◇◆

            　

            「なんだ、本当にデスゲームじゃないのか」

            　ポツリと呟きながら、うっすらと消えていくPlayerの姿を見据えた。

            　紅い目を細め、黒い短髪を右手でかき混ぜながら、彼は左手に持っている短剣の刀身を一瞥する。

            　名前は【ジェフリー】――闇ギルド【マーダーケース】の創設者であり、ギルドマスターだ。

            「つまんねぇ」

            　ジェフリーは、すぐ隣でそう呟いた、副マスである【灰汁亞】へと振り返る。

            　もう一人の副マスである【シオン】は幸か不幸か、ログアウトしていた。

            　【マーダーケース】の関係者で、ログアウト不可になったのは、三百名前後である。

            　一応正式なギルドとして、登録可能にしてある人数５０名中４８名がログインしていて、残りは自称だ。

            　自称で参加できるのが、【マーダーケース】という闇ギルドだった。

            　サブアカでなかった限りは、【シオン】は、この世界にはいない。【ユダ】も、だ。【ワトソン】はいる。

            　灰汁亞は、灰色の髪を揺らしながら、チョコレート色の瞳を退屈そうに半眼にしていた。

            　その薄黒い肌を眺めてから、ジェフリーは、短剣をアイテム欄へと収納した。

            　二人とも、本来は鉄槌使であるから、短剣はメイン装備ではない。

            　そもそも短剣は、初期装備の一つであるから、どの職業でも簡単に装備することが出来るのである。

            　とはいえ、朱色の布が柄を覆うジェフリーの短剣は、特注品で良く切れる。

            　PK実験をしていた二人は、この結果に不満足だった。

            「出かけてくる」

            「……」

            　何処へ行くのか、そんな瞳で、けれど何も口に出さずにジェフリーが灰汁亞を見る。

            「チッ……犯れんのか試してくるんだよ」

            　灰汁亞が、視線に舌打ちしながらも、答えた。

            「殺れなかっただろう、今」

            「痛ぶり方は色々あるだろ、ああ？　ストイックすぎんのは考えもんだぞ、ジェフ」

            　嫌らしい笑みを口元に浮かべながら、灰汁亞が後頭部で手を組んだ。

            「……」

            　その言葉で察しが付いたジェフリーは、つまらないなと思いながら、頷いた。

            　ジェフリーを歓喜させるのは、静脈血と動脈血の二つだけだった。

            　ヘモグロビンの紅に魅入られてやまない。

            　色白の皮膚を切り裂き、その奥の脂肪を割き、そうして中の肉まで刃物を進める喜び――現実世界では決して味わうことの出来ない、人殺しの快楽。

            　それが例え擬似的にであっても体感できる【クラウンズ・ゲート】というこのゲームが、ジェフリーは好きだった。

            　彼とて、実際の現実においては、殺人が触法行為であることくらいは知っていたし、法を犯したり、犯したことを周囲に露見するような愚行はしない。

            　けれど性的な悦楽を実感できるのは、紛れもなく血を見た時であり、苦しみ泣き叫ぶ誰かを見た時だけなのだ。

            　あるいは絶命し、体温が冷たくなっていても、その体躯が血の色に染まっていたのであれば、快楽を感じることが出来るのかも知れない。

            　――こんな事を言えば、基本的に、皆が遠ざかる。

            　――近寄ってくるのは、血に好奇心を抱くような、中高生ばかりだ。

            　自傷他傷を問わず、何かを傷つけてみたくなる、残酷な子供時代の終わりに位置する少年少女ばかりだ。

            　彼らのことを純粋だとジェフリーは思う。

            　蛾を踏みつぶし、体液をまき散らすことに、飽きてしまった彼ら彼女ら。

            　だが、成人してもなお、自分と嗜好が合う人間の数は少ない。

            　――嗚呼、まだ寧ろ、物言わぬ死体の方が、生者よりも優しいのかも知れない。

            　あるいはデスゲームの世界が訪れたならば、自分と同じ嗜好の者が見つかるのではないかと、ジェフリーは考えていた。

            　別に一人が寂しいわけでは無かった。

            　独りで無かったことが、ジェフリーには無いのだから。

            　他者との関わり、外界との関わり、それはいつも彼にとって曖昧模糊な半透明の粘着質の壁を一枚隔てた向こう側の出来事なのだ。

            　それがログアウトできなくなった日に、ジェフリーが考えていた下らない戯れ言だ。

            　殺してみたいと思う相手が、ジェフリーには一人だけいる。

            　これまでの間に、たった一人だけ、PKする事が出来なかった相手だ。

            　ログアウト不可になって、数日が過ぎた。

            　ギルドチャットには、情報の早い連中が、【クラウン・クエスト】なる新クエストについての話題を振っている。

            　何とはなしに、ギルドホームの自分の部屋でそれを眺めていたジェフリーは、その中で、気になる言葉を目にした。

            　――『【血塗れ男爵】からも、団長の日廻と、青兎が参加するらしい』

            　その言葉に、彼はたった一人の殺したい相手の姿を想起した。

            　機会チャンスは、何度かあった。

            　だが、全て逃げられた。

            　それは――唯一の殺してみたい相手である黒麦が、まだソロをしていた頃のことだ。

            　目を伏せれば、思い出す。

            　あの白い肌に、紅い筋をつけた時分の事を。

            「……ッ……」

            　腹部に膝を叩き込み、そのまま地へと押し倒して、ジェフリーはその時、短剣を振るった。

            　いつも顔まで覆っている黒麦の首元の布を切り裂き、そのまま刃で首を抉ろうと力を込めたのだ。

            　しかし黒麦が、のけぞって回避したため、口布を切り裂き、勢いでフードを取るに留まる。

            「！」

            　瞬間、ジェフリーは思わずナイフを握る手を止め、目を見開いた。

            　後は振り下ろすだけだったはずだというのに、黒麦の顔に切っ先を突きつけた状態で、硬直した。

            　そこには端整な顔立ちの、黒麦の顔があった。

            　何も映していないような黒い瞳が、黒曜石のように見えた。

            　その黒い色と、うっすらと首筋に出来た、一筋の傷跡から染み出す紅が、どうしようもないほど美しかった。

            　――何故僕の体は動かない？

            　自身の動作を怪訝に思って、ジェフリーが眉間に皺を刻む。

            　しかしそこに出来た一拍の間を見逃すほど、黒麦は鈍くはなかった。

            　鉄板仕込みの靴で、ジェフリーの手を蹴り飛ばす。

            　短剣が宙を舞い、彼が息を飲んだ瞬間には、黒麦は速度を生かして立ち上がり、さらなる蹴りをジェフリーの側頭部へ叩き込もうとした。

            　慌てて回し蹴りを腕で防御したジェフリーが体勢を立て直した時には、フードを被りなおした黒麦が、とっくに森の中へと走り去っていた。

            　

            　気づくとジェフリーは、【クラウン・クエスト】の攻略が行われるという、ルビィの大陸の初心者村へと足を運んでいた。

            　ギルドメンバーが参加するのだから、当然残るメンバーが来ていてもおかしくはない。

            　寧ろ来ているはずだ。

            　【血塗れ男爵】に入ってからの黒麦とは、滅多に会う機会は無かった。

            　姿を見ることさえほとんど無かった。

            　だから、これはチャンスだと、ジェフリーは考えていた。

            　周囲を見渡し、すぐにジェフリーは黒麦の姿を見つけた。

            　ベンチに座っている。

            　気配を消し、人混みを縫うように、彼は進んだ。

            　進みながら、黒麦に歩み寄った【血塗れ男爵】の面々を視界に捉える。

            　――鬱陶しい虫螻だ。

            　名前通りにここで血塗れにしてやろうかだなんて考えると、気づけば彼は嗤っていた。

            　苦しみ泣き謝罪する時間を与えて、極限まで苦しめても良いと思えるのは、黒麦だけだった。

            　残る数多のユーザーの多くは、ジェフリーにとっては、虫螻よりも踏みつぶすことが出来ないため、多少死を与えるには苦労する、けれど血の色を見せてくれるというただその一点だけで許容できる存在に過ぎなかった。

            　一歩、二歩、足を進めながら、左手にナイフを装備しようとした。

            「行かせへんよ」

            　その時だった、ナイフを装備しようとしていた手首を、ジェフリーは唐突に誰かに掴まれた。

            　まずは正面を見て、まだそこには確かに黒麦がいて、参加していない【血塗れ男爵】のメンバーがいることを確認した。

            　丁度、月極という名の召喚者と目が合った。

            　あからさまに、目を細められたから、間違いない。

            　ここ最近、最も黒麦の側をうろついている忌々しい相手だから、ジェフリーも月極の名前を覚えていたのだ。

            　何度も、黒麦をPKするために待ち伏せて、邪魔をされたのだから。

            　――だが、【血塗れ男爵】のメンバーでないとすれば、隣に立っているのは誰だ？

            　個別チャットで声をかけられたのは、間違いがない。

            　緩慢に、視線だけをジェフリーは、右側へと向けた。

            　そこには狐面をつけた、着流し姿の青年が立っていた。

            　狐塚が、ジェフリーの手首をすれ違いざまに掴んだのだ。

            「何処にいくつもりやんの？　なんて、聞くまでもないわな」

            　まるで手首をへし折ろうとでも言うかのように、ジェフリーの右手を、狐塚が腕を伸ばしたまま握りしめていた。

            　――鉄槌使の僕に、力勝負か？

            　血迷っているのだろうかと相手の名前を見据え、それからジェフリーは口角を持ち上げた。

            　【こづかい】という名前を確認して、納得したのだ。

            「召喚獣を自分に憑依させたのか」

            　自己召喚も召喚者ランキング二位ならば、容易いだろうと納得する。

            「随分と印象が変わった、狐塚か。何故ここにいる？」

            「ほんまに嫌になるんけどねぇ、【血塗れ男爵】のギルメンが、攻略参加するっちゅう情報はまわっとるから、怖ーい怖ーいお兄さんが、ここに来るんやないかと推測しちゃったんよ」

            「自己紹介か？　僕と同じ目的か、お前も」

            「【マーダーケース】のギルマスと、同じ目的を持ったなんて考えただけでも吐き気がするわ。そんなん、待ち伏せなんぞせんでも、俺は自由に連絡取れる仲やし」

            　全く羨ましいとは思わなかったというのに、それでも狐塚の言葉に、ジェフリーは気づけば、眉間に皺を寄せていた。

            　何故なのか、不愉快になるのだ。

            　――黒麦は、独りでいる方が、気高くて美しい。

            　――そう、僕と同じで、独りであるべきだ。

            　手首を振り解こうと力を込めるが、しかし狐塚の手は緩まない。

            　もう一方の手で、狐塚が面を僅かにずらした。

            　口元にこそ笑みを浮かべてはいたが、橙色の大きな瞳には、冷たい色が宿っていた。

            　ジェフリーもまた目を細める。

            　にらみ合っている二人の周囲からは、恐る恐るといった視線が飛んでくる。

            　しかし狐塚は気にした様子もなく、ただ冷酷な笑顔を浮かべて、ジェフリーを見ていた。

            「なんでや？」

            「なにがだ？」

            「なんで、黒麦に絡む？」

            「お前には何の関係もない」

            　――どうせ僕の嗜好を理解できない、愚かなPLAYERの一人に過ぎないのだから。

            　吐息するように嗤い、ジェフリーは頭を振る。

            「あるんよ、個人的にな」

            「知った事か。いい加減に離せ、僕も暇じゃない」

            「――ええよ。みーんな、帰ってきたみたいやし、もう迂闊には近づけんやろうから」

            　狐塚は、面の位置を片手で直しながら、ジェフリーの手を離し、歩き始めた。

            　歩みを止めたまま、ジェフリーはこれまでよりも深い皺を眉間に刻み、地を眺めた。

            　――嗚呼、鬱陶しい。

            　――何故黒麦に絡むのか？

            　それは、ジェフリー自身が知りたい問いでもあった。

            　気づけば出会ってから、そして何時しか、寝ても覚めても、黒麦のことが脳裏を過ぎるようになったのだ。

            　あの白い肌を、紅く汚したくて仕方がない。

            　どうしようもないのだ。

            　そうしなければ、まるで乾涸らびてしまいそうになる。

            　そもそも同じギルドの人間である【血塗れ男爵】のメンバーは兎も角、何故狐塚はああも執拗に、自分の邪魔をするのか、それもジェフリーには分からなかった。

            　彼同様、黒麦を傷つけたいと口にしていた、灰汁亞の心境は分からないでもない。

            　灰汁亞とジェフリーの違いは、それが血を見たいが故か性欲故かの違いだろう。

            　どちらにしろ、苦しめたいという気持ちは同じはずだ。

            　では、狐塚は何だ？

            　寝台に横たわり、後頭部で手を組みながら、ジェフリーは嘆息する。

            　他者のことなど理解できない方が多いが、こと狐塚の理解不明さは、気持ちが悪い。

            　初期の頃から、確かに狐塚は、この世界にいた。

            　けれど、邪魔をされるようになったのはいつからなのだろう。

            　あるいは、邪魔されていると気がついたのは、何時だ？

            　あからさまに黒麦を守るように周囲を牽制している、野薔薇や粋龍といったPLAYERは、それこそ灰汁亞とも問題を起こしたことがあったから、ジェフリーにとっては、想定の範囲内だった。

            　しかし、機会を見計らって、ギルドに入っても猶、それなりにソロをしている黒麦にPKをしかけようとしても、何時の頃からか、狐塚に邪魔をされるようになった。

            　――嗚呼そうだ、始めはPKをしかけられて、PKK仕返したのだったか。

            　そうだ、何度も、狐塚をPKした。

            　反射的な行為だったから、苦しめる暇もなかった。

            　しかし黒麦を見失うには十分な時間がかかったものだ。

            　今思えば、アレも、わざとやられていた可能性がある。

            　親指で唇を撫でながら、ジェフリーは瞼を伏せる。

            　――気がつけば、何時しか狐塚は、ジェフリーが狙っている時に限って、黒麦の側で釣りをしていた。

            　あるいはそれは偶然で、他のタイミングでも釣りをしていたのかも知れないが、間違いなくジェフリーが側に行った時には、釣りをしていた。

            　戦闘中はPKが出来ないし、採取中もPKは出来ないから、打つ手は無かった。

            　――忌々しい。

            　沸々とわき上がってくる狐塚に対しての苛立ちを、噛みしめたままジェフリーは眠りについた。

            　

            　【血塗れ男爵】のギルドメンバーが、再び【クラウン・クエスト】に挑戦すると耳にして、ジェフリーは、再度初心者村へとやってきた。

            　今度は、黒麦も攻略に参加するらしい。

            　だとすれば、帰還直後に襲う方法もある。

            　寧ろその方が、死に戻りにしろ、生還するにしろ、気が抜けているだろうから、PKしやすい。

            　帰還場所が、ゲートの側であることは、昨日の内に確認済みだったから、ジェフリーは迷うことなくランキングボードの側まで歩み寄った。

            　その位置からならば、帰還地点であるゲートがよく見える。

            「昨日の今日で、ほんまに諦めの悪い奴やんね」

            　すると、ジェフリーが背を預けたランキングボードの逆側の位置、ゲートから見て左側に、誰かが背を預けていた。

            　誰かなんて、昨日聴いた声だから、さすがにジェフリーにも察しが付いた。

            　無表情で一瞥すれば、腕を組み片膝を少しだけ曲げて立っている狐面の青年の姿が、すぐに視界に入った。

            「探しものの黒麦なら、あっちで【茨の魔女】やら【胡蝶蘭】やらのギルメンに囲まれとるよ。あの人数じゃ、さすがに近づけんやろうね」

            「……」

            「だから狙うんなら、帰ってきたところやろ。だったら、ここやんね。一番、都合が良い場所は」

            　淡々と言う狐塚を、ジェフリーは睨め付けた。

            「僕のストーカーにでも転職したのか？」

            「黒麦のストーカーにだけは言われたくない」

            「それは、野薔薇とか言う魔術師の称号だろう」

            「へぇ、【マーダーケース】のギルマスも、そんな俗な噂話に興味あるんや。ああ、そうか、黒麦関連の話題になら、何でも気が惹かれるんか」

            「どういう意味だ？」

            「意味？」

            　ジェフリーの言葉に、スッと目を細めて、狐塚が顔を向ける。

            　狐面が、逆側の側頭部で、小さく揺れた。

            「――好きなんやろ、お前も」

            「好き？」

            　狐塚の言葉の意味を上手く理解できなくて、ジェフリーは目を瞠った。

            「例えば俺が今、別キャラからも黒麦に友達申請してOK貰ったって聞いたら、嫉妬するやんね？」

            「嫉妬？」

            「違うん？」

            「そんな感情、僕は知らない」

            「本当、嫌になるほど、気が合うんね。俺も知らんよ、今ん所。へぇ、じゃあ何なん？　今お前、どんな気持ちなん？」

            「狐塚を殺したい、ただそれだけだ。黒麦を殺す前に、片をつけてやる」

            「まさか俺にラブコール来るとはなぁ。けどそれって、俺のこと、殺したいほどむかついてるって事やろ、何でや？」

            「理由が必要なのか、殺意に」

            「少なくとも――俺にはね。移動しようか、俺と殺りたいんやろ？　こんな所で、そんな物騒なもん、振り回すもんやない」

            　ジェフリーが静かに出現させていた短剣を、視線に捉えるでもなく、嘲笑するように狐塚が吹き出した。

            　彼の視線は、正面の転送教を眺めたままだというのに、何故、ジェフリーが出現させたナイフの存在に気がついたのだろうか。

            　――自分だったらこうするという思考回路が似ているのか、単純に僕が分かりやすい迂闊な行動を取ってしまったのか。

            　もう一方の手の爪を掌に突き立てるようにして、拳を握りながら、ジェフリーは溜息をつく。

            「移動して時間稼ぎか？　僕に黒麦を狙わせないために」

            「かもね」

            「僕はここでも、何の問題も感じないが」

            「最悪やんね、せめてクエストに行く時くらい、静かに見送ってやる度量無いん？　お前も含めて、全員がログアウトするためのヒントがあるかもしれへんて言うて、攻略に行くのに。一生ここにいる気なん？」

            　狐塚のそんな言葉に、ジェフリーは何度か瞬いた。

            　それも――悪くないかも知れない。

            　何度も殺して生き返らせて、ナイフを振るう数だけ、黒麦をいたぶるのは、決して悪いことではないだろう。

            　現実世界であれば、たった一度で、人間は死んでしまう。

            　けれどこの場所ならば、生き返るのだから。

            「ああ、悪くない」

            　ハッキリと舌に言葉を載せ、ジェフリーは両頬を持ち上げた。

            　瞬間、地に片手を着いた狐塚が右足で、ジェフリーのナイフを持っていた手を蹴り飛ばした。

            　衝撃に上手く速度を合わせて、ナイフを持つ手をめいっぱい引き、指先でジェフリーが短剣の柄を握り直す。

            　そのまま逆の足で地を蹴り、短剣を振りかぶった。

            　銀色の刀身に、ジェフリーの紅い瞳が映っている。

            　ジェフリーの刃で、狐塚のお面の紐が切れる。

            　狐塚は、面を片手で掴み、もう一方の手で扇子を取りだし、刃と合わせた。

            　鉄製の扇子とジェフリーの短剣が交わり、周囲に甲高い音を響かせる。

            　ジェフリーが短剣に力を込めながら、目を細めて哄笑した。

            「お前にこそ、静かに見送ってやる度量が無いんじゃないのか？」

            「行ったの確認したから、攻撃したに決まっとるやん」

            　後ろに飛んで距離を取り、間を空けながら狐塚が、楽しそうな笑みを浮かべる。

            　いつの間にかその初心者村の広場には、狐塚とジェフリーを中心にして、ぽっかりと人混みが消え、囲むように移動していた。

            「オープンチャットにしようや、もう何の問題も無いんやし」

            　その時、別のチャットウィンドウが開き、狐塚の声が響いてきた。

            　ジェフリーは、周囲を静かに見回しながら、メインの武器である鉄槌を装備した。

            「そうか。周りにいる連中は、待機している攻略組のギルメンか」

            「そうでもないんよ？　元々ここにいとるみんなも多いんよねぇ。俺、袋にするほど、性格悪くないよ」

            「どうだかな」

            「オープンにしたのがその証拠やん、これで対等や。各地のタウンに忍ばせとる【マーダーケース】のユーザー呼べば良いんやから」

            「いつから気づいていたんだ？」

            「最初からやんね。そうやなかったら、【マーダーケース】の情報網は早すぎる」

            「うちの情報が漏れていると思って良いわけだ」

            「どうやろうねぇ、そう考えたジェフ君が、【マーダーケース】で魔女裁判やってくれたら、【マーダーケース】のギルメンが減って、世の中平和になるかもね」

            「覚えておくと良い、この僕に喧嘩を売ったことを。狐塚、お前は【マーダーケース】を敵に回したんだ」

            「俺の記憶のメモリにジェフ君の言葉溜とくスペース在ればね。現状、一杯一杯やから、無理かもね」

            「そろそろ黙れ――【天象地象文】」

            　雷属性を付加した、大鉄槌特有の攻撃スキル呪文を、ジェフリーが唱える。

            　以後五分間、槌が揺れ動く度に、周囲には雲や流水を象った文様が、雷を帯びて現れる。

            　実際一際大きくジェフリーが槌を振るった瞬間、その直撃を交わした狐塚の真正面に、雷属性を帯びた半透明の雲がいくつも舞った。

            「効かんよ」

            　しかし唇の端を持ち上げた狐塚が、地に鉄扇を突き立てる。

            　白い煉瓦の床に罅が入り扇が突き立てられると、その箇所に、落雷する。

            　間髪入れずにそれにはかまわず、逆側から再びジェフリーが槌を振り下ろす。

            　巨大な鉄製の槌は、当たれば一撃でPKできるだろうが、基本的には職業ステータスの差で、動きが遅いのが難点だ。

            　その隙を縫って、俊敏を在る程度高めてある召喚者のステータスを利用し、狐塚は攻撃を避けている。

            　それは、ジェフリーにも分かっていた。

            　それでも職を変えないのは、一撃がhitすれば、その殺傷能力が何よりも高いからに他ならない。

            　瞬きをしながら、ジェフリーは、職の変更方法を狐塚はいつから知っているのだろうかと思案した。

            　最初に気がついたのは、恐らく【マーダーケース】の【ラン】だ。

            　だがすぐにギルドチャットに広まった以上、ランが裏切り者だとも思えない。

            「考え事とは余裕やんね、さすがは【マーダーケース】のギルマスや」

            　気づくと真正面に狐塚が迫っていて、アイスピックのような細長い針で斬り付けられた。

            　槌の威力でそれまで十分に間合いを取っていたはずだったから、虚を突かれて、ジェフリーは後ろにひく。

            　頬に痛みが走り、たらたらと血液が滴っていったのが分かった。

            　――血だ。

            　気づくと杖を左手に持ち、それを床に下ろし、利き手の指で、血をぬぐっていた。

            　指先を顔の正面に持ってくると――そこに紅が見えた。

            　舐めてみる、間違いない。

            　嬉しくなって、気づくと歯を見せ嗤っていた。

            「たまにはやるな」

            「俺はいつもやる男やねんけど、見る目無いなぁ」

            「【吉祥文】」

            　狐塚には返答せずに、愉悦まみれの笑みを浮かべたまま、ジェフリーが槌を振りかぶる。

            　それが振り下ろされると、辺りに梅の花が散った。

            「！　へぇ……雷特化やないんや、本当は。和文様特化――鉄槌使のスキルにも、気象系があるんや」

            「さぁ、どうだろうな」

            　淡々と返したジェフリーが杖を高く宙へと振り上げ、そのまま止めた。

            　周囲に氷の刃が降ってくる。巨大なツララのように、鋭利な円錐だ。

            「鉄槌使のランキング二位ってだけはあるみたいやんね」

            「攻撃力だけなら、僕が一位だ。粋龍は、攻撃が最大の防御だと言うことを分かっていないみたいだがな」

            「どうやろうねぇ。粋龍師匠がそれ聞いたら爆笑かもしれへんよ」

            「まだ探り合いをしている余裕があるのか？」

            「そう見えるん？」

            「無いんだろう。そしてそれは、お前の予測通りなんだろう？」

            「へぇ？　なんや、面白いこと言うんね」

            　狐塚が小首を傾げながら、地を蹴る。

            　直後彼が先ほどまで立っていた床を槌が砕き、周囲に梅の花びらと氷の破片が飛び散った。

            　硝子のように細かい刃物となって、それが狐塚を襲う。

            　長針を器用に左右の掌と指で掴んだまま、新たに出現させた扇を両手に装備して、狐塚が破片を防ぐ。

            　ぴしりと音を立てて、鉄の扇に、氷の破片が突き刺さった。

            「今日は楽に殺してやらないからな」

            「ふぅん」

            「瀕死になるまで嬲って、俺が【血塗れ男爵】を蹂躙する様を眺めさせてやる、無力を感じろ」

            「あーあー趣味本当悪いわぁ。オーディエンスどん引きやろ」

            「聴衆共もそろそろ覚悟を決めた方が良い。そうだろう――灰汁亞」

            　視線を向けないままジェフリーが笑うと、苦笑するような声が響いた。

            「なにやってんだよ、ジェフ。さっさと潰せ」

            　街が一気に騒がしくなり、そこに【マーダーケース】の面々が現れたことが分かる。

            　いつの間にか、人混みの至る所に、仮面姿のユーザーが紛れ込んでいた。

            　千人弱いる人々の内、三分の一ほどは、仮面をつけている。

            　【マーダーケース】のギルド名がついている者もいれば、ついていない者もいる。

            　【マーダーケース】は、ギルドに加入しなくても、正装さえすれば、ギルメンだと名乗れる。

            　正装ではないのは、ギルドの幹部だけだ。

            　後は――正式なギルドメンバーに加勢するか、邪魔さえしなければいいのだ。

            　突如として近くに現れた【マーダーケース】の人間に、一割の人間は、狼狽えるように、後ずさり、直後逃げ始める。

            　誰かの悲鳴が引き金となり、その場にパニック行動が起こった。

            「生憎と僕は、多勢に無勢が悪いことだとは思わない。烏合の衆と、統制の取れた【マーダーケース】のどちらの力が勝るか、見物だな」

            　ジェフリーがそう言って槌を振るうと、片目だけ細めて狐塚が口角を持ち上げる。

            　ひらひらと扇をふりながら、ジェフリーの首筋狙って、それを閉じて振り下ろす。

            　バチンと音がして、閉じられた扇と鉄槌の柄が交わった。

            　一瞬だけ、視線が交わる。

            　橙色の瞳と紅い瞳は、それでもどちらも冷たい色を放っていた。

            　どちらも力強い。

            　それは、お互いが理解していた。

            　――だがそれは、おかしい。

            　ジェフリーは思う。

            　わざわざ他のギルドの人間である黒麦を守るほどの狐塚が、果たして何の関係もない周囲の人々が巻き込まれることを、許容できるのか？

            　ジェフリーは、ゆっくりと一度瞬きをしてから、頬を持ち上げ、満面の笑みを浮かべた。

            　そして大槌を振りかぶったまま、視線操作で個別チャットウィンドウを呼び出す。

            　勿論そのチャットは、正式なメンバーしか見ることも聞くことも出来ない。

            『灰汁亞、正式なギルメンを連れて、すぐにゲートから【翡翠】の拠点に移動しろ。信用できる奴――そうだな、【緋雨】や【ワトソン】あたりを連れて行け。その後お前は、【トパーズ】か【ローズクォーツ】に移動しろ。なるべく多くの精鋭を連れて行け。もし僕に何かあったら、ギルマスをやってくれ』

            　何でもないふりをしながら、唇を動かさないように命令を下した。

            『なに言ってるんだ？　それは、一体』

            『さっさとしろ』

            　槌を床へとたたきつけながら、ジェフリーが平静を装って、周囲を一瞥すると、まだ何も知らない【マーダーケース】のギルドメンバーと、攻略参加ギルドの待機メンバー達――特に【白銀騎士団】と【胡蝶蘭】のメンバーとの間で、PK合戦が始まっていた。

            　狐塚の様子をうかがえば、何か思案するように目を細めているだけで、相も変わらず余裕たっぷりの笑みが口元には浮かんでいる。

            「計画通りやんね」

            　狐塚がそう言って笑った時、ジェフリーは確信した。

            　これは、【マーダーケース】を一網打尽にするための罠だ。

            『灰汁亞、さっさと行け』

            『ああ』

            　周囲から、二百人弱の【マーダーケース】のギルドメンバーが、それとなくゲートへ歩み寄った。

            「んー、目敏いところが相も変わらず頭くるわ」

            　続々と【マーダーケース】のメンバーがゲートになだれ込もうとした直前で、バシンと音を立てて、狐塚が両手に持っていた扇を閉じた。

            　周囲に光で出来ているように見えるが実際は固い鉄格子が落ちてくる。

            　狐塚が召喚獣のスキルを使わなかったのは、召喚獣に、この範囲移動制限のスキルを使わせるためだったのだろう。

            　――移動制限系のスキルには、条件指定が必須だ。確か二つまでだったはずだ。

            　装束以外が自由の【マーダーケース】に対して指定できるのは、【マーダーケース】の正規ギルドメンバー、仮面、それだけだ。

            　もし仮に『キャラクター名』を直接指定されていたら、逃げようがないが、それならば、わざわざ【マーダーケース】の他のギルドメンバーをここに集める必要はないだろう。

            　無事に灰汁亞達、少なくとも百人前後のメンバーがゲートを潜ったのを見届けてから、ジェフリーは正面に落ちてきた光の格子へと手を伸ばした。

            「触らん方がええよ、火傷する」

            「忠告感謝する」

            　喉で笑ってから、ジェフリーはキャラクターを変えて、格子につっこんだ。

            　他のギルドに所属させているキャラクターだ。

            「ッ」

            　それにはさすがの狐塚も驚いたのか、息を飲んだ。

            　人混みに踏み込んだ瞬間、ジェフリーは装備を変えた。

            　更にキャラクターも、もう一キャラ変更して、完全に雑踏にとけ込む。

            　あえてゲートには向かわず、怯えている集団の中にとけ込んだ。

            　それからジェフリーを捜す狐塚達の事、そして攻略組の帰還を、ぼんやりと露店に身を寄せ眺めた。

            　【BBF】の執権、【ジュスティーヌ】として。

            　両目を覆う包帯をつけているため、顔は露見しない。

            　この包帯アイテムは、眼鏡のカテゴリに属しているようで、視覚に不都合は何もない。

            　髪の色は、黒から銀髪へと変わった。

            　包帯の下にある瞳は、変わらず紅である。

            『ログインしてたのか？』

            　暫くぼんやりと周囲を眺めていると、ギルドマスターである【ソロモン】から個別チャットが飛んできた。

            「ああ、別のキャラクターでな」

            『早く言え。丁度良かった、これから【クラウン・クエスト】を攻略する所なんだ』

            「【ルビィ】のクエストに参加しているのか？」

            『まさか。似たような条件の臭い場所を見つけたから、これから入り口の開き方を検証する所なんだよ。すぐに来てくれ』

            「ああ」

            　ゲートの側に現れた黒麦を視界に捉えながら、ジェフリーは頷いた。

            　既に狐塚の姿はなく、攻略組は、先ほどまでの騒動を知らない。

            　最もその内、ギルドのメンバーや、他のギルドから情報を聞くだろうが。

            　【クラウン・クエスト】になど興味は無かったが、ジェフリーは歩き始めた。

            　――黒麦が、クエストに臨んでいるというのであれば、僕も相応の準備をしようではないか。

            　そんな心境だったのだ。

            　

            　それから【BBF】でクエストに臨み、ジェフリーは、【王冠鏡】と【王の石の破片】、【王の戯れ（存在非証明）】と【王の盾】を入手した。

            　石の破片とやらは、入手したことをギルマスに告げたが、他三つつに関しては、ジェフリーは、手に入れたこと自体を黙秘していた。

            　ちなみに【王の盾】の効果は、『宝石スキルの無効化』だ。

            　久方ぶりに、キャラクターを本来の【ジェフリー】に戻し、王冠鏡と鍵十字のペンダントを手にしたまま、【灰汁亞】との接触を図ったのは、【血塗れ男爵】が【黄昏のサファイア】を手に入れる前日のことだった。

            　存在非証明の効果は、ランキング表などのあらゆる媒体から、ステータスを消すことが出来るというものだった。

            　その為、ジェフリーが所持している王冠鏡と鍵十字のペンダントは、別の王冠鏡も含めて他の媒体には、表示されない。

            　よって、【マーダーケース】に【王冠鏡】が在る事は、しばらくの間【血塗れ男爵】にすら、露見しなかった。

            「無事だったんだな」

            　待ち合わせをしていた灰汁亞にそう声をかけられた時、ジェフリーは無表情の顔を、緩慢に向けた。

            「ギルマス権限返すか？」

            「いや、いい。後一ヶ月もしたら、一度僕は、このギルドを正式に抜ける」

            「それで、どうするんだ？」

            「やられたら、やり返す。違うか？」

            「【高みへ・・・】か」

            「ああ」

            「――【血塗れ男爵】で遊ぶのは、黒麦で遊ぶのは止めたのか？」

            「どういう意味だ？」

            「これでも俺は遠慮してたんだ。ジェフが遊ばないつもりなら、俺が遊んでも良いか？」

            　卑しい笑みを浮かべて、灰汁亞が瞬く。

            「俺の副マスとしての、最後の仕事として」

            「……僕に許可を取る必要はない、好きにすればいい」

            　そう告げて、ジェフリーは踵を返した。

            「ただし遊ぶ時は教えてくれ。良いアイテムを貸してやる」

            　

            　それから一ヶ月経たないうちに、ジェフリーはあっけなく拘束された月極と対峙することとなった。

            「どうやって捕まえたんだ？」

            「黒麦の名前を出したら、あっさりだ」

            「そうか」

            　血を抜かれ続けているようで、焦点の合っていない瞳をしている月極の姿を、ぼんやりとジェフリーは眺めた。

            　忌々しい虫螻だと思っていたはずの相手だが、その血の色だけは綺麗だと、純粋に賞賛した。

            「灰汁亞さん、捕まえました――あ、マスター！」

            　そこへ、【緋雨】が駆け込んできた。

            　ジェフリーの姿を見て深々と頭を下げた彼は、それから伺うように言う。

            「黒麦を捕まえたんですが……」

            　小さな声だった。

            　今度は黒麦に対して、月極をだしにしたのだろうと、ジェフリーは納得した。

            「やる」

            　ジェフリーはそう言って、王冠鏡を灰汁亞に渡そうとした。

            「これで所有アイテムが閲覧できるようになるはずだ。有効に使ってくれ」

            「悪いな。黒麦を先に犯るか？」

            　何でもないことのように、灰汁亞はそう言った。

            「……」

            　気づくと無表情のまま短剣を抜き、ジェフリーは灰汁亞の首を深々と切り裂いていた。

            　右手が高く宙へとのび、そんな彼に、間断なく灰汁亞の血液が降り注いでくる。

            「っ、あ」

            　短く呻き、目を見開いて、灰汁亞の体が崩れ落ちた。

            「！　ッ」

            　背後で後退る気配を感じ、ジェフリーは流し目で緋雨を見る。

            　そこには、丁度ワトソンも入ってきたところだった。

            　彼の視界には全く入っていなかったが、その時灰汁亞の体は、近隣の転送ゲートへと死に戻りを開始していた。これでは王冠鏡を渡せないので、ジェフリーは、緋雨達にそれを託すことにする。

            「ギルマスとしての最後の命令だ、良く聞け」

            「「はい」」

            「痛めつけて血を見ることを優先しろ、その後は、好きにして良い。灰汁亞に従え」

            　ジェフリーはそれだけ言うと、部屋を後にした。

            　施設を出る途中、ぐったりとして眠り込んでいる黒麦の姿を目にしたが、ジェフリーはただ一時の間、開け放たれた扉の奥をのぞき込むだけで、何もしなかった。

            　――堕落は快楽の薬味、堕落がなければ、快楽もみずみずしさを失う。限度を超さない快楽なんて、快楽の内に入るのか、だったか。

            　新ジャスティーヌの言葉を思い出しながら、さてそろそろ堕ちようかと、ジェフリーは思案した。

            　

            　

            　

            　

            　

            


            　

        
        
            【後編】――King of Muder Case

            　

            　

            　月極と黒麦を救出できた、それは良かった。

            「――けどな、そもそも拘束されたってのが、許せへん」

            　ガンと音を立てて、狐塚がレモンサワーの入ったジョッキをテーブルに置いた。

            　響いた硝子とテーブルの立てる音に、頼と青兎が、それぞれ視線を向ける。

            　青兎の分のホットレモネードを用意しながら、頼が溜息をついた。

            「ざまぁ無ぇな。最初から目つけてたくせに、まんまと【ジェフリー】に出し抜かれるなんて」

            「別にジェフ君を見てたわけやない。俺はただ、黒麦を見てただけや」

            「だったら尚更情けねぇな。好きな奴一人、守れねぇとか」

            　青兎にグラスを渡してから、ロックアイスを入れたグラスを手に、頼が狐塚へと歩み寄った。そして狐塚の正面に座る。青兎は、黙って二人の間に座った。

            「頼かて、月極君が狙われてんの識ってたやン。月極君の護衛みたいなもんやったのに、出し抜かれたやろ」

            「人を下げて、自分をフォローってどうなんだよ」

            「……」

            「ま、気持ちは分かる。けどな――はっきり言って別に俺達は、あいつらの護衛をしていた訳じゃない。だから助けに入ったのはただの好意だ」

            「そうやけどさ」

            「問題は【マーダーケース】に好き勝手にされたって事じゃねぇのかよ」

            　頼の言葉に、再びジョッキを手に取り口をつけながら、うつむきがちに狐塚が瞬く。

            「それも吐き気がするやり方で、な。アレは、仮に主犯が【マーダーケース】じゃなくても、助けに入っただろ？」

            「あたりまえやん」

            「それで良いんだよ。助けるのが正義だと思ったから助けた。目に入ったから助けた。それで十分なんだよ。全部抱え込むなんて無理だ」

            「……」

            　頼の言葉に、狐塚は何も答えずにに酒をあおる。

            「――黒麦のこと、それに月極のこと助けて貰って、僕は嬉しいよ」

            　抑揚のない声で、淡々と青兎が言った。

            「良いこと言うな、アオ。ま、そういうこったァ。それにこれで１：１だろ？」

            「なにが？」

            　狐塚が目を細めて首を傾げる。

            「お前は【マーダーケース】の半数を拘束した。で、向こうは月極達を人質に取った、次の勝負で雌雄を決しろ」

            「ジェフリーか……」

            　狐塚が唇を掌で覆う。

            「けどな――……俺が派手に動きすぎたから、黒麦達のこと、巻き込んだのかもしれへん」

            「それがなんだ？」

            　頼が嘲笑する。

            「関係ねぇだろ。たかだかちょっと実力ある魔術師だから何だって言うんだよ」

            　そう告げた頼の頭を、青兎が叩いた。

            「狐塚の考えは分かる。頼は冷たすぎる」

            「そうやそうや、もっと言ってやって、アオ」

            「お前らなぁ……」

            　辟易したような顔で、頼が頭を掻く。

            　こんな風景が、【高みへ・・・】の日常だった。

            　冗談めかしてその後笑いながらも、狐塚は、内心にいて付く泥が蠢くのを感じていた。

            　――絶対に決着をつける。

            　それは彼なりの、決意だった。

            　

            　【血塗れ男爵】へとギルドを統合するという打診をして。

            　それから黒麦をかくまいながら、新大陸の散策をして。

            　その合間に、狐塚は地道に【マーダーケース】の動向を探り、ひいては【マーダーケース】を抜けた【ジェフリー】を探していた。広場で、キャラクターを変更した姿を見ていたから、【BBF】にも情報源を確保している。

            　――きっと、黒麦に、これに纏わる話をしない自分はずるい。

            　何も知らずに、ただ、狐塚がかくまってくれているのだと信じて、穏やかに笑いながら　料理を作ってくれる黒麦。そんな彼を、決して失いたくはなくて、狐塚は何も言えないままで居た。もしも己のせいで（と、まではいかないまでも一つの要因として）、【マーダーケース】にあんな目に合わせられたと識ったら、黒麦はどうするのだろう。それを識るのが、狐塚は怖かった。

            　新大陸のことは、頼も青兎も識らない。けれど彼らは、狐塚がジェフリーを追いかけていることは識っている。だから姿を消して単独行動しても、怪しまれることは無かった。

            　狐塚は時折思うのだ。

            　自分とジェフリーは、表裏一体の存在ではないのかと。

            　あるいは、ジェフリーと黒麦だって、鏡の裏と表のような関係なのかも知れない。

            　狐塚と黒麦が似ているわけではなかったが、ジェフリーは揺らがないから、相対すれば自ずと同じ立場になるのだ。――ジェフリーは、絶対悪だ。

            「どうしてこんなにも側にいるのに、俺は伝えられないんやろな」

            　一人で眠っている黒麦の所を訪れて、狐塚は、悲しげに笑いながらその髪を撫でた。

            　健やかなその表情を見て、黒麦を苦しめた【マーダーケース】が許せなくて、そして危機を回避させてやれなかった自分に悔しさを覚える。

            「俺は、ほんまはどうしようもなく弱いんよ」

            　――けれど、黒麦が側にいてくれるならば、強くなれる気がした。

            　きっと狐塚がジェフリーを見つけ出したのは、黒麦への思いと執念みたいな感情の結果だった。

            　その日、狐塚はエメラルドの大陸にいた。

            　ステンドグラスが彩る教会の窓を一瞥し、小さな扉の前に立ったのは、中にジェフリーが居ると確信していたからだ。天空鏡で見張っていた青兎が、エメラルドの大陸にジェフリーが居ることを教えてくれた。後は、【JA】を始めとした生産ギルドから、情報を得た。月極が囚われて以来、生産ギルドの多くは【マーダーケース】に対して批判的になっていたのだ。あるいは、【JA】に所属する魔術師もまた、被害を被った過去があるからかも知れない。兎に角情報を得た狐塚は、駆けつけるという頼を待たずに、一人で教会の扉を開け放った。薄暗い室内に、陽光が差し込む。

            　巨大な十字架をぼんやりと見上げているジェフリーを、狐塚はしっかりと視界に捉えた。

            　――単独行動するんじゃねぇよ。

            　――一人で勝てると思ってんのか？

            　――相手を見くびるな。

            　そんな頼の小言が、会っても居ないのに、脳裏を過ぎったから狐塚は苦笑した。

            「狐塚、か……」

            「ジェフ君、そろそろ、投降しようや」

            「投降？　なぜだ？」

            「やりすぎたんや、【マーダーケース】は」

            「だが今のこの世界での行為を、警察は裁けない。違うか？」

            　その通りだ。だから、だからこそ――狐塚は、頼を待たなかったのだ。

            「終わりにしよ」

            「終わりだと？　死んでも生き返るこの世界で、か？　終わりの定義は何だ」

            「俺がお前を捕まえる」

            「馬鹿げている、答えになっていない。仮に僕が捕まろうとも、舌でも噛めば、すぐに逃げ出せる」

            「残念だけど、最寄りのゲートにはアオ――俺の所のギルメンがいるんよ」

            「そいつに介抱されるのは、お前だ」

            　大きな鉄槌を装備しながら、腕を下ろした状態で、ジェフリーが笑った。

            「どうやろね」

            「今までに、一度たりとも――お前が俺を殺せたことがあったか？　無いな」

            「戦闘の勝利だけが、勝ちや無い。もっと大切なもんが俺にはある」

            　橙色の瞳に、真剣な色を宿し、狐塚が言った。

            　細くなったその瞳を、真っ直ぐにジェフリーが見据える。

            「それは弱者の言い訳だ」

            「そうやろか。確かめてみる？」

            　狐塚がそう告げた瞬間、互いに武器を構えた。

            　斧の柄を鉄扇が受け止め、周囲に高い音が谺した。

            　――実際、ジェフリーの言う事は正しい。

            　狐塚はそれを理解していた。

            　PK特化でステータスを組んでいるというのも勿論理由の一つだが、ならばそれに対抗できるように自分も編成をかえれば良いだけなのだから、何を言っても言い訳だ。

            　だからこそこれまで、自分に出来る限りの範囲で、黒麦を守ってきたのだ。

            　頼まれているわけでも何でもなくて、それすらただの自己満足だ。

            　寧ろ自分が居る故に、黒麦を巻き込んでしまった可能性すらある。

            　それでも、それでもだ――いまだけは、勝たなくてはならない。

            　狐塚は、扇子を後ろに放り投げ、召喚者用の杖を取りだし、両手で斜めに構えた。

            「本気ださせて貰うわ」

            「今まで本気じゃなかったと言うつもりか？　それこそ下らない言い訳だ。では全力で負けて、絶望を味わうが良い」

            「風神招来――【風月ヴィント雷光ドナー】」

            　スキルを唱え、杖を振った瞬間、召喚獣が光の刃となってジェフリーへと襲いかかった。

            意志を持つ光だ。

            「【器物文】」

            「複数召喚――【絹】【鵺】【光リヒト】」

            　狐塚の正面に、三体の召喚獣が現れる。

            　狐塚が左手を横に斜めと伸ばし、掌を背後に向けた状態で手首を振ると、さらに花札が宙を舞った。

            「【猪鹿蝶】」

            　すると花札の舞い散る風の中、三体の召喚獣が一体に統合した。

            「殺れ」

            　短く狐塚が言った瞬間、ジェフリーが床を蹴った。

            　しかし着地地点を見計らうかのように、召喚獣【猪鹿蝶】が襲いかかる。

            　ジェフリーが再び飛び退くと、空中で光の刃が彼の体を突き刺した。

            「っ」

            　巨大な聖書が載る卓に手を預け、小さくジェフリーが呻く。

            　唇の端からは、血液が滴り始めた。

            　そこに桜の花びらが舞い降りてくる。

            「薄紅色の花煙の中で、死いねや」

            　狐塚が淡々と呟き、杖を片手で回して、床に突き立てた。

            「霊前召喚――【桜水鏡】」

            　告げた瞬間、桜の花びらに、ジェフリーが襲われた。

            　薄紅色の花びらに、視界を完全に奪われる。

            　気づいた時には、右から左から、召喚獣によって体を切り刻まれていた。

            「面白くない、嗚呼、面白くない」

            　そう口にして、全てを振り払うかのように、ジェフリーが槌を振る。

            　斜めに花びら事空気を切り裂き、それから二度回転させて、槌を握り直し振り下ろす。　後ろに飛び退き、床に手を突き開店して、狐塚がそれを避けた。

            「ふざけるな」

            　そう言って踏み込んだジェフリーを再び召喚獣が襲う。

            「ふざけたりしない。お前を倒す」

            　静かに良い、狐塚が左手を顔の正面までかかげ、そのそれぞれの指の合間に長針を構えた。

            　それを振り下ろし、ジェフリーの腕を切り裂く。

            　この度は彼が後ろに飛んだ。

            　しかしそれを想定していた狐塚は、笑みすら浮かべたままで、舞い散る桜の花びら事、ジェフリーへ斬り付け、壁際へと追いやる。

            　ヒュン、ヒュんと、風を切る音が響いた。

            「積みや」

            　そう告げ、壁に背を預けたジェフリーの首元に、長針を狐塚が突きつけた。

            「……何故だ？」

            「ん？」

            「どうしてそこまで、黒麦に拘るんだ？」

            「好きやからやんね。愛してる」

            　愛という感情が分からなくて、ジェフリーは口角を持ち上げた。

            「そんなものに、何の価値がある？」

            「黒麦が居るだけで、俺は生きていられる。それで十分なんよ」

            　狐塚はそう言いながら、苦笑した。

            　気づいて見れば、ジェフリーの攻撃で、体の至る所に氷柱がつきささっていたからだ。

            　だらだらと流れる血液に、そして傷口の痛みに、遅ればせながら気がついた。

            　けれど――それは、些細なことだった。

            「いつかきっと、ジェフ君にもそれが分かる」

            「そうか」

            「これは仕返しや、ただの。黒麦を拉致されたことに対する」

            「……そうか」

            「すぐに頼がここに来る。捕まる気、あるん？」

            「……無い。だが、この状況では、逃げられない」

            「もう二度と、黒麦に、手ださへん？」

            「……」

            「誓うんなら見逃すよ。別に俺は、ジェフ君のこと糾弾できるほど綺麗に生きてきたわけやないし、ジェフ君が憎いわけでもない。けどな、黒麦だけは駄目や。絶対に渡さん」

            「――甘いな。俺を逃がせばどうなるか……」

            「俺とジェフ君、気、あうやん。やから、そんなこと、絶対しないと思ってる」

            「【マーダーケース】は既に僕の統制下を外れた。ギルマスは、灰汁亞だ」

            「うん、そう」

            「だからもう今の僕には、【マーダーケース】を制御する力はない」

            「ええよ。知ってる」

            「だから何も約束できない」

            「……黒麦の命だけは取るな。それくらいは約束できるやろ」

            「……考えておく」

            「それはYESってことやろ？」

            　狐塚はそう言って苦笑すると体を離した。

            「さっさと行き。俺は倒れて、逃げられたって事にしとくから」

            「後で精々後悔しろ」

            　ジェフリーはそう言うと、出口へ向かって歩き始めた。

            　彼の表情が、どんなものだったのかは、逆光だったから狐塚には見えなかった。

            　頼に散々小言を言われた後、狐塚は、黒麦が居る洋館へと戻ってきた。

            　服は着替えたが、それでもしみ出す血は隠せない。

            　それでも狐塚は、扉を開け、そこに黒麦の姿を見た瞬間、朗らかに笑った。

            「はっは、凡ミスしちゃったんよ」

            　黒麦は、そんな狐塚を、辛そうな顔で凝視した。

            　しかし狐塚は、それ以上は何も言わない。

            　ただ二人、こうしてこの場にいるだけは、全てを忘れて安堵したかったからだ。

            　あるいはそれは、狐塚の我が儘だ。

            「……――夕食、今日はほっけだよ」

            　黒麦は、狐塚の怪我には触れず、送続けた。

            「黒麦のゴハンなら、何たって美味しいと思うよ」

            　本心からそう言って、狐塚が中へとはいる。

            　料理の準備を始めた黒麦を一瞥しながら、彼は思った。

            　――ごめん、と。

            　きっと謝っても謝っても、ずるい自分は、許されない。だったら一層のこと、そんな汚い自信のことは知られたくないのだ。結局、憎い相手一人すら殺すことに躊躇する自分は弱い。けれど、黒麦の側にいたいという思いだけは、本当だったのだ。

            　そして恐らく――King of Muder Caseである、ジェフリーだって、こんな形でなかったのならば、黒麦の側にいることを望んだのだろうと思う。

            　嗚呼、だけど黒麦の隣には、願わくば自分が痛いなと思いながら、狐塚はソファに深々と腰掛けたのだった。

            　二人の平穏な日々が終わるまで、あと数日の出来事だった。

            　

            　

            　

            


            　

        
    

    
        　――　番外集2.5　――　補完　――

        　

        　

        　

        　

        
            【IF:Another】King of Muder Case（虐殺END：BADEND）

            　

            　

            　

            　０

            　

            　

            　闇に包まれた終焉。

            　あるいはこれが一つの、結末の形だった。

            　

            　

            　

            　

            


            　

            　１

            　

            　

            　自分の悲鳴で、僕は飛び起きた。

            　目を見開き、薄闇に彩られた天井を見上げる。

            　何度か瞬きをしてから、ゆっくりと起き上がり窓の外を一瞥すれば、そこからは巨大な満月がのぞき込んでいた。

            　短い悲鳴と共に、酸素が僕の喉に張り付いていたようで、意識してみればとても苦しかった。苦しかったのだ。

            　夢を見た。

            　倖せな夢を見たのだ。

            　儚い幻想を見たのだ。

            　そこでは僕たち全員が、ログアウトして現実世界への帰還を果たしていた。

            　月極と僕はまた二人暮らしを再会していて、勿論粋龍とも親友に戻れていて、そんな関係性の中、僕らはみんなで時折顔を合わせては楽しい一時を過ごしていた。そう例えば晴れ渡った五月の連休に、皆でテーマパークへと出かけたり、そんな毎日だった。今でも双眸を伏せれば、色とりどりの観覧車の姿が、瞼の裏の薄闇の中に、映画の一場面のように浮かび上がる。楽しくて、夢から覚めた今となって振り返れば、切なくて、なのに懐かしくて、どうしようもない、偽りの記憶。嗚呼、どうして僕らはこの世界の堕とされ、囚われたのだろう？

            「黒麦」

            　扉の開く音もなく、声をかけられ僕は顔を上げた。

            　粋龍がそこには立っていた。

            「どうかしたのか？」

            「嫌な夢を見たんだ」

            「そうか」

            　切れ長の目を、窓の外へと僅かな間向けてから、粋龍が歩み寄ってきた。

            「ねぇ、ログアウトしたらさ、遊園地行かない？」

            　声が震えてしまった。

            　僕はすぐ側に立った彼の腕を引き、その厚い胸板に気がつけば頭を押し付けていた。

            　力強いさと温もり。

            　それが今現実感を伴ってすぐ側にあるだけでも、僕は幸せなのだと気がついた。

            　――降大は、何時だってそこにいる。

            　一緒にいてくれる。

            　そうであって欲しかったし、それ以外の未来を僕は想像できない。

            「絶叫系には乗りたくないぞ」

            　呟くように言ってから、粋龍が僕を抱きしめてくれた。

            　僕はその腕に縋り付くようにして、気づくと嗚咽を漏らしていた。

            「苦手だっけ？　違うよね」

            「一度乗ったら止まらなくなるから嫌なんだよ。絶叫系巡りだけで一日が終わる。三時間以上並ぶだろう。そうじゃないところに言ったら、それはそれで乗っては降り乗っては降り――……お前もそうだろ」

            「じゃあメリーゴーラウンド」

            「それは素で断る」

            　回転系は酔うから嫌だと言って、粋龍が苦笑した。

            　変わらないなと僕は思った。

            　僕の髪を撫でてから、体を離して粋龍がベッドサイドの椅子を引き寄せる。

            「ま、お前が行きたいって言うんなら、何処へでも連れて行ってやる」

            「本当？」

            「おぅ」

            　これまでの現実を振り返ったら、一緒に出かけられる日々は、当然のことであるはずなのに、唐突に粋龍の優しさが、僕は怖くなった。

            「死ぬのは嫌だ」

            　いつか、僕を庇って死にかけた、粋龍のことを思い出した。

            　もうステータスは見えないけど、逆にそれが怖い。

            「安心しろ、俺が絶対に守ってやるから」

            「僕じゃないよ……粋龍が死ぬのが、嫌だって言ってるんだ」

            　その言葉に、粋龍は、きっとすぐに大丈夫だと言って笑ってくれるだろうと僕は思っていたし、彼の口から直接そう聞きたいと確かに思っていた。

            「黒麦」

            「なに？」

            「もし俺が死にかけているのを見たら、すぐに逃げろ」

            「え？」

            　尋ね返す僕は冗談として笑って流そうと思っていたのに、気づけばおかしな調子になってしまった。どうしよう、上手く笑えない。ざわりざわりと、嫌な恐怖が僕の体を絡め取っていく。

            「俺の身を案じるな。お前は、生き残れ」

            「なに言――」

            「生き残れ。約束してくれ」

            「待ってよ」

            「俺はお前のことが大切なんだよ、黒麦。お前が生きていればそれで良い。他に優先することは何もない。お前が無事に生きてログアウトして笑ってくれることだけが、俺の願いだ」

            「そんな、そんなの無理だ。僕だって――」

            　無表情で言う粋龍。その瞳だけが、どうしようもなく真剣だと色を宿していたから、唇を噛む。何か言いたいのに、上手い言葉が見つからない。

            「冗談だ」

            「え？」

            「お前を一人にして、俺が居なくなるわけ無いだろう？　死んだら一緒にいられなくなる。他の奴をmobの前に蹴り飛ばして犠牲にしてでも、俺は生き残る。だから安心しろ」

            　そう口にして、吹き出すように粋龍が笑った。

            　一気に体から力が抜けて、僕は静かに寝台へと倒れ込む。

            　僕は何を気弱になっていたのだろう。

            　大丈夫だよ、きっと。

            　一人そう自分に言い聞かせてから、僕は目を伏せた。

            　本当はこの時どこかで僕は既に、いつか失う時が来ることを知っていたのかも知れない。

            　

            　

            


            　

            　２

            　

            　

            　翌日僕は、もうじき行われる王候補者会議の会場準備のために、今回会議が行われる【怨灰色の砦】へとやってきた。街全体が一個の巨大な城をしていて、移動鏡も城の一部である城塞の上にある。所々に木々が生えているのは、エメラルドの大陸の、多くの街の共通点だ。天候は、今にも雨が降り出しそうな曇天。けれど実際に雨が降ってくるわけではなくて、これがこの街の常だった。

            　会場準備は、これまで通り旧【アンチノワール】や旧【砂中楼閣】のメンバーが行ってくれるらしい。

            「黒麦様ぁ、お茶菓子の準備なんて、お申し付け頂ければ僕が」

            　野薔薇が僕の袖を引きながら言う。

            　金色の巻き毛を、今日は赤いピンで留めていた。本当にまつげが長いなぁとぼんやり眺める。野薔薇は、本当に良く、僕のことを手伝ってくれる。何も返せないことが、少し申し訳ない。

            「有難う、野薔薇」

            「貴様ら、自分たちの世界を作るのは止めろ！」

            　そんな僕たちに、何を怒っているのかよく分からないが、エルが声を上げた。

            「嫉妬は見苦しいよ」

            　目を少しだけ細め、野薔薇が意地悪く笑った。その姿に、そう言えばこの二人は付き合っていたのだったと僕は思い出した。すっかり忘れていた。

            「黒麦」

            　そこへ唐突に声をかけられて、僕は顔を上げ――そして思わず息を飲んだ。

            　反射的に走り寄り、青みがかった黒のローブを纏っている鴉の体を抱き留めた。

            　ぐったりと力が抜けたように目を伏せている鴉の、白い首筋には確かに紅が見えた。周囲に、血の臭いが蔓延していく。僕は、彼の細い体を抱きかかえたまま、受け止めた右手の掌を見て、そして硬直した。茶菓子を作るからと手袋を外していたため、ぬめる感触と水のようにさらさらと手を汚した鮮血を目にした。水で赤い絵の具を溶いたような、嘘くさいアカだったのに、紛れもなくそれが本物だと、僕は直感した。直感できてしまった、それほど鴉の、首から肩にかけては大きく抉られていて、赤黒い肉と砕けた骨が見て取れたのだ。

            「鴉」

            「逃げ……っ、あ」

            「鴉！」

            　僕が強く叫んだ時、我に返った様子で、野薔薇とエルが走り寄ってきた。

            　野薔薇は悲鳴を上げるでもなく、ただ一瞬だけ眉を顰めただけだった。僕よりもずっと冷静に見えた。しかしその瞳には、怒りの色が確かに浮かんでいた。

            「何があったの鴉」

            「誰にやられた？」

            　淡々とエルが続けた。僕は、アイテム欄から止血剤を出現させて、それを鴉の肩へとあてがった。そうしながら、ギルドチャットを開いて、言葉を発した。

            「赤鐘。鴉が襲われた。酷い怪我だ、すぐに蘇生術の用意を――……」

            　そこまで口にして、僕は瞬いた。

            　チャットの画面が、ブラックアウトしていたからだ。反応は何もなく、誰かに声が届いた様子はない。

            「ジェフリーだ。っ、狙いは、黒麦だと思う……ッ、ア……逃げ、ろ……奴が来る前に、ここに、結界を……」

            　血塗れの状態で、震える手を叱咤するようにし、鴉が杖を握りしめた。

            「結界なら僕がやるから、だから鴉、動いちゃ駄目だ」

            「黒麦を……連れて行ってくれ……っ」

            「行け、黒麦。俺が残って結界を張る」

            　エルがそう言って、鴉の体を支えている僕の肩を叩いた。

            「だけど」

            「ここに結界を張ると言う事は、転送鏡で来るんだろう。野薔薇、黒麦を連れて中に――吹雪か紫紺と合流しろ」

            「待ってよエル、野薔薇を連れて逃げるべきなのは君だろう？　僕は――」

            「行きましょう黒麦様」

            　野薔薇に腕を引かれ、僕は狼狽えて顔を上げた。

            「エル、僕はすぐに戻ってくるから、死んだりしないでね」

            「野薔薇、誰に物を言っているんだ。これでも俺は魔術師ランキング――」

            「さっさと結界はったら？　……すぐに、本当にすぐに戻ってくるから、鴉と二人で待ってて」

            　野薔薇が強い眼差しでそう言うと、エルが正面からそれを受け止めて、小さく頷いた。

            　エルは鴉の体を支えてから、面倒くさそうに手を振る。

            　僕は何の言葉も発することが出来ないまま、野薔薇に引きずられて、砦の中へと入った。

            「――何してるの？」

            　中へと入ってすぐに、転送鏡へと通じる内部の扉を、野薔薇が施錠した。

            　重々しい鉄の板を、横にずらし、扉が外部から開かないようにしたのだ。

            「鴉はランキングは兎も角、僕よりもエルよりも、攻撃が上手いし防御力自体も強かったんです。そうである以上、相手は仮に不意打ちを仕掛けてきたのだとしても、相当な手練れです。少しでも時間稼ぎを――【永久氷壁】、【神樹の戯曲】」

            　野薔薇がそう言って、杖を振ると、辺りを木の根が包み、それらが扉や壁、床を巻き込んで凍り付いた。

            「これじゃあ鴉とエルまで入ってこられなくな――」

            「黒麦様。僕が、本当にあの二人を置いていきたかったと思っているんですか？」

            「それは」

            「――……逃げましょう」

            　僕は何も言えなくなって、野薔薇に腕を引かれるままに走った。

            　どちらにしろ、赤鐘をはじめとした聖職者を見つけない限り、鴉は死んでしまう。

            　きっと野薔薇もそれを分かっているのだと思ったし、野薔薇を逃げさせたエルの気持ちも分かる。分かるような気がしたのだ。

            　走り始めてすぐに、しかし僕らは再び足を止めた。

            「あ……」

            　階段を駆け上がり、二階の廊下を見た瞬間だ。

            　至る所で、壁に背を預けたり、床に転がったりしている、統合ギルドの人々を見たからだ。

            　最も近くに倒れている青年へと屈み込む。

            　黄緑色の服の脇腹が、切り裂かれていた。血が、まだ、だらだらと溢れていた。

            　肉片が周囲に飛び散り、小腸がはみ出している。ピンクと黄色の中間色の臓器が、赤に塗れて、てらてらと輝いていた。破けている箇所からは、消化し切れていないキノコが混じる汚物がこぼれ落ちようとしている。

            　彼だけでは無かった。

            　手や足がちぎれかけている、無数の死体。潰れているものも多い。

            「……行きましょう、黒麦様」

            「……っ」

            　一瞥するだけで、助からないと分かる。

            　人の形を保っているだけで、奇跡と思える。

            　会議を予定している三階の大広間の前まで、僕らは走った。

            「無事だったんですね」

            　血に濡れた靴で絨毯を踏んだ時、僕は吹雪の姿に顔を上げた。

            　僕らの姿に、構えていた武器を、吹雪が下ろす。

            「吹雪様、これは一体……」

            　野薔薇が、一歩前へと出て、僕を庇うようにしながら言った。

            「【マーダーケース】です。生き残っている者は、皆四階に避難して、そこで争っています。それが、最後に私がギルドメンバーと、このように直接顔を合わせないでやりとりできて得た情報です。何が目的かは知りませんが」

            「聖職者は？」

            　僕が尋ねると、忌々しそうに吹雪が目を伏せ、首を振る。

            「回復が追いつかない。真っ先に狙われたのが、聖職者でした」

            「赤鐘は？」

            「五階で頼や青兎といると聞いたのが最後です。少なくとも、降りてきては居ない。私は、外へ抜ける予定です。なので先に抜けました――……戦わずに。責めていただいて構いません」

            　悲痛そうな顔をした吹雪を見て、僕は思わず首を振った。

            「そんなことはないよ、無事で良かった。エルと鴉が、外にいる。鴉が……ジェフリーにやられたと言っていたんだ」

            　嗚呼――もう、鴉は助からないだろう。

            　ここまでくる間に、数多の死に触れたからなのか、僕は騒ぐ感情の一歩後ろで、冷静にそう考えている理性に気がついた。

            「会場の中に、紫紺と日廻がいます。黒麦、貴方はそちらと合流して下さい」

            　背後にある扉を一瞥し、吹雪が言った。

            「吹雪様、僕も外にお供します」

            「……分かりました」

            　思案するように野薔薇を見据えてから、ゆっくりと吹雪が頷く。

            「僕も行くよ」

            「駄目です。貴方は……ジェフリーが扇動しているという事実を、伝えて下さい」

            　吹雪はそう言うと、僕の肩を押した。

            　僕は、ただ頷くことしかできなかった。

            　

            　

            


            　

            　３

            　

            　

            「随分と便利なものを隠し持っていたんだな」

            　会議会場の奥にある、左手の部屋。

            　音響設備の合間にあるレトロなデスクトップ型PCを一瞥しながら、日廻が腕を組んだ。

            狭い室内で、その斜め右側の壁に背を預け、紫紺を見据える。

            「俺みたいな開発班側のテスターは、内部からその場で不具合対応してたからな。良かったよ、キーボードも作っておいて」

            　流れるような速度でキーボードを紫紺が叩くと、目で追うことが難しいほどの速度で、いくつか開いている黒いウィンドウの中に、白い英数字が表示されてはスクロールバーを短くしていく。現在はプログラムに干渉することこそ出来なくなったが、状態の閲覧だけは出来る。

            「駄目だ、広場チャットというか、面と向かって話てないと音声のやりとりが出来ないように仕様が変わってる。ギルド抗争用の集団PK時の仕様だ。そうである以上、PKの決着が付くまでは、内部から外へと出ることは出来ない。どちらかが最後の一人になるまでは、外には出られない」

            「【マーダーケース】が、【アイデンティティ】を指定したと言うことか。ならば、ギルドに加盟していなければ、広域チャットが使えるのか？」

            　それならば一度、ギルドを脱退して、信頼できるメンバーでパーティを組むのも手だと日廻りは考える。

            「無理だ。仕様の問題で、この状態下では、ギルドを抜けられない――それに」

            　ほとんど音を立てずにキーボードを打った後、一段落したというように、紫紺がEnterキーを強く叩いた。

            「この街の周囲の街も、ほとんどが【マーダーケース】に封鎖されてる。一般の連中は、PKを回避して、逃げたんだろうな。残ってる【マーダーケース】の連中も、見るからに進撃準備中って感じ」

            　PC画面に表示された各街の映像に、日廻が眉を顰めた。

            「これはどうやって映像を取得してるんだ？」

            「【血塗れ男爵】が【天空鏡】に表示させてたって知ったからな、その映像を取ってるカメラがあるだろうと踏んで、大分前からハッキングしてたんだよ。くそ、鴉が居れば、もっと仕事が早いんだけどな」

            「月極ならもしかしたら、お前を手伝えるかも知れない。が、呼ぶ手段は無いな。この街の内部も映せるのか？」

            「多分な。ちょっと待ってろ」

            「さっさとしてくれ」

            「黙ってろよカマ」

            「あ？」

            　目を細めた日廻が剣の柄に手をかけると、引きつった笑みを浮かべて、紫紺が無言になった。アイテム欄から、黒麦に以前作ってもらったコーヒーを取り出して、日廻りが一つ、　紫紺の作業する台の上に置く。それから己の分のカップを傾けて嘆息した。

            「黒麦が心配だ」

            「俺もだ、よっと。出た――……ッ！」

            「！」

            　そこに映し出された各界の映像に、日廻と紫紺が、共に目を見開いた。

            　十階建てのこの砦の、二階と四階は静まりかえり、血の海へと変わっていた。

            　一階と三階が静かなのは、外への入り口と、ダンジョンへの入り口があるため、集団PK仕様の効果が及ばないからだ。六階より上は、アイテムの鍵を手にしていないと入れない。唯一動きがある五階では、丁度青兎が、無表情で銃を撃ち、【マーダーケース】の仮面をつけた青年の頭を吹き飛ばしたところだった。銃声こそ無かったが、カメラに直撃したのか、画面が僅かに揺れ飛び散った血が一瞬だけ赤く世界を彩った。最早、対峙する【血塗れ男爵】を始めとした、こちら側の人間すら、PK――……殺人を行わずして、回避できる状況ではなくなっているのだろう。

            　――そうでなければ、赤鐘が止めないわけがない。

            　間をおかずに、青兎のMPを回復した様子で、注意深い表情を浮かべ周囲を見回した自信の右腕の顔を画面越しに見て取って、きつく日廻が目を伏せた。

            「さすがに手慣れてるな」

            　一方の紫紺は、ためらいなく、青兎よりも速い速度で、群がる相手の足と腹部をねらい打ちしている頼を見ていた。Yシャツに返り血が飛び、緩んだ黒いネクタイが揺れている。頼の黒光りする靴が、血だまりを踏み、直後にまた数人が崩れ落ちた。

            「人殺しに手慣れていると言うことか？」

            「違う。青兎と違って、頼は少なくともとどめは刺してない。痛みと失血死を考慮したら、青兎の方に殺されたいけどな、俺は」

            「救急車が来ないわけだからな」

            「そう言う事。外はどうなってるんだ、これ」

            　割り切るように冷静に呟いた紫紺だったが、直後、転送鏡の正面を画面に映して、動きを止めた。目を見開き、それから信じられないという顔で、二度ほど瞬く。浮かべていた笑みが、奇妙に歪んだまま、凍り付いた。

            「どうかしたのか？」

            　日廻が紫紺の様子に気がついて、画面をのぞき込む。

            「っ」

            　そしてコーヒーカップを取り落とした。

            　そこには、エルの髪をつかみ、切断した頭部を眺めながら、足で倒れている鴉の腹部を蹂躙している、ジェフリーの姿があった。鴉の顔にも既に血の気はなく、ジェフリーの靴が動く度に、肉片が周囲に飛び散っていく。

            「……」

            「……」

            　どちらとも無く、生唾を飲み込んだ。

            　嫌な汗が浮かんでくるのを、紫紺は実感していた。彼は食い入るように、画面越しに鴉の遺体を見据えていた。――鴉が、死んだ？　現実感が乖離したように消え失せていく。キーボードを叩く手を止め、全身の皮膚をざわめかせるような、熱を自覚した。それが怒りという名をしていることを、紫紺は自覚できない。

            「日廻！」

            　扉を二度叩いてから、僕は声を上げた。

            「黒麦、良かった、無事だったんだな」

            　壁から背を起こして、走り寄ってきた日廻の姿に、僕の方こそ、無事で良かったと安堵を覚えていた。

            「大変なんだ、鴉が……ジェフリーに襲われたって言ってて、それでエルが結界を張るって言って外に残ったんだ。今、吹雪と野薔薇が外に行ったよ。何とかして、聖職者を外に――」

            「黒麦、落ち着け」

            　日廻のその声に、僕は息を飲んで動きを止めた。

            　その瞳が、悲しそうな色を宿していたからだ。どうしようもなく嫌な予感が、背筋を這い上がってくる。呼吸をするのも忘れそうになって、僕はただ、心臓が無く音を耳にしていた。

            「もう間に合わない」

            「紫紺？」

            　淡々と呟くように言った紫紺へと、僕は顔を向けた。

            　画面をじっと見たまま、彼は青い顔をしている。

            「間に合わないって……っ」

            　そして彼の視線を追い、目を見開いた。画面の中で、エルと鴉が息絶えていたからだ。

            丁度ジェフリーが、鴉の頭部を踏みつぶしたところだった。

            　苺ジャムみたいな色合いの血がこぼれ落ちていき、桃灰色の破片が、鴉の頭から飛んだ。

            「あ」

            「すぐに、吹雪と野薔薇を呼び戻そう」

            　日廻の声で我に返り、恐る恐る視線を向ける。

            「俺が行く。お前達は先に、上の階の【血塗れ男爵】の連中と合流しろ。狙いはきっと、黒麦だ」

            「だけど紫紺、待って」

            「良いから、早く行け」

            　紫紺は強い声で、はっきりとそう言うと、静かに僕を見た。

            「――鴉の仇、俺に取らせてくれよ」

            　どうしようもなく悲しい顔で、紫紺が笑った。僕はかける言葉を見失う。

            「行くぞ、黒麦」

            　日廻がそう告げ、鞘から剣を抜きながら、扉の外を一瞥する。

            「持っていけ」

            　紫紺はそう口にすると、ありったけの蘇生球を取り出した。

            「なんで」

            「一個あれば十分だ。どうせ、回復職が側にいないんじゃ、持ってても無駄にジェフリーにプレゼントするだけになるだろ？」

            　奇妙なほど明るい声で、紫紺はそう言うと笑った。

            　無言で頷き、日廻がそれを受け取る。

            　僕は、多分この時、紫紺が何を言おうとしているのか理解していた。だけどそれは、上手く意識に上ってこなかった。それが、紫紺の顔を見た最後だった。

            　

            「吹雪様、黒麦様を逃してくれたんですよね？　有難うございます」

            「狙いは恐らく、黒麦でしょうから。別に貴方にお礼を言われる必要はない」

            　分かれる時に、『貴方が狙われている』のだという言葉を、口にしなかった吹雪は、その選択を後悔しては居なかった。もしも、何かを伝えるという『仕事』を与えなければ、黒麦は恐らく突いてきただろうなと吹雪は思う。もし仮にこれで、黒麦が『王』となるべき人間でさえなかったら、相手の技量を考えても、一も二もなく共に来て欲しいと伝えたと思う。――嫌、それはないか。どこかで私は、いつの間にか彼に好意を抱いていたのだから。

            「――貴方こそ、よくエルネストを置いて、一人で黒麦を連れてきてくれた」

            「黒麦様は、僕の希望です。僕だけじゃなくて、エルにとっても、そしてみんなにとっても。黒麦様が居なければ――居なくなれば、それは、もう『終わり』でしょう？」

            「そうかもしれない」

            　頷いた吹雪と共に、野薔薇は隠し通路から、外へと出た。

            　内部へと繋がる場所は、いくつかあるのだ。

            　振り返り、外に出てから、魔術で入り口を封鎖する。

            「遠距離から不意打ちして下さい、私が囮になります」

            「吹雪様、気をつけて」

            　二人は視線を交わし、それから転送鏡の方へと足を進めた。

            「！」

            　しかしその場の惨状を見た時、先に飛び出したのは野薔薇だった。

            「エル、エルっ、うあ」

            　短く呻いて、野薔薇は気がつくと、涙がこぼれるのにも構わず、杖を振りかぶっていた。

            　緩慢に顔を上げたジェフリーは、そのまま、野薔薇の手が降りてくる前に、何でもないという風に、大槌を横に薙いだ。

            　吹雪は、目の前で潰れる野薔薇の頭部を見ていた。

            　動けなかった。

            　あっけなく陥没した野薔薇の頭部からは、赤とも灰色ともつかない脳漿が飛び散る。

            　一薙ぎで、虫でも払うかのように、ジェフリーが野薔薇の頭を潰したのだ。

            　それから、彼が持ったままのエルの東部と、明らかに絶命している鴉の体を、静かに吹雪は見据えた。そして再び、ジェフリーの紅い目を見る。銀髪にも、頬にも、返り血がこびりついていた。まだ濡れているようだった。――迂闊に動けば殺される。

            音を立てないように、息を詰める。

            　こぶしを握り、吹雪は思案した。

            　一対一で戦うことは、得策ではない。仮に複数で対峙するにしても、正面から向き合うべきではない。だとしても、ここから生きて逃げ、誰かと合流するための手法は限られている。背後の扉は最早使えないが、他の出入り口まで動けば、存在が露見する。その上、野薔薇の姿を見ている以上、ジェフリーがこちらへやってくるのは時間の問題に思えた。ならば――……せめて、黒麦が上手く上階へと逃げる時間くらい、稼がなければ。恐らく日廻や紫紺であれば、ジェフリーの名を聞けば、黒麦を逃がすはずだと吹雪は考えた。

            その時、吹雪の足下で、煉瓦の上から破片が地へ落ちた。

            「ッ」

            　声を上げそうになった吹雪は、慌てて体に力を込める。

            　垂れてくる汗が、顎から下へと落ちようとしていた。

            　その落下音にすら恐怖を覚え、両手で口を覆う。

            　煉瓦の壁から身を乗り出して、ジェフリーの姿を確認したくて仕方がないが、それにより危険に身を晒すことが何よりも怖かった。

            　低い煉瓦の壁に背を近接させ、何度か深呼吸する。

            　そんな吹雪の姿を、煉瓦の壁の上から、しゃがんだ状態でジェフリーは見おろしていた。

            　彼の手が、柄の長い鎌の下の方にある。

            　ジェフリーが静かに鎌を振るった瞬間、吹雪の首が地に転がった。

            「！」

            　直後、ジェフリーは上に飛んだ。

            　左腕をかすめた感覚に、着地しながら振り返る。するとそこには、紫紺が立っていた。

            「久しぶりだな」

            「いつから銃術士になったんだ？」

            「お前こそ、なんだその鎌は。死神気取りか？」

            　構えていた銃を投げ捨て、紫紺が剣を構える。

            　紫紺の体を長い鎌の刃が抉り、辺りに血が飛び散るまでには、五分もかからなかった。

            　

            　

            


            　

            　４

            　

            　

            　僕らが五階へと向かうと、そこでは、何人もの統合ギルドのメンバーが生き残っていた。

            　今のところ、隠れていない限りは、目に付く【マーダーケース】の団員は倒したとのことで、他の敵が来ないように監視をしているのだという。監視の他は、怪我をした人々が横になっていて、数人の聖職者が回復作業をしていた。蘇生球を持っている人間も含めて、ほとんどは赤鐘が回復させたのだという。赤鐘と頼と青兎は、先に六階へと向かったのだと聞いた。

            「良かった、無事だったんだね」

            　上の階に行くと、すぐに赤鐘に抱きしめられた。

            「赤鐘こそ……良かった、本当に良かった」

            　僕が言う隣で、日廻もまた安心したように吐息する。

            「怪我は？　と言うのも愚問だな、赤鐘が居る以上」

            　それから日廻は青兎の元へと歩み寄り、彼の頭を静かに撫でた。青兎は何も言わずに、じっと手に掴んだままの銃を見ている。様子が少しだけ変に思えて、僕は首を傾げた。

            「青兎？」

            　首をしげて名を呼ぶと、青兎が漸く顔を上げた。

            「……人を、僕、人を……殺した」

            　本当かだとか、しかたがないことだとか、僕は何かを言おうとしたけれど、あまりにも青兎が真摯な目をしていたから、そんな言葉が適切だとは思えなかった。

            「そう」

            　だからゆっくりとただ頷いた。

            　もし僕が、これから人を殺すことになり、そして殺してしまったなら、どんな風に声をかけて欲しいだろう。考えては見るものの、何も思いつかない。

            「月極と粋龍は？」

            　日廻が尋ねると、頼が苦笑した。

            「狐塚の名前も挙げてやれよ、なァ。あいつらは、俺達が全滅した時に備えて、七階にいる。鍵もあいつらが持っていったから、約束した４時になるまで、降りてこないし、俺様達も上には入れない。黒麦の所に行くって死ぬほど煩かった三人が面倒だったから、押し込めたが正しいのかも知れないな。うるせぇTOP３だろ、あいつら」

            「まとめる私の苦労が分かったか？　数日間なら、上階に引きこもるのも手だな」

            「そうすれば、この扉の前を占拠されるのは確実だろうがなァ。倒し立っていっても、他の街にはまだ腐るほど居るだろうし」

            　頼が呟くと、赤鐘が腕を組んだ。

            「主犯を捕らえないと、解決しない問題だよね」

            　僕は頷きながら、青兎の手を握った。

            「ジェフリーだよ」

            「ああ。奴の手にかかって、鴉とエルネストが死んだ」

            　日廻がそう告げたので、僕は思わず顔を上げた。

            　画面の中で見た光景が、脳裏を過ぎる。

            「鴉が……？　そう……そっか」

            　笑みを引きつらせるようにして、赤鐘が十字架を持つ手を震わせた。長い十字架の先端は、血に濡れていた。

            「ここに来るのも時間の問題、か」

            　赤鐘の声に、青兎が俯いたまま言う。

            「もしかしたら、【マーダーケース】も、ここの鍵を持ってるかも知れないよ。このダンジョン報酬の鍵、少なくとも一度はクリアして手に入れてるから」

            「だとすれば、ジェフリーが持っている可能性が高いな」

            　日廻の声に青兎が頷いて顔を上げる。

            「なんとかして、鍵を奪わないと」

            　みんなでそんなやりとりをしていると、丁度時刻が四時になり、八階に位置する時計塔の鐘の音が辺りに響き渡った。

            　周囲に鈍い音が響き、すぐに階段へと通じている木の扉が開いた。

            「黒麦！」

            　走り出てきた月極に、僕は思いっきり抱きつかれた。

            「月極、良かった、無事で」

            「黒麦こそ」

            　青兎が僕の手を離して苦笑したので、両手で月極の体を受け止める。

            　そうしながら、こちらを静かに見ている粋龍と視線を合わせた。

            「――安心しろ。月極は元から頭のネジが飛んでる以外は、何の問題もなく、怪我の一つすらしてない」

            「良かった」

            「え、え？　嫌、俺、別に」

            　月極が抗議するように唇をとがらせる。彼がいつも通り過ぎて、僕は思わず笑った。心底安堵した。全てが悪い夢であるようにすら思えて、涙がこみ上げそうになる。

            「狐塚は？」

            　頼が言うと、粋龍が背後へと振り返った。

            「七階にいる。多分な」

            「多分？」

            　日廻が首を傾げると、粋龍がゆっくりと目を伏せた。

            「八階かも知れないし、九、十、何処にいるのかまでは知らん。ただ四時になったわけだから、少なくとも六階まで戻ってくる頃だろう」

            「何をしてるの、狐塚」

            　赤鐘が首を傾げると、月極が僕の体から腕を放した。

            「どうせ少なくとも、黒麦は上に行かせるだろう？　別に合流できるんだし、放って置けよ。アイツが何処か行くなんて、いつもの事だし」

            「それもそうだなァ。じゃ、移動開始か」

            　頼の言葉に、日廻が目を細めた。

            「私はここに残る。誰かがジェフリーを食い止めて、鍵を奪わなければならない」

            「日廻が残るんなら、俺も残るよ」

            　赤鐘が言うと、青兎が銃を一瞥してから、首を振った。

            「赤鐘が居なくなったら、誰も蘇生術を使えなくなるよ。赤鐘は、黒麦と一緒に行った方が良いよ」

            「日廻も含めて、前任もう緊迫した空気味わっただろ？　次は俺が残るよ」

            　朗らかに笑いながら月極が言った。

            「先に行け。な？」

            　力強く肩を叩かれ、僕は目を瞠った。まだ――月極には、現実感がないのかも知れない。油断していたら、確実に殺されてしまう。そんなのは、嫌だった。

            「狙いは、僕なんでしょう？　だったら僕が、ここで引きつけるよ」

            「あのな、黒麦。黒麦が残るなんてそんなのは、相手の思うつぼだろ？」

            　僕の両腕を取って、月極が苦笑するように笑った。

            「月極が言う通りだなァ。じゃ、俺様が残ってやる。【血塗れ男爵】は、月極を出す、で【高みへ・・・】は俺様。アオ、お前は行け。俺様は久しぶりに、月極と二人で組んでみてぇ」

            　そう言って唇の端を持ち上げ、頼が楽しそうに笑った。

            「いいかもそれ。頼と組むの、久しぶりだしな」

            　月極が頷いてから、粋龍へと視線を向ける。

            「任せたぞ」

            「おぅ。安心しろ、お前ら二人だけ残して、すぐに扉は封鎖してやる。ジェフリーを倒した後、泣き叫んでも暫く入れてやらない」

            「最低」

            「まぁ相手の動きも関係あるだろうけどな、五時くらいにはいったん顔出せよ」

            「了解。労いの準備しといてくれよ」

            　月極がそう言って笑ったので、僕は思わず溜息をついた。頼が一緒だというのだから、大丈夫だとは思うのだ。なのに、なのに何故なのか、焦燥感に襲われる。

            「月極」

            「ん？」

            「気をつけてね」

            「……、ああ。心配性だなぁ、黒麦は」

            　月極は、僕のことを再度抱きしめた。

            「行くぞ、日廻」

            　粋龍の声に、嘆息するように、日廻が歩き出した。

            　赤鐘が、その表情を一瞥しながら続く。

            　青兎も同様だった。

            「俺には、気をつけてねって、無いのかァ？」

            　頼がそんなことを言ったものだから、僕は月極の体を手で押しながら、笑う。

            「気をつけて」

            「ん」

            　それから僕らは、七階へと向かった。

            　

            　扉が閉まったのを確認し、月極が無表情になった。

            「……別に、お前も行けば良かったのに」

            　そして底冷えがするような声で、そう告げた。

            「てめぇ一人じゃ、犬死にだろうがなァ。一時間じゃ、罠を張るには短すぎる」

            「……狐塚も同じ事を言ってた。それで、頼が多分残るって。残らなくても、残させろって」

            「アイツの怖さを俺はよく知ってる。狐塚もだ。ま、お前も知ってるっちゃ知ってるわな、月極」

            　いつか月極が血を抜かれたのだったなと思い出しながら、頼が銃を取りだし、弾を込めていく。mobを相手にするのではない以上、銃術士の方が都合が良い。

            「残るって事が、死ぬことだって、頼も思ってるんだな」

            「違うのか？」

            「俺は良い。でも――」

            　そこまで続けて、月極は俯いた。狐塚は、頼に死ねと言っているのだ。

            「余計なこと考えてんじゃねぇよ。それが、俺達のやり方なんだよ。お前が、【血塗れ男爵】のギルメンを残さなかったみてぇに、互いが互いの生き残る方法を模索する。【高みへ・・・】は、誰かを犠牲にしてでも、目標を達成する。それだけだ、そこが少し違うだけなんだよ。お前が残るって言って、すんなり粋龍は、残らせてくれたのか？」

            「……自分が残るの一点張りだった。本当は誰よりも、黒麦の側にいたいくせに」

            「どうやって説得したんだ？」

            「生き残る確率の問題だ」

            　月極が、何度か瞬いてから、頼の正面に立った。

            「頼と俺が死んだ後、次に誰が相手をすれば、より黒麦が生き残る可能性が高まるか。粋龍と狐塚だ。その逆の組み合わせは無い。俺と頼が残ったところで、粋龍と狐塚が倒せなかった相手を倒せるとは思えない」

            「それに粋龍は納得したのか？」

            「しなかった」

            　月極のふてくされたような声に、頼が吹き出した。

            「何で分かるんだよ？」

            「だっててめぇが死ぬって事は、だぞ。黒麦が現実へ買えるって言う望みを、消してしまう可能性があるんだ。誰よりも黒麦のことを思ってるとしたら、絶対にお前だけは行かせないだろ、アイツ」

            「そんなに……黒麦は俺のことを思ってくれるかな」

            「安心しろ。大丈夫だ」

            ポンポンと頼に頭を叩かれ、月極は俯いた。

            「……じゃんけんだよ」

            「本当、笑えるほど弱いなァ、粋龍」

            「この場面でじゃんけん持ち出した狐塚の度胸に、俺吃驚したよ。正直手が震えた。だけどさ、罠張るって言う仕事があっても、狐塚が残るとは俺は思わなかった」

            「残るって事は、月極を知ってたのに行かせたって事で、黒麦に何か言われる可能性もある。何も言わなかったとしても、黒麦は、行かせた事に対して、何か思うところがあるだろう。そう言う責任を、狐塚はきちんと自分で取る奴なんだよなァ」

            「個別チャットできなくなったのに、頼と狐塚は、きっちりやりとりしてるみたいに見える」

            「俺様は狐塚を信用してる。それになぁ、月極。最悪の事態を想定してはいても、アイツだって俺を信じてる。お前と一緒に俺を残すって言うのは、そう言うことだ。はっきり言って対人戦で、あてになるのは、俺と日廻だけだろう。日廻のPK合戦経験が役立つ日が来たな」

            「日廻は兎も角……お前、PKなんてしてたの？」

            「俺は現実で何度か人を撃ち殺してる。合法的にだけどな。だから今更、人の命を奪うことに恐怖したりはしない。安心しろ、てめぇが一人で死ぬ事は無ぇよ」

            「頼と心中なんて吐き気がする」

            「じゃ、勝ちに行くか」

            「勝算はあるのか？」

            「お前、あるの？」

            「……下の奴らを避難させないと」

            「見捨てろ」

            「頼、それは――」

            「見捨てろ。大切な者を見誤るな」

            　頼がそう告げた時、遠くから悲鳴が響いてきた。

            「少しでも時間稼ぎをしねぇとなァ。じゃねぇと、後で何言われるか。ま、後が在ればだけどな」

            「【コンニャク】」

            　月極がそう告げ、腕を伸ばした。

            「てめぇさ、その緊迫感が行方不明になる名称、本当何なんだよォ、オイ」

            「だからだよ。名前を呼んで呼び出す瞬間に、リラックスできる」

            　下へと通じる扉の前に現れた巨大な石の壁を眺めたまま、月極が嘆息した。

            「――俺、ちゃんと最後に、黒麦の前で笑えてたかな？」

            「安心しろ。俺様が保証してやる」

            　月極はその言葉に頷くと、長い槍を召喚した。薙刀だ。

            「それ見るの、久しぶりだなァ」

            「後衛してる限りはまず使わないからな」

            　クルクルと器用に自身の背丈よりも長いその鉈の、柄の部分を下にして、月極が床に突く。

            　瞬間、部屋中に、蜘蛛の巣のような透明な糸が張り巡らされた。

            「七階にも糸を残してきたから、俺が死んだ段階で、他のみんなは上の階に逃げられるよ」

            　強い酸性のその糸は、触れる者の体を溶かす。

            　対人専用の糸だから、同じギルドである頼が触れても、切れることもなければ被害を受けることもない。蜘蛛の模様が描かれている薙刀の柄を握りしめ、月極が細く息をつく。

            　その時、入り口を封鎖する壁が、小刻みに揺れた。

            　数の力で、【マーダーケース】のメンバーが、中へ押し入ろうとしているらしかった。

            「月極」

            「ん？」

            「最後に組める奴がお前で良かった」

            「――俺もだよ。折角だしさ、楽しもうぜ」

            　二人はそう言って笑い合うと、それぞれ走り出した。

            　特に何か打ち合わせをしたわけではなかったが、時機を見て月極が召喚獣を下がらせたその瞬間、頼が銃を放った。

            　早撃ちで、入ってきた十数名前後の【マーダーケース】の集団の頭部を撃ち抜く。

            　最早、命を奪わないようにと言う選択を、頼は捨てていた。

            　それでも後から後から溢れるように入ってくる仮面の人々は、際限ない。

            「うぁああああああああああ」

            　先頭の人間が声を上げたのは、月極の糸に絡め取られた時の事だった。

            　肉が焼けるような、嫌な臭いが辺りに漂う。

            　そこへ頼が煙幕を生じさせる弾を放ったため、【マーダーケース】のメンバー達は視界を奪われた。じゅわじゅわと服が、皮膚が、解けていく音。

            　阿鼻叫喚と言った状態で、次々に人々が倒れていく。

            「【稀酸の海】」

            　ポツリと月極が呟くと、天井から酸の雨が降ってきた。

            　酸の被害を受けることがないまま、頼は髪を濡らすその感触に溜息をつきながら、銃の弾をアイテム欄から視界操作で装填させる。装填する瞬間を告げなくても、月極は読んでくれる。それが、月極と共に先頭へと出かける一時を、楽しいものへと変えてくれるのだろうと、頼は思った。

            　ゾッとするほど端正なのに、言いしれぬほど冷たく作り物めいた顔を見て、頼は苦笑する。

            　その時、月極が、まだ煙の残る入り口側に踏み込んだ。

            　槍の先端が宙を切り割き、風の音がした。

            「……害虫が」

            　ポツリと呟きジェフリーは、煙の中から現れた月極の攻撃を、槌で受け止めた。

            　鎌は背中に紐でつるしてある。

            　鉄槌の柄と、月極の薙刀が交錯し、激しい音を立てた。

            「月極と言ったな」

            「覚えなくて良いんだけどな」

            「そうだな。すぐに忘れる。僕は殺した相手の名前は、すぐに忘れるんだ」

            　力押しでは勝てないと判断した、月極が後ろに飛ぶ。

            　瞬間、頼が二発撃ったため、ジェフリーが首を横にずらした。

            　勢いのまま一歩前へと出たジェフリーは、その時、鉄槌に絡みつきじわりじわりと溶かし始めた、酸性の蜘蛛の糸に気がついた。周囲を見渡せば、呻き声を上げながら、顔を溶かしているギルドメンバーの姿が見て取れる。

            「【吉祥文】」

            　ジェフリーがそう告げ槌を振ると、周囲に梅の花が散り、蜘蛛の巣の糸が凍り付く。

            　その手首を狙って、頼が撃つ。

            「！」

            　右の手首を銃弾に抉られ、ジェフリーが目を見開いた。

            　それから退屈そうに、彼は己の手首を見た。

            　常温になった古いマーガリンを塗りたくったかのような白の骨と、赤い血が混ざり合っているようだった。嗚呼――その色彩に、歓喜が這い上がってくる。血だ、血液だ。僕は生きている、そんな心境だった。

            　楽しさを抑えきれなくなり、ジェフリーが満面の笑みを浮かべた。

            　そこへ、更に二発の銃声が響き、今度は足を狙われる。

            　しかし地を蹴り、ジェフリーはそれを交わして、一気に姿をはっきりと捉えることが出来る月極との距離を詰めた。

            「くッ」

            　薙刀を振り、月極が距離を測る。

            「【ミートパイ】」

            　それから短く告げ、後ろに飛んだ。

            　すると周囲の空間を食べるようなミミズに似た召喚獣が多数現れる。蠢く度に、空間が黒く塗りつぶされていくように、ジェフリーには見えた。人が視覚の認識をするために必要とする『光』を食べる召喚獣だ。幻とされる召喚獣のうちの一つだ。

            　一気に視界が狭まったジェフリーの頭部を、見えない角度から頼が撃った。

            　それを辛うじてジェフリーが交わしたのは、恐らく殺し合いに慣れていたからに他ならない。そしてもしそれが、現実であったならば、ジェフリーがしっかりとこの仮想現実の体を、現実の物として捉えていたならば、こめかみをかすったその銃弾に、意識を奪われていたことだろう。だがジェフリーにとっては、実際の生も含めて全てに、現実感など持てては居なかった。――黒麦以外の何一つとして、色あせずに見えるモノなど無いのだ。

            「な――ッ！」

            　何事も無かったかのように、自然な動作で間をおかずにジェフリーが振った槌が、月極の肩を砕く。防御しきれず、痛みと衝撃そのままに、月極が横に飛んだ。

            　だらだらと右腕から地が急速に失われていくのを、月極は理解していた。

            　震える左手に力を込め、薙刀を支えにするように床に突く。

            　顔まで飛び散ってきた月極の地を舐め取りながら、ジェフリーが目を細めて笑った。

            「っ」

            　直後、真後ろから、頼が長い十字架を下から斜めに突き立てた。

            　金色の豪奢な意匠の十字架が、ジェフリーの鎖骨のすぐ下から天井目指して伸びていて、背中には十字架の横棒部分が食い込む勢いだった。縦と横の部分が重なっている部分のすぐ下を両手で持ち、頼が力を込める。

            　十字架の下へと伸びる部分を伝っていく赤い血が、頼の手を汚した。

            　緩慢な動作で振り向いたジェフリーは、小首を傾げて、頼を見る。

            　下ろした右腕に持つ杖の先が、静かに床に突き、鈍い音を立てた。

            　睨め付けている頼の顔は、真剣だ。

            「終わりだ」

            「……」

            「死ね」

            「……っ」

            「…………」

            「…………っ、はは」

            　しかし直後楽しそうなジェフリーの哄笑が響き、頼は目を見開いた。

            　僅かな動作で、ジェフリーが左手を、何でもない風に振る。

            　そして頼は、右腹から中央近くまでに、熱が走ったことに気がついた。

            　恐る恐る下を見れば、長剣が深々と突き立てられていた。

            　ジェフリーがその手を戻すと、臓器を全て右の外側に引きずり出されるような感覚がした。

            　視界に、剣と共に飛び散る肉片が見えた。

            　それが己のモノだと自覚したときには、十字架から手を離し、頼は膝で立っていた。

            　腹部を両手で掴むと、止めどなく血液が漏れだしてきて、すぐに手はジェフリーのモノではなく己の血で赤く染まる。

            　痛みよりも先に熱を感じたというのに、なのに、全身がどうしようもなく寒い。

            　急速に血液を失っていくからだが、頼の思考を明滅させて、視界に砂嵐をもたらす。

            　頼は、何時自分が絨毯の上に倒れたのかも、自覚できなかった。

            　頬に触れる柔らかな感触。瞬きをする度に、ここには居ない狐塚や青兎、最後に見た月極、そして黒麦の顔が過ぎっては、消えていく。

            「っ、ッ」

            　腹部の傷口を、踏みつけられて、短く頼は声を上げた。

            　生理的な涙がこぼれ落ちる。

            「なんで」

            　呆然とした月極に振り返り、ジェフリーが笑った。

            「随分と綺麗に刺してくれた。その瞬間に凍らせただけだ。何も問題はない」

            　そう言い片手でジェフリーが十字架を引き抜いたが、言葉通り、そこにはただ穴が空いているだけで、氷が全てを埋めていた。血の一滴も、最早出ては居なかった。それなりのスキルが在れば放つことが可能な、無詠唱による氷の下級魔術だ。mobを相手にするならば、弱すぎて使えないような魔術だ。職業変更の必要が無くなった今だからこそ打てる手だった。

            「殺れ、ッ、月極……」

            　叫ぶように口にした頼は、そのまま命を失った。

            「ッ」

            　月極はその言葉に、痛む肩には構わず、片手で薙刀を構えた。

            　しかしその時既に勝敗は決していた。

            　素早く鎌を手に取った、ジェフリーの手が綺麗に横一筋に動いたのを見たのが、月極の最後の記憶だった。

            　音を立てて、月極の頭部は床へと落ち、絨毯に赤い染みを作る。

            　暫く立ったままの状態で、頭部を失った首から、噴水のように血が飛び散っていくのをジェフリーはぼんやりと眺めていたのだった。

            　

            　

            


            　

            　５

            　

            　

            　月極の残していった蜘蛛の糸が消えたのを、観葉植物を眺める振りをして見守っていた狐塚は理解した。壁掛け時計を一瞥すれば、まだ四時半を少し過ぎたところだった。罠こそ黒麦達が来る前に張り終えて、狐塚が知らんぷりをして八階から下りてきて、まだ十分しかたっていない。七階で一同を足止めしていてくれた粋龍に、心の中で感謝をした。

            　――月極君が死んだって事は、もう頼はおらへんようになったんやろね。

            　そう思えば、狐塚は、少なからず後悔を覚えた。頼を行かせれば、確実に月極は兎も角、頼は死ぬと思っていたのだ、彼は。頼は、目の前で親しい相手を見殺しにしたりは出来ない。いつも優先順位を口にするくせに、恐らく月極の身が危なくなれば、ギリギリまで見計らったとしても、行動を起こすだろうと思える。

            　実際その通りの結果になった事を、狐塚は知らなかったが。

            　もう少しだけ冷静に、首を落としていたなら、頼と月極が今頃勝利していたかも知れない。

            　誰にも胸に這い上がった苦しみを伝えることが出来ないまま、狐塚は一人で苦笑した。

            　――あの時俺が、ジェフリーを見逃したから。

            　だから、二人は死んだ。

            　他の多くの人間も、死んだ。

            　冷たい激情に体を苛まれ、狐塚は震えそうになった。怒りで、震えそうになった。抑えることが難しい。

            「狐塚？」

            　そんな狐塚の様子に、黒麦が気がついた。

            「ん、なんや、黒麦」

            　小首を傾げて、楽しそうに狐塚が笑った。人を安心させるような暢気な笑みが、そこには浮かんでいた。

            「俺もう怖いわぁ。黒麦慰めてや」

            「近寄るな変態」

            　粋龍が吐き捨てるようにそう言って眉を顰めると、黒麦と狐塚の間に割って入った。

            「痛っ、ちょ、粋龍師匠！」

            　腕で首に技を決められ、大げさに狐塚が声を上げた。

            　しかし本当は、粋龍の腕にはほとんど力が入っていなかった。

            　後ろから抱きしめるようにして、粋龍は黒麦達には気づかれないように、真剣な顔で狐塚を見た。狐塚もまた真面目な表情へと戻り、小さく一度頷く。その仕草と、無くなった　蜘蛛の巣の糸を見て、僅かに粋龍が目を細めた。

            「降参、降参や！」

            「……はぁ」

            　あからさまな溜息をついてから、粋龍が腕を放して振り返った。

            「赤鐘。ちょっと狐塚をシめるから、先に上へ行ってくれ。月極達のことは、俺が待つ」

            　その言葉に、赤鐘が微笑した。

            　至極いつも通りの、作り笑いだった。

            「分かったよ。しかたがないなぁ」

            「ここで待たないの？」

            　黒麦が首を傾げると、それまで腰掛けていた窓枠部分から、青兎がぴょんと床に跳んで立ち上がった。

            「さっさと行こう、黒麦。どうせ上で待っても下で待っても変わらないよ」

            「だけど……」

            「私も賛成だ。狐塚、粋龍、ちゃんとあの二人を連れて、上に来てくれ。五時半までには来い」

            　腕を組んで壁により掛かっていた日廻がそう言った。

            「……」

            　自分以外が全員同意しているからなのか反論はしなかったが、それでも一人、困惑するように黒麦が首を傾げた。それに粋龍が苦笑した。

            「なんだよ？　すぐに俺と狐塚も行く」

            「……すぐって、いつ？」

            「すぐはすぐだ」

            「何や黒麦、俺のこと心配して――」

            「黙ってろ狐塚」

            「当然だろ。狐塚のことも心配だし、粋龍のことも心配だよ」

            　黒麦が探るような顔で言った。

            　その時、彼の胸中には、言い表せない不安が渦巻いていた。

            　生々しい死の気配に直接触れた後だというのに、何故これ程皆が普通にしていられるのか、黒麦には分からなかった。――勿論それが表面的なものだなんて、気づかなかったのだ。

            「安心しろ。俺はお前を残しては、何処にも行かない」

            　粋龍は、そう言うと静かに笑った。

            　ゆっくりと、黒麦の頬に手を添える。

            「お前を逃がさない。離すつもりもない」

            「……うん」

            「さっさと行け。そうしないとここで押し倒すぞ」

            　粋龍のその言葉に、黒麦が苦笑した。そして自分自身を納得させるように、黒麦は一人何度か頷いた。

            「待ってる。ちゃんと狐塚と、後下にいる二人を連れて、上に来てね」

            「ああ。夕食、楽しみにしてる。さすがに肉類食う気にはなれないだろうから、今日は野菜中心で頼む。天丼とかな。ま、天丼だな。ああ、天丼あたりで頼むわ」

            　そう言い、粋龍がひらひらと手を振った。

            「僕は中華丼が良いな。行こう、黒麦」

            　青兎がそう言って、黒麦の手を取った。

            　二人が上へと続く階段へと消えるのを、粋龍が見守っていた。

            　溜息をついてから、日廻がその後に続く。

            　最後まで残っていた赤鐘と視線があったため、粋龍は告げた。

            「頼んだぞ、赤鐘。鍵は渡したよな？」

            「『分かってるよ』」

            　口元には変わらず笑みを浮かべていたが、ゆっくりと頷いた赤鐘の瞳は真剣だった。

            　嗚呼、大丈夫だと粋龍は思った。――赤鐘は、気がついている。

            「気をつけてね。五時半まで、だ」

            　念を押すように、赤鐘が言ってから、踵を返した。

            　一同が去ると、狐塚が真剣な顔をした。

            「粋龍師匠も、行きや。一人くらいは、俺達が死んだって事、知っとったほうがいいやろ」

            「必要無ぇよ。赤鐘は分かってる。恐らく青兎も悟ってるだろうしな」

            「……これは、俺の業や。一人でええよ」

            「お前一人じゃ旬殺されんのがオチだろ。大体、回復の赤鐘は兎も角、日廻を行かせたのは、俺とお前が死んだ時に、あいつらの方が俺達よりも攻撃力が上だからだろう？」

            「どうやろ。まぁ粋龍師匠に行けと言ってやったんは、ただの俺の優しさなんよ？」

            「残ったのも俺の優しさだ。常時お前が消えねぇかなとは思ってる。けどな、見殺しにするほど冷たい訳じゃない」

            「いいん？　黒麦の側で死ななくて、後悔せぇへん？」

            「死ぬ気はない」

            「そうか。俺もやねんけど」

            　狐塚はそう言って視線を合わせてから笑うと、召喚者用の杖を装備した。

            　すると扉には一枚の布が張り付き、やがて周囲の壁と同化する。

            　そしてその上に、新たな扉が現れた。

            　元々あった扉とそっくりな代物だ。

            　それから狐塚が、その杖を火の付いていない暖炉の後ろに隠した。

            　少し探しただけでは、決して見つからない奥まった場所だった。

            「しっかし、師匠につくってもらったこれ、便利やわ。【高みへ・・・】としては、悔しいだけやねんけど」

            　粋龍が狐塚に頼まれいつか作ったその杖は、持ち主の手を離れても、半日ほどは効果を持続させる。よって壁と同化した召喚獣とその攻撃は、これから狐塚が死んだとしても、破られない限りは効果を発する。

            「死んだら終わり何じゃないのか？」

            「ううん。貰ってすぐに、まだ大丈夫やった頃に、PKして確かめたから間違いないんよ」

            「そうか」

            　頷いてから、粋龍が周囲を見回した。

            「やるとお前の仕掛けの邪魔をする事はあるか？」

            「師匠は何も気にせんでええよ。身内には効果ないやろ、集団PKなんやから」

            「それもそうだな」

            　粋龍は狐塚へと再び視線を戻しながら、地に伸ばしていた手に鉄槌を装備する。

            　そして軽く振った。

            　すると空中に、いくつもの時計が現れた。

            　大きいものから小さいものまであり、皆、空中に溶けるように漂っている。

            「Wahrsagerei――【時間ツァイト】」

            　淡々と粋龍が告げると、それらの時計の長針と短針が、回転を始める。右に回っているものもあれば、左に回っているものもある。それらは暫くすると、そのまま溶けて消えた。

            「Wahrsagerei――【黄昏ダスク】」

            　続いて粋龍が命じると、鉄槌自体が光の粒となって、天井へと上っていき、消えた。

            「ヴァールザゲライって事は、噂に聞く占いシリーズやんね。空間属性やん」

            「前にお前が、ジェフリーは、気象属性の和文様シリーズだって見つけたんだろ？　派手にやったみたいだな」

            「知ってたん？」

            「まぁな。露店があれば、大抵の情報は入ってくる」

            「クエスト中によく見てたもんやわ」

            「そうでなくとも、人の口に戸は立てられない。すぐに【クラウン・クエスト】の初攻略で話はそればかりになったとはいえ、【マーダーケース】の噂が流れないわけはないだろ。黒麦には誰も言ってなかったけどな、【血塗れ男爵】でも少なくとも赤鐘と日廻は知ってた。青兎は、今更だろ」

            「ふぅん。なんで黒麦に言わなかったん？」

            「わざわざ、黒麦のために狐塚が戦ってた、なんて伝えてやるほど俺は優しくない――……Wahrsagerei――【封印ズィーゲル】」

            　槌がない状態で粋龍が言う。

            　それを狐塚は眺めて、首を傾げた。

            　端から見ていると、武器を身装備の状態でスキルを唱えているように見えたからだ。

            「……黒麦がショック受けるからやんね？　やっぱり師匠は優しいわぁ」

            「お前も知られたく無さそうだったからな」

            「前言撤回やわ」

            　狐塚は笑みを引きつらせると、別の召喚者用の杖を取り出した。

            「複数召喚――【絹】【鵺】【光リヒト】」

            　そして軽く杖を振ると、光を纏った巨大な召喚獣が現れた。

            「【猪鹿蝶】。上行っとき」

            　静かに狐塚が命じると、召喚獣が天井へと張り付く。

            　それから狐塚が、鉄扇を二つ取り出した。

            　ばさばさと面倒くさそうに、狐塚がそれを振る。

            「松に鶴、桜に幕、芒に月、柳雨に小野道風、桐に鳳凰――【五光】」

            　するとまばゆい光が辺りを包み、周囲に花札が舞った。

            　目が眩む。

            　静かに目を伏せた粋龍が、瞼を開けた時には、まるで違う世界に舞い込んだように風景が変わっていた。平安時代を彷彿とさせる情景で、小川には赤い橋がかかっている。桜が満開で、十二単を纏った人物達が、花見をしているようだった。実際の平安時代など粋龍は知らないが、なんとなくそう感じさせる光景だ。

            「花札か――……お前こそ空間持ってたんだな。どうして、普段の戦いで使わないんだよ」

            「別に俺が前でなくても、みんなでやってくれるやん」

            　狐塚が笑って見せながら、左右の手に持つ扇を閉じた。

            　するとそれまでの風景がたちどころに消え、元の部屋が視界に入ってくる。

            「師匠やって、壁するだけで攻撃めったにせぇへんやん。ヘイト取りは別として。お互い様やろ」

            　それには答えず、淡々と粋龍が言う。

            「――紫紺と月極がやられたとなると、相当レベル上げてるんだろうな。別キャラか？」

            「レベルあげとるんは間違いないやろね――……それでもこれまでランキング表で見られなかったのは、単に更新時期の問題やのうて、推測やけどランキングに載らないようにするアイテム持ってるんやと思う」

            「なるほどな」

            　頷いた粋龍は、それから別の鉄槌を喚びだした。

            　一瞥しながら、狐塚が回復者用の杖を取りだし、振る。

            　粋龍のMPが回復した。今となっては数値などは見えないが、確かに効果はある。

            「後継者、挑戦者、探求者、放浪者、先駆者、助言者、反逆者、略奪者、異端者――【救世主】」

            　つらつらと粋龍が言うと、周囲に無数の粋龍と狐塚の顔をしたモノが現れた。触れることは決して出来ない上、前後左右様々なところにそれはいる。

            粋龍が槌を一ふりすると、それらは消えた。

            「わぁ、怖いわぁ」

            「間違って本物の俺に手を出したら、嬲り殺すぞ」

            「目が本気やん……俺はね、生きて帰って黒麦にプロポーズするんや。やめてあげてや」

            「わざわざ死亡フラグたてるんじゃねぇよ」

            「知らへんの？　最近は、あからさまな死亡フラグは、死亡フラグをへし折る効果もつんよ」

            　再度回復してから、狐塚がPOTを出現させて飲む。

            「これだけ準備して負けたら、どうする？」

            　粋龍が尋ねながら、巨大な斧を出現させた。先端は槍になっていて、左側の刃は、上部が丸く反り下へ行くにつれ細く鋭くなっている。右側は、丁度非対称の形をしていた。正面から突き刺せば、抉るように肉を切り裂くし、横に薙げば、それもまた切り傷や衝撃を与えられる。下部にある持つ場所は、他の部分よりもゴツゴツとた鉄で出来ていて、一番下には小さな鉄球が付いていた。こちらで殴り倒しても、普通ならば致命傷だ。

            　POTの瓶を狐塚が投げると、それは床へ落ちる前に消えていった。

            　それから狐塚は、錫杖を出現させて、背につるす。そうしてから、扇を両手に握り直して、顔を上げた。長い沈黙だった。

            「師匠も言うた通り、日廻団長と赤鐘神父に頼むしかないわな。あの二人なら、アオのことも、黒麦と一緒に逃がすやろうし、アオなら自分の役目もよく分かってると思うんよ」

            「青兎の役目？」

            「青兎は、青猫でもある」

            「なるほど、転送記憶魔法灯か」

            「うん。もし俺らが全滅しても、ジェフ君さえ最上階まで向かわせれば、その間にはじかれるとしても、外のゲートの正面までは移動できるんよ。バレたら終わりやから、ギリギリまで使わんはずやけどね」

            「外で待ち伏せされてるんじゃないのか」

            「だとしても、ジェフ君が相手でなけりゃ、転送鏡潜る時間はある――黒麦だけは死なせられん。何も好きやからだけやない。ジェフリーを王には出来ない。そうなれば、そこに待つのは絶望や」

            　後になるにつれ、真剣な声で狐塚が言った。隣に立った粋龍が頷く。

            「お前とこうして組む日が来るとは思ってもいなかった」

            「性悪No.1とNo.2やもんね、俺ら。今だから言うけど、俺、師匠のこと大嫌いなんよ」

            「知ってる。俺も嫌いだ」

            「両思いやんね」

            「ジェフリーにとどめを刺したら、じっくりと逝かせてやる」

            「俺、頑張るよ。安心してや、師匠はジェフ君に殺されたってちゃんと黒麦には伝える」

            　そんなことを言い合い、二人は真面目な顔で、視線を交わした。

            　どちらとも無く吹き出したのは、そのすぐ後の事だった。

            　

            　ぴちゃぴちゃと、水音を響かせながら、ジェフリーは七階への階段を進んでいた。

            　長めの階段で、丸い塔の城壁に沿うように並んでいる。

            　気が遠くなるような螺旋階段だった。

            　――殺し合いを楽しみにしているから、長く感じるのだろう。

            　手みやげにしている月極と頼の頭部を一瞥し、やはり重いから捨てていくことにした。

            　放り投げれば、暫くしてから、六階の天井に激突して潰れた音が響いてきた。

            　部屋の中央に二人で並び、粋龍と狐塚は、下へと続く入り口を眺めていた。

            　軋んだ音を立てて、木の扉が開く。

            　姿を現したジェフリーは、血に濡れていた。

            「久しぶりやんね」

            　狐塚が言うと、ジェフリーが半眼になる。

            「意外だな」

            「何がやの？」

            「メインディッシュは、普通最後に来るものだろう？」

            「ここが最後なんやないの？」

            　失笑するように狐塚が言うと、ジェフリーは何も答えずに、視線の先を変えた。

            　粋龍は、少し背の低いジェフリーと視線を合わせた。

            　それだけで――……吐き気がした。

            「粋龍か」

            「King of Muder Case」

            「……僕のことか？」

            　気怠い瞳を浮かべたまま、静かに二度、粋龍が頷いた。

            「ああ。そうだ。お前は、王にはなれないだろう、【マーダーケース】意外ではな」

            「別になりたいとも思わない。それにしても――……【血塗れ男爵】の副マス二人が、お揃いとはな」

            「敵の敵は味方って言うやん」

            「敵の敵は敵だと僕は思う。僕にとって、全ての他者は、ただの虫螻だ。僕を敵に回したこと、後悔しろと伝えなかったか？」

            「忘れてしもうたわ。俺、黒麦のことしか覚えてないんよ」

            「すぐにそれすら考えさせられなくしてやる」

            　ジェフリーがそう言って嘲笑を浮かべると、鉄槌を両手で持った。

            　片手からは、まだ血が流れていた。

            　瞬間、狐塚が前へと飛び、粋龍が後ろへと飛んだ。

            　職業からして、このような形態を取ったことなど、これ前にはない。基本的に狐塚は中衛よりも後ろにいることが多かったし、粋龍は前衛ではない事などあり得なかった。しかし打ち合わせをしたわけでもないのに、互いが互いの動きを推測していた。それは頼と月極のように、相手を慮っての行動ではない。ジェフリーを倒すために行動する――黒麦を守るために全力を尽くす、それだけが、二人の間にある共通項だった。そして相手のそんな感情だけは、二人とも信頼していたのだ。

            　狐塚がジェフリーの振るう鉄槌を受け止めると、周囲に高い金属音が響き渡る。

            　そのまま上体をずらし、狐塚が足払いをかけようとした。

            　しゃがんだ狐塚の真後ろから、長く巨大な斧で、粋龍が動きを制する。

            　ジェフリーは、斧を受け止めるために舌打ちしてから、鉄槌を動かし、そのまま狐塚の蹴りを左足に受けた。息を飲んで、右に飛べば、そこに粋龍の斧が横から襲いかかってくる。

            「！」

            　瞠目しながら、ジェフリーは首を傾げた。

            　粋龍の攻撃は――速すぎた。

            「時間操作をしているのか」

            　ポツリと呟くと、吐き捨てるように笑い、粋龍が、斧を一度回転させてから、ジェフリーの左脇腹を抉った。

            「お喋りしてる余裕あるん？」

            　ニヤリと狐塚が笑い、長い針で、右からジェフリーの頸動脈を抉る。

            　交わす事が出来なかったジェフリーは、己の首から吹き出る血を、頬に感じた。

            　熱が響いてくる脇腹よりも、その霧のような血の感触に、ジェフリーは意識を奪われる。

            「凍れ」

            　しかし冷静に、体を凍らせ、止血する。

            　その時、パキリと音を立てて指輪が割れた。

            　血液量を回復する指輪が一つ割れたのだ。

            　舌で唇を舐めると、鉄の味がする。

            　視線操作で棒付きキャンディを喚びだして、ジェフリーはそれを片手で取り、口の中へと放り込む。ガリと飴を噛む音が周囲に響いた時、狐塚が扇を持つ左右の両手を大きく交差させ、すぐに振り下ろした。

            「【牡丹に蝶】」

            　そう狐塚が言い終わる前に、周囲に牡丹の花が浮かんでは、消えていった。

            　直後現れた巨大な蝶が、黄色い四枚の羽を動かす度、赤い模様が揺れ、鱗粉が舞う。

            　その粉を吸い込んだ瞬間、ジェフリーが目を見開いた。

            　開いた瞼からも、間断なく金色の粉が入り込んでくる。

            「くッ」

            　ジェフリーは呻くと同時に、左側頭部を粋龍によって叩きつぶされ吹っ飛んだ。

            　だらだらと己の耳から何かが滴っていくのを自覚しながら、床と激突して感じた衝撃に、背を反らせる。反射的に手を添え、回復スキルを口にした。

            　だがそうしながらも、より辛いのは、鱗粉がもたらす酩酊感だった。傷が癒えても立ち上がることが出来ず、視界がいびつに歪む。目の前のものが何重にも見えるのは、傷のせいでも失血のせいでもない。嘔吐感が襲いかかってきて、ジェフリーは鉄槌を手から離して、両手で口元を押さえた。吐瀉物が、手を汚していく。

            　その瞬間、狐塚がジェフリーの右目へと扇を突き立てた。

            　本来刺さるようなものではないのに、無理にねじ込まれる感覚。

            　ぐしゃりと眼球が潰れる音を、ジェフリーは聞いた。

            　どうしようもない熱が、眼窩を真っ赤に染め、一瞬だけ片側の視界が、赤く見え、直後暗転した。それを自覚している間に、今度は左腕を、粋龍の音でねじ切るように落とされた。床へと鈍い音を立てて落下した自身の腕を、残った左目でジェフリーが一瞥する。その頭を、狐塚が踵で、床へと叩きつけた。

            「Wahrsagerei――【啄木鳥ウッドペッカー】」

            　狐塚の足が離れたのと、周囲に羽根が舞い木製の巨大な杭がジェフリーの体を血に縫いつけたのは、ほぼ同時のことだった。

            　床をドロドロと、ジェフリーの体から失われていく血液が濡らす。

            　再び始めと同じように中央へと立った狐塚と粋龍は、どちらともジェフリーの体から視線を離さない。

            「倒した気がしない」

            「そやねぇ」

            「スキルを使ってない」

            「詠唱済みやったんやろね。想定してたけど」

            「霧だな」

            　粋龍がそう口にした時、ジェフリーの体が霞となって消えた。

            「吸血鬼みたいやんね。けど師匠の言う通りって事か」

            「想定してたんだろ、速く対処しろよ」

            「もうしとる」

            　狐塚がそう言って、目を細めて杭のあった場所を見据えたまま、扇を二・三度開いたり閉じたりした。その度に、バチン・バチンと音がする。

            　ジェフリーは狐塚と粋龍の声を遠くで聞きながら、顔を上げた。

            　気がつくと、桜の花びらが散る不思議な場所にいたからだ。

            　花見を楽しみ、歌を詠み、平安貴族のような連中が、羽目を外して楽しんでいる。

            「なるほど――気象属性に反応して、召喚獣のスキルの中に引き込む手はずだったのか」

            　つまらないなとジェフリーは片目を細めた。

            　人間が相手でなければ、つまらない。

            　それがこの【クラウンズ・ゲート】に対して、頻繁にジェフリーが抱く感想だ。

            　己の体を見れば、左腕と右目の感覚はあったし、実際に手を動かすことは出来たが、ここを抜け出せば、それらは失われているはずだと分かる。恐らく、現実世界では病院に体があるから、このような幻想空間では、実際にある感覚を味わうことが出来るのか――あるいは幻視痛か。どちらなのか、ジェフリーには分からなかった。分からなかったが、どちらにしろ、命が無事であることは間違いなかったため、よしとする。一度は杭に潰された心臓だが、鼓動を止めた段階で霧に全てを変えるスキルを詠唱済みにしておいたのだ。

            「どうやって遊ぼうか」

            　狐塚と粋龍の事を考えながら、目の前に広がる暢気な光景を眺める。

            　どんちゃん騒ぎと言うにふさわしい状況で、笛の音や鼓の音が響いてくる。

            　――恐らく、狐塚の仕掛けている罠は、これ一つではない。

            　――粋龍が何もしていないとも、思えない。

            　――嗚呼、どちらから先に殺そうか。

            「！」

            　唐突に首の真下に現れた鎌の刃に、狐塚は反応できなかった。

            　それを確認したときには、顎の真下に痛みが走り、後ろに良ければそのままジェフリーの体に押さえ込まれる。

            「っ、あ」

            　何か言おうとしたはずなのに、悲鳴混じりの吐息と共に、血が溢れ出してきた。

            「クソ野郎」

            　粋龍が眉を顰め、斧をふる。

            　それを、片手に持った鎌でジェフリーが受け止めた。

            　その正面で、狐塚の体が床へと頽れる。

            　粋龍が見守る前で、回復スキルを唱えたジェフリーの、右目が再生していった。

            　見たくない光景に、目を細めながらも、粋龍は攻撃の手を止めない。

            　――止めれば、黒麦にこの殺人鬼は襲いかかる。

            　死んでも行かせたくはない。

            　それが粋龍の想いだった。暗い部屋の中で、死ぬのが嫌だと言った黒麦の姿を思い出す。側にいるから安心しろと答えたのだったか。嘘をついた――そう、黒麦は責めるだろうか？　それでも良かった。黒麦さえ、生きていてくれるのならば。黒麦さえ、怖い思いをしなくて済むのであれば、何だってやってやろうという気持ちだった。

            「【御所解模様】」

            　いつの間にか、鉄槌を再び手にしていたジェフリーが笑う。

            　実に楽しそうな顔をしていた。

            　それに――気がつくと粋龍は笑い返していた。

            「【鵜刻】」

            　短く告げた粋龍が、ジェフリーの攻撃を正面から受け止める。

            　鉄の柄と柄がぶつかり合う。

            　周囲にジェフリーが放った和文様が浮かんでは消えていく。濃い緑の葉の数々、甲や扇子と言った小物、それらが舞う度に、周囲を竜巻が襲った。

            　風に切り裂かれることには構わず、力押しで、粋龍はジェフリーの体を押し返す。

            　粋龍が放ったスキルが和文様の合間でジグソーパズルの合わせ目のような線を描き、空間に亀裂を入れた。ジェフリーの攻撃を、一つずつ無効化していく。それだけではなく、パズルのピースが剥がれ落ちるように、一カ所ずつの空間を黒く染めていき、次第に周囲の風景は、完全な暗黒へと変わった。鶏の鳴き声が、遠くから響いてくる。それをジェフリーが認識したとき、唐突に頭をわるかと思うほど強く高い音が耳を襲った。

            　鼓膜が破れたのか、じくじくと耳が痛む。

            　三半規管がおかしくなったようで、ジェフリーは吐き気がした。

            「……」

            　何も言わずに、笑ったまま、ジェフリーが粋龍を見る。

            　瞬間、粋龍が斧を振りかぶった。

            　そこには――少しだけ焦るような動きがある。

            　その隙を見逃すほど、ジェフリーは優しくは無かった。

            「っ」

            　咄嗟に出現させた短剣で、距離を詰めてきた粋龍の手首を抉る。

            　後ろに避けようとした粋龍をしっかり見据え、再び鎌を手に振りかぶった。

            「終わりだ」

            　しかし、そうはならなかった。

            　そこへ極彩色の鱗粉が舞い降りる。

            『「猪鹿蝶が【操り人形】を発動しました」』

            　無機質な電子音が響き渡った時、暗闇の中、ジェフリーは動きを止めて天井を見上げた。

            　狐塚が――己が死に、そして粋龍が死のうとした場合に備えて仕掛けておいた罠だった。

            「あ、あ、あ、あ、あ」

            　粉に触れる度に、骨の折れる嫌な音が周囲に響いた。

            　体制を立て直しながら、粋龍がそれを見る。

            　ちらりと狐塚が倒れているはずの場所を一瞥すれば、そこには確かに杖が残っていた。

            　――なにが、武器を作ってもらって良かっただ。

            　死んでもなお効力を発する杖を、自分でも作り出せたのではないかと、粋龍は苦笑した。

            　全身の骨が、通常では決してあり得ない方向に曲がっていくジェフリーを、睨め付ける。

            　そして斧を振りかぶり、首を狙った。

            　はっきりとした手答えと、肉を切り裂く感触。

            　けれど首と体が離れるまでは、気を抜くわけにはいかない。

            　そう思い、粋龍はそのまま斧を振り抜こうとした。

            　だが、それは叶わなかった。

            「ッ」

            　目を見開いた粋龍は、己の胸を貫いて前へと伸びている、一つの腕を見た。

            　嗚呼――もう、終わりだ。

            　痛みよりも、黒麦を守れなかったという事実に、粋龍は絶望感を覚えた。

            　ゆっくりと振り返れば、そこには【マーダーケース】の装束に身を包んでいる少年が立っていた。

            　伏兵が居る可能性は、常に考慮していたはずだったのに。

            　唇を噛み、釘を刺さなければと思ったのを最後に、粋龍は瞼を伏せた。思考していたのは、一秒にも満たない間のことだった。そのまま、永遠に目を覚ますことは無かった。

            「【愚者の協奏曲】【賢者の輪舞曲】」

            　回復スキルを唱え、状態異常を解除し、同時にジェフリーの体を【緋雨】が回復させる。

            　それから仮面を取り、緋雨は天井を見上げた。

            　魔術師用の杖と装備を入れ替えて、真っ直ぐ上に攻撃魔術を放つ。

            「……遅くなって申し訳ありません、マスター」

            「……」

            　まだ痛む節々を動かしながら、ジェフリーは緋雨を見る。

            「狐塚もやってくれますね。蝶を二回使うとか」

            「二回？」

            「【猪鹿蝶】も【牡丹に蝶】も、どちらも花札でしょう？」

            「知らん。いつから見ていた？」

            「え、あ」

            「まぁ、いい」

            　ジェフリーがそう言ったのは、緋雨から興味を失ったからだ。

            　黒に包まれていた周囲に、急に都心の雑踏が映り混む。

            　気がつくと二人の上下は代わり、どちらがそれまで通り床に足を突いているのか、判別不能になった。そこを埋め尽くす人混みは、ほとんどが狐塚と粋龍の姿をしていた。しかし服も装備も武器も何もかも異なり、上下左右それぞれの面に足を付いているように見える。とはいえ壁や床が何処にあるのかは不明で、限りなく果てしなく、ただ人混みと街並みが広がっているようだった。

            「っ」

            　驚いて緋雨が目を見開く。

            「狼狽えるな」

            　何でもないという表情で、ジェフリーが言う。

            「趣味の悪い風景だな」

            「全くですね」

            「黙示録シリーズの【救世主】というスキルだ。だが何故……」

            　狐塚の召喚獣にしてもそうだとジェフリーは思った。何故、確かに死んでいるはずなのに、スキルが発動する？　まさか執念という事も無いだろうと考えながら、腕を組む。しかし、実は生きていると言うことも、確実に狐塚に限ってはあり得ない。ジェフリーは緋雨に向き直る。

            「粋龍は確実に死んだか？」

            「はい、心臓を潰しました。それから、腕で突き破りました」

            「そうか」

            　緋雨は、嘘をついている風には見えない。

            　まぁいいかと首を傾げながら、ジェフリーは鉄槌を握り直した。

            　鎌と短剣をしまう。

            　それから空間ごと砕こうと槌を振ろうとして、眉を顰めた。

            　酷く、腕が重い。

            　槌が、動かない。

            「『【黄昏】が発動しました』」

            　その電子音を認識し、息を飲む。

            　重力制御スキルだ。

            「うあぁあっ」

            　緋雨が押しつぶされるように倒れた。

            　ジェフリーから見れば、天井に落ちていったように見える。

            　上を一瞥したままの状態で、ジェフリーもまた、消えた足下に何処までも落ちていく。

            　それからすぐに見えない壁に叩きつけられ、自身の骨が折れる音を再び聞いた。

            　背骨が悲鳴を上げる。

            　鉄槌が重力に囚われ、ばきばきと音を立ててひび割れ始める。

            「『【封印】が発動しました』」

            　緋雨のものらしき大量の血液と肉片が、顔に降ってきたのを確認しながら、ジェフリーは再び電子音を聞いた。血に濡れていく中で、目を細める。唇に触れた血を、甘く感じた。瞬間ジェフリーは、己の喉の骨が砕け、首の皮膚を突き破ったのを自覚した。

            　地面に囚われた体の中、何とかそれでも手を動かすことが出来たのは、一重にレベルを上げていたからに他ならない。首に指先を伸ばし片手で押さえ、アイテム欄から回復用POTを視線操作で呼び出す。口で蓋を開け、残った手でそれを支え――飲んだ。

            　するとゆっくりと喉の傷は塞がり、背骨も喉の骨も元通りになった。

            　だが、すぐに再び、背骨はボキリと音を立てる。

            「？」

            　その上、声が出せなくなっていた。

            「……っ」

            　怪我をしていないのに、声が出ない。

            　声帯も治癒したはずなのだから、これはおかしい。

            　首に手で触れると、そこにはぎざぎざとしたみみず腫れがあった。

            　指先でそれをなぞる――【封印】の効果を思い出した。スキル封じだ。

            　ジェフリーは気がつくと笑っていた。

            　死んでも猶、黒麦を守ろうとする二人が、非常に滑稽に思えたからだ。

            　声が出ない以上、スキルを使うことは出来ない。

            　視線操作で動かせるものは、ジェフリーにとっては、アイテム欄だけだった。

            　そして、【犠牲球】を選択した。

            　

            　

            


            　

            　６

            　

            　

            　ジェフリーが一人、狐塚の仕掛けた終わらない階段の中を進んでいる頃、黒麦達は九階にいた。八階よりも上にあがったのは、そこが時計台を併設していたからだ。鐘の音が煩いからという理由で、日廻が上へと促したのである。

            「……遅いね」

            　黒麦が呟くように言ったのは、五時半を回った時の事だった。

            　――月極と頼は、もう二時間……粋龍と狐塚も一時間、帰ってきていない。

            　嫌な予感がわき上がってくるのを、もう黒麦は抑えきれなかった。

            　五時には戻ると、月極達は言ったのに。黒麦は、もう居ても立っても居られなくなる。

            「僕、見に行ってくるよ」

            「私が行く」

            　しかし日廻が、首を振った。

            「俺も行くよ。もしかしたら何かあったのかも知れないしね」

            　赤鐘が笑みを浮かべたままそう告げた。

            　もう結果は見えているように、赤鐘には思えた。

            　――五時半が刻限だと、粋龍も狐塚も理解していたはずだ。

            　仮に無事でも、交戦中の可能性が高い。

            「馬鹿者共は、いつまでじゃれ合って居るんだか。黒麦、上で夕食の準備をしておいてくれ」

            「……けど」

            「安心しろ、月極と頼もすぐに呼んでくる」

            　きっぱりと日廻は言い切り、それから青兎へと視線を向けた。

            「中華丼にするチャンスだぞ。リクエストするならば、今だな」

            「待ってよ俺的には、粋龍と一緒で天丼が良いんだけど」

            「中華丼４票、天丼２票で、中華丼に決まりだな。頼んだぞ黒麦」

            「えぇ、絶対月極達二人も、天丼に２票だと思うんだけど。直接確かめて天丼だったら、明日は日廻のおごりで飲み明かしだからね」

            「良いだろう」

            　日廻と赤鐘はそんなやりとりをすると、笑顔を浮かべたまま、下へと続く扉の前へと立った。

            「じゃあな、頼んだぞ青兎。六時には間に合うように、黒麦がきっちりと食事を作るよう見ておけ」

            「もし俺達も下で遊んでる風だったら、六時半には下に。じゃあ、また後で」

            　二人はそれだけ言うと、黒麦が引き留める前に部屋を出て行った。

            　あまりにも自然な光景過ぎて、黒麦は瞬きをする。

            「……え？」

            　扉の閉まる音を聞いてから、我に返って黒麦は追いかけようとした。

            「待って」

            「だけど、青兎――」

            「言いたいことは僕も分かる」

            「なら」

            　階下には、ジェフリーがいるはずなのだ。なのに、月極達は戻っては来ない。何かあったのだ――……そう考えて、黒麦がきつく目を伏せる。体が震えた。

            「上に行こう」

            「無理だ。すぐに下に――狐塚達だって、危ない」

            「もう死んでると思う」

            「！」

            「じゃなかったら、日廻と赤鐘が降りていったりしないよ。きっと」

            「追いかけないと」

            「黒麦。僕だってそうしたい。だけど――黒麦は、絶対に下に行かせられない」

            「どうして？」

            「それが……みんなの気持ちだからだよ」

            　涙をこらえるように、そして強い眼差しで、青兎が言った。

            「みんなの……？」

            「月極と頼も、粋龍と狐塚も、それに今降りていったあの二人だって、みんなみんな、黒麦に無事でいて欲しいんだ。勿論僕だって」

            「そんなの僕だって――」

            「黒麦！」

            　青兎はそう言うと、強く黒麦の腕を引いた。

            「行こう。それが、それが黒麦ができる答え方だよ」

            　少年の顔が、大人びて見えた。

            　呼吸をする度に胸が苦しくなり、黒麦は思わず目を伏せる。全身から力が抜けた。

            　

            「良かったの？」

            　八階へと下り、時計台のすぐ側にある、階段正面の小部屋へと辿り着いた時、赤鐘がポツリと言った。それまで、二人はジェフリーについては何も話題に上らせず、ただ雑談をしていただけだった。

            「何についてだ？」

            　階下へ通じる壁の右側に立ち、背を預けて日廻が問う。

            「――月極みたいに、黒麦とお別れしなくて」

            「お前こそ。私は、死ぬつもりはない」

            「心強いな。そう言うと思ってたけど」

            　赤鐘はその時、作り笑いではなく本気で笑った。

            　何処か、呆れたような笑みだった。

            「時間が無かった月極立ちは兎も角……粋龍と狐塚でも駄目ってなると、どうすれば倒せるかなぁ」

            「兎に角お前は、私が死んだら即座に回復してくれ」

            「勿論。けど、守護者スキルを使った様子がないって、どういう事なんだろう？」

            「知らん。少なくとも、建物が壊れるから、なんて言う理由では無いだろうな」

            「対抗策を持ってるのか、使う暇もなく殺されたのか」

            「分からない。お前は使うつもりか？」

            「……多分、使わないと思う」

            「思わせぶりだな、随分と」

            「そんなんじゃない。なんとなく、そんな気がするんだ。ルビィが凄く静かなんだよ」

            「そうか。私には分からない感覚だな」

            　日廻がそう呟いた時、階段を上がってくる足音がした。

            　隠そうともしていない。

            　それは、狐塚が仕掛けた召喚獣のスキルを破って倒した、ジェフリーの足音だった。

            聞き耳を立てて目を伏せ、よく知る皆の者で無いことを確認してから、天井を向いた状態で日廻がしっかりと目を見開いた。

            　それから両手で、体の真正面に、垂直に持った剣の刃を一瞥した。

            　差し込む日の光を反射して、煌めいている。

            　ちらりと赤鐘を見ると、長い十字架を手に、やはり日廻を見ていた。

            　二人は無言で頷いてから、ジェフリーが顔を出すのを待った。

            　そしてジェフリーが姿を現し、一歩足を踏み入れた瞬間、日廻が首を刎ねようとした。

            　

            　あと五分で、六時半になろうとしていた。

            　最上階で、青兎は転送移動魔法灯の準備をしている。

            　暗い室内には、高い位置にあるステンドグラスから、色とりどりの光が振ってくる。

            部屋の奥には、聖母像があった。

            　その正面で、青兎は作業している。

            　黒麦は、ぼんやりと聖母の慈愛に満ちた表情を見据えていた。

            　天井は果てしなく高いが、それ程広い部屋ではない。

            　二人が動きを止め、体を硬直させたのは、鈍い音を立てて唐突に扉が開いた時の事だった。

            　恐る恐ると、どちらとも無く振り返る。

            「お待たせ、ごめんね」

            　入ってきたのは、満面の笑みを浮かべている赤鐘だった。

            「赤鐘、良かった無事だったんだ」

            「私もいる」

            　その隣に、続いて入ってきた日廻が立った。

            「聞いてくれ、あの馬鹿共は、早々にジェフリーを倒して、下から帰った」

            「え」

            　黒麦が目を見開く。

            　それから青兎と日廻の顔を交互に見た。

            「ごめん黒麦、ちょっと驚かせようと思って」

            　青兎がそう言って、ふっと表情を和らげた。

            「日廻、そう言う言い方はどうかと思うよ？　一応あの四人、【マーダーケース】の残党を一掃に行ったんだからさ。まだもう少しかかるかも知れないけど。あ、黒麦。まだ夕食準備してないみたいだから言っておくけど、月極がポテトコロッケ希望で、頼は揚げ出し豆腐だって」

            「うん、うん」

            　何度も黒麦が頷く。

            「そう言うわけだから、先に帰っていてくれ。まだあいつらが【マーダーケース】を倒し終わっていなければ、城に直接は飛べないだろうが、PK仕様ではじかれて落ちた下の転送鏡の周囲にいる連中くらい、黒麦と青兎ならどうにか出来るだろう？」

            「まかせて」

            　青兎が銃を手に取り、それからジッと日廻を見た。

            　ゆっくりと日廻が頷く。

            「――行こう、黒麦」

            「うん。じゃあ、早く帰ってきてね」

            　黒麦はそう言うと、青兎の手を掴んだ。

            　黒麦は気づかなかった。

            　二人の背中が、深々と抉られている事にも、そこから溢れ出した血が、漆黒に紛れて、二人の足下にたまっていった光景にも。

            　無事に二人の姿が消えたのを見守った直後、日廻が座り込み、傍らの壁に背を預けた。

            　POT類は既に消費済みで、痛みだけが、ジンジンと体を襲う。

            　赤鐘は、入り口から少しだけ逸れた場所に膝を立てて座り込んだ。

            　顔に血の気が無い。

            　それでも彼は、気力を振り絞って、十字架を動かした。

            「私は良い」

            「そうは、いかないよ」

            　苦笑するような顔で赤鐘が回復スキルを放つと、僅かに体が楽になったように日廻は思った。一方の赤鐘は、力尽きるかのように、十字架を取り落とす。

            　――ジェフリーとの勝負は、まだ付いていない。

            　二人は、日廻がジェフリーの左足を切断した直後、上にいた黒麦と青兎を逃がすべく、一端退去してきたのだ。ほぼ気力だけで走りながら、命が潰える前に、どのようにすればあの二人を逃がす事が出来るか、それぞれが考えた。

            　無言のままでここまで訪れた時に、赤鐘が提案したのだ。

            　嘘をつく事を。

            　日廻は、それに同意したのである。

            「一応言っておく」

            「何？」

            「世話になったな」

            「っ、俺の方こそ」

            　赤鐘は、ついに笑みを崩しそうになった。何に対するものなのかは分からないが、涙がこみ上げそうになる。

            「お前が右腕で居てくれた事、誇りに思っている。きっと、永遠に」

            「永遠、か――……あーあ、結局ログアウトできなかったね」

            「まだ分からない」

            「そうだね。ずるいかもしれないけど、黒麦にはやってもらわなきゃ」

            「その為には障害は、私たちが取り除かなければならない」

            「うん」

            　頷いた赤鐘が、這うようにして、十字架を拾う。

            　氷で義足を作ったジェフリーが最上階へと到達した時、入り口からは、ステンドグラスの光が漏れてきた。人気はない。

            　嘆息してから、彼は一歩足を踏み入れた。

            　そして瞬きをする。

            　すると、入り口の真上にいた赤鐘が、音もなく長い数珠の紐を、ジェフリーの首に回す。

            　ジェフリーがそのことに気がつく前に、部屋の外に隠れていた日廻が、剣を動かした。

            　日廻の剣がジェフリーの心臓を貫いたのと、赤鐘が数珠で首をねじ切るように締め上げながら着地したのは、ほぼ同時の事だ。

            「！」

            　息を飲んだジェフリーが、不愉快そうな顔で、首に両手を当てる。

            　鉄槌と鎌が、それぞれ床に落下した。

            　――効かない、効かない！

            　ジェフリーは、それから両頬を持ち上げた。

            　その表情を見た赤鐘が叫ぶ。

            「日廻！」

            　グチャリと音を立てて剣を引き抜いた日廻が、直後にジェフリーの首を再び落とそうとした。だが、最初に遭遇した時同様に、鉄のように固くなったジェフリーの首の皮膚と、剣が高い音を立てた。

            「――不死身なのか？」

            　日廻が首を傾げながら呟いて、氷で出来たジェフリーの足を蹴り飛ばす。

            　粉々に義足が砕け散るが、すぐにそれは再生した。

            　【犠牲球】の効果だった。

            　ジェフリーが見つけた、王候補しか入る事が出来ないダンジョンでのみ落下するアイテムだ。一度発動させると半日ほど、急所の代わりをしてくれるのだ。

            　粋龍の攻撃で左手を失い、日廻の攻撃で左足もまた失ったが、簡単な氷の魔術ですぐに代替物を作る事が出来たので、ジェフリーは何の問題も感じていなかった。落ち着いたら、スキル封じを破るのと同時に、回復すれば良い。さすがにスキル無しで、この二人を相手にするのは、少し時間がかかるとは思いながらも、勝利は時間の問題だとジェフリーは確信していた。だから、笑う。ただ笑った。

            　振り返り、赤鐘の攻撃には構わず、日廻の首を掴む。

            　速度こそ日廻が勝っているはずだったが、痛みと疲労で反応が遅れたのだ。

            「！」

            　目を見開いた日廻の首を、片手で締め上げ、ジェフリーは静かに頷く。

            「っく、あ、かはッ」

            　咳き込もうとした日廻の首を、そのまま、ボキリとジェフリーが折った。

            　人体にはあり得ないような角度で、日廻の頭部が後ろ側へと曲がる。

            　ぐったりとした日廻の体を、ジェフリーが投げ捨てた。

            　剣が床に落ちる音を、赤鐘は聞いていた。

            　数珠を持っていた手を離し、ゆっくりと振り返る。

            　そして正面から、ジェフリーを見た。

            「最後に聞かせてもらえないかな。一体、どうしてこんな事を？」

            　それは足止めをしなければならないから会話で時間を稼ごうなどという心境からではなく、純粋な好奇心からだった。

            「ああ、喋れないんだっけ」

            　赤鐘が作り笑いを貼り付けた表情で言うと、ジェフリーが小首を傾げた。

            「YESなら首を縦に、NOなら横に振って。もう決着は付いてるんだから、それくらい良いだろう？」

            　ジェフリーは思案した。

            　会話など鬱陶しい。

            　それが本音だったが、少しだけ気が向いたのだ。ただの気まぐれだった。

            　だから首を縦に振る。

            「これは、狐塚に対する復讐？」

            　その問いに、ジェフリーは首を横に振る。

            「じゃあ、黒麦を狙って？」

            　少しだけ考えてから、ジェフリーは笑って首を横に振った。

            「……本当に違うの？」

            　訝るような赤鐘の言葉に、今度は大きく頷く。

            「人殺しがしたかった？」

            　再び頷く。

            「だったら、黒麦の事は見逃してよ」

            　首を横に振る。

            「――君は、黒麦の事が好き？」

            　赤鐘の言葉は、それが最後だった。

            　気づけば素早く鎌を広い、その勢いのまま、ジェフリーは赤鐘の首を刎ねていた。

            　高い天井を目指すように飛んだ後、鈍い音を立てて、赤鐘の頭部が落下する。その衝撃だけで、ほとんど潰れていたそれを、ジェフリーは歩み寄り、踏みつぶした。

            　不愉快な問いだと思ったが、何故不愉快だと感じるのかは、彼自身にも分からなかった。

            　鎌を振り、血を払ってから、ジェフリーは静かに聖母像まで歩み寄る。

            　――逃げられた。

            　転送移動魔法灯を一瞥し、緩慢に首を振る。

            　その時の事だった。

            「『【鏡ノ國】が発動しました』」

            「『【桜花焔炎地獄】が発動しました』」

            「『【御遣いの慈愛に満ちた歌声】が発動しました』」

            「！」

            　目を見開いたジェフリーは直後、劫火に身を囚われた。

            　全身を炎に包まれ、視覚が正常に作動している最後に認識したのは、灼熱だった。

            　橙色の火に包まれ、皮膚が焼かれ、肉が焦げ、その後臓器まで、肺にまですぐに火は到達する。しかしすぐに全身が再生した。それは、粋龍と日廻に落とされた手足をも含めてだった。

            「っ、うぁああああああああああああああああ――！」

            　気づくとジェフリーは叫び声を上げていた。

            　その声に、声帯もまた再生したのだと分かる。

            　しかしすぐにまた全身を焼かれ、声は出なくなった。

            　痛みと熱に支配されたまま、ジェフリーは両手で顔を覆う。

            　髪が焼け、焦げ臭さに鼻を塞ごうとした頃には、その鼻が溶けて消えている。

            　再生しては、焼け死にかけて、しかしまたすぐに体は再生する。

            　移動して逃げようとしても、身動きが取れなかった。

            　それは、塔の最上階に、ジェフリーが一人きりで立った時、一分後に発動するように狐塚が仕掛けていた罠だった。

            　【鏡ノ國】により、狭い空間に閉じこめて、【桜花焔炎地獄】の炎で焼死させる。しかし蘇生球などでは簡単に逃げられないよう、【御遣いの慈愛に満ちた歌声】で心停止させた瞬間に、わざと傷を癒して死ねないようにしているのだ。

            　最初に上に残った頃に、塔の往復も勿論あったが、狐塚が出来る限りの時間をつぎ込んで構築した罠だった。外界から罠の解除は決して出来ないし、あらゆる抜け出すための手段を封じてある。後は、狐塚が残した杖の効力が消えるまで、ジェフリーは苦しむしかない。直接的な苦しみばかりは、犠牲球でもどうにもならない。

            　――ここまでして、何故僕を足止めするのか？

            　ジェフリーは、火傷による痛みと、ドロドロになって剥けては焼けていく肌の感触に辟易しながらも、そんな事を考えていた。

            　塔の中に、この部屋に一人になった瞬間に発動した罠に対して思う。

            　黒麦と二人きりになった瞬間に発動するのであれば、まだ理解できた。

            　それだけ助けたいと思っているのだろうと。

            　無論推察する事が出来るだけで、その感情に共感など出来はしなかったが。

            　しかしながらこれは、ただの足止めだ。

            　恐らく黒麦がここにいたとしても、黒麦が死亡した後に発動したはずだ。

            　――どのみち、最後の一人になるまで、この閉鎖された集団PKの場からは逃げられないはずだというのに。塔の中には【マーダーケース】のギルドメンバーは、まだまだ残っている。その上、転送鏡の周囲にもギルドメンバーは多数いる。

            　何が目的なのか、ジェフリーには分からなかった。

            　

            　塔の最上階を見据えながら、転送鏡の前で青兎は銃口から薫る硝煙の臭いを感じ取っていた。その時黒麦が、外にいた【マーダーケース】のギルドメンバーを全滅させた。

            「終わったね」

            　黒麦が言うと、青兎が視線を戻す。

            「そうだね」

            「これでもう、外に出られるかな？」

            「まだだと思う。だけど、時間の問題かな」

            「中でみんなが倒してるって事？」

            「……」

            　青兎は、何も言わずにゆっくりと瞬きをした。

            　以前に入手した、ギルドメンバーの位置を表示させるアイテムを、青兎は出現させた。

            「何、それ」

            「……」

            　のぞき込むとする黒麦から距離を取り、素早く青兎が一瞥し、そして消失させる。

            　――生存しているメンバーは、僕たちだけ。

            　そう確認するだけで、十分だった。

            　青兎は、再び塔の最上階を見て目を細める。

            　窓硝子が、内部から照らし出されて、橙色に見えた。

            　中から見ればステンドグラスがはまっているのだが、外からはただの窓に見える。

            　狐塚の目の色そっくりの炎。

            　狐塚が、多分自分の事を信用して任せてくれたのだろうと、青兎は思った。

            　それだけの時間を、【高みへ・・・】で共に過ごしてきたから、青兎は狐塚のやろうとしていた事が分かった。狐塚の目的は、黒麦を逃がす事、ただそれだけだったのだと思う、最初から。そしてそれは、誰しもに共通する思いだった。

            「ねぇ、黒麦約束して」

            「青兎……？」

            「僕が死んだら、真っ直ぐに天空の城へと戻って」

            「何を言って――」

            「約束だよ。絶対に生き残って」

            　そう言って青兎が笑った。悲しい笑顔がそこには浮かんでいた。

            　青兎は、手に持つ銃を自身のこめかみに押し付ける。

            　カチリ、と響いた音。

            「あ――」

            　青兎、と、黒麦が呼ぼうとした。

            　だがそれよりも一時速く、青兎が銃を撃った。

            　黒麦の目の前で、少年の側頭部には弾痕ができ、血液と共に脳が飛び散った。

            　ガクリと衝撃で横へと崩れた青兎の体を、黒麦が抱き留める。

            「『【アイデンティティ】は、一人を残して全滅しました。繰り返します、【アイデンティティ】は、一人を残して全滅しました。生存者は、【黒麦】です。集団PK時エリア封鎖は、解除されます――』」

            　その時、無情なアナウンスが響き渡った。

            　機械的な、声だった。

            　青兎の体を抱いたまま、僕は座り込んだ。

            　――全滅？

            　始めはその言葉が理解できなかった。直後、理解したくないのだと気がついた。それはつまり要するに――……青兎が死んで、日廻と赤鐘も死んで、勿論粋龍と狐塚も既に命を落としていて、月極と頼も、既にここには居ないと言う事だと思った。

            　ゆっくりと視線を向け、既に遺体を確認した、紫紺と吹雪、野薔薇とエル、鴉の体を見据える。気絶させただけの【マーダーケース】のギルドメンバーは、まだ生きている。

            「……」

            　静かに青兎の体を横たわらせて、僕は立ち上がった。

            　――もう、みんなが居ないのであるならば。僕はもう死んでしまいたいと思った。この世界に、親しい者を皆失って、一人で生き残るのは、堪えきれる事ではない。遺体こそ見ていないが、綺羅も紫月さんも、【茨の魔女】の大半のメンバーも【ハルカカナタ】のメンバーも、皆が塔の中にいただろう事は分かっている。けれど、全滅したと言う事は、もう彼らは居ないはずだ。ならばせめて、最上階へと戻り、仮に死ぬのだとしても、ジェフリーに一矢報いたい。

            　そんな想いと、みんなが守ってくれた命なのだから、生き延びなければならないという理性の言葉が、ごちゃまぜになって、僕の思考を奪う。杖をきつく握り、僕は目を伏せた。

            　――僕は、どうすればいい？

            　何かが身を苛み、胸の内に巣喰い始める。

            　それは、殺意という名を共にした、絶望という感情みたいな、空虚な何かである気がした。

            　涙さえ出てこない自分の体に苦笑した。

            　僕は多分、冷たい人間なのだろう。

            「――、――――」

            　気がつけば、声を上げて僕は笑っていた。

            　嗚呼。何だろう、この酷い雑音は。

            　転送鏡へと僕は手を伸ばす。

            　それが、終わりの始まりだと、どこかで気がつきながら。

            　人々が、クラウンを手に入れた王の前に跪くまで――残り一ヶ月の事だった。

            　玉座に座り、血に濡れた王冠を被ったKingが、目の前にある白い首に手を伸ばすまで、後少し――……

            　

            　◆◇◆

            　

            　【黙示録】――見よ、私はすぐに来る（中略）始めにして終わりである。

            　

            　

            　

            


            　

        
    

    
        　――　番外集Ⅲ　――　パラレル・クラウンズ・ゲート　――

        　

        　

        　

        
            【番外】もしも黒麦が最弱だったら（男娼ネタ／総愛され）

            　

            　

            　【クラウンズ・ゲート】という半VRMMORPGがある。

            　現実でも友達が一人しかいなくて、ネットでもコミュ障な僕は、今日も今日とて【クラウンズ・ゲート】を楽しんでいた。勿論ソロである。その為、レベルは上がらない。

            　――最弱。それが僕に対する評価だ。

            　元々、僕が選択した魔術師という職は、中々レベルが上がらない。

            　その上、ギルドにも未加入の僕のレベルは、最近始めたユーザーにも負けるほど低い。

            　それというのも、毎日毎日死んでいるからだ。

            　別に死にたい訳じゃなかった。

            　僕だって、もう少しレベルが上がったら、ばっさばっさと敵を投げ倒したい。

            　だけど現実は厳しい。

            　それでも、それなりに満足した日々を送っていた――ログアウト不可になったあの日までは……。

            「んぅッ……は、ぁ……」

            　僕は、体を揺らす。

            「腰が揺れていますよ」

            　クスクスと笑いながら、僕の後孔に二本の指を突き刺し、蠢かせる吹雪が笑う。

            　吹雪は、僕のドル箱の一人だ。

            　ドル箱――それは即ち、金落としの良い客と良いことである。

            　冷静にそんなことを考える思考が、這い上がっている快楽に飲まれそうになる。

            「う」

            　吹雪の手で、頭上に両手を拘束されている僕は、太股が震えているのを自覚した。

            　その体勢で、ずっと秘所をかき回されているからだ。

            「ぁあ！」

            　その時最も感じる場所を不意に突かれて、僕は背中を撓らせた。

            　――【クラウンズ・ゲート】は、ログアウト不可のデスゲームになった。

            　レベルも低く、所持金もほとんど無い僕は、餓死を回避するために娼館に身を売ったのだ。本来のVRの世界では、快楽制御装置が作動していたため、全年齢対象のVRMMORPGの世界では、性的行為は行えなかった。しかしログアウトが不可になった時に、同時にこの制限も解除されたのだ。しかも、僕には経験がないが、現実世界で感じるような痛みはなくなったらしい。その上、大半のユーザーが男だったため、このように、男が男相手に体を売る娼館が乱立している。

            　その中でも高級な商館に、僕は勧誘された。

            　空腹が極まり、餓死寸前だった僕には、娼館で働く以外の選択肢はなかった。

            　そうしなければ、今頃気が狂っていたかも知れないと思うのだ。

            　背に腹は代えられなかった。

            「んぅ、ぁ、や、ッ」

            　重点的に前立腺を刺激され、無我夢中で僕は首を振る。

            「嫌がっているようには見えませんね。私には喜んでいるように見えますよ」

            　愉悦をたっぷり含んだ声で、吹雪が笑う。

            　次第に意識へ霞がかかり始めて、僕は熱い吐息をついた。

            「ぁぁ、も、もう――……お願い、入れて……っ」

            「私は客ですよ？　相応の頼み方というものがあるでしょう？」

            「っ、ぁ、あ、い、入れて下さい」

            「ふぅん。私のものが欲しいのですか？」

            「は、はい」

            「どうしても？」

            「はいッ」

            「仕方がありませんね」

            　そう言うと吹雪が、ボトムスを脱いだ。そこにそそり立ち光る男根を見た瞬間、僕の体は恐怖にすくむ。まだ客を取り始めて、三度目だ。二度目と今日の三度目の相手が吹雪だ。

            　初めてのリピーターでもある。

            「ンああああああ！」

            　唐突に圧迫感を感じ、僕は腰をひく。

            「逃げないで下さい」

            　しかしがっしりと吹雪に腕で体を掴まれ、僕に逃げ場はない。

            「やぁ――！　あ、あ！　あぁああアっ」

            　ガンガンと突かれ、僕はもう訳が分からなくなった。

            　僕がこの娼館【アンチノワール】で働き始めたのは、三ヶ月前のことである。

            　なんでも僕が知るのは自給や指名料だけだったが、本当に高級な娼館らしく、入って以来、丁寧に扱われている。

            　僕を勧誘したのは、鴉レイヴンという名の副館主だった。

            　その時オークの群れに囲まれ、強姦されそうになっていた僕の前に、鴉は現れたのだ。

            「【スクルド】」

            　そう言って杖を地につき、魔術を放った鴉は、たったの一撃でオークの集団を壊滅させた。

            　呆然と、衣服を切り裂かれた状態で、芝に膝を突き僕はそれを眺めていた。

            「大丈夫か？」

            「は、はい……」

            「怪我は、していないみだいだな。良かった、無事で」

            「あの、本当に有難うございます」

            「礼は良い。人として当然のことをしたまでだ。だけど――今のこの世界は、醜いな」

            　ポツリと鴉がそんなことを呟いた。

            「僕はただ魔術師として純粋にゲームを楽しみたかったのに……ああ。どうしてこんな世界が来たんだろうな。君、名前は？　僕は、鴉」

            「黒麦です……」

            　淡々と呟いている鴉を見据えながら、僕は答えた。

            　多分僕よりも年下だろうと思ったが、僕よりもずっと大人びていた。

            「黒麦か……って、もしかして、魔術師ランキング最下位の？」

            　僕は思いっきり顔を背けた。

            　そうなのだ、そうなのである。ランキング表には、全ユーザーの名前が載るのだ。僕は、βテストから参加しているのだが、不動の最下位一位なのである。

            「……」

            「……」

            「……誰か、仲間に迎えに来て貰うと良い。それまで、僕がつきそおう」

            「結構です。仲間なんて一人もいません」

            　僕がきっぱりと答えると、鴉が眉間に皺を寄せた。

            「――友達は？」

            「いません！」

            「ギルドには入っていないのか？」

            「入ってません！」

            「――……これからどうするつもりだ？」

            「mobを倒して資金を集めて、今夜の食費を稼ぎます」

            「オークにすら倒されたのにか……？」

            「っ」

            　だって仕方がないではないかと、僕は俯いた。

            　そりゃあ僕だって本当は、厚い信頼と絆で結ばれた仲間を見つけて、ゲーム世界を謳歌したかった。しかし現実は、厳しいのだ。

            「俺は、娼館の副館主をしている。黒麦は、見た目は良いんだし……少し働いてみないか？　衣食住は保証できる。勿論始めは抵抗があるかも知れないが」

            「商館？」

            「ああ、娼館だ」

            「商館なら、お金沢山もらえそうですね。本当に僕が行っても良いんですか？」

            「構わない。娼館はいつでも人手不足だからな。特に店のクオリティを壊さない店子を探すので手一杯なんだ。黒麦が来てくれるのなら、大変助かる」

            　優しい笑みを浮かべて鴉が言ったから、僕は頷いていた。

            　――商館と娼館を取り違えたあの時の僕を、若干殴ってやりたい。

            　気がつくと、吹雪は帰っていて、僕は寝台に横になっていた。

            「目が覚めたか？」

            　やってきたのは、館主の紫紺だった。

            「はぁ」

            　疲れきった体の節々が重い。

            「何回出した？」

            「二回です」

            「まだまだだなぁ。五回は出せるようにしろ」

            「そんなの無茶ですよ！」

            「じゃあ練習が必要だな」

            　そう言うと紫紺が、僕の掛け布団を剥いだ。

            「――……え？」

            　狼狽えている僕の浴衣を、紫紺が剥ぐ。

            「まだ乳首、とがってる」

            「っ」

            　その言葉に羞恥を感じて、僕は伏し目がちに俯いた。

            「どんな風にされたんだ？」

            　クスクスと喉で笑いながら、紫紺が左の乳首へと唇を落とした。

            　右手では、右の乳首をさすり始める。

            「ひゃっ」

            　思わず声を上げると、舌先の動きが早まった。ゾゾゾと、熱が這い上がってくる。

            「ぁ、あ、あッ――っ、や、やだ！」

            「まだまだだな」

            　ニヤニヤ笑いながら、唇はそのままに、紫紺が片手で僕の自身を撫で上げた。

            「ふっ」

            　それから力を込められ、掴まれる。

            　そして器用に下着を下ろされ、我にした掌で、扱かれた。

            「んぁ、あア、っ、ふ」

            　その下着が引っかかり、思うように足が開かない。

            　浴衣の合間に押し入ってくる紫紺の手の感触に、ただきつく目を伏せた。

            「ぅ、ぁ……っ、あ……」

            「先っぽぬるぬるだぞ」

            「っ」

            　恥ずかしさともどかしさで、僕は涙をこぼした。

            「まだ当然後ろほぐれてるだろうな？　入れて良い？」

            「え、ぁ」

            「はーい、決定」

            　そう言うと、下衣をおろし、紫紺がそり立った男根の先端を、ピタリと僕の菊口に当てた。

            　自分とは違う温度を意識して、体が震える。

            「ぁ、あ」

            「入れるから」

            　紫紺はそう言って、強引に体を勧めた。

            「ああ――――！　あ！　や、痛っ」

            「痛みなんて無いだろう、ここの体じゃ」

            「う」

            「良い、んだろう？　なぁ」

            「ぁ、あ、ァ、ンンンっふぁ――っ……あ！」

            　中を押し開かれ、僕は目を見開いた。

            「あ、あ、あ」

            　ゆさゆさと腰を揺らされ、視界が明滅する。

            「エロい体。絡みついてくる。これでまだほとんど経験ないって言うんだから、恐れ入るよ」

            　そう言って笑うと、一層激しく紫紺が腰を打ち付け、精を放ったのだった。

            　気がつくと僕はただ一人きりで、寝台に横たわっていた。

            　鬼灯の絵が施された灯りが、すぐ側の机に置いてある。

            　それは初めて客を取る前、筆卸をして貰った時に、部屋に置いてあった灯りと同じものに見えた。

            「え、降大？」

            　その時僕は思わず呟いていた。ここには決しているはずのない、幼なじみにそっくりな青年が、そこに立っていたからだった。

            「――俺は、粋龍だ」

            「ご、ごめんなさい」

            　それはそうだろうと僕は思った。

            　幼なじみであり親友である、現実で唯一の友は、ゲームなんてしない。

            　僕は新規ゲームを始める度に誘うのだが、いつも飽きたと言って帰ってしまうのだ。

            　だから、降大がここにいるはずがない。

            「明日から店に上がるらしいな」

            「はい」

            「俺に買われないか？」

            「へ？」

            「俺に身請けされないか？」

            「そんなわけにはいきません」

            「なんで？」

            「誰かに買われるなんてまっぴら御免です。それも男なんて」

            「……明日からの客に、そんなこと一言も言うなよ」

            　粋龍はそう言うと溜息をついた。

            　余計なことを言ってしまったなぁと僕は思った。

            「だったら、忘れられなくしてやる」

            「え？」

            「初めては俺だろう？　お前はこれから客に抱かれる時もずっと、俺のことだけを考えてろ」

            「え……」

            　親友そっくりの顔でそんなことを言われて、僕は困った。

            　粋龍は呆然としてベッドの上で固まっている僕の、手を後ろで縛った。まるで綿のように柔らかな白い布だった。

            「あ、あの……」

            「……酷いことはしない。だから黙ってろ」

            　そう言って、僕が纏っている浴衣の帯を、彼は緩めた。

            「っ」

            　初めてだから、僕はガチガチに緊張していた。言うと聞くではまるで違うし、何よりも同性に体を暴かれると言うことを、僕は現実感を持って考えられないで居たのだ。

            　僕の両足の膝を曲げ、下着を下ろして、粋龍がゆっくり一度瞬いた。

            　その凛々しい目元を見て、僕は胸が少しだけ苦しくなった。

            　――何でこんなに、降大にそっくりなんだろう？

            　だがそう思ったのは、一瞬だった。

            「んぅ」

            　直後、僕の自身を粋龍が口に含んだから。

            　初めて感じる他人の温度に、僕のそれは反応した。

            　次第に大きくなっていくのが、自分でも自覚できた。

            「ふっ」

            　先端を嬲られ、カリ首を何度も唇で弄られ、それから全体に温かい感触が降ってくる。

            　男相手に口でされて声を漏らすなんて嫌だったから、何とか声をこらえる。

            　なのに粋龍の手腕が巧みすぎて、すぐに腰が震え始めた。

            「ぁ……ッ……んぅ」

            「……」

            「ひゃ、ぁ、あ……っ」

            「……」

            「や、やめ」

            　気づくと僕は、情けない制止の声を上げていた。ガクガクと震える腰が、射精したいと訴え始めたからだ。

            「う、う」

            「固くなってる」

            「ああっ」

            　ツツツと筋を指でなぞられ、僕は震えた。

            　――早く達したい。

            　そう思う反面、羞恥が理性に訴えかける。

            「も、もう止め――」

            「後ろを経験しなきゃ、客は取れないだろ」

            　淡々とそう言うと、傍らの台から香油を引き寄せ、粋龍が蜂蜜色の液体を指に絡ませた。

            「っ……」

            「息を吐け」

            　そして、彼の人差し指が、内部に入ってきた。

            　ぬるぬるしていたから、驚くほど抵抗なく、中へと入ってきたのだ。

            「や、あ……あ！」

            　確認するように内部を探り、その直後、クイとその指が曲がる。

            「ぁああああッ、あ」

            　瞬間、頭が真っ白になった。

            「ここか……ここがいいんだな？」

            「や、あ、やだ、やだっ」

            　慌てて首を振るが、粋龍の手は止まらない。無我夢中で彼の髪を、僕はつかんだ。

            　ジンジンと内部から、識らない感覚が、這い上がってくる。

            「う、ぁ」

            「指を増やすぞ」

            「え――……っ、あ！」

            　二本に増えた指が、今度は、浅い抽送を繰り返す。

            　ゾクゾクと太股が震え、僕は無我夢中で足を閉じようとした。

            「あ、あん、ぁ、あ……っ、ふ」

            「さっきの場所、覚えたか？」

            「へ？　――っあア――っ、んぅ！　あ！　あ」

            　二本の指が的確に、体がおかしくなる箇所を刺激した。

            　全身が震え、涙がこみ上げてくる。

            「や、やだぁ、こんなの、嫌だっ――！　あ！　んぅ」

            「どろっどろだぞ。思ったより淫乱なんだな」

            「ぁ、あ……や、あ……おかしっ」

            「気持ちいいって、ちゃんとそう言え」

            「やぁ……っ、ぁあっ、ん、あ！」

            「言え」

            「気持ち、良い……っ、ひッ」

            　その時、指を一気に引き抜き、粋龍が腰を進めた。

            「ンアァ――！　あ！　ん、んぅ、んぁ、あ！」

            　中まで一気に押し入ってきた粋龍の楔の熱に、僕は背を撓らせる。

            　背骨が折れそうだった。

            　じわりじわりと彼の熱が、僕の体に同化していく。

            「ぁ、あ！　っ、ん、ぁ、はぁ」

            「動くぞ」

            「ンァ――――！　っ、ぅあ、や、も、もう……！」

            　腰を何度も強く揺らし、粋龍が笑った。

            「可愛いな」

            「あ――！　や、やぁ、やだ、やめ、おかしくなるっ――！」

            「出して良いぞ」

            　粋龍のそんな言葉とほぼ同時に、僕は射精した。

            　それが僕にとっての初めてだった。

            　その翌日。

            　僕は一人目の客を取った。

            　何でも初めて店にあがる新人が好きらしい、常連さんとのことだった。大切なお客様だから、くれぐれも失礼がないようにと言われた。

            「名前なんて言うの？」

            「黒麦です」

            「黒麦ちゃんかぁ。俺は狐塚。よろしゅうね」

            　ニコニコと人好きのする笑みを浮かべている、柔らかな猫毛の青年がそこには立っていた。

            　客のほとんどは、【クラウンズ・ゲート】の世界観に、のっとった中世欧州風の服装なのだが、彼は僕同様和装だった。

            「また偉い美人やねぇ」

            　男相手に美人なんて、変だと僕は思った。

            　お世辞か冗談だろうと内心納得して、狐塚が持つ朱色の杯に日本酒を注ぐ。

            「有難うね。黒麦も飲む？」

            「あ、いえ、あの――」

            「ここは飲むって言わんと。客の飲食代も、ここはバックあるんよ？」

            「そ、そうなんですか……」

            「固い固い。敬語じゃなくて良いさかい」

            「はぁ」

            「けどまたなんで、男娼なんてやっとんの？　あ、男娼が悪いって言うとるんや無いよ。これはこれで大切なお仕事やし、俺みたいな寂しがり屋を一晩慰めてくれる大切な人やと思うし」

            「……レベル低いし、お金もなくて」

            「そっかぁ……まぁ、そう言う子が大半やねぇ」

            　僕はどうやらその他大勢にカウントされたらしいなと思った。

            「じゃあ、なんで【クラウンズ・ゲート】始めたん？」

            「……友達が欲しくて」

            「できたん？」

            「……」

            　そんなもの、できなかった。僕は一人俯く。

            「そんな泣きそうな顔せぇへんでよ、不意打ち過ぎて、グラッと来たわ。無理に笑わん方が、美人さんやね」

            「なにそれ」

            「ここの仕事辛い？」

            「今日から店に出るから分からない」

            「ふぅん。まぁ、そうやんね。本当は、やりたくない？」

            「死ぬよりは全然良い」

            「お、強い」

            「……ねぇ、さっさとやろうよ」

            「ええけど」

            　狐塚はそう言うと、僕の手を握った。

            「震えとるやん。俺、無理矢理は嫌や」

            「っ」

            「いいの？　俺と寝ても」

            「……っ、なんで、そんな……」

            　狐塚がいきなり真剣な顔をしたから、僕はドキリとしてしまった。

            「――やばいわ、俺、一目惚れしたかもしれへん」

            「え？」

            「残念だけど、今日はやらせて貰うわ。俺は基本的に初めて店でる子の緊張解して、雑談するのが好きなんやけど」

            　狐塚がそう言うと、僕を畳の上に押し倒した。

            「堪忍な。優しくしちゃるから」

            　そのまま僕は、体を重ねた。

            　そうして狐塚と体を重ねた翌日、要するにその次と、更に三度目の来客が吹雪だったのだ。

            　段々僕は慣れてきたような気がしていた。

            　今日は、四日目だ。

            「黒麦、大丈夫？」

            　客を取る前、店員の雪が、心配そうに声をかけてくれた。

            「うん、平気だよ」

            　そう返してから、僕は気合いを入れた。

            　

            「男娼とか、まるで興味ない」

            　本日のお客は、これまた和服姿の青年だった。

            　同じくらいの年の頃で、青緑色の、月の色みたいな和装だった。

            「お前が俺の相手すんの？」

            　至極つまらそうに、呟かれた。

            　しかし僕は思わず目を奪われていた。金髪碧眼のその来訪者は、恐らくこの娼館に所属する誰よりも、美しかった。

            「はい。はじめまして」

            「……名前は？」

            「黒麦です」

            「俺は月極。今日は付き合いで来ただけだし、別にやる気ないから」

            「は、はい」

            　その言葉に、どこかで僕は安堵していた。

            　別にやりたくないわけではないのだ、だってこれが仕事なのだから。

            　けれど、こんなにも完成された美を前にしたら、普通でいられる自信がない。

            「とりあえず酒」

            　淡々と月極が言う。よくよく考えてみれば、僕に抱く価値がないと言うことなのかも知れなかったが、それでも良いと思った。

            「辛口と甘口、どちらが良いですか？」

            「黒麦はどっちが好き？」

            「え、日本酒はあんまり飲まないので」

            「つまんない」

            「す、すいません……！」

            「とりあえず甘口注いで。ってか、どこの酒？」

            「あ、え、新潟……ですかね？」

            「分からないんなら別に良い。無理にあわせるな、不快だ」

            　ぶっきらぼうにそう言われ、僕は俯いた。

            　まだ数日しか店に出ては居ないが、これまで皆が優しかったため、どうして良いのか分からないのだ。

            「……ごめん。言い過ぎた」

            「……いえ」

            「けどな、プロなら仕事に責任持てよ。酒の一つや二つ……お前いつから店でてんの？」

            「一昨日くらいからです……」

            「え……」

            「……すみません」

            「いや、悪い……変に絡んだ」

            　月極はそう言うと、僕の肩に手を置いた。

            「だから、そんな悲しそうな顔するな。別に黒麦は悪くないよ。これから覚えれば良いんだし」

            「だけど……」

            「……――お前、いくら？」

            「え？」

            「身請けしてやるよ」

            「？」

            　唐突な言葉に、僕は首を捻った。

            「お前なら、俺だけのモノにしても良いかも」

            「ヤだなぁ、僕は僕だけのものですよ」

            　思わず笑ってそう返すと、ぴしりと空気が凍てつき、罅が入った気がした。

            「――今夜は覚悟しろ、寝かせないから」

            　このようにして、僕は四回目の客を取ったのだった。

            　なんだかんだで、娼館は忙しいのだなと思いながら、僕は目を覚ました。

            　既に月極の姿はなく、翌日の昼になっていた。

            「ああ、起きたか」

            　何度か瞬きをすると、真正面に鴉の顔があった。

            「実は今日から新入りが入ることになってな。手ほどきして貰いたいんだ」

            「え、僕がですか？」

            「まだ体が辛いか？」

            「いえ……」

            　そう言うことではない。

            　入り立ての僕に、手ほどきなんか出来るのだろうかと不安だったのだ。

            　しかしそのまま僕は、その任務を任せられた。

            「何で僕が男娼なんか……」

            　夕方頃指定された部屋へと向かうと、白い兎耳をつけた少年がそこにはいた。

            「はじめまして。僕は黒麦。君は？」

            「……青兎。って、聞いたことある、黒麦ってランキング最下位の魔術師でしょ？」

            「っ」

            　いきなり指摘され、僕は反応に困った。

            　もう威厳も何もあったものではない。

            「信じられない。僕のサブアカの魔術師だって、君よりレベル上だよ！」

            「……」

            　仕方がないので、顔を背ける。

            「教わる事なんて、絶対何にもない。僕、馬鹿って嫌いなんだよね」

            「……っ、で、でも。香油の塗り方とか、色々覚えないと、辛いのは青兎だよ？」

            「余計なお世話。すぐに逃げ出すし。何、香油って。黒麦は、男に抱かれてるわけ？　うわ、キモ」

            「……」

            　確かに気持ち悪いよなと僕は思った。

            「まぁそこまで言うんなら聞いてあげないこともないけど？」

            「え」

            「ちょっと実演して見せてよ」

            「は？」

            　青兎に、突起付きのバイブを手渡され、僕は硬直した。

            　いまだかつて、こんな物を使ったことはないからだ。

            　一体これをどうしろと言うのだろう？

            「一人でやって見せてよ」

            　無理だ！

            　そう思って僕は逃げ出した。

            　廊下を走っていると、誰かにぶつかった。

            　反動で僕は、尻餅をついた。地味に痛い。

            「おぃおぃ、俺様は客だぞ？　何考えてるんだよ」

            「っ」

            　正面に立っていた、赤紫色の着物を纏っている青年を見上げ、僕は息を飲んだ。

            　慌てて体勢を立て直し、床に両膝を着く。

            「た、大変申し訳ありません」

            「……ん、見ねぇ顔だな。俺は頼。てめぇは？」

            「黒麦です」

            「黒麦ねぇ……へぇ。顔だけは綺麗だな」

            　頼はそう言うと、強い力で僕の顎を掴んだ。長身の彼は、僅かに屈んでいる。

            「っ」

            　ギリギリと顎を掴まれ、緊張から硬直する。

            「――気に入った。部屋で、酌しろよ」

            　そう言うと頼が、ニヤリと笑った。

            　さっさと歩き始めた彼の後を、慌てて僕は追いかける。

            「お酒は何を用意させますか？」

            　まだ本日の予定は聞いていないから、多分僕の日程は空いている。

            　客が居る場合は、三時間前には聞いているのが常だからだ。

            「焼酎だな。ロックで。芋な」

            「はい」

            　僕は頷いて、通路の端で会釈している店員さんに、酒を頼んだ。

            　二人で向かった部屋には、当然であるように布団が敷いてあった。

            「どうぞ」

            　すぐに届いた酒を、僕は注ぐ。

            　透明な液体が、ギンギンに冷やしてあるグラスを満たし、グラスに溢れていく。

            「お前、焼酎注いだこと無いだろう、と言うか、初めて今注いだだろう？」

            「え、あ、は、はい。何か不手際でも？」

            　恐る恐る尋ねると、頼が喉で笑った。

            「いや、適当に言っただけだ。気にするな」

            「は？」

            「お前可愛いな。何、身請け話とか来てんの？」

            「え、ええと……」

            「やべぇ、なんかツボ過ぎるは、お前」

            　僕は、一体頼の何がツボなのか分からなかった。

            　

            「今日来るお客さんは、ものすごい太客だから気をつけろよ。太客っていうか、ドル箱」

            　翌日、僕は紫紺にそう声をかけられた。

            　太客というのも、裕福なお客様のことだ。

            　僕にはまだ太客とドル箱の違いがいまいち分からないが、太く細くで判断される客と、いっきにお金を落としてくれる客というのは、交わる部分もあるのだと、少し前に鴉に教えて貰った。

            「こんばんは。今日はよろしくね」

            　僕が出迎えた相手（太客）は、赤い髪に赤い瞳をした、柔和な笑みの青年だった。

            　少々年上だとは思うが、多分二十代だろうと考える。

            　そして僕は、彼に見覚えがあった。

            　彼はオープンβテストの頃から名を馳せている回復役――聖職者だ。

            　人の顔を覚えるのが苦手な僕ですら識っているほど有名な彼は、赤鐘という名前で、【血塗れ男爵】というギルドの副マスターである。

            「あれ、確か君、黒麦だよね？」

            　声をかけられた僕は、おずおずと頷いた。

            　レベル制の常で、やはり高レベルの有名人には、どうしても腰が低くなってしまうのである。何よりも、赤鐘ほどの有名人に識られているというのが、どうしようもなく気恥ずかしかった。――きっと、ランキング最下位だからだとは思う。

            「魔術師のレベル上げるの大変じゃない？」

            「はぁ……ただ、魔術師が好きなので」

            　率直に僕が答えると、赤鐘が目を丸くした。

            「ドＭなの？」

            「っ」

            　よく言われる言葉ではあったが、面と向かって言われたのは初めてだった。大抵ひっそりと囁かれるか、掲示板などで囁かれる噂だ。

            「べ、別に……」

            「ふぅん。じゃあ、確かめさせてよ」

            　そう言った赤鐘は、ワイングラスを置くと、グイッと僕に近寄った。

            　慌てて体を引くが、気づくと壁際に追い詰められていた。

            「あ、あの」

            「大丈夫。痛くはしないから」

            　赤鐘はそう言うと、僕の首筋に唇を落とした。

            「ひゃ」

            「敏感だね。可愛い」

            　にこやかな笑みを浮かべたまま、赤鐘が、片手を僕の腰に回し引き寄せて、もう一方の手で唐突に陰茎の先端を嬲った。

            「！」

            　強い刺激に、喉がそる。

            「色白いね」

            「え、ぁ……っぅ」

            「痛い？」

            　そう言うわけではなかったから、首を振る。

            「綺麗だなぁ」

            　赤鐘は笑いながら続け、僕の自身を口に含んだ。

            「ふっ」

            　次第にそうした行為に慣れてきていたので、僕には少しだけ余裕があった。

            　が。

            「あや、や」

            　僕の体が弛緩した一瞬に、内部へと指が一本は入り込んでくる。

            　赤鐘は、狼狽えた僕を見て意地悪く笑った。

            　そのまま、唇でカリ首を扱かれ、同時に内部を蹂躙される。

            「う、ぁ……んぅッ」

            　中への刺激と前の刺激が混ぜ合わされるようで、僕は体を震わせた。

            「ぁ、あっん、ん！」

            「指増やすよ」

            　口を離して、笑顔で赤鐘が言った。

            　二本になった指の感覚に、きつく目を伏せる。

            「あ、あ、あ」

            「もう一本行けるかな」

            「え、無理――っあ！」

            　そのまま指を三本に増やされた。ぐちゃぐちゃに中をかき回され、クラクラしてくる。

            「んー、この辺？」

            「ひっ！」

            　何でもないように告げた赤鐘が、一気に三本の指で、僕の最も感じる場所を刺激した。

            「ああっ、ぅあ！　あ！」

            　擦るように動かされ、涙がこぼれてくる。自分では止められない。頭の中が、チカチカした。

            「ふ、ぁ、あ」

            「気持ちいい？」

            　もう一方の手を乳首へとのばしながら、赤鐘が笑う。

            「んぅ……っあ」

            「エロい体。何人とヤッたの、これまで」

            「……あ、あ」

            「教えてよ」

            「やぁ……――！　ん」

            　三本の指先で丹念に解され、僕は腰を震わせた。こんな感覚、なじみがない。

            「赤鐘」

            「名前呼ばれると結構クるな。何？」

            「入れて……」

            「本当、エロ過ぎ」

            　息を飲むようにして笑うと、赤鐘が指を引き抜いた。

            「もう一回言ってごらん」

            「え、あ」

            「言って」

            「入れて」

            「いいよ」

            　赤鐘はそう言うと、浅く腰を進めた。

            「あ、あん、ぁ……や、やだ」

            　入り口のすぐ側で腰を動かされ、僕は思わず首を振る。

            「もっと、ねぇ、もっと」

            「……しかたないなぁ」

            　嘆息してから、激しく赤鐘が腰を動かした。僕は、そのまま果てた。

            　その後は、ただ快楽に身を委ねたのだった。

            　

            「今日を無事に過ごしたら、初の給料日だ」

            　鴉にそう言われ、僕は赤鐘の居ない部屋に横たわったまま、虚ろな顔で頷いた。

            　毎日イかされているから、正直体が辛い。

            　だけどもう少しの辛抱だと自分を叱咤した。

            　給料日前最後の客は、聖剣士ランキング一位の日廻だった。

            　あまりこういう場に来る印象はない。

            　実際会って言葉を交わしてみてもその印象は変わらなかった。

            「都々逸を弾いてもらえないか？」

            　僕はあまり詳しくはなかったが、母が手習いで習っていたため、少しだけ弾くことが出来る。静かに音色を奏でると、鋭い眼差しで、日廻が酒をあおった。

            「愛とは、難しいな」

            　弾き終わった時、ポツリと日廻が呟いた。

            「誰か好きな相手が居るんですか？」

            「無粋だな、こんな場所で」

            「あ、ごめんなさい」

            「いやいい、冗談だ」

            「……」

            　なんだかいたたまれなくなって、僕は楽器を置いた。

            　三千世界の鴉を殺し、なんて言う、高杉晋作の都々逸を弾いてみたのだが、失敗だった気がした。主と朝寝をしてみたい、と言う、ずーっと一緒にいるために朝が来なければいいと言うような唄だ。

            「黒麦」

            　不意に名を呼ばれ顔を上げ得ると、日廻に押し倒された。

            「っ」

            　驚いて小さく唇を開くと、口腔に日廻の舌が入ってくる。

            　丁寧に快楽を煽られ、僕は思わず肩で息をした。

            「――お前が言ったとおり、私には好きな相手が居る。あちらは、私のことなど、ほとんど識らないだろうがな。βテストの頃、一目惚れをした。いつか、少しで良いから話をしてみたいと思っていたんだ」

            　日廻ほど完璧な相手でも、片思いなどするのかと、僕は少しだけ驚いた。

            　その時、胸の飾りを両手で弄られ、声が漏れた。

            「んァ！」

            「ずっと、乱したいと思っていた」

            「日廻……っ、う、んぁ」

            「どうされるのが好きだ？」

            「や、ぁ、あ」

            「起ってる」

            　目敏く日廻にみつけられ、男根を撫でられる。

            「っ、ふ……ぁ、あ」

            　先端から漏れる先走りの液を、全体に塗り込められるように弄られる。ぬるぬるとしているのが、自分でも分かって恥ずかしい。

            「孔まで垂れて居るぞ。淫乱だな」

            「や、違うっ――ひ」

            　そのまま、先走りの液を潤滑油に、菊門を解される。

            「ぁ、あン、んっ……――ふ、ぁ！」

            「入れるぞ」

            　指で暫し慣らされた後、日廻がそう言った。

            　僕が頷く前に、巨大な楔が、中を貫いた。

            「んぁ――――！　あ！　あ！」

            　目を見開き、僕は涙をこぼした。

            　それからガンガンつかれ、何度も射精させられ、僕は意識を失った。

            「いやぁ、お前中々やるな」

            　紫紺がそう言いながら、札を数えている。

            「……」

            　だが、まだ数日しかたっていないというのに、僕は疲れ切っていた。

            「期待の新人だな！」

            「……」

            「そう言えば、お前を身請けしたいって話が色々来てるけど、誰か良い奴いるか？」

            「……」

            　だから僕はほとんど、紫紺の話を聞いては居なかったのだ。

            　

            　――黒麦の身請け合戦が激化するのは、もう少し後のことだった。

            　

            　

            


            　

        
        
            【番外】もし黒麦が最弱だったら（生産チート／総愛され）

            　

            　

            　【クラウンズ・ゲート】という、半VRMMORPGがある。

            　始めたのは半年前だが、僕はカンストがLv.350のこのゲームにおいて、まだ50レベル前後をうろうろしている。始めたばかりの初心者だって、徹夜でやれば、24時間以内に、楽勝で35レベルまでは上がる。だが、僕のレベルは上がらない。

            　その要因の一つは、僕に友達が少ない事。さらに二つ目の要因としては、βテストの頃からの顔見知りが皆350までレベルを上げているので、誰かとクエストを攻略したり、レベルあげをする機会がない事などが、挙げられるだろう。しかし別に良いのだ、僕はレベルあげには興味がないから。

            　――僕の興味の矛先は、ただただ生産スキルである料理に向いているのだ！

            　今日も今日とて僕は、僕にとっては高レベルの【夕凪の沼】へとやって来た。

            　ここに辿り着くまでに、五回死んだ。六回目の正義だ！（普通は、三回目の正直だろうが、僕には、十回までは死んでも良いというMyルールがある）。

            「今日こそ、レアmobの【ウニっぽいイクラ】を手に入れる！」

            　意気込んだ僕は、沼に向かって釣り竿を振った。

            　ここまで来れば、安泰だ。

            　釣り竿を投げたならば、百発百中――ただし、攻撃されて、強制的に戦闘モードに切り替わらない限りは。レベルが適正の範囲内であれば、攻撃されても、生産スキルの一つである『釣り』がキャンセルされる事はないのだが、何せ僕は、適正レベル150の場所に、単独低レベルで乗り込んでいるのだ。あんまりにもレベル差が在りすぎると、問答無用で、mobが襲いかかってくるのである。

            　本当は、リア友である粋龍を誘ったのだが、『悪ぃ★クエスト進行中＠粋龍』と、あっさり断られた。親友の満面の笑みが、短文の奥に見て取れた気がした。僕同様生産スキル（武器、装飾／装備）を極めている粋龍だが、彼は素材入手のために、レベルもガツガツ上げているのだ。レベルの高さから名を知らぬ者の方が少ない【血塗れ男爵】に所属してもいる。羨ましくなんか無いんだからねっ（僕はツンデレを偽装してみた）！

            　その時、ガサリと、背後の茂みが音を立てた。

            　息を飲み、硬直した。

            　それから恐る恐る振り返る。

            「！」

            　そして思わず、釣り竿を、側に立てかけた（決して、スキル解除はしなかった）。

            　見れば、そこには後頭部に狐面をつけた人物が倒れていた。黒ずくめだ。

            「え、大丈夫ですか？」

            　慌てて駆け寄り、抱き起こす。

            「……」

            　僕の膝の上に頭を預けて、その青年がうっすらと目を開く。

            　橙色の瞳と目が合い、僕は随分と綺麗な顔をしているなと思った（僕は黒づくめだ）。

            「……誰？」

            「え、あ……その、黒麦です」

            「聞いた事無い……」

            　そんな事を言われても困った。確かに僕は、無名である。

            　しかし基本的に、大多数のユーザーは無名でしかるべきだ。

            　僕は相手の名前を確認する。

            　狐塚、と表示されていた。

            「僕だって、狐塚なんて言う名前聞いた事無いよ！」

            「……」

            「……あ、まずい！」

            　僕はその時、釣り竿が引っ張られている事に気づいて、立ち上がった。

            「痛っ！」

            　狐塚の頭が、芝の上に落下したようだったが、僕の意識はその時はもう沼の主に集中していた。

            「ええい！　今日こそ釣り上げてやる！」

            　叫ぶように言い、僕は勢いよく、釣り竿を引いた。

            　天高く糸が舞う。

            　水しぶきを上げて、巨大な魚が天へと踊った。トゲ付きの鮭だ。キタキタキタキター！　ひゃっほーい、という心境で、僕は強く釣り竿を振る。

            「生産スキル、釣り！　【天刃衝燻陣スターダスト】！」

            　僕がスキルを唱えると、釣り糸に閃光がまとわりついた。

            　直後周囲が星空へと変わり、流星群が降ってくる。

            　ビチビチと飛び跳ねながら地面につり上げられた沼の主が、死に絶えていく。

            「これで今夜は、ウニいくら丼だ！」

            　ワーハハハと僕は高笑いをしてから、釣り竿と手に入れたアイテムを収納した。

            　それから我に返った。

            「……」

            「……」

            「……」

            　狐塚の事を思い出したのだ。

            　それとなく振り返ると、頭を抑えて立ち上がっていた狐塚が、明らかに作り笑いだと分かる表情を浮かべていた。

            「……あ、ええと、大丈夫ですか？」

            「まぁね」

            「ハハハ」

            「なんやねん、その釣りスキル。初めて聞いたわ。というか、そのレベルで、よくここに来られたもんやね。サブキャラに入れ替えたん？」

            「嫌メインだけど、その、気合いで」

            「ほんまに？」

            　笑っているのに、狐塚の目が半眼になったせいか、僕は居心地が悪くなった。

            「人間やれば何とかなるもんです！」

            「じゃあ嘘やったら、俺にもウニいくら丼ごちそうしてや」

            「え？　ああ、良いけど。食べる？」

            　僕は、釣りスキルと言うよりも、料理スキルをメインに上げているので、その言葉に思わず嬉しくなった。料理スキルを上げてはいるのだが、いかんせん食べさせる友人がほとんど居ないのである。人にご飯を作って、食べてもらえるのは、大変嬉しい事だ。少なくとも、母からはそんな教えを受けた。僕の母親は、料理人だ。

            「うん。食べる」

            　

            　◆◇◆

            　

            　答えながら、狐塚は内心思案していた。

            　【マーダーケース】に、【ユダ】という名前で潜入調査をしていて、身元がバレたのだ（あのネクロフィリア、と狐塚はジェフリーの顔を思い出して、小さく舌打ちする）。

            　だからてっきり、黒麦を見た瞬間にも敵の追っ手だと思ったのだ。

            　何せここは、【マーダーケース】のギルドホームへ続く場所だ。

            　一般人の姿があるなどとは、到底思えなかったのだ。

            　しかし目の前で、尋常ではない釣りスキルを放った黒麦を見て、狐塚は首を傾げた。

            　――普通、追っ手がかかってる人間を放り出して、釣りに励むか？

            　半ば呆れた思いだった。

            　同時に、黒麦のスキルが大変卓越している事を感じ取っていたのだ。

            　狐塚も、釣りスキルを持っている。

            　ただし狐塚の場合は、釣りが好きと言うよりも太公望よろしく、釣り糸を垂れて精神集中する事が目的だった。しかし、黒麦はそれとは気合いが違った。

            「お吸い物も作るね！」

            　朗らかに言う黒麦に、率直に言って狐塚は毒気を抜かれた。

            　

            　◆◇◆

            　

            　それが契機で、狐塚と僕は知り合った。

            　大抵僕が釣りをしていると、ふらりと狐塚がやってくるのだ。

            　初めに出会った時とは違い、狐塚は和服を着ている事が多い。

            　剣士だと、刀を使っているユーザーが和服を着ている事はあるが、召喚者なのに珍しいなと僕は思った。だが、危険な場所に出かけても、狐塚が壁をしてくれるようになったので、僕は日々に安心感を覚えていた――これで、さらなる高レベル帯の、沼の主を釣れる！

            「狐塚、今日は【苺味の鯖】を釣るよ！」

            「名前聞いただけで吐き気するわぁ」

            「今日は、取得アイテムの【魚醤】で【いなり寿司】を作るね！」

            「どこからつっこめば良いん、俺」

            「へ？」

            「もう、ええわ」

            　

            　◆◇◆

            　

            　まず苺と鯖を重ねる事が、狐塚にとっては難しかった。

            　その上、魚醤はまだしも、なぜそれからいなり寿司が出来るのか――全く持って理解できない。けれど、幸せそうな顔をしている黒麦を見れば、殺伐としている日常に、確かに安らぎを覚えるのだ。

            　自分のために、黒麦が料理を作ってくれる。

            　その事実が、狐塚にとっては、どうしようもなく幸せな事に思えた。

            「――……なんでこないな電波の事、俺気になってるんやろ」

            　電波というのは、何というか、意味不明な言動をする人物の事である（ぐーぐる先生あたりがもしかしたら、詳細に説明してくれるかも知れません）。

            「え、電気ヒツジ？　あれは二十レベル下の【麦酒じみた泥沼】に行かないと、釣れないよ？」

            「いんの、そんなSFちっくなん。しかも羊やのに、釣れんの？」

            「釣れるよ。取得アイテムは、【馬刺し】なんだ」

            「ああもう、わけ分からん」

            　狐塚が頭を抱えた。

            　まだ、平和な日常だった。

            　

            　◆◇◆

            　

            　ログアウトできなくなった日、黒麦はジャージに替わった服のまま、ぼんやりと辺りを見回していた。

            　周囲の視線が、いっせいに黒麦を捉える。

            　ざわ、ざわ――……

            　だが、そうした目線に、全く黒麦は気がつかないまま、小首を傾げる。

            「え、誰あれ？」

            「やべぇ美人」

            「ちょ、すげぇなアレ」

            「うわぁ押し倒せるかも、アレは、男でも」

            「やめとけｗ」

            「嫌でも気持ちは分かる」

            　

            　◆◇◆

            　

            　その時バシンと頭を叩かれ、僕は息を飲んだ。

            「何するんだよ」

            　顔を向けて、僕は抗議する。

            　そこに立っていた粋龍は、深々と溜息をつきながら、僕にニット帽を差し出した。

            「かぶっとけ」

            「う、うん？」

            　受け取り素直にかぶると、続いてサングラスと白いマスクを渡された。

            「何これ、不審者になっちゃうよ！」

            「安心しろ、お前は元から挙動不審だ」

            「そんな事無いよ！」

            「間違いない」

            　粋龍はそう言ってから、腕を組んだ。

            「弱ったな。危ないから、一人になるなよ」

            「【クラウン・クエスト】って、何か危ない感じなの？」

            「そうじゃねぇ。強姦的な意味だ。分かれ、馬鹿」

            「へ？」

            「兎に角顔をさらすな。性格だけならお前に近寄ってくるなんて、よっぽどな変態しか居ない。とりあえずこれをやる」

            　粋龍はそう言うと、僕に、新しい魔術師装備一式と杖をくれた。

            「有難う。所で」

            「ん？」

            「頼んでた釣り竿は？」

            　現在１０２５６レベルをすぎた所の釣りスキルと、めでたく５００００レベルという王台に乗った料理スキルの事を僕は思い出した。

            　

            　◆◇◆

            　

            　――こいつ、釣りスキルの平均が２２レベルで、５０越えてれば神扱い、料理スキルに至っては、１３レベル以上が高レベルだって理解してるのか？

            　思わず粋龍は眉を顰めた。

            　彼が職業レベルを上げているのは――……ひとえに、黒麦にふさわしい釣り竿と包丁を作るためのレシピと素材を手に入れるためだったりする。最早トップギルドの一つに属してはいても、黒麦の望むアイテムを作り出すのには、骨が折れるのだ。

            　口に出さない粋龍の献身は、率直に言って、黒麦には全く伝わっていない。

            「やるよ」

            　そう告げて、粋龍は、釣り竿を手渡した。

            　申し訳程度につけた、簡素なピンク色のリボンが揺れている。

            「有難う！」

            　しかし満面の黒麦を見ていると、今日もやはり粋龍は何も言えなくなるのだった。

            　

            「くそ、腹が減って、餓死しそう」

            　月極がぶっ倒れたのは、崖の上での事だった。

            　くしくも、三百メートル下の水面に、その時黒麦は釣り糸を垂らしていた。

            「てぇぇぇええええい！　かかれ、【完熟バナナっぽい鮪】！」

            　それを釣り上げ、黒麦は満足げな顔で振り返った。

            　そして倒れたまま、顔だけ上げてポカンとしている月極を視界に捉えた。

            　二人の間では、天然の鮎サイズの、小さな鮪がビチビチと跳ねていた。

            　あるいはそれは、運命の糸だった。

            「――……バナナ？　マグロ？　どっち？」

            「食感は、無花果。味は、レバーって噂です」

            　一体何処で広まっている噂なのだろうと首を傾げながら、月極が震える手を伸ばした。

            「腹、減った……」

            　そう告げガクリと意識を失った月極を一瞥し、黒麦は歩み寄った。

            　青白い顔を眺めながら、【プロテイン】を飲ませる。

            「っ」

            　すると、月極が、体を震わせる。

            「――あ」

            「目が覚めました？　良かった」

            「有難う」

            「いいから、そうだ、【海老カツサンド】ならあるんだけど」

            「食べたいです！」

            「おお！」

            　こうして二人は、断崖絶壁の上で、ピクニックを開始する事となった。

            　まさに胃袋を掴まれる形で、月極はその場で、黒麦に惚れたのだった。

            　

            「お前ら、冗談も大概にしろ。なんだこの、出刃包丁【鬼神EX】だの、幻の食材【Lv.2000】だのを手に入れるための、クエスト攻略とは」

            　バシンとギルドホームのテーブルを片手で強く叩きながら、日廻がこめかみに青筋を浮かべた。日廻の正面に立っている粋龍と月極が、それぞれ視線を逸らした。ここは、ギルド【血塗れ男爵】の、団長執務室である。

            「まぁまぁ日廻、きっと二人にも何か考えがあるんだよ」

            「本気で言っているのか、赤鐘」

            「勿論冗談だよ」

            「だよなぁ」

            　日廻の射殺すような瞳とわざとらしい笑みに、赤鐘が苦笑する。

            「確かにこの現状じゃ、料理スキル持ってる人が神みたいなもんだけどね」

            　赤鐘がそう言うと、ソファに座っていた青兎が、ぐったりとベッドに身を預けた。

            「僕お腹減って死にそう」

            「空腹ごときで、死んでたまるか」

            　日廻のそんな声に、赤鐘が天井を見上げて思案する。

            「実際、タウンでは、死んでるユーザー出てるみたいだけどね」

            「……見捨てておけない事は分かっている」

            　悔しそうな顔で、日廻が唇を噛んだ。

            「しかしながら、もっとも料理が上手く気前の良い【JA】の執権の【マサト】ですら、パンに塗る【サーモンテリーヌ】を作るのでやっとなんだぞ？」

            「――うん。これは、噂なんだけど……『料理の神様』って呼ばれるユーザーが居るらしいんだ」

            　赤鐘が続けると、ピクリと粋龍と月極の体が揺れた。

            「知ってるそれ、黒麦でしょ？」

            「どこにいるんだ？」

            「さぁ」

            　青兎はそう言ってから、何か言いたそうな顔で、粋龍と月極を眺める。

            　

            　その頃の黒麦はと言えば、単独で、【クラウン・クエスト】に挑んでいた。

            　勿論ダンジョン攻略報酬や、王の石の欠片が目的ではない。

            　彼の意識をひきつけるのは――料理の素材だった！

            「よし、これで【幻のオムライス】の食材がそろう！」

            　高笑いをした黒麦は、スキルを発動させる。

            「生産スキル、釣り！　【砂刃凍時陣サンドサウンド】！」

            　その時偶然にも、同じクエストをしていた頼は、振り返って目を疑っていた。

            　――【クラウンズ・クエスト】は、先に踏み込んだ人間がいれば、そのままの状態で後から入った者も、強制的にクエストに参加している形になるのだ。丁度クリアしたところだったのだが、採取アイテムを取得せずに上まで進んだため、確認のために、頼は階段を下りてきたのだ。そして、一階で一人フィーバーしている、黒麦を見つけたのである。

            「――何してんだよ、てめぇはァ」

            　頼が声をかけると、びくりと黒麦が体を震わせた。

            「！　おお」

            「おお、じゃねぇ。俺様は、何をしてるのかって聞いてるんだよ」

            「料理人道を邁進してます！」

            「……へぇ」

            　頼は呟きながら、黒麦の名前を確認した。聞き覚えがあった。最近、狐塚がログアウト不可にも関わらずいなくなる時間が増えたのだが、何処へ行っているのか尋ねた時に、挙がった名前だった。

            「何が目的だ？」

            　淡々と頼は聞いた。狐塚が簡単に騙されるとは思えなかったが、こんな場所にいるのだから、明らかに不審者だ。

            「今日の目的は、【幻のオムライス】です！」

            「んなもん、作れるわけが――……」

            「作れます！　何なら食べる？　食べちゃう？　食べちゃいます？」

            　うっわぁ、うぜぇ★　と頼は思った。

            「そこまで言うなら、食ってやるよ」

            　罠だった時のために、状態異常回復のバフをフルでかけてから、頼は唇の片端を持ち上げて、ニヤリと笑った。常人だったら凍り付いても不思議はない威圧感のある笑みだったが、自身の料理を食べてもらえると言う事が嬉しくて、黒麦は全く気がつかなかった。

            「はい！」

            「――！」

            　【幻のオムライス】の絶品の味に心奪われた頼が、黒麦の下僕になったのは、その日の内の出来事だった。

            　

            　◆◇◆

            　

            「へぇ、餓死」

            　ある日突然訪れた、【血塗れ男爵】のギルドマスターの言葉に、僕は神妙な顔で頷いた。

            　何故なのか個別チャットで、粋龍に、知り合いだと言うなときつく厳命されていたので、僕は腕を組む。嘘をつくと全て顔に出てしまうので、僕は隠し事が苦手なのだ。だから精一杯拒絶のボディランゲージをして、無心に話だけ聞こうとする。

            　日廻の話は、街に溢れているが死者についての事だった。

            「どうしたらいいと思う？」

            「解決策は、二つかなぁ」

            「聞こう」

            「一つは露店。まぁ、一カ所にしか出せないから、大多数を見捨てる事になるかも知れないけど、そこでラーメン屋とかカレー屋とか、立ち食い蕎麦とか、チキン南蛮専門店とか」

            「チキン南蛮だけ、カテゴリが違わないか……？」

            「もう一つは、口頭で、初級レベルでも簡単に作れるレシピを流すとか」

            「私の話を聞いているのか？　ちなみに、簡単に作れるレシピとは何だ？」

            「聞いてます、ええと……そうだなぁ、卵がゆとか、塗るチーズとか、コンソメスープとか」

            「……必要レベルと素材は何だ？」

            「必要レベルは、どれも総合が５です。ただ個別技能で、【茹でる】と【混ぜる】が必要です。けどこの二つは、採取からやってれば、適正レベルまですぐ上がるはずだし。食材は、【逢魔が時の牧草地】の”野生の雄鳥”が落とす卵と”手慣れた雌牛”か落とす牛乳と、【ハルマゲドンの丘】にはえてる稲と、どこの海でも取れる【闇の塩】と、【緑色の女神の森】にいる”紺染犬”が落とす、コンソメ（固形）です。全部、mobやフィールドのレベルは、２０以下だったと思うなぁ」

            　

            　◆◇◆

            　

            「なるほど。それをこれに記述してくれないか」

            　日廻がそう言ってレシピ本を手渡すと、笑顔で黒麦が引き受けた。

            　翌日から炊き出しを行うようになった黒麦に心を打たれて、日廻はすぐに商業施設アイテムの使用を決めた。

            　その頃には、気づけば黒麦に惹かれるようになっていた。

            　

            　日廻まですっころぶとは思わなかった赤鐘は、ある日、ひっそりと、黒麦が商業施設アイテムの範囲外で露店を開いている街へと姿を現した。

            「いらっしゃいませー」

            　三角ズキンをかぶって、大きな鍋を、お玉でグルグルとかき回しながら黒麦が振り返った。

            　豚汁を作っている様子だ。

            「Ａ定食にしますか、ハンバーグとソーセージのグリルにしますか？」

            「Ａ定食で」

            　赤鐘はそう告げてから、満員状態だったカウンターから、一人立ち上がったのを確認して、座る。この店には、二つしかメニューがない。それでも、まともな白米とおかずにありつけるだけで、皆が涙を流して喜んでいる。実際赤鐘も、側で食べている人々の食器から薫ってくる匂いだけで、涎が抑えきれなくなっていた。

            「はい！」

            　すぐに差し出されたＡ定食は、本日はカレイの煮付けだった。

            「美味っ……！」

            　呆然としたように呟いてから、赤鐘はたいらげた。

            　空腹は最高のスパイスだとは良く言ったものだが、そんな次元は遙かに超えていた。

            　煮物が入った小鉢も絶品で、他の器の豆腐サラダも文句なしだった。

            　完食してもなお、うっとりとした表情で、赤鐘は黒麦を見た。

            　――これが、数々の人（の胃袋）を魅了する手腕か！

            　赤鐘は思わず立ち上がった。

            「弟子にして下さい！」

            「――え？」

            　突然の事に、黒麦が首を傾げた。

            　しかしその日から、押しかけ女房のように、赤鐘は黒麦の側へとやってきたのだった。

            　彼が黒麦に惚れるまでに、三日もかからなかった。

            　

            　青兎は、ダイニングの扉を開けて、微妙な顔をした。

            　少年が目を細めているという事実に、誰も気がつかない。

            　日廻はうっとりとした表情でレシピ本を眺めているし、粋龍は無心に包丁を鍛えているし、月極は地図を広げて高級食材の場所を予測しているし、赤鐘は持参予定の調理器具を鞄にしまっていた。

            　――駄目だこいつら。

            　何とかする気すら起きずに、青兎はキャラクターを青猫に変えて、ひっそりと所属しているもう一つのギルド、【高みへ・・・】のホームへと向かった。

            「……」

            　しかしそこでは、頼が白いレース付きのフリフリのエプロンを用意していたし（頼が着るのか、それとも黒麦に渡すつもりなのか……どちらにしろ、青兎は想像したくなかった）、狐塚は狐塚で、ブツブツと指輪の入った小箱を両掌にのせて一人赤面している。

            「どうやって渡そう……べ、別に変な意味は無いんやし」

            　少年の来訪にすら気づいた様子のない、ギルドマスター。

            　ああ、もう、やってられない！

            　青兎は舌打ちしてから、タウンへと移動した。

            　これだから、色キチガイは嫌いなんだと目を細める。

            　諸悪の根源は――黒麦だ。黒麦に他ならない。勝手に周囲が惚れているのだという事は、青兎も重々承知していた。だが、今に限っては、他に、怒りの矛先を向けられない。

            「ちょっと！」

            　青兎は、黒麦が下準備をしている、開店前の食堂へと乗り込んだ。

            　既に外には、黒麦信者と言える多くのユーザーが列を作っていたが、少年は、あえて空気を読まず、全てスルーして乗り込んだのだ。

            「いらっしゃいませ、まだ開店前なんですけど」

            　黒麦は、ごとごととmobの骨を煮込みながら、首を捻った。

            「――……あのさ、こんな事を言うのは何なんだけど、本命誰なの？」

            「本命？」

            　何を言われているのか分からず、黒麦は手を止める。

            　それから鍋に木製の巨大しゃもじをつき立てたまま、腕を組んだ。

            「本命って好みのタイプって事？」

            「そう」

            「うーん、僕、君とか凄く好きかも」

            　何ともない風に、黒麦は言った。実際、黒麦にとっては、何でもない事だった。

            ごく単純に、青兎の兎耳を見て、たまにはピーターラビットよろしく、兎のパイを作るのも良いかもしれないなんて思っていただけなのだ（残酷）。

            　しかし、それを聴いた青兎は、ボっと音を立てて赤面した。湯気が上がっている光景が、幻視できるほど、茹でタコ状態という奴だった。

            　

            　その様にして、黒麦は、着々と有力者の心を掴んでいった。

            　【アンチノワール】の紫紺には【粽】を作ったのをきっかけに惚れられて、吹雪には【バジルソース】をプレゼントしたら押し倒されかけた（しかし鈍いため、気づかなかった）。

            　その後彼は、民衆の心を掴み、いつしか【料理の王】と呼ばれるようになっていた。

            王候補の中で、嫌、それ以外ですら、最弱に等しい黒麦。

            　しかし彼は、料理の力で頂点に立ったのだった。

            　ログアウトまで、あと数日――そんな時も、【クラウン・クエスト】に出かけたり、クラウンの在処を捜索している人々には構わず、黒麦は釣りをしていた。

            「いけ、生産スキル、釣り！　【黄刃ｵﾔ流麗コド陣ン】！」

            　

            　

            　

            


            　

        
    

    
        　――　番外集Ⅳ　――　その後と記憶　――

        　

        　

        　

        
            【番外】本名で呼ばれた件について（SIDE：月極）

            　

            　

            　Sugeeeeeeeee！

            　粋龍は、大学に行きつつ、暇なときにbarまでやってるらしい。

            　俺は正直ビックリだ。

            　なにせ俺は、一つの事に集中するタイプだからさ。

            　粋龍って、動画あげたり（吹雪から聞いた）、barやってたり（↑今ココ）。

            　いくつバイト（？）してるんだよ……。

            「美味っ」

            　しかも、普段酒なんか飲まないし（不健康だし、経済的にも微妙だろ）、種類も分からない俺に、粋龍が出してくれた赤紫色のカクテルは、美味しい。

            「カシオレで酔うなよ」

            　カウンターの正面で、楽しそうに、粋龍が笑っている。

            　俺の隣には、慣れた様子で座った黒麦がいて、茶色と白のカクテルを飲んでいる。

            　――カルーアミルクとか言ってたかな？

            　その時、背後で鐘の音が鳴った。

            「おぅ何だ、思ったより本格的じゃねぇか。ま、barってよりかは、ダイニングバーって感じだけどなァ」

            「そうやんね」

            　振り返ると、入ってきたのは、頼と狐塚だった。

            　ちなみに今日は、二人が珍しくそろって休みだったため、俺も呼ばれたのである（いつも呼べよ！）。青兎は当然未成年なので、顔は出さない（？　ソフトドリンクを飲めばいいのに）。まぁ、呼ばれただけでも、俺は良いのかな？　リア充への第一歩！　実際はキョロ充かもしれないけどな！

            「うるせぇ。さっさと座れ」

            　粋龍がそう言うと、黒麦と角を挟んで隣に狐塚が座り、俺の隣に頼が座った。

            　狐塚の隣に座ればいいのに。

            　この、妙な頼の気遣いが鬱陶しい。

            　どうせ、黒麦と狐塚と粋龍が話すから、向こうに座ったら、俺がぼっちになるとか思ってんだろうけどさ。別にぼっちでも良いんです！　逆に哀れまれる方が悲しいんだよ！

            「月極、てめぇカシオレかよ」

            　頼が爆笑している。それがまた、イラっとくる。

            「粋龍師匠、俺、ジンライムね」

            　狐塚が笑顔で頼む。

            「俺様は、麦酒。日本麦酒無ぇんなら、ギネスあたりな」

            　頼がそういうと、粋龍が屈んだ。

            「ジンライムは兎も角、頼が来るって言うから、わざわざ芋焼酎入れといたのにな」

            「俺様は、一杯目は麦酒なんだよ」

            「俺は、師匠の腕前見たいからカクテルやんね」

            　狐塚達がそう言って意地悪く笑うと、黒麦が朗らかな笑みを浮かべて首を傾げた。

            「降大のお酒は、何でも美味しいよ？」

            「「……」」

            　すると二人が黙った。

            「ね、冬眞くん？」

            　俺に振られても困る。困るだろ、普通に考えて！

            「まぁな……」

            　無表情のまま頷くと、頼と狐塚が顔を見合わせた。

            「へぇ、じゃあ俺、師匠に一杯奢っちゃるよ。テキーラストレートね」

            　狐塚が言うと、頼が俺の肩を叩いた。

            「てめぇもさ、テキーラでもいってみろよ」

            　その言葉に、粋龍が眉を顰めて、口元だけに浮かべた笑みを引きつらせた。

            「お前らな……俺は有難く頂くけどな。それは兎も角、月極酔わせてどうすんだよ」

            「面白いやん。なぁ、頼？」

            「おぅ、酔うとどうなるんだろうなァ」

            　二人の声に、強い酒なんだろうなと俺は思案した。

            　そもそも俺は酒の強さなんて分からない。

            　何せ飲みに来る友達なんていないからな（ちょっと我ながら寂しいけどさ）！

            「冬眞。飲む必要無ぇぞ」

            　その時、粋龍が俺の名前を呼んだ。ビックリして、思わず目を瞠る。

            　あれ、俺、粋龍に名前を呼ばれた事ってあったっけ？

            　というか……これまでに、青葉博士や父親は兎も角、日本人に俺って呼び捨てられた事ってあったっけ？

            「客の注文やん。なぁ、黒麦？」

            「それはそうだけど――テキーラって僕も飲んだ事無いから、飲んでみたいな」

            「え」

            　笑顔で黒麦に話を振っていた狐塚が、逆に笑みを返されて固まった。

            「ジャンガとかねぇのかァ？　負けた奴イッキで良いだろ、もう」

            　頼が言うと、狐塚が眼を細めた。

            「待ってや。頼がベロンベロンになったら、誰が連れて帰るん？　麦酒と焼酎以外混ぜると、危険やん、頼」

            「そんなもん、黒麦に頼むに決まってんだろ」

            「ざけんなし」

            　狐塚が笑顔を浮かべたまま、こめかみに青筋を立てた。

            「それって要するに、阻止する俺やん」

            「じゃ、月極」

            「同じ事やんか。二人暮らしなんよ？」

            　その言葉を聞きながら、黒麦が粋龍を見た。

            「じゃあ頼と狐塚がここに泊まって、降大の家に僕と降大が戻って、冬眞くんが家に帰るってどうかな？」

            「別にお前ん家に、三人で泊まらせても良いだろ。一人より安心だろ？」

            「だけど酔っぱらい二人と、冬眞くんは不安だよ」

            「待ってや黒麦。俺の予測的に、酔うの、俺や無い。頼とツッキーやん。確かに月極君は心配やけど」

            「何だァ？　ここ、二階あんのか。けどなァ、俺は月極が心配だ」

            　四人の声に、俺は腕を組んだ。一応心配されているのだろうか。

            「安心しろ。狐塚と月極は、どんなに酔っぱらっても、俺様がマンションまで連れて帰ってやる」

            　頼の言葉に、溜息をつきながら、粋龍がテキーラ（？）を用意した。細長い小さなグラスに入っている。

            「ジャンガする気は無いぞ」

            　粋龍はそう言うと、クイッと飲み干してから、もう一つのグラスを、狐塚の前に置いた。

            「なんで俺なん！」

            「頼は他の酒混ぜると危険なんだろ？　月極は、普段飲まない。じゃあ何だ？　若葉に飲ませるのか？」

            「冬眞くんが飲むんなら、僕が飲むけど……」

            　黒麦が不安そうにグラスを見据える。

            「混ぜるな危険って何？」

            　俺が聞くと、粋龍が溜息をついた。

            「あれだ。慣れてる酒とか以外を飲むと、頭おかしくなるぐらい酔っぱらうんだよ」

            　ひどく粋龍が大人びて見える。

            　お義兄さん――そんな言葉が過ぎったが、俺は失笑して打ち消した。やっぱりそれでも俺は、黒麦の事が好きなんだよ！

            「俺、飲むわ」

            　俺はテキーラの入った小さなグラスを手にすると、それをあおった。

            　四人が驚いたようにこちらを見ている。

            　喉を焼かれる感覚に、眉を顰めながら、俺はテキーラのストレートを飲み干した。そもそもストレートの意味が分からないのだけれどもな！

            「ツッキーやりおるね……」

            「悪ぃ、俺様、飲ませちまったか？」

            「――若葉。連れて帰るのは、月極にしろ」

            「う、うん」

            　心配そうな四人を見据え、しかし俺は首を傾げた。

            　美味しかったからだ。

            　なんでみんな、そんな顔をしているんだ？

            「これ、良いな」

            「なッ」

            　狐塚が目を瞠る。

            「もう一杯飲みたい」

            「……別の、それベースのカクテル作ってやるから、そっちにしとけ」

            　粋龍が溜息をつく。

            「俺様は、次は焼酎な。ロックで」

            「聞いて無ぇよ」

            　それでもグラスを用意している粋龍を見据えてから、俺は黒麦へと視線を向けた。

            「テキーラってそんなにヤバイの？」

            「さぁ……僕も、飲んだ事無いんだよね」

            「じゃあ一緒に飲む？」

            「あ、飲んでみたいかも」

            「若葉。それに冬眞も止めろ。まだ酔いが回ってないだけだろ」

            　また粋龍に、冬眞と呼ばれた。なんとなく、不思議な気分になるが、悪い気はしない。

            「降大」

            　だから俺も名前を呼んでみた。

            「あ？」

            「客の頼みだぞ。聞けよ」

            　唇をとがらせながらそう言ってみると、粋龍が瞬いた。

            「――……あのな。頼か狐塚は、お互いに連れ帰るとして。お前らを連れ帰るのはどう考えても俺だぞ？」

            　その言葉に、狐塚がクスクスと笑った。

            「やったら、粋龍師匠の事ガンガン酔わせて、ツッキーに連れ帰ってもらえばいいやんね。黒麦の事はまかせとき」

            「狐塚は黙れ」

            　粋龍が眼を細める。

            「粋龍師匠に、スコッチ」

            「無い事はねぇけど、俺はウイスキー系はホワイトホースしか飲まないんだよ」

            「じゃあそれでいいよ。俺おごっちゃる」

            「狐塚。有難くもらうけどな、お前のグラスも空いてるだろ」

            「さすが気がきくんね、師匠。じゃ、俺はスミノフ」

            「ウォッカ系好きとか消えろ」

            「なんでやん、師匠」

            「俺はズブロッカが好きなんだよ」

            「じゃあそっちにするわ」

            「酔いつぶれろ。吐くなよ？」

            　粋龍と狐塚は、仲が悪そうだが、俺と頼よりは仲が良いと思う。

            　狐塚と頼は大抵笑っているのだが、粋龍は引きつってはいる物のやはり笑っている――が、俺は黒麦の前以外で笑う気はない。

            　きっと狐塚と粋龍は、喧嘩友達という奴なのだろう。俺にはいないよそんなの！　リア充消えろ！

            「月極は、本当に次もテキーラか？」

            「んー」

            　頼に言われて、俺は顔を向けた。

            　実際酒の種類など知らないから、よく分からない。

            　最初の酒も、黒麦が選んでくれたのだ。

            「降大、お腹減ったから、ポテト作って」

            「あのなぁ……寧ろ若葉は、俺を手伝って厨房に入ってくれ」

            「黒麦が作ってくれるんやったら、俺、ミックスナッツ食べたいわぁ」

            「狐塚……ミックスナッツって、すぐには作れないよ？」

            「若葉。狐塚の言葉をまともに取るな。ミックスナッツなら、そこにあるから」

            「じゃ、俺様はソーセージ的なもの。ブルストっつーの？　独逸っぽい奴な」

            　頼がそう言うと、黒麦が頷いて、カウンターの奥の厨房へと向かった。

            　俺は、頼のとなり、一つ隣の椅子と角を挟んで狐塚、正面に粋龍という場所にいる。

            「お前は何か食べないのか？」

            　その時粋龍が俺を見た。

            「ま、冬眞は若葉の料理毎日食べてるわけだしな」

            　また粋龍が、俺の事を冬眞と言った。そんな些細な事が、なんだか嬉しい。

            　だけど表情はやっぱり無表情のままで（何故なのか俺の表情筋は動かないのだ！）、俺は静かに頷いた。

            「――……どうせなら、お前が作るもん、食べてみたい」

            　ポツリとそう言うと、粋龍が腕を組んだ。

            「じゃ、ポテトオムレツでも作ってやるか」

            　粋龍がそう言って笑った。俺が卵料理が比較的好きだって、知っていたのか？

            驚いて顔を上げる。

            「ま、冬眞くんに似合ってるやんねぇ。髪もオムレツっぽい色やし」

            　その時狐塚にまで名前を呼ばれて、思わず顔を向けた。

            「けどま、冬っぽく無ぇよな、その金髪。冬眞には、俺様的に――いや、太陽が似合うんだろうけどな、個人的には、秋が似合うと思うなァ」

            　頼もまた、俺を、名前で呼んだ。

            　――なんだろう。

            　そんな些細な事が、妙に嬉しい。

            　狐塚も頼も本名だっていうし、若葉の事は一応若葉って呼んでるから、俺が呼び方を変えるとしたら、粋龍を降大って言ってみたり、後は今ここにはいないみんなを呼んでみるくらいだろうけど。多分、自分からじゃ、絶対に出来ないような気がする。なのにごく自然にそう呼ばれた事が、なんだか心に染みいってきた。

            　名前なんて、これまで気にした事がなかったのに。

            　単純に父さんが、春秋だから、冬に関連した名前がつけられていただけだし。

            「けど、冬眞くんて、良い名前やんね」

            　狐塚にそう言われ顔を上げると、彼はにこやかに笑っていた。

            「冬眞の『眞』って、うそじゃないとか、本当とか、自然っていう意味やんね？」

            　日本語に詳しくない俺は瞬いた。

            「冬ってのは、ま、冬だろうけどな。悪くねぇって俺様も思う」

            　頼がそう言いながら、焼酎のグラスを傾けた。

            「俺は頼りにされろって言う意味で、頼ってつけられたらしいが」

            「俺はねぇ、才知――頭の良さで、人を救ったり、助けたり、って言われたんよ。けどねぇ、両親がどっちもサから始まる名前で、弟妹が、スセソから始まる名前やから、ぶちゃけサ行やんね。ただの」

            　楽しそうに狐塚が笑う。

            　二人は楽しそうだったけれど、俺は腕を組んだ。

            「日本語って凄いんだな」

            　言葉こそ話せるけど、俺はそんなに、日本語の意味なんて知らないから。

            　ただ英語だとかも話せるけど、そっちの隠された意味とかも知らないんだけどな。

            「冬眞くん、一緒に食べよう」

            　その時、黒麦の声がした。

            　みんなに名前を呼ばれるのも嬉しいと今日分かったけど。

            　それでもやっぱり黒麦に――若葉に名前を呼ばれると、一番幸せになれるなと思った一日だった。

            　

            　

            


            　

        
        
            【番外】スイッチ（粋龍＆狐塚）

            　

            　

            　フィルターを噛み、眠気を押し殺しながら、煙草に火をつけた。

            　眠れないのはいつからだろう。

            　良くあること過ぎて忘れた。隣に若葉がいれば、眠れるのは分かってる。まさかこの歳になって、一人で眠るのが寂しいというわけではない。単純に、若葉の顔を見ていると緊張が解けるのだろう、恐らく。おかしなもので、この眠れない一定期間以外では、寧ろ起こさないようにと気を使って眠れない場合も多々あるというのに、こういう状態になったときだけは、若葉の体温が恋しくなる、呼吸の音を聞くだけで、体の疲れが溶けていく気がした。

            　皮膚の一枚後ろ側を、乾いた砂が覆い尽くしていく感覚だ。

            　胸の内に潜んでいた湿ってドロドロとした嫌な感情や焦燥感を吸い上げ始めた砂は、次第に体の内側に嫌な胸騒ぎを呼び起こしていく。

            　――本当に若葉は、俺といて満足しているのか？

            　心から笑っていられるのか、無理をしていないか、本当は他に――……自分以外の誰かと、あるいはそれは、日廻と、赤鐘と、月極と、青兎と、狐塚と、頼と、そう自分以外の誰かと二人でいて楽しく笑う若葉の姿が想起されてならない。

            　――若葉に相応しいのは自分ではない。

            　息が苦しい。

            　この感覚から逃れたくなる。

            　痛みによく似ている激情に体を絡め取られる。

            　こう言うときは、全部が駄目で、大学の講義に関しても、テストに関しても、バイトに関しても、その他の交友関係に関しても、何もかが兎に角駄目に思える。

            　誰かに叫んでぶつけてごまかしたいが、疲れ切った体は、ただ眠れと命令してくる。

            しかし、眠れないのだ。

            　では酒に逃避しようかとも思うのだが、そうすれば明日のテストに行ける自信がないからと理性が止める。勉強など一切していないのだから、結果は見えているというのに。

            　無性に誰かと話たくてしかたがないのに、誰にも会いたくない上、声を出すのも億劫な感覚。きっと自分は助けを求めているのだろうが、そんな姿を誰にも見られたくないのだろう。嗚呼、この世界からいなくなりたい。

            「誰か俺のこと殺してくれねぇかな……って、駄目だ止め止め、コレだから寝れないとネガティブになるから嫌なんだよ」

            　我に返って一人呟き頭を振ったとき、呼び鈴の音が響いてきた。

            　

            　ろくに来訪者を確認するでもなく、粋龍は扉を開けた。

            　どうせ知り合いしかここには来ない。

            「師匠、顔色悪っ」

            「……何の用だ？」

            　しかし意外なことに、狐塚が一人で外には立っていた。

            「いや、近くまで来たから寄ってみたんやけど……なんかあったん？」

            　狐塚は思わず、粋龍の顔色に目を止めた。真っ白だ。

            「別に」

            「……ふぅん。まぁええけど。部屋あげてや」

            「なんでだ？　若葉の所に行けばいいだろ」

            「若葉くんは今日試験勉強しとるんやって」

            「全く同じ講義取ってる俺もそうだって分かるだろ」

            「分かってるから邪魔しにきたんやけど」

            　ニコニコと狐塚が言ったのをみて、粋龍が眼を細めた。

            　苛立ったのは間違いないのだが、それ以前の段階で眠気とネガティブな感覚に思考の大半を掌握されていたため、上手く言葉が出てこない。

            　――そうだよなぁ、俺が試験に落ちて留年した方が、若葉といる時間は減るしコイツには都合良いだろうなぁ。

            「……入れよ」

            　粋龍は静かにそう言うと、踵を返した。

            　別に本当に邪魔をしに来たわけではないし、いつもの憎まれ口が帰ってこないため拍子抜けしながらも、狐塚は中に入った。実際顔色が悪すぎる粋龍のことが、普通に心配になる。

            「お邪魔しまーす」

            　そんな内心は素振りに出さず、促されたリビングへと向かう。

            　すると粋龍がレモン水を出してくれた。

            「有難う、喉かわいてたんよ。師匠って普段何処で勉強してるん？」

            「どういたしまして。ここで勉強してる」

            　答えてから、粋龍は新しい煙草に火をつけた。

            　目の下には薄いクマがあり、目尻は赤い。

            「徹夜で勉強してる感じやの？」

            「……まぁな」

            「寝た方がいいんやない？」

            　勉強なんかしていない、勉強しなければならないというのは嫌と言うほど分かっているのに、という現実と焦りで、粋龍は苦しくなって、煙を吐き出してから唇を噛んだ。勉強しての寝不足ならどんなに良いか、寝不足で勉強できないのが現実だ。

            「……」

            　狐塚は難しい顔をしている粋龍を一瞥した後、それとなく周囲を見回した。

            　勉強している気配は０である。

            　几帳面に勉強道具をしまっている、と言う事はないだろう。

            　なぜなら、全く同じ内容を勉強しているらしい黒麦が使っていた資料と一緒の代物が、ソファの上に置いてあって、封が破られた気配すらないからだ。

            　しかし、眠そうに見えるのは間違いない。

            　もう眠そうを通り越して、病人にすら見える。

            「バイトとか最近どうなん？」

            「テスト前だからな、一週間休暇取ってる」

            「若葉君と一緒に勉強したりとかするん？　羨ましいわぁ」

            「俺は基本的に一人じゃないと勉強できない」

            「一人でもできてないんとちゃうん？」

            　サクッと狐塚が聞くと、粋龍が目を伏せ深く煙草を吸い込んだ。

            　黒麦のこと勉強のことその他諸々、兎に角何も考えたくないというのに胸騒ぎとなったそれらが一気に胸中を埋め尽くしてきたものだから、粋龍はきつく目をつぶった。

            「――悪いか」

            「へ？」

            「お前の言うとおりだ、狐塚。笑え」

            「いや……なんかあったん？　本当に。聞くくらいなら俺もできるよ？」

            「無い」

            「無いって」

            「何にも無いんだよ。ただ、あるだろ？　やらなきゃ、やらなきゃと思ってて、できねぇときだって」

            「――あれか。師匠って、考えすぎて、考えるだけで終わるタイプか」

            　狐塚は思わず引きつった笑みを浮かべた。

            　あれもこれもと考えているうちに完璧主義者の粋龍は身動きができないほど悩み抜いて、結局何もできなくなっているのだろうと狐塚は考えた。要するに、変なところで失敗するタイプだろう。放っておけない。放っておくと、何処まで落っこちるか分からない気がする。

            「かもな。分析なんぞ求めてないけど」

            「考えるのやめて、やったほうがええって」

            「分かってる。考えたくないんだ、俺だって。気づくと浮かんでくるんだよ」

            「寝不足や。まずは寝たら？」

            「そう思って布団にはいると尚更考えて眠れない」

            「変なところ繊細なんやな」

            「うるせぇ」

            「どのくらい寝てないん？」

            「さっき一時間寝た」

            「その前は？」

            「……三日」

            「……ちなみに勉強時間は？」

            「０だ」

            「いやいやいや、それはいくら何でも……勉強はさ、ほら、長い人生だし兎も角……まぁやった方が良いとは思うけどな、それ以前に体にくるんやないん？」

            「よくある事だから問題ねぇよ。どうせテストが終われば眠れるようになる」

            そうは言いつつ粋龍は、テストのこと以外にも色々と嫌なことを考えているから、何が終わったら本当に安眠できるのだろうかと考えずにはいられない。

            「黒麦は知ってるん？」

            「何をだ？」

            「師匠が眠れてないって」

            「言ったら海に沈めるぞ」

            「添い寝でもしてもらえばいいやん」

            「……そうだな。テストが終わったらな」

            　本気で顔色が悪い粋龍に対し、狐塚は思わず溜息をついた。

            「飯は食ってるん？」

            「……あー、そういえば食ってねぇな。いや十秒飯食べたわ。食べてるな、おぅ」

            「お腹が減って眠れないとか」

            「減ってねぇけどなぁ……そうだな、そうかもしれない。何か食うわ。参考になった、たまには良いこと言うな、狐塚。何かお前と話てたら、若干眠気が来た」

            「俺と話てて眠くなるって、それ、良い意味でやんね？」

            「おぅ。俺は寝てみる」

            「うん、まぁ寝られそうならそれがええね」

            「……」

            　粋龍はそう言った瞬間目を伏せた。

            「――って、え？」

            　その場で眠り始めた粋龍の姿に、狐塚が呆気にとられた。

            　冗談かと思って近づいてみるが、規則正しい寝息が聞こえてくる。

            　煙草もきちんと消されている。

            「……」

            　とりあえずコレで風邪でも引かれてはマズイだろうと、扉が開いていた寝室から毛布を持ってきてかけてみる。

            　――本当に眠れていなかったみたいだ。恐らく、きっかけが在れば寝ることができたのだろうが、ナニカが神経を張り詰めさせていたのだろう。眠り初めても猶まだに顔色の悪い粋龍を見据え、狐塚が腕を組む。

            「コレで明日の朝まで爆睡ならまだしも、テストも受けないで寝てたら終わるやんね」

            　起こさないように、大変小声ながらも、無意識に狐塚は呟いていた。

            　黒麦に聞いた限りだと、一日四教科ずつ丸一週間らしい。二十教科だ。

            　しかもそれぞれ範囲は、かなり広い。

            　全部暗記系だったため、狐塚は勉強を眺めている気にすらならなかった。

            　暗記という事は、暗記していなければ取れない。

            　要するに理解できているかもしくは、暗記する努力ができるかどうかを見る試験なのだから、やらないのはまずいだろう。

            「師匠なら一夜漬けいけそうやけどねぇ……」

            　どちらかというと、勉強しなかったという事実などに絶望して、やる前から諦める精神状態にありそうなのが問題だ。余裕が全く無さそうだ。やれば粋龍ならテストは通りそうな気がする、何となく。

            「ん」

            　うっすらと目を開き、そしてハッとして粋龍は飛び起きた。

            　慌てて時計を見ると、15時22分だった。

            　まさかテストが終わって――……と焦ったとき、扉が開いた。

            「ああ、師匠寝られた？」

            「狐塚……っ、おい、今日って何日だ？」

            「テスト当日」

            「！」

            「じゃないから安心してええよ、まだ俺が来てから２時間ちょっとしか立ってない」

            「てめっ」

            「腹減ったからキッチン借りたわぁ。師匠も食べる？　師匠の家の冷蔵庫のものやし」

            「人の家の食材を漁るな」

            「まぁまぁ。持ってくるわ」

            　狐塚はそう言うと、サラダうどんを持ってきた。

            「……野菜なんてあったか？」

            「冷凍庫にあったよ」

            「賞味期限大丈夫なのか」

            「確認したよ。未開封だったしあと半年大丈夫やった」

            　狐塚が苦笑するようにしながら、正面の席に座った。

            　どういう状況なのかいまいち分からないまま、気づくと流れで粋龍はサラダうどんを食べていた。久しぶりのまともな食事だったが、あっさりしていて食べやすい。

            「後ねぇ、範囲ヤマはってもらったんよ」

            「――は？」

            　狐塚の声に、粋龍が我に返って顔を上げた。

            「黒麦と綺羅姫にそれぞれ聞いた。そこだけ暗記したらいいんと違う？」

            「……狐塚、なんで」

            　驚いて粋龍が目を瞠ると、狐塚が肩を竦めた。

            「別に。師匠をだしにして、二人にイチャラブな感じで連絡取ってみただけやんね。まだ遅くない。後はここから貫徹でのりきるんや」

            「……おぅ……終わったら、奢る」

            「期待しとるよ。ま、一教科につき二百頁前後なんやってな、範囲。一教科二百頁が範囲なら、精々二十個くらい覚えとけばなんとかなるやろ。一頁につき一つ以上重要なこと覚えたらもう神とかそのレベルや。題名と段落の冒頭かラストのとりあえず専門的っぽい言葉覚え解けば何とかなるやろ。それが三教科か四教科なら、高々六百～八百頁。要するにMAX八十覚えられたら、OKそれ以上は神レベルって事で。十分に一個覚えれば、八十分でテスト対策終了や」

            「……そう考えると気が楽になるな」

            　コレまで分厚くてどうしようもなく思えていた各教科書の重みが、急に消えたように粋龍は感じた。

            「後はやれるだけやるんや。俺暇やから、毎朝いた電して起こしちゃるから」

            　狐塚の声に、漸く粋龍のスイッチが入った。

            　

            　恩赦措置であり、就職活動に直結するテストだったため、上位成績者が、公開された。

            「凄い人混み」

            　ポツリと呟きながら、張り出されているらしき場所の前を黒麦が通過する。

            　待ち合わせ場所のラウンジへと行こうとしたのだが、混雑していて入れる気がしない。

            　しかたがないので空いた席を探していると、不意に目が止まった。

            「おはよ」

            「狐塚？　なんでここに？」

            「ちょっとね。気になってもうてさ。やぁ若葉君て頭いいんやね」

            「え？」

            「張り出されてるやん、名前」

            「え、そうなの？」

            「見てないん？」

            「今来たところなんだ。うーん、ヤマがあたったのかな」

            「ヤマねぇ……」

            　狐塚は笑顔を浮かべつつ、ふと粋龍のことを思い出した。

            「あ、降大」

            「よぉ……って、狐塚。なんでいるんだ？」

            「いややわ。師匠が留年しなかったか気になって来てもうたんよ」

            「それを口実に若葉に会いに来たんだろ」

            「まぁねぇ……ってか師匠さぁ、本気で無弁だったん？　前日まで」

            「あ？　おぅ」

            　頷いた粋龍は、それから成績表を一瞥した。

            「凄い混み具合だな。お前らまだここにいる？」

            「んー、どうしよう。成績表もらいに来ただけだし。ほら、これ」

            「俺は今から煙草吸って貰ってくる」

            「じゃあここで待ってるよ」

            　頷いて粋龍が歩き出すのを、狐塚はぼんやりと見送る。

            「なぁ若葉君。粋龍師匠ってさぁ、頭ええの？」

            「基本テストは一桁代みたいだけど。今回ものってるんじゃない？」

            「一番上の一位の所に名前あるよ。瀬居降大って」

            「勉強してるところ全然見ないんだけど、昔から成績良いんだよね、降大」

            　さして驚いた様子もない黒麦の姿に、狐塚は自分の努力は必要なかったような気がした。

            　それから成績表を入手してきた粋龍を入れ三人で、近所のファミレスに向かった。

            　そこでダラダラと雑談し、六時を回ったところで黒麦が言う。

            「僕そろそろ帰るよ」

            「ツッキーもこっちに呼んだらええやん」

            「仕事が立て込んでるみたいなんだよ」

            「そりゃ残念やわ」

            「狐塚は明日お休みなんだよね？」

            「うん。俺休み」

            「じゃあ降大に奢って貰ったら？」

            「へ？」

            　黒麦の声に、狐塚が首を捻る。

            「アレなんか前に狐塚に奢るって言ってなかったっけ？」

            「おぅ。行くか？」

            「えええ。師匠と二人なん？　やだわ」

            「じゃあここ代で良いか？」

            「いや、それもなぁ。うん、じゃあごちそうして貰うわ」

            「またね、二人とも」

            　黒麦はそう言うと、先に帰った。

            　残された狐塚は、粋龍を見る。

            「黒麦に何て話したん？」

            「狐塚に目覚まし貰ったから、お礼に奢る」

            「あながち嘘じゃないって言う微妙なラインやんね」

            「いや本気で今回は助かった。もう終わったと思った」

            「けどいつも成績良いって聞いたわ。どういうことやん？」

            「去年までは、やっぱりテスト前にああいう状態になるとなぁ、誰かしら同級生がノートくれたりプリントくれたりヤマはってくれたんだよ。全員そいつら卒業した」

            「あー、何か本当アレだな。師匠って、色々と恵まれてると思うよ」

            「そう言うので一回やり始めると集中できるんだけどな、スイッチが入らないんだよ。入るまではひたすら眠いんだ」

            「まぁ、ヤマだけじゃ、ヤマはってくれた相手より成績良くはならんやろ……」

            「運だな」

            「まぁ、それはあるやろね。俺が偶然師匠の家に行くなんてかなりの確率や」

            「ああ。助かった。で、何奢られたい？」

            「んー、ふぐ」

            「やめとけ。お前は運が悪そうだ」

            「じゃんけんの勝敗だけ見たら、師匠にこそ運ないやろ」

            「そうでもないぞ。負けたいときに利用したり、負けた人がやる、って場合には使える」

            「VRカジノでも行く？」

            「俺はギャンブルはやらない」

            「じゃあハードル低い賭けしようや。今夜、俺と師匠のどっちが先に酔いつぶれるか」

            「狐塚だな」

            「なんでやし」

            「俺が潰せば勝ちってことだろ？」

            「できるん？」

            「今日は若葉も冬眞も連れて帰る必要ないからな。逆にお前は潰しても預ける頼がいないから、俺は絶対に起きてる」

            「俺こそ頼を連れて帰る必要がない上、師匠を引き取ってくれる二人がいないから全力出せるんよ」

            そんなこんなで、二人が夜通し飲み比べをするのは少し後の話だ。

            　この二人が案外ノリとタイミングが合うと互いに気づくのは、かなり先のことだろう。


            　

        
        
            【番外】この空の続き（SIDE：日廻）

            　

            　

            　

            　０

            　

            　

            　その選択をすることが、黒麦を失うことであるのかも知れないと、私は確かに気がついていた。何時だって届きそうな場所に、黒麦はいたにも関わらず――臆病な自分は、手を伸ばすことが出来ないでいた。

            　

            　――嗚呼、今黒麦は、何をしているのだろう？

            　

            　私はいつも、何時までも、黒麦の幸せをただ祈っている。

            　

            　

            


            　

            　１

            　

            　

            　【クラウンズ・ゲート】を始めた契機は、プロミネンス社に引き抜かれた事だった。

            性的嗜好が同性に向いている――その上、女装が好きな自分自身の事を、日廻はそれなりにマイノリティだと自覚していた。これでまだ、可愛らしい背丈でネコならば救いもあったのかも知れないが、俗に言うバリタチ。日廻は別にその事実を憂いてはいなかったが、決して大多数に迎合されるものでは無いことも承知していた。だから元々は、在宅で仕事をしていることが多かったのだが、他VRMMORPGのGM経歴をかわれて、プロミネンス社に引き抜かれたのである。プロミネンス社の運営陣は、開発班から参加している紫野や、元々はマーケティングの部門から参加していた和羽などがいた。その中で日廻が請け負っていたのは、実のところ情報操作である。その過程で、深く深くユーザーの中へと入り込み、一ユーザーとして過ごす機会が増えた。ログインしていない時分は、掲示板への書き込みや削除などを行っていた。俗に言う、ステルス・マーケティングという作業をすることもあった。他にもPLAYブログを作ったり、SNS等で情報を配信する機会も多かった。コンサルトとマーケティングをメインにしている赤鐘と知り合ったのも、元々はSNSである。オープンソースの全文検索エンジンを駆使して、【クラウンズ・ゲート】事態の内輪のコミュニティを作ることもあった。

            　

            「おい、日向」

            　

            　当時はまだ『カマ』なんていう失礼極まりない渾名で呼ぶことの無かった紫野――キャラクター名【紫紺】が、日廻がPC操作をしている席へと、コーヒーカップを二つ持ってやってきたのは、定時の間際だった。黒いホルダーに白いプラスティックのカップがはまっていて、中に暗褐色の液体がある。

            「なんだ？」

            「お前、鐘之音さんと連絡取ったんだろ？」

            「鐘之音？　株主の鐘之音さんか？」

            「そ」

            　日廻の隣の、空席だった回転椅子を引き、紫紺が座る。

            「そんな覚えはない」

            「またまた。隠すなって。秘書の玲文が言ってたぞ」

            「玲文とは、誰だ？」

            「鐘之音玲文。鐘之音さんの従弟で秘書で、うちの開発班で外注してる研究者。ほら、鐘之音さんもマーケティングで、【クラウンズ・ゲート】に入り浸りだから、あいつも好きかってやってるだろ？」

            「知らんな」

            　首を捻ってから、日廻は有難くコーヒーを受け取った。

            「おかっしいなぁ。今日、待ち合わせしてるって聞いたけど。確か夜の八時？」

            　もうじき六時になろうとしている時計を一瞥しながら、紫紺が言った。

            「八時に、確かに待ち合わせをしている相手はいる」

            　赤鐘という名でPLAYしている、ネット上で知り合った相手だ。そこまで考えて、日廻りは頷いた。赤鐘の鐘は、鐘之音の『鐘』だ。

            「俺も向こうで話したことはないけどな、噂を聞く限り良い人そうだ」

            「そうか」

            「もしかして俺、余計なこと言ったか？　あんまりその、気にするなよ」

            「別に。『中』に入れば、別の人間だ」

            　自身が女性キャラクターを操っているからこそ出た発言なのかも知れないなと、日廻は思った。

            　――別に、女性になりたいわけではないのだ。

            　社会的性別の不一致は感じていたが、身体的性別の不一致は感じていない。

            　そんな風に考えている内に、待ち合わせ時刻がやってきた。

            　待ち合わせ場所は、【驚嘆者の泉】だった。

            　ログインして向かうと、ぼんやりと水面を眺めている赤い髪の青年が立っていた。

            「待たせたか？」

            　日廻が尋ねると、顔を上げた【赤鐘】が微笑んだ。

            　一目で作り笑いだと分かったのは、それがビジネスマナーの一つであるのだと、どこかで理解していたからだ。日廻自身はそれすらも面倒だと思う方で、可能な限りゲーム内で位は自然体と思うほどだった。けれどノリがあえば、笑ったりもする。それが日廻だった。

            　そのスタンスを変えようという気にはならなかったし、無理を仕様とも思わなかったが、ただ何となく赤鐘のその表情を見ていたら、自然と笑顔が浮かんだ。――作り笑いだと分かっているからこそ、その『自分の脅威には、ならないという意思表示』を自然と受け取ることが出来たのかも知れない。すり寄る出もなく、かといって引き離されるわけでもない、心地の良い距離の取り方だったのだ。

            「待ってないよ。初めまして、になるのかな。赤鐘です」

            「日廻だ」

            「知ってる。【白銀騎士団】の主要メンバーだし」

            「私も知っている。【BSO】の執権だな」

            「うん。よろしくね」

            　そう口にした赤鐘から、友達申請が送られてきたので、日廻は受諾した。

            　空には、現実ではもう夜だが、十二時間おきに昼夜が入れ替わるため、夕焼けが浮かんでいた。

            「どうする？　狩りにでも行くか？」

            　最近では、初心者の手伝いをすることが圧倒的に多く、思う存分狩りをしていないなと考えながら、日廻が尋ねた。

            「俺も思う存分狩りたい――……なんて、俺聖職者なのに、笑っちゃうよね」

            　ハハハと笑った赤鐘を見て、真面目な表情のまま日廻が首を傾げた。

            「何も可笑しいことはないだろう。二人で狩れる場所へ行けばいい」

            　すると赤鐘が息を飲んだ。

            「――っ、本当に、そう思ってる？」

            「ああ」

            「本当？」

            「？　勿論だ。狩りもこのゲームの醍醐味だからな」

            　日廻がそう言うと、赤鐘が初めて表情を変えた。苦笑するような顔だった。

            「じゃあ、奥のダンジョンに行こうか。期待してるよ」

            　

            　以来、日廻と赤鐘は、時折二人で狩りをするようになった。

            　お互いが、お互いの現実での職業を知っているのだと、会話の端々で推測できた。

            　けれど直接触れることはなかった。

            　――女装していると言うことにも、ネカマだという事にも、赤鐘は触れてこない。そして誰かにその事実を吹聴することもない。別に日廻は隠しているわけではなかったが、赤鐘のそんな態度に、心を許すようになるのに、そう時間はかからなかった。

            　二人は互いに、高レベルに在るが故の悩みから、ギルドでの問題、人間関係他、様々なことを相談するようになった。とはいえ、日廻は陰口は好きでなかったし、赤鐘もそう言うことは言わなかったから、どちらかといえば、日頃の鬱憤や自身のふがいなさなどを、冗談交じりに言い合うことが多かった。

            　そんな中、何時しか、同じギルドだったら良かったという話しになった。

            　そして、ギルド結成のタイミングを二人で模索するようになるまでに、そう時間はかからなかった。大勢の中にいる孤独と、堪えきれない虚無感に支配されてしまう前に、本当に安心できる場所を、日廻も、そして赤鐘も見つけたかったのだ。【クラウンズ・ゲート】という、二人にとっては魅力的な世界に、絶望したくなかったのだ。その頃には、日廻の中で【クラウンズ・ゲート】は、単なる仕事の域を超えていた。

            　

            「私は【白銀騎士団】を抜ける。もうあの連中のやり方にはついて行けない」

            　深々と溜息をつきながら日廻が告げたのは、そんなある日のことだった。

            　契機となったのは、団長が主導していた、初心者に対する養殖行為だった。それは半ば強制的に行われ、自力でレベルを上げたがっている者のレベルすら、ギルドの高レベルを維持するために、問答無用でレベルを上げていった行為だ。楽しくないと、泣き始めた初心者ユーザーのことを日廻は思う。――楽しくなければ、何のためにゲームをしているのだろう。レベルにだけ拘る人間が全てではない。そう考えれば、自然と切れ長の目が細くなった。第一、望んでも居ない相手のレベルを上げる食べに、壁役を強要されることには嫌気がさしていた。

            「どうして全員のレベルを上げるために、クエストの先行を止めなければならないんだ。何故一々私が手伝いをしなければならないんだ。私は壁じゃない。私はゲームがしたい」

            「その気持ち凄くよく分かるよ。俺だって回復するために生きている訳じゃないって何度も言いたかった。みんな俺をおだてるけど、所詮回復して欲しいだけなんだ。もしくは勝手に実力以上のことをして死ぬくせに、回復が遅いって俺を糾弾する。何時どんなタイミングで回復しようが俺の自由だと思うのにね」

            　今度は赤鐘が苦笑を浮かべた。時折辛らつな言葉を吐くこともある赤鐘だが、ここまではっきり言ったのは珍しかった。

            「だから私は、新しくギルドを作ることにした」

            　日廻は、それなりに決心してその言葉を告げた。

            　この時はまだ、赤鐘の言葉が本当にただの慰めではないのか、ただの共感ではないのかと悩むこともあった。ただそれでも良いと思っていた。赤鐘が右腕だったら心地良いとは考えていたが、赤鐘のPLAY方法は、赤鐘の自由だと考えていたし、何かを強制したいだなんて思っていなかった。これまで通り、違うギルドであっても親しくすることは可能だ。――そう考えていたのは事実だったが、どこかで日廻は、赤鐘がこの発案に乗ってくれるような気がしていた。既にこの時にはもう、目に見えない信頼感のような者が二人の間にあったのかも知れない。

            「やっと決意してくれたんだ。俺、ずっと待ってたんだ。俺も【BSO】を抜けるよ」

            　赤鐘はそう言うと、あっさり、【ギルド脱退】を行った。

            　寧ろ、日廻の方が、一歩それに遅れた。

            　直後日廻の元には、そして一瞥する限り赤鐘の元にも、大量の個別チャットが飛んできた。

            　心配する声、怒る声、納得がいかないから話し合おうという声、様々なチャットが響いてきた。それらのどれもに心を奪われたが、日廻の意志はもう変わらなかった。

            『ちょ、お前【白銀騎士団】脱退したのか？』

            「ああ」

            『やりおるな』

            　紫紺からの着信は、それだけだった。

            　暫くして一段落した時、さぁ新たに始めようと考え直し、日廻は赤鐘に向き直った。

            「私はこのクエストから先が未消化だ」

            「俺もだよ。ここからのクエストは、ソロだと本当にきついからね。多分レベルを初心者にあわせてるギルドのほとんどは此処で止まってるでしょう？　止まってないのなんて、初心者お断りの【殺戮同盟】だけじゃない？」

            　確かにレベルの高さ故にTOPを直走っている【殺戮同盟】ならば、不思議はないなと日廻は思った。その時、人の気配を感じて、片目を細めた。相手には茂みに隠れて見えないように、右手を伸ばして軽く振った。すると目があった赤鐘が頷いた。赤鐘も気づいているようだった。――誰かが背後にいる。

            「とりあえず他のギルドメンバーが見つかるまでは、このクエストに挑戦するか。レベルもキャップまで上がっているしな」

            　何でもないように日廻が告げた。すると赤鐘が、肩を竦めるようにして続ける。

            「いいけど、二人で？　大丈夫かな」

            　第三者がそこにいると気づいている発言だった。

            　日廻は小さく頷きながら、言葉を紡ぐ。

            「ゆっくり進めばどうにかなるかも知れない」

            「それはそうだけど、早く他のメンバーを見つけて、ギルドを結成しちゃった方が良くないかな？」

            　赤鐘のその言葉に、日廻は以外に思った。暗に、茂みに隠れている誰かを、勧誘しようと言っている風に思えたからだ。

            「あてはあるのか？」

            「無いよ」

            「だったらこのクエストをやりに来た人間を勧誘しよう。目的は同じはずだ、私たちと」

            　赤鐘の真意を確認するように、日廻は続けた。すると、しっかりと頷かれた。

            「合理的だね」

            　暫しの間視線を交わし、互いに頷いた。

            　――さぁ、振り返ろう。

            「盗み聞きは感心しないな」

            「どこかのスパイ？」

            　それが、【血塗れ男爵】の契機となった。

            　そこにいたのは魔術師だったが、もし自身のステータスがもう少し下だったら、逃げられていただろうとはっきりと分かる俊敏さを発揮された。

            　俊敏のステータスを挙げて良かったと思いながら、相手の背後に回り、首に剣を突きつける。それから、相手の真っ黒なローブを見て、日廻は息を飲んだ。見覚えがある相手だったからだ。以前にPTを組んだこともある古参のPLAYERだ。

            「――あれ、魔術師ランク一位の……」

            　赤鐘がそう声をかけた。

            　気づいていたから声をかけたんだろうと思いながら、日廻が嘆息する。

            　そこにいた――黒麦という名の魔術師は、何かと有名人だ。至る所に情報のアンテナを張っている赤鐘が知らないわけがない。

            「黒麦か……見かけるのはβ以来だ。久しぶりだな、黒麦。以前【常闇の森】のクエストでPTを組んだことがある、日廻だ。聖剣士」

            　静かに首元から剣を離し、日廻が言った。正面では、十字架を突きつけていた赤鐘が、それを下ろす。剣ほどではないが、聖職者の十字架も、それなりに殺傷能力は高い。

            「はじめまして、俺は赤鐘。聖職者だよ」

            　赤鐘の隣まで歩み寄った日廻は腕を組んだ。

            　隣で鉄壁の作り笑いをしている赤鐘を見る。柔和な顔をしているのに、深く踏み込むことが難しい気配が漂っていた。それは日廻ですら、時折感じるものだ。誰とでも仲が良いのに、誰とも仲が良くないような雰囲気だ。

            　――しかしそんな赤鐘よりも、黒麦は踏みいることが難しいように思えた。

            　だから意を決して問いかける。

            「ここで何を？」

            「俺、レベルキャップまで行っている魔術師を初めて見たよ。どうやってレベル上げたの？」

            「ソロのままか――固定PTでも組んでいるのか？」

            「いやそれはないんじゃない、だって、こんな高Lvの魔術師が固定にいたら、少なくとも俺の耳には入ってくるよ」

            「それもそうだな。たまに黒麦の目撃情報を聞いた場合は、大抵街で買い物をしている時だしな」

            「だけど、本当にどうやってレベル上げたの？」

            「チート、と言うことはないだろう。淡々と狩りをするのが趣味だと聞いている」

            「え……つまり淡々とレベルを上げたの、狩りで……？　まさか、一人でクエストもこれの前まで消化したのかい？」

            「ここにいると言うことはそう言うことだろうな」

            　黒麦は、何も応えない。

            　顔まで覆っているフードとインナーのせいで、表情すら分からない。

            　言葉をかけながら、赤鐘を見る。すると、赤鐘もまた困惑しているようだった。

            　しばらくの間、日廻と赤鐘は、黒麦の言葉を待った。

            　しかし応答が返ってこないことを確信したので、日廻は改めて声をかけることにした。

            「これから二人で、そこの洞窟のクエストに挑戦しようと思っているんだが、一緒にどうだ？」

            「日廻……普通高Lv.魔術師様相手には、『一緒に行って下さいお願いします』が常識だよ」

            「【BSO】の常識など知らん」

            「【騎士団】の魔術師は威張ってなかったの？」

            「……笑うしかないな」

            「それで、どうしよう？」

            「え、あ……僕で良ければ是非」

            　その時、漸く黒麦から言葉が返ってきた。

            　それが、【血塗れ男爵】結成の契機となった。幸福な日々と――……やりきれない日々の始まりだった。

            　

            　

            


            　

            　２

            　

            　

            　ログアウト不可の世界が訪れて、最初に日廻が思ったのは、『ネカマだとバレた』という事だった。別段、実勢別を誰かに話したことがあるわけではなかったから、嘘をついたとは思っていない。それでも、信頼しているギルドの皆にすら話していなかった事実が、少しだけしこりとなって胸を苛む。

            　しかし幸い、皆はその件で、あからさまに驚いたりはしなかった。

            　――それだけでも救いだった。

            　ありのままの自分を受け入れてもらえる、だなんて、他者と他者である以上、本当にわかり合えることはないのかも知れなかったが、そんな風にどこかで日廻は思った。そして同じように、みんなを受け入れたいと考えていた。

            　だが――……黒麦の素顔を見た時には、その理性が吹き飛びそうになった。

            　これまでただでさえ惹かれていた相手なのに、ドストライク過ぎる好みの顔を見せられたら、鼓動が高鳴ってしかたがなかったのだ。こんな事になるのであれば、顔を見る前に告白していれば良かったと、何度も日廻は考えた。顔は勿論だが、日廻は、黒麦のさりげない優しさや、ゲームを通して知る性格に惹かれていたのである。

            　黒麦がもたらしてくれた、温かい笑顔を浮かべられる日々。それを崩した『血塗れピエロ』が疎ましくすらあった。反面、黒麦の存在が、このギルドを運営する上でどれだけ大きく、支えになってくれていたのか、自覚できた気がした。だから日廻は、この場所を、何時までも黒麦が帰ってこられる場所でしたいと思ったのだ――ログアウト不可になっても猶。ただいつも、側に一緒にいたいだけだった。

            　あるいはそれは綺麗事なのかも知れなかったが、それでも良かった。

            　黒麦のことが大切だという、その一点には、何の偽りも無かったのだから。

            　リア友だと聞いた時から、薄々と日廻は粋龍の想いを悟っていた。

            「黒麦と、寝たのか？」

            「……なんだ、急に」

            「……」

            　天空の城での昼下がり。

            　日廻は、粋龍相手に、庭の四阿で個別チャットの画面を開いた。

            　二人きりで、ベンチに座っていると、鳥のさえずりが聞こえてくる。

            　――否定はしないのか。

            　即ち肯定だろうと受け取り、ゆっくりと日廻は目を伏せた。瞼の裏がもたらす闇が心地良い。ずっと黒麦のことを見てきた日廻は、黒麦が粋龍のことを好きなのだろうと理解していた。そして粋龍が黒麦に好意を持っているのは明らかだと考えていた。黒麦が幸せになるのであれば、応援したいと確かにその時思った。――だというのに、このいい知れない喪失感は何だ？

            「幸せに、してやれ」

            「――日廻。それは本心か？」

            「何？」

            「本当は、お前が自分の手で、黒麦のことを幸せにしたいんじゃないのか？」

            　粋龍は、静かな色を瞳に浮かべていた。

            「俺は誰にも渡す気はない。だけどな、アイツのことが好きな誰かの気持ちを否定する事なんてできっこない。俺もずっとずっと、そして今でも、黒麦のことが好きだからだ」

            　――幸せにする。

            　その言葉に、日廻は苦笑して頭を振った。

            「幸せにしてやりたいと思ってる、そして幸せであるよう願っている。だがな、もし私が黒麦と二人で道を歩くとしたら、その時は、私だって幸せにして貰う」

            「どうやって？」

            「黒麦が存在してくれるだけで、私は幸せだ」

            「――そうか。なるほどな」

            「ただし、いつだって黒麦を攫う覚悟は出来ている。気を抜くなよ」

            　そんなやりとりをしたその日の午後は、未だ幸せだった。

            　

            　事が動いたのは、【クラウン・クエスト】から帰還して暫く経ったある日のことだった。

            　その日の朝食の席には、重い空気が溢れていた。

            　昨夜、黒麦が月極の部屋にいたことを、皆が気づいていた。

            　射殺すような顔をしている粋龍を一瞥してから、酷く傷ついた顔をしている黒麦と普段通りを装う月極を、日廻は見た。青兎は、ただ黙々と食事をしている。赤鐘と視線を合わせながら、日廻はお味噌汁の椀を傾けた。何があったのかは、想像できた。

            　――月極と黒麦の関係が変わったのだろう。

            　その事実に、衝撃を受けている自分自身を日廻は自覚していた。

            　誰を選ぼうとも黒麦の自由であることは分かっていた。しかし、このように、複数の相手と黒麦が、自発的に関係を結ぶとは考えがたかった。関係が変わるだけの何かと、月極の行動があったのだろう事は、容易に察しが付いた。

            「……ごちそうさま」

            　黒麦の声は明るかったのに、今にも泣きそうな声音に聞こえた。

            　今すぐにでも抱きしめて慰めてやりたいと日廻は思ったが、それはこらえた。

            　黒麦が部屋へと戻ってから、日廻は月極から事情を聞いた。

            　昨日の内に、青兎からあらましを聞いていただけに、堪忍袋の緒が切れるまでに総時間はかからない。

            　そして声を荒げるに至った。

            「黒麦の気持ちを考えろ！」

            　怒気を宿した自分の声を、日廻は抑えきれなかった。

            　どこかで、黒麦と黒麦の気持ちを守ってやれなかったという、勝手な責任感があったのかも知れない。

            「昨日事情を聞いて、青兎にも散々言ったけどな、最低限同意を取れ！」

            　糾弾した日廻に対して、月極は何も言わなかった。

            　その表情は、何処か悲痛な面持ちで、本人だってこんな結果を望んでいなかったのだろうと判断できた。それでも日廻は、言葉を止めることが出来ないでいた。

            「全く、黒麦になんてひどい事を……ッ」

            　だからそう続けようとした時、現れた黒麦を見て、日廻りは目を見開いた。

            「黒麦……」

            　月極が振り返る。

            　リビングにいた全員が揃って黒麦へと視線を向けた。

            　その時、吐き捨てるように嘆息して、粋龍が一歩前へと出た。

            「……ちょっと来いよ黒麦」

            「……痛いよ」

            　黒麦が俯いた。その表情に、日廻は、胸が凍り付いたような感覚に襲われた。

            何かが音を立てて、冷え込んでいく。

            「来い」

            「嫌だよ」

            「若葉！」

            　その名が、黒麦の本名だと、日廻は静かに自分自身に言い聞かせた。冷静でいようと努めたのだ。しかしながら、こみ上げてくる怒りと悲しみ――そして僅かばかりの知ったが、激情で体を絡め取ろうとしているようだった。

            　強引に粋龍が黒麦の手を引くと、逆側の手を月極が引いた。

            「行かせない」

            「あ？　離せよ」

            「嫌がってるだろ、見て分からないのか」

            　月極と粋龍のにらみ合いが続く傍らで、黒麦は動かない。

            　そのまま黒麦は近くにあった椅子にそのまま座り込んだ。

            「――黒麦、ごめんね」

            　そこに青兎が歩み寄った。

            　少年は素直に困ったような顔をしていた。

            「別に許して欲しい訳じゃないけど――」

            　青兎がそう口にした時、黒麦が首を振った。

            「僕が……悪かったんだよ」

            　すると青兎が、虚を突かれたような顔をした。

            「黒麦、そんなことはない」

            　日廻は、腕を組みながら、眼を細める。黒麦のことを見ていると、心配で心配でたまらなかった。心臓を掌で鷲掴みにされた感覚。胸にこみ上げてくる苦しみと息苦しさに、やりきれない思いで、日廻はきつく拳を握った。

            　赤鐘は、ただ何も言わずにお茶を飲んでいる。

            「とりあえず、月極も謝ったらどうだ？」

            　日廻がそう呟くと、月極が目を細めた。

            「どうして？」

            「当然だろう」

            「じゃあ、粋龍も謝って当然だよな？」

            　その言葉に、日廻は思わず視線を逸らした。

            　粋龍は何も言わない。

            　何故、何故、相思相愛だから、好きだから、合意だったのだと言ってやらないのだろう。粋龍に対するそんな憤怒も当然あったが、それ以上に、月極のことが自分勝手に思えた。

            　――黒麦のことを、月極が慕っていたことだって分かる。その気持ちは痛いほど分かる。悔しさだって、焦燥感だって、日廻はよく分かる気がした。だからこそ、事を起こした月極に対して、感情が抑えきれなくなる。

            　だからパシンと小気味のいい音を立てて、日廻が月極を平手打ちした。

            「出て行け！」

            　そう口にしながら、本当は月極だって何をしたのか分かっているのだろうと、日廻は考えていた。だからこそ月極は、素直に殴られたのだろうと思う。そして――恐らく月極は、誰かに糾弾されることを覚悟し、寧ろ求めていた気がした。自分の行為を、けれど彼は謝ることは出来なかったのだと思う。黒麦との情事は、月極にとっては誤りなどではなかったのだろうから、謝罪を口にすることは出来なかったのだろう。とはいえ、罪悪感を覚えていないはずもなかった。叱責する役割は辛い。けれど月極もまたギルドの大切なメンバーである以上、日廻は、声を荒げる選択をしたのだ。

            「嗚呼、分かったよ」

            　月極は眉を顰め、日廻と粋龍をそれぞれ睨んだ。

            「待って――」

            　反射的に引き留める声を上げた黒麦を、月極が苦笑するように見た。黒麦に向かってだけ、幾ばくか和らぐ月極の表情を見ていると、日廻の心は痛む。

            「頭、冷やしてくる」

            　そのまま月極は、出て行った。

            　以来月極は姿を消したのだった。

            　

            「――大丈夫？　日廻」

            　青兎にそう声をかけられたのは、図書館でのことだった。

            　元はと言えば、青兎が自分と黒麦に、不埒な行為をさせようとしていたんだったなと日廻は思い出した。少年が何処まで本気だったのかは分からないが、きっと黒麦にとっては深く心が傷つく出来事だったのだろうと思う。その事実が、少なからず、寂しかった。

            「何がだ？」

            「月極の事」

            「……私よりも、月極の方の安否が不安だな」

            「それもそうだけど……月極が居なくなって、凄くショック受けてる黒麦のこと、見てる日廻が凄く辛そう」

            　図書館の机の上に座りながら、無表情で青兎が呟いた。

            　椅子に座っていた日廻は、両肘を机の上につき、指を組んだ。その上に顎をのせる。

            「誰かが、叱るべきだった。そしてそれは、ギルマスである私の役目だ」

            「僕のせいだよね、色々と」

            「反省するのは良いことだと思うぞ」

            「フォローしてよっ！」

            「甘えるな」

            　日廻は仏頂面でそう告げた後、フッと笑みを浮かべた。

            「有難う」

            「え？」

            「私の心配をしてくれたんだろう？」

            　そう告げて日廻が手を伸ばし、青兎の頭を撫でた。

            「……子供扱いしないで。僕は確かに子供だけどさ」

            「子供だと自覚しているのであれば、大人の階段を上っている最中だろう」

            「そうかな？　なら、いいかな」

            　青兎が何度か頷いた時、個別チャットの画面を打ち消すように、ギルドチャットが最前面へと切り替わった。

            　――粋龍の前で、黒麦が泣いている。

            　月極の安否を案じて泣いている黒麦の声に、日廻はきつく唇を噛んだ。

            　日廻だって、月極のことは心配だ。

            　それから粋龍がもたらした情報に、黒麦が赤鐘と共に街へと向かうのを確認した。

            　その時は、ただ月極の無事が分かった安心感だけが、胸を覆っていた。

            　そうして天空鏡の有る部屋まで移動し、日廻は事態を見守ることにした。

            　きっと月極も、黒麦に迎えに来て貰いたいだろうと思ったからだ。

            　だが――……

            『何をしている？』

            　黒麦が見知らぬuserの前で、顔を露見させたのを見て取り、日廻は気がつくと声を上げていた。直後、黒麦の姿がかき消えた。

            それから【マーダーケース】による、拷問が始まったのだった。

            　やりきれない、嗚呼、やりきれない。

            　我が身のような苦痛と、後悔、懺悔、そうした思いに、日廻は包まれた。

            　だから画面の奥で、狐塚の手により黒麦が救われたのを確認した時には、心底安堵したものだ。狐塚に連絡を取り、姿を消した青兎のことよりも、黒麦と月極の安否だけが、日廻にとって気にかかることだった。狐塚から連絡が来たのは、二時間ほどしてからのことだった。

            『日廻団長？』

            「ああ、そうだ」

            『急にすいませんね、【高みへ・・・】のギルマスの、狐塚って言いますん。お見知りおきを』

            「黒麦と月極が世話になった。ギルドを代表して、礼を」

            『別に良いですよ。黒麦は俺の大切な友達やし、月極君やて、内のギルドの連中――って二人しかおらへんけど、仲良うさせてもらってるんで』

            「――二人はどうしている？」

            『ツッキーは意識戻ったんで、今送って行かせてるところやんね。ただ、しばらくは点滴で療養した方がええ。静脈栄養いれるほどではないやろうけど、貧血はそれなりに続くと思いますよ』

            「助かる。手間をかけたな――黒麦は？」

            『まだ眠っとるやんね。意識戻って落ち着くまで、こっちで預かるよ』

            「……いや、迎えに行かせる」

            『人質に取る分けや無いけど、それはお断りや』

            「何故だ？」

            『お互いに【天空の城】を持ってるわけやし、無駄な諍いは回避したい。その為のカードの一つやんね。ただ俺個人的には、黒麦のこと、そういう風に扱いたくはないんやけど』

            「それは、どういう意味だ？」

            『俺が黒麦のことを愛しちょるって事やんね』

            「馬鹿者。カードの意味を聞いているんだ」

            「また追って連絡するわぁ。とりあえず、今は、黒麦がこっちにいるって事だけ、ほな、また」

            　またやっかいな好敵手が出来たものだと思いながらも、日廻は、黒麦の無事に安堵していた。それは間違いがなかった。そして何よりも大切なことだった。

            　黒麦との連絡が取れるようになった時のことも、日廻は忘れられない。

            　

            「――聞こえているなら、一言で良い。声を聴かせてくれ」

            　半ば願うように、日廻は、そう告げていた。

            　務めていつもの通りの声音にしようと奮闘しながら、独白するように日廻は言った。

            『日廻……』

            　帰ってきた自身の名を呼ぶ声に、日廻は目を見開いた。

            「黒麦！　黒麦か!?　良かった」

            　思わず安堵の息を吐く。

            「具合は？　体調は、大丈夫なのか？」

            　それだけが、心配だった。黒麦の安全だけが、月極が戻ってきた今の心配事項だったのだ。

            『大丈夫だよ、ごめん』

            「全くだ、もっと早く連絡をよこせ、みんなどれだけ心配したと――……いや、それは良い」

            　そこまで言って、日廻は言葉を句切った。

            　後悔が堰を切ったように溢れ出してくる。

            「こちらこそ、助けに行けなくてすまなかった」

            『僕が迂闊だったんだ、本当にごめん』

            　しかし逆に申し訳なさそうな黒麦の声が響いた者だから、一人日廻は頭を振った。

            「気にするな。もうこの話しはやめにしよう、二度とあんな事が起こらないように、今後は万全を尽くせばいい――気をつけていると、努力していると、そんな気になっていた私が言っても説得力がないかも知れないが」

            　それは本心だった。

            　どこか、焦燥感が滲んでしまった気がして、日廻は唇を噛む。

            「兎に角無事で良かった。痛みは？」

            『無いよ。僕は、元気だよ』

            「お前の元気の基準が分からない。月極も、元気だ元気だと繰り返しているが、いまだに顔面が真っ青だ。青を通り越して白い」

            『月極は大丈夫なの？』

            「多少貧血が残っているが、薬を点滴している。自分たちのギルドにこもっていると、他の薬師が何を開発しているのかもいまいち把握できなくなるものだな。栄養剤や輸血用血液のパックを、いくつもいくつも無料で提供してくれるという連絡があった。病院さながらだな」

            　伝えたいことは沢山あった。けれど月極のことを心底心配していた黒麦のことを考えれば、今何を伝えればいいのは明らかに日廻には思えた。

            「いつ戻ってこられそうだ？」

            　そして、戻ってきて欲しいと、帰ってきて欲しいと強く想いながら尋ねる。

            『……すぐに戻るよ』

            　その言葉に安堵した。

            　黒麦が共にいない未来なんて考えられなかったからだ。

            「待っている。待っているからな」

            　半ば願うように、日廻はそう告げたのだった。

            　

            　

            


            　

            　３

            　

            　

            　黒麦が姿を消したのは、赤鐘と関係を結んだすぐ後のことだった。

            「……」

            　情事の作り笑いすら消え、赤鐘はティカップから多すぎる紅茶をカップに注いでいて、テーブルの上が大惨事になっていた。

            「なにやってんだよォ」

            　呆れたように頼が言った時、赤鐘が顔を上げた。

            　その光景を見据えながら、日廻は溜息をついた。

            　赤鐘にならば、黒麦を預けても大丈夫かと思っていたのだが、見当違いだった。そんな想いと、何故自分で黒麦を見ているという選択肢を思いつかなかったのか、日廻は自嘲した。――どこかで分かっていたのだ。もし仮に自分自身が黒麦の側にいたとしても、恐らく手を出さずには居られなかっただろう事を。黒麦に対する思いは、日に日に募っていくばかりだった。嗚呼、好きなのだ。そう自覚することが、日廻には、本当に辛かった。

            　ただ、無我夢中に、愛しているとそれだけを告げて抱きしめられたら、どんなに良いだろう。しかしそうして、黒麦が安心して帰ることの出来る場所を奪うことは、どうしても出来なかった。もし自分までもが今揺らげば、きっとずっと、黒麦は帰っては来ない。そんな現実には、堪えられそうになかった。その仮定は、いつの日にかデス・ゲームが訪れるかも知れないなんて言う恐怖よりも、ずっと日廻の心を苛んだ。

            「あ、ごめん」

            　我に返ったように赤鐘が言った。

            　けれど日廻は、自分の思考の奔流に囚われたままだった。

            　

            　黒麦が戻ってきたのは、それから一週間弱が過ぎてからのことだった。

            　狐塚と頼に促されて帰ってきた黒麦の雰囲気は、どことなく変わっていた。よく知っているはずなのに、何故なのかその時の黒麦は、荘厳な気配をまとわりつかせていて――そして何処か、闇のように見えた。対峙しているだけで、雰囲気に気圧されそうになる。日廻はそんな自分自身を叱咤して、意を決して声をかけた。

            「それで？　詳細を聞かせてくれ」

            　尋ねながら、皆を見渡す。

            「王候補になる決意をした黒麦のお手伝いを今までひっそりとしてました」

            　狐塚が間をおかずに言い切った。ごく自然な口調ではあったが、直感的に日廻りは、それが打ち合わせられた言葉のような気がした。第一、王候補にも正規の守護者にもなりたがっていなかった黒麦のことをよく知っていたから、その言葉が偽りだと考えるのは、自然なことだった。目があった【血塗れ男爵】の皆が、それこそ黒麦も含めた皆が、その言葉は嘘だと感じているようだった。

            「――本当にそれが理由で、姿をくらませていたのか？」

            　粋龍が問う。それは多くの者の疑問を代弁したものだった。

            「うん」

            　しかし黒麦の口からは、簡潔な答えが返ってきた。

            　その事実に、自分たちの合間に深い溝が出来てしまっているように思えて、机の下できつく日廻は拳を握る。

            「新しい大陸の存在を知って、少しだけ興味を持ったんだ。いつか、本当にふさわしい王候補に全部渡すとしても」

            「何故私たちにそのことを、一言話してくれなかったんだ？」

            　日廻は、気がつくとそう口走っていた。別に責めたいわけではなかった。だからこそ、息を飲んだ黒麦の姿に、顔を背けずには居られなかった。しかしそれは不誠実な気がして、すぐに日廻は視線を戻す。

            「……ごめん」

            　小さな声で、けれど本当に謝罪するように、黒麦が言った。

            　こんな事を言わせたいはずではなかったのにと、日廻が嘆息する。

            　どう伝えれば、上手く気持ちが通じるのか。思案した。

            　そうしながら、【高みへ・・・】の狐塚と頼の言葉を聞いていた。

            　それが一段落した時、赤鐘が言う。

            「だけど戻ってきてくれたって事は、このギルドにこれからもいてくれるって事で、それでこれからも王候補になるために石を集めるって事？」

            「……僕の一存でギルドの方針を決めることは出来ないけど、僕個人としては、少し、石を収集しようかとは思ってる」

            　すると黒麦が、ポツリポツリと口にした。

            「それなら俺も手伝う。次に全員で連携試すためにクエストするんなら、俺が宝石を貰う」

            　月極がそう言うと、狐塚が肩を竦めた。

            「今となっては俺も欲しいねんけどね。黒麦の力になりたい。頼はもう、俺に宝石渡す気はないらしいからね」

            「おぅ。俺様は、誠心誠意を込めて、黒麦『様』を守ってやる。守護者として、な」

            　頼が楽しそうに片方の唇を持ち上げた。

            「まどろっこしいことは止めねぇか？　俺様は黒麦を守りたい。狐塚もそう。青兎だって黒麦のいるギルドを選ぶ。こちらは、【高みへ・・・】の総意は固まってる。それになァ、その時点で黒麦をこっちへ戻さず囲うって手もあった。王候補にさせたのは俺たちだ。なのにその黒麦を此処へ連れ帰ったのは、俺たちなりの誠意だぞ。少なくとも黒麦との連携を試した今、【高みへ・・・】は、お前らに拒否されても、黒麦だけ連れ帰っても言いとすら思ってる。そうしなかったのは、だからあくまでも、誠意に過ぎないんだ」

            　淡々と頼が続けた。

            「――それは、【血塗れ男爵】が拒否したら、【高みへ・・・】が黒麦を引き抜くと言うことか？」

            　彼等の言葉を深く咀嚼しながら、日廻は問いかけた。すると、狐塚が大きく一度頷いた。

            「脅すようで悪いんやけどねぇ。ただ、黒麦の同意は取ってあるんよ」

            「……――お前らが、狐塚と頼が帰ってくるまでの間、私たちも私たちなりに話しをした。今、少なくとも黒麦は、未だ私たちのギルドの一員だ。ギルマスとして、直接それを、黒麦に伝えたい」

            　日廻は静かにそう言った。すると、黒麦が顔を上げた。

            　――きっと黒麦は、己自身のことを裏切り者だとでも思っているのだろう。日廻りはそんなことを思った。多分黒麦は、彼の帰還がどれだけの安堵と歓喜をこのギルドにもたらしたのか気づいていない気がした。

            　それから暫しの間やりとりをして、日廻は黒麦と共に倉庫へと向かった。

            「黒麦」

            　入ってすぐ、扉を閉めて、日廻は声をかけた。

            　個別チャットの画面が開く。

            「無事で良かった」

            　静かな言葉でそう言うと、日廻はもうこらえきれなくなって、けれど怖がらせたくはなかったから、ゆっくりと黒麦のことを抱きしめた。

            「……不思議な物だな。居場所が分からなかったせいか、【マーダーケース】の一件以上に気に病んだ。嘗ては常日頃抱いていた不安だった。黒麦が、いなくなってしまうのではないかと」

            「日廻……」

            「苦しかったら言ってくれ。嫌だったら言ってくれ。だけど許してくれるなら、少しだけ、こうさせてくれ」

            　強く強く日廻は抱きしめた。その腕の中で、黒麦が目を伏せ、胸に額を押し付ける。

            「本当にごめん」

            「全くだ」

            「ごめん」

            「許さない」

            「……ごめん。これしか、何を言って良いか分からない」

            「『ただいま』といえ、馬鹿者」

            　日廻はずっと言いたかった言葉を告げ、強く強く黒麦の頭を押さえた。

            「どうせ、他の理由で出て行ったんだろう？　キング候補だなんて言うのは、戻ってくる口実で、あいつらをこのギルドに入れる口実なんだろ？」

            「それは……」

            「分かっている、何も言うな。それでも良い、お前が戻ってきてくれたのなら」

            「日廻……」

            「お前が良いというならば、【高みへ・・・】を併合することには、何の異論もない」

            　日廻はそう言うと黒麦の肩を掴んで、少し屈んで目線をあわせた。

            「最初にこのギルドを作った時のことを覚えているか？」

            「……うん」

            「もう誰かに行動を制限されることが嫌だった。だけどな、自由というものには、嫌と言うほどプレッシャーがかかってくるんだ。正直不安だった、新しくギルドを作ろうと決意してもなお。元々人を集めて大規模にしたいという野望があったわけでも、高名になりたかったわけでもない、ただそれでも、だ。やっていけるのかという不安があった。いくら赤鐘がいても、元々の知り合いだ。誰か一人でも入ってくれるのか、そしてその者にとってこのギルドは心地良いのか。不安ばかりだった。いかに、ただの一人として所属していることが気楽だったのかと思い知った。たかがゲームだというのに、滑稽な話だが」

            「日廻……」

            「だけどお前が入ってくれた。着いてきてくれたし、いつしか私がお前と一緒にいたいと思うようになった。あの時お前がこのギルドに来てくれなかったら、問うにこのギルドはなかっただろう。【血塗れ男爵】が、一個のギルドとして確立したのは、お前がいたからだ。お前が帰ってくる場所で、在りたかったからだ」

            真摯に日廻が言うと、黒麦が息を飲んだ。

            　出会った時から変わらない、黒曜石のような黒麦の瞳に、日廻の顔が映っていた。

            　――黒麦がいたから、このギルドは、ギルドであったのだ。【血塗れ男爵】であったのだ。ここは黒麦の帰る場所であり、そして日廻の居場所でもあった。

            　けれどそれを伝える上手い術が見つからない。まさか同じ事を黒麦も股考えているとは、日廻りも思わなかった。

            「お前が王になると言うのであれば、私は着いていく。ギルドの総意として、お前を王候補として擁立しよう」

            「っ、それは」

            「本当は、やはり望んでいないのか？」

            「……」

            「いつか狐塚が奇しくも言ったな。お前が王となるか、そうでなければ守護者になったときに、自身が王であることを望むのかと」

            「……」

            「はっきり言って、私もそれを望んでいる。PK合戦など言い訳だ。お前の側にいたい。宝石の存在を知った最初からそう思っていた。お前が、キングだったら良いとすら考えていた」

            「日廻、それは――……」

            「お前が望もうとも望まなくとも、お前の側にいたいと、少なくともこのギルドの皆が思っている。【高みへ・・・】の連中もそうだろう。同じ思いだ。奴らを当然加入させても良い、だから、だから……側に、いさせてくれないか？」

            　本心だった。

            　だが言葉に窮していると、日廻は俯いた。

            「どのみち、誰かが『キング』に、ならなければならない。今後お前が、それにふさわしいたる人物を見出したら、私はその決定に従おう。少なくともそれまでの間は、黒麦が集めると良い。出来る限りの力を貸すから、だから――……私の、王でいて欲しい」

            　日廻がそう告げると、小さく黒麦が頷いた。

            「有難う、日廻。期待に応えられるような器じゃないし、多分きっとすぐに他の誰かに渡しちゃうと思うけど……僕は、少しの間だけ、王様候補でいようと思う」

            　その言葉に、結成初期のことを思い出して、日廻が喉で笑う。

            「そうか。実際、私たちのギルドには、それだけの力もあるしな。此処まで成長するとは思っていなかった。もっと内輪の小さな、アットホームなギルドを想定していたんだが」

            　ここまでこられた奇跡に、日廻は感謝していた。

            「強くなったな、私たちは」

            「そうだね」

            「最初はただ、スタートダッシュの分があるのだと思っていた。だが違った」

            「うん、僕もそう思うよ――僕から言わせて貰うなら、日廻がいたから、日廻がまとめてくれたから、こうやってみんなでいられるんだと思う。僕は、日廻以外が団長している所なんて、僕のギルマスだなんて所は、本当に想像が付かない。日廻だから、僕はついて行けるんだ」

            「両思いだな」

            「その言い方にはちょっと語弊があるけど」

            「これからも一緒にいてくれ」

            「こっちこそ……それと、狐塚達のこともお願い」

            「ああ。お前がそう言うならば……黒麦の判断に従うと、ギルドのみんなで話し合っていたんだ。後は、そうだな――宝石を集めるか。私も本気で欲しくなった」

            　思わず日廻は、心から笑った。

            　嗚呼、こんなに何かを欲するのは、何時以来のことだろう。

            「そうだ、日廻に貰って欲しいモノがあって」

            「なんだ？」

            「これ……」

            　その時、譲渡画面が開いた。日廻は、そこに並ぶアイテムに息を飲んだ。

            　守護者の愛剣（聖剣士用の剣）×１と守護者任命証×１と表示されていた。

            「守護者任命証？　だが私は、宝石を手に入れてはいない」

            「無くても大丈夫だって説明文にあるよ。『王候補者たる者が自身の決めた守護者に手渡す物』って。僕の守護者になって欲しいだなんて、おこがましいかも知れないけど」

            「いや……そして、剣は、任命証が在れば使えるのか。宝石が無くとも」

            　頷きながら、証書と剣を、日廻は装備した。

            「いつか、王様候補が決定するその日まで、だけど」

            　黒麦が言うと、日廻が照れくさそうに笑った。

            「私で良いのか？　聖剣士は他にもいるだろう。×５の理由は、自分の職以外の者に渡せと言う事何じゃないのか？」

            「日廻が良い」

            「全身全霊を込めてお守りしよう」

            　そう笑って日廻りが、片腕を前に会釈した。剣の柄を握っている。

            「有難う」

            　こうして【血塗れ男爵】は契機を迎えたのだった。

            　誰よりも、黒麦に、守護者として任命されたことが、日廻は嬉しくてならなかった。

            　

            　ギルドの役職の件も落ち着き、黒麦が王候補となり、漸く一息ついた夜のことだった。

            「――これで問題はないな」

            　黒麦の部屋で、最後の打ち合わせをしながら、日廻は呟いた。

            　もう皆が就寝していて、二人だけの時間だった。

            「ねぇ、日廻」

            　お茶のおかわりを差し出しながら、黒麦が聞く。

            「なんだ？」

            　カップに手を添えながら、日廻が黒麦を見た。

            「怒って、無いの？」

            「怒る？」

            「僕のせいで、ごちゃごちゃになったから……」

            「――率直に言って、個人的に、お前の友人としては、お前が帰ってきてくれたこと、それだけで嬉しい」

            「日廻……」

            「だが、な。お前を含めて、【血塗れ男爵】のギルマスをしている身としては、当然同じ見解ではない」

            「……」

            　黒麦が両手でカップを握った。

            「怒ってる、よね」

            「ああ、ギルマスとしては、当然怒り心頭だ」

            「……」

            　率直な日廻の言葉に、黒麦はうつむき唇を噛む。

            その悲しげな表情に、日廻は目を細めた。

            「勘違いするな、お前が悪いと思っているわけではない」

            「……」

            「ただし、お前も悪いと思っている」

            　その時日廻がそう口にしたのは、あまりにも黒麦の瞳が、悲愴に濡れていたからだ。

            　後悔が、動揺が、その黒い瞳を彩っていたからだ。

            　――糾弾された方が気が楽になるのだろう。

            　そして自罰など、黒麦にはさせたくは無かった。黒麦の瞳が、罰せられたいと訴えているように、日廻には見えたのだ。そしてそれは、事実だった。黒麦自身がもう、自覚できないほどに、深い闇がそこには広がっていたのだ。壊れてしまうギリギリの所で、黒麦はたゆたっていた。だから、だからこそ、黒麦に決定的な『終わり』をもたらすのは、長く付き合ってきた、そして信頼されている自分の役目なのだと日廻は感じていた。

            　出来ることならば、優しく甘く側にいて、何でもしてやりたい。

            　けれどそうした赤鐘の姿を見る限り――黒麦を救う手だての一つとして、最も有効なことは、黒麦になく機会を与えることだと思ったのだ。あるいはそれは甚だしい勘違いかも知れなかったし、月極達を糾弾した身で、何を考えているのだと言われてもしかたがないことだろうと思えた。けれど――直感が訴えたのだ。このままでは、黒麦が壊れてしまうのだと。そしてそれは、紛れもない事実だった。言語化しなくても、二人の間には、通じ合うものがあった。実際にあの時、黒麦の心は壊れそうになっていたのだ。それをすくい上げた蜘蛛の糸は、間違いなく、日廻の差し出した掌だったのだろう。

            「日廻」

            　後日、粋龍に声をかけられ、日廻は振り返った。

            「なんだ？」

            「――辛い役目を負わせたな」

            「そのきっかけを作ったのは――……黒麦が出て行くきっかけを作ったのは、お前だろう。もっとも、その前に、赤鐘が優しくした時から、罅は入っていたのだとは思う」

            「……そうだな」

            「今後こそ、真に黒麦に寄り添うべきだ」

            「それは、お前の決意か？」

            「粋龍。私は、黒麦のことが好きだ」

            「そうか」

            「だけどな、お前のことも大切なギルドのメンバーだと思っている。だから――望む者を諦めるな」

            「っ」

            「黒麦の心は私が守る。だからお前も、黒麦のことを、自分の思う手段で守れ。利害は一致しているだろう？　もっとも、そんなものなくとも、私たちは共闘できるはずだ」

            日廻がそう告げて空を見上げると、つられるように粋龍も股顔を上げた。

            「――そうだな」

            　

            　

            


            　

            　４

            　

            　

            　ログアウトを出来た時、日廻は、何度も瞬きをしながら、病院の寝台の上で光を見据えた。

            　手を伸ばそうと、藻掻いた。

            　けれど光は、掌をこぼれ落ちていった。

            「日向さんの意識が戻りました」

            　看護師らしき誰かの声が響いてくる。それを認識しながら、ELDの光と、それに被るように過ぎった、日溜まりのような黒麦の笑顔の幻影を認識した。

            　――嗚呼、いつも側で笑ってくれていた笑顔をヶ、消える瞬間だ。

            　ログアウトできたこと自体は、喜ばしい。

            　けれどそれは、黒麦との関係の終焉も意味していた。

            　それこそ職場で住所を調べれば、それが偽りの登録情報でない限り、会いに行くことは出来る。だがその権利があると、日廻には思えなかった。理由はどうあれ、黒麦を酷いか太刀で傷つけた自分が此処にいるのだから――あの時仮に日廻が、黒麦にとどめを刺さなかったのであれば、とっくに黒麦は自死していただろう。どん底まで落ちることが出来たからこそ、浮上できたのだ。とはいえその事実を、仮定するほど日廻は、利己的では無かった。それだけ、黒麦のことを大切に思っていたのだ。現実に帰還しても。

            　

            　この空の続きは、果てしない。

            　帰還後、日廻は、プロミネンス社の自社ビルの屋上で、青空を眺めていた。

            　一度だけ、青兎に連れられてきた、月極と黒麦と顔を合わせた。

            　暫しの間お茶を皆で楽しんだのだが、深い関係について触れることは出来なかった。

            　――それで良かったのだろうと、日廻は思う。

            　黒麦にとって嫌な記憶は、全部全部、自分が持って、泡沫のように消えようと思っていたのだ。反面、日廻にとっては、決して忘れたくない記憶でもあったから、だからこそ、自分だけは死ぬまでずっと覚えていようと考えていた。失った代償は大きいけれど。

            「ここにいたんだ」

            　その時、日廻に、後ろから赤鐘が声をかけた。

            　振り返らずとも声で、赤鐘だと日廻は分かった。

            「――まだ、三人きりだった頃」

            「うん」

            　赤鐘が、日廻の隣まで歩み寄り、フェンスの上に手をのせる。

            「すぐ側で笑い合っていたことを、覚えているか？」

            「勿論」

            「懐かしいと思う自分が辛い。私は弱いな」

            「自分の弱さを自覚できるなんて、日廻は強いと想うよ」

            「――黒麦は、今どこで、何をして居るんだろうな」

            「さぁ。俺達には、もう『側にいる』とか『一緒にいる』とか、仮想だったとはいえ、リアリティのある場所はないけどね――……黒麦が、それに日廻りが、僕の世界を紛れもなく支えてくれていたって事は分かるよ」

            「私も、赤鐘にも、そして黒麦にも支えられた」

            「懐かしい日々だね。俺も、振り返ってしまいそうになる。まだ、『現実』はこれからも続いていくのにな」

            二人はそんな話をしてから、顔を見合わせた。

            「――会いに行くか」

            「いいね」

            「サプライズだ。驚かせてやろう」

            「面白そうだね」

            「黒麦が隣で笑っていてくれなくなった今、私たちが側へと行って、黒麦の隣で笑ってやろうじゃないか」

            日廻がそう言って笑うと、赤鐘が満面の笑みを浮かべた。それは、作り笑いなんかじゃなかった。

            「良い考えだね。新しい今を、俺達で作ろう」

            　

            　

            


            　

        
        
            【番外】月極とピクニック

            　

            　

            　世の中は【デス・ゲーム】へと変わり、そして僕が王の欠片の石を手に入れた。

            　この一連の流れの中で、僕は月極といつか、出会った場所にピクニックへ行こうと話ていたのに、すっかり実行できずにいた。

            　月極を含めたみんなは、毎日【クラウン・クエスト】の残っている分の消化に熱心だし、僕はと言えば野薔薇達とクラウンの在処を捜して探索していることが多い。

            　夕食時にはみんなと顔を合わせてはいるけれど、命がけのクエストから離れているせいか、僕はまるで忙しい日々が終わりを告げ急に休暇へ放り込まれたような、そんな心地だった。

            　月極に時間が出来たと聞いたのは、本当に突然――今朝のことだ。

            「月極？」

            　一人でいる月極を見つけたのは、城の中二階での事だった。

            　壁の一角を占める硝子窓から、何の表情も浮かべずに、月極は外を眺めていた。

            「――お、黒麦」

            　くるりと振り返ると同時に、月極が笑顔を浮かべた。

            「今日はみんなでクエストに行くんじゃなかったの？」

            「俺は休み」

            　率直に言って、珍しいなとまず思った。

            　現在誰よりも率先してクエストをこなしているのは、月極だからだ。

            　それからすぐに、おかしいなと気がついた。

            　何事もなければ、皆が月極に休みを促すとは考えがたいし、本人だってここにいるとは　思えなかったからだ。恐らく無意識だろうが、月極がその時、右手を脇腹にあてがった。

            　――嗚呼、怪我をしているのだろう。

            「黒麦は今日は？」

            「……僕も。野薔薇に、週に二日は休みを取れって、怒られたんだ」

            「じゃあ久しぶりに二人っきりだな」

            「うん。なにが食べたい？　何か作るよ」

            「お弁当」

            　僕がその言葉に、約束を思い出して顔を上げると、楽しそうに月極がこちらを見ていた。

            「出かけて大丈夫なの？」

            「平気だって。みんな心配性過ぎるんだよ――って、誰に怪我のこと聞いたんだ？　言うなって言ったのに」

            「見れば分かるよ、月極が怪我してたら」

            　辛さを出さない月極のことを、僕はそれなりに知っていると思うのだ。

            「そっか。まぁでも本当に大丈夫だから。行こう、最初に俺達が会った場所に」

            　このようにして、僕と月極は、出会った場所へと出かけることになった。

            　

            　エメラルドの大陸の初心者村の一つである【フロントガーデン】は、レベル上げ（戦闘やクエスト消化）を断念し、救出を待つ低レベル帯の拠点の一つとなっている。

            　僕らがゲートから降りると、周囲がざわついた。

            「月極君だ」

            「本当だ！」

            「最早手の届かない場所にいるから、見るの久々」

            「……え、横にいるの……？」

            「ほ、本物？」

            「レベル違いすぎて俺は実物を見ることなくログアウトすると思ってた」

            「クエストがんばれ」

            　どうやらここにも、月極君友の会の人々がいるらしい。

            　僕の隣で、人好きのする笑みを浮かべ、月極が歩いていく。

            　目的地はもう少し先にある、滝だ。

            　白樺のアーチを抜けて、僕らはmobが出現するフィールドへと向かった。

            　以前のレベルを知っているからか、恐怖は何処にも無かった。

            「美味い」

            　適当な場所を見つけて、レジャーシートを敷き、僕らはおにぎりやらサンドイッチやらが入る重箱を広げた。早速一つ手に取り、月極が明るく笑う。

            「ここに来るのも、久しぶりだな」

            　ログアウト不可になる前は、確かによく訪れていたのだ。

            　滝が落ちる音を聞きながら、大抵は二人で月極が集めていた召喚獣の図鑑について話合っていたのである。現在でも、月極の他に、召喚獣をコンプリートしたという話は聞かない。

            「始めて会った時の事、覚えてるか？」

            「うん。月極が、もう少し先に行った所で、倒れてた」

            「格好悪っ、けどあれさ、偶然じゃないんだ」

            「え？」

            「義理の兄弟が、このゲームをやってるって聞いて、俺は【クラウンズ・ゲート】について、調べたんだよ。それで青兎のことを情報屋だって知って、お前がなんていう名前でPLAYしてて、何処にいるのか聞いたんだ。最初はギルドの仲間のことは売らないって断られたけど、義理の弟だって話たら、教えてくれたんだよ」

            　それで青兎は、月極が冬眞くんだと知っていたのか。

            　納得して僕は頷いた。

            　今思えば懐かしい。

            「まさかあんなにレベルが高いとは思ってなかったからさ、それからは俺も意地になったよ。絶対に追いついてやろうと思った。じゃないと――一緒に狩りできないだろ？」

            「そもそもどうして僕と狩りをしようと思ったの？」

            「もっと話てみたいと思ったから、仲良くしようと思ったから、楽しかったから……色々理由は思いつくけど、今思えば――惹かれたから。好きになったからだよ」

            「そう」

            　僕も多分、あの時のあの瞬間、どこかで楽しいと思っていた。

            　月極と初めてであったときのクエストを思い出す。

            　

            「あの、手伝ってもらえませんでしょうか？」

            　最初に声をかけられたとき、そう言えば月極は、僕に対して敬語だった。

            　高レベルユーザーに、初心者が敬語を使うことは、別段珍しいことではなかったから、あの時は気にしなかった。それに敬語のキャラクターをロールプレイしている人々もいる。

            「良いけど、欲しいアイテムがあるんだ。入手したら、もらっても良い？」

            　僕は、それだけが理由だと、あるいは自分自身にもあの時言い聞かせていた。

            「なんですか？」

            「君のレベルなら、三回に一回は落ちてくる、緑の雫」

            「嗚呼、俺も今いくつか持ってる。入ります？」

            「……パーティ組んでから、戦闘中にランダム入手した分で良いよ」

            　そんなやりとりをしてから、僕らは滝の裏側に位置する洞窟に進んだ。

            　中は薄暗くて、ジメジメとしていた。

            　迷路のような一階層のダンジョンで、通路には所々に蟻そっくりのmobがいた。ただし大きさは、一匹一匹がイルカほどのサイズだ。

            　土属性のmobだから、風属性が効果的だと考える。

            「【わらびもち】」

            　その時隣で、月極が呟いた。

            　おかしなプレイヤー名だが、指して珍しいわけではない。駐車場の契約みたいな名前だなと僕は思う。

            　だが端正な唇から放たれた名前に、思わず足を止めた。

            　一瞥するとぼわんと白い煙が周囲を舞い、直後茶色い立方体の所々に苔が着いた、岩のような【召喚獣】が現れた。

            　確かに苔が、抹茶に見えないこともなく、岩のような立方体はわらびもちのように見える。今度抹茶わらびもちパフェを作ってみようと考えた。【召喚獣】は、ふよふよと宙に浮かんでいる。

            「風属性？」

            「ああ――はい！」

            「……敬語じゃなくて良いけど」

            「まじか。良かった。苦手なんだよな、敬語。日本語難しい」

            　楽しそうに笑った月極を見て、僕も気づけばローブの奥で笑みを浮かべていた。

            　杖を握り直し、前方にいるmobを見据える。

            「わらびもち、【風の刃】」

            　月極が命令すると、【わらびもち】の周囲をクルクルと緑色の風が覆い、それから一筋の刃となって、mobへと攻撃していく。

            　動作が初心者にしては速いなと思いながら、僕は杖を握りしめた。

            　――逆に初心者だからか。

            　【召喚獣】の操作には癖があるらしく、皆使い方を模索していると聞いたことがある。これまでは、召喚系の動作が無かったから、他の魔術などの詠唱の癖が付いている人が多いと聞いた（恐らくギルドチャットで見た）ことがある。

            三分の一ほどHPが削れたのを確認し、僕は杖を振った。

            「【風見鶏】」

            　初級の風属性攻撃魔法を放つと、mobはあっさりと倒れた。

            「おお……！　強いな」

            「長くやってるだけだよ」

            　僕ぐらいの魔術師なんていっぱいいるだろうと思う。

            　後はレベル差の問題だ。

            　これならば洞窟につっこんで、僕が全てのmobをつって、範囲攻撃で殲滅することも余裕。冷静にそんなことを考えながらも、もう少し雑談しながら歩いて、一匹ずつ倒すのも悪くないなだなんて、思ってもいた。

            「僕が壁するから、次からは一人で倒してみる？」

            「そうする」

            　返ってきた即答に、養殖して欲しいわけではないのだなと、静かに頷いた。

            　そのまま迷路の中を進んでいくうちに、月極のレベルは３程上がった。

            　最後に対峙したのはダンジョンボスである。

            　女王蟻らしい、大きな虫がそこにはいた。

            　さすがにこれは、月極一人では難易度が高いだろうと、僕は杖を構える。

            「――俺が倒してみてもいい？」

            　しかし月極がそう言った。

            「……」

            　不可能ではないが、時間がかかるだろう。

            　僕も壁が出来ない相手だとは思わなかったが、それなりに痛い思いをすることになる気がした。

            「さすがに難しいか。じゃあさ――今度は、俺が壁をやってみるから、その後、後ろから倒してもらえないか？」

            　その言葉に僕は頷く。

            　【召喚獣】は、攻撃範囲要員だと思っていたから、壁が出来るのか半信半疑でもあったけれど。少しだけ、見てみたいと思ったのだ。

            「いけ、【わらびもち】！」

            　僕の様子に、安堵するような笑みを浮かべてから、真剣な顔で月極が【わらびもち】をけしかけた。僕は風の攻撃魔法を準備して、【わらびもち】がボスを引きつけたのを確認してから、攻撃を放った。

            　おそらくあれが、月極との初めての連携攻撃だった。

            　

            「僕も、楽しかったよ」

            　ポツリと呟くと、月極がサンドイッチを持つ手を止めた。

            「――本当に？」

            「うん」

            「じゃあ、今は？」

            「え？」

            「俺と一緒にいて、楽しい？」

            　どこか真剣な瞳をしている月極を見ながら、僕は静かに瞬きをした。

            「急にどうしたの？」

            「え？」

            「あたりまえだよ。変な月極」

            　僕は月極と一緒にいて、楽しくなかった時を数える方が早い。

            　楽しくて当たり前すぎるのが、僕と月極の関係だと思っている。

            「……」

            　すると月極が、照れるように、頬に朱を指した。

            「あたりまえ、か」

            　呟いた月極を眺めながら、僕はこんな風に穏やかな時間を、現実でも過ごせれば良いなと願った。

            　

            　

            


            　

        
        
            【番外】二百年が経過しました！（世界の覚書）

            　

            　

            　僕達が、異世界へと移住してから早――二百年。

            　その間には色々あったけれど、代表的な変化を覚書として、残しておきたいと思う。

            　今では、移転のことや、その前のクラウン争奪のことは、神話として語り継がれている。

            　多分それについては、いつか誰かが語ったり、調べたりするだろうから置いておこう。

            僕はもっと即物的な変化について、語ろうと思う。

            　僕たちの地球が滅び、それに際して一万三千人以上（だけど二万人よりはずっと少ない）人数が、再びこの地――キングダムへと移住したのは、二百年前のことである。

            　移住を拒否して、地球と一緒に滅びた人も結構なかずいたそうだし、ログアウト不可の頃にPK等で命を落としてしまった人も、一定数いたらしい。

            　それで一万三千数百のメンバーが、この世界へとやってきた。

            　うち五千人程度が、【アイデンティティ】のメンバーだったし、そうじゃない人達も、大半が【アイデンティティ】に顔見知りがいた。

            　そして――僕たちのこの種族は、それ以来【人種族】と呼ばれるようになった。

            　僕たちが転移してくる前は、クラウンを修復したから、宝石をモティーフにした各大陸がセントラルに統合されて一つになっていたのだけれど、僕たちが識らなかっただけで、その周囲にもいくつかの大陸があったらしい。

            　中央がセントラルと言うことは代わらないが、右上のサンダーウッド大陸には獣人（獣耳と尻尾が着いた人型の種族）が、右下のシラン大陸にはエルフが（耳がとがっていて、色白の長命種。大抵背が低くて華奢）、左上のアマンティ大陸には魔族が（コウモリじみた大きな黒い羽を持っていることが多い）、左下のノーヴァルド大陸には天族（天使族と竜族）が住んでいる。寿命の長さでいると、魔族＞エルフ≒天使＞竜族＞獣人＞人間である。

            　大抵どの種族も、常時は人型をしている。

            　そんな世界で、現在僕は暮らしている。

            　世界語と転移してから、僕たちは、排泄なども含めて、それまでの地球と同じ体のつくりに代わった。しかしながら、【御遣い】よ呼ばれる、僕他九名だけは、不老不死であるらしい。AIであったという雪と、賢者を名乗り現実世界ではそれの監視をしていた天才である鴉も、どういう仕組みなのかは分からないが、現在不老不死であるという。

            　だから僕らにはトイレなど必要ないが、野薔薇やエル達には、必須になったと識っている。

            　僕たち以外は、現実世界同様に、時を経る事に老け、年を重ねていくのだと分かった。

            その為皆が、トイレの設備を整えている。

            　しかし反面、【清潔珠】という、トイレに行かなくても良いアイテムが流通し始めていた。【清潔香】というものもある。こちらは秘所に塗ると、内部を綺麗にしてくれるという代物だ。相変わらず男性の方が数が多いので、同性愛は減らない。

            　僕らが生きていた当時の各ギルドは、人間の国家になったり、新たな枠組みになったりと、忙しく揺らいだ。そんな中でも、やっぱり魔術師の育成は難しいらしく、二百年が経過した今でも、攻撃力に秀でた魔術師は少ない。

            　そんな世界で、僕は人間の神として生きている。

            　僕には不釣り合いな待遇だけれど、まぁ、しかたがないだろう。ほかにやるというひとがいないのだから。

            　そういえば、【血塗れ男爵】の皆と、紫紺や吹雪、雪や鴉は、この新しい世界で再会した。いまさらかもしれないけれど。

            　だから僕らは、みんなで、新たなる門出を祝った。

            　人生何が契機になるかは分からないけれど、僕らは僕らで幸せに生きようと思うのだ。

            　

            　

            　

            　

            　

            　　　（終）
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